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を誦 じ、 これ を 說 きながら、 1 つの 身に 驗る ことなき 

者 は、 塞 言 を あなどる の 罪、 それ 免る、 こと を^べ け 

んゃ、 子 朱 子 この 篇の始 に をいて、 すでに 程 子 便 これ 

かってよ まざる の 言 を のせて 、篇の 終に、 又 尹 氏罄言 

を あなどる にち かきの 說を とる、 その 丁寧 諄 懇 にし 


て、 學 者を警 せる 意 亦 至れり とい ひつ べし、 これ をよ 

みて、 たけく か へりみ、 ふる ひす まざる 者 は、 日々 

ノ  カウ 

に此 書を講 論して、 字 ごとに とき、 句 ごとに みがく と 

いふと も、 己に 益な きこと 必せ， x?-* 豈恥ぢ つ べきの 甚 

しく 畏る ベ きの おごそかなる ことに あらす や、 


な ra  llA  ssf^  择終 


^  0 


堯曰 第二 十 


三 九 一 


0  10  II 堯曰 第二 4-   

cruT , --  .  --- - . "   (1 S 

れを 記して 以て 帝王の 治に つぐ 時 は、 則 夫子の 政 を 

する こと 知ぬべし、 

ノ£ ハク レハ  ラ チ  シ テス. in ト 

〇 子 曰、 不. 知. 命 無 _,以 爲，， 君-子 ^ 

命 は、 禍顙 にっきて 云、 これ を 知る と は、 明に 知て、 こ 

れを信 やるな hN、 凡そ 人、 命 を 知らざる 時 は、 害 を 見 

て必 さけ、 利を见 て必 おもむく、 まことに 以て 君子と 

すべから す、 又よ く 命 を しる 者 は、 人事 を つくして 

後に、 順 ひて 正 命 をう く、 た ケに 氣數の ま、 にして、 

する ことなき にあら す、 此 まさに これ 君子な り、 

レ f  タ  チ  シ  テ？ vn ト 

不. 知. 禮無， 以立 也、 

踡を 知らざる 時 は、 動 靜云爲 みな その 法則に くらし、 

よ .9 て 耳目の 用 を ほどこして、 可否 を わく こと あた 

はす、 手足の わざ を 用 ひて、 進退 を なすこと を 知ら や、 

グ ワイ テ f  シ  カタ サダ 

外 體 かくの 如く なれば、 心 志 も 亦 堅く 定まら や、 よ 

りて 此身を 立る こと あた はす、 

レハ  ラ n ト チ  シ  テ ル n ト ヲ 

不. 知 Jn 無お 知， 人 也、 

其 言の 得失 を、 つまびら かに すれば、 よく 其 心の 邪 正 


111 九 0 

を 知る、 又 その 言 をし る 者 は、 其 言 得 たれと も、 亦 そ 

の 人の あしき を 知る こと あり、 其 言 失すれ ども、 亦 そ 

の 人の よき を 知る こと あ 、もし それ 言 を 知らす ば、 

何 を 以て か、 人 を 知る こと あらん、 〇 尹 氏の 云く、 此 

三つの 者 を 知る， は、 則 君子の 事 そな はる、 弟子 これ 

を 記して、 以て 篤-ど 終 ふ、 意な きこと を 得ん やと、 董 

し 人よ く 命 を 知リ、 禮を 知る 時 は、 內 以て 己が 德 をお 

さ ひるに 足れり、 言 を 知る 時 は、 外 以て 人の 情 をつ， V 

すに 足れり、 これ 君子の 享 そな はれるな り、 凡そ 聖人 

の 人 を敎る こと、 人 をして 君子たら しめ ま /、欲す る 

にす ぎす、 よ. 5 て此 書の これ を始 むる にも、 君子の 學. 

を 以てし、 これ を 終 ふるに も、 亦 君子の 事 を 以てす、 

これみ な 記者の 意 ある 所なる 歟、 尹 氏 又 云く、 學者ゎ 

かう して これ をよ み、 老 ひて 1 言の 用 ふべ しと する 

、と を 知らす は、 聖言を あなどる に、 ちか /-ら ざらん や、 

夫子の 罪人な り、 念 はざる ベ けんやと、 按ゃ るに、 そ 

れ 一 部の 論語、 塞人敎 をた る、 の 意、 誇々 然として、 

人 をして 其智を 明に して、 以て これ を 行 ふ 所、 利 あら 

まく 欲する にあら すと 云 ことなし、 その 忠誠 至りて 

切に、 その 恩澤 至りて 深し、 わがと もがら、 朝夕 これ 


ノ 玉 ハク シテ へ  nQ ス  フ  ヲ ギヤ クト 

子 曰、 不. 敎而. 殺、 謂，， 之虐； 

平素 民に 善道 を敎 へやして、 罪 を を かした る 時に、 抓 

をから  < して.、 これ を ころす、 此惡を 名 づけて 虐と 云、 

耆と は、 むごく そこな ふな， 5、 

シ テ シメ -i ル ナル チ - プ チ パゥト  - 

不. 滅」 fk.p 之 暴； _  . 

さ、 も. ci:  ,;r  二- 

戒 むん は 、お viv か じめ、 つげ しらす る義な ：0 、か. て 

戒 令な. て、 民 をつ かひ、 目前に、 其 事の 成る を 見 

ん とす、 此惡を 暴と 云、 暴と は、 に はかに して、 漸漸の 

次第な きこと を 云、 

ュ ルカ セラ ンテ レイ チ や タス キテ  フ  チ ゾクト 

慢. 令 致. 期、 声 之 賊； 

ュス -チ  カイ レイ  ス チ 

慢レ 令と は 、戒令 を ゆる かせに して、. いそがぬ ぞ 、致细 

は、 其. 事 を 成す 期 を かぎりて、 こ にいた. 0 て、 必 

キフ  サキ  J 

成せと 云ぞ、 賊と は、 急に 害する 義 な.， y  、前に は 令 を 

ゆる かせに して、 後に その 成る こと を、 急に 責 れば、 

民必 せま てえ せ す 、然る を 則 これ をつ みな ふ は、 是 

これ を 賊害す るな， 9、  ノ が., 
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ヒ トシ ゥシテ チ ァ タフ ルガ -I  スィ ダフ ノ  ャブサ カナ ル フ  ヲ 

P 之 與乂 也、 出- 納 之 吝、 謂， 之， 

ィゥシ .* 

有-司； 

猶， 之與》 人と は、 人に 物 わた ふるに、 を そくても、 はや 

くても、 其 事の ために、 ひとしく して、 か はる ことな 

きを 云、 出納と は 物 を 出しい る 一 、 なり、 こ 、 に は 出す 

こと を いへ ども、 納る、 は、 詞 につれ て 云な り、 有司 

ャク  クラブ 

は、 役人な り、 これ は藏 奉行 を 以て 云、 かれは わが 力 

づか.=^たる物かゃを、た-,£^ へん罪ををそる.^故に、物 

を 出さん とする 時 は、 點儉 をつ まびら かにして * 出る 

ウレへ  . 

ことの を そき を 以て， 患と せす， よ h "'て 物お あた へ ん 

として， 果さ  >  る をば、 有司と 云、 これ 政 をす るの 體 

にあら す、 かくの 如く なれば、 あた ふる 所 多し とい へ 

ども、 人 その 惠 をお もはや、 楚の項 羽 功臣 を 封 せんと 

丄て、 その 官府の 印 を 鑄させ、 これ を あた へんと して 

は、 やめ-, して、 其 印の かどつ ぶる までに、 え あ 

た へす、 よりて ついに やぶれ をと るク」 れ其 しるしな 

り、 〇 尹 氏の 云く、 政 を 問に 答 ふること 多し、 いまだ 

かくの 如きの つまびら かなる 者 あらす、 この 故に、 こ 


0 語 


堯曰 第二 十 


子 張 はじめ 一 つの 實を； i ひ 出す 故に、 五つな がぶ 知 

らすと 見て、 此ょ hs 下、 其餘 を も あはせ て、 つげ 玉 ふ 

歟、 或は みな 問 ふ 詞と、 子 曰の 字と あ. 5 つる を、 記 

者 これ を はぶきた るか、 未審な 、凡そ 民 をつ かひて 

勞せ しむる に、 皆 やむ こと を 得ざる 事の み を えらび 

て、 つか ふ 時 は、 勞す とい へど も、 又 たれ か 上 を うら 

みん、 

シチ チ  タリ チ  イク クン ゾム サ ポラン 

欲 t 而 得 t 、又 焉 貪、 


上た る 人、 己が 立 まく 欲する 意 を 以て、 人 をた て、 己 

が 達せ まぐ 欲す *0 意ヒ 以て、 人 を 達すれば、 天下の 民 

に をいて、 必 すく ふ 所 あ hv  、即， ；れ仁 を 欲し て 、仁 を 

得た るな， o、 又 これ 上と して 下 を 愛する の 道に して、 

政 をす るの i 意 なれば、 なん ぞ 民の 則 利 を 貪る の 欲 

あらん、 

ハ  タ シク クヮ. r  ク  トシ  ナ アナ ド 4n ト 

君-子 無. 衆寡， 無，， 小 夫： 無，， 敢 慢； 

レ ャ タ 力 二 シテ  か 二 ァラ ラ 

斯 不， 亦 泰 而 不 J? 乎、 

君子 は 恭敬 を 以て 物に 接 はり、 人の 衆寡と な， 、、事のに 
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大小と なく、 一つ も あへ て あなどる ことなし、 この 故 

に、 只 その 心 ひろくして、 體ゅた かなる のみな. り、 な 

»•  オイ 

んぞ 上た る 勢 をた のみて、 下を鞲 るの こと あらん や. - 

ハ シゥシ ノ， 1 ク ワンチ シ  ノ セン シチ ダン トシ テ 

君-子 正，， 其 衣-冠， 尊，， 其 瞻-視 、儼- 然 

ノ ゾンテ  チソ" チ レ ャ タ アツ テ  -I 々カラ 

人望 而畏. 之、 斯 不，， 亦 威而不 k 

乎、 

瞻視 は、 目づ かひな， 5、 これ を 尊く すと は、 おも/^ 

しくす るぞ、 嚴然 は、 正き 貌な ト、 君子の 下に のぞむ 

こと、 亦 恭敬 以て、 己 を じ もつ にきびし くして、 つね 

- ：  -  3 ゥ ハウ 

に その 衣冠 を 正 く，. -、  i< -貌 をお もくしく して、 像然 

たり、 この 故に 人 のぞみ 見て、 を それう やま ふ、 され 

ど その 威儀 を そるべし と いべ ども、 人 をお どす に 意 

チン ケ フ 

なき 故に、 これにつ く 時 は又溫 和に して、 たけく はげ 

キシャ ク 

しき 氣象 なきな hN， 

ノ  ク チカ  フ  ト 

子 張 曰、 何 謂，， 四- 惡； 

五美 をき、 を はりて、 又四惡 W 目 をと ふ、 


て 政に 從は れんと、 

子 張 ノぼ、 怀 ノ ま，， 五-美 ト； 

五美の 條目 をと ふ、 

ノ 玉 ハク  ハ ケ イシ ナ  プイエ 

子 曰、 君-子 惠 而 不. 費、 

此ょひ 五美の 目 を あぐ、 君子と は、 位に ある を 主と し 

て 云、 下 同じ、 惠は、 めぐ ひな，^、 民 をめ ぐめ ども、 其 

つい ゑに やぶれ や、 これ 一つの 美な，. y、 

ラウ シチ  ゥラ 5/ 

勞 而 不. 怨、 

民 をつ かひて、 勞 すれ ども，、 民 その 勞を うらみす、 こ 

れ 美の 二つな り、 

シテ  ム チ ボラ  ， 

欲 而 不. 貪、 

I  サイ 

上より 下に 欲する こと あれ ども， 民 財 を 貪る のこと 

なし、 これ 美の 三つな. 5、 

ユタ. tsi ーシテ  ヲゴラ 

泰. 而 不 If 

上に 居て 安泰 なれ ども、 を ご. 9 て 下 を あなどらす、 こ 

« 語 堯曰第 ニヤ 


れ 美の 四つな h -、 

ィ アツ テ  タケ カラ  一 

威 而 不.猛、  一 

其 下に のぞむ こと、 威 ありて を そる ベ けれども、 たけ 

くして したしまれざる にあら や、 これ 五つの 美な り、 

子張ノ 曰ク 、何 謂，， 惠 而不〕 費、 

子 張 又 五美の 事實 を、 く はしく 知らん として、 まづ 其， 

初 1 つ をと ふ、 

ノ 玉 ハク ョヅテ  ノ  - ースル  ス  チ  レ  スャ 

子 曰、 因，， 民 之 所辆 而 利. 之、 斯 不，， 

タ シテ  ルニァ ラエ 

亦 惠 而 不 ，費 乎、 

凡そ 民の 業と する 所の 事、 上. たる 人、 天 時の 變 にした 

が ひ、 地理の 宜を つまびら かにして、 其 法 を 制し、 民 

に敎 てこれ をな さしむ、 より て 民 その 法 を 用 ふれば、 

事と して 利 あらす と 云 ことなし、 これ その 利と する 

所に-.^ りて、 これ を 利す るな， 9、 かくの 如く なれば、 

一惠の 及ぶ 所 大いにして、. 上の 財力 を 費やす 所な し、 

エラン テキ チ  ズ  ズ  チ  タレ カウラ；/，；' 

擇. 可. 勞 而 勞. 之、 又 誰 怨、 

1 一 1 八 七 
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れを 得た 、下の 句義み な 同じ、 

ナ ルすハ チ  __- ル 

信 則 民任焉 

君の 號令 信に して、 民 を あざむく ことなければ、 天下 

みな 上 を；^ のみに して、 其 身 をよ す、 

ビン ナ i す ハチ ， 、 

每 有 レ 1=^ 

政に とくして、 を こたる ことなければ、 事 功 みなとげ 

なる、 

け * す ハチ ョ a  n ブ 

公 說 

賞罰お ほやけ に；. -て、 各 その 實に あたれば、 民心よ ろ 

こんで、 こ れに 服す、 〇 按ゃ るに、 此章 記者 堯舜禹 湯 

武 王の 事 をつ みと，. y て、 古の 帝王、 天下 を 治め 玉 ふ あ 

らまし を、 あげ 示し、 を はりに 泛く 帝王の 治ン に、 通す 

る 道 を 以て、 これ をむ すぶ、 歷聖 の德業 を、 赘美 する 

に は あらや、 楊 氏お もへ らく、 諺 語の 書 は、 みな 孔子 

の微言にして、其徒ったへ守，.^て、この道を明す所の 

者な り、 この 故に、 終篇に をいて、 堯舜位 を ゆづるの 

命、 湯武師 にち かふの 意と、 かの、 政事に ほどこせる、 
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ことと をのせ て、 凡そ 聖學 のうけ つた ふる 所、 そのむ 

ね 一 つなる こと を 明せ り、 孟子の 終篇 にも、 亦 堯舜湯 

文 孔子の 道統 相う くるの ついで をのぶ、 み な 此の 意 

なりと、蓋し前聖後聖の心、符節を<^ロせたるが如し、 

もし 時 を 得て 上に あれば、 則 帝王の 業と な， CS  、時 AJ 得 

すして 下に あれば、 則 夫子の 道と なるな り、 

ナ  -I  ク ィ カナ ルカ  n レ  鄱 

〇 子 張 問， 於 孔 子， 曰、 何 如 斯 可，， 

2- 化. 私矣、 

いか やうなる が これ 攻に從 ひて、 治 をす る の 道ぞ 

と、 凡そ 從 ^ 政と は、 大 夫の 政に 就きて、 職 を つとむる 

ことなれ ども、 こ れ 上の 章 帝王の 治 道 をう けて 記し 

たれば、 上下に 通じて、 泛く 見る ベ し、 

ノ玉 ハク トビ  ザ シン ゾタ  ヲ  レ  シ  テ フ 

子 曰、 尊，， 五 美； 屏， 四， 惡； 斯 可，， 以 從， 

k 矣、 

政をするに、五っの美事ぁh^、四っの惡事ぁh^、 よく 

五美 を 尊びて 行 ひ、 四惡を しりぞけて 行 はすば、 則以 


して、 其宜 きに かな はしむ るぞ、 

メナ ハイ クワン _K 

腰官； 


廢官 は、 すたれたる 官鞭 なり、 或は 官 あ，. y て 人 を か 

き、 或は 人 ありて 官を 失へ る を、 皆お さめと、 の へ 

て、 そな ふるな hN、 


1 ト ハル 


四-方 之 政 行焉、 . 

上 三つ のこと おさま しょ， 9、 四方に しく 政、 よく 行 

はれて、 ふさがる ことな か， 9 しな， ^ ？'、 


ホ CI ビタ i 


國を うしな ひたる 君 あれば、 再と， o- おこして、 これ を 

ホウ 

封す，  ノ 

ツギ タエ タル ヨテ 

世つ ぎの たえた る國 あれば、 そ の 親族 を 以てと り 立 

つ、 武王 商に 克て、 則 黄 帝、 堯舜、 禹 湯の 後 を 封す、 こ 

れ此ニ 句の ことな hv、 

ァグテ ス タレ * ル 


夢 逸 民； 


逸民の 字義、 前篇に 兌え た 、これ を あげて あら はす、 

箕 子が とら はれ を ゆるし、 商容 を復し て、 もとの 位に 

をく の 類、 これな， o、 商容 は、 商の 賢人な り、 


天-下 之 民 歸. 心 焉、 


上 三つの 者、 みな 人心の 欲する 所なる 故に、 此事 行れ 

てよ， 0、 天下の 人、 みな 心 を 周に よせて、 服せ すと 云 

ことなし、 


所 k 民 食 喪祭、 


亦武成に出た，.^'、食は以て生をゃしなふ、喪は以て死 

を 送る、 祭 は 以て 本に 報 ひ、 遠き を 追 ふ、 み な 天下の 

急務な り、 紂不 道に して、 これ を あなどる、 武王改 て、 

これ をお もんす、 

クワン ナ ル寸ハ —チ ゥ シゥチ 

寬 則 得. 衆、 


輪 0 
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此 より 下、 武 王の 事に をいて 見えす、 蓋し 泛く 帝王の 

道をのぶるな，6^、 君 ゆたかに して、 下に のぞみて、 こ 

れをぞ こな ふこと なき 時 は、 諸人の 歸附を 得て 失 は 

す、 云 意 は、 凡そ 帝王の 衆 を 得る こと、 寬 にして 則 こ 

.  三 八 五 


^  0 
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此 より 下、 ..H さに 諸侯に つぐるの 詞、 上の 文 をう けて 

云、 はじめ 榮を うつ 時、 かくの 如くに、 天命 をう けて、 

今 天下の 君と なれば、 天下の 責、 み なわれ 一 人に あ 

り、 然れば わが 身に 罪 ある は、 これ 民の 致す 所に あら 

す、 まことに われひと 、其 罪に あたる ベ し、 天下 萬 

方の 人 を 以て、 これに ぁづ からしむ る ことな けんと、 

萬-方 有. 罪、 罪 あ，， 朕 躬； 

萬 方の 人 罪 ある は、 これ わが. 政敎 の、 あやまれる 所な. 

れば、 その 罪 わが 身に あ. 9、 まさに 其責 を、 わ れ に 致 

すべ しと、 これ 己を責 るに あつく して、 人を責 るに う 

すきな り、 

アツ テ ィ -I* マモ ノス ルコ ト  レト T シム 

周 有， 大 賽； 善 人 是 富、 

此ょ，.^槩 周の 武王 にっきて 或は 其 事 を あげ、 或は 其 

詞 をのぶ、 今必 しも 其 序に か、 はら ざれ、 蓋し 紂 天下 

の 財 を 上に あつめて 其 用る 所 は、 みな 惡 人な b  、武王 

紂を うちて、 則 その 財 を 天下の 民に 散 じ、 德 あり 功 あ 

る 者に、 祿位を あたへ 玉 ふ、 これ を 大いに 資すと 云、 

中 に も 善人 を ば 、 とり わ き 富貴 に し て、 其 賞み だ り な， 
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らざ りしな. y  、大資 のこと、 周書武 成の 篇に 見えた， o、 

雖. 有，， 周-親； 不. 如， 仁 1; 

此は泰 誓の 篱の詞 、周 親と は、 至 h- てしおし きな. o、 

紂には 三 仁の 如き、 至 親 多 か. y し かど、 みなし..^ ぞ 

けて 用 ひす、 周の 仁人 多くして 、心む あはせ たるに、 

しかざる なり、 これ 必 商に 克べ き 道理 ある こと をい 

？， 

ハク セ. T  it ハ アヤ マチ リレ  -ー 

百-姓 有. 過 在， 予 一 人； 

本文 出處 上に 同じ、， ^ れ亦 天下 を以 て、 己が 任と す、 

上文 湯誥の 意の 如し、  . . 

ッ * シミ ケン リャゥ ヲ 

謹，， 權- 量：  • ， 

權は、 はか hs のお もし、 量 は、 ますな り、 針が 時、 私す 

る こと 多 かりし 故に、 つ しみ あらためて、. これ を ひ 

と しくす  - 

ヅマ ビラ カニシ  ト IS 

赛， 法-度； 

シン シ ャクソ ンヱ *- 

法度 は、 轄樂 制度な. y  、これ を審 にす と は、 掛 酌 損益 


にう つ- 9 て.、 天祿 ながく おへん こと、 これ 戒の詞 な 


舜亦 命 JT  一 

舜 後に 位 を 禹にゅ づ，.>  玉 ふ 時に も、 亦 堯の命 せられん 

たる 所 を 以て、 これに 命じ、 並に その 中 を， とる 工夫.^ 

グショ  ボ  ノ  VI 

以て、 あはせ つげ 玉 ふ、 今 虞 書大禹 謨の篇 に、 人心 惟一 

アヤ ゥク ノ  レナ リ レレ  二 レ产チ  _ 

危、 道心 惟微、 惟精 惟 一 、允 執 一一 厥 中 一と ある これな.^、 一 

玉 ハク  」 

曰、.  I 

これ は 商 湯す でに 架 をう ちて、 諸侯に つげ 玉 ふ詞、 今 〈 

カウ  ノ玉 ハク  一 

商 書の 湯 詰に 出たり、 こ、 に は 湯 曰と あるべし、 -ー 

予 小-子 1^、  .-  _ 

履 は、 蓋し 湯の 名な 、これ まづ はじめ 楚を うたんと： 

して、 命.^ 天に 請 玉ふ詞 をのぶ、 小 子と は、 天に 對し： 一 

ての謙詞な.=^、  ^ 

テ ヒテ ケ ンホチ  一 

敢 用，， 草 牡：  一 

牡 は、 おは ものな り、 夏に は黑色 をた つと びて、 祭の 一 


牲に玄 きを 用 ふ、 湯此時 天に つげ 玉ふ牲 にも、 なを 夏 一 

の禮 によ. 0 てい また 變 せす、  一 

テア キラ 力-一 マウス  ク ワウ ル n ウテ ィ 一一  ，1 

敢 昭 吿っ干 白 皇 后 帝 I  一 

皇々 は、 大々 なり、 后 は 君な，.^、 これみ な 天帝 を 尊て： 

稱 する 詞、  二 

^チ ッ-, -シ テュル サ  ； 

今榮罪 あれば、 われ あ へ て ゆるさ じ、  一 

ヲシカ クサ  \ 

帝- 臣不. 蔽、 •  - 一 

天下の 賢人 は、 みな 上帝の 臣 にして、 せ (に 國家を 治る ^ 

者 なれば、 われ あ へて かくさ やして、 あげ 用 ひん、 ： 一 

エラン.， テリ ノロ  二  i 

簡 在 _ 帝 心； 

一 

凡そ 人の 善と 惡と、 すでに えらび わけて、 上帝の 心に 一 

シャゥ パク 

あ ，今 これ を賞爵 する こと、 た 》 帝の 命す る 所の ま 

にして、 あへ てた が はじと、  . _ 


ナケン テス ル r 


朕 船 有. 罪、 無. 以，， 萬 方 


チ 
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これ 上文 をす ベ むすぶ 詞 な..^、 〇 謝 氏お も へ らく 此 

章 子 貢 塞 人を稱 する の 語 を 見れば、 そ の 晚年德 にす 

、むこと、 高遠 をき はめつ る こと、 知られたり、 い は 

ゆる 夫子の 邦家 を 得ん 時の、 効 ある こと、 かげ ひ V き 

よ. 9 も、 すみやかな. 9、 人 その 變化 を 見る とい へ ど 

も 、その 變 化する 故 を、 うか  >  ふこと なし、 蓋し 聖に 

して 知る ベ からざる の紳に 至れ 、これ ほとんど、 思 

ひつと めて、 得が たき 所なる べし、 


ェゾ 


堯曰 第二 十 

毚 曰、 咨. 、爾 舜、 

此章 はみ な 記者の しるす 所、 これ は帝堯 位を舜 に、 ゆ. 

づ 6 玉.^ 時に、 命せられ つる 請な..^、 咨と は、 なげく 

整、 =1=^ 事 をお もん せらる、 故に、 まづ 嗟嘆 を發 して、 

而 して 後に つげ 玉 ふ、 

ノ  レ キス ゥ  リ ナン ヂノ  i 

天 之 曆-數 在 罱鋁： 

天の 暦數と は、 帝王 位 をつ ぐの 次第 を 云、 そ れ 帝王 

す ホヤ ケ 

は、 天下に 公 なる 君なる によりて、 その 位 を さ づけ 一 


-1 八 二 

うくる に、 或は 子に あた へ 、 或は 賢に ゅづ る こと、 必 

す、 一人よ- 9、 一 人に わたる、 天命 あ， 0 て、 まさし，、 曆 

數に、 歲 時節 氣の ついで あるが 如し、 この 故に、 古來 

天 の 曆數ヒ 以て、 その 名目と す る なり 、堯は 子 にあた 

へやして、 賢に ゆづる、 これ 舜の 身の、 必 天位 をった 

ふ ベ き 所と *見 さだめ 玉 ふ 故に、 これにつ ぐる こ. とか 

くの 如し、 

マ スト 二 トレ  N- チ 

允 執 二 其 中； 

シン  クヮ 

天命に あた b  、天下に 君た る 人 なれば、 眞實に その 過 

キゥ 

不 及な き 中道 を， と 行 ひて、 政 をせ よと なり 

コン 土 ウセ パ 

四-海 困- 竊、 

四海 は、 四方の 海の 內な り、 天下 を 云、 困 はくる しむ、 

窮 はき は まるな り、 もし 其 政、 中道に かな はすして、 

天下の 人、 困苦 窮迫す る こと あらば と、 

ロク ナガ ク ラ へ ン 

天- 祿 永 終、 


ソゥ カウ フ イク 


天綠と は、 天子の 崇高 富有 を さす、 これ 天よ b 命 せら 

る、、 祿 なれば なり、 四海の 民 困窮せば、 天位 他の 人 


は、 のぼ. 9 はしな り、 凡そ 人の 德善信 美大の 四 段まで 

は、 なを 工夫 を 以て 至る べし、 その 化して 塞と なるこ 

と は、 則 懸絶して、 力の 及ぶ 所に あらや、 よりて 云、 夫 

子の 塞德高 妙に して、 及ばれざる こと は、 なを 天の 梯 

たて、、 のぼられ ざるが 如しと、 但 その 及びが たきこ 

と を 云、 高き ことのみ を 云に あらす、 

ノ  ンすハ ハウ 力 テ 

夫-子 之 得， 邦-家， 者、 

此 より 又 その 及ばれざる 內 につ いて、 詞を まう けて、 

夫子 の 位 を 得 て 、國家 を おさめ 玉 はん 時に、 其感應 の 

すみやか にして、 はかり がた きこと あるべき こと を 

云、 

ル ッレハ チコ 、二 チ 

所謂 立 レ之斯 立、. • 

所謂と は、 古語 を 引て 云なる べし， 之の 字 は、 人民 を 

さす、 下み な 同じ、 これ を 立つ と は、 田 宅 を さづ や 

な ひて、 其 身 を 立るな，. y、 斯 立と は、 その 効す みや 

かにして、 皆 立 こ と を 得るな hN  、下の 句義 これに 同 

じ、 

ミチ ビクハ ？  -1 シタガ t 

道. 之斯 行、 . 

0  0 子 第 十九 


道， 之と は、 敎る なり、 斯行と は、 即そ の 敎 にした が 

ふ、 

ヤス ン ズ レパチ  二  リ 

緩. 之 斯來、 . 

设 やと は、 立る ことの 堅き ぞ、 來る と は、 遠き 人まで 

も、 皆 おもむき よる こと を 云、 

ゥゴカ セハテ ニヤ ハラ キ 

き. 之 斯 和、 

動かす と は、 鼓舞の 義、 敎る ことの 深き なり、 和ぐ と 

は 風俗 ー變 して、 萬 民 相 や はら ぐぞ、 . 

ノィケ ル寸ハ サカ ヘリ トシ  ， 

其 生 也 榮、 

その 君い ける 侍 は、 則 人民た つと びした しみて、 各 其 

身の さかへ なり とす. 

ノ ス ル寸ハ カナシ ムナリ 

其 死 也哀、 ， 

その 君 死せ る 時 は、 則 百姓 父母に 喪す る が 如く かな 

しむ、 以上 は 聖德の 神化、 天地の 化育と、 其た ぐ ひ を 

同く す-る 者な， 

4 之 何 其 可 k 也、 . . 
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ノ  ； -  ゥリ 3 ゥナリ  テ  シ n エツ 

他人 之 賢-者、 丘 陵 也、 猶 可. 踰 也、 

丘陵は、みなをかな，.^、高きを陵•と云、これ云意に、仲 

0^ の そしられざる ことい かなれば、 他人 賢德 は、 丘陵 

の. 如し、 高し とい へど も、 かぎ. 0 あれば、 人 或は、 其德 

なをこえ て 高き こと も ある べしと、 

仲 尼 日-月 也、 無， _ 得 而踰； 焉、 

仲 尼 は 日月の 如し、 其 高き こと、 かぎ hN なき 故に、 人 

得て これに こ ゆる ことなし、 

フ. r モスト  》- "マク レ ？ソ n ナ ハン. T  チ 

人 雖 k 二 自 絕： 其 何 傷 於 日 月， 乎、 

仲 尼 を そしる 者 を 見れば、 自 その そしり を 以て、 塞 人 

と 義絶す るに 似たり、 たと ひかくの 如く、 せまく 欲すい 

とも、 それ 何ぞ 日月 を そこな ひて • その 高さ を、 損す 

こと あ. や、 

マサ マ ル  ズ *n.r チラ a- ャゥチ 

. 多， 見，， 其 不，， 知. 量 也、 

.... - ) . ノ 

まさしく 其 人の， 自 わが 量 を.、 知らざる ごと > J そ は 

見 ゆれ、 聖人 を そしる こと は、 中々 沙汰に も、 及ば ざ 


る ことぞとなり 


〇 陳子禽 謂，： 子 貢， 曰、 子 爲. 恭 也、 

-ー マサ ラン T  rrtr モ 

仲 尼 豈賢於 子， 乎、 • 

子禽子 貢に いひて 云く、 子つ ねに 仲 尼の 才德 を稱美 

する こと、 自 恭敬 をな して、 師に をし ゅづ るな らん、 

仲 豈 子よ. 9 もま さらん やと、 

子 貢 日、君-H^ー  -言 a. 爲. 知、 一 - 言.. 

テ ス トコ ト ラン ハ アル ヅ， シマ 

以 爲. 不- 知： 言 不. 可. 不. 愼 也、 

子 貢 子禽が 失言 を責て 云く、 君子の 道 * 1 言 得た る 時 

は、 これ を 以て 智者と す、 ，一 1! 一一 n あやまる 時 は、 - J れを 

以て 不智 者と す、 物 云 こと、 つ 、します して、 あられ 

ざる こと ぞ と 、 

ノ  ル n トラフ  チノ  -> ガラ 

夫-子 之 不 JE\ 及 也、 猶，， 天 之 不， 可，， 

ハシ タナ、 ノボル  • 

階而 升， 也、 

此 より 夫子の 德、 常人の 甚 及ばれざる こと を 云、 障と„ 


くせば くして、 見え やすき こと を 云、 蓋し 宮 あさけ 

れば、 鯓も ひきく して、 高さ ゎづ かに、 肩に 及ぶな 

とぞ、 

ゥカ *、 匕 S シヅ カノ  3 キチ 

窺 ^ 室. 家 之 好： 

窺 ふと は、 俗に 云の ぞくな. o、 室 家 は、 只 家と 云義な 

ひ、 其牆 ひき /- 故に、 たれ も 其家內 のよ き 所 を、 うか 

> ひ 見る と、 

夫-子 ノ 之 牆 攀仞" 

此 より 又 夫子の 穰奧 ふかく 大いに して、 うか  >  ひが 

たきこと を、 たと へ 云、 蓋し 宮ひ ろければ、 牆も 高し、 

A 尺 を 一 ^とす、 數 係は甚 高き な. 9、 

レハ  テノチ  ラ 

Kv 得， 其 門， 而み 

これ 蓋し 其 道に 入る 敎を うけて、 學 ぶこと にたと ふ、 

不 X 宗ま 之 美 ま ぶ n£ 之 トまー 

富む と は、 さかんなる 義 なり、 其牆 高き 故に、 もし 其 

門に 入る こと を 得 ざれば、 內に 宗廟のう る はしく か 
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、 やき、 百官の そな は .9 て さかんなる こと あれ ども、 

これ を 見 及ぶ こと、ぁたはすとな，^?-、 

得， せ^ 門， 者、 或 寡矣、 

世に 其 門 を 得て 入る 者、 すくな かるべし となり、 

ノ  ィ t ケン n ト ズャ タ ム ベナラ  ， 

夫-子 之 云、 不，， 亦宜， 乎、 

t 夫子 は、 武叔を さして 云、 これ 云 意 は、 武叔も 其 門 

を 得て 入らざる 人なる ベければ、 其い へ る 所、 亦む ベ 

ならす や、 さ あるべき >  J とな. りと ぞ 

〇 叔 孫武叔 E 仲艮 

武叔 なを 夫子 を そし， o- て やます、 これ は 子 貢と 對面 

の 語なる べし、 

ノ  ク ナ カレ  テス ルコト 

子 貢 曰、 無/:^ 爲， 丧、 

そし を なすこと を， 以てする ことな かれと、 

仲 尼， 不. 可フ. 也、 

ゆ 尼 はと かく そしられぬ 人ぞ と、 

三 七 九 
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ふ 所、 あさき 故に、 子 貢 も 亦 此類を 以て、 こたへ とす、 一 

云 意 は、 其 道い まだ 地に おもてす たれす、 今な を 人の 一 

つたへ しる 所に ありと、  一 

賢-者 識，， 其 大 者： 

識 すと は、 お ぼ ゆるな b 、大者 は、 文武の 道の 大 いな ^ 

る 者な. 9、  一 

不- 賢-あ R 小 者：  . ： 

不 賢と は、 小 賢 を 云、  一 

き^ > ？^, , 文- 1 之 道， 焉、  一 

• 一 

大資小 賢、 それ  <  、にしる したる 故に、 あ ふ 所の 人と； 

して、 此道 あらす と 云 ことなし、 

クン カラン ビ 

夫-子 焉不 .學、  一 

上に 云 如く なれば、 夫子 いづく か 學びざ る處 なから 一 

ん、 ゆくさき 皆舉 ぶ處な b と、  一 


而亦何 常師之 有、 


三 * 八 

かくの 如 C にして、 亦なん のさ だま たる、 常の 師と 

云 者 あらんと、 

ヅグテ  ュ  チウ 

〇 叔 孫武叔 語，， 犬-夫 於 朝； 

武叔 は、 魯の大 夫叔孫 氏、 名 は 州 仇、 武は證 、叔は 字な 

b  、朝廷に して、 諸大 夫に、 孔子の こと をつ ぐ、 

0、 子 .艮ぎ 於 仲 尼； 

サ/： ンキ  - 

子 貢か才 識 仲 尼よ. 9 もまされ りと、 こ れ子貢 を ほむ 

る やうに て、 夫子 を そしる 意お もし、 

シ フク ケィ ハク  テ  ク  二 

子 服 景伯以 吿， 子 貢： 

テク 

景伯 朝に てき、 つる こと を 以て、 子 貫に つぐ， 

ノ クタ トフ  チキゥ シャゥ 二 

子 貢 曰、 譬， 之 宮 -牆： 

宫牆と は 、宮室の 外 を、 とりま はした る、 つ いぢ を 云、 

1 說に、 宫も 亦牆な b  、二字 共に 一 事な と、 

.ン^？  ハ  ベリ カタ 二 

賜 之牆也 及レ 肩、 ， 

此ょ h- 子 貢宮籍 のた とへ を 以て、 自 その 才識 の、 あさ 一 


^水、 流れて あつまる 處を 云、 これ を 以て、 人の 身に、 j 

けがれい やしむ ベ き、 實行 あれば、 惡 名のよ， 5 あつま， 一 

る 所なる にたと ふ、 云 意 は、 紂が ことかく の 如くなる 一 

故に、 君子 は 下流に をる こと をに くむと、  J; 

天 1^ 之惡皆 鼠焉、  1 

下流に をる こと をに くむ は、 いかんと なれば、 天下の 一 

惡名、 みなこれ に歸 する が 故な りと、 歸は、 おもむき ま 

よる 義 なり、 これ を 以て、 人^に 自 さとし、 みそな は 一 

して、 一 たび も、 其 身 を 不善の 地に、 を かざれと、 いま 一 

しむるな り、  一 

〇 子见 曰、 君- H.^ 之 過 鸡 如，， 日-月 一 

之 おぎ、  一 

■  』 

おとへ をと る 意、 下の 文に あり、  一 

過 也 人 皆 見， 之、  一 

チ  一 

君子 もお ま/ \ '過 ある こと を、 まぬがれ や、 され ども 一 

ノ  一 

其 過 を、 いみ かくす ことなし、 よりて 人 みなこれ を 見 一 


て、 其 心の 私 なき こと を 信す、 

ァラ タム ル寸ニ ナァ フク チ 

更 也 人 皆 仰. 之、 

更 むと は、 ふた、 び あたらしくなる 義な り、 仰ぐ と 

は、 のぞみ 見て、 たっとぶ意めh^、 君子 ゎづ かに あや 

まつ 時 は、 則 すみやか にこれ を あらためて、 其德 また 

あらたな b  、よりて 人其德 の、 もとより 全 うして、 か 

くる ことなく、 あやまち あれ ども、 わ づらひ を、 なさ 

> る こと を、 たっとぶな hN、 

ノコ ゥ ソン テ ゥフテ  ||  ク 

〇 衞 公孫 朝 問， 於 子 貢， 曰、 仲 尼 

イツ クン 力 ► ナン ヅル 

焉 學、 


公孫 朝 は、 衛の 太夫 な り、 夫子の 博學多 聞なる を 見 

て、 其師の 名き こえざる こと を、 いぶか.. y てと ふ、 

ノクノ  タ ォチ  二  リ 

子 貢 曰、 文- 武 之 道 未. 墜. 於 地； 在 

スシテ 

レ人、 


1 ゥゲ ev^ 
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文武の 道と は、 文王武 王の 敎 令と、 功業との、 世 につ 

たはり たる こと、 凡そ 周の 禮樂 文章の 類 を 云、 朝が と 

三 七 七 


^  0 
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問， _於 曾 子； 


陽 膚其職 をお さむる 道 を、 曾 子に とふ、 

ノ タ 力 ミゥシ ナヅテ ノ  ■ チ  サン ズ c-n ト 

曾 子 曰、 上 失： 其 道； 民 散 久矣、 


今の 時 上なる 人道 失 ひて、 民 をつ かふ こと、. 理 にあ 一 

たら や、 又 年 素 民に 道義 を敎る こと も • なきに よりて； 

人情 事義 ， そ むき はなれて、 互に 相よ h- たのむ 所 V、CH 

し、 これ を民徵 すと 云、 かくの 如くに な.. ^来れる、 ク 一 

の 年す でに 久 きこと をへ た， 9、  丄 

モシ K パ  ノマ n トチ. チ アイ キヨ ゥシテ  ナ カレ ヨロ コプコ ト  - y 

如 得， 其 情： 則 哀-矜 而 勿. 喜、 ， ) 

情 は、 實 情な， り、 罪惡の あ- 9 のま /- なる 所 を 云、 哀矜， 一 

は、 あはれ むな hv、 蓋し CJ^ 散 やる こと 久き によりて？ 

そ の 罪 を を かす 者、 やむ こと を 得ざる に、 せまれる か！ 

らに、 あら ざれば、 其義を 知らす して、 罪に おちいる 一 

なり、 この 故に、 罪惡 のま こと を、 き /- 得る こと あら 一 

ば、 よろしく あはれ み をく は へて、 せ； 〈とが を 行な へ*^j 

其 W を 得た る を、 喜ぶ 意な か れと、 〇 凡そ ラ つた へ を 1 

きく 者 は、 まさに 罪の あはれ みせん こと を 思 ふ？ し 


. .  三 七 六  i, 、. 

况 やその かみ 民 散 やる こと 久き によりて、 曾 子と り 

わき、 これ を 以てつ. けられた 、又訟 をき く 者、 罪人. 

いつはり あらそう を、 なじ- 'つめて、 其實 をと. ひお し 

したる 時 は、 喜びて、 自 その 智 をよ みんじ、 いたく 其 

とが を あつる こと、 常の 情なる 故に？ 一れ をい ましむ 

其 11^  b の 及ぶ 所、 みな 仁者に あらす して、 よく かく 

の 如/、 ならん や、 

ノ  クチ ゥカ  ジ キノ カク ノ 

〇 子 貢 曰、 紂 之 不- 善、 不， 一如. 是 之 

，ソキ 二 ハ ァラ 

甚， 也、 


：ンチ ウノ. 


それ 天下 古今の 惡行 を、 人み な殷紂 より 出た る こ， 

とす、 紂惡 人た b とい へど も、 かくの 如き の甚 しき 一 

に は 至ら じと、 これ 理 勢の 必 かくの 如く なること A-Fi 

以て、 下の 文に 云 如く、 人 を さとさん. ために、 まづ こ」 

れをぃ へ. 9、 紂が惡 もと 甚 しから やして、 むなしく 惡 一 

ミヤ ゥ  ァカ  dr 

名 を かう ふれる こと を、 叨 すに は あらや、 .  ： 

コ、 ュ- テ  ハニ クム テル n トチカ rt* ゥニ  ノ 

是 以 君-子 惡レ 居， 下 流；  一 

下流と は、 下 は ひさ、 な b 、地形の ひき くして、 四方 一 


自致 むと は、 人し ゐ ざれ ども、 われと 自 その 至極 を^ 

す ことな 、者と は、 事 を 以て 云、 これ 云 意 は、 世の 人 

平生の 事に をいて は、 いまだ 必 しも、 自き はむ る こと 

あらす と、 

ス 


ほ，. 5¥、 


そのよく 自 致る こと は、 必た  >  親の 喪の みに てあら 一 

ん かと、 蓋し これ 事理 人情の、 自ゃ むこと あた はざる 一 

事 を あげて、 人の子た る 者の 良心 を、 感動， L 玉 へ るな 一 

り、 必 人の 自 致る ことにして、 その 致め ざるた めしな， 一 

しと、 の 玉 ふに あらす、 〇 尹 氏の 云く、 親の 喪 は、 まこ 一 

とに 自盡す 所な り、 これに をいて、 其 誠 を 用 ひすば、 一 

いづ くんか 其 誠 を 用 ひんと、 此本語 は、 孟子の 書と-一 

檀弓の篇に出た，^^'、  一 

ノク  レケリ  一一  サゥ  ガ.！ 

〇 曾 子 曰、 吾 聞，， 諸 夫. 子； 孟 莊 子 一 

之 孝 &、^„i- 他 S 也、  一 

？ ft 莊子 は、 啓の 太夫 孟孫 氏、 名 は 速、 莊は謚 なり、 其 孝： 

行、 他の こと は、 たれ もよ くす ベ けれども、 こ、 によ 一 
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ぐし がた きこと あ， 0 とぞ、 

s_ お k, ハ免 之 臣ト、 あ I ハん 之 £1 

能 也、  > 

父 は、 獻子名 は 蔑、 獻子 卒し て 、莊子 家 を つぎけ るに、 

よく 父の 臣を用 ひ、 父の 政 を 守れ 、其 他の 孝行、 稱 

すべき こと あ. 9 とい へど も、 みな 此事 のかた しとす 

るに しか やと ぞ、 蓋し 獻子 賢德 あり、 其臣と 政と、 ま 

ことに あしき ことな かる ベ し、 され ど莊子 年 わかく 

して 家 をう け、 而も 孝 以て 稱 せら るれば、 才德 なき 

にあら す、 大 やう 新 主の 年 わかく、 才 ある 者、 多く は 

キゥ  グフ  ， 

舊臣を か へ、 舊業を あらたむ、 然るに 莊子 かくの 如し 

. これ 父の ために、 よく 其 志 をつ ぎ、 よく 其 事 をのぶ る 

者な り、 よ て 夫子 これ をと り 玉 ふなるべし、 

ム ャゥ フテ シテ タラ シ シ 

〇 孟-氏 使，， 陽 膚 爲 壬 師； 

孟氏 は、 孟孫 氏、 陽膚 は、 曾 子の 弟子、 士師 は， うった 

へ をき、、 刑 を 用る 官 なり、 孟氏 陽膚を 以て、 わが 家 

の刑官 たらしむ、 - 
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と 51. ェ：' i 、  -  j れ喪は そ の を さ まらん よ h- は、 寧いた ま 

んと いひ、 體 たらす して、 哀 あま- 5 あらんと 云の 意な 

り、 され ど而 止の 二字、 亦す こしき 高 きにすぎ て、 細 

徵.^ 簡略す るの ついえ あ， 9、 學者 これ を詳 にすべし、 

蓋し 子 游の意 も、 その かみ 喪 を. とる 者、 節 文に 習熟し 

7 イセ キ 

て 哀戚の 足らざる にあたり て、 これ を 云なる べし、 亦 

棘 子 成が 意の ごとし、 

ノ  ク  力. rttt  ス  n ト テョ クシ 

〇 子游 曰、 吾 友 張 也、 爲. 難. 能 也、 

セキ 

子 張の 行哜 」、 高 きにすぎ て、 人の よ く，. V かたき こと を 

よくす、 但 これに ほめた る詞 なれ ども、 又 下の句の、 

そしれる 意 を ふくめり、 

レドモ  >» ナチ 

然 而 未. 仁、 

ズ 

外 をつ とめて、 高き mjAJ このむ よ h- て內に 誠實の 

ワク タツ 

意 すくなく して、 惻但の 情たら す、 こ を 以て、 いま 

だ 仁なる こと を 得ざる な b、〇 按す るに、 仁 は 心の 德 

にして、 愛の 理な b  、この 故に、 中心 眞 實無僞 にして、 

其德 全き 時 は、 をの づから 慈愛 惻 粗の 情、 あら はれ 行 


三 七 B 

ノ  ク ダウ 7-、*- リ 

〇 曾 子 曰、 掌 堂 乎 張 也、 

ヨウ バウ サ カン 

堂々 と は、 容貌の 盛に して、 見つ べき を 云、 され ど 亦 

ほめた る詞 に似て 、實は その外 を つとめ、 自 たかぶり 

て、 內に たらざる 所 ある を、 をし みたる 意 あ h -、 

シ トモ 二 ナ ラン- テ シ  1K 

難與 a 爲 t 矣、 

朋友 は 仁 を 相た すくる 者 なれ ども、 子 張 はこれ と 共 

に、 たちならび、 相た すけて、 仁 をす る こと、 な hN がた 

しと、 これ われ かれ をた すけられす と、 云 意 なれ ども 

互に 相た すけられざる やうに いへ る は、 詞の あっき 

な ^'、〇范 氏の 云く、 子 張 外 あ ミ..^ ありて、 內たら や、 

この 故に、 門 入み な その 仁 をす る こと を、 共に せす、 

ノ玉 ハク 力 ウギ  トツ  ムシ P 

子 曰、 剛毅 木訥 は 仁に 近し と、 寧 外たら やして、 內ぁ 

まりあらん、 こ ひね-かはく は、 以て 仁 を しつべし、 

0 曾 曰ク、 吾 聞，， 諸 夫-子： 

その閒く所の.言下の文これな..^、下の章も同じ、 


人 未. 有，， 自致 者， 也、 


なん ぞ かくのお- 

ル チ ハ 5 


■ にせら れんと， 

-、. 


有. 始 有. 卒 者、 其 惟 聖人 乎、 

始と する 末 も あ， 0  、終と する 本 も あり 、始終 本末 現在 

にかね そな へたる は、 只隳 人に てこ そ は あるべ けれ、 

豈 これ を 以て、 門人 小 子等に、 せめ の」 ぞ まれん やと、 

Q 程 子の 云く、 君子の 人 を敎る こと 序 あ h- 、先 傅る に 

小き な る 者、 近き 者を以 てして、 後に 敎 るに、 大 いな 

る 者 逮き者 を 以てす • 先傳 るに 近 小 を 以てして、 後に 

敎 るに 遠大 を 以てせ ざるに、 あらざる な. 9、 朱 子み 云 

く、 事に 大小 あり、 この 故に、 あ 敎へ等 ありて、 こ ゆべ 

からす、 理に 大小な し、 この 故に 處る 所に したが ひて 

盡 くさや は あるべ からす..、 又 云く、 ロハ 其理の 一 致なる. 

>  J  、 を以 て其敎 かくべ か らす、 其 序 み だるべ か らす 

ふ *f 去 I し理は 大小と なく、 もと 混して 一 つなる 故に、 

コヅ リャク 

.^:を忽略すれば、即大にかぐる所ぁ，0、も.0理の 一 つ 

より、 出る により  一 4、 わかる、 時 は、 必 本末 光 後 あ. o、 

この 故に、 又 その 序 を、 みだられ ぬな.. y、 . 


ユタカ ナル 寸-ハ チ 


一 子 夏 曰、 dd 而優則 學_ 


フ 

、 


クワン 一 


廢な. 9 と は、^ 力 ある を 云、 仕 へ て官に 居 る 者 は、 必 

ノシ 3 ク 

ま づ其職 をつ とむ べし、 職つ とまりて、 なを 餘カ あら 

ば、 則 又 これ を 用 ひて 學ぶ べし、 むなしく わたるべ か 

ら.^ 

テ  カナ ル寸 ハチ  フ 

學而優 則 仕、 

いまだ 仕へ ざる 者 は、 その 學カ ゆたかに して、 世 用に 

ほどこす ベ き 時 に 至りて、 はしめ ていで 仕 ふべ し、 そ 

れ學 はこの 理に體 して、 以て 己を修 む、 仕へ はこの 理 

を 推て、 以て 人 を 治む、 理は 同じく して、 事 は 異なり、 

伹學は 仕への 用に して、 仕へ は學の 用な り、 この 故に 

仕て 又 學ぶ時 は、 その 仕へ をた すくる 所、 ます —-深 

し、 學んで 後 仕る 時 は、 その 學をこ /'ろむ る 所、 ます 

く廣 し、 一 說に、 此章 仕へ. i 學と、 詞年 にして、 意 は 

學に 荒し、 云 意 は、 仕て ゆたかなる 時 は、 又必 まなぶ 

べし、 勿論 その 舉 ゆたかなる 時に、 始て 出仕 ふべ し、 

君子 は 始終、 た  >舉を以て、むねとするな..^と、 


モ つ 


カナシ， 


〇 子游 曰、 喪 致，， 乎哀， 而止、 

喪 は 其 かなしみ を、 き はむ るの みに して、 臃文 をた つ 
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三 七 二 


らくとを以 て、 ことにす.る こと-^のらん|^^»， 

〇 子 能 曰、 子 夏， 之 門-人 小-子、 當，， 

サイ ゾゥ ョヮ  タイ  シン タイ 二  チ 七 リ 

酒-掃 應_對 進-返， 則 可矣、 

洒 掃應對 進退の 宇義、 大學の 序に 見えたり、 これ 云、 子 

S の 弟子、 小學の 威儀 鱧 節に、 うけあた. 9 てす る こと 

はよ しと ぞ、 


-モ /\ スェナ = 


モ. トツ ク.^  n トハ 


抑 末 也、 本 レ之則 無、 如 之 何， 

抑と は、 語 を か へす 詞な b  、本と は、 大學の 道 を さす、 

大本の ある 所 なれば な， 9、 云 意 は、 小 學の事 はよ けれ 

ども、 抑 これ は 末節な， y、 これ を 推し 本 づけて、 大學 

の 道に 體 する こと は 則な し、 これ を いかんと もえせ 

じ と な， C  、以上 門人 を そしる とい へど も、 實は子 夏の 

敎に、 本な きこと を そしれり、 

_< テ  チ. ク ァ，  アヤ マ テリ 

子 夏 聞. 之 曰、 噫 言 游 過矣、 

噬と は、 心 平 かならぬ 聲 なり、 


r ヅレテ 力 サキ J 


レ IS 力 ノチ. 


君-子 之 道、 孰 先 傳焉、 孰 後 

A マ ン な 、 

君子の 道と は、 ひろく 云、 本末み な 其 中に あ. *-、 下 同 

じ、 君子の 道 * いづれ のこと を か 先と して 傳 ふるば か 

りに て、 いつれ のこと を か、 後と してう みて 敎へ ざら 

んと、 云 意 は、 ロハ 末ば か， 9 を敎 へ て、 本 をば 敎 へざる 

に は、 あらやと な. 5、 

タト フ  サゥ -ー マチ，. -、 -li テ テ ワカ テリ 

譬， 諸 艸未， 區以 別矣、 


- シン 


區と は、 類の 品 ある こと を 云、 學 者の 至る所に、 淺深 

ある こと、 たと へば 艸 木の 大小、 をのく 其 額 あ-り 

て、 以て わかれた るが 如しと、  一 


君-子 之 道、 焉 可 fe 也、  一 

謹る と は、 道理 を まげて * しゐ てす る ことなり、 云 意 一 

は、 もし 學 者の 至る所の 淺深、 工夫 を 用る の 生 熟 を わ 一 

かすして、 一 築に みな 高く 遠き こと を 以て、 しゐ てこ 一 

れに をし へば、 則 これ 理を まげて 誣るな 、君子の 道 一 


る 人に か りて、 君子 襲す るに 意な きな， 5、 

〇 子 I 曰、 君-子 信 而後 勞， せ， ハ 民： 

此 君子 は、 位に 居て、 上に 君 あ り、 下に 民 ある 者 を 主 

として 云、 信す と は、 誠の 意惻怛 にして、 人 これ を 信 

やる こと を 云な， 9、 君子 は あらかじめ 民に 信 せらる 

、所 あ. 0 て 後、 これ をつ かひて 勞せ しむ、 

タセ ラレ チ  テス ャマ シムト テ ノレ テ 

# 信 則 以 爲. 厲. 已 也、 

ダすハ 

K を勞 やる は、 もとこれ を 安ん せんがた め なれ ども、 

いまだ 信せられ すして、 これ をつ かへば、 反て 己 を や 

ましむ と 思 ひて、 これに 服せ や、 これ 必まづ 信 せらる 

べき こと をい へり、 いまだ 信せられ す は、 民を勞 する 

ことな かれと 云に あらす、 

セラ レテ  二 イサム 

信 而後 諫、 

まづ 君に 信^らて 後に、 これ をい さむ、 

タゼ ラレ チ テス ソシル トレ テ  . 

S 則 以 爲. 謗. 己 也、 

君 をい さむる は、 もとこれ を 正く せんがた め なれ ど 
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も 、いまだ 信せられ すして いさむれば、 反て 己 を そし 一 

ると 思 ひて、 これにし たが はや、 餘は 上の 義に 同じ、 

) *  ク J  I  ハコ ェ チリ チ  ハ シュッ 

〇 子 夏 曰、 大， 德 不. 踰. 閑、 小 德 出- 

ジ フス トモ ナリ 

入 可也、 

大徳 小德と は、 大都 小節と 云が 如し、 閑と は、 • を へ 

だてき hN て、 物の 出入. 0 を、 と  >  むる 所の 者な り、 こ 一 

れを 借， 9 て、 大法の ある 所 を 云、 これ 云 意 は-人よ く 

ま づ其大 いなる 者 をた て 、、大法 を こ ゆる ことなく 

は、 小節に をいて は いまだ こと  -ぐ理 をつ くさす 

とい へど も、 害な しと、 これ 子 夏 ことさらに、 其 詞， ど 

抑揚して、 小德を を さ へ、 大德 をお もんす とい へど も 

其つ いえな きに あらす、 學者 これ を詳 にすべし、 〇 書 

に 云く、 細 行 をた もた ざれば、 ついに 大德を わ づらは ； 

すと、 これ 邵 公の いましめな， 9、 子 夏の 言、 まこ とに 

其つ いえ あり、 輔氏 おも へ らく、 道理 もと かくる 處な 

く、 亦た ゆる 間 もな し、 こ 、を 以て、 君子の 學は、 戰々 

妙眺々 として、 時と し處 として、 しばらく も 道に はなる 

> ことなし、 豈大 いなる と、 小き なると、 久 きとし ば 
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尹 氏お もへ らく、 それ 學は道 をき はめんが ためなり、 

百 ェ肆に 居る から は、 必務る 所 ありて、 其 事 を 成す、 

君主の 學に をけ る も、 其務 とする 所 を、 知らざる ベ け 

ん やと、 蓋し 前の 說は、 子 夏の 本意な り、 され ども、 後 

の說の 如くに、 學者必 その 志 を、 はげます 所 あ. 9 て 後 

道に は 至るべきな り、 

ノク  ノ  アヤ  >-チハ  ス カザ 

〇 子 夏 曰、 小人 之 過也必 文、 

ァラ タム  ァザ. 4 

小人 は、 過 を改る こと を は やか， 5 て、 みづ から 欺く こ 

と を は V からす、 この 故に、 あやまつ 時 は、 必外 をお 

ほひ かざりて、 いよく 其 過 を かさね、 ついにな かれ 

て、 惡 となるな. 9、 君子 もい まだ 過 ある こと をまぬ か 

れす、 され ども ゎづ かに これ を 知る 時 は、 則 すみやか 

にこれ を改 るに よ.. y て、 其 過 をと ぐる ことなし、 や 

これ を かざらん や、 

〇 子 Im^ 曰、 君-子 有，，， 三變： ， 

君子に 相 見す る 時に、 みたび か はる 所 あ hv* 

ノヅム す-一 チ ゲン ，リ 

望. 之 儼- 然、 


嚴ば、 正き 貌 なり、 はしめ てと をく のぞみ 見る 時 は、 

其 かたち を ご そかに、 赣 をう や- しく 慑 然として 

を そるべし、 • 

ック す-一 二  チグャ カナ， 

即. 之 也 温、 

次にちかくょ..^っく時は、その顏 色 溫 和に して、 し 

たしむべし、 

タ^- 1 ノ  n トチ  ハゲシ 

. 聽，， 其 言， 也厲； 

厲と は-方正 にして、 なめけ ならざる 義な h- 、次に 

言 をき くに 至りて は、 又方嚴 にして、 義く はしく、 

さ： U かにて、 まげら る 、所な し、 〇 程 子の 云く、 他 

嚴然 たる 時は溫 ならす、 溫 なる 時は厲 しからす、 た V 

孔子の みこれ を 全うすと、 然れ ども、 本文 は 夫子 を さ 

し 云に あらや 1 泛く 君子 を 云な り、 謝 氏の 云く、 これ 

變す るに 意 あるに あらす、 蓋し 並び 行 はれて、 相 もと 

ら ざるな り、 良 玉の 溫潤 にして、 栗然 たるが 如しと、 

並び 行る と は、 1 時に ある こと を 云、 たと へば、 三人 

同時に、 これ を のぞみ、 これに 即き、 其 言 をき く 者、 各 

その 懾 然と、 溫と I 萬との、 か はりあり、 其變 は、 まじ は 


たはす、 され ど 又 其 志 あっから ざれば、 これ を 行に ほ 

どこす こと あた はや、 

* シカニ ウテ  チ カク フ 

切 問而近 思、 

切 問と は、 その 志し 學ぶ 所、 い まだ み づ. か ら 信せ ざ る 

： こと ある 時 は、 必卿 友に とひき はむべし、 され ど 又 こ 

れを問 こと、 必 己が 身に 切に、 はだ へに. ひしと つくが 

如くして、 うかび をろ そかなる ことな かるべし、 近 思 

と は、 の 問 ひ 得た る所を ば、 必 心に 反り 思 ふ べし、 

され ど 又 これ を 思 ふこと、 必 己が 身に 近く、 目に 見、 

-  ,  キヨ ヱ ン 

手に とらへ たるが 如くして、 虛 遠に はする ことな か 

るべ し、 

-仁在 >j へ. i^, 矣、 

上 四つの 者 は、 皆 これ 知 を 致す のこと にして、 いまだ 

ぃク I め 行 ひ て 、仁 をす る に 及ばす、 さ れ どもつ ねぐ- 

これ を 事と する 時 は.、 心 か >  る 所 あ て、 外に はせ す 

をの づ から 道と 一 つに な b あ ひて、 行 ひいだ す こと、 

かたから す、 よりて 云、 仁 その 中に あ. 0 と.' 〇 蘇 氏の 

云，..、 博ぐ 學べ ども、 而も 志 あっからざる 時 は、 則大 


いなれ ども、 成る ことなし、 泛く問 ひ、 遠く 思 ふ 時 

は、 くるしめ ども、 其 功な し、 程 子の 云く、 近 思， と は、 

類 を 以て 推す ぞと、 これ 又 ー說 なり、 云 意 は、 近.^}.所 

より 思 ひ 得て、 其 類 を 推 も たづね、 漸々 に 遠き 所に 至 

.. るべ しとな. 5、 此ニ說 かね^ ひて、 其 功 .4- かるべし、" 

ノ  ク ハク n ゥハ  テシニ  テ  ス  ノ  ^^ 

〇 子 夏 曰、 百 土 居. 肆 以 成，， 其 ： 事： 

百ェは、もろくのェ匠な，.=^、 肆とは、 其 役 をつ とむ 

る 所 を 云、 百ェ つねに その 役所に 居る 時 は、 心專ー に 

して、 其 業く はし、 玆を 以て、 よく 其 事 を 成した つる 

ノパ  グ ワイ 

な b ，もし 其 場に をらざる 時 は、 外物 1^ うつされて、 

其 業と する 事、 な. y がた し、 これ 下の句の だめに、 ま 

づたと へ を まう くるな，^、 

テ キハ- 


君-子 學 5S. 致 k つ 道： 
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ノ ニブハ 

此舉. の 字 は、 知行 を かねて 云、 君子 もつ ねに 學を 事と 

して、 を こたり なき 時 は、 其 心 か 、る 所 あ hs  、其 身 も 

義理に ならび 安ん す、 こ 、を 以て、 よく 其 道に き はめ 

至るな， o、 もし その 學 業に を こた， る.^ は、 物に むば、 

れ、 志 あっから すして、 道に 至る ことかた し、 一 說に、 

ミカ 九 
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諭す る 所、 高 きにすぎ たるつ いえ あり、 蓋し 大賢 は" 

まことに ふせぐべき 人 ある まじ けれど、 惡 逆の 大故 

は、 亦 まさに ふせぐ ベ き 所な り、 不賢 は、 まことに 人 

ゾンィ ゥ 

を ふせぐ こと ある まじ けれど、 損 友 は 亦 まさ にと を 

サッ  . 

ざ かるべ し、 學者 これ を 察せす は ある ベ からす、 

0 子 IJ^ 曰、 雖，， 小道： 必. 有 「， 可 .觀 者， 

焉、 

ノウ ホ  ゲフ ィ レゥボ クゼ ィ ジュッ 

小道と は、 農圃の 業、 醫療 卜筮の 術 など を 云、 もとみ 

な^ 人の 製作に して、 至理 のよ る 所、 n: 用のと る 所な 

,0、 こ 、 を 以て、 其道必 みつべき 所 あ， 9、 


. マ ン 

,1、 


ハ ルナ = 


致 k 恐 泥、 是 以 君-子 不. 爲 也、 一 

小道 を；^ て、 遠大の 事に、 行 ひ 致す 時 は、 なづ みさ は 一 

h- て、 通せざる 所 あり、 こ 、を 以て、 君子 はこれ を 恐 一 

る 、故に、 學んで 行 ふこと をせ ざるな. 9、〇 莊 子に 云. 

く、 百 家 衆 技 は、、 な， V 耳 自身 口の ごとし、. みな 明 なる； 

所 あれ ども、 相 通す る こと あた はすと、 蓋し 君子の 道 一 

は、 事に をいて かねす と 云 ことなく、 理に をいて そな 一 


三 六 八 

はらす と 云 ふこと なし、 この 故に、 これ を 行 ふ 時 は、 

よく 逮大の 業 をな す、 小道 は、 各 その 一 すぢ に、 明な 

.9 といへ ども 、相 通す る こと あた はす 、この 故に 遠き 

に 致せば、 必なづ みて、 行 はれざる 所 あり、 

ノ クヒ、 -I リ ノ  テナ キ 

〇 子 夏 曰、 日 知， 其 }wfc、 

.D しとに、 いまだ 知らす 、能せ ざる 所 を 云、 學者 はむ 

なしく わたる 時な くして 1 必日 ごとに、 其な き 所 を、 

もとめ 知る ベ し、  -;. 

ヅ *  /'\  -1.* チ ヮスル * コトノ  ？  3 タス，； J  . 

月 無. 忘，， 其 所 

能す と 云 も、 知る を かねて 云、 H: ごとに-、 其す でに 得 

る 所 を、 わすれ やして、 習熟す るの 効 を、 こ 、ろむ ベ 

し、 これ 新き を 知り て、 又. ふ るき を もお づ ぬ るな り， 

*? ラク. T.^ タ n ノム. r  チ  ノミ. 

可 ， 謂. 好. 學也、 已 矣、 

上に 云 如くなる を、 眞 實に學 このむ 者と す、 

ノ ク t 口 クマ ナン デ  ァヅク ザシ 

〇 子 夏日、 博、 學而 篤志、 . 

ノエ ゥ 

學 ぶこと ひろから ざれば、？ 1| ハ耍を えらび 得る こと あ 


て 衆理に 通す る こと、 あた はざる 所 あ h -、 この 故に、 

一 つながら、 互に 相 もち ふべ しと、 

〇 子 122^ 之 門-人、 問，， 交 於 子 張： ： 

友に まじ はる 道 をと ふ、 

ノク  ィ ヘル ナント 力 

子 張 曰、 子 夏 云. 何、 

まづ子 夏の 敎を とふ、 

テ  ク  ノク カナ ル 二 ハ クミ シ  -ー 

對 曰、 子 夏 曰、 可 者 與. 之、 

交る ベ き 者 をば これにく みすべ し、 

ノ  ナルヲ パフ セゲヲ 

其 不可 者 拒. 之、 

交る まじき 者 をば、 ふせぎて くみせ ざれと、 

ノ ク n トナリ  ヮが  二 キケ i 

子 張 曰、 異，， 乎 吾 所歸、 

カウ 

子 夏の 云 所、 わがき ける 交 道に、 ことな-.^ とぞ、 

ハタ ッンギ ヲ  ィレ シ ウテ 

君-子 尊 k 而 容. 衆、 

此 より 下 二 句 は、 子 張き く 所の 語 をのぶ、 賢と は、 成 
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德 の 人、 まことに これ を 尊び て 、 ち か づ く ベ し、 衆と 

は、 早 のん なり、 亦 これ をう けいれ て、 たつ ベから 

や、. 

ョ ミゾン テテ  ァ ハレム フ ノウ チ 

嘉 .善 而 矜. 不- 能； 

善 は、 一. 長のと るべ き 所 あ る 人 を 云、 まことに これ を 

よ. み ん じて、 交る ベ し、 不能 は、 短き 所 ある 人 を 云、 亦 

これ を あはれ みて、 敎ふ べし、 ， 

ヮガ  ナラパ  ィテ  二 ナン ノ ァ ラン ザル ィレ 

我 之 大-賢 與、 於. 人 何 所. 不. 容、 

此ょ h 子 張 又き く 所の 語に よりて、 わが 思 はく をと 

く、 云 意 は、 われ もし 大賢なら ば、 賢 善の 外、 衆人 不能 

を も、 うけいれて、 ふせぐ 所の 人な かるべし、 

力  ナラハ  マサ-一 カント ヲィ カン ゾ 

我 之 不-賢 與、 人 將. 拒. 我、 如 之 何 

ス 

レ カン  チ 

其 拒. 人 也、 

我 もし 不 賢なら ば、 人 こそ 我 を ふせぐ ベ けれ、 なん ぞ 

tl ト 

人 を ふせぐ こと あらんと、 そ" 子 夏 2 言、 まことにせ 

ばし、 子 張 これ を そしれる こと 是 なり、 され ど 亦 その 

11H ハ七 
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ノ ク  テア ャゥ. n ヲ イタ シヲ 

子 張 曰、 士見 k 致. 命、 

致す と は、 をく，. r あた ふ る義な 君の 危難 を 見 て は、 

身命 をお します、 ゆだねい たして、 これ をす く ふ、 

テル チ  t  チ 

見. 得 思 jr  , 

凡そ 得る こと あらば、 義 不義 をつ まびら かにして、 い 

やしく もとらす 

祭 田 £、 

祭りに は、 敬 を まと すれば なり、 

ュ フハ ァ イチ 

喪 思 JST 

喪にば、 かなしみ を 主と すれば なり、 

ン 力 十 クノミ 

其 可 已矣、 

其と は、 士を さして 云、 忠 以て 死生 を わすれ、 義 以て 

得失 を さだめ、 獲 以て 喪祭 をお もんす、 此 四つの 者 は 

士 たる 者 身 を 立る の大 節な り、 もし 其 一 つも かくる 

こと あれば、 士と稱 する にたら や、 この 故に、 よく か 
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くの 如くなる 時 は、 其餘は 論せ すして、 士と稱 せらる 

ベ しとな り、 

ノ クマ モル n ト ？  t  a カラ 

〇 子 張 曰、 執 .德 不. 弘、 

心に 得る 所 あれ ども、 其 量 ひろから すして、 これ を 守 

ること、甚せばき時は、其德っ ぃに全から.^,^ 

ズル n トチ レハ アツ カラ 

信. 道 不レ 篤、 

學んで 聞く 所 あれ ど も、 其 志 あっか ら すし て、 これ を 

信す る こと、 いまだ 深から ざる 時 は、 其 道 ついにす た 

る * 

.1 ブ クン ヅ ク  シ ル n ト チ ンゾ ケ セン ナキ n ト チ 

焉 能 爲. 有、 焉 能 爲. 亡、 

云 意 は、 上に 云 如くなる 人 は、 あ. 0 ともなん ぞ よくお 

もりとな らん、 なくと もなん ぞ よく 力ろ ると ならん- 

ロハ よのつねの 人なら くの みと、 〇 一 說朱 子お も へら 

/、、道 を 信す る こと、 篤から すして 、うけいる 、こと、 

甚 ひろき 時 は、 人に したが ひ、 流れ 去 て、 正理 VJ 守 

る こと あた はざる 所 あ り、 德 守る こと ；^^からすし 

て、 信じと る こと、 甚 かたき 時 は、 只ー說 にか、 はり 


I  -ノ ルコト ゾナ： - ラ ン n ト： s  一一  ， 

無. 求. 備，， 於-一人： 

人 を 使 ふに、 谷 その 長す る 所 をと りて、 1 人に そな は 

らんこと をせ めャ 、四つの 者 は、 みな 君子の 道忠 厚の 

至. 0 な. o、〇 胡 氏お もへ らく、 これ 伯 禽魯國 に： をう 

けて ゆく 時に、 周 公の 戒訓し 玉へ る詞、 1^ 人と なへ つ 

た へ て、 久き 後まで も、 わすれざる ならん、 或は 夫子 

がって、 門人と これ をの 玉へ る歟、 

■ 周 有，， 八- 士； 

一 或 人 云く、 成 王の 時の 人、 或 人 云く、 宣 王の 時の 人、 

ハク  クヮッ チウ トツ  n ッ シュク ャ  力 

伯 達 伯 适仲突 仲忽叔 夜叔夏 

キズイ  ヮ  - 

季隨季 鍋、 . 

i これ  一 © 四 産に、 皆 ふたご をう みて、 八 子み な 賢士な 

サ カン  ゥン テゥ 

、周の 盛な.^ し 時、 氣述 に應 じて、 賢人 多くいで、 か 

くの 如きの 異事 あ.^ ん 故に、 これ を 記す、 され ど 其 事 

さだかなら す、 亦必 しも 夫子の 言なら じ、 〇 此ニ 章、 

周の盛な..^し時のことを、 衰へ たる 事の 後に しるす 
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は、 今 をいた みて、 古 を 思 ふの 意 あ hv、 又 朱 子お も へ 

らく、 此篇 孔子 三 仁 逸 ほ師摯 八士に をいて は、 みな 稱 

贊し てこれ を つらぬ 、接 舆， m 溺丈 人に を い， て は、 又つ 

ねに、 惓々 として、 たすけ ひく 意ゐ り、 み な 衰 世 の 志 

な h- 、其感 やる 所の 者 ふかし、 ^にいます の 歎き も、 

蓋し、 亦 かくの 如し、 三 仁は刖 問 然 する ことなし、 其. 

餘の數 君子 者 も、 亦み な 一 世の 高士な. 9、 もし. 聖人の 

道 をき くこと を 得て、 以て その すぎ たる 所 をた ち、 及 

ばざる 所 をつ とめ し^ば、 則 その 立つ 所、 豈こ /- に 止 

まるのみ ならん や. 

子 張 第 十九 

論語の 書、 孔子 並に 諸 弟子 の 語 を、， ま じ へ 記す、 而 

して 其 終に ちかくな て、 只 門人 高弟の 語 ば か 

り を つらねて、 此 一 篇 とす、 蓋し その 學識、 みな 

孔子の 道 を、 明に する にたれ る を 以てな..^、 中に 

も 子 夏 子 貢の 言 多き は、 又 孔子 顔 子よ b 以下、 穎 

悟なる こと、 子 貫に しく はなく、 曾 子よ. 0 以下、 

篤實 なること、 子 夏に しべ はなき 故な り、 . 

...!.. :,,Ji.,  ,  ？  一一 丄ハ五  « 
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鼓 は、 つ  >み うつ 樂人、 方叔 は、 あ 名な り、 河 は、 河內 

の 地な-. ^ 、適と は、 こ を 去て、 かしこに ゆく、 地 を さ 

るの 意に 似た 、入と は、 深く 入て か へらす、 世 を さ 

るの 意に 似た. 9、 

ハ * ゥプハ  ル  おン 1 一 

播鼗武 入， 午 漢： 

播は、 ふ. 0 う. ごかす の義 なり、 Ig^ は、 ふ， りつ  >  み 、鼗を 

ふる 樂 人名 は武 な，.^、 漢は、 漢 中な，.^、 

セゥ シ ャヮ ゲキ ケィ シ ャゥハ ~  力. 1- 一 

少 師陽擊 -磬襄 入； 午 海つ 

少師 は 、樂官 のす け な- 9  、 察磬 は、 磬を う っ樂 人、 陽襄 

は、 二人の 名、 襄は 夫子の 琴 を まな ベ る 者な り、 海と 

は 、海中の 島 を 云、 〇此 章 は、 賢者の 隱通を 記して、 前 

章に 付く、 張子お もへ らく、 周お とろ へ て、 樂 すたる、 

夫子 衞 より 魯に 反. て、 一 たび かって これ を 治む、 其 後 

伶人 賤ェ も、 樂の 正き こと を 知る、 魯 ますく おとろ 

ふるに 及て、 三 梪濂樂 を ひと ごろ ふ、 この 故に、 大師 

より 以下、 みな 散 じて 四方に ゆき、 河 を こえ 海 を わた 

k  ガキ ャゥ  ノ クヮ 

りて、 亂を さく、 塞 人 俄 傾の 助け、 其 功 化かく の 如. I、 

もし 我 を 用る 者 あらば、 期 月に して 可な らんと 云、 豈， 
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*3 ゴ 

虛語 ならん や、 


〇 周 公 謂，， 魯 公： 

魯公は、周公の子伯禽な，.^、周公は王朝に留.G^て、 冡 

宰 た，^、 伯 禽は魯 に ゆきて 君た， - 

玉 ハク. -  ハ  ステ  ノ チ 

曰、 君-子 不. 施. 其 親： 


4,  .n-f リク  スェ 

施 は、 弛に 作るべし、 親 は、 九族の 親類 を さす、 その 末 一 

々まで も、 すて をかぬ ぞ、 

メ  チシ ナウラ ►  ル n トチ モチ t ラレ  一 

不. 使，， 大-臣 怨¥ 不，/  M  一 

大臣 もし 其 人に あらやば、 これ をす つべ し、 すでに ：fr^ 一 

位に を かば、 政 を 任せ やば あるべ からす、 位に ありて 一 

用 ひられ ざるの 怨 なから しむべし、  . 一 

n キ ウギす ハ  n  - チ  スナ  1 

故- 舊 無，， 犬-故： 則 不. 棄 也、 一 

：  *  k  キゥ n ゥ  一 

故舊 は、 ふるきな り、 久き 朋友、 並に 舊 功の 人 を 云、 大ー 

ギヤ ク 

故 は、 大 いなる 事な hs  、惡逆 にあら ざれば、 すてざる 一 

を  ^ 


玉 へる ついでに、 其 身の上に 及べり、 これ を， 以て、 諸 

子の 中道に かな はざる を、 た  >  し 玉 ふに は あらす、 〇 

謝 氏お もへ らく、 七 人隱遁 して ながれざる こと は 則 

同じ、 その 立 心 制 行 は 則 ことな b  、伯 夷叔齊 は、 天子 

も臣 とする こと あた は す、 諾侯も 友と する こと を 

す、 すでに 世 をの がれ、 群 を はなる、 此 その 最高き 歟、 

下 惠少連 は、 志 をく だすと い へど も、 これ を まげす、 

一 身 をはづ かしむ といへ ども、 世に あはん こと を 求め 

す、 この 故に、 言よ く输 にあたり、 行よ く盧 にあた る、 

§ 夷 逸 は、 隱 居して 放言 すれば、 先王の 法に、 あは 

ざる こと 多 からん、 然れ ども、 いさぎよくして けがれ 

す、 權 りて 宜き にかな へ， 9、 方 外の 士の、 義を そこな 

ひ、 敎を やぶ. 9 て、 大倫 をみ だる 者と、 し なをこと に 

す、. こ を 以て、 ひとしく これ を 逸民と 云、 尹 氏の 云 

く、 七 人 は をのく 一  節 を 守る、 而 して 孔子 は、 則 可 

もな く 不可 もな し、 これ 常に 其 可に かな ひて、 逸民の 

徒に ことなる ゆ へ んな， 9、 

〇 大^ 摯適. 舞 

此章 は、 魯の 樂み國 おとろ へたる 故に、 他 境へ， のがれ 
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去る 者、 多き こと を 記す、 必 しも 失 子の 言なら じ、 大 

師摯 は、 即師摯 なり、 摯 は 賢師 にして、 H 、去る こと を、 

始 にしる しつれば、 下の 數人 は、 みな これによ. 0 て、 

去 hv つると 見えたり、 

ァ ハン カン ハ  ク  二  レゥハ タ I 一 

亞飯干 適 JO 、一 一-飯 繚 適. 蔡、 四-飯 

ケクハ ク ュ 

缺 適 .秦、 

古 は 人君 食す る ごとに 樂を 奏す、 亞飯 は、 次 飯な り、 

飯 は、 食す る を 云、 亞飯三 飯 四 飯 は、 各 その 時に、 樂を 

奏して、 食 をす、 むる の官、 古註に は、 以て 樂 章の 名 

とす、 干繚缺 は、 樂 人の 名な り、 案す るに 天子 は平旦 

チウ ホ  ボ 

食、 晝食、 晡食、 暮食 すべ て 四 飯、 諸侯 は 三！^、 大夫は 

苒甑 なれば、 魯の四 飯 は、 僧 膿な b  、又 夏毁に は、 日 ご 

サク バウ 

との 食に、 樂を 奏す、 周に は朔 望ば かりに 奏すと い へ 

、こ、 に 初 飯の 人 をい はざる こと、 或は 大師 少師こ 

れを つかさどり、 或は 時に 其 人な く、 或は 去らす して 

罟 けるな らん、 

コ ハウ シ ュクハ ル.  力- 1 

鼓方叔 入，， 干 河； 
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其 志 をく ださす、 其 身 をはづ かしめ ざるの、 明白なる 

は、 たれ か あらん、 た >•」 れ伯 夷叔齊 なる ベ きかと、 

1 ハタ  チ ダシヲ ラシ ムチ 

謂， 柳 下 惠 少 連： 降. 志 辱. 身 矣、 

謂と は、 評論の 詞 な，..'、 此兩人 は 光 を や はらげ、 俗に 

まじりて、 夷齊に 比すれば、 すこしき 志 をく だし 身 を 

はづ かしむ る 所 あ b、 

n  r アタリ クイ テ  H ォ モン ハ カリ- 1 

言中レ 倫、 行中. 慮、 

倫 は、 ついでな， 、盧 は、 思 ひなり、 志 をく だし、 身 を 

はづ かしむ る こと、 あ，.^ といへ ども、 其 言 義理の 次第 

にあた hs  、其 行の 意義 人の 思 はくに かな ひて、 世と せハ 

になが る 、 こと もな く， さか ふこと もな き ぞ、 

其 脈 }i ビ矣、 

其と は、 兩人 を さす、 云 意 は、 其 人に とる 所、 これの み 

にて たれ. 5、 此外 を、 論す るまで もな しとな， 9、 

玉 ハク  チ. 1 ン -* ヨシ テ * シ イマ、 -ー スフ トチ 

謂： 虞 仲 夷 逸： 隱-居 放. 言、 

r  *<ク 

此兩 人に、 必世 をのが る ベ き、 思 はくある 故に、 隱れ 


三 六 二 

居て 仕 へす、 その物 云 こと、 ほしい ま/" にして、 自す 

た h- 者と なれ ，9、 

< アタリ ィサギ ヨキ 二 スタ -;--n ト タル ケン- 一 

身中 JT 廢 チ權、 

隱居 放言す とい へど も、 その かくれ をる こと、 ひとり 

善くす るの、 淸節 にかな ひ、 その 自 すたる /- こと、 世 

をのが る の、 權道 にあ？： -れ 、朱 張が 事に 及ばざる 

ツマ ビラ 力 

こと、 いまだ 審 ならす， 

レハ チ n トナリ  レニ  クカモ  シ  モ 

我 則 異，， 於 是； 無. 可 無，， 不可； 

可 不可と は、 必 かくせん、 必 かくせ じと • かねて 思 ひ 

と h- たる、 一 すお ある を 云、 上 七 子の 行 これな り、 聖 

人の 心 は、 虚 明圓活 にし. て、 事の 可 不可 を、 時に した 

が ひて、 はかり さ だむ、 よ..： M しみな 其 節に あた.. > 、其 

宜 にかな はすと 云 ことなし、 これ まづ可 不可の 成 心 

なし、 即 これ 君子に して、 時に 中す るな & 、この 故に、 

孟子の 云く、 孔子 は 以て 仕 ふべき 時 は 則つ かへ、 以て 

止むべき 時 は 則 やみ、 以て 久し かるべき 時 は 則 久し 

く、 以て 速なる ベ き 時 は 則 速な. り、 又 云く、 孔子 は聖 

の 時なる 者な b とぞ、 され ども これた  >  諸子 を 評 じ 


ことを求む、この：^?$に， おぼれて と  > まら や、 よりて 

テ ゥシゥ グン  i  セ！ ー  一 

鳥衡 と、 羣を 同じう する にあら ざれば、 則 正 理をこ ゑ 

て、 富貴 を むさぼる、 た  > 聖人の み、 君臣の 篛を すて 

やして、 又必 その 正き を 以てす、 この 故に、 或はいで、 

或は かくれて、 ついに 道 を はなる 、時な し、 黄 氏お も 

へ らく、 接 輿 以下の. 四 子、 た  > すに 塞 人の 中道 を 以て 

すれば、 病な きに あらや、 然れ ども、 其 言 を ぁぢは ひ、 

其 ふる まひ を 見 て、 以て 其 人と な， 0 を 思 ひみれば、 靑 

風 高 節、 今な を 人 をして、 うやま ひした はしむ、 かれ 

聖人に をいても、 なを 心に みたざる 所 ある JJ  、かくの 

如く なれば £c 世の^ 蘇， を むさぼ .^f て、 と  >  まるこ と 

知らざる 者 を視る こ， と、 た ^犬彘 の 如く なる のみ 

にあら じ、 豈 その かみの、 賢に して 特立す る 者に あら 

ざ もん や、 かってお もへ らく、 四 子が 如き 者、 た  >  夫 

子に，^ て、 然して 後に、 その 中道に あはざる 所 ある こ 

と を、 議 すべ し、 もし 祿を むさぼり、 利 をた しむの 徒 

四 子 を 借、 り、 これ を そしりて、 以て その 仕へ す は ある 

まじき 義を、 見 まく 欲せば、 これまさに、 みづ から 其 

量 を 知ら さる 者なら ズ めみ、 
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0 逸-民、 伯夷叔 齊！!  夷 逸 朱り 

張 柳 下惠少 連、 

逸と は、 とりのこ したる 義な， 9、 民と は、 位な きの 稱、 - 

夷 齊惠が こと 並に 前篇に 見えた. 9、 虞 仲 は、 即泰 伯のへ 

弟 仲雍 なり、 夷 逸 朱 張 は、 經傳に 見え や、 少速 は、 束： 

夷の 人な り  >禮 記に 出たり、 七 人の 才德、 もと 大いに- 

世に 行 はるべ く.， -て、 或はつ いに ひられす、 或は 又 ( 

すこしき 用 ひら るれ ども、 あら はならざる を 以て、 す. - 

ベて 逸民に 歸す 、みな 世に と. 9 のこされ たる 、賢者な- 

. ^  、記者 夫子の 逸民 を 評 論し 玉 へ る、 詞 によ. 0 て、 ま 

づ 、其 人 を あぐ、 七 子 はみ な 古人な hN、 

ノ 五 ハク  ク ダサ ノ シチ ルハ ハヅ 力- ンメ  ノ チ 

子 曰、 不. 降，， 其 志； 不. 辱，， 其 身： 伯 夷.、 

叔齊 カ與、 . 

志と は、 ま 心 を 以て 云、 身と は、 制 行 を 以て 云、 夷齊は 

汚 君に つん へす、 惡 人と まじ はらす、 武王 をい さめて. 

餓死す、 そ の 身と 志 と を、 す こし も/、 だし はづ かしむ 

る 所な し、 これ 逸民の 上な. y  、云 意 は、 古來の 逸民に、 


人 かくした るの みに て、 いでつ か へざる は、 君臣の 義 

かけて なしと、 

長-幼 之 節、 不，. 可. 廢 也、 君- 臣， 之 義、 

ィ カン ゾ  レチン ヲ 

如 之 何 其廢. 之、 

長幼 君臣、 みな 五倫の 一 つな.^、 今 丈 人 子路を 長者と 

して、 その 二子 を まみ ゑ しめつれば、 長幼の 節、 すて 

られ ざる こと は 知れ， 9、 この 故に、 その 明なる 所に よ 

h- て、 君臣の 義の、 すつ まじき こと を、 さとせ hN、 

シテ イサ ギヨ クャ ，クノ ヲ  ？， ダル  リンチ 

欲. 潔， 其 身， 而亂， 大- 倫； 

倫 も、 序な り 、人倫の 大 HI 五つ あり、 即 父子 親 あ b  、君 

臣義 あり、 夫婦 別 あ，^、 長幼 序 あ.^、 朋友 信 あるな り、 

凡そ 人此 五つ を 以て、 世に たて. 9、 必 その 一 つ を も， か 

く ベ からす、 然るにし いて かくる 、者 は、 世のに ごれ 

る をい とひ.' ひと わが 身 をい さぎよ くせんと して、 

の大偷 亂 るな. 9、 
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.  ノ  フ^コ トハ ハン... ナリ ノ ヲ 

君-子 之 仕 也、 行，， ， 其義， 也、 

上 をう けて 云、 この 故に、 君子の いでつ かふる は、 こ 

の 君臣の 義を行 はんとの ことなりと、 

ノ  •  トハ ハレ, 0 ブニ  レリ ？ 

道之不 A 仃、 已 知. 之 矣、 

又上の句の意を足して云^l^の世の、道の行はれすし 

てぁることは、すでに知ることな.x^とぃ へど も， その 

義を行 はんため に 周流して、 君臣の 一 遇 を、 求る とな 

り、 もし 遇 ふ 所の 君 を 得 玉 ふ 時 は、 道の 世に 行 はる、 

こと、 必然な り、 ルそ義 は、 これ 人の 心より、 事理の 宜 

き 所 を" はかり さ だむ る ことなれば、 これ を義と 云 時 

は、 君臣の 分義 も、 事理の 宜き所 も、 利に 對す るの 義 

も、 みな 相 通す、 この 故に、 君臣の 義を、 おもん やる が 

ために、 仕る とい へど も、 その 事の 可否、 身の 去就 も、 

亦み な 其 宜き所 を、 つまびら かにして、 一 つも あから 

リ ン 

さまに せす、 よりて 身 を い さぎよ くして、 倫 をみ だら 

すと い へど も、 亦義を わすれて、 利祿 にした がふ こと 

を、 せざる なり、 〇 范氏 おもへ らく、 隱者は 高き こと 

を 好む、 この 故に、 ゆいて か へらす、 仕る 者 は、 達せん 


丈 人の 詞、 ：® を ごれ ども、 子路 その 隱 おなる こと を 知 

て、 これ を 敬し、 手 を こま ぬきてた て. 9、 なを 其 あ， 9 

さま を、 みそな はす、 

.••:>■  メナ  チ T ドラ ジム 

止，， 子、 路， 宿、 

丈 人子路 がわれ を 敬して、 立る こと 久しく、 日 もす で 

にかたぶ きければ、 子路 をと どめて わが 家に 一 夜 や 

どらし む 

•* ノ 一一  ハト リチ ッ クッテ キビ テ  シ  一一 

殺. 雞 爲 *  . 黍 而 食. 之、 

鶴 を ころして、 あつ もの. とし、 黍の 飯つ く  b. て、 子路 

を もてなす、 これ 野人の 美 饌な. o、 

一 見，， 其 二-子- 焉、  . 

丈 人 又 その子 二人 をいだ して 子路に まみ へしむ、 此 

丈 人の 待遇に よ， 9 て、 亦 子路の 賢なる こと を 見つ ベ 

し、 

メ， ィ  ユイ テ チック 

明-日 子 路行以 吿、 

あくる あした、 子路丈 人を辭 し、 いでゆき て、 夫子に 
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を ひっき、 丈 人が ふるま ひ をつ げた. 9、 

ノ五 ハク イン ナリ  . - 

子 曰 、隠-者 也、 

これ 世 を さけて、 隱れ たる 者な-. y と、 

ム  チシテ 刀ヽヅ テア ハ  一一 

使，， 子路反 見乏、 

夫子 又子路 をして、 たち か へ.^、 丈 人に あ ひて、 謝 を 

イタ  ツイ 

致さし め、 就て 又 その かくれざる 意 を、 つげさせ 玉 ふ、 

ル寸ハ チ サン ヌ 

至 則 行矣、 

子路丈 人の もとに 至れば、 丈 人 子路必 また 來 らんこ 

と を はかりて、 はやく ほか にいで 去. y て、 その 家に お 

ャ、 これ 亦 接 輿が 夫子の 對 へ をき かやして、 わしり 去 

る iLJ. 同じ、 

ノ  ク 

子 I 曰、 

子路 夫子の 命せられ たる こと をのぶ るぞ、 ある 本に 

は子路 反、 子 曰と あ. 5、 子路丈 人に あはす して 反る 時 

に、 夫子の 玉 へ ると ぞ、 又 古. ぼに は、 丈 人の 二子に、 い 

ひ をけ ると い へ， 9、 

Tllw 九 
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ならん、 よ. 0 て 世の みだれ、 民の くるしむ を 見る に、 

たへ しのび 玉 はす、 天下 を必 無道に お へなん として、 

うちすて わすれ 玉 ふ 時な き 故に、 あ ふ 所 ある 君 を 求 

めて、 四方に 周流す る こと を、 やめ 玉 はす、 これ 聖人 

の 至 仁な り、 - 


シタ ガッテ チ クレ- 


〇 子路從 而後、 - 

此章 も、 亦 上の 章と 同時の 事な り、 子路 夫子に したが 

ひゆき て、 道に を くれた ト人 

ァフ デャタ  テ ツエ テ ニナ フニ アジ カヲ 

遇，， 丈-人 以. 杖 荷， 蔡、 

丈 人 は、 老人な り、 此 f 條は、 かごの 類な り、 篠 一 つ を、 

杖の はしに つ て、 かたに かけお る 老人に、 ゆき あ ひ 

たる ぞ、 

子路問 nf  、子 見，， 夫-子， 乎、 

夫子と は、 大 夫の 11=、 大夫は 車に のる 故に、 野人の & 

にか /- るべ しと 思 ひて、 おこと 夫子の ゆく に、 あ ひつ 

る やと ゝ/ り、 
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ノ  ク  ティ  ヴ トメ  r, ク  ワカ タレ- K 

丈-人 曰、 四- 體 不 to 、五- 穀 不. 分、 孰 

ス ト -K テ  ト 

爲，， 夫-子； 

丈 人 その 夫子と 云 は、 孔子に して、 とふ 者 は、 その 徒 

たる こと をし る、 よりて 答る ことかく の 如し、 四體は 

手足 なり、 五穀 不， 分と は、 五穀の 品 を も、 見 わけざる 

ぞ、 云 意 は、 なんお- の 無道 の 世に、 かくれ 去 て、 四體 

をつ とめ はた らき、 麈業を 事と せ や、 よりて 五穀 を た 

も、 わき しらぬ 體 にて、 遠く 師 にした が ひて あ h- き * 

たれ を 夫子と しての、 とひ ごと ぞと、 かくの 如く そし 

て 、夫子 を 見る 見ざる を こたへ す、 亦 上 章の、 わた 

り をつ げざる がごと し、 

* テ. - ノ チ クサ キゃ 

植，， 其 杖， 而芸、 

丈 人 こたへ を はりて、 その f 條を かけた る 杖.^、 地に さ 

したて をき、 田の 草 をき.. M し、 子路を とりあ へす、 亦 

架溺 がた ねかして やまざると 同じ * 


子 路拱而 立、』 


て 出ざる を 云、 これ 云 意 は、 なん ぢ人を さくる の孔丘 

にした が ひて、 ならざる ことに、 むなしく 周流 せんよ 

,9 は、 世 を さけた る、 わがと もがら にした が ひて、 身" 

を いさぎよくす るに、 しかん やと、 

* 子 カシテ  ャマ 

« 而 不. 輟、 

擾 すと は、 たね を まきたる 上 へ 、 つち をす， 5 かけて、 

これ をお ほふ を 云、 蓋し 兩人 たがへ し を は h- て、 艮， 祖 

. ^ねまきた る 上 を、 架溺 これ をお ほ へ るな らん、 此事 

をして やます、 子路 をと り あ へす して、 亦 わたり をつ 

げざる-f;^、  ，1 


n ィテ  テ  ク 

子 路行以 吿、 

雨人共にゎた..^をっげざる故に、 子路 夫子の もと： 

3 シ 

ゆきて、 その 由 をつ げた hN， 

ブ トシ テ 

夫-子 憮 -然、 

憮然と は、 なげ/、 意な り、 兩人 わが 志 を しらざる こ- 

を、 なげき 玉 ふ、 


ウス グンテ 


曰、 鳥- 獸不， 可，， 與同 , 

群 は、 むれな 、云 意 は、 人 は 萬 物に ことなれば、 山林」 

にかくれ て、 鳥獸と むれ を 同じう せられす と、 


ズシテ 


rtlMI スル 二 
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吾 非 新人 之 徒 與： 而 誰與、 

われ 人 なれば、 この 人の ともがら と共にす るに あら 一 

やして、 何物と 共に せん、 なん ぞ人 をた ち、 世 をのが 一 

れて、 これ を 以て、 みづ からい さぎよ しと せんやと ，よ 

此ニ句 は、 人 を さくる の そしりに、 答へ 玉へ り、 一 

天卞齊 道、 丘 良 易 一也、 一 

それ 人 は 人と 其に くみすべ ければ 世の 無道 をみ るに 一 

しのび や、 道 を 以て、 これ を變易 せんこと を 求めて こ 一 

そ、 周流 はすれ、 もし 天下 道 ある 時なら ば、 われ たれ 一 

タウ  一 

と 其に か、 變易 する こと を せんやと、 これ 滔々 たる も i 

の、 天下み な是 な， 9 と 云 二 句の そしりに、 こたへ 玉 一 

〇 それ 聖人の 才德、 はるかに 人に ことな. o、 此時 にあ 一 

た. 0 て、 もし 天下の 人君、 夫子に 政 を さづ くる こと あ 一 

らは、 亂を變 じて、 治と する こと、 手 を か へす が 如く 一 


0  0  激子第 十八 


三 五 七 


^  0 


新 子 第 十八 


三 五六 


曰、 是 也、 

ぃふ所の人な..^と、 

ぼ 、是 知 .津 矣、 

云 意 は、 魯の孔 丘なら ば、 しば-/ めぐ ありく 人な 

る ほどに、 自 この 川の わた h- を、 しれらん とて、 これ 

をつ げす、 

si, 於 0  si: 

長沮 わた h- をつ げざる によりて、 子路又 これ を楚溺 

にと？^、  . 

菜溺" oi  、子爲 J ！^、 

子路 をた そと /- ふ、 

td  、，仲 由々 

子 路みづ からな のる、 

曰、 是 魯孔 之 徒與、  . 


それ 孔子の 門徒なる べし，， ^思 ひて、 これ をと ふ- 

0  Rl ま、 

とふ 1^ の ごとしと、 


ナ レ十 


者、 天-下 皆 是 也、 

滔々 と は、 水の ながれて、 か へ らざ る義 なり、 云 意 は、 

今 天下、 諸國 みな 亂に おもむき、 諸人み な惡 にお もむ 

きて、 たち か へ ら ざる 時な h- とぞ、 

シ カルテ ト.. 'モニカ 力 ヘン チ 

而誰以 易. 之、 

然るに いづく へ ゆき、 いづれ の 君臣と 共に、 この 亂世 

ヘン キ  チセィ 

を變 易して ，治世と せんと 云 こと ぞと 

マ タ ナン チ ヨリ パ  ノ ハン サ クル ノチ  シニ  -ー  ヤトー K テ 

且 而 與，， 其 從，， 辟. 人 之 士， 也、 豈 若. 

フニ クル、 ナ  ン 

從，， 辟. 世 之 士， 哉、 

且と は、 榑 語の 詞、 すでに 夫子 を そしり を はりて、 叉 

js^ して 子路を そしるな h -、 辟， 人と は、 此 人と あは さ 

れば * 去て 他の 人に つく を 云 、辟， 世. と は、 世 をの がれ 


知れ ども、 いまだ 其 意 を しらざる なり、  】 

. すリテ スト  モノ ィ ハマ ク  1 

孔子 下、 欲， 與. 之 言；  一 

シュ ッショ  一 

夫子 車より おり、 これと 共に 物い ひて、 出 處の義 を、 一 

つげん とし 玉 ふ、  一 

ヮ シッテ  サク  チ  n トテ 

趨 而 辟. 之、 不. 得 ニ與. 之 言； 一 

接 輿 わが 思 ふ 所 を、 みづ から 是 なりと して 、夫子 の 言； 

を、 きか まく 欲せざる 故に、 わし h- さりけ， 9、 よ， 0 て > 

共に 物 云 こと を 得 玉 はす、 〇 接 輿た V に 世 を さくる 一 

の 心、 あるの みに て、 世 をす く ふの 志な し、 た  >  に 堅_ 

く 守る の 操 あるの みに て、 變 じて 通す るの 學 なし、 こ 一 

れ その 聖人と 同じから ざる 所な h^、  一 

ケッ デキ グ ゥしテ  タガへ ス  -.^ 


〇 長沮桀 溺耦而 耕、 

此 二人 も、 楚の隱 者な り、 稱而 耕す と は、 兩人 各耒靼 

をと り、 相なら びて、 土 をす きか へすな り、 

ヨギ ルチ  . 

孔 子 過. 之、 

時に 夫子 楚 より 蔡 にかへ， 9 て、 かの 二人が 耕す ほと よ 


h- を、 よぎ り すぎ 玉 ふ-  ■ 一 

ム  n. シナ C シン テ  ^ 

使 一子 路 問 ，津 焉、，  一 

.  え 

^と は、 川の わたり どころ なり、  _ 

ク カノ トル クル マテ ヒト ス^ タレ トナ  .^ 

長沮 曰、 夫 執. 輿 者爲. 誰、 ) 

此ょ. 0 下 は、 兩人 夫子の 世に 道な ぎ を in^ ながら、 四方 一 

を へ めぐり、 道 を 行 はんとして、 隱れ玉 はざる こと を 一 

そしれる 詞 なり、 執 と は、 馬の くつ ゎづら をと， 9 一 

て、 車の 上に 居る を 云、 蓋し はじめ 子 路車を 御して、； 

ぐつ わ をと. o- ける が、 おりて わた b をと ひける 故に 「一 

夫子し ばらく、 これに か は， 0 玉 ふな b  、蓋し 長沮 車に 一 

ある を、 孔子と 知 b ながら、 實を とりて 後に、 さしい 一 

はんとして、 まづ そのたれ たる こと をと ふ、  一 

子§^0^、爲，孔丘；  一 

その 姓名 をつ ぐ、  丄 

曰、 是齓孔 丘 fer  一 


又 その 本國 をと ひきはむ、 


^ 語 
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^にかな はざる こと、 あるべ ければ なり、 

ゾ ノ キヤウ セプ 3 

〇 楚狂接 舆、 

楚 15 の 人 接 輿と 云 者、 世の 治まらざる 故に、 みづ から 

狂人 をつ くち、 かくれ 居て つか へす、 

ウタ ヅテ  ヨキ ル  チ I 

歌而 過. 孔子， 

シ クワン 

夫子 楚に ゆき 玉 ふ 時、 接 輿 夫子に 仕官 を やめて、 かく 

クタ  フウ 

られ よかし と 云 こと を、 歌 を 以て 諷 じて、 夫子の 車の 

ま へ を、ょぎ^^ゅきけ-*-、 

ク 

曰、 

|( 耿の詞 に 云く、 

^ ゥ 

鳳 兮鳳兮 

ケィ  4^ ゥ テク 

兮の字 は、 歌め ひき ご ゑな リ、 夫子の 德を、 鳳 鳥に よ 

そへ て、 これ をよ びかく、 

ンソノ  オト a へ タル 

何德之 衰、 

1^ は 天下 道 ある 時に あら はれ、 道な き 時に かくる、 今 


  三 五 四 

無道の 世に、 かくれざる は、 何ぞ其 德の衰 へたる こと 

かくの 如き ぞと、 これ 夫子の かくれ 玉 はぬ こと を そ 

しれり、 

「サム 


往 者 不. 可 .諫、 


ま 者と は、 すでにす ぎ ゆきた る- J と を 云、 ありて すぎ 

たる こと は、 今い さめて と やめられ すと、 


ル ；- ヲ シヲっ 

來者猶 可レ 追、 


來 者と は、 いまだ 至らざる こと ヒ云、 今より ゆくさき" 

のこと は、 なを 追 ひっきて、 ひきと  > めら るべ しと、 一 

云 意 はかくる、 こと は、 今 もなる へしと 也、  一 

ヤン ナン  ヤン ナン  S  フト -I  ハ アヤ ゥシ 

已而 已而、 今之從 k 者 殆而、 ，ー 


又 鳳に つぐ、 と  > まれと  > まれ、. 今の 世に 仕 へ て 今、 

政に 從ふ者 は、 あやうき ぞと、 此四句 は、 これ 夫子に 

はやく 仕官の 志 を やめ て、 かくれられよ とす、 むる 

な， y、〇 接 輿 夫子 を 鳳に なやら へ て、 又其德 S 衰 へた 

る を かなしみ、 これ を諷 じて かくれし めて、 又 其 膦 

の 及ばん こと を、 そる、 蓋し 夫子 を たつ とぶ ごと *^ 


孟氏は 下 卿な， 9、 季 氏と 孟 氏との 間 ほどの 禮を 以て、 

待せんとな，^^、 

ぼ 、五 r# 矣； ぎ、 . 

セィガ  n  ノ  .！ アイ ケィ 1 アン 

史記 の 世 家.^」 按 やる に 、此時 景公尼 難の 田を以 て 、孔 

子 を 封 せんとす、 晏嬰 これ をと》 め 一し 云く、 孔子 を 用 

ひ て 世 を か さ ぬと も、 其 道 ケ" え つ くし 玉 はじと、 景公 

これに まど ひ、 ついに 此詞を 以てして、 其 事 を やめら 

れけ. y、 

サン ヌ 

孔子 行、 

上文の 言、 景公 夫子と 對 面の 語に あらや、 蓋し 自 その 

臣 につげ ていへ る を、 失 子き >M し、 則齊を 去て、 魯に 

反り 玉 ふ、 . 

t トチ クル  テ 

〇 齊人 歸 女- 樂： 

女樂 は、 妓 女の 舞樂 なり、 夫子 齊 より 魯 にかへ り 玉 へ 

ば、 定 公季 桓子 これ を 用 ふ、 則 司寇 となりて、 宰相の 

こと を、 かね 行 ひ 玉 ふ、 ゎづ かに 三月に して、 魯國大 

いに 治る、 齊 これ を 見て 云く、 かくの 如く は、 魯必天 
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下に 親た らん、 然 らば 齊 ちかくして、 まづ うちとられ 

んと、 こ、 に をいて、 女樂を したて/'、 これ を /- くり、 

魯に 孔子 をい みて、 しりぞけん、 はかりごと をな せり 

クワン.  ゥク  チ 

季桓 子受. 之、， 

季桓子 は、 魯の大 夫、 名 は斯、 此時 政の 權柄、 桓子 にあ 

るに よりて、 根子 これ をう くと 云、 實は定 公に す、 め 

て、 うけし めたり、 

テ ウセ， 

三-日 不. 朝、 

椬子定 公と 其に、 女樂を 見て を ぼれ たのしみ、 三： n の 

間、 朝務 をす て、 行 はす、 

サン ヌ 

孔子 行、 

夫子の 賢 をた つとば すして、 女樂 をう け、 朝政に を こ 

たりて、 三日 これ を 見る、 夫子 その 共に する こと ある 

に、 足らざる を 見て、 則 位 をす て 、、國 を 去り 玉 ふ、 〇 

范氏 おもへ らく、 三 仁. 下惠の 出處を 記して、 中道 を さ 

だむ るに、 聖人の 行る こと を 以てす、 これ 聖人 を 以て 

中庸の 道 を 明さん となり、 蓋し 三 仁卞惠 はい まだ 中 

三 五三 


0  0 教子第 十八  - 

〇 柳下惠 爲. 士 師： 

ク 7 ン 

士師と は、 うつたへ をき く官 なり、 

ミタビ シ リゾケ ラル 

三 出、 

一 M 

罪なくて、 しりぞ けらる 、こと、 たびく に 及べり、 

必 しも 三度と 云に あらや、 

人 ni  、子 未 JH^S- 去， 乎、 

ルャ 

或 人 つげて 云く、 子 かくの 如く にても、 なをい まだ 此 

フク 

國を 去られ ざ るかと、 こ れ 惠を諷 じて、 魯ケ」 去て、 他 

國に 仕へ しめんと なり、 

タナ チウ シテ ？ ゾ 力へ ハ ニイ ヅ クニ ュク トシ ナカ ラン タビ ケ ラレ 

曰、 直. 道. 而 事乂、 焉 往而 不，， 三 黜； 

われ 道 をな をく して、 人に つか へば、 いづく に ゆきて 

仕る とも、 亦 かくの 如くなる べし、 然 らばなん ぞ他國 

に ゆかん やと、 

マゲナ チ  へハ -I  シモサ ラン  ノ クニ チ 

枉. 道 而 事. 人、 何 必 去，， 父-母 之 邦， 

父 ゆの 邦と は、 魯を さして 云、 これ 又 さらに 詞を ま- フ 


S 五 二 

けて 云、 われ もし 道 を まげて、 人に つか へば、 此國に 

て も、 しりぞけられ じ、 然 らばなん ぞ必 しも、 父母の 

本國を 去らん と、 蓋しみ たび しりぞけら るれ ども、 去 

ら やして、 その 辭氣 ゆるやか なること、 かくの 如し、 い 

クヮ 

は ゆ る聖の 和な り、 然れ ども 、その 道 を枉る こと をえ 

カク コ  » 

せざる 意 は、 確乎， 0 してまぬ くべ からざる 所 あり、 い 

は ゆるす 、むに 賢 を かくさす、 必 其 道 を 以てすと 云 

これな り、 〇 胡 氏の 云く、 これ 必 孔子 これ を こと はる 

の 言 ありて、 これ を 失へ るな らんと、 

ノ ケィ n ゥ タイス ルニ  チ 

〇 齊 景 公 待，， 孔 子； 

待す と は、^ に 云 あ ひしら ふこと なり、 夫子 齊に至 

タイ グゥ 

玉 ふ 時、 景公 よろこびて、 その 待遇の ほど を、 はから 

れ けり、 

ク ゴト キン ハ  力 チレ ジハ 

曰、 若， 季- 氏， 則 吾不. 能、 

ケィ キヤウ  I  » 

季氏 は、 魯の上 卿强臣 にして、 君 これ を 待す る こと， 

甚 たっとし、 よりて 云、 それほどに は、 ぇゼ じと、 

ナ  力  タテ セン ザ 

以，， 季 孟 之 間， 待. 之、 


て 發す らし、 その.^ がた めに する  >  」 と を 知 らゃ と ，蓋 

し 聖人 かろぐ しく 人 をた >t  5^ や 晚年 にして 道 

にす む 者 あるに よりて な ，9、 

微子第 十 A 

此篇 多く 聖賢の 出處を 記す、 

ビ シ ハサ ンヌ 

微子去 之、 

-, -ャク  ケ， 1 イン ティ イツ シ 3 チャウシ 

微は、 國の 名、 子 は、 爵、 名 は 啓、 殷の帝 乙の 庶 長子に 

して、 紂が 兄な り 、紂 無道に して、 殷 ほろびん とす、^ 

子 比 干 その 元 子なる を 以て、 微子 をす、 め、 のがれ 去 

て、 祖宗の 祭り を存 せし む、 微 子すな はち 荒野に のが 

る、 武王紂 に 克っ に 至りて、 周に 歸す、 武王殷 の餘民 

を 以て 紂が子 武庚を 封す、 成 王の 時、 武庚 そむきけ る 

によりて、 これ を誅 し、 微 子を宋 公に 封 じて、 殷の後 

とす、 

キ シ ハナン ヌ  ャッ コト 

箕 子 爲，， 之 奴； 

箕も、 國の 名、 子 は爵、 紂が 攸叔の 親な り、 紂を いさめ 

ければ、 則 とら へ て 奴と す、 突 子 つくりもの ぐる ひに， 


なりて、 其 ^ をう けたり- 


リサ メ. M 
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上 幵 P  F  ^ 

. 比 干 も、 紂が 伯叔の 親な り、 紂を いさめければ、 則 こ 

ろしけh^、 

孔子 ノ曰、 殷有 ビー 一-仁， 焉、 

殷の 後た え ほろ ぶる に、 忍びざる 以て、 微子 一 人 は 

去らざる こと を 得す、 究子比 干 は、 同姓の 宗臣 なれば 

去らす し ていさむべし、 そのと ら はる /"と、 ころさる 

ァ  ノ 

、と は、 遇 ふ 所に か 、りて、 自 とる！：？^ にあら す、 此三 

ァ ト 

人の しわざ、 その 跡より みれば、 ことなり とい へど も 

〈に 同く 至誠 惻 ？a の 意より、 出た る 故. に、 みな 愛の 理 

にも とらす して、 心の 德 をの づ から 全し、 よりて 共に 

これ を 仁な りとの 玉 ふ、 〇 楊 氏の 云く、 此 三人、 をの 

く 本心 を 得たり、 この 故に、 これ を 仁と 云と、 本心 

リャゥ 

と は、 本然の 良心 を さす、 もつ ばら 良心の 發 する ま 

にして、 少も 私意の まじ はりな し、 これ 本心 ど 得て、 

失 ふ 所な きなり、 

/ 三 五 J 
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ム アバ メテ テ  ル チヨ クト ヲ 

0.0  a 爲. 直 者： 

訐 くと は、 人の かくれた る 私 を、 せめ あら はすこと を 

？ シャ ウジ キ 

云， これ を 以て 自. 正 直な b とする ぞ、 上の 四つ は、 た 

> 不善， にして、 德に もとれる 者な 三つ は、 これ 

善 を か さりて、 德を みだる 者な. 9、  ^賢の に くむ 所、 

たまく 兩様 あがれるな， o、 優劣 あるに あらす、 〇 尹 

氏の 云く、 聖賢のに くむ 所、 かくの 如し、 いは ゆるた 

> 仁者の みよく 人 をに くむな. o、 

ノ  i ハ クタ、  トトヲ  ス シト ヤシ +ィ 

〇 子 曰、 唯 女-子 與， 小 人； 爲. 難. 養 

也、 

女子 は、 婢妾を さす、 小と は、 奴 僕 を さす、 養 ふとよ、 

シ 3 チ .7-,+ ゲゥ  .i ャゥ セン 

處置 待遇す るに つきて 云、 これら は 輕 賤 なりと い へ 

ども、 反て たいこれ のみ、 養 ひがたき 者な りと ぞ、 

チカ ヅク すハ 二  チ フ ソン ナリ 

近. 之 則 不- 孫、 

これに なれち かづけば、 を ごち て 遜 順なら や、 

ギ カルす ハ 二  チウ ラム 

遠. 之 則 怨、 


三 五 〇 

うとみし んぞけ て、 これ -しと を ざ かれ ぞ 4  、必上 を うら 

む、 此ニ句 これ その 養 ひがたき 故な り、 蓋し 婢僕 も必 

ケ ナイ  コ ッリ ャク 

家內 にある^ なれば * まさに 忽 略せす して、 これ を 養 

ふ 道 を、 思 ふ べしと なり、 〇 朱 子の 云く、 君子の R 妾 

サ ゥ  ジ 

に. ピ ける、 莊以 てこれ. に のぞみ、 慈 以て これ を やしな 

ふ 時 は、 則 二つの 者の うれへ なしと、 蓋し 莊 なれば、 

これになる 、にあら す、 慈 なれば、 これ をう とむ にあ 

らす、 此 二つの 者 かね ほどこして、 相な すべし、 

五 ハク トシ  ユシナ  レバ-一 クマ  レ チ ハン 

〇 子 曰、 年 四-十 而 見. 惡 焉、 其 終 

ヌラタ ノ  i 

也已、 

人の 血氣、 三十に して 妝な b 四十に して 定まる、 この 

故に、 四十 を、 成德の 時と す、 これ をす ぐれば、 おとろ 

へに むか ふ、 その 善の いま. たう つらざる 者、 つ い にう 

つるに 及ばす、 その 過の いまだ 改めざる お、 亦つ いに 

改む るに 及ばす して、 なほ 人に 惡 くまる /- こと あれ 

ば、 人品 こ 、に を はんぬ るの み、 これ 人の 時に 及んで 

學を つとむべ きこと を あらかじめい ましむ るの 敎な 

り、 1 說に、 蘇 氏の 云く、 これ 亦 ためにす る ことめ り 


せす と 云 ことなし、 疑ら く は にくむ 听 なけん と、 而し 

て われ は にくむ 所の 者 あるに よりて、 これ をと ふ、 

ノ  Hi ハク リ ム n ト 

子 曰、 有. 惡、 

君子. は好惡 公なる によりて、 理の まさに、 くむべき 

は にくまざる , J と を 導す， 

之惡， 貧 

君子 は 善 を あげて、 惡を かくす、 好んで 人 を惡稱 する 

は、. U 厚の 意な し、 1^ やその 稱 する 所、 必 しも あたる 

まじき ケ」 や、 

ムヰテ  リウ  ソシ ルカ，， -テ チ 

惡 下流， 而 P 上 者； 

下流 は、 下位に 同じ 義 な.^、 訕， 上と は、 或は 上の i チを 

あげてき 議し、 或は その 人 をい みて、 そしる こと 實に 

すぐるの 類、 みな 忠 敬の 心なき なり、 

勇 を 好んで、 無 鱧なる 者 は、 悖亂 をな す 
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ムクヮ カン li シテ ；' 斗 ガル チ  • 

惡，， 果 敢 而 窒 者： 

ケヅダ ン 

果敢と は、 事 を 決斷 する に， は 3- かる こと なき を 云、 

これ 亦陬 勇の 德 なり、 窒 ると は* 理 勢の ふさがりて- 

行 はる まじき を も はか らゃ、 卒然とし て、 みだ b にす 

る こと を 云、 上 四つの 者 は * みな 俗 を やぶり、 政 を さ 

まなぐ る 故に、 君子 これ をに くむ、 

ハク モ  タ リャ ム n ト 

曰、 賜 也 亦 有レ惡 乎、 

夫子 子 貫が 發 問の 意、 必 その 心に も、 にくむ 所 ある こ 

，こ を 知る、 この 故に、 すでに 自 こた へ を はりて、 又 こ 

れを とふ、 

ム ゥカ： R ツナ テル  チ 

惡，， 徼 以爲. 知者： 

此 より子 貢の こたへ な b  、事 を ひそか にう か  >  ひと 

つて これ を 以て 自智 ありと する ぞ、 

ム フ ソン-一 シ テテ  ル ト  テ 

惡，， 不-孫 以 爲. 勇 者： 

ゴ ウギ Y ク  ソ ンジ ユン 

孫 は、 したが ふなり、 傲虐 にして 遜 順なら す、 自 これ 

を 以て 勇 あ .9 とする ぞ、 

三 四 九 
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三 四 八 


マサ レ； 


不. 有，， 博-葬 者， 乎、 爲. 之 猶 賢， 乎 已： 


スグ a 


博は、雙.^ぶ類、釆をぅちて、十一 5 を つか ふ、 奔は、 

即今の 闺 基な り、 云 意 は、 世に 博 弃と云 者 はなき か、 

これ をす る だ もな ほやめ て 心-ど 用る 所な きに まされ 

と、 然れ ども、 德 人人に 博奔 せよ との 玉 ふに あらす 

只 その 心 を 用る - J となき が、 不可なる こと を、 甚 しく 

の 玉へ る詞 なり、 〇 或 人と ふ、 もし 心 を 用 ふべき こと 

なくば、 靜坐 せんや、 饒 氏の 云く、 靜坐 する 時 は須く 

敬 を まとすべし、 即 これ 心 を 用る 所 あ h- 、もし 敬 を 主 


クヮ ッテ， 


とせ ざれば、 靜 坐し 得す、、 むは これ 活 底の 物な り、 も： 

し 用る 所なければ、 放 僻 邪 侈せ すと 云 こと なから ま i 

くの みと、 案す るに、 張子の 云く、 言に 敎ぁ. り、 動に 法 一 

ヒル  3 ル  ゾク  1 

あり、 畫は. る こと あり、 宵 は 得る こと あ. CN、 息に 養 一 

シ ュ ン  i 

ふ こと あ. 5、^ に存 する こと あ hN と、 これ、 ひ を 用る の 一 

ャ ウス  j 

樣子な.^、  一 

ノ  タツ トブャ チ  i 

〇 子路 曰、 君-子 尙 Js- 乎、  一 

一 

子路 己が. たっとぶ 所 を 以てと ふ •  j 


五つ 


子 曰、 君-子 義 以 爲 1、 . 

これ を 以て、 上等の こと、 す、 即亦 これ >£ ^つと ぶ義 

な- 5、 云 意 は、 勇 は美德 な， 0 とい へどら、 君子の 上と 

する 所は義 にあ .9 て、 勇に あらす と、 

レ ビ モ  モケレ パ  ナス  チ  % 

君-子 有. 勇 而 無 Ji 爲. 亂、 

此 君子 は、 位 を 以て 云、 君子 勇 あれ ども、 義 なければ、 

其 勢に， r6 り、 理 にさ かひて、 亂をな す こと あり、 


小 入 有. 勇、 而 無. 義 爲. 盜、 

小人 も、 位 を 以て 云、 小人 勇 あれ ども、 義 なければ、 其， 

力 をた のみ、 欲 を ほしい ま  >  にして、 盜をな す ことめ 一 

り、 尹 氏お もへ らく、 義 以て 上と する 時 は、 その 勇た 一 

る こと 大 いな り、 子 路勇を 好む 、この 故に 夫子 此 ，ど以 ： 

て、 勇の 失 を 救へ-り、 胡 氏の 云く、 疑-つく は、 これ 子路ー 

初めて 孔子に あ ふ 時の、 問答な らん、  一 

〇 子 I^E^ 曰、 君-子 亦 有. 惡 乎、 一 

君子と は、 階に 孔子 を さして 云、 君子 は 仁に して、 愛一 


此 より 親の 喪必 三年す るの 故 を. 


ヅ ヮ サゥ 


夫 三-年 之. 喪、 天-下 之 通-喪 也、 

凡 喪 は、 期よ.^ 以下、 天子 はたつ、 諸侯 は そぐ、 た 3- 父 

母の 喪 は 、貴賤と なく、 其 恩 ひとしき 故に 、天子より 

庶 人に 至る まで、 皆 三年す、 この 故に、 天下の 通 喪と 

云、 

予也 有，， 一一 i 之 愛 於 父-母， 乎、 

予も亦 三年の 恩愛 を、 その 父母より うくる こと あら 

んに、 何とて 親の ために、 忍びざる 心なき ぞと、 これ 

を以て、宰我にった へ きかしむ、もしょく反.，^求めて 

つ いに その 本心の， 仁愛 を、 思 ひ 得る こと あらん かと 

な hv、〇 一 說 讀書錄 にお もへ らく、 子 生れて 三年に し 

て、 然して 後に 父母の 懷を 免る と 云 を、 傳者 以て 喪 三 

年す るの 故と す、 然る 時 は、 これ^ 服に して、 正服に 

あらす、 蓋し 父の 慈 子の 孝 は、 みな 心の 自然にして、 

いは ゆる 仁な b 、父の 子に をけ る、 これ を懷 にす る こ 

と 三年、 これの み を 以て、 父た るに あらす、 然るに 子 

た 上 二 年の 喪 を か へさん やと、 案す るに、 三年 懷 抱の 


llllB  一  fik 
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恩 は、 人子必 三年す る 故の、 }, ネ. 節なる 者 を あげて、 つ 一 

げ玉 ふなる べし、 それ 父母の 恩き はまりな く、 孝子の 一 

情 も 亦 かぎりなし、 驄人 これが 中 制 をた て 气喪 三年 一 

と、 さだめ 玉 ふば かりなり、 然れ ば、 父母 三年の 愛 は、； 

喪 を これに 象る とい はい、 なほ 可な h- 、これに 報 ふと 一 

いはい、 不可な り、 朱 子お もへ らく、  in 人 つねにい ま 一 

だか つ て、 仁ヒ 以て かろくし く 人に ゆるさす、 亦い 一 

ま， たかって、 不仁 を 以てみ. た..^ に 人 をた、 す、 然るに； 

今予が 不仁なる との 玉 ふ は、 これ その 人た るの 良心、 一 

まろぶ： fv< なり、  ^ 

ノ 五 ハク マデ -ーシ チへナ ヲ キハ  ル ？ 力 タイ 1 

〇 子 曰、 飽. 食 終. 日、 無. 所. 用. 心、 纏 

ill- 哉、  一 

凡人た る 者、 時として 心 を 用 ひすと 云 ことなし、 もじ； 

食 を あくまで にし、 曰 をく らして、、 ひ を 用る ことなき 一 

者 は、 その かくの 如くに して、 を へ なん： 丄を、 必と, 

しがた しと、 これ を あやぶみ、 これ をお しみて、 なげ 一 

き 玉 ふ.,」 とばな hs、 

三 四 七  " 


0  0 
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て 心に 反り 求めて、 自 その 安ん する に 忍びざる 所 を_ 

思 ひ 得せし め まく 欲して な， 5、 

ni  、安、 


宰我 天子の 激發を 察せ やして、 なほ 其 情の ま /- 

たへ けり、 


にこ 


-T^ タノ  チ そョ  ラ 

女 安則 爲. 之、 

汝が 心に 安ん せば、 則 汝みづ からこれ を爲 せよ と、 こ 

れ宰我 をた つの 詞な. ^、 

レ  ノ  チレ ルコトー 一 ラへ ほムマ M チ アマン ゼ ケドモ テ 

夫 君-子 之 居. 喪、 食. 旨 不. 甘 、聞. 樂 

不 居- 處 不 i_  、：^  リ き 也、 

不 K 爲とは 旨き を まひ、 樂を 聞き、 君 を 安ん する こと 

AJ せす とぞ、 これ 成語； W ひきて、 稻と錦 を 用 ひざる の 

義を、 つぶさに のべ 玉 ふ、 たま 衣の ことに 及ば ざ 

れ ども、 亦 以て これ をかぬ べし、 すでに 宰我 をた つと 

いへ ども、 なほ 叉 これ を つげて、 その 忍 ひざる 心の 端 

ハ丄 ひきう ごかして、 以て ふかく その 察せざる こと AO 


. ： ....... , . -  . 三 »六_ 

さとし 玉 ふ、 

イマ  デ クパ^ チ  3  ヲ 

今 女 安則 爲. 之、 

君子 は必 これ を 安ん せす、 今汝 安ん せば、 则 これ をせ 

よと、 再 かくの 玉 ふ は、 いたく これ を せめてな り、 

ィテヌ 

宰我 出、 

宰我 すでに せめられて、 退出す、 

ノ 五 ハク 力  ナ^^ 

子 曰、 予 之 不-仁 也、 

宰我 かさねてう けこた へな くして 出け る 故に、 夫子 

かれ もし まことに 安ん すべき ことと して、 これ を 行， 

はんこと を、 を そる によ hN て、 其 本の 不仁 を、 さぐ hv 

いたして、 明に これ を さしい へり、 云 意 は、 その 本不 

仁なる によりて、 親 を 思 ふ 心う すき こと、 かくの 如し 

し、 一 說に、 只 これ 宰 我が 親 を 思 ふ 心う すきに よりて 

これ を 不仁な.. ^ と、 おとしめ 玉 ふなり、 そ の 故 を 推て 

云に あ" すと、  一 


ーシテ シテ 


-I マス ガ i 


子 生 二 一-年、 然 後 免，， 於 父-母 之 懷： 


三-年 不. 爲. 樂、 樂必 崩、 

句義 上に 同じ、 此ニ段 は、 人事に こ、 ろみて いへ るな 


-ー ナ" 


舊-穀 旣 沒、 新- 穀 旣 升、  .ー 

一 年み つれば、 ふるき 米穀、 すでに はみ つくして、 あ； 

たらしき 米穀、 又 すでにな りて、 出來 るな り、  一 

キッ テス イチ タム ヒヲ  ん 

鑽レ燧 改レ 火、  . 一 

鍵 は、 木 嫁 を 云、 ひぎ .Q- なり， これ を鑽 ると は、 き， 9 も 一 

シィ  シ 3 ク J 

みて、 火 をと るぞ、 古 は 四時と き ごとに、 その 時 色の 一 

木 をき て、 火 を 改め、 其 性に したが ひ、 其氣を 達す 一 

ヮザ ヒ  ェャミ 

るに よ. C 'て 、火炎 をな さす、 人 ， J れ を 食し て 、疫 なし、 i 

これ 一 年には、時火みなかは..^て、又もとの木の火にー 

かへ る、 此ニ段 は、 天 時に こ、 ろみて いへ り、 . 一 

一一 、A テ シ ヤンヌ  > 

期 可 .已 矣、 .  一 

三年の 喪 を 期に してやまん こと、 宜 なりと、 これ 宰我ー 

上文 をす ベ て、 己が 意ヒ いひ 出せり、 〇 凡そ 景氣時 物！ 
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の、 うつ. 0 か はるに ふれて、 孝子 は 親ら したしく 大切 

なる に、 宰我は これ を 以て 、喪 を 除く べき、 時 節と す 

る - J と、 甚 本意 に そむけ 、尹 氏お もへ らく、 喪 をみ 

じかく せんと 云 こと、 下 愚 すら はおて、 いはざる 所な 

り.、 宰我聖 門に 學び なから、 これ を 以てと ふこと、 諸 

弟子い さ 、か 心に 疑 ふこと あれば、 自是 とせす、 必ぅ 

ち あら はして、 とひた  >  す 故な り、 

ノ 玉 ハク クラ ヒ カノ タ ウテ ヰ ルコト ノ  ニ シキテ テ ナン デニ ヤス キカ 

子 曰、 食， 夫 稻， 衣，， 夫 錦； 於. 女 安 乎、 

n  メ  ダ 

稻は、 米の 通稱 とする こと あり、 亦糯 米の 名と する こ 

，こ あり、 凝 米 は-喪に 居ても 食す、 これ は 糯米を さし 

て、 下の 錦に 對 して、 共に 衣食の 美なる 者 を 云なる ベ 

し、 それ 三年の 喪 は、 期に して 小祥 する の 後 も、 なほ 

疏 食水飮 して、 はじめて 菜槊 をく らふ、 服に はねり 布 

の 冠き、 布の 衣に、 うす ぐれな ひのもと をして、 いま 

だ腰轾 をぬ がす、 よ ての 玉 はく、 期に して 喪 を のぞ 

きて、 刖 衣食の 美なる.， 用る こと、 汝が 心に おいて、 

安 んす るか と、 蓋し 宰 我がと ふ 所、 人 子の 本心 を 失 へ 

る、 まど ひ ある 故に、 夫子 かの 鱧 樂の壤 崩 期 年 三年の 

是非 を さし をき、 只 此言を 以てな じりと ひ、 かれ をし 
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さんと な..？'、 然るに 子 貢領會 したる こたへ なければ、 

なをこれ を さとらざる ならん、 そ も/ \' これい まだ 

性と 天道と を きかざるの 前に ある 欺、 〇 此章、 前篇に 

吾なん ぢに隱 す ことな レと云 章と、 互に 相發 明す、 前 

章に あら ざれば、 言 ふこと なからん のお を 見る こと 

なし、 此章 にあら ざれば、 隱す ことなき の實を 見る こ 

となし、 

ジュ t  スァハ ► ク  一一 

〇 孺悲 欲. 見， 孔 子， 


サ ウレ， 


孺悲 は、 魯人 哀公 これ をして、 士 の喪穫 を、 孔子に 學 

ばせられ し 者な り、 時に 來 りて、 夫子に あは まく 欲す 

ジス ルニ ス ャマ t_s 

孔子 辭 以. 疾、 

孺悲 この 時に、 必罪を 夫子に うる こと あらん 、よりて 

夫子 疾を稱 して、 辭 して あ ひ 玉 はす、 

チ n ナフ チ  ル す-一 コチ トツ テ .ン ツチ  ウタ ヅテ ム ヲシテ 力 

將. 命 者 出. 戶、 取 .瑟 而 歌、 使， 之 聞， 

チ 

之、 

命 を /- こな ふ 者、 夫子の 言 をう けて、 孺悲 にった へん i 
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として、 室の 戶を 出る 時に、 夫子 瑟 をと-.^、 歌に のせ 一 

ひきて、 孺悲 にき かしめ、 これ をして、 わが 辭 する こ 一 

と、 貰 は疾に あら ざ る - W と を 知 て * 自 その 罪 を 思 はし 「+ 

む、 そのこれ を 絕っ內 において、 なほこれ を敎る こ. H 

を わすれす、 即 孟子の い へる これ をい さぎよ しとし 一 

て、 敎誨 せす と 云 者に して、 亦 深く これ を 敎るゅ へん 一 

なり、  一 

ト ハク  モ ハキモ ステニ ヒサ シ  ^ 

〇 宰我問 三-年 之 喪、 期 已 久 矣、 一 

一 

1 年の 喪 は、 父母の 喪な， 5、 期 は、 年 ひとめぐり を 云、 一 

宰我 おも へ らく、 一 二 年の 喪 は、 古禮なh^とぃ へ ども、 一 

期に 至る まで も、 すでに 久しければ、 必 しも、 三年す 一 

まじき ことなりと、 これ 心に 安ゼ ざる 所 あるに より 一 

て、 夫子に 疑 ひとへ hv、  j 

君-子 三-年 不. 爲. 禮、 禮必 壌、 一 

此 よ..^ 期 もす で に 久しと 云 の 意 をの ぶ 、 君子 は 稳樂) 

しばらく も 身 を さらす、 然るに 三年 喪に 居て、 體を講 一 

せす ば、 纔必 やぶれて すたれん と、  1 


と は、 かたぶき やぶる 、なり、 利口の 人、 よく 是非 を 

.1 言 半句の 內に顦 倒して、 きく 者 をして、 察 を 入る 、 

び まなく、 則 悅んで 信せ しむ、 よりて 國 家の いき ほひ 

っょくして、ゃぶりがたき者な，^^とぃ へど も、 利口の 

說 によ hN て、 たちまち にこれ をく つが へす こ To あ き、 

この 故に、 君子 はふ かく これ をに くセ、 〇 范 氏の 云く 

天下の 理、 正く して 勝つ 者 常に 少し、 正しから やして 

かつ 者 * 常に 多し、 驢人 これ をに くむ ゆえんな り、 利 

口の 人 は、 是を 以て 非と し、 非 を 以て 是 とし、 賢を以 

て 不肖と し、 不肖 を 以て 賢と す、 人君 もし 悅ん で、 こ 

れを 信す る 時 は、 則國 家の やぶる /- ことかた から、 V、 

ノ  HK ク レ  スラ！ -ク モノ IMn ト 

〇 子 曰、 予 欲. 無 J 口、 

P ン  ドウ ジャゥ 

聖人の 心、 渾 然として 理な り、 この 敌に、 その 動靜 

語默、 みなこれ 天 趣 ©發 見 流行す る處 にして、 敎に非 

すと 云 ことなし、 それ 云 こと を またす して、 あきらか 

なる 者 あり、 學者 よくこれ をみ そな はせば、 處 にした 

が ひて、 つね ^1 得る こと あ もし 只 言語の 間にの み 

求れば、 則 その 言 を 得れ ども、 その 然る ゆえん を 得す、 

や 言語の 外に もれて、 これ を 得ざる 者 多き を や、 よ， 
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りて 夫子 此言 を發 して 、門人 を さとせ， 5、 

一 

ノ ク  モシ ンパ モノ、 玉ハ チ  チカ ノ ベン ； 

子 貢 曰、 子 如 不 JS 、則 小 子 何 述.； 

焉、  . 一 

言 ■ ふと は、 敎を 以て 云、 述 ると は、 學ぶを 以て 云、 子 貫： 一 

は 言語 を 以て 聖人 を 見る 者な-. y、 よ， て 夫子の 言 を 一 

うたが ひて、 これ をと ふ、 蓋し その 言語の 外 も、 みな 一 

敎なh^との玉ふ意を、ぃまださとらざるならん、 一 

ノ 玉 ハク  テカ ィフャ  シィ  ユキ  ハク  i 

子 曰、 天 何 言 哉、 四-時 行 焉 百-物 一 

^ 焉、 天 ft  m 哉、  一 

天 何 を か 云 や、 もの 云 ことな けれども、 その 四時の め 一 

セィ  一 

ぐ bgs  くこと やます、 百 物の 生 生す る こと き は- *>ひ り ； 

なき は、 この 道 狸、 發見 流行の 實に、 あらす と 云 こと 一 

のな きこと、 をの づ から あきらけ し、 ill 人の 一 動 1 靜ー 

も、 その 妙 道 精義の 發 する 處に 、あらす ど 云 ふこ もな 一 

し、 それ 亦 天なら くの み、 豈云 こと を まちて、 あら は j 

れんや、 苒天何 を か 云 やとの 玉 ふ は、 深く 子 貢 を. さと 
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0  0 


隔 Sii 第 十七 


「ツヒ は、 肆な るが、 自私 自利に よりて、 大法に はづ る 

^ こと ある を 云、 これ 本 來の眞 を 失 ひて、 只疾と 云の 

みに あらざる な り 、下の句 も 亦 例 同じ、 

/  キ m ゥハ  レン ナリ 

古之矜 也廉、 

矜と は、 己 をた もち 守る こと、 よろしき を 云、 廉と は、 

一 するとせ ざるとの 間、 かどだちて、 甚きは どき を 云， 

これ 行きす ぎた る疾の 模樣な ，9、  し 


今 之 矜也忿 房、 


忿は、 いか， 9、1!1^ は、 もとるな り、 人 われに くみせ ざれ 

ば、 これ をい かり、 人の 不廉を 見て は、 これに 戾り、 只 

人に まさらん こと を 求め て、 あらそ ふに 至る ぞ、 


古 之 憑 也 盲 一 


ナ， 

. 一、 


ジャ々 2 


愚 は、 知の 不及 によ、 りて、 理非に くらく、  ロハ その 情； 

まかせて、 ただちに 行 ふ、 これ 直な り、 


サ ナラク 


今， 之 愚 也詐而 已矣、 

その 理非に くらくして、 自私 自利す る 者 は、 いつは- 


.  三 四 二 

をす るより、 外の ことなし、 その 或は 思 ひち が へ て、 

詐 になが る こと ある も、 亦自 これ を さとらす、 よ 

りて 云詐 ならくの みと、 

ノ  ハク 二 クム ム ラサ キノ ム パフ n トヲ アケチ 

〇 子 曰、 P 紫 之 奪. 朱， 也、 

レ  ス ヱコゥ 

此と 下の句と は" 末の 利口 を にくむ こと を おこさん 

シ  カン ショク  シュ 

ための、 よせ ことな，. 9、 紫 は、 間色に してい やし、 朱 は 

セ イビ  シシ 3 ク ェン レイ 

正色に して 貴く、 又 盛 美な， 9 とい へど も、 紫色の 婉黡 

モ  ョク 

最 人の 情欲に かなへ る を 以て、 これ を 好む 者 多くし 

て、 朱の 美 をむ ば ふに 至る、 よりて 君子 はこれ をに く 

むな り、 


ダ i^r ラ ガ ガクテ 


惡，，， 鄭-聲 之 亂，， 雅樂， 也、  j 

鄭聲の羲、前に見ぇたり、雅樂とは、雅.は正な.=^、古のー 

正樂を 云、 雅樂は 貴 けれども、 其售 あはしく、 鄭聲は 一 

邪 なれ ども、 其 ー者 淫 にして、 人 これに を ぼ れ やすし、 j 

よりて 雅樂 をみ だるな り、  一 

ム リ n ゥ ノ クッ 力へ スヲチ  一 

惡. 利-口 之 覆， 邦-家， 者，、 

利口 は、 くちと きぞ、 辨 口の すみやか なる を 云、 複るー 


富貴 をうる を 云、 患， 得, 之と は、 これ を 得ん 

る內 に、 なほ 必 しも 得 まじき こと を 申〕 るな h 


-を求 


一一  レハ  ヲ  フ ハユ n トラ ヲ 

旣 得. 之、 患. 失. 之、 

永く これ AJ 得ん こと を はかる 內 一 

ん こと を 患るな hN* 


なほこれ を 失 は 


モシ 


-ハ ハン r? 


苟 患. 失. 之、 無. 所. 不. 至 矣、 ♦ 

これ を 患る 意、 小 きなる 時 は、 癰 をす ひ、 痔を ねぶる 

こと を も、 甘んじて これ をな す、 その 大 いなる 時 は、 

父と 君と をき す こと を も、 は. 3 'からすして これ をな 

す、 これ 至らす と 云 所な きな-り、 これ その いまだ 得 ざ 

る 時よ hv も、 患る 意い よ 深き 故に、 かくの 如し、 

0 胡 氏 許 昌の靳 裁 之が 言 を の ベて 云く、 士の 品大槪 

三つ あ， 9、 道德に 志す 者 は、 功名 を 以て 其 心， ゲ累 はす 

にた^.?す、功名に志す者は、富貴を以て其志ケ-累はす 

にたら す、 富貴に 志す のみなる 者 は、 則 至らす と 云 所 

なし 、富貴に 志す は、 即 孔子の いは ゆる 鄙 夫な り、 

0 子ノ  rif 古 者 民き 一一 一 疾： 今 也 或 


ケン 


是 之 亡 也、 

此章 は、 學者 君子 を のぞきて、 平民に 古今 か はりある 

こと を 論す、 凡そ 疾と は、 氣 血の 平 かならざる を 云、 

よりて 人の 氣 質の 性に、 過不及の 偏 ある を も、 疾 とい 

へ るな b  、され ど 古の 民 は、 すなほに て、 疾 あれ ども、 

その 本 來の眞 を 失 はす、 今の 民 は、 自 私し 自利す る 心 

ふかき 故に、 世 と共にみ な變 じて、 邪惡 なる 故に、 ロハ 

これ を疾と 云の みに あらざる な よ，. ^ て 夫子の 玉 

はく、 古の 民に は、 其疾大 やう 三つ あり、 今の 民に は 

古の 疾た にも、 亦な きに て あるべ しと、 世の ます-/^ 

^ へ^に.^1?^,^1!^みヒぉ，..^、；，， ， 11 
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古 之 狂 也肆、 

子ガ  チ 

狂と は 志し 願 ふ 所、 甚高 きを 云、 これ 知の すぎた る疾 

の 名な り、 肆と は、 小節に か 、はらざる を 云、 狂なる 

によりて 肆 なる は、 これ 病症の 常にして、 なほ 本來の 

眞 なり、 下の句 例み な 同じ、 

/  ハ  タウ ナリ 

今 之 狂 也蕩、  1 
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上た る德 なし、 民間に おいて、 そのたと へ をと るに そ 

れ なほ 11^ 薪 をす る、 ぬすびとの 如き 歟と、 その 實 なく， 

名 をぬ すんで、 人の 知らん、 と を 恐る を、 以てな り、 

チダャ 力 ニシテ サガシ ノ 

〇 人の 色溫 而內險 き は、 此 章に 云 所と、 相 そむきて 

これ 亦姦究 の賊と 同じ、 こ 、- に は 只 上に 居て、 下にの 

ぞ むの 莊に、 似て 非なる 者 を、 云なる ベ し、 

ノ  ク ギヤ ゥ ゲン C  ノ  ヅクナ 9 

〇 子 曰、 鄕- 原、 德 之賊 也、 

鄕と は、 鄹 俗なる 意、 原 は、， 愿と 同じ、 謹で 厚き 義な り、 

鄕 原と は、 士君子の 公論に あらす して、 ロハ 鄙 俗の 中に 

て、 みな 稱 して 愿人 とする 者な. 9、 その 人と な hN  、く 

だれる 俗と 同じう し、 にごれる 世 と共にして、 たれに 

もよ くい はる /'やうに する を 以て、 中庸の 君子に ま 

ぎる /- 所 あ b 、これ 德 に似て 德 にあら す、 反て 德 AJ み 

だる こと、 莠の苗 をみ だるが 如，、 なる によ て、 德の 

賊と 云、 賊と は、 そこな ふ 意、 深く にくみての 詞 な-. = -、 

詳に 孟子の 末篇に 見えたり、 

ノ 玉 ハク ミチ 二 キイ テ  ミチ-一 トク ハ  チ  ス ツル ナリ 

〇 子 曰、 道 聽而塗 說、 德 之棄 也、 

道と は、 その 立つ 所の みちを 云、 塗と は、 ゆく さきの 
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アデ 

道 を さす、 善 言 をき くと い へど も、 心に 眛は ひ、 身に 

タイ 

體 する こと をせ すして， 道に て きい つる こと を， 即 

亦 その 道に て かたるが 如く、 凡そき く 所 を、 只 人に と 

ト ク 

き、 かすば か， 9 にと る 者め， ON  、それ 德は、 得な. 9、 こ 

れを 心に 得て、 わが 物と-: J> る を 云、 善 をき くこと ある 

* ク ワイ 

は、 即 これ 得る こと あるの-機 會な 、然る を 只き 、 入 

れて、 即 とき 出す は、 これまさに 得ん として、 又み づ 

からこれ をす つるな hN  、よ， o- てこれ をば、 德を すっと 

云な. 9、〇 苟 子が 云く、 君子の 學は、 耳に 入て 心に 着 

く、 小人の 學は、 耳に 入て 口に 出づ、 口耳の 間 は、 四寸 

ならくの み、 なん ぞ 以て 七 尺の 艉を、 美く する！. i 足ら 

んゃ、 

ノ  £ハ ク t フハ ケンャ トモ-一 ッ カフ マ ツル- 1  ,  ■  » 

〇 子 曰、鄙 夫 可，， 與 事， 君也與 哉 

鄙 夫 は、 いやしき おとこな- 9、 行實 あしく、 智見 くら 

き 者 を 云、 鄙 夫 はこれ とせ ハに心 を あはせ て、 君に つか 

へられん や、 決して 共に つか へられざる 者ぞ となり、 

ノ ダ  チ  ウレへ ンコ トチチ 

其 # 得. 之 也、 患. 得. 之、 

よ その 共に つか へられざる 故 をと く、 得る と は、 


タテ ルカ 


面 而 立， 也 與、 

これ 二 南 を まづ よく 學ぶ ベ き 故 をと く、 牆は、 つ いぢ 

な， y 、蓋し その 詩み な 文 王 身お さまり、 家と  > の ほる 

の^ < ^にして、 最人偷 日用の、 親切なる 所の ことな. 

り、 よりて 人た る 者、 これ を 寧び ざれば、 まむきに 牆- 

にむ かひて、. だてる が 如 けんと、 云 意 は、 その 至りて 

近き 所に しても、 一物 も 見す、 ー步も ゆかれ まじき. 

ぞ、 知行 4 ^〈に ふさがるべき こと をい へり、 


ギヨ ク 


〇 子 曰、 禮 云、 禮 云、 玉- 帛 云 乎 哉、 

玉 は、 圭璋の 類、 帛は、 束帛 のまき  > ぬ、 みな 鱧の さ /- 

げ 物な b 、世の 人 つねに 鱒と いひ 禮と いふ 所の 者. 其 

實 はた  > 玉帛 のみ を 云に あらす と、 云 意-は、 心に 存す 

る 敬 を 本と して、 これ を 行 ふに、 玉帛 t 以てす、 これ 醴 

な，.^ と、 盖し敬 は.？ り、 玉帛は 末な り、 時の 人た 3. 

末の み を 事と する 故に、 これ をす く はんとして、 かく 

の玉へ-.^、 


トイ フ ショウ n-h シ モイ ハン ャ 


樂云樂 云、 鐘-鼓 云 乎 哉、 


敏 0 


七 


ク ヮ 

鐘 鼓 は、 樂 のな， 9 物な， 9、 心に 存 する 和 を 本と して、 

これ を發 する に、 鐘 鼓 を 以てす、 これ 樂な 、句義 上 

に 同じ、 〇 程 子の 云く、 禮は只 これ 一 つの 序な り、 樂 

は 只 これ 一 つの 和な り、 只 この 雨 宇、 多少の 義理 を、 

ふくみた く はふ、 天下 一 物と して、 禮樂 なしと 云 こと 

なし、 „學 者す ベ からく 讖 b 得ん こと を 要すべし と、 序 

は 物の ついでな. 9、 此 序と 和と は、 心の 敬と 和との 行 

はる、 事に つきて 云、 心事 かね あはせ 見て、 其義 これ 

全し、 

ノ 五 ハグ イロ ハケ. \ ゥシテ ゥチ ャハ ラカナル テ 

〇 子 曰、 色 厲而內 荏、 

ガン ショ クシ ュ 

色と は、 顔色 を i として、 亦す ベ て 一 身に あら はる 者 

I  ジ ウジ ャク  ィ 

を かねて 云、 內は、 心な..^、 內 柔弱なる 故に、 外に 威 

嚴 のい ろかたち をな して、 人に おもんじ、 を そられ ま 

く 欲する ぞ、 下 文 を 以て 見れば ノ. -れ 位に ある 者に つ 

きて い へるな らん、 

タト フレパ  二  レ チ セン ュノ  *- ウノ 

譬， 諸 小 人， 其 猶，， 穿 窬 之 盜， 也 與、 

キカ 

ヘイ ミン  カキ 

小人 は、 平民-を さす、 穿 は、 かべ をう がつ、 薪 は、 牆をこ 

ゆる ぞ、 上に 云， くにして、 其 下に のぞむ 者 は、 人の 
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がへ みる 所 あ. 

こと を 知る • 
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- れを昆 る 時 は、 則 自ら 戒めた  > す 


r グ ンシプ 


可，， 以 羣； 

It- ン n ゥクヮ 

詩 を 學ぶ者 は、 その 情 温厚 和平なる 故に、 よく 衆と 4^ 

に 居て、 そむき もとらす、 亦よ くそれ とせ ハに、 ながれ 

ざるな h -、  • 

シチ *- ラミ >- 

可，， 以 怨； 

シ * 

相 親しき 間にて、 怨む ベ きこと を、 うらみ ざれば、 う 

とみて、 情 を 失丄 こと あ. 5、 溫 厚和 なる 者、 これ を 

怨 むれば、 怒る に 至らす して、 人 を 成す る じたれ. 9、 

チ カク ハク リニ 

邇之 事. 父、 

ちかく は 以て 親に つか へ て 孝 あるべし、 

ト チクハ  クリ 二 

遠 之 事 JT 

遠く は 以て 君に つ か へ て、 忠 あるべ し、 盖し人 输の道 

/  す モ 

詩に. そな はら f,i 云 ことなし、 此ニ句 は、 只 その 重き 

所 を あぐ、  . 


!|  三 三 八 

ク シル  テゥ ジゥ サ ウノ  チ 

多 識二於 鳥-獣 艸-木 之 名； 

上 六つの J ^おりに は、 又、 多 識の签 をと るに 足れ. CS  、凡そ 

詩に 出る 所の 名物 、ロハ その 名 をし るの みに あらす、 亦 

その 比 I にと る 所の 義を 知る ベ し、 これ 格 物の 一 端 

な，.^、〇詩を學ぶの法、此章これを盡くせh^、學者ょ 

ろしく 心 をつ くす ベ き なり、 


デ ，ナビ *!r- ャ 


〇 子 謂お 魚， 曰、 女 爲，， 周-南 召-南， 

矣乎、 


シュ 


周 § 南 は、 詩の. 首篱 な..^、 周 召 は、 みな 岐 周の 故 地 

にして、 周 公 召 公の 領地と なる、 文 王の 德化、 岐 周よ 

-.^ 南方の 諸侯の 國に 及ぶ こと、 此詩 にある 故に、 南と 

云、 周 公 召 公 諸侯 を わけ 治めて、 其の 化 を こな はれけ 

る 故に、 周 召 を 以て わかて. 9、 これ 詩 を學ぶ 者の、 は 

じめ によく き はめし る ベ き、 所なる によ， 9 て、 これ を- 

告げ 玉 ふ、  J 


トシ ナ、 


*v シク 力 キ I 


人 而 不. 爲，， 周-南 召-南， 其 猶，， 正 牆 

クン 力 


蕩と は、 うきた .5- よふ 義な り、 知 を 明に する こと を 好 

めど も、 學を 好ま ざれば、 實を わすれ、 虛に はせ、 高く 

廣 かるべ きことの み をき はめて、 ふみ 止まる 所な し、 

これ 其 蔽の蕩 なるな， 9、 

メ トモ チレ パマ  ヲノ  ヅ クナリ 

好. 信 不. 好. 學、 其 蔽 也賊、 一 


賊と は、 物 を そこな ふ を 云、 事 その 信を必 として、 利 

害 を か へ，. y みれば、 あ.^ がちに する 所 あれば、 或は 以. 

て 人 を そこない、 或は 以て 己 を そこな ふ、  j 


メ la チヨ クヲ 


好. 直 不. 好. 學、 其 蔽也 絞、 

絞 は、 しぼるな. iy、 何事 も 只 あ hv のま にの みして、 

事理 人情 を はかる の、 ゆるび なき こと を 云、 

ノト モ チレ バマ  チノ  ナリ 

好. 勇 不. 好 .學、 其 蔽 也亂、 

勇は、ぃさみて、果すこと急なh^、ょh^て其しゎざ、ほ 

しい ま  にて、 人 をし のぎ、 物 を やぶる こと あり、 こ 

れ爲 な， 9 


キヤウ ナ 5 


好. 剛 不. 好 學 、其 蔽也 狂、 


論  iSi 


陽貨第 十七 


氣質 こはくつ よき ま /- なれば、 さはが しく、 あらき 蔽 

あ. 9、 これ 狂な- 9、〇 此章 六つの 者、 仁智 は 道理の 大 

名目なる によりて、 まづ これ を 云、 その 信 直 勇 剛の蔽 

は、 みな子 路 のたら ざる 所 ある. によりて、 これ を告る 

ならん、 

〇 子ノ！ if 小 子、 

門人 をよ びかけ てな り、 

ゾ キブ r タノ  チ 

何 莫. 學，， 夫 詩； 

詩學 をす すめ 玉 ふ、 

ハシ テオ n ス 

詩 可二以 輿： 

これよ，.^ 詩 學の益 をと く、 與 すと は、 人の 志 意 を 感じ 

おこす こと を 云、 盖し 詩に よしあし あ 、ほめ そし， 

あ， 9、 こ、 れを學 ぶ 時 は、 よく その 善 を 好み 惡を にくむ 

心 を感發 する 所 あるな， CN、 

シ テ ミツ 

可. 以 觀， 

感發の心にょ.=^て、亦ょくゎ•か行ふ所の得失を、かん 

三 三 七 


p  0 


第 十七 


三 三 六 


作用 あるな り、 〇 張 氏の 云く、 子路昔 者の 聞け る 所 は 

君子 身 を 守 る の 常 法、 夫子 今日 の いふ 所 は、 聖-^ 道 に 

體 する の大權 な， o、 然れ ども、 夫子 公山 佛肸が 召に を 

いて、 ゆか まく 欲する こと、 天下に 變 すべ からざる の 

人な く、 爲べ からざるの事なきを以てな-^^、そのっ い 

に ゆかざる こと、 其 人つ いに 變 すべから す、 其 事つ い 

にすべからざる こと を、 知れる のみ、 1 つ は 則 物 を 生 

すの 仁、 I つ は 則 人 を 知る の智 な， 5 と、 蓋し 子路 公山 

が 召ぶ 時に 疑 ふ 所、 すでに 聖人の 說を きくと い へど 

も、 こ 、に 至りて 又 これ を 疑 ふ、 自か へり 思 ひて、 つ 

いに 安ん する こと、 あた は ざれば なり、 よく 聖人 を學 

ぶ 者と いひつべし、 いまだ 人の 地位に、 至らざる 者 

の 如き は、 寧 子 路を學 びん、 然ら すば 口 を 聖人に 借 

て、 fti 賊の 徒につ かへ、 其 身 をはづ かしむ る こと を、 

免れ じ、 豈 うすらがす、 くろまざる こと を 得ん や、 ，』 


ナン ヂ ケ 9 ャ 


グ ン 


〇 子 曰、 由 也 女 聞，， 六-言 六- 蔽， 矣 

乎、 

と は、 さ へぎ， 9 お ほ はる /- 所 ある を 云、 六 言 六蔽と 


グン 


は、 人の 德 たる 言の 名目に、 各 一 つの 蔽 ある こと を j 

あはせ 云な. 9、  \ 

テ  クタ シ  一 

對曰、 未 也、  一 

いまだき かすと、  一 

チレ レ ッ ゲン ヂ -I  _ 

居 吾 語. 女、  . 

鱧に、 君子と ふこと 端 を あらた むれば 則 起ちて こた 一 

ふ、 子路 夫子のと ひ をう けて、 起て 未 也と こたへ ける 一 

故に、 夫子 座に か へして 、告げ 玉 ふ、 

コ ノメド モチ レバ マ チ ノ  グナリ 

好 t 不. 好 ¥  、其 蔽 也 愚、 一 

>  0.  サ 3 ゥ  一 

此 よ.^ T 、仁 知 等、 これ 一 言 也、 みな 作用に つきて 云、： 

行に 3^ す、 學は、 その 仁智の 理を、 明に する こと を 云、 一 

知に 扇して、 行に 對 するな- 9、 人 仁愛 を 好む とい へと 

も、 亦學を 好ま ざれば、 人 を 愛する によ. りて、 己 を 失 一 

ひ、 おとしいれられ、 し ゐらる こと あ， hN、 これ その！ 

蔽 愚なる なり、  一 

メ トモ ヲ レパチ V  ノ  タウ .tv-f  一 

好. 知 不. 好. 學 其蔽 也蕩、 一 


1^ 
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也、 - 

其 身に おいて、 われと みづ から 不善 をす る は、 人に せ 

まられ、 まき こめられな どして、 やむ こと を 得す、 こ 

れを する にあ， ら ざる を.  一!^、.？^  くの 如くなる 者に は、 君 

子 その 里に： U も、 入らす とな- 0  、 

キテ  ボウ テソ ムク ノ  ュ カン コト  ィ  力 

佛 肸 以， ，中 牟， 畔 子 之往槐 如. 之 

何、 

いか  >  あらん、 然るべ からすと 云て、 これ をと  >  む、 

蓋し かれ 失 子 をけ がさん こと を、 恐れて な， 9、 

ノ 玉 ハク リ 

子 曰、 然、 

子 路の云 所、 是 なりと ぞ、 

リノ コト  ャハ カタ * ヲ  ミカ ケ トモ モ , ウス ラカ 

有二是 貢 也、 不レ 曰レ堅 乎 磨 而不. 磷、 

ンャ 

云 意 は、 われなん； A が 聞きつ る 如く、 云し こと も あり 

又 われ 堅き こと をい はす や、 みがけ ども うすらが ざ 

る 者 あ. 9 と、 これ 舊說 な. o、 一  說. に、 曰の 字-を、 夫子 


のかって いへ る 言と せす、 唯今 日の 詞 にして 云く、 そ 

の 堅き こと をい は ざらん や、 磨け ども うすらがざる 

者 あ. 9 と、 此說 まされる 歟、 

ャ  ハキテ  ク リニ スレ トモ  ト クロ  二 

不 Jn. 白 乎淫而 不. 緇、 

1 フン ャ 

湼と は、 黑色を そむる 者 也、 句義 上に 同じ、 此 二 句 云 

意 は、 人の 不善、 己 をけ がす こと あた はすと なり、 

レニ ハウク ヮナ ラン ャ 

菩 豈 匏-瓜 也 哉、 

飽瓜 は、 ひさこう りの 類、 俗に 云 ふくべ なり、 云 意 は、 

われ 豈飽 瓜の うごき はたらか ざるが 如くに、 作用な 

き 者な らん やと、 

イツ タン ゾ ク 力 、テ ラン ク ラバ 

焉能繫 而不. 食.、 

只 これ 上の句の 意 を延 して-云、 なん ぞょ  <飽 瓜の、 一 

處 につ b か /<,h^て，、飮食 せざる が 如くなる こと を 得 

んと、 食 はすと は、 唯 作用の 1 事に つきて 云、 別に 意 

義 なし、 此ニ 句、 夫子 0. 可 もな く、 不可 もな く，^ て 、行 

藏進 返、 自由なる 所 を 見つ ベ し、 蓋し 必 うすらがす、 

くろま ざるの 本體ぁ りて、 然して 後に、 飽 瓜なら ざるの 
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す、敏は、ときなh^、心をこたらす、惠は、めぐみぁり、 

心う すか. らす、 よく 此 五つ の 者 を 行 ひて ねわすれざる 

時 は、 內 その 心の 德、 つねに 存じて 失 はや、 外に 行 ふ 

處も、 亦み な 其理を 得て、 あやまた や、 心 存じて 理得 

る 時 は、 則 仁の 體用 全し、 然.^ ども、 仁 は 百行 萬 善、 か 

ね そな はらす と 云 ことなし、 此 五つの 者 は、 これ 子 張 

がたら ざる 所に よ.. >  て 、つげ 玉 ふなるべし、 

ナ ルすハ チ  アナ ドラ 

恭 則 不. 侮、  一 


此ょ. 9 又 五つの 者の 効 をと く、 恭 なる 時 は、 人 己 を あ 

などなら- 

ナウす ハ チウ チ 

寬 則 得. 衆、 

蒐 なる 時 は、 衆 をう けいれ て、 失 はす、 

チル寸 ：： チ  ru  . 

信 則 人 任焉、 

信なる 時 は、 人た のみよ て、 うたが はす、 

ナル寸 i チ リコ ゥ 

顦 有 ，功 

敏な る 時 は * 事 り て、 いさ をし あ .9  , 


ナ i 寸ハ チ 


プカ フニ 


惠 則 足，， 以 使， 人、 


惠なる 時 は、 人な つきて、 これ をつ かひ 用る にたれ り、 

1 說に、 五つの 名 と、 其 効 をの 玉 ふ. 言と を 見れ ぼ、 

民の 上に 居る 者 を 主として、 云に 似た， 9、 これ 子 張す 

でに いで 仕へ たる 時の こと 歟と、 〇 張 氏の 云く、 よく 

此 五つの 者 を、 天下に 行 ふ 時 は、 をの 心 公平 周 偏なる 

こと 知ぬ べしと、 蓋し 人心 をつ ねに 存 して、 事理 を 失 

はざる 者 は、 則 その 心 を 用る こと、 必ぉ ほやけ に、 た 

いら かにして、 あまねく、 ゆきわたらす と 云 i なし、 

即 これ 仁な. 5、 これ 五つの 者の、 天下に 行 はる 、所よ 

b  、其 心 を をし 知る の說 なり、 

ヒ ツキ ッョフ  ス ユカ マク 

〇 佛肸 召、 子 欲. 往、 

テゥ カンジ  ボウ 

佛肸 は、 晋の大 夫趙簡 子が 中牟 邑の宰 なり その 邑に 

據 b 、生-しそ むきて、 夫子 をよ び、 夫子 ゆか まく 欲す 

る 意、 公 出 弗擾が 事， i 同じ、 

子 路ノ 曰、 昔 者 由 也 鬨， 諸 夫-子； 曰、 

ヅ カラ テノ  ニス〃  チユハ  -フ 

親 於，， 其 身， 爲. 不- 善， 者、 君-子 不. 入 


社コ 
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m  a  〕 ビ 

子路不 ig、 

子路 夫子の か の聘 をう け 玉 ふ を 見て、 悅 びす、 

ク ナカラ マク ュ クコト  ノ i 

曰、 未. 之 也已、 

云 意 は、 今 道す でに 行 はれ やして、 ゆく 所な きに、 き 

はまれり とぞ、 

ゾ シモ  |ー  ュ カン 

何 必 公 山-氏 之 也、 

つとめて 夫子の ゆかんと し 玉 ふ を、 とどむ るな り、 

ノ 玉 ハク ソレ ョプ  ヲ ニシテ  ムタ コトナ ラン ャ 

子 曰、 夫 召. 我 者、 而豈徒 哉、 

それ 人 われ をよ ぶ 者と して、 豈 むだ ことならん やと、 

云 意 は、 必我を 用 ひんと な， 9、 

モシ ラバ フル  ヲ  レ  レせン 力  ヲ 

如 有，， 用. 我 者： 吾 其 爲，， 東 周， 乎、 

爲 一一 東 周と は、 周の 道 を 、東方に おこさんと ぞ、 周 は 中 

國の 西に あ. 9  、#は 東海に 近き を 以て、 かくいへ， 9、 

云 意 は、 もし 今 我 を 用る 者 あらば、 再 周 道 を こ、 にお 

こさんと、 唯 これ 子路 夫子の いで 玉 ふこと を、 するど 


にと  >  めんと する 意に、 こた へ てな り、 その 弗 擾にゅ 

かまく 欲する 意、 かくの 如しとの 玉 ふに あらす、 〇 程 

子お もへ らく、 凜人 天下に する こと ある まじき 時な 

く、 亦 過を改 むま じき 人な しと、 思 へる によりて、 弗 

擾 にも ゆか まく 欲す、 然れ どもつ いに ゆかざる こと、 

その 必改る こと あた ふま じき を、 知る が 故な. り、 

0 子 張 問，， U 於孔 子； 孔 曰、 fti 

J  ^ 於 天 4^,， 仁 矣、 

五つの 目下に 見えたり、 これ を 天下に 行 ふと は、 ゆく 

として 行 はすと 云 所な きを 云、 なほ 夷狄に ゆく とい 

ふと も、 すつ ベ からすと 云が 如し、 

ヒフヲ 

五つの 者の 目 を、 こ ひかけ てと ふ、 

H.=l ハク キヨ ゥ クワン シ ン ビ ン ケ ィ 

曰、 恭寬信 敏惠、 

恭は、 うやく しき ぞ、 心 はなた す、 寬は、 ゆたかな り 

、ひせ は- しからす、 i 一  Is は、 まことな >5、  、：！ 3 いつはら 


^  0 
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ブ>ハ： 


フ寸ハ 


曰、 君-子 學. 道 則 愛. 人、 小 人 學. 道 

則 易 Ji- 也、 

君子 小人 は、 位 を 以て 云、 道と は、 泛く 云て、 縫 樂も亦 

其 中に あり、 これ 蓋し 夫子の 常 言な らん、 子游 これ を 

ひきて 云 意 は、 君子 小人、 みな 道 を 學びゃ は あるべ か 

らゃ、 よりて、 小邑 な. 0 とい へど も、 必敎 るに 鱧樂を 

以てすと、 

ノ 玉 ハク  .》  . 

子 曰、 一 一-三-子 

っれたる門人を、ょびかけてな<»^、 

0 之 言 是 也、 

逍理 正しければ な.^、 

サ キノ  n ト ハタ ハフ レラク チノ  i 

前言 戲， 之 耳、 

雞を さくの 言 は、 たは ぶれて いひつ ると、 此ニ 句子游 

が 道 を 信 やる ことの 篤き こと をよ みんじ、 又 門人の 

き /- まど ひ あらん こと を 恐れて、 その 實を 明し 玉 へ, 


るな り、 〇 それ 政 をす るに 大小 あり、 然れ ども、 その 

大小に したが ひて、 蹐樂を 用る こと は、 か はりな し、 

伹 衆人 これ を 用る こと あた はすして、 子游 よくこれ 

を 用 ふ、 夫子 思 ひかけ す、 錄 歌の 聲を 聞きて、 深く 喜 

び 玉 ふ 故に、 其詞を うらが へして、 これ を 戯れ 玉 ふ、 

然るに 子 游}ij 道 を 以て こたへ ける によりて、 則 其 言 

を是な hN として、 自 その 戯れ を、 明し 玉 へ るな hN、 

n ゥ サン フッ ゼゥ  牟テヒ ヲ ソムク 

〇 公山 弗擾 以. 費 畔、 

公山 は 姓、 弗擾は 名、 季 氏が 费邑の 宰なh^、 陽 虎と せ 八 

に、 季桓子 をと りこめ、 自 その 邑に據 b 居て、 季 氏に 

^vむけh^、畔くとは、臣服せざるなh^、 

3 プ 

召、 

夫子に 聘使 をつ か はして、 まねけ b、* 

ス ユカ マク 

子 欲. 往、 

夫子 その 聘を うけて、 ふせぎ 玉 はざる によ り て、 門人 

ゆか まく 欲すと おもへ り、 必 ゆかんと し 玉 ふに あら 


ノ  ハ クタ-.、  n トトハ  ウッラ  】 

〇 子 曰、 唯 上-知 與， 下 愚， 不. 移、 一 

上 知と は、 上. 品の 智者な，. y、 下 愚と は、 下品の 愚者な 一 

り、 此 はこれ 上の 章 をう けて 云、 人性 相 近き が 中に、 一 

ヂャゥ  一 

又 その美 惡 一 定 して 習 ひの よく 移す 所に あらざる 者： 

二つ ある こと をの 玉 ふ、 然れ ども、 唯 これの みう つら 一 

すとの 玉 ふ 時 は、 その 中等に ある 人 は、 みなう つるべ 

きの 意 あり、 蓋し 中才の 人、 最多き 故に、 みな まさに、 

その！ 3 ふ 所 を、 つ /'しむ ベ きこと を 知らし むるな り，； 

或 人お もへ らく、 此と 上の 章と を、 合せて 一 章と すべ 一 

し、 子 曰の 二字 は、 衍文なる べしと、 Q 程 子 おも へら 一 

く， 人性 もと 善な り、 その 移られざる 者 ある は 何-そや、 一 

其 性 はみ な 善な り とい へど も、 其才は 則 下 愚の 移ら 一 

ざるぁh^、下愚にニっぁh^、自暴自棄な，x^'、 人 もし 善 一 

n ン 

を 以て、 自治る 時 は、 うつられ やと 云 ことなし、 昏愚ー 

の 至りと い へど も、 みな ひた h- みがきて * す、 むべ し： 

た  >自 暴 者 は 道 を 信せ すして、 これ を ふせぐ、 自棄 者 i 

は 道 を 行 はすして、 これ をた つ、 聖人 これと 共に 居る 1 

とい へど も、 化して 道に 入る、 こと あた はす、； 1： 尼の 一 

いは ゆる 下 愚な hs  、朱 子お も へ らく、 下 愚の 移らざる." 


も、 ヌ これ 氣質甚 をと hN て、 自 移る こと をう け ご は ざ 

る 者な， 9、 氣賀の を. とれる 故に 移られ ざるに は、 あら 

ざるな り、 


ユイ £ 


〇 子 之，， 武 城： 聞，， 弦-歌 之 聲； 

紋 歌と は 、後 は琴瑟 な， 9、 こと ひきてい 詩 をうた ふぞ、 

子游武 城の 宰 たる 時に、 夫子 門人 を ひきつれて、 武城 

に ゆく、 子游 もいで むか へ て、 したが へ， 9、 こ/' に邑 

人、 こ 、かしこに、 絡 歌す る聲 ある こと をき け. 0-、 


クワン ジ トシ テ 


ワラ > テ 五 ハク サ クニ 


ィヅ クン ゾ 


夫-子 莞- 爾而笑 曰、 割. 雞 焉 用 

ゥシノ カタ ナテ 

牛刀； . 


^ 語 


陽 SISS^ 十七 


莞爾 は、 にこと わら ふ貌、 牛刀 は、 牛 をと く かたな、 

b  、雞 は、 邑の小 きなるに たと ふ、 牛刀 は、 醴樂 の敎大 

いなる にたと ふ、 云 意 は、 かほ どの 小邑を 治る に、 な 

んぞ必 しも、 膾樂 の敎を 用る ぞ と、： j:^ 詞 はとが め 玉 ふ 

に似て、 其 意 は 喜び 玉 ふなり * 

子游對 曰、 昔 者 偃 也 聞，， ， 諸 夫-子， 

： ： ,  111.1111 
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らす、 始終た い 道- 理 のこ、 にこた へ て、 其 事 を 論辨せ 

す、 貨が意 を さとらざる 者の 如し、 よ- 9 て貨も 亦し ゐ 

て 云 To あた はャ してやめ hv、 〇 朱 子お もへ らく 陽貨 

夫子の 德を寶 として、 あは まく 欲する 意 善な とい 

へど も、 その 趣， 己 を 助けて、 亂をな さしめ まく 欲す 

るに すぎす、 よ て 夫子の あはざる は、 義 な，. y 、その 

±H て拜 する は、 禮な， 9、 その. U きを 時な て ゆく は、 事 

チイ ャ ゥヂゥ 

體の輕 重、 相 かな はまく 欲して な. 5、 みちに あ ふて、 

これ を さけざる は、 かれ 必 しも 化す まじき にあら ざ 

るが 货に、 いたくた、 ざるな り、 問に したが ひて 答る 

ナチ  へ ベ ン  シタガ 

は、 理の 直きな. 9、 答て 辨 せざる は、 言の 孫 ひて、 亦 か 

ゝ まる 所な きな と、 もし 他の 人 これに あは  > 、或は 

言 孫 ひて 理を まげ、 "wf は理を 直く して 害 をと らん、 た 

ショウ ヨウ  ァ * 

3-^ 人の み、 從容 としてう けこた へ、 自然に 道に 中れ 

る ことかく の 如し、 

0 子ノ  枇 近ン 也、  . 

性と は、 入の 天に うけ 生れて 心の 體 となる 者な り、 其 

本理に いづと い へど も、 氣質 によら ざれば、 成る こと 

あた はす、 氣 質と は、 陰陽 五行の 氣、 こ，.^かたまりて， 


io 

人の 節 となる 者な， 5、 理 はもと 善な， 0 とい へど も、 

氣 質に 淸 濁美惡 ある 故に、 性 も 亦 これと 共に 成 b て、 

智愚賢 不肖、 同じから や、 然れ ども、 その 生る 、初 は、 

なほ 相ち かくして、 甚 ことなる にあら す、 

ナ ラッテ t  シ 

習 相 遠 也、 

生る  初に、 性 相ち かしと い へど も、 生れて 後の、 な 

らふ 所に そみ て、 人の 品、 日 々 に 相と をくなる なり， 

性 善なる 者、 善に ならへば、 いよく 善な，.^、 惡 にな 

ら へば、 いよく 惡な るの みならす、 善なる 者 も、 惡 

になら へば 亦惡な 、惡 なる 者 も、 善に ならへば 亦 善 

な. 9、 これ 其 初 相 近き が 故な り 〇 凡そ 人性、 其 本體は 

善にして、氣質に美惡ぁ，.^、只渾然として性を云時は 

みな 理を 以て 氣質を かねて 云、 此 章の 如き これな h -、 

又理 AJ まとして 云 あ， 5、 天命 性 善の 性 これな， 5、 氣質 

•  ケ ンギゥ  ショ クシ ョク 

を 主として 云 あ hs  、犬 牛と 人との 性、 食 色の 性 これな 

り、 世に お. 5. 人の 善惡 天性に か /-れ りとの み 思 ひて、 

習 ひに よる 所の、 おもき J を 知らす、 よ. 9 て 夫子、 人 

幼少よ h>  、なら ふ 所 をつ 、しまし めんと して、 かくの 

如くの 玉へ- 9、  -, 


1 


謂， 孔 子， 曰、 來、 

貸 夫子 を わが 前へ、 よびつ くる ぞ* 


予. 


モ ノィ ^ 

言、 


貨が ふるま ひ、 詞づ か ひ、 甚を ごれ，.^、，  一 

ク イダ ィテ ノ  A- カラチ  マョ ハス ノ  テ ケンャ ヅ  t  ■  ^ 

曰 、懐，， 其 寶， 而 迷，， 其 邦， 可. 謂. 仁 乎、 一 

寳と は、 夫子の 道德を さす、 云 意 は、. U 者 は、 民 を あは j 

れみ世 をす く ふ を 以て 心と す、 然るに 道德 をいだ き 

おさめて、 いで へす、 其國 を迷亂 する ま 、にして 居 

る を、 仁者と 云べき かと、 これ 出で 仕 へられよ と、 諷ー 

してなh^、 


玉 ハク 

曰、 不- 可、 


これ は 仁者と、 いはれ やと、 只 その 道理に、 こたへ 玉 

ふ、 わか 事に うけて、 の 玉 ふに あらや、 


ナフ 


好 .從. 事 而 失. 時、 可. 謂. 知 乎、 

好， 從 JI と は、 夫子の 諸國を へ めぐりて.、. 君 を 求め 玉 


ふこと を 云、 これ 云 意 は、 智者 は 事の 機會を 知， 9 て、 

はづれ す、 今 かなた こなた すれ ども、 しばく 時. を 失 

ひて、 用 ひられざる を、 智者と 云べき かと、 これ 今つ 

かふべき 時節なる に、 いでられ よと 諷す、 


玉ハ」 


論 語 
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曰 、不可、 

意 仁者の 答と 同じ、 

イン ヌ  トシ  ト トモ 二 セ 

日-月 逝 矣、 歲 不，， 我 與； 

日月 は、 すみやかに すぎさ h- て、 年な み、 われと 共に 

と  >まら すと、 これ 夫子す でに 老ひ玉 ふに よ. 0 て、 は 

ゃく出っか へられょと、す/^むるな，.^、 

ノ  ffK ク ダク 

孔 子 曰、 諾、 

これ 只 こた へ の詞 なり、 然. 9 と 云に あらす、 

レ ニツカ ヘント 

吾將 .仕 矣、 

ス 

將 にと お 、かくの 如く せん として 、 いまだ 必 とせ ざ ♦o' 

の 詞> 蓋し 夫子 必 しも い で 仕 へ まじと は、 思 ひ 玉 は ざ. 

る 故に、 かぐの 玉 ふ、 され ど 貨に仕 へんとの 玉 ふに あ 

1ュニ 九 
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夫人 を 寡 ふ 君と 稱 するな. y、 

異-邦 一. 人 稱. 么、 あ 曰-, 君-夫-人； 

他國の 人來. 9 て稱 する も、 亦 本國の 人と 同じ、 〇吳 氏 

の 云く、 凡そ 論語に のす る 所、 此類 の 如き 者、 何 i」 云 

こと を しらす、 或は 古に これ あ..^、 或は 夫子み づ から 

の 玉へ. 9、 考ふ ベから すと、 一 說に、 その かみ 諸國の 

君、 « ^妾の 稱謂、 みだれて 正しから す、 夫子 これ をの 

玉 ふ は 、亦- J れ名 を 正 うす る の 意 な りと、 

陽貨第 十七 

陽 貨 欲. 見， 孔 子； 

陽貨 は、 魯の季 氏が 家臣、 名 は 虎、 季 氏が 勢、 や、 お 

とろ ふ、 賀季桓 子 をと りこめ をき て、 自國政 を ほしい 

ま /- にす、 時に 夫子つ かへ すして 居 玉 ふ 故に、 貨相見 

してと きいれ、 己に つか へしめ まく 欲す、 

孔 子 不. i^、 

夫子 をよ び けれども、 ゆきて あ ひ 玉 はや、 


三 二八 

チク レリ  ニ牟ノ コチ 

歸， 孔 子 豚； 

禮に、 大 夫より 士に物 をく る 時、 もし 外に ありて、 自 

うけ ざれば、 明日 大 夫の もとに ゆきて 拜 謝す、 よりて 

貨、 夫子の 家に いま さ V る 時 をラか 》 ひて、 豚 を を くれ 

り、 その 來 謝に よりて あはん との、 はか. 9 ことな， 9、 

孟子の 說 によれば、 かくの 如し、 然れ ども 貨は 實に大 

夫に あら 卞、 玉藻の 說 によれば、 大 夫の をく り 物 は、 

家に うけても、 又 ゆきて 謝す、 同輩の をく り 物に、 家 

にて うくれば ゆかす、 家に てうけ されば ゆく、 この 故 

に、 貨 夫子 を 必 きおさん として、 そのな きをう か  >  ひ 

て を くれり、 

トキ ナテ メナ キチ  ユイ テ  ス  チ 

孔子 時，， 其 亡， 也、 而 往拜. 之、 

c しと は 、家に 居ざる 時 を 云、 夫子 货が意 を さとれる 

故に、 亦 そのな きを 時として、 ゆき 玉 ふ、 

遇，， 諸 塗； 

夫子 k しお はりて、 か ベ- れ る 時、 貨 とみち にて あへ 


ギヨ ゥケン サゥケ ィ  ヒン 

敎 たる、 恭 儉莊 敬な. 9、 よ てこれ を舉ぶ 者、 品 節 

シャゥ  ク ワイ ハウ  ケン ティ 

詳明 にして、 外貌み だれす、 德 性堅定 して、 內心 うご 


かす、 この 故によ く 立な. 9、 


ン. 5- 


鯉返而 學. 禮 、聞， 新 二者； 一 

云 意 は、 異なる 敎 あらば、 聞くべき 時節、 兩 度に 及び 一 

しか ども、 只 詩 觼を舉 ぶべ しとの、 雅言の 敎、 二 つ の 一 

者 を、 きけ るの みに て、 此 外に は、 きく， ことなし とな 一 

り、 . ■  i 

ィテ  ョ un ン.； ァ ク フテ ヅ チ A- リ ッ IS 

陳冗 退而喜 曰、 問 二 得 J 二、 一 

モン  ケン  1 

異聞 あ h- やの 一 問に よ b て、 三 件の こと をき /- 得た 一 

りと、 

キ *  ヲキ •  チ  ノ 

聞. 詩 ，禮、  j 

詩 鱧の 必學 ぶべき 故 をき け h^、  ^ 


サ カル コトユ 


又 聞，， 君-子 之 遠. 其 子， 也、 

塞 人 其 子に 敎玉ふ も、 門人に 敎玉ふ も、 はじめよ. 9 只 

ャゥ.  n ト  アツ. 

1 $M にして、 異ならす， なん ぞ ことさら 子 に 厚き こと 


あらん や、 又なん ぞ其 子に 遠ざかる に 意 あらん や、 陳 

山 几 これ を 聞て、 喜ぶ とい へど も、 亦な を かくの 如くお 一 

もへ る は、 私意 ふるきに よ て、 か はらざる な hv、  \ 


シテ 
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〇 邦-君 之 妻 君 稱， 之 曰，， 夫-人； 

邦 君 は、 國の 君、 諸侯 を 云、 夫 は、 扶な り、 たすくと 云 

義ぁ h- 、よく 人君の 德を、 たすけ 成す となり、 

1  シテ  フ セゥ， ドウ ト 

夫-人 自 稱 曰，， 小-童： 

夫人 自へ b  くだれる 詞、 いまだ 成人せ ざる-小 わら は 

の 如くに、 無知なる とな，. y、 

クニ タミ  シテ テフ  ト 

邦 人 稱. 之、 P 君-夫- < 

本國の 臣民、 稱 する 所、 云 意 は、 わが 君た る 夫人と な 


P 諸 異- 邦： 曰， 寡 小-君； 

本國の 人、 他國の 人に 對 して、 これ を稱 す、 小 君 は、 夫 

人の 通稱な b- 、寡と は、 謙詞、 德 すくなし とな b  、君自 

稍して 寡 人と 云、 臣民 他 國に稱 して 寡 君と 云、 よ. 9 て 

I  .  Ill 二 七  ， 
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有， 異聞， 乎と は 夫子の 数に、 人に 異なる、 聞きう けの 

事 あり やと、 これ 陳. 一 几 己が 私意 を 以て、 鏖人 をう か > 

ひ、 其 子 を敎る 所、 門人よ も 厚 かるべし と、 思 ひ て 

f、 

へナ クイ マダシ 

對 曰、 未 也、 

異なる 敎を、 いまだき かすと、 


カッテ t トリ タテ * 


嘗獨 立、 

ぁる時夫子、ひと.9堂上に立.=^、 

"シ プナ  スグ- ーハテ 

鯉趨而 過 ter 

尊者の まへ をす ぐれば、 趨 りて ふるま はす、 稳な .0-、 

云 意 は、 これ 異なる こと あらば、 聞べ きの 時な りと、 

ィハ ク ビタリ ャ チ 

曰、 學レ詩 乎、 

たれに も 常に 敎 へらる 、詩學 を、 すでにし つる やと * 

I へ るの みな b-, 

^  也、 


われ こたへ て 云く、 いまだ まなびす と、 一 

ンパ  ビ  チ 屮ケン テ モノ 云 n ト  J 

不. 學. 詩 無， 以 言；  一 

これ 夫子 詩學 をす、 め 玉ふ詞 な，.^、 蓋し 詩 は、 人情に 一 

本 づき、 物理 を かね、 又 その 敎 たる、 溫柔 敦厚な り、 よ： 

てこれ を學ぶ 者、 事理 通達し、 心氣 和平なる 故に、 一 

よく 物い ふ、 され どこれ 亦 人に 異なる、 示しに も あら J 

シ リブ ィテ  ンヅ  チ  に 

鯉 返而學 .詩、  . ： 一 

われ 返いて、 人な みに、 詩を學 びつ るば かりな と、 一 

タリ  グ  . 

他-日 又獨 立、 

此ょ， 5 下の 句義、 みな 上と 同じ、 他日 は、 餘の 日と 云 一 

義也、  一 

ヮシ ツナ  ク ハチ. T ハク ビタ W 'ャチ  チ  ク 

鯉趨而 過 fer 曰、 學. 禮 乎、 對 曰、 未 一 

二 

ハビ  テケン  テツ n  I 

也、 不. 學. 禮 無，， 以 立、  一 

r スゥ  I 

は、 節 X 度 數の、 つまびら かなる こと あり、 又 その 一 


シ ュッ； 


ふかく 其. <を<  のぞみ 玉 ふ 意 あ. り， その かみ 顔 子の 出 

處、 これにち か けれども.、 かくれて い まだ いで や、 又 

はやく 死ん ぬればな り、 . 

〇 it" 景 公有 M 千- 駟；. ，.， 

朱 子の 云く、 此肯に 孔子 曰の 字 ある べし.、 千駟 は，、 四 

千疋 なり、 古 は君大 夫の 富 を は、 馬 を かぞ へ て稱 する 

こと 多し、 

スルノ  シ ト シテ： ショウ スル n ト 

死 之 日、 民 無，， 德而 稱， 0. 

： 民 は、 人な り、 人の 死す る 時 は、 これ をした ふ 故に、 小 

著 あれ ども、 稱せ すと 云 こと^し、 景 公の 富 かくの 如 

く なれ ども、 死せ る 時に、 人 その 德 として、 一 つも 稱 

する ことな-か •hs しな， 0- 、 


シュ ャ ウノ 


-I 


伯 夷叔齊 餓，， 干 首 陽 之 下 

夷齊 の. こと、 前篇に 見えた， 9* 首 陽 は、 山の 名な り、 武 

王 を諫て 後、 首 陽 山に かくれて、 ついに 餓死せ り、. 


5"  ，  -7  1 ース  ヲ 

民 到，， 于 今， P 之、 


人 死して 久しければ、 わすれ やすし、 然るに 夷齊 は、 

窮 して 餓死せられ しか ども、 數 Ki: 年の 今に 至る まで、 

人 その 操を稱 して * やむ ことなし， 

二  テセ トメ ルテ タ マサ-一  ス n トナ ルテ 

誠不 お. 富、 亦祗以 kc,.:. 


サク カン 


此 詩の 詞 、第 十 一 ー篱に 出た る を、 程子此 章の 錯簡 なり 

るして、 章の 首に あるべし とい へり、 胡 氏 は又此 間に 

あるべし とお もへ り、 今 これ-に 從 ひて、 此ニ 句を铺 

ふ、 云 意 は、 人の 死後に 稱 する 所、 その 富に あ ら すし 

て、 その 人に 異なる 所に ありと、 


>  ,レ レ？  -i  i 

其 斯之謂 與、. _  . 一 

一 

詩の- 51 は、 それ 景 公と 夷齊の 如く なる こと をい へる 一 

かと、 -. 二..，  . 

」 

カウ トフ テ  -ーク  vtj タ リャ - - 一 

〇 陳亢 問，， 於 伯 魚， 曰、 子 亦 有，， 異丄 

聞 - 乎、 ベ  一 

iU  二  i  一 
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て 省察せ すと 云 ことなき な 力： 然れ ど も、 孔門の 敎 

は、 大抵 日用 事實の 上に つきて、 其 功 を 用 ひしむ、 よ 

て 事に ふれ 時に したが ひ、 各 その 則 をた て、、 これ 

キゥ 3 ゥ  フチ 

を 示す、 九容九 思の 類 これな り、 孟子の 思 と 云 も， 

亦 これ 獨を愤 ん で 、以 て 意 を 誠にす るの 義、 * 】 れを耍 

する に、 みな 省察 を きびしく して、 存 養の 功 を、 間斷 

なから しめ まく、 欲する がた めな- 9、 

ノ五 ハク テ  テ クシ ルガ  ハ 

Q 孔子， 曰、 見. 善 如. 不. 及、 

善 を 好む に 誠 ある 人 は、 善人 を 見て、 これと 齊 しから 

ん こと を 思 ひ、 善事 をき、 て、 こ れ に體 せんと 思 ふ 

心、 切なる によ b て、 常に その 及ば やして、 はてなん 

こと を、 恐る >_ '意 あり.  .. 

ナ  nv ク スサグ ルカ ュチ 

見，， 不- 善， 如. 探. 湯、 

キフ 

惡 をに くむに、 誠 ある 人 は、 これ をのが る、 こと 急に 

手ッ タウ  • 

して、 熱湯 を さぐらん とする が 如し、 そのい まだ はな 

れ ざる 內に、 もし これに ふ る /< こミ あらん か i  、恐 

> 意 ふかければ な. 9、 

吾., 其 人， 矣.？ 


一二 二  a 

その かみ 顔 曾 閔冉の 徒 これ をよ くす ぺければ な 


吾 聞，， 其 語， 矣、 

語と は、 古語なる べし、 今 その 人 あ て、 もと 聞ぃヌ 

る ことに あ ひたる を、 院び 玉-ふ 意 あ hN、 


キ 3 シテ 


ザシチ 


隱— 居以 求： 其 志つ ■ , . ： 

天下 道な き 時 は、 隱 居す Mt- い へ . ど *^、 お.. や U か； ぐ 一れ. 

す、 その 達し て 行 はん と 志す 所 ^、道 を 求め-て、 こ れ 

を 身 に 守 る な -5  、 以 て と は 、 用 に か な ふ る の 意 ぁ _b>, 

下 同じ、  い 

ナツ テ チ  テス- ノチ  ^ 

行 JT 以 達，， 其 道； 

天下 道 ある 時 は、. いでつ かへ て、 君臣の 義を行 ひ、 か 

ねて 志し 求めつ る 道お、 通達して、 世； すなり、 

吾 聞 一一 # 語； 4^.... 

お >i 尹 太 公の 流の み、 これに あたるべき 故に、 此人 

を 古語に き、 つる とな， 9、 パ 


き わけす と 云 こと、 なからん こと を 思 ふ、 

イロ ハ  t 1^ タヤ カナ ラ： in ト iK 

色 思， ®、 

卒 生の 顔色 は、 溫和 にして、 はげしから ざらん こと を 

思 ふ、 

カタ チハ t ゥャ/ \シ カラン nk-lh 

貌思 .恭、 

身の 容貌 は、 つねにう や しくて、 AJiub を こたら 

ざらん こと を 甲 5 ふ、 

n トハ  t ナ ラン n トヲ 

言 思 レ忠、 

物 云 こと、 必 その 心 をつ くして、 のこす ことな からん 

こと を 田 5 ふ、 

ヮザハ t セン n ト _h 

よろ づ のこと、 必っ /* しみて、 あやまち なからん こと 

を 思 ふ、 

ウタが t ハ t トへ 

疑 思 レ問、 

心に うたが はしき こと あらば、 則 師友に とひ ほどき j 


て * たく は へ ざらん こと を 思 ふ、 

イカリ- 1 ハ t ダンテ 

忿 思. 難、 

チウ ，リ ノ  ノ シン  クウ ン ナン 

1 朝の忿に、^=^身をゎすれ、其親に及ぶ、患難ぁらん 

を 思 ひて、 必 これ を こらしと. 5- む、 ， 


こ 


ウル テ 


見. 得 思 Ji、 


凡そ 得る こと あるに のぞみて は、 必義 不義 を つ まび 

ら かにして、 苟 くも 取ら ざらん こと を 思 ふ、 〇 程 子の 

*■ ゥシ  ノ  モッ パラ  "7 

云く、 九 思 をのく 其 I つ を 專 にす と、 蓋し 事に あ 

たりて、 必其 心を專 一 にして、 一 つぐ 思 ふ べし， か 

れ これと & まじ へ て、 思 ふこと なかれと な， 0、 又 或 人 

とふ， 思慮 多し とい ふと も、 果して 正 きにいでば、 亦 

害する ことなし や 否、 程 子の 云く、 發す るに 待 を 以て 

せす 紛然と して 度な けれ は、 正と い へど も 亦 邪な， 9、 

謝 氏の 云く、 いまだ 從容 として 道に 中る に、 至ら ざれ 

ば、 時として、 みすから 省察せ やと 云 ことなし、 存せ 

ざる 者 ありと い へど もす." 

云. 

と 云 一 言、 內外 動靜を かねつく せ. 9、 いは ゆる 時と し 


- なし、 こ れ を 誠 を 思 ふと 

-. 蓋し 省察の 工夫 は 大學に 顧， 語， 力 天 之 明 命 一 


SI  0 
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はぶれ もて あそぶ ぞ， これみ な 天命 を 知らざる 故に、 

義理の 當然を わかす して、 かくの 如くな， 9、 

m ハク I.- マ レナ ラニ. レナ  や _K ハ 力 i ナ S 


〇 孔子 曰、 生 而知. 之 者、 上 也、 

知る と は、 行 ふ を 兼て 云、 之と は * 泛く 道理に つきて 

云、 下み な 同じ、 凡そ 學 びす 勉 めすして、 これ をよ く 

する は、 これ 生 知 安行の 聖人、 これ 人の 最上な， 9、 一 


ンナ  -.5 チハ ツキ ナリ 

學 而 知. 之 者、 次 也、 


此 はこれ 學知利 行の 人、 生 知に をし つ  >  きたる、 賢人 

なり、 


クル シン ヂ 


プハ 


困 而 學. 之、 又 其 次 也、 

困む と は、 通せす して、 なやむ 所 ある を 云、 これより 

つとめ まなんで、 ひらけす、 むこと を 得る は、 即困知 

勉 行の 人、 これ 又 賢人に を じつ  >  き？^ る、 學 者な り、 

困 而 、民 ぁ爲 ll^t 矣、 

民 は、 人な り、 困んでも 學 びす、 勉め て 行 はんと もせ 

ざる は、 人に をいて、 只 これの み を、 下等と するな り、； 


人の 氣 質の 同じから ざる こと、 大約此 四 等 あり， 0 ぞ、 

然れ ども、 かの 聖言を 侮. 9， 正學を そしる 者 は、 又な 

を此 外に あり、 〇 楊 氏の 云く、 生 知、 學 知より、 以て 困 

學に 至る まで、 其 質 同じから すと い へど も、 しかも 其 

これ を 知る に 及んで は 一 なり、 この 故に、 君子 はた .5- 

學 ぶこと を賁 しとす、 困んで 學 びす、 然して 後に 下と 

すと、 こ れ 夫子 人に 學を せんこと をす、 め 玉 ふ詞な 

り、 蓋し 天下に 只 生 知の 人の み、 必 しも 學 びす とい へ 

ども、 聖人の 學、 このむ こと、 ことさらに 甚し、 一一 


玉ハ」 


ォモ" 


〇 孔子 曰、 君-子 有，， 九 思； 

君子 日用 動静の 間、 常に 思 ひて、 省察す る 所、 大槩其 

目 九つ あり、 

i ルニハ t カナ ラン r? 

視 思レ 明、 

凡そ 目の 視る 所、 外にお ほ はる 、 ことなくして、 明に 

てらさす と 云 こと、 なからん こと を 思 ふ、 

キク』 ハ WW ト *> ラ.〉 nk-_K 

凡 tV 耳の きく 所、 內に ふさ る ことなくして、 さとく 


ゲン ヤシ キ 


ごれ を や t な ふ. の 法ば、 即ち 孟子の 知 言 養氣の 工夫.、 

これな h -、 「  ..、  - 


〇 孔子 曰、 君-子 有，， 三畏； 

君子の 常に を れは  >  かる 所の こと 三つ あ hv、 

畏，， 天- #  - ： 

天命と は、 天より 命じて、 われに. さ づけら れ たる、 正 

理を 云. -即德 性の ことな b  、君子 はこれ を、 を それ は 

3- かりて、 少しも そむきた が はざる ぞ、 即德性 を 尊ぶ 

の 工夫な り、 ，  . - 

き-九； 

大人と は、 德ぁ 、位 ある 人 を、 通じて 云、 これ を畏る 

、は、 德 ある 人の、 敎 にした が ひ、 位 ある， 人の、 法に た 

が はざる ぞ、 

畏二 聖人 ノ之、 言； 

in 人の 言と は、 經典 にの する 所 これな， 9、 これ をた 

つと ひ、 したが ひて、.. 常に わが 身の、 相 そむく こ 1 あ， 


らん かと、 畏る/ -ぞ， 〇 人 よく わが 德 性の 理を * 畏な 

、こと を 知る 時 は、 をの づ から 戒慎 恐惧 して、 しばら 

くも 相 はなれざる 工夫、 やむ こと あた はす、 天よ. 9 う 

くる 所の 命、 かろから ざる こと を 知て、 これ を 失 は ざ 

る こと を 得るな b 、大人 璧言 も、 み な 天命の、 まさに 

畏 るべ き 所なる 故に、 天命 を畏る こと を 知る 時 は、 又 

これ を 畏れざる こと を 得す、 

ハシ テラ  ヲ  レ 

人不. 知-天-命， 而不. 畏也、 

すモム 

小人の 趣き、 物 ごと 君子と 相 そむく、 その 天命の、 尊 

く 重き こ i を、 知らざる によ， て、 これ を 畏れ 癉 るの 

6 なし、 


狎ニ Tn  メ 1 

狎る 、と は、 尊ばざる ぞ、 賢者の 敎を用 ひすして、. 

れを そし-り、 君 長.^ あざむきて、： ひ そ か に 其 法 を 


チカ 


侮，， 聖-人 之 言； _ 

海る と は、 無用の ことと して、 うちすて、 又 これ AJ た 


論 語 
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〇 孔子 曰、 君-子 有，， 三 戒：. 

；'、 \ 

君子 身 を ふるまでの 戒め、 三つ あるな hs、 


ワカ 專 


.t,JK ケヅ 


少 之 時 血- 氣 未. 定、 戒. 之 在. 色 


ォ A. 


大 やう 年 三十 以下 を少と 云、 血氣 は、 人の 身に よ..^ て 

生る 所の 者、 血 は 陰のう る ほひ、 氣は 陽の いき ほひな 

,0、 老少に したが ひて Y さかりお とろ ふ、 わかき 時 は、 

血氣. うきた  >ょ ひて、 いまだ 居さ だまらす、 よ て そ 

の 好む 所 に、 うつり やすく、 う つれば 必 すぎ やすし、 

中に も 深く 戒む へき 所、 色の このみに あ b  、凡そ 衣服 

器用 居處 等に、 華麗 を 求る も、.^ 色 を 好む の 類な b、 

Z れを戒 る こと、 みな 義理 を 以て、 血氣の 欲に かっこ 

となち、 ■ 


ク 1K 


辛、 ンナ 4-1 


及，， 其. 壯， 也、 血- 氣 方 剛、 戒， 之 在. 鬪 


サゥ 


サイ 


三十 以上 を壯と 云、 方剛と は、 時に あた， 5 て、 最中に 

一 >  M くつよ しと ぞ、 此 時血氣 こはくして、 心 力 も 亦つ 

よし、 よりて 物 ごと， 入に まさらん ことをこのむ、 中 

にも 人. t いさか ひ、 た 、 かふ こと を、 深く 戒む べし、 ， 


.  三 二つ 

凡そ 智を あらそ ひ、 功 を あらそ ふ も、 亦 闘の 類な- 9、 

ンギハ ノす ヒタ" 二  スギニ オト n フ ル n ト チ  リ ゥ a-l 

及，， 其 老， 也、 率氣 旣 衰、 戒. 之 在. 得、 

五十 以上 を老と 云、 得る と は、 むさぼ h- うるな り， 老 

いた b て、 血氣 すでにお とろ ふれば、 精； t も 亦 不足し 

て、 物 こと あきたら す、 よりて ね-かひ 求る 所 多し、 中 

にも 物 を むさぼ 得る こと を、 深く 戒む べし、 凡そ 身 

の 後 を あつく いとなみ、 子孫の ゆくすえまで を、 お 

もんば かる も、 亦 むさぼる の 類な り、 〇 范 氏お も へら 

く、 鏖 人人に 同き 者 は、 血氣な .5  、人に 異なる 者 は、 志 

氣な り、 血氣は 時として、 おとろ ふること あれと も、 

志氣 はこれ と共に か はらす、 君子 は 常に 志氣を やし 

な ふ、 この 故に、 時に したが ひ、 よく 戒めて、 血氣 のう 

ごかされ とならす、 こ を 以て、 年い よ- (- たけて、 德 

いよく 邵 しと、 按す るに、 人の 心 は、 一 身の f にし 

て、 血氣は そのつ か はしめ なり、 人士ぬ をた て /-、 血 

氣をひ きゐる こと、 あた は ざれば、 反て その 德性 を、 

♦V こな ひやぶ る、 もしよ く 志 をた て /-、 これ を ひ きゐ 

る 時 は、 た  >  これが ために、 つか はる /- のみなら す、 

又よ く 志に 配して、 これ をた すく、 これ を 志氣と 云、 i 


上の 三 事 は、 みな 我に 益 ある、 このみ ごとな り、 

ガ JJ ケゥ ラクテ 

樂，， 驕 樂： 

チゴ 

驕 て 樂む ことをこのめば、 物 ごと ほしい ま/' にし 

て、 節制す る こと を しら や、 即總樂 を 節する こと を こ 

のむ、 うらな， o、 

SRt  .,■ ッ ィ ゥチ 

きぞ 遊, 

佚 hs て 遊ぶ ことをこのめば、 人の 善い ふこと を、 この 

まざる のみなら す、 これ をき くこと を も、 にくむな 

ガへハ ヱン ラク t. 

樂ニ 宴- 樂； 

宴 は、 さかもりな. 9、 宴飮 して 樂む ことをこのめば、 

, おぼれ しづみ て 小人に 相 なれ、 賢.^ にと を ざ かる， 

損矣、 

上三樂 の、 己に 損 ある こと * 明な h -、 みな まさに 深く 

を それて、 遠ざかるべし、 

ノ 玉 ハク ス i-l  ュ リ ク ノ アヤ マチ 

〇 孔子 曰、 侍. 於 君-子， 有，， 三 爆； 
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君子と は、 德 あり 位 ある 人 を、 通して 云、 君子の かた 

はらに はん ベ で、 物 云に、 あやまる 所 1 二つ あ- 9、 い 

ましむ ベ しとな. o、 

コトタ  ハ-ー  フフ  チ サゥト 

言 未. 及. 之 而 言、 謂，， 之 躁： 

シテ 

躁は、 さはが しき ぞ、 其い ふ 所の 言、 いまだ 云 べき 時 

に 及ばざる に、 卒爾と してい ひいだ す、 此 あやまち を 

躁と 云な り、 

言 及. 之 而 不 jn 、謂，， 之 隱； 

隱は、 かくすな 、其 言い ふべき 時に 及べと も、 いは 

ざる は、 情 を かくして、 あら はさ やる 故に、 これ を隱 

. ^云、 

タミ  カン シ 3 クヲ  フ フ  チコ ト 

未； <顏 色， 而言、 謂，， 之 瞽； 

シ テ 

瞽は、 めし ひな. 9、 もしい ふべ き 時に 及べ ども、 いま 

だ 君子の 言語 顔色 を、 みそな はさす して、 いひいた す 

を、瞽と云な，.^、〇此三愆は、平日心をた  > し、 身 をお 

さむる の 功み たす、 事に のぞみて、 時 をつ まびら かに 

し、 機 を 知る の智 たらざる 故に、 かくの 如し、 

11 二 九 
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子 イチ. 


友，， 便-伎； 


口才に 便なる ぞ、 これ 多 開の うらな. 9、 これに 友な へ 

ば われ も、 口き いで 、、見 閔の實 なき こと を、 云に 

いたる、 

損矣、  • 

上 三つの 友、 みな 己に 損 あ. 9、 〇 三つの 益友 は、 友 を 

とる 人、 其 一 つ を も、 かくべ からす、 三つの 損 友 は 其 

1 つ あれ ども、 必 以て わが 德を やぶる に 足れり、 又此 

六つの 者 は、 蓋し 夫子 ほ  >  そ の大槩 を あげ 玉 ふ、 これ 

によりて、 をし 求めば、 凡そ 友な ふ 人々 の 損益、 みな 

き はめ 知る ベ きな， o  、 下の 三樂亦 同じ、 尹 氏の 云く、 

天子よ. 9 庶 人に 至る まで、 いまだ 友 を まちて 以て 成 

ら ざる 者 あらす、 而 して その 損益 かくの 如き こと あ 

hs  、つ しまざる ベ けんや、 

〇 孔 af 益-者 三- i、 

樂 あは、 このみね がふ 義、 人に 益 ある このみ ごと、 三 

つ あり どぞ、 


損， 者 三 樂_ 


、、 


句義 上と 相反け， 9、 而 して その 損益 も、 亦 相 そむく、 

手ガヒ セ ッスル n トテ  ガ クチ 

樂 . 節， 禮 -樂； 

節と は、 物の よき ほど を 云、 節 „賴 樂 一と は 、港の 儀 制、 

樂 の聲容 の、 ほどよき 所 を、 わきし るぞ、 これ を この 

めば、 外に は 儀式 拍子の あやによ く、 內に は莊敬 和； 牛 

の德を やしな ふこと を、 得るな .9、 

ザ t ィゥ コト チノ  チ 

樂. 道，， 人 之 善； 

人の 善い ふこと を このめば、 これ を よろこびした ひ 

て、 つとめ はげむ 意、 日々 に 新たなる によ て、 わ れ 

もつ いに は、 其 善に 化するな， 9、 

力へ パ カラン r チ ケン ィゥ 

樂 ま， 賢-友； 

賢 友 は、 即 上の 三 益友の 類 を 云、 その 多 からん こと を 

ねが ふぞ、 

^矣、 ——  


人 これと 友な ふ 時 は， ひた そむ 所 あ.^、 を それ は ^ 

か る 所 あ， TV  、しだ ひ. な、 らふ 所 ある 故に、 お ぼへ や 日々 

に、 あしき. こ と 改ま hN  、及ばざる 地に す/' みて、 己が 

もとな き 所 を- しそ ふる；^  b  , 

損-者 三-友、，：，. 

^*上と同じ、而して三ク2^?損益、みな相そむぐ、 

これに 友な ふ 時 は、 己が もと ある 所 を、 おとしう しな 

ふ、 

トシ チヨ クヲ 

友. 直、. 

此 より 益友 三つ をと く、 直と は、 すぐなる ぞ、 有 を 有 

とい ひ、 無 を 無と いひ、 是ヒ是 とい ひ、 非 を 非と いひ 

て、 いみ かくす ことなき. <な り、 これに 友な へば、 《！ S 

アヤ マチ 

にわが 過 をき く，  • 

トシ- り ャ ウテ 

リツ  イツ ハ 

諒 は 、ま - J 10 な， 9 、 立 心 制 行、 信實に し て ，すこしも 僞 

, ^な. を 云、 之に 友な へば、 わが 心 も 化して、 誠に 

す/' むな .9- 
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トス レパタ ブンテ 

友： 多-聞； 

道理 事實 を、 き、 しること 多き 人 を 云、 己に 友な へ 

ば、 わが 智も ひらけて、 明 に なる ぞ、  :- ： 

〈化 矣、 ： 

上 三つの 友、 みな 己に 益 あ， 9、 ， 

トシ ベ ン ぺキチ 

友，， 便-辟； 

此 より 損 友 三つ をと く、 便 辟と は、 辟 は ひらくな り、 

威儀 を をし ひらきて、 いかめしく、 し； d_- すぞ、 これに 

便なる は、 よく 其 事に こなれ て、 手に入， 5 たる を 云、 

チヨ クイ ゥ  .  シッテ 3 ク 

これ 直 友の うらな..^、 これに 友な へ ば、. われに 質 直な 

る 所 あれ ども、 これ をと- 9 失 ふ、 

ト シ  ジ ゥ テ 

友： 善- 柔； 

柔は、 や はら かなり、 色 詞をゃ はら かにして、 こび へ 

つら ふ を 云、 これに 善な， 0 と は、 そのたく みなる を 云 

な. 9、 これ 諒 友の うらな り、 これに 友な へば、 わが 信 

實； 失 ふ、 

三 一 
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ゲ.. 


十 世 をす ぐる 者 * ある ことなし、 然れば 塞 言の、 たが 

はざる こと を 信すべし、 


ルすな 


i、 


天-下 有. 道、 則 政 不. 在 夫 

大夫政 を ほしい ま、 にせす となり、 これ 只 上文の 意 

を、 足せる ばかりにて、 その かみ 無道に して、 此事ぁ 

： る を、 歎き 玉 ふ 意 あ. 5、 

ル寸"  チシ 3  ハ カラ  - 

天-下 有. 道、 則 庶 人 不 JT 

上 その 政 を あやまた ざれば、 民 私に 評議せ や、 いまし 

めて、 譏せ ざら しむと、 云に あらす、 句の 意 は 上に 同 

じ、 

ノ玉 ハク ロクノ  ル r  n ゥ シッ テ  セィ 

〇 孔子 曰、 祿 之 去，， 公-室， 五-世 矣、 

此兩章 t-、 みな 啓の 定 公の， 時の 語と 見え た， 9、 此章 

, は 、前に 政大 夫より 出れば、 五世に して 失 ふと 云に つ 

きて、 その かみ 三 家のお とろへ たる こと をの 玉 ふ、 

祿は、 賦役 租税 を 以て 云、 公 室 は、 公家な b  、祿の 去る 

, と はきの 政お とろ へ て、 賦稅 公家に 入らす して、 三 家 

に 入る こと を 云、 文 公 はじめて 政 をう しな ひて より、 


三 1 六 

成 襄昭定  <ムを歴て、五世な^^、されど：1ハこれ來歷を 

の玉ふばか.*^にて、世數は義をとる所なし、 

コト チ 3 ブ コト  二 

政逮， 於 犬-夫， 四-世 矣、 

大夫 は、 三 家 を さす、 政大 夫の 家に くだ，. > 及ぶ は、 即 

タガ t 

祿公室 を 去 る の 時な 、前後な し、 二 句 文 を 互 にして 

い へ るな 、三 家 は、 季氏を 生と す、 季武子 政 を ほ し 

いま/' にせし より、 悼平桓 子を歷 て、 四 世な hv、 

-I カノ  クワン ノ  す トロ フ 

故 夫 三， 桓之 子-孫 微矣、 

三 家み な桓 公の 後なる 故に、 三梪と 云、 三梪の 家臣、 

しばく そむき、 陽 虎季桓 子を囚 ふ、 これ 其お とろ ふ 

べき 時節 なれば な 、よ， 0 ての 玉 ふこと かくの 如し、 

〇 蘇 氏 の 云く、 强は 安に 生る 、安 は 上下の 分 定まる に 

生る、 今 諸侯 大夫、 みな 其 上 をし のぐ 時 は、 則 以て 下 

に 令す る ことなし、 この 故に、 みな 久しから すして 失 

ノ&! ハク ヱキ  ィゥ 

〇 孔子 曰、 益-者 三-友、 

人に 益 ある、 三つの 友 これ あ h- 、其 目下に 見えた. 9、  j 


伐ちて、 季氏を はら はんとせられ つる こと、 出來れ 

,9、〇 謝 氏の 云く、 この 時に あた. 0 て、 三 家つ よく、 公 

室よ はし、 冉求又 顓臾を 伐て、 これにつ け まさん と 欲 

す、 夫子 深く これ を 罪する ゆ へんな， 9、 その 魯をゃ 

さしめ て、 以て 三 家 をと ましむ るが ため な り， 洪氏 

の 云く、 一 一子 季氏 に 仕 ふ、 凡そ 季 トが せまく 欲する 

所、 必 以て 夫子に つげば、 則 夫子の 言に よりて、 すく 

ひ 止る 者、 よろしく 亦 多 かるべし、 顓臾を 伐の こと、 

經傳に 見えす、 それ 夫子の 言 を 以て、 やむな らん か、 

〇 孔 子 ざ、 天-下 有. 道、 氣 禮-樂 征- 

伐、 自，，  天-子，  出、 

天下 一 統の 時な. -、 醴樂 征伐 は、 政事の 大 いなる 者 を 

以て 云、 

天卞 無. 道、 則 禮-樂 征- 伐、 諸-侯， 

出、 - 

周の 東遷の 後、 五 1^ か はるぐ 典る が 如し、 

リ  レハシ  セィ ニシテ ス クナシ ルコト ハ 

自， 諸-侯， 出、 蓋 十-世 希. 不. 失 矣、 。 


蓋しと お、 大 約の 詞、 十 世 < 

云、 大夬 陪臣 亦 同じ、 


は ノ= ^侯の 世つ きを 以て 


自，， 太-夫， 出、 五-世 希. 不. 失 矣、 


魯の三 家、 晋の六 卿の 如し、 


ユシナ シ 
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陪-臣 執，， 國命； 三-世 希. 不. 失 矣、， 

, 陪臣と は、 大 夫の 家臣 を 云、 陪は、 かさなる ぞ、 臣の又 

臣 なる 故に、 陪臣と 云、 執。 國命 一と は、 國の 命令 を、 自 

と ，5 行 ふぞ、 魯の陽 虎が 如き 者 を さす、 蓋し 理に そむ 

くこと 、いよ-/ \ '甚 しければ、 則 その 失 ふこと、 いよ 

く すみやかな ち、 大約 その 低數か く の 如くなる に 

すぎす、 〇 按す るに 、春秋の 霸主、 た  >晋 侯 覇業 を 世々 

にす、 文 公より 後、 十 世 を またす して、 これ を 失 ふ、 大 

夫に して 政 を 尊 にす る 者、 魯の三 家 は、 四 世に して 

チウ カン 

おとろ ふ 、晋の 六 卿 も 皆 久し か ら すし て ほろ ぶ、 趙韓 

魏、 及 ひ 齊の田 氏が、 位 をむ は ひて、 諸侯と なる も、 亦 

みな 十 世なら すして 滅す、 陪臣 命 を 執る 者 は、 かそ ふ 

るに たらす、 又 後世 曹魏 兩晋 南北朝、 及び 隋氏 五季の 

君、 人臣よ， 9 起 b て、 位 をぬ すみ、 號を 立る 者 も、 亦 

三 5 
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こと を 云、 

二 サ ル寸ハ ？ . 戶 ンス チ 

旣 來. 之 則 安. 之、 

旣に來 服せ しめたる 時 は、 則よ ろしき やうに、 安堵せ 

しめて 再 そむく 意 、なから しむるな り、 此 一 一段 季氏顗 

臾を服 せんた めに、 兵 革 をお こす まじき，. 0 をの 玉 ふ、 

今 由 與. 求 也 相，， ，夫- H^; 

5^ ょケ 正しく 季 氏が 事に つきて 、二子が それ を 相く 

る こと、 みな 上に 云 所に、 そむきた る こと を、 責め 玉 

ふ、 蓋し 子路 はかりこと にあ づ からすと い へど も、 義 

を 以てすく ひ 正す こと、 あた はざる 故に、 亦 あはせ て 

これ をせ む、 

レ トモ セモ  ハ ス n ト 

遠 人 不. 服、 而 不. 能. 來 也、 

遠 人と は、 顓臾を さす" 魯の邦 域の 內 なりと い へど 

も、 附庸 にして、 季 氏に 屬 せざる を 以て- -亦遠 人と 云、 

二子 文德を 以て、 來す こと あた はすして、 兵 をう ごか 

さん と する ぞ 1 

ク -ー  ホウ リ セキ ス レドモ モ  ハ  ink" 

邦 分-崩 離-祈、 而不. 能. 守 也、 ， 


三 1 s 

分 崩と は、 われく づる なり、 魯國を 三 家 四 分す もこ 一 

と を 云、 離析と は、 はなれさく るな り、 三 家の 臣、 しば 一 

/^そむく こと を 云、 これ 平均なら す、 和 安せ ざるの j 

甚 しきに 及べ ども、 一 一子 これ をす くひて、 國を たもち 一 

まほる こと あた はす、 これ 遠 人 を 服せ ざるよ hv も、 其 一 

罪甚 おもし、  一 

シナ ハカ ルゥゴ 力 サン r ヲ カン クヮナ  ハウ タイ 二  1 

而謀. 動，， 干艾於 邦- 內；  一 

干 は、 たて、 戈 は ほこな り、 國 家危亂 のうれ へ あらん 一 

ヘイ  i 

とする に、 又 兵 を 中より、 おこさんと！^ るぞ、 i 

レチ ゾラ クハ  力  ヘシ テ ラ  二  ン r  _K 1 

吾 恐 季孫之 憂、 不. 在，， 顓 臾： 而 在， 一 

^ 內， 也、  .) 


ケ シ ャゥ， 


蕭牆 は、 即 な b  、說 前篇 1 

こと、 亦 管 仲が 僧 鱧の 如し- 

子孫の 憂、 外の 顓臾 よりお „ 

キンク ヮ 

く は、 この 均 和なら すして- 

孫の 世 を またす に、 ほどな. 

こらん とな. 9、 其 後 果して、 


い 見えたり、 季 氏が 場 ある 

云 意. は、 なん ぢは季 氏が 

J らんと い へど も 、われ 恐 

-分 崩離析 する を 以て、 子 

ィゥ クワン 

、まぢかき 所より、 憂患お 

哀 1^ ^越の 兵 を 以て、 魯を 


此ょ hs 泛く理 を 論じて、 季 氏が 非 をた  >  す 、然れ ど 

も、 其 意 はみ な 暗に さす 所 あ- 9、 丘 也 聞り と は、 わが 今 

吿る 所、 私 言に あらす とぞ、 有 酗は、 諸侯、 有つ 家 は、 大 

夫、 これ 替の 君と 季 氏と を さす、 患 ふと は、 みな 上の 

憂の 宇に あたる、 寡し と は、 民の すくなき，^ 云、 均し 

と は、 上下 谷、 分に かな ひて 、其に 其 所 を 得る こと を 

云、 蓋し 季氏 顓臾を 伐ん とする は、 わが 民の すくなき 

こと を うれ へ てな り、 又 季氏國 に據り 居て、 魯の君 

おき は、 これ 均しから ざるな り、 然るに 季氏 そのうれ 

ふま じき こと を うれ へて、 そのうれ ふべ きこ， と をう 

れへ、 ざるな，. y、  .  J 一 


シテ  へ マジシ キ njr テ 


ル rih ヤス カラ 


不. 患 k. 而 患 .不 k 


サイ 


貧しと は、 財の， とぼしき を 云、 安し と は、 上下の 心お 

ちつき て、 あやぶむ 听な きこと を 云、 季氏 顓臾を とら 

ん とする は、 わが 財 をな を 少しと すれば なり、 時に 君 

よはく、 臣 つよく して、 互にい みそば むる 心 ある は、 

安から ぬな り、 句義 上に 同じ、 

シ キ寸ハ シ シキコ ト ャハ ラグ 寸ハ シ ナキ n ト キすハ シ カタ ブク n ト 

蓋 均 無， 貧、 和 無. 寡、 安 無 .傾、 


き a  ^-p 
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上下 をのく 分 定ま， 9 て、 平均なる 時 は、 君臣 民庶 ；' 

ともに 足りて、 財と ぼしき 患な し 、より-て 上下の 人： 

相 和く、 人情 や はらぎ て、 相 そむく ことなき 時 は、 上 

たる 人、 民の すくなき 患な し、 よ， 9 て 又 上下の 心 相 安 

んす、 人心 安んじて、 あやぶむ ことなき 時 は、 國家か 

たぶ き やぶる、 の 患な し、 これよ く 平均 和 安 なれば、 

亦 をの づ から、 寡く 貧き 患な きこと をの 玉へ り、 

レ シ カク ノ 

夫 如. 是、 

此三 字、 上の 文 をす へ て、 それ かくの 如く なれば、 國 

の內 よく 治まる と、 いひ かけて、 かくの 如くに して 後 

に、 遠 人 は 服す るぞ と、 云 意 を 以て、 下の 文 を 起せ-. 9、 

1 說に、 これ 云 意 は、 それ 國家 をた もつ 者 は、 まさに 

その 內の 均しく、 安 からん こと をつ とめて、 外に はも 

とめざる べき こと、 かくの 如しと、 いひと めて、 この 

故に、 もし 逮人 服せ やばと、 うつした る詞 なりと、 

1| ヱン  ルす 〔 セ チ チサ メテ  ヲ テキ タス. ヲ 

故. 遠 人 不. 服、 則 伊 文 まお 來. 之、 

遠 人 は、 遠國の 人、 服 は、 したが ふなり、 文德 は、 躇樂 

敎化を 云、 來 之と は 、文教に 感化して、 來 服せ し むる 
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カツ  チカ コト  テリ 

且 爾 言 過 矣、 


シ 3 タ J 


云 意 は、 なん ぢら臣 職 をつ くさ  >  る こと は、 さし をき 

て、 夫子 これ を 欲す、 われ ニ臣ば 欲せす. と 云 こと、 ま 

づ あやまて b と、  _  * 


虎 児 出，， 於 柙： 龜-玉 毀，， 於 擅-中： 是 

タカ  チゾャ 

誰 之 過與、 . 

兕は、 野牛、 犀の ことな b  、神 はけ もの を 入 れ をく 牢 

を 云、 龜玉 は、 みな. 重寶、 龜は うらな ひに 用る 龜 な 

り、 镄は ひつな り、 是誰之 過與と は、 神と 積と を 守る 

者の、 とがな， 9 とぞ、 云 意 は季氏 この 非 を とげなん 

に、 なん ぢら宰 輔の職 たれば、 その 咎を おはざる こと 

を 得 やと、 

ノ  *  レ  カタ ゥシテ  シ  e 

冉 有 曰、 今 夫 顓 臾、 固 而 近，， 於 費； 

固し と は 城廓の かたき を 云、 費は季 氏が 本領の 邑な 

り, 

i トラ n ウセ ィ  スナ サン  ノ へチ 

今 不 I 取、 後 世 必 爲¥ 孫 憂： 


I  11 ニニ 

セ. ノ 

今の 時節に， うちとら すば、 後： "に かれ 時 をう か > 

ひ、 費 を を かして、 季 氏が 子孫の 憂 をな さん、 よりて 

今う たんとの ことなりと、 蓋し 冉有 夫子の せめ、 のが 

る 、所な き 故に、 その 詞をか へ 、季 氏が ためにい ひと 

きして、 わが 咎 をのが れんと す、 さ れ ど此詞 によ 

て、 その はじめよ ひ、 顗臾を 伐 はかりこと に、 ぁづ か 

.0 たる こと、 明に 見 ゆるな， 9、 

ノ玉 ハク. •  >  ハニ クム カメ チイ テ 7r チ スト  チ 

孔 子 曰、 求、 君-子 疾，， ， 夫舍. 曰. 欲. 之、 

ス ックレ コトテ レカ コト パテ 

而必 爲， - 之辭： 

此 欲の 字 は、 上文 吾 二 臣者は 欲せ やと 云に、 あた. 9 て 

なれ ども、 其 意 さらに 深く なれ 、これ は 貪欲の 欲な 

り 、云 意 は、 君子 は 人の それ 其 利 を むさぼる と、 あら 

はに いはやして、 何事 も必 その 詞を つくりて、 これ を 

かざる こと をに くむと * これ 上段の いひ ほどきの、 心 

をせ めて、 これ をはぢ しめ 玉 ふ、 

.S ケリ タ モチ  チ  ッテ  ハシナ  へ ス クナキ n 

丘 也 聞 有. 國 有. 家 者、 不. 患 而 

フ .i  n トテ ヒ トシ カラ 

患. 不. 均、 


氏 その 二つ をと. 9、 孟孫叔 孫 各 その 一 つ をと る、 た > 

附 庸の國 のみ、 公家に つけるな- 9、 附庸 はもと 臣 にあ 

ら ざれ ども、 此時 は魯の 君に 臣服し つるなる べし、 こ 

れ その 分の、 まさ に 伐 まじき こと をの 玉 ふ、 

チ テカ ッ n トチ セン 

何以 伏爲、 

何の 詞か あ， 9 て、 以て 伐 こと を せんやと、 此四 段の 義 

f  シ タウ ヱキ ティ タイ 

は、 これ 事理の 至當 不易の 定體 にして、 一 語 を 以て、 

その 曲折 をつ くせる こと、 かくの 如し、 聖人に あちす 

は、 及ぶ まじき 者な ，9、 

冉 有 曰、 夫-子 欲. 之、 吾 一 一- 臣 者 皆 

不 k セ 也、 

夫子と は、 季氏を さす、 冉有 孔子に 責められて、 咎を 

季氏 にお ほせたり、  • 

ノ  ハク 

孔 子 曰、 求、 

冉 有子路 とつれ あはん とすれ ども、 夫子 又 ことに 冉 

有 をよ びかけ て、 苒び せめ 玉 ふ、 

論 語 季氏第 十六 


シゥ シン  リイ ヘル n ト， ク  ， 

周 任 有 JB 日、 

周任は、古の良史な..^、こ 、 に 其 語 を ひけり、 

シィテ ラテ クキ クラ キ -1 ジキ寸 一一 ァ タフ マ  ャム 

陳. 力 就. 列、 不. 能 者 止、 

人の 臣たる 者、 その 才力 をの べしき、 位に つ きて 居る 

上 は、 力の 及ぶ かぎり は、 これ をつ くすべし、 力の あ 

た ふま じき 時に 至らば、 やめ 去りて、 仕 ふ ベから す 

と、 これ 冉有 季子 をい さむべ きこと なる に 、いさめす 

して、 その ま 居る こと をせ め 玉 ふ、 

アヤ ゥケレ トモ  タモタ タフ ルレ トモ モ ハ タス ケ チ  二 イツ クン ゾ 

危 而不 .持 顚 而不. 抉 則將焉 

ヒン  ノ タス ケテ 

用， 被 相， 矣、 

これ 又 周 任 瞽者の 相 たる 者に たと へ て、 上段の 意 を 

足す、 云 意 は、 瞽者の 相、 もし その 危き 時に も、 たもち 

か  >  へす、 た ふる 時に も、 たすけおこさ すば、 かの 

相 を、 何の 用に かたてん とする、 用に た ざる 相な り 

とぞ、 一 說に、 此三句 は、 夫子の 言な ちと、 これ 二子 季 

氏が 輔相 として、 その 非 法 をす る 罪 を、 すく ひと  >め 

ざる こと を、 責め 玉 ふ、 

11 ニー  . 
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洪 氏の 云く、 此篇或 人お もへ らく、 齊論 なりと、 

蓋し 罄語 みな 孔子 曰と 稱し、 又 三 友 三 樂九思 等 

の 章、 他の 篇と、 例 同じから ざるが 故な ，9、 

一一 ウタン ト セン ュチ  •  • 

季 氏 將. 伐，， 顓 臾； 

顓臾 は、 國の 名、 伏義の 後、 魯 の附庸 なり、 附庸と は、 

庸は 1^ なり、 國小 きなる を 以て、 ，v の 政 功 を、 大國に 

附 けて、 天子に 達する を 云、 一 說に、 庸は、 城な. 9、 大 

國の つけ じろ と云義 なり、 此峙顕 臾魯の 君に 屬 して、 

季 氏が ほしい ま なる に、 從 はざる を 以て、 伐ん とす 

ると 見えたり、 

冉 有季路 見. 於孔 ^j.^,曰、季-氏 將 

. 有. 事， 於， 顓 臾；  . 


i 一 


事と は、 征伐の 事な り、 冉有 時に 季 氏が 宰た り、 子路 

も此 時、 亦し ばらく 季 氏に 仕 ふ 、二子：^ 事の 心に 安ん 

せざる 所 ある を 以て 、来り まみえ て、 夫子に つ げた i 


m 1 〇 

.0、 伐と いはす して、 有 と 云 も、 いひな しな. 5、 

ノ  s ハク  キカ チ ナンチ  レ アヤ マ-アル n ト 

孔 子 曰、 求、 無，， 乃 爾 是 過， 與、 

ノ  シゥ レン  モ 

此時 冉有季 氏が ために 收敛 して、 尤事 AJ 用 ふ、 よちて 

夫子、 とり わきこれ を 責めての 玉 はく、 此 事なん おの 

しいだ せる 過に て はなき かと、 

レ  ハ  ムカシ  テス トウ モ ウノ シュト 

夫顓臾 昔-者 先-王 以 爲， 東 蒙 主； 

東 蒙 は 、蒙 山、 東方の 地に ある を 以て 、東 蒙と 云 、む か 

ノ  ホウ 

し 先王、 顗臾 を此. H もとに 封 じて、 その 山 まつ h- を、 

クカサ 

生 どらし むる によりて、 柬 蒙の. HJ と 云、 これ その 理に 

をいて、 伐 まじき をの 玉 ふ、 

マ 夕  リ ハウ チ V ノ  ゥチ- 一 

且 在 邦 域 之 中， 矣、 

邦 域 は、 くに ざ か いな. 9、 云 意 は、 そのうへ 魯の國 方 

ィキホ t 

七 百 里の 內 にあり と、 これ その 勢 の、 必 しも 伐 まじ 

きこと をの 玉 ふ、 

レシ ヤシ ョク  ナ リ 

是 社- 稷之臣 也、 

n ゥカ  ノ 

社稷と は、 公家 丄 K 義な. -、 此時 $せ國ヒ 四 分し て、 季， 


子 曰、 階 也、 


古 は 瞽者 必相 ありて これ を みちびく、 此時師 冕 た ま 一 

く 相な かりし 故に、 夫子 これが た めにつげ 玉 ふこ 一 

と、 かぐの 如し、 下み な 同じ、  一 

ヘリ セ キー 一  i 

及. 席、  一 

堂に のぼりて、 坐 席に のぞむ、  ； 

ノ 五 ハク セキゾ  ナ ス  ： お 

子 曰、 席 也 皆 坐、  一 

冤が 入る 時、 堂上に ある 人み な 起つ、 E 兔席 にっきて、 一 

亦み な 坐せ り、.  一 

ゲテュ 玉 ハク マレ  リ 二 レリ-一  i 

子 吿. 之 曰、 某 在. 斯、 某 在. 斯、 一 

セィ メイ  チ  . j 

夫子 坐 中の 人の 姓名なら びに 其 居りと ころ を、 一々 一 

につげ しらせ 玉ぷ、  一 

師晃 出、  一 

事 を は，. M し 返 出す、  . I 


子 張 問 曰 與. 師 言 之 道 與、 

樂師 ともの 云の 道、 かく の 如くに する ことかと、 へ 

り、 聖 門の 學者、 夫子の 一 言 一 動 に をけ る、 む をつ け 

サッ 

て、 察せ やと 云 こ-とな きこと、 かくの 如し、 

ノ 玉 ハク シ カリ 

子 曰、 然、 

かくの 如しと なり、 

マ n トニ タスク ルノ チ  ナリ 

固 相. 師 之 道 也、 

かくの 如，.、 に 云 は、 もとより 師を たすくる の 道な り 

と、 蓋し ill 人 こ 、に をい て、 ことさらに 心 を 加 へ て、 

ねんごろなる にあら す、 只 何事に も、 其 道 をつ くし 玉 

へ るば かりなり、 尹 氏の 云く、 邈人 己を處 し、 人の 爲 

にす る、 其 心 一 致な り、 其 誠 をつ くさす と 云 ことなき 

が 故な り、 學に志 ある 者、 鏖 人の 心 を 求めん となら 

ば、 こ、 に をいても、 亦 見つ ベ し、 范 氏の 云く、 聖人 鰥 

クヮ  プ n ク 

寡 を あなどらす、 無吿を そこな はざる こと、 こ に を 

いて 見つ べし、 これ を 天下に をせば、 一 物 も 其 所 を 得 

すと 云 ふこと なし、  お 
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後に すと は、 心に はからざる 義な. 9、 君子の 君に 事つ 

クワン シュ  シキ  グ ンセキ 

る こと、 官守 ある 者 は、 只 その 職 事 を つ とむ、 言責 あ 

チウ カン 

る 者 は、 ロハ その 忠 諫を つくす、 み な 自 わが 事 を 敬す る 

ゎゥ 

のみ、 その 傣祿 は、 君の はから ひに まかせて、 われ こ 

れを はか. 9 求る の 心なし、  5 


〇 子 曰、 有. 敎 無. 類、 


.7 と は、 人に 善 惡のニ 類 ある、 と を 云、 蓋し 人の 性 もと 

みな 善 なれ ども、 其 類に 善惡 のこと なること ある は 

氣 質の 偏 習俗の 染めるな り、 よ， 9 て惡 人た， とい へ 

ども、 之 を敎れ ば、 みな 善に か へるべし、 この 故に 君 

子 は、 只 われに 敎 化の 道 ある を 知りて、 人に 善 惡の類 

ある こr^JAJ、論せざるなhs、 

/ 王 ハク-  レバ シ カラ  ァ t  二 ハカ ラレ 

〇 子 曰、 道 不 .同 、不， 相 爲 謀、 

道不 と は、 善惡邪 正の 額 を 云、 不， 相爲謀 一と は、 何事 

タガ t ダン カフ  モシ 

も、 互に 談合 せられぬ ぞ、 若 善と 正との 君子に も、 そ 

シ ォモム  タ コト 

の 志の 趣 き甚 異なる 問に は、 相 謀りが たきこと あれ 

t ク キヤウ チ  * 

ども、 畢竟 一致に 歸 する 所 あり、 邪惡の 小人の 如き 

は、 君子 これと 4 ^〈に、 一 つも 相 謀らる 所な きな， 


〇 子 曰、 辭 達 而 已 矣、 

辭と は、 辭命 文意の 類み な 是 なり、 凡そ 文辭 は、 其 意 

を 通達す るば 5* りに とりて やむ ベ し、 必 しも さかん 

にして 多く、 が ざり てうる はしき こと を、 つとめ ざ 

れ、 多くて くだ，/^ しき は、 其の 意 まぎら はし、 か ざ 

りて たくみ なれば、 其 意く らくなる. つい へ あり、 〇 黄 

氏お もへ らく、 これ^ 者言辭 をた くみに する 者の ため 

に、 云 玉 ふといへ ども、 辭の 達する こと、 理に 通す る 

者に あら ざれば、 よくしが たきこと なり、 塗 人の 言 か 

-^^にもかたぉちなる所なし、 

〇 師冕 見、 

魯の 樂師瞽 者、 名 は 冕-と 云 者、 來り て 夫子に まみ 

ゆ、 

ベリ カイ 二 

及. 階、 

門よ， 入 て、 階に いたる、 


ヲ  スルチ  ， 

t 而死 者， 也、 

蹈と は、 あやまりて おちいる こと を 云、 仁の 水火よ. .9 

^甚 切なる こと、 上に 云 如くに して、 や 水火 は、 時 

として 人 を 殺す こと あり、 仁 は 則い まだ かって 人 を 

殺さ や、 然 らば 何の はいかる 所 あり て、 仁 をせ ざる 

やと、 これ 夫子 人に 仁 をす る こと を、 す、 め 玉 ふ詞な 

,9、〇 君子 身 を 殺して、 以て 仁 を 成す こと あり、 これ 

亦 仁の 人 をお としい る 、 にあら す、 わ れ 仁の 生よ， OS 

ォモ  . レ  レメノ 

重き こと を 見る 故に、 此を とりて、 彼を存 するな ，ON、 

され ども わがい ける 所の 理に をいて は、 そ の 全き こ 

と を 得て、 かくる 所な きな， CN、 

ノ  S ハク ァ タツ テハ -I  ュッラ  -I モ 

〇 子. 曰、 當 t 不 JP 於 師； 

仁 をす る ことに、 うけあた， OS て は、 他に か へりみ る 所 

なく、 いさみす で、 必 これ をな すべし、 師父の た 

めに も、 よけの きて、 ゅづ る 所な きこと なり、 i し J 1 

は、 人々 の 身に そな へたる 者に して、 各み づ からこれ 

をす る こ i なれば、 もとより 人と あらそ ふこと ある 

にあら す、 又 そのこれ をす る こと、 必 己が 力 を 用 ひ 
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力 

て， 人の 力 を 借られざる ことなれば、 他に ゅづ るべき 

所 あらん や、 亦 これ 仁 をす る こと を、 す  >  め 玉 ふ詞な 

り、 〇 朱 子の 云く、 讓ら すと は、 則な を 程 子の い は ゆ 

る、 第 一 等の 事 を 以て、 別人に ゆ づ，. . 'あた へ て、 なさ 

しむ ベ から やと 云 者な り、 其 事 は、 則顏 子の 曰く、 舜 

なん 人ぞ や、 予 なん 人 ぞゃ、 する こと ある 者 は、 亦 か 

くの 如 けんと 云、 これの みなり、 

ノ 五 ハク  ティ ニシテ  リャ ゥナラ 

〇 子 曰、 君-子 貞 而 不 ii、 

貞と は、 正う して 固き ぞ、 諒に ニ訓ぁ り， たい 信と 訓 

する は、 認を 友と する が 如き これな リ、 必 信と 訓 する 

は、 此 章の 諒の 如き これな. 9、 堙の 是非ヒ えらばす し 

て、 たい 信を必 とす、 これた い 固 きのみに して、 いま 

だ正しからす、貞と相似て非なh^、 〇 存 疑に 云く、 大 

人 は、 言 信 を必 とせす、 行 梁 さ ん こと を必 とせ やし 

て、 た  >義 の ある 所の ま/' にす と 云 は、 な， 9、 言 信 

を必 とし、 行 栗さん こと を必 とす、 經々 然として、 小 

人なる かなと 云 は、 諫 なり、 

ノ玉 ハク マ ツル-一 ハュ シ  チ  ノチ ニス ノ ヲ 

〇 子 曰 事 J9、 敬，， 其 事： 而 後， 其 食； 
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谶. 之 も 民 をう ごかすな り、 動かす と は、 これ を 或 動 

して、 與 h- いさまし むる こと を 云、 知 仁す でに 內に 

得、 威儀 亦 外に を ご そかな- 5 とい へど も、 そ の 民を感 

動 鼓舞す る こと、 こと -く 禮 儀の 節 文に か な は ざ 

る 所 あれば、 其 事い まだ 至善なら ざるな- 5、〇 朱 子お 

もへ らく、 君子す でに 仁に 至れば、 善す でに 己に あ. 9 

て、 大本 立つ、 これに. IS こと、 莊 ならす、 こ れ を 動す 

に、 港 を 以てせざる こと ある は、 これ その 氣禀學 術 

ス n  .V  * ズ 

の、 小き 班な り、 然れ ども、 亦 善つ，、 すの 道に あらす、 

この 故に、 夫子 あまねく これ を 言て、 德 いよ./ \« 全き 

時 は、 責 いよ /(.-. 備 はる、 以て 小節な， 0 として、 これ 

を あなどる ベ からざる こと を、 知らし むるな り、 

0 子ノ  Sif 、君-子 ノ 不 一  _ 小 知ス： 而 可，， 大- 

シ ウス 

受也、 

此章 は、 君子 小人 を 見 わか つ の 法 を 諭す、 小知と は、 

小事 を 以て、 その 人となり を 知る ぞ、 大受と は、 大事 

を うけもつな り 、蓋し 君子 細事の 上に をいて は、 いま 

だ そ- 0 君子た る こと を、 見られざる こと あり、 然れど 


三 0 六 

も、 その 德量 は、 重き を 任せら る 者な り、 

小-九 不. ISF: 大- 受ス； 而 lE^,, 小-.^, 也、 

小人 は、 器量 あさく せば くして、 大事 を 任す るに たら 

す、 され ども 小事に をいて は、 一 つの 長し た る 所 あ 

り、 これ 小知すべきな- 9、 一 說に、 論語の j 言、 君子 小 

シ ュ カウ 

人 AJ 、あはせ 論す る 所、 みな その 趣向の、 相 そ むける 

こと を 云、 此 小人の 小知す ベ きも、 小人 は、 小事の 上 

にっきて、 すでに その 小人た る 所、 しらる 、とな hN、 

ノ玉 ハク ノ  ケ- レニ  * シ  3 リモ 

〇 子 曰、 民 之 於 t 也、 甚，， 於 水-火 

民 は 、人な. 5、 人の 水火に をけ る こと、 此身 のよ， o- て 

いける 所に し て、 1 日 もなくて は、 かな はざる 者な 

b  、その 仁に をけ る も、 亦然. 5、 され ども 水火 は 外物 

にして、 仁 は 己に そな はる、 水火なければ、 人の 身の 

死す るに すぎす、 もし 仁なら ざる 時 は、 その 本心の 德 

をう しな ふ、 これ 仁 は 水火よりも、 なを 大切に して、 

尤 人の しばらく もなくて、 ある ベ からざる 者な り、 

ハ  レ  ル フ.. ニブ  ス.： t  チ  タ i フン テ 

水-火 吾 見，， 蹈而死 者， 矣、 未. 見，， 蹈 

ズ 


こと は、 謀ら ざれ ども、 德 業な る 時 は、 をの づ. から 祿 

を 得ん こと も、 亦 其 中に あ， CS  、蓋し はかれ ども 亦 得 ざ 

る こと あ h- 、はから ざれ ども 亦 得る こと あり、 得失す 

ベ て 謀る にあ づ からす、 但耕 すが 俊 をと る こと は、 時 

の變な 、學 ぶが 祿を 得る こと は、 理の 常な りと い へ 

ども、 こ と さらに 其 詞を對 して、 君子の 學は、 祿を求 

る 心、 たえて なき こと を 明せ b、 

.  ハ ウレへ テ テ  へ マヅ シキ r テ 

君-子 憂. 道、 不. 憂. 貧、 

これ 上の句の 詞 をい ひか へして、、 貧 一 句の 意に 應す、 

云 意 は、 學ぶ にも、 祿 その 中に あ， 9 とい へど も、 君子 

の學 ふこと、 只 道の 得が たきこと を うれ へ て、 これ を 

つとむる のみ.、 貧き こと を うれ へ て、 祿を 得ん がた め 

にす ベから-^ とぞ、 

ノ 玉 ハク  へ トモ -I  レバ ハ ル n ト ヲ へドモ 

〇 子 曰、 知 及. 之、 仁 不. 能. 守. 之、 雖 ， 

ゥト  チ  スゥシ ナフ チ 

レ得レ 之 必 失. 之、 

此章 は、 君 大夫士 の學、 內外 本末、 かね そな はるべき 

こと を 示す、 之の 字 は、 みな 理を さして 云、 其 昝の明 < 


なること、 道理 を 知る に 及べ ども、 心の 德 いまだ 全 か 

ら すして、 これ をた もち 守る こと、 あた はざる 所よ 

.9， 私欲 まじ は. o、 へだつ る こと ある 時 は、 私欲な を 

またり、 道现 なを 賓た る を 以て、 或は こ に 得れ ど 

も、 亦 かしこに 失 ひ、 或は 初に 得れ ども、 亦 終に 失 ふ、 

この 故に、 その 知る 所の 道理、 いまだ 實に 身に 得て、 

わが 物と ならぬな b、 

ヒ-ー  ク レ トモ ヲ ^すハ サゥ  テ ノゾマ  "一 

知 及. 之、 仁 能 守. 之、 不， 莊 以 ^之、 

f 厂  セ 

， Gl4 刁レ敬 

>„ ^之の 之の 字 は、 民 を さして 云、 昝 これに 及び、 仁よ 

くこれ を 守れば、 理 己に 得て 失 はす.， 然れ ども、 氣禀 

習俗の 蔽、 いまだ 變 化せざる 所 ありて、 ぞの 下に のぞ 

ヨウ ハウィ ■ ギ  サゥ ゲン 

むの、 容貌 威儀、 或は 莊嚴 ならざる こと ある 時 は、 民 


敬畏 すべ き 所 を 見す して、 これ を あなど， 

るな り、 下の句 载亦 同じ、 


力 


ろしむ 


テ メドモ 


知 及. 之、 仁 能 守. 之、 莊 以 ，之、 動 

チレ ハ  セ  ヲ  タ m カラ 

. 之 不お. 禮 、未. 善 也、 
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ざる こと を 得す、 これ 即實に 天よ b 人に 命じて 、のが 一 

る /'こと あた はざる、 職分な.^、 然れ ども、 世の 人 ，え 

れを 知る 者 すくなし、 此章 聖人 人 を さとし 玉 ふ 意、 甚ー 

ふ 力し.  一 


〇 子 曰、 過 而 不. 改、 是 謂. 過 矣、 一 

-,、 ゎづ $1 にあ やまて と、 自 さと. 9 たる 時、 すみやか j 

, . ) れを あらた むれば、 其 過い まだ 成らす して、 則 過 一 

なきに か へ る、 もし 其 過す でに 成 h- たれば、 改る こと 一 

を 得る に、 及ば ざらん とす、 や これ を かざ hs  、これ j 

を とげて、 改る こと を は  >  かれば， 則な がれて 惡に 入" 

る、 た 5 'これ を 過と 云 のみに、 あらざる な. 9  、 此章大 一 

意、 た  >  人 過 を すみやかに 改めん こと をす /- む、 よく 一 

改むれば、過てるも害なしと云には、ぁらざるなh^、 ) 

ノ 玉ハケ  レ カッテ t 孑 モス  クラ ハョ モス ガラ  シテー 

〇 子 曰、 吾 嘗 終-曰 不. 食、 終 夜 不 一 

手  チ ォモ t シカヨ シ ヱキ  シカ ビン 二"  j 

.寢 以 思、 無. 益、 不. 如. 學 也、 、 


此章 は、 人た  >  に 思 ひて、 學 びざる 者の ためにの 玉 へ 

h- 、思 ふと は、、 5 に 思案して、 其理を さ とらん とする 


三 〇a  , 

f  、學 ぶと は 、道に したが ひ、 法 により て 、其 事 をな 

ら はすな り、 蓋し 晝 夜に 寢食を わする、 ほど、 心 を/、 

るし めて、 しゐて 自得ん と 求る は、 志 をへ h 'くだ， o、 

つとめ 學ん で、 をの づ から 得る こと あるに、 しか ざ 

るな， 9、 〇 季 氏の 云く 夫子 は 思 ひ て學 びざる 人に あ 

らす、 ヌ語を たれて 以て 人を敎 るの み、 

ノ 玉 ハク  ハ ハカ プテ  ラ テ 

〇 子 曰 君子 謀. 道、 不 J1 食、 

此章 は、 人學 に從專 すと い  ども、 亦 利 祿に心 を かく 

る こと ある 者 を、 いまし む、 食と は、 綠を 云、 君子の 學 

ぶこと、 只 道 を 得ん こと を、 は 丁り いとなみて、 錄を 

得ん こと を、 はからざる なり、 

タカ ヘス-一 モ ゥへ  1- ノ 力- 1 

耕也餒 在， 其 中， 矣、 

耕す こと は、 食 を 得て 、鞍 を ふせがん こと を はかれ ど 

も、 凶年に あ へ は、 反 力て 餒る こと も、 亦 そ の 中に あ 

hs、 

プ -I モ  0 ク  9  ノ  -I 

學也祿 在， 一 其 中， 矣、 

學 ぶこと は、 た  >  道 を 得ん こと はか，. て 、f51g を 得ん , 


巧言 は， た く みに ときな し て 、 人 を ひきした がふる 詞 

なり、 そのよく 是非 を變亂 する 故に、 これ をき けば、 

人 をして その 守 . な 所の 德を、 うしな はしむ、 これ はき 

く 人 をい ましめ 玉 ふ、. 

. ジン ハ  チ ル  ボウ チ 

小、 不-忍 則 亂. 大- 謀、 

すこしの たへ 忍びざる 所よ， 9、 大 いなる 謀 をみ だ 

りて、 やぶれす たる、 こと あり、 これ は小不 忍の 人 を 

いまし む、 伹小不 忍と 云に、 忿 にたへ かねて、 おこる 

あり、 匹夫の勇 これな り、 愛に たへ かねて、 あら はる 

、あり、 婦人の 仁 これな り、 

ノ 玉 ハク シゥ 二 クミン ズ ルチモ チ ス サッス  ョミ ンズ ルチモ 

〇 子 曰、 衆 惡 乏必 察焉、 衆 好 

レ之 必 察焉/ 

カウチ 

た  >  仁者の み、 よく 人 を好惡 して、 その 正き こと を、 

得すと 云 ことなし、 君子と い へど も、 いまだ 仁なら ざ 

る 人 は、 諸人の 好惡 する ま 、 にして、^ 實 をよ く撿察 

せざる 時 は、 私意に お ほ はれて、 好惡 あたらざる こと 

ある 故に、 必 察せよ と 也、  ， 


玉つ 


〇 子 曰、 人 能 弘. 道、  一 

此章 は、 道に 體 して、 これ を 行 ふの 責、 た  >  人に ある 一 

こと をの 玉 へり、 弘 むと は、 をし ひらきて、 これ を大， 一 

い にす るな り、 道 もとす こしきなる を、 今 これ を 大ぃー 

にす と 云に あらす、 只 その 分量 を、 みて 極む るば かり 一 

なり、 蓋し 入は即 道の あり どころ にして、 道は即 人の 一 

人た る 所の 理 なれば、 人の 外に 道な く、 道の 外に 人な； 

し、 然れ ども 人の 心 は知覺 ありて、 道の 體 はする こと 一 

なし、 この 故に、 人よ く 此道を 大いにして、 用 ひ 行 ふ 一 

なり、  一 

スムル 二  チ ，  ノ. 

これ は 只 上の句 を うら か へしい ひて、 い よく 其 意； 

を 明せ る、 ばか なり、 〇 朱 子の 云く、 人 は 天地の 心 一 

クカサ  i 

なり、 この ム なき 時 は、 天地すな はち 人の 管 どるな し j 

と、 それ 人 萬 物の 靈 として、 天地の 間に 生れ たれば、 一 

即 これ 天地の 心なり、 然れば 、食き となく 賤き と な， 

く、 谷. その 分に したが ひて、 この 道 をに な ひ あげ、 こ 一 

れを 大いにし、 これ を 行 ひて、 天地の 化育 を、 たすけ 一 
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斯 K と は、 今の 世の 人 を さして 云、 三代の 政 をと くに 

よりて、 人の 宇 を か へ て、 民と 云な り、 直 道と は、 その 

善 をよ みんじ、 その 惡を にくみん じて、 私曲す る こと 

なき を 云、 これ 云 意 は、 わが 人 を 毀眷す る こと なき 

故、 いかにと なれば、 今の 此人 は、 これ 夏 商 周 三代 相 

うけて、 これ を 以て、 直 道 を 行 ひ來れ る 所の 者 なれ 

ば、 我 今 私に その 是非の 實を、 枉 ぐる こと を 得すと、 

され ども 塞 人の 毀 春な きこと、 公 心の 自然に いづ、 古 

來の 民の、 まぐ ベ からざる によりての 故に あらす、 只 

クマ. ピ ラカ 

これいよ く. 毀 春せられ ざる 道理 を 詳 に 明かせる 

なり、 〇 春秋の 一 書 は、 はじめ を は. 9、 みな 是非 を 正 

うして、 一 つも 毀譽 する 所な し、 夫子 直 道 を 以て、 世 

辆 をつな き、 三代の 王道 を 萬 世に 明に すまく 欲せる 

意、 隱 然として、 此章 にあら はれたり、 

ノ玉 ハク  レ  ヲ ベリ シン  カキ  チ 

〇 子 曰、 吾 猶 及，， 史 之 闕. 文、 

此章 世お とろ へ て、 風俗 日々 にう すくなる を、 歎き 玉 

ふ詞 なり、 史と は、 事 を 記す の 書、 文 は、 字な b 、史の 

S 文、 うたが はしき 所 あれば、 その ま. にて これ を闞 

く、 春秋 梪公 十四 年、 S 五の 類、 これな b  、夫子の 玉 は 


く、 かくの 如きの 古 厨 わ れ なを かって これ ある こと 一 

を、 見 S びつ ると なり、  -ー 


ル ムマ  カシテ  二  ノラ シム； i  二  -I 

有. 馬 者 人 乘-. 之、 

乘 ると は、 車を沪 けての る ことなり、 朋友の 間、 乘車 

の 馬に、 ことかき たる 時には、 馬 ももた る 者、. これ を 

借して、 のらし めた hN、 車馬 共に やぶつ とも、 悔 なけ 

んと云 意の 如し、 これ も 夫子の 見 及び 玉 ふ 古風な 

ハ ナ 1 カナ  ■ 

今 亡已夫 

時の 風俗、 ます-/^ うすくな ゆく こと を、 なげき 玉 

ふ、 蓋し 此 一 一つ は、 細事 なれ ども、 その ゎづ かにの こ 

りたる、 古風なる に、 これ だ もな くな りつる と、 の 玉 

ふ を 見れば、 事 體の大 いなる 者の、 世と ともに か はり 

はてぬ る こと、 推て 知ぬ べし、 され ども 此章 は、 必た 

めに する 所 わりて、 の 玉 へ るなる べしと、 集註に 見え 

た， 9、 


ノ 五 ハク カウ ケンハ I タル ヲ 

〇 子 曰、 巧 言 亂. 德、 


一 言 は、 一 字な り、 一 言の 簡 要なる を 以て、 身 を 終る 

まで、 うけ 行 はるべ きこと あ， 9 やと 問へ り、 


Kn』 


子 曰、 其 恕 乎、 • 

恕の 一 宇、 これ 簡要の 一 言な り、 

ヲノカ  ル  セ ナ カレ ホド n ス コト  二 

已 所. 不. 欲、 勿. P 於 人； 

說 前篇に 見えたり、 こ れ恕を 行 ふの 法な り、 己 を 推 

て 、物に 及 ほす 時 は、 その ほどこし 行 はる 、こと、 き 

はまり ある ことなし、 よりて 身 を 終る まで、 行 はるべ 

きこと/^して、これを以てっけ玉へh^、〇尹氏の云く、 

學は耍 を 知る こと を 食 ふ、 子 貢の 問 は、 耍を 知れ， 0 と 

いひつ へし、 孔子 吿 るに、 仁 を 求る の 方 を 以てす、 推 

てこれ をき は むれば、 聖人の 無我と い へど も、 此 をい 

です、 身 を 終る まで、 これ を 行 はんこと、 亦む ベ なら 

す やと、 按す るに、 仁 は 人心の 德、 もと をの づ から、 物 

を 愛す、 而 して 此心、 我人み な 相 同じ、 この 故に、 人よ 

く 物 我の 私 を禁. id し て、 相へ だつ る ことな からしむ 

る は、 即 これ 仁に 體す るの 方な， り 、よりて 孔門 恕を敎 

るに、 みな 欲せざる 所 を、 ほどこす ことな かれと いひ 


て、 欲する 所 を ほどこせと 說 かざるな. 9、 

ノ 玉 ハク ヮガ  ケル  二  タレ テカ ソシリ レテカ ホム 

〇 子 曰 吾 之 於. 人 也、 誰 毀 誰 譽、 

人 を 評論して、 ぉ實 にたが は ざ る を、 是非す と 云 、其 

實に すぎた る を、 毀眷 すと 云、 夫子み づ から 人 を 毀 春 

する ことなき こと をの 玉 へり、 

如 有. 所 J^l. 者、 其 有 所 k 矣、 

われ もし 人 を 眷る所 ある は、 其 人 を かって こ 、ろむ 

る こと ありて、 此後必 こ に まらん する こと を、 よく 

見さ だめた る 所 あれば なり、 み！ uh^ に 一 つも ほむる 

ことなしと、 然れば 、その 惡を にくみん する こと は、 

ゆるく して、 あらかじめ、 其惡を しること あ. 0 とい へ 

ども、 亦つ い に そしる 所な きぞ、 二 說に、 これ 亦此を 

あげて、 彼 を あら はすの 詞 なり、 云 意 は、 もし ほむる 

こと ある だ も、 なを かくの 如く なれば、 况ゃ みだりに 

そしることぁらん^^ -1 c> 

コノ タミ ハ  -ノ  ナリ テ チヨ クニ シテ  フ 

斯民 也、 三-代 之 所， 以 直-道 而行， 

也、 
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めて、 人の したが はざる も、 よみん せざる も、 いみと 

がむ る 心、 たえて なし、 

小-人 氣， 諸 A 

小人の おもむき、 物 ごとに、 君子と 相 そむくな hN、 〇 

楊 氏お もへ らく、 君子 は 人の 己 を 知らざる こと を、 う 

れ へやと い へど も、 亦 世 を を ふるまで、 名稱 せられ ざ 

る こと をに くむ、 そのに くむ 所な からん こと を 求む 

とい へど も、 これ を 求る 所、 た 5- 己に 反.. M し、 その 稱 

せらる ベ き實 を、 求 るの み、 人に むかひて、 其 ほまれ 

を 求る にあら や、 小人 は 人に 求る こと、 至らす と 云 所 

なし、 此 三つの 者、 文相 かう ぶら すと い へど も、 意 ま 

ことに 相 足す、 これ 亦 記者の 意な，^、  ^ 


玉つ 


ハ チゴソ カナ レ _a 


〇 子 曰、 君-子 矜 而 不. 爭、 

^子 は、 を ご そかに して、 己 をた もっとい へど も、 心 

に そむき もとる 所な き 故に、 んと まさらん - ；と を ハサ 

はす、 


ダンス レ W モ  *， セ 

羣 而 不ま、 


黨 すと は、 入に くみして、 其 非 をた すくる こと を 云、 

君子 は和頫 にして、 箄：^ すと い へど も、 心に おもねり 

つく 所な き 故に、 人の 私に くみする のこと なし、 〇 君 

子^な れ ども、 fr> はざる は、 己 を 守， 9 て、. 人 を も 失 は 

ざるな ，9、 羣 すれ ども 黨 せざる は、 人と 共、 に して、 己 

を も 失 はざる なり、 


,チ ァゲ 


〇 子 曰、 君-子 不お Jn 舉 X、 不： 以 

ヲステ チ 

X 廢， J 言、 

此章、 人 云 所 善 にして、 行 ふ 所、 い まだ 善な らざ る 者 

に つきて 云、 い ふ 所 i き ま 、 に、： ^(人 を あげ 闬 ひす、 

Ss ン 

又 その 川 ひざる 人に も 善 言 あらば、 すてす してと る 

ベ しとな， o、 され ど 人 を 以て 言 をす て やと 云に は、 又 

道 同じから や、 品. いやしき 者の 云 ことに も、 とる ベ き 

こと は あるな り、 


〇 子 貢 問 曰、 有， 

行. 之 者 ¥、 


而 可 =以 終 


の體 質な り た つ、 すな はち これ を 以て、 質と するな 

り、 

禮 以 行 も 

事大 槪、 義に よりて 立つ といへ ども、 その 委曲の 處を 

ば、 必禮義 を 以て、 これ を あやなして 行 ふぞ、 之の 字 

は、 上の 義の字 をう けて 云、 下 同じ、 

ソ ン  テ シ  テ 

遜 以 出. 之、 

すでに 行 ひいだ す 時 は、 又 必謙返 適 順にして、 を ご， 9 

たかぶらぬな り、 

テナ スチ 

信 以 成. 之、 

始終 必誠資 にして 以て 其 事 を とげな すぞ、 上の 二つ 

の 者の 外に、 別に 信 あるに あらす、 

ナル カナ 

君-子 哉、 

；;. .1 に 云 如くなる は、 これ 君子の 道なる 故に、 其 人 を 

美して、 君子なる かなとの 玉へ， 9、 
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ノ  K„i ハク  ハ ゥ レフ キ r ヲ クスル n ト 

〇 子 曰、 君-子 病 kl 能 焉、 

ゲフ 

君子 は 只 己に 反り 求めて、 その 德 にす、 み、 業 をお さ 

むる ことの、 能し がた きを 以て うれへ となす、 

へ  ノ  ル n ト ヲレヲ  ラ 

不 J1,, 入 之 不二 己 知， 也、 

レ  • 

人の 己 を しるしらざる は、 少しも 心に かけて • 其 うれ 

へ とせざる なり 

ノ 玉 ハク  ハ 一一 クム チ フル マテ ラ 

〇• 子 曰 君-子 疾，， 沒 而名 不， 

シ 3 ウセ ラレ 

.稱 焉、 

沒. 世.. -は、 身 を 終る までと 云義 な..^、 君子 は 人に 知 

ら れんこと を、 求めす とい へど も、 亦 その 身 を 終る ま 

で、 人に とな へらるべき、 實な きこと をに くむと、 - J 

グフ オサム 

れ 人の 德 にす み、 業 を修る ことに、 時 を 失 は ざらん 

こと を、 勸め 玉ふ詞 也、 


求む-こ は、 責る なり、 君子 は 何事 も、 念々 己に 反. 9 求 

二 九九 
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すと は， みづ から 己 を責る ことの 重き を 云、 人 を責る 

ことの^き は 、只 これす きて せめざる なり、 蓋し 己 を 

责る こと あっし、 この &に 身ます./^ 修まる、 人を責 

る ことうす し、 この 故に、 人從 ひやす し、 自 ：1^- る こと 

あっき 者 は、 すでに 人を慼 する の 機 あり、 又 その 人 を 

せむ る こと をす ぐ さす、 よ り て 人 これに 從 ふこと、 や 

すきな り、 かくの 如くす る は、 みなこ れ 翕然の 理な 

り、 人の 怨に 遠ざかる は、 自然に 得る 所の 効 なり * こ 

の 効 を 求る ためにす と、 云に あらや、  一 


ハ .i 


〇 子 曰、 不 J1L 如-之-何 如-之-何， 者、 

レ ナカラ マ *-  ント モス ルコト ノミ 

吾 未，， 如-之： 何， 也 已矣、 


曰と は、 心と 口と、 相 はかる の詞 な， 5、 如 之 何、 如 之 何： 

と は、 つらく 思 ひて、 つまびら かに、 はから ふ 詞なー 

、凡その 事、 かくの 如くせ すして、 妄 にこれ を 行 ふ 一 

者 は、 Ml 人 も 亦 これ をい かんと もす る ことなし、 その； 

由り て 敎へを ほどこすべき 所な きをの 玉へ り、 ： 

ノ五 ハク グン キヨシ テテへ  チ n ト  バ  一一 

〇 子 曰、 菜 居 終. 日、 言 不. 及. 義、 , 


三人 以上 を羣 居と 云、 終， MJ  1 は、 日 AJ くらす と云詞 

なり 、士 S 羣居 は、 これ 道義 を講 論す るの 會 な， 9 、然 

るに、 いつも、 あだ ことい ひくら して、 義理の さたに 

K2< ぶこと なき ぞ、 


ンヂ 


好 行， 小-蒙 

小慧 は私智 なり、 これ、 上段の 言に 對 して 行 を 云、 私 

テゥリ  >- ゾ 

智を用 ひて 調略す る こと を 好む ぞ、 

力 タイ.； 3 ナ 

難矣 哉、 

n ト  ハナ ヒガ  311シマ チゴ 

言義に及ばざる時は、^^*り僻み、 邪 に $ ^る 心、 日々 

にや. ます、 好んで 小慧を 行 ふ 時 は、 あやう きこと をし 

て、 幸 を もとむ るの あやどり、 亦 H 々に 熟す、 必そ 

クワン ガイ 

の德に 入る ことなき のみに あらや、 患 害 これにした 

が ひて、 其 身 を 保ちが たからん と、 欺きての 玉 へ るな 

ノ王 ハク  ハ  テシト 

〇 子 曰、 君-子 義 以 爲. 質、 

シタチ 

質と は、 物の 下地な、 り、 君子の 事 を 行 ふに は、 まづ義 

を 以 てこれ を はから ひ 、す V > に 其 宜 き 所 を 得 れば、 事： 


る こと あ ト，. と、 〇蘇 氏の 云く、 人の ふむ 所、 足 をい る 

るの 外 は、 みな 無用の 地た- -= -、 然れど もす つ ベ から 

す、 この 故に、 慮り 千里の 外に あら ざれば、 則 憂 几 席 

の もとに あ hN と、 按す るに、 凡そ 盧.^ の 及ばざる 所 あ 

る は、 理を いまだつ くさ》 る 所 あるな り、 され ども 慮 

る ことす ぎて、 い. 9 ほが なれば、 私意お ご. 5 て、 反り 

て理を さまた ぐる こと あ， *y  、この 故に、 君子 は 事 ごと 

ヱン リヨ  クヮ ダン 

に 遠慮す とい へど も、 亦よ く果斷 する こと を 貴ぶ， 

ノ  ff! ハク ヤン ヌル カナ  レ  タ i ム n ト チ クナル 

〇 子 曰、 已 矣 乎、 吾 未. 見， 好 .德 如 

ムび  ヲヲ 

者， 也、 

已矣 乎と は、 その 德を 好む ことの 誠 ある 者 を、 ついに 

ナゲ  ノ 

見す して、 やみぬ る こと を歡 きて、 ま づ此詞 を 發し玉 

へるな， 9、 

ノ  2 ハク ザゥ  チウ ハ  レス ス メル テ 力 

〇 子 曰、 臧文仲 其竊. 位 者與、 

ム チ 

竊 と は， 德 その 位に かな はすして、 心に はづ る こ 

と ありながら、 これに 居る こと、 ひそか にぬ すみ 得 

て、 これに 據り 居る が 如く なれば なり、 これ 寿 秋 心 を 
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誅す るの 法な り、 

テ リウ 力 ケ イカ  チ  トモ 二 タテ ラレ 

知： 柳 下惠之 賢： 而 不， 與立， 也、 

これ その 位 をぬ すめる ことなり、 柳下惠 は、 Jg3 の大夫 

展獲、 宇 は禽、 柳 下 は その 額 地謚 して 恵と 云、 此 時な 

ほ 仕へ すして、 下に 居け ると 見えたり 、不一 ー與 立, LC は 

これ を あげて、 4i 〈に 朝廷に、 ならびた 、ざる こと を 云 

な. 9、 范氏 おもへ らく、 臧 文仲魯 にっか へ て、 政に 從 

ふ、 もし 下に 賢者 ある こと を 知らざる は、 - -れ }<A 明な 

KV  、知れ ども >  J れを あげ ざ る は、 こ れ 賢を蔽 ふな り、 

不明の 罪 は 小き にして、 資を蔽 ふ 罪は大 いなり この 

故に、 孔子 此事を 以て 不仁と し、 又 以て 位 をぬ すめり 

とし 玉へ り、 〇 此時 上に は 魯の君 あり、 下に は 季氏ぁ 

り、 然るに、 ひとり 文 仲 を 罪する こと、 これ ii^ 秋责め 

を 賢者に 歸す るの 義 なり、 

ノ  Hi ハク i ミヅ カラ アツ ゥシナ ウス キト キ ハセ ムルニ  ヲ 

〇 子 曰、 紹 自 厚而. 薄 Jt 於 人； 

チ ザ 力 i ゥ ラミニ 

則 遠. 怨矣、 

責 むと は、 求む る義 なり、 とがむ るに あらや、 艇自厚 
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韶の說 、前篇に 見えた. n -、 その 善つ くし、 美つ くせる 

を とれるな h -、 こ i 鱧に よりて、 樂に 及ぶ、 又 これ 舞 

ヲン テク  ノ 

をい へど も、 音調み な 其 中に あり 


ハ ナチ」 


放： 鄧 聲， 

都國 の樂聲 な-り、 韶舞 によ.^ て、 これに 及ぶ、 これ を 

放っと は、 禁絕 して、 世に と  >  めざるな り、 


サ カレ 子 ィ 


遠： 伎-人： 


クチ 


侯 人と は、 こびへ つら ひ、 口き く 者 を 云、 これ 又鄭聲 

にょ.，^て、これに及ぶ、 これに 遠る と は、 四 夷に を ひ 

しりぞけて、 中國を 兵に せざる ぞ、  一 


アヤ ゥシ 


0 聲 淫、 伎-人 殆、 


これ その 放ち 遠るべき 故 をと/、、 鄭 聲は淫 にして、 人 

をお ぼらし やすく、 侯 人 は 人の 悅をと hN て、 國家を あ 

やうく す. るが 故な. 9、  C 顔 子 天下 を 治る の 道に おい 

て は、 平 = すでに 講究す、 よりて 夫子、 た 制度 を以 
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てつげ 玉 ふ、 而 して 歷 代の 制度の 用 ふべき 者、 た  >  時 

令 車 服 一 者樂 のみなら す、 そ の 治 道 を 害 する 者 も、 亦た 

> 鄭聲 佞人の みならす、 ことに 此數端 を あげて、 其餘 

の 列と し 玉 へ るな，. ^  、程 子の 云く、 三代の 制、 みな 時 

に 因て 損益す、 その 久 きに 及びて、 弊な きこと あた は 

す、 周お とろ へ て、 聖人お こらす、 この 故に、 孔子 先王 

の 藉を勘 iS し、 萬 世 常 行の 道 をた て、、 此を發 し、 こ 

れが 兆と する のみ、 是 によりて 求めば、 則餘 はみ な考 

へ つ べし、 張子お もへ らく、 法た ちて よく 守る 時 は、 

則德 久し かる ベ し、 業大 いなる べし、 鄭聲 佞人 は、 よ 

く 人 をして、 守る 所 をう しな はしむ、 この 故に、 すで 

に その 法度 をつ くれば、 又必 これ を 放 逢せ よと、 の 玉 

へ るな り、 

ノ玉 ハク  ケ レバ キ t モン \ カリ  ト キ  ： 

〇 子 曰、 人 無， 遠 慮： 必 S 憂： 

遠き 近き と は、 必 しも 時と 地との 遠近 を、 云の みに あ 

らす、 凡そ 慮る 所、 事い まだ 至らざる さきまでに 及ぶ 

を、 遠し と 云、 憂る こと、 廑， 0 なき 所よ 、ふとお こり 

出る を、 近し と 云、 よりて おもへ らく、 人の 慮る 所、 遠 

から ざれば、 その 思 ひかけ ざる 所よ...'、 近く 憂 は出來 


孔子 これに 告 るに、 仁 をす るの 資けを 以て する のみ 

と、 蓋し 孔門 諸子 仁 を 問 は、 即こ れ 仁 をす るに 志 あ 

り、 故に 夫子た^ ちに、 仁 をす るの 方 を 以て、 つげ 玉 

ふ、 子 貢の 此問 ひ、 仁 を爲ん こと を 問と あれば、 なほ 

仁 を せんと 思 は > 、いか  > すべきと 問が 如し、 一 步を 

し h- ぞ けて、 遠くと ふ 意 あ hN、 この 故に、 孔子 その 仁 

をす る 志 を、 す /- め はげまさん とて、 これに つげ 玉 ふ 

ことかく の 如し、 

ォ サメ； 


〇 顏淵問 .爲 ， 邦、 


顏子は 王者の 輔佐た るべき 才ぁ 、この 故に、 天下 を 

治る の 道 をと ふ、 邦 をお さむと 云 は、 謙詞 なり、 


子 曰、 行 复之. 時； 

三代 正朔の 說、 泰 伯の 篇に 見えた. y  、蓋し 萬 物の 生育、 

天 は 子の 月に、 はじめて 生じ、 地 は 丑の 月に、 はじめ 

て やしな ひ、 人 は 寅の 月に、 はじめて おさむ、 よりて 

力  ャィ シュ  レキ クヮ チリ ャク 

此三僮 月 * みな 以て 歲首 とすべ けれと も、 曆法月 令 

は、 みな 人事の 時 を 示す を 以て 生と す、 もし 夏の 時 令 

にした が ひて、 寅の 月-どば、 泰の 初と すれば、 四時 正 


く、 逐 月の 政令 も、 亦 順に 行 はる、 この 故に、 時 主の 制 

は、 天 正 を 用れ ども、 今 王道 をお こさば、 夏の 時 を 行 

ふ ベ しとな， o、 


乘殷 之 路； 


シャゥ r 
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輅は、 大 車の 名な り、 古 は 只 木 を 以て 車つ くる、 商 に 

至りて、 貴 入の 乘る車 を、 輅 とな づく、 木に 漆ぬ b て、 

其 制 を 異にす、 周の 路は 金玉の 類 を 以て、 かざれる あ 

タイ 

.9、 それ 斡 は、 いやしく 用 ひて、 贵く かざれば、 體 にか 

な はす、 いたく 用 ひて、 盛に かざれば、 やぶれ やすし、 

商の 輅の、 すなほに して 堅く、 貴賤の しな わ かてる 

が、 賀 にして 中 制 を 得た るに、 しかざる なり、 

フ クシ  ノ  ベンチ 

那，， 周 之 冕； 

周の 五 等 あ 、祭服の 冠な り、 冠 上に 稷ぁ K 前後 

に琉 あ，. y  、(； の 時より、 すでに これ ありて、 周に 至 

ス n シ 

hs て、 その 制度 最そな はれ hN  、而 して その物た る 外き 

にして、 衆 I の ij に 加 ふ、 この 故に 華美に して、 つ い 

やす 所 あれ ども、 奢れる に 至らす、 夫子 これ を とれる 

は、 文に して、 中 制 を 得た ち とすれば なリ、 

二 丸 五 


5!S  0 
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らん、 もし 平生 事に 應 する 所、 義理の 當然 を、 うち や 

,0 にして すぐ さば、 に はかに 大 節に のぞむ 時、 これが 

ために、 むば はれ やと 云 こと、 ある まじき か、 朱 子の 

云く 然 りと、 まことに 人 平日 深く 性 命の 理を き はめ 

て、 堅く 翁理の 正き を 守る 者に あらす は、 なん ぞ大節 

に のぞみて、 實に 是非 を 見さ だめて、 疑 ひまど ふこと 

なく、 怨みく ふること なき こと を 得ん や、 朱 子 又お も 

へらく、 人 此章を 解して 云く、 身 を 殺す は、 性 命の 理 

を 全うする ゆ へんな.^^と、ん身を殺す時にぁたh'て、 

何ぞ さらに これ を 以て、 性 命の 理を 全うせん と 云 こ 

と を、 思 ひ はかる にいと まあらん、 只 死 すれ は 耶是な 

..y 、生 くれば 即非 なりと 兑 るが ために、 一 筒の 是を成 

すに すぎす、 又 云く、 只 これ 義理 まさに 身 を 殺す ベけ 

れば、 即 これ 仁 を 成す、 もし 仁 をな さんがた めに、 身 

を 殺さば、 即只 これ 利 心なり と、 或 人 云く、 人 死生の 

上より、 見 をた つれば、 生 を 貪る は、 ま To に 仁に あら 

や、 即生 をす つる も、 亦い まだ 以て 仁 を 全うする にた 

らす、 君子 は 身 を 死生 利害の 外に をき、 只理の 是非 を 

見て、 まさにす ベ き 所 を、 する のみな hN、 よく かくの 

如く なれば、 則 身 を 殺す も、 身 を 殺さ  >  る も， 倶 にこれ 


レ なり、 


つ.^ -in** ヲ 17  ノ  ク コゥ スレノ ョク. V マクノ 

〇 子 貢 問. 爲 t 、子 曰、 ェ 欲 J 口： 其 

ヲ ス マツ トク ス  ゥッハ 

事マ必 先 利，， 其 器 


ハ モ， 

r、 


工匠 その 工作の 事 を 、よく せんと 思へば、 必まづ その 

チノ ガタナ  キ グ 

斧 刀な どの、 器具 をと ぐ、 これ その 仁 をす るの 志 をと 

ぎて、 きびしく 求めよ とのた と へ なり、 

卓テハ n /クニ  ッ 力へ ノ  /  -ー  トモ トス 

S 邦， 也、 事， 其 犬-夫 之 賢-者： 友， 

其士之 仁者： 

居-一 是邦 一と は、 所 を さだめざる 詞、 いづく にても、 その 

居る 所に したが ひて と 云、 義な り、 大夫は 、その 才德 

すでに 政事に あら はる /- 故に、 賢と 云、 士は只 身を修 

るの 德を 以て、 仁と 云、 大 夫の 賢 も， 亦 仁 f の、 事に 達 

する 者な り、 よく- 5, くの 如く すれば、 を それ は  > い .5 

セ ツチ  ， 

て、 切磋す る 所 あ .9、 これ その 仁 をす る 志 を、 とぐ の 

道な b 、蓋し 子 貢 己に しかざる 者 を 悅 の、 失 ある 故 

に、 これ を 以て つげ 玉 ふ、 〇 一 說に、 稈 子の 云く、 子 貢 

u を おんこと. どと ふ、 仁 をと ふに あらす、 この 故に、 ； 


あげて、 ほめ 玉 ふ はが..^ なり、 され ども 其詞 にっきて 

見れば、 君子と は、 德の 全き を 云、 直 はた V 君子の 一 

端な， 9、 邦 道な き 時に も 直なる は、 其禍 をまぬ かる > 

ことかた し、 必伯 玉が 如. くにして 後に、 よく 亂 世に 

も、 其 身 をた もつ こと を 得る 也、 


五ハ. 


〇 子 曰、 可，， 與 言； 而 不. 與. 之 言； 失 

チ 

レ人、 

賢に して、 共に かたるべき 人に、 われ これと かたら ざ 

れば、 此人復 われ を か へりみ ざる 故に、 これ をと h- う 

しな ふ、 

シ テラ  二  フ  ト  フ ハフ n トチ 

不. 可，， 與 言： 而 與. 之 言、 失 Jn、 

不賢 にして、 其に かたられざる 人に、 われ これと かた 

れば、 其 言 入らす して、 むなしく すたる、 これ 言 を 失 

ふな hN、 

知 者， 不. え. 凡、 亦 不. d 言ノ 

よく 人 を 見 あかして、 かたる べきと かた.^、 かたる ま 

じきと かたらす して、 んをも 一一 一一 II を も 失 はす、 これ をば 


者と 云な り、 

0 子ノ  Rf 志 仁-人、 

志士と は、 守る 所 堅固に して、 不仁の 事 をせ す、 仁人 

は、 其德 すでに 成りて、 身即 仁な ^^^ゝ 

シ メナ セィテ  テフ n ナ，. ■  ^ 

無，， 求. 生 以 害 


L、 


志士 は 仁 を 利と す、 仁人 は 仁に 安ん す、 共に 死生の 變 

ノ ミサ ホ 

に のぞみても、 其 操 を かふる ことなし、 理の まさに 死 

すべ き 所と 見て、 死せ ざれば、 心 これに 安ん せざる 故 

に、 其 生 を 貪る が ためにして、 心の 德 を 害する のこと 

なし、 

リ n  口 シテ チ  テ ス n ト チ 

有，， 殺 J% お 成， 仁、  • 

死す ベ き 所と 見れば、 即 その 身 を ころしても、 これ を 

以て、 心の 德を 成して、 全うする こと は あるな h -、 〇 

或 人 問 ふ、 死生 はこれ 大關 節な り、. され ど學 者の 工夫 

は、 全く 此 一 段に あらす、 只す ベ からく、 日用の 間 事 

大小と なくみ な 義理の 安き に、 就か まく 欲すべ し、 然 

して 後に、 死生の 際に のぞみて、 たが はざる にち か 
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に 至. 9 て、 立てる 時 は、 かの 二つの 者， わが 前に あ 

カナ へ 

て、 われと 共に 三つと な 、鼎 の 足の 如くに、 むかひ 

たてる を、 見る が 如くなる ぞ、 

す ハクル ► チ  ル  ノ  3 ルチ  ク ビキニ 

在. 舆則異 其 倚，， 於衡， 也、 

車に ある 時 は、 忠信 篤 敬、 亦 わが 前に ありて、 くびき 

によりか /- .9 たるが 如/、 見える ぞ 、句義に 上の 如し、 

此ニ 句、 立つ 時と、 行く 時と あげて、 いづく にて、 しば 

らくの 間 も、 かれと 相 はなれ まく 欲すれ ども、 はなれ 

得ざる こ. と を 示す、 

レ シチ 二 ハ .1 

夫然後 行、 

ジ ユタ キ  > -ゥ.  ケン 

上に 云 如くなる、 熟 境に 至 て 後、 はじめて 一 言 一 行 

自然に 忠信 篤 敬と、 相 はなれす して、 ゆく として、 行 

はれす と 云 ことな かるべし、 もしい まだ かくの 如く 

なら ざれば，. 行 はれす と 云 こ ♦  と を、 得すと な，.^、 

子 張 書 Is 紳： 

紳と は、 大帶の 前にた る 所 を 云、 これに しるす は、 

一 ifsS に 見て、 わす-る、 ことな からん とな h". 


二 九 二 

ノ  K4 ハク ナ l-v カナ シ キ 3 

〇 子 曰、 直 哉 史 魚、 

史魚 は、 衞の 太夫、 名 は ，继 、魚 は 字な， 9、 其 性行 正直に 

して、 邪曲な きこと を、 嘆美し 玉 ふ、 

ルすモ  シ ヤノ  ± 寸モ  シ 

邦 有 k 如. 矢、 邦 無. 道 如. 矢、 

これ その 直なる こと を、 矢に たと へての 玉 ふ、 國の有 

道 無道 を以 て 、其 直を變 せす と 也、 

ナル カナ キ 3 

君-子 哉蘧伯 玉、 

これ 伯 玉が 君子の 德 ある こと、 を 嘆美し 玉 ふ、 

邦 有. 道 則 仕、 

いでつ か へて、 其才を あら はす、 

一す ハ  チ  シ す サメチ  カク シッ チ 

邦 無. 道 則 可，， 卷而 懷， 之、 

ヮザハ t 

之と は、 身 を さす， 身 をお さめ かくして、 親 をまぬ 

シ ュ ッ シ m 

かる 、やうに、 せらる とな b 、これ その 出處、 聖人 

の 用る 時 は 則 行 ひ、 舍る時 は 則 3«| る にち かし、 C 衛 

國の賢 太夫、 此 二子 あり、 よりて 夫子、 各 その資 德を 


/ 


當然の 至極なる 故に、 これ を すれ ども、 する ことなき 

が 如くな， 5、 老子の 無 爲と云 は、 人道 をし ゐて、 天道 

の 自然に、 か へさん とする 故に、 仁義 を稱 せす、 躔法 

をた てす、 只 これ 苟簡忽 略 を 以て、 無爲 とするな h -、 

聖人の 無爲 と、 日 を 同う して、 かたる ベ からす、 

フ ハレン C1 トヲ 

〇 子 張 問. 行、 

ジ ユン リ 

身の 行 ふ所頓 私に して、 ふさが. 9 と. 《• こ ほる こ とな 

き 道 をと ふ、 なほ 達 をと ふ 意の 如し、 

子 曰、 言 忠- 信、 

忠は、 その 云 所、 心 をつ くして、 のこさ や、 信 は、 その 

云 所、 實に 依りて、 たが はす、 

ナラ C 

行 篤-敬、 

チョウコウ  n ク ハク  シン チン  ケ. r サゥ 

篤と は、 重厚に して、 刻薄なら す、 深 沈に して、 輕躁 な 

、J: す、 何事 も、 身に 切に、 實を 着けて なし、 少しも あか 

ら さまに、 そ z-h- たる ことなき ぞ、 敬と は、 整齊 嚴肅、 

戒 愼恐惯 して、 賓の 如く、 祭る が 如くす る 心 を、 しば 

らく も わすれざる な，^、 此事 四つ なれ ども、 つ  > めて 

論 語 衞霪公 第 十五 


云 時 は、 忠は信 を 以てかぬ. べし、 篤 は 敬 を 以てかぬ ベ 

し、 さらに 又 これ をす ぶれば、 只 1 つの 誠な b -、 

フト K パン ハク ノ  クニ ト ハレン 

雖， 蠻-翁 之 邦， 行 矣、 

蠻は、 南の ゑび す、 貊は、 北の ゑび す、 言行 をつ 、しん 

で、 身 を修る こと、 かくの 如くなら ば、 中國は 云に 及 

ばす、 蠻貊 の國に 居る とも、 行 はるべし とな hN、 

ナラ  ハ  ナラ フ _a シュ リト ハレン 

言 不，， 忠- 信； 行 不， 駕 敬； 雖，， 州-里， 行 

チ哉、 

二 千 五百家 を 州と す、 二十 五家 を 里と す、 言行の つ 、 

しみな くば、 近き わが 國 里の 內 にも、 行 はれん や、 行 

はる ましき とぞ、 蓋し 子 張 行 はれん こと を、 外に 求る 

によりて、 その 身に 反..？ て、 誠 ある 工夫 を * つげ 玉ぶ 

なり、 亦 その 達 をと ふに、 答へ 玉 ふが 如し、 

* テル 寸ハ チミ ノ マジ ハル  マ { -1 

立 則 見， 其參， 於 前， 也、 

其と は、 忠信 篤 敬 を さす、 參 ると は、 三つと なるな， o,、 

忠信と 篤 敬と を、 念々 心に わすれす して、 工夫 熟する 

二 九 1 
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玉 ふ、 子 貢つ いに 曾 子の 唯の 如くなる うけな し、 二子 

學ぶ 所の 淺深、 こ 、において 見つ べしと、 され ども 子 

貢 二た びと ふ 所なければ * これ も 亦 言下に さとれる 

な， c  、朱 子お もへ らく， 夫子の 子 貢に をけ る、 しば.//^ 

これ を啓發 する こと あ て、 他人 は これに ぁづ から 

ざれば、 則 また 顏 曾より 外の 諸子の、 及ばざる 所な り 

ノ五 ハク ィゥ  ル チ  ス クナシ 

〇 子 曰、 由、 知 .德 者 鮮矣、 

德と は、 義理 を 心に 得て、 わか 物と なりたるな. 9、 己 

この 德 あるに あら ざれば、 その 意味の 美なる 所 を、 よ 

く 知る ことなし、 よ， 9 てこれ を 知る 者 すくなし との 

玉 ふ、 〇 諸 書を考 るに、 第 一 章より これまで を、 皆 一 時 

の 語と す、 然れば これ は、 蓋し 子 路慍り 見る がた め 

に、 發 すらし、 もしよ く德を 知る 時 は、 あ ふ 所の 患難 

に、 心 うごかされて、 うらみい きど ほる こと、 なけれ 

ばな り、 蔡 氏の 云く、 夫子 造次 颠沛の うちに ありて、 

円 人 弟子に 吿る 所の 者 各 そのお ほ はる 、所に したが 

ひ て 開發 す、 洙 泗雍容 のつ ねに こ とならす、 吁 これ そ 

の 趣. <  たる ゆ へんか、 


ナ ルカ 


〇 子 曰、 無. 爲 而 治 者、 其 舜 也 與、 


サカ； >1 


無， 爲而 治まる と は、 聖人 上に いまして、 德 その 盛な-一 

る こと をき は むれば な， 9、 これ 卒生 易簡に して、 民 一 

クヮ  サ クイ  ノ  * 

おの づ から 善に 化す、 別に 作爲 する 所 ありて、 其 法 を 一 

ノレ，.  」 

たくみにし、其.^&を むつ かしく する こと を またす し 一 

て 治まる を 云、 凡そ 聖人の 平 治、 みな かくの 如く なれ 一 

ども、 舜は堯 の 後 を つ ぎ、 又 諸賢 を 得て 、 is 職 に つ き 一 

イク， r  i 

玉 ふに よりて-と hs わき 有爲の あと を 見 ざれば な 一 


ナュチ カス ^ャ 


夫何爲 哉、 恭， 已 正 审面 而 已矣、 

恭， 己而 正南 面すと は 聖人の 敬德 のかた ち を 云、 これ 

云 意 は、 舜の治 道、 すでに 有爲 の あと 見えざる により 

て、 人 それ 何 を かし 玉 ふぞと 見れば、 只 その 容を うや 

くしく して、 衣裳 を たれ、 手 AJ こまぬ き、 正く 人君 

の 位に います を、 見る のみな り、 〇 按す るに、 天人の 

道、 その 理は 一 なりと い へど も、 天道 は 全く 無爲 なり 

サイ セィ ホシ ャゥ 

人道 は 裁 成輔. S する、 と あれ は もとす る ことなき に 

あらや、 然れ ども、 聖人 德さ かんに して、 上に あれば、 

民お のづ からこれ に 化す、 而 して そのす る 所 はみ な 


は窮 すれ ども、 かくの 如くな.，^ すと ぞ、 〇 朱 子お も へ 

らく、 驄人 去就の 間に をけ る、 去る ベ き 時と 見れば、 

マ へ 

すみやかに 去. 9 て、 うしろ を か へりみ、 前 をお もんば 

かる ことなし、 身 は 困に 居ても、 其 道 は亭， 0 て、 いさ 

、かくひ うらむ 所な きこと、 こ  >  に をいて 見つ べし、 

學者 よろしく 深く ぁぢ はふべ し、 

/玉 ハ クシ  ナン ヂ チ レ？ ス ルカ  ク ンテ 

〇 子 曰、 賜 也、 女 以. 予 爲，， 多 學 而 

識. 之 者， 與、 

識す は、 お ぼ ゆるな. *^、 子貢學 ぶこと 多くして、 よく 

しるす、 夫子 その 致 知の 功つ もりて、 かの 萬理 一 本の 

セシ 

$J、 さと. XJ- 得る こと あらんと する、 時節 を 見て、 か 

くの 如くに、 とひお こし 玉 ふ、 

へ テク  リズ ャ 

對 曰、 然 非 與、 

然 りと は、 平生の 心に て、 これ を 信す る詞、 非與と は、 

こ に をいて、 忽 にみ づ から 疑ふ詞 なり、 問ふ詞 にあ 

らす、 云 意 は、 今まで は、 多く 學ん で、 識し玉 へ ると 思 

カイ ゴ 

へり， まことに さに て はなき かよと、 これ 即 その 開悟 

謫 語 衞靈  <ム 第 十五  ， 


の機發 なり、 

a ま 也、 

さ に は あらす とぞ、 

レハ テ ッラ ヌケリ チ 

予 ー以 貫， 之、 

われ 事に ふれて、 其理を 知る こと は、 只 一 理 ありて、 

これにて 萬 理を つらぬけ るな りと、 蓋し 一 は 多の 字 

に對 す、 多 は 事物に ありて 、一は 心に あり、 貫 は 識の字 

に對 す、 事物の 理、 一 つぐし るすに は あらす して、 

た  >  心 上の 一 理 にて、 萬理を 貫き 得 やと 云 ことなき 

ぞ、 餘は里 仁の 篇に詳 なり、 され ど 曾 子 は カ行の 功つ 

もりて、 さと， 0 得る こと あらんと す、 よ り て 夫子、 わ 

が 道との 玉 ふ、 此 章と 知行の 別 あり、 然れ ども、 すで 

にこれ 一 貫 すれば、 知行 相 通せす と 云 ことなし、 但ニ 

字の 悟入の 所、 同じから ざるば か， 5 な hN  、曾 子に 一 貫 

を つげ 玉 ふ は、 これよ.^ 後の ことな， 9、 尹 氏お も へら 

く、 孔子の 曾 子に おける は、 そのと ひ を またす して、 

た  > ち にこれ をつ く、 曾 子 亦 ふかく さとりて 唯と 云、 

子 貢に は、 まづ そのと ひ をお こして、 而 して 後に つげ 

二八 九 ， 
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矣、 軍-旅 之 事 、未，， 之 學， 也、 明 日 遂 

ズ 

サン ヌ 

行、 

姐 a は 、瞳 器な 、軍旅の 武事に 對 して、 文 道 を 以て 

の 玉 ふ 、蓋し 靈公 は 無道の 君に して、 又戰 伐の J に 志 

あり、 この 故に、 夫子 かくの 如く 答へ て、 即國を 去，..^ 

玉 ふ、 〇 靈 公の 無道なる、 夫子の あらかじめ 知る 所な 

b 、され ど其禮 をよ くして、 まじ はれる を 以て、 諸國 

周流の 間、 衞 にいます こと 最 久し、 その 吿げ みちびき 

玉 ふこと も亦詳 な， 5、 然れ ども、 其 一 つ を. たに も 用 ひ 

や、 あまつ さ へ とふ まじき こと をと へ るに よ て、 は 

やく 去， 玉 ふなり、 もし まことに 夫子 を 用 ひまし か 

ば、 軍旅の こと も、 答へ 玉 ふま じきに あらす、 夫子 豈 

武事に くら からん や、 此時も 亦た  > に 去らす して、 姐 

豆の こと を 以て つげ 玉 ふ、 靈公 もし これによ b て さと 

らば、 なほ 必去， 9 玉 はん 志に も、 あらざる なる べし、 

イマ シテ 二 タエ タリ カァ 

在. 陳 絕. 糧、 

夫子 衞を 急に 去りて、 陳に ゆき 玉 ふ、 ぉ& ふし 又吳ょ 


二八 八 

り陳 をう ちて、 國 みだれけ るに より て、 かくの 如し、 

ショウ  ャ i テ  シ  クオ キル n ト 

従-者 病 莫， 能 輿； 

ともした る 諸子 以下、 う へつ かれて、 おき わがる こと 

あた はす、 

イカリ マ i ェチ 

子路慍 見、 

キ ゥャク  ，  * 

子路 夫子の 聖德ぁ b ながら、 窮厄 にあ ひ 玉 ふこと を 

い きど ほ， 9、 いかれ る 色 を以 て 、まみえ たリ、 

ク  モ  リャキ ウス ル コト 

曰、 君-子 亦 有 乎、 

君 午と は、 暗に 夫子 を さして 云、 君子た る 人に も • 困 

窮 する こと あり やと、 

ノ玉 ハク  モ マコト-一 ス 

子 曰、 君-子 固 窮、 

* タレ 一一 

君子 者 も、 まことに 窮 する 時 あ，. > と、 ー說に 固, 窮と 

よむ、 かたく 窮を まほる とぞ、 

スレ パス ナ ハチ アプル 

小人 竊斯 濫矣、 

小人 窮 する 時 は、 則 あぶれいで、、 非理 をな す、 君子 一 


J れを惡 みんじて、 其 


ャ ゥクヮ 

るな h- 、陽貨 にあ ふこれ な..： 

罪 を さし 云 は、 これ を 親ん じて な hN  、原壤 にあ ふこれ 

なり、 


ク. ンタ ウノ ト ゥ ；ン  ラー 11,- つ  ヲ 

闘 黨 童-子 將ス 叩、 


ゲン ブク 


闕黨 は、 黨の 名、 量子 は、 いまだ 元服せ ざる 者 を 云、 闕 


-シュ 


黨 よ.. >  出 たる 量子、 孔氏 にっき まなびけ るが、 賓 主の 

命 をった へ て、 奏者し けるな.^、 


アル ヒト テ  チ  ク ヱキ  力 

或 問. 之 曰、 益-者 與、 


命 をった ふる は、 成人の する 事 なれ ど、 亦 童子 を 用 ふ 

べき こと も、 あるに よ.. y て、 夫子 これ をせ させ 玉 ふ、 

或 人 これ をみ て、 此 童子 學 業に 進 益す る 所 ある 者 故 

に、 成人の 事 をせ させて、 これ を 籠み 異にして、 つか 

はる と 田 3 ひて、 とひけ るな hN、 


ヰ 二 


子 曰、 吾 見，， 其 居 於 位， 也、 

量子 は 席の 隅に 座して、 其 E 位な き 者なる に、 われ 此 

童子、 正位に 座して、 成人と 列 を 同う する を 見つ ると、 


異其 與， 先-生 ：K 行. 也、 

シタガ 

先生 は、 即 成人な り、 童子 は 長者に 隨ひ 行く べき を、 

われ 此 童子、 成人と 並び 行く こと を 見つ ると、 

ルナ リ モトム ル ヱキ  二 

非， 求. 益 者， 也、 

謙 益 を受る は、 理の 常な， 9、 此 童子、 謙遜なら ざる 故 

に 益 を 求る 者に あらす、 

スル ス 5 ャカニ ナ ラマ クナリ 

欲，， 速 成， 者 也、  ， 

はやく 成人せ まく 欲する 者な り、 かくの 如くなる 故 

シ レイ ヱキ  ャゥ ツイ. デ  ィフ 

に、 これ を 使 令の 役に つか ひて、 長 少の序 を 見せ、 揖 

ジャゥ カタ チ  チサ 

讓の容 を、 しなら はしむ、 是抑 へ てこれ を敎 るが 故な 

イツ クシ  コト 

,9、寵んでこれを異にするにはぁらャとな，£^、 

衞靈公 第 十五 

衞靈公 si 陳テ於 孔子： 

陳と は、 軍法の 人數 だてな り、 

へテ 五 ハク ソ ト ウノ  チ テケリ チ 

孔 子 對、 曰、 姐-豆 之 事、 則 嘗 聞. 之 ， 


さ IB  さ IP 
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i  力. r 

し、 世き はめて 治まれ， 9 とい へ とも， 豈 よく 四海の 內 

果して 一 物 も 其 所 を 得すと 云 ふこと を 知らん や、 こ 

の 故に、 堯舜 もな ほ 百姓 を 安ん する を 以て 病と す、 も 

しわが 治す でに 足ん ぬと 云 時 は、 則罄 人た る ゆ へん 

にあら す 〇 程 子の 云く、 君子 己 を 修めて、 以て 百姓 を 

安ん する は、 篤 恭して 天下 平なる ぞ、 た  >  上下 恭敬に 

一 なる 時 は、 則 天地お のづ から 位し、 萬 物お のづ から 

育 はれ、 氣和 がすと 云 ふこと な く.. M し、 四靈 こと <\ - 

く 至る、 

ゲ ン ジャゥ ゥヅヰ シテ マツ 

〇 原壤夷 俟、 

* ウイ ゥ  ウタ 

原壤 は、 夫子の 舊友 なり、 母 死した る 時 も、 歌うた う、 

蓋し 老 氏の 流に して、 みづ か.^ 赣 法の 外に、 k てる 者 

な 、夷と は、 脛 をた て ハ 居るな り、 夫子の 來れる を 

見ながら、 あ..^ つけたる 體を、 あらためす、 うづく ま 

hs 居て、 まち かけたり、 

ノ 玉 ハク ィ トキ ナウ シテ  ゾ ン ティナ ラ 

子 曰、 幼而 不，， 孫 弟； 

孫 は、 ゆづる、； fi^ は、 したが ふなり、 尊長に 無 鱧なる こ 

と を 云 ふ、 


二八 六 

t ト 、 ナツ テ  ク ノ プル n ト 

長 而 無. 述 焉、 

となへの ぶべ き、 善行な きぞ、 

ォ t テ  ル シ ナ 

老 而 不. 死、 

； n ゥ  ヲゥ 

幼より 老に 至る まで、 一つの よみん やべき ことなく 

して、 久しく 世に いけるな り 、壌 は 夫子の 後輩なる 故 

に、 かくの 如くに 責め 玉 ふ、 老 てと は、 ゆく さ さまで 

を、 をし き はめて いへ. 5、 

レテ スト 云テ ゾクト 

是 爲. 賊、 

賊と は、 人 を そこな ふ 者 を 云、 上に 云 如くなる は、 常 

を やぶ. 5、 俗 をみ だり て、 人 を 害する を 以て、 これ を 

賊と 云、  . 

テツ テタ、 ク  ノ ハギチ 

以 k 叩，， 其 經； 

夫子す でに 壌 をせ めて、 則 又 その ひく 所の 杖 を 以て 

かの 腔 V 一た き 示して、 うづ ゐせ ざら しめ 玉 ふ 〇 鄭氏 

の 云く、 聖人の 物に まじ はる 、各 其 情に かな ふ、 こ 

れを惡 みんじて、 其詞. ^したが ふる は、 これ を 外にす 


すべく りて、 命 を冢宰 にきく、 この 故に、 君 三年 も 

のい はざる を、 得る とな， 9、 〇 胡 氏お もへ らく、 そ 

れ 父母の ために、 三年の 喪 は、 天子より、 庶 人までに 

達す、 子 張 これ を 疑 ふに あらす、 これお もへ らく、 人 

君 三年 もの いはす は 臣下 全くう くる 所な くして、 禍 

亂 或は 由て おこらん と、 孔子 吿 るに 家宰に きくと 云 

こと を 以てすれば、 則 禍亂は うれ ふる 所に あらす、 

ノ 五 ハク i ム寸ハ  チ 11 チ  ヤスシ ッカ t 

〇 子 曰、 上 好. 禮、 則 民 易. 使 也、 

上た る 人、 禮を 好みて、 身 を 修め、 政に ほどこし、 法式 

下に 達する 時 は、 貴賤の 分定 る、 この 故に、 萬 民の 志 

ことならす して、 使 ひ BP る こと やすし、 

〇 子 路ま， 君-子； 

君子の 君子た る 道 をと ふ、 

玉 ハク オサム ル -I レ チ ス 


子 曰、 脩 さ 以. 敬、 


君子の 道 は、 身に 本づ く、 而 して 身の 徳は、 敬に 聚る、 

よりて 己れ を修 るの 道、 敬の 一 字に つづ まれ， 9、 此 一 


言、 子路に 答る 所、 至れ 盡 くせ.^、 


クナル カク， 


曰、 如. 斯 而 已 乎、 曰、 脩. 己 以 安. 人、 

ク クナ ル  ノ  力  モ ハク テ  テ  テンス ハク 

曰、 如. 斯 而 已 乎、 曰、 脩 JTJ 以 安， 百- 

セ イチ 

姓； 

脩. 己と 云內 に、 みな 敬の 意 を かねて あり、 以て は、 こ 

れを 以てな b 、安ん やと は、 これ を 治めて、 其 所 を 得 

せし むる ぞ、 人と は、 己に 對 して 云、 百姓と は、 天下の 

人 をす ベ て 云、 子路 夫子の 初 答み じかき により、 不足 

な， 0 として、 しき h- にと ひきはむ、 夫子 只 その 己を修 

るに、 敬 を 以てする 工夫の、 つみ /- てること 盛に して S 


自然に 物に 及ぶ 者 を あげて、 - 

の 道な しとな り、 


I れを つぐ、 これよ 外 


ンズ^ 1 


0  0 
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脩レ已 以 安，， 百-姓； 堯-舜 其 猶 病. 諸，： 

■i 

クヮ 

これ 又 上に 吿る 所よ. o- 外に、 加る MJ なき こと を 示し； 

チサ  」 

て、 子路 がき さき を 仰へ、 その 身に 反 b て、 近き 所に、； 

求めし め まく 欲して な hs、 盖し 聖人の 心き はまりな" 

二八 五  ， 


さ Si  ？-^ 
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これ そしる 所の 意 をと く、 云 意 は、 世に 己 を 知りて、 

用る 者な くば、 則 その 志す 所 を やめて、 隱 れんよ 外 

の >  Ju なき こと ぞ、 

フカ クハ チ レ. 1 シ アサ クハ チ ケィ *-， 

深 則 厲、 淺 則 揭、 

これ 詩の 衛風飽 有 苦 葉の 篇の詞 な-.^、 水 を わたるに、 

衣 をぬ ぎ、 した もば か hs になり てわたる を、 厲と 云、 

衣 をぬ がす、 只 もすそ を か 、げ てわたる を、 揭と 云、 

これ 又 夫子の 世に 處 する こと、 時と 共に し 玉 はやと 

云 こと を 、水 わたる 者の、 淺 深の 宜 きに かな ふこと あ 

たはざる によせ て そしれ. o、 

/ 玉 ハク ハ *- セル カナ. ナシ  力 タイ n ト 

子 曰、 果哉、 未 之 難， 矣、 

鏖 人の 心 は、 天地と 同じき 故に、 天下 を視る こと、 な 

ほ 一 家の 內の 如く、 中 國の民 を視る こと、 なほ 一 箇の 

人の 如くして、 一 日 も 忘る こと あた はす、 この 故に 

荷蒉 がそし.^ を閡 きて、 その 世 を i>3 る /- に果 して み 

ナケ  シュッ ショ 

しかき こと を 歎き、 又の 玉 はく、 人の 出處、 もし 只 か 

くの 如くす る こと は、 則し がた きこと なしと、 盖し荷 

蒼 その 己が 見る 所 を、 かたく 守りて 固き は、 實 に^々 


乎と して 鄙し きな、 


ッゥ 9 ャゥ i 


〇 子 張 曰、 書 云、 高 宗 諒-陰 三-年 ：ー 

モノ ィハ ナント ィフ コトゾ  ^ 

不 レ言 、何 謂 也、 

シャ ウジ ョセッ メイ  *T ヅ  一 

書に 云 所の こと、 商 書 說命周 書 無 逸に 出た. 5、 高 宗はー 

ブ ティ べゥ ガウ  モ  チ  」 

商王武 丁の 廟號な 、諒膽 と は、 天子 喪に 居る の 名、 一 

其義 いまた 詳 ならす、 不 ja と は、 號令を 出して、 下知 一 

せざる こと を 云、  一 


シモ 


，1ナ ジカ ：= 


子 曰、 何 必 高 宗、 古 之 人 皆然、 

喪に 居て 三年 ものい はざる こと、 何ぞ必 しも 高宗の 

みならん、 古の 人君み な然 りと ぞ、 

にす、 


君 

諸侯の 死 を薨と 云、 君薨 すと 云 時に、 天子の みに あら 

や 諸侯 も亦然 り、 

スべテ レテ  テ、 ン タガフ  チョウ サイ 二 

百- 官 總 .已 M 聽，， 於 冢 宰， 三 年、 

冢宰 は、 太宰、 治官の 長な り、 百官み な 己が 職 事 を、 


子 路 曰、 自， 一孔-氏： 

氏 は、 家と 云義 なり、 孔 家より 來れる 者な. 


モノ £ 


曰、 是 知， 其 不- 可， 而 爲. 之 者 與、 

晨門 その 孔子の 徒た る こと を 知りて 云く、 これ 世の 

いかんと もす ベ からざる こと を、 知りながら、 しゐて 

する 人 かと、 盖し晨 門 世の 不可 を 知りて、 せざる 者 故 

に、 これ を 以て、 夫子 を そしれるな b  、然れ ども、 塞 人 

はもし これ を 用る 君 あれば、 亂を變 して 治と なすこ 

と 手 を ひるが へす が 如く なれば、 天下 を視る こと、 す 

ベ からざる の 時な しと 云 こと を、 かれ 知らざる が 故 

な.^、〇黄氏の云く、晨門その 聖人を云 こと は 非な 

シ 3  ゼ 

.^、^11:その身を處する こと は則是 な， 5、 亦 賢人なら く. 

のみと、 盖 しその 才德こ 、に かぎれる が. 故な hv、 


0 子搫， 磬 於衞； 


ガ クキ 


セキチ L 


磬は、樂器の名、石ー^_曰なh^、夫子衛にぃまして、ぁる時 

きをうて り、 


-ー ナツ テ アジ カテ 


有 蒉而 過. 孔-氏 之 門， 者，、 

これ をに な ひて、 孔 氏の 門前 をと を 


サゥキ 


蒉は、 艸 器な 

るぞ、 


ル カナ i 
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曰、 有. 心 哉 P 磬 乎、 

夫子 常に 道 を 天下に 行 ひて、 民 をす く はんの 志 を、 わ 

すれ 玉 はす、 此 時の 磬、 何の 樂章 につけ 玉 ふと はしれ. 

ね ども、 其 志 は 磬徵 の內に ふくめり、 然る を 荷蒉、 何 

と はなしに、 其 凝 を 耳に たて、 たちと どま b て、 心 あ 

るかな とい へる は、 まことに 世の つねなら ぬ 隱士な 

h -、 

一一 シテ  ク ィ ヤシ ィ カナ カウ， \  n タリ 

旣而 曰、 鄙 哉 寧輕- 乎、 

ォ乇 ムキ 

すでにして、 その 鄭 中の 志 を、 き、 と. y て、 其 趣の ひ 

きくし て， とる 所の かたきと、 思 へ るに よりて、 これ 

を そし. 9 て、 かくの 如くに 云ぞ、 輕々 は、 只 石の 聲な 

,c^、此聲を借.oて、その志の專ら確きことをぃ へ hs、 

クハ レテ ルコト  スナ ハチ ヤン ナマク ノミ 

§ 知， 也、 斯 已而 已矣、 、 

二八 三 
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をけ る、 これ を 命に 決する こと を またす して、 おの づ 

から 泰然たり、 


ノ 五 ハク  ハサ ク 3チ 

〇 子 曰、 賢-者 辞， 世、 


シそ 


此章资 者の 出 處 去 就に、 樣々 なる MJ を、 處 ると 去る 

とに つきて、 その 大 小 ことなる こと ある を 云、 辟 i 世 

と は、 天下 無道に して、 かくれ 處るを 云、 伯 夷 太 公の 

如き これな り、  一 


ノキ" クヲ 

其 次 辟. 地、 

世 を 辟る の 次に は、 5g 國を 去， 9 て、 治國に ゆく あり、 

これ 地 を 辟るな り、 

ノキハ  * ^イロ チ  • 

其 次 辟. 色、 

色と は、 ほく 容貌 を 云、 地 を 辟る の 次に は、 君の 鱧貌 

お ij ろへ たる を 見て 去る あ hN、  1 


其 次 辟 J 口、 


色 を さくる の 次に は、 1 言の いひた が へ を 見ても 去 

る あ. 9、 衛の靈 公 孔子に 陳 をと へ るが 如き、 その 人に 


二八 二 

とふ まじき こ-と を、 と へる により て、 即去. CN 玉 ふな hv 

^ と 地と は、 地勢の 廣狹 な- 5、 色と 言と は、 人事の 淺 

深な，<=^、これ遇ふ所の、同じからざるのみ、其德の優 

劣 を 云に あらす、 

〇 子ノ  者 七 人 矣、 

位 をす て /- たも 去る 者、 今す でに 七 人に 及べ とぞ、 

語意 を あお は ひみれば、 天地 ふさがり、 賢人 かく， る 、 

のいた みあり、 此七 人、 なぞと 云 こと を 知ら や、 從來 

その 人 を さす 說多 けれども、 しゐて たづ ぬ ベ から や、 

ャ ドル  セキ モン 一一 

〇 子 路宿， 於 石 門； 

石 門 は、 地の 名、 子路 いでゆく こと あ， 9 て、 石 門に 一 

シュク 

宿す、 

シ ン モン ノ  クイック 3 リス 

旱門 曰、 奚自、 

晨 門と は、 晨は、 あしたな り、 門 を 守りて、 晨昏に 開 

閉 する こと を つかさどる、 盖し資 人に して、 卑 職に 隱 

れ たる 者な らん、 奚自と は、 いづく よ 来れる 人 そと 

/- ふ、  一 


るに 及ぶ ベ きを 以て、 ことさら にこれ を： JIa げ玉 ふ、 さ 

t ク  ム子 カナ 

れ ども 子 貢い まだ 默 して その 旨に 契 ふ 所な き 故に、 

カク ゴ  オシ 

覺 悟の 詞 いです、 これ 惜 むべ きな，.^、  • 

n ゥ  <-ク  レゥ ゥッ タフ  iK  一  1 

〇 公伯 寮 想，， 子 路於季 孫； 

公伯 寮 は、 魯人 なり、 子 路を讒 して、 季 氏に うつたべ 

つげた. 5、 朱 子お もへ らく、 これ 夫子 子路 をして、 

三 都 を こぼ. ちて、 その 甲兵 を、 おさめ しめられし 時の 

JJ ならん と、 

,,: フク ケィ ハク チ ゲテ 

子 服景伯 以吿、 

ゥデカ  ナナ 

子 服 は 氏名 は 何、 景伯 は諡と 宇な り、 魯の大 夫に して、 

亦學を 夫子 にうけた， 9  、寮が 讒言 を 知り て 、夫子 に つ 

や , 

Ri  、夫-子 固 有. 惑，， 志 於 公伯 s^: , 

夫子 は、 季氏を さす、 寮が 想 へ に、 まど へ る 志 ありと 

ぞ、 

ヮガ  ラ  テ  クシ • テ  テゥ ユ 

吾カ猶 能肆， 諸 市 朝： 
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肆は、 のぶるな. 9、 人 を 刑して、 其 尸 をの ベ て、 さらす 

テゥ  イチ 

ことな 、大夫 は 朝に 肆し、 士庶は 市に 律す、 市 朝と 

は、 これ つらね 云な .e-, 云 意 は、 わが 力 勢なら よ，、 子 

路が罪 を 明して、 寮を誅 する こと を 得ん、 いか  > あら 

んと あり、 

ノ玉ハ クチ/  マサ- 1 ナハ レント  十， リ  ノ 

子 曰、 道 之 將. 行 也 與 命 m  、道 之 

ス ルモ 

一一 ス タレント  ラリ 

將. 廢也與 命 也、 

ルモ 

道の 行 はる  も、 すたる も、 みな 天命に か たる こ 

とに て、 人の 能す る 所に あらやと な h- 、蓋し その かみ 

夫子の 一 擧、 道の 興廢 に、 か z-b たる こと 故に、 かく 

の 玉へ るか、 

公伯 寮 其梦. ^何、 

寮が 想る 所の、 行 はる、 も、 行 はれざる も、 命に か、 

カレ 

.9 たる ことなれば、 彼が 力の、 よくいかん ともす る こ 

とに あらや、 たと ひその 想 行 はると も、 亦 命な， 0 と * 

これ 景 伯が 憤. 0 をと き、 子 路が心 を 安んじて、 伯 寮が 

好を警 す、 聖人 は義を 以て 命 を 制す、 その 利害の 際に 

二八 一 
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は、 庶道を 以て 報 ふべ し、 德は ただ 以て 德 める 方に 報 

ひんの みと、 〇 或 人のお も はく、 まことに 厚から ざる 

にあら す、 然れ ども、 聖人の 言 を 以て、 これ を 見れば、 

則 その 意 あ h- てす る、 私に いで /-， 怨德の 報 ひ、 みな 

その 1^ かなる こと を 得 や、 必 夫子の 言の 如くに して、 

然して 後に、 二つの 者の 報 ひ、 各 其 所 を 得た. り、 され 

ども 怨みに 直 を 以て 報れば、 必 しも 簪を なさ 5 'る 所 

あ h- 、德に は 必德を 以て 報れば、 すべ て 報 ひざる のま 

なし、 然れば それ 亦 厚 かにざる に、 あらざる なり、：^ 

メイ カン ャク  ノム子 キヨ クセッ ハン フク ザ ゥクヮ ィ 力. め 

章の 言明 白 簡約に して 、其 3 曰 曲折. 反復す、 造化の 易簡 

なる を 知 b 'やす /- して、 徵妙 にして 極ま h- なきが 如 

ツマ ビラ 力 モ テア ゾ 

し、 舉者 よろしく 詳に玩 ぶ べき 所な hN、 

ノ  w ハ 》- ナイ カナ レヲ ルコト 

〇 子 曰、 莫，， 我 知， 也 夫、 

夫子自歎を以て子貢が|^^„.-ぉこせり、 

ノ ク ナン スレゾ ノ  ルコト ， 

子 貢 曰、 何 爲 其 莫. 知. 子 也、 

何とかし つ ろ 故に て、 世に 子 を 知る ことなき ぞと、 

チモ 

*  A、1 


子 曰、 不. 怨. 天、 不 .尤. 人、 


二八 〇 


時に 遇 は ざれ ども、 天 を うらみす、 人に 合 は ざれ ども 

人 を とがめす 只 己に か へりて、 自修 る こと をす るの 

みぞと、 


下學而 上達、 


4  rt- 力 

下學と は、 上達に 對 して、 営 下の 人事 を、 學 ぶこと を 

云、 即 cn: 修る 工夫の、 考を 下す 所な り、 上達に は、 下學 

n ゥ  カウ 

の 功 をつ む內 よ.. -、 自然に 向上の 天理に、 通達す る こ 

と を 云、 これ は 下學の 効に して、 工夫 をす る ことに あ 

ムカ 

ちす、 云 意 は、 われ を 知る ことなき は、 われ 外に 向 ひ 

て、 怨み 尤 むる ことなく、  ロハ 己に た. 5 て 自修め、 序に 

したが ひて、 やう やくに すすむ 3 み、 人に 異にして 世 

に 知られん こと を 求め ざれば なりと、 

饥. #11< ^其 天 や、 

上に 云 如くなる によ. 9 て、 われ を 知る 者 は、 只 天の み 

にして、 人 は 知る ことなき ぞ とな. り、 深，、 その 語意 あ 

ぢは ひみ. r ば、 塞 人 は 天理と 一 體 なる 故に、 只 天の み 

塞 人の 心と 相 かな ひて、 人の 知る ふ あた はざる の、 妙 

^dLH??M¥g、 


ふ を 見て、 なんす れぞ、 かば かり 栖々 として、 こ /- に 

よりかし こに より、 へめぐりて、 やま ざ る 者なる やと、 

キ スナ ハチ スル n ト 子ィテ 

無， 乃 爲， 俊 乎、 

侫と は、 口才 を 以て、 人を悅 ばし むる こと を 云、 これ 

云 意 は、 侫は H 比のに くむ 所なる に、 今栖々 として 人 

と說 話す る は、 かの 侫を する にて はなき かと、 蓋し 夫 

子 道の 行 はれざる こと を 知りながら、 辨 口にて 人 を 

みちびき 玉 ふと、 思 へ るに よりて、 かくい へ るな り、 

ノ 五 ハク ス テ セント 二， テ  二 クン〕 ブナ リ ナルテ 

孔子 曰、 非， 敢爲， 伎 也、 疾. 固 也、 

クク 

固し と は、 見る 所 一 すぢ をと hs て， 他に 通せざる こと 

を 云、 これ 云 怠 は、 われ あ へて、 佞 を せんとに は、 あら 

ざれ ども、 かたお ちに、 と 守る を、 にくむ 故に、 か 

くの 如しと なり、 これ 泛く 事に つきての 玉な り、 畆を 

固し との 玉 ふに あらす、 又自 固き 所 を にくむ とに も 

あらす、 驄 人の 達 尊に をけ る、 禮 うや./^ しくして、 

言な をき こと、 かくの 如し，、 而 して 畆を警 せる 意. も 亦 

深し、 〇 人 を^ば しめて、 己 ある こと を. S ら ざる は、 

I レ  ^ン 

侯な hv， ひと- 9 己 を 守りて、 人 ある こと を 知らざる は， 


固な り、 君子の 道 は 內己を 失 はす、 外人 を もす てざる 

なり、 

ノ五 ハク キハ  ショウ セ ノ ラヲ ス  ノ  チ- 

〇 子 曰、 驥 不. 稱，， 其 力； 稱，， 其 德， 也、 

驥は、 善瑪の 名な， 9、 德と は、 よくの， 0 かたに なれて、 

いぶ. 0 ならす 人 を かみ ふむ i などせ ざる を 云、 驪を 

稱美 する こと、 其 力の つよきに めら やして、 その 調 良 

の德 にあり、 蓋し 世の 人才 力 をお もんじて 德を たつ 

とばざる 故に、 此た とへ をの 玉へ. 9、 

アル 人ノ ク -k  テム ク ヒル ハ ゥラ -i 一  イカ； V 

〇 或 曰、 以. 德 報. 怨 何 如、 


德と は、 恩惠を 云、 德を 以て、 怨 むる こ. 

か 3- あらんと、 此語今 老子の 書に 出た， 

ノ玉 ハク テ テカ ヒン  二 

子 曰、 何以， P 德、 


一報 ひば、 い 
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わが 怨 ある 方に、 德を 以て 報 ひば、 われに 德 ある 方に 

は、 又 何 を 以て かこれ に 報 ひんと、 

テ チヨ クチ ヒ ミニ  テ  テ t ン  1| 

以. 直 報. 怨、 以 JI 報 .德、 . 

直と は、 至 公に して、 私な き 道 を 云、 それ 怨 ある 方に 

二 七 九 
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二 七 八 


暇な きこと を、 思量すべし、 此事自 ふかく 體 察して 後 

に、 はじめて 見得る こと ある ベ しと、 蓋し 自治る と、 

人 を 方ぶ ると、 二つの 者、 必 ならび 立 ことなし、 その 

自治る に、 まこと ある 者 は、 おの づ から 人 を 方ぶ るに 

暇 あらざる なり、 

ノ  m ハタ  ウレへ  ノ  ル n トレ チ fl ラ  フ  ノ 

〇 子 曰、 不 Ji 人 之 不，， 已 知； 患，， 其 

n トヲ ァタ： 

人の 己が 名 を 知らざる こと を、 うれへ すして、 唯 その 

知らる ベ き實 ある こと あた はざる こと を、 うれ ふ ベ 

して、 文 も 亦 ことならざる 者 は 

れ しば 

の 玉 へ るな り、 • 人此メ 1 事 をの 玉 ふこと、 すべ て. 


しと， 凡そ 章の 旨； g 

チョウ シュッ ノ 

これ 23 なり、 其 文す こしき ことなる 者 は、 


テイ子.. 


四た び 見えた. 0-、 その 丁寧の 意、 知ん ぬべ きなり、 一 

ノ  W ハク  ム 力へ イツ ヮリ  一 

〇 子 曰、 不. 逆. 詐、 

詐と は、 人の 己 を 欺く こと を 云、 これ を 逆へ すと は、 一 

其 事い まだ 至らざる さきに、 まづ むか へ とる 意な き 一 

ぞ、 


す モン ハカ ラ フシ ンヲ  A 

不. 傳 不： 信、  一 

レ ウタ ガ 

不信と は 、人の 己 を 疑 ふこと を 云、 これ を 億 らゃと は i 

其 はしい まだ 見えざる さきに、 まづ はかりみ る 意な 一 

きぞ、  一 

れ亦先 覺者是 賢 乎、  一 

抑と は、 上 をう けて か へした る詞 なり、 云 意 は、 逆へ 一 

や 億ら ざれ ども、 人の まことい つ はり を、 自然- 1 まづ 一 

さとり 知る は、 これ 賢な りと ぞ、 蓋し 世に 億 逆して、 一 

たま^^ あたる こと ある を 以て、 先覺 とする 者、 ある 一 

によりて、 かくの 玉 へ るな らん、 もし かく 億 逆せ すし 一 

てつ ひに 小人の 欺かれと なる 者 は、 亦 見る にたら す、」 

ビ セィホ .1 ッテ  二  ク  ナン スレゾ  レー 

〇 微生畆 謂， 孔 子， 曰、 丘 何爲是 一 

セィ  タル ノ ナルャ  一 

栖-栖 者與、  ， 一 


微生は 姓、 畆は 名な り、 夫子の 名 をよ びかけ て、 其詞 

甚を ごれ り、 蓋し 齒 たけ 德 たかき、 隱 者なる べし、 栖 

々と は、 依々 と云義 なり、 夫子 諸國に 歷聘せ られ玉 


ける を、 記者 上 章に 類す る を 以て、 したがへ て 記せ 

り、 此 llf も と 上 章に あはせ て、 一 章と す、 然れ ば、 上 章 

クワン  ノ 

は、 もつ ばら 官 にある 者に つきて 云に よりて， 此章ひ 

シャク 

ろく 其现を 論じて、 これ を釋 するな り、 

ノ  K=i ハク  ハ ハヂテ  ノコ トテ  スグス  ノ  チ 

0 子 S  、君-. 子！ 恥 u!5?LM.mM つ 行 L 


君子の 心 を 用る こと * その 云 を、 すぎ やすき を は ぢ.； 

て、 あ へ てつく さす、 而 して 其 行の、 及び がた きを *1 

れ る 故 に 、す^^ て餘り あらまく 欲すと、 これ 只 言 一 

行 相 か へりみ て、 見 あはす る 意 を、 ことさらに 抑揚し 一 

て、 緊切に の 玉へ るな り、  一 

ノ玉 ハク  ノ ト 云  ノ ク  レ  シ m クス ルコト " 

〇 子 曰、 君-子 道 者 三、 我 無. 能 焉、 一 


仁-者 不 j*  、知-者 不. 惑、 勇 者 不. 懼 1 


說 前篇に 見えたり、 伹 これ は 夫子の 謙辭、 自 せめて、 

人 をす /- め 玉へ り、 

ク  ノ 五へ ルナ リ 

子 貢 曰、 夫-子 自道 也、 


ケン 


一れ は 夫子の 自の玉 へ る 言な， りと、 ロハ これ 謙辭 にし 


翁 0 
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て、 實は 能くし 玉 は ざ る に、 あら ざ る こと をい へ ，9、 

〇此 章と、 前篇に 記す 所と に、 仁と 知との 前後 あ h -、 

尹 氏の 云く、 德を 成す に は、 仁 を 以て 先と す、 學 にす 

、むに は、 知 を 以て 先と す、 この 故に、 夫子の 言、 其 序 

同じから ざる こと ある こと、 これ を 以てな り、 

タク ラブ 


〇 子 貢 方乂、 


Z チャウ タン 


子 貢 人品 を 比 方して、 其 長短 をた くらぶる こと を 好 


め- 


ナ ルカ 


- マァラ 一 


子 曰、 賜 也 賢 乎 哉、 夫 我 則不. 暇、 

云 意 は、 賜が 人 を 方ぶ る は、 その 賢才と 云 者な らん か 

我 は 則 これ をす るに、 暇 あらやと、 蓋し 人 を 方ぶ る も 

理 をき はむ るの ことなり とい へど も、 つとめて これ 

をす る 時 は、 心外に はせ て、 自 おさむる 所の 者 をろ そ 

かなり、 この 故に、 夫子 これ を 求めて、 其詞 をうた が 

はしめ、 又 おとしめ て、 以て 深く こ れ を 抑 ふ、 塞 人 

の 人を責 る こと、 其詞迫 切なら すして、 意す でに ひと 

り 至れる ことかく の 如し、 〇 朱 子お もへ らく、  ill 人人 

を 方ぶ るに、 暇 あらす との 玉 ふ を、 その 何に よりて か 

. 1 . 1 .  ,ニま , i 
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HK ク  ラカス ル 

曰、 夫-子 何 爲、 


夫子 は、 伯 玉 を さす、 何爲と は、 何事 を か、 つとめと せ 一 

らる ゝぞ と，  ； 


スタ ナカラ マー 


てフ 5  Jin  ^  .^^-i-.'i  ノ アヤ マチ チ，- カモ タ ァタハ 

對 曰、 夫 子 欲. 寡，， 其 過； 而 未. 能 ， 

ズ 

也、 

云 意 は、 夫子 あやまち ある こと をまぬ かれ や、 只 その 

すくな か らん を 欲し て、 つとめら るれ ども、 なほい ま 

だ あた はざる こと を、 うれ へ らる 、となり、 これ その 

*- ィサヅ n クヂ 

省察 克 治の 工夫 や i ン * やして、 常に 及ばざる が 如くな 

るの 意 を 見つ べし、 使者の 詞、 いよ. （-卑 約 にして、 

主人の 資 * ますく あら はる、 

シ  i  X 

使-者 出、 

しばらく 返 休す、 

メ  S ハク プカ e ナル * ナ t ナ it カナ 

子 曰、. 使 乎 使 乎、 

使乎とは>使者の使者たることをの玉 へ，^^vの深く 


.  . ニセ六 

君子の 心 を 知りて、 しかも 辭令 によき を 以て、 ふた 

すそ  サ< ：ジ 

び これ を 云て、 靈く ほめ 玉 ふな， 9、〇 莊 子に 云く、 伯 玉 

カウ 子ン  キゥ  t 

行年 五十に して、 四十 九 年の 非 を 知る、 又 云く、 伯 玉 

行年 六十に して、 六十 化すと、 云 意 は、 五十 年の 間、 年 

々さきの 非 を 知りて、 これ を 改め、 六十までに、 六十 

度變 化して、 いよく、 上達し ける とな 、朱 子此章 

の 註に • これ を ひきて 云く、 その 德 にす、 むの 功老ひ 

ノ トク ジ ッ  ノ  センチ 3 

てむ. まや、 こ 5 を 以て、 其 行篤實 にして、 其 光り 宣著 

な h^  、 只使者 こ れ を知 る の み に ぁ ら すし て 、夫子 も 亦 

これ を 信せ り、 

ノ玉 ハク レバ ラ ノ牟ニ  ハ カラ ノコ トチ 

〇 子 曰 不. 在，， 其 位； 不 .謀，， 其 政； ， 


ォモフ 一 


すでに 泰 伯の 篇に 見えた < 

〇 曾 ni  、君-子 思 不. 出. 其 位； 

これ易の艮の卦の象辭、艮は、止な^^、其所に止 るの 

義に とれ.^、 位と は、 泛く 身の 居る 所 を 以て 云、 云 意 

は、 君子 は 常に その 居る 所に， 心 を 安んじて、 まさに 

そのすべき 所 を、 する のみな- 9、 思 ふ 所の こと， 其 位 

よ 外にいです とな， *-、 曾 子 かって 此 語を稱 せられ 


玉ハ』 


〇 子 曰、 翁 子 上達、 小人 下達、 

達すと は、 やう やくに つんで、 至極に いたる 義な hv、 

君子 は、 何事 も、 天理に したが ふ 故に、 日々 に 高 明の 

域. にす /- みの ぼる、 これ 上達な り、 小人 は、 何事 も 人 

ョク  ヲカ 

欲に したが ふ 故に 日々 に汙 下の 地に、 おちく だるな 

り、 〇 天理 もと 高く 明なる 故に 上と 云、 人欲 もと 卑く 

ク ボカ 

汚なる 故に 下と 云、 上下の むき はせ て、 相 去る To 日々 

ク  手ン タガヒ 

に逮 けれども、 其始 は、 た V 1 念の 差に よれるな， 9、 


ハ タメ  ニス テノが 


〇 子 曰、 古 之學者 爲 .己 、今 之 學， 

者爲レ 人、 


二つの 者の 字、 舊說に は、 只 語の 助けと なして よめ 

一一 シカ ニス ノ  シ ユイ  クフゥ 

り、 爲 さ爲. 人と は、 學を する 者の 主意 を 云、 工夫 を 云 

にあら す、 其 道 を 己に 得て、 自成 るが ためにす る を、 

爲， 己に すと 云、 只 人に 其 名 を 知られん がた めに する 

を、 人の 爲に すと 云 へ り、 又 人の 爲に すと 云に、 己な 

おさむる こと をろ そかに して、 人の 師 たる こと を 好 

む あ ，9、 その 己が 爲に する 者 は、 只 己 を 成す のみなら 


慝間第 十四. 


すして、 つ ひに 又 人 を 成す に 至る、 人の 爲に する 者 は 一 

人 をな さ》 る のみなら やして、 つ ひに 又 己 を あはせ I 

て、 こ れを失 ふに 至る、 〇 朱 子の. 云 く、 聖賢 學者 む AJ 一 

用る 得失 を 論 や. る、 其說 多し、 然れ ども、 いまだ 此 言-一 

セ ツエ ゥ  A  " 

の にして 要なる が 如き 者 あらす、 こ /- において 明 一 

にわきて、 日々 にこれ のみ そな はさば、 則 その 從ふ 

クラ  ケィ メイ 1 

に、 味から ざるに ちか /- らん、 曉 氏の 云く、 後世 刑名. 一 

デ ッスゥ キジ 3 ゥ  ソム， 一 

術^、 記誦、 詩 章の 學は、 則 まなぶ 所、 すでに 古人と 背」 

き紀 す、 何ぞ必 しも， 更に 其 心 を 用 ゆる 所 を 論 せん、 一 

キヨ ハク ギヨ クッカ ハス テ  二  -.^ 

〇 蘧伯玉 使乂於 孔子； 一 

遽伯玉 は、 衞の大 夫、 名 は^、 夫子 衛に居 玉 ふ 時に、 其 一 

家 を 主と し 玉 ふ、 よりて 魯 にか へ れる 時に、 使者 をつ 一 

か はせ り、 

ト  レ t ァ  フテ  -. 

孔 子 與. 之 坐而 問焉、  】 

尊者の 前にて 立つ は、 鱧 なれ ども、 夫子 伯 玉が 賢な や 

を、 敬し 玉 ふに よりて、 その 使者 を も、 座せ しめて 後! 

に、，^^ひかけ玉.^ 
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して、 われ をして 吿げ させら る よな と、 嘆きての 玉 一 

へるな り、  -.. 一 


ュ イナ  一一  #  ft 

之，， 三-子， 吿、 不 JE. 


力 

,、 


三 子 は、 魯の 强臣、 もとよ h- 君 を 君と せざる の 心 あ： 

h- 、齊 の陳 氏と、 その 氣勢ぁ ひよ る 所 あ. 5、 この 故に A 

夫子の 謀 を 、き、 うけす、  一 


力 へ i-s 


-I 

*、< 


孔 子 曰 、以. 吾 從，， 犬-夫 之 後； 不，， 敢 一 

ハ ァラケ  一 

不. 吿 也、  一 

夫子 又 これ を 以て、 三 子に こたへ 玉 ふ、 其 意 は * かば 一 

かりの 弑逆 なれば、 われ 致仕の 大夫だ も、 つげて かな j 

はざる ことなる を 以て、 討 せんこと を こ へ るに、 や 一 

位に あたれる 大夫 として、 なん ぞ とりあ へざる こと： 一 

の、 あるべき かやと、 これ 深く 三 家 を 警し玉 ふ 意 あ. o、 一 

〇 そ のかみ 齊 つよく、 魯 よはし、 夫子 も 亦す でに、 お： 

ィキ *t 

とろ へ 玉 ふ、 勢 を 以て これ を みれば、 齊を うつ ことい 一 

とかたし、 され ど 聖人の 妙 用 はか. 9 知る ベから す、 も 一 

し 哀公 三 子、 みな ゆるして、 夫子の 談， をき かば、 齊に 


二 七 四 

かっこと、 必手 にと るが 如くなる こと あらん、 夫子な 

ん ぞ其義 ばかり を 以て、 つげ 玉 はんや、 稃 子の 云く、 

この 時に あたりて、 天下の 乱き はまん ぬ、 これに 因 b- 

て 以て これ を 正う する こと あらば、 周 室 それ またお 

t シ 

こらん か、 魯の 君臣、 ついに これに 從 はす、 あげて 惜 

むべ けんや、 

フ ► ッ ラン n ト 1K 一一 

〇 子 路問. 事. 君 

君に 事つ る 道 をと ふ、 

ノ 玉 ハク レ ァザ ムク n ト シテ チカ セ  チ 

子 曰、 勿. 欺 也、 而 犯. 之、 

レ n ト  ガン シ 3 タ 

勿， 欺と は、 心 を 以て 云、 犯す と は、 lis の 顔色 を を かす 

ぞ、 諫 にっきて 云、 凡そ 君に 事つ るに は、 心必す 忠誠 

にして、 少しも 欺く ことな かれ；； 而 して その 諫むべ 

きこと あるに 至りて は、 あ へ て 顏をを かして、 これ を 

いさめ、 少しも は 5- かる ことな かれと ぞ、 C 范氏 おも 

へらく 、顔 を 犯して 諫る こと は、 子路 のかた き 所に あ 

らす、 而 して 欺かざる を 以て かたしと す、 この 故に、 

夫子 欺く ことな かれと 云 を、 さきと してつげ 玉 ふ、 


- ナヤ 


せんと 思 ふ、 志 もな くして、 自 その 能 せんや 否 を、 は 

からざる な この 故に その 云 こと を のみ 行 はまく 

欲すと も、 豈 それ かたから ざらん や、 0 此章 は、 これ 

をす る ことかたん す、 これ を 云 こと 、前ん する ことな 

きこと を 得ん や、 古の 言 を 出さ や、 る は、 躬の逮 ば ざら 

ん こと を、 恥て なり、 先 その 言 を 行 ふて、 而 して 後に 

これに 從 ふと 云 章と、 詞 はこと なれ ども、 其 意 相ち か 

し、 


カン 


〇 陳成子 弑，， 簡公；  一 

陳成子 M  、齊 の大 夫、 名 は恒、 成は謚 なり、 簡公は 齊のー 

君 • 名 は 壬、 これ 魯の 哀公 十四 年の ことな， 9*  一 

ボ ク m クシ テ  テゥシ づゲテ  二  一 

孔子 沐浴 而 朝、 吿，， 於 哀 公： 

モク  サイ 力.， - 

沐浴 は、 齋戒に つきて 云、 臣 君に 吿る MJ あらんと す や 

時 は、 あらかじめ 齋戒， する こと、 禮の 常な 、夫子と 一 

ノ  すモ  j 

.0 わき 此事 を熏ん じて、 つげ 玉 ふ 故に、 これ を 云なる 1 

ノ  ッ 力へ  力 ^ 

ベ し、 此時 夫子、 すでに 仕を致して 居 玉 へ ども、 國家ー 

の 大事に は、 出る 故 なれば な- 9、  一 


玉ハ 


ョノ. ^ノ  -  <  J-VJ  ノ ラ --フ タウゼン ラ 

曰， 陳 @ 就，， 其 君； 請 討. 之、 

臣 として 君 を 弑すは 、人倫の 大變、 天理の 必 ゆるさ 3. 

る 所に して、 人々 たれ とても、 誅 する こと を 得る の 法 

なり、 况ゃ 隣國を や、 よりて 夫子す でに 致仕し 玉 ふと 

セィ タウ 

いへ ども、 なほ 哀公に、 これ を 征討し 玉 人と、 こ ひ 玉 

ふな， 9、 

ノ  ク ッゲョ カノ  ェ 

公 曰、 吿，， 夫 三-子； 

三 子 は、 三 家な.^、  S に魯の 政、 三 家に ありて、 哀公 自 

ほしい ま  >  にす る こ LJ を 得す 、よりて 孔子 をして、 こ 

れを吿 げしめ， C -、 

ノ  ク チ ワカ ガ ヘル チ  ノ  シリ へ-一  チ 

孔 子 曰、 吾 從，， 大-夫 之 後； 不，， 敢 

ン パァラ マウ サ  ノ 玉 ハク ケョト ノ  -I 

不， 吿也、 君 曰 吿，， 夫 三-子 者： 


孔子 朝よ. 0 出て、 自の玉 ふこと かくの 如し、 云 意 は" 

5« を弑 すの 賊は、 法の 必討 する 所、 大 夫は國 のために 

謀る、 われ 義のル n ぐべ き 所 なれば こそ、 君に は 申しつ 

れ、 然るに 君み づ から * 三 子に 命す る こと、 あた はや，』 


0 薛 
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たがひて、章をなし、其^^のぁきらかになるこ とを、 

い へばな，.^、 〇 洪 氏の 云く、 家臣の 賤き、 而るを これ 

を 引きて、 己と 並ばし む 三 善 あり、 人 を 知る 一 つな- 9、 

己. V- 忘る 二つな. 5、 君に 事る 三つな. 0 と、 盖 しこれ 知 

と 公と 忠 とな h>、 

£フ ヱ ノレ ィ  ナ inhlK 

〇 子 言. 衛靈 公之 無-道， 也、 

其 言 はし 多き 故に、 記者つ  >  めて これ をい 7， 

* ゥ  ザ  ケ  ン， ンハ *^タメ ィ カント シテカ  -. \ナハ  、 

康 子 曰、 夫 如 .是、 奚 而 不. 喪、 

康 子に、 季康 子な り、 夫と は、 靈公を さす、 喪 ふと は、 

位 をう しな ふ を 云、 


玉 ハク チウ シュ 


ギヨ ォサ J 


孔 子 曰、 仲 叔圉 治. 費 客；  一 

仲叔圉 は、 孔文 子な り、 其 職 四方の 賓客の こと を、 治 一 

め つかさどる、 

シュ グきメ  チ  二 

^  £  宗 -暖、 

祭^の 箱 を つかさどる、 一 


グ ン^ 


王 孫 賈 治，， 平 旅； 


ジュ 


軍陳 のこと を つかさどる、 軍旅と は， みな その 人數な 


ナン ゾ 


夫 如. 是、 奚 其 喪、  二 

上 三つの こと、 國 家の 大事な.^、 三人の 臣、 必 しも 賢 一 

なる にあら ざれ ども、 其 才みな 用 ふべ し、 靈公 これ を 一 

用る こ， AJ  、亦 各 その 可に あたれる 故に、 無道 なれ ども】 

其 位 をう しな ふに 至ら ざ.^ しな hN、 よ h- ての 玉 ふこ 

と、 かくの 如し、 〇 尹 氏の 云く、 衞の靈 公の 無道なる 一 

宜く喪 ふ べし、 而る によく 此三入 を 用て、 なほ 以て 其： 

國を たもつに 足れ. 9、 而るを 1^ や、 有 道の 君に して、 一 

よ/、 天下の 賢才 を 用る 者 を や、  一 

/ 玉 ハク ノィ フコト テ ； 5 す ハハデ  チ スル コト チ 

〇 子 曰、 其 言. 之 不 .柞 、則 爲. 之 也 一 

カタ シ  i 


チ  ケン  シゥチ シン 

人口に まかせて、 大言 を はき、 心に 羞惡 の眞 情き ざ 

やして、 これ をはづ る ことなき 時 は、 ふりた ちて、 必 


る こと を ねんごろ にの 玉 ふば かりなり、 〇 此ニ 章、 子 

路子 貢、 もし 管 仲 を 仁な hv やと は 乂 夫子の 答へ、 こ 

れに 異なるべし、 然るに 二子、 管 仲 を 仁者なる まじと 

して、 とひけ るに よりて、 夫子 その 功 を 以て 云 時 は、 

仁なる こと を つげ 玉 ふ、 然れ ば、 その 死せ ざる 事 は、. 

いまだ 仁た る こと を 得ざる な h -、 され ど 亦 これ を不 

仁と して、 其 罪 を ことに. 9 玉 はざる は、 ふかき 意 ある 

べし、 今し ゐて 其說 つくる ベ から や、 〇 程 子お も へら 

く、 梪公は 兄な 子糾は 弟な り、 仲 事る 所に 私して、 

了ラソ 

せ ハに國 を爭ふ は、 義 にあら や、 桓 公の 殺す は、 すぎた 

b といへ ども、 糾が死 は、 實に あたれ.. ^  、仲 はじ， め 謀 

を 同じう すれば、 死 を 同じう せんこと 可な ひ、 その 不， 

義 たる こ 》i を さと..？' て、 自 まぬかれて、 後 功 を はから 

ん とする も、 亦 可な り、 この 故に、 聖人 その 死 をせ め 

中して、 其 功を稱 す、 もし 桓弟 にして、 糾兄 たるに、 桓 

其國 をむ ば ひて、 これ を 殺さば、 桓公 は、 管 仲が ため 

ァダ 

に 世 を 同じう せ ざ. るの 譽な り、 もし その後 功 を はか 

b みて、 桓に 事る こ と を ゆ る さ ば、 聖人 の 言義を 害す 

る ことの 甚き、 萬 世 反覆 不忠の 亂を、 ひらく ことなけ 

ん やと、 され ど 春秋 公 羊穀梁 ニ傳に は、 みな子 糾に ゆ， 


るして、 小 白 をに くむ、 又 荀子韓 非 子 莊子史 記 說苑等 

に 皆 子糾を 以て 兄と す、 程 子 ひと. y 春秋 經 文に、 桓公 

を 齊の小 白と 書して、 子 糾を糾 とば か，.^ あれば、 梪公 

は齊 をた もつ べき 故な hN として 、兄たり， i おもへ hs、 

而 して 胡 文定朱 子、 みなこれ を宗 とせら る /- により 

て、 今 これに 從ふ、 

〇 公叔文 M: 之臣 犬-夫 1^、 きハ， 文 

子， 同 升，， 諸 公； . .. 


論 語 
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文 子が 家 g  、名 は 僎と云 者、 大夫 となりて、 文 子と 共 

に、 衛の 公朝に、 す、 みの ぼ. 5 て、 司 列と なれ bv, と、 こ 

れ 記者の 詞 なり、 もと 文 子^が、 賢なる を 見て、 す， 

め あげた h..、 

キイ テ チ五 ハク シ テ ス ト 

子 聞. 之 曰、 可，， 以 爲ぉ 矣、 . 

文 子 死して 後、 夫子 此事を 論じての 玉 ふ 意、 その かみ 

衞人、 文 子が 諡を議 せし 意、 いかんと、 ふまで もな く、 

只此 一 事に つきても、 その 文明なる 所 を 以て、 文と い 

ふ つ ぺ き事ぞ と、 ほめ 玉 ふな 、盖し 文と は、 理 にし 

ニ£ 


0  0 
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二 七 〇 


此 其の 字 、管 仲 を さすと、 いひ 来れ ども、 只、 上文 功業 

の、 仁た る こと をう けて、 其 功の 仁と 見る も、 文義順 . 

なる 敷、  . 

0 子 k  UJ  、管 仲 非 ピ- 者， 與、 桓 公 . 

スすニ  チ  ハス； - n ト シャ<^タリ I 一 

殺，， 公-子 糾： 不. 能. 死、 又 相乏、 


とふ 意、 大槪 子路に 同じ、 徂 云，、 、管 仲が 死せ ざる は A 

なほ可なれども、これに相たることは、甚不仁な..^と^ 

一 說に、 不^, 死と あれば、 死ぬべき 時に 、えしな ざ. <^ 

のみなら す、 又つ か へて これに 相た. 9 と、 1 つらに い 1 

ひたる 詞な b とぞ、  ^ 


玉 ハ- 


プ シ ウル 


子 曰、 管 仲 相. 桓 公， 覇，， 諸-侯； 一 累 

天卞- 

霸は r 長な り、 蒲 侯の. おさ ど しで、 令な j  く. だす 者な，， .^1 

ッ シ ウス チ-  セヅ  . タ- 

1 匡， 天下一と は、 一 切に 天下 を 正く して、 正しから す 

と 云 所な きぞ、 周 をた. つと び 、夷 を はら ふの こ と 皆 - J 

れ な- o>、  ,K 


タミ イタル マ 1 ァ  二 ゥク  ノ タマ モノ 

民 到， 于 今， 受， _ 其 賜； 


賜と は、 恩惠と 云が 如し、 當 代の.. みなら、 マ、 今の 世 ま 

でも、 人み な 其 恩 をう くと な. 9、 

ナカ ソセハ  レ  レ カウ フリ 力 ミチ C- 一  セン ヱ..；' チ 

微 # 仲： 吾 其 被. 髮左 .枉 矣、 』 

夷狄の 俗、 髮をゅ はやして、 かう ぶ. 9、 衣の え. り を、 左； 

h- あはせ にきる、 云 意 は、 もし 管 仲 出る 事な くば、， C 

が 中國の 民み な 夷狄と ならん とな. 5、 ， .， - 

ァ 二 ク セン ャ t ゾ フ t ッフ  ス^ ガ マ n トヲ  i クミ レテ ， 

豈 若. 匹， 夫 匹婦 之 爲 .諒 也、 自 舞，, 

カウ， クニ  キ カヲル コト  .  一 

於 溝瀆； 而莫， 之 知. 也、 . 一 

ゲゥ  •  シ 3 

匹 一夫 匹婦と は、 匹 は 偶な.^、 夫婦 さしむ かひの 庶人. 

云、 諫と は、 小 信な り、 經 ると はくびく  /- るな. 9、 溝瀆 - 

は， みぞな.？、 小； V な 溝と いひ、 大 なる 濱と 云、 ごれ 

云 意ば、 管 仲 ほどの 者 に て、 庶民の..^ 信 を 守る. が ためた 

に みぞ か はにく ひれ 死して、 世に 知る 者な きが 如 C. 

なる、 無 〈世の 死 を せんやと な b 、舊說 に、 これ を召忽 

が 死に あて 、云 は 非な り、 只 これ 管 仲が 功の、 大 いな. 


つ はらざる 者な り、 この 故に、 彼 は此ょ h- も 善しと し 

て かくの 玉 へ るな，^、 

ノク  コ ロス  -* ウテ セ ゥコッ 

〇 子路 曰、 桓 公 殺， 公-子 糾； 召 忽 

,死ヒ 、管 仲チ 死ナ、 

ジャゥ 

はじめ 齊の襄 公 無道に して、 國 まさに 亂 れんと す、 公 

テ イワ ザ...' ィ 

の 諸 弟、 禍 の 及ばん こと を 恐れて、 みな 國を 去る、 子 

ハシ  キ 3 

糾は 魯に奔 り、 小 白 は 宮に奔 る、 管 仲 召 忽は、 み な 

子 糾が輔 な h  、襄 公の 從弟 公孫 無知、 襄公 を弑 して 自 

立づ、 齊人又 無知 を 殺す、 こ 、にお いて、 魯 より 齊 をう 

ち、 子糾を いれて、 立てん とす、 小白宮 より まづ 入て 

君た b  、これ を楦 公と す、 而 して 魯と 相た、 かふ、 管 

ィ n ウタ. T 

仲 小 白 を 射て 鈎帶 にあつ、 され ど魯 のい く さまけ た 

り、 小 白 魯に吿 げしめ て 云く、 子糾は 親な り、 請 ふ. 君 

ァダ 

これ をうて、 管 召は警 なり、 請ふ自 これ をき らんと、 

魯す^^はち子糾を殺す、召忽共に死す、管仲はとらは 

れんこと を 請 ふて、 齊に ゆく、 少 白が 輔鮑叔 牙 管 仲が 

シャゥ  n ゥ 

才を、 知りけ る 故に、 君に つげて 相 とす、 ついに 大功 

をな せり、 
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クタ ァラ  - . 

曰、 ft 乎、 

子路 評して 曰く、 管 仲が 功業、 さかんな り とい 〈どむ 

はじめ 君 を わすれて、 響に つか ふ、 心德を そこな ひて 

道理 を 害す、 疑 ふらく はい まだ 仁た る 事 を 得ん や、 

ノ 玉 ハク  キゥガ フス ル 二  チ ルハ テセ ヘイ シャチ 

子 曰、 桓 公 九 入口 諸-侯； 不 お，， 兵-車； 

ガ  チカラ ナリ 

管 仲 之 力 也、 

九 合の 九 は糾に 通す、 た V すな. 9、 時に 周の 王政お と 

ろ へて、 諸侯 服せ す、 夷狄 を かし 入る、 管仲桓 公に 相 

として、 王室 を 尊び、 夷狄 を はら ひ、 天 ートの 諸侯 を、 た 

> し 合せて、 盟約す るに、 兵車 を 出し 用 ひや、 それ こ 

イリ 3 ク  ノ 

れを 服す るに、 威力 を 借らざる こと をい へ h- 、凡そ 此 

功 をな せる は、 管 仲 j 人の 力なり、 

シ カン ャ ノ  -ー  ンャ ノ  二 

如，， 其 仁； 如， 其 仁； 

管 仲い まだ 仁者た る こと を 得すと 云 も、 その 利澤、 人 

に 及 こと ひろければ t 仁の 功 あり、 たれ か 其 仁に しく 

者 あらんと、 再 これ をの 玉 ふ は、 深く ゆるせるな h. ヽ 

1 1 六 九 


.1..  ^F.? 十四 


二 六 八 


於魯， 


,ャゥ 


防 は、 武ゅが 額 じたる 邑な hv.- これ を以 てと は， さし 

ジャゥ 

はさ ひ義 なり、 後と は、 世 つぎを 云、 魯の襄 公の 時、 

武仲 ill- を 得て、 邾に奔 る、 又邾 より 防に かへ， 9 て、 後 

を 立ん こ と を、 魯 の 君 に 請て 云く、 あへ て 私の ために 

請に あらや、 父祖の 動 功 を、 わすれ 玉 はやば、 ねが は 

く は、 後 を 防に たて、 先人 を まつらし め 玉へ、 邑 をた 

ちの かじと に は あらす と、 これ 君 もし 請 ふ 所 を ゆる 

さやば、 邑に！ K りて、 叛 かんとす る こと を、 示すな， 9、 


ト ェ ウセ 


雖 .曰.不. 要. 君、 吾 不. 信 也、 

要す IJ は、 さしはさむ 所 ありて 物 を 求る 義な 、武仲 

がし わざ * 其詞 は、 君 を 要するに あらざる に、 似 たれ 

ども、 分 にこれ 君を耍 するな り、 よりての 玉 はく.、 

それ. 或は、 君 を 要せす と 云 者 あ， りと いふと も、 われ は. 

これ を 信せ すと 〇 范 氏の 云く、 君 を 要する 者 は、 上 を 

なみす、 の大 いなる 者な り、 武 仲が 邑、 これ を 君に 

うく、 罪 を 得て、 いで わしる 時 は、 後 を 立る こと、 君に 

ぁ.c^、己が得てほしぃま 、 にす ろ 所に あらや、 然る A.J 


邑 によりて 以て こふ、 その 知 を 好んで 、學を 好まざる 

に， よ， 0 てな， 9、  . 


五 ハク シ； 


〇 子 曰、 晉 文. 公譎而 不， 正、 齊 桓 

ハ シ ゥ シ テ  ハ ラ 

公 正 而 不， 譎、 ， 

晋の 文る、 名 は 重 耳、 齊の桓 公、 名 は 小 白、 二 公 はみ な 

諸侯に 覇 として、 會盟の 主人た * り、 共に 夷狄 を はら ひ 

て、 王家 を 尊ぶ の 功 あり、 その 力 を 以て、 仁 を 借る、 心 

はみ な 正しから やと 雖 ども、 その 夷 を はら ふに つき 

てい へば、 文 公の 楚を うつに は、 楚 より 宋 をせ むる 時 

楚 にした が ひたる 曹 衛ニ國 をう ちて、 楚の救 ひ を 致 

さしめ、 楚 の兵晋 のために 宋の圍 をと けば、 晋 乂曹衛 

AJ ゆるして 楚と中 をた /- しむ、 かくの 如きの 類 多し、 

これ 譎 fa- て、 正しから ざるな り、 桓 公の 楚を うつに は 

苞 N の 茅 を 進貢せ ざるに よりて、 宗^の 供物 そな は 

ら ざる こと を 責め、 又む かし 昭 H4 南征 して、 か へら ざ 

る 故 をと ふ、 楚 すでに 服 すれば、 陳を召 陵に し.^ ぞけ 

て、 來り ちか はしむ、 其 他 も 多く これに 類す、 亦み な 


ハジ ュ J 


霸^ な， 9 といへ ども、 晋 文に 比すれば、 な は 正. 


て 


は 名、 亦衞 人な り、 夫子 賈 が來れ るに よりて、 文 子が. 

こと を 問 ひ 玉 ふ、 . 

ffi ハク マコト ナ ルカ .  モノ ィハ  ワラ ハ ル n トトラ 

ち、 信 乎、 夫-子 不 JK 不，， 不 乎、 

夫子 は、 文 子 を さす、 不. 収と は.、 人の をく り 物 を とら. 

ぬぞ、 云 意 は、 人文 子が こと を、 かくの 如くに 稱す、 こ 

れ まことに 然り やと、 蓋し 文 子必廉 靜の士 ならん、 こ 

の 故に、 人 これ を 以て 稱 せし なり、 

へテ ク テマ ウス モノ、 アヤ マチ ナリ 

公 明 賈 對 曰、 以 吿者過 也、 

云 意 は、 これ 其 事 を 以て まう す 者の あやまちな り、 文 

子實に は、 かくの 如くなら すと、 

トキ アツ テ シテ 一一 モノ ィフ  イト ハ  ノ モノ- K コトテ 

夫-子 時 然 後 言、 人 不 k 其 言； 

タノ シン テシナ 一一 ヮ ラフ  ハ  フ r ヲ アツ テシテ  二 

樂 然 後 笑、 人 不 ま，， 其 笑； 義 然 後 

トル  ハノ ル n トヲ 

取、 人 不. 厭，， 其 取； 

厭 ふと は、 人 その 多き こと を 苦んで、 これ をに くむ 義 

なり、 文 子が 物い ひわら ひ 物 をと る こと、 みな 其 時に 
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あたり、 其 節に かなう 故に、 人 これ を いと はす，； >て1 

物い ひわら ひとる こと ある を お ぼ， んざ る に よ .，9 て 、 

此事 を以 て ほめた る を、 或 人 あやまり て 、た  >  に 物い 

はす、 わら はす、 とらす とい へ るな， tMJ、 

ノ 玉 ハク レ シカ リナ 

子 曰、 其然、  . 

其と は、 文. 子 を さす、 下 31  p.  ^  J れ 賈が 答 へ をう 妙て、 

それ かく あるよ なと、 の 玉 へ る詞. なり、 

-„  ：レ. リャ 

豈其然 乎、 

これ は、 なにと それ かく あるかと、 疑へ る詞 なり、 M 

し賈が 云 所、 禮義內 にみ ち あぶれて、 時に をく こと 宜 

きを 得る 者に あら ざれば あた はす、 賈人 のい ひすぎ 

たる を、 いひな をさん として、 いひす ぎお り、 文 子 賢 

なりと いふと も、 疑ら く は、 いまだ こ ひに 及ば じ、 さ 

れど 君子 は、 人の 善す る こと を たすけ て、 正く 其 非 

をい はまく 欲せす、 よりての 玉 ふこと、 た  > かくの 如 

し、 

ノ 玉 ハク  .*■ テ ハウ ヲ モトム タテン n トヲ ノチテ 

〇 子 曰、 威武 仲 以. 防 求， 後 

二 六 七 


^  0 
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二 六 六 


,5、 然れ ども、 亦と 云 時 は、 なほ その 至れる 者に あら 

す、 蓋し 子路が 及ぶ べき 所に つきて、 これ を つげ 玉 ふ 

ならん、 もし その 至り を、 論す る 時 は、 聖人の 人道 を 

つくせる にあら ざれば、 あた はざる なり、 或 人 云く、 

四 子み な魯 人に して ことに 莊子 は、 子 路の邑 人、 冉求 

は、 子路の 朋友、. これ その 近くして、 知り やすき を >9 

げて、 つげ 玉 ふと、 


五で 


ト云 


に-、. 


シモ ラン 


曰、 今 之 成人 者、 何 必 然、 

曰くと は、 すでに 答て、 又の 玉 へ るな り、 云 意 は、 今に 

おいて、 成人 をい は K 何ぞ必 しも、 かくの 如くなる 

をい はんと ぞ、 

ナ  ヲ  ヒ  ヲ 

見. 利 思 .義、 

利に のぞむ 時 は、 義を思 ひて、 みだ， 9 に とらす、 

チ アヤ ゥキ _K サザケ  チ 

見. 危 授. 命、 

君の 危 きを 見る 時 は、 性 命 をお しま やして、 これ を あ 

た ふ、 


ェ ゥニモ ルヲ ヮスレ へ ィ セ イノ 


久-要 不. 忘，， 平 生 之 言； 

久 要は、 舊約 なり、 ほどへ たる. 約諾 を 云、 1^ 生 は、 平 ni 

な， CS  、云 意 は、 平日 約した る詞 を、 久く なれ ども、 わす 

れ やして、 必、， i み 行 ふとな ，9、 上の 智廉等 は、. 只 資質 

の 上に つき て、 泛く 云 、此廉 忠信 は、 ^=;ハ事に つきて 云 

なり、 され ど 只 これ その. 志す 所、 つねに かくの 如くな 

る こと を 云、 

あ &  $i 成 九， 矣、 

こ、 に 云 如くなる、 廉 忠信の 實 ある 時に、 才智 港樂ぃ 

まだ そな はらざる 所 ありと い へど も、 亦 以て 成人の 

次と すべきな り、 一 說に胡 氏の 云く、 今の 成人と 云よ 

り 以下 は、 すな はち 子路の 言な り、 又き くま、 にこれ 

これ を 行 ふの 勇なら すして、 身 を 終る まで、 これ を！ 

するの、固きことぁ^^と、 朱 子お も へらく、 子 路が言 

ならば、 これ 退出の 後に いひけ らしと、 

〇 子 問 X ム 叔文子 於 公, 賈： 

公 叔文子 は衞の 太夫 公孫 枝、 文は謚 な， 9、 公明 は姓賈 


一つ  テ *^ n ト .p  ウノ 

不. 可お 爲，， 膝- 薛 犬-夫； 


て 、貴重し、 公^ これ 

シグカ  ョク 

然れ ば、 公^ は性靜 にして、 欲す 


薛と は、 みな 小國 な.. y、 小 國の大 夫 は * 位高く し 

は、 たへ がた かるべし となり * 

なく、 才に みじか 

き 者な らん、 夫子 本国め 大夫 にして、 かくの 玉 ふ は、 

蓋し 此人、 その 職に かな はざる 所め るが、 ためなる ベ 

し、 而 して、 その 詞意 はなはだ 婉微 なり、 〇 楊 氏の 云 

く、 これ を 知る こと、 あらかじめ せす、 其才を まげて、 

これ を 用れば、 則 人 を すっとす、 此れ 君子 人 を 知ら ざ 

る こ と を 患 る ゆえんな h- 、これ をの 玉 ふ 時 は、 則孔 子 

の 人 を 用る こと、 知ん ぬ べし、 

プセィ チ 

〇 子路 問，， 成人； 

成人と は 、全人と 云が 如し、 才 li そな はりて、 かくる 

ことなき 義 なり、 

メ 玉 ハク キノ ザゥ ブ チウ 力 チ 

子 曰、 若，， 臧武 仲， 之 知、 

此 若の 字、 下 四 句 を つらぬく、  2? ご. i の 上に をき て 見 

る ベ し、 威武 仲 は、 魯の大 夫、 名 は 乾， 武仲 は、 謚と字 


な、 


公 綽之不 欲、 


サゥ 


憲 il 第 十四 


莊子之 勇、  • 一 

莊子 は、 魯の卞 邑の大 夫、 莊は、 謚な り、  一 

冉ま之 奪  一 

一 

上四+ の 長 を、 かぬ る 時 は、 知 以て 理をき はむ るに 足 一 

り、 廉 似-て 心ケ」 やしな ふに たり、 勇 以てつ とめ 行 ふに； 

チウ  ； 

たり、 藝 以て 用に 應 する にたれ り、  ； 

アヤ ナス ニヲ テセハ  ヲ  タ  ナス  ト  一 

文. 之 以 鼬- 樂； 亦 可， お 爲ー 成人， 矣、 一 

上の 知 廉舆藝 は、 大槪氣 質 を 以て 云、 よりて 又 これ を 一 

ほどよくす るに、 禮を 以てし、 これ を 和ぐ るに、 樂をー 

以てすれば 德內に 成りて、 威儀 文章、 外に あら はれ、 一 

その 德 全く 才備れ る 所、 渾 然として、 一善 を 以て 名 一 

アト  一 フク  スィ 

づ くべき の迹 なく、 その 中正 和樂 なる 所、 粹 然として 一 

ヘン ィ ハク. 廿ッ ォホ  み 

隔 倚駿 雜の蔽 はれな し" 而 して その 人た る こと 成れ 一 

： 一 

二 六 S  . 


論 n. 


二 六 a 


彼 哉と は、 彼 は かの 人よ と 云が 如し、 これ 外にして • 

とらざる 詞な， 9、 


チ i ハク n  ノ， = ト 


問，， 管 仲： nr 人 也 奪，， 伯 氏駢邑 三- 

ハ クチ 

10;  - —— 

伯 氏 は、 齊の大 夫 家、 駢邑 は、 その 領地な り、 伯 氏つ み 

ありし 故に、 梪公 その 邑 三百 家 を、 うば ひと， <M し、 管 

仲に あた へられし なり、 

，ラブ ナ プ シチ チフレ トモ トシ ヲ シ ェン ダン 

飯，， 疏 人艮， 沒 k 無，， 怨- 言； 

伯 氏邑を とられて、 困窮し けれども、 みづ から 其 罪 を 

知， て、 心 管 仲が 功に、 服し けれる を 以て、 统食 をく 

ら ひて、 年 をお へ、 死す るまでに、 怨みの 言な か &し 

なり、 これ を 以て 管 仲が 功 を、 あら はし 玉 ふ、 〇 或 人 

とふ、 管 仲子產 いづれ かまされる、 朱 子の 云く、 管 仲 

が德、 その 才 にかた や、 子產 が才、 その 德 にかたす、 

然れ ど も、 聖人の 學 にお いて は、 則お ほむね、 そ れ 

いまだ 聞 こと あらざる なり、 〇 或 人 云く、 春秋の 人物 

此 三人 を* すぐれた. 9 とす、 この 故に あげて これ をと 


ふ、夫子ひと.=^は其惠を稱し、ひとりは其功を稱し、 一 

いま ひと， 9 は、 これ を 外にす とい へど も、 亦 その 失 を 一 

さしい はす、 鏖 人の 心、 正直 忠 厚なる ふかくの 如し 0 一 

ノ 五 ハク マ ヅシゥ シテ  キ n ト ハウラ， t カタ シ  A 

〇 子 曰、 貧而無 .怨 難、 一 

怨 な きこと は、 義命を 以て、 自 安ん やれば なり、 難し- 

と は、 人情 事 勢 を 兼て 云、 下の 為き も 亦 同じ  *  一 


トシ- フ  キコ」 -ハュ ノコ. ソ n ト ヤス シ 

富而 無. 驕 易、 


を ごる ことなき は、 義理 を 以て、 自 守れば な.. y、 〇 そ 

シ 3 

れ 貧き に處 する こと 難く、 富みに 處 する こと 易き は、 

人の 常 情なち とい へど も、 人 まさに 其 難き を つとめ 

て、 其 易き を あなどる ベ からす、 

ノ 玉 ハク  シャク タラ ハ テゥ ギノ  ユタ カナ ラン 

〇 子 曰、 孟 公 綽 爲，， 趙魏 老， 則 優、 

孟公辅 は、 魯の大 夫な h.- 、趙 と魏と は、 晋の 世鄉の 家、 

老は、 家老な り、 大家の 老は、 勢 尊 く，. -て、 官職の せめ 

なし、 公 it を こ、 に を かば これ を 任す る こと、 ゆたか 

にして、 あらん 10 な，. 9、 


セ イシ ュ クタ ゥシチ 

世 叔 討 il 之， 

ィゥ キク  n ジヅ 

世叔 は、 游吉 なり、 又 子 太叔と 云、 討 は、 故實を たづ ね 

き はむ、 論 は、 可否 を講 謹す、 蓋し 此人 典故に 熟し、 評 

論に く はしき が 故な，^、 

シ ゥ シ ゥショ クシ チ 

行人 子 羽 脩^ 之； 

行人 は、 使者の 官、 子 羽 は、 公孫 揮 かこと なり、 修飾 は 

おさめと、 の ふ、 蓋し 此人 使者に なれたる 故に、 其詞 

の 餘れる を はぶき、 おらざる をます な b -、 

ノ  ジ ユン ショ クス チ 

東 里子 產 潤 あ 之， 

東 里 は、 子 產の居 地の 名、 潤色 は、 いろつや をつ くる 

ぞ、 此時 子產政 をと る、 辭命 つくる 時 は、 まづ上 三人 

をして、 各 その 長す る 所 をつ くさしめ、 さて これ をと 

て、 ふるき を 化して 新に し、 俚語 を か へ て 雅言と す 

鄭 國の辭 命、 必 この 四 賢の 手 を へ て 成る、 その 詳 にし 

て、 く はしき こと 知ぬ べし、 この 故に、 小國を 以て、 大 

國の間にはさまh^、財賦兵カ共にたらざれども、た > 

辭命 をよ くして、 諸侯に 應衡 する を 以て、 あやまちす 

^  0  . 憲問第 十四 


くな か. 9 しな. 5、 夫子の これ をの 玉 ふ も、 蓋し これ，^ 

よしと し 玉 へ るな らん、 

0 或 R 子 , 

その 人と な，^ をと ふ、 

ノ 王 ハク ケィ  ナリ 

子 曰、 惠 人 也、 

惠 人と は、 惠 はめぐ むな り、 民 を愛惠 する 人な- 0 とぞ、 

子 産が 政， 嚴 なる JJ 多 けれども、 その 主と する 所 はも 

つばら 民 を 愛する にある を 以て、 其 重き 所 を あげて 

の 玉へ り、 

フ シ セィヲ 

問，， 子 西； 

子 西 は、 楚の 公子 ゆなり、 よく 楚國を ゅづ. r -、 昭王を 

立て .-、 其 政 を あらためた  > す 、亦 資大 夫な. 9、 然れ 

ども 楚に 偺 て王稱 する iAJ 、あらためす、 又 昭王孔 

子 を 用 ひんと する をと > め 、後に は ついに 白 公勝 を 

よび 入れて 亂を 致せ 、その 人となり かくの 如し、 

玉 ハク カレ ョマ  レョャ 

曰 彼 哉 彼 哉、 

二 山ハ三 


ih  0 


憲問第 十四 


二 六 二 


夫 子 不レ 答、 


卞ク 


夫子 适が 己 を ほ む る 意 を 察す る 故に、 こたへ 玉 はす、 

ィテヌ ノ  Jfl ハク  ナル カナ カク/. キ タツ ト ヘル 

南宫适 出、 子 曰、 君-子 哉 若 人、 尙. 

チ カナ ノ. B ヰ 

德哉 若人、 

君子 は、 其 人 を 以て 云、 尙， 德と は、 其 心 を 以て 云、 二 

意に あらす、 夫子 适に面 對し玉 はす. とい. へど も、 その 

德を尙 ぶ 君子た る こと は、 稱 美せ すして ある まじき 

故に、 その 返 出 を まちて、 かくの 玉 へ るな り、 

ノ 玉 ハク 一一 シテ  や ァラ ハ ァラン 

〇 子 曰、 君-子 而不 t 者有矣 夫ノ 


君子 は、 仁に 志す と い へ ども、 もし 毫忽の 間 も、 心 存 

せざる 時 は、 いまだ 不仁た る こと をまぬ がれす、 有矣 

夫と は 疑へ る詞 なり、 

タ ラ  ュシテ  ハ 

未. 有，， 小人 而 仁者， 也、 

ズ 

未-有と は、 決した る詞な b、 一 說に 章 は、 小人に し 

て、 に を 借る 者の ために、 の 玉へ &と、 


玉 ハク シテハ 


ナ ケンャ ラウ セシ ム ル n  .r 


〇 子 曰、 愛 之 能 勿. 勞 乎、 

子 を 愛する 心、 まど はざる 者 は、 又 其 子 を勸勞 させす 

して をく にた へん や、 必 これ を勞せ しむるな hN  、愛し 

て勞 する 時 は、 そ の 愛た る こと 深し、 されと 愛と 勞と 

相 そむきた る こと を 以て、 相な すと 云に あらす、 

アラバ  ク ケン ャチシ フル n ト 

忠焉能 勿レ誨 乎、 -. 

君に 忠 める 心、 誠なる 者 は、 又 君 を敎謌 せす し て あ る 

にた へん や、 必 これ 敎 るな り、 忠 あって 敎る時 は、 そ. 

の忠 たる こと 大な， 5、 餘は 上に 同じ、 

ノ 五 ハク ッ クル- 1 チ 

〇 子 曰、 爲. 命、 

これ 鄭の 君、 諸侯に まじ はる、 辭命 つくる こと を 云、 

t ジ ンサゥ チウ シ  ヲ 

裨 諶艸， 創 之；  . 


裨 謀よ. 0 以下 四 人 は、 みな 鄭の大 夫な b  、艸 は、 略、 創 

は、 はじむるな 、稗 諜まづ 艸藁を 作りて、 大略 をつ 

らね、 文體を 立つ るな b  、蓋し 此人 その 性靜 にて、 は 

か .9 こと Ad よくす るが 故な り、 


たいに よく 物 云ば か， 9 は、 口才よ. 9 出る こと ある 故 

に、 たと ひ 聞つ べき 所 あ， 9 とも、 これ を 以て、 その； 5Sl 

德 あらんと 云 こと は、 信じが たき ぞ- 

仁-者 必 有レ 勇、 

仁者 は、 心に 私欲の か气 つら ひなき 故に 、義を 見 て す 

るに いさむ こと、 必然な. cv、 

勇者不，，必^^フと、 

>に勇なるばかりは、血氣ょh^するこ..oも あ る 故 

に、 たと ひ 見つ べき 所 ありと も、 これ を以 \L、 その 必 

仁ぁらんと云ことは、信じがたきぞ、蓋し德は^^^く、 

仁 は 全し、 言 はやす く、 行 はかた きに よりて、 各 その 

類に したが へ て、 これ をの 玉 ？、 

ナン キゥ クヮッ テ  -ー  ク 

〇 南宫适 問，， 於 孔子， 曰、 

南宫适 は、 即南容 なり、 

ゲイ ョクュ ミィ 

羿善 射、 

-  力  ィ ゥキゥ n ク  シ>.  力 n ゥ シャゥ 

羿は、 夏の 時、 有 窮國の 君な b  、射 をよ くす、 夏 后 相 を # 


弑 して、 王位 をう ば ふ、 其 臣寒浞 又 弊 を 殺して、 これ 

にか はる、 

ガウチ ス フ子チ 

募 0k 

幕 は、 寒 泥 弊が 妻に 通して、 生む 所の 子な り、 力つ よ 

セゥ ガウ 

くして、 陸地に 舟 を をし やる、 後に 后 相の 子少康 おこ 

-.y て、 幕 を 殺して、 王 業を復 す、 

倶不. 得， 氣死テ ，i、 

弊蓐せ 〈に 殺されて、 その 天 年の 死 を 得す、 

シ ョクハ ミツ カラ カシテ タモ チリ チ 

禹稷躯 稼、 而 有，， 天-下； 

禹 はみ づ から 水 土 を 平げ て、 稷 とせ 《に穀 種 をし き、 稷 

は 稼 檣の 事 をみ づ からす、 禹は舜 の ゅづ， 9 をう けて、 

天下 をた もち、 稷の後 周の 武 王に 至 て、 亦 天下 をた 

もつ、 适此事 を あげて 問 ふ、 其 意 は、 時に 權カ ある 者 志 

を 得て、 聖人 位 を 失へ る MJ を、 いたみけ る 故に 、弊 幕 

を 以て 權 力に 比し、 禹稷を 以て、 孔子に 比して、 いへ 

るな 、これ 亦 そのよく 言 を つ /1 しめる 所 を 見つ ベ 

し、  . 
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二 六 一 


0  0 


憲問第 十四 


二 六 0 


るに、 程 子 答て おもへ らく、 己が 私 を かち のぞきて、 

以て 禮 にか へれば、 私欲と  >  まら やして、 天理の 本然 

なる 者 を 得るな， 5、 もした  >  制して 行 はざる のみ は、 

則 これい まだ、 病 を、 ぬきす つるの 意な くして、 胸- 

中に、 ひそま. 9 かくる/' こ. と を ゆるす、 豈 己に 克て仁 

を 求る のい ひならん や、 學者此 二つの 間 を 察せば、 則 

その 仁 を 求る 所の 功、 ます/ \ 視切 にして、 もる /'所 

なけん と、 按す るに、 學者 まことに、 四つの 者 行 はれ 

ク c 

ざる を 以て 至れる ことと すべ から や、 され ども 一 過 

に 病根 をぬ く、 力たら ざる 者 は、 これ を 制して 又 制し 

ひたすらつ とめて、 やまざる 時 は、 亦つ いに 根 をた つ 

こと を 得べ し、 これ 亦勉 め 行 ひて、 其 功 を 成す 者 なら 

ん歟、 


あ ハク トシ テ ォ モフハ 


ケー 


〇 子 曰、 士 而 懷. 居、 不. g^isj 爲 i 

矣、 

居と は、 凡そ 身の 安んじ 便す る 所の 者 を 云、 蓋し 士は 

道 を 求る につと め、 する こと あるに いさむ べし、 もし 

安 便に 意 あれば、 思ふ听 みなとげ す、 よりて かくの 如 一 


くなる をば、 士 とする にたら すと なり、 

ノ  M4 ハク ク -I ル寸ハ  アヤ ゥ クシ コト チ タス チ 

〇 子 曰、 邦 有. 道、 危. 言、 危. 行、 


危 しと は、 するどに 高き 義な. 5、 道 ある 時 は、 言行 共 

にな， 9、 分處 まで、 をし あげてつ くす ぞ、 され ど常理 

の 外に、 出る こと あるに あらや、 世俗よ 見れば、 高 

きにすぎ て、 危 きが 如く なれば なり、 

* 寸ハ . ゥ クシ チ n ト シ * ガフ 

邦 無 k 危. 行 言 孫、 

無道の 時 も、 君子 その 身 をと 守る こと は、 すこしも 

變 すべ からす、 た 3- その 云 こと は、 時として あ へて つ 

ヮヂハ t 

くさす して 、以て； S にと を ざ かる こと あ り、53^ ふと は 

た  > 謙恭 るぞ、 おもね. 5 へ つら ふに あらす、 

ノ 五 ハク ル  ハス リ コト 

〇 子 曰、 有 者 必 有 J 言、 

有德者 は、 道理 を內に 得て、 つむ 所 ある 故に、 その 英華 

外に あら はれて、 言と なる、 よ て 其 言た くみなら ね 

ども、 人に 益 ある こと 必然な り、 

シモ 


有 Jn 者 不，， 必 ？德， 


シ ュッシ 3 


これ 出處の 正道な. y  、又 原 思の Si 介、 國道 なき 時に 穀 

する が、 恥つ べき こと は、 これを知れ..^、國道ぁる時 

に、 た  >穀 する が、 恥づ べきに をいて は、 いまだ 必し 

も 知ら じ、 より て 夫子、 此ニ つ を あはせ つけて、 其 志 

を ひろめ、 それ をして、 自 つとむべき 所 を 知て、 する 

こと あるの 地位に す /- まし めんがた めな b、 〇 孟子 

の 云く、 人せ さる こと あ. 9 て、 而 して 後に、 以てする 

こと あるべ しと、 凡そす る こと ある 者 は、 必 せざる こ 

と ある 人に、 あら ざれば あた はす、 然るに 原 思 は、 せ 

ざる こと ある 所 を、 守る のみに て、 する こと ある 士^、 

たら ざ るに よりて 、夫子  > れをはげまし玉 ふ な-^？-，さ 

れど學 者 は、 まづ せざる こと ある 志 を、 よく かたむ ベ 

し、 然らす は、 進む こと あ とも、 返く にかたき こと、 

ある まじき な， 9、  .I 


テ シッ 


〇 克-伐 怨-欲 不. 行 焉、 可，， 以 爲 fc 

矣、 

これ 亦 原 思 その 能す 所 を 以てと へ ，.^、克とは、人に 

勝つ こと を 好む、 伐と は、 わが 有る 所に ほこる、 怨はク 


論 語 


憲問第 十四 


うらむ、 欲 は、 むさぼるな り、 克伐 は、 己が 有る 所より 

氣 みちて 生やる 病な. CS  、怨欲 は、 己が 無き 所より、 氣 

たら やして 生やる 病な り、 不 JJ;! と は、 四 つの 者 身の 

用に 行 はれざる なり、 可， 以爲" 仁と 云 ひて、 疑 ふ詞な 

き は、 これ を 仁な と、 ほ ，3«自 言した る 故な. 5、 

ノ 玉 ハク シ  チ シッ カタ シト 

子 曰、 可，， 以 爲麵 矣、 

四つの 者 あ. れ ども、 よくこれ を 制して、 行 ふこと を 得 

ざら しむ、 これ まことに、 難き こと はすべ きな り、 

仁 跳 吾レ不 k 也、 

仁 は 則 天理 渾 然と、 まろら かにして、 おの づ から、 四- 

つの 者の  ゎづら ひなし、 その  行 はれざる は、 以て  これ 

を 云に たらす、 吾 不. 知と は、 われい まだ これ を 信せ 

すと 云 意な- 9、 夫子 原 思が 自 わがこと を 問と、 知り 玉 

へど も、 するどに た /- すして、 仁 はいか， S 'あらん、 わ 

れ これ を 知らす との 玉 ふ は、 かれ をして 深く 思 ひて、 

再び 問 はし めんが ためなり、 〇 或人此 四つの 者の、 行 

はれざる は、 まことに 仁た る こと を 得す、 然れ ども、 

亦豈 己に 克 のこと、 仁 を 求る の 方に あらす やと、 問け 

二 五 九  1 


0  0 憲 Si 第 十四 

又 兄弟と は 同 i のみに かきら す、 古人ば 大槩 I 簾以 

上の 親類 を 皆 兄弟と 云、 

ノ  £ ハク  ル コトチ  タシテ 

〇 子 曰、 善 人 敎. 民 七-年、 亦 可， 以 

ック プハ モノ  二 

即-戎 矣、 一 . 

善人 は即 前篇の 善人 邦 をお さむる の 善人な り、 戎は、 

兵な， 9、 善人 民を敎 るに、 孝弟 忠信の 行， 農 をつ とめ、 

武 をなら はすの 法 を 以てする こと、 七 年に 及ぶ 時 は、 

亦 兵戰の 事に つけて、 用 ひらるべし となり、 盖し 民み 

な 君 長の 德を 信じ、 恩 を かう ぶる こと、 深き 故に、 事 

ある 時 は、 死 を か へりみ すして、 これに おもむく なり、 

〇 程 子お もへ らく、 七 年と は、 聖人 そのよく 此の 如く 

なる べき ほど を、 はかりみ ての 玉 ふ、 凡そ 朞月 三年、 

百年 一 世、 大國五 年、 小國七 年の 類、 みな 其 作爲、 いか 

やうに してなる べしと 云 こと を、 思 ふ べし、 然 らば 益 

あらんと、 

ノ  ハク テ  ^  へ  チ シム レ  フス ヴト チ 

〇 子 曰、 以，， 不. 敎 民， 戰、 是 謂. 棄. 之、 

かねて 敎 へいれ ざる 民 をし、 て、 兵戰の 事に 用れば、 必 


二 五八 

敗亡の 禍を とる、 これ 益な きこと に、 むなしく 民 を 死 

なしむ るに よ， 9 て、 これ をす つ ると 云な hs、 此章 は、 

上 章と、 必 しも 一 時の 語に あら ざれ ども、 記者 その 類 

を 以て、 相した がへ 上 をう けて、 其 意 をば、 うらが へ 

したるな， 9、 

憲問第 十四 

胡 氏お も へ らく、 此篇 疑ら く は 原 憲が自 しるす 

所なる べしと、 

フ ハヂチ 

憲 問. 恥、 

»  シ  ォモ 

憲は、 原 思の 名な， 9、 恥 を 知る こと、 士 行の 重ん やる 

所に して、 原 田 や 亦 己 を 行 ふに、 恥 ある 人なる を 以て、 

これ をと 八 K 

ノ  ク クニ  かす モ n クシ  キす乇  スルハ ジナ， 

子 曰、 邦 有. 道 穀、 邦 無. 道 穀、 恥 也、 

穀は 、蘇な り、 國に 道行 はれて、 出て する こと あるべ 

き 時に、 何のす る こ ともなく して、 只祿を はみ、 國に 

道行 はれす して、 かくれて 獨 よくすべき 時に も、 亦 そ 

のま、 居て、 只祿を はむ こと は、 これ 恥な h- と、 此は 


-5 て、 のびやか なり、 小人の 驕肆なる に、 似た る あ 

ノォモ ムキ 

れ ども、 其 趣 は、 はるかに ことな. 9、 

ハ チ ゴッテ  カナ ラ 

小人 驕而不 JT 

小人 は、 た  >  欲 をた くまし うして、 わが 富貴 才力に、 

人の まされる をね たみ、 を とれる を よろこぶ、 この 故 

に その 氣象 たかぶ， 9 ほしい ま、 なり、 君子の 安泰な 

るに、 似た る 所 あれ ども、 亦 其 趣、 はるかに ことなり、 

ノ 玉 ハク ガウ キ ボク トツ ハ  シ -1 

〇 子 曰、 剛-毅 木 訥 近. 仁、 

剛は、 こはくつ よし、 毅は、 かたぐ して、 よく 事に た へ 

しのぶ、 木 は、 すなほな り、 容 を 主として 云、 訥は、 に 

ぶき ぞ、 言 を 主として 云、 人の 資質、 かくの 如くなる 

は、 仁 を 求る に 其 道 近し となり、 仁者の 氣象、 これに 

近し と 云に あらや、 〇 人の 資質 や はら かに もろく、 か 

ざり を このみ、 をた くみに する は、 剛毅 木訥の うら 

なり、 もし かくの 如くなる 者は必 矯樣克 治して、 剛毅 

木訥に 變 して 後に、 はじめて 仁 は 求めら るべき なり、 

r  テ ク  ナ ルカ レ  キ イツ  ヲト 

〇 子路問 曰、 何如斯 可 JS,, 之 士， 

^ 語 子路第 十】 1  一  I 


矣、 

義 前章に 見えたり、 

子 曰、 切-切 き m  ^.te 如 也、 可  1 き 

士 ト矣、 

1  ジャ ウイ 

切々 と は 情意の まこと ありて、 ねん. ごろなる を 云、 

々と は、 つぐる ことの、 つまびら かにして、 す /- むる 

チウ カウ  ， 

を 云、 忠吿 善道の 意な り、 怡々 は、 よろこばしき ぞ、 い 

ろかたち にっきて 云、 又 言語 を かねて、 典に 情意より 

出る 者な り、 此 三つ を 以て、 人に まじ はるを、 士の道 

とす、 又 これ 子路の 足らざる 所なる を 以て、 とり わき 

これ を つげ 玉 ふな リ、 

朋-友 切-切 ® -俶、 兄-弟 怡 -怡、 

三つの こと、 もし ほどこす 所、 みだ るれば、 其つ いえ 

あるに よりて、 1^ これ を つげ 玉 ふ、 盖し 兄弟に ひたす 

ら切 すれば、！^ を そこな ふ禍 あり、 朋友に ひたすら 

怡々 たれば、 善柔 のま じ は， 9 にて、 益な きが 故な り、 

二 五 七 


0 
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るべ し、 〇 按す るに、 凡そ 士君子の 世に 處 する こと、 

ロハ わが まさにす ベ き 所 を 行 ひて、 鄕 人の 善なる 者に、 

はづ る ことな からん こと を 求る のみに して 足れり、 

サラ 

更に 又 それに 好ん せられ まく 欲する 心 ある も、 すで 

に 不可な り、 况ゃ 不善なる 者に も議 せられ まじく 欲 

せば、 前 を か へ， 9 み 後 を か へりみ て、 身 を 終る まで、 

ケプ 

道に 人る こと、 决 して ある まじき な， 9、 


S ハ 


ヤス ゥシテ ッ 力へ 


〇 子 曰、 君-子 易. 事 而難. 說也、 

君子の 心 は、 公に して 恕蒐 なる 故に、 事へ やすき 者な 

れ ども、 其悅を 得る こと はかた し、 

ハシム ルニ チレ ハ  セ  チ  n ビ 

0 之 不. 以. 道 不. 說 也、 

何事 も、 道理の 正き を 以てせ ざれば、 其悅を 得られ ざ 

るに よ り て、 これ を悅 ばし むる こと、 いと かたきな り、 


ン ナハ； 


ヅカ フニ 


ゥッ ハモ. 


及，， 其 使， 人 也 器. 之、 

器と は、 人の 才、 各 ことなる こと、 うつ はもの /-、 用 を 

なす 如くなる を 云、 君子の 人 を 使 ふに な-.^ て は、. 只 こ 

れを其 才器に したが ひて 用 ふ、 この 故に、 事る こと は 


.  二 五六 

やすきな hN、 

ハガ タウ シテ 力へ  スシ ハシメ 

小 人 難. 事 而 易. 說 也、 

小人の 心 は、 私に して 刻薄なる 故に、 事へ がた き 者な 

れ ども、 其悅 をと る こと はやす し、 

S  m.^ &  ^ 也、 

小人 は、 其 欲に だ もした が へ は、 道理 を 以てせ ざれ ど 

も、 悅 ぶに よりて、 これ を 除ば しむる こと、 いと やす 

きな， 9、 

IV-  ノ フ -I  ヲ  ムソナ ハラン n トチ 

及： 其 使， 人 也 求 Ji 焉、 

小人 人 を 使 ふに なりて は、 人 ごとに、 何事 を もせめ そ 

な へ て 使 ふ、 この 故に、 事る こと はかた きなり、 君子 

小人の 心、 その 人に まじ はる 所 物 ごとに 天理 人欲の 

相 そむける こと、 かくの 如し、 

ノ  S ハク  ハ ユタカ 二シテ  チゴラ 

〇 子 曰、 君-子 泰 而 不 fer  ^ 


ハデ 


君子の 心 は、 たい 理に したが ひて、 仰で も 天に 愧す、 

俯ても 人に 怍す、 この 故に、 その 氣象、 つねに しづ ま 


る こと、 鄕人 にしく はなし、 而 して 一 鄉人 多ければ、 

公論 ある ベ しと、 よりて 問 ふ、 今 一 鄕の 人、 みなよ み 

ん せば、 これ をよ き 人と せんやい かにと * 

ノ  E ハク ダナ ラ 

子 曰、 未. 可 也、 

ズ 

いまだよ き 人と はせられ やとな り、 蓋し 一 郷の 人に、 

善惡 あり、 善人 は 善 をよ みんじて、 惡を にくみん やれ 

ども、 惡 人は惡 にち なみて、 善に そむく、 而 して 善人 

小惡 をば にくます、 又 其 人 いやしくも 合 はす 所 あれ 

ば、 惡人も 亦 これ をい ます、 この 故に、 鄕 人の 善惡を 

わきて、 撿 察せ ざれば、 ー鄕 みな 好ん すと も、 いまだ 

よき 人と はさ だめら れぬ なり、 

鄕人 S 白 何坏 

子 貢 又 初と ふ 所の うら を 以てと へ， CN  、云 意 は、 もし 鄕 

人み な 好す るが、 いまだ 善人なら す は、 鄕 人み な惡す 

る も、 亦い まだ 惡 人なら す やと、 かやうな るに も、 亦 

善 類 あるかと 云、 下意 あり、 


子 曰、 未. 可 也、 


これ も 亦い まだ あしきと せられ やと ぞ、 蓋よ き 人に 

て も、 その 制 行、 流 俗に 同じから ざれば、 大 やう たれ 

もき らふに よりて、 これ も鄕 人の 善惡を わきて、 かん 

がへ ざれば、 一 鄕 みなに くむと も 、いまだ 惡 きと は、 

さだめが たきな， .y* 


3  5 ン ジ 


不. 如 鄕人之 善 者 好. 之、 其 不 善 

二 クミン スルニ ハ チ 

者 惡. 之、 
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鄕 人の 善なる 者、 みなこれ を 好ん じ， その 不善なる 者 

みなこれ を惡ん する か、 眞の よき 人と する に、 しかす 

とぞ、 然 れば鄕 人の 善なる 者、 不善なる 者、 こと 

くこれ を惡ん する を、 實に惡 人と するな り、 一 說に子 

貢 二つの 何 如 は、 人 和に して 衆に 混り あ ふ 者 あり、 淸 

ノヤ ゥ  ヒン 

にして 物 をた つ 者 あるに よりて、 此兩樑 の 人品 を あ 

げて とふ、 この 故に、 夫子み な 未 として、 つ ひに そ 

の 全くよ き 人 を あげて つげ 玉 ふと、 又 これ 夫子 子 貢 

がと ふ 所 をう けて、 善人 を 評論し 玉 へ る詞 なり、 鄕人 

の 善なる 者に、 好ん せられよ、 不善なる 者に、 惡んせ 

られ よと、 人に 敎へ玉 ふなり と 見 あやまる ことな か 

二 五 五  一 
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用るな り、 KB は、 くす し、 人の 病を療 じて.、 死生の か 、 

る 所の 者な b  、此 二つ は、 賤 役な..：：' と い へど も、 と. 0 

わきつ ね ある 人 をよ しとす、 この 故に、 人と してつ ね 

なき 者 は、 巫醫の わざ をば、 せられす とな. 9、 一 說に、 

つねな き 人 は、 巫醫 とせられす と、 I 義 反て 註に あ ひ 

たる 歟、 

3 ィ カナ 

善 4r 

夫子 南 人の 言 を、 ほめ 玉 ふ、 

ニセ  チ アリス、 ムル r  二 ハデチ  - 

不 .恆，， 其 德； 或. 承， 之 羞： 

此易桓 の 卦九三 爻の詞 な，.^、 其 身 を つねにせ すして、 

二つ 三つに し、 かれこれと、 うつ， 9 か はる 者に は、 た 

れ となく、 羞辱 をす/, め あた ふること ある ぞ、 これ を 

引て、 又つ ねな きがあし きこと をの 玉 へり、 

ノ 五 ハク サラク ゥ ラナ ハ  ノ t 

子 曰 不. 占 而 已矣、 

又 子 曰の 字 をい る、 は、 易の 文に、 わかんた めなら、 

その 句義 は、 いま だ詳 ならす、 揚氏 おもへ らく、 君子 

ノウ ラナ t  ノなゥ ジ 

易に をいて、 其 占 を もてお そば 、此 爻辭 によ て、 つ 


二 蒸   

ねな きが 羞を とる こと を 知らん、 今の つねな き 人 は、 

M キセ ノ 

易 占 を もて あそばざる のみと、 これにて 其意ュ U-E 

〇 子ノ 曰、 君-子 私 T 而不 j3f 

和と は- そむき もとる ことなき を 云、 同と は、 おもね 

h- ちかづくな- 5、 君子 義 にあら ざれば、 人と まじ はら 

す、 よ.. 9 て 相 まじ はる こと あれば. 、其 間和頓 せす と 云 

ことなし、 すでに 和 順にして まじ はれば、 即 阿比の 同 

にあら す、 

小人 ハ同ぜ不蚍、 

小人 は、 その 私情 同き こと あれば、 よろこびて ちかづ 

き、 或は 利と する 所 あれば、 すな はちお もね h- つく、 

これ 同な b  、すでに 同して まじ はれば、 即和 順す る こ 

となし、 一 旦情 にもと.. 9、 利 を 失 ふこと あれば、 たち 

まちに 相 そむくな ，*^、 

テ ク キヤウ  ナ m ミン セパ チイ カン 

〇 子 貢 問 曰、 鄕 人 皆 好. 之 何 如、 

子 貢 人 を 見る 法 を 知らん として、 おもへ らく 人 を 知 


子 貢のと ふ 所、 ひたすらく だれる 故に、 此言を 以て、 一 

さとして と  >  め 玉 ふ、  . 

ノ  MK クハ チ  チ  ク ミセ  二  ス  一 

〇 子 曰、 Kv 得，， 中.. 行， 而 與.. 之、 必也ー 

キヤウ ケンカ  丄 

S 乎、 

中 行 は、 中道な 、與 k 之と は、 道 をさづ くるに つきて 一 

云、 これ 云 意 は、 われ 過不及な き、 中道の 士を 得て、 道 j 

を さ づけん とすれ ども、 得が.；^ し、 今 これ を 得ざる 上 一 

に は、 必狂狽 の士を 取て、 敎へ なさん ぞ、 此 外に は、 と 一 

るべき 者な しとな り、  一 

狂え 0 1、  一 

此 よわ 狂獨を 取らん の 意 をと く、 狂者 は、 其 志き はめ 一 

て 高き 故に、 その 善と 見た る 所 を、 た  >  ちに す み 取 一 

て、 身に おはぬ かと、 は  >  かるむな きぞ、  一 


者 有. 所. 不. 爲 也、 


者 は、 その 守る 力 あま h- ある 故に、 すま じと 思 ふこ 

とをば，、たちきh^てせざる所ぁ..^、蓋し世の謹厚と稱 


ォ モン パカ 


する ばかりの 人 は、 つ 、しみ ふかく 盧 b つぶさにし 

て、 中道に 似た る 所 あれ ども、 德量 ひきく せば くして 

リ 3 ク 

又 その 才力、 ふりぬ きんで 、、する こと あるに たらす 

狂者 は 其 志 高 きにすぎ たる 故に、 その 行迹、 いふ 所に 

：  ミサ ホ 

及 はざる こと あ hN、  者. は その 操 かたきに すぎた る 

故に、 變 通の 智、 その 守る 所に 及ばざる こと あ .5、 然 

れ ども、 その 志氣 節操に よりて、 すぎた る 所 を 抑へ、 

及ばざる 所 を はげま すれば、 これ を 以て、 道に す、 む 

ベ きおの みあり、 この 故に、 謹 厚の 士 AJ とらやして、 

これ をと らんと な 、只 その 狂狷の f ノ賀 ばかり を、 と 

れ るに は あらす、 そも^- -此 嘆 は、 それ 顏 子の すでに 

イト ケナ 

死し、 曾 子の なほ 幼 か. y し 時の ことなる 歟、 

ノ玉 ハク  リイへ； in トク 

〇 子 曰、 南 人 有 Jn 曰、 

南 人 は 南國の 人な， 9、 

トシ テ  キ ハツ子  ラ  テナ スフ イテ 

人 而 無. 恆、 不. 可，， ，以 作，.， 巫 醫； 

恒と は、 其 心つ ね あ hs、 久 きを へ て、 か はらざる 人 を 

云、俗に1{^たまかなる者、これに近し、巫は、かんなぎ、 

鬼神に 交る こと をし るに よ-りて、 禱 祝き に、 これ を 

二 玉 111  ： 
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おかく たやすき 所 を 知らん ために、 せ) 次の 等 AJ と へ 

るな h-* 

S ハク ゾゥシ 3 クシ 3 ゥシ テ  ス ティ テ 

曰、 宗 族 稱， 孝 焉、 鄕 黨 稱. 弟 焉、 

宗族に孝をぃひ、鄕黨に弟を_云^^、なを入ては孝、出 

て は 弟の 義の 如し、 これば か， 其 見つ べき 所 なれば、 

本立て 才たら ざる 士 なる を 以て、 其 次と す、 

クテ  フノチ 玉 ハク- n ト  トシ ァ ラン 「チ  トス サン 「チ 

曰、 敢 問： 其 次； 曰、 言 必. 信、 行 必. 果、 

その 平. 生の 志た 上 K こと を必 ふんで、 信 をた が へ じ、 

する こと を必 とげて、 果しを へ んと思 ふぞ、 言と 果 と 

に は、 病な けれども、 これ を必 とする 心の みに て、 初 

より、 平 心に して、 義の 是非 を、 つまびら かに せざる 

カウ  トシ テ  ナゃ カナ 

$0 小人 哉、 

徑は、 小石の かたき 者な り、 經々 然と^、 必信 必果の 

意 を かたどる、 これ 其 見識 度量ち さくせば くして、 小 

きなる 人た る AJ 以て、 小人なる かなと、 いやしむ、 眞 

の 小人な りと 云に あらす、  . 


揮-4 可 一， 以 爲. 次矣、 

これ 自 守る 所 ありと い へど も、 その 本末み な 見る に 

たらす、 士 とはい ひがたき 者 なれ ども、 し， Q て 其 次 を 

い., A  5-、 抑 亦 これなる べしと ぞ、 これよ くだれる は 

則 市井の人 にして、 士と はせられ ぬな り、 

氐ぶっ之.き1^1^-何如ノ 

子 貢 夫子 段々 の 答 をき、 て、 今の 政に 從 三 家 者な 

ど は、 士の 類に て は ある まじく 思 ひける 故に、 又 これ 

をと へり、 

ノ  ハク ァ • 

子 曰 噫、 . 

心 不平に して、 無 興なる 聲な hs  、これと ふに も 及ば ざ 

る こと を、 とふ 故な り、 

ト サ ウノ  ゾ ラン カゾゥ JIM 

斗霄之 人、 何 足 也、 

斗 管 之 人と は、 斗 は 今の 一 升餘 いるますな hN  、筲 もち 

ぃさき竹じたみの額な.^^、云意は、其等ぃとぃゃしく 

ち-いさき 人に て、 人數に かぞ ふるに、 たらぬ とな， 5、 


クミ シテ I 一  ァ dr  . 

與. 人 忠、 

與, -< と は、 人と まじ はるを 云、 忠は 心 をつ くすな り、 

忠と ばか. 9 云 時 は、 信 を も、 恕をも か り、 

フ E ュクト ィ テキ 二  ラ  ッ 

雖. 之， 夷- 狄， 不. 可. 棄 也、 

たと ひ 夷狄の 觼義 なき 所に 至れる とも、 わが 身に お 

いて は、 此 三つの 事 を、 固く 守.^ て、 失 は ざれと なり、 

蓋しよ く 恭敬に して、 忠なる 時 は、 內欲 きざ や、 外 

物 ひかす して、 天理つ ねに 流行す、 ゆく として、 然ら 

すと 云 ふこと なき 時 は、 その 流行 間斷 なし、 仁の 道た 

る、 いづれ か此 外に 出 じ、 又此章 を、 仲 弓 仁 を 問の 章 

と、 合せ 見る ベ きなり 〇 稃子 おも へ らく、 此 はこれ、 

初學 より、 成德に 至る まで、 上に 通じ、 下に 通 やる の 

語な り、 ill 人 はじめよ.^ -、  二 語な し、 これ を內 にみ つ 

る 時 は 則 面に 胖ひ、 背に I る、 もこれ なり、 これ を 外 

に 達する 時 は、 則 篤 恭して 天下 平なる もこれ なり、 

ナ ク ィ カナ ルカ  n レ  キ フチト 

〇 子 貢 問 曰、 何如斯 可， 謂，， 之 士， 

矣、  
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士は 君子 學 者の 通稱 なり、 

ノ 卫 ハク フニ レチ リハデ 

子 曰 行. 己 有. 恥、 

みづ から 己が 身 を 行 ひ 用 る こと 、すま じ き 所 を 、 心 に 

恥る こと あ， 9 て、 たえて せざる な hv、 

ッカ ヒシテ  -I ルチ ハツ カシメ クン メ. 1? 

使，， 於 四方； 不. 辱，， 君-命： 

使者の 詞 をき、 を ごれば くじかる 、くだれば あなどら 

る、 凡そ 應對の あやまり、 みな わが 受 たる 君命 を、 辱 

る ことな 、これな きを 以て、 よき 使者と す、 

P レき a レ Tl 

上 に 云 1^、 其 志 にせざる 所 あ て 、其才 す る こと ある 

に 足， o、 本末 かね そな は. o- たる、 士 なる を 以て、 これ 

シナ 

を 告げ 玉 ふ、 才の品 多き 中に、 子 買よ く 物い ふ 故に、 

使の こと を 以て 告ぐ、 使た るの 難き こと、 ロハよ く 物 云 

のみ を、 貴ば やと ぞ * 

クへテ  フ  ノ キチ 

曰、 敢 問，， 其 次； 

子 貢 上の 士行を たやすから ざる こと 、して、 や、 手 

二 玉 1 


:パ， ： 子？ 51 第 十一 二 

手 もと へ きたる を、 かくして 出さ i, る 翁な り、 證， 之 

と は、 羊の 生に 告げて これ を證 明す るぞ、 葉 公此事 

を 以て、 孔子に ほこる 意 あ. cv、 

孔 子ノ 曰、 吾 富 一 之 直 者、 i  〔於 あ； 

わか 鄕黨 にて、 直き 者と 云 は、 此 直きに ことな とぞ 

ハ ♦  メ-ー  ノカ クシ ハ  二  ノ スナヲ ィコ. r リ ノ 力 二 

父 爲. 子 隱、 子 爲. 父 隱、 直 在， 其 中， 

矣、 

これ その 直の ことなる 處な hN  、父子の 間、 その 罪惡を 

互に 相 かくす は、 天理 人情の、 至極す る 所なる 故に、 

直 AJ 求めす して、 直 その 中に あるな， 5、 夫子の 此答、 

これ 事 を ま- フ けて、 葉 公に あおれる に 似たり、 〇 それ 

直と は 理に頭 ふ を-云、 人情 を はかる も、 理 にかな はん 

がためなり、al經と權との別ぁh^、 經は な. 9、 權は 

變 なり、 是を是 と い ひ、 非 を 非と い ひ、 有 を 有と. い ひ、 

無 を 無と 云 は、 常 Q 直な-.^、 もし 《29 理の 人情に もとる 

時、 變 通して これに かな ふること あ. 、これ 權の 直な 

.9、 父子 相 かくすの 癀 これな り、 され ども 人情の 發す 


. 二 五つ) 

n クシ  タガ 

るに、 公私 わかれて、 理に合 ふ あ b  、理に 達 ふ あ. 5、 情 

にもと， 9 て 行 ふに も、 亦 この 兩竭ぁ 、父子 相 かくす 

クヮケ ク ワウ 

は、理に合へる情な.^、霍 光が 夫婦 相 かくす は、 理に 

シャク 

違 へ る 情な- 5、 石 碚が子 を 殺せし は、 情に もと. 5 て、 

ヌス  モト 

理に 合へ り、 父攘 みて 子證 はす は、 情に も 5^. り、 亦理 

にも 違 へ ，9、〇^ 氏の 蔬に、 その かみの 刑律、 大功 以 

上の 親族、 罪 を 相 かくす こと を ゆるし、 父祖の 惡を吿 

ぐる 者 十惡に 入る を 引て、 此 章の 意 を 得た とす、 朱 

子此說 をよ しとせ り、 

フ チノ 玉 ハク キ 3 シ 3 ゥャ/ 、シク 

〇 樊 遲 問 t 、子 曰、 居- 處 恭、 

カタ チ 

居處は、みなをることな-*^、身の！^る容 にっきて 云 

キヤウ  ， , 

恭は， つ しみの 外に あら はる な hN  ，これ 居處 とば 

f いへ ども、 行住坐臥 を、 皆かぬ べし、 又 衣服 飮食 

言語 も、 みな 容 につける ことなり、 . 

トク テ チッ * シミ 

執. 事 敬、  ~ 

執 とに、 事 をと-..' 行 ふぞ、 敬 はつ 、しみて、 內にま 

たるな. 9、 執る 所の 事， 大小と なく、 これ をお もんじ 

て、 あやまた すお こたらざる を 云 ふ、 


ナヅテ キ 3J 


〇 子 夏 爲ニ莒 父 宰， 問. 政、 

莒父 は、 魯の邑 の 名、 

ノ  S ハク レ ス ス 5» ヤ カナ ラ> -ク 

子 曰、 無. 欲. 速、 

キク 

凡その 事、 急に 成した てんとす る ことな かれと ぞ、 

レ ル n ト  ヲ 

翻. 見 二 小- ハ 

ゎづ かの 便利 を、 目に かくる ことな かれと ぞ、 

スル オハ ナ ラマ ク チ  ャ 

速 貝 K. レ邊 

此 より 上 一 一 つ の 無れ の 意 をと く、 事 すみやか になら 

まく 欲すれば、 いそが はしくて、 次第な し、 この 故に、 - 

其 事 反て 達せす、 不， 達と は、 俗に 云 はかどらぬな， 9、 

見，， 小-利； 則 大-事 不， 成、 

小利 を 見る 者 は、 必大 いなる 所に、 をろ そかなる 故に 

たと ひす こしき 成し 得る 所 あ， o- とも、 多く は 反て 大 

事なら すして、 これ を 失 ふなり、 〇 それ 塞 門の 學、 も 

とよ- 9 義を 正う して、 利 を はからす、 道 を 明に して 功； 


を はからす、 や 萬 全の 利 ある こと を も、 効 を 速に 求 

むる によ， 9 て、 これ をす つる 事 あ， 9、 數 世に 害 をの こ 

す 事 を も 小利 を 見る がた めに、 これ を か へ， 0 みざる 

ある を や、 又此 二つの 者 、多く はかれ 是 相より て、 

1 つ あれば、 二つながら 4^ ハに あり、 〇 程 子の 云く、 子 

張 政 をと ふ、 子の 曰く、 これ を をいて 倦む 事な く、 こ 

れを行 ふに 忠を 以てせよ、 子 夏 政 をと ふ、 子の 曰く、 速 

なら まく 欲する ことな かれ、 小利 を 見る ことな かれ 

と、 子 張 は 常に 高 きにすぎ て、 いまだ 仁なら す、 子 夏 

の 病 は、 常に 近 小に あ，. y、 この 故に、 をのく 己に 切 

なる 事 を 以て、 これに 吿る なり、 


ッグナ 


ヮガ タウ- 1 


クスル 1 


〇 葉 公 語， 孔 子， 曰、 吾 黨 有，， 直. 船 

者； 

吾黨と は、 わが 葉邑 の鄕黨 なり 直， 躬とは 其 身 を 行 ふ 

ジャ キヨ ク 

に、 服 曲なる 事な きぞ、 


J ッジヲ ； N テ 


ァラ ハス 


其 父 攘. 羊、 而 子 證. 之、 


^ 語 
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-れ躬 を 直く する のこと な， 9、 攘 むと は、 人の 物 わが 


二 四 九 


0  0 


子 efsiH?. 十三 


二 四 八 


あらば、 せめて それ を 戒めん と 思 ひて、 又 これ をと へ 

るな-り、 


Mr つ 


孔 子 對 曰、 言 不. 可，， 以 若. 是 其 幾 

也、 

句義 上に 同じ、 

ノ  -ー  ク 7 レ  シタ ズシム タ〉 ris  タ^•  ノ 

人 之 言 曰、 予 無 .樂. 乎 爲， 君、 唯 其 

ィフ n ト、 シテ キゾ レー 一 タガフ r ト 

言而 莫，， 予違， 也、 

これ 人君の 詞 なり、 云 意 は、 われ 君た る i を ことに 樂 

むこと なし、 只 わが 云 ほどの こと をば、 人 あ へ て われ 

にたが ふこと なし、 樂し きこと はこれ の みぞと、 

モシ  レ  -; y  クバ -I フ n ト  ンャ  ョ カラ 

如 其善而 莫，， 之 違， 也、 不，， 亦 善， 乎、 

もし 君 善 言 ありて、 これにた がふ ことなくば、 亦よ き 

ことな ら ざらん やと、 上文の 君 言 は、 もとよ からぬ 

話 なれ ども、 A 击 人の 語氣ゅ る やかなる によりて、 こと 

さらに、 此 一段の 意 を 入れ 玉 ふ、  ， 


如 不-善 而莫， 之 違， 也、 不 乎 

ニシテ  ス n トテ チ 

言 而 喪， 邦 乎、 


句義 上に 同じ、 范 氏の 云く、 もし 不善に して、 これに 

チ チウ ゲン ミ 、 

違 ことなき 時 は" 則 忠言 耳に 至ら や、 君 日々 に を ご hs 

臣日々 にへ つら ふ、 いまだ 國を ほろぼさ 5- る 者 あら 

テク ノレ テス  シ 

じ、 〇 朱 子お もへ らく、 言不， 可 =以 若 其 幾, 也、 又 如 

其 善 而莫， I 之 違, と 云よ り 以下の a 折 聖人の 平 心 やす 

ら かにして け はしから す、 つぶさにして あらけ す、 1 

ガウ 

毫 のかた おちな き 事 を 見つ べし、 


つ  ラ  ノ  m  ノク 力. n-1 「ノ ョ011 ピトヲ .*r  ノ 

葉 公 問. 政、 子 曰、 近 者 說、 遠 者 


來： 


近き 者、 その 德澤を かう ぶる 時 は悅ぶ • 遠き 者、 その 

フ ウセ ィ 

風聲 をき く 時は來 る、 然れ ども、 必 近き 者悅 びて、 而 

して 後に 遠き 者來る ベ し、 これ 政 をす る こと、 民心 を 

得る にある こと を 示す、 さ れども これ は、 只 政 をす る 

の 効に して、 その 効 を 得る ゆ ゑんの 者、 則 >  W れ政な り、 


其と は、 政 を さす、 事と は 、が 事な.^ -、 これ 季 氏が 家事 

ならん、 國政 にて は ある まじと な，.^、 

モシ ラバ ト フトモ ト レテ モチヒ  レ  レア ヅカ ランク- 1 ヲ 

如 有 k  、雖. 不，， 吾 以： 吾 其 與. 聞. 之、 

一 この 時に、 季氏 魯國を ほしい ま にして、 その 國政を 

一  レツ n ウテ ゥ ギ  タク ハカ 

も、 同列と 公朝に 議せ やして、 ひとり 家臣と 私宅に 謀 

一 る こと あり、 夫子 それ をば 知らざる 者の 如くして、 の 

玉 ふこと かくの 如し、 古 は卿大 夫す でに 致仕す とい 

へど も、 國に 大政 あれば、 必 其に はかる こと あれば な 

,9、 此言、 一 つに は 名分 を 正う し、 二つに は 季氏ゃ 抑 

へ 、三つに は 冉有を さとす、 其の 意 ふかし、 

ト ハク  ゲン-一 シナ  キ n ト テオ n ス  チ リャ 

〇 定 公 問、 一 - 一言 而 可，， 以 興き 有 

き、 

一 一 言 は、 一 句の 話な り、 與 Z 邦と は、 國を さかんに する 

一 ことなり、 

へテ玉 ハク n ト  ラ  チ  ク カク ノ レア チ， ス 

孔子 對 曰、 言 不. 可，， 以 若 其 幾， 

一 也、 I  ■ . 
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幾 は 期な hs、 一  言い ひ 出す ばか， 9 にて、 かくの 如く、 

ノ シルシ ゴ 

たちまちに、 其 効を勒 せらる こと は、 なき 者ぞ と， 

ノ  n トニ  ク タル n ト  シ タルコ. r  ヤス カラ 

人 之 言 曰、 爲. 君 難、 爲 .臣 不. 易、 

その かみ 人の 云 ことに これ あ h -、 

そシ  ラハル コトノ  キ コトテ  ン ャテセ  コト 

如 知，， 爲. 君 之 難， 也、 不. 幾. 乎 一 -言 

ス コトテ ヲ 

而 興， 邦 乎、 . 

もし 此の 言 を、 口に 云の みに あらや、 これによ hs て、 

セン キ 3 ゥ 

實に 君た る ことの、 難き こと を 知らば， 必戰々 號々 と 

フチ  ウス 

して、 深き 淵に のぞ むが 如く、 薄き 永 を ふ む が 如く し 

て、 一事 も あへ て あなどる ことな けん、 然 らば 此の 1 

言 を 以て、 國を おこす こと を も、 期せ ら る ベ しとな 

り、 定 公に こた へ 玉 ふに よ， 5 て、 臣に は 及ばざる な 

り， 

ク  1!  メ  ホロ ボス tl チリ ヤコ； > 

曰、 一 -言 而 喪. 邦 有. 諸、 

定公 夫子の 言 をき、 て、 其 事の たやす からざる を、 は 

> かれる 故に、 もし 一 言に して、 國を ほろぼすべき 事 

.  二 四 七 


^  0 子^ 第 十三 


二  ram 


にさる ことな と、 ほめ 玉 ふ ぞ、 程 子お も へ らく、 漢 

カウ ケ ケィ  レ 4 

の高惠 より、 文景に 至りて、 黎 民の 風俗 あつく、 刑 を 

すて、、 用 ひざる こと を 致せ， 5、 こ ひねが はく は、 そ 

れ これにち か、 らん、 
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〇 子 曰、 如 有， 主-者； 必-世 而 後 仁、 

如有は、ねがひてのぞむ詞な-.^、王者は、 れ^11人天命を 

うけて、 天子と なる を 云、 三十 年 を 1 世と す、 仁と は、 

カウ クヮ 

敎化 あまねく そみ 入，. M し.、 人み な 仁に 化する を 云、 王 

者も必年をっみて後に、此しるしを得るな，.^、程子の 

云，、、 周 文武よ. 9 成 王に 至りて、 而 して 後に 鱧樂 おこ 

る、 即 その 効な b、c 程 子 又 云く、 三年に して 成す こ 

と あらん 10 は、 法度 紀鎮 * 成る こと 有. 0 て、 化 行 はる 

ゝ こと をい へ 、民 を ひたす に 仁 を 以てし、 民 をと ぐ 

に義を 以てし、 これ をして 肌膚に と を b  、骨髓 にい， 9 

て、 赣樂 おこらし むる は、 いは ゆる 仁な リ、 これつ む 

こ， V 久き にあら すば、 何 を 以て かよく 致さん、 

ノ  H>l ハク モシ ウセ ハノ  チ  テ フ -I 一一 

〇 子 曰、 苟 正，， 其 身， 矣、 於. 挺. 政 乎 

ンカ ン 

何 有、 


此の 章 註な し、 もし 晃 氏の 說 によれば、 從 K 政と は、 大 

夫と なること なり、 もしよ く 其 身 を 正く する 時 は、 則 

以て 人 をた  > さるべき によ， 5 て、 政 をす るに をいて、 

かたき ことなき ぞ、 

ハ  ハス ル 11 ノ ヲ ィ ウス i-r テ チカ ン 

不. 能. 正，， 其 身； 如. 正. 人 何、 

上文の 意 を か へして、 其理を 決した るな り、 

〇 冉子 P 朝、 

- 一れ 夫子 仕 を か へして 家に あり、 冉有季 氏が 宰 とな 

りたる 時の ことな b  、朝- Uj は、 季 氏が 私 の 朝廷な 

^^、冉^その私朝ょり，退出して來れ，.^^、 

ノ 玉 ハク ンゾチ *- レツ ル 

子 日、 何 晏 也、 

常よ ひも を そく か へりた る：^ をと ふ、 

ヘア  ク アリシ ト 

對 曰 、，政、 


^  4. ふ-. 


政と は、 國の 政な. 9、 國 政を議 せし によりて， を そか 

hN  0 る と な 


ノ  一二  r ク  レコ. /ニラン 

子 曰、 其 事 也、 


ノウ サゥ ゲフ  リヨ ク ヱキ ゾ ゼィ 

て 農 桑の 業 を さ づけて、 その 衣食 をた し、 力役 租税 

をう すくして、 以て これ を ゆたかに す、 

a.^  ii 矣、 叉 何" 鼠 焉、5^ 

民生 とげて、 敎 なければ、 禽獸 にち かし、 よりて 又必 

學を たて、 師を たて、、 これ を敎へ 、倫理 を 正う し、 鱧 

義を 明に す、 の 三つの 者 は、 これ 王者 天命 をう け 

カウ  テ 

て、 世 を 治る の 大綱、 又 その 序 あ hv て、 大いに 成す 所 

なり、 


玉 ハク モシ 


ケッ ニシテ ス.. チニ 


〇 子 曰、 苟 有. 用. 我 者、 朞-月 而 已 

カナ ラ シ 

也、 

用 ふとば、 國を ゆだねて、 政 をさづ くる を 云、 暮 月と 

は、碁は歳ひとめぐ.9な，^^、 一歳 十二月の 間 を 云、 可 

と は、 ゎづ かなる 詞、 これ 紀綱 法度の、 しき を かるべ 

きこと を い へ hs、 

三-年 有. 成、 

成る と は、 治 功の 成. 0 て、 其 効 見 ゆる ぞ、 〇 尹 氏の 云 


く、 孔子 その かみこれ を 川る ことなき こと を 嘆け り、 

この 故にし か 云と、 され ども 史 記に， よる 時 は、 此言衞 

の靈 一公の 夫子 を 用 ひられ ざるが ために 發せ 、然れ 

ば、 その 治 功と する 所、 大 Sf: 富し め敎 るの 二つに すぎ 

ざらん 歟、 


〇 子 曰、 善-人 

テ ッ クシ ザン： K スッ サッヲ 

以 勝. 殘 去 矣、 


ケニチ ハク-  シ 

, 邦 百-年、 亦 可，， 


善人と は、 誠に 仁に 志した、 惡な き 人 を 云、 爲， 邦と 

は、 天下 を 治る にっきて い 7,  KM 年と は、 善人 世々 

相つ ぎて、 又 年の 久 きをつ むな り、 勝， 殘と は、 殘は 

, ペゥ  クヮ 

そこな ふなり、 物 を殘 暴す る. <  をば， こ と.<\- く 化し 

て、 みな 惡を なさ  > らしむ るな b 、去， 殺と は、 民 善に 

化して、死刑を用ひざるな，.^、善人は讓者に及ばざれ 

ども、 世 をつ ぎ、 年 をつ む 時 は、 亦 かほ どの 功 は、 成さ 

ろべき ぞ、 


にナル カナ 


誠哉是 言 也、 

上文 は 古語な り、 夫子 その 理勢を はか- 9 みて、 まこと 
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有と は、 泛く家 at- にっきて 云、 財帛 器具の 類な り、 曰 

ノ  ケィ 3 ゥ  力 

くと は、 其 心に かく 思へ，^ と、 形容す る詞、 苟と は、 こ 

れ にても、 お ほかた と云義 なり、 始め て 家事 ある 時 

は、 いまだ ことん ヽく あつまら ざれ ども、 亦 ほ  > あつ 

まれ と 云ぞ、 

ス n シ キルす 二 ク  力 ソナハ レリ 

少 有 曰、 苟 完 矣、 

つぎに、 始 より 少し 多く ある 時に、 いまだ 何にも、 こ 

とかけ ざる ほど は、 そな へ ざれ ども、 亦 ほ  >  そな はれ 

りと 云ぞ、 

サ カン- 1 ルすニ ク カウ！ J ハシ 

富 有 曰、 苟 美 矣、 

ノ  セィ カウ 

其 後 さかんに そな はれる 時に、 いまだ 精 好なる こ i 

なけれ ども、 亦 ほ  > うる はしと い へ る、 これ 漸々 に 物 

を そな へ て、 序 を こえす、 全き こと をつ とめ、 美 をつ 

くす を 以て、 其 心 をゎづ ら はさす、 す ベ て 其 欲すくな 

くして、 足れる こと を 知れ ばな り、 〇 楊 氏お も へら 

く、 つとめて 全備 を 求 むれば、 物に ゎづら はされ て、 

ケゥ リン  力  ク ワイ 

凝 客の 心 生す、 公子 荆 みな 苟と 云の みなれば、 則 外物 

を以て、心にかけす、ぉ欲た..-ゃすきが故 な..^と、 蓋 
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しその かみの 世 家、 多く は 勢 をた のみ、 を ご b をき： 

はめて、 かれ ひと， 然ら す、 この 故に 夫子 これ をと 一 

玉 ふ、  一 

ユタ  -ー  ボク タリ  一 

〇 子 適. 衞冉有 僕、  一 

ギ 3  J 

僕 は、 車 を 御す るな り、 

ノ 玉 ハク ォホム カナ 

子 曰、 庶 矣 哉、  一 

人民の さかんなる こと をの 玉 ふ、 その 庶き にっきて * 一 

ク夕ク 

德澤の 遠く ほどこさる ベ きこと を、 嘆き 玉 ふ 意 あ， 5? 

冉 tntMlf 趾矣、 足 恢.^ 焉、 . 一 

セ. 4 '卞  j 

冉有 夫子の 心 を、 はか，^ 知れる によ て、 政治の ほど 一 

こし をと ふ、 すでに 多き が 上に は、 又 何事 を か 加へ ほ 一 

どこさん と、 これよ り 下 も、 衞 のこと につ. て 出 たれ 一 

ども、 問答の 詞は、 ひろく かねたり、  一 

玉 ハク ト了ン メンチ  i 

曰、 富レ 之、  一 

之の 字 は、 庶 きをう けて 云、 下 同じ、 すでに 多くして、 I 

セィ  一 

これ をと ましめ ざれば， 民生き はま. 5 てと げす， より I 


ノ ヲ タヤ 力 アツ  ャ ハラ タイ ラカ 

以て、 よく 政に 達す、 又其詞 溫 に 厚く、 和ぎ ；牛 に 

し て 、人 によせ ごとし て 、 さ とし 入る、 によし、 こ 、 

を 以て、 よく 物い ふ、 と. 9 わけ 使者の 詞に をいて、 そ 

アナ ドリ 

のか る 所お もし， くだりす ぐれば、 をと る、 あ 

が， すぐれば、 はづか しめらる、 ロハ 詞婉に し て、 理正 

く、 よく 事體 にかな へ る を 以てよ しとす、 これ 詩に 得 

る 所 ある 翁に あら ざれば、 あた はざる な， o、〇 程 子の 

云く、！？ をき はむ る は、 まさに 以て 用 を 致さん とすれ 

フク 

ばな，.^ と、 然れは 詩學の みに、 か ぎ ら ざるな り、 ^氏 

の 云く、 書 をよ めば、 必其理 を 明に す、 理を 明に すれ 

ば、 必用に 達す、 書 をよ みて、 其理を 明に せざる は、 記 

誦 の末學 な， 9、 理を 明に して-用に 達せざる は.、 章句 

の 腐儒な り、 

ノ 玉 ハク ノ  キ寸ハ レ トモ レ イセ モ ハル 

〇 子 曰、 其 身 正、 不. 令 而 行、 

ミ  ノ  モ  ガウ レイ 

上た る 人、 其 身 を 正う して、 下 を ひき ゆれ は、 號 令 を 

まだす して、 事 行 はる、 これ 下の句の 意 を、 おこさん 

ために、 ま づ此詞 を まう けり、 

^身 i4b ^フ、 §1#不.# ハ、 
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これ 即令す る 所、 その 好む 所に そむ い て 、民 從はざ る 

な.. >、o 范 S がー； ムく、 上 理を行 ふこと 僻 て、 而 して 下 

を 制して、 正しから しむる は、 なを 邪^ を 立て ，， 直 

影を資 るが 如し、 年 を 終る とも 得 ざらん、 

0 子ノ 曰、 争^ 之 政 兄-弟 也、 

魯は周 公の 後、 衞は 康叔の 後に して、 もと 兄弟の 國な 

b  、而 して その かみ 兩國、 其に 衰亂し て、 其 政』 か 相似 

たり、 よりて 4^ 子 これ を 嘆きて、 か く の 如くの 玉 へ 

.9、〇 蘇 氏の 云く、 衞の 政、 父 父たら や、 子 子たら す、 

@ の 政、 君 君たら す、 臣臣 たらす、 つ いに 哀公 t 抑に の 

がれて、 越に 死す、 出公宋 にわし. 9 て、 亦 越に 死す、 そ 

の 相 遠から ざる ことかく の 如し、 

〇 子 謂， 氣 公子 荊"； 参 居. 室、 

謂と は 評せし な. 9、 公子 荆は、 衞の大 夫、 諸侯の 庶子 

を 公子と 云、 これ 蓋し 公子 はじめて 大夫 となりて、 家 

を 立る 者なる べし、 善 居』. と は、 そ の 家 を 治る こと 

のよ きを、 ほめ 玉 ふな， 5、 

メ ル寸ニ ク ィサ、 力 アツ マ レリ 

始有 曰、 苟 合矣、 
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の 情 を あら はさす と 云 こ-, なし、 

レ クナ ルすハ カク ノ |チ   キヤウ フシ テ ノ コチ 

夫 如. 是 則 四-方 之 民 襁賓 其 子， 

ィ々 や 

而 至矣、 

横と は、 絲を あ み て 作 り、 小兒を 背に おひつ くる 物な 

カン チウ 

り， 云 意 は * 上下の 威應 かくの 如くなる 故に、 今 も 

し 上た る 人 、護 信 を 好む 時 は、 遠近 の 民、 大小 共に 

ライ キ  ト 

來歸 して、 敬服し、 情 を 用 ひす と 云 ことなし、 纏義信 

は、 こ^ 大人の 事な. 5、 

イヅ クン ゾ ヒン 力- プ  • 

焉 用. 稼、 

大人の 規模 ひろく 大 いなる こと、 上に 云 如く なれば、 

なん ぞ小 K の わざ を 事と せんとな. 9、 〇 楊 氏お もへ 

らく、 樊遲聖 門に あそびながら、 稼 k を 以て 問 ひと 

す、 215 す はなち 陋し、 この 故に、 夫子 答へ やして、 其 

爯 問 を まつ、 然るに. かれ 又と はすして 出づ、 それ 或は 

ついに さとらす して、 實に 老き老 闥を求 めて、 學 ぶこ 

と あらば、 其 失いよ/^、 遠 からん こと を を そる、 -,, 

り て此 n を發 して、 かれ にった へき かしめ 玉 ふ、 
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〇 子 曰、 誦，， 詩 三-百； . 

誦すと は、 よくお ぼ へ て 、そらによ むこと なり、 

サヅ クル-一 チ テス レ トモ ト iK  タプセ 

授. 之 政 不 .達、 

政む さ づけて せ さすれ ども 不通に して、 え せざる な 

. り， 

ッ 力へ シテ  -ーズ  ハ Ai トリ n* フル r 

使，， 於 四-方； 不. 能，， 專 對， 

使者に は疋使 あり、 副使 あり、 正使の 詞、 そな はら ざ 

る 所 あれば、 副使 これ をた すく、 然れば いづ 方に ゆき 

•  力  ヲゥ タイ 

て も 副使の たすけ を 借ら やして、 ひとり 應對 する を 

以て、 よき fli 者と す、 これ 然る こと あお はすと なり、 

フ トモ シト タ ナン ゾ  テ セン 

P 多 亦奚 以爲、 

上 二つの こ と をよ く せす は、 三百の 詩 を 誦する こ 

と、 多し とはい へ ども、 何の 用る こと を かせん と、 其 

詩 學の用 をな さ  > る こと をい へ，. y 、それ 詩 は、 ふいく 

ジ マウ 

人情に 本づ き、 ひろく 物理 を ；." ぬ 、より て古來 の^ 俗 

セ イス ィ  チ  トク シゾ 

の 盛衰 をかん が へ、 すべて 政治の 得失- ビ知 る、 こ を 


しなと やうの、 無 分明なる 詞 なしと なり、 胡 氏お も へ " 

らく、 政 をす るの 得失、 夫子 子路に 吿げ玉 ふこと、 か： 

くの 如く 詳 な- 9 とい へど も、 子路 なを さとらす、 この 一 

故に、 輒 にっかへ て 去らす して、 ついに 其 難に 死す、 一 

これた  其 祿を はめば、 せ ソハ難 を さけざる が、 義 たる こ； 

とのみ を 知て、 輒が祿 を はむ ことの、 非義 たる こと を 一 

知ら ざれば な- h -、  一 


コフ ヒニ コト ヲヌヲ 

〇 樊 遲 請 稼、 


, ゥゲフ 1 


五穀つ くる を 稼と 云、 これ 農業 を、 民に 敎へ ん ため 

に、 こひ學 ぶなる べし、 


ノ玉 ハク レ シカ ラウ ノウ-一 

子 曰、 吾 不. 如老 農； 


セ ィゲゥ 


老農 は、 農夫の 老人な り、 これ 學 者の 正業に あらざる 

こと を、 師門に てと ひける 故に、 答へ 玉 はや、 

フ ヒント ッ クル コ トテホ 

請. 學 .爲 M 

，は、 はたな hN、 

玉で 


曰、 吾 不. 如. 老 圃： 
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はたつ くる 老人な hs  、問答の 意 上に 同じ、 


ィ 1 て 


樊遲 出、 子 曰、 小-人 哉樊須 也、 

小人と は、 小 民 を 云、 農圃 等の ノ 小人の 事に、 意 ある を 

以て、 小人と 云な h ヽ 蓋し 樊 if 粗 鄙 にして、 利 を はか 

るに 近き、 病 ある 故に 、塞 賢 大學の 道 を、 專 一 に 學び 

すして、 一 旦 これ を 問 ひける を 以て、 夫子 これ を そし 

り 玉 ふ、 實に 小人た， 9 との 玉 ふに あらす、 


i ム寸ハ 


上 好. 禮、 則 民 莫， 敢 不 一 


セ 


サゥ 


上た る 人禮を 好んで 莊敬 なれば、 民 これ を あなどら 

す、 敢て 敬せ すと 云 ことなき なり、 


ム 寸ハ， 


上 好 、則 民 莫. 敢 不 M 


クセ 

t、 


3  CI シ" 


服 は、 したがうな- 9、 上義を 好む 時 は、 事み な 宜 きに 

かな ふ 故に、 民 これに そむかす、 敢て 服せ やと 云 こと 

なきな り、 


ム寸 ハー 


テ トー Kn. 


上 好. 信、 則 民 莫，， 敢 不ぉ. 倩、 

ァ ザムク 

上 信 を 好む 時 は、 民 これ を 欺に しの びす、 亦 敢てそ 
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フ ジュ クチ 

を 父と 稱し、 父 を 寇と 云の 類、 其 不順に して、 ロー 

いはれ ざるな り、 


* すハ 


し、 


不. 順、 則 事 不. 成、 


言不頫 なる 時 は 名 を 以て 實を よび 出す こと、 あ たは I 

ざる 故に、 何事 も 行 ひなされ ぬな り、  一 

ルす ハチ  チ  ザク  ォ n ラ  .5 

事 不レ 成、 則 準樂 不レ 興、 . 1 
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鱧 は 事の 序、 樂は 物の 和な り、 不， 興と は、 其 道お こり： 一 

行 はれざる ぞ、 事 成ら ざれば、 物 ごと その 次第な く、  I 

相 や はらがぬ な 、これ を禮樂 おこらす と 云、 制度 聲_ 

容を つくる- J とに あ^す、  力 

ルすハ  ラ  チ ケィ ハツ  ァ タラ  W 

0 樂 不. 興、 則 0.0 不. 中、 一 

隨樂 おこ ら ざれば、 刑罰 も 亦 其 罪 に あたらす、 政事 多 一 

き 中に、 此 一 端 を あぐる は、 其害最 おもければ な， 9、 ん 

I  ルすハ  — チ  シチク  チ  J 

刑- 罸 不. 中、 則 民 無. 所 JS,, 手 足； 一 

カタ 

刑罰 あたら ざれば、 人 何事 をし、 いつ 方に ゆきて よか 一 

らん や、 あしからん や を、 知らざる 故に、 手足 を ほど 一 


.  二 四 0 

ノ  セプ 

こし 用 ひん 所な きぞ、 以上 あまたの こと、 其 害 一節 一」 

節よ hs も ふかし、 され ど 名の 正しから ざる 一 つより， 一 

みなした が ひて 至る、 必 しも 段々 相う け 來れ るに あ 一 

-ー  ハナ ヅ クル n トニ  スク イツ  ) 

故 君-子 名 . 之必可 Jn 也、 

此 よ.^ 又、 上文 をう け か へして、 必名を 正しく せんの 一 

義を 決す、 君子 は、 政 をす る 人 を 云、 これ 云 意 は、 君子 一 

は名づ くる 所 正き 故に、 其詞必 順にして、 口にい はる； 

、と ぞ、  一 

フ n ト ヲ  ス  シ ナ t ッ 

？之 必 可， 行 也、  一 

名 正く て、 言 順な る 故に、 い ふ 所み な其實 にあ ひて 、 ； 

事 必行ひ 成さる 、 なり、 鱧 樂刑政 も、 み な 其 中に あ 一 

り、  一 

テ  二 カラマ ク ィ ヤシク モス ル /ミ  一 

君-子 於，， 其 言， 無 Jwi? 而 已矣、 一 

ノ  カン ヱ ウー 

此句 上文 をす ベむ すんで、 名 を 正く する ことの、 簡要ー 

なる 義を 示す、 其 言 は 即名づ くる 所の 詞な り、 苟もせ 一 

ざるは、即正くするな..^、借.^ぁはせ、 い ひす ベら か ； 


〇 子 §^  ni  、衞 君 待. 子 而 爲 k  、子 

イツ レ チカ セント 

將，， 奚 先； 

スル 

これ 夫子 魯の 哀公 十 一 年、 楚ょ， 9 衞 にか へ b 玉 ふ 時 

シュッ n ウテ フ 

のこと な，.^、 衞 君と は、 出 公輒を 云、 子 路云意 は、 今 も 

シャゥ タイ  キ 

し衞の 君子 を 請 待して、 =^ ハに政 をせば、 何事 を か 先と 

して、 し 玉 はんと ぞ、 

ノ  H4 ハク ス  シゥ セン 力 ヲ  •  • 

子 曰、 必 也 正. 名 乎、 

ク ワイダ ワイ  イン 

衞の靈 公の 太子 蒯聩、 夫人 南 子が 淫行 をに くみて、 殺 

さんと す、 果 さすして 出 わしる、 靈 公子 郢を たて 、.- 

位 をった へんと す、 郢辭 してう けす、 公 卒して、 夫人 

蒯聩 か子輒 をた て、、 蒯聩 おふせが しむ、 よりて 輒に 

其祖を 父と して、 其 父を寇 とす、 名實甚 みだれたり、 

この 故に 夫子の 玉 ふ 意、 今衞の 政、 ある ま、 にて は、 

ヒッ デャゥ  ， 

すべ き やうな し、 必 定ま づ名を 正う して、 而 して 後 

に、 はじめて する こと ある べしと、 これた -2- 衞國 のた 

めに の 玉 ふとい へど も、 凡そ 政 をす るの 道、 みな まさ 

にこれ を 以て 先と すべし、 

論 0 子お？ *； 十 m 


ノ クルカ ナレ  ノ  ゥ ナ，， ナン ゾ  レ 

子 路 曰、 有. 是 哉 子之迂 也、 奚 其 

タ V シ ウセ ン 

正、 

云 意 は、 子の 迁湖 なること、 かくの 如くに おはします 

や、 今に あた て、 なん ぞ名を 正す こと を せんと、 事 

情に と を ざ かりて、 急務に あらざる こと を、 の 玉 ふと 

思 へ ，9、 蓋し 輒 位に 立てよ hN、 その 時まで、 十二 年の 

間、 國 人み な從ひ 居け るに よりて、 かくい へ る f、 

ノ 王 ハク ャナル カナ  ハ ィテ ノニル 

子 曰、 野 哉 由 也、 君-子 於，， 其 所禾 

ラ  シケッ ジョ タリ 

レ知、 蓋 闕-如 也、 

野 は、 鄙 俗の 義、 君子 は、 野に 對 して 云、 闕如 はうた が 

ヒ 力 

はし., さまな- 9, その 知らざる ことに、 疑 を gl くこと 

あた はす、 卒爾と して、 みだ. 9 に對る こと を 責め 玉 

ふ、 

ナ ルすハ シ カラ チ コト  シ タカ ハ 

名 不. 正、 則 言 不. 順、 

これより 名の 正しから ざる 害 を、 詳に とけ，. y 、これ 云 

意 は、 名 その 實 にあたら やして、 正しから ざれば、 祖 

i 九 


I  I  ..、1 0  子^ ii* 十三 

と、 かくの 如くなる 欺、 

0 仲 弓 ハル ハ季氏 問. 政、 

宰は、 家老、 或は 邑の 奉行な，.^、 

/  ク サ キン ジ ィゥ シ 二 

子 曰、 先，， 有-司； 

シ 3 ャク  シゥシ 3 ク • 

有司 は、 諸 役人な り、 宰は、 衆 職 を かねす ぶる 者な hv、 

サイ チウ  シキジ  ユン 

よ h- て 有司の 才に應 して、 それく の 職 事 を 任じ、 各 

ぞの 成功 を 考 る 時 は、 己勞 せす して、 事み な あがる 

なり、 

ュルシ  クヮテ _ 

.^^^ニ》^  、え 一 

過 は、 あやまちな. 9、 過も大 いなる 者 は、 つみせざる 

こと を 得 や、 只 そのす こしきなる 者 を ゆるせ は、 刑法 

み： U りなら すして、 人心 よろこぶ、  ， 


二三 八 


ァゲコ  ラ 

擧， 贅 才； 


賢 は、 德 ある 者、 才は、 能 ある 若、 これ を あぐる は、 下 

よりえら び あげ、 又は ふるき をぬ きんで 、 あぐる ぞ、 

資才 多き 時 は、 有司 その 人 を 得て、 政ます く 修ま i 


る 


r ヅ クン ゾ 


ゲン 


曰、 焉 知贅 才， 而擧. 之、 

ことぐ-く 一  時の 賢才 を 知.. >  て 、あげ 用る こと、 あた 

はじと な b  、これ 三 事の 內に、 おもき こと を あげてと 

7， 

ハク ゲョ ナン チノ チ； i  ノ  ルラ  レ ス テメャ 

曰、 擧，， 雷 所， 知、 爾 所. 不. 知、 人 其 舍 

ri レテ 

レ諸、 


ナン チ 


ま づ爾の 知る 所の 者 を あけよ、 然 らば 人 も 亦 谷 その 

知る 所 を あげて、 すて をく まじき ほどに、 資才の - ？ る 

こと あら じと な， 9、〇 此 章の 問答 A.1 以て、 仲 弓と g 一一 一人 

と、 心 を 用る 大小 を 見つ べし、 凡そ 政 をす るの 公私 

も、 亦此處 より わかる、 もし 我 ひと. 5、 資才を あげ 用 

ひんと せば、 後世の 宰相、 私 恩 を賀 りて、 權位 を墜め 

ん とする 謀 にも、 流るべき なり、 范氏 おもへ らく、 

5^さーっの^|^は、政をするの大要な..^、その 一 つ を も か 

、ば、 季 氏が 宰 にだ もなる ベ からす、 况ゃ 天下 を 治る 

に をいて を や、  ん 


に當 るの 額、 みなよ くこれ を 道び くな り、 

ナル すハ チ ャム ナカ ラン ラ ハツ カシメ ラル、 n ト 

不-可 則 止、 無，， 自 辱， . 焉、 

上に 云 如くす ベ けれども、 友 は 義を 以て 合 ふ 者 なれ 

ば、 もし 忠吿蕃 道 せら れざ る 時 は、 則 やめて 吿 くべ 

からす、 なをし ば，/ \'吿 るが ために、 うとん せられ 

て、 自はづ かしめ をと る こと、 なかる ベ きな， 5、 

0 曾 ni  、君-子 bL 文 會. 友、 

此章 は、 士君子 學を する 上に つきて、 その 友に まじ は 

る 道 を 論す、 文學 を講ゃ る を 以て 、友 を會 合すれば、 

其 道ます- (- 明な， CN、 

テ  ラタ スタ  チ 

以. 友 輔. 仁、 

互に 友の 善 を 相と りて、 以て わが 仁 をた すくれば、 其 

德 H 々にす、 む、 上の句 は 知、 下の句 は 行、 これ 亦學 

をす るの 序な り、 一 說に、 此ニ 句意 きびしく 相 つらな 

る、 云 意 は、 文 を 以て 友 を會 し、 亦 この 友 を 以て 仁 を 

輔 くと、 よりて 上の句 其 文 を さかしま にす、 


ffK ク サ キン ジ 


ラウ 1^ 


論 語 


子路第 十三 


子 路第十 

子 路 問. あ、 爽之 

ス 二  * 

先, 之と は、 民を敎 るに、 身 を 以て みちびく こと を 云， 

凡そ 孝.？ S 忠信の 行、 上た る 人、 まづ、 其 身 を 修めて、 以 

て 民 を ひ きゐる 時 は、 令せ ざれ ども、 民從 ひて 行 ふ、 

勞. 之と は、 民 を 養 ふこと に、 勤勞 する を 云、 上た る 

人、 より/,, -巡儉 して、 農 桑の こと をす > め 、其 利 を 

お こし、 其 害 を のぞけば、 民つ とめに くる しむ， とい 

へ ども、 ふづ くみう ら むこと なし- 

n フ  テ 

請レ益 

へ  力 ゾゥ 

夫子の 答 すくなき によりて、 加增を こふ、 

玉 ハク レゥム n ト 

曰 、舞 倦、 . 

只す でに 吿げ たる ことに、 うみ を こたら ざれと な hs、 

蓋し 子路 剛勇に して、 才を たのみ、 氣を用 ふ、 或は 法 

令 條約を 以て、 人 を か. ^ つか ひ、 みづ から 先んじて、 

誠 を 推 マ 意 すくなし、 又 勇者 は、 よ く  をし 出せ ど 

も、 久き にたへ がた し 、よりて 夫子 これに 吿げ玉 ふこ 

二 111 七  1 


0  0 


V.-::- - に 二 


クすハ 


夫-子， 而 問. 知、 子 曰 舉. 直 錯， 諸 枉っ 

ク ム. r レル IS シテ .n ラ ン. r フ コトゾ 

能 使，， 枉 者 直； 何 謂 也、 

サ 4 タフ 

樊遲 夫子の 再 答 を、 た V 智 のことの みとき けり、 然れ 

ば 人 を 知る こと、 只 上 一 句に て たれる を、 更に 下の句 

を つげ 玉 ふ 意、 いまだ 達せざる を 以て、 これ を 子 夏に- 

とふ、 

ノ  サ カンナ ル カナ /玉 ヘル n ト 

子 夏 曰、 富 哉 言 乎、 

其 詞の內 に、 かぬ る の 意 ひろくして、 ロハ 智 をの 玉 ふ 

タン 

のみに あらざる こと を 嘆 や、 

，モテル 寸ニ  -SH ラン .Iv  モロ .（ チア ケシ カバ カウ ヱ ウテ 

舜 有 二 天 下； 選，， 於 衆， P 皐 陶； 不 

仁-者 遠 矣、 湯 有，， 天 下， 選，， 於 衆， 擧，， 

伊 尹， 不- 仁-者 遠矣、 

子 S 夫子の 答、 智仁を かねての 玉へ る こと を さと 

る、 よ， 0 て 云 ことかく の 如し、 衆 をえ らんで、 ^1^陶伊 

尹 を あぐる は、 これ K きを あぐ、 智な り、 不仁 者 遠し 

と は、 人み な 仁に 化して、 不仁 者 ある こと を 見や、 遠 


く 去， 9 たるが 如くなる， ど 云、 これ 枉れる 者 をして 直 

からしむ、 仁な h. ヽ 一 說に、 子夏必 しも 夫子の 智仁を 

兼ての 玉 へる こと はしら やして、 只智 の 用 ひろき こ； 


アン 


と をい へ るが、 暗に 夫子の 意と あ へ るな，.^と、c-程子 

の 云く、 聖人の 語 人に よりて 變 化す、 なる 者 ある 

が 如しと いへ ども、 而も その かね ふくむ 所、 つくさす 

と 云 ことなし、 此章 をみ て 見つ べし、 他人の 言、 近き 

を かたる 時 は、 遠き.^ わすれ、 遠き を かたる 時 は、 近 

きを 知らざる が 如くん ば あらざる な， 9、  • 

〇 子 貢 問，， 友、 

友に まじ はる 道 をと ふ、 

ノ  ハク マメャ 力- 1 ッグナ  ョク i チビ キ テ 

子 曰、 忠 吿 而 善 道. 之、 

友 は 互に 仁 をた すけな て 者 なれば、 そ の吿 ぐべき 所 

に をいて 、心 を つくし、 思 ふ 所 を、 の >  J さ すに 吿 べし、 

しかの みなら や、 なを 其說 をよ くい ひなして、 きく 者 

の、 5 にさい はす、 きくに たのしき やうに、 す ベ きな 

タ， 1 ラカ  ャハラ 

り、 心 平 にして 氣 和ぎ、 理明 にして 意つ き、 或は 從 

容 にして、 ふかく あつく、 或は 親切に して、 やすらか 


の惡 を、 點檢 する こと あれば、 心地 鰊くな，. ^ て、 其 功 

一 たちが たし、 

：  テ ウノ  イカリ-一 ヮス レテノ チ  テ ボス / シン 二 スャ 

一 丁 朝之忿 忘. 其 身： 以 及，， 其 親； 非 

一 マト ヘル- 1 

. 惑 與、 

1 旦 しばらくの 忿に、 た へ かねて、 其 身 を ほろぼし、 

一 わざ は ひ 其 父母に 及ぶ ほどの 大事 をし 出す は、 これ 

甚き 惑な， 9、 これ， 思 ふ 時 は、 よく 惑 を わかちて、 其 

AJ ゾクソ バウ 

忿を こらす こと あり、 蓋し 樊遲が 人と な，. y  、 鄙 俗 翻 暴 

にして、 便利に ちかづ いて、 此 三つの こと あらん を， 

患る によりて、 かくの 如くに 吿て、 これ を 救 ひ 玉. ふな 

るべ し、 

フ  チノ 玉 ハク ス  チ 

〇 樊遲 問. 仁、 子 曰 、愛. 人、 . 

人 を 愛する は、 仁の ほどこしな b 、され ども これ は、 

只よ く 人 を 愛する 者 を さして 仁と す、 

一- フ？  ノ玉 ハクル チ  . 

問. 知、 子 曰 、知. 人、 ， 

一 人 を 知る は、 智 のっとめ なり、 され どこれ も、 亦よ く 


人 を 知る 者 を さして 昝 とす、  , 

樊 遲 あ. 氣、 

ズ 

樊遲 おもへ らく、 仁者の 人 を 愛する は、 あまねく 及ば 

ん こと を 欲す 、知者 の 人 を 知る は、 えらぶ 所 ありて、 

愛惡 わかる、 然れ ば 仁と 智と、 相 もとれる こと を 疑 

ふ、 一 說に、 こ はこれ 智の 仁に 妨 ある こと を、 疑 ふの 

みなりと、 

ノ  5 ハク ァゲテ  ヲク. b ハ モロ，. .\ノ マカレ J-ll' ク  ム レ S: チシテ 

子 曰、 擧. 直 錯，， 諳枉； 能 使，， 枉者 

カラ 

直： メ  . 

直き 者 ひとり を あげ 用 ひて、 もろ の 枉れる 者 を、 

その ま にて をく は、 これ 智な， 5、 これによ りて、 そ 

の 扭れる 者 を も、 ついに 化して、 みな 直くなら しむる 

は、 これ 仁な-. 9、 然る 時 は、 二つの 者 相 もとら ざるの 

みならす して、 反て 其 用 を 相な すなり、 上の 一 說の意 

なれば、 これ 夫子 樊遲が 疑 ふ 意 を、 をし はか- 9 て、 只 

智の 仁に 妨な きこと をの 玉 へり、 

シリ ゾィテ ミエ テ  二 クサ *■  二  レ マミ ェテ』 

樊 涯 返 見. 子 夏， 曰、 鄭 也 吾 見. 於 
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, へゥ j  ゼ 

表裏 ことなれ ども、 自是 な- 9 として 疑 はす、. ST- を こ 

に をき て、 いみ は V かる 所な きぞ、 

チそ  一 I ス H テ 二  >ス ュ k 

i 必 聞、 在 k 必 聞 

上に 云 如くなる は、 これ 實を つとめす して、 名のみ を 

*■  3  ノィ 

求む、 よりて 亦虛 名に ひろく あら はる、 なり、 然れど 

も、 その 寶德 は、 甚 病めり、 〇 程 子の 云く、 學者須 くこ 

れ實 をつ とむべし、 名に 近づ かんこと を もとめ ざれ、 

名に 近づく に 意 あれば、 大本す でに 失 ふ、 さらに 何事 

をか學 びん、 名の ためにして 學ぷ 時 は、 則 これ 偽な 

,9、 今の 學者 は、 大抵 名の ためにす、 名の 爲に すると、 

利の 爲に すると、 淸濁 同じから すと い へど も、 其 利 心 

は 則 一 つなり、 

カッテ ァゾプ  ブ  ウノ  モト-一 

.〇 樊涯從 遊， 於 舞雩之 下； 

從 は.、 夫子に 從ぞ、 舞 零の 說、 前に 見えたり、 

ク へテ  フ. 》M? ゥシ テオ サメ. * '々テワカン コト テマ ド ヒテ 

曰、 敢 問，， 崇 .德 俯. 慝 辨，. 惑、 

ル， 德辨 V 惑 の義、 前章の 如し、 慝と は惡の 心に かくれ 

て、 根 ふかき を 云、 これ を 修 むと は、 治めて のぞきす 


つる ぞ、 

ノ  m ハク ョィ カナ  ト ヘル n 

子 曰 善哉 問、 


セク 


とふ 所、 身に 切なる こと を ほめ 玉 ふ、 

サ よ ンジ ？  ニス コトテ スャ ウス i  二 チ 

§ 後. 得、 非. 崇. 德 與、 

先 JI- と は、 その まさにすべき こ 1 を、 すみやかに 行 

ふぞ、 後 ^ 得と は、 その 得ん 所の 効 を、 は から * さるな 

ショク  サゥ 

&、 蓋し わがす ベ き 所 は、 みな 天職に して、 左右 な く 

せで かな はざる ことなれば、 何のた めに すと 云 所な 

し、 これ その 德を修 るに、 專 一 なる を 以て、 日々 にか 

さな. 0 て、 たかくな るな hv  、もし それ 道と 見て しなが 

ら、 又 その 効 を はかる こと あれば、 心 ふた 道に な- 

て、 其 効 を 得ざる のみなら す、 又 多く は、 其 事 を も あ 

やまるな h> -、 

セメテ  ノ  チ  キム. in-r  ノ  テス Y ル-1  チ 

攻，， 其 惡； 無. 攻，， 人 之 惡； 非. 條. 慝 與、 

惡の本 根、 ふかく かたき を、 のぞかん とする に は、 ひ 

たす ら內 にの み、 ふかくせ め、 他に か へりみ る 所な く 

して、 はじめ て 其 功 を 得べ し、 もし ゎづ かに も、 他人 


ざらん こと を 知る、 こ の 故に， 反て これ をと ひな じ 

、其 病 を あら はして、 これ を藥 さんと し 玉へ， 9、 

テ クチ モ  二  スキ n ェテモ  ユ  ス ュ 

子張對 曰、 在. 邦 必 聞 在. 家 必 聞、 

ホカ  ゥチ  メイ ョ 

外國 にあ. 5、 內家 にある、 必 その 名 春 あら はれて、 世 

に 聞え すと 云 ことなき を 云と、 これ 名の 廣く ほ どこ 

す を 以て、 通 JP とするな hrs  、 

^  &ク、 I ブ, 也、 也、 

！ -ャゥ モン  二 

閡は、即名閬；^..=^、聞と達と、相似て ことなる 故に、 ま 

づ明 にこれ を辨 す、 聞 は、 名な り、 達 は、 實な .9、 これ 

イジ 

誠と 僞 との， よりて わかる /- 所な， *-、 然れ ども、 達 は 

もとよ. 0 名な きに あらや、 聞 も 亦 行 ひ 得て 達す る 時 

あり、 され ど 人し く 遠き に は * 及ばざる な， 9、 

夫 達 也 者、 質-直 而好 lji、 

此 より 達と 聞との 實を、 詳 にと けム 、 質 直と は、 資性 

すなほに して、 心 術 • 事 爲の、 すぐなる を 云、 これ 內 

忠信 を 主と するな り、 好， 義と は、 其 行 ふ 所、 た  > すく 

なる のみなら すして、 叉 谷 その 宜 きに、 かな はしむ る 

0  Si  淵 第 十二 


ぞ、  一 

サッシ テ n トチ  i  ロチ 

察 Jn 而 觀. 色、 . 

クマ ビラ 力 

その 人に まじ はるに 至りて は、 又 其詞を 察 にし、 其 

色 をみ そな はす、 これ 仔細に して 、！^ 率なら ざ る ぞ、 

ォ モン ハ カッテ テ ク ダル  ユ 

慮 以 下乂、 

ィ ナヤ  t 

自をご h- たかぶる や 否 を、 慮りて、 人に 卑下す、、 

テそ 二 ス シテモ - 一 ス ス 

在. 邦 必 達、 在. 家 必 達、 

. - I  すサ  ホガ 

上に 云 如く なれば、 た  > 自內 にの み 修めて、 外に しら 

れんこと を 求め や、 され ども 德 己に 修. 0 て、 人 これ を 

信す る 時 は、 その 行 ふ 所、 ふさがら すして、 通達せ す 

と 云 ことなし、  •  . 一 

レ  ハ  IP ヲ以テ トテ チ  タガヒ  一 

夫 聞 也 者、 色取 t 而行 違、 . 

顔貌 を 以て、 仁の 模様 を、 と b かざ. ^ 、而 して 行赏は 

これと 相違な ..^、 

居ヒ 不 J、 

.  li 


tJI 達： 


Ki 十二 


無-道， 以 就，， 有-道； 何 如、 

康子 もし 無道の 罪、 明なる 者 を 殺す ことならば、 何ぞ 

問 ふ を またん、 蓋し 其 意に、 民の 罪に か.、 りて なを 

疑 しき 者 を も、 殺して 衆 を こらしめ、 これ を 以て、 

有 道 者の 妨 を のぞきて、 これ を 成就せば、 いか や あ 

らん とな， 9, 


イク クン ソ t ン 


孔子 凿 曰、 子 爲. 政、 焉 用. 殺、 

なん ぞ刑殺 を 以て 生と せんやと、 

シテ  チ  3 ケシ 

子 欲 .善 而民 善矣、 

子 實に善 を 欲すれば、 民 も 亦 これに 化して 善な- 5 と、 

これ 上の句の 意 を 明せ h -、 

ノ  ハ *- ゼナリ  ハ クサ ナリ 

君-子 之 德 風、 小-人 之 德艸、 

此ょ. 9 下 は、 又 上 二 句の たと へ をと く、 君子 小人 は、 

位 を 以て 云、 德と は、 その 得る 所の 分際 を 以て 云、 風 

は 威す る 所、 草は應 する 所、 此た とへば、 書の 君陳 に、 

爾 はこれ 虱、 下民 はこれ 草と 云よ ，5 出づ、  ， 


づ クノっ レパ  ヲ  ス っヌ 

艸 上，， 之 風， 必 偃、 


キホ t 


上の 位 分、 すでに 下 を ひ きゐ やすき 勢 あり、 又 善 は 

人々 同く 具 へ て 共に 好む 所 なれば、 從 ひやす き 理ぁ 

-9、 よりて 或應の 効、 必然た る ことかく の 如し、 〇 此 

章康 子が 意 は、 威 を 以て、 民 を 善 にか 入れ まく 欲 

す、 夫子 は 則 身 を 以て、 民 を 善に ひ きゐ まく 欲す、 尹 

氏お もへ らく、 殺す と 云 こと は、 も と 人に 上た る 者 

の、 いふべ き 所に あらや、 古より 身 を 以て 敎る 者は從 

ふ、 言 を 以て 敎る者 は あらそ ふ、 しかる を？^ や 殺す こ 

とに をいて を や、 

ト ハク  T カナ ルテカ  レキ. 1 ヅ  ？  h 

〇 子 張 問、 士 何如斯 可， 声 之 達， 

矣、 

士 たる 者、 いか やうなる を か、 達士と 云べき ぞ と/' へ 

b  、達と は、 其德 人に 信 せらる によりて、 行 ふ 所 を、 

行 ひ 得て ，通達せ すと 云 ことなき を 云、 

ノ 玉 ハク ナン ゾャ  ナン チガ  ル トハ 

子 曰、 何 哉爾 所謂 達者、 

爾が云 所の 達と は、 いか やうの こと ぞと、 蓋し 子 張 外 

をつ とむ、 よ て 夫子 その 問 所の 意、 達の 本義に あら 


用る ことの、 相 そむける こと、 かくの 如し、 〇 君子 は 

人の 善 を視る こと、 なを 己が 善の ごとし、 この 故に 必 

これ をな す、 人の 惡を視 る こと、 なを 己が 病の 如し、 

この 故に、 必 これ をの ぞく、 人の 善 をな す 者 は、 つ い 

に 亦み づ から 善 を 成す、 人の 惡を 成す 者 は、 つい に 亦 

みづ から 惡 におち いる、 

〇 季康子 問 7, き 於 孔子； 孔子 對 

ffl ハク セィハ  セ イナ リ 

曰、 政 者 正 也、 


これ 政の 字の 一 n 曰訓を 以て、 その 本意 を 示せり、 I 

t キキ ルー 一 テセパ タ、 シキヲ タレ 力 へテ ラン シカラ  I 

子 帥 以. 正、 孰 敢不. 正、 一 

子 ま づ其身 を 正う して、 下 を帥ゐ るに、 正き を 以てせ 一 

ば、 たれ か敢て 正しから さる 者 あらんと、 蓋し 己 正し.； 

からすして、 よく 人 を 正う する、 そのためし なければ 一 

なり、 〇 胡 氏お もへ らく、 魯の國 中 比より、 君の 威お 一 

とろ へ て、 政大 夫より 出づ、 よりて その 家臣， また これ 一 

に效 ひ、 宰 たる 所の 邑をひ きゐて、 其 主に そ む く、 不一 

正なる こと 甚し、 この 故に、 夫子 これに 吿玉ふ JJ かく 一 


セ グセ； 


の 如し. 康 子が 竊僧を 改めて、 自正 さまぐ 欲すれ ども、 

リヨ ク  オシ 

かれ 利欲に おぼれて あた はす、 惜 いかな、 

#  ウレへ テ タウ チ フ  二 

〇 季康子 患. 盜 問，， 於 孔子： 

チウ タウ  ハ カリ r 

國 中に 偸盜多 きこと を うれ へ て、 これ を のぞかん 謀 

をと へ り, 

テ H4 ハク モシ  ガ  ハ サカ ボラ フトモ シャゥ スト チ 

孔子 對 曰、 苟 子 之 不. 欲、 雖. 賞. 之 

ジ ヌスマ 

不. 竊、 


ホウ ビ * 


論 語 


顔 淵 第 十二 


賞 は、 俗に 云 褒美な り、 云 意 は、 子 政 をと りて、 自 貪欲 

する ことなく は、 民に ぬすみ をせ よ、 褒美せ なと 云と 

も、 かれ 恥る こと を 知て、 ぬすま じと、 然れ ば、 子む さ 

クイ パッ 

ほる こと やます ば、 民 を^ すと も" 亦ぬ すむ こと や 

グング ワイ 

まざらん と 云 意、 言外に あり 〇 胡 氏お も へ らく 季氏 

世々 君の 權を ぬすみ、 康子嫡 弟 を ころして、 其 家 をつ 

ぐ、 民 これに 效て、 盜を する こと 宜な り、 夫子 不 欲の 

二字、 其 意 ふかし、 

フテ  チ  -ー ハク モシ コロ シテ 

〇 季康子 問，， 政 於 孔子， 曰、 如 殺，， 


二三 


仏 IS  0 


s! 第 十二 


われ 國を 治る こと あらば、 必訟の きくべ きな からし 一 


, ナカ 


めんかと * それ 訟を きくこと は、 其 末 を 治め、 其 流れ 


ダフ 


をふさぐな 、もしよ/、 民に 常 業 あらしめ て、 孝弟 忠 

信の 道を敎 れば訟 をの づ からな し、 こ れ其本 を 正う 

し 其 源 をき よへ しるな り、 〇 楊 氏お もへ らく、 子路ょ 

く 片言に して、 獄をさ だ むれ ども、 體讓 を 以て、 國を 

治る こと を 知ら ざれば、 いまだ 民 をして 訟な からし 

むる こと あた はじ、 この 故に、 門 人 又 此言を 記して、 

聖人 訟を きくを 以て、 難き ことと せす して、 民 をして 

訟 なから しむる を 以て 、貴し とする こと を 示せり、 

フ  チ  ノ  ff;! ハク _v ィテ  チ  クウ ム n ト 

〇 子 張 問 k 、子 曰、 居. 之 無. 倦、 

之と は、 政 をす るの 道 を さす 下問 じ、 これ をば 常に 心 

に をき て、 うみ を こたる ことなく、 終 をつ しむ こ 

と、 始の 如くす、 これ 其 本 を 立るな り、 

フユ  チ  ス チ 

行. 之 以. 忠、 

そ の これ を 事 にあら はすに は 、忠誠 を 以て し て 、心必 

其 事に かな ひて、 うらおもてな し、 これ 其 用 を逮 する 

なり、 〇 程 子お も へ らく、 子 張 仁心す くな くして、 民 


二 13 

を 愛 する の 誠な き 故に、 必事 にう み て 、心 をつ くさ > 

る 所 あり、 こ を 以て、 これに 吿玉 ふこと か/、 の 如し 

と、 蓋し 子 張 外 をつ とむ るに 意 あり、 よりて 夫子 まづ 

ギゥ モク 

政 をす る 心 を 告げて、 い まだ そ の 條目 に は、 及 はざる 

ぷ り 、 


玉つ 


ナス 


〇 子 曰、 君-子 成，， 人 之 美； 不. 成 S 人 

之惡：  • 

ィゥ ヱキ シャゥ クワン 

成す と 云 一 字に、 誘锻獎 勸の意 あり， 其い まだ 成ら 

キ  ム カフ  ミ チビ 

ざる 先に、 これ を迎 るに は、 詞を 以て 誘 き 身 を 以て 

タス  •  ォ n 

掖け、 其 まさに 成らん とする 時に、 これ を 作す に は， 

又 すでによ くす る 所を獎 め、 いまだよ くせざる 所 を 

難む、 これ 皆 人の 美 を 成すな り、 人の 惡を 成さざる に 

は、 亦必 ただしい ましめ、 お ほひ か くすな り 、 

ハ ゾムク  li 

小 人 反. 是、 

その 人の 惡を 成し 美 を 成さざる こと、 君子の 美 を 成 

し、 惡を 成さざる が 如し、 蓋し 君子 小人の 心に 存 する 

所、 すでに 厚薄の ことなる こと あ り て、 其 情の 好む 

所、 又 善惡の 同じから ざる こと あ h- 、よりて その、 む を； 


景公 夫子の 言 を in として * これ を 用る こと あた はす、 

悅 て繹 ねさる 者な. 9、 よりて 其 後、 はたして 太子 さ 

だまらざる を 以て、 卒して 後に、 田釐子 その 君 晏孺子 

を弑 して、 政 を ほしい ま/ V にす、 釐 子が 子 成 子、 又簡 

公を弑 す、 その 三世の 後、 太 公に 及びて、 ついに 齊國 

をむ ば ひとる、 これ 戰國 の田齊 なり、 


サ ダム ゥッタ へ I 


ナ ルカ 


〇 子 曰、 片-言 可，， 以 折， 獄 者、 其 由 

也 奥、  " 

片言 は、 半 言な り、 子路の 人と な， 9、 忠信に して、 決斷 

明なる >i を、 人 常に これ を 信す、 よりて 獄を 裁許す る 一 

時に、 人 その 判 斷の詞 の、 おはる を またす し て、 は 一 

やく これに 服す、 され ども 可 k 以と云 時 は、 子路 必 し 一 

も 此事ぁ る に あらす、 只 >  ^ れ夫 子詞を まう け 、賛美し 一 

て、 かくの 如くに ある べき 者 は、 それ 由に てあらん か. 

と、 の 玉へ るな り、  一 

シ ト、 ムル n ト ダク テ  1 

子路無 J?JS、  一 

ャ クダク  一 

子路 人と 約諾す る MJ あれば、 しばし もとめ を かすし 一 


P  0 
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て すみやかに 行へ り、 これ 記者 夫子の 言に よりて、 こ 一 

れを しるして、 子路 人に 信 せらる/, は、 其 忠信の 心 を： 

養へ る ことの、 もとより 積める 故なる こと を 明せ， 9、 一 

チウ  ヱキ  n ゥ 14 キ  丄 

〇 小邾國 の臣 射と 云 者、 その 君に そむき、 句 難と 云 一 一 

邑をひ きゐて、 魯に 奔り來 れ ，9、 かやう の 時 は 其 ゆ 一 

く 所の 國と、 相した しむべし と 云、 誓盟 をな す、 この 一 

時に 射子路 をして うけ ご はしめば 盟 をせ ざらん とい 一 

へり、 千 乘の國 、その 盟を 信せ やして、 子路の 一 言 を 一 

信す、 これ その 人に 信 せらる 、 こと を 見つ ベ し、 それ 一 

忠信 なれば、. < 欺 くに 忍び や、 明 決 なれば、 人 牧て欺 一 

かす、 忠信 なれ ども 明 決なら ざれば、 まことに 獄 を 一 

さ だむ るに たらす、 明 決 なれ ども、 忠信なら ざれば、 j 

欺か ざれ ども、 なをこれ を 欺かん, する 意 わす 一 

れゃ、 子路此 二つ を かねたり、 人 信す る ことの 深き 故 一 

なり、  ^ 

ノ 五 ハク キク n トウ ッタ へテ レ チノ  i 

〇 子 曰、 聽. 訟 吾 猶乂 也、 . 一 

シ  ^ 

. 一 

人に こえた る ことなしと ぞ、  一 

ス  ノン 力 カラ へ  一 

必 也 使 訟 乎、  . 

ニニ 太  1 
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者 は、 即 よく 其 惑 を わく 者な り、 蓋し 子 張の と ふ 意 

は、 德を たかくし、 惑 を わきて、 高 明 を 致さ まく 欲す、 

よ，. >  て 夫子 內に向 ひて、 工夫 を 用 ひ、 善に 誠 あ..^、 過 

を 補 ひて、 私欲に お ほ はれ ざらん がた めに、 これ を吿 

玉 ふなるべし、 


誠 不，， 以富： 亦， 紙 以異、 

これ 小雅の 詩の 詞 なり、 舊說に は、 夫子 これ を 引て、 

人の 死生 >ゲ 欲すれ ども 其 心に まかせざる こと、 そ の 

富 ♦ ど 求れ ども、 とます して、 反 h- て 人の あやしまれ を 

とる が 如くなる こと をの 玉 ふと、 され ども 程 子 は、 こ 

れ錯簡 な b  、第 十六 篇の、 齊景 公有， 馬 千駟, と 云 の 上 

にある ベ し、 此下 にも、 齊景 公の 字 あるに よりて、 誤 

れ りと、 今此 說に從 ふ、 

〇 齊景公 問，， 政 於 孔子； 

齊 の君景 公、 名は杵 曰、 孔子 魯の昭 公の 末に、 齊に至 

.5 玉 ふ 時、 景公 これ をと へり、 

孔子 對 曰、 君 君、 臣 臣 ，、父 父、 子 子、 


ニニ 八 

君 君たり と は、 君た る 人、 其 德 にかな ひたる 君なる を 

云、臣父子も皆同し義な，.^、蓋し夫子の景公に答玉ふ 

意 は、 君 君 たれ は、 臣臣 たり、 父 父 たれば、 子 子た る 意 

おもし、 此 三つ は、 人道の 大綱 政事の 根本な， CS  、時に 

V チン ケィ チウ シ チン 

景公政 あしく、 又 大夫陳 敬 仲 私 恩 を ほどこして 、民. ど 

なづけし より、 其權 やう やくに つよし、 陳氏を 後に 田 

氏と 稱す、 敬 仲が 五世の 孫田釐 子、 景 公に つか ふ、 景 

公 又 色に まど ひて、 太子 をた てす、 君臣 父子の 問 • み 

な 其 道 を 失へ， 9、 よりて 夫子 これに 吿る こ. t  、かくの 

如し、  ， 

ノ ク ョィ n トカナ 

公 曰、 善 哉、 

景 公み づ から 國の 治らざる を、 知れる が 故に、 夫子の 

言に 慼乜 て、 歎 かれし 詞 なり、 

マ n トー 一 キンバ  タラ  タラ  タラ 

信 如， 君 不. 君、 臣 不 .臣 、父 不. 父、 子 

ルガ タ ラフ トモ  トゾク  レ  テ  ハマ ンャ 

不¥  、雖. 有. 粟、 吾 得 而食 諸、 ， 


これ 感嘆の 意 をのぶ、 粟 は、 米穀な り、 云 意 は、 君臣 父 

子の 道た、 す は、 ついに 國を失 ふに、 至らん となり、 


國 用たら すと も、 民 用 たれる 時 は、 國 安穏に し て、 君 

の 事と げやと 云 ことなし、 百姓たり て、 君ば かりたら 

ざる ことなき 故に、 たれと 共に か、 たらす と 云 こと あ 

らんと な hN、 


一力 トタン ナン 


百 姓 不. 足、 君 孰 與 足、  ： 

キ タイ  _ 

國用 たれり とも、 民 用たら ざる 時 は、 國 危殆に して、 一 

君の位たもちがたし、百姓たらすして、君ばか..^たれー 

る ことなき 故に、 たれと 共に か、 たれり と 云 こと あら 一 

ん とな- 5、 蓋 有 子 その かみの いき ほひ 十二に しても 一 

ク ン i ン 

たらざる こと を、 知らざる にあら され ども、 公の 君民 

1 體の意 を さと-^ て、 賦税 を 加る こと を、 やめられな 一 

んが ために、 かくい 7, 1 說に、 此章 は、 こと あら か」 

キ ヨウ  ショ  ハカ リゴト  ガン ゼ A  ギ S 

じめ、 凶年に 處す るの、 謀 を 論す、 服 前の こと を、 議ー 

す-るに は あ. と、  „ 

フ タカ ゥシ IS ツカン n ト： S マドヒ iK  i 

〇 子 張 問，， 崇. 德 辨， .惑、 一 

德を つみて、 たかくし、 惑 を わきて、 疑 は ざらん 道 を 一 

とふ、 此事子 張樊遲 みな あげてと へり、 蓋し その かみ 一 

の學 者、 工夫 を 用る ことに、 此 名目 あ. 9 來れ ると 見え 一 


V7. 


HT た 


ゥ ツル ハ -I ウス ルナ S 
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子 曰、 主，， 忠- 信， 徙 Ji 、崇 .德 也、 

凡そ 心 AJ たて 事 を 行 ふに、 忠信 をむ ねとす る 時 は、 德 

ァ ラタ 

の もと ひたつ、 義を 見て 即 うつる 時 は、 德日々 に 新な 

り、 これ 德を崇 くす るの 道な h -、 

ヲ  シ  ノ  チ 一一 クン テテ  ス  ノ  チ 

愛. 之 欲 二 其 生； 惡. 之 欲，， 其 死； 

t  テ  ジャゥ 

これより 惑 を わく 道 AJ とく， それ 愛惡は 人の 常 情な 

.9 といへ ども、 惑へ る 者 は、 人の 死生の 命 ありて、 わが 

思 ふま Z- に、 ならざる こふ を、 愛する 者 は、 そのな が 

く 生らん こと をね が ひ、 惡む者 をば、 そのたち まち 死 

せんこと をね がふ ぞ、 

二 シ ノヲ  スル ハノテ レ t デリ 

旣 欲，， 其 生 X 欲. 其 死， 是惑 也、 

愛惡 によりて、 人の 死； iH を 欲する は、 これす でに 惑へ 

り、 又 一 人の 上に て、 愛する 時 は、 其 生 を 欲し、 惡む時 

に は、 其 死 を 欲する は、 惑 へる ことの、 甚 きな. 9、 これ 

人の 知、 り やすき 惑に つきて、 凡そ 心に 欲して、 みだ 

なること は、 皆 惑なる MJ を さとす、 よく 其 惑 を 知る 

ニニ 七 
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たき 故に、 朱 子 これ を 改 めり、 

t 弊 i 也え M.^ 也、 

これょ^^失言の故をとく、此ニ句は、 文と 質と、 一 一 つ 

ながらなくて かな はざる こと AJ いへ ち、 

n  ハ ウノ  クク リカ ハ、 チ ケン ャ ウノ  ハノ 

虎-豹 之 鞟、 P 犬-羊 之 鞟； 

it と は、 皮の 毛 をけ づ b すておるな り、 云 意 は、 虎 豹 

の 皮の 貴き は、 其 文の 美なる. を 以てな b  、もし こと ご 

とく、 其 文 をす て /'、只 質ば かり をの こさば、 虎 豹の 鞟 

；^、 なを 犬 羊の 韓の 如しと、 これ 詩の 比體な b  、もし 

質の みに して、 文なければ、 君子 小人 わくこと なき こ 

と をい へり、 蓋し 記者の 意 は、 た  > 子 貢の 論 を、 是な 

h- とする のみな らん、 され ども 子 貢 子 成が 失 をた V 

さんと して、 其詞文 質の 輕重 本末の わけなき に似て、 

亦 病 あ- 9、 

〇 哀 公 問. 於 有 若， 曰、 

有 若と は、 君に 對 して、 名を稱 する ぞ、 

トシ ィ t ゥへ シナ  ライ  力 ンカ セン 

年饑 用不. 足 如 之 何、 


用と は、 國の 用途 を 云、 饑饉に よ て、 國用 たらね ど 

も、 哀公の 意 は、 なを 賦税 をまして、 民よ..^ 多く とら 

A とな，. 5  ：ー 


ナン/テツ セ 


有若對 曰盍. 徹乎、 


-, . r 


散と は、 周の 時の 税法、 十に して 1 をと る ことな， 9、 

夏に は 貢と いひ、 殷には 助と い、 周に は徹と 云、 其 名 

はこと なれと も、 大槩 みな 十が 一 にす きす、 これ 先生 

の 通 法、 天下の 中正^, o、 魯 には宣 公より このかた、 

十 一 の 外、 又 その 餘畝を 十に して、 一 をと る、 これ 十 

か 二 をと るな 、され ども 有 子 は、 た  > 公の 用不, 足 

セィ アツ . 

といへ る にっきて、 その 國用を は ぶきて、 民生 を 厚/、 

せんこと をす/' む、 

クフタ ッダ モレ  テ  ライカ  ン ゾ  レ セン 

曰、 二 吾 猶不. 足、 如 之 何 其徹也 

二と は、 即十か 二な. y、 哀公 有 若が わが と ふ 所の 旨 

を、 さとらざる 故に、 これ を 云て、 賦税 を 加 へ んの意 

を 示す、 

• テ ク ハタ セィ タン ナバ  ^^レ.r トモ 二 力 ラン 

0 曰、 百-姓 足、 君 孰 與 不. 足 . 


子 貢 曰、 必 不. 得. 已 而 去、 於，， 斯  一 I 

二 レヲカ セン 

者， 何 先、 

食と 信と 二つの 間 いづれ を 先にす てんと、 

玉 ハク テン テ リ へ  ナ リ 

曰、 去. 食、 自. 古 皆 有. 死、 

此 より 食 をす てんの 義を とく、 古よ ，9 死と 云 者 あ h- 

て、 人の まぬかれざる 所 なれば、 食 を. すて z<  、死 せん 

IJ ぞ、 

民 無. 信 不 j ；^、 

民た とひ 食 ありて、 生け. 9 とも、 上た る 人 を 信す る こ 

となく、 うたが ひて、 親しまれざる 時 は、 一日 も 自立 

る ことなし、 食せ すして 死す るが、 安し とする にし か 

す、 よりて 上た る 人、 食な くして 自死 すると も、 信 を 

ば 下に 失 ふこと なく、 民 をして、 食な くして、 死せ し 

むる とも、 亦 信 をば 上に、 失 は ざら しめよ とぞ、 蓋し 

政 をす る 者 は、 みづ から 民 を ひ きゐて、 死 を 以て、. 相 

其に 信 を 守る へし、 危急に ありと も、 これ をす つる こ 

とな かれ、 〇 程 子お も へ らく、 孔門の 弟子、 問 をよ く， 


して、 た いちにき はめつく す、 此 章の 如きん ば、 子 貰 

にあら す は、 問 こと あた はじ、 聖人に あらす は、 答る 

こと あた は ざらん ぞ、 

キヨ ク シ セィガ ク 

0 棘 子 成 曰、 


子 成 は、 衞の大 夫な り、 


シ ツナ ラ 


テス ル n トチチ セン 


君-子 質而已 矣、 何 以. 文 爲、 

質と 文と は、 威儀 言語の 上に つ き て 云、 子武 その か 

み、 文の 質より すぎた る こと を、 にくみて 云く、 君子 

の 君子た る 所 は、 質朴なる のみな り、 何 ぞ文華 を 用る 

こと を せんやと、 


子 貢 曰、 惜 ， 乎 、夫-子 之 說 君-子 也、 

シ モ  ハシタ 二 

駟 不. 及. 舌、 


ナリ 
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夫子と は、 子 成 を さす、 駟は車 を かくる 四 馬 を 云、 子； 

貢 子 成が 失言 を惜 みて 云 ふ、 夫子の いふ 所 は、 君子の 一 

意 なれ ども、 言 一 たび舌ょり出る時は、四55^^をひ及ー 

カナ  トケル n ト  ヲ〕 

こと あた はすと、 舊說に は、 惜乎 夫子 之 說, 君子 一也 d 

と、 1 句と なして よむ、 され ど惜 乎の 二字お ちつき が」 

♦  ニニ 五  . . 
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浸潤の そし h- は、 きく 者 その 入る こと をお ぼ へす し 

て、 これ を 信 やる こと 深し、 膚受 のうった へ は、 きく 

者 思 ひみる 間な くして、 これに 應す る こと すみやか 

な，^、 此ニ. つ は、 人の 察しが たき 所なる に、 よくこれ 

を 察して • 、かの 事み な 行 はれざる は、 其 人の 心 、明な 

る こと を 見つ べし、 也 已矣と は、 ほめな げく 意 あ h -、 

浸-軋 之 譖，、 膚-免 之 恕、 不. 行 焉、 1^ 

jija 也 矣、 

文義 上に 同じ、 遠と は、 その 明なる ことの 遠くして、 

近き 所に お ほ はれざる こと を 云、 これ 子 張が 失に よ 

..^て、吿け玉ふ故に、其詞丁寧にして、 詳 なる 歟、 蓋 

し 子 張 外 をつ とめて、 高き こと を 好む、 この 故に、 事 

に をいて、 必忽略 にして、 深密 ならぬ ついえ あり、 よ 

りて 夫子 その 明 を 問に つきて、 これ を 警し玉 ふなる 

べし、 

フ マツリ n トチ 

〇 子 貢 問. 政、 

政 をす る 道 をと ふ、  , 


玉 ハク タシ 


子 曰、 足. 食、 足. 兵、 民 信. 之 矣、 

レ  べィ, -ク クラ 

之と は、 君 を さす、 凡そ 政 をす るに は、 ま づ米毅 Avvn 

にみ て /- 、食 をたら しめ、 次に は、 國家を 守る 軍兵 を 

そな へ をく、 又 民を敎 るに は、 君 ま づ身を 修めて、 こ 

れを みちびき、 食 兵 でに たる 時 は、 敎化亦 を こな は 

る、 こ /- に をいて、 民、 君德を 信 じて、 そむき はなる 、 

ゥ レ へ 

の 患な し、 

ノ ク  ス シテ  ャム n トチ  ス ナパ  テ  ノ プノ 

子 貢 曰、 必 不. 得 .已 而 去、 於二斯 三 

二 イツ レ チカ サ キン ゼン 

者-何 先、  . 


云 意 は、： 三つの 者、 まことに その 1 つ を も かくべ か. 一 

ィ * ホ t  t 、ッ デャゥ -- ... 

らす、 され どもし 變 にあ ひ、 勢 にせ ま- 9  、，^ 定 やむ 一 

こと を 得すして、 すつ る こと あらば、 三つの 中に て、 一 

いづれ を かま づ すてん と、 

玉 ハク ス テン チ 

曰、 去. 兵、  一 

貪た， o、 信 ふかければ、 兵な けれども、 國を 守る こと 一 

カタ  ， へ 

固し"  - 


り、 本 これ 自然に 出て、 そのし わざ によら や、 人 その 

命 を 生る、 はじめにう けたり、 故に 今 わが カを以 て 、 

レオ  シタガ 

うつし か へられす、 た >己 を 修めて、 順 ひう けんの 

み、 死は必 しも、 うれ ふべ きことに、ぁらすとな.c^、 

シチ  クシ ッスル n ト 

君子 敬而 無. 失、 

身 をた もづ に 敬 を 以てして、 間斷 なき こと AO 云、 

ク！ スル n ト 一一 ゥャ- \シ ゥシテ  ラバ 

與. 人 恭 而有. 禮、 

ゥ. T 

與 i んと は、 人に まじ はる ぞ、 有 i 禮と は、 その 恭 まラ 

所、 鱧 節に かな ふぞ、 

シ 力 イノ  チ ナ  ナ ラン 

四-海 之內、 皆 兄-弟 也、 

海內の 人、 みな われ を 愛敬して、 兄弟の したしみ をな 

さんと なり， 

ソ ウレへ ンャ  キ n トチ 

君-子 何 患¥ 無，， 兄-弟， 也、 

君子す でに 命に 安ん-^ れば、 必し も 兄弟な きこと を 

うれへ す、 又よ く 恭敬 なれば、 人み なわれ を 親しむ、 

兄弟な きこと を、 うれ ふるまで もな しとな り、 蓋し 子 
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夏 牛が 憂 をと かんた めに、 この 言 をな すと い へど も、 

四海 皆 兄弟の 語、 親瑰の 差別な きついえ あり、 よむ 者 

詞を 以て、 意 を 害せ ざらん こと 可な り、 一 說に、 君子 一 

敬而 無， 失 と 云よ. 9 下 は 子 夏の 詞 なりと、. 

フ メイ テ 

〇 子 張 問. 明、 

yt  力 

智の 明なる と は、 いがやう の 人 を云ぞ と、  一 

ノ玉 ハク シン ジ ユン ノ  ゾシリ  一 

子 曰、 侵-潤 之 譖、  . 一 

セキ 

浸潤 は、 ひたしうる ほすな り、 人の 行迹を そ しるこ 一 

と、 に はかなら す、 物 を 水に ひたして、 いっとな く、 そ 

み 入る やうに いひな すぞ、  一 

フ ジュノ  ゥッタ へ 

膚-受 之 想、 

膚は、 身の はだ へな. 5  、人に を かされ、 まげら る 、 こ 

と を、 く はれん ために、 さまで もな きこと をば、 今 一 

ゥケ 

身に ひしと、 せま. 受 たる やうに あおきな くう つた 

ふる ぞ、 

-ルチ ハレ  カラク イツ  ト  ノ  i 

不； W 焉、 可， 謂. 明 也 已矣、 

I  .  ニニ 三 
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なけん、 この 故に、 これに つげ 玉 ふこと かくの 如し.、 

密 人の 言、 一 € 下 大小、 同し からざる こと あれ ども、 そ 

ェゥ 

の學 者の 身に 切に して， みな 徳に 入る の 要た る こ-と 

イタ 

は、 則 はじめよ，.^ ことならす， よむ 者 それ 思 ひ を 致せ 

と よ、 

〇 司 馬 牛 問，， 君-子； 

君子の 道 をと ふ、 

ノ 玉 ハク  ハ  ウレへ  チソレ 

子 曰、 君-子 不. 憂 不. 懼、 

シャゥ タイ  ラン 

牛が 兄 向魃、 宋 にて亂 をお こさんと す、 牛つ ねに かれ 

が 禍 にか /- らんこと を 憂惧 す、 よりて 夫子、 これ を 

以て 吿玉 ふ、 

ク  へ  レレ フカ チ  ト 

曰、 不. 憂 不. 懼、 斯 謂， 之 君-子， 矣 乎、 

ノ王 ハク ゥチニ 力/ リミテ ャマシ カラ ゾレ ヲカ  へ チカ レン 

子 曰、 內 省 不. 疚、 夫 何 憂 何懼、 

牛が 再 問の 意、 上 章に 同じ、 よりて 夫子の 吿玉 ふこと 

も、 亦 かくの 如し、 蓋し 君子 は 平： n のす る 所、 其 心に 

はづる ことなし、 この 故に、 內 にか へ hs みて やまし か 

らす、 外より 东る ことに をいて、 何 をか爱 へ、 何 を か， 


倶 れん、 た  > ちに うけて 安ん やる のみ、 憂へ や 慎れ ざ 

る を 以て、 たやすき ことと して、 あなどる ベ か らす Ig 

なり、 〇 晃 氏お ら へらく、 憂へ す惧れ ざる は、 其德全 

キヅ  ジ トク 

うして、 班な きに よりて， 入る 所と して， 自得せ すと 

云 ことなき な. 5、 憂 慎の ある 時に、 し， Q てこれ をば、 . 

はら ひめく るに、 あらざる なり * 

〇 司 馬 牛 憂 a  、人 皆 有，， i^: 我 

ヒ トリ ナシ 

獨亡、 

牛 その 兄 あ h> て、 しか い へ る こと、 かれ 亂を なして、 

へ 

死せ んと する ， J と を 憂て なり、 

ノ ク シャゥ キケリ ヲ 

子 夏 曰、 商 聞. 之 矣、 

これ 夫子に きけ る ことならん、 

死- £  、富-貴 あ レ天、 

命 は、 即 天命な り、 死生に 命と 云、 富贵に 天と 云 は、 文 

を 互にして いへ- 5、 され ども 命と は、 一定した る， i 

を 云、 天と は、 はかり-かた きこと を 云、 これ 云 意 は、 人 

の 死生 贫富 は、 天の 賦 する 所に ありて、 各 その 定命ぁ 


の攻劑 にて、 を ひ はら ふが 如し、 敬恕 は、 氣體ゃ は ら i 

テゥゴ  ゼン  一 

かなる 者の 病 を、 調 讒の藥 にて、 漸漸 にへ らしつ くす 一 

リヨ ク  セン シン  5 

が 如し 、顔 冉の學 力、 高下 淺深 ある こと、 こ、 に をい 一 

て 見つ べし、 され ども 舉者 よく 敬 恕に從 事して、 其 カー 

を 得る こと あらば、 更に 又 己に 克こと を またす して， 一 

仁に 至る へし、  ^ 

シパギ ゥフチ  - 

〇 司 馬 牛 問. 仁、  一 

リ  シ ャゥ； 

司 馬 牛 は、 孔子の 弟子、 名 は i. 、字 は 子牛、 宋の司 馬 向 一 

魈が 弟な り、  _ 


五つ 


カタ ンズ 


子 曰、 仁-者 其 言 也 額、 

訪ん すと は、 たへ しのびて いはざる が 如くなる と、 い 

ひかね て、 たやすく 發 せざる との、 二 意 をかぬ、 蓋し 

仁者 は、 其 心つ ねに 存じて、 放たざる 故に、 其 言 をの 

づ から、 かくの 如し、 これ 仁德の 一 端な り、 夫子 牛が 

詞のを ほぐて、 さはが しき を 以て、 これ をつ 、しまし 

めんた めに、 かくの 玉 へり、 


ク ノ  力 タキ  レフ カチ  ト 

曰、 其 言 也訪、 斯謂， 之 仁， 矣 乎、 


0  0 
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牛 を もへ らく、 仁の 道 至りて 大 いなり、 た  > 夫子の の 

玉 ふ 所の 如きの みなら じと、 よりて 又 これ をと ふ、 夫 

子 仁者 は 其 言 かたんす との 玉 ふに、 牛 其 言 かたんす 

る を 以て 仁と す * すでに これき、 あやまれり， 又 これ 

にっきても、 牛が 心に おも ひみす して、 口に 云 ことの 

たやすき を 兌つ ベ し、 下 章 もこれ に 同じ、 

ノ 玉 ハク スル コト チ カタ シ ィ フコト ヲ ンャ キ n ト テ ンスル n ト 

子 曰、 爲. 之 難 1 一戸 之 得. 無. 訪 乎、 

難ん ャ. i は、 つ 、しみお もんす る義 なり、 蓋し 言行 は 

華と 實と にて、 常に かれこれ 相 もち ふ、 仁 若の 心存し 

て 放た す、 この 故に、 する 所の 事、 いやしくもせ すし 

て、 必 その 道 をつ くす、 する ことい やしく もせ ざれ 

ば、 いふ 所の 言 も、 亦た やすから やして、 たへ しのぶ 

が 如くな ら ざる こ と を 得す、 しゐ てと ち ふ さぎて、 

いだ さ  >  るに は あらざる なり、 これ その 身に 反 て、 

思 ひみん こと を、 示し 玉へ， 9、 〇 朱 子お もへ らく、 牛 

が 人となり、 多言に して さはが し、 もし こ れに吿 る 

に、 其 病の 切なる 所 を 以てせす して、 泛く仁 をす るの 

.K 槩を 以てせば、 彼必 ふかく 思 ひみて、 其 病 をの ぞく 

こと を 知らす して、 つ いに みっから 仁德に 入る こと 

二 iH  1 


^  0 


十二 


t ンェ 

賓； 


此ょ. o 下 1 一句 も 古語に して、 左 傅に 見 ゑ た り， 其詞 

は 鄉大 夫た る 上に つきて とる ベ し、 大賓と は 、贵 き賓 

カタ  ィテ 

客 を 云、 兒 ふと は、 出む か へ て あ ふぞ、 

ヅ カフ ニハ チ ク ッ カフ マツ ルガ  サイ-一 

使. 民 如 . 承，， 大 祭； 

ゥ ゥシャ  リ 

大祭と は、 宗廟 郊社 などの 祭 を 云、 蓋し 門 をいで、 民 

をつ かふと は 平 曰 眼前 のこと にっきて 云、 門に 出る 

は、 か hN そめの こ. o、 民 をつ かふ は、 いと やすき こと 

なる に、 則大賓 をむ か へ、 大祭に つかう まつる が 如く 

に、 謹 k を 致す 時 は、 何事に おいても、 敬せ すと 云 こ 

となき ぞ、 これ 涵養の ことな hN、 

_K ノガ  P  ホヤ  レホド n ス コト  一一 

己 所. 不. 欲、 勿 k-. 於 人； 

ジ 3  スィ  ノ 

これ 恕 のこと にして、 推 行の 工夫な り、 己が 心に か へ 

h' みて、 欲せざる こと をば、 人に ほどこし かくる こと 

を 禁止す、 これ 即己 において 欲する こと を、 人に 推し 

及ぼす のこと なり、 兩樣 あるに あらす、 然れ ども. L1 は 

ノ  It 

其德 自然なる 故に、 すぐさまに 言て、 己た  > まく， 欲 


ニニ  0 

して 人 を 立つ、 己 達せ まく 欲して 人 を 達すと 云、 恕 

は 力 をつ けて、 推す 工夫なる 故に、 かくの 如く さかし 

まに 言て、 これ を 禁止す、 蓋し 敬 以て 己 を たもつ 時 

は， 私意き ざす 所な し、 恕 以て 物に 及す 時 は * 私意 ほ 

ど こ す 所な し、 天理つ ねに 流行し、 表裏 必 一 致に し 

て、 心の 德 全し、 此 すな はち 仁な り、  丄 


アサ テモ クニ、 ナダ 


( テモ 


在. 邦 無. 怨、 在. 家 無. 怨、 

敬恕の 工夫、 忘れざる 時 は、 出て 國 中の 人 に まじ は 

り、 入て 家內の 人に まじ はるに、 みな や はらぎ したが 

ひて， うらみら る 、 ことなし， これ 亦 その 効 をい ひ 

て、 仲 弓 をして、 自ら その 仁の なれる や、 いまだしき 

や を、 かんがへ しめ 玉 ふ、 

ノ ク ヨウ へ トモ  ナリト フ ト セン ノ チ 

仲 弓 曰、 雍 雖，， 不 -敏， 請 事 新 語， 矣、 

，上 章に 同じ、 〇 朱 子お も へ らく、 仁 をす る 工夫、 奮 

發 して、 する に いさむ は、 乾 道な り、 靜專 にして、 たも 

マボ  n ン  *■ ャ ウギ  n クキ 

ち 守る は、 坤道 なり、 顏子は 高 明 强毅な る 故に、 克己 

フク  チン n ゥ力ン チョウ  デ 

復禮を 以て 告玉 ふ、 冉子は 溫厚簡 重なる 故に、 持 敬 行 

コク フク  タイ  t  フク 

恕を 以て 吿玉 ふ、 克復 は、 氣體 つよ き 者の 病 を、 一 服 j 


に 、あらやと 云 ことなし、 これ 即 全く 體し て、 やま ざ 

るの 仁な.^、 此 四つの 者の 次第 は、 輕く 小 きなるよ 

ォモ 

り 、重く 大 いなる に 至る 、動と は、 內 こ.、 ろの 勒き、 外 

身の 動く を、 かねて 云、 上の 視聽言 も、 亦 その 中に あ 

凡そ人私欲のをこる所三っぁり、 一 つに は、 耳目 

n ゥ チイ コク  シッ ヘン  プ. 一一 

ロ體の 欲、 一 一 つに は氣 質の 偏、 三つ に は、 人我の へ だ 

てな， 9、 され ども 此視聽 言動の 四つに て、 みなすべく 

、る 故に、 これ を 以て、 條目を 立 玉 ふなる べし、 

•  I  ノ ク>  へドモ フ ビン ナリト コフ n ト、 セン コノ ギヨ テ 

顔 淵 曰、 回 P 不 -敏； 請 事斯 語， 矣、 

不敏と は、 とからぬ ぞ、 明に 健 ならざる を 云、 これ 

ケン  シ 3 ゥ 

古人 師に 答る 謙辭な 、事と すと は、 從 事の 義な ，0-、 

其 事に か、， 9 て、 つとむる を 云、 われ 不敏 なれ ども、 

. J の 語 を こ ひう けて 、從 事せ ん とな 、蓋し 顏 子す で 

-ケン ム子  リ キリヤ C 

に^ 言の 旨 を さと b  ，又 その 力 量 これにた ふべき こ 

と を 知る、 この 故に、 た  >  ちに ひきうけて、 疑 ひ あや 

ぶます、 C 朱 子お もへ らく、 此 章め 問答 は、 乃 こ れ聖 

門に をいて、 心 法 を傳受 する 、^要の 言、 至り て 明な 

る 者に あら ざれば、 その 幾 微の間 を、 察する こと あた 

I  スクャ 力  ケッ タン 

はす 至りて 健 なる^|<?にぁらざれば、その決斷のカ 

餘 0 顏消第 十二  . 


を 、致す こと あた はす、 この 故に、 た ケ顔 子の みこれ 

を 聞 こと を 得たり、 され ど學者 も、 亦 これ を勉 とせす 

は ある ベ からす、 又 云く、 發 する 時、 まことに これに 

克 こと を 用 ふ、 いまだ 發 せざる 時 も、 亦す ベ からく 精 

明 を 致す こと、 烈火の 犯すべからざる が 如くす ベく 

して、 始めて 得た. 9 と、 蓋し 四 勿 は こ れ學 者に お い 

て、克治のェ夫な，.^、その 靜 なる 時、 涵養 檢 察する こ 

と は、 顏子亞 難： の 質に して、 此 工夫 を 用 ざれ ども 失 は 

す、 この 故に、 夫子 これ を 吿げ玉 はざる ならん、 舉者 

は 必動靜 互に 養 ひ、 表惠 こも <> 、正す の 敬 を、 すつ ベ 

からす、 凡そ 敬 を 持す るに は、 收敛提 醒の四 字 を 忘れ 

ざる、 これ 手 を 下し やすき 方な り、 蓋し 私欲の きざす 

こと も、 陰陽の 兩 端に すぎ や、 心頭 ゎづ かにう きた > 

よふ こと を覺 ゑば、 則 これ を收敛 すべし、 これ 陽の 失 

を 救 ふなり、 心頭 ゎづ かに しすみ くらむ こと を覺 

ゑば、 則 これ を提醒 すべし、 これ 陰の 失 を 救 ふなり、 

即是內 外 勒靜の 、涵養 撿察を 、合せた る 工夫の 內に、 

又 克復の 意思 を 兼たり、 

フ ヲ ノ玉 ハク. 1 ブ 、パテ クァ マガ 

〇 仲 弓 問 t 、子 曰、 出 h 如. 見，， 大- 

ニー 九 


sa  0 
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人よ く 一 日 も、 克己 復赣 する 時 は、 天下の 人、 みな 其 

人 に ゆるして 仁者と 稱 するな，. y  、これ その 効の 甚す 

みゃかにして、至..^て大ぃなることを、きはめ云なり 

一 日の 間に、 必し もこの 効 あるに あら ざれ ども、 人々 

この 仁 を そな へて、 又 一 人の 仁、 天下の 仁 をす ぶる 故 

に、 必 この 効 を 得る 道理 ある を 以て、 かくの 玉 へ るな 


スル コト 


シテ ラン ャ 


爲 t 由 JIT 而 由. 人 乎 哉、 

云 意 は 仁 をす る こと、 只み つから わが 力 を 用る に、 よ 

る ことにして、 他人の 力に よ. hv て、 する ことに あらす 

と、 これ 人み づ から はけむべき こ と を 示 せ h- 、又 これ 

キク ワク 

によ ft- て みれば、 仁 をす るの 機 括、 わが 手に とれる こ 

とに て、 しがた きこと にあら す、 人よ く 其 力 を 用 ひ、 

日々 に 私欲に かちて、 しがた きこと /- せざる 時 は、 則 

ついに 私欲き よまり つき、 天理な がれ めぐりて、 仁 道 

の 行 はる、 こと、 き はま hv なかる ベ し、 

ノ  ク nt トフ  ノ  ボクヲ 

顏 淵 曰、 請，， ，問 其 目； 

顏 子の 明容、 天理 人欲の さ ひめに をいて はすで にこ 


二：，、 ，— 

れをゎき知れ..^、この故に、只克己復鱧の條目をこひ 

とふ、 これ を 以て、 工夫の 手 を 下す 處と、 せんがた め 

な h -、 

ノ玉 ハク ス" -I  レ 5- ル nk- ハ  二  レ キク n ト ハ  一二 

子 曰、 非. 禮 勿. 視、 非 .禮 勿 .聽 、非 ま 

レイフ n ト ハ  二  レ ゥゴク ゴト 

勿 し言 、非 k 勿. 動、 


禮は、 即 上文の 鱧な り、 非 鱧 は、 鱧の うらに して、 私欲 

な. 9、 即 上文の 己の 字な 、勿れと は、 自 いましめと 

> むる 詞、 即 これ 人心よ く 主宰と なりて、 己に 克て、 

緩に かへ るの 機 括な.^、 禮に 非す は視る ことな かれ、 

聽 くこと なかれと は、 みきく 所の 非醴 を、 禁止す る こ 

となり、 非 藉の聲 色 を、 きくこと なかれと 云に あら 

す、 淫聲美 色 は、 もと われに ぁづ かる こと あるに あら 

す、 ロハ わが これ をみ きか まほし き 意き ざす は、 即非鱧 

なる 故に、 これ を 禁止す、 聲色の 有 Mi に は、 か、 は；；^ 

ぬな り、 下の 言 ことな かれ 動 ことな かれ も、 非 癜の言 

ドウ  ノシ 

動き ざ/' んと する を、 禁.： M する ことな. 9  < 'よく 此四 

勿 を 以て、 私欲に 克っ時 は、 視聽言 動、 み な 鱧 節， にか 

な ひて、 凡そ 日用の 問、 時と し 事と し て、 天理の 流行， 


く 備れる 者な、 

玉 ハク カッテ 一一 カヘル テ 


ショウ ブ 

勝負 をな して、 並び 立つ の 時な し、 

ある 領 まの 如し、 欲 は 外より 來 る宼賊 


子 nr 克. 已 復. 禮 爲亡、 

これ 古語な り、 左傳に 見えた. 9、 己と は、 身の 私欲 を 

云、 私と いはす して、 己と 云 は、 私欲 萬 端な..^ とい へ 

ども、 みな 一 身の 形氣 より 起る 故に、 つ  >  めて これ を 

云な 、これに 克 つと は、 はら ひつく して、 少も のこ 

さ  >  る義 なり、 禮は 天理の 節 文な， 9、 こ れ に復 ると 

は、 もとの 如くに たち か へ る義 なり、 蓋し 人、 むの 內、 

シ 3 ゥブ 

天理 人欲、 つね 

理は もとよ 

の 如し、 宼賊 ひとり もま じ はる 時 は、 領 生み づ から 安一 

ん せす、 必 これ を かちつ くした る 時、 本領に 安堵す、； 

これ を か へ ると 云 な り， 理と いはやして、 鱧と 云 こ) 

と、 理は虛 にして 形な し、 驄 門の 敎 みな その 事實ぁ hv 一 

て、 人の 手 を 下し やすき こと をむ ねとす、 これな を大ー 

學に、 窮理の 工夫 を、 格 物と 云が 如し、 事物の 理を知 一 

る 者 は、 即 心の 知なる が 故に、 sif 上に つきて、 其理 をー 

き はめし む、 禮は品 節度 數 ある 故に、 禮 文に 從 ひて 其 一 

理を ふまし む-格 物 は 知な， o、 復鱧は 行な hv、  二つの" 
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者其理 同じ.^ これ 仁 をす る者必 よく 己の 私欲に 克て V 一 

醴 にかへ る 時 は、 則 其 行 ふこと みな、 理 にかな ひて、 ^ 

本心の 德、 天然の ま、 に、 我に 全し、 これ 即 仁に なり i 

たる 時なる によりて、 仁と すと 云な h>  、蓋し はじめよ h 

K0 にかへ らんが ため に、 己 に克 つ 、よく 己 に 克っ時 一 

は、 即禮 にか へる、 二 段の 工夫に あらす、 すでに 鱧に 1 

かへ る 時 は、 即仁 にして、 亦 一 時の J な- 9、 然れ ども、』 

n クキ フク  i 

本文の 正意 は、 たいすで に 克己 復醴 して、 仁に な た j 

スべ カラ 

る 者 を 云な り、 〇 謝 氏の 云く、 己に 克 こと は 須 く、 わむ 

が 性の かた をち にして、 かちが たき 處 より * かち もて 一 

去る べしと、 これ 亦 其 難き を 先ん やる の 意な，. y 、朱 子 一 

おもへ らく、 己に 克 こと、 別にた くみなる てだてな し、】 

ビヤ ゥ  カウ テキ  丄 

小勢の 軍兵 に はかに 强敵 にいで あ ふが 如し、 只 力 を」 


つくし 死 をす て /- まっさきに は せか /- るば かりな 

hy^ 何のと ひ は かるべ き あらん や、 又お もへ らく、 

墼人 この 克の字 を 下す JJ、 たと へば 人 互に Fs^ ヒ とり 

て、 相殺す が 如し、 われ 敵 を 殺さ  >れ ば、 敵われ を 殺 

す 、よりて 必定 かちお ほせよ との 義な h -、 


ュ ルス & 


- 日 克； U 復ま、 天卞 歸 t 焉、 一 


ニー 七 
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二 1 六 


ょ，.^に、其道とたがへるを以て、 これ を 喷 へ， 9 と、 然 

れば、 その 志す 所に をいて は、 それ 能 せんと、 許し 玉 

へるな らん、  j 


タ t  チ スャク -1 * 

唯 求 則 非. 邦 也與、 


曾晳 夫子の 讓ら すとの 玉 ふ を、 只國を 治る こと を、 任 

じたる こと /- きけ，.？ - 、よちて 冉 有が 云 所 も、 亦國 のこ 

と にして、 わら はれざる こと を、 うた-かへ り、  一 


ヅク A ゾ 


モシ クハ 


二 シテ」 


安 見， 方 六-七 十、 如 五 六-十、 而 非 

.氣 也 者，； 

夫子の 答な り、 求 方 六 七十、 五六 十と 云 時 は、 何ぞそ 

の國 にあら すと する こと を 見ん、 これ も亦國 のこと 

な. 5 と、 こ  >  に をと しめの 詞 なし、 蓋し その 志す 所 は 

亦 ゆるし 玉へ， 9、 

^1 肌ぁ亂 也與、 


フシ ャゥ 


曾哲 上の 問答 にても、 なをい まだ 不讓の 意 を さ と 

ら ざる 故に、 又 子 華 か 國 家の 赣を 任じても 亦 わら は 


れ ぎる こと をと へ hN， 


スシチ 


宗 -廟韋 同 非， 諸-侯， 而何、 

赤が 云 所 も、 諸侯の 國 事な と、 

レ ガセゥ タレ 力  クタ ラン レカ 

赤 也 爲，， 之 小， 孰 能 爲， 之 大， 


赤 侯國の 港に をいて、 小た らんと いは. 5-、 たれ かよく 

かれに まさりて、 大 となる 者 あらんと、 これ 赤に 許し 

玉ふ詞 な， 9、 いまに をいて、 曾眢子 華が 小 相と 云 も、 

冉 有が 六 七 五六 十と 云 も、 み な謙讓 の詞 にして、 子路 

は 只 そ の 不 讓を以 て、 ® はれつる と、 さと け る 故 に 

疑 ふ 所、 はじめて とけた- 5、 

お 第 T  I 一 

顏 淵 sl 仁、 

凡そ 孔門 諸子の 仁 を 問 ふこと、 その 文義 はすで にみ 

な 知れり、 只 これ 其德 いかんして か修 る、 其 道い かん 

して か 行 ふと 云 こと をと へ，^、 此ょり 下 二 章 は、 みな 

德 をと へ るな，..'、 仁 は、 人心 自然の 全德、 衆理萬 善、 こ 


外にう か ベ， 9、 則 夫子の 老者 はこれ に 安んじ、 少者 は 一 

これ を 懐け、 朋友 はこれ を 信 せんの 志と、 相 かな ふ、 一 

三 子 の 人 の 知る を 待て 後出で 5  、 其才を 事 爲の末 一 

に ほどこさん とする に 比すれば、 然として ひとし 一 

から や、 よ， 9 て 夫子 歎息して、 深く 之 を 許し 玉 ふ、 門 ^ 

人 も、 亦よ く此を しれる にやと， CN わきこ に をいて、 一 

其 始末 を、 つまびら かに 記せ..'、 〇 朱 子の 云く、 蕓人ー 

i  タカ  ^ 

點に與 する こと、 蓋し その 見る 所の 高き と、 存 する 所 i 

の廣 きと を とれる のみ、 學 問の 道、 只 此のみ を、 すな 一 

はち 至極に して、 また 加る ことなしと 云に あらす、 學： 

者 これ を 見ば、 まさに これ を 身に 反さん.. 0 を 要すべ 一 

し、 須 くこれ 曾點が 見る 所 を 見得、 曾 點が存 する 所 を 一 

存し 得て、 日用 己に 克て、 鱧に 復 るの 功 は • 却て 顔 子 一 

n ヒ 子ガハ  ジク モク  イタ  ケン 

を 以て、 師 とすべし、 庶幾く は、 足 目と もに 到， 5 て、 欠： 一 

ケッ  ク ワウ キヨ  n ゥ ハウ  一 

闕 する 所な けん、 橫渠 のい は ゆる、 心 は 弘^な らんこ^ 

と を 要し、 文は密 察な らんこと を 要すと は、 亦此 をい 1 

へり、 又 云く、 曾 點が學 、塞 人 これが 依歸 たる ことな； 

ラウ サゥ ィ シ  ッ タフ _ 

くば、 を そらく は、 老莊の 意思 あらん、 又 云く、 道 を傳ー 

るの 任、 其 父に あらす して、 其 子に ある 時 は、 則 その ま 

虛實の 分、 舉者 それ 必以 てこれ を 察する こと あらん、 1 


三 子-者 出曾暫 後、 

タイ  モン タフ ウタ ガ t 

三 子 返 出す、 曾晳 かの 問答、 疑 あるに よ，. y て、 あとに 

のこれ，^^、 

曾 晳， 曰、 夫 三-子 者 之 言 何 如、 子 

玉 ハク タ ィ ヘラ ク ノ シテ ノミ 

曰、 亦 各 貢， 其 志， 也 已 矣、 

三 子み な その 志す 所 を、 いひお ほせた b と、 ほめ 玉 ふ 

詞 f、 

ク  ソ ワラ ヘル チ 

曰、 夫-子 何 哂. 由 也、 

子 路の云 所、 その 才 をた ふ ベ き 所なる に、 夫子の これ 

を 笑へ る を、 疑 ひて とふ、 


ハク ヲ サム ルニ 


ュヅラ 


ュへヒ 


曰、 爲つ國 H4 禮、 其 言 不. 讓、 是 故 

ヮ ラフ チ 

i 之、 

n- レ^ 


ュル 


其言不 V 讓と は 率爾と し て徵 ると 、自 許す 所 の大 いな 

シャゥ 

ると を、 すべて 云、 國を治 るに は 、鱧讓 をむ ねとす、 か 


セィ. チ 


論 m 


先進 莱十 


れ 政治の こと を 云に、 その 言ゅづ らす、 これ まづ さし 
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撰は、具な..^、 わが 志 は、 三 子の 存 する 所と 異なる 故： 

に、 いひが たしと ぞ、  一 


-フナ t ？』 


子 曰、 何 傷 乎、 亦 各 言，， 其 志， 也、 

何 ぞくる しからん や、 汝 のい はんこと も、 亦 各 その 志 

を 云 J なれば、 人と ことなり とも、 た . ^いへ とな h -、 

タ ボ シ ユン ニハ  フク ステニ ナ * 

曰 、募-春 者 春-服 旣 成、 

暮春 は、 今の 三月な り、 春 服 は、 春の 衣服、 あはせ ひと 

へ の 物 を 云、 時節の 服出來 りて ぞ、 

クワン  リタ  ドウ  リ クシ ヅ 

罕者 五-六-人、 寧 子 六-七 人、 


チャウ ヨウ 


冠者 は、 成人 を 云、 そのと もな ひ 遊ぶ、 人の 長幼、 數のー 

タ セゥ  ゾク  ケィ ゾクセ キ】 

多少に か、 はら やと ぞ、 一 說に、 これ 即時の 景、 即席 一 

の 人に よ hs て 云と、  一 

3, シ  キニ  一 

浴，， 乎 折；  一 

折 は、 川の 名、 魯の城 南に あ 、これに 浴す と は、 即今？ 

シ  コフゥ  ヘン  チア シ  ； 

の 上巳の 跋の 古風、 水邊に 出て、 手足 を あらう を 云、 一 

iteL に、^ に 温泉 あ と、 然れ ば、^ すと は、 衣 をぬ ぎ j 


て ゆ あびす るな h, 

フ ウジ  プ ゥニ 

風 ¥ 舞 雩； 


霉は、 あまご ひの 祭、 神樂 をして まふ 故に、 舞 零と 云、 

タン ヂャゥ  ジュ モク 

これ は その 壇場 を さす、 樹木 あ hN- これに 風す と は， 

す  > むこと なり、 

エイ シテ 力へ ラン 

詠 而歸、 

ァゾ  ウタ 

遊び を は b て 後 共、 に 歌うた ひて、 かへ らんと なり、 

トシ テ タン シテ ハク レハ セン 二 

夫-子 喟然歎 曰、 吾 與. 點 也、 

キ  ナゲ 

喟は、 即歡 


な是 なる i を 見得て 、をの づか ら樂む 所 あ 

チウ タイ  * ン 3 ゥ 3 ゥ 

に、 その 應對の ふるま ひ、 從容 たる こと、 か 


聲、 與 すと は、 同心す るぞ、 蓋し 曾 晳の學 

かの 人犹 はれつき て、 天理な がれめ ぐり、 ふる、 處み 

、この 故 

の 如し、 

而 して その 云 所の 志 は、 則 又 その 1^ る 所の 位に 即て、 

日用の 常を樂 むにすぎ や、 はじめより 位 を 出で、 外 を 

ねが ひ、 己に ある 者 をす て /-、 人の せし むる 所に、 從 

ふの 意な し、 而 して 胸中、 悠然として、 た  >  ちに 天地 

ザ ゥクヮ  す モムキ 

の 造化と、 共に めぐり、 萬 物 各 その 所 を 得る の 趣詞の 


焉、 

公 西 華 禮樂の 事に 志な り、 冉有 觼樂を 以て 君子に 

れ. o、 今 その 志す 所 を云膽 は、 君子 を 以て 自 居る： L 

うたが はし、 よりて ま づ謙辭 を 置きて 云く、 今 云 こ 

を われ 能 せんとに は あらす、 願く はこれ を學 びん， 


モシ ク ハク ヮ，. 


シャゥ ホメ 


宗廟 之 事 如 會-同 端 章 甫、 願 爲，， 


シ ャゥ： 


小-相， 焉、 


サ. 1 


宗廟の 事と は、 諸侯の 祭赣を さす • 會同 は、 諸侯 天子 

に 朝 親す るの 名、 |K 子 征伐の 事 あらんと する 時に、 その 

方 岳の 諸侯、 朝參 する を、 會 とす、 十二 年に 一 たび、 天 

子 四方の 國を 巡る、 もし 巡り 玉 はざる 時 は、 天下の 諸 

ライ  タン  ゲン  フク 

侯、 こと <\ 'く來 朝す る を、 同と 云、 端 は、 支 端の 服、 

章甫 は、 鱧 冠の 名、 相と は、 君 鱧 を 行 ふ 時に、 たすけと 

なる 者な- 5、 小 相と は、 その かしらに あらす して、 末 

にたつ 者 を 云、 これ も 亦謙辭 な， 5、 〇 前篇に、 孟武伯 

此三子 を 仁な， やと 問ければ、 夫子 仁 を ゆるさす 

して、 各 その 才の 能す る 所 を ゆるせ， 5、 子路に は兵賦 


冉 有に は 政事、 公 西 華に は 鰻 儀な，. >  、此 章に 三 子み づ 

から 云 所の 志と、 みな 同じ、 然れば 塞 門の 學、 一 つと 

して、 實 事に あらす、 實用 をな さすと 云 ことなし、 後 

世俗 儒の なく、 異端の 實 なき は、 云に たらす、 その 

實學に 從事 する 者と い へど も、 理を論 やる ことす 微 

に、 事を議 する こと 詳密なる のみに して、 才德 これと 

相 かな はさる も、 亦 古人の 學に ことなり、 


ヂハ  ン ヒク r シッヲ キナリ 

點爾何 如、 鼓. 瑟 希、 


希とば、 まど をなる 義な b  、曾晳 三 子す でに みなこた 

へ て、 夫子のと ひ、 己に 及ばん とする 故に、 瑟 をち，.^ 

とひき やむ ぞ、 


§ 而 作、 


夫子の 言 をき て、 乃瑟を をし のけ、 地に を き てた 

つ、 其 聲鲤然 たり、 凡そ 先生と ふ 時に、 起て 答る は 鱧 

な. 9、 上の 三 子 も、 皆た ちつれ ど、 曾晳が こと をば、 く 

はしく 記す によりて、 こ、 にいへ， 9、  i 


メナへ-一！ 


對 曰、異， 乎 三-子-者 之 撰； 
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因る と は、 かさぬ るぞ、 米穀のと ぼしき を饑と 云、 茱 

蔬の すくなき を饉と 云、 兵 革の 上に、 又 かさな， 5 て、 

健 謹に あ ふぞ、 これ 一 節、 一 節よ b も、 かたき ことな 


ォサ ヌハ 


lo*t 二 プ 


アツ テ ヨウ 


由 也 爲乏 比 .及，_ 三-年； 可. 使 二 有. 勇 

マタ ラ ム カフ カタ テ 

且 知， 方 也、 


シ i シん 


古 は 三年に して、 事の 効 をかん がふる 故に、 子 路冉有 

みな 三年 を 以て 云、 方 ふと は、 義 にむ かふ ぞ、 民 を 治 

め敎る 、その 功 をつ むこと、 一二 年に 及ぶ 比 ほひに は、 

民 勇 氣出來 りて、 又 義に向 ふこと を、 知ら しむべし と 

なり、 民義に 向 ふ 時 は、 主君 長官に したしみ 事 あれ 

ば、 死 を 致して は-?^ らくな- 9、  . 


夫-子 哂. 之、 

gj ふと は、 すこしき 笑 ふぞ、 其 意 は 下に 見えた、 

チハ -ィ カン 

求爾何 如、 


クイ ギ 


J れ 夫子の 問 ひなり、 齡の序 なれば、 子路 のつ ぎに は 


ニー  二  ；| 

曾晳 にと ひ 玉 ふべき を、 瑟を ひきて 居け るに よ &て， 一 

ます 求 赤に とひ かけ 玉 ふ、  j 

へテ  ク  3 ク シッ  モシ クハ  a 'ク  ，J 

對 曰、 方 六-七-十 如 五-六-十、 一 

四方 六 七十 里 は、 小國、 五六 十 は、 いよくす こしき 一 

f、  一 

メ？  テ C  ニフ  一一  シシム タラ  チ A 

泶 也 爲乏 比. 及 J 一一-年； 可 ja 足 .民、 一 

人々 衣食 ことたる やうに、 しむけん となり、 一 

クンバ  カク ノ テ タン  チ 

如， 其 禮樂， 以俟 二君-子；  一 


シャち 


一：；：； は 以て 民情 を 節制す、 樂は 以て 民心 を 和悅 す、 民 を 

01^ らしめ て 後に は&敎 ほどこすべし、 され ど藉樂 は、 

その 得ざる 所なる によ.. >  て 、此事 は、 君子の ある を 待 

て、 これをせんとな^^、 蓋し冉有が人とな-.„^謙返す、 

又 子路大 言して、 わら はれし 故に、 其詞 いよく 謙 

、國は 小 を 任じて、 大を 任せす、 政 は 治 を 任して、 敎 

を任せざるな，*^、 

チ？ ィ カン  テ  ク ス フ -I ハク *< ント _v 子ガ ハク ハマ ナビ ン 

赤爾何 如、 對 曰、 非 jai! 之、 願 學 ^ 


玉つ 


ゼルチ ナン ヂ 3 リ ナ カレ レチ テス ル r 


子 曰、 以，； 吾 一 -日 長，， 乎 爾； 毋，， 吾 以， 

也、 

云 意 は、 わが 齡 一 日ば かり、 汝 等より 長せ る こと を以 

てす とも、 わが 長せ る を 以て、 われと もの 云に、 は ^ 

かる ことな かれと、 蓋し これ をす/' めて、 其 言 をつ く 

さしめ、 これにより. て、 其 志. 見 玉 ふぞ、 此詞 にて、 又 

聖人 溫 和の 氣、 謙遜の 德を 見つ べし、 それ 弟子 を 知る 

こと 師 にしく はなし、？^ や 璧人を や、 然れ ども、 これ 

各 その 志 をい はせ き、 て、 其 非 を 正し、 其 及ばざる 所 

をす /1 めんがた めな， 9、 

テルす ハ  チ  ク  トレ チ  ラ 

居 則 曰 不，， 吾 知， 也、 

居る と は、 "キ 居の 時 を 云、 不_. 吾 知 一と は、 自負の 意 あり、 

ウラム 

世に 怨る詞 にあ らす， 

モシ アラバ s-n ト チタ チ チ テカ セン ャ 

如 或. 知. 爾、 則 何以 哉、  . 


もし 汝を 知て あげ 用る こと あらば、 何事 を 以て か 用 

をな さんやと、  " 


V  .ン .V  VI  .V  -ブ  一 I  5  { ラ  ク 

子路 率爾 而對 曰、 


率爾と は、 かろくに はかなる 貌、 尊者と ふこと あれば 一 

體を見 あはせ、 己 を か へりみ、 詞 をゅづ りて、 對 作法. 一 

な， 5、 子路 の齡、 諸子より 長 じたれば、 先に 對る は宜ー 

なり、 され ども 氣質 剛勇なる 故に、 言 貌の體 、粗忽な 

るぞ、 


ハサ 了 


千乘之 國、 攝， 乎 大-國 之 間， 

子路 政治の 才辯を 以て 對ふ、 下 二子の 對も、 皆 その 長 

する 所な り、 千 乘の國 、すでに 大いにして、 治めが た 

し、 なを それよりも、 大 いなる 國々 の 中に、 はさまり 

:© て、 これと たて あ ふこと、 いよく かたし、  一 


フル I 一一 


テシ シ 


加. 之 以，， 師- 旅； 


師旅 は、 軍 徒な り、 1 一千 五 百 人 を師と 云、 五 百 人 を 旅 i 

と 云、 國 おさめが たきの みならす、 又 さし 加へ て、 兵】 

革の こと ある ぞ、  一 


3 ル -H 


テ セン キ キンチ 
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たらし めんと す、 


、 


ァク 


ノ  E ハク ゾ n ナフ カノ  ノ  nih 

子 曰、 賊，， 夫人 之 子 

夫人 之 子 は、 子 簾 AJ さす、 子羔質 美う して 、 g きこ と. 

餘り あれ ども、 いまだ 學みた すして、 智 たらす、 然る 

をに はかに 民 を 治めさせば、 內學業 をす て、 外 政事 を 

あやまら しめん、 これ 正に 以て 其 身 を 害する 所な り、 

子 路 曰、 有，， 民人， 焉、 有 ，_社- 稷， 焉、 何 

シモ 3 ンデ  シナ  二 セン プ コトヲ 

必 讀 JI 然 後 爲. 學、 

云 意、 民人 を 治め、 鬼祌に 事る は、 みな 以て 學を する 

所の ことなり、 何ぞ必 しも 書 をよ むば か， OS にて、 然し 

て 後に、 その 學 ぶこと を せんやと、 


玉？ 


,5 そ 


子. 1 


子 曰、 是 故惡， 夫侫 者； 

K を 治め 、神に 事る は、 まことに 學 者の する ことな 

とい へど も、 必學を つとむる 功 成りて、 而 して 後に 出 

て、 以て その 學ぶ所 を 行 ふ ベ し、 もし 初よ リ、 いまだ 

かって 學 びざる 者に、 これ をして 即仕 へ て、 これ を以 


て學 ぶこと をせ しめば、 それ 神 を ぁなどh^民をし へ 

たぐる に、 至らざる 者、 すくな からん、 然れ ども、 子路 

の 此の 言 その 本意に は あらや、 只理か .5. ま， ftN 、詞 つま 

れるま/- に、辯をロ舌にと，^^て、 人に あたれる のみ、 

そ の 言 を あやまる とが は、 すこしき なり、 心 を 欺く 罪 

は、 大 いな， 9、 よりて 夫子 其 非 を さしい はすして、 只 

其侫 をに くめり、 され ど此句 は、 これ 子路 のこた へ を 

うけての 1H はく、 かやう のこと 故に、 かの 佞す る 者 を 

にくむ と、 これ 泛 く云詞 にして、 た  >  ちに 子^ を さし 

て、 侯 者との 玉 ふに あらす、 〇 辅 氏の 云く、 これ を學 

ぶこと すでに 成て、 而 して id て 以て 其 學を行 ふ も、 な 

ドテ セィ  タイ  ノギ 

を 勸と靜 とたが ひ、 用と 體 とそむ きて、 或は 其 宜を失 

ふ、 と あらん こと を 恐る、 や 初に をいて、 いま， たかつ 

て學 びす、 しかる をに はかに 即 仕て、 以て 學 ぶこと を 

せ さしむ ベ けんや、 

ャキ  セ， 

〇 子 路曾皙 冉有公 西 華 侍-坐、 

曾晳 は、 曾 子の 父、 名 は點、 字 は 子晳、 侍 坐 は、 孔子に 

侍して 坐す るぞ、 


ノ 玉 ハク レ テチス n トナル n トヲ フト スナ ハチ ト ヲ 

子 曰、 吾 以. 子 爲， _異 之 問， 曾 由 與. 

求 之 問、 

異なりと は、 常に か はりた る こと AJ 云、 云 意 は、 はじ 

め われ 子が 問 ふ 所 を、 非常の 問 ひと 思 ひつる に、 乃 由 

と 求と が こと をと へ と、 その 二子 を輕ん する は季 

氏が を こ を、 抑 へんが ためなり、 

所 謂 大-臣 者、 以. 道 事. 君、 

以， 道 事 と は、 出 處の宜 を つまびら かにし、 難を責 

るの 義を つくし、 必 わが 正道 を 守 b て、 君の 私欲に 順 

3  p ゴ 

ひ、 悅 ばる ， こと を とらす、 

ナル寸 i チ ャム 

不可 則 止、 

道 を 以て 事 ふ ,i か ら ざれば、 服 や めて つかへ や、 身 を 

奉じて 返き、 必 己が 志 を 行 ふ、 これ 亦 即身を 以て 道に 

シ タガフ 

狗る 所な り， 

今 由 與，， 求 也、 可 真- 臣， 矣、 ， 

餘 鼯 先進 第 十 一 


具 は、 そな はるな り、 た  >  一 官 をう け 1 職を辨 じて、 

家臣の 數に そな ふる ほどの 者ぞ と、 もし 大臣と 云 者 

なれば、 季 氏が ひと ごろ へ る を 見ながら、 これに 臣と 

しっか へす と 云 意、 亦 その 內に ふくめ， 5、 

クル 寸ハ チ ハン 一一 力 

曰、 i 則從. 之 者與、 

子然 又と ふ、 二子す でに 大臣に あらす は、 季氏 がする 

所の ま、 に、 從 はん 者 かと、 

ノ  KU クコロ サン ニハト >  •  タジ  め ,»» 

子 曰、 弑，， 父 與， 君、 亦 不. 從 也、 

1 一子 大臣と する にたら すと はい へど も、 君臣の 義は、 

これ を 聞 こと を 熟せり、 弑 逆の 大惡に は、 必 これに 從 

はじと、 蓋し ふかく  二子に ゆるす に、 死 難 も 其 志 をう 

ば、 れ ざる 節義 を 以てして、 又 これ を 以て、 季 氏が 臣 

として 臣 たらざる の 心 を 折け り、 1 應 答の 間にして、 

强臣 の偺竊 をと  >  め、 天下の 綱常 をた すく、 眞に 聖人 

の 言な ，9、 

ム  カウチ シテ タラ t ノ サイ 

〇 子路 使，， ， 子 恙 爲， 贅 宰； 

子路季 氏が 臣 たる 時、 子羔 をす、 め あげて、 費 邑の宰 

二  0 九 
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共に これ をば 義理の 中正に 約して、 過不及の 患な か 

らしむ るの み、 

〇 子 畏. 於 ItC 

說 前篇に 見えたり、 

ヲ クン タ % 

匡 人の 圍を 出て、 のき 玉 ふ 時、 かれこれ 見失 ひて、 顏 

子 あとに さがれり、 

ノ  MK ク レ  テ ナン チチ シキ セリト 

子 曰、 吾 以. 女 爲. 死 矣、 

死す と は、 匡 人の 難に 死す るぞ、 師弟 互に 安否 を 知ら 

ざ. 0 し 處に顏 子の 事な く.. ：> て 来れる を、 夫子 見かけ 

て、 喜び 玉 ふ 意よ. 9、 かくの 玉 ひしな. 9  、さの 義をぁ 

やまり て 死 せんこと は、 蓋し 夫子の 盧る 所に あらす、 

タ  ィ， ス  • ゾ ナセ 

曰 子 在、 回何敢 死、 

子 かくています 時 は、 回なん ぞぁ へて た /- かひに お 

もむ き、 死を必 とせん やと ぞ、 これい まだ 子の 安否つ 

まびら かにせ やして、 みだ に 死にお もむ かんやと 


I  二 0 八 . 

云の 意 を、 師に對 して 云詞 なる 故に、 か/、 い へ るな り、 

〇 胡 氏お もへ らく、 先王の 制 民 三つに 生す、 父な り、 

君な 、師 なり、 これに 事つ る To 一  の 如くし、 た やそ 

の をる 所に して 死 を 致す、！^ ゃ顏 淵の 孔子に をけ る、 

カウ 

他人の 師弟 子た る 者の みに あらす、 もし 夫子 不幸に 

して 難に あは  > 、回必 生 をす て、、 之に おもむかん、 

それ 幸に して 死せ す、 則必 上天 子に 申し、 下方 伯に つ 

げ、 討ん こと を 請て、 以て 讎 をむ くひん、 それた  > に 

はやむ まじき ぞ、 然るに 夫子の います こと を 知ぬ、 回 

なん すれ ぞ其死 をお します して、 1M 人の ほこさき を 

を かさん や、 

〇 季子 然問、 仲由冉 1^ 可 Ji 大- 

td 與、 

子然 は、 季 氏が 子弟な，. y  、其 家に、 二 賢 を 得て 臣とす 

る こと を 、美 目な hN として、 これ をと へ hN 、大臣と は、 

人品 を 以て 云、 その 位 を 云に あらす、 され ども 子然大 

臣 の 實を 知らす 、 只才辯 氣魄ぁ b て、 よく 大事 をと，. > 

ま はす 者 をば、 これな b と 思 へ り、 


子 曰、 有 k- 兄 在； 如 之 何 其聞斯 ； 

ハンチ  _ 

行. 之、  i 

シ3ー 

父兄の 命 をう けて、 わが ほしいまま にせす， 又 その 處ー 

置 をき く ベ きなり、 蓋し 義を 聞て は、 する にい さむべ 一 

しとい へ ども、 父兄に つげす して 行 へ ば、 反て 義 をそ^ 

こな ふ こと あれば な， 9、 事大 小と なく、 皆づげ よと に 一 

は あら 中、 

ハク クマ、 二 レ ハン ャ  ノ  5 ハク クマ， 二 レ へ ； 

冉有問 聞斯行 諸、 子 曰、 聞 斯行ヒ 

チ  ん 

之、  . 


シ ン タイ 


事必 父兄に つげて 行 はんと すれば、 進 返に まど ひ、 機 

ク ワイ 

會を うしな ひて、 義を かく こと あれば なり， これ 亦 何 

事 をも必 うけ ざれと に は あらす、 

公西氧 曰、 由 也 問 聞斯行 諸、 

、有，，， 父-兄 あ 一 求 也 問 ク斷ま 行ぎ、 

ノ玉 ハク マ、 ニレ へ チ  マドヒ テテ フ 

子 曰、 聞 斯 行. 之、 赤 也 惑、 敢 問、 一 


子 路冉求 問 ひ 同く して、 對 ことなる を 見て、 其の 義に 

まど ひける 故に、 これ をと ふ、 

ノ  BK ク ハ  シン ヅク ニス、 ム チ 

子 曰、 求 也 返、 故 進. 之、 - 


ジ ウジ ャク 
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冉求は 資質 柔弱に して、 志向 返く にかたお ち、 その 聞 

く 所を必 しも 行 はじと す、 よりて それが 命 をう け ざ 

る こと を 患へ す、 た  > そのす ベ き 所に をいて、 ゆいつ 

もどりつ、 を それし > まりて、 これ をす る こと、 いさ 

まざらん こと を 患 ふ、 この 故に、 驄 人 これ をす む、 

ハ  カヌ  チニ  クチ 

由 也 兼乂、 故 返乏、 

兼， 人と は、 人に まさらん とする こと を 云、 子 路は資 

カウ キヤウ 

質剛强 にして、 志向 進に かたお ち、 その 聞く 所 を、 必 

行 はんとす、 それ 閬 くこと あ， 9 て、 いまだ 行 ふこと あ 

たは ざれば、 た  >閡 くこと あらん こと を 恐る、， りて 

そのす ベ き 所に をい て、 えす まじき こと を 串5 へす、 た 

そのこれ をす る 意、 す、 むにすぎ て、 命 をう く ベ き 

所に、 かく こと あらん こと を 患 ふ、 この 故に これ を^ 

く、 盖し 聖人 ひと. 9 は その 過ぎた るに よりて、 これ を 

返け、 ひと， は その 及ばざる によ， 9 て、 これ を 進む、 

二 〇 七 


諭 0 先邋 1* 十 一  . 

亦 その 才識の 明なる、 心に 思 ひ はかる 所、 あやまた す 

して、 あたる こと 多し、 蓋し その 貨殖す る こと も、 才 

もってしば/ \ あたる 故な. 9、 諒 氏の 云く、 子 貢 人 を 

たくらぶ る こと を 好む、 この 故に、 顏子を 以てなら ベ 

云、 そのこれ を 以て、 自 はげみ まく 欲して な ，5 〇 程 子 

おもへ らく、 子 貢の 貨殖す る は、 後人の 財 を ゆたかに 

する、 いとなみの 如くば あらす、 た  > 此の 心 忘れざる 

のみ、 然れ ども、 此亦子 貢 わか 、，9 し 時の 事な らん、 

性と 天道と を 聞に 至て は、 必 これ をせ ざらん ぞ、 

〇 子 張 si 善-人 之 道： 

善人 は、 其 質うる はしく して、 いまだ 學びざ る 者な 

り、 道 は、 その 存 する 所の 道 を 云、 

ノ 玉 ハタ フ マ アト ヲ 

子 曰、 不. 踐. 迹、 

踐 と は、 人の 足 あと を ふみて ゆく こと を 云 、古人 

の 成法顯 然として、 よ-..' したが ふべき 者 ある を、 いま 

だ これ をば、 學び歷 ざるな-. y、 

亦 不ん於 itit 


二 〇 六 

室と は、 道の 精微支 妙の 處 にたと ふ、 善人 は 其 質よ き 

故に、 をの づ から 惡 をす るの ことなし、 され ども その 

學 びざる によりて、 未だ 聖人の 室に 入らざる な，. y、 

ノ 五ハ 7  アツ * マ、 二 クミ そ パ  ナ ラン 力 ショク 

〇 子 曰、 論 篤 是 與、 君-子-者 乎、 色- 

サゥ ナ ラン 力 

莊-者 乎、 

0 篤と は 、言；^ の篤實 なる を 云、 與 すと は、 同心す る 

義な， 9、 これ その 君子た る こと を ゆるす ぞ、 色 莊とは 

ゾヅ， 1 

色 は 外面に あら はる 、 こと をす ベ て 云、 莊は、 おご そ 

かなり、 亦 篤き 意な，. y、 上の； _s 篤き も、 即色莊 の內に 

f、 蓋し 論 あつく して、 心 も 亦 あっき は、 君子 者な 

ホカ チョウ  • 

P. 外莊 重に して、 心 あっからざる は 、只 これ 色莊者 

にして、 君子 者に あらす、 言語 容貌 を 以て、 かろ <\ - 

しく 人 を とら ざれと なり、 

〇 子路問 聞斯行 諸、 

聞と は、 義理の 行 ふべき ことにつ きて 云、 新と は、 即 

な. y  、諸の 字に、 疑 ふ 意 あ- 5、  . 


の才魯 な， 9、 この 故に、 其の 學 ぶこと 確し、 よ く 深く 

道に 造る ゆ へ ん な- 5 と、 蓋し 質魯の 人、 內を 主と し 

て、 外 を かざら や、 よ，. y て 其學誠 篤な， 9、 又 その 力 を 

用る こと 苦む、 よ. 9 て 其學堅 確な， o、 此の 二つの 者 を 

かぬ るが 故に、 よく 深く 道に 造りて、 ついに 又 これ を 

得るな， 5、 或る人 云く、 曾 子 一 貫 を 唯す る はこれ 敏捷 

な b  、魯と 云 ベ からす、 蓋し 其 功つ も， 9、 力いた て 

よく 氣質 を變 化し つれば なり、 

シ ハ  へ キナリ 

師也 辟、 

辟 は、 便 辟な り/外の 容儀に、 よくこ なれて、 內 の誠實 

すくなき を 云な り、 

ィゥハ  ガ. >  ナリ 

由 也 噴、 

^は、 粗 俗なる 義な り、 た  > ち にすな をなる のみに て 

文釆 潤色の たらざる を 云 〇 凡そ 人の 氣質、 偏な きこ 

と あた はす、 やみ づ から その 偏處を 知らす して、 反 

てこれ を 愛護す る こと 多き を や、 もし 明智の 人、 1 々 

に その 偏處を さし あら はせば、 これ を變 化する こと 

かたから す、 夫子 四 子の 偏處を つげ 玉 ふは自 はけむ 
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こと を、 知らし め まく 欲して な hN、 

ノ玉 ハク ハ  レ チカイ カナ シバ， \ ムナシ 

〇 子 曰、 回 也其庶 乎、 屢空、 

カナ  シ  ビン ボウ 

庶 乎と は、 道に ちかき ぞ、 屢 空と は、 貧乏に して、 たく 

は へ なく、 全く. S きに 至る こと、 たび /(-» なる を 云、 

タン ヒャゥ 

これ 亦 道に ちかき 中の 事な りと いへ ども、 顏 子簞瓢 

の飮 食、 つぎが たき ゆ へ に、 屢 むなしきに 至れ ども、 

かって 其の 心 をう ごかして、 富 を 求る の わざな し、 こ 

れ最 人の たへ がた き 所なる によりて、 夫子た びく、 

此事を あげて、 稱 美し 玉 へ るな り、 

シハ  シテケ  チ  クヮシ ョクス 

賜 不. 受. 命 而 貨-殖 焉、 

命 は、 天命な り、 貨 はたから、 殖は、 も ゆるな， o、 う へ 

もの を 地に つく.. y もやす 義 にと て 云、 人の 貧富 は、 

天の 命す る 所、 子 貢 その 來れる ま/' に、 心 を 安んじ 

て、 これ をう けす、 つねに 智 を用ゐ て、 經營 する 所 あ 

る 故に、 その 財貨 も へ さかるな り、 

ォ モン バカルす ハ. チ く ァタル 

億 則屢 中、 

子貢顏 子の 貧に 安んじて、 道を樂 むにし かざれ ども、 

二 〇 玉 


論 
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二 〇WI 


子 鳴. 鼓 而攻. 之 可也、 


. 小 子 は、 門人 を さす、 鳴 而攻. 之と は、 齩を うつ こ 

と、 ひそかに を そ はや、 太鼓 をう ちた て /- あら はに せ 

むる 、と を 云、 云 意 は、 冉 求が 罪 ふかきに よりて、 ひそ 

かにせ むる は、 これ を警 すに たら じ、 其 罪 を 諸人に と 

な へ て、 あら はに せめん こと、 可なる ベ しとな. o、  i 

し 聖人 惡に黨 して、 民 を そこな ふこと を にくめる こ 

と、 かくの 如し、 され ど 師は嚴 にして、 友、 は 親し、 より 

てみ づ からた ちす つと い へど も、 なを 門人 をして、 こ 

れを 正さし む、 その 人 を 愛する ことの、 やひな き£ を 

見つべし 〇 朱 子お もへ らく、 人は最 その 資質 柔弱な 

る こと をい む、 もし 剛强 にす ぎた る は、 子路の 其の 死 

を 得ざる が 如き も、 百世の 下 かの 勇氣英 風、 なほ 頑 夫 

を 起し、 儒 夫 を 立る に たれり.、 冉求 がと もがら は、 自 

ふ， 9 たつこと を 得す、 かれ 民 をして 足ら しむべし と 

云 時 は、 もと 民 を 愛する こと を、 知らざる にあら す、 

然るに 反て その 政事の 才を 以て、 季 氏が ため 聚敛す 

る ことに ほどこす、 蓋し 資質 柔弱の 人、 その 心術必 

明なら やして、 これらの 所に ながれ ゆけ ども、 自 さと 


b しらぬな. o、 

サイ ハ  クナリ 

〇 柴也 愚、 


,ハ シメん 


此章 夫子 弟子 四 人の 才質を 評論す、 首に 子 曰の 二字 

あるべし、 或說 に、 下の 章の 子 曰を此 章の 首に うつし 

て、 共に 一章と すべし と、 四 段の 愚魯辟 g^〉 の 四 宇、 み 

な 知、 行 を 兼て 云、 柴は、 孔子の 弟子、 姓 は 高、 名 は柴、 

字 は 子羔、 愚と は、 智 たら やして、 厚き こと 餘 ある 

を 云、 蓋し その 性 純 厚な る 者 は、 事に なづ みて 、變通 

しがた ければ なり、 

參 也魯、 

魯は、 にぶき ぞ、 蓋し その 性つ 、しみ ふかき 者 は、 事 

17 ゥ  ビン セ r 

に應 する MJ  、を そくに ぶりて 敏 なら ざれば なり、 魯 

の蔽 は、 愚よりも 輕し、 愚 は 全く 智の くらき なリ、 魯 

は ほ 3 '時宜 を 見 及べ ども、 たやすく うつり か はら ざ 

る を 云 〇 程 子お もべ らく、 曾 子の 學は 誠にして 篤き 

のみ、 聖 門の 學者、 聰明 才辯、 多から やとせ す、 然れど 

も、 ついに 其 道 を傳る は、 これ 資質 魯鈍 の 人な， 5、 こ 

の 故に、 學は 誠實を 以て 貴し とす、 尹 氏の 云く、 曾 子 


く 云、 蓋し 子 張は才 たかく、 意 ひろ く. f -て、 繁多に か 

>K させらぬ しがた きこと を、 する こと を 好む、 よ 

h- て 常に 中道に すく、 子 夏 は あつく 信じ、 つ 、しんで 

守る のみに して、 その 規模せば くさみし、 よ hv て 常に 

中道に 及ば や、 


ル寸ハ チ 


マサ レ ルカ 


曰、 然 則師愈 與、 

子 貢 夫子の こたへ を、 中道に 過不及の 義と さとら や、 

只才の 大小 をの 玉 ふとき、 て、 過た る を 以て、 まされ 

と 田， 3 へ， 9、 

お ハク スキ タル ハ 


ノ  I,/*>\,n- タ SI' ヲ  A 力 ハ 

子 曰、 過 猶. 不. 及、 


道 は 中庸 を 以て 至れ b とす、 賢智 のす ぎた る は、 愚 

肖の 及ばざる に、 まされる が 如しと い へど も、 その 中 

を 失へ る こと は、 則 一 な. y  、よ b て かくの 玉へ り 〇 尹 

氏お もへ らく、 中庸の 德 たる それ 至れる かな、 その 過 

たる も、 及ばざる も、 其 失 相 ひとしき 故に、 f§| 斷 かく 

の 如し、 それ 過不及の 間 もし これ を、 毫釐 もた がへば. 

あやまる に 千里 を 以てす、 よ て 讓 人の 敎 常に その 

過た る を を さ へ、 及ばざる を ひきて、 これ を 中道に 歸 
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せし むる のみ、 

〇 季氏 ト ii,, 於 周 ルぉ； 

これ 記者 夫子 冉 求が. 罪 をせ め 玉 ふに よりて、 まづ そ 

の 罪 案 を あぐ、 周 公 は 成 王の 叔父、 周 公功 大いにし 

て、 冢宰の 位に あ. 5、 その 富る こと 宜な， . ^、然るに 季 

氏 諸侯の 卿に して、 そのと み 周 公よりも すぎた- 9、 

ルヲ  タメ  二 力 シゥ レンシ テ  フ ヱ キス  チ 

而求 也爲乏 聚-歛 、而 附為 之； 

上の 之 は、 季子 を さす、 下の 之 は 富 を さす、 聚敛 は、 み 

フ ゼ. 1  モ 

なおさむ るな り 賦税 を きびしく して、 下より 多くと 

りお さむる こと を 云、 附益 は、 つけます な り、 それ 季 

i  ダクヮ タウ  Z  モ  ァ ブラ 

氏が 富 もと 甚過當 な， 9、 上 君の 財 をう ば ひ、 下民の 膏 

を かすむ るに あらす ば、 何 を 以て かこれ を 得ん、 然る 

に冉求 その 宰臣 とな h- て、 いよく 賦税 を 急に して、 

其富を つ けます、 これ其罪の ふ かき所な，.^、 

ノ玉 ハク S ナリヮ ガトー 一 

子 曰、 非， 吾 徒， 也、 

向後 わが 門徒に あらやと、 これ 冉求 をた ち 玉 ふな， 9、 

二  0 三 


0 
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るとの 義 なり、 


9 ァタ a  n  .r 


子 曰、 夫 人 不 J 言、 一言 必 有. 中、 

夫人と は 、間 子 を さす、 閔 子の 人と な， -y、 みだりに も 

のい はす、 ものい へば、 必理 にあた る 所 あ， 9、 有德の 

者に あら ざれば、 然る こと あた はや 〇 閔 子なら びに 

夫子の 言み な、 老成 人國 のために 謀りて、 其 非 を 深く 

憂る の、 意味 氣象 あり、 た  >評 論の 詞 のみに あらす、 


玉ハ 


シプ ナン ス： 


0 子 曰、 由 之 瑟、 奚 爲於. 丘 之 門； 

カウ 3 ク  ft* 

子 路の氣 質 剛勇に して、 中和に たら や、 よりて 夫子の 

もとにて、 瑟を ひきけ るに、 其 おもむき、 調律に あら 

はれて、 北方 鄙 野の 氣、 物 をき りから す やうの 聲ぁ 

り、 この 故に、 夫子 これ を そし， 9 ての 玉 はく 、なんお 

の 瑟の聲 、なんす れぞ わが s: 下に をいて、 これ をす る 

ぞと * 蓋し lln 門の なら はし、 文雅に して、 生育の 仁 を、 

生と すれば な- 5、 

門-人 不 k,, 子 路マ 

e: 人夫 子の 言に ようて、 ついに 子路 を あなどりて？^ 


二 〇 二 


せす、 


ノ玉 ハク C-  ノボレ 《'  二  タ 5  y ッニ 

子 曰、 由 也 升. 堂 矣、 未乂， _ 於 室， 也、 


* 力 


古の ゃづ く， 9  、棟の 下より、 內外を へだてき hs て、 外 

を 堂と 云、 內を房 室と す、 ま づ堂階 をのぼう て、 堂よ 

室に 入るな り、 これ を 以て、 道に 入る の 次第にた と 

ふ 、夫子 門人 の 不敬 を釋き て、 の 玉 ふ 意、 子路が 學、 す 

でに 正大 高 明の 域に 至れり 、たいい まだ 精徵の 奥に 

入らざる のみ、 かの 一 事の 失 を 以て、 に はかに これ を 

あなどる ベから すと、 未， 入との 玉へば、 ついに は 亦 

入 ベ きの 意 あ b〇 夫子 子 路の ために は、 その 短き 所 

を諷 じ、 ra: 人の ために は、 その 長き 所に 表す * 敎 にあ 

ら すと 云 ことなし、 


シ ャゥ 


► サレ * 


〇 子 貢 問 師與. 商 也 孰 


シ ュ カウ 


子 貢 同 円 にて、 子 張子 夏兩 人の 趣向、 相 そむきて こふ 

なる AJ 見て、 その 優劣 を わきがた き 故に、 之 を 問 ふ、 


スギタ = 


子 曰、 師 也 過、 商 也 不. 及、 

過不及 は、 只 その 知る 所、 行 ふ 所の 上に つきて、 ひろ 


 I  ハン ベリ カタ ハラ 二 ギン  タリ 

〇 閲子 侍. 側、 閬- 闇-如 也、 

尊者の 側に ある を 侍と 云、 これ 孔子に 侍するな， 5、闓 

々は、 外 や はら かにして、 內 こはく、 德氣 深く 厚き 意、 

言語 容貌み な 其 中に あ. y、 

子 路 行-行.^ リ也、 

行々 は、 こはくつ よき 貌 あら はに て、 あらき 意 あり • 

冉有子 貢 侃-侃-如 也、 

侃々 は、 つよくな をき 貌、 四 子の 氣象、 ことな， 9 とい 

へど も、 みな 疑 ひ あれば 必問 ひ、 思 ふこと あれば、 必 

吐きて、 少も其 情 を かくさ  >  る 意 あ， り、 

タノ シ メリ 

子樂、 

夫子 英才 を 得て これ を敎 へ 育 ふこと を、 たのしめり • 

若. 由 也不. 得， ぁ死テ き、， 

これ 夫子の 詞 なり、 漢書に 此句を 引て、 上に 子 曰の 字 

あ， 9、 或說 に、 上文の 樂の 字、 即 曰の 字の 誤な りと 云、 
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蓋し 子路の 剛强、 その 天 年 を 終る の 死 を 得すして、 橫 

死すべき 道理 ある こと を、 うれへ 玉 ふに よ， 9 て、 これ 

を 戒め 玉 ふなり、 然 りと は、 かく あらん， 0 ぞ、 これい 

ま * た 定めざる 詞 にして、 その 然ら ざらん を、 ねが ふ 意 

あ- 9、 され ど子路 果して 衞の 孔悝が 難に 死せ り、 

〇 魯人 爲，， 畢 府，； 

魯 入と は、 時に 攻を とる 者 を さす、 長苻 は、 藏の 名、 貨 

クク 

財 をお さめ をく 所 を 云、 これ を爲 ると は、 あらためて 

つくりな をすな り、 

I  ノ  ク 3 ラバ キゥク c ン -I ィ  力  ン y シモ 

閔子騫 曰、 仍， 奮 貫， 如 之 何、 何 必 

カイ サク セン 

改- 作、 

オホ 

舊 貫と は、 ふるき 事な， 9、 凡そ 政 をす るに は、 大 やう 

もとより あ b 來れる 事に、 よりした が ひて、 あらため 

ざる をよ しとす、 如 之 何と は、 いか  >  あらんと ぞ、 不 

ヅ モ 

可なる、 とも ある まじとの 意 あり、 何必 改作 せんと は、 

これ を 改め 作る u  、民 を 勞し財 をつ いやす、 やむ こと 

を 得ざる にあら す は、 ふるきに よる かよき に、 しか ざ 

二 〇一 
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の 玉 ふ は、 貧に 安ん する の義 なり、 蓋し 情 を 以て、 義 

に 勝た しめす、 所謂 人 を 愛する に德を 以てして、 姑息 

を以 でせ ざるな，？、. 胡 氏の 云く、 臣 なし、 而る を臣ぁ 

.5 とする は、 理 にあら す、 豈 以て 夫子 を 葬る 所な らん 

や、 家 貧に して、 厚く 葬る は、 理 にあら す、 豈 以て 顔 子 

を 葬る 所な らん や、 

フ クラン コトチ  一一 

〇 季路 問. 事， 鬼 绅； 

祭祀に つか ふまつ る 意、 いか やうに 存 する こと ぞと 

問るな， CN、 

ノ 丑 ハク タ ハ itn.r  -I イク クン ズク ヘン  二 

子 曰、 未. 能. 事. 人、 焉 能 事. 鬼、 

鬼砷は 幽暗な 、人 は顯 明な.^ とい へど も、 其 理にニ 

つなし、 これに 事る の 道、 1 つ をよ く すれば、 二つな 

がらよ くす、 され ども 之を學 ぶに は、 必 その 序 あり、 

人 を 先にし、 鬼砷を 後に して、 等 を こ ゆべ からす、 よ 

b て资る ことかく の 如し、 蓋し その 誠 敬、 いまだ 以て 

人に 事る にたら ざれば、 則必 神に 事る こと あた は ざ 

れば なり、 然れ ども、 これ 泛 くの 玉 へる 詞 にして、 子 


二 〇〇 

路を し，.^ ぞけ玉 ふに あらす、 下の 段 も 亦 同じ、 

テフ  チ 

敢 問. 死、 

人の 死し 去る 情狀、 いか やうなる 物ぞ と、 へ- 9、 

KK クタ ラ ヲ  ゾラン チ 

曰、 未. 知. 生、 焉 知. 死、 

ノカ 

生 は 物の 始、 死 は 物の 終な り、 始終 亦ニ理 なしと い へ 

ども、 これ を學 ぶこと、 亦 その 序 をみ だるべ からす、 

もしい まだ 生れ 来れる 道理 を 知ら ざれば、 必死し 去 

るの 道理 を、 知る まじければ なり 〇 舊說 に、 夫子 子路 

の 問 ふ 所に、 みな 對へ玉 はすと. 云 は 非な り、 蓋し 子路 

鬼神に 事らん こと をと ひ、 又 死 をと へ る は、 人と 生と 

を、 そのす でに 知る 所と すれば なり、 然れ ども、 幽明 

始終、 すべて 一 理 なれば、 もしよ く 人と 生と を 知る 時 

は、 則必 鬼と 死と を も 知る べし、 然るに 今 これ を 問 ふ 

時 は、 それい まだよ く 知らざる が 故な- 9、 すでに 人と 

生と を 知ら や は、 これに 鬼と 死と をつ ぐると も、 なん 

ぞ よくこれ を さとらん 、よりて ロハ その 事 へ やすく、 知 

. 、 ミ チビ  シン セッ 

b やすき 所より、 これ を 導き 玉 ふ、 是即 親切の 敎 にし 

て、 こたへ ざるに は あら ざ る な- 9  、 


しな hN、 


スシテ カノ 


セン 

,、 


非， 夫人 之 爲慟； 而誰爲 

夫人と は、 顏子を さす、 もし この 人の ために 慟せ すば 

さらに 又た がた めに 慟 せんと、 云 意 は 其 死 まことに 

惜む ベければ、 これ を哭 する こと、 よろしく 働すべし 

豈 他人 を哭 する か 如くな らん やと、 蓋し 痛 惜の 至. 9 

チウ  ノカ 

14 して， これに 應す るぶ、 をの づ から 其 可に あたる、 

みな 情 性の 正き よさいで /-、 すぎた るに あらざる な： 


ンヌ  ス アツ ク ハウ ムラ マク チ 

〇 顔 淵 死、 門-人 欲，， 厚 0k. 

門人 は 夫子の 門人 を さす 1®+ の 朋輩な り、 


ノ  fH ハク 

子 日、 不- 可、 


モゾ ナヘ  ィゥ  カナ 

禮に 云く、 喪の 具 は、 家の 有無に 稱 ふと、 然れ ば、 家 は 

貪に して、 厚く 葬る は、 理 にした が はす、 よりて 夫子 

これ を 止め 玉 ふ、  . 1 


門人 厚, 之、 


門人 夫子の 敎に從 はすして、 厚く 葬る、 蓋し 顏路が 意 

をう けて なり、 


玉 ハ< 


子 曰、 回 也 視¥ 猶 k 也、 予 不. 得， 

ゴ. r シ 

ル n ト チコ ノ 


クオ ルテ 
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云 意 は、 回が いける 時、 われ をば 父の 如く 視 つるに、 

死して 後、 われ これ を 子の 如く 視る こと を 得すと、 こ 

れ伯魚 を 葬， 0 て、 理 にかな ひたる が、 如くなる こと を 

ナグ  ヲ ノラ ノ 

得ざる との、 嘆きな り、 一 說 に、， 猶父 猶子と は、 その 道 

を 相 共に する 所より 云、 た  >  その 情の 親切なる を 云 

のみに あらや、 これ を視る i 猶子の 如くす る は、 只 こ 

シタガ  ， 

れ 死者 をして 理順ひ 心安き こと を、 得せし むる を 云 

と、 此說 長す るに 似たり、 

ルナ リ レニ ハ  カノ  ナリ 

非. 我 也、 夫 二-三， 子 也、 

われ 回 を視る こと、 子の 如くなる こと を 得ざる は、 わ 

がせし ことに あらす、 かの 二三 子の 所爲に よりて ぞ 

と、 これ 門人 をせ め 玉 ふなり 〇 黄 氏の 云く、 門人 厚く 

葬ら まく 欲する は、 賢 を 尊ぶ の 情な， 9、 子 不可な りと 

1 九九 


0  0 
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チ ヮガ 力 <i_K 


以，， ，吾 從，， 大-夫 之 後， 不. 可，_ 徒 行， 也、 

これ 車 を うらざる の 故 をと く、 從 i 後と は、 あと につ 


ク 力へ 


くと 云義な 、夫子 は魯 にて、 上大 夫た ，5、 此時仕 を 

か へして居玉 へども、なを大夫の列にした"が へ^^，後 

にしたがふとの玉ふは、,辭な..^、蓋し夫子の 木 意、 

家 貧 なれば、 椁 なきに 安ん する が、 當然 たる こと を、 

示し 玉 ふに あり、 され ど 顏路が 父子の 情、 た. 《• ちに ふ 

せぎ がた きに よ & て、 かくの 玉 ふ、 其 詞は迫 切なら ね 

ども、 意 はすで に 至れ，. y  、これ 聖人の 詞 なれば な， 5、 

ンヌ  ノ 玉 ハク ァ- 

〇 顔 淵 死、 子 曰、 噫、 

は、 かなしみ いたむ 聲 な.. ^  、夫子 はじめて 顏 氏の 訃 

を閔 て、 嘆 聲を發 し 玉 ふ、 

ホ a ボセリ ワレチ  セリ チ 

天 喪. 予 天 喪 .予、 

顏子 死す る 時 は、 夫子の 道った ふること なし、 この 故 

に 、天顔 子 を ほろぼす こと、 己 を ほろぼす が 如くなる 

こと をいた めり、 再 これ をの 玉 ふ は、；. t 惜 する ことの 

甚きぞ 、蓋し 顏子 いける 時 は、 夫子 沒マ といへ どもな 


1* 八 

をい ますが 如し、 道 ほろびざる を 以てな b  、顔 子 死す 

る 時， は、 夫子い ますと い へど も、 道 をった ふる 者な く 

して、 ついに 亦 ほ ろぶべし、 よりて 顏 子の- B ろぶ る を 

以て、 みづ から ほろ ぶと し 玉 へ るな hv 〇 胡 氏お もへ 

らく、 夫子 上文 王の 傳を つぐこと を 天い まだ 斯文 を 

ほろぼさす して、 こ  >  にあ との 玉 ふ、 下 顔 子の 傳を 

失 ふこと を、 天予を ほろぼせ，.^ との 玉 ふ、 然れ ば此道 

統 のた ゆる も、 つぐ も、 みな 天に か、 れる ことにして 

あか ら さまなる ことに、 あらざる としる ベ し， 

ンヌ  n クシ テ ヲ sr ウス 

〇 顏淵死 子哭. 之慟、 

夫子 顔 子の 死 を 聞て、 則 その 家に ゆきて 哭し玉 ふ、 徵 

ぉナシ 

すと は、 哀 みのす ぎ. たるな h -、 

ショウ 


從 者 曰、 子 慟 矣、 


從 者と は、 門人 夫子に 從 ひて、 顔 氏に にく 者 を 云、 _ 

れ 夫子の 慟し玉 ふ を 見て、 意 をつ け まいらせし ぞ、 


ァ？ ンャ 


曰、 有. 慟 乎、 

.衮裹 いたれる 故に、 皭 しつる こと を お ぼへ 玉 は ざり 


それ 言 はこれ 華、 行 はこれ 實 な.. >  、華 實必ぁ ひよ る 故 

に、 よく 言 をつ 、しむ 者 は、 亦よ く 行 をつ 、しむ、 よ 

,9 て 夫子 南容 を、 邦 道 ある 時 は、 すてられ じ、 邦 道な 

ヮザ 〈t  ノ. 

き 時 は、 禍 をまぬ かれんと て、 其 兄の むすめ を、 め あ 

はせ 玉 ふ、 

ト ハク  タレ チカ スル ム. r 

01 子 問、 弟-子 孰 爲. 好. 學、 孔- 

子  對 曰、 有 二 顔-回 者， 好. 學、 不-幸 短- 

テ シン ヌ  ハ  チナシ 

命 死 矣、 今 也 則 亡、 

シャゥ 

說 前篇に 見 ゑたり、 哀公 康子問 ひ 同く して、 對に 詳 

リャク  ノ 

略の ことなる こと ある は、 君に つぐる こと、 其說 をつ 

くさす は あるべ からす、 康 子が 如き は、 ふた、 び 問 こ 

とをまちて、っまびらかにっげん者なればな，^^、これ 

カウ ク ワイ 

敎誨の道な.=^、 . . 

シ  tl フノ  チ  テック ラント 

〇 顔 淵 死、 顔- 路 請，， 子 之 車お 爲，， 

レ ガク ワク 

之 椁、 

顏路は 、顔 子の 父 名 は 無^ 字 は 季路、 亦 かって 夫子に 

一  .  .  圍|   

^ 語 先進 第 十 一 


グ ワイ クワン 

學を うけたり、 椁は、 外棺 な. o、 棺の外 を、 材木に てと 

り ま はした る 物 を 云、 顏路顔 子の 賢才 ある を 以て、 あ 

つく 葬らん とす、 され ど 家 貧に して 椁 つくる こと あ 

たはす、 よりて 夫子の 車 を こ ひう け、 これ を賣 て、 椁 

o  くらん とす， 

ノ 玉 ハク モ  モ  く フノ  n チ 

子 曰、 才 不-才 、亦 各 貢， 其 子， 也、 

子の 才 ある も、 不才なる も、 父よ h- 視れ ば、 各 その子 

ジャゥ 

と 云 もの にして、 これ を 愛する 淸 はこと ならす と、 こ 

れ顔 子と 伯 魚との ことに、 あて の 玉 ふ、 これ を 以て 

下 文の 意 起せ. 5、 

リカ  シス ル寸 ユア レ iy タヮン  シ  レ ルカ チヨ リコ ィテ 

鯉也 死 有. 棺而 無. 椁、 吾 不-, 徒 行 

テ ク ts  ガ t ラキ 

以爲， 之椁； 

鯉 は、 孔子の 子、 字 は 伯 魚、 孔子より さきに 卒す、 云 意 

は 鯉 も わが 子 なれ ども、 その 死せ る 時 は 貧 P して、 棺 

あれ ども 棹な し、 され ど われ 車 をう， o、 かち だち にな 

りて、 そのために、 椁 つくら ざ.^ しと ぞ、 

マ 九 七. 
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j_  l—^nnlull  >  1   - 一-,. 

道理、 ひらけ あら はる 、 ことなき AJ 以て、 我 を 助く る 

者に あらす との 玉 ふ、 子 夏 詩 を 聞て、 發明 する 所 ある 

をば、 予を 起す 者 は 商な hs との 玉 ふが 如き は、 これた 

すけ ある 者な り、 

チヮガ n トニ  シ  キ云 3  口  n ビ 

於，， 吾 言， 無. 所. 不. 說、 

これ 即 たすくる ことなき の 故な- ft- 、悅 ぶと は、 その 聞 

く听 を、 欣然と して 領掌 する を 云、 夫子 顏子 とかたる 

手 モス  * ガ  グ 

こと、 終日に して 達 はざる こ， i 愚なる が 如く、 又 ， J 

れ につぐ るに、 しかも 惰ら ざるの 類、 みな 其 言に をい 

て悅 びす と 云 所な き 驗 なり、 蓋し 夫子の 道、 人の 助 

を まちて 後、 ひらく にあら す、 これ 亦 夫子の 謙辭 にし 

て、 顏 子に 不足の うらみ あるに 似た b 、され ども そ 

の實 は、 ふかく よろこびて、 ほめ 玉 ふ 所な り、 

ノ  HU タ ナ i カナ 

〇 子 曰、 孝 哉閔 子騫、 

これ 閱 子の 孝 AJ 、ほめな げき 玉 ふ、 夫子 門 人に をいて 

は、 みな 其 名 をよ ぶ、 こ、 に 間 子 褰と稱 する こと、 此 

篱 はこれ 閲子 門人の 記せる によりて、 名 を 字に いひ 

か へしな hN、 


一九 六 

ゾ シ ラ  ノ  コン テ イノ  C- トチ 

人 不. 間，， 於 其 父-母 昆-弟 之 言： 

これ 閱 子の 孝の 實な， 9、 人 は、 外の 人な， 9、 昆は、 兄な 

3、 其 家人 孝行 を ほむる は、 私 愛に 出る こと ある 故に 

外人 必し もこれ を 信せ す、 間 子の 孝 は 其 誠 至れる に 

よ. て、 內 につみ て、 外に あら はれ、 さらに かくる 

所な し、 この 故に、 人 みなこれ を 信じて、 その 父母 兄 

弟の 言 を、 誹議せ ざるな り、  - 

ヨウ ミタビ フク ス  ケィテ 

〇 南容三 復，， 白- 圭； 

三復と は、 復 はか へるな hv  、たび， （ -く か へす こ. 0 

ガ 3 ク  カケ 

を 云、 詩の 大雅 抑の 篇に 云く、 白 圭の站 たる は、 なを 

磨い つべ し、 期 言の 玷 たる は、 爲 しつ ベ から や. o、 白 

圭は、 白玉の 圭な h -、 その かけた る は、 なをす h- みが 

シッ ゲン 

きて、 なをすべし、 失言す でに 出れば、 ふた、 びす く 

はれす、 すべき やうな しとな り、 南容 ふかく 言 を つ 、 

しむに 意 あり、 よ. 5 て此詩 をよ みて は、 必く りか へし 

て やます、 

テ  ノコ/力 ミノ  n チメァ ハス  二 

孔 子 以，， 其 兄 之 子， 妻. 之、 


文 その 質に すぎて、 繁華なる をば、 反て 文 « 彬々 たる 

君子な りと 云ぞ、 


モシ 


如 用乏 則 吾 從，， 先-進； . 

用， 之と は、 鱧樂を 用る ぞ、 夫子す でに 時人の 云 所 を 

の ベ て、 又み づ からの 玉 はく、 われ もし 禮樂を 用 ひて 

セィ カク 

玫敎に ほどこさば、 先進の 用る 所に 從 はんと、 蓋し そ. 

のす ぎた る を を さへ、 たらざる をた すけて、 中に かな 

はしめ、 文武 周 公の ふるきに か へ さまく 欲して、 かく 

の 玉へ h^、 . 


玉 ハク ガ へ- ル 


チン サイ-一 


〇 子 曰、 從， 我 於 陳 -蔡， 者、 皆 不. 及 」 

レ門 也、  1 

夫子む か し陳蔡 兩國の 間に、 くるしめる 時、 弟子 多く 一 

これに 從へ 、然るに 或は 死し、 或は 離散して、 後に： 

クワン ナン  AJ 1 

はみ な 門下に 來.. ^及ばす、 夫子 その 患難の 內に、 相從ー 

へる こと を 思 ひて、 わすれ 玉 はざる 故に、 かくの 玉 ひ 一 

しなり、  .】 


SS 語 
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德-行 顏淵閔 子 騫冉伯 牛 仲 弓、 

言-語 宰我子 貢、 政 事冉有 季路、 

文- 學子游 子 夏、  . 

記者 上の 夫子の 語. によりて、 陳 察に 從 へる、 弟子 十 人 

VJ あげ、 各 其 長す る 所 を 名 づけて、 四 科 を わかて， 9、 

徳行と は、 道 を 心に 得て.、 行事に あら はす を 云、 言語 

は、 辭令 應對の 辯、 政事と は、 國家を 治る の 方、 政は大 

綱、 事 は 細目な 、文學 は、 詩 書 藤 文の 學、 これ 亦 孔門 

人 を 敎る こと、 各 その 才質 によ.^ て、 これ を 成し 玉 ふ 

こと を 見つ べし 〇 夫子に 陳蔡從 へ る 者、 た  >  これの 

みに あらざる を、 中に も そのす ぐれた る をば、 こ  >  に 

あげたる と 見 ゑた， o、5^ や 孔門の 賢才、 この 外な を 多 

し、 然るに こればかり を、 孔子の 高弟と して、 十哲と 

稱 する は、 世俗の 論な り、 

ノ 玉 ハク ハ  ス タス クル チ  二 

〇 子 曰 回 也 非，， 助. 我 者， 也、 

n ト  . モダ. 

顏子 夫子の 言 を 聞て は、 則默 して さと b しる 故にす 

ベ て 疑 ひ 問 ふ 所な し、 よりて 夫子の 胸中に つみ たる 

1. 九お  ,„ 


0  0 
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山 梁と は、 山み ちの 檑 なり、 雌 雑 は、 めき じな 、これ 

夫子たまく山梁のほと，.^なる雑の、十步に 一 隊、 百 

步に 一 飮 して、 逍遙 閑 適なる を 見て、 維の 飮啄は その 

時 を 得、 人 は往々 時 を 失 ふ 、嘆き 玉 へ る詞な，c^、 

プ ナプ チ 

. 孑 路 共. 之、 

子路 夫子の 時なる 哉との 玉 へ る 意に 達せす、 これ そ 

の 時に あたれる 物な，.^ との 玉 ふと 思 ひて、 雜を 調味 

して、 夫子に 供へ けり、 

t タビ 力 イダ  タツ 

三嗅而 作、 

夫子 維 を 食せ や、 其氣を 三た びかぎ て 立 玉 ふ、 子路が 

逮 せざる こと を さとせり、 一 說に、 石經の 論語に、 嗅 

の 字 を、 憂に つくる、 これ、 雄の なくなり、 又 一 說に、 此 

字 を 臭に 作る ベ し、 鳥の 翅を 張る を 云、 爾雅に 見 ゑた 

-.^ 、もし 此兩說 によれば、 共の 字 を、 とらふと よむ ベ 

し、 これ 子路 かの 雌 雑 を、 とら へ ん とする を 見て、 た 

ちされ る こと をい ひて、 上の 色 期 擧の義 に 應づれ 

ども、 亦 夫子の ことに ぁづ からす、 或說 に、 又 此ニ段 

は、 これ 郷黨 一 篇の 結語な り、 記者 上文に しるす 所の 


一 九 四 

夫子の 言動、 みな 時 中に かなへ る こと を 賛美 せ んと 

して、 みづ から 詞 つくら や、 即亦 夫子の 語 をと. y て、 

其 意 をよ せたり と、 然れ ども、 此必闕 文 あるべき なれ 

ば、 しいて 其義 をと るべ か らす、 

先進 第 十一 

此篇 多く、 弟子の 賢 否 を 記す、 この 故に、 これ を 

以て、 鄕黨 の篇、 夫子 言. 動 の 次に おけり、 

ノ玉 ハク  ノル ハ  二  ナ tt- 

子 曰、 先 進 於，， 禮 樂； 野-人 也、 

先進と は、 さきにす、 むぞ、 先代に 出 來れる 人と 云義 

セィ カウ  スェ 

なり、 文武 成康の 世の 人 を さす、 周の 末の 人、 その か 

みの 風俗、 文に ながれて、 質 失 へる こと を しらす、 

よりて 古人の 蹟樂を 用 ひ 行 ふ 所、 文 質 中に かな ひて、 

よろしき こと を 得た る をば、 反て 文たら すして、! S 朴 

なる 野人な と 云ぞ、  • 

:i 氣 あき 4; 君 4" 也、 

* ウセ ィ 

後進と は、 先進に 對 して、 當 世に出 來れる 人 を 云、 君 

子と は、 士大 夫の 賢者 を 云、 今人の 觼樂を 用 ひ 行 ふ 所 


盛饌の もてなしに、 あ ひ 玉 へば、 生 人の 禮意 おもき こ 

と を 感じて、 必か たち を あらため、 立て 敬し 玉 〈K 

トク イカ ヅ チナリ ハゲシ * 寸ハ  ズ 

迅雷 風烈 必變、 

急 雷 烈風 は、 天の 怒氣 な，.^、 この 故に、 夫子 必 かたち 

サゥ  シッ ジン ライ ジン 

を變 じて、 これ を 敬し 玉 ふ、 玉藻に、 もし 疾風迅雷 甚 

雨 ある 時 は、 夜と い へど も必 をき、 衣服し 冠き て 坐す 

と 云、 これな，. 9、 

ノボルす ハ -ー  シク タツ テ トル ス イチ 

〇 升レ車 必 正 立 執レ 緩、 

此 より 下 は、 夫子 車に のる の容を 記す、 殺と は、 車に 

のる 時に ひきての ぼる 索な b  、此索 をと る 時に、 正し 

く 立 玉 ふなり、 蓋し 君子 は、 時と し處 として、 莊 敬な 

ら やと 云 ことなし、 車に のぼる 時 は、 則 こ /^にあら は 

る、 これ 造次に も はなれ ざるな b ヽ 

-ーハ  力 ヘリ i  トク モノ ィ I  シタ シクュ ビザ、 

車-中 不，， 內 顧； 不， 疾 言： 不， 親 指： 

車中に て か へh^みること、穀をすぐさ  >るを法とす、 

これより うしろ へ、 か へ，^>みぬな，.>、此三っ.ををかせ 

ば、 みな 莊 敬の 容を失 ひ、 又 人 を まど はし、 おどろか 

論 語 鄉黨第 十 


す を 以て、 君子 は此 ことなし、 〇 此三 句、 一 つ は これ 

首の 容直 きなり、 一 つ はこれ 聲 の容靜 なるな h -、 一 つ 

はこれ 手の 容 うや^^し きな h -、 

TB ノマ、 二  n 、二 ァ ガリ  フルマ ッテ ， 二 牟^ 

〇 色 斯舉矣 、翔 而後 集、， 

色と は、 入の 顔色 を 云、 擧る は、 とびあがる、 翔 ふと は、 

羽 をのして かけ. 0 とぶ、 集る と は、 とまるな. o、 これ 

記者 云 意 は、 鳥人の 顔色よ からざる を 見る 時 は、 則と 

び 去りて、 かけり ま は 、つまびら かに 見さ だめて 後 

にお， 0 と  >  まる、 人の 機 を 見て はやくた ち、 つまびら 

かに 處る所 を ゑら ぶ 、かくの 如くに すべし とな， 9、 

され ど 何の 鳥に よりて い へ ると もしれ す、 又 下の 雑 

のこと とも 見 ゑす、 此 上下に 闕文 ある ベ きな， 9、〇 凡 

そ 人の 世に 處す るに、 す みがた くして 、しりぞき や 

すからん こと、 只 か. 0 そめの、 相 見 會聚の 時 だ も、 

ッ カフ  キヨ ジゥ ァ t ダ  ノマ、 ュ ル 

なを 然り、 や 仕る 者の、 去就の 際 を や、 色 斯擧矣 は 

スミャ 力  テ  ニル  ッ  ヲソ 

去る ことの 速なる な， 9、 翔 而後 集 は、 就く ことの 遲き 

f、 

玉 ハク ：T ャ ウノ シ チ  ナル カナ ナル カナ 

曰、 山-梁 雌 ま、 時 哉 時 哉、 

一 九 三 


0 語 
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此 より 下 は、 夫子 容貌の 變を 記す、 凡そ 人 寢る時 は 手 

足 を ひき を さめて、 身す こし か .5- むる を 法と す、 尸の 

如くせ すと は、 しにた ふれた る 者の 如くて、 身體 をう 

シン ソク 

ちのば して、 ふさ  >  る こと を 云、 これ 寢 息の 時と い へ 

ども、 惰 慢の氣 を、 身體に まふけ 玉 はざる なり、 

_KJl すハ  カタ チプ リセ 

居 不. 容、 

居る と は、 燕 居す る こと を 云、 容 ぶりとば 、顔；^ を 正 

くし、 衣 文 を か いっくろ ふの 類 を 云、 燕 115 の 時 も、 敬 

せす と 云 MJ なけれ ども、 祭祀に 奉じ、 賓客に 對す るが 

如く嚴肅にはし玉はざるぞ、申々夭々即これな，.=^、 

テハ  サ. * スル チ トモ ナレ タリ  ス 

見， 齊-衰 者、 雖. 狎 必 變、 

狎と は、 なじむ 義な り、 變すと は、 容貌 を あら；： i むる 

ぞ、 前篇に 云必作 必趨の 類、 その 喪 ある を 哀み玉 ふ 故 

に、 なれしたしめる 人と い へど も、 必 その 容を變 じ 玉 

ふ、 


ナハ ヘン 


セ ツナ = 


ス カタ チチ 


具 冕 者 與.， 瞽- 者； 雖 te 必 以. 貌、 

と は、 燕 見の 時 を 云 、 16- 日 事な く て ある こ とな： 


一九二 

以. 貌と は、 敬 を 加へ て、 禮 ^ ゥを 致す ぞ、 これ 位 ある を 

たっとび、 人と 成らざる を、 あはれ み 玉 ふに よ b てな 

、前篇に 詳 なり、 

キ 3 ゥ フク ノニハ シ 3 クス -I 

凶-服 者 式. 之、 

凶 服 は、 即 喪服な り、 式と は、 車の 前の よこ 木、 もし 敬 

する 所の ことに あへ は、 うつぶき て これによ る を、 式 

すと 云、 車上に て、 凶 服した る 者 を 見 玉 へ ば、 知る も 

知， ：5> ぬ も、 みな 式して これ を 敬し 玉 ふ、 

ハすフ ハン テニ  ， 

式， 負. 版 者： 

チプ  カス 

負 は、 もつな hs  、版と は、 國の 地圖、 人民の 數を、 し る 

したる 坂な り、 それ 人 は 萬 物の 靈 にして、 王者 もこれ 

スゥ 

を 天と して 貴ぶ、 よりて 民數 をた てま つれば、 拜 して 

これ をう け 玉 ふ、 や 其 下なる 者 を や、 この 故に 夫子 

これに あへば、 則 敬 をな し 玉 ふ、 

必 ik 而 .1、 . 

盛饌と は、 食 味 を さかんに そな へたる を 云、 變， 色 と 

キヤ ク J 

云 も、 かたち を あ らた むる ことな り、 夫子 客と な. 9 て 一 


ば 則まづ 何に てもとり こ ろみて、 膳 夫の 如くし 玉 

へるな b、 

ヤメ &寸  ミ レバ チ 

疾 君視. 之、 

夫子の 疾 おも か. 5 し 時 魯君來 りて、 見 まひ 玉 ふぞ、 

シ ュシテ ハへ  チ t ク シン ヲ 

東 首、 加， 朝 服， 拖 .紳、 

天地の 生氣、 東方に はじまる 故に、 人の ふす こと、 常 

に 東 を まくらに して、 生氣 をう く、 病 者 は 意に かな へ 

て、 常に ことなる こと も あるべ けれど、 君み 玉 ふに よ 

りて、 東 首の 鱧 を、 正く し 玉へ. -、 紳は、 大帶 な. 5、 病- 

グ ヮシャ ゥゾク  ヒャゥ ティ 

臥 装束す る こと あた はす、 又 病體を 以て、 君に あ ふこ 

とも、 すま じきによ. 9 て、 朝 服 を 身に 加 へて き、 大 |£ 

を 上に ひき かけさせ 玉 ふ、 

ジテ メス 寸ハ シテ マタ ガテ ュク  ， 

君命 召、 不 ，俟. 駕行 矣、. 

駕 はの b ものな-り、 車 を 云、 大夫 はかちよ. 9 ゆく こと 

なけれ ども、 君命に とく 應 せんた めに、 駕を まう くる 

をぶ $た すして、 すな はち 出 ゆき 玉 ふ、 車 は あとより を 

ひっきて， のせ まいらす るな， 0-、  . 


i ラウ t  ,  ヨ 3  ク ラ  レニ  t  'セョ  1 

〇 朋-友 死 無. 所 JT 曰、 於. 我 殯、 一 

此 より 下 は、 夫子 朋友に まじ はるの 義を 記す、 歸とは j 

歸 依して よ. 9 たのむ 義な， 9、 我と は、 わが 家 を 云、 濱； 

はか，9もか，，^なり、入棺して、ぃまだ葬らざる間、其l 

家に と やめ をき て、 朝夕 奠哭 する こと を 云、 朋友 は、 _ 

シ キゥ i 

義を 以て あ ひむ すぶ 者な り、 この 故に、 他人の 尸柩を 一 

うけ 入る こと、 人の 甚ぃ むこと なりと い へど も.、 夫子 一 

お さ めざる 內； 

-玉 ふなり J 


も f 朋友 死して、 その 親族い まだな. < 

は 則 わが 家に 繽せ さしめ て、 其 喪主と な- 


朋-友 之 饋、 s:, 亨 Hc^l^;, 祭 不 J^、 


シ サノ 
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朋友 ハ 、貧富 相た すけて、 資財 を 通用す るの 義 あり、 

この 故に 車^の 重き を、 を くらる とい へど も、 うくべ 

き 義.^ れば、 則う けて、 これ を拜 謝し 玉 はす、 只 その. 

祭に そな へ たる 肉 を、 をく， 9 致す こと あれば、 則 これ 

を拜受 して、 その 祖考を 敬す る こと、 己が 祖考の 如く 

し 玉へ， 9、 

ィ ヌル 寸ハ  カバ 子ノ ぬクセ 

。寢 不. 尸、. 


. 論 0  55 第 十 ， 

か h- 云 も、 即國 底の ことな. 0 と、 

► カリテ 35.-  H4 ハク ソ n トへ ャ  ハ チ 

子 返. 朝 曰、 傷. 人 乎 不. 問. 馬、 

夫子 朝廷よ h- 返き、 火の 所に ゆきて、 人 を そこなへ り 

ケダモノ 

やと 云て、 馬の こと をば とひ 玉 はす、 蓋し 人は贵 く、 畜 

は賤き 物なる 故に 、塞 心の 發 する 所、 をの づ から 道理 

のま に、 かくの 如し、 はるかに 常 情の 外に 出た る を 

以て、 円 人 謹て これ を 記せ hv  、然れ ども、 これにつ ぎ 

て は、 必馬を もと ひ 玉 ふべ し、 此 はこれ 最初の 一念よ 

り 出た る、 詞 なる を 以て、 いまだ 馬に は 及ば ざり しな 

hv、 

タ マフす ハ -S  ウメ  チマ ヅムチ 

〇 君 賜. 貪、 必 正. 席 先 嘗. 之、 

此 よ- 9 下 は、 夫子 君に 事つ るの 罎を 記す、 君 食 を 玉 は 

る 時 は、 まつな めて、 後に 拜 する こと、 常の 遭な 、聖 

シ タク 

人. の 席 もと 正しから す と 云 ことなし、 され ど 今 私宅 

t トシ ホ  ノ 

ベ をく. 0 玉 はれる 故に、 一 入 敬 を 加 へ て、 其 席 をし き 

なをして、 これ をな め 玉 ふ、 したしく 君に 街し 玉 ふが 

如し、 なめて 後、 必 使者に 對 して、 拜 謝し 玉ぶべし、 註 

にお もへ らく、 先な むと あれば、 其 餘は家 衆に わかち 
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玉 ふべ しと、 され ど 先な むと は、 只 後に 拜 する に對 

して 云詞な -5 と、 云說 あり、 

フすハ ナマ シキチ ムマク クシ テ  ス、 ム チ 

君 賜 .腥 必 熟 而 薦. 之、 . 

シ ,  -- 

腥き は、 なまなる 肉な h- 、熟すと は烹と ゝの ふ るな 

ゥ、 祖考 にす  >  め まつ hN て、 君の たまもの を 、さかや 

かし あら はせ. 9  、上の 段の 食 は、 もし 君の おろしに て 

も あるべき が 故に、 これ をな めて、 す /- め 玉 はす、 

寸ハ ィケル テ  カフ  チ 

君 賜. 生、 必 畜. 之、 

もしい き 物 を 玉 はれる 時 は、 君の めぐみ を、 いっくし 

みて、 たやすく 殺し 玉 はす、 祭祀 賓客な どの、 重き こ 

と ある を 待ち 玉 ふ、 

ジちァ  二  二  ルすハ ク ク ラフ 

侍 k 於 君； 君 祭 先 飯、 

侍 一一 食 於 君 一と は 、 君 に 相拌し て 、先ハ に 食す る を 云 、古 は 

人君 食す る 時 膳 夫の 官 まいりて、 君の 祭り 玉 ふ 物 を、 

のり さ づけ、 しな に 食 をな め こ 、ろみ、 而 して 後 

に 君 これ を <a!{ す 、夫子 侍 食の 時 は、 客 鱧に あた. 9 玉 は 

すして、 みづ から 食 を 祭り 玉 はす、 君す でに 祭 h- 玉 へ 


東 階 は 主人の 階な b  、朝 服して 立 玉 ふこと、 儺 は 戯ムれ 

に 近 けれども、 實 に古觼 なる によ. 0 て、 夫子 亦 誠 敬 を 

以て これに のぞめ り、 一 說に、 これ 儺の さはぎ によ. 0 

て、 家廟の 先祖 及 ひ 五 祀の神 を 驚かさん を 恐れ、 そ 

の 主人に よりそ ひて、 安ん せられ まほし くて、 かくの 

如 く.. ：> 玉 へ と、 

フすハ ヲ  タ ハウ 二  シテ  ヲ クル チ 

〇 問，， 人 於 他-邦 ¥ 拜 而 送. 之、 

此ょ， 9 下 は、 夫子 人に 交. y 玉 ふ 誠意 をし るす、 問と は 

安否 を しらべ 他 邦に とふ は、 子 華齊に 使し、 商 權衞に 

使す るが 如き ぞ、 僕 者の をみ づか ひな ど を 云に あら 

す、 その 使 を、 命う けて 出る 時、 うしろよ hs 苒 M. して 

これ を 送り、 したしく 其 人に あ ふが 如くし 玉 ふ、 これ 

亦古^；-の禮な，^、 

ォク レリ "ヲ 

康 子 饋 JT 

季康子 夫子の やま ひ ある こと を 知て、 藥を をく り つ 

か はす、 

シ テクチ 

拜 而受. 之、 . 
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凡そ 奪 者 の 玉 はれる 食物 は 、ま づ な め て 後 に 拜すジ J 

れ はなめ すして、 只拜 してう け 玉 ふなり、 

曰" 丘 ぉ#〕 、； 4,,?^ 甞ノ； 

ス 

これ その まづ なめざる の 意 をの ベ 玉 ふ、 未 と は、 此 

藥 疾に應 せんや 否や を、 いまだ つまびら かにせ すと 

なり、 蓋し これ をう けての まざれば、 人の めぐみ を、 

むなしくするにょ.^^て、 た.《.ちにかくの如く つげ 玉 

ふ、 これ をつ まびら か にして 後に、 のむ ベ く はの まん 

のむ ベ か ら やば のま じとの 意、 みな 其 中 にあり、 上の 

段 は、 人の かげ を あざむかす、 此段 は、 人の ま へ を あ 

ざむ かす、 すべて これ 一 つの 誠意な り、 

ム マヤ ャケ タリ 

〇 廐 焚、 ， 

此底 を、 舊說 にみ な 孔子の 家の 廐な， 9 とす、 一 說に、 

此事 論語 雜記家 語の 記す 所、 もとみな 一 事な b  、家 語 

に は國廐 焚と あり、 夫子 大司寇 とな 玉 ふ 時、 魯 君の 

廐ゃけたるなり、；i語雜記には、只廐とばか..^ぁれど 

も、 凡そ 馬 をつな ぐ 所 を 廐と 云 は、 天子 諸侯の ことに 

て、 大夫 は牟と 云、 又悶 とも 繋と も 云、 よりて 廐とば 

j 八 九 
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しなぐ少しばか^^^をと^^-て，先代に はじめて 飮食 

つく  h- たる 人 を 祭る、 本 を わすれ ざるな b  、酒 は 地に 

そ /- ぎ、 食 は 豆 間に をく、 疏食 菜. は、 き はめて うす 

き 食 なれ ども、 亦必 これ を 祭り 玉 ふ、 その 祭る MJ も、 

亦必 おごそか につ、 しめ， 5、 然れば 夫子 祭らざる の 

食な く、 敬せ ざるの 祭な しと 知 ベ し、 

レハ カラ  チラ 

〇 席 不. 正 不. 坐、 

席 をし くこと 正しから ざれば、 これに 居 玉 はす、 此と 

割不 ^ 正不， 食と、 句意 共に 同じ、 蓋し 塞 人の 心、 き はめ 

て 正き 故に、 凡そ 不正の こと、 すこし きなるに も、 こ 

れに 安んじ 玉 はす、 たと へば 目の 明なる 者、 分 毫のゅ 

がみ ある を も、 甚 みぐるしく 思 ひて、 必 これ をな を す， 

が 如し、  . 

キヤウ t トメ イン  一一 

〇 鄕 人飮， 酒、 

此ょ h- 下 は、 夫子 鄉黨に 居 玉 へ る こと を 記す、 鄕人飮 

酒と は、 古 は郷黨 に、 歲 會月會 あり、 衆 あつまりて * さ 

かも- 5 しけり、 


*  i 一八 八 

ギヤ ゥ シャ i 寸 ハコ： 一  ヅ 

杖 者出斯 出矣、 

杖 者と は、 老人 を 云、 六十に して 鄕に 杖つ く なれば こ 

れ 六十 以上の 人 を さす、 鄕黨 には齒 をた つと ぶ 故に、 

鱧 を は ち て 返撤の 時 老人の 出る を、 待 あはせ て 出 玉 

ふ、 期 出と は、 を くれす さきだ、 ざる 義ぁ り、 

K  チ ニヤラ t ス ル寸ハ 

儺と は、 疫鬼を かる ことなり、 寒暑のう つ b か はる 時 

陰陽の 氣 すみ やかに さ ら すして と. 5- こふれ る 時ば 則 

に- ャ  に キ レイ 

邪氣 となりて、 疫癘 をな す、 よりて 古よ. 9 儺の 藉ぁ hz 

周 鱧に は、 方 相 氏の 官 これ を つかさどる、 仲泰仲 秋季 

冬、 みたび あれ ども、 民間までに、 あまねく する は、 除 

夜の 儺な り、 金 眼の 四つ目の 面 を あて 熊の 皮 を かう 

ぶ b  、支 衣 朱 裳 をき て、 戈 をと 、盾 を あげ、 口に 儺た 

.0 聲を なし、 鼓 をう ちて、 星の 內を か. 0 出す、 鄕 人の 

儺 も 人の 家々 にて かるな り、 

朝- 默テ 而立 ノ於 


の 者 を 得が おし、 只な き 時は必 しも 求めす、 あ 


hsrAJ も 


ウダ ガハ 


疑し き は 食せ ざるなる べし、 

シテ ステ ハジ カミヲ フ 

不， 撤 」畺 <{ 良， ， 


薑は、 人の 紳 智を 通じ * 凝惡を はら ふ、 よりて 食す る 

ごとに、 これ をす て 玉 はす、 必食 すと 云に は あらす、 

不，， 多食； 

凡そ 食す る 所、 みなよ き ほどに て、 少も 多き を むさぼ 

る 意な し、 


リ ラ \  一一  ャ -ン、 ラ 

祭，， 於 公； 不. 宿. 肉、  . 

此ょ^-下も、飮食の額を以てへぁはせ記せ^^、祭。於公1 

べゥ タス 

と は， 祭を魯 君の 廟に 助く る を 云、 其 日 ひ ほろ ぎ をう 

けて、 か へ b 玉へば、 一 宿 をへ やして、 すな はち 家 衆 

に * わか 玉 へり、 神の めぐみ を、 しばし もと  >  め を 

かじと な， 9、 

リノ シ  ィ ダサ  チ トキ ハ.  チ レバ ナリ ハ  テ 

祭 肉. 不. 出，， 三-日； 出，， 三-日， 不 X 艮レ 之、 

矣、 ノ 
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祭 肉と は、 家 廟の祭 肉 を 云、 これ 君の 胖 に 比すれば、 

すこしき ゆるぶ べしと い へ ども、 亦必 三日 をす ぐ さ 

すして、 みな わけ 玉 ふ、 もし 三？！ すぐれば、 人 これ 

を 食せ すして 、神のお ろし をけ がすれば なり、 

スル 寸、， モノ 力 タラ ィ ヌルす ハ  モノ ィハ 

食不. 語 寢不 Jn、 

人に こた ふる を 語と 云 、自 い ふ， を 言と 云、 さ れど もこ 

れ丈を 互にす とも 見えたり、 但語 はな かく、 言 はみ じ 

かし、 蓋し 塞 人 食す るに あた...' て は 食し、 いぬる にあ 

た，.^ てはいね、 言語 は 其 時に あらざる を 以てな， 5、 然 

れば もしゃむ こと を 得すして、 云 ふべ きこと あらば 

食 をぶ め、 おき 出て 云なる べし、 一 說に、 楊 氏お もへ 

らく  、肺 は氣 をつ かさ どり て 聲を 出す、 寢 食す る 時 は 

氣 ふさが. 9 て 通せす、 もし 言語す る こと あれば、 肺 を 

そこな ふが 故な りと、 

ドモ ソ シ サイ カウト カナ ラズ ル サイ ■ タ リ 

雖，， 蔬-食 茱羹， 瓜 祭、 必齊- 如 也、 

蔬食 は、 疏 食と 同じ、 しらげ ざる 飯な り、 菜囊 は、 野菜 

ばか， c- にて、 肉な きあつ ものな り、 瓜の 字 は、 必に作 

る ベ し、. 齋と は、 嚴 敬の 貌、 古人 は 食す る ごとに、 まづ 

1 八 七  匿 
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不. 時 不. 食、 

ナラ  n ク  ナ • タ ヮジヅ  シュク 

不. 時と は、 五穀の いまだ 成らす、 菓實の いまだ 熟 せ 

ざる こと を 云、 其 時に あたら やして、 生じた る 聯は、 

云に 及ばす、 以上 三つの 者 は、 みな 人 を そこなう 故に 

謹んで 食し 玉 はす、 

リメ レパ タ.、 シ カラ  ハ 

歡 不， 正 不， 食、 

割. 不 と は、 肉 をき る こと 方正なら ざる を 云、 

や、, ノ シャ ウテ  ハ 

不. 得，， 其醬， 不. 食、 

簪と は、 今の 醬油 みその 類な hs  、物 ごとに、 各よ ろし 

き 所の 醬 あ. りて、 其眛 をと 、のへ 其 性 を や はらぐ、 不 

Z 得。 其醬 一と は、 他の 醬に てと、 の へ たる を 云.、 以上 二 

つ の 者 は、 必 しも 人に 害， あ-る まじ けれど、 その 備 はら 

ざる をい みて、 食し 玉 はや、 


肉 雖. 多、 不. 使 ，，，勝，， 章氣； 

人の 食物 は、 五穀 を 以て 主と す、 肉食 は、 た  > 滋眛を 

，ギナ 

たすけ、 氣體を 補 ふが ためなり、 もし 肉氣 かちて、 精 


一 八 六 

氣と  >こほる時は、必人をそこなふにょ，^^て、たとひ 

肉 味 を 多く 食し 玉 ふこと あれ ども、 飯の 氣 にかつ ま 

でに は、 至らし め 玉 はざる なり、 又 ロハ 肉の みに あらす 

サ f クヮ  k 

凡そ 菜 菓の類 も、 みな 穀氣 にかたし むる ことな かれ 

タ、 サケハ  シハ カリ  ミ ダル、 -! 

惟 酒 無 JI 直 不 .及. 亂、 

3  口  n ビ 

酒 は 人の ために 歡を <f 口す 物なる によ b， これの みそ 

リャゥ  サダ  ェヒ 

の 分量の 多少、 定めな し、 され ども 亦いた く醉 て、 心 

志 威儀 を亂 るに は、 及び 玉 はす、 此 はこれ 聖人、 心の 

欲する 所に したが へど も、 矩を こえざる によりて、 を 

のづ からかく の 如し、 常人 は必 ふかくい ましめ て、 そ 

の氣血 をみ だるに も 至る ベ からす、 


カヘル ケ カヘル ホシ ジ、 ハ  ハ 

活 酒市脯 不. 食、 


シュホ 


古人 田祿 ある 者 は、、 酒脯の 類、 みな 家に てつく ちた る 

と 見えたり、 そ 外にて.. <  のつ くちたる 食物 は、 もし 

セ ィケッ 

精 潔なら す、 或は 人 を そこな ふ 者 も ある ベ きに よ， 9 

て、 只 祭具に 用 ひざる のみなら す、 亦 食料に もこれ を 

ショ  リヨ  カザ ゥ 

か はぬ なり、 され ど 庶民の 家、 行旅の 時なら ば、 家 造， 


必 有， 寢 衣： 長 一 - 身-有-半、 

此 一 段 こ、 にある べし、 

,<ス ルすハ ズズ， 

齊 必變. 食、 

常食 を變 して、 酒 をのます、 葷 きを 食 はざる の 類 を 

云、 これ その 精 明の 心 を、 くらまさん こと を、 を それ 

てな ，9、 

テル コト  ゥッス  チ 

居 必 遷. 坐、 

必 つねの 居 をう つして、 齋 室に 坐す、 安 便の なら ひ を 

以て、 その 對 越の 敬 を 忘れん こと を を それて なり、 以 

上 畫夜居 食の 間、 しばらくた えまな く、 必 敬し 玉 へ る 

こと を 見つ べし、 

ィ t ハ  ァカ シ ラグ- 1 

〇 食 不 精、 

此ょ， 9 下 は、 夫子 飲食の 節 を 記す、 食 は 精に あかす と 

は、 しらげ たるよ ねの 飯 は、 よく 人 を やしな ふが 故な 

b  、され ど 精に あかす と 云 時 は、 只 これ をよ しとす る 

義な， 9、 必 これ を 求む と 云に あらす、 
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ナ マス ハ  力 ホソキ 二  ， 

會 Is^  K 細、 

臉と は、 肉 をな まながら ひ へ き- 0 て、 あ へし ほした る 

を 云、 なます ふとければ、 人に 害 あり、 よりて ほそき 

にあ かす、 句義 上に 同じ、 

ィ t  ノム サレテ  クチ ウテ ノア サレテ  モ、 ノヤ ブ レタ^ テハズ クラ ハ 

食 饍 而 餳、 魚 餒而肉 敗 チ食、 

イシ テ アイ  シ ツ子 ッ  ァヂ ♦ 

饅而餳 すと は、 濕 熟に そこねて、 味の か はりた る を 云 

なり、 魚の た  >  る Z-MJ を餒と 云、 肉の く づるを 敗と 

云、 此等 はたれ も 食せ ざる 物 なれ ど、 此ょり！^^淺き 

より 深き ことに 段々 をし き はめ 云に よりて、 まづ こ 

れを あぐるな り、 

*r>J  ノ ァ シキヲ  ハ カノ  ハ 

色 惡 不. 食、 臭 惡 不. 食、 

此 二つ は、 いまだ そこね ざれ ども、 いろかの 變じ たる 

こより て炱 4L- す、 

ゥシ ナヘ ルテ ジン？  ハ 

失. 妊不. 食、 

失. と は、 飪は にる を. 云、 な まじき とう みすぎた る 

との、 よき ほど を 得ざる を 云、 

1 八 五 
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一 八 四 


裘は、 親の 喪 を さす、 古人 は 喪 佩 あり、 玉 をく さりて、 

おび 物と す、 事 佩 あ 、火う ち、 小刀、 といし、 くじり 

筆、 ゆがけ、 ゆ ごての 類 を 云、 君子 故なければ、 玉 身 を 

去らす、 玉 は 以て 德に 比す、 又 事 佩なければ、 用 を か 

くこと あ b  、よりて 喪 をぬ きたる 後 は、 又お び 来れる 

者 を、 おびす と 云 ふ ことなし、 喪 後に は、 佩に ことな 

る こと あるべ き、 疑 あるに よりて、 これ を 記せり、 

レバ. 1 シャゥ -ー ヅグ ヲ 

非帷 裳， 必殺. 之、 

凡そ 裳 は、 前 三 幅 後 四 幅 、執 祭の 服 は、 あ 裳み な 正 幅 

を 用 ひて 帷の 如し、 ょ..^て帷裳と云、帷は、 たれぬ の 

な，. y  、其 腰に ひだめ してと りつ  >む 、常にき る 深 衣の 

裳な ど は、 正 幅 をた ち/' が へ 、 せば き 方 を 上に して、 

腰に ひだめ なし、 みな そぎめ にて、 ぬひ まつ ふ 故に 殺 

ぐと 云、 夫子 必其制 を こ-とに して、 そな ふ ベ き 所 を そ 

なへ、 はぶく ベ き 所 を はぶきて、 各 その 宜き にかな へ 

るな h -、 


* ゥ ケン クワン？ 


羔-裘 草冠 チ以 弔； 


サゥ 


喪服の 色 は、 素き を 以て 主と す、 吉 服の 色 は、 黑 きを 


 JuflJ 


以て 生と す 羔裘支 冠 は、 其 色み な黑 し、 1^ する 時に、 

これ を變 する こと、 かの 死 を かなしみて なり、 され ど 

も、 これ は 主人い まだ 喪服 を 成さ ，5 'る內 のこと なり、 

成 服の 後 sf- する に は、 各 その 服す へき 所の 弔 服 あり 、一 


キプ ゲプ 


审月 必 朝-服 而 朝、 

吉月. 0 は、 月朔を 云、 朔は、 蘇の 字の 義 にて、 よみ か へ 

るな り、 月の 光 は、 晦に 死して、 朔に 生す る を 以て 吉 

と 云、 朔は マ 月 をす ベた る 故に、 日と いはす して、 月 

ともぃふなり、朝服は、朝參の服な，.^、時に仕 を やめ 

たる 人 多く は月朔 にも、 公に 朝拜 せす、 夫子 は 致仕の 

後に も此禮 をす て 玉 はす、 服 も 必 朝 服 をき 玉 へ るな 


ミス ル寸ハ 


ス  ， メイ 》■ ヌ メチス 

必 有，， 明-衣； 布、 


此ょ. 9 下 は、 夫子 齋戒の つ 、しみ を 記す、 明 衣 は、 白 j 

布に てつく る、 もと をし の 色、 衣に は 緒き をし、 裳に" 

は辑 きをす、 これ を 明 衣と 云 ふ、 明 は、 明 潔の 義な. 9，； 

齋戒 には必 沐浴す、 浴して 後に、 明 衣 をき る、 身 を 潔 . 

くせんと なり、  一 


はよ そ ひに して、 外に 出し 玉 ふ、 はだ へ をす き あら は 

さじとの ためな. o、 此方に も、 ふるき 婦女 はかた びら 

の內 に、 紅梅の 下が さね をき たり、 

シ ィ -ーハ ヒソジ /力 ハコ ロモゾ  二ハ カコノ  ク ワウ *( ハ キ ゾ子ノ 

緇-衣 主- 裘、 率 衣 覺 裘 、黄-衣 狐 裘、 

此三裘 と、 下の 褻裘狐 絡と は、 皮の 衣服 を 云、 緇は、 黑 

色、 羔裘 は、 黑 羊の 皮に てつく る、 魔 は、 鹿の子な， 9、 

其 色白し、 狐色 は 黄な，. y  、三 衣 は、 裼衣を 云、 裘の 上に 

きて 毛 を かくす 物な. 5、 これみ な 裘と裼 との 色 を、 相 

テ ウサイ  ノ 

かなはしめんとなh^、朝祭の上のきぬは、此揚衣の上 

にくよ 、 

ケノ カハ na モハ ゥシテ ミチ カク ス，. /キノ タモト チ 

褒裘 長、 短， 右袂： 

はれの 裘は その 長さ 膝までに 至る、 褻裘 は、 只 あ た 

、かなる によ て、 これよ，^ も 長く す、 右の 袂を 短く 

するは、事をなすにたょ..^ぁればな..^、 一長一短、 み 

な，^ の宜 きに かなへ. 0-、 一  說に 褻の 裘な. 0 とも、 かた 

そで 短く しズ、 事 ^ たよ. 5 する は 、塞 人の 氣象 にあら 

す 、此. 段 を 褻裘 長短 右袂 とよむ ベ し、 右と 有と、 古 宇 

通す、 褻の 裘は、 長く も 短く もして、 法式に か、 はら 

論 語 鄉藻第 十 


す、 時の 人 或は 釉を と， 9 す つれ ども、 夫子の 裘 は必釉 

あ， 9 と、 

リシン /, タケ  ィゥ ハン 

必 有，， 寢衣： 長 一 -身 有半、 

これ は、 下に 齋服を 記す 所の 錯簡 にして、 こ、 にあり 

寢衣 は、 いぬる 時の 衣な b、 一  身 有半と は、 身 ひとた 

けと、 又な かば とな..^、齋服の時は 常の 如くに、 襦袴 

ばか，. y にて いぬべ から や、 又 明 衣 を きながら も いぬ 

ベ からす、 よ，. >  て 別に 寢衣を 制し、 その 長さ 身 ひとた 

け 半に して、 足まで をお ほへ， 5、 時の 入 略して これ を 

せ ざれ ども、 夫子 は必 これ あるな， 9、 下 明 衣の 條の必 

有の If も、 これに 同じ、 

n カク ノ  ァ ツキ  テ チリ 

狐 絡 之？ 以居、 

狐 絡 は、 毛 ふ かくして、 あつく あた 、 かな， 9、 居る と 

ェ ン キヨ 

は、 燕 OS すら を 云、 はれの 裘は、 かろき を 以て 貴し と 

セ ツキ ゥ  ヲン n ゥ 

すれ ども、 燕 居の 褻裘 は、 溫厚 にして、 身に かな ふに 

とれり、 

ノゾ， 1 テハ モチ シ  ト云 オビ 

去. 喪 無. 所. 不. 佩、  

,  1 ton 
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ばし きぞ、 聘享を はりて 後に、 別の 日、 使者 自分の さ 

、げ物 を 以て、 かの 君に まみ ゆる を 云、 此時 は、 享藉 

よりも、 又い よ/ >■ や はらげ， o、 

c  チ カン スゥチ モト チシ -I* 

〇 君子 不ぉ， 一 紺-棘， 飾； 

此 より 下 は、 夫子 衣服の 制 を 記す、 君子と は、 孔子 を 

さす、 一 說 に此篇 はこれ 孔 氏の 遺書に して、 古の 曲禮 

を まじへ 記す 、ロハ 孔子の 事の みに あらざる によ て、 

君子と 云な と、 紺と は、 こく 靑 きに、 赤み をう か ベ 

る 色、 今 俗に 云から す はな b 、これ 齋戒の 服 色な り、 

银は、 うす 赤き 色、 これ 三年の 喪の、 小 祥の練 服の 下 

.ン 

かさねに、 もと をし する 色な -9  、飾と は、 え， 0 とへ. 0 

と を 云、 此 二色 を 、飾に： U もし 玉 は ざれば 衣裳. とし 玉 

サイ サゥ 

はざる こと、 云に 及 はす、 これ 齋 喪の 服 色 を、 常 服に 

用 ひて、 制 法 をみ： U  ,9 玉 はざる こと を 示せ b. 、又 考ェ 

記に 三入爲 JI  、五 入 ヌ银と 云に よれば、 耩は、 三 入の 

赤色な h- 、其 上 を 一 入黑 くそむ る を 紺と i}r 二 入黑く 

そむる を 練と 云 、此 二つ 相 近き 色に し て 、衣裳 領緣 に 

さだま- 9 て 用る 正色に あらす、 時の 人 或は これ を 用 

れ とも、 夫子 は 苟もし 玉 はやな..^、 


一 , I 

n ゥ シハ  1-  セケノ  " . ん声モ 

紅 紫 不ぉ 爲，， 褻 服； 

紅 は、 今の 桃色、 赤 白ま じ は.. y て、 南方の 間色な.^、 紫 

は、 即今の むらさき、 黑赤 まじ は て、 北方の 間色な 

h^、みな正色にぁらす、又其色ゃづれとも飽麗にして 

婦人の 服に ちかし、 よりて 亵の 服に だ もし 玉 はす-朝 

祭な どの 、暗の 服に し 玉 は ざ る こと は、 云に 及ばす、 

按す るに、 靑黃赤 白 黒 は、 五 方の 正色な，.^、 紅綠紫 

碧騮 は、 五 方の 間色な り、 間色 は、 禮服 にも 用る あ 

れは、 必 しも いむべ から や、 紅 紫 は、 只篼麗 なる をき 

らひ玉 ふこと、 これ その 本意なる ベ し、 又 褻 服 を 註 に 

私 居の 服と あれと も、 燕 居の 服に、 紅 紫 を 用る は、 た 

れ もせぬ 5 な 4=-、 褻 服 は、 哀 衣な. o、 身に 近き なれぎ 

ぬ を 云、 時の 人 或は これ を 褻 服と すれ ども、 夫子 は 用 

ひ 玉 はすと、 此說 長せ るに 似た.. >、 

ァ タツ テショ 二  t トへノ チ ケ キス レバ  ゥ ハチ C  ニシテ ス チ 

當. 暑 轸稀裕 、必表 而出. 之、 

クズ スノ  シ 3 

絲裕は、葛布、古の暑服な..=^、ほそきを絲と云、ふとき 

を裕と 云、 夏の あっきに あた て、 ひとへの かたびら 

をき 玉 ふ 時 は、 必まづ 下が さね をき て、 かたびら をう 


はじめ 立 玉 ふ、 堂 下の 東西 兩 班の 位に か へ るな b 、此 

時に なを 跑踏 たる は、 敬の なご h- な.^、 

..ri オハ ケィテ  タリ  シル カタへ 

〇 執 レ圭、 鞠-船-如 也、 如ネ， 勝、 

これ は 夫子 君の 使者と して、 隣 園へ 聘 問し 玉へ る 時 

の、 禮容 をし るす、 執 は、 もつな b  、圭 は、 天子より 諸 

侯 を 封 せらる、 時に、 しるしと して 玉 はれる 瑞 玉な 

り、 靱 親の 時 は、 君み づ からこれ をと る、 聘 問の 時 も、 

大失 にこれ を もたせ、 かの 君の 前にす、 めて、 以て 信 

を 通 や、 これ 國の 重器なる を 以て、 夫子 聘 鱧に 圭 をと 

り 玉 ふ 時の 敬 かくの 如し、 如， 不. 勝と は、 圭は輕 けれ 

ォモ 

ども、 其 重きに た へ ざるが 如き ぞ、 

ァ ガレルす 二 クイ ッス ルガ サ ガレルす， 一 シ サヅク ルガ 

ヒ S  &、  F  口  5、 

圭を とる こと、 心に ひとし、 され ども あゆむ 時 は、 少 

き あが， さが b あ. 、その あがれる 時 も、 人を揖 する 

が 如くなる にす ぎす、 その さがれる 時 も、 物 を さづく 

るが 如くなる にす ぎす、 

, レョ クァリ 


勃-如 戦-色、 


戰は、 をの /^くな り、 ふる ふこと を 云、 をの ゝきを そ 

れ玉 ふが 如き 顔色 あ-り、 

シュク トシ テ シ ルガ シタ ガフ n ト 

足蹄蹒 如. 有. 循、 

跪 跪と は、 あし ど. 9 のせ まりた る を 云、 循と は、 物に 

つきて、 はなれざる 義 なり、 其 あゆみ 躕跪 とせ ま. 

て、 ま へ を あげ、 くびす を ひきて、 地 を はなれす、 物に 

つきしたが ふ 所 あるが 如し、 

キヤウ -1 ハリ ヨウ ショク 

享-禮 有， 容- 色： 

享は、 たてまつるな 、聘禮 を は. 9 て 後、 本國ょ h '、を 

く， 0 たてまつらる . ^、玉 璧を掌 上に つらね、 進物 を 庭 

上 に なら ベ て 、享禮 を 行 ふ 、此時 は 容貌 顔色 ゆ るび や 

はらぎ て、 見つ ベ き 所 あり • 蓋し 聘は 君の 命 をた つと 

ぶ に より て 、敬に あら ざれば、 其禮を つ くす ことなし、 

享は 君の 意 を 達する によりて、 和に あら ざれば、 其 鱧 

4ゲ」 つくす ことなし、 


私 覿 愉- 偸-如 也、 


私覿と は、 わたくしに まみ ゆる な，.^、偸.^rは、ょろこ 


論 語 
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ク寸ハ 


行.. i 觀： 


行と は、 門の 出入 云、 しきみ は、 俗に 云し きゐな h -、 

しきみ を こえす して ふむ は、 無 獲 なれば な ，9、 此ニ句 

は、 君 門 に 出入す る 常 式に して、 夫子 必 これにし たが 

はせ 玉 ふなり、 

3ギゥ 寸 ハク ラ牟チ  タリ *  r  r-,  ■  y-> 

過お 色 勃-如 也、 足 躍-如 也、 

位と は、 君 外 朝を視 玉 ふ 時の 位 な. 9、 古 は門內 につ 

いたての 屛 あり、 此屛の 前に、 君 立、 0 玉 ふ、 此 時 は 君 

內 朝を視 て、 堂上に いませる 故に、 こ、 は虛 位な り、 

され ども 夫子 その 前 を と をり 玉 ふ 時 は、 必敬 をお こ 

して かくの 如し、 

玉フ n 


其 言 似， 不. 足 者； 


君の 虛位 をす き 玉 ふ 時、 同列の 臣と、 物の 玉 ふこと あ 

れば、 つ /- しみて、 ほしい ま > 'ならす、 其詞 たらざる 

に 似たり、 

力 、ゲナ モス プチ ノボルす ハ 一一  タリ fc 

攝. 齊 升. 堂、 鞠-船-如 也 


I  一  AO 

君 もし 夫子 を 堂上へ 召しの ほせ 玉 ふこと あれば、 階 一 

をの ぼ 玉 ふ 時 かくの 如し、 兩手 にて もすそ を か > 一 

ぐる は、 つま づ かざらん がた めな， 5、 これ 亦 鱧の つね 一 

な .0、  ふ 

ォ サメテ チタ リル ィキセ  二  丄 

屛 k 似- 不. 息 者：  ■ 1 

ヌ 

堂上に て、 至尊に ちかづき 玉 ふ 故に、 いきさし をお さハ 

ビゾク  一 

めて、 鼻息せ ざる 者に 似た るぞ、  』 

ィギ、 クダ， レ寸 ハ  トウ チ ハナ グ-ァ ガン ショ クチ イ  タリ  -.. 

出 降」 等； 逞，， 顔-色， 抬- 抬-如 也、 一 

1 等 は、 階の 一 段な 、怡々 は、 よろこばしき ぞ、 君 前 一 

よ， 0 返 出して、 階 一 等 をお b 玉 ふ 時 は、 やう やく 君に， 一 

遠ざかれる 故に、 顔色 を ゆる へ はなちて、 や はらぎ よ 一 

ろ こばし く 見え 玉 ふ、  一 

ヅクメ 力 イチ ヮシ ルすハ . タリ  h 

沒. 階. 趨、 翼-如 也、  ^ 

A3 をお hs つくして、 もとの 所 へ か へる に は、 i  くわし *j 

る を、 y て？^ とす、  ：： 

力へ ゥ寸 ハノ  二  タリ  , 

煤， 其 位： 蹴-踏-如 也  • 一 


左の 人を揖 する 時 は、 手 を 左に 出し、 右の 人を揖 する 

時 は、 手 を 右に 出し 玉 ふ、 

na モノ マへ ゥシロ ゼン  タリ 

衣前 後書-如 也、 

權と は、 衣の たれと、 の ひたる 貌な， 9、 威儀う やく 

しくて、 正しき 故に、 相 揖し玉 ふ 時に、 其 身 はね おれ 

ども、 衣の 前後 はた れと、 の ひて、 うごきち に のさ 

るな り、 

ヮシ リス、 ムす ハョク  タリ  - 

趨 進 翼-如 也、 

コマ ヌ ヒヂ 

翼と は、 手 を 拱き、 臂を は..^ て、 正き 貌、 鳥の つばさ を 

のべた るが 如き ぞ、 これ は賓 生の 命 を、 通じ を はり 

て、 主君 賓を請 じて 入れら る、 擯者も その あとに つき 

て 入る 時に、 とく わしり て、 す、 み 玉 へど も、 その 威 

儀く づ れすして、しか*<^>問雅なる.ぞ、 

ヒン シリゾ クタ 寸 力へ シァ ヲ玉 ハク  トカ ヘリ ミ 

賓 返 必 復. 命 曰、 賓 不. 顧 矣、 

復， 命と は、 反 命な り、 君に うけた る 命 を、 つとめ を は 

b て、 返詞 する ことな- 0-、 これ は賓君 退出して、 館舍 

にっか. る、 時、 主君 擯 者に 命じて、 送らせら る、 擯者， 


賓の車 をみ をく  h- て、 入て 反 命す る詞 な. 0-、 賓苕 すで 

に逮く 去りて、 か へりみ 玉 はすと ぞ、 顧みざる は、 禮 

に殘る 所な き 故な り、 此 時まで、 主君な を內に 入り 玉 

はざる 故に かく. 2. して、 君の 敬 を ゆるぶ、 これ 定 りた 

る 式 なれ ども 時の- < 多 くは忽 略す、 夫子 は 必 反 命し 

玉 へるな-.^、 . 


ル寸： 


〇 入，， 公-門： 鞠-船-如 也、 如. 不. 容、 . 

これ 亦 夫子 朝 參し玉 へ る 時の 禮容 をし るす、 公！！： は、 

君 門な り、 諸侯に 三門 あり、 これ は內 にある 路門を さ 

す、 鞠 船 は、 身 を か 》 むる ぞ、 君門 高大な、 り といへ ど 

も、 敬意 至れる 故に、 身 を か V めて、 入られ ざるが 如 

くみえ 玉 ふ、 

ヅ寸ハ  セ  二 

立不. 中 

門の 中央に 閬と 云つ かばしら あり、 古人 は つねに 東 

のとひらょh^出入す、その中ほどは、君の出入する所 

にして、 臣は 西の かたわき をと をる、 よりて、 夫子 門 

下に 立 玉 ふとき も、 その 中 ほどに は、 あた. 9 玉 はざる 


ルカ 
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ss  0 鄉. m 第 十  . 

これ は 夫子 朝廷に いまして、 上に つかう まつ トメ、 下に 

まじ は bv 玉 ふ 所の、 同じから ざる こと をし るす、 諸侯 

の 卿 を、 上大 夫と 云に よりて、 次の 大夫 を、 下大 夫と 

一 云 、時に 夫子 は下大 夫な h- 、侃々 は、 つよくな をき 義 

な，..'、 朝參の 時、 君い まだ 出て 朝 を視玉 はざる 間に、 

諸大 夫と 議論し 玉 ふこと ある 時、 その 下大 夫と 物の 

玉 ふに は、 詞を なをく、 論 を 正く して、 いみ か く  I - 玉 

ふ 所な し、  . 

與， 上 大- 夫， 言， 閬- 闇-如 也、 . 

閡々 は、 和悅 にして あらそ ふ義 なり、 上大夫 をう やま 

ひ 玉 ふ 故に、 詞をゃ はら かにして あらそ ひ 正の 意、 そ 

の 中に あり、 

君 1f¥ 蹐-虹 i 、，與 也、 . 

君 在と は、 出て 朝 を 視玉ふ 時 を 云、 淑踏 は、 うやま ひ 

一 つ /- しみて、 やすん せざる 貌、 與々 は、 威儀 をの づか 

ら、 中に かなへ る貌、 此ニ句 は、 即 これ 恭しう して 安 

きの 義 なり、 一 說に 張子の 云く、 與々 は、 その 心 君に む 

かふ MJ を 忘れざる 義 なりと、 これ 亦 敬の 至れるな， 9、 


ほ  . 

メシテ ム ル寸ハ t ンセ  ボッ * リ  ァシ キヤ ク タリ 

〇 君 召 使. 擯、 色 勃-如 也、 足 躍-如 

也、 

諸侯 相朝會 して、 賓主 となる 時に 賓君 いたれる 時 は、 

主國の 君、 大門の 外に 出む？ 5 へて、 その 来れる 意趣 を 

とひきく、^:^へ時賓主の間に、立っらなりて、其命を う 

けった ふる 役人 あ. 0  、賓の 方より 出る を 介と 云 、主君 

の 方より 出る を擯と 云、 君の 位に よ て 數 多少 わ 

、上 は 卿、 次は大 夫、 末は士 な. 9、 勃と は、 色を變 や 

る貌 、躍と は、 たち もと ほりて す、 み がた き貌、 魯國 

へ 、隣國 の君來 朝の 時、 魯の君 夫子 を 召て、 擯 せしめ 

玉 へ ば、 君命 を 敬 せらる によりて、 その 色 かたち か 

くの 如し、 

イツ シテ ラ トモ 二 ッ t ン ダリ 、ギリ-一 ス チ 

揖 .所，與 立， 左 「右 手； 

揖と は、 手 を 拱き、 さし 出して、 旨 趣 を 通 やる To を 云、 

„^時夫子次擯とな 玉 ふ 故に、 - 左右の 擯者 と共に 賓 

主の 命 を、 次第にう けった へて、 出し 入れ 玉 ふ、 より 

て 其 身 をな かばね ぢ りて 、其に 立つ 所の 人と 相揖 し、 


銷黨第 十  一 

楊 氏の 云 ふ、 塞 人の いは ゆる 道 は、 日用の 間 を は 一 

なれす、 かるが 故に、 夫子 牛 日の 一 動 一 靜、 門人 一 

ツマ ビラ 力  S 

みな 審に視 て、 詳 にこれ を 記す、 尹 氏の 云く、 甚ー 

いかな、 孔門 諸子の 學を嗜 める こと、 鏖 人の 容色； 

ッ、 シ  シル  ヅプサ  シ i  n ウー 

言動、 謹ん で 書して、 備に これ を錄 して、 以で 後一 

世に 貽ら すと 云 ことなし、 今 其 言 をよ み、 其 事に 一 

つけば、 宛然と して、 塞 人の 目に いますが 如し、 i 

然. 9 とい へと も、 塞入豈 に拘々 として これ をす 一 

る 者な らん や、 蓋 瘢德の 至れる、 勸容 周旋 をの づー 

から 鱧に あたれる のみ、 學者心 を 聖人に 求め ま 一 

く 欲せば、 宜 くこい に をいて 求むべし、 楊 維 斗が 一 

云く、 鄕黨の 一 編 は、 これ 垂人 心に 從 ふの 矩、 亦 一 

カク  . .1 

これ 隱す ことなき の敎、 只 一 つの 時の 字、 これ を 一 

盡 せり、  」 


一一 ジ ユン 


ジョタ 5 


孔子 於，， 鄕黨， 拘-: W- 如 也、 

此節は 夫子 鄕黨 と、 宗廟 朝廷と にいます 時、 その 言語 

容貌の、 ことなる こと をし るす、 鄕黨の 字義 前に 見え 


た. 9、 これ は 夫子の すみ 玉 ふ鄉黨 な， o、 狗々 と は、 信 

實 なる 貌、 すなほに して、 儀 文な き 意 あり、 佝々 の 二 

字に て、 かたど，.^ つくされぬ 故に、 又 如の 字 をつ くる 

なり、 下の 如の 字み な 同じ、 


似，， 不. 能 J  口 者； 


モノ- Kn ト. 


其詞 謙り 順 ひて、 物 をえ いはぬ 者の やうなる ぞ、 賢智 

を 以て、 人に 先 だ 气 さる を 云、 これ 亦佝々 たる 內 のこ 

となり、 蓋し 鄕黨 は、 長者 宗族の、 まじ は，.^ なる 故に、 

その 言 貌 をの づ からかく の 如し、 


- ス寸ハ 


-シテ モノ  n"- フ 


A0 吾 


ii 第 十 


其 在， 宗-廟 朝- 廷： 便-便 言、 唯 ベ 

其と は、 夫子 を さす、 宗廟 は、 魯 君の 廟、 便々 は、 辯說 

の義な .5、 宗廟 は禮 法の ある 所なる を 以て、 其 祭に あ 

づ かる 時 は、 詳に 問て、 事 を 行 ふ べし、 朝廷 は 政事の 

出る 所 なれば、 議論の 說をき はむべし、 よりて 皆 明 辯 

ならざる こと を 得す、 され ども 只 これ をつ A しみて、 

ほしい ま 、に は、 の 玉 は ざり しなり、 

寸ハ 

I、， 


朝 與，， 下 大- 夫， 言、 侃-侃-如 也、 


七 七 


^  0  子 &f 第 九 

すでに ゆく すぢを 知る とい へど も、 此 道に をいて、 い 

まだ あつく 志し、 かたく 守り、 ひとり 立て、 變 せざる 

こと、 あた はざる の 人 を 云、 

シ -I  ヅ  >  ラ 二 ハカ i 

可： 與 立； f  . 可，， 與 權； 

ズ 

權は • はかりの を もし、 物 を はかりて、 輕重を 知る 所 

の 者な り、 すでにより 立つ こと ありと い へど も、 此道 

に をいて いまだ 精徵の 幾、 變 通の 宜を、 はかり さ： U む 

る こと あた はざる 人 4d 云 〇 凡そ 權と 云に ニ義 あり、 

經に對 して 云 時 は、 經は萬 世 不易の 常道な り、 權は經 

の ふさがり たる 所 を、 變 じて 通 やる、 一 時 非常の 道な 

り 、すでに 變通 する 時 は、 又常經 にも とらす、 これ 權 

の 正 名 本義な り、 又 何事 も、 た  >  1 法 に なぞみ て、 時 

宜 にかな はざる に對 して 云 時 は、 即 これ 中庸の 道な 

,9、 日用 常 行の 間、 事に したが ひ、 時に よりて、 其宜き 

所 を はかり 定 むる を 云、 

*- ゥ ティ  ハナ t ルガへ クテ レ t ルカ ヘレ w 

〇 唐- 棣 之 華、 偏 其 反而、 

此 より 下 一 一段 は、 今の 毛 詩に 入らざる、 逸 詩の 詞な， 9 

下の 夫子の 語 この 詞 によりて、 出た る 故に、 記者 まづ 


1 七 六 

これ をし るす、 唐棣は 木の 名、 偏と 反 I」 は、 即翩 翻の 

字な り、 此ニ 句は舆 なり、 別の 意義な し、 只 これ 唐棣の 

花、 風に ふれて、 ひるが へり ひるが へる を 見て 其 心う 

ごき、 下に 云爾と 云 人 を、 思 ひ 起せる に よりて、 これ 

をば 與の詞 とするな- 5、 

二 ラン ャ ナン チチ モハ  レト チケ レバ ナリ 

豈 不， 爾 思： 室 是 遠 而、 

爾と は、 たれ を さすと もしれ や、 云 意 は、 我久く をと 

づれ ざる は、 なん ぞ爾を 思 はざる な；^ んゃ、 爾の家 ほ 

ど 遠ければ なりと、 これ 詞を まう けて、 いひ わけした 

るな， 9、 

ノ 玉 ハク タ _K  ハ  レン ノ ト チイ rl 力 ラン 

子 曰、 未， 之 思， 也、 夫 何 遠 之 有、 

學者 わが 心に 反り 求る i あた はやして、 常に 道の 遠 

きこ 丄を、 うれ へ とす、 よりて 夫子、 上の 詩の 詞を借 

り、 これ を うらが へしての 玉 はく、 かれ 爾を思 ふと は 

いべ ども、 實に いまだ これ を 思 はざる なり、 もし それ 

これ を 思へば、 彼すな はち こ、 に 至る、 それ 何の 遠し 

と 云 ことか あらんと、 即仁遠 からん や、 我 仁 を 欲すれ 

ば、 こ、 に 仁 至る と 云 章と、 同じ 意な り、 


松柏の 性、 かたきに よりて、 諸 木の しぼむ に を くれて 

とき はの 色 ある こと を 知る とぞ、 これ 小人 も 治世に 

居る 時 は、 君子と ことならす、 見 ゆる こと あれ ども、 

只 利害に のぞみ、 事變 にあ ふに 至りて 後、 君子の 守る 

ティ n 

所の みさほ、 負 固に して、 か はらざる こと、 明に つ 

ベ きとの" たと へ なり、 

0  ^ 曰、 知-? 不 J ！、 

智者 は、 その 明睿、 以て 道理 を てらす に たれ， 9、 この 

故に、 萬變に ふれても、 これに 惑 はす、 

仁-者 不. 憂、 

シ 3 ク 力 

仁者 は、 その 道德、 以て 私欲に 勝つ に たれり、 この 

に、 窮 難に 居ても、 これ を 憂へ す、 

3 ゥ  ハ  チソレ 

勇-者 不. 懼、 

リ 3 ク 

勇者 は、 その 氣カ、 以て 道義 をた すくる に たれ ，5、 こ 

の 故に、 大事に のぞみても • これ を惧れ す、 これ 三樣 

の 人 をと く. 0 いへ ども、 知 仁 勇の 三つ. は、 又 學者功 を 

用る の 次第な り、 智以 てこれ を 明に し、 仁 以て これ を 

接 0 子 罕第九 


守り、 勇 以て これ を 行 ふなり、 〇 それ 智仁 勇の 三德は 

もと 身に そな はれる 者な りと い へど も、 學んで これ 

を 修め ざ れば、 成し 得て 其 手に入る 、こと あた はや、 

カク シゥ 

その 學修の 工夫に も、 亦 はじめより * 此 三つ を、 一 つ 

も かく こと を 得す、 三德 成る に 至る 時 は、 其 用 廣大に 

して、 き はまりつ くる ことなしと 知る ベ し、 

ノ  ク シ トモ 二 トモ-一  プ 

〇 子 曰、 可. 與共學 ： 

此章 は、 學者 すでに 一 步 をす むと も、 さらに 又 一 歩 

キヨ ク 

をす/' み、 つとめ はげんで ，必 その 極に 至る べき こと 

を、 の 玉へ り、 與共 にと は、 其 人と 共に なり、 下の 與の 

キ ヨウ  ガ クチ キリ フケン 

字 も、 共の 字の 意 を かねたり、 學適 立權の 四 字、 並に 

知行 を かねて 見る べし、 これと 共に 學ふ べき は、 此道 

に をいて、 求る 所 を 知て、 專 1 にこれ を 求る 人 を 云、 

ダ  ラ  ニュク -1 

未. 可，， 與 適， 道、 

ズ 

すでに 求る 所 を 知れ ども、 此 道に をいて、 いまだす、 

み ゆく すち を、 知らざる 人 を 云、 

シ  二  クニ  タ  5  |ー  ク 

可，， 與 淳道 未. 可，， 與 立； 

I   ズ 
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くらぶる 意な きこと を かたどる、 必 しも、 實に此 事 わ； 

..^と見るべ からす、蓋し貧富を以て、心をぅごかさ 一 

る 者 は、 道に す、 むに たれり、 よりて 夫子、 かくの 如 一 

くなる 者 は、 それた  > 由 ならん かと、 と，.^ わき 稱 美し-; 

玉へ るな. 9、  _ 

プ コナハ  ムサ ボラ チ モゾ ナカ ン 3 カラ  I 

不 k 不. 求、 何 用不. 臧、  一 

これ 詩の 衞風雄 雑の 篇の詞 なり、 凡そ 貧き 者、 富た る 一 

者と まじ は- 9 て、 貧き を 恥る 意 あれば、 そのつ よき 者 一 

は必 そね み にくみて、 これ を 害する こと あ. 5、 そのよ 一 

はき 者 は、 必 うらやみ ねが ひて、 これ を むさぼる こと 一 

あ. 5、 この 故に、 夫子 又 此詞を 引きての 玉 はく、 子路ー 

いま かくの 如くなら ざれば、 それ 何 を 以て か、 よから 一 

ざら A や. あしき こと ある まじと な， OS* 

フル 3 ァ チステ  一 

子 路 終. 身 誦. 之、  一 

子路 夫子の 稱 美し 玉 へ る：^ に、 つね 、，t,^ 此 詩の 詞を： 

口す さみて、 よろこ ベ り、 然れ ば、 身 を 終る まで • こ 、一 

に 止 hs て、 又 さらにす 、まん こと を、 求めざる 志、 見 一 

ゆる 故に、 記者 終レ 身誦. 之と いへ り、  . 一 


玉ハ 


トス i ル -I 


*  ノ  3  ノ. し ひ .7, J  ソ 4 ラン  テ ヨシ トス 

子 曰、 是 道 也、 何 足，， 以 臧； 

云 意 は * これ 道な.^ とい へど も、 道理き はまりな けれ 

ば、 なん ぞ これの み を 以て、 威し とする にたらん と、 

, J れ 詩の 詞をラ ら 反し て 、子 路をさ とし、 そ の 道に す 

、ま ^こと を、 勸め 玉ふ詞 なり、 〇 謝 氏の 云く、 惡衣惡 

食 を はづる は、 學 者の 大病、 善心 右せ ざる こと、 蓋し こ 

れに 由る、 子 路の志 かくの 如 t  、その 人に こえた る こ 

と 遠し、 然れ ども 衆人 を 以て、 二れ を 能す る 時 は、 則 

以て 善し と すべ し * 子 路の資 よろしく こ/' に t らざ 

る べし、 然る を 終る まで、 これ を 誦する 時 は • 則 

日 新に す、 む ゆ へんに あらす、 かるが 故に、 激して こ 

れ をす む、 

I  -ノ 玉 ハク トシ サ. 4 クシ テシナ - 一 ル  V  ノ チ ケ ；'、 n トチ 

〇 子 曰、 歲寒然 後 知， 松柏 之 後.^ 

シボ ム 二 

,彫 也、 

^  •  チウ  ラウ 

松柏 は， まつ ひのきな，. ^  、彫 は、 凋の 字に 作る べし、 此 

章 も 比の 體な り、 春 夏の 間 は、 諸 木み な みどりに して 

其 性の ことなる 所、 みへ わか や、 歲 さむくな りて 後、 


ジ.； ァ  子 カッテ  ルハ  メレ ナカラ マ クイ  ヲ 

一 說 而 不. 繹、 從 而 不. 改、 吾 未. 如. 之 

カント モス ル コ ト ノ， I 

何， 也 已矣、 

これに つげて 達せす、 これ を 拒て うけざる は、 なをし 

も 可な り， それ 或は さとる 時 は、 則よ く 改め 釋る こと 

も ある べし、 もし 從ひ悅 ぶと い へど も、 これ を 改め 釋 

ねざれば、 則 終に 改繹せ やして やむ、 塞 人と いへ ど 

も、 それ これ をい かんが せんや、 

ノ玉 ハク  ヲモ  シゥ パフ スィテ 

〇 子 曰、 三-軍 可 J^;l 也、 

三篥の說、前に見ぇた，9、帥は、大將な..^、三軍の衆を 

以て、 したが ひま ぼる 將帥 は、 き はめて を^し がた し 

，といへ ども、 其 勇 衆の かに， ある を 以て、 或は これ をう 

ば ひとるべし、 

4J ップ テモ  ラ  フシ チ 

匹-夫 不. 可. 奪. 志 也、 

匹夫と は、 夫婦 さしむ かひの 民、 其に 布 一 匹 をき る 故 

一 に、 匹夫匹婦と 云、 然れば 匹夫と 云 は、 一夫 を 云な，.^、 

一 j 夫の 身 は、 最 あなどり やすき 者と い へど も、 よく 志 
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を 守る 時 は、 其 勇 己が 身に ある を 以て、 その 志す 所 は 

人 これ を 奪 はれぬな. 9、 もし それ 奪 はる へく は、 亦 こ 

れを志と云にたらす、これ人に志を立んことを、す、 

め玉へる詞な-.^、 

ノ  ハク ，チア ャブレ タル ゥン ハ ウテ 

〇 子 曰、 衣 ka 袍： 

縊袍と は、 袍は綿 いれた る 衣な り、 榲と は、 綿 を 用 ひ 

アサ  ァタヒ 

すして、 麻の を 、うちくだ きている 、を 云、 これ 價の 

やすき 衣なる に、 又 その やぶれた る をき てな り、 

ト  ル n  カク テ  タツ テ 

與. 衣. 狐 P 者. 立、 

狐路と は、 狐 はきつ ね、 路は むじな、 其 皮 を 以て つく 

れる裘 を 云、 これ 價の たかき 衣な 、媪袍 と 狐 絡裘と 

は、 共に 幾き を ふせぐ 物にして、 その美 惡 はなはだ こ 

とな I 以て、 對し てこれ を 云な . ，9、 立と は、 共に た 

ちなら びて ぞ、 

ザ ラン. ハヂ ハ レ ナ ルカ 

而不ぉ 者 其 由 也與、 ， 

不耻と は、 た  >  其 貧き に 安ん やる のみに あらす、 これ 

子路の 志、 き はめて 高 明に して 人と 貧富 を、 はか..^ た 
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後生と は、，. われより 年 わかき 者 を 云、 其 ゆくさき、 年 

富み か つ よし、 學を 積んで、 成す ， J と を 待 に た れ 、 

ノ ィキホ t 

^ 勢 まことに 畏る べし、 

ィヅ クン ゾラン  ノ  i チ シカ ケ フニ 

焉 知 二 卒者 之 不， 如. 今 也、 

I ライ 

來 者と は、 未來を 云、 云 意 は、 この 少年の 人、 いづ くん 

シャゥ  トモ ゴラ 

ぞ將來 まで も、 わが 輩 の 今日 にしかざる こと を 知 

らん、 其す、 みます こと、 はかる ベ からすと、 これ 即 

を そるべき 所な， <p -、 

-ー シテ  クハキ n フク n ト  レ  ラク  ラ 

四-十 五-十 而 無. 聞 焉、 斯 亦 不. 足 

ヲソ ル、 二  ノ  i 

k 也 已、 

もし 此人 四十 五十まで も、 なを 世に きこ ふ ろ實 なく 

ば、 こ s_ に 至て くひな げき、 後 を あらため はからん. 0 

チカラ 

すれ ども 年 すでにす ぎ、 力す でに をと ろへ て、 以て 

す る こと あるに たらす、 これ 人 まさに 時 を 失 はすし 

\ . 、學を つ とむ べき こ と を、 す 、め 玉ふ詞 な. 0  、 

ノ  ハク  ギヨ ノ  コト  クナ ケンャ フコト 

〇 子 曰、 法-語 之 言、 能 無， 從 乎、 

凡そ 人 をい さめ みちびく に、 二 法 あ， o、 一  つに 法 言な 


り、 正く いひて、 其 心に さか ふ を も、 は  > からざる を 

云、 その 言 多く は、 古の 法語 を ひく 故、 法語の 言と 云 

な 、これ をき く^、 その 道理 正く 明な る を以 て 、 必 

つ 、しみ は  > かるべし、 それ たれ か、 これに 從 ふこと 

なき こと を 得ん や、 

ルチ チス  シト 

改乏き 貴、  . 

これに 從ふ時 は、 則 その 行 實の非 を 改るを 以て、 貴し 

メン ショウ  ヱキ 

とす、 然ら ざれば、 只 これ 面從 にして 益な し、 

ソン ョノ  コト  クケン ヤヨ ロコ ブコト 

巽- 與 之 一言、 能 無. 說 乎、 

一 一 つ に は 巽 言な り、 巽 は、 したが ふぞ、 巽 順にして、 こ 

れが與 に 委„^ に みちびく を 以て、 巽 與の言 と 云、 これ 

をき く 者、 その 詞心 にさ かふ 所な きを 以て、 必 うれし 

く悅 ばし、 それ たれ かこれ を悅 ばざる こと を 得ん や、 

タヅ ヌ -.1 テ チ ス  シト 

繹， 之 爲 J 貝、 

シィ シュ 

これ を 悅ぶ時 は、 則 その 旨 趣 を たづね 思 ふ を 以て、 食 

しとす、 然ら ざれば、 其詞の 中に、 よせた る 意 を しら 

すして、 亦 益な し、  . 


へパ  シ  ノ ドモ n ボ スト  ヲス、 ムハ 力 ュ クナリ 

譬 如 ¥ 地； 雖， 覆，， 一 簣； 進 吾 往 也、 

又 地の 上に、 今 一 整の 土 を こ ほして、 山つ く  h- はじ 

むと い へど も、 必 なさん の 志 あれば、 そのす /- むは、 

ゎがす、みゅくな.o^、人のカをからすして足れh^と、 

此兩段 は、 詩の 比體の 如し、 云 意 は、 學者自 つとめて、 

やまざる 時 は、 則少を つんで 多 をな す、 中道に， J て や 

む 時 は、 前 功 こと <\ -く すたる、 其 やみ 其 ゆく こと、 

みな 我に あ て、 人に あらやと な. 9、 

ノ玉ハ クック „i-l チ  モ  ラコ タラ  J  ナル C 

〇 子 曰、， 語. 之 而 不. 惰 者、 其 回 也 

與、 

諸 弟子 夫子の つ る 所 を 聞て、 多く はこれ を  さと hN 

えす、 その 行 ふこと も、 亦 これ をし ゐ つとむ、 よ. 9 て 

そのき く 所に、 うみ を こたる こと をまぬ かれ や、 顔 

子 は 夫子の 言に をいて、 悅び やと 云 所な し、 これ を 身 

に體 する こと 拳々 として、 磨に つけて 失 はす、 なを 草 

木の 時雨に うる ほひて、 のびさ かふる が 如し、 なんの 

を こたる ことか あらん、 これ 諸子の 及ばざる 所な り、 

夫子 ことに 顔 子を稱 する は、 諸子 を はげまさん がた 
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めな り、 

イツ テ  チ 五 ハク オシ イカ ァ  ミツ  ノ ムチ 

〇 子 謂，， 顔 淵， 曰、 惜 乎、 吾 見，， 其 進， 

タ  ャムテ 

也、 未. 見. 其 止， 也、 

ザリキ 

シュッ  シャナ 

これ 顏子 すでに 卒する の 後、 夫子 嘆 惜し 玉へ る詞 な 

^、進 止 二字の 義、 譬 如， 爲 おの 章と 同じ、 蓋し 全く 體 

してやまざる は、 仁な hv  、顔 子す でに 仁に たが はす、 

よりて 亦 やむ ことな か b けり、 

ノ 丑 ハク ナ/  -I シテ  ^ ヒィ， テ  ルカ ト 

〇 子 曰、 苗 而不. 秀 者有矣 夫、 

五穀の 始めて 生やる を 苗と 云ノ その？ お を はく を秀づ 

と 云 、いまだ 秀です して かる 、者 あ .9、 

テ、  ル ミ ノラ  ル カナ 

秀 而不. 實 者有矣 夫、 

すでに 秀 るに 至りても、 亦み のら やして かる、 あり、 

此も亦 比の 體な り， 蓋し 人 學んて 成る に 至らざる こ 

と、 かくの 如くなる ^あり、 こ 、を 以て、 君子 はみ づ 

から 勉めて、 これ を 成さ  >れ ば をかぬ なり、 

ノ玉 ハク コゥ セィ  シヲ ソル 

〇 子 曰、 後 生 可. 畏、 
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地の 運 化、 ゆく 者す ぎ、 來る者 つぐこと を、 すべ て 云、 

川 流 も 亦 そ の 中に あ.^、 如， 斯夫、 不， 舍， 畫夜 一と は、 畫 

プ ク 

夜の 時 をす て を かすして、 一息の ふ  >  ま る こと-なき 

こと、 かくの 如くなる かなと ぞ、 ー說に は、 晝夜 にや 

ますと よむ、 蓋し 逝 者 かくの 如くに、 やまざる こと、 

これ 即 こい 道の 體段 にして 、本来 自然に かくの 如し、 

中に もさし あて /'、これ を 見やす き 者 は、 川 流に し v< 

こ， 0 なし 、よりて 此嘆 を發 して、 學者 をして、 天道に 

セ ィサッ  クフゥ モウ ハツ カン ダン 

のっと. 9、 時々 に 省察し て、 存 養の 功夫 毫髮の 間斷、 

なからしめまく欲してなh^、これょ，x^篇の終に至 る 

まで、 みな 人に 學を つとめて、 やまざる こと をす、 む 

るの！！ な h -、 


王ハ< 


ダ -. 


〇 子 曰、 吾 未. 見，， 好 .德 如. 好. 色 者，； 

ズ  1 

也、 • .  一 

德は、 己に あ. y  、人に ある を かねて 云、 德を 好む こと、 一 

色 を 好む が 如くす る は、 これ を 好む に 誠 あるな. o、 そ 一 

れ人 は、 みな 秉 葬の 性 を そな へたる 故に、 懿德を 好ま 一 

すと 云 ことなし、 只 これ を 好む こと 誠 ある 者、 すくな _ 


一七 0 

きの t^、 〇 史 記に、 孔子 衞に いませし 時、 靈公灾 人 南 

子..」、 同車に の..^、 次の 車に、 孔子 をのせ て、 市 をと を 

る、 孔子 これ をに くみて、 かくの 玉へ. 9 と、 按す るに、 

ジャゥ ケィキ 

色 を 好む d 情 は 形氣の 私に いづ、 この 故に、 その 好む 

シゥチ 

こと、 切な hv とい へど も、 差 惡の心 亦 やむ こと あた は 

ざる 故に、 本心に をいて、 ついに ご /- ろよ からす、 0 

ァヲ 

を 好む の 情 は、 性 命の 正き に本づ く、 この 故に、 仰 ひ 

で 天に はぢ す、 俯しても 人- -は； 》す して、 ゆく として 

ク ソク 

快足せ すと 云 ことなし、 然るに 賢 を 賢と して、 色に か 

ふる 者、 幾人 か ある、 省む ベ しく、 

ノ玉 ハク タトへ パ シック ルガ チ  タ サ  チヤ ムハ 

〇 子 曰、 譬如 .爲. 山、 未. 成」 簣； 止 

シテ 

ワカ ムナリ 

吾 止 也、 

キゥ ジン  力 

書に 云く、 山つ くる こ と 九 W なる も、 功 一 簀に 藤く 

と、 夫子の 言、 蓋し これよ り 出た るな らん、 簽は、 土 か 

こな- 9、 山 をつ く  て、 なる になん/^ とする 時に、 

只 1 篆の土 を かきて、 なさ  >  る あり、 この やむ こと、 

力たら すして やむ にあら す、 われと を こたり て やむ 

な. 9、  ！ 


なん ぞい やしき こと あらんと、 蓋し 夫子の 本意 ある 

人に つげが たき 所 ある を 以て、 只 その 詞 について、 答 

へ 玉 ふ、 


力へ ッテ 一一 


〇 子 曰、 吾 自 ii 反 J© 然 後 樂 正、 

夫子 衞ょ b 魯 にかへ り 玉 ふ は、 哀公 十 一 年の 冬の こ 

とな. = ^、樂 は、 着 律 歌舞 を か ねて 云、 夫子 そのみ だれ 

を あらため 玉 ふに よ. 9 て、 正く なれるな hs、 

ガ ショウ ,\ エタ リ ノ  チ 

雅頌各 得， 其 所： 

雅頌の 詩 は、 すな はち 樂の歌 也、 得， 一 其 所, と は、 雅は、 

雅の 詩と な. -て、 朝廷に 用 ひ、 頌は頌 の 詩と な. 9 て、 

宗廟に 用る を 云、 詩に 風雅 頌の 三體 あ.. y  、夫子 みなこ 

れを 正せ，^、 こ に は 只 その 直き を あげて、 風 を 略せ 

るな り、 蓋し 周の 鱧樂、 みな 魯 にあ ける が、 後世 詩 

樂 かけう せ、 ちりみだれて、 と、 の はす、 夫子 四方に 

周流し 玉 へ る 間に、 こ、 かしこ、 とりま じ へて、 考へ 

はかり 玉 ふ、 晚 年に、 道つ いに 行 はる まじき を、 知. 0 

玉 ふに よ， 9 て、 魯に 反. 0 て、 これ を 正しう して、 後世 

にたれ 玉 ふな hs、  . 
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〇 子 曰、 出 則 事，， 公 卿； 

王朝に は、 公卿の 官ぁ. 9、 侯國 にて い へ は、 公 は即君 

な り、 

人 則 事，父-^^:^|- 事 不， 齔 K_ ；勉、 不 

セ ケノ ミ ダレ ヲ 

.爲，， 酒 困； 

酒に え ひて、 みだる、 Mi  AJ せ やと ぞ、 

レカ ルャ  二 

何 有 二 於 我， 哉、  ■ 

說第 七篇に 見えた，. >、 然れ ども これ は 則 その 事い よ 

くひき n し、 意い よく 切なり、 輔 氏の 云く、 此 

章學者 1 警 して、 みづ 5j ら践 履の 間に、 みそな はし 

て、 卑近 を あなどらす、 微小に たが は ざら しむる ゆ へ 

シン 

ん の 意 、 す //^ 深 切 な 、 

イマ シテ カハノ ホ トリ- 1 玉 ハク ュク ハ キカ カク ノ ズ 

〇 子 在， 川 上， 曰、 逝 者 如. 斯 夫、 不 

テ チウ ャテ 

.舍 書 一 夜， . 

夫子 川の ほとりに いまし、 水の 流る、 を 見て、 天道の 

やむ，， ことなき こと を、 嘆 じ 玉ふ詞 なり、 逝 者と は、 天 

1 山ハ九  一 


Il ^  0 子罕第 九  - 

くしき 玉、 夫子の 道に たと ふ、 

すサ メテ t  -I  カク サン 力 r 

S 而 藏 is 

云 意 は、 かくれて つかへ 玉 は ざらん かと、 

メナ 3 キ ァタ tls  ウラン 力 ヲ 

求， 善賈， 而沾 J8、 

t: 賈は た か き賈 な，. >  、 云 意 は、 瞳 を 盛に して、 請 ひま 

ねく 君め らば、 いで 仕へ て、 其 道 を 行 ひ 玉 はんかと、 

ハク ゥラヌ チ  ゥヌ ヲ 

子 曰、 沽. 之 哉、 沽. 之 哉 

云 意 はなん ぞ かくる 、に はたす ベ き、 出て つか へん 

くと な hs、 

我 待 J 貝 者 也、 

云 意 は、 され ども わし は、 人の 求め を 待ちて、 出ん 者 

なり、 我よ.. >  これ を 求る こと はせ じと、 これ 子 貢の 求 

の 一 字 を やぶ， てな， 9、 又 ロハ 賈を まつとの 玉へば、 必 

しもよき 賈 ならす との 意 も あるべし、 一 說に、 此三句 

1 つらに よむべし、 只 これ 聖人 道 を 以て 世 をす く ふ 

に皇々 たるの 意な り， 待と 云て 求の 字 を やぶる 意な 


.  1 六 八 

しと、 C 范氏 おもへ らく、 君子つ かへ まく 欲せざる に 

は あらす、 又 其 道に よらざる こと をに くむ、 必禮を 待 

ャ  チ ガヤ 

て 出る こと、 玉の 賈を 待が 如し、 伊 尹の 野に 耕し、 伯 

夷 大公の 海濱に 居る が 如き、 世に 成 湯 文 王な か つせ 

ば、 則 その ま /- にて を へ なんの み、 必道を まげて 人に 

從ひ、 玉 を 街 ひて 售 れんこと を 求め ざらん ぞ、 

スチ ラマ ク. ウイ -1 

〇 子 欲 .居. 九 夷： 

九 夷に、 東方の えびすに、 九 稀 ある を 云、 これ 夫子 道 

イカ ダ 

It はれざる によりて の 嘆きな b  、俘 にの りて、 海に う 

かばんとの 玉 ふが 如し、  • 

i ば、 陰、 如. 之 何、 

或 人き いて、 實に 夫子の 九 夷に ゆかんと し 玉 ふと、 こ 

、ろえ て 云く、 夷狄の 俗、 -ti 義 なくして いやし、 いか 

ん して か 居 玉 ふべき と， 

ノ玉 ハク  ル  ノキ n トカ， J ラン 

子 曰、 君 子 居. 之、 何 陋之 有， 

君子と は、 ひろくの 玉 ふ、 自の玉 ふに あらす、 云 意 は、 

君子の をる 所 人すな はち 其德に 化し、 夷狄と 云 ども * 


久矣 哉， との 玉へ り、 

シ  シ カルテ ス 

無 .臣 而 爲. 有. 臣、 

これ その 詐を行 ふ 所な り、 

レ レ チカ ァザム カン ャ ンャ テ 

吾 誰 欺、 欺. 天 乎、 

云 意 は、 わが 臣な きこと かくれな きに、 家臣 を 立て、 

臣ぁ. o- とす、 吾 これ を 以て、 たれ を 欺ん や、 人 は あざ 

むかれ ほじければ、 天 を 欺. ん やと、 それ 人と して 天 を 

欺く は、 莫大の 罪な り、 夫子み づ からこれ にあたり 玉 

ふ は、 ふかく 子 路が非 をせ めんと な h -、 


シナ M 


ケン ャ1 


且 予 與，， 其 死. 於 臣 之 手， 也、 無，， 寧 

死 二 於 二-三- 之 手， 乎、 . 


事と は 、うけて やすん やる 詞、 無搴と 云 も、 亦 寧 一 字； 

の 義に歸 す、 二三 子 は、 弟子な， 9、 云 意 は、 又 われ 天 を 一 

欺く まじき のみなら す、 その 詐れ る臣の 手に、 しなん 一 

より は、 むしろ 親しき 二三 子の 手に、 しなん ことこ そ 一 

あれ、 これな しゃと、  」 


タト t トモ i 


サゥ チ 


讅 語 


子罕第 九 


且予 縱不. 得， 犬-葬； 予 死，， 於 道路， 一 

乎、  一 

大葬と は、 君臣の 禮を そな へたる、 葬禮を 云、 云 意 は、 一 

又 われ 死し て 後、 たと ひ 大葬 せらる、 こと を 得すと 一 

も、 道路に しにた をれ て、 葬られざる こと あらん や、 然ー 

らば かれと いひ、 これと いひ、 何ぞ必 しも、 家臣 を 立 一 

る MJ を せんとな り、 〇 范 氏お も へ らく、 曾 子 死 せんと 一 

する 時に、 簀をか へて 云く、 吾 正き を 得て 斃れ な ん、 一 

もし 身 を 終る まで も、 ゎづ かに 正 きこと をう しな へ 一 

ば、 詐を行 ひ、 罪 天 を 欺く に 至る、 君子の 言動に をけ 一 

る、 すこしき なりと い へど 》s>  、つ 、 しま ャんば ある ベ 一 

か らす 、夫子 ふ か く 子 路を懲 す は、 學者 を警さ んが た 一 

めな り、 楊 氏お も へらく、 人知 至りて、 意 誠 あるに あら 一 

ざれば、 其智を 私に 用 ひ、 や、 も すれば、 詐を行 ひ、 天 一 

を 欺 くにをち ゐる、 子 路の失 これな >9、  一 

〇 子 wn-  Cf  美 i 於 一 一 

これ 子 貢 夫子の 道 をい だきて、 つか へ 玉 はざる こと 一 

を、 たと へ を まう けて、 疑 ひと へ るな， 9、 美 玉 は、 う クニ 

1 六 七  -ー 


^  0 子罕第 九  - 

るかぎ b を 用 ひて、 すでに 用 ひつく ると なり、 

シ テ  タテ ルカ シタ is 力 

如，， 有. 所. 立 卓 爾； 

卓と は、 たてる 貌な 、顏 子す でに 其才 をつ くした. る 

時に 夫子の 道 を 見る こと、 き はめて 親切に して、 かの 

方體 なくして、 とりとめが たき 者、 日用 行事の 間に、 

をのく 卓爾 として、 眼前に たてる 所 あるが 如し、 

へ トモ スト ガハ， ク ニナ カラマ クョシ  ノ  i 

雖. 欲. 從. 之、 未. 由 也 已 

その 卓爾 たる 者と、 相從 ひて、 身と 道と、 一 つに なら 

んと 欲すれ ども、 つとめて 至る 由る ベ なしと ぞ、 此四 

段 は 、顔 子み づ から 其學の 至る所 をと く、 然れ ども、 

こ /- に 至りて 後、 力 及ばす として、 功夫 を やむ るに は 

あらや、 蓋し これより 後 は、 大 段に 力 をつ くる こと あ 

たはす、 只 細密に 養 ひ 熟して、 をの づ から 化する を 待 

にあり.、 もし 身と 追と 一 つになる 時 は、 則 夫子の 心の 

欲する 所に 從べ ども、 矩を こえざる の 地位に 至る、 こ 

れ顏 子の 聖人と いまだ 一 間 を 達せざる 所な り、 

ノ  e ヘイ ナリ 

〇 子 疾病、 


一 六 六 

字義前に見ぇたh^、 

ム  チシテ タラ 

子路 使，， 門人 爲 fer 

大夫は 家臣 あり、 此時 夫子す でに 位 を 去 玉 ふて 〔家 

Hi なし、 然るに 子路 聖人 を 尊ぶ 意より、 夫子 もし 沒 

玉 は い、 家臣の 役 を そな へ て、 其 喪 を を さめん と、 思 

へる によ b て 、門人 をし て 家臣た らしむ、 

へ ィ イエ テ 玉 ハク 

病 間 曰、 

疾 すこしき い ゆる を 間と 云、 疾をも か. 9 し 間 は 家臣 

を 立た る こと を、 知り 玉 はす、 少 きいえ たる 時に、 こ 

れを 知て、 とがめ 玉へ り、 

サシ < カナ  力  チコ ナ ヘル r イツ ハリチ 

久. 矣哉由 之 行 .詐 也、 . 

これ 子路 家臣 を 立た る ことにつ き て、 其 平生の 失 ま 

で を、 責め 玉 ふ、 子路 心に 私な しとい へど も、 道理 を 

あらく と， 0 て、 たやすく 行べ る 故に、 人 を あ ざ むくに 

をちゐる失ぁればな".^、 一 說に只 こ れ 家臣 を 立る 一 

事 をせ め 玉 ふ、 疾病な， 9 しょり、 病 間る まで は、 しば 

らくの 間な りし かど、 子路 をいた くさと さんため に、 


ァゲケ レバ チ ィ ョ，、 タカ" 

之と は、 夫子の 道 を さす 下 同じ、 これ その 高し と 見る 

所 を * あ をい でしの がんと する に、 のぼれば のぼるに 

したが ひて、 い よ/, \ ^高き こと、 き はま. 9 つくる こと 

なき を 云、 

キレパ  7  カタ シ 

f 彌 堅、 

鑽 ると は、 錐 にても みきる 義な り、 その 堅し と 兒る所 

を、 き h- てす まんと する に、 入れば 入る にした * かひ 

て、、 - よ/., \ '堅き， -- とも" 》亦 き は つくる こ と, なき 

を 云、 

テ チア ルカ トス レバ マへ ニコ ッ ヱン トシ テリ シリ へ-一 

瞻. 之 在 . 前 、忽 焉 在. 後、 

そ f ^とりとめが たき 听を、 目 を すましで、 見す ベ し 

.  クチ マ チ 

とする に、 今まで 前に あるかと 見 ゆる 者、 忽 に 又う 

しろに あ. 9 て、 方 所 形體、 いかにと さだめが たき ぞ、 

蓋し 際限な くして、 き はめが たき 故に 、亦 方體 もな く 

して、 とり とめが たし、 もと 二す ぢ のこと に あら ざ 

るな， 9、 これす ベ て 夫子の 道の、 高 妙に して 學び がた 

仏 1 語 子罕第 太 


ケィ ヨウ  - 

きこと を 形容す、  , 一 

ジ ユン  トシ テョ ク チビ ク  チ 

夫 子 循- 循-然 善 誘乂、 

循々 は、 次第 ある 貌、 誘く と は、 ひきす、 むる ことな 

,0、 夫子の 道 高 妙に して、 學 びが たしと い へ ども、 人 

を敎 へて みちびき 玉 ふ 所循々 として、 ついで あるに 一 

よりて、 たれ も 手 を いれ やすきな. 9  、 

t  ロム ルニチ  テシ 7 ヅ *、 ム ルー I チ  ス  チ 

i 以. 文、 約. 我 以. 禮、 

これ 夫子の 己 を みちびき 玉 ふ に、 次第 ある をい へ 

り、 博 文 約 鱧の 義 前に 見えた. 9、 凡そ 敎る 所の、 大綱 

サイ モク  ハク ャク 

細目、 皆 博 約の ついで ある ぞ、 

スレ トモ ヤン ナマク 

^  P 匕 匕、 

夫子よ くわれ を 誘き 玉 ふに よ b て をり々 に 得る 所 あ 

b ヽ これ を悅 ぶこと ふかき 故に、 その 功夫 を やめて や 

すまん と すれ ども、 しばらく もや まれぬな. 9、 

二 ッ クシッ 力 サ イチ 

旣 竭，， 吾 才： 

やまん 1. すれ ども、 やまれざる 故に、 わが 才力の、 あ 

i 丄ハ五 


一 
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上 をう けて 云、 然れば われ このま >  に、 何のす る こと 

もなくて、 やみぬ るかな と、 此 はこれ 夫子 其 道の、 つ 

いに 行 はれざる こと AO  、嘆き 玉ふ詞 なり、 


〇 子 見，， 齊-衰 者、 


ンサ， 


おは、 喪服の 名、 布の かきめ を、 まつ はざる を、 斬衰 

と 云、 これ を まつ ひたる を、 齊衰と 云、 こ、 に 齊衰と 

あれば、 斬 衰をも かねたり、 これ を 見る と は、 衰 服き 

たる 者 を、 みかけて な hN、 

ベ ン ィ シャ ウノ ト 

冤 衣-裳 者、 

冕 は、 冠な. x^、 衣 はころ、 上に きる 物 を 云、 裳 は、 も、 下 

にきる 物 を 云、 冠き て、 衣裳 をつ けたる 者 は、 *; 貝 人な 

與， 瞽者； 


めくらな h-* 


,*t シト ス 


見. 之 雖. 少 必 作、 

上の 三種の 人と、 相 見し 玉 ふ 時、 みな 其 年 わかしと 


へど も、 必 たちて、 敬 を なし 玉 ふ、 或 人の 云く、 少の字 

を、 坐に 作る ベ し、 坐して 居 玉 ふ 時 も、 必 たち 玉 ふぞ、 

ス 7 ンパ チ  スヮ シ ル 

過. 之 必 趨、 

もし 相 見せす して、 只 そ の 前 をと をり 玉 ふ 時 は、 とく 

わしり 去 h 玉 ふ、 かれ をして、 われに 鱧す る勞 を、 かけ 

まじと な. o、〇 范 氏お もへ らく、 聖人の 心、 喪 あ る を 

クライ 

かなしみ、 位 ある をた つと ひ 、人と ならざる を あはれ 

む、 よ b- て 其 作つ と趙 ると、 自然に 必然. o、 意 を つ け 

て、 必 かくする にあら す、 尹 氏の 云く、 此 聖人の 誠心 

內外 1 な る 者な り と、 蓋し 內か く の 如くなら すし 

て、 外 かくの 如くす る は、 僞 なり、 內 かくの 如くに 

して、 外 かくの 如くなら ざる は、 誠の いまだ 至らざる 

な， 9、 聖人 は內 外になる 、誠により て、 をの づ からか 

くの 如くな り、 . 

キ トシ テ タン ジテ ク 

〇 顔 淵 IT 然歎 曰、 

喟は、 なげく 聲な， 5、 これ 顔 子 夫子の 道 を學ん で、 得 

る 所 あるに よりて、 嘆美せられ たる 語な り、 一 章み な 

I？ 然の 嘆き をのぶ、  ^ 


て、 これに 通す る こと を 得た と、 吳氏 おも へ らく、 

これ 弟子 夫子の 上の 語 を 記す 時、 琴牢？ - つて 夫子に 

きく 所の 言、 これに 類す る 者 あ，.^ と 云に よりて、 あは 

せて これ を 記せ，.^ と、 又 古本に は、 これ を 別に 一 章と 

す、 然れば これ も 記者 牢 がきく 所の 夫子の 語、 上に 類 

する を 以て、 つらね 記せるな- 5、 


ンャ 


〇 子 曰、 吾 有. 知 乎 哉、 無. 知 也、 

M  シキ 

これ 人夫 子 を 知識 者 なh^と、 ほめた るに よ， て、 こ 

の 謙辭を 以て、 うけ 玉 へ ると 見えたり、 云 意 は、 われ 

知識 ある 者な らん や、 知識な しと、 有る と 無き と は、 

多き と少 きと を 以て いへ り、 

リ JJ  ジ  フ  -ー n ゥ  ジ m タリ 

有，， 鄙-夫， 問. 於 我； 辛辛 如 也、 

鄙 夫 は、 いやしき をと こ、 匹夫の 愚 を い へ，. ^、空々 と 

は、 旨 趣な くして、 むなしき 義 な.. y  、その 問 ふ 所、 問 ま 

でもな きこと なる ぞ、 

レ ィテ ノ  "ャゥ タン テ  ックス 

我 叩，， 其 雨-端， 而 竭焉、 

兩 端と は、 こなたの 端よ. り、 かなたの 端まで、 のこさ 


> る義 なり、 云 意 は、 われ 知識な しとい へど も、 もし 

人 問 ふこと あれば、 知る 所 をつ. くして、 こた へす と 云 

ことなし、 或は 鄙 夫 あ， o- て、 空々 たると ひを發 すと 

い へど も、 亦 そのし るべ き 所に をいて、 事の 始末、 理 

の 精粗の 兩端 を、 た、 きを こし、 其 情 をつ くして、 つ 

げすと 云 ことなし、 かやう のこと を 以て、 われ を 知識 

ある 者と する かとな り. 


五ハ 

J、 


〇 子 曰、 鳳 鳥 不， 至 


1、 


ライ ギ 


讅 語 


子罕第 九 


鳳 は、 靈 鳥な b  、舜の 時樂の 庭に 來 儀し、 文 王の 時、 

周の 岐山 になけ り、 これ 明 王 出て、 世 おさまれる 時の 

スィ シャク 

瑞祥な り 、こ /- に は 只 これ を 以て、 世に 明君いで 玉 は 

ざる こと を、 の 玉 へ るば かりなり、 

力  サトチ 

河 不. 出 Ji、 

リウ メ ヅ オフ 

伏義の 時、 河水より、 龍馬 圖を 負て いづ、 伏義 これに 

よりて、 八卦 を 書す、 これ を 河圖と 云、 亦 明 王の 瑞な 

り、 句義 上に 同じ、 と、 

V ヤン ヌル カナ 

吾已矣 夫、 
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る 故に、 謙 て、 明に 知らざる 者の 如くす、 

又 多タ -i リ也、 

«  クウ タク 

鏖人は 天下の 事に をいて、 通達せ やと 云 ことなし、 こ 

の 故に、 をの づ から 多能な-^、 され ど 小々 の 事に は、 

ロハ その 理に 通じて、 いまだ 其 事 に なら はざる こと も 

ある べし、 周 公 孔子の 如き は、 これ 聖 にして 又 多能な 

る 者な り、 然れ ども 多能 は 聖人の 餘事 にして、 主と す 

る 所に あらす、 大宰只 その 末 を 以て、 聖人 を 論す る 故 

に、 子 貢 その 道 德の大 いなる 所より、 說き來 りて、 兼 

て 多能に 及ぶ、 よ し 又 多能 也と 云、 

キイ テ チ 玉 ハク 

子 聞. 之 曰， 

モン ダウ カ子 

太宰子 貢が 問答 を、 兼て き. -玉 ふ、 

大宰 知. 我 乎、 ， 

よく わがこと を 知れ とぞ、 

レ ワカ， リシす ィ ヤシ カリ *■ 

吾 少 也 賤、 

夫子 少年に して、 いまだ 祿 仕し 玉 はざる 時の こ と を 
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しめし 玉 ふ、 

一一  ナリ t ェ 

故 多ヌ Snz  S- 事- 

卑賤に して、 鄙 き 事 を も、 みづ からし 玉 ふ 故に、 釣 戈 

獵較 などの 率に、 多能な， 9、 太宰が 多能と 云 は、 か ぬ 

る 所 ひろき を 以て、 夫子 只 鄙 事の 多能 を 以て、 これ を 

うけ 玉 ふ、 

君-子 多 乎 哉、 不. 多 也、 

これ 又 ひろく 君子 を 論す、 云 意 は、 君子と 云 者 は、 何 

ぞ必 しも 多能な らん や、 必 しも 多能なら すと、 蓋し、 

多能 は 、人に 長た る 道に あらざる を 以て、 かくの 玉 へ 

ラウカ ク 

牢曰、 

牢は、 孔子の 弟子、 姓 は 琴、 名 は牢、 字 は 子 開、 一 つの 

字 は 子 張、 

シ 玉 ヘリ レ  モチ t ラレ -I グイ ァリ 

子 云、 吾 不 k 故藝、 

ナラ 

云 意 は、 われ 世に 用 ひられざる によ，.^ て、 藝に習 ふ 


玉 ハク  一一 テ ハンヌ レドモ  ャ ラコ、 二 

曰、 文 王 旣沒、 文 不. 在. 兹 乎、 

道の あら はなる 者 を 文と 云、 鱧 樂瓶度 これな， 9、 玆と 

は、 夫子み づ から 身の上 を さしての 玉 ふ 、孔子 以前 の 

聖は文 王な り、 文 王 を は 玉 ひて 後 は、 其 道った はり 

て、 夫子の 身に あ， 5、 それ 文 王の 文た る 所 は、 道に を 

いて かね そな はらす と 云 ことなし、 夫子 實に 全く こ 

れを うけつぎ 玉 ふ、 然るに 今 道との 玉 はすして、 文と 

の 玉 ふ は、 只 その 禮樂 制度の 文 を 以て、 自任 じ 玉 ふ、 

これ 謙辭 なり、 

ノ  二 ホ ロボ サン ト n ノ？  ニス^  ジ 

天 之 將 J§{, 斯 文， 也、 後 死 者 不んぉ 

セマ シカ， ハ 

ァグ 々や n トヲ  ノ  -ー 

. 與，， 於 斯文， 也、 . 

文 王 さきに を は， 9 玉 ふに よりて、 夫子み づ から 後に 

死す る 者との 玉 ふ、 云 意 は、 天 もし 文 王の 文 を 、おち 

ほろぼさ まく 欲せば、 後世 をして、 此 文に 相ぁづ かり 

て、 うけつぐ 者な からん とぞ、 . 

え 之 未. 喪，， 1 文， 也、 M 人 其 き予 

カン ： 

何、 
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天い まだ 此文を ほろぼさ まく 欲せ ざれば こそ、 我此 

文に ぁづ か.^ 得て、 今 わが 身に あ，^、 か ， る 者 をば、 

医 人 みだりに いか  >  はせん、 必天 にたが ひて、 己 を 害 

する こと、 あた はじと な， 9、 かくの 玉 ひて、 以て 門人 

の 心 を、 安ん せしめ 玉 ふ、 

〇 大宰 問， 於 子 貢， 扫、 

太宰 は、 官の 名、 吳 にも あ， 9、 宋 にも あ，. ^ 、いづれ の 太 

宰 とわきが たし、 

夫-子 聖-者 與、 何 其 多-能 也、 

何 其 多能 也と は、 何として かやう に は、 多能な る と 

ぞ、 蓋し 太宰 夫子の 藝能 多き を 以て、 塞 人と 思 ひける 

故に、 これ を贊 美して 、聖者 かと 問へ るな らん、 

ノ ク マコト ュ  ホシ イマ 、ニス チ ホ トン ドナ ラン 

子 貢 曰、 固 天縱. 之將 聖、 

固 天縱っ \！ と は、 もとより 天 夫子の 德を をさむる に を 

いて、 限 量 をた てす、 心の ま にして、 大いに 成さし 

め 玉 ふとな り、 將 塞な らんと は、 大 かた. 聖人なる べし 

と 云詞 な. 5、 弟子と して、 人に 對 して 師 のこと を稱す 

J  "  :ハ一 
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は、 則從ふ ベ からすと、 凡そ 事 みなこれ を 例と して、 

をし 行 ふべ し、 

タ テリク テナ ク  ク  ク n  シザ 

〇 子 絕. 四、 毋. 意 毋. 必 毋. 固 毋，. 我 

絕， 四と は、 意必固 我の 四つの こと、 たえ \し なしと な 

り、 すこしも か 、h 'たる 所な きこと を 云、 毋の字 は、 

無と 同し、 意 は、 私意な り、 心體 むなしから やして、 わ 

づか にも、 みづ から ざと する ある を 意と す、 必は事 を 

ゴス  クヮ 

期して、；： ilo する fns なり、 固 は、 とど こほりて， 化せ ざ 

る 意な り、 我 は、 我執の 成り て、 自 うたが はぬ ことな 

り、 此 四つの 者、 或は 一 事の 上に も あり、 或は 衆 事に 

ち て も あ. o、 或は その 輕重淺 深、 互に ひとし から 

す、 又 1 つ  <>. -出 て、 をの/^ 1 病と なるこ ともあれ 

ども、 大 やう はこれ 相より て 有る 者な り、 この 故に 記 

者此 四つ をつ いづ る 所、 歷 然と う CC か へられす、 は 

じめ 意に を こ，^?-て、 必に とげ、 固に と V まりて、 我 

に 成る、 意必は 常に ことの 前に あ 、固 我 は 常に 事の 

後に あ， o、 我に 至る 時 は、 又 意 を 生じて、 始終 を 相な 

し、 私欲 こもく ひいて、 循 環 いよくき はまりな 

し、 それ 聖人の 至誠に して、 息 むこと なき は、 天地の， 


1 六 0 

道と 同じ、 この 故に、 其 心 解 然として 大公に、 物 來て顋 

チウ  A  シィ  ハク ナ 

應 する こと、 天地の 無心 にして、 四時 行き、 百 物 生る 

が 如し、 その 事物 に感懕 する 所、 はじめ 理の ま、 にい 

て、 ついで 理に つれて 行 はれ、 すでにして 理 と共に 

クヮ  *.,， 

化し、 ついに 理 にした が ひて 止まる、 至誠の 理は、 動 

靜を へて、 か はらざる な b  、こ に 四つの 者な しと 云 

は、 これ 凡 心の 病 を 以て、 聖 心の 理 にもつ ばらなる こ 

と を、 あら はせ b -、 〇 楊 氏の 云/、、 知 以て 聖人 をし る 

力 i モダ  シ 

にたり、 詳に視 て、 默 して 讖 るに あらす ば 以て 此を 

記す にたら じ、 


〇 子 畏， _ 於 匿； 


IM は、 地の 名、 これよ h- さきに、 魯の陽 虎 匡に 入て、 暴 一 

虐を なす、 其 後 夫子 衛ょ b 陳に ゆかんと して、 医 をと； 

をる、 g 人夫 子の 貌、 陽 虎に 似た る を 見て、 陽 虎乂來 

れ とい ひて、 これ をと かこむ こ i 五日、 医に 畏る 

と はこれ な 、此時 弟子み な 夫子の ために、 これ を溟ー 

れけ るに よりて、 夫子 これに 告げ 玉 ふこと、 下 文の 如) 

し、  一 


や 才藝を 以て、 これ を 名 づけん や、 黨人 一 向に 聖人 

を 知ら ざ し 者な り、 

ノ玉 ハク パ ベン ハ ナリ 

〇 子 曰、 麻 『免 禮 也、 

此章 夫子み づ から 世俗に 處 する 道 をと く、 麻&^ と は、 

ソゥ ミヤ ゥ  ク d 

麻 は あさの を、 冕 は 冠の 總 名な， 9、 古の 冠、 みな 緇き 

あさ 布 を 以て、 これ をつ くる、 麻 は 女 功の はじま， 9 し 

所なる 故に、 これ を 用 ひて 本 を わすれざる 意 を 示す、 

禮は古 鱧 を 云な hN、 

ィ マ イト テフ ル ハ ケ ンナリ 

今 也 純儉、 ， 

純は、絲なり、蠶をかひてとる所な-.^、儉は、っ >«-まゃ 

かなる 義な， 5、 蓋し 冠の 布 は 三十 升、々 ごとに 八十す 

ぢ なり、 その 經 すべ て 二 千 四百す ぢ、 麻に てこれ を 織 

る 時 は、 細密に してな がた し、 今の 人絲 にて これ を 

織る 故に、 人工 を はぶきて 儉 なり、 

衆と は、 今の 世俗 を さして 云、 これ 古醴 にあら すと い 

へど も、 その 儉 時宜に かなへ る を 以て、 吾 は 衆に 從ふ 
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べしと なり、 

スル ハシモ ニナ リ  . 

拜 V 禮 也、 

臣 たる 者、 君と 鱧 を 行 ふ 時 は、 みな 常に 下にて、 再拜 

稽首す、 君 これ を辭 する 時 は、 則 堂に のぼりて、 又拜 

する こと 初の 如し、 これ 亦古禮 なり、 

スルハ  一一 ヲ ゴレリ 

今 拜，， 乎 上， 泰 也、 

ジャゥ 

夫子の 時 君よ はく 臣 つよきに よ. 5 て、 君の 辭讓を ま 

たす して、 はじめよ， 0 堂上に て拜 す、 これ 分 を こえて 

泰れ， 9、 

フ トモ タ ガフト 一一  ハ カハン モー 一 

雖 J1 衆、 吾 從卞、 

世俗に たが ふとい ふと も、 われ は 下に 拜 する 禮に從 

. はんと ぞ、 此章兩 段、 詞 たいらかな りと いへ ども、 意 下 

の 段に を もし、 蓋し 醴の 制度 は、 時に したが ひて、 其 

3  P シ  カウ 

宜き所 を、 くみ はか る ベ し、 君臣の 鱧 分 は、 萬 世の 綱 

ジャゥ 

常 なれば、 世俗に たが ふと も、 か へられぬ 義を 示せり 

シ 3 

と 知る ベ し、 〇释 子の 云く、 君子の 世に 處す る、 事義 

に 害な き 者 は、 俗に 從 はんこと 可な .0-、 義に害 ある 時 
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すれて、 私欲に ながる、 ついえ あり、 命 は、 理氣を かね 

て 云、 天命 流行して、 物に 賦 する 所、 その 理 まことに 

隱微 にして 、いひ. かたし、 又 その 氣數 にう くる 所 は、 

人 まさに 己 を を さめて、 以て その 至る に まかす ベ し、 

もしし ば/ \ 命 を 云 時 は、 則 こと <\ -く 氣數に ゆだ 

ねて、 人事 をす つ る つ いえ あり、 仁道至大な..^、 必己 

力 チカへ  I 

に 克て庸 に 複.. ^、然して 後に これに 至るべし もしみ 

だ hs に 仁 を 云 時 は、 人虛に はせ、 す を こ ゆるつ いえ あ 

,9、 よ. 9 て 皆 これ をの 玉 ふこと まれな， 9、〇 朱 子の 云 

く、 聖人 利 をい はすと い へど も、 云 所の 者 利に あらす 

と 云 ことなし、 命 をい はすと い へど も、 云 所の 者 命に 

あらす と 云 ことなし、 仁 をい はやとい へど も、 云 所の 

者 仁に あらやと 云 ことなし、 饒 氏の 云く、 夫子つ ねに 

云 者 あり、 詩 書執禮 これな-.^、 いはざる 者 あ.^、 怪力 

亂舯 これな り、 まれに 云 者 あり、 利 命 仁 これな b  、敎 

にあら やと 云 ことなし、 かるが 故に g: 人つ 、しんで、 

これ をし るす、 

タゾ fto- タっ ノ  ノ  ク 

〇 達 巷 黨 人 曰、 

達 巷 は、 黨 の名ノ  V の 人の 名、 つた はらす、 
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大哉 孔子、 • 

これ 夫子の 多藝 なる を 以て、 大 な...' とす、 その 大 なる 

を 云に あらす、 

t " クシ ザ  シ  ス ナチ 

博學而 無. 所. 成. 名、 

ひろく 藝 術 を學 びし ると い へ ども、 何 をよ くす るか 

と 一 藝を 以て 名 をな さ  > るが、 惜 きとの 意な り、 

ィテ チ-テ  -I 玉 ハク レ チカ トラ. ノ ンカ 

子 聞. 之、 謂. 門 弟 子， 曰、 吾 何 執 執 

. 1K  ンカ シャテ  ハラン IK 

. 御 乎 執. 射 乎 吾 執. 御 矣， 

夫子 黨 人の 己 を ほむる をき 、て、 そ の 博く 學 ぶと 云 

こと を 外にして、 只 名 を 成す ところな しと 云 をう け 

ての 玉 はく、 われに 1 藝 をと りて、 自 なづけよ. V なら 

ば、 われ を かとらん、 御 をと らん か、 射 をと らん か、 

* ク 

われ は 御 をと りて、 名と せんとな 、御 は 人 僕のと る 

所に して、 尤 いやしき わざなる 故に、 これ を 以てう け 

玉 ふ、 これ 全く 謙辭 なり、 〇 聖人 は 道 全うして、 德そ 

な はる、 もとよ. 9 1 偏の 長 を 以て、 名づ くべ からす、 


矣は、 只詞 のた すけな. 9、 

ウス ゥシナ  チ  キハメ 力 ウテ  二 

菲： 飲-食； 而 致，， 孝 乎 鬼-神： 

此ょ h> 下、 間然す る ことなき 內 につ いて、 三 事 を あげ 

カイ  ムテ  一一  ソ ウベ ゥ  キヤウ 

て、 以て 其 大槪を 示す 、致。 孝 乎 鬼神 一と は、 宗廟に 孝饗 

セィ ラウ 

する 牲牢 を， さかんに いさぎよく する こ と を 云、 凡そ 

ホウ ャゥ  イシ ョクキ 3 

人の 舉 養に、 みづ から 美 を 求む る こと、 衣食 居の 三つ 

を、 最 切な. 0 とす、 禹 は^の 飮食 を、 韮, にして、 祭祀 

モッ  ホウ ケッ 

の 供物に、 豊潔 をき はめ 玉 ふ、 

一 ァシゥ -ン - ァ  チ  メ  テ  フッ ベン-一 

惡，， 衣-服； 而 致. 美乎黻 【免： 

徹は、 ひざ を ほひ、 冕 は、 玉の 冠、 みな 祭服な り、 禹は 

ソァク  イク ワン  クヮ 

常. の 衣服 を粗惡 にして、 祭禮の 衣冠に、 華美 をき はめ 

玉 ふ、 

ィ ヤシ ゥ，、 ごァ  チ  ックス ーフヲ  カウ キヨ クニ 

卑，， 宮- 室； 而 盡，， 力 乎 溝 洫： 

ステ  ト カイ セキ ハウ シ ル 

卑„ 宮室, と は、 其み ゃづ くり、 堯の土 階 三尺、 茅 茨不 

キラ セ づ 

つ M の！^」 を、 あら ため 玉 はざる なる ベ し、 溝 洫は田 間 

水道、 溝 は 小に して、 洫は大 なり、 これ 田地の さいめ 

を 正う し、 又 旱には 水 を いれ、 滚 はこれ を もらさん 
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が ためなり、 禹水を を さめ 玉 ふ 時よ， o、 天下の 溝洫を 

正しう する ことに、 其 力 をつ いやして、 宮室の 制 は、 

後まで も 其 卑陋に 安んじて 居 玉べ- 9、 

禹 吾 無. 間- 然_ 矣、 

再 これ をの 玉 ふ は、 深く 嘆美して な. 9、〇 大禹 衣食 居 

の自舉 をう すくして、 宗廟の 禮ヒ 盛に し、 農 畝の 事 を 

つとめ 玉 ふ、 これ 亦 以て その 天下 をた もちて、 ぁづか 

ら ざる こと を 見つべし、 

子 罕第九 

此篇 は、 述而の 篇と相 額す、 多く は 聖人 己 を 謙り 

て 人 を謌 るの 詞と、 その 言行 交際 出處の 類と を 

記す、 

子罕 言，， 利與. 命 斑 I 仁、 

夫子 利欲の 利に をいて は、 全くの 玉 はや、 時 ありての 

玉 ふ 所 は、 義の 和す る 所 な- 9* 凡そ 心 を もつ はらに し 

て 、義 に か な ふ 時 は 、事 を. の づ から 利な リ、 もし 多く 

其 利 を 云 時 は、 人 まつ 利 を はかる 意 ある 故に、 義をゎ 

一 五 七 
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才は、 德の 用な hs、 され どこ、 に は、 德を 5i ねて 云、 夫 

子まづ 古語 を ひきての 玉 はく、 人才 得が たしと 云 こ 

と、 それ 然ら. ^や、 まことに 然る ことなりと、 


ァヒ ダノ. - 


唐 虞 之 際、 於. 斯爲. 盛、 

期と は、 周 を さす、 云 意 は、 古來 人才の 盛なる こと、 唐 

堯虞舜 、聖々 相 つげる あ ひだの み 、周よりも 盛な り、 

夏商ょ.y以下は、みな周に及ばすとな，，^、記者舜の五 

人 を 以て、 周の十人ょh^も盛な KV と 云に、 あはす こ 

と、 その 人才、 周の 十 人よ b も、 まさりた る、 多ければ 

1  キゥナ ラクノ 

有，， 婦人， 焉、 九 人 而已、 

人才虞の後、周ばか.^盛なbとぃ へど も、 十 人の 內 j 

ヂ ャゥフ  ク 

人 は 婦人に して、 丈夫 はた 5- 九 人な b と、 これいよ い 

• よ 人才の 得が たきこと をの 玉へ り、 

シテ  チタ モチテ ノッチ  テ フク ジス イン-一 

三つ 分 天-下， 有. 其 二； 以 服；，. 事殷； 

これ 夫子が、 武 王の 語に よりて、 又 文 王の こと を ひき 

玉 ふ、 服 事と は、 したが ひっか ふるな り 、古 は 天下 を 


*  1 五六 

* ゥシゥ  ケ f リャゥ 3 ゥヨジ 3 ャゥ 

わきて 九州と す、 殷の 末に、 荆！ 雍！ 5!^ 徐楊六 州の 人、 

みな 針に そむきて 、文 王 に つく、 只淸 兗冀三 州の み、 

!3^にしたが へ.=^、これ文王すでに天 下三分のニ をた 

もつ、 すな はち 天下 を 以て、 天 これに あたへ、 人 これ 

キ  ィキホ t  • 

に歸 する、 勢 なりと い へど も、 これ を とらす して、 

なを 殷に服 事せ， 9、 

1 之 i  、其 ^i.wlw  i, 也 £i 矣、 

文 王の こと を、 周と 云て、 文 王 とい はざる こと、 上 

殷の字に對してなb、至德の義上に見ぇた..^、文王の 

德、 商に 代りて、 天下 をと るに たれ ども、 これ を とら 

すして、 君臣の 大義 を存 す、 これ 泰 伯の 三た び 天下 を 

以て 讓 ると、 同じ 意なる によ. 9 て、 =H ハに 嘆美して、 至 

德 との 玉 へ るなる べし、 或 人の 云く、 三 一一 分 天下， i 云 

よ 下 を 孔子 曰 を 以て はじめて、 別に 一 章と すべ し 


〇 子 曰、 禹 吾 無， _ 間- 然， 矣、 


シ ゥゼン 


間と は、 物の ひま かけめな-. y  、大禹 の德周 全なる 故に 〔 

その 間隙 を さし あて /-、 そしる ベ き听な しとな h- 、然 


サン ビ 


これ 帝 堯の德 を、 すべ て 賛美し 玉 へ 

は、 みな 其大 いなる 所 を かたどる、 


れょ. 9 下 


ーナ タ 

、& 


ス イナ" 


ナズラ r 


巍 -巍- 乎、 唯 天 爲. 大、 唯 堯 則. 之、 

物の 形體、 巍々 として 高大なる 者 は、 た  > 天 のみに し 

て、 他物の 比すべ きな し、 然るにた  >堯 の 德澤、 及 ぶ 

所の、 廣 遠なる のみこれ にな すらへ て、 ひとし かるべ 

しとな hN* 

タ ゥ f.^-  n トシ テ  シ  タ ナゾ クル n ト 

蕩 -蕩- 乎、 民 無，， 能 名， 焉、 

蕩々 は、 即廣 遠の 義 なり、 上 をう けて 云、 この 故に、 其. 

德蕩々 として、 人の 名狀 しがた きこと も 亦 天の 巍々 

として 高大なる が、 言語 を 以て、 形容し がた きが、 如 

しとな. 9、 

.r シテ レ リセ ィコゥ 

魏-举 乎、 其 有， 成功， 也、 

成功 は、 功業の 成れるな. 

クワン n トシ テ レ  リ 

懊 乎、 其 有 二 文 章： 

煥は、 光 明 の貌、 文章 は、 纏樂 法度な り、 云 意は堯 の：， 


德 ついに 名づ くべ からすして、 人の 見つ べき 所の 者 

は、た ぃ功業文章の、巍然換然たるばか，.^なりとぞ、 


ォサマ I 
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〇 舜 有. 臣 五-人； 而 天-下 治、 

これ は 門人 下の 夫子の 語 を 明さん ために、 ま づ此句 

ゥシ m クセッ カウ ャゥ ハク ヱキ 

を 着く、 五 人 は、 禹稷契 阜陶伯 益な， 9、 

ノ 玉 ハク レ  リ 

武王 曰、 予 有，， 亂臣卞 人； 

これ 夫子 書の 泰 誓の 語 を ひき 玉 ふ、 亂は、 治な り、 天 

下 を 治む るの 臣、 十 人 あ となり、 十 人 は、 周 公 召 公 

ヒッ エイ  テンカ ゥェゥ サン ギ セィ ナン キゥク カツ 

太 公 畢公榮 公太 顦罔夭 散 S 生 }S 宫适、 今 一 人 は武王 

の 后邑荽 なり、 九 人 は 外 を を さめ、 邑姜は 內をを さ 

む、 

ノ 玉 ハク  • 

孔子 曰、 

これ 武 王の 語に ついて、 論じ 玉ふ詞 な. y  、孔子と 稱す 

る は、 記者 その 武 王の 語に つける を 以て、 君臣の 分 を 

つ 、しめ， o、 

サ ィ カタ シト 云 ズャ  レ -ン カラ 

才 難不， 其然， 乎、 1  .  

、  一 五 五 
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五 四 


^ 々 は、 無能なる 貌、 信. は、 すなほに して、 い つ はりな 

き義 なり、 

吾 不. 知. 之 矣、 

蓋し 眞實の 狂 は、 必直 なり、 眞實の 倔 は、 必愿 なり、 具 

實の 倥々 は、 必信 なり、 然るに 今 かくの 如く なる は、 

その 何等の 人物たり と、 こ 、ろえ がた きに よりて、 吾 

これ を 知らす との 玉 ふ、 こ れ甚 しく これ を 絕の詞 に 

して、 又：， たくい ましの 玉ふ敎 なり、 

ノ玉 ハク  ハク シテ なゴ  C  ュノテ プ レョ ハンコ トテ ヲ 

〇 子 曰、 學 如. 不 k  、猶 恐 . 失 . 之、 

たと へば 人 を 追が 如 し、 いそげ どもな ほ をい つかれ 

まじき かと、 恐る  >  は、 これ 及ばざる が 如くす るな 

り、 いまだ を ひっかざる 內に、 もし 其 人 を 見う しな ひ 

て、 ゆく かたしら すならん かと、 恐る /- は、 これな を 

， J れ を 失 はんこと を 恐る、 なり、 學を つとむる 者に、 

まさに かくの 如くせ 二との 、さとしな り、〇 1 說に、 學 

は 日々 に 新に する こと をせ 只 ぶ、 日々 に 進ま ざれば、 必 

日々 に 返く、 と 5- まりて 中立す るの 理 なし、 たと へば 

ながれに さかのぼる 舟の 如し、 1 か い を こたる 時 は、, 


クダ 


即 ながれ 下る、 及ばざる が 如く  V- る は、 日々 に 進む こ 

と あた は ざらん を、 恐る な なほこれ を 失 はん , J 

L  力へ ッ 

と る 、は、 その 反て 日々 に 返かん こと を、 恐る 、 

な 、これ-止 義 にあら すと い へど も、 學者を さとす 意 

は、 いよく ふか、 るべ し、 


！' モッ テ】 


〇 子 曰、 巍-巍 乎、 舜 禹 之 有，， 天-下， 

ルコト T ヅカラ 

也 而 不. 與 焉、 


巍々 は、 高大の 貌、 其德 たかく 大いにして、 萬 物の 表に 

のびいで、、 を さる 所な きこと  >  ど 云、 有 „ 天下一 而不 

レ與と は、 富貴 を 以て 樂 とせ やして、 己と 相ぁづ から 

す、 いまだ 天下 をた もたざる さきと、 同じ やうなる を 

云、 これ 其德の 高大なる 內 について、 最 身に 切なる 一 

事 を あげての 玉 ふ、 古の 帝王、 みな かくの 如く な る 

に、 只舜を あげての 玉 ふこと、 其 匹夫 を 以て、 天子の 

ゅづ をう け、 一 旦に 天下 をた もち 玉 へ るに よりて、 

シ 3 ゥ サン 

と， 9 わきこれ を 稱贊し 玉 へ るなる べし、 

ノ  m ハク イナ ルカ ナ ノ  タルコ ト 

〇 子 曰、 大哉堯 之爲. 君 也、 


人臣た る 者、 其 位に よりて、 うくる 所の 政事 を、 專 一 一 

につと む べし、 もし 其 位に をら すして、 其 政 を はかり， - 

思 ふこと、 己 その 政 を 任す るが 如くす る は、 これ 己が， 

職分 を わすれて、 人の 職分 を を かすな-.^、 すな はち 其 一 

職に、 心 をつ くさ 5- る * 不忠なる を 以て、 これ を 戒め 一 

玉 ふ、 〇官 に 居る 者、 己が 職分 をつ とめて、 其 暇 ある 一 

時、 他 職の 是非 を議 して、 その 施爲 の當然 を はかる 一 

も、 仕 へ て 優なる の學 なれば、 これ は 不可なる にあら； 

す、 又 程 子の 云く.' もし 君大夫 問て 吿る こと は、 則 あ 一 

,9 と、 按す るに、 君 もし わが 位に あらざる 政 をと はれ； 

ば、 これ 一 時の 職分な り、 つ げやと 云 ことな かるべ I 

し、 同 朝の 臣 とふ 時 は、 つぐべき あり、 つげざる べき 一 

あ， 9、 


ハジメ クヮ- 


〇 子 曰、 師 摯 之 始、 關 維 之 亂、 洋- 

ャゥ コ トメ  ，- 7 リシ カナ ミ、 二 

洋-乎 盈. 耳 哉、  . 


師は、 太師、 瞽者の 樂官、 摯は其 名、 樂 纏の 達者な り、 一 

始と は、 その 官に 居りし はじめな り、 關睢 は、 詩篇の-一 

名、 亂は、 樂譜の を はりな り、 今關 唯の 詩 は、 始に只 音 一 


樂 ばか h, にあうて、 詩 を 歌 ふ 時 は、 みな 亂章 なり、 或 

說に、 歌の 末 一 章 を亂と 云、 洋.々 は、 うる はしく、 さ 

かんなる 意、 盈， 耳と は、 きくに たれる 義な り、 夫子 衞 

より 魯 にかへ りて、 樂を 正し 玉 ふ 時 、たまく 師摯が 

官に 居る 時に、 あたれる によりて、 一 時の 昔 樂、 みな 

美 盛な り、 師摯齊 に ゆきて 後、 つぐ 者 みなこれ に 及ば 

す、 この 故に、 夫子 師摯が ありつる 時 、關 唯の 亂を奏 

したる が、 洋々 として、 耳に みちて、 を もしろ かりし 

こと を、 思 ひいだ して、 かく 嘆美し 玉 へ るな り、 

ノ 玉 ハク キヤウ-! シテ  チヨ クナラ 

〇 子 曰、 狂而 不. 直、 

狂 は、 志の 高大なる を 云、 直 は、 た 3. ちに して、 委曲な 

ら ざる ぞ、 凡そ 狂なる 者 は、 必直 なり、 今 狂者と 見え 

て、 直なら ざる 者 ある を 云、 下の 句義み な 同じ、 


グンナ 
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侗 而 不. 愿、 

侗と は、 無知なる 貌、 愿は、 謹 厚に して、 常 を 守、 

浮なら ざる を 云、 

n ゥト シテ  ルハ ナラ 

i 申 倥 而 不. 信、 

1 玉 三 


、輕 
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道 を 全くす る を 云、 蓋し 死 を 守る は、 信に あっきの し 

るし、 道 を 善くす る は、 學を 好む のしる しなり、 此四 

つの 者、 用 を 相な して、 一つ を も かくべ からす、 これ 

士 たる 者の 本領な， 9、 

キ ハウ ニハ  ラ 

危- 邦不. 入、 

國の 勢す でに 危き 時、 其國に 居る 者 は、 去るべき 義 

なし、 外に ある 時 は、 則 入る ベ からす、 

ラ ン  ュ ハ  チラ 

亂-邦 不. 居、 

國の 政す でに 亂れ て、 を さまらざる 時 は、 機 を 見て は 

やく 去り、 其國に 居ざる なり、 

キすハ  チ ァラハ レ 

天卞 有. 道 則 見、 

ル  ォサ 

有, 道と は、 治まりて 道行 はる 、を 云， 見 はると は、 世 

に 出る ぞ、 天下の 勢、 治平に むか ふ 時 は、 いで 仕へ て、 

其 道 を 用に ほどこす、 

キすハ  チ ねク i 

無. 道 則 隱、 

無. 道と は、 亂れて 道 ふさがる を 云、 一 世 危亂に ちか 


5ニ 

き 時 は、 かくれ ひそまり て、 其 身 をた もつな， 9、 以上 

四つの 者に をいて、 皆 其 道 をつ くす こと、 た V 篤， 信 好 

,學 、守 V 死 善 者の み、 これ をよ くす る 故に、 上文に 

つぎて、 の 玉 ふこと かくの 如し、 

ク 二 ル寸ハ  マ ヅシク マタ ィ ヤシ キハ  ハ デナ リ 

邦 有 k 、貧 且 賤 焉、 恥 也、 

此 より 下 一 一句 は、 上の 天下 有， 道 1 一句 を • う ら 反して 

とく、 邦と は、 即 天下 を 以て 云、 上の 邦の 字と 同じ か 

らす、 世 治まれる 時、 見して 行 ふ べき 道な き 故に、 す 

てられて、 貧賤に 居る こと は、 恥な， 9、 

キ寸 -I  トミ *  * ク. ハ  ナ ！》 

邦 無. 道 富 且 貴 焉、 恥 也、 

世 亂れる 時、 かくれて 守るべき 節な き 故に、 不義の 富 

貴に 居る こと も 恥な， 9、 天下 有 の出處 かくの 

如く なれば、 邦 國危亂 の 去就 も、 亦義 にかな はざる こ 

と を 知ぬべし、 これ 士 たるの 本領な くして、 只碌々 た 

る 常人な，. ^  、恥づ ベ きの 甚 きに あらす や、 0 晃 氏の 云 

く、 學 あり 守 あり、 而 して 去就の 義 いさぎよく、 出處 

の 分 あきらかにして、 然して 後に、 君子の 全德 な， 9、 

ノ 玉 ハク レバ  ラ ノ 本-一  ハ カラ ノ コトチ 

〇 子 曰、 不. 在， 其 位； 不. 謀，， 其 政： 


盛なる も、 又 j 行の 長、 一 事の 善 ある も、 みな 取る に 

たる 者な き 故に、 これ をみ るに もたらざる のみ、 〇 程 

子の 云く、 驕は 氣の盈 てるな り、 吝は氣 の 歉 ぬな，. y、 

朱 子お もへ らく、 此ー 一 つ の 者、 其 意 ことな， とい へど 

も、 其 勢つ ねに 相よ る、 蓋し 驕は吝 の 枝葉な り、 驕る 

にあら ざれば、 その 吝む所 を か いやかす ことなし、 吝 

は 驟の本 根な， 9、 吝む にあら ざれば、 その 驕る所 をた 

ごとな し、 こ の 故に 凡そ 天下の 人 を こ/' ろむ る 

に、 驟 にして 吝 なら や、 吝 にして 驗なら ざる 者、 いまだ 

これ あらす と、 按ゃ るに 人の 才能、 もと 天命に うけた 

れば、 これ を 公 にして、 人の 不足 をた すけ、 4 ^〈に 天 

下の 用 をな すべし、 然る を ひとり わが 私と せば、 必天 

誅を うけ て 、凶禍 をのが るべ か らす、 凡そ 富食權 勢の 

類 も、 みなこれ に 同じき な， ftN、 

ノ  ク  ンデ ルハ n  、口 サ、 n クニ  ヤス カラ 

〇 子 曰、 三， 年 學 不. 至，， 於 穀； 不. 易 

レ？ 忑 

此 至の 字 を、 志に 作り. て 見るべし、 穀は、 祿 なり、 人學 

ぶこと 三年 を 積む 時 は、 功 を 用る こと や 、久 くして、 
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ほ  >  得る 所 あり、 然るにな ほ 利祿を 求る の 志な き は、 - 

道に 志す こと あっし、 かやう の 人 も、 得 やすから すと 

なり、 〇 三年 まなんで、 祿に志 ざ 、すと 云に、 只自奉 

セ キ 

する の 美 を、 求めざる のみに あらす、 積學 三年に 及 

チセィ  チウ  -' 

が 時 は、 則 世 用に 應 じて、 自こ /< ろ みまく 欲する 意 あ 

り、 然るにい まだ 仕 を 求む るの 志 あらざる は、 大いに 

成して、 大いに 用ん とする 志 なれば、 これ はいよ く 

得が たかる ベ し、 輔 氏の 云く、 後世の 士は、 祿を 求る 

の 志、 みな 學 をす るの 先に あり、 然ら ざる 時 は、 則學 

びす と、 

ノ 玉 ハク アツ ゥシテ 1  一  ,x テ 

〇 子 曰、 篤. 信 好. 學、 

篤し 一 S と は、 道 を 言す る こと あつく して、 つとめ まな 

び、 他に うつる 意な きなり、 好, 學と は、 其 信 やる 所、 

ひらに 信せ すして、 其理 をく はしく き はめ、 體を 明に 

して、 用に かな ふる を 云、 

マ モッテ  ヲョ クスヲ  . 

守レ死 善レ 道、 

守， 死と は、 死 難の 節 を 守りて、 其 志 をた が へざる な 

、 り、 善， 道 と は、 其 死す る こと、 た、 に 死せ すして、 其 

1 五 一 
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道理の 然る ゆへまで は、 凡 民に さとし 知らし むる こ 

と あた はす、 只 これに 由ら しめん こと 可な りと ぞ、 〇 

それ 聖人の 敎を まう くる こと、 天下の 人 ごとに、 道理 

の 本 を、 さとさ まく 欲せざる に は あらす、 然れ ども、』 

ィ * ホ t 

北ハ 勢 こと ..l,^.- くに は 、さとす こ と あた. はざる なり、 

後世 法 を 巧に し、 令 をし つら ひて、 民 を 愚に してつ か 

ふ 術 あり、 此は意 ありて、 これ を 知らし めぬな り、 其 

義 はなはだ ことなり、 

ノ  H=i ハタ ン デ ヨウ テ -1 クムす ハ シ 4 チミ ダ i 

〇 子 曰、 好. 勇 疾 .貧 亂 也、 _ 


一れ 勇者 を 戒め 玉 へ るな り、 勇 は 凶德. 


もし わが 贫 きを、 いと ひにくむ 時 は、 其 分 

る 意 ありて、 つい に it 亂 をな すに 至るな，.： 


あら ざれ ど、 

安ん せ ざ 


！ ミラ  /  :t ラ ハナ., -タシ キすハ  ズ 

人 而 不- 仁、 疾. 之 已 甚、 服 也、 ？ 

これ 小人 をお さむる 者を戒 しむ、 人の 不仁 をに くむ！ 

こと 甚 きに、 一 一つ あ， 9、 其 不仁い まだ ふか、 らざる 

に、 これ をに くむ ことのす ぎ た る、 又 かれ をと りひし； 

キゥ 

ぐ 力 を はからす して、 急に これ をせ むる * みな かれが 一 

«|逆を致して、反て己に害ぁ，.^、此ニっ の 者の 心、 善 
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惡 ことな， 5 とい へど も、 その 亂を 生す る こと は、 同じ 

き 故に、 とりあ はせ て、 の 玉 へ るなる べし、 〇 勇 を 好 

んで、 貧き を疾 むの 亂、 勇者 を戒 むと いへ ども、 勇者 

を やしな ひっか ふ 人 も、 亦 此戒を 知て、 これ を 御す る 

道 を 思 ふべ し、  ； 


玉 ハク モ 


〇 子 曰、 如 有，， 周 公之 才之 美； 一 

此章詞 を まう けて、 人の 驟吝を 戒め 玉 ふなり、 古 人才 一 

能 技藝の 盛なる、 周 公に しく はなし、 よりて 其 才の美 一 

を、 これにた とふ、 

.  一 

モ シ チゴリ マタ ャプサ カナ ラバ  i 

使驕 且吝、 

驕 ると は、 わが 長 じたる 所 を か  > やかして、 人に たか 一 

ぶるな， 0 '、客なる は、 其 長 を をし みて、 人に あたへ す、 一 

タン サイ ハ t  ^ 

人の 長 を そね みて、 その 短 を 幸 とするな り， これ ォー 

能の みならす、 凡そ 功業 富贵の 類に も、 皆 ある ことな. 一 


ノ  ；' ラク タラ ミル 二  ノ  ,t 

其 餘 不. 足， k 也 已、 

人 もし 驕吝の 病 ある 時 は、 其餘の 才能 功業 富 * 等の 


〇 子 曰、 興， 於 詩； 


ゲイ アツ 


て、 平生 學習 する 所 

、それ 詩 は 人の 性 に 本 

づきて 作り、 邪なる も あり、 正き も あ 、其詞 和平 

-. -ン ヱ， 


此章 は、 學者藝 に游ぶ 上に つ 

の驗 をうる、 次第 淺深を 

3  n シマ 


、これ を吟咏 して、 あげさげ、 くり 

、人む を 感動す る こと 又 やすし、 その 本人； 


にして、 知り やす 

か へす 間 

情に 出た るが 故な， 5、 この 故に、 學 者の 初 得る 所の 驗 

に、 善 を 好み 惡を にくむ 心 を、 ふ. 9 を こして、 自 やむ 

こと あた はざる こと をば、 必詩を 誦する 上に をいて、 

これ を 得るな b 、よりて 詩に 與 ると 云、 


ITS  -- 

立，， 於 禮； 

キ 3 ゥケ イジ ジャゥ 

禮は、 恭敬 辭讓を 本. 


r し、 外 一 


ク マ ビラ 力 

，は 節 文 度數を 詳 に 


して、 以て 恭敬 を を こな ふ、 又 此節文 

3 ゥパゥ  キニク キン C- ッ 

容貌 を 正う し、 肌 肉 筋骨 を か ためて 


： よ. 9 て、 威儀 

以て 恭敬 を存 

す、 內外 こも^,..." 相 養 ひて、 此身 よく ひとりだちす、 

ナカ ゴ n  タク  ジ リツ 

此 故に、 學 者の 中 比 得る 所の 驗に、 卓 然と 自立して、 

ナラ 

事物に う ごかし， むば/ -れ ざる、 と をば、 必禮を 習 は 

す 上に をいて、 こ れ を歸る ^^り、 よりて に ji^ つと 


^  0 
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云、 

d 於 樂； ■ 

樂 は五聲 十一 一律 を そな へ て、 調 をな し 曲 を 作り、 高下 

淸獨、 たが ひに とな./、 か はるぐ こたへ て、 歌 ふ 者、 

舞 ふ 者、 金石 絲竹を 奏する 者の、 一昔 調節 度 をな す、 こ 

カナ  キ 

れを歌 ひ、 これ を 舞 ひ、 これ を 奏で、 これ を聽く 者、 せハ 

に 其 性情 を やしな ひ、 其 體貌を や は ら ぐ、 これ を以 

て、 氣 質の 査滓を けし、 習俗の 邪 穢 をす /^ぐ ベ し、 こ 

の 故に、 學 者の 終りに 得る 所の 驗に、 義 精く 仁 ジ^\.^、 

しゐ つとめす して、 道 德に和 順す る こと をば、 必樂を 

作す上にをぃて、これを得るな，.^、即是樂の成就なる 

によりて、 樂に 成る と 云な， 9、 

ノ五 ハク  ハ  ム 3 ラ ェ 

〇 子 曰、 民 可 由. 之、 

民と は、 凡 民 を 云、 之の 字 は 道理 を さす、 下 同じ、 それ 

君と して、 凡 民 を を さめ 敎る こと、 只 道理の 當然 なる 

所に、 由， CS したが ひて、 行 はしむ る こと は、 これ をせ 

ら るべき ぞ *• 

ラム  ラチ 

不. 可 知. 之、 ， 


四 九 
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可， 以 寄，， 百-里 之 命； 

寄す る も、 あ づけ をく 義 なり、 百 里と は、 諸侯の 大國 

ノ  セィ カウ ガウ レイ 

を 云、 其 地方 百 里 なれば な b  、命と は、 政 敎號令 を 云、 

これ 亦 上の 遺 託の 上に 加へ てな り、 

ノゾン.；^  -ニ  ラム パフ 

臨，， 本節， 而不. 可. 奪 也、 

大 なる 節義に のぞんでも、 死 を 以て これ を 守りて、 人 

にむ ば、 れ うしな はぬ ぞ、 これ 亦 上の 寄託に た ふる 

才 ある 上に、 又此 節操の 守り あるな り、 舊說に は、 大 

節 を、 大難と す、 なを 大關 節と 云が 如し、 此義 長せ る 

に 似た， 9、 

君-子ん 與、 君-子 か 9 也、 ■ 

君子 は、 才德 かね そな はるの 稱 なり、 與は、 疑 ふ詞、 也 

は、 決する 詞、 云 意 は、 かやう の臣 は、 君子た る 人歟、 

デャゥ  モン ダフ 

1 定 君子た る 人な， 9 と、 問答の 詞を まう くる は、 ふか 


-其 必然た る こと を、 あら はせ るな， 


チパ アル カウ ギナラ 


〇 曾 子 曰、 士 不 .可，，，以 不， 弘 -毅； 
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弘は、 德量 の ゆたかに ひろき ぞ、 毅は、 節操の かたく 

つよき ぞ、 云 意 は、 凡そ 人士と 名づ くるから は、 弘に 

して 又毅 ならざる こと あた はすと、 

ジ ン ォ モウ シナ  シ 

任 重而道 遠、 

任 は、 荷と 云義 なり、 其 負 ふ 所の 任 を も く？ M し、 又 ゆ 

く 所の 道と をき ぞ、 こ れ士 のま さに 弘毅 なる ベ き 故 

をと く、 蓋し 弘 なら ざれば、 其 重き に た ふること な 

し、 毅 なら ざれば、 其 遠き に 致す ことなし、 

テ  ス チノ ガ  ト  ャ  タモ カラ 

仁以 爲，， 已 任； 不，， 亦 重， 乎、. 

これ 任 重き 實.^ とく、  Li は、 人心の 全德 にして、 莴善 

ノ  タイ 

をす ベた b  、然る を 己が 任と して、 必 これ を 身に 體し 

て、 つとめ 行 はまく 欲す、 これ 其 任の 重き にあら す 

や、 

シメ  チ 一一 ャム  ャ  タ カラ 

死 而後 已、 不，， 亦 遠， 乎、 

これ 道 遠き 實 をと く、 仁 を心體 カ行す る 志、 必死に 至 

,9 て 後に やむ、 一 息な を存 すれば、 しばらく も を こた 

る こと を 得す、 これ 其 道の f 、！ きに あらや や、  一 


これ 曾 子、 顏 子の 德 をのべ ていへ り、 能と は、 學 力の 

至る所 を 以て 云、 顏 子の 心、 義理の き はま なき こと 

を 知て、 人我の へだてな し、 よ. 9 てす でに 能す る こと 

も、 なを 心に みたざる 所 ある 故に、 これ をき はめんと 

して、 人に とひ はかる こと、 或は 己が 能す る 所に、 及 

ばざる 者に も、 これ をと へり、 

テ タテ  t  クヮニ 

以. 多 問，， 於 寡； 

その 學び 得る 所、 すでに 多し とい へど も、 なをつ くさ 

> る 所 ある： に、 識る ことす くな き 人に も、 これ を 

とへ hs、 


ァ レドモ ゴ トク キガ ， 

有 若. 無、 


能 を 以て 不能に とふ こと を、 かさねと く、 

ミテ レドモ ク ムナ シキガ 

實 若. 虛、 

多 を 以て 寡に とふ こと を、 かさねと く、 1 說に、 能す 

ム  タイ  ゥ  キ 3 

ると、 多き と をす ベ て、 無に 衡 して 云 時 は 有な 、虛. 

キヨ 

に對 して 云 時は實 な K 不能と 募と は、 無と 虛 とな 


ヲカセ トモ 


犯 而 不. 校、 

人 非理 を 以て、 我 を 犯せ ども 、せ.; 心う ごか やして、 せハ 

に 是非 曲 直 を はからす、 これ 亦 人我のへ だてな き 


な 


カッテ 力 へ 


昔 者 吾 友、 嘗 從，， 事 於 斯， 矣、 一 

昔 者 吾 友と は、 顔 子の 死後 に い へ ばな り、 嘗從 „ 事 於」 

斯ー矣 と は、 つとめ 行へ る こと、 嘗てみ な此 道に し たま 

が ひて、 歷 わたい つると なり、 〇 程 子お もへ らく、 人； 

の 犯す こと、 もし 校るべき 大事なら ば、 理 にした が ひ 一 

チウ  ム 

て、 これに 應 すべし と、  ； 

メ  ク  ク  チック リク セ キノ  n ヲ 

〇 曾 子 曰、 可， お 託，， 六-尺 之 孤； 

此章 大臣の 才德を 論す、 託く ると は、 たのみ をく 義 な； 

り 、六尺-」 は、 周 鱧 一 一十 1 の 男子 を 云、 六尺 は 今の 一 

四尺餘 なり、 孤 は、 父な きの 稱、 云 意 は、 こ /- に 一 人の 一 

ノ  シュク  ヨウ  j 

臣 あらんに、 其才 先君 卒する 時、 幼君 を も. 0 たて y-、  -i 


其 身 をた もち、 其德を なすこ 

きぞ *- 


論 ， 0 
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-を 以て、 遣 託せら るべ 


四 七 


論 0 
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人 は 萬 物の 靈な るに よりて、 死に のぞむ 時 は、 氣 きえ 

欲つ きて、 其 物 云 こと 善な り、 これ 曾 子 謙 返の 詞 なが 

ら、 今 敬 子 をして、 わがつ ぐる 所の こと を、 よくき/^ 

入れて、 わすれ ざら しめんが ためなり、 

ノ タツ トプ  二  ッ 

君-子 所. 貴，， 乎 道， 者 三、 

君子と は、 位に ある 人 を 云、 これ 敬 子が ためにつ ぐれ 

ばな h -、 道 は あらす と 云 所 な けれども、 な かんづ い 

ォモ 

て、 君子た る 人の、 貴と び 重ん すべき 所、 三つ あると 

な. り、 其 目下に あ. 9、 

ゥゴカ シテ ヨウ バウチ n 、二 サカ ！》.- パゥ ► ン -I 

動，， 容 i 貌； 斯 .遠，， 暴 慢， 矣、 

容貌 は、 一 身の かたち をす ベ て 云，、 これ をう ごかす と 

いへば、 しづ まる を も かねたり、 暴 は、 粗 草なる 義な 

、慢 は、 ほしい ま  >  な るぞ、 斯 これに 遠る と は、 ゎづ 

かに 容を うごかす こと あれば、 すな はち 暴慢に と を 

ざ か. o- て、 を も， （- しく、 う や/.^ しくす ベ しとな 

、下の 句義、 みなこれ に 同じ、 

*o、 シゥ シテハ ガン ショ クチ 二 チカ-^-キ 一一 

正，， 顔-色： 斯近. 信矣、  ， 
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顔色に、 ひ をつ けて、 と、 の ふる 時 は、 すな はち 內、 ひと 

チ  カタ 

1 致に して、 信實な る 方に ち か づき、 外 を いつはり 

て、、 ひとこと にす ベ からす、 

シ テジキ チ  -I  ルヒ ハイ  . 

出，， 辭-氣 ；斯 遠，， 鄙-倍， 矣、 • 

辭は、 ことば、 氣は、 いきづか ひなり、 辭 は必氣 によ， f 

て 出る 故に、 氣を をび て 云、 鄙 は、 俗にして いやし、 倍 

は、 理に そむくな り、 物 云 こと は、 則 鄙 倍に と を ざ か 

h- て、 必 典雅 順 正 なる べし、 此 三つ は、 皆是身 を修る 

の耍、 政 をす るの 本、 學者 常に 省察して、 存養 する こ 

とに、 間斷 なかるべし、 亦 これ 內外 一 致の 工夫な；. >、 


籩豆之 事、 則 有-司 存、  に 

クモッ  ャ クー 

籩豆 は、 みな 祭禮に 供物 を もる 器な b  、有司 は、 役人？ 

存 すと は 、つかさどり 知る ことな 、道の 全體は 巨細 一 

かねす と 云 ことな けれども、 其 分際 を 云 時 は、 君子の 一 

をもんする所、上の三っにぁ..^、籩ーIt^の細事は、 有司： 

の つかさどる わざに して、 君子の 職 分に あらす とな： 

り， 

ノ  ク  テノ ウテ トヒ  フ  二 

〇 曾 子 曰、 以. 能 問，， 於 不- 能； 一 


詩 を 引て い へらく、 われ 常に 戒愼 恐惧 して、 身 を 守る 

こと、 深き 淵に のぞんで、 を ちんこと を を それ、 薄き 

氷 を ふんで、 をち ゐ らんこと を を そる、 如くして と 

な， 5、  A 

•.1 マ，-ー シナ -I レ シン ヌル カナ レヌ. MKIIIK 

而今 而後 吾 知 . 免 夫、 

今 死に のぞむ 時までに、 かくの 如くに 戒 摸して、 而し 

ノ  キ シャゥ 

て 後に、 われ 此 身の 毀傷 を 免れた る こと を、 知れる か 

なと ぞ、 

、 Vl 、 

小子は、即門弟子な，9、すでにっげをは.，^て後に、又 

門人 をよ びかけ て、 く. 5 か へし、 ねんごろなる 意 を、 知 

らせ 、その 門人 を さとせる 意 深切な り、 0 凡そ 人の 

子た る 者、 父母に うけた る身體 を、 そこな ひ やぶらす 

して を はる こと、 まことに これかたし、 1^ やその 行寶 

をけ がして、 親 をはづ かしめ ざる こと を や、 もし 行實 

にきす つける こと あらば、 臨終の 時、 身體 全きの み を 

以て、 人に 示して、 敎 とせら るべ けんや、 され ど 古人 

ナイ グ  チカ  ノ 

の 學は內 外 一 致な り、 外 を 云 時 は、 內 すな はち 其 中に 
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あ 、更に 心 を 云 こと を またす 、曾 子の 手足 を ひらか 

せられたるは、^^{行にかくることなき上に て のこと 

と 知べ し、 

〇 曾 子 有 k、 

義上 章の 如し、 

ケィ  フ  チ 

孟敬子 問. 之、 

孟敬子 は、 魯の大 夫孟孫 氏、 名 は捷、 敬と 謚す、 孟武伯 

か 子な り、 曾 子の もとに ゆきて、 其疾を とひう かが 

ふ、 

曾 子 言 曰、 

言と は、 わが 方より い ひ 出す ぞ、 

トリノ  ，マサ-一 シ ナント ノ ナク n ト ガナシ 

鳥 之 將ぉ、 其 鳴 也 哀、 

ス ルすハ 

鳥 は 死 を を そる、 故に、 死なん とする 時 は、 其のな く 

こゑ哀 む、 

ノ  二 ナント ノィフ コト  ヨシ 

人 之 將. 死、 其 言 也 善、 

 ス ル寸ハ 

一 四 五 
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に 同じ、 

ッ * シン. v  * 寸ハ tl チ チソ 

慎 而 無. 禮 則 葸、 

シ 

苗 0 と は、 物に をぢ AJ そる 、貌 な， 5- 

ヨウ ニシナ .*• 寸ハ  チ ミ ダル 

勇 而 無. 禮 則 亂、 

舐と は、 上 を を かし、 物 を そこな ふ を 云、 

チヨ クニ シテ キ寸ハ  セ ハ.， ，\シ 

直 而 無. 禮 則 絞、 

絞と は、 緊急 迫 切に して、 委曲の 理を かへ- 5 みざる AJ 

云、 

ァ ツキす ハ  二  チ  チコス  チ 

君-子 篤 一一 於 親； 則 民 輿 一一 於 仁； . ァ 

君子 は、 上に ある 人 を さす、 君子 そ の 親族に、 恩愛 を 

あつく すれば、 下民 これに 感じて、 亦 仁 道 を を こし を 

こな ふ、 

n キゥ すハ ワスレ チ  ウス カラ 

故 舊 不. 遺、 則 民 不. 偷、 

故舊 は、 朋友 臣屬の ふるきよ しみ ある 者 を 云、 その 舊 

カウ 

好 を わすれす して、 ながく すて をかざる 時 は、 民 亦 こ 


クヮ  キヨ ゥ シン ヨウ 

れに 化して、 風俗う すからぬ な h- 、これ 上文の 恭頃勇 

チヨ ク  ラウ シ ラン カウ 

直、 みなよ く 緩に かなへば、 勞葸亂 絞の つ いえな き 

と、 同じ 理 なる によ，^ て、 あはせ 記せり、 又吳氏 お も 

へらく、 此章 君子と 云よ 以下，^、 別に 一章と すべ 

し、 曾 子の 言な らんと、 まことに 其 文義、 上と 相う け 

すし マ、 曾 子の 愼， 終 追， 遠、 民 德歸 矣 とい へる に、 

意 相 類す、 吳 氏の 說 然るべ しと、 集註に もい へり、 

〇 曾 子 有 k 

これ 疾をも h. て、 死 せんとす る 時な hN、 

ヨン. 一 ァ  チ  ク t ラケ  ガ ァシチ  ケ  力  テ チ 

召，， 門-弟-子， 曰、 啓，， 予 足； 啓，， 予 手； 

シ ゥソク  フス ►  シン ティ ，タ  キ 

手足 を を ほ へ る、 衾 を ひらかせ、 身 體を全 ふして、 毀 

傷 をまぬ かれた る、 孝行 を 示せ. y、 

-ー  ク セン  キ 3 ゥ トシ テ ク ノゾム 力 フカ 牟 フチ- 一 シト フムガ 

詩 云、 戰-戰 兢-兢 、如 .臨，， 深 淵； 如. 履_, 

ウス キ tls 

ガ  ビン  キヨ ウタ 

詩 は、 小 雅小昊 の 篇の詞 、戰々 は、 恐 惧の義 、魏々 は、 戒 

愼の義 、曾 子 身 を 保つ ことの かたき をい はんとて、 此 


シ ャゥ" 


泰伯 は、 商の 時 周の 君 古 公直 父の 子な b  、古 公 を 後に 

太 王と 追號 す、 太 王 三 子 あ..^、 長は泰 伯、 次 は仲雍 "次 

キレキ 

は 季歷、 その かみ 商 やう やくに をと ろ へ て、 周 口々 に. 

强大 なり、 季歷又 子昌を 生で、 馨德 あ. 9、 太 王 商 を ほ 

ろぼし、 周 を を こさんの 志 あり、 泰伯 君臣の 常道 を 守 

りて、 其 志に したが はや、 太 王つ いに 位 を季歷 にった 

へて、 孫昌に 及さん と才、 泰伯 これ を 知て、 弟の 仲雍 

と、 せ 〈にの がれ 去..^、 荆蠻に ゆきて か へら や、 こ、 に 

AJ い て 、太 王すな はち 季歷を 立て 、，國 をった へ、 昌 

に 至て、 天下 を 三分して、 其 二つ をた もつ、 これ を 文 

ホウ  n ハツ  チウ 

王と す、 文 王 崩して、 子發 立つ、 遂に 商紂 をう ちて、 天 

下 をた もつ、 これ を武王 とす、 此章 夫子 泰伯を 賛美し 

て、 至德と 云、 其德 至極して、 さらに 加 ふ ベ きこと な 

しとな り、 義は下 文に 見えた. 9、 其と は、 必然の 詞、 已 

矣と は、 他な きの 詞、 至德 とい はんに、 さは.. 0 なしと 


ヲ ュヅル 


シ ェテ 


ショウ スル I 


三 以，， 天-下， 讓、 民 無：， 得而 稱， 焉、 

三た び讓と は、 只 かたく ゅづ る義な 、三の 字に なづ 

むべ からす、 讓と云 は、 只 とらやして、 のがる、 な. 5、 
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民 は、 只 人な. 9、 それ 泰 伯の 德を 以て 位 をつ ぎ、 商 を 

とろ へ、 周 さかんなる 時に あたらば、 よ く 諸侯 をす 

ベ 、天下 をた もつ にたん なん、 然るに これ を とらす し 

ての がる、 は、 これ 國を ゅづれ といへ ども、 實は天 

下 を 以て ゆづるな，^、 又臣 君の ために は、 犯す こと あ 

りて、 隱す ことなし、 よりて 武王商 をう つ 時 は、 伯 夷 

叔齊 君臣の 大義 を 以て、 あら はに 諫る こと を 得た. 9、 

泰 伯の 太 王に したが はざる、 其 心 は これに ことなら 

ざれ ど、 父の ために は、 かくす こと あ. y て、 を かす こ 

となき 故に、 只 太 王の 病の ために、 藥を 採る とて、 の 

がれ 去て、 其 跡 を あら はさす、 よ， 9 て 人 只其實 は季歴 

に 位 を ゅづれ ると 知る のみな- 9、 其ゅづ りの、 天下に 

ぁづ かる こと を 知. 9 得て、 これ を稱 美す る 者な し、 こ 

、を 以て、 これ を至德 とい へ るな り、 此事 夫子に あら 

ざれば、 後世な がく 知る ことなき によりて、 ことさら 

にこれ をの 玉 へ るなる べし、 

玉 ハク ゥャ ）（- シ ウメ キ寸ハ  _チ_ イタ ブガ  <:レ 


〇 子 曰、 恭而 無. 禮 則 勞、 

恭は、 誇 行な， 9 といへ とも、 禮節 にかな はすして、 す 

ぐる 時 は、 自苦勞 する ついえ あり、 下の 句義 みなこれ 
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^  0 
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奢 はすぎ、 儉は 及ばす して、 皆 中道 を 失す、 され ど * 奢 

は 鱧 法 を 犯して、 禍 にか、 らんと す、 固 は 固陋に 止る 

のみ、 よりての 玉 ふこと かくの 如し、 0 晃 氏の 云. く、 

やむ こと をえ やして、 t 'の 弊 をす くへ り、 


玄っ 


* イラ 力- 1 メ タウ 


0 子 曰、 君-子 坦 蕩- 蕩、 

坦と は、 心體の やすらかなる を 云、 蕩々 は、 ゆたかに 

ひろき 貌 なり、 君子 は R 道现 にした が ひて、 得失 を 心 

ノ へ. っノ-  クワン ク ワウ 

にかけ す、 この 故に、 其 心 平易に して、 常に 宽廣な 

り， 

ハト n シナへ 二 セキ タリ 

小人 長 戚 -戚、 

長とは、常久の義、戚々は、ぅれ へ ぃたむな..^、小人は 

ゲ". 1  .* 'クシ ソ 

外物に つか はる 、故に • 時として 得失 を はからす と 

云 ことなし 、よりて！ に 威々 たるの みな hv、〇 君子 は 

ィゥ クワン  ラン 

爱患の中にも、樂む意ぁ.^、小人は安樂の中に も、 亦 

.1 ウセ キ 

常に 薆戚を わすれす、 


*.- ダヤカ 二  メ 


シ ウメ 


0 子温而 厲、 威 而 不. 猛、 恭而 

ヤス シ 

安、 


1 H  二 

こ は 、顔色 を 以て 云、 威 あると、 恭 きと は、 一 身 AJ あ 

げて 云、 此 三つ は、 其う ち 見る 所より、 いひた て、、 厲 

なると、 不 と- 安き と は、. 各 其 中より、 く はしく 見 

いだして、 これ をい へ、 り、 凡そ 人の 德性、 もと そな は 

らすと 云 所な し、 然れ ども、 氣質 のしく 所、 人 ご と に 

la な. 9、 只 聖人の み、 陰陽 德を 合せて、 其 質 儡なら す、 

全體渾 然として、 其德 かね そな はる ♦ よ. M し 中正 和 煩 

の氣、 をの づ から 容貌の 間に、 あら はる こと • かく 

の 如し、 門人 つぶさに みそな はして、 詳 にこれ を 記せ 

シン ミプ 

-9、 亦 その 心 を 用る ことの、 鎮密な る こと を 見つ ベ 

し、 i 知 以て 聖人 を 知る にたりて、 よく 德行を 云 者に 

あらや は、 これ を 記す こと あた はじ、 この 故に、 程 子 

おもへ らく、 曾 子の 言な らんと、 學者 よろしく 反復し 

て、 心に もて あそぶ べき 所な. 9、 〇 或 人と ふ、 此章は 

これす ベ て 塞 人の 容貌 を 云 、鄕篱 はこれ 事 上 を逐て 

說ゃ 否や、 朱 子の 云く 然 hs、  . 


泰伯第 


ノ 


子 曰、 泰 伯 其 可. 謂， 「至- 德， 也 已 矣、 


疾病の ために、 いの..^ をす るの 理 あり やと、 問 か へし 

玉 ふ、 子路自 其理を 察せ まく 欲して な， 9、 

へ テク  リレ ルイ 一一 クルト チチ  . 

子路對 曰、 有. 之、 諫 曰、 禱，， 爾 乎. 上 

ノ シン ギ -I 

下 神-祇； 

餘と は、 入の 死 を かなしんで、 その 行跡 をのぶ る， 文章 

の 名、 上下 は、 天地な り、 天神 を 神と いひ、 地 神 を祇と 

云、 諫には 其 人の 病る 時、 神祇に いのりつ る こ と を 

云、 子路 これ を ひきて い へらく、 祈 禱の理 あれば こそ、 

古の 諫詞 に、 かく 云 へる こと ありと な.. y  、今 夫子 を 天 

地の 神に いのらん とに は あらす、 

ノ玉 ハタ 力  ル コ ト シ 

子 曰、 丘之禱 久矣、 

子路 夫子の 意お さとらざる 故に、 かくの 玉へ ，9、 それ 

禱と云 こと は、 災禍 をのが れんた めに、 過 をく ひ、 善 

にう つりて、 神の 佑 を、 ねが ひもとむ る を 云、 然れば 

^人い まだ かって 過 あらす、 又 善のう つるべき こと 

もな し、 その 平常の 行 ふ 所、 をの づ から 神明の 心に か 

な へ る 故に、 丘が 禱る こと 久しとの 玉 へるな り、 さ ひ W 


接 0 
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ど古觼 に、 疾病なる 時、 鬼神に いのる こと あ， 9、 これ 

は只臣 子た る 者、 憂に せまり たるま に、 君 父の 命 を 

ビヤ ゥ 

のべん こと を、 いのるな hN  、病 者の 心 を うけてす る こ 

とに あらす、 よりて 夫子た  > ちに 子 路の請 ふ 所 を ふ 

せがす して、 伹今 にあた て、 禱を 事と する 所な きの 

意 を、 つげ 玉 ふなり、 一 說に、 夫子 ギ常 戒慎 恐懼して、 

鬼神に 罪 を 得 ざらん とする こと.、 時として 然ら すと 

云 こと なき 意 をば、 丘が 禱る こと 久しとの 玉 ふ、 然 

れば 今- J とさら に、 又 疇ろ ベ き やう もな しとの 意 あ 

,9 と、 此說 長せ るに 似た. o、 本 註 は 孔安國 が說を とれ 

り， 

ノ玉ハ クチ ゴル寸 ハチ  シ タガハ 

〇 子 曰、 奢 則 不. 孫、 

ハ  ィ キヤ ク 

不 と は、 ほしい ま  にして、 違 逆 を か へ， 9 みざる 

なり、  * 

ケ ンナル オハ ィ ヤシ 

儉則 固、 

儉は、 儉約 なり、 固し と はやぶさ かにして いやし むべ 

きぞ、 

ヨリ ンバ ノ ランガ ハ  ムシ a ィ ヤシ カラン 

與， 其 不， 孫 也 寧 固、 

1SB1  , 
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聖は、 大いにして 化する の稱、 蓋し 德 その 盛なる こと 

をき はめて、 また 其 跡の みえざる なり、 仁 は、 心德の 

內に 全うして、 人道の 外に そな はれるな り、 され ど 仁 

に は 高下 あ る 故に、 聖 とわきて い へ るな り、 豈敢ん 

やと は、 あ へ て此 一 1 つ に をら す と な ，os、 

プモ .\  ，ナン.！ ァ チ  イト ハチ. ソへテ チト ハウ マ  チ ラタ ク 

抑 爲. 之 不 k 、誨乂 不. 倦、 則 可 JS 

しずい 爾 S3 矣、 

抑と は、 上文 を か へして、 下にう つる 詞な， 9、 その、 爲 

ぶと 誨る も、 亦 仁 聖の道 を、 學び敎 るな り、 可』？， 云 

JS 已とは * かくい ひたる 者と、 いはる /- ばか -9 ぞ、 こ 

れょ， 0 上 は、 及ばす とな hN、 

公西氣 曰、 正 唯 弟子 不 jliP 也、 

レ ノ 

即此た  >此 ことこ そ、 弟子た る 者の、 學 ぶこと あた は 

ざる 所 なれと ぞ、 蓋し 夫子 われ は 仁 塞の 道 を、 學び敎 

るば かり ぞ との 玉 へ とも、 その 厭ュゃ 倦ざる こと は、 

身に 仁 聖の德 あるに あら ざれば、 あた はざる ことな 

るに よりて、 公 西 華 これ をき、 と、 り て、 贊嘆 しけるな 


一 HO 

り、 〇 晃 氏お もへ らく、 その かみ 夫子. vi にんて 又 仁 

な h- と、 稱 する 者 あ- 9、 この 故に 夫子 これ を辭 す、 さ 

れ ども 只 これ を辭 する のみ なれば、 天下の 才を すす 

め、 天下の 善 を ひ きゐる に 由な し、 人 をして ini と 仁と 

を虛 器と し て、 ついに よく 至る ことなから しめんと 

すヽ よりて 夫子の 玉 ふこと かくの 如く、 公西萃 も亦此 

意 を 知 てこれ を 嘆 やと、 又 前章に 學 で 厭 はや、 誨 て 倦 

ざる を 以て、 何 か 我に あるとの 玉 ふ は、 只泛く 謙 返し 

玉へ る詞 なり、 こ、 に又此 二つ を 以て、 自 ゆるし 玉 ふ 

は、 人 仁聖を 以て、 われに 歸す るに よりて 、第一 二 も 

の、 仁 聖を辭 し、 第三 等の こと を 以て、 自 うけあた h- 

玉 ふ、 其義 ことなれ ども、 皆 を 人す、 めんがた めな り、 

ノヤ マ t ヘイ ナリ 

〇 子 疾病、 

病と は、 疾のを もくなる こと を 云、 

n フ イノ ラント 

子 路 請 JT 

鬼神に 祈禱 して、 病 をす く はんと、 夫子に こ ひた- *^、 

ノ 玉 ハク リャ n レ 

子 曰、 有. 諸、 


司 敗 又 其 事 を あら はさ やして 只禮 知れ h やと 問け る 

故に、 夫子の 答 玉 ふ 所む ベな り、 司敗黨 する， と あり や 

と 云に 及んで、 直にう けて 過と す、 而 して 亦 その あや 

まてる 故 を辨せ や、 これ 其 盛德、 時に 中して、 可なら 

すと 云 所な し、 ま ことに 以て 萬 世 の 法と す ベ し 、 

ト  ウタ ウタ ヅテ ヨキす ハ 

〇 子 與. 人 歌 而 善、 

夫子 人と 共に 歌うた ひて、 人の 昔 曲、 優柔 平 中に して 

よければ ぞ、 

ス メテ 力へ サ  チ • 

必 使 之、 

其 人 をして 又 ひとりう たはせ て、 かの よき 所 を、 つぶ 

さに き /- とり 玉 ふ、 

シテ  ュ n タフ  1| 

而 後 和. 之、 

すでにき、 得て 後、 夫子 ひとり これに こた へ て、 うた 

ひ 玉 ふなり、 これ その 詳 なる 所 を 得る こと を よろこ 

び、 又 人の よき こと をた すけて、 いよ/. \» す  >  めしめ 

玉へ るな， 9、〇此 章 塞 人の 氣象、 從容 にし てせ まら 

す、 謙遜に して 人の 善 を を ほ はす、 誠意 ねんごろに. い 
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たり、 善 をと る こと 密 にして、 かろく 信せ. 9^、 たや 

すく よろこば ざるの 意 を 見る、 一 事の 徵 にして、 衆 善 

の あつまる こと、 あげてつ くす ベ からす、 よむ 者つ ま 

びら かに これ を眛 はふべ し、 

ノ  ハク ハ カラン カレ チ  ノ 

〇 子 曰、 文 莫，， 吾 猶， 人 也、 

n トク ナル n ト 

文 は、 言語の あやなせ る を 云、 奠 らん かと は、 疑 ふ詞、 

吾猶 人と は、 われ 人に こえ ざれ ども、 なを 人に 及ぶ ベ 

きこと を 云詞、 これ 下の 吾 未-之 有 1, 得と、 相 よびこた 

へて いへ り、 

フ コトハ  チ  チ  レ  タ  テ  ラル コト 

船 行. 君-子： 則 吾 未， 之 有 糖、 

躬行 „ 君子 一と は、 君子の 道 を、 一 々これ を 身に 體し、 こ 

れを 事に あら はす を 云、 これ を 得る 時 は 則 君子の 德 

成れるな り、 宋， 1 之 有 1, 得と は、 全く い ま * た 得 ざ る を 云、 

ノ  ケン. ジ  n  - スャ 

此章も 亦 聖人の 謙辭 なり、 而 して その 言 は 易く、 行 は 

キ フス ュル 

難う して、 難き を 急に し， 易き を 緩く すべ き To を 見 

るに たれり、 人 をして、 其實 行を勉 めし めんがた め 也、 

ノ 玉 ハク キンバ ト トノ  チ レ ァニ ァ ヘン ャ - 

〇 子 曰、 若，， 聖 與 t 、則 吾 豈 敢、 

1 11 一九 
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三 八 


昭公 威儀の 禱 節に 習へ る を 以て、 體 しれり と 答へ 玉 

ふ、 

シン ゾキ， 

孔子 返、 

ノセキ  タイ シュッ 

其 席よ. 5、 返 出し 玉 ふ、 

イツ シテ フ  バ  キ テ  ス * メテチ  ク 

揖，， 巫 馬 期， 而進. 之 曰、 

巫 531- 期 は、 孔子の 弟子、 姓 は 巫 馬、 名 は 施 字 は 子 期、 2^ 

而 進. 之と は、 兩 手 を 拱き ひいて、 人 を わが 前にす 、 

むる こと を 云、 

レケリ  ハ ドタ ウセ  モ タス-； i ャ 

吾 聞 君-子 不 ki 、君-子 亦 黨 乎、 

君子 は、 孔子に あて 、 い へ，.^、 黨 すと は、 人 をた すけ 

て、 其 非 を 相 かくす こと を 云、 

君 取， 於 吳， 爲，， 同-姓； 謂，， 之 吳 孟 子； 

君 は、 昭公を さす、 これ 昭 公の 遭 法に そむきお る こと 

ハク セ.. Tn ン. 1 ン 

を あぐ、 周の^ 同姓 は 百世 婚姻 を 通せす、 魯は周 公の 

後、 吳は泰 伯の 後に して、 みな 姬 姓な ，9、 然るに 昭公 

ゴ H  3  キ  ォカ 

吳女 をめ とれり、 稱 して 吳姬と 云 ベ きを、 その 禮を 犯， 


せる To をい み、 これ を吳 孟子と 云て、 宋 女の子 姓の 者 

の 如くなら しむ、 一 說に、 その かみ 魯人 は、 只 孟子と 

云 はか b なる を、 吳の字 をつ けたる は、 世に これ を そ 

しりての、 となへ なりと、  . 


-- シテ」 


君 而 知. 禮、 孰 不. 知. 禮、  一 

昭 公と あ. 0 て、 禮 知れ. 0 とせば、 世に たれ か禮 しらす 一 

tj せらる ゝ者 -^の らんと ぞ、  一 

巫 馬 期 以吿、  一 

司 敗が そし， を 以て、 夫子に つぐ、  一 

ノ五 ハク ハ  サイ ハ ヒア リ モシ レ， ハチ  スルチ 一 

子 曰、 丘 也 幸、 苟 有. 竭人 必 知. 之、 一 

チ  ： 

人 わが 過 をき かざれば、 あらため すして すぐる を、 丘 一 

は 幸 ある 者な り、 もし あやまつ こと あれば、 人必 これ „ 

をし りて、 われすな はち これ を 聞 こと を 得と ぞ、 これ ふ 

われ 君の 惡を いみて、 あら はさす ともの 玉 はす、 又 同一 

姓 を めと る を 以て 、禮 しれ， 9 と は せられ ざ る 故 に、 只 S 

そしり をう けて、 わが 過と し 玉 へ るな り、 〇吳 氏お も j 

へらく、 魯は 夫子の 父母の 國、 昭公 は魯の 先君な り、 ^ 


サキ 


與 n 其 進 一也と 云の 前に をき て 見る べし、 潔 と は、 進 

見 を 求めん ために、 其 身 を を さめと、 の へ て、 つ 、し 

める こと を 云、 保す と は、 俗に うけあう と 云 義なリ 、 

往は、 前日な り、 云 意 は、 人 もし 己 を を さめて、 以て 進. 

來 すれば、 其 をさむる 所に ゆるして、 これに あ ふ、 前 

日の 善惡 まて を 保 任して、 これに あ ふに あらす、 又 今 

進來の 一 見 を、 ゆるす のみに て、 退出の 後、 不善 をす 

る こと を も、 ゆるして あ ふに あらす とな， o、^ の 字の 

上下にも、亦疑らくは闕文ぁらん、大抵已甚きこ とを 

せざるの意な，.^、此句上をぅけて云、然る に 今の 一 

見 をし も、 ゆるさす は、 これ はなはだ しきふる まひな. 

K 何ぞ、 かくの 如くな らんと ぞ、 凄 人人 を 接待す る 

こと、 其 己 往をを はす、 其將來 をむ かへ す、 この 心 を 

以て 至れば、 すな はち これ を受 るの み、 德 量の 寬洪な 

る ことかく の 如し、 


ノ 玉； -ク  トテ カラン ャ 

〇 子 曰、 仁 遠 乎 哉、 


仁德 得が たき 故に、 人 これ を逮き 者と すれ ども、 もと 

遠き 者に あらす となり、 


V スレ； 'ヲ 11*  一一  n 

我 欲 t  、斯 仁 至矣、 


ハ ナツ" 
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仁 は 人心の 德 にして， 外に ある 者に あらす、 放て 求め 

ざる 故に、 遠き 者と 思 へ -9、 もし 我 その 身に 反. 9、 自 

求めて、 實 にこれ を 得 まく 欲すれば、 即此 にして あ 

-9、 豈それ 遠き 者な らん や、 1 たびう しな ひたる 者、 

忽然と して、 即こ、 にあり て、 外より 至れる が 如くな 

る 故に、 至る と は 云な..^、 朱 子お もへ らく、 我 仁 を 欲 

すれば、 仁 こ、 に 至る、 何ぞ かくの 如くに 易き、 顏子 

だ も 三月 違 はざる のみ、 其 餘の 諸子 は、 皆 これに 及ば 

す、 何ぞ かくの 如くに 難き、 論語 を 見る 者、. かやう の 

所に をいて は、 わが 身 を 以て 實に 體認 して、 まさに は 

じめ て 得たり、 

チン ノ シ  ハイ トフ セゥ  レリ ャ チ 

〇 陳司敗 問、 昭 公知. 禮乎、 

陳は、 國の 名. • 司 敗 は、 官の 名、 陳楚 1 ー國に は、 司 冠 を. 

よんで、 司 敗と 云な b  、昭公 は、 魯の 君、 名 は稠、 昭 公 

禮 しれ， Q と 云 名 ある を、 司 敗 信せ ざるに よりて、 夫子 

の陳 にい ませし 時、 これ をと へ hv、 

孔 子ノ 日#パ 禮、 . 

illl 七 


し 、その物に をけ る こと、 かくの 如く なれば、 その 人 

に をけ る こと も 知ぬ べし、 小事 かくの 如く なれば、 大 

事 も 亦 知ぬべし、 

ノ  5 ハタ シ ラン シチ ラ  ナス チ 

〇 子 曰、 蓋 有，， 不. 知 而 作. 之 者： 我 

d 是 也、 

云 意 は、 蓋し 世に 其理を 知ら やして、 妄に事 を 作す 者 

も あるべし、 我に をいて は、 此 ことなしと、 これ 人に 

シ キ  マ チサ ク 

知識 を 求めん こと をす、 め 、又妄 作す る ， J と： を 戒 め 

め 玉 ふ 意 あ- 9、 され ど 夫子 1 生の なせる こと そこば 

く、 皆 しらすし てし 玉 ふこと なき 時 は、 その 理に をい 

て、 知， 玉 はやと 云 ことなき を 見つ ベ し、 

ク ィテ エラ i ザ ノキ チ  ガ JJ-I クチ 

多 聞 擇，， 其 善 者， 而 從. 之、 多 見 而 

シ ルス ハ チ --ガ  クギナ リ 

識. 之、 知 之 次 也、 

聞く と 見る と は、 互に 相 通す、 その 從ふ 所 は、 よく 

えらぶ ベ き 故に、 善 を えらぶ. 0 云、 其識 す こと は、 善 

サン カウ 

惡 みな 存 して、 參考に そな ふべ き 故に、 これ を えらぶ 

とい はや * かくの 如くなる は、 いまだ 上 知に は あら ざ 


1 1ミハ ， 

れど、 亦 以て これに 次ぐべし、 これ 人に 知 識 を 求る の 

道 を 示し 玉 ふなり、 

ゴ キヤウ  シ トモ 二 ィ t 

〇 互鄕 難， 與 言、 

互鄕 は、 鄕の 名、 その 一 鄉の 人、 みな 不善に なら ひて、 

共に 善 をい ひがたし、 

ド ウジ  ミュ 

童 子 見、 

ある 時 互鄕の 童子 來 b て、 夫子に まみ ゆる こと を 得 

た. 9、 

てトへ 《- 

門人 惑、 

諸 弟子、 夫子の これに あ ひ 玉 ふべ からざる こ， iAJ 、う 

たがへ h^、 

ノ  M<K クュ- ^ス ノス * ムニ  ルサ ノ シ" ゾク- 一  タ，， 

子 曰、 與， 其 進， 也、 不. 與， 其 返， 也、 唯 

ソ シ カラン  す サメテ チ  テ メパ  A  ノ ム^  二 

何 甚、 人 潔. 已 以 進 舆. 其 潔， 也、 不 

ホ ウセ ノ インジ チ 

.保， 其往， 也、 

ノ  サク カン  ムヲ  スヱ 

此段 疑ら く は 錯簡ぁ る ベ し、 人 潔. 己と 云 よ '末 を 


むべ ければ な. 

子 曰、 善-人 吾 不， 得 而 見， 之 矣、 . 

此子 曰の 二字 は 、衍文なる べし 、善人え は、 仁に 志し 

て惡 なき を 云、 これ 資質 を 主として い へど も、 亦 全く 

學 びざる 人に も あらす、 善人よ く 學ぶ時 は、 則其德 を 

成して 亦 以て 君子 たるべし * 

得. 見，， 有 .恒 者， 斯 可矣、 

有 Jte と は、 其 心 を 二つに せす して か はら ざ る義 な， 

b 、これ 亦 以て 上達す ベ き、 もと ひ あるに よりて、 欺 

可な hs との 玉 へ り、 

ナケレ ffi シカモ シ リ トム ナ シケレ re シカ モシ ミ テリ ト セハ シケレ B3 モ  ス 

亡 而爲. 有、 虛而爲 k、 約而爲 

ユタ カナ トカ ダイ 力. K ル 


.泰、 難 乎 有 Jte 矣、 


.D しと はたえて なき ぞ、 虛 しと は、 いまだみ た ざな 義 

なり、 此 二つ は、 學の 至る所と、 事 を 能くす る 所と を 

かねて 云、 約し きと、 泰 なると は、 貧富 貴賤 を 以 てい. 

へり、 これみ な內 に其實 なくして、 外 を かざり、 人に > 


を ごる の 事な り、 かやう の 類 は、 其 常 を 守る こと あお 

はすして、 か は， 9 やすし、 よ h- て つね ある ことかた し 

との 玉 へ， 5、 此段 は、 上に 罄 人よ，. y しな にく だ 

、有 fea に 至.^ て は、 最下 等なる に、 これ さへ 得が た 

きに よりて、 その 得が たき 故 を、 かさねての 玉べ るな 


ツナ ァ ミセ 
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〇 子 鈎 而不. 綱、 ， ， ョコ ， . 

綱 あみす と は、 つな を 網に つけ、 川の 流れ を橫 さまに 一 

は きりて、 魚 をの こさす とる こと を 云、  】 

ィグル 》- スレ re ィ 子 トリ？  .  ^ 

弋 不. 射. 宿、  . 」 

弋す. i は、 矢に 絲を つけ、 斷に いかけて、 まと ひ をと 一 

子 トリ  ； 

す こと を 云、 宿と はよ ると ま， i> て 居る 鳥な り. 此 二つ 一 

は、 物 を 取る 中に も、 物 を 愛する 意 ある こと を 云、 〇： 

洪 氏お もへらく、孔子ゎか 、.9し時、貧賤な..^.、 こ，^ 

の 故に、 祭祀に そな へんが ため、 又は 老を やしな ひ、 一 

客 を もてな さんがた かに は、 漁 獵し玉 へ る こと あり n 

され ど 物 をっ^^ i てとり、 其 知らざる をう か やひて， 一 

とる ことな ど は、 し 玉 はす、 これ 仁人の 本意 を 見 ク.. 

1 三 五 ， 


0  0  « 而第七  .  ■ 

それ かくして あら はさ  > る 所 あるかと 疑 ふ、 これ 聖人 

の 動 靜語默 、すべ て敎 にあら やと 云 ことなき を、 知ら 

ざれば なり、 この 故に これ を 以て、 つげさと し 玉 ふ、 

云 意 は、 なん おら 我 を 以て、 隱 せる 所 ありと する か、 

われ 汝らに 少しも 隱す 所な しと、 

-レハ  キ  > 'トシ テ ト云 n ト シメサ  レ ナリ 

吾 無，， 行而不 H  二-子 者； 是丘 

也、 

吾 はつね <\- のす る 所、 1 つと して、 なん おらに、 あ 

らはし11^さすと云ことなき者な り、 此 外に何か あら 

んゃ、 是 丘が 丘た る 所な りと、 これ その 隱す ことなき 

の實 をと け. o、〇 それ 道は虛 にして 形な し、 墨 入 これ 

が形體 となり、 動靜云 爲を以 て？ .> の 道 を あら はし 示 

し 玉 ふ、 なを 日月 星辰の 上に か 、.. ^、山川 草木の 下に 

つらなり、 塞暑査 夜の か はる  、めぐりて、 天地の 道 

昭 然として、 かくれな きが 如し、 人み づ からこれ を 察 

せざる のみ、 程 子お もへ らく、 聖人 これ をの 玉 ふこ 

と、 た い 資質 庸 下なる 者 をして つとめて 思 ひ、 く はだ 

て 及ばし むる のみに あらす、 又才氣 高邁なる 者 を も 

亦 あ へ てこえ あなどり てす ま ざ らし めん IV な h -、 


0 子 nii  5^、 文 行 忠 信、 

夫子の 人に 敎る に、 文 を學 び、 行 を 修めて、 忠信 を存 

する、 四つの 者 を 以てす、 忠信 は 其 もと ひな り、 但忠 

は實 心、 信は實 事、 首尾 本末の 如し、 一 一 言 なれ ども、 兩 

端に あらす、 〇 それ 文 を學ぶ は、 此理 をき はめんと な 

,5、行を修るは、此理.をふまんとな..^、 忠信 を存 する 

は、 此理を 心に 根 づけん とな， 5、 孔門の 敎博文 約 纏 を 

以て、 手 を 下し、 功 を 用る の 常 法. とす、 文 を學ぶ は、 博 

文な り、 行 を修る は、 約禮 な. 9、 此 二つの 者、 又 忠信 を 

主と せ ざれば、 知る 所み な虛 見に して、 行 ふ 所み な虛 

文な b  、よ. 0 て 毎々 忠信の 訓を 深切に して、 知行と な 

らびを もんせ hN、  > 

0 子ノ 曰、 聖-ん 吾 不，， 得 而 乏" 矣、 

ノ  ナ ゲ， -； 

此章 世く だり て、 よき 人の まれなる こと を 嘆け， 5、 鏖 

人. は、 其 神明に して、 はかられ ざるの 稱な h -、 

や n トチ  ヲ  レナ， 

得； <君- 子 者， 斯 可矣、 

君子 は、 ォ德 衆に ぬきんでた るの 名 な り， 斯 可な h- 

と は、 これにても よしと 云詞 な. 9、 君子 は ffiil 人に もす 


ノ玉 ハク  フすハ  リガ  エラン ヂ 

〇 、子 曰、 三 人 行 必 有，， 我 師， 焉、 择， 

ノナル プ  シタガ 二  ナル -1 メ  タム 

其 善 者 一而 從. 之、 其 不善 者 而改. 

チ 

之、 

三人 行 ふと は、 三人 事 を 共に する の義 なり、 三人の 內 

1 人 はわれ、 他の 一 人 は 善、 一 人は惡 なれば、 われ そ 

の 善 をえ らんで、 これに 從ひ、 その 惡をか へ. y みて、 

これ を改 む、 これ 二人み なわが 師 な-. >  、賢 を 見て は齊 

しからん こと を 思 ひ、 不賢を 見て は 內に自 か へ hN み 

ると 云義に 同し、 但 三人 は、 もと すくなき こと を 云、 

され どこれ よりす くな く，. i て、 一 人の 善惡、 又 を ほく 

して 千 萬 人り 善惡、 亦 みなこれ を師 とすべ きなり、 〇 

書に 云く、 能く 自師を 得る 者 は 貴し と、 然れば われ 自 

師を 取..^ 得る こと を 以て、 主と すべし、 もし まつ 善 を 

なし、 惡を 改めん と 期す るの 念な く は、 た  >  不善 を 見 

て、 改る こと あた はざる のみに あらや、 日々 に 善人と 

4 ^〈に 居る とも、 亦 これに 從 ふこと あた はじ、 や 同行 

のしば らく を や、 朱 子の 云く、 人 もし 自修る を 以て、 

心と する 時 は、 天下の 萬 物 を あげて、 凡そ 前に 感 する 

論 0  ^£5 


こと ある 者、 わが 義理の 正き を發 する に、 たら やと 云 

ふ ことなし、 

メ 玉； ク  ナセリ チ  レ -I クワン タイ  レイ 

〇 子 曰、 天 生，， 德 於 予； 桓 魃 其 如 

レチ カン 

¥ 何、 

椬魑 は、 宋の司 馬な， 9、 夫子 宋に いませし 時、. 私の 怨 

あ- 9 て、 夫子 を 害せん とす、 夫子し の ひて 宋， Jb- 去り 玉 

ふ、 其 時 供した る 弟子、， はなはだ を それて、 夫子に い 

- ぐいで 去 らせ玉 へと いひけ. るに よ h- て、 此語を 以て 

これに 答て、 衆の 心 を. 安ん せしめ 玉 へ る f、 云 意 

は、 夭す でに 我に 賦生 する、 かくの 如くなる 德を 以て 

する 時 は、 則桓魃 それ われ をい か  >  せん、 一 人の 私 を 

以て、 天に たが ひて、 己 を 害する こと あた はじと な 

ノ 五 ハク  テ チ ス ルカ カク *- リト  レ 

〇 子 曰、 一 一士 一-子 以. 我 爲 Ji 乎、 吾 

シ スコト ナン チ -I 

二三 子と は、 諸 弟子 をよ びかけ ての 詞 なり 、諸子 夫子 

の 道、 高 妙 深遠に して 、はなはだ 及びが たきを 見て、 

一 i 


3 
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及ばれざる 所 ある こと を 見る、 凡そ 夫子の みづ から 

身のぅへをの玉ふこと、をほむねかくの如くな，..^、學 

者よ ろしく 思 ひ を 致す ベ きなり、 

ノ  s ハク レ  ス. U レ乍ニ  メ  ルチ二 

〇 子 曰、 我 非， 生 而 知. 之 者； 


生れながら にして 知る と は、 氣質淸 明、 義理 昭 著なる 

故に、 學 ぶこと を歷 すして、 をの づ から 知る こと を 

云、 云 意 は、， わが 物 を 知る こと、 かくの 如くなら すと 

ンデ チ トク シテ テ タル テナ リ 

好. 古 敏 h:j 求. 之 者 也、 

敏 くして 求む と は、 汲々 として、 急に 求るな り、 云 意 

は、 心に 古の 道 を 好み、 力 を 用る こと 急速に し て、 こ 

れを 求め 得た る 者な. 0 と、 〇 尹 氏の 云く、 孔子 生 知の 

聖を 以て、 つねに 學好 むとの 玉 ふこ. i  、た  >  人 をす > 

むる のみに あらす、 蓋し 生れながら にして 知る べき 

者 は、 義理の みなり、 か の 禮樂 名物 古今 事變の 如き 

は、 必學 ぶこと を 待て 後に、 以て 其 實をこ ろむ る 二 

と あれば なわと V 按す るに、 生れながら にして 知る ベ 

き 者 は、 義理 なれ ども、 これ 亦此 によ て 彼に をし、 • 


近き によりて 逢き に， てし、 答問辨 難に よ h,- て せ ざ 

れば 、聖人と いへ ども、 義理の 趣、 いまだ ひろ よら ざ 

る 所 あり、 これ も 亦學な hs  、聖人の 知、 豈全 く學 によ 

ら すして、 これ を 得る 者な らん や、 

力 AM フ クワィ リ3 ク ラン シン チ 

〇 子 不. 語，， 怪-カ 亂 神： 

&:: は、 物怪 のこと な 、力 は、 勇力の ことな. 9、^ は、 俘 

逆の ことな hs  、此 三つ は、 みな 義理 正しから ざる こと 

なる によりて、 塞 人つ /- しんでかたら す、 鬼砷 は、 天 

地 造化の あと なれば、 正し か ら ぬに、 あら ざ れど、 

理 をき はむ る ことく はしから ざれば、 いまだ 明らめ 

やすから す、 この 故に、 亦 かろが ろしく、 人に つげ H4 

はす、 〇 謝 氏の 云く、 聖入常 を かた b て怪を かたら 

す、 德を かた.^ て 力 を かたらす、 治 を かた b て 银をか 

たら や、 人 を か た，. ^ て 神 を かたらす、 朱 子お も へら 

く、 聖人 もし 怪力 悖亂 のこと を 語る こと あれば 、必そ 

の 訓戒 を垂 る、 鬼神に をいて は、 其理を 論して、 人の 

まど ひ AJ さとす、 され ども 皆 これに 及ぶ こと まれな 一 


これ を 記す、 朱 子 又お もへ らく、 古の 儒者、 只 これ 詩 

書 禮樂を 習 ふ、 こ 、 に禮 をい へば、 樂も亦 其 中に あ 

ボク •  ヅ カサド  シ 

=5 「易 は大 トの官 これ を 掌 る、 春秋 は 史官 これ を 掌 

る、 學者兼 をさむと い へど も、 其 正業に あらす と、 凡 

そ 聖人の 敎は、 日用 常 行の 事 を 以て まとす、 かの 性と 

天道と、 利と 命と 仁との 如き は 時に より、 人に よりて 

これ をの 玉 ふ 所に して、 常の 敎 にあらざる ことと 知 

べし、 

0 葉 公れ 孔子" 於 子き 

棄ぺムは，、楚の葉縣のf^Kぃ姓は沈、名は諸梁、楚子潜して 

王稱 する 故に、 臣も亦 僭して 公稱 せ， 9、 

. 子， 路不. 對、 ，. 

葉 公 もとより 孔予 の德を 知らす、 これ その 問 ベ き 所 

にあら すして， と へ る 故に、 子路 こた へざる ならん、 或 

は凜 人の 德、 名 づけ かたどり やすから ざるに よ. 9 て、 

こたへ ざる 歟、 

ノ 玉 ハク ナン ヂ ナン ゾ ザ ツル ィハ ノナ リ.， r  シナ 

子 曰、 女 奚 不 .曰、 其 爲乂 也、 發 


ィキ ドホ" 


シン デ^ 


忘 食、 樂 以 忘 j* 、不. 知， 老 之 將> 

スル r ヲ 

イタ リナ ント ィフト シカ 

. 至 云. 爾、 

發， 憤 忘， 食-と は 、學ん でい まだ 得 ざ る 時 は、 これ を 得 

まく 欲する 意 切に して、 食す る こと を も 忘る/' なり、 

樂以忘 と は、 學んで 求る 所、 すでに 得る こと ある 時 

は、 其樂む 意 ふ か ぐし： て 、憂る こと を.^ 忘る 、 なり、 不 

. 知， 老之將 "至と は 、上 二つの こと を 以て、 曰々 につと 

めて やます、 わが 老衰の 至りて、 年數の たるま じき を 

アジ 

も、 知らす とな. o、 これ 自 その 學 好む ことの、 篤き こ 

と をの 玉へ ，5、 云， 爾と は、 爾 はかくの 如くな， os、 かう 

いひた る ことと 云詞 なり、 云 意 は、 汝 なん ぞ これに 對 

へ て、 その 人となり、 學 このな ことし かく、 しかい ひ 

たる 者ぞ と、 いは ざり つると な， o、 蓋し 魏 人の 人と な 

>9, もとより 人と 4:^ ハに 知， 0- がた き- なし， よ， 0 て こ 

れを 告げす して、 人の 疑 を ひらか ま，.、 欲せす、 又 こ れ 

を吿 て、 人の 學好 むこと を、 す 、 め まく 欲す、 よりて 

ノ  11ト 

く 此言を あ. ぢは 

くし、 天理 もつ 

はらに して、 やむ ことなき の 妙、 聖人に あら ざれば、 


の 玉 ふこと かく の 如し * され ども 深. 

へば、 その 德全體 をき はめ、 至極 をつ 
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ば、 げ にも か 、るべき ことにて、 めでたき ため. P な. fti 

と 思ぶべし、 され ど 亦 うらやみ 求る 意な し、 世の 人人 1 

の 富貴 を 見て、、 つら やむ にあら ざれば、 則 これ を そね 1 

む 者と ことな. 、もし 又 わが 居る ベ き 富貴に 居る 時 一 

は 、ながく これ をた もたん 道 を 守 て、 亦 これ をに く 一 

む 意な かるべし、 


玉 ハク カシテ レニ 


チ ヘシ メパ 


〇 子 曰、 加，， 我 数-年； 五 ナ， 以 學， 易、 

シ テ カル イナ， ：1  . チ 

，以 無，， 大.： 過， 矣、 

加 は、 假の 字と、 音 相 近 く... -て、 あやまてり、 五十 は、 • 

JJf の 字と、 書 相似た る 故に あやまりて わかて b  、夫子 

晚 年までに、 易 を學 びて、 なを 其 理の窮 りなき r，- を、 

見 玉 ふに よりての 玉 はく、 もし 天 われに 今數 年の 命 

を かして、 以て 易 まなぶ の 功 を をへ しめば、 われ これ 

を 以て、 大 なる 過な きこと を 得べ しと、 蓋し 易 は 陰陽 

消長の 理を つくして、 人事の 進返存 t の、 これに 應す 

. るの 故 明な り、 人其理 にく はしき 時 は、 よく 凶 を さ 

け、 吉に AJ もむ く 道 を、 知る によ，. y て、 過な きこと を 

得るな h- 、これ をの 玉 ふこと、 人 をして 易の 必學ぶ ベ」 


  .  1 き 

く、 又た やすく 學 ばれざる - j と を、 さとし 知らし めん 

がためな，.^、〇朱子の云く、聖人 一 生の 學 問、 いまだ 

か つ て自 過な しと 說 かす、 此 境界に 至， 0 て、 ゎづ か に 

大過な しとの 玉 ふ、 なを 小過 ある こと あるに 似たり、 

是謙辭 な とい へど も、 しかも 道理 眞實 に窮. ふ 

期な し、 說者 まさに 此 等の 聖人の 氣象 たる こと をみ 

るべ I、  ■ ： 


玉フ 


二  W へ 一 


〇 子 所， 雅 言： 詩 書 執- 禮、 皆 雅 

詩 は、 人情の 委曲 をつ くす、. これ を 詠 やる 者 をして、 

其 情 性の 正しき こと を 知らし む、 書 は、 帝王の^ 事 を 

述ぶ、 これ をよ む 者 をして その 治 道心 法 を 知らし む、 

鱧 は、 節 文 度數を 詳 にす、 これ を 習 ふ 者 をして、 よ 

く 威儀 をつ /< しみ、 等級 を 犯さ V らしむ、 みな 日用の 

事實に 切な b  、よ. 0 てつね にこれ を 言て、 人に 其 文 を 

學 ばせ 玉， i  、鱧に 執の 字 を 加る こと、 觼は 人の 執り 守 

る 所に して、 只 其 文 を誦說 する のみに あら ざれば な 

謝 氏の 云く、 これ. 易學 ぶの 語に よりて、 類して 


も、 其 心に をいて、 少しも 悔る所 あれば、 今 輒が罪 も、 

や 、な だむ ベ き 所 ある 故に、 叉 これ をと ふ、 


玉？ 


曰 、求. 仁 而 得. 仁、 又 何 怨、 

仁 は、 人心の 德、 天理の もつ はらなる 者な り、 伯 夷 は 

父 命 を たっとび、 叔齊は 天 倫 を を もんして、 其 國を相 

ゆ づれる は、 みな 天理の 正き に 合て、 人心の 安き につ 

き、 すでに 各 其 志を遂 たり、 これ 則 仁 を 求 め て 、仁 を 得 

たるな り、 然れば その 國 をす つる. こと、 なを やぶれた 

る わら うづの 如し、 さらに 又 何の 怨 むこと か あらん、 

此 によりて み. d ば、 今 衞輒が 國に據 て 父 を ふせぐ は、 

其 不孝 不仁の 罪、 分明な り、 

a^ni  、夫-子 h^.i ケ也、 

子 貫 出て、 その 閡得 たる 意 を 以て、 冉 有に 答る ことか 

くの 如し、 

ノ玉 ハク クラ t  シヲ /i  ズテ 

〇 子 曰、 飯，， 疏 食， 飮. 水、 

此 より 下 三 句、 たれと なく、 貧窮に して 樂む 者の こと 

をの 玉 ひて、 自己の 志 を、 其內 によせられ たち、 疏食 


は、 しらけざる よねの いひな， 9、 

み 物に は 水 をして とぞ、 


ひ 物に は飢 飯、 の 


マゲテ ヒ. ヂ£ 
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曲 .肱 而 枕. 之、 

又 枕席の 安き を 得すと な， 9、 

タノ シミ タ  リ ノカニ 

樂亦 在， 其 中， 矣、 

n ン キヨ ク ャゥ ガイ  ノ 

か /'る 困 極の 境界 も、 其 志 をう つす こと あた はやし 

て、 樂む所 は、 亦 をの づ から 其 中に あり、 

義而 {oi 且 貴、 あ， 我 如，， it- ぎ； 

これ 夫子み づ から 貧賤 に 居て、 不義の 富貴 を 見 玉 ふ 

時の、 こ ろばへ となして とく、 细„ 浮 雲 一と は、 をほぞ 

らに、 うき 雲の た よふ 如/、 にて、 これ を 見る 者、 そ 

キゥ 

のために、 心の はたらく ことなき を 云、 〇 凡そ 貧窮に 

して、 樂 その 中に ある 人 は、 富貴に 居ても、 これ を 親 

る こと、 粗食 水飮 にこと ならす、、 蓋し 其樂む 所、 貧賤 

のために 減せ す、 富貴の ために 加 はらす、 すべ て 今 其 

境界と 相ぁづ からぬな り、 但 不義の 富貴 を視る こと 

は、 則 浮 雲の 如く に て、 その 義に あたれる 富貴 を視 


二 九 
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ぞ、 自その 嘆美の 深き こ i を、 お ぼ ゑす して かくの 玉 

へ るな り、 され ども 聖人に あらや は、 たれ か 其 美 を 知 

る ことかく の 如くな らん、 〇 按 する に、 此 三月 不. 知, 

肉 味， と、 大學の 食 而不， 知 = 其 味, と、 詞 相似て、 意大ぃ 

に 異な， 9、 よむ 者 これ を覺 るべ し、 

ノ  タ  タス ケン カメ  チ 

〇冉 有 曰、 夫-子 爲，， 衞君， 乎、 

街 君 は、 出 ム ム輒 なり、 はじめ 衛の靈 公の 世子 蒯聩、 夫 

人 南 子：^ 淫行 をに くみて、 これ を 殺さん とす、 事なら 

すして 出奔 る、 靈公 卒し て、 夫人 蒯 腈が 子輒 を 立 つ 、 

後に 晋人蒯 聩を衞 に 入る、 輒兵 をつ か はして、 之 を ふ 

せぐ、 此時 夫子 幷に冉 有 子 貢み な衞 にあり、 衛人 多く 

はお もへ らく、 蒯睛罪 を 父&に 得たり、 輒は镇 孫な 

,5、 まさに 立べ しと、 冉有 もこれ を 疑 ひける 故に、 夫 

子の 評斷を 以て、 決せん とす、 よ， 9 てま づ子 貢に 問て 

云く、 夫子 今衛の 君に したが ひて、 其す る 所 をた すけ 

ん やと f 

メ  クダク  レ  一一 ハント  ヲ 

子 貢 曰、 諾、 吾 將. 問. 之、 

ス 

と は、 只 をう とこた ふる 詞な り、 われ もこれ をば、 


一 二八 

夫子に とはんと すと ぞ、 

イツ テ  ク ハク ィ シュク セィハ ナン tk. ヅ 

入 曰、 伯 夷叔齊 何人 也、 

入と は、 內に 入て、 夫子に 問ぞ 、鱧 法 ぁ國に 居て は 其 

大夫を も そしらす、 や 其 君の こと、 あら はに 評 じが 

たきに よ て、 古人に よせて これ を 問 ふ、 伯 夷叔齊 

は、 古の 孤 竹の 君の 二子な り、 其 父 卒する に のぞん 

で， 弟 叔齊を 立つ、 父 卒して、 叔齊天 倫み だるべ か 

ら ざるお 以て、 兄 伯 夷に ゅづ る、 伯 夷 は 父の 命 そむく 

ベから やと 云て、 のがれ 去る、 叔齊 亦た、 すしての 

がる、 今 衞の君 は、 父子國をぁらそふにょh^て、相^v 

むきた る こと を あげて、 夷齊の 人となり を、 こ、 ろみ 

と へ るな り、 

玉 ハクへ ノ  ケン ナ リ 

曰、 古 之 賢人 也、 

夫子 夷 齊を資 人な-^ との 玉へ は、 衞輒が 不孝す でに 

ほ  >  しられお， ft'、 

ク ゥラ t タリ ャ 

曰、 怨 乎、 

怨 むと は、 悔る義 なり、 夷 齊國を 相 ゅづれ りと い へど 


も 得べ から や、 もし 富と ありて 、求めら るべ き 者なら 

は、 たと ひ賤 役の 事な とも、 亦 われ これ をして、 求 

めんと な， 9、 

モシ  パ ラム ハン 力-一 ム 

如 不. 可. 求、 從，， 吾 所 ？、 

もし それ 求めら る まじく ば、 なん ぞ たかに 自はづ か 

しめ をと らん、 只 わが 好む 所の 義理に したが ひて、 其 

まづ しきに 安ん せんとな り、 これ 夫子 自そ の 志 をの 

ベ 玉 ふに は あらす、 只此 言 を まう けて、 世の 富貴 をむ 

サト  i 

さ ぼる 者 を、 警し 玉へ るな. 9、〇 それ 富と 貴き と は、 

人の 欲する 所な .9、 聖人 もこれ をに くみ 玉 ふに は あ 

らゃ、 只 これ を 求る に 意な きなり、 なん ぞ可, 求と 不 

レ1£\求 との、 可 不可 を はかる こと あらん や、 只 その 決 

して 求む まじき こと をの 玉 へ るな hN、 

ノ..  ッ * シム サイ セン シッ 

〇 子 之 所. 愼齊 戰疾、 

齊は、 祭 を せんとての ものいみな，.^、 散齋は 七日、 致 

齊は 三日、 凡そ わが 誠 敬の 至らざる と、 神の 祭 をう く 

ると、 うけざる と、 皆 これに か /- れ， o、 兵戰 は、 衆の 死 

生圃の 存亡の か、 れる 所、 疾は又 わが 身の 死 生存 

論 , 語 . 述而第 七 


のか、 れる 所， みな 大事なる 故に、 を もんじて これ を 

つ /- しめ，.？'、 〇 聖人 事に をい てつ します と 云 な 

シ m ゥ m ゥ 

し、 され ど從容 として 道に あたれる 故に、 人 これに 心 

つかす、 伹此三 事 は、 其つ しめる こと、 最を もき 

が 故に、 門人 さとりて、 と b わきこれ をし るせ：， 9、 . - 

ィ マ シテ 二 クコト .セ ウテ 

•〇 子 在 .齊 聞 Jg 三-月、 

韶は、 舜の德 業に かたどりて，、 美つ くし 善つ くせる 樂 

ノガク 

なち、 夫子の 時、 此樂 すたれ て 、 只齊國 に の - J. れり、 夫 

子齊 にい ませし 時、 これ を 聞 こと を 得て、 よろこび 玉 

ふ、 史 記に 韶を 聞て これ を學 ぶこと 三月と あり、 これ 

に從 べし、 

ラ 二 ク アデ ハ tis 

不. 知，， 肉 味； 

ノガク  一一 クミ 

其心樂 にもつ ばらにして、 肉 味の よしあし を、 おぼえ 

玉 はや、  . 

玉 ハク ザ リキハ カラ ッ クル n トガク  ラント ハ  一一 

曰、 不 J1 爲. 樂之 至，， 於 斯， 也、 

其詞 にの 玉 はく、 韶樂 をつ くれる が、 美なる こと、 か 

ほどまでに 至らん と は、 かねて はから ざり つる こと 

.1  二 七 


 ..n   y」lg 第 七  . ^^^^^ 

に、 その 必 とする 所に あらす、 もし それ 用 ひらる ゝ時 

は、 世の 治亂 をと はす、 則いで、 道 を 行 ひ、 天下 を 兼 

で眷 くす、 捨ら る、 時 は、 する こと を 得すして、 かく 

れて ひと. 9 善くす るの み、 

*  S レ. r  ナン チ ル カナ レ 

稚 我 與. 爾 有. 是 夫、 

顔 子の 德、 聖人に ちかき によりて、 夫子 上に 云 所の 者 

ある こと、 今た  > 我と 雷との みな. 5 と、 ゆるし 玉 ふ、 

f,J. れ顏子 をい な/^ す、 めて、 又 これによ りて 諸子 

を はげまし 玉 はんとな， 9、 

ノ グ  ハ、  ダンテ I ナ レト ト モニカ セン 

子路曰 、子 行，， 三-軍； 則 誰 與、 

^二 千 五 百 人の 衆 を 一 軍と 云、 天子 は 六 軍、 大國に は 

三軍 あ 、子路 その 勇-を 自負す、 夫子の ひとり 顔 子 を 

シ 3 ゥビ 

稱 美し 玉 ふ を 見て、 われ 德 こそ 顔 回に 及ばす とも、 夫 

子 もし 三軍の 武事 を 行 ひ 玉 ふ 時 は、 必 われに くみせ 

ら れんと、 思 ひける 故に、 これ を 以て 問へ り、 

ノ玉" クパゥ  n ヒ ヨウ 力 シテシ ，トモ そ ランク t  ニハ  ハ 

子 曰、 暴-虎 ？ T 河、 死 而 無. 侮 者、 吾 

不 也、  • 


： 一六 

暴 虎と は、. 1<H 手-にて、 敵に あたる を 云、^ 河と は、 舟な 

くして、 川 を わたる を 云、 これ 只い さみお け hN て、 無 

益の 死 を も かへ みざる 者の 志に、 たと へての 詞な 

h -、 云 意 は、 大軍 をつ かふに は、 勇 をた つと ぶと い へ 

ども、 亦 かやう の 者に は、 われく みせ じと な， 9、 . 

ス  ノヅ ン.； ァ  チゾ， ンゲ ハカ an トヲ  ナ サン ナリ 

必也 臨. 事 而懼、 好. 謀， 而成者 

也. 

臨 J- 而懼 ると は、 其 事 を を もん じ て、 つ 、し.？^iを 

云、 好 V 謀而 成す と は 、計略 を 好んで、 又よ く 其 はかる 

所 を、 成し を ほす る を 云、 わがくみ せん 者 は、 必 かや 

ゴゥ 

うなる 者 な， 9 と ぞ 、是 子路の 剛 にす ぎ た る 所 を 、を さ 

へ ん ために、 の玉丄 とい へど も、 大軍を 行 ふの 要、 賓 

はこれ にす ぎざる なり、 

/玉 ハク ト -11 シテ  クパ  ム  フト モシ？'  \* ン 

〇 子 曰、 富 而 可 Jf 也、 雖，， 執 鞭 之 

士¥ 亦 爲. 之、 

執 鞭の 士と は、 人君の 出入に、， 鞭 を 執 て、 人 を を ひ は 

らふ 役人な り、 云 意 は、 富有 は 天命 あ り、 求めて 必し 


グ ウテ ル寸 •： 


擧， 二-隅： 不お 三-隅， 反； 則 不. 復 也、 

隅 は、 すみな， 9、 まづ其 大咯を あげて、 つげ 玉 ふに、 聞 


-マ ビラ 力 


人 これ 14 よりて、 其 詳 なる 所 を、 つくし 得ざる 


グゥ 


と、 四隅 ある 物の、 1 隅 を あぐる に、 三 隅 を 以て これ 

にかへ して、 相證 明す るが 如くなら ざれば、 はし を 

あらためて、 又 別の 事 を つげ 玉 はや、 蓋し 憤 俳 を また 

すして、 あはて/, これ を ひらけば、 か れき、 得て これ 

ケンゴ  へ 

をし るす こと、 堅固なら す、 三 隅 を 以て 一 スさ  >  るに、 . 

キイ 

かさねて 又告る こと あれば、 さきに 聞つ る こと、 つい 

に 分明なら す、 上の 章す でに 人人 を敎 て、 倦ざる の 

意 をし るし、 よ て 又 此言を あはせ しるす こと、 塾 人 

は敎 てうみ 玉 はやとい へど も、 學 者に は、 力 を 用る こ 

と をつ とめて， 敎 をう くるの もと ひ を、 なさ. しめ まく 

欲して なり、 

シテハ  ル.  ノ  カタ ハラ- 1  ァク マテ 二 

〇 子 食， 於 有 者 之 側； 味嘗 飽， 

ズ 

也、  . . 


カナシ 


人の 喪に のぞんで は、 必哀む 意 ある 故に、 をの づ から 


食 を あまんす る こと あた は， す， 

テ -I シ ツルす ハチ ウタ ウタ t 

子 於，， 是曰， 哭、 則不 JT 

是曰 は、 今日な り、 人の 喪 を 吊して、 哭 しつる 日の 內 

は 、餘哀 いまだ わすれざる 故に、 をの づ から 歌. うた ひ 

玉 ふこと あた はす、 蓋し 哭は哀 みの 至， 9、 歌は樂 みの 

至. 0 にして、 其 情 はるかに ことなれば なり、 〇 謝 氏の 

云く、 學者 二つの 者に をいて， 聖人の 情 性の 正き 

を 見つ べし、 聖人の 情 性 を識 で、 然して 後に 以て 道ヒ 

學ぶ ベ しと、 蓋し 此事  >  驢人は 皆 つとめて せ や、、 自然 

にして 然 、學者 これ を 法と して、 これ を勉 むれば、 

亦 以て 忠 厚の 心 を、 養 ふに たれ hN  、陳氏 を も へ らく、 

是日 歌うた ひて、 もし 哭 すべ きこと にあ は  >  、其哀 や 

むべ からざる 故に、 これ を哭 すべきな り、 


玉 ハク ルす ハ，！ 


ス ツルす： 


〇 子 謂，， 顔 淵， 曰、 用. 之 則 行、 舍. 之 

チ 力 クル 
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塞 人世 をす く ふの. 心、 切な. とい へど も、 われ を 用る 

と捨 ると は、 時に あた れ る、 人君の はから ひなる 故 

1 二 玉 


0 
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たえまな きな h- 、工夫 こ /- に 至..； M し、 しばらくの 間 も 

仁と 相違 ふこと なき 時 は、 則存 養の 功 成熟し、 適と し 

て 天理の 流行に あらす え 云 ことなし、 

游： 於 藝； • 

游 ぶと は、 物 を 玩 て、 情に かな ふる を 云、 藝は、 則霾 

樂の文 * 射 御 書 数の 法、 みな 至理 のよ る 所に して、 日 

用の 闕 くべ から ざ る 者な h,. 、行なつ て餘カ ある を、 い 

たづら；. i せ やして、 又 こ に游ん で、 以て 其義 PJl の 趣 

を ひろむれば、 用に 應す るに 事た b て、 心 も 亦 放つ 時 

なし、 〇 此章四 つ のこ.. -、 其 先 後の 序 を 失 は す、 輕重 

の 等 を みだらす して、 これ を 勉る時 は、 本末 かね あが 

カンゲ キ 

,b 、內外 こ. も 養 ひて， 日用の 間、 しばらく も 間隙 

く、 涵 泳從容 にして、 しらす を ぼえ す 、聖賢の 域に 

入るべきな hN* 

ノ 丑 ハタ 9  フゾタ シゥチ  レダテ 

0 ギ 曰 、自. 行，. 束 脩， 以 上、 吾 未： 嘗 


無 fe 焉、 


^は、 ほし じ、 なり、 十 艇をー 束と す、 古人 はじめて 


.  一 i 

人と 相. あ ふに、 必贄を 執て 以て 鱧と す、 束 情 は、 贄の 

至.^ て輕き 者な り、 蓋し 人の 生 ある、 同く 此性理 を そ 

な ふ 、又 先覺は 必後覺 を さ とす こ と * もとよ. 9 當然の 

義な b. 、この. 故に 聖人 天下の 人に をいて、 同く 善に 入 

らまく 欲せす と 云 ことなし、 され ども 來， て 學 ぶこ 

と をせ ざれば、 往て敎 るの 法な し、 よ. 5 ての 玉 はく、 

もし 束 倏の港 をし も、 行 ふより 以上の、 來て敎 を 求る 

者 あれば、 たれと なく、 吾む かしょ. ひ、 これ を 敎るこ 

と、 あらざる はなしと、 


.0 子 曰、 不. 憤 不. 啓、 


憤と は、 心に 通せん こと や-求めて、 いまだ 思 ひ 得ざる！ 

を 云、 夫子 人 を 敎へ玉 ふに、 其 人 道理に 通じ かねて、 一 

憤然た る を 見 玉 は ざれば、 其 意 緒 を ひらきて、 これ を； 

さ tj さや、  一 


レ. ' t セ  -r 

不. 悱 不. 發、 


俳と は、 口にい はまく 欲して、 いまだ 說き 得ざる を 云 

其 人 道理 をと きかね て、 怫然 たる を 見 玉 は ざれば、 其 

詞端を あげて、 これにつ げす、 


其 形貌の のびやかなる を 云- 


夭-夭-如 也、 


ノ  3 ゥシ 3 ク 

其 容色の よろ 一 

貌を かたどりて、 其 妙 をつ， 

居の 時 は、 大槩 i な 怠惰 放肆な 

なる も、 燕 居の 體 

ノ シャゥ 

此氣象 あり、 これ その  に 


ばし き， ど 云、 これ 弟子、 夫子 燕 居の 容 

せる 者な り、 〇 凡そ 人 燕 

、又 意 をつ けて 嚴き 

あらす、 口 〈塞 人の み、 をの づ から 

なる 所な り、 


〇 子 曰、 甚 矣 吾 衰 也、 ^ 

,  ラウス. 1 .  ナゲ -.^ 

これ 自 その 老衰の 甚 きこと を、 嘆き 玉 へ るな， 


ュメ -I ァハ 


S. 、 


久矣 吾. 不. 復 夢見，， 周 公 

夫子^ 年の 時， 周 公の 道 を 行 ひ、 天下の 人 を濟 はまく 

欲す、 よりて をり/. \ '、夢に 周 公と 相 見す る こと を 見 

玉 ふ、 年老て 後、 其 道 を 行 ふこ と、 あた ふま じきが 故 

に、 心に また 此事を 思 はす • よりて 又此夢 もな し、 此 

夢な きこと、 今す でに 久き によ トメて、 わが 衰 へ の甚き 

こと を、 自 知り 玉 ふなり、  一 


0  0 
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W ハク ザ- 


〇 子 曰、 志，， 於 道； . . , 

此 章聖學 全備の 工夫 を 論す、 それ 學は志 を 立 る よう 

先なる はなし、 よりて ま づ志を 云、 志す と は、 心 ゆき 

むか ふ 所 ありて、 必 これに 至らん こと を 期す るな り、 

致 知力 行、 みな 其 中に あり、 道 は 即人偷 日用の 間、 當 

_ね 行 ふ ベ-き 所の 者 これな り、 此道 ある こと を 知て、 必 

これに を もむ く 時 は、 其 ゆく 所の すぢ 正う して、 かな 

おこなた と、 うたが ひまどう ことなし、 


マボ： 


, 於德： 


據 ると は、 執. 0 守 b て 失 はざる 義な. y  、德 は、 得な.^、 

道 を 行 ひて、 心に 得る 所 ある を 云、 其 心に 得る 所 をば、 

よく 執り 守て、 《；s に 失 ふこと なき 時 は、. 始終 一 定 もて 

か はらす、 よ て 曰々 に 新なる の 効 あり-、 . , / 


依，， 於 仁ソ 


依る と は、? おに 相よ. CS そ ひて、 そむき はなる /V こ丄な 

きを 云、 仁 は、 これ 心の 私欲 は.^ ひっきて、 天理 もつ 

はら になれ る を 云、 即德の 圓. 熟して、 かけめな く、 

1 二三 


sa,  0,. 
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これに 答へ 玉へ るな らん、 然る に 記者 時人の 詞を 失. 

へ る 故に、 只 夫子の 自言 となして 記せり、 又 聖人 此等 

の語、みなこれ自くだ.„^て、 人を敎 るな- 9、 蓋し 聖人： 

の 見る 所、 はなはだ ひろき 故に、 自か へりみ て、 なを. 

い まだ あきたら ざ る處 あり、 よりて 其 言 つねに か く： 

の 如し、 全く 事實 なき こと を、 人 を敎へ ん ためにと 

て、 詞を まう けて、 これ をの 玉 ふに あらす、 

ノ 王 ハク ヲ  すサメ 

〇 子 曰、 德 之 不. 脩、 

德を修 むる と は 、わが 心の 私欲 を のぞき、 天理 を存し 

て、 全くす る ことなり、 德は 必修め て 後に 成る、 これ 

夫子 自其德 を、 いまだ 修 成せざる こと をの 玉 ふ、 

^ 之 不. i、 

學を講 すると は、 考究 辨論 して、 べ理を 明に する こと 

なり、 學は必 講じて 後に 明な. 9、 こ れ亦 夫子 自其學 

を、 いまだ 講明 せざる こと をの 玉 ふ、 

義を 聞て 徙 ると は、 わが 見る- 听 よ，.？'、 少しも まさ hN た _ 


る義を きけば、 即己 をす て 、、 これに 從 ふな &、 此ょー 

下 一 一句の 意 も、 上 二 句に 同じ、  1 

不-善 f4 能 一 

不善 を改 ると は、 われに 不善の ある こと，^ 知れば、 P 

すみやか にこれ を 改め て、 少しもな やむ ことなき を 〈 

云、  I 

レワが ウレへ ナリ 

是吾憂 也、  一 

此 四つの こと を、 われい まだ 能せ や、 これ わが 常に 憂 一 

とする 所な と、 〇 此章 四つの 事、 德を修 る を 以て 本 一 

とす、 學を講 する も、 德を 修めん が ためなり、 義に徙 一 

b  、不善 を改る は、 德を修 る 中の、 緊要の ことな hs  、す 一 

ベ て 皆 Rl 々に 新に する の 簡耍た h -、 もしい ま だ 能せ 一 

ざれば、 聖人 だ も なをこれ を 憂 ふ、 ゃ學 者に をいて 一 

を や、  ... 

ノヱン キヨ  - 

〇 子之 燕 居、  一 

燕 居と は、 閑暇に して 事な き 時 を 云、  一一 

シ ン  ジ ョタリ  j 

.tTT  l.tTr  口 


ジテ  ム n ト へヲ 

信 而 好. 古、 

述て 作らざる は、 即 これ 古代の 道 を 信じて、 篤く 好む 

のこと な b  、これ 只 上の句の 意 を、 いひ 足せる ばか， 0 

なり、  ， 

t ソ 力-一 ス  ガ ラウ ハウ ェ 

竊 比，， 於 我 老彭： 

竊に 比すと は、 これ を 尊ぶ 詞、 我と は、 これ を 親む 詞、 

老彭 は、 商の 賢大 夫な hv  、これ 古 を 信じて、 傳述 しけ 

ると 見えたり、 蓋し 制作 は、 聖人に あら ざれば あた は 

す、 傳述 は、 賢者 も 及ぶ べし、 然る に 夫子た  >  作者の 

聖に、ぁたh^玉はざるのみにぁらす、傳述の賢にも、 

あら はに をし ならばす して、 ひそかに 比すとの 玉 ふ、 

德 いよく 盛に して、 心い よく ひきく、 みづ から 其 

詞の 謙れる i を、 を ぼえ すしての 玉 へ るな h -、 〇 凡そ 

夫子 以前の 聖人の 作、 各 其 時に よりて、 其 宜き所 を 制 

す、 夫子 は 群罄の あと を、 あつめ 考へ、 ことぐ く 其 

中正 を さだめて、 法 を 萬 世に たれ 玉 ふ、 其 事は述 ぶと 

い へど も、 其 功 は 作る よ. ON もまされち、 これ 又 知らす 

んば ある ベ からす、 
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ノ 玉 ハク モダメ  シルシ テ 

〇 子 曰、 默而 識. 之、 

識 すと は、 を ぼ ゆる 也、 己が 得る 所 を、 も. たして いひ 

出さす、 只 心中に 存 して、 常に わすれす、 拳々 として、 

これ を 守る となり、 1 說に は、 默 してし ると よむ、 口 

ブン  C タカ t 

にて 問辨 する こと を またす、 心に さとりて， 褒 なき 

こと を 云、 

學 而 不 「厭、 

學を 好んで あかす、 

It- シへテ チ^コ トム マ 

チ. P レ." S ィレ件 

人 を をし ふること. にっかれ す、 

上の あまたの こと、 何 か 我が身に ある ぞ、 1 つもな し 

となり、 此等 のこと、 すでに 聖人の 至極に あらや、 然 

る をな を あ へ て自 これに あたらす、 謙，. y て 又 謙れる 

の詞 なり、 〇 朱 子お もへ らく、 此章 疑ら く は 時の 人此 

三つ を 以て、 夫子 を ほめた るに よりて、 此詞を 以て、 

1 二 一 
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者 は 心 を ほやけ にして、 人我の へだてな し、 己が 立 こ 

lc» わが 欲する 所 なれば、 人の た、 ざる を も、 たすけ 

てこれ を 立る こと、 わが ためにす ると 同き なり、 

レ  二， セ マク  スヲ 

已 欲. 達 而 達人、 

達すと は、 內に思 ふ 所、 得すと 云 ことなぐ、 外に 行 ふ 

所、 とげす と 云  >  」 となき を 云、 句義 上 に 同し、 此ニ句 

の義を 以て、 仁 道 を 鋭れば 、わが 心の 天理 周流して、 

至らす と 云 所な く、 偏から やと 云 所な きこと を 見る、 

仁の 體段を かたどる こと、 これより 切なる はなし、 

3 ク チ タク トリ タト フ チ カラク イク  ノ  ミチ ト  ノミ 

能 近 取譬、 可. 謂，， 仁 之 方， 也已、 

^は、 術 な b 、上文 をう けて 云、 仁の 體 かくの 如くな 

る 故に、 今 仁 を 求ん とならば、 よく 近く わが 身に とり 

て、 己が 欲する 所 を 以て、 これ を 他人に たと へて、 人 

の 欲する 所 も、 亦 かくの 如くなる こと を 知て、 然して 

後に、 03 が 欲する 所 を 推て、 以て 人に 及ぼす ベ し、 則 

これ 恕 のこと にして、 仁 を 求る の 術な り、 こ  >  に をい 

てこれ を勉め は、 その 人欲の 私に か ち、 そ の 天理の 

<ム なる を 全うして、 仁に 至る こと を 得べ しとな， 9、， 


1 二 〇 

子 貢 仁に 志 あ b とい へど も、 事 功 について これ を 求 

め て、 高遠 の墻に はす、 夫子 その 己に 反 、自求 め て 、 

ノシル シ 

實に其効 を得せしむるを欲するにょ^^て，これに示 

し 玉 ふこと かくの 如し、 それ 仁 を 求る こと、 恕を つと 

むる よ..^ も 近き はなし、 かく 博く 施て、 よく 濟 こと 衆 

きも、 亦 これによ. 5 て 進むべきな り、 . 
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此篇 多く は、 塞 人 己 を 謙 ^て、 人を誨 るの 詞、 

又は 其 容貌 行事の 實を しるす、 

s ハク ノへテ 


子 曰、 述 而 不. 作、 


-サク 


<3 他る と は、 もとより ある 制作 を、 の べしる して， 後世 

..3  ァラ * 

にった ふること を 云、 作る と は， はじめて 新に 制作す 

る こと を 云、 夫子よ，.^ 以前、 歷 代の 聖人 出 て、 詩 書 1^ 

樂 等の 制作、 ほ  >  そな はれり、 夫子 詩 書 を剛. 9、 纔樂 

を 定め、 周易 を賛 じ、 春秋 を修む る の 類、 みな 舊章を 

つたへ て、 制作し 玉 ふ 所な き 故に、 自 かくの 如くの 玉 

へり、 


す、 此道を 身に 體 すれば、 德と 云、 其德 おる こと、 至善 

にして、 上な き 故に、 至れ. 9 と 云な り、 

スク ナイ n ト シ • 

民 鮮久矣 

世 をと ろ へ てよ 、民に 此德 ある 者 すくなき こと， 今 

に 至る まで、 すでに 久しと、 これ 慨嘆の 意な，.^、 

/  ク モシ ラパ t  口 クホド n シテ  -ー  ク 

〇 子 貢 曰、 如 有. 博 施，， 於 民； 而 能 

スクフ r ォホキ  ンン ャフト 

濟 衆 k 如、 可 JS .仁 乎、 

子 貫 問 を まう けて 云く、 も し 今 ひろくめ ぐみ を 民に 

ほどこし、 これ を 以てよ くす く ふ 所の 者 を ほき こと 

あらば、 これ をい かなる 德 とかい はん、 すな はち 仁者 

とい はる ベ けんやと、 仁者と 云に は、 これにても なを 

フゾク • 

不足な， 9- とする 意 あり、 

ノ  Hi ハク ンゾト セン  チシモ 

子 曰、 何 事， 於 仁； 

云 意 は、 その 問 ふ 所の 如くならば、 何ぞ さらに 仁と 云 

こと をし も 事 とせん、 仁者と いひても、 なを 餘 あ..^ 

とぞ、 
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必也聖 乎、 

これ 必塞 人に して 後に、 これ を 能 せんかと、 蓋し 仁 は 

道理 を 以て 云、 心德渾 全に して、 天理 周流す るな り、 

され ど其德 に 高下 あり 、全く 體 してやまざる は、 聖. 4 

の 仁な り、 又 只 一 時 心德の 全き を も、 仁と 稱 する こと 

を 得た， 9、^ は 地位 を 以て 云、 其德必 極處に 至れる の 

名な り、 

ダ モレ チ ヤメ，  n レチ 

堯-舜 其 猶 病. 諸、 

上に 云 所、 聖人に して 能す へしと いへ とも、 舜の蕓 

を 以て、 天子の 位に 居 .9、！^ には臣 良く 俗 美し う し 

て、 至 治の 運に あた. 9、 德業 その 盛なる こと をき はめ 

たりと い へと も、 かやう の 所まで は、 なを 其 御 心に た 

ら やとして、 これ を やみ 玉 ふと ぞ、 かくの 如ぐ に 事 功 

の 上に ついて、 仁 を 求 むれ は、 いよ/、 得 かたう して 

いよく 相た がうな り、 

レ  ハ  レ  テタ、 マク  ツチ 

夫 仁-者 e 欲. 立 而 立. 人、 

立と は、 內其志 をた て、 外 其 身 を 安す る こと を 云、 仁 
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まじき とぞ、 これ 孔門 敎 AJ まう くるの 常 法、 萬 世に つ 

た へ て、 易べ からざる者な.》^、〇朱子の云く、博文は、 

事に こ /- ろむ る ゆ へんな 、約藉 は、 身に 體す ■ る ゆ へ 

んな り、 かくの 如くに 功 を 用れば、 則 博き 者 は、 中 を 

エラ  ヰ  カタ. W チ  ャカ 

擇ん で、 これに 居る こと、 偏 ならざる べし、 約なる 

者 は、 物に 應 して、 動く，. <i 皆 則 ある べし、 かくの 如く 

なる 時 は、 則內外 こもぐ 相た すけて、 博 は汎濫 して 

ォモ. *  リウ トウ 

歸 くこと なきに 至らす、 約 は流蕩 して 中 を 失 ふ に 至 

ら 45?、 
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〇 子 見，， 南 子； 

南 子 は、 衞靈 公の 夫人な，. >  、淫行 あり、 夫子 衞 に. 至れ 

る 時に、 南 子 あはん と 請 ふ、 古 は 其國に 仕る 者、 其 夫 

人に まみ ゆるの 禮ぁ， 9、 南 子 これ を 以て 詞 とす、 夫子 

ジ ジャ 

辭 謝すれ ども、 やむ こと を 得 やして、 これに あ ふ、 夫 

人帷 中に あ， 9、 夫子 門 に 入て、 北面 稽首す、 夫人 帷中 

にて 答拜 す、 史記 にの する 所 かくの 如し、 

P-  a  n ビ 

子 路 不.說、 


ハヅ カシ 


子路 夫子の 淫亂の 人に あへ る を 以て、 辱 めと する 


故に、 これ を悅び や、 

チ カッテ 二 玉 ハク ヮレ  ズ ス T ジ キアラ ハ  ステタ 、ン チ 

夫 子 矢. 之 曰、 予 所. 否 者、 天 厭. 之 

タン  ヲ 

天 厭. 之、 

否 者と は、 鱧に 合 はす、 道に 由らざる i を 云、 云 意 は、 

今 わがす る ことにす まじき こと あらば、 天 わ が 身 を 

すてた つべ しとな. 、蓋 聖人 は、 道大 いなる 故に 〔い 

れすと 云 所な く、 德 全き 故に、 物に うつされす、 よ .9 

て惡 人に あ ふこと、 聖人に あ. 5 て は、 權 にした が はん 

も可なh^、これ子.路の及べ き 所に あらや、 その 悅びざ 

るは宜 なり、 且子 路意氣 あらく、 見る 所せば くして、 

キ 3 ク 

委曲の 說、 入 b がた きに よ. M し、 夫子 これが ため ィ i^〔 

かさねち か へる こと、 かくの 如し、 しばらく 此 誓言 

を 信じ、 深く 思 ひて、 其理を 明かさし めんと なり、 

ノ玉 ハク  ノ  タ レ レ <k カナ 

〇 子 曰、 中- 庸 之 爲 .德 也、 其 至 矣 

乎、 

ケヮフ キフ 

中 は、 過不及な きの 稱 * 庸は、 平常な b 凡そ 中正に し 

て、 過不及な き 道 は、 平常に して、 いつまでも か はら. 


まう けて 云く、 仁者に つぐる 者 あ て、 井に をち たる 

人 あ. 9と いふと も、 すな はち 井の 人に したが-ひ、 入て 

これ を 救 はんかと、 

ノ玉 ハク ナン スレゾ  レ ラン 

子 曰、 何- 爲 其 然 也、 

云 意 は、 仁者 まことに 人 を 救 ふに 切に して、 其 身 を 私 

にせす とい へど も、 なんす れぞ かくの 如くに 愚な ら 

ん やと、 

君-子 可 ％」 也、 

君子 は、 即 仁者な り、 君子 をば、 すな はち 其 所に ゆき 

て、 これ を 救 はん はかりこと を、 せ しむべし、 

ラ オト シィル  . 

不， 可 ，陷 也、 

共、 に 井に 入て は、 其 人 を 救 ふ べき、 道な きに よ て、 

井に は をと し 入れられぬ ぞ、 

シ ァ ザムク 

可. 欺 也、 

實な きこと にても、 理の ある 所 を 以てせば、 欺かる ベ 

し、 
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ラ シ ュ 

不レ 可レ罔 也、 

理の なき 所 を 以て、 しゐ くらます こと は、 せられ まし 

きと ぞ、 此ニ句 は、 上の 井に 從ふ ことにつ いて、 ひろ 

くの 玉 へ るな，^^、 

〇 子ノ 曰、 君-子 博 學，， 於 文、 ， 

君子 は、 學 者の 稱 なり、 文と は、 詩 書 六藝の 文、 凡そ 

ゲ ン ワウ カウ 

前言 往行 と、 事理の 當然 なる 者と、 皆 これな b  、君子 

舉んで 知 を 致す に は、 天下 古今の 文に をいて、 ひろく 

考へ すと 云 ことなし、 

ッ、 マヤ 力 ュスル 二 チ セパチ 

約 . 之 以. 禮、 

約に すと は、 と，. y しめて、 內に むか ふ 意 あ 、之と は、 

即 まなぶ 所の 文 を さす、 禮は、 道理に 執.^ 守る べき 所 

ある、 節 文 を 云、 君子 はすで に學 びた る 所 を、 ひきつ 

3- めて、 其 見る 所 守る 所、 みな 簡要 にして 變 せす、 動 

く. 1 卜  必禮を 以てする なり、 

シ テザル ソムカ 

亦 可，， 以 弗， 畔 矣 夫、 

上に 云 如くに、 工夫 を 用 ひば、 道に そむく こと、 ある 
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言 欺詐を このむ、 これ を 正して 一 變 せば、 やう やく 今 

の魯 ほどになる ベ きぞ、 


セバ ナ. • 


魯 一 變至， 於 道； 

道 は、 先王の 道な b 、魯は 禮敎を を もんじて、 先王の 

風な をの これ， 9、 只 賢 君た えて、 政す たれり、 もし こ 

れをを こして 一 變 せば、 すな はち 先王の 道に、 か へす 

べき ぞ、 〇 程 子お もへ らく、 夫子の 時、 齊 つよく 魯 よは 

し、 たれ か 齊を魯 に まされ. 5 とお も は ざらん、 1 れど 

も魯 はな を 太祖 周 公の 法を存 す、 齊は 桓 公の 霜たり 

しょ， o、 簡 にした が ひ、 功 をた つと ぶば かりにて、 太 

公のと b たてられし 政、 みな か は b はてた hN  、この 故 

に、 一 變 して 只魯に 至る べし、 魯は その 廢墜 を、 を さ 

-め あぐる のみに て、 一 變 せば、 則 先王の 道に 至るべき 

t  一 


〇 子 曰、 觚 不. 觚、. 

え 章 古器の ^制 を 失 へ る >  J と を 歎け り， 觚 は、 器の 

名、 脒と は、 かどな hN  、此器 かど あるに より て 其 名と 

す、 戎 人の 云く、 古の さ かづ きなり、 今の 人 用 ひて 花 
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骰 とす、 腰に ひれ ある 銅器な， 9、 或 人の 云く、 木簡 な 

.5、 木 を 六角に けづ ち 、吏人 これ を 執て、 事 を かき-し 

るす 者な り、 夫子の 時、 鄉が どつ くらざる 故に、^ 不 

ァラ 

,觚 との 玉 ふ、 

n ナ ラン ャ  n ナ ラン ャ 

觚 貧鉱 哉 

云 意 は、 飒 にして かどなければ、 名に を はやして、 觚 

たる こと を 得すと な b、 〇 程 子の 云く、 觏 にして、 其 

形 制， V" 失へば、 觚 にあら す、 一 器 を あげて、 天下の 物 皆 

然ら すと 云 ことなし、 かるが 故に、 君と して その 君た 

る 道 を 失へば、 刖 君たら すと す、 臣 として その 臣 たる 

職 を 失 へ ば、 則虛 位た，.^、 范 氏の 云く、 人と して 仁 あ 

ら ざれば、 則 人に あらや、 國 として 治ら ざれば、 則國 

ならす、 

テ ク  -I フト モゲテ テフ.. ■  +  二 

〇 宰我問 曰、 仁-者 雖，， 吿. 之 曰，， 井 

有 t 焉、 其 從乏 也、 •  • 

有 仁の 仁の 字 を、 人の 字と なして 見る べし、 宰我道 を 

信 やる JJ 篤から ざる 故に、 仁者の 人 を 愛する にす ぎ 

て、 害に をち いらん こと を うれ へ とす、 よ. hN て 此問を 一 


り、 朱 子お もへ らく、 これ 夫子 智仁 のこと にっきて、 

只 一 すぢの 大道 を 以て、 人に さし 示し 玉 ふ、 され ど 人 

却て 此道 によらす、 ゎづ かによ る 時 は、 すな はち 又 こ 

"れ を 以て、 福 を もとめ、 効 を はかる 意 あり、 皆是ー 偏 

に をち いる、 人よ く 常に 此理を 以て 省察 すれば、 常に 

其 心 正き こと を 得るな り、 

•  ノ玉 ハク  ハ ネガ フ ヲ 

〇 子 曰、 知-者 樂. 水、 

モ ャゥ 

此章 知者 仁者の 模樣 を、 三 段に とき 玉 ふ、 智仁 は內に 

得た る德な り、 其餘 はみ な智 t の 外に あら はる、 所 

ケ. 1 3 ゥ  子ガ 

を、 さま <\ 、に 形容して、 ときつ くされぬ 意 あり、 樂 

ふと は、 このみて ねが ふな，. =N  、それ 智者 は 事理に 通達 

して、 と ：5 'こ ほる 所な し、 水の 周流す るに 似お る こと 

あるに よりて、 これ を このむな， CN， 

ハフ  ヲ 

仁-者 樂. 山、 

仁者 は をの づ から 義理に 安ん やる 故に、 厚 重に して、 

かれこれへ、 うつりつ かす、 山の 安鎮に 似た る こと あ 

るに よりて、 これ を このむな， 9、 


知-者 動、 


智者の 體段、 すべ て 活動して むす ほれす、 

ハ カナリ 

仁-者 靜、 

仁者の 體段 すべて 安靜 にして 常な，.？ -、 .  ， 

知え % 

智者 動いて むす ほれざる 故に、 常 に歡樂 す、 * 

ハ ナガ シ 

仁-者 壽、 

仁者 靜 にして 常 ある 故に、 よく 壽考 な， 9、〇：^ 三 段 主 

と する 所、 勸く と靜 なるとの 體段 にあり、 その 水を樂 

ひ 山を樂 ふの 情 も、 これによ りて 生し、 樂 むと 毒き 効 

もこれ によりて 致せ， c?- ハ程 子の 云く、 智 仁に 體 する こ 

との 深き 者に あらや は、 かくの 如くに 形容す る こと 

あた はじ、 


〇 子 曰、 齊 


至，， 於 魯， 


0  0 


雍也 第山ハ 


これ その かみ 齊魯の 政、 Jli 〈に をと ろへ たる こと を 歎 

して、 又 其 間に 優劣め る こ と を 論じ 玉 ふ、 此時齊 の 

俗、 覇者の なら はしな をの こ- 9 て、 功利 を 急と し、 大 

圍 I  ,  T5 
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智者の こと をと へり， 

ノ  m ハク クト メナ ノ  チ 

子 曰、 務，， 民 之 義； 

民 は，、 只 人な， o、 義は、 當 然の理 なり、 智者 は 只 人道の 

當然 なること のみ を、 つとめ 行 ひて、 他 を か へりみ る 

念な し、 

メ  チ  ザ カル  二 

敬， 鬼-神， 而 遠. 之、 

遠る と は 、鬼神 をた つと びて、 なれけ がさ やる こと を 

云、 即亦 敬す る 中の、 とな h- 、鬼神の 理は、 幽徵 にして 

はか， 0 難し、 され ども 智者 は 其の 意 誠 なれば、 をの づ 

か ら鬼砷 め とがめな きこ と を、 明らむ る 故 に 、 ロハ 遠き 

チ  ムクュ  .》  . 

を 追 ひ、 功に 報 る 祭 を、 つ 、しめる のみに して 此外 

に 一 Si を もとめ、 を はら ふ、 わざな ど AJ して、 これ 

を なれけ かす 惑な し、 


上に 云 如くなる は、 智者と いはれ たる 者ぞ とな b 


 一 一  四 

一 ,  チ 

問. 仁、 

樊遲又 仁者の こと をと ふ、 

H„u ク  ハ キン ジ カタ キチ  ニス ウル nfc-1K 

曰、 仁-者 先， 難 而 後. 獲、 

仁者 は 事の 當 然と 見る 所 は、 いかほど しが たきこと 

0 クタ 

を もこれ を 先と して、 勞苦を は V からす， いさみ 行 

ひ、 行 ひなせ る、 功の 得る 所 をば 後に して、 少しも は 

かりみ る 意な し、 

可 J5l 仁 矣、 

句義 知に 同し、 それ 仁智の 行、 一 端 に かぎらす、 此は 

これ 樊 遅-か 不足なる 所に ついて、 つげ 玉 ふなる べし、 

クヮ フク  ■  I  . 

〇 凡そ 攝：： 願を以 て、 是非 をみ だらざる は、 - J れ 智者の 

まど はざる な， 、功利 を 以て、 學 問に まじ へざる は、 

仁者の 欲な き？ V 、又按 する に、 義を務 る 者 は、 必 鬼神 

を 敬して 、これに 遠ろ、 鬼砷に 惑へ る 者 は、 必!^ を 行 

ふに、 をろ そ かなり、 難き を 先す る 者 は、 必効を 計る 

イト T  力 タ ガイ 

に 暇な し、 効 を 得 まじき かの 疑 ある 者 は、 しがた 

きこと を は  > かる、 大抵 二つの 者、 常に 相より て あ 


知る こと ふかくして、 すきこのみ、 これ を 求る こと 切 

な. 9  、され どもい まだ 己に 得ざる な hs、 

樂， 之 者 は、 はじめて 得る 所 あ- 9 て、 心理と せハ にと け 

あ ひ、 ゆく 所と して、 さはる ことなき 故に、 ひと，^ 樂 

みて、 憂 を わする、 なり、 此 はこれ 人の 資質 學 力の、 

高下 ある こふ を 論じて、 學者 をす/, め 玉 ふ 意 詞の外 

にあ，. y、〇 張 敬 夫の 云く、 これ を 五穀に たと ふ、 知る 

者 は、 その 食すべき こと を 知る 者な- 9、 好む 者 は、 食 

して これ を嗜む 者な b 樂む者 は、 これ をた しみて 飽 

く 者な り、 知て 好む こと あた はざる は、 則是 知る こと 

のい まだ 至らざる な b  、これ を 好て、 いまた 樂 むに 及 

ばざる は、 則是 好む ことい まだ 至らざる なり、 これ 古 

の$?、 みづ からつ とめて、 やまざる ゆ ゑんの 者歟、 


ッグ 


〇 子 曰、 中-人 以- 上、 可ニ以 語 i 也 

大抵 人の 天性 學カ を、 上中下 三等に わけて、 中等より 

カウ 

かんつ かたの 人に は、 向上の 道理 を 以て、 つげ 示さる 

X- とぞ、 凡そ 性 命の 微 なる 所、 神化の 妙なる 所の 類、 
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みなこれ を 上と 云、  - 一 

舊說 に、 二た び 中 人 を あぐる は、 その上 なるべく、 下 一 

なる べき を 以てな りと、 然れば 中 人に、 上つ ぐべき あ； 

り、 又 上つ ぐべ からざる ありと す、 今按 する に、 上の 一 

句 は、 中 人 も. H つぐべき 內 にある こと を 云、 此中 人以； 

下 は、 只 中 人の 下に あ る、 下等の 人 を さし 云に 似た 一 

,9、 此章云 意 は、 人 を敎る 者、 其 人の 高下に したが ひ 一 

て、 つげ みちびく 時 は、 其 言い.. 9 やすくして、 しな を 一 

こ ゆるの、 つ い ゑな しと ぞ、 〇 張 敬 夫お もへ らく、 聖ー 

人の 道、 其理に 精粗の 一 一致な しとい へ とも、 敎を ほど； 

こすに は、 必其 人の 才質 による、 もし 中 人 以下の 質に 一 

あはて 、はなはだ 高き こと を つぐれば、 た， 5- き、 入 一 

る ことなき のみに あらす して、 みだ hY にし なをこえ 

て、 身に 切なら ざるの つい ゑ あり、 それな がく 下等に 

をへ なんとす、 この 故に、 其 及ぶべき 所に ついて、 こ 一 

れを つく、 是 すな はち 學者 をして、 たしかに 問 ひ、 近 一 

く 思 ひて、 漸 く 高遠の 也に、 す、 まし めんがた めな 一 
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文-質 i 彬" ぎ 君-子、 

彬々 は、 文釆の はへ あ ひたる 貌な -9、 君子た る 人 は、 

文 質 かね そな はりて、 よき ほどに 相 かなへ，. y  、よ hN て 

文 質彬々 たる こと を 得て 後に、 君子と は稱 するな， 9、 

もし その 1 偏に かた をち なる は、. すな はち 野人 書史 

の 風 なれば、 學者 有餘を をと し 不足 を 補 ひて、 各 わが 

偏なる 所 を 正すべし、 其德 成る に 至る 時 は、 文 質 をの 

づ から 彬々 た. 5、 〇 楊 氏お もへ らく、  I 文と 質と、 相 あ 

つからす とい へど も、 質の 文に かちた る は、 なほ 甘き 

が あへ しほ をう け、 白き がいろ へ をう くるが 如し、 も 

し 文 かちて、 質 をけ す 時 は、 其 本す でに ほろびぬ、 文 

采ぁ. 0 て も、 ほどこさん 所な し、 然れ ば其史 なら んょ 

は、 むしろ 野な らんと、 盖し本 を 先にし、 未 を 後に 

する は、 まことに 聖人の 本意な り、 然れば この 文質彬 

ナカ パ 

々との 玉 ふ も、. 二つの 者必相 半す と 云に は あらざる 

ことと 知べ し * 

ノ  ffi ハク ノ  AT ル、 n ト ナチ シ 

〇 子 曰、 人 之 生 也 直、 、 

それ 人の 身 は、 天地 生物の 道埤 を、 うけ 来れる 故に、 


1 1 二 

その 生る、 所の 理、 き はめて 正直な り、 

シ并タ 1^ ガ  ィ ケルハ  t-1 メ  マヌ カレ ルナ 

罔 之 生 也幸而 免、 

罔る と は、 人心 術 言行 邪曲に して、 其 生の 理の 直き 

を、 しゐ AJ さ へ て、 のびた、 せざる 義 な.. y、 人身 今日 

生る は、 すな はち 初生の 理 の相續 する を、 たもち 得た 

るば か h- にて、 二つの To にあ" す、 この 故に その 生理 

をし ゐる者 は、 人品の 善惡を 諭す るまで もな く、 すな 

はち 毒 命 を そこな ひて、 必死すべき 所の 者なる に、 な 

ほいけ りて ある， i は、 これ 幸に して、 死 をまぬ かれた 

る 者な と、 人の 不直 を、 いたく さとし 玉 へ る詞 な， 5、 

〇按するに、ぎ木の生するも、其本性は皆直な，.^、然 

る を 作. 5 木す る 者、 さまぐ にね おた はむ る は、 即生 

理 をし， Q て、 枯る ベ き 道理なる 故に、 これによ ，5 て か 

る 、も あり、 もし かれす して あれ ども、 材木と なら ざ 

る 者 なれば、 木に て は あ- 5 ながら、 木の 用 は 全く ほろ 

びたり、 人の 性 もこれ にこと ならす、 戒む べしく、 

0 子ノ  Sii  、知 パ么 ？ 1< ^、不 么 者； 

知， 之 者 は、 只此道 ある JJ を 知る のみな， c- 、好， 之 者 は、 


は、 天下に を ほふべき、 大功 あり とい へど も、 我がな 

すべ き 職分と する 故に、 をの づ から 人に ほこらす、 少 

しも ためにす る 意な し、 其 心 を 用る 公私の 辨、 よく あ 

きらむ べき ことに こそ、 

ノ 五 ハク ハ  テシ n クダガ 

〇 子 曰、 不％, ま 鉈 伎： 

祝 は、 宗廟の 官、 蛇 は、 其 名に て、 字 を 子 魚と 云、 時に 

衞の大 夫た b  、侯 は、 口才な. y、 

-ル ユア ラ  力  ビ 

而有 朝 之 美； 

宋朝 は、 宋國の 公子、 美男な り、 

ィ カナ  レン n ト  ノ  一一 

難 乎 免， 於 今 之 世， 矣、 

へ ッラヒ 

その かみ 風俗く だ て、 人み な 諛 を このみ、 色 をよ 

ろ こび、 忠 正の 人世に 身 を いれが たし、 よりての 玉 は 

く  、祝 蛇が 口才 ありて 、又宋 朝が 美 色 ある 者に あらす 

ば、 今の 世に 居て、 人に いみに くまる  こと を、 のが 

れが たからん と、 是 世の をと ろへ を、 ふかくいた みて 

の、 なげきな. 5、 

ノ玉 ハク レカ クル コト ン  ラ n- 一  ソ  キル ト 

〇 子 曰、 誰 能 出 不. 由. 戶、 何 莫. 由，， 
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斯道， 也、 

それ 道 は、 人の 身の、 必ょ， 0 したが はやして、 かな は 

ざる 所な り、 ヌ よりが たきこと あるに あらす、 この 故 

に、 人の いで 入り、 必 戶 による こと を 借 ての 玉 は 

く、 たれ 人 か、 よく UV によらす して、 出入す る 者 あら 

ん、 然る になん ぞ此 道に よる ことなき と、 これ 道 人に 

逮 からね ども、 人み づ から そむき 去る こと を、 あやし 

みて、 これ を なげ、 るな り、 

ノ 玉 ハク シッ カツす" 11 チ ナリ 

〇 子 曰、 質 勝. 文 則 野、 

質 は、 すなほに して、 かざ- o~ なき 義 なり、 文 は、 禮 儀の 

あや ある を 云、， V れ 人の 言行、 質朴なる 所 多くして、 

禮 儀の 文に かけた る、 鄙 俗 粗 略 にし て、 野人の 風な 

り， 

ッ寸 一一  シナリ 

文 勝. 賀 則史 - 

史は、 文書 を つかさどる 者な OV  、事 を 知り、 赣 になら 

ひて、 誠實 たらざる 所 あり、 この 故に、 文 その 質に か 

ちお る を、 書史の 風と す、 

レ 】 1 
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場 氏お もへ らく、 後世の 人、 もしい つも 大路 を ゆき 

て、 徑 よりせ ざる 者 あらば、 必 事情に かな はすと いは 

ん、 公事に あら ざれば、 邑宰の 所 へ ゆか ざる 者 あ ら 

ば、 必赣舉 に をろ そかな とい はん、 孔 氏の 徒に あら 

す は、 たれ か 滅^ か 1^ 方なる をよ みん して、 これ をと 

る こと あらん や、 朱 子お もへ らく、 身 をた もつ に滅明 

を 以て 法と する 時 は、 事 をい やしく もす るの はおな 

し、 人 を 取る に 子 遊 を 以て 法と する 時 は、 へ つら ひに 

かたぶく のま どひな し、 

ノ  S ハク  ハン  ホコラ > 

〇 子 曰、 孟 之 反 不. 伐 

孟は 姓、 之 反 は 字、 其 名 を 側と 云、 魯の大 夫な， 9、 不 

i 伐と は 、わが 功に ほこ らざ るぞ、 

ヮシ $ す ニシテ シン ガリス 

奔而 殿、 

奔と は、 -,! ぐるな.. V 、殿 は、 しつ ばら ひなり、 敗軍の 時、 

あとに ひか へ て、 を ひくる 敵 を、 ふせぎと いむる を 

と 云、 軍法に をいて、 功と する ことな- 9、 魯の 哀公 十 一 

年 齊人郊 にた、 かひけ る 時に、 右師 がた まけて、 にげ 

反る、 此時之 反 殿して、 齊人を ふせぎし. 9 ぞく、 


1 


二つ  I 

1. ん. 門 ま Hli 曰献， 氣衡， 也、 馬 

さ 

レ ハナ： T- ス、 マ 

不.進 也、 

シリへ 

後た ると は、 即 軍の 後に ありて 敵 を はら ふこと なり、 

之 反 魯の國 門に 入らん とする 時に、 魯 人い でむか へ 

て、 軍功 を 我に 歸 せんとす. る を 見て、 こなたよ h- まづ 

此詞を かけて、 其 功 を を ほ へ るな， 9、 すな はち 其 乗車 

の 馬に、 鞭 を あて 、云く、 我 あ へ て 殿 せんとに はめら 

ざ. 9 しが、 馬す/' まざる によ，^ て、 せんかたな く あと 

にさが， 9 たると なり、 一 說に、 今 軍 やぶれて、 君 うれ 

へ、 臣はづ か しめらる 、時に、 我 又なん ぞ この 1 功に 

居らん やと、 忠 厚の 心よ， 9、 かくい へりと ぞ、 〇 謝 氏 

おもへ らく、 それ 人よ く 人に 上たら ま く 欲する こと 

なき 心 を、 と b ま ぼり て、 わすれざる 時 は、 人欲 日々 

にき ゑ、 天理 日々 に 明に して、 凡そ 己 を ほこ b  、人 を 

かろし むる こと、 皆い ふに たる 者な しと、 され ど 之 反 

が 功に ほこ らざ る を、 善行な とし て 、夫子 これ をと 

,9 玉 ふとい へど も、 其 實は老 氏の 道 を、 たっとびての 

ことと 見え tihv  、老 氏の 謙遜 は、 意 あ， 0 て これ を 行 

ひ、 身 やすく 久し からん、， 謀 のためにす、 聖人の 道， 


を を さめ、 人 を をさむる の 外な し、 こ れ を 君子 儒と 

云、 

カレ ナル n ト 

無 小人-精 

ス ェ 

凡そ 利の ためにし、 名の ためにし、 外にした が ひ、 末 

を つとむる は、 皆 小人の 事な や、 人 も し學 をし なが 

ら、 少しも これらの 心 あれば、 是 小人 儒な， 9、 〇 子 夏 

の 人と な 、謹嚴 細密に して、 小々 の 事に か 、は-. y、 

心 を 用る こと 委曲に して、 人情に あ ひ、 時 俗に かな は 

ん とする 弊 あ h- て、 小人の 趣 に 近き 處 あり、 この 

故に これ を 以て 戒め 玉へ る歟、 

〇 子游 爲 「，武 ま 宰； 

武城 は、 魯の邑 の 名、 宰は、 邑の 奉行な り、 子 遊 鲁に仕 

へ て、 武 城の 邑宰 となれ h -、 

ノ 玉 ハク チ タリ ャ チ 

子 曰、 女 得. 人 焉爾 乎、 

人と は、 才德 ある 者 を さす、 凡そ 政 をす るに は、 よき 

人 をえ らび 用る こと を 先と す、 よ..^ て 夫子 人 を 得た 

h- やと 問 ひ 玉 ふ、 され ど必 しも これ を あげて、 下官 と， 
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する のみに あらす、 只よ き 人と 往.^ して、 互に 事 を： i 

ひ はかる も、 亦 これ 人 を 得るな. 9、 

ク  リタ ン タイ べッ メイト 一 H 

曰、 有，， 澹 臺 滅明 者： 

澹臺は 姓、 滅明は 名、 字 は 子 羽、 武 城の 人な..^、 後に 孔 

門の 弟子と なる、 

ク n ト  ラ タダチ 二 

行 不. 由. 徑、 

徑と は、 路の ほそくして、 ちかき 者な- 5、 滅 明つ びに 

大道 を ゆきて、 徑ょ ゆかす、 此 事に よりて、 其う ご 

くこと、 必理の 正き にした が ひて、 小利 を 目に かけ、 

速 功 を 求る 意な き 事 を 知べ し、 

非， <ゲ 事， 未， j£  i€ 於 軋 之 室 一也、 

ス 

公事と は、 鄕飮 酒禮、 鄕 射禮- 又は 鄕人を あつ め て 、法 

令 を よみきかす るの 類、 凡そ 公儀に か 、h 'たる こと 

を 云 、偃 と は、 子 游みづ から 名い へるな， 9、 滅 明 公用 

にあら ざれば、 邑宰の 所へ いでい， 9 して、 こびへ つら 

ふの ことなし、 此事 によ て、 其よ く 守る 所 あ て、 

已を まげ、 人に したが ふの 私な きこと を 見つ べし、 〇 


〇 九 
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〇 八 


あれ ども、 これ を樂 ばす、 顏 子の 貧、 かくの 如く なれ 

ど.^、 これに 處る こと 泰然と して、 其 樂む所 を、 少し 

もこれ がた めにあら ためす、 此ニ句 只 顔 子の 賢-な る 

ことの、 1 端 を あげての 玉 ふ、 

賢 哉 回 也、 

苒の玉 ひて、 ふかく これ を 嘆美す、 0 周 子 かって 程 子 

をして、 仲 尼 顔 子の 樂み、 其 樂む所 何事 ぞ と 云 こ と 

を、 たづね しむ • 朱 子お もへ らく、 ー學 者よ く 博 文 約 鱧 

の をし へ をつ とめて、 其才 をつ くせる 時に、 これ を 得 

る こと あらんと、 按す るに、 今の 入 その 憂と する こと 

によ， 9 て 思 ひみ ば、 ほ  >  うか  >  ひ 知る こと も ある ベ 

きなり、 

ガ  ク  ス i> ハ r-ant  ノ  チ  ラ ^ナリ 

〇 冉求 曰、 非. 不. 說，， 子 之 道： 力 不 一 


レ足 也、 


冉求 夫子に つげて 云く、 子の 道 を よろこびした ひて、 

得 まほし く 思 はざる に は あらす、 され ども 精 力 たら 

すして、 及ばれざる とな， 9、 


玉つ 


V 


子 曰、 力 不. 足 者、 中-道 而 廢、 

中道 1  ス道 のなかば なり、 云 意 は、 力の たらざる と 云 

者 は、 進まん とすれ ども、 これにた へす、 中塗に して、 

其 事 を すっとな り、 


ナン ジ 力 ギレ：： 


今 女畫、  一 

畫 ると は、 地に すぢ ひきて、 かぎり をす る 事な， 9、 1 

云 意 は、 今なん ぢは、 力たら ざるに は あら ざれ ども、 I 

つとめてす 、 むこと をせ す、 自 ゆくさき を かぎりて、 一 

す、 まざるな り と、 〇 胡 氏 お も へ らく、 夫子 顏回 が 其， 一 

樂を 改めざる こと を稱 す、 冉求 これ を 聞り、 よ， 9 てこ. 一 

の 言 あ. 9、 然れ ども、 夫子の 道 を よろこぶ に、 誠 ある i 

スゥ クワン 秦 AJ  ノー 

こと、 口に 芻 豢の味 を、 よろこぶ が 如くならば、 必其ー 

力 をつ くして、 これ を 求めん、 なん ぞ 力たら ざる こと； 

あらん、 かぎ. 9 てす/^ ま ざれば、 日 々 にしり ぞくの 一 

み、 これ 冉 求が、 藝 にて を はれる の 故な， 9、 

〇 子 P 子 夏， 曰 女 爲，， 君-子 儒、 一 

濡は學 者の 稱な. = ^、君子の 學は、 道の ためにす、 己れ 一 


牛が 家人、 此鱧を 以て、 夫子 を たっとぶ、 夫子 これに 

あたらす して、 室に 入らす、 只 爆より 手 AJ さし 入れ、 

伯 牛が ふした る 手 をと りて、 永き わかれ をし 玉 ふな 

り、 舊說に は、 伯 牛 あしき 病 ゆ へ、 人に あ ふこと をい 

むにより て 、腸より 手 をと り 玉 ふとい 八 K 

クシ ナン 

曰、 亡 之、 

舊說 に、 此 より 以下 を、 伯 牛 かそば にて、 の 玉へ る こ 

な，. とい へど も、 うたが はし、 これ 夫子す てに しりぞ 

きて、 の 玉へ る ことなるべし、. c 之と は、 その 病勢の 

せま， 0 たる こと をの 玉 へ り • 

ナル カナ 

命矣 夫、 

天命 なれば、 せんかたな きこと と、 なげき 玉へ る詞な 

り、 語意 下の 文に ひきつい けり、 

n  ノ 一一  シテ  ル n トノ  ヒ  ノ  シチ 

斯 人也而 有， 新疾， 也、 斯 人也而 

ル づトノ  ヒ 

有，， 斯 疾， 也、 

か る 人に して、 か /< る疾の ある こと、 命なる かなと 
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なり、 盖し其 ある まじき こと ある 故に、 これ を 天命に 

キ  イタ 

歸す、 これ 伯 牛の 疾 をつ 、しま やして、 自 致せる にあ 

ら ざる こと 明けし、 S: これ をの 玉 ふ は、 ふかくい たみ 

てな り、 〇 伯 牛の 德行、 顏子閱 子に つげり、 この 故に、 

夫子 其 死 をいた く をし み 玉 ？， 

ノ  ffl ハク ナル カナ ク ワイ 

〇 子 曰、 賢 哉 回 也、 

顔 子の 德行 を、 ほめな げきての 玉 へり、 

タン ノ シ  へ ウノ イン  リ. u ゥ カウ 二 

一 -簞 食、 一 -瓢 欽、 在， 陋 巷； 

簞は、 竹に てあみた る、 器、 t は、 飯な り、 瓢は、 ひさ ご 

を 二つに わりた る 器、 飮は、 のみものな り、 陋巷 はせ 

コゥヂ 

ばき 小路な り、 顏子 陋巷に 居，.^、 ー簞 一瓢の 飮 食に 

ヲク  t ン 

て、 朝夕 を 送れり、 是 その 甚贫 なること をの 玉 ふ、 

人 不. 堪 k 憂？ 

世上の 人 は、 か 、る 貧苦の 憂に、 皆た へかぬ るぞ、 

ハ  ァ ラタ メノ タノ シミヲ 

回 也 不レ 改，， 其 樂； 

樂 みは、 愛に 對 して 云、 人 貧苦 あれば、 樂 むべき こと 

.  一 〇 七  — 
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W ハク ハ 


曰、 求 也 藝、 於. 從. 政 乎 何 有、 • 

藝と は、 才能 多き こと を 云、 〇 凡そ 人 ごとに、 其 長す 

る 所 を 取る は、 人 を 用る 大法な り 、よく かくの 如くす 

れば、 三 子の みに かぎらす、 人 皆 用 ふ ベ きな， 9、 

ム ビン シ ケ ンラノ タラ t  ノ サイ 

〇 季氏 使，， ， 関 子 騫 爲， 贅 宰： 

閱子騫 は、 孔子の 弟子、 姓 は閔、 名 は 損 字 は 子 麝、 費 

は、 季 氏が 本領の 邑、 宰は、 邑の 奉行な り、 季氏閔 子が 

賢なる を 以て、 其 邑宰 とせんと す、 

閔 子！^ 曰、 善 爲.， 我 辭 焉、 

閔子季氏：^^,無道 にして、 其 君 をな みする こと をに く 

みて、 これにつ かまく 欲せ や、 よ， りて 其 使者に 對 して 

云く、 わがた めに 此事 をば、 よき やうに 辭 退し くれよ 

と 云ぞ、 

モシ ラバ フタ * ビス ル r テ 

如 有. 復. 我 者、 

もし われ を 一 一た びめ す こと あらば なり、 

チ  レ  ス ラン ノ ホト リニ 

則 吾 必在汝 上， 矣、  . 
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汝は、 川の 名、 魯の 北齊の 南の さいめ にあ-り、 云 意 は、 

もし 1 1 たびめ す こと あらば、 わ れ必纹 のほとりに 出 

て、 つい に齊に 人らん と、 本國 をた. 5 のきて、 必 つか 

へまじきの意を示すな，^^、〇それ亂邦に居り、惡人に 

あ ふこと、 塞 人 は 害な し、 其 外の 人剐 なれば 必 わざ は 

ひ をと る、 柔 なれば 必辱 しめらる、 子 路衛輒 が 難に 死 

し、 冉求季 氏が 富に 附 益す るの 類 これな り、 然る 時 

は 、間 子の 處置、 それ 賢なる かな、 

0 伯 牛 有 ，.i、 

牛 は、 孔子の 弟子、 姓 は冉、 名 は 耕、 伯 牛 は 其 字な 

り， 此疾を 舊說に 瘤な-りと 云、 

トフ ラク チ 

子 問. 之、 

夫子 伯 牛 の もとに ゆきて 、病勢 をと ひ 玉 ふ、 

自 jg 執， 其 手； 

古人の 室、 南に 牖〕 のり、 病 者 は 北の方に ふせれ ども、 君 

もし 病 をと ひ 玉へば、 床 を 南 腐の もとにう つして、 君 

の 南面して、 病 者に のぞみ 玉 ふやう にす るぞ、 時に 伯 


れば、 これに さ へらる、 が 故に、 仁と. S はなれて、 一 一 つ 

となる、 人よ く 私欲に 克っ時 は、 天理 もつ ばらなる 故 

に、 心即 仁、 仁即 心に して、 つねに 相 はなれや、 性は即 

心の 理、 仁は即 性の 鋼 なれば な. 9、 かくの 如く な れ 

ば、 即 聖人の 仁、 渾 然として、 永く 間斷 なき 者な， 9、 顔 

子 も 三月に して 違 ふの 地位 一 段 を こ ゆれば、 即亦塞 

人な， 5、 張子の 云く、 始學の 要、 まさ に 三月 違 はざる 

と、： n 月に 至れる と、 內外賓 主の 辨を知 べしと、 蓋し 

三月 違 はざる 者 は、 我すな はち 主人に して、 常に わが 

家に あるが 如し、 時 ありて 心外に 出れ ども、 外に 安ん 

せす して、 やがて 又內 にか へる、 日月に 至れる 者 は、 

われ 賓 にして、 常に 外に あるが 如し、 時 あ. 0 て 心內に 

安ん せす して、 やがて 又 外に 出るな h.- 、され ども 賓は 

もとこれ 主人な り、 その外に ある 時 多き を 以て、 これ 

を賓と 云ば か， 9 な-.^、 人よ く 敬して 存養 する 時 は、 仁 

これ わが 安宅なる こと を さとり、 心つ ねに こ/ - に あ 一 


ケ.. 'ャ li 


カハ 


b て、 外に 出 去る の 時な し、 

〇 季康子 問、 仲 由， ^fe.fe,.^. 也 

與、 


從. 政と は 、政事に 就きて、 これ をと り 行 ふぞ、 季氏夫 

子に 問 ふて 云 意 は、 仲 由 か才、 大夫 となして、 政 をと 

らしむべき 者 かと ぞ、 


ノ 玉 ハク ハ  ク ヮナリ 

子 曰、 由 也 果、 


ダン 


スカ 


果は、 果斷な り 、事に のぞみて、 其 謀る 所 を、 よく はた 

しさ だむ る こと を 云、 

テ -I 1ー  ナン 力 ラン 

於， 從. 政 乎 何 有、 

何 有と は、 難から ぬ義 なり、 政に 從 ふに をいて、 何の 

難い ことか あらんと ぞ、 下 二 段の 句義 亦 同し、 

曰、 賜 也 lili^.d 良 也 與、 

康子又 子 貢が 才を とへ り、 

玉 ハク ハ  タツ ナリ テ ュ 二  力 

曰、 賜 也 達、 於. 從. 政 乎 何 有、 

ッゥ タツ  チ 

達と は、 事理に 通達し て、 智 のさ とき 事 を 云、 

a 求 也可ャ J^. 從 也與、 

求 は、 冉 有な，^、 


Hi  l^p. 
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一 る を 以て、 夫子 論じて、 これ を ほどき 玉へ， 9、 

9 ギ ウノ  ァ カウ シテ マタ ッ ノア， 

¥ 之 子、 辭 且 角、 

黎 牛と は、 黃黑 色の まじりた る 牛、 祭祀の 牲に は、 ひ 

た い 口 をと りて、 まだら をき らふ、 鋅 は、 ひた あかの 

色、 周に は 赤色 を尙 ひて、 牲に辞 牛 を 用 ふ、 角 あ りと 

は、 其 角 全くして かけす、 正く しても とらざる を 云、 

辞 牛に して 角 ある は、 これ その かみの 曦牲の えらび 

に、 相 かな ひたる 牛な. 5、 

フ トモ スト ナカラ マク や n ト  レ ス ァメャ 

雖. 欲. 勿. 用、 屮 川其舍 諸、 

用と は、 祭りに 牲を ころして、 そな ふること を 云、 山 

川 は、 山川の 砷な 云 意 は、 犛 牛のう みたる、 こうじな 

りと も、 祭祀の 牲 にあたら ば、 すな はち これ を 用 ふ ベ 

し、 人の 心に きら ひて、 用る ことな からん とお も ふと 

一 も、 神 は 必其祭 をう けて、 すて 玉 はじと な b 、これ を 

一 以て、 人の 親の 惡、 其 子の 善 をす つる こと あた はす、 

仲 弓が 如きの 賢 は、 をの づ から 世に 用 ひらる ベ きに、 

たと へての 玉へ るな り、 〇 范 氏の 云く、 瞽聛を 父と し 

て舜ぁ b  、絲を 父と して 禹 あり、 古の 聖賢、 世 類に 係 
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ら ざる こと 尙し、 子よ く 父の 過 を 改め、 惡を變 して 善 

とせば、 則 孝と 謂 ふべ し、 

0 子ノ 曰、 HI sd^  三-月 不 仁、 

三月 は、 四時の 一 時な-.^、 只 これ 其 間の 久き こ と を 

云、 三月の 字に なづ むべ からす、 仁 は、 人心の 全德な 

、不 Jp^k 仁と は、 龙ブ心 仁と 一 體 にな， 9 て、 相 はなれ ざ 

るな.. >  、心た が はすと 云 時 は、 内外 動靜、 みなた が は 

すと 知る ベ し、 蓋し 顔 子の 德純粹 にして、 聖人に ちか 

し、 よりて 其 心つ ねに 仁に たが はす、 三月 ほどの 間に 

は、 1 たびつ ま づきて、 わ づ かにた がふ こと あれ ど 

も、 即時に 仁に か へ h- て、 又相たがはざるな^^、 三月 

カウ  ^ 

つ  >  きて 後 は、 1 向に たが ふと 云に あらす 

あ 餘、 則 日月 至焉而 已矣、 

せ. J の 除と は、 顏 子の 外の 諸 弟子 AJ さす、 3 月に 至る と 

キヤウ ガイ 

は、 或は 日に 一 度 或は 月に 一 度、 仁の 境界に 至れ ど 

も、 其 至る 時 さ： U まらす、 又 至れ ども 即去. りて、 久く 

居る こと あた はざる な hs、〇 それ 仁 は、 人心 自然の 德 

にして、 もと； 、じと 一 體 なり、 され ども 心に 私欲 生や 


赤が 家 富て、 不足な きに、 これ を つぐこと、 理 にあら 

すと， ぶり、 

ゲ ン シ  タリ ガ サイ 

原 思 爲.， 之 宰： 

原 思 は、 孔子の 弟子、 姓 は 原、 名 は憲、 字 は 子 思、 夫子 

は魯 の司寇 に..^ し 時、 原憲 その 宰臣 た-り、 

タフ  二  キゥ ハク テ 

與， 之 粟 九-百； 

九 百 は、 宰臣の 俸祿な-.^、 その 量 かす 分明なら す、 

ジ ス  • 

原憲が 人となり、 淸廉 なる 故に、 此 祿を辭 したり、 さ 

れ ども 只 その 多き を辭 して、 全く 辭す るに は あら ざ 

る ベ し、 

ノ 玉 ハク ナ カレ 

子 曰、 毋、 

宰臣 の常祿 なれば、 辭 する ことな かれと なり、 

テア タへ 3 ヂノ リン リ キヤウ タウ 二 

以與， 爾鄰- 里 鄕黨， 乎、 

五家 をなら ベ て鄰ト 云、 五鄰を 里と して、 二十 里 を黨 
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とし、 萬 二 千 五 家を鄕 とす、 すべ て其國 里と 云義な 一 

.9、 云 意 は、 なん ぢの祿 あまり あらば、 これ を 以て、 其 一 

國 M の贫窮 をめ ぐむべし と、 隣鄕は 互に 相す く ふ 道 

あれば な. y、〇 此 章の 雨 段、 一時の 事に あら ざれ ど 

も、 記者 あはせ しるして、 辭受収 予の義 を 明せ 、朱 

子 を もへ らく、 取： 人義を 以て 事 を 制する こと、 謹嚴な 

,0 とい へど も、 宽」 格廉 返の 意、 亦從容 として 其 間に 行 

はる、 この 故に、 富る をつ ぐべ からすと い へど も、 冉 

有が こふ 所 を ふせが や、 益 を こふ 時 は、 又 あた へさせ 

玉 ふ 、原憲 が 律祿、 辭 すべから すと いへ ども、 義を以 

てこれ を 責め 玉 はす、 され ども 其餘， 5 を、 たく は へ を 

けとの 玉 はすして、 人 を めぐむの 道 を つげ 玉 ふ、 此事 

學者 にあ， 9 て、 いまだ 時 中の 義に、 く はしから や は、 

むしろ あた ふると も、 をし むこと なかるべし、 むし，？ 

廉な. 9 とも- 贫る ことな かるべ し、 然 らば 凄 人の 意 

を、 失 はざる にち か らん、 

イツ テ  チ 王 ハク 

〇 子 謂，， 仲 弓， 曰、 

0 と は、 評し ての 玉へ るな り 、蓋し 仲 弓 の 父賤く て 行 

あしか. 0 ける 故に、 時の 人、 これ を 仲 弓の 不足と しけ. 

一 〇 三 
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o 子 if 11 於 i^; 

子 華 は 、 公 西 赤が 字な， 9  、 ある 時 夫子 のために、 齊へ 

使に ゆけ， 9、 

ゼン  メニ  ノハ、 ノ  n フヅク ヲ 

冉子 爲，， 其 母， 脾粟、 

粟 は、 米な， 9、 冉求 赤が 家に ある 母 を、 めぐまん ため 

に 夫子に 米 を こ ひた- 9、 

ノ  ffi ハク ァタへ 3  二 フ 

子 曰、 與，， 之 釜； 

签は、 ます かやの 名、 六 斗 四 升な り、 今 此方 の 八 升に 

たらす、 これほど あたへ よとの 玉 ふ、 

n フ ヱキ チ 

請. 益、 

スク 

冉求 夫子の はから ひ を、 少なし と 思 ひて、 これ を 益ん 

とこ ふ、 

玉 ハクへ 3  -ー  ュ 

曰、 與， 之 庚： 

度 は、 十六 斗、 亦 今の 二 斗に たらす、 一 說に、 虔をニ 斗 

四 升と 云、 然 れば签 と共にしても、 八 斗 八 升 なれば、 


.   1〇 二   

aia;;^  ,.li-u-_  I ■ —I. 

今の 一斗に 少し あまれ- 9、 

冉 子 ま  1クー 粟 五秉： 

五秉 は、 八十 斛 なり、 今の 十^に 少したら や、 冉求 §{ 

にても なを 少しと 思 ひけれ ど、 か さねて 益 を こ ひか 

たきに よ， 9 て、 わが 米 を 五秉. V- くれ， 0-、 

ノ 五 ハク ガ  ュ. H シ寸 二  リ コェ タル 二  リ キ 

子 曰、 赤 之 適. 齊 也、 乘，， 肥 馬； 衣，， 輕 

力 ハコ 口 モテ 

裘、 

此ょ b 下 は、 冉求か 米 多く あたへ たる こと を、 そしれ 

る詞 なり、 こえた る 馬に、 車 かけての， 9、 輕 くして 貴 

き裘 をき たる は、 皆 その 富た る こと をの 玉 <  K 

吾 聞. 之 也、 

これ その 學び 知る 所 AJ ひく 詞 な，.^、 

ハ タシナ キフ ナルヲ t ゾガ トメ ルヲ 

君-子 周 . 急 チ繼. 富、 

急と は、 貧に して、 つまりた る MJ を 云、 急 は、 不足、 富 

ィ ゥ 3  チギナ 

は、 有餘 なり、 君子の 心 を ほやけ なる 故に、 不足 を 補 

ひ、 有餘 をつ がざる こと、 親疎に か /- はら や、 云 意 は、 


仲 弓 夫子の 可の 字の 義を、 了せ ざれ ども、 其簡を 論す 

る 所、 本意に かな へ る を 以て、 其 言 を然， ON と ゆるせる 

な-. 9、 

ト ハク  タレ テ カス ムト  チ 

〇 哀 公 問、 弟 子 孰 爲. 好. 學、 

哀公 夫子に とへ り、 弟子の 中に、 孰 をか學 好む 者と す 

る ぞと、 


孔子 對曰、 有， 顏回 者， 好. 學、 . 一 

これ 顔 子の 死後に、 其 名 を 以て 對玉 ふ、  一 

ゥッサ イカリ チ  フタ、 ビセ マヤ マチ テ  ひ 

不. 遷. 怒、 不 .貳 .過、  一 

^ シレ ；シ  一 

これ 顔子學 この ひ 所の 見つ べき 驗な り、 それ 顔 子 は、 一 

シ シッ メイエ ィ カウ ケ ン  セ イミ ツキ ンビ ン  一 

資《 明審 剛健に して、 工夫 精密 謹敏 なり、 こ 、 を以： 

ァ タノ  i 

て、 或は 人に 對し、 事に 當 りて、 其 怒る べき こと を 怒 一 

る こと. S めり と い へど も、 せパ 怒り 也に *フ つ る こと： し、 _ 

n クキ  キ  一 

これ 克己の 工夫 きびしく して、 心機つ ね にと 5- こ ほ 一 

ら ざる 故な り、 ゎづ か に 過つ こと あれば、 必 これ を 知 一 

る、 知れば 必 すみやかに 改めて、 ながく 又 を かす こと 一 

なし、 これ 克己の 工夫つ よ く } -て、 一 たび かつ 時 は、 


其 根すな はちぬ けたえ て、 二 たびき ざす ことなき 故 

なり、 學好 むに、 篤き 驗、 これにす ぎた る はなし、 より 

てこれ を あげての 玉へ， 9、 

フ  カウ タン メイ ニシァ シン. ヌ 

不幸 短-命 死 矣、 

不幸 は、 さい は ひ あらぬな， 9、 まさに 得 ベ くして、 失 

ふこと を 云、 短命 は、 いのちみ じかき ぞ、 人 毒の 長短 

は、 生る/ V 初に 受る 所の、 天命に ある を 以て、 人の い 

のち を 命と 云、 顔 子 三十 二に して 卒せり、 これ 其 短命 

にして、 不幸なる 所な り、 

ハチ ナシ 

今 也 則 亡、 

今 は 弟子の 中に 學 好む 者 なしと、 曾 子 後に 夫子の 道 

統を つぐと い へど も、 此時 なを わか /- りし 故に、 か. く 

の 玉へ り、  . 


タカ. *  ヲヲ 

未. 聞. 好. 學者， 也、 


セ ケン 


世間 に も亦學 好む 者 ある ， 》 と を、 い まだき かすと、 皆 

これ 顏 子の 死ケ. -を しみ 玉 ふ 意 ふかくして、 の 玉へ る 

n ン、  . 

。ノ  ，5 し 


J と 
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したが ひて 北に そむき、 南に むかう 故 に、 人君の 位 

を 南面と 云、 仲 弓 資質 ゆたかに して、 おもく しく、 

ことす くなる によ， o- て、 入 君の 位に、 をら しむ ベ き 者 

と、 ほめ 玉 ふな， 9、  . 


仲 弓 問，， 子 桑 伯 子 


チ 

、 


サゥ 


子 桑 伯 子 は、 魯 人な，. >  、胡 氏の 云く、 莊 子が いへ る 桑 

n  ナ ガレ 

戸と 云 者なる ベ しと、 蓋老 氏の 流な、 り、 仲 弓 夫子の 已 

ィ カン 

に 南面 を ゆるせる こと， 易 簡の听 にあ、 りと 知る、 時に 

ァグ 

子 桑 伯 子と 云 者 も、 簡 なる 者た る を 以て、 これ を擧て 

其 意 をと ひう か 5- ふ、 

ノ  W ハク カナリ  カンナ リ 

子 曰、 可 也 簡、 

可と は、 ゎづ かによ くして いまだつ くさ る 所 ある 

詞な， 5、 簡は、 ことむ つかしく なき 義 なり、 伯 子 を 可 

な， 0 とする 所、 簡易なる 故に、 此 一 字 AJ そへ て 答 玉 

ふ、 

ノ ク 牟ァ  二  ナプテ カンテ テ ノ ヅムハ ノ  -I 

仲 弓 曰、 居. 敬 而 行. 簡、 以 臨，， 其 民； 

ャ  ナ 5 

不，， 亦 可， 乎、 
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仲 弓 夫子の 可な りとの 玉 ふ を、 ゎづ かによ しと ある 義 

と はしらす、 伯子簡 なりと い へど も、 其簡 わが 意に か 

な はざる を 以て、 此ぅ たが ひ を あげて とへ b、 云 意 

は、 わが 身まづ 敬に 居る 時 は、 內 に生宰 ありて、 自を 

さむる こと 嚴な り、 而 して 外に は 易 簡を行 ひて、 其 民 

に のぞまば、 政む つかしから すして を さまり、 民う ご 

きみ だるる のうれ へな からん、 かくの 如くなる は、 こ 

れ 可なる にあら す やと、 これ 仲 弓 ひそかに わが 簡を 

以てと へ り、 

テ  二  フハ  チ. シャ  チ  ナル n ト 

居. 簡而行 jr 無，， 乃大 -簡， 乎、 

大簡 は、 はなはだ 簡 にして、 簡に すぎた るな-. y  、云 意 

は、 もし まづ自 i^l する に簡を 以てすれば、 其 內 主宰な. 

し、^ して 外 又 簡を行 ふ 時 は、 己 を を さめ、 人 を を さ 

むる こと、 皆 法度な し、 政す たれて、 民 もて あそぶ、 す 

な はち これ 大簡 にて はなき か， とぞ、 こ れ伯 子が 簡に 

あて 、 いへ り、 家 語に、 伯 子 夫子 あ ふ 時に、 衣冠せ す 

して 居け る を 見て、 人道 を 牛馬に 同く すと、 そしり 玉 

ふこと あり、 かれが 大簡、 この類な り、 

ノ玉 ハク ガ  n ト シ カリ 

子 曰、 雍 之 言 然、  . , 


ノ  H." ハク ヤン ナン ャ 

〇 子 曰、 已矣 乎、 

此 下に 云 所の 人 を、 ついに 見す してやまん かと、 まづ 

嘆き を を こしての 玉 へ り、 

レ  タ i  ク  テ  ノ アヤ マチ テ  一一  ラセ ムル チ 

吾 未. 見 見，， 其 過， 而內自 訟 者. 

ズ 

也、 

其 過 を 見る と は、 自ゎ が 過 を 知る こと な-. ^  、自訟 と 

は、 口に はい はすして、 心み づ からせめ とがむ る こと 

を 云、 凡そ 人 過 あれ ども、 自 これ を 知る 者 すくなし、 

過 ある こと を 知れ ども、 內に自 せむ る者尤 すくなし、 

もしよ く 內に自 せむ る 時 は、 悔 ひさと る こ と 深切に 

して、 これ を改る こと 必せ hv  、夫子 かやう の 者 を、 つ 

いに 見す してやまん かとの 玉 ふ は、 學者を さとし 玉 

ふ 意 ふかし、 一 說に、 自訟る を、 自 うった ふとよ む、 人 

と對 決する 如くに、 自 その 過 をせ めて、 少しも ゆるさ 

す、 き はめつく して 必た  > す 5 を 云と、 此義學 者の ェ 

夫に、尤剴姻な，.^、 . 

〇 子 曰、 十 d 之 邑、 必 有，， 忠-信 如 

0.  0 雍也第 六 


レ丘？ 

十 室の 邑と は、 家 十 軒ば かり ある、 ちいさき 邑の こと 

なり、 云 意 は、 小： 巴の 人 多から ぬ 中に も、 必 忠信の 生 

れっき、 われ ほどの 者 は、 ある ベ しとな. <y、 

ジ シカ ガ  コノ ムニ 

不， 如， 丘 之 好， 學 也、 

忠信の 人 あ- とい ふと も、 わが 學を 好んで • いと. は ざ 

るに は、 しくま じと なり、 蓋し 資質の 美な る 者 は、 な 

を 得 やすし、 學を 好て、 道 を 聞く こと は、 いと かたし、 

資質よ き 人 學ぶ時 は 、蕓人 にも 至る べし、 學 びざる 時 

は、 鄕人 たる こと を 免れす、 よりて 夫子 これ を 以て、 

人に 學 つとむべ きこと を、 す、 め 玉 へるな hN、 

雍也第 六 

此篇第 十四 章 以前 は、 大意 前篇に 同じく、 人 を 評 

.  P ン 

論す る ことな. ON、 

^  & 3、 雍 也 可 南 }i、 

南面と は、 人君 政 をき て、 下 を 治る 所、 天地 陰陽に 

九九 
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き 者な り、 輕裘 は、 かろき か はごろも、 衣服 はかろ き 

を 以て 食し とす、 云 意 は、 われ 車馬 輕裘 あらば、 朋友 

と 其に、 これ を 用 ひて、 そこな ひやぶ h,^ はたす とも、 

心に うらむ ことな からん と、 是 その 志 高く、 義に いさ 

みて、 よ，、 人我の 私 を、 かちの ぞく 者な り、 

クク ハク ホ コル n ト 一一 ケン オボ イニス ル r ラウチ 

顔 淵 曰、 願 無. 伐 1. 施. 勞、 

善と は、 わがよ くす る 所 を 云、 勞と は、 わがな せる 功 

なり、 これ を を ほいに すと は、 わが 功 を、 われと 大ぃ 

にもて なす MJ を 云、 一 說に、 施 Jf? とよむ、 勞は、 勞役 

なり、 勞は 己に ほどこして、 欲せざる こと 故に、 亦 人 

. にも ほどこす HU  、なからん となり、 蓋し 顏 子の 德純 

なる によりて、 その 人我 を を ほやけ にす る 意 を も、 共 

にあと なく わすれん とするな り、 子路 はじめに 人と 

其に する To を 以て、 其 志 をい ひける によりて、 顏子も 

亦 かくの 如くに いへ り、 

ノ  クク ハナン  ノ  チ 

子 路 曰、 願 聞，， 子 之 志： 

子路顏 子の 志す 所、 われより 大 いなる をき て、 思 は 

i す 心 ひや、 かにな りければ、 夫子の 志す 所 は、 いよい 
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よたち あが-^ たる ことならん， と、 思 へ るに よりて、 こ 

れをこ ひと へ り， 

ノ 玉 ハク ラウ シヤハ ンジ ハ き ジ -J^*  , ハ 

子 曰、 考者 安. 之 朋-友 信. 之 少-者 

ナツ ケン チ 

懷. 之、 

これ 亦 人と 共、！ 4 する ことにつ いての 玉 へり、 凡 そ 天 

下の 人、 老少 同輩の 三つに はなれす、 安， 之 信^ 懷， 之 

と は、 各 其 人に をの やから かくの 如くなる ベ き 道理、 

ノ  チウ  ノ 

あるに より、 此理を 以て、 これに 應 じて、 みな 其 所 を 

サ ゥクヮ  ， き ► 

得せし む、 是 天地の 造化 萬 物に あまねく し て 心な き 

に 同じ、 一 說に、 安 k 之 信， 之 懐. 之と よむ、 これ 三 つの 

之の 字 を、 夫子み づ から 其 身 を さしての 玉へ る詞 と 

す、 義亦相 通す、 〇 程 子の 云く、 夫子 は 仁 を 安ん す、， 

淵 は 仁に たが はや、 子 路は仁 を 求む と、 蓋し 此章 三等 

の 志、 大小 ありと い へ ども、 皆 仁の ことなり、 子路の 

仁 を 求る は、 これな を 仁と 我と 二つな， 9、 顔 子の 仁に 

たが はざる は、 これ 我が身 仁に 居て、 つねに 相 はなれ 

す、 夫子の 仁 を 安ん する は、 心すな はち 仁、 仁すな は 

ち 心、 安んじて これ を 行 ひ、 §  くと し 仁に あらや-と 

云 ことなし、 


事、 みな 直な りと いふと も、 只此 一 事の 不直 あれば、 

これ を 直と は、 名づ けられぬ なり、 よりて かくの 如く 

評しで、 人に 細 行 をつ 、しむべき こと を 示せ， 9、 

ノ 玉 ハク- 3 クシ n トテ ョ クシ ィ n テ タス n ト キヨ ウテ 

〇 子 曰、 巧 Jn 令. 色 足 . 恭、 

巧言令色の 義、 前篇に 見えたり、 足恭 と は、 恭を たす 

なり、 人 を 恭敬す る ほどよき 所 をば、 我い まだ 足らす 

として、 これにく は へ て、 すぐす こと を 云、 

. サキゥ メイ (ヅ テモ ヅチ 

左 丘 明 恥. 之、 丘 亦 恥. 之、 

左 丘 明 はいに しへ 世に きこえた る 人な り、 夫子 わが 

心に 恥る こと を、 古人に 比しての 玉 ふ は、 謙 返の 意な 

り、 竊に 老彭に 比すと 云が 如し、 

カク シナ ゥラミ テ トモ ナフ コト ノ 一一 

匿. 怨 而 友，， 其 人； 

我 その 人に、 うらみ あれ ども、 をし かくして、 これと 

したしみ、 まじ はる こと を 云、 

左 丘 明 恥\.^^、丘モ 亦 恥 >1、 

句義 上に 同じ、 此 二つの こと、 皆 その 人に 求る 所 ある 
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故に、 外に いつはり、 よろこび をと りて、 わが 思 ふ 所 

ティ  ，セン ュ タウ 

に、 をと しゐ る、 その 心底 を 論 やれば * 穿薪盜 をす る 

よりもな ほ はづ かしき ことなる 故に、 これ を 以て 學 

者 をい ましめ、 つねに 省察して、 其 心 を 立る こと、 直 

からし めんと なり、 〇 凡そ 論語 を 記しつ いづる i  、大 

抵其 類に したが ふ、 蓋し 上 章の 微 生が 如くなる 心 あ 

ら ためす して、 久しければ、 かやう の 甚はぢ つ べき 不 

直の 事 も、 出來る 故な， 9、 

0 顔 淵 1^ 路侍" 

季路 は、 子路 なり、 兄弟の ついで、 季 なる：^ に、 亦季路 

と 云、 二子 ある 時、 夫子の かたはらに 侍立せ り、 

ノ 玉 ハク ナン ゾ  ハ ヂノ シチ 

子 曰 、去 4, 各 言， 爾 志： 

ザル 

なん ぞは  >  かりなく、 各 その 志す 所 をい はざる と、 す 

、め 玉 ふな， 9、 

ノ ク 子ガ ハク ハ  キル n ト ケィ キ ウテ ト 

子路 曰、 扉 車-馬 衣，， 輕裘； 與，， 朋- 

トモ-一 シ ャブッ トモ ヲ  ケン ウラム n ト 

友， 共、 敝. 之而 無. 憾、 

タイ  ケンジ  キ 

願く はとは、 師に對 して 云謙詞 なり、 車馬 は 器用の 重 

.  ..  九 七 
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正し、 これにった へま ほしく 思 ひて、 かくの 玉 へり、 

〇 狂者 は志氣 高遠に して 道 にす、 むべ けれども、 中 

をす ぎ 正 をう しな へ る 故に， 異端に ながれや すし、 よ 

..^て夫子之を裁せまく 欲す、 狂に 次げる は、 なれ 

ども、 者 は 只 一 分の 志 を 守りて、 自是 なりと する 故 

に、 開きて 勸 めがおし、 よ て 只 狂者 を とれるな， 9、 

ノ 五 ハク ハク ィ シュク セィ  ォモハ キゥ ァ クチ ゥラミ 

〇 子 曰、 伯 夷叔齊 不. 念，， 舊-惡 ；怨 

n  、チ モッテ ス クナシ 

是用 希、 

伯 夷叔齊 は、 孤 竹の 國のニ 公子な 、其み さほ 甚 いさ 

ぎよし、 惡 人の 朝に つ か へ す、 惡人 ともの いはす、 鄕 

人と 立なら びて、 其 冠の ゆがめる を 見る にも 、わが 身 

をけ がさんと する 如くに て、 望 望 然として のがれ 去 

る、 この； K に その 度量せば くして、 うけいる 、所な し 

と、 いひった ふれ ど、 さに あらす、 蓋し 其 志操の いさ 

ぎょき こと、 かくの 如くな .9 とい へど も 、胸中 もつ ば 

ら 道理の みに て、 一 點の 私意な きに よりて、 その 惡を 

にくむ こと 甚 しと は いへ ども、 人 これ を あらた むれ 

ば、 舊の惡 を わすれて、 少しも 念に かけす、 こ、 を以 
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ウラ 

て、 其に くまる 、人 これ を怨 むこと すくなし、 すくな 

しと は、 ふか、 らぬ なり、 聖人に あらす は、 たれ か 二 

子の 心 を 知る こと、 かくの 如くな らん、 

ノ 五 ハク タレ 力 フ t セィ 力 ウテ チ m クナり 

〇 子 曰、 孰 謂微生 高 直、 

微生は 姓、 高 は 名、 魯人 なり、 直 は、 すぐな， 9、 高 その 

かみ 直な りと 云 名 あり、 され ども 直なら ざる 所なる 

故に、 たれ か 直な，. y と云ぞ とそし りて、 其 事 を 下に あ 

ぐ、 

ァ ん人コ フス チ  フチ  ノト 十 リニ  ァ タフ  I 一 

或 乞. 醯 焉、 乞，， 諸 其 鄰， 而 與. 之 

ある 人 来りて 酷 を こ ひける に、 をり ふし なかり しか 

ば、 其鄰 にこ ひう けて、 これに あた へ けり、 それ 直と 

は、 是を是 とし、 非 を 非と し、 有る を 有りと し、 無き を 

無しと する を 云、 高が 此事、 ゎづ かなる、 か， 9 そめ ご 

と、 い へど も、 わが 乞 ふ 所の 人、 その 乞よ し を しら 

す、 わが あお ふる 所の 人、 その あた ふる よしを しら 

す、 これ 其 意 を まげて、 直なら ぬ 所、 甚大い なり、 凡そ 

1 言 を 以て、 人に 名づ くる こと、 其 人全體 ことぐ く 

名に をいて、 少しもた かふ 所な き 故 なり、 高が 他の 


玉 ハク 子 


〇 子 曰、 武 子、 

衞の大 夫、 名 は俞、 

ク 二  ^1ォハ  ァリ  キすハ  ナ リノ ハ 

邦 有. 道 則 知、 邦 無. 道 則 愚、 其 知 

可， 及 也、 其 愚 チ可 k 也、 

上ニ句は案な，.=^、下l 一句 は斷 なり、 これ 武子 その 國艱 

難 ある 時に、 愚なる が 如く、 よく 其忠 をいた せる こと 

を、 ほめん として、 其智の 及ぶ ベ きこと を、 ならべ あ 

げて、 其 愚の 及ぶ ベ からざる こと を あら は せ h^、 有 

, 道 無， 道 は 、 只 治亂を 以て 云、 f 其國 無事にして 職 

務に智 を はたらかす 時、 さして 見つ ベ きわ ざ もな け 

れば、 其 智 はたれ も 及ぶ ベ き 所な hs、 君 國を失 ひ、 流 

浪 せられし 時、 智 巧の 士は、 みな 其 難 をの がれて せ ざ 

る ことに、 武子 よぐ これにた へ て、 其 間に たち ま は 

h ヽカ をき はめ、 謀 をつ くして、 しかも 其 君 をす く 

ひ、 其 身 をた もて， '、是 その 愚の 及ぶ ベ からざる 所な 


イマ シテ チン 玉 ハク 力 ヘン ナン 力 ヘン ナン 

子 在. 陳 曰、 歸 與 歸 1 


夫子 四方 を へ めぐ b 玉 へど も、 これ を 用る 君な ぐし 

て、 其 道 を こな はれす、 よ， 0 て 凍よ， 0 魯 にか へらん と 

ノナグ 

して、 此嘆 きをの 玉 へり、 

ヮガ タ ウノ  ノ キヤウ カンナ ル t トシ テ セ ルガ チ 

吾 黨 之 小 子 狂- 簡、 斐 然 成. 章、 不 

ラ  チ  テ サ イセ ン ヲ 

レ知 .所， 以 裁. 之、 

是か へ らんこと を 思 へ るの 故な り、 吾黨は 、わが 魯の 

鄕黨、 小 子 は、 門人 を さす、 狂簡と は、 狂 は その 志願 高 

きにすぎ たるの 稱、 簡は をろ そかな，. y  、其 志す 所大ぃ 

なる によりて、 事に 簡略なる を 云、 斐然 は、 あやなせ 

る貌、 章 は、 即 あやな，^、 その 狂簡の 器量 を 成就して、 

文 段 條理の 見つ べき を、 斐 然として、 成 J 早と 云、 裁 は 

たつな b、 不， 知， 所 一一 以 裁,， 之と は、 みづ から 其 大過の 所 

を、 たち ふづ くりて、 これ を 正しくす るすべ を、 知ら 

やして 居る とな， o、 蓋し 夫子 道 を 世に 行 ひて、 時 をす 

く はんとし 玉 へど も、 其 志の， V ぐ まじき を、 見 玉 ふ 故 

に魯 にかへ- 9、 門人 を えらびて、 此道を 後世に つた へ 

ん とす、 これにと りて は、 中道の 士に、 しく ことなけ 

れ ども、 これ も 得が たきに よ. 9 て、 次に は 狂 簡の士 の 

知 il 才量、 まに た.^ て、 此道を 任す るに たれる を、 裁 
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る さす、 蓋し 子 張の 云く 仁矣 乎と は、 全 體の仁 を 以て 

云、 夫子の 未" 知焉 得. 仁と は 其 一 事の 仁 をし もな を 

ゆるし 玉 はざる な，. y、〇 朱 子 を も へ. らく、 われ か つ て 

是を師 にきけ り、 云く、 理に當 りて 私心な き は、 則 仁 

な. りと、 今是を 以て 一 一子が 事 Ad 見れば、 其 制 行の 高き 

こと、 及ぶ ベから ざるが 如くな-^ とい へど も、 いまだ 

その 必理 にあたり て、 眞に 私心な き 所 を 見得す、 子 張 

いまだ 仁の 體段を しらすして、 苟 くも 難き ことす る 

を、 よろこべ る 故に、 ついに 其 小 きなる 者 を 以て、 其 

大 いなる 者 を 11115 す、 夫子の 許し 玉 はざる こと、 宜 なる 

サラ 

かな、 此書 をよ む 者、 こ、 に をいて、 更に 上 章の 不知 一 

其 仁； 後篇の 仁 則 吾不. 知の 語と、 並に 三 仁 夷 齊の事 を 

以て、 これ を 合せ 見ば、 則 かれこれ 相き はめて、 仁の 

義 たる こと 知ぬ ベ し、 又 他 省を以 て考れ ば、 二子が し 

わざ、 理 にあたら ざる こと 多し、 然れば 其 人の いまだ 

仁なら ざる こと、 明に 見つ べし、 

5 タビ ォ モフテ シナ 二  フ 

〇 季文子 三思 而後 行、 

シ  カウ ボ 

季文子 は、 魯の 大夫季 孫、 氏名 は 行 父、 文 子 凡そ 一 事 

を 行 はんと すれば 三た び 思慮 をね hN て、 さ て 後に こ 


れを 行へ. 5、 

イナ  チ (ク フタ、 ビシテ コレ ナリ 

子 聞. 之 曰、 再 斯 可矣、 


文 子 は 夫子よ h- 先代の 人 なれば、 聞と は つたへ き A 

てな. 9、 云 意 は、 思盧 再に 至れば、 すでにつ まびら か； 

なる 故に、 これにて よしと な b  、蓋し はじめ 其 事の 是ー 

非 を、 つら/ ゝ 思案して、 其 是を思 ひ 得る 時 は、 これ 一 

1 思な- 5、 され どもい まだつ くさ  >  る 所 あ. 9 やと、 か 一 

さねて これ を 思案して、 はじめに か はる ことなき 時 一 

は、 これ 再思に して、 其是 いよくき はまれ. 9、 然る 一 

を 又く  か へして、 思案す る こと、 三た びに 及ぶ 時 一 

は、 私意 を こりて、 或は 利害の たくらべ にな がれ、 或 一 

は氣 習の 偏に ひかる、 故に、 か へ.^ て 惑 を 生す るな 一 

り、 こ、 を 以て 夫子 これ を そしれ b、c) 文 子 事 を 慮 一 

る こと 詳悉 なれば、 つねに あやまちな かるべき 者な 一 

れど、 今 その 跡 を考れ ば、 利害の ために、 義を 失へ る： 

所 あ- 9、 これ その 私意 を こ b て、 反て まど へ るの 驗なー 

hN、 こ /- を 以て 學者、 理 をき はむ る こ と は、 細 思 熟 ； 

玩 にあ. 0 とい へど も、 事 を 行 ふに のぞみて は、 敢決果 一 

斷 して、 はたし さ だむ る こと をた つと ぶな り、 


人欲の 私な きこと を、 知ら ざれば な，？、 

サイ  コ ロス セ イノ キ is 

崔 子 弑， 齊 君； 

チ 3  ノ  サゥ  ク ワウ 

崔子 は、 齊の 大夫崔 氏、 名 は杼、 齊君 は、 莊公、 名 は 光、 

崔抒亂ををこして、莊公を弑せ，.^、 

^文 子 有 I 氣 十 乘； i 而 違. 之、 

ス ゥブ  t ヅ 

陳文子 も齊の 大夫陳 氏、 名は須 無、 Sil 十乘 は、 四十 匹、 

車 十兩を かくる 所な. 9、 古 は 馬 乘の數 を 以て、 國 家の 

H  タウ 

富 を稱せ hs  、文 子 その 力、 崔杼 が亂を 討す る こと あた 

ふま じき を 知る 故に、 十 乘の富 をす て 、國を 去 し 

テモ  タ  ハウ-一 ^チ  ク  ヲ ワカ  サイ  シガ 

至，， 於 他 邦； 則 曰 猶，， 吾 大夫霍 子， 

シ トー M フ， 

サル ヲ 

也、 違レ 之、 

本國を 去 て 、他國 に 至. 9 て も、 其國 亦亂れ て、 君臣の 

分た V さる 故に、 こ  もな を 吾國の 大夫崔 子が 如く 

な hs と 云て、 又の がれ 去る、 

ユイ ナモ  二   チ  クチ  力  ガ 

さ 一 -邦： 則 叉 曰 猶，， 吾 大-夫 崔 子， 

シト 云 フテ 

輪 0 公冶 長 第 玉 . 


也 i、 

始 ゆく 所の 他 邦 を 去て 又 別に ー國に ゆきても、 なを 

亂逆 はじめの 如くなる 故に、 又 これ を 去る、 

何 如、 

句義 上に 同じ、 

ノ 玉 ハク ィサギ ヨシ 

子 曰、 淸 矣、 

其 身 を いさぎよくして、 亂 をのが るれば なり、 

曰、 仁 矣 乎、 

句義 上に 同じ、 

玉 ハク タ  ラ クン 力 ン コトヲ ヲ 

曰、 未. 知 焉 得. 仁、 

ス 

句義 亦 上に じ、 蓋し 文 子が する 所、 いさぎよし ひい 

へど も、 その 心 果して 義理の 當然を 見さ だめて、 脫然 

として 少しも か つら ふこと なき 歟、 そも^^ 

害の ために やむ こと を 得すして、 のがれ 去-. y  、心に を 

いて、 なほ 悔ひ怨 むこと を、 免 れ ざる 所 あるか、 これ 

いまだ 知られざる 故に、 只 其淸を ゆるして、 其 仁 を ゆ 
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時の 人文 仲を智 あ. 9 と 云に よ て、 これ を， 以て そし 

れ. 5、 蓋し 人倫の 義を つとむる、 と を、 先と せ やして * 

鬼神の 幽遠なる にこび へ つら ひ、 しかも 其 分に こえ 

たる こと は、 禱. 9 て も 其 藤 なき を 知らす して、 これ 

を を かせる ふと、 不智 なる にあら す や、 

フテ ク レイ イン  i タビ ッ 力へ 

〇 子 張 問 曰、 令 尹 子 文 三仕爲 


タレ 


令 尹， 無 喜 色、 


令 尹と は、 楚國の 上 卿と して、 政 を と る官の 名な. 9、 

子 文 姓 は鬪、 名 は 穀於蔻 、子 文 は 其 字な り、 子 文 楚に 

仕へ て、 三た び 令 尹に あげられ しか ど、 い まだ かって 

喜べる 色 を 見す、 


，ビ ヤメ ラル， 


モ 


已 乏 無，， 慍 色； 

三た び 令 尹の 官を やめられし 時 も、 亦い か ふつく： 

める 色な し、  • 

キゥ  ゴ トス  テツ グ シン  一一  一 

舊令尹 之 政、 必 以吿， 薪-令 尹、 ■ ： 

上に 云く. なる のみなら す、 其 交替の 時には、 わが 舊令ー 

尹た. 0 し 時の 政令 を 以て、 必新令 尹に つげ 知らせけ 一 


何 如、  一 

t ン  一 

かくの 如くなる は、 いか やうの 品ぞと /-  7, 

""？ '  5 ハタ ァリ  j 

子 曰、 忠 矣、  • 一 

チ ニッチ ョク  キ ド  カウ タイ 

子文黜 涉 のために、 喜 怒 あら はれす、 交替に のぞん 一 

で、 人我のへ だてな き は、 これ 國 のために する ことの 一 

み を 知て、 身の ためにす る こと を 知らす、 其忠 たる こ. 一 

サ カン  一 

と 凝な-. y、 

DtiT 矣乎、 •  一 

子 張が 心、 始 よ.^ 子 文 を 仁な- 9 として、 問 けれども、 一 

夫子ロハその忠ばか-.^を、ゅるし玉ふにょりて、直に本ー 

意 を 以て 再と へるな り、  一 

玉 ハク タ ラ ィプ クン ゾ ン n トラ f  一 

曰、 未. 知 焉 得. 仁、  一 

いまだ それ 何 を 以て か；^ の 名 AJ 得ん こと を、 知ら ざ 一 

ると な b、 蓋し 子 文が 行 尋常 の 及びが たき 所な hMJ 一 

いへ ども、 いまだ 其 心底、 みな 天理より 出て、 少しも 


義とは 都鄙 貴賤の 膿 節、 よろしき にかな ひ、 各 その 分 

を 守， 0 て、 相 を かす ことなから しむる を 云、 これ 亦 民 

を 養の 惠を濟 す 所な り、 〇 吳氏を もへ らく、 凡そ 入の 

善 を かぞ へ て、 これ を稱 する は、 其 外の 善 は、 な を 譏 

すべき 所 ある 故に、 その 審 にき はま、 たる 事の み を、 

あぐるな り、 子產 君子の 道 四つ あるの 類 これな， o、 又.. 

人の 惡を かぞ へ て責る こと も、 其 外の 惡は、 なをな だ 

むべき 所 あれば なり、 威义仲 不仁なる 者 三つ、 不知な 

る 者 三つの 類 これな り、 今の 入 I 言の 是非 を 以て 其 

人の 一 身 を を ほひ、 一 事の 得失 を 以て、 其 人の 一 代 を 

を ほふ は、 皆 ひが ことなり、 

ZK^ ハク アン  ョクト  ハル  / 

〇 子 曰、 晏 平 仲 善 與乂 交、 

晏平仲 は、 齊の 大夫晏 氏、 名 は 嬰、 1^ は謚、 仲 は 字、 即 

孔子の. 友な- 9、 これ その 人と 交る 道の よき こと を ほ 

め 玉 ふ、 • 

シ ゥシテ  _K 

久 而 敬. 之、 

是 よく 人と 交る の實 なり、 敬 は、 心の つ 、しみと、 貌 

のう やま ひ を 兼て 云、 凡そ 人の 交る こと 久しければ、：， 


其 敬 をと ろへ やすし、 然るに 晏 子よ くかくの 如くな 

る を 以て、 これ を稱 せり、 一 說に、 これ 夫子 晏 子が 死 

後の 評論な りと、 

ノ 玉 ハク サゥ  オサム ル ュ カメ テ 

〇 子 曰、 臧 文 仲居 レ蔡、 ナ 

臧文仲 は、！^ の 大夫威 孫 氏、 名 は 辰、 文 仲 は、 謚と 字な 

サイ  キ  タ カラ 

り、 蔡は、 大龜の 名、 うらな ひに 用る 所の 寶 な，.^、 古の 

鱧、 諸侯 は 室つ くりて、 大龜を を さめ をく、 これ を 守 

キ  カメ 

龜と 云、 大夫は 龜を寶 とする こと を 得 や、 然るに 文 仲 

ノ 

此 fl を ひところ ふ、 

ャマ エリ トガタ 二 モガ ケリ ウダ チニ  * 

山 藻 レ税、 

セッ  ハシラ へ 

節と は、 俗に 云ます がた な. 9、 柱の 上 にあり、 これに 

山え ると は、 山の 形 を きざみて 其 かざりと する ぞ、 稅 

ゥッ パリ  へ  ッカ パシラ  モ 

と は、 梁 の 上に ある、 短 柱の 名な り、 これに 藻 かく 

と は、 藻 は 水草な り、 これ を ゑが きて、 かざりと する 

カザ リ 

ぞ、 是 みな 天子の 宗 薪の 飾なる を、 文： w 龜を .v」 く 室に 

ノ セン ヱッ  . 

ほどこせる こと、 其 僭越い よく 甚し、 これ 鬼神に へ 

つら ふ意荣 きに よりて、 これ を を かせ， 9、 


カン メカ 


何 如 其 知 也、 
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〇 子 貢 問 曰、 孔 文 子何以 謂，， 之 


. ヱイ 


孔文子 は、 衞の大 夫、 孔 氏名 は圉、 文 子 は 謚 なり、 其 

行 迹に非 義の事 多し、 然るに 死して 文 と謚 しける を 

以て、 子 貢 疑 ひて とへ， CN、  J 


玉 ハク ビン ニシテ 


子 曰、 敏 而 好，. 學、 


敏とょ 、智の ときこ 

、ヂ  ブンニ 

- イレ^ «^ 二  * 


-を 云、 


下問と は、 己より 下に ある 者に 問 こと を 云、 

n  ，テテ  フチト 

是以 謂，， 之 文， 也、 

凡そ 敏 なる 者 は學を 好ます、 位高き 者 は 下問に はづ、 

然るに 孔圉 よく かくの 如くなる を 以て 文と 諡す、 こ 

れ謚 法に、 學を つとめ ii: こと を 好む を 文と すと 云に、 

あへば な，. y、〇 按ゃ るに、 これ 夫子た  >衞 人 その かみ 

孔 圉に謚 せし 時の 議定の 說を 以て、 つげ 玉 ふば かり 

なり、 必 しも 其 議を然 、りと し 玉 ふに は あら じ、 亦 これ； 


九 〇 


塞 人の 心、 人の 惡云 こと を、 好まざる が 故なる べし、 


王つ 


■ - テ 


〇 子 謂，， 子 產， 有，， 君-子 之 道 四， 焉， 

謂と は、 評詞 なり、 子產 は、 鄭の大 夫 公孫 俊、 これ 鄭の 

穆 公の 孫 名 は 僑、 子 產は其 字な， 9、 君子の 道 四つ、 其 

目 1^ に 見えたり、  ： 一 


其 行 さ 也 恭_ 


ァリ 

、、 


行^と は、 其 身 を 行 ふこと を 云、 恭は、 うやく しく 

へ ，9  くだるな り • 

ノヅ inj-i  二  ァ リ 

其 事 レ上 也 敬、 

君 親 及び 凡そ 己が 上に ある 入に 事る こと、 つ 、しみ 

て を こたら す、 これ 亦 己 を 行の. 恭の 推す 所な り、 

ノ フ n ト チ  ケ ィァリ 

其 養 k 也 惠、 

惠は、 みぐ みなり、 これ を 愛し、 これ を 利す る こと を 

云、子產政をと..=^て、民を養ふに、恩惠 ふ か /-,<^しな 


其 使 也義、 


子、 子 貫の 及ぶ べき 所に あらやと し 玉 ヘリ、 〇 程 子の 

云く、 我人の 我に 加へ まく 欲せざる こと を、 吾 も 亦 人 

に 加る ことな からまく 欲すと 云 は、 仁な， 9、 己. に ほど 

ナガ 

こして ねが はざる こと を， 亦 人に ほどこす こと 勿れ 

と 云 は、 恕 なり、 恕は則 子 貢よ くこれ を つとむる こと 

あらん、 仁 は 則 及ぶ 所に あらす と、 蓋し 欲 と 云 は、 

自然にな き 者な り、 勿れと 云 は、 自 いましめて 止む る 

詞、 これ 乃 仁と 恕 との 別な り、 然れ ども 其 道 は 二す ぢ 

にあら す、 恕 によりて、 即 仁に 至る べし、 只 生 熟の. i 

なる ばかりな り、 この 故に、 仁 を 求る こと、 恕 よりも 

ちかき はなし、 學者 のむ ねとして、 つとむべ き 所な 

り、 

〇 子见 曰ノ夫 あ 之 文-章 可，， 得而 

i -也、 ぺ ノ 

文章 は、 威 儀容 I、 文字 言語 をす ベ て 云、 是皆 外に あ 

ら はれて 諸 弟子 たれ ども 聞 こと を 得る 所な り、 聞と 

は、 見る を かねて 云、 

夫-子 ノ 之 貢，， 性ト 與，， 天-道； 不 得 而 " 
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聞， 也、  一 

性 は、 人のう けて 生る 、所の 天理、 天道 は 天理 自然の パ 

本體 なり、 其 等 は 其 旨深微 なる 故に、 其 人に あら ざれ 一 

ばつげ 玉 はや、 これ をの 玉 ふこと まれに して、 學 者の i 

聞 こと を 得が たき 所な り、 然るに 子 貢 始めて これ を 一 

聞 こと を悅 び、 其理 のむ まきこと を 嘆美して、 かくい 一 

へるな り、  一 

テク t-ト* ヲ ハフ コト  一一 

〇 子路 有. 聞、 未，， 之 能， 行、 j 

レバ  ？ 

子路善 言 をき て、 すみやかに 行 はんと すれ ども、 或， 一 

P  f  一  J  ； 

は擬議 いまだ 成らざる 所 あり、 或は 時勢に さはる こ 一 

と ありて、 いまだ 行 ひ 及 ほさ  > る 所 あれば なり、 一 

タ •、 ォ ソル ン コト テク n ト  一 

唯 恐. 有. 聞， .  一 

前 事 をい まだ 行 ひ はたさ い る！ S に、 もし 又 更に 聞く 一 

所 あらば、 これ を 行 ふ 力 たるま じき かと、 た  >  これの j 

み を を それて、 前 事 を すみやかに 行 ふとな り、 〇 范氏 j 

を もへ らく、 子 路善を 聞て は、 必行 ふに 勇む、 こ れそー 

の 勇 を 用る ことのよ き 者な り、 孔門 弟子、 みな 及びが 一 

たきこと する 故に、 これ を あら はせ り、  一 
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れを 待て 後に、 これ を 能す るに あらや、 只 これによ り 

て敎を 立て ^ 、諸 弟子 を さとして、 各 其 言 をつ 、しん 

で、 其 行を敏 くせし め 玉 はんとの、 ためば かりな-.^、 

ノ玉 ハク レ  ター t ガウ  チ 

〇 子 曰、 吾 未. 見， 剛 者、 

ズ 

剐 者と は、 剛 はこ はき ぞ、 其 守る 所 堅く 强く して、 た 

はみ か  > まる 所な き 者 を 云、 蓋剐者 はよ/、 道 學のカ 

をた すけ、 風敎の をと ろ へ をつな ぐ、 こ れ最 人の 能し 

がた き 所に して、 貴と び 重ん すべき 者な り、 この 故に 

夫子 其い まだ これ を 見ざる こと を なげ /-,cs、 . 

ァ tj 人 へテ  ク シン タウア リ 

或對 曰、 申 根、 

申 根 は、 弟子の 姓名な り、 あ る 人夫 子の 語に 對て云 

く、 門下に 申 根 あり、 是即剛 者なる ベ しと、 

ノ 玉 ハク ハ  3 クァリ イヅ クン ゾ ン ナル nfc-lK 

子 曰、 根 也 慾、 焉 得. 剛、 

慾と は、 私欲 多き ぞ、 慾 ある 者 は、 必剐 なら ャ、 よ， 0 て 

夫子の 玉 はく、 掁は愁 あ- 9、 いかで か剛 なること を 得 

んと、 0 それ 人の 剛強なる は、 天理 純 全なる が 故な 

り、 慾に 品 多 けれど、 一 つも これ ある 時 は、 則 理をさ 


またぐ る 所 あ. o- て剛 ならす、 此 故に 剛 なる 者 は、 常に 

萬 物の 上に 伸ぶ、 慾 ある 者 は、 常に 萬 物の 下に 屈.？ 0、 

たと へば 氣血 全くして、 壯實 なる 者、 外 塞 暑に を かさ 

れす、 內飮 食に やぶられす、 され ど 一 つも ひかる /- 所 

あれば、 則氣 血と  >こ ほりて、 必病を 生す るが 如し、 

ツマ ビラ 力  カウ 

根が 人となり、 審 ならね ども、 を も ふに それ 悻々 と 

いぶ hs にして、 人と あらそ ひ、 勝 こと を 好む 者 な ら 

ん、ょりて或人これをiBな^^.oすれども、是即亦人我 

の 私欲に して、 却て 不 剛 の 病根なる こと を、 知らざる 

なり、 

/  タ  レル nflK セ ノ  クハへ^ -ク  -ー| 

〇 子 貢 曰、 我 不. 欲，， 入 之 加，， 諸 我， 

モ タ ス カラマ クレ n ト  二 

也、 吾 亦 欲. 無. 加， 諸 < 

欲すと は、 ねが ふ 意な り、 加 ふと は、 ほどこす 義な， 9、 

ス カラマ ク  ュル 

欲， 無 と は 其す でに 至れる 所 をば、 自 許す 詞 な，. y、 

ノ玉 ハク- ン  ズ ナン デノ  二 プ 

子 曰、 賜 也 非， 爾 所 k 也、 

人の 我に 加ん こと を、 ねが はざる 事 をば、 我 も 亦 人に 

加ん る、 なから まくね がふ は、 是即 仁者の 事、 しゐっ 

とむ る こと を またす して、 をの づ から 然り、 よ-. M し 夫 


くちた  >れ たる 木に は、 物 をえ りつ けらざる ぞ、 

フント ノ  カキ ヲバ  ラ ヌル 

糞 主 之 牆、 不. 可 fe: 也、 

紫 七 は、 あく たづ ち、 艢は、 つ いぢ、 栲は、 土 を ぬる こ 

てな. 9、 糞土に てっきた るか ベば、 其 上 をな でぬ り 

て、平にせられぬな.=^、宰予が學カをこた..^て、敎を 

ほどこす ベ き、 もと- Q のな きこと をば、 此兩事 を 以て 

たと へての 玉へ，.？、 

テ 3  ンソ セメン  • 

於 ¥ 與 何 詠、 

か /- るし わざの 宰予に をいて、 これ をせ むる こと、 何 

か せ んとぞ 、是却 て ふかくせ め 玉ふ詞 な. 9  、 

ノ玉 ハク ハジメ ヮガ  クル  二  キイ テ  ノ  n トテ  ジキ 

子 曰、 始 吾 於. 人 也、 聽， 其 言， 而 0. 

其 行 - - 

夫子す でに 宰予 をせ めて、 又の 玉 はく、 その かみ われ 

人に をいて、 その 言語の よき を 聞て は、 その 行 實もか 

く あらんと、 信せ しとな り、 一 說に胡 氏の 云く， 子 曰 

の 二字、 疑ら く は 衍文な らん、 然らす は、 則 一 日の 言 

にあら じと、 
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.ケ 吾 1 パ人 也、 聽，， 其ぶ r 而 觀，，，^！^ 行； 

ゲン  ノ 

人 の 言行 同じから ざる こと ある 故に、 今 われ 其 言 を 

聞て よけれ ども、 又 其 行 を 見ざる こと あた はすと、 蓊 

宰予 よくもの いへ ども、 其 行 及ばざる 故に、 かくの 玉 

へり、 

テニァ ラタ ムチ 

於 ¥ 與改. 是、 

言を閒 て 行 を 信 じつる あやまり を 、今 宰予 に をいて、 

これ を 改めた ると、 これ 亦宰予 を、 いたく さとせるな 

り、 〇 范 氏の 云く、 君子の 學に をけ る、 た  々に孜 

々として 、幾て 後に やむ、 た  >  を そらく は その 及ば ざ. 

らんこと を、 宰予畫 いねた， 9、 自棄 いづれ かこれ より 

甚 しからん、 かるが 故に、 夫子 これ を責 む、 胡 氏 を も 

へらく、 宰予志 を 以て、 氣を ひき ゆる こと あた はす、 

安然と して 倦たり、 是宴 安の 氣 かちて、 儆戒の 志 を こ 

たれるな り、 古の 雖ー資 も、 を こた す さむ こと を 以て 

を それと し、 つ /'しみ はげむ こと やます して、 以て 自 

つとめざる はなし、 これ 孔子 ふかく 宰予を 責玉ふ 故 

なり、 され ども 言 を 聞て 行 を兒る こと、 聖 入の 智？， - 

八 七 
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らす 所、 始 について、 即 その 終まで を 見る、 夫子 その 一 

わが 言 に をいて、 悅び すと 云 ことなしとの 玉 ふ を以！ 

て 知ぬべし、 

チ 

1、 


賜 也 聞 J 以 知し 


二 は 一 に對 する 所な り、 子 貢の 智は をレ はかりて 知 

る、 只此 によ b て 彼を識 るかば. ^なり、 夫子の 往 をつ 

ライ 

ぐるに、 しかも 來を 知る が 如き 是な b 、され ども 一 一子 

の 知る 所 は ひろく 云、 只 夫子に きく、 とのみ にあら や、 

/  タ ズ シ 力 

子 曰、 弗. 如 也、 

汝の云 如く、 回に しかす とな， 9、 これ その 云 所 を あた 

れ. 0 とす、 

レ ュ-; ！ス ヂ-ゥ トス i チ 力 

吾 與女 弗， 如 也、 

これ 其自 知る 所 明に して、 回に しか やとす る こと を 

ほめて、 ゆるし 玉 ふ詞な hv、 〇 胡 氏 を もへ らく、 子 貢 

つねに 人 を 比 方す る こと を 好む、 夫子す でに それ 我 

はいと まあら すと 云て、 これ を 戒め 玉 ふ、 然れ ども、 そ 

の自 わが 分 を しること、 いか  >  あると、 顏子 にた くら 


八 六 

ベ て、 問 ひこ、 ろみ 玉 ふに、 答る 所 かくの 如し、 それ 

1 を閔 て十ヒ 知る は、 上智の 生れつき、 生智 につげ る 

者な. り、 一 を 聞て 二 を 知る は、 中 人 以上の 生れつき、 

學で 知る の才 なり、 子 貢 平日 己 を 以て、 顏 子に たくら 

ベ て、 そのく はだて 及ぶ ベ からざる  >  と を 知る、 この 故 

にこれ をた とふる ことかく の 如し、 4K 子 その 自 知る 

ことの 明に して、 又自 屈る に は  > からざる を 以て、 す 

でに 其 言を然 りと して、 又 ふた、 び 其 云 所の 志 を ゆ 

る f、 是 その つ い に 夫子の 、玉 ふ 性 と 天道と を 聞 

こと を 得て、 只 一 を 聞て 二 を 知る のみに を はら ざり 

し 故な. 0 と、 蓋し 人自 知る にくら ければ、 進まん 所 を 

しらす、 自屈 むに は V かれば、 進まん、 と を 求め や、 然 

るに 子 貢の こた へ かくの 如くなる を 以て、 その 進む 

所 あるべ きをと て、 これ を ゆるし、 只 その 云 所 を、 

あたれ. 9 とし 玉 ふの みに、 あらざる な .0、 

〇 宰予 晝 寢、 

晝寢 たりと は、 いぬ ベ き 時に あらやして、 いねた る こ 

と を 云、 

ノ  C ク クチ タル. H^IK バ  ラ ヱ ル 

子 曰、 朽 木、 不. 可. 雕 也、 


メソ クラ  レガ サイ 

可. 使 之宰， 也、 

宰と は、， 邑の 奉行、 家の 執事 をす ベて 云、 其宰 たるべ. 

き は、 よく 政 を を さめ、 事 をと り 立て、 家 をと ましめ、 

民 を ゆたかに する の 類 を 云、 

不 仁，， 也、 

句義 上に 同じ、 

セキハ  ン 

赤 也 何 如、 

赤 も 孔子の 弟子、 姓 は 公 西、 名 は 赤、 宇 は 子 華、 これ も 

其 仁 をと へ， 5、 

ノ玉 ハク ハ ソク タイ シテ テ *  二 シメク 

子 曰、 赤 也 束 帶 立，， 於 朝： 可. 使 

ヒン カグ モノ ィハ 

賓- 客，？ 也、 

隣國 より、 諸侯の 來朝 する を賓と 云、 大 夫の 來聘 する 

を 客と 云、 赤が 才、 鱧 儀 言語に、 よく なれたる により 

て、 はれの 賓客 ある 時に、 束帶 して 朝廷に 立て、、 其 

あ ひしら ひ を、 せ さしむ ベ きぞ、 
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不. 知， 其 仁， 也、 . 

句義 亦 上に 同じ、 〇 それ 兵 財鱧樂 は、 國の 大政な り、 

三 子み ない まだ 仁なら すと い へど も、 其才 をの- グ、 

此事を 任す るに たれり、 此章 夫子の 三 子に ゆる す 所 

かくの 如く、 又 先進の 篇- 諸子 志 を 云 章に、 三 子自ゅ 

るす 所 もこれ に 同じ、 然 れば聖 門の 人物 學業 み な實 

用に 施すべき こと を 見つ べし、 後世の 人、 經義 にく は 

しく、 記覽の ひろく、 文詞 にと みたる のみ は、 實 用の 

學 にあら や、 德行 はな ほ 其 外に あ.？、 

イナ 二 玉 ハク ナン ヂト トク ワイ イツ レ カマサ レル 

〇 子 謂 ¥ 貢， 曰、 女 與. 回 也 孰 愈、 

これ 夫子 二子の 智の品 を 以て、 子 貢の 自 知る 所 をば、 

こ 、ろみと へ るな り、 

へテ クシ ソ テノゾ マン チ 

對 曰、 賜 也何敢 望. 回、 

子 貢 その 天資 學カ、 顏子 に 及ば ざ る ， J と、 甚と をき >  J 

と を 云て、 此 下に 其 意， V のぶ、 

ハ ズ. テ チ  ルヲ 

回 也 聞 J 以知. 十、 

1 は 數の始 、十 は數の 終な，. ^  、顏 子の 智は、 明睿 のて 
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八 四 


勇 このむ こと は、 我よ h- もす ぎた- 9、 され ども 事の 理 

に uhs て、 はか. 9 みる 所な しとの 玉 ふ、 これ j つに は 

ほめ、 1 つに は そし b 玉 へ る やうに 見 ゆれ ど、 實 はみ 

シ リャゥ 

な 子路の 思量つ まびら かな、 ら すして、 義に かな は ざ 

る 所 ある を、 戒め 玉 ふな. 9、  . 产 


ァリ *.1 


〇 孟武伯 問 子路仁 乎、 

子路 はこれ 仁者なる かとと ふ、 

ノ  H4 ハク  ラ 

子 曰、 不， 如 也、 

子路 全く 仁な きに は あら ざれ ども、 その 仁に 至る こ 

と、 或は 日に 一 たび 至. 5、 或は 月に 一 たび 至， 5 て、 有 

無 さだめが たき 故に、 仁た る こと はいが /- あらん も、 

知らざる 所な hv と、 答へ 玉 ふ、 

又 問、 

夫子の 知り 玉 はざる こと、 ある まじく 思 ひて、 かさね 

てと へ るな. 9-、 

ノ  HU ク ハ  ジョ ウノ 

子 曰、 由 也 千- 乘 之 國、 


千 乗に、 大國 なり、 其義 前に 見えた、 

シ メク メ  ノフ チ 

可 治 二 其賦- 也、 


ャクセ • 


賦は、 軍兵 を 云、 賦 はもと 田地に かけて. とる 役錢 なり、 

古 は H 賦を以 て 兵 を 出しけ る 故に、 兵 を賦と 云 なり 、 

これ を 治む と は、 大軍 をす ベ つ か さど^^ て、 よくなら 

はしつ かふ こと を 云、 

不 kk へ仁パ 也、 

子路 は其才 こそ、 かくの 如くに は あれ、 其 仁 はこれ を 

知らすな bs、 

1^ 也 i 如、 . . . 

これ 亦 武伯冉 求が 仁 をと へり、 

曰、 求 也 千 室， 之. 邑、 

家千軒はか.^ぁる大邑な^^、 

百 1^ 之 家、 . 

鑲 太夫 領地 あ て、 兵車 百兩 出す ほどの 大家な h -、 


みや づ か へ せよ と， ゆるさる 、なり、 

n タへテ ク  レ レテ  タ タハ  スル nfc» 

對 曰、 吾 斯 之 未. 能. 信、 

ズ  . 

期と は、 道理 を さして 云、 信す と は、 明に 知り、 與 にさ 

と. 0 て、 其 手に入れて、 とりま はすこと、 日用 飮 食の 

如くに て、 少しも 疑 なき こと を 云、 開 その 自信す る 

ことい ま， たかくの 如くなる こと、 あた はざる 故に、 い 

まだ 以て 人 を 治る にたる まじく 思 ひて、 仕へ を辭し 

けるな り、 


說は、 悅と 同じ、 夫子 開が 志す 所、 篤く 大ぃ なること、 

思の 外に 出た るに よりて、 これに 成 じて、^ び 玉 ふな 

ノ  シ クワン 

り、 〇 漆 雕；！ 其 才 すでに 仕官すべし とい へど も、 志す 

所 あつく、 期す る所大 いなる 故に、 學み ち、 德 な，^ て 

後、 大いに これ を 用 ひまく 欲す、 今す こしきに 試 る 

こと をね が はす、 然れ ば、 其 他日の 至る所、 はかる ベ 

からざる によりて、 夫子 これ を 悅 ばせ 玉 ふ、 

ノ  ハク  ハレ ノッテ イカ クニ ゥカ. パン  ゥミュ 

〇 子 曰、 道 不. 行、 乘. 桴 浮 ¥ 海； 

0  0 公冶 長 第 玉 


夫子 天下に 賢 君な くして、 其 道行れざる こと を 嘆 じ 

て、 かくの 玉へ り、 云 意 は、 海外の 地、 中國の 政令 及ば 

ざる 所に ゆきて、 をら ば やとな り、 

シタガ ハン レニ ハ レ ィゥカ 

從 . 我 者 其 由 與、 

由 は、 子路の 名な り、 子路の 人と な，.^、 義に 勇める に 

よ b て、 夫子 又の 玉 はく、 か、 る 時、 よく 我に 從 ひて、 

共に ゆかん 者 は、 誰か あらん、 只 それ 由なる ベ しとな 

イナ  チ  n フ 

子路 聞. 之 喜、 . • 

ナダ 

夫子 海 に 浮ばん との 玉 ふ は、 世 を 嘆きて の 除り に 、詞 

. ム子 

を まう けて、 かくの 玉 ふ を、 子路 その Slrz を さとらす、 

實に 夫子の かくせ まく 欲すと 思 ひて、 其 ひと.^ 己に 

くみし 玉 へ る こと を 喜ぶ、 

ノ  ハク  ム n ト ヨウ ヲ スギ タリ 二  シ  & トリ ハ カル 

子 曰、 由 也 好. 勇 過. 我、 無 取 材； 

材は、 裁と 同じ、 違 人世 をす て 玉 ふ 時な し、 又 桴は海 

. を わたるべ き 者に あらす、 然る を子路 たい 己と せ 〈に 

せんとの 玉 ふ を、 聞く ま に悅 ぶ、 よ て 夫子、 汝の 

.  八 三 


^  0 


公冶 sw- 五 


All 


M 人， 


早.. -4- ラ 


〇 或 曰、 雍 也仁而 不. 侫、 

，セン  C- ゥ 

雍は、 孔子の 弟子、 姓 は冉、 名 は雍、 字 は 仲 弓、 侯 は、 口 

サイ  チョウコウ 

才な -9、  口の き /- たる を 云、 仲 弓の 人となり 重厚に し 

て輕 薄な.， つす、 簡默 にして ことば すくなし、 され ども 

時の 人、 口才 を 以て 賢と する 故に、 仲 弓 その 德 ゆたか 

なれ ども、 才の みじかき こと を をし みて、 かくの 如く 

に 評せし なり •  . 

ノ王 ハク ィヅ クン ゾ t ン  チ 

子 曰、 焉 用. 侫、 

人の 口才、 何の 用 を かなす ぞ とな. 9、 

ァタ i  二  二 シナ n ゥ 土 マチ シパ ニク了 >  二 

禦乂以 給： 屢 憎 二 於 人， 

截/< と は 、人. の詞 に、 こたへ あ ひしら ふこと を 云、 口 

給と は、 給 は 辯な り、 辯 舌 を 云、 人 を あ ひしら ふ に、 只 

辯 舌の み を はたらかして、 心に 其 まことな き 者 は、 し 

み を 得る こと あ. 9. 〇 凡そ 口. fY ある 

む、 又 わが 

無 辯なる；^ に、 かれに いひ ふせられて、 其 を も はくの 

と をらざる 者 も、 これ をに くむ、 又 一 過 はかれに あざ 

むか るれ ど、 後に 其 僞 を さとる 者 も、 これ をに くむ、， 


ばん、 人のに 

シャ ウジ キ 

者 は、 正 直 を 好む 人、 もとより これ をに 


これ 人の 口の み を 殿して、 心 を 服す る こと あた は ざ 一 

れ ばな. 5、  二 

ラノチ ィヅ クン ゾ t ンチ  1 

不. 知， 其 仁； 焉 用 fer  _ 

一 

云 意 は、 かれ を 仁な h- とする こと は、 いか あらん、 ； 

我い まだ これ を 知らす、 不佞は 却て よき ことに こそ 一 

は あれ、 すこしも 不足な と すべから すと、 再び 焉用ー 

つ 伎との 玉 ふ は、 深く 或 人の 非 を、 さとさん とな， C -、 〇 一 

それ 仲 弓は德 行の 賢者な.^、 然る に 夫子い ま： U 其 仁 一 

を § るし 玉 はざる こと、 仁の 道 至. 9 て大 いな 、道に j 

體 する こと 全 くして、 しばらく もやむ ことなき 者に 一 

あら ざれば、 仁者と 云に たらす、 顏子 亞聖の 大賢 なれ 一 

ど、 仁に かなへ る こと ミ 月の 後に は、 なほい さ、 か 相 一 

たが ふこと をまぬ かれす、 や 仲 弓 賢な-. V といへ ど-: 

も、 いまだ 顔 子に 及ばざる を や、 これ 夫子た やすく 仁- 

を ゆるし 玉 はざる の 故な， 9、  、 」 


〇 子 使， 漆 雕 開 仕 


一 

一 3 


ジャ < 


漆雕開 は、 孔子の 弟子、 漆雕は 姓、 開 は 名、 字 は 子 若、 

ぼ へ しむ と は 、其才 用 るに たれる を 以て 、夫子 出 で ， 


記した る にても ある べきな り、 

玉ハ ク  センチ 

〇 子 謂，， 子 賤： 

此謂 も、 評して な.^  、子賤 は、 孔子の 弟子、 姓 は宓、 名 

は 不齊、 子 賤は其 字な. 9、 

ナル カナ  カク ノ如キ t ト 

君-子 哉 若人、 

君子 は、 成德の 稱 なり、 家 語に よ b- て 見れば、 夫子の 

卒し 玉へ る 時、 子賤 わつ かに 二十 ral 歳な り、 然れば 其 

弱年の. 時より、 龜人 君子 を 以て 稱 嘆し 玉へ る こと、 其 

德の尋 常 ならざる こと を 知る ベ し、 

二 クバ  n レ ィヅ クン ゾ ラン レヲ 

魯 無，， 君-子-者； 斯焉 取. 斯、， 

子 賤は魯 人な り、 云 意 は、 子賤 賢な りと いふと， も、 魯 

國に 君子 者な くば、 こ の 人なん ぞ この 德を 取て 己に 

成す MJ を 得ん やと、 蓋し 子賤 よく 資を たっとび、 友に 

取て、 其德を 成しつ る 故に、 かくの玉 へh^、 又 人の 善 

稱 して、 其 父兄 師友の 德に、 本 づけて 云 は、 懇 厚の 至 

れる 心な， 9、 

〇 子 貢 問 曰、 賜 也 何 如、 . ， 


子 貢 夫子の 君子 を 以て 子賤に ゆるせる を 見て、 わが 

t ン 

人品 をい かにと とふ、 


ナン デハ ゥヅ ハモ. 


餘 0 


公冶 長 第五 


子 曰、 女 器 也、  ， 

器と は、 其才 成. 9 て、 用 をな す 者 を 云、 され ども 其 用 

諸事に あまね からぬな b  、この 敌に 君子 は 器なら す、 

其德 をむ ねとす るな り、 子 貢達才 なりと い へど も、 其 

德たら ざる 故に、 いまだ 君子なる こと あた はす、 

Dd  、何ノ 器 也、 

器に は 品 多き 故に、 又 その 何の 器た る こと をと ふ、 

S ハク n レン ナリ 

曰、 瑚-璉 也、 

瑚璉と は、 宗廟のお に、 黍 稷の飯 を もる 器、 玉 を 以て 

之 を 飾る、 夏に は瑚 とい ひ、 殷 には璉 とい ひ、 周に は 

ホキ  キ チョウ  クヮビ 

簠簋と 云、 これ 器の 貴重に して、 華美なる 者な， 5、 子 

貢の 才、 鄕大 夫と なして、 政に したがへ しめつべし、 

又 言語 文章の 見つ べき 所 あり、 これ いまだ 器なら ざ 

るの 君子に は あら ざれ ど、 器 中の 貴く して、 見事なる 

者 なれば、 かくの 玉へ. 9、 

A1 


ヘム 冶 長 第五 


AO 


謂と は、 評！！ li の詞 な ，り 、公冶 長 は 、孔子の 弟子、 公冶 は 

姓 、長に 名、 或說 に、 其 字 子 長な りと、 妻す と は、 むす 

め を 人に ゆるして、 其 妻と する こと を 云、 長が 人と な 

り， 審 ならね ども、 夫子 それ 妻すべし との 玉へば、 

其 性行の よき こと 知ぬべし、 

ドそ リトル イセ ッノ  力-一 ズト 云テ ノニ  テノ 

雖. 在， 線-被 之 中； 非， 其 罪， 也、 以，， 其 

n ヲ ハス  一一 

子-妻」 之、 

镙と は、 黑き繩 、魏 は、 つなぐな り、 古 は 罪 ある 者 を、 牢 

獄に 入れ、 黑繩を 以てつ なげる 故に、 獄に かけらる /1 

こと を、 標 幾の 中に 在る と 云な，. 長む かし 獄 にかけ 

-られ しこと あ つれ ども、 其 罪 なら ざ りし ことなれ 

ば、 これ を以 て 其 人 を をと しむ る に たらす と て、 則 そ 

のむ すめ を 以て、 これに 妻 はさせ 适ふ、 

m ハク  3 ウテ 

子 謂，， 南 容， 

二れ も 南容を 評し 玉ふ詞 なり、 南容も 孔子の 弟子、 南 

宫氏胳 して 南と 云、 名 は 結、 又の名 は适、 卒して 敬叔 

と 誼 す、 孟懿子 か 兄な り、 


ルす 


邦 有. 道 不 J 


有 道と は、 道の 行 はる、 時 を 云、 不廣と は、 あげ 用 ひ 

られ て、 すて を かる まじと な hN， 


キすハ 1 


-ヌサ レン. r-H テ 


邦 無 免，， 於 刑- 戮：  一 

無道と は、 道の 行 はれざる 時 を 云 刑に 刑 罸戮 は、 は 一 

づ かしめ な， 5、  _ 

テ  ノ  n ノカ ミノ  コヲ ハス  二  ) 

以，， 其 兄 之 子， 妻. 之、  ^ 

南容 つ ねに よく 言行 を つ. -し む、 こ の 故に、 有 道 に し 一 

て 治れる 國に 居て は、 必 あげ 用ら れ、 無道に して 舐れ 

たる 國に 居て は、 其禍 tv.- まぬ がる べき こと を、 知る 一 

によ. 0 て、 其 兄の 子 を 以て、 これに 妻 あは させ 玉 ふ、 〇ー 

或 人 云く、 南 容か德 、公冶 長に まされり、 この 故に、 

其 兄の むすめ を容 にめ あはせ て、 其む すめ を 長に め 

あはせ 玉 ふと、 是 ひが ことな b  、聖人の 心 は 至 公なる； 

ウタ ガ t  サク  - 

故に、 もとよ b 嫌 を 避る のこと なし、 ゃ此兩 人と： 

女子との 年數 • いか 5- ぁリ つる も しられす、 又 これ 必ー 

しも 一 待の 事に あらざる を、 其 相 類す る を 以て、 合せ」 


なし、 


ノ玉 ハク  ハ  スチソ ゥシテ  コ トニ  トカラ マク 

子 曰、 君-子 欲. 諮 於 言； 而 敏. 於 


行. 


欲すと は、 みづ からね * かふな hs  、訥 しと は、 にぶき 意 一 

あり、 敏 しと は、 すみやかなる ぞ、 言 はすぎ やす き 故 一 

に、 酌から まく 欲す、 行 は 及びが たき 故に、 敏か らまく！ 

欲す C 胡 氏 を もへ らく、 言 に 訥き者 は、 その 德 をた く  1 

はふる こ と 回く、 人に つぐれば これ を 信じ、 事 を はか」 

れば もれいで や、 その 納 からざる 者 はこれ に 反す、" < 

行に 敏き者 は、 その 善に うつる JJ すみやかに、 過 を改 j 

る ことい さみ、 つとめて 應す る 力た る、 その 敏 から ざ 一 

る 者 は - 、れに 反す、 〇 以上 十 章 は、 みな 孝敬 篤 實の事 一 

なり 、恐ら，.、 はこれ 骨子 門人の 記す 所な らん、 I 


玉： 


〇 子 曰、 德 不. 孤、 必 有. 鄰、 一 

隣と は、 したしみと 云義 な-ひ、 人の 德に は、 必 その 類 一 

を 以て、 これにした がふ 者 あ、 り、 ひと b 立つ の 理なー 

し、 居 處の必 となりあ るが 如し、 こ れ 世の 德を修 る 一 

者、 獨 立して 相た すくる 者な からん を、 うれ ふるむ あ 一 


る をば、 いましめ 玉 はんとな り、  J 

ノ ク ッテ 一一 シパ ス^す ハ チ ハジ カシメ ラル  .』 

〇 子游 曰、 事 J9 數戰 斯 辱矣、 _ 

數 すと は、 しきりに いさむる を 云、 臣 たる 者、 君 をい」 

さめて きかれざる 時 は、 そのい さむ ベ. き ほどに 止 

て 去る べし、 すぎて しばく いさむる を 以て、 罪 を 得 一 

る 時 は、 これみ づ から はづか しめらる、 な-. y、 一 

二 シ. ハ，. -ス ルすハ チ ゥ トン ゼ ラル 

朋-友 數、 斯 疏矣、  _ 

朋友 相た 5 'す  >  〕 とも、 亦よ き ほどに 止る ベ し、 すぎて 一 

しば <^ する 時 は、 きぐ 者い とふ 故に、 か へりて これ， 

にう とん せらる、 な，^、 蓋し 君 R 朋友 はみ な 義を以 一 

て 合 ふ 者なる によ て、 其の 道 向きな， 9、  一 

公冶 長 第五 

此篇は 古今の 人物の 資否 得失 を 評論す、 これ も 一 

亦 格 物 窮理の 一 端な，.^、 胡 氏 を もへ らく、 これ 多 一 

く は 子 貢 門人 の 記す 所な らんと、 蓋し 子 貢 好ん； 

で 人 を 比 方し ける 故に、 かくいへ るな り、 ^ 

子 謂. 公冶 長， 可. 妻 也、  j 


ん m  up 

ll-lu  I  一- in- 


<ム 治 長 第五 


七 九 一 


0  0 


里仁第ほ 


七 八 


故に 孝子 は 常に 父母の 心 を 以て わが 心と して、 少し 

も 他念 ある ことなし、 よ く！^ 旨 をし る 時は逮 遊の み 

に かぎらす、 凡 そ 父母 わがた めに 心づ かひ をせられ 

ん こと、 みな あ へ てせざるな.<^、范氏の語最っ "まや 

かにして、 其 要 をえ た hN、 


玉つ 


ハァ it 


〇 子 曰、 父-母 之 年 不. 可. 不. 知 也、 一 

知と は、 これ を を ぼへ て、 つねに わすれざる を 云、 父？ 

母の 年の かす、 子た る 者、 しらで はかな はざる ことな 一 

h-LJ ぞ、  メ 

ヅニハ チ  テョ 口  n ビ？ 'ユハ  チ  ナチ ソル 

一 則 以 喜、 一則 以懼、  * 

父母の 年 をば、 知る 時 は、 よは ひか さなる にした が ひ i 

て、 一 つに はこれ を 以て、 其い のちな がき を よろこ. i 

び、 一 つ に はこれ を 以て 其 をと ろ へ ゆく JJAJ を そる、 一 

よろこび を そる 、は、 これ 1 時の 事に して、 を そる 、 一 

意 を もし、 其よ ろ  >  ) ぶ も、 亦 を そる 、 に歸 するな， 9、  •  一 

* ゥャゥ  ぶ 

之 を を それ て 忘れざる 時 は ，日 を をし みて 、奉 養 を つ ； 

とむ る こと、 やむ にや まれざる 誠 あ り、  . 

ノ  n:! ハク .1 ニシへ  n ト？  i ハ  サ ハデ テナ q  i  ノ 丄 

〇 子 曰、 古 者 言 之 不. 出， 恥. 船 之， 


チ逮 也、 

世の 人の もの 云 こと、 かろくた やすき をた 5- さんが 

ために、 古人の 風 をのべ 玉 ふ、 古人の 言 をみ だち に 出 

さ  >  る は、 身に 行 ふ 所、 言 に 及ば ざらん を耻 てな hs  、 

これ を耻る こと ふかければ、 いはんと する こと、 をの 

づ からいで がた し、 行 ふ に 及ばざる だ も、 なをこれ 

をに づ、 や 其い ふこ， こ を ふまざる は、 甚はづ かしき 

こと ぞ、 〇 范氏を も へらく  * 人 云- ^ との かたきに あら 

すして、 行 ふこと これかたし 、たいそれ 行 はんこと を 

グ わ-カウ 

を も はす、 こ /- を 以て 云ぶ 1 かろき な hs  、言行つ ねに 相 

n  .r クチ  0, 

かへ hs み る 時 は、 言 口よ. り 出る  > と、.^ たやす か らす， 

ノ  WT, ク テ .ヲ スル  ヲ メ ハス クナシ 

〇 子 曰、 以. 約 失. 之 者 鮮矣、 

約と は、 つ  >  まやかに してす ごさ •  、る義 な 、心 を さ 

ま し  >ま^ 'て、 何事 も ほしい ま  >  にせざる を 云、 只 

儉約 簡約 を 云の みに あらす、 失すと は あやまつな- 9、 

者は、事な，.^、凡ュ、人、事々節約を以て 心に 存 する 時 

は、 則 本に ちかづ く 意 あ.^、 其 車い まだ 時 中に かな ■ 

は- <vlo い へ ども、 - ^ れを 以て あやまつ こと は、 則す く, 


るな り * 不 J, 通と は、 敬して しばらく 止む とい へど も、 

親の いかり を は  >  か- 9 て、 其 意 を を こたら す、 を. 9 を 

うか  >  ひ 又い さめて、 幾諫の 志に たが はざる なり、 こ 

れ即內 則に い へ る、 諫 もし 入れられ ざれば、 敬 を を こ 

し 孝 を を こす、 悅ぶ時 はまた 諫るな b -、 

シテそ 


勞 而不. 怨、 

勞 すと は、 つかれ くるしむな 、諫 きかれ やとい へど 

も、 く りか へし ねんごろに 諫て、 親の いか b にあ ひ、 

クェ 

杖 をう ぐる ことな ど ある を 云、 こ  >  に 至. XT' て も， なほ 

孝敬 を を こして 、少しもう らむ る 意な きなり、 これ 即 

內 則に い へ る、 その 罪 を鄕黨 州閭に 得ん よ は、 むし- 

ろ 熟い さめん、 父母 怒り 悅び すして、 これ をう ち 血， VJ 

流す とも、 敢て にくみ 怨み や、 敬 一 を を こし 孝 を を こす 

なり、 親 もし 其 過 をと ぐれば、 國 里人に 罪 を 得る 故 

に、 然 らんより はわれ 怒. にあ ふとい ふと も、 く， 0 か 

ジ ュ ン ジ ュ ク 

へして 純 熟する やうに 諫めん となり、 よ. 5 てこれ を 

ば-熟 諫 ともい へり、 

ノ 玉 ハク  イマ ス寸ハ  ト テク ァゾパ 

〇 子 曰、 父-母 在 不，， 遠 遊： 
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art 


親い ます 時、 ュ の 旁 を 去て、 遠くいで 遊ぶ 時 は、 久 

く ほど を へ て、 朝夕のう か ，5- ひ をす て、 相 を とづ る 

こと をろ そかな. 9、 只 われ 親 を 思 ひて やまざる のみ 

ならす、 親 も 亦 我 を 思 ひて わ すられ まじき を 恐る 

ェ ン イワ 

によ て、 遠 遊せ ざるな hN、 

ブ寸ハ ズリ ► 

遊 必 有. 方 

逮遊 せざる 意、 上に 云 如くなる 故に、 もしゃむ こと を 

得すして、 遠 遊す る 時 は、 必 さだめた る ゆく 方 あ， 0 て 

そこより 又よ そ へ ゆかす、 つ. ねに わが をり 所 を 知 

て、 うれ ふる 心な， （-* もし 我 をよ ぶこと あれば、 則必 

か へ b きて、 事に はづ る、 ことな からん とな h ヽ その 

近くいで 遊ぶ にも、 出る 時は必 つげ、 か へ る 時には 必 

まみ へ て、 その ゆく 方 を か へざる こと、 みなこれ に 同 

じ 〇 范 氏の 云く、 子よ く 父母の 6 を 以て 心と する 時 

は 孝 あ， と、 それ 父母と 我との 身 は、 氣血 骨肉 もと j 

體 にして、 よろこび かなしみ、 いたみ ゎづ らふ こと、. 

地 をへ だて b とい へど も、 自然に 相感 通す る 者な..^、 

され ども 其 形 わかれて、 ことなる が 故に、 私欲に さ へ 

られ て、 人我の 心 出來る こと、 甚 しき 不孝な り、 この 

七 七 


0  0 


里 仁 第 四 


げ るが 如し、 た  >それ ふかく さとる、 こ /'を 以て あつ 

く 好む と、 あつく 好む と は、 こ れ を はかる、 とくはし 

く、 これ を 求る こと 切に して、 これ を 得ても なほ あく 

ことなき を 云、 好む ことい よ- あっければ、 さとる 

こと 又い よ ふかし、 楊 氏 を も へ らく、 君子 生 をす 

て 、、義 をと る 者 あ， 9、 利 を 以て _ これ をい へば、 人の 

欲する 所、 生よりも 甚き はなし、 惡む 所、 死よりも 甚 

き はなし、 され ど 君子の さとる 所 は、 た 3- 義 のみに し 

て、 利の 利た る.^ ひ を しらざる が 故な. 5、 小人 はこれ 

に 反す、 

ノ玉 チハ  ラ  t  t トシ カラン コトヲ 

〇 子 曰 、見. 賢 思 .齊 焉、 

學者 人の 善 を 見る 時 は、 我 も ひとしく 此善ぁ ら んこ 

と をね が ひて、 はげみつ とめて す /- むな hN、 

見 賢， 而內 自省 也、 

人の 不善 を 見る 時 は、 我 も此惡 あらん こと AJ 恐れ て 

もし ある 時 は、 則 その 力 を ふるつ て、 かちの ぞくな bs 

〇 胡 氏の 云く、 人の 善惡 同じから ざる を 見て、 身に 反 

らすと 云 ふ MJ なき 者 は、 た  >  に 人 をば うらやま すし 


七 六- 

て、 自棄る  こと を 甘ん  せす、  た  >  に 人 をば 責 t^-- して、 

自 せむ る こと を わすれす、 

ノ 玉 ハク ツル ニハ  二 ャゥャ クニ イサム 

〇 子 曰、 事，， 父-母， 幾 諫、 

ノ  アヤ マチ  ダイ ソク 

此章 は、 父母の 過を諫 るの 法 をと く、 內 則に 云 所と、 

其 意 相 通す、 幾諫と は、 ひそく と、 しづかに 諫めて、 

あら はに つよく いさめざる ぞ、 これ 即內 則に い へ る、 

父母 過 あれば、 氣を 下し 色 を よろこばしめ、 聲 AJ や は 

ら かにして 以て 諫る なり、 され どた  >  こ れ のみに あ， 

フゥ  キク ヮ， P 

らゃ、 或は ことば をと をく して これ を諷 じ、 或は 機會 

イ. ョク 

を 見 あはせ てこれ をみ ち び-き、 或は 委曲に と なし 

て、 人の 知らざる やうに さとし 入る 、も、 皆 これ 幾諫 

ルすハ シノ ジキチ シタガ フマタ メ  タガハ 

見，， 志 不， 從、 又 敬 不 .違、 

親の 志 、わが 諫めに 從 はれま じき を 見れば とぞ、 志 を 

見る と 云 時 は、 詞と 色と にあら はる /- を またざる な 

,.r^、又敬すとは、 始ょ b 敬して いさむれ ども、 これ を 

きかざる 時 は、 はら あしくな りて、 親の 氣に さか ひや 

すし 、よりて 又 敬意 を ふ h- を こして、 しばらく ひか ゆ： 


一 つに 貫く こと を しらす、 夫子 その 會 すべ き 時節 を 

うか  > ひて、 これ を 以て 吿げ玉 ふ、 曾 子 粟して よく さ 

と.， 9 得て、 即 これに こた ふること、 すみやかに してう 

たが はす、 時雨の 草木 を 化し、 果實の ほ ぞ を ちす る 

と、 同じくなる によりて、 一^の 外に、 又 感嘆す る こ 

ショウ サ ン 

ともなく、 稱賛 する こと もな し， 

ギヌ 

子 出、 

夫子 つげ を は. 9 て、 たち 出 玉 ふ. - 

フテ  ク ン トフ コ トゾ 

門人 問 曰、 何 謂 也、 

曾 子の 外、 自餘の 門人、 一 貫の 道理 をき きとらざる 故 

に、 これ を 曾 子に こ ひと ふ、 

曾 子ノ 曰、 夫-子 之 道、 忠 41 W 已 矣、 

忠と は、 己が 心 をつ くして、 のこす 所な きを 云、 恕と 

は 己が 心 を 以て 人の 心 を はかり、 己 を 推て 人 に 及ぼ 

す こと を 云、 而巳矣 と は、 つきくて、 餘 なきの 詞な 

り、 蓋し 夫子の 一 理渾 然として あまねく 應じ、 つぶさ 

に當ること、たと へば天地の道、 誠ぃた.r^て、 しばら 一 


/、もやむ >  ^ となく、 萬理 をの づ か ら 生成し て 、各 その 

所 を 得る が 如し、 至誠に してやむ ことなき は、 道の 體 

な， o、 萬殊の 一 本なる が 故な り、 萬 物 をの，/,^ 其 所 を 

得る は、 道の 用な 一本の 萬殊 なる が 故な. y  、載 人 

の 道、 た  >  かくの 如くなる のみに して、 此 外に 又 別の 

ノム子 

ことなし、 曾 子よ く 此旨を さとれ ども、 詞を 以て の ベ 

がた し、 この 故に 學 者の 己 をつ くし、 己 を 推す 工夫の 

名目 を 借. 0 て 、其義 を 明す、 人の さと， 9 やす か らまく 

欲して な， 9、 學 者の 忠は、 密 人の 一 な.^、 その 恕を以 

て 萬 事に をす は、 これ 聖人の 萬 を 貫くな り、 但聖人 は 

力 を 用 ひて これ をつ くさ  >れ ども、 をの づ から 誠な 

り、 力 を 用 ひて をす-と を ま た す しで 、ロハ 己が 心 を 以て 

人に 及ぼす のみ、 其理は 二つ あるに あらす、 

〇 子ノ 曰、 君 子 喩，， 於 義： 小 人 喩， 於 


； J1 語 
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義は、 天理の 宜き 所、 利 は、 人情の 欲 ふ 所、 これ を喩る 

と は、 その なれ そむ ことの 久 うして、 其 味の いふに も 

いはれ ざる 所まで を、 ふかく 知. 9 得た る ことなり、 〇 

程 子の 云く、 君子の 義に をけ るぶ-、 なほ 小人の 利に を 

,  七 玉 
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これ を 行 はん、 ゃ國を をさむる こと を 望まん や、 

ノ  W ハク ズ ウレへ キ n.- テ 牟 へ 3 チ  ナ タツ 

〇 子 曰、 不 jsi 無 お、 患. 所， 以 立； 

此章 は、 世の 人の 祿を もとめ、 名 を もとむ るの 非 をた 

> せり 、今： ：！ 位な き は、 うれ ふ ベ き MJ にあら ざれば、 

- -れを うれへ ざれ、 他日 もし 位 を 得ん 時に、 其 位に 立 

つ 所の 才德 たらざる は、 甚耻づ べき ことなれば、 これ 

を うれ へ て、 常に 自修むべし、 

へ キ n トプ チ ~n ト メナ セョ キへテ ラウ 

不. 忠 JC 已 知； 求 爲. 可. 知 也、 

今日 名 を しられざる は、 うれ ふ べき To にあら ざれば、 

之 を うれへ ざれ、 他日 もし ほまれ を 得ん 時に、 才德そ 

の 名に かな はすば、 甚耻づ ベ きこと なれば、 これ をう 

れへ、 その 知らる べき 實をを さめて、 これ を 得ん こと 

を 求む ベ し、 0 程 子の 云く、 君子 は 其 己に ある 者 を 求 

るの みと、 蓋し 君子の 學は、 己が ためにの みする 故に 

をの づ から 名利 を 求る の 心なし、 され ども 學 成- 9 て 

己に 得る 所 めれば、 求め ざれ ども 祿其 中に ぁ&、 

〇 子ノ 曰、 參 乎、 


ヅグ 


參は、 曾 子の 名、 夫子 曾 子に 吿る こと あらんと して、 

ま づ其名 をよ びかけ. 5、 

カハ  ナ クラス ケリ チ 

吾 道ー以 貫乏、 

此道は 事物 當然 の理を さす、 下の 之 字 も 亦 道な b、 云 

意 は、 わが 道 千 緒 萬 端に して、 すべく、 る ことなき が 

如く なれ ども、 只 一 つの 理ぁ て、 以て これ を 貫け る 

のみと、 蓋し 聖人の 心、 其體を 以て 云 時 は、 渾然たる 

1 理 のみ、 其 用 を 以て 云 時 は、 事物の 感す るに しねが 

ひ、 あまねく 應じ もらさす、 つぶさに 當 .9 てた が は 

す、 これ 了 y て 萬 を 貫き、 萬理 各々 に 具足す、 即萬物 

すべ て 一 太搔 にあ ひ、 一 物 をのく  一 太 極 を そな ふ 

るな. o、 

曾 子 曰、 唯、 

唯と は、 こた へ の すみやか にして、 うたが ひなき 者な 

hs、 曾 子つ ね，^、 萬理の 上に をいて、 一 々く はしく こ 

れを あきらめ 、つとめて これ を 行 ふ 、その 誠 を存 する 

ことのつ も，.？'、 力 を 用る ことの 久き、 萬理の 間に、 ほ 

3- 相て らし、 相 かよ ふ 所 あ といへ ども、 未だ 其た >  . 


"フヲ  《1 

小 人 懷. 土、  一 

土 は 居處を さす、 居處 のた より を、 した ひ を ぼれ て、 一 

遷 りか はるの 義を かたんす、  一 

君-子 懷. 刑^  一 

刑 は、 法な り、 法 を わすれす して、 敢て 不善 をせ す、 鑤ー 

を を も ふに 及ば やとい へど も、 亦 これ 君子の 類な り、 一 

ハ  フ ケィテ 

小 人 懷. 惠、  一 

惠は、 利な， 5、 順 利 を むさぼる こと を わすれす * これ 一 

亦土ををもふの小人ょりもをとれ，^^、  一 


玉 ハク ョプテ 


フすハ 


〇 子 曰、 放，， 於 利， 而行 多. 怨、 一 

一 

人 常に わがた め 順 利に して、 たよりよ き 方に 依. 9 つ； 

»  ,  3 ッ，.  カイ  ■! 

き， これに 由て 事 を 行 ふ 時は必 人に 害 あ る 故に 人の 一 

怨を とる こと 多し、 〇 凡そ 義に 依て 行 ふ は 公 な h- 、一 

  ヮ タ クシ  - 

利に 依て 行 ふ は 私な り、 君子 小人の わかる、 所た 一 

n ゥシ  丄 

義利 公私の 間に あり、 蔡虛齋 を もへ らく  、利に 放て 一 

行 ふ 時 は、 豈た  >怨 多き のみな らん、 怨みざる 者な か 一 

らんと す、 たま// \- うらみざる 者 ある は、 これ その 私 一 


愛す S 所、 或は その 同類な らんの み、 もし 義に 放て 行 

ふと も、 必怨な きに は あらす、 され ども 道理 をし る 者 

は、これを是なh^とす、 怨む者 あ とも、 亦 うれへ と 

する にたら や、 


ジ ャゥヲ ォサメ •： 
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〇 子 曰、 能 以，， 禮 -讓， 爲 乎、 何 

ラン 

有、 

讓は、 恭敬 辭 遜の 義、 鱧の 實 なり、 こ に鱧讓 とつら 

ねい へども，讓の字を主とするな..^、何有んはし難炉 

ナラ  ュズ  ァラゾ 

ら やと 云義 な，. y  、凡そ 上 行 ひて 下效 ふこと、 讓 ると 爭 

ふとの 二つに あり、 此 二つの 者 まさしく 相 そむけり、 

.1,  シャ ウダ ッ 

上 鱧讓を 好む 時 は、 下 亦 これになら ひて、 爭 奪の 風と 

を ざ かる 、より て 其國を をさむる に、 かたき ことな 

し、 

バ  ハ テ  チムル n ト チイ  チ カン 

不. 能お，， 禮 -讓， 爲.. 國、 如 .禮 何、 

此鱧 は、 禮文を 以て 云、 これ を 如何と は、 行 ふこと あ 

たは じと なり、 もし 上 鱧讓を 好ま やして、 民の 利 を あ 

ら jV ふこと あれば、 必 下に 爭奪を こりて、 國 すな はち 

みだれん とす、 禮文 法度 ありと いふと も、 なん ぞ よく 


0 
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る にあら すと、 かの いまだ 道 をき かざる 者 は、 久く生 

きても、 其 益な しと 一 h こと を * ふ か くさと せる 意 あ 

b> 〇 程 子 を も へ らく、 凡そ 天下の 事物、 實理 あらす 

と 云 ことなし、 人よ く 知て これ を 信す る ことかた し、 

死生 も 亦 大事な り， もし 眞實 にさと り 得る 所 あるに 

あらや は、 なん ぞ 夕に 死す る を 以て 可な りと せんや、 

朱 子 を もへ らく、 それ 道 はき はまりな し、 これ を閬 

と は、 必 しも 巨細 幽明 しらすと 云 ことなき を 云に あ 

らす、 大要 人の 人た る 道理 を、 さと，. >  得る 時 は、 則 可 

な， 9、 

〇 子 曰、 士 志. 於 道； 而 恥 二 惡-衣 惡 

食， 者、 未， 足，， 與議， 也、 

士 たる 者 道 を 求る に 志 ありと い へど も、 なほ わが 衣 

食の 人より 惡 きを 耻る意 ある は、 其見饑 は な は： U ひ 

きし、 これと せ (に、 道 を議諭 する に 足らざる なり、 〇 

道に 志す 所眞實 なる 者 は、 必內を もくして 外 かろ 

し、 然るに 反て 其 心外 物に つか はれな ば、 なん ぞ 共に 

はかる にたらん、 かの 食に あき、 衣 を あた 、かに せん 

と 求る 者 は、 なほ ロ體を やしな ふが ためにす、 衣食の 


  ^二 

惡きを はづ る 者に、 耳目 を よろこばし む るが ためな 

れば、 抑 又 飽煖を 求る 者の 下に あるな り、 

子 曰、 君 子ノ 之 於，， 天-下， 也、 き 一が f 也、 

ゅメ パ *it.  » ト トモ -I シ タガフ 

無. 莫 也、 義 之 與 比、 

此章は 中庸の 德 ある 君子 を、 評論す る詞 なり、 天下と 

は 天下の 事な- 9、 適と 莫と は、 凡そ 事に 應じ、 物に まじ 

はる 上に をいて、 あらかじめ わが 意見 をた て、 必 かく 

の 如く せんと 思 ふ は 適な り， 必 かくの 如く はせ じと 

思 ふは莫 なり、 義は理 の 宜 き處 なり、 云 意 は、 君子 は 

天下の 事に をいて 、適莫 の 意見な く、 只 常 に 義と共 に 

相した が ひて、 何事 もみな 现の宜 きに かな ふとな り、 

〇 適莫は 死物の 如し、 その 偏 着す る 所う ごかす、 義は 

活物の 如し、 自由に う ごきう つ り て 、事の 至善 理の至 

當 にかな ふ、 これ を義 と共にした がふと 云な hs、 

ノ 玉 ハク  ハ ォモフ  テ 

〇 子 曰、 君-子 懷. 德、 

此章 は、 君子 小人の 趣向、 公私の 同じから ざる こと を 

論す、 懷 ふと は、 思念して わすれざる 事 を 云、 君子 は 

わが 德性 を存 して、 失 は ざらん こと を わすれす、 


云 意 は、 我 仁 を 好み 不仁 を 惡む者 を、 いまだ 見す とい 

へど も、 人 もし 果してよ く 一  旦ふ， たちて、 其 力 を 仁 

をす るに 用る こと ある 時 は、 我 又 其 力の 仁 をす るに 

たるま じき 者 を も、 亦い まだ これ を 見やと なり、 蓋し 

仁 をす る こと 己に あ. 9 て、 人 の 力 を かる こと を また 

す、 これ を 欲する 時 は、 則 こ、 にあ.. y て、 志の 至る 听 

は、 氣 必至る、 この 故に、 仁 は 能し がた しとい へど も、 

これに 至る こと 亦 やすし、 

蓋 あ ぺ之レ矣 、我 d 之チル 也、 . 

ズ 

ウタ 力 

蓋しと は、 疑 ふ詞な b、 云 意 は、 人の 氣 質さ まぐな 

れば、もしくは^1^柔弱 にして、仁をするカの、たらざ 

る 者 も ありなん、 然る を 我た まくい まだ これ を 見 

ざるなる べしと ぞ、 蓋し 仁 道 至 hs て大 いなれば、 つい 

にた やすき ことと し 玉 はざる 故 に、 かくの 玉 ふとい 

へど も、. U 者 をい まだ 見ざる のみなら す、 試 に 仁 を 

ナグ メ 

して 見る 者 を さ へ 、亦 まだ 見ざる こと をば、 嘆き 玉 へ 

る 意 あ， o-. 


ノ  MK ク  アヤ マチ ハ  -チス ノ タグ， 

〇 子 曰、 人， 之 過 也、 各 於，， 其黨 


に 一 

% 


人-の あやまちに、 もとよ.^ 道理 を しらすして、 これに 

たが へ る あり、 ほ  >  道理 をば しれ ども、 忘れて しちが 

へ る あり、 みな 心からせ ざる こと 故に、 共に 過と 云、 

凡そ 人の あやまつ こと、 各 その 性質の たぐ ひに、 した 

がふに よりて、 其 間にな だむ ベ き 事 ある を * 世の 人 こ 

、に 察 を 加へ すして、 みな 一 榡 にこれ をせ むる を 以 

て、 かくの 玉へ るな り、 

ミテモ アヤ マ チラ 


L 過 斯 知 t 矣、 


君子 は^ 愛に すぐる を 以て、 常に 厚き 方に あやまる、 

ニン コク  ウス 

ルス は 忍 刻に すぐる を 以て、 常に 薄き 方に あやまる、 

然れば 人の 過 を 見る にっきても、 其 仁 不仁 は、 知らる 

ベ しとな， o、 人の 仁 不仁 を、 必 その 過 を 見て、 これ を 

知る と 云に は あらす、 


玉ぐ 


ベ 二 シヌ， 


輪 0 
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〇 子 曰、 朝 聞. 道 夕 死 可矣、 

道 は、 事物 當然 の理を さす、 これ を 聞と は、 心に さと 

テゥ セキ 

る義 な， 5、 朝夕と は、 その 近き JJ をば、 甚 しくい はん 

とな- 5、 云 意 は 人よ く 道 を 聞き 得る とき は、 たと ひ即 

時に 死す とい へど も 亦 可な り、 これむな しく 生きた 


七 i 


き 
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に _  ■ 1  -r  -   .  ■  . .  ■   - 

贵 貧賤の 取捨の き はより、 終 食 造次 顦沛の 間に 至る ま 

で、 時と し處 として 其 力 を 用 ひすと 云 MJ なし、 然れど 

シャ  ヨウ 

も 取捨の わけ 明に して 而 して 後に 存 養の 功 きびしく 

して、 仁に 違 ふの 時な し， 存 養の 功 きびしき 時、 則 其 取 

捨の わけます/ \» 明に して、 毫釐の まど ひなき なり、 

ノ  HK ク  タ  n  ノムチ  一一 クム  チ 

〇 子 曰、 我 未. 異 好. 仁 者、 惡，， 不- 仁， 

ス 

ヲ 

者： 

此章 世に 仁 を 求る 者の、 まれなる こと を 嘆け り、 夫子 

みづ からの 玉 はく、 今の 世に 我い まだ 仁 を 好む 者！ 不 

仁 を 惡む者 ある こと を 見やと、 下 三 段に、 此兩樣 の 人 

とな hN をと きて、 其 見が たき 故 を 明せ り、 

コノム チニハ  シ テク ハフ ル n  .f  -I  •■ 

好 t 者、 無，， 以 尙，. 之、 . 

人 具 實に仁 を 好む 者に は、 天下の 物 を、 何 にても 上に 

かっけて、 其 好む 心 を、 むば ひとる べき 者 なしと な 

二 クム  チ  ス ir チ 

惡，， 不- 仁， 者、 其爲 t 矣、 . 


七 〇 

仁 不仁なら びた す、 不仁 を惡む 者の しわざ も、 即亦 

その 仁 を する 所な リ、 

シメ  ナル n トテメ クハ  二 

不 JaK.- 仁 者 加，， 乎 其 身； 

眞實に 不仁 を 惡む者 は その 惡 むこと 切に し て、 必こ 

れを たちす つる 故に、 凡そ 不仁なる こと をして、 其 身 

に ふれち かづく こと、 あた は ざら しむるな り、 〇 朱 子 

を も へ らく、 仁 を 好み、 不仁 を 惡む者 は、 みな 仁 を 利 

とする もの なれ ども、 共に 成德の 君子な hs  、二つ の 者 

大 いなる 優劣な し、 伹仁を 好む 者 は、 資質 渾厚 にし 

リ クイン  ガ ウギ 

て、 惻馐の 心 稍 多し、 不仁 を 惡む者 は、 資質 剛毅に し 

て、 着 惡の心 や 、多し、 資質 を 論 すれば、 不仁 を惡む 

者 は、 仁 を 好む 者の、 まろら かなる にし かざれ ども、 

工夫 を 以て 云 時 は、 仁 を 好む 者 は、 不仁 を 惡む者 の 

力 あるに しかす、 學者 いまだ 仁 を 好む こと あた は 

す は、 且つ 不仁 を惡む 上よ. 9、 なし もて 去べ し、 然ら 

ば 其 志 かたくして、 德 にす、 むこと やす かるべ し、 

レ パク  フル n ト ノラ ヲ  -1  レ 

有，， 能. 一 日用， 其 力 於 仁， 矣乎、 我 

ダ  チル タラ  It- 

未. 見，， 力 不. 足 者； 

ズ 


富？： 貝 はたれ とても、 みなね がふ 所な，^、 

シテ セ  ノ チ ル ffi  nv  チラ 

不. 以，， 其 道， 得. 之 不 .處 也、 


J ン セン： 一 


これ 君子の 衆人に ことなる 所 を 云、 下の 貧賤 も 亦 同一 

じ、 君子 富 贵に處 て は、 其義 をつ まびら かにす、 この 一 

故に、 もしう く ベ き 道 を 以て これ 得る 時 は、 則う けて" 

これに 處り、 もしう くべ き 道 を 以てせす して これ を 一 

得る 時 は、 則 たちさりて 處ら ぬな hN、  .ー 

マツ シ キト ト ハイ ヤシ キ レノ  十 リ -I クミン ズル 

貧， 與. 賤、 是人之 所. 惡也、 ノ 

句義 富貴に 同じ、  一 

シテ セノ チレ チ  サラ  は 

不ぉ， 其 道， 得乏 不. 去 也、 一 

丄 

君子 貧賤に をいて は、 つねに 其 命に 安ん す、 この 故に 一 

その 得べ き 道に て 得る をば、 いと ふ 心 なきの みに あ 一 

らす、 得べ- 4 ならす して 得る を も、 亦 これ を 去 り 一 

て、 富 食 を 求る の 心なし、  一 

*  サ ッテハ ？ イツ クン ゾ ナ サン ナテ  _ 

君子 去. 仁惡 乎 成. 名、 

これ 上 をう けて 云、 君子の 君子た る 故 は、 その 心德 AJ 一 


全うして 仁なる を 以てな. OS  、もし 富殹を むさぼ hs  、貧 

賤 をい 丄 はい、 仁 道に はなれ 去りて 君子た るの 實な 

し、 なん ぞ 君子の 名 をな す 所 あらん や、 

.  ハ シチ ハル  ヲ  タモ タガフ n ト I 一 

君 子 無，， 終. 食 之 間 違，. 仁、 . 

終. 食 之 間と は、 一 飯の 間 を 云、 違 ふと は、 はなる、 義 

なり、 これ 亦 上 をう け て 云、 君子の 仁 を 去らざる T0、 

た  >富 貴 貧賤の 間に、 かれ を収 りこれ を捨 る こと あ 

るの みならす、 常々 仁に 體 して、 しばらくの 間 も 相 は 

なる の 時な し、 


サゥ シニモ ス テシ n  、二 

造 次 必 於 レ是、 


造次と は、 いそが はしき 時と、 かりそめなる 時 を 云、 

是と は、 仁 を さす、 必於 レ是と は、 かやう の 時に も、 必 

.LI を はなれ 中と なり、 


ハイ-一 モ ス， 


沛 必 於. 是、 


> は 、不慮の 變 ある 時、 流浪の 難 ある 時 を 云、 句義 

上に 同じ、 此ニ句 は、 尤 仁に 違 ひやす き 時 を あげて、 

終 食不， 違の 意 をた せり、 〇 君子の 仁に 體 する. i 、富 


論 語 
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1; れ 


て存 する ことな けれども、 をの づ から 失 はす、 其 用 

を さめて ついで ざれ ども、 をの づ からみ だれす、 目に 

見て 耳に 聞き、 手に とりて 足に ゆく が 如し、 智者 は 見 

る 所 あ. 5 と は 云べ し、 いまだ 得る 所 ぁ^^^-とはぃはれ 

す、 存 する 所 あ， 0 て 後に 失 はす、 をさむる 所 あ b て 後 

にみ だれ や、 仁に 安ん する は、 仁と 我と 一 つなり、 仁 

を 利と する はな ほ 仁と 我 と 一 一つな， 9、 仁に 安ん する 

こと は、 顔閱 以上、 聖人 を 去る こと 遠から ざる 者に あ 

ら ざれば、 此味を 知らす、 其餘の 諸子 は、 人に こえた 

る才ぁ hv といへ ども、 道 AJ 見て まど はすと はいふべ 

し、 いまだ 仁 を 利と する の 地位 は、 まぬがれぬな、 リ、 

ノ 玉 ハク タ V  /i クョ ミン ジ  テ  ク ュク ミンズ ヲ 

〇 子 曰、 惟 仁者 能 好. 人、 能 惡. 人、 

善人 を 好 じ、 惡人 を惡ん する は、 人情の 同き 所な，.^ と 

い へ ども、 た  > 仁者の み、 これ を 好す る こと を もよ く 

好 じ、 二れ を惡ん やる こと を もよ く惡ん す、 衆人 は然 

る こと あた は ざる. な P  、 蓋しに 者 は 其む の體、 少しも 

.  ォ ホヤ ケ 

私 を まじへ すして、 き はめて 公 なる を 以て、 其 用の 

行はる、所、か..^にも理にた•かはすして、みな正きが 

故に かくの 如し •〇 朱 子 を も へ らく、 仁 道 は 愛 を 主と 


六 八 

す、 この 故に、 物の 好 やべき に をいて は、 則 よろこび 

てこれ を 好す、 その 惡 むべき 者 は、 かれ 仁 道 を さま 4^ 

ぐる 故に、 やむ こと を 得すして、 いたみな から もこれ 

をせ め、 これ をた  >す こと あり、 然れば その 惡んす 

る 間に も、 愛の 理は亦 を こな はれ やと 云 ことなし、 

ノ 玉 ハク マコト 二 ザ ス寸ハ  -ー  シ ァシキ n ト 

〇 子 曰、 苟 志，， 於 仁， 矣、 無. 惡也、 _ 

志と は、 心の ゆきむ かふ 所な， 9、 仁 は 人心の 全德 にし 

て、 萬 善 を かね そな へ 、人 を 愛し 物 を 利す る を 主と 

す、 人よ く 仁に 志して、 これに 體 せんとす る 者 は、 道 

を 求る の 本領 立つ、 况 やその 志す 所 まことにして、 か 

はる MJ なければ、 必惡 をす るの 事な し、 〇 凡そ 心なく 

アヤ マ 

して 理を うしな ふ を 過 りと云，心ぁh^て理にもとる 

ァラ タメ 

を惡と 云、 もし 過り を 改 すして、 これ を を ほふ 時 は 

亦 をち ゐ hv て惡 となる、 まことに 仁に 志す 者 は、 必心 

からなる 惡を する こと はな けれども、 なほい ま だ 過 

ち ある こと をまぬ かれす、 され ど あやまつ 時 は、 則 あ 

ら ためて、 惡に はかって おちいらぬな- 9、 

0 子ノ  Rn^i 與. 貴、 是 人 之 所 k 也、 


て、 これ を 是非す る 所 あらん やとな.. y、 

里 仁 第 四 

ノ ク サトハ  ナルテ 3 シト 

子 曰、 里 仁 爲. 美、 


人の 居る 里 は、 仁 厚の 風俗 ある を 以てよ しとす、 仁 里、： 

に 居る 時 は、 典に すむ 人と なれ そむに よ， 5 て、 其 德をー 

なすべし、 又 互に 相め ぐみ、 相す くひて、 其 身 をた も J 

つべ し、 然れば 人の 生 涯、 里の 仁 否に か、 る 所、 かろ. 一 

か らす  よ 

ェ ラブ トシ テパ ヲラ  二 ィヅク ンヅ ンチチ 

擇 不 feL 仁、 焉 得. 知、  一 

人 もし 居處を えらむ とて、 仁 里に 居る MJ を 知らす ば、 一 

これ 是非の 見やす き 所に をいて、 すでにく らし、 外に 一 

何 ほどの たよ，^ を 求む ると も、 なん ぞ 昝 あ. 9 とする； 

こと を 得ん や、  一 

ノ玉 ハク  ハ  ラ  テ シ クチ ルセ ハジ キニー 

〇 子 曰、 不仁 者、 不. 可，， 以 久 處^ 一 

約し と は、 困窮の 義な ，c,、 不仁の 人 は、 あ 本心の 德をー 

失 ふ、 よ， c て 困窮の さか ひに、 しばし はた へしの びて 一 


居れ ども、 久しく 居る こと あた はす、 もし 久しく 居る 

時 は、 必 その 志 をす て、、 非 を を かす、 


ナガ ク i 


*  ノシキ 二 


不. 可，， 以 長 處， 樂、 


安樂の 所に、 しばし は 事なくて 居れ ども、 ながく 居る 

こと あた はや、 もしな がく 居る 時 は、 必を ごり て、 ほ 

しい まゝ な.. 9、 


ンズ —二 


仁 者 安. 仁、 


仁 は 本心の 德 にして、 萬 善 を かねた 、この 故に 仁者 

フゥキ AJ ン セン アン ラク クワン ナン  キ 

は 富 * 貧賤、 安樂 患難、 いづれ に 居ても、 をの づ から 

仁 道に 安ん せす と 云 ことなし、 


尸 トス  ヲ 

知 者 利. 仁、 


輪 0 
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利と すと は、 むさぼる の義な b  、智者 は理に 明なる 故 

に 其 欲する 所 仁 に まさ， 0 たる ことなし、 この 故にい 

づ くに 居ても、 仁 道 を むさぼ. 0 求めて 、其 志 をた が へ 

す、ょ..^て仁者に 比すれば、 其 得る 所淺 けれども、 亦 

よく 外物に むば る /'^をせざるな，^^、〇謝氏を*？ 

へらく、 仁者 は 其 心內外 精粗の へだてな し、 其體 ま-も 


0  0 
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カン 


へり、 封 人夫 子と 一 見の 間に、 感得す る こと 深き によ 

て、 すな はち 稱賛 する ことかく の 如し、 

玉 ハク セ ウテ クセリ t  マタ クセリ  チ 

〇 子 謂. 韶 盡. 美 矣、 又 盡 J 口 也 

謂と は、 評論す る義 なリ、 韶は、 舜の樂 の 名、 古の 帝 

王、 天下 を 得る 時 は、 必樂 をつ く， 9、 天地 鬼神 を 祭て、 

その 成功 をつ ぐ、 よ， 9 て 歷代命 をう くる 天子 は、 みな 

其德 にかたと るの 樂 あ- ft- 、韶は 韶の 字の 義 にて、 つぐ 

なり、 舜堯の 位 をつ ぎて 治 を 致し 玉 ふ 故に、 其 樂を韶 

と名づ く、 盡 と は、 樂の 鼠、 舞の 容、 共に その 盛なる 

こと をき はめた るぞ、 善と は、 その美と する 所， の事實 

のよ きを 云、 舜は 天生 自然の 聖德ぁ 、又 堯の讓 位 を 

うけて、 天下 をた もてる が 故に、 其 樂の聲 { ^、みな 揖 

讓の氣 象 さかんにして、 其德の 尊き こ ともをの づか 

ら見 ゆるな h- 、よりて 善なる 所 も、 亦つ くした る ぞ、. 

玉 ハク フテ  タセリ ビ  ダ クサ  ヲ 

謂. 武盡. 美矣、 未. ま 善 也、 

武は、 武 王の 樂の 名、 武事 を 以て 紂を うち、 民 をす く 

へ るに よりて 武 と名づ く、 武王は 自ら を さめて、 性に 

か へ るの聖人な..^、又武功 を 以て 天下 をた もてる が 


故に 、せ.？ 樂の 聲容、 みな 武を あけ、 暴 を^ ぞくの 氣象 

さかんにして、 亦 美つ くせり、 され ども 征伐の 、讓 

禪に しかす、 また 其 德の舜 にしかざる こと も、 これに 

よ- 5 て 見 ゆるな hN  、この 故に 其 事の 實は、 いまだ 善つ 

くさ  >  る 所 あり、 〇 程子を もへ らく、 成 湯 架 を 放て、 

德に はづる こと あり、 武王 も亦然 h- 、かるが；^ にい ま 

だ 善つ くさす、 され 共 堯舜の 讓禪、 湯 武の放 伐 は、 み 

な理 にあた. り 、時に よろしき 故に、 其 道 は 共に 一 つな 

. ^、湯 武の ふるま ひ は、 其 欲する 所に あら ざれ ども、 

遇 ふ 所の 時 然るによ て、 やむ こと を 得すして、 非常. 

の大權を行へる者なh^、 

ク* シ， ノブ ンデ 

不. 敬、 臨 ， 


ユタカ ナラ ナシテ 


〇 子 曰、 居 1 不 J 見、 

モニ ハ カナシ マ  チ テカ ミン 

不 k 、吾 何 以觀. 之. 哉、 


本ン 


人の 上に 居る 者 は 寛仁に して 刻薄なら ざる を 以て 本 

意 とす 、港 をと b 行 ふに は 恭敬に して 傲惰 なら ざ る 

を 以て 本意と す、 人の 喪に のぞんで は 哀戚 して 和 易 

ならざる を 以て 本意と す、 これらの 事、 もし 其 本意 を 

失 ふ 時 は、 さらに 何事 を 以て か、 其 行 ふ 所の 得失 を 見 


さどる 宫の 名、 封疆 は、 此方に 云 どての こ. となり、 夫 

子衛に 至れり、 時に 儀 邑封人 來，. ^て、 まみえん こと を 

こふ、 盖し 賢に して 下位に かくれた る 者なる べし、 

ク  ノ  レルす 二  n  、二  タ カツ テン ハァラ 

曰、 君-子 之 至， 於 斯， 也、 吾 未， 嘗不， 

ァフ n トヲ  ズ 

レ得レ 見 也、 

君子と は、 その かみの 賢者 を 云、 斯と は、 衛の 地 を さ 

す、 こ、 に 至れる 時、 みなこれ にあ ふ を 得る と は、 

それより さき も、 資者 にた/ -れざ る こと を 云、 これ 封 

人 わか 下賤なる を 以て、 夫子の 門人、 こふ 所 を 通せ ざ 

らん かと 思 ひて、 かくい へ るな り、 

ショウ  マミ ェシム  二 

從 者 見 >)、 

從 者と は、 門人 夫子に ともして 來れる 者 を 云、 夫子に 

ブ ン 

通 聞して、； 人 を まみえ しめたる ぞ、 

テ ，  ク 

出 曰、 

マーツ ケン 

封 人す で に 謁見 を とげ、 しりぞきいで、 いひけ h -、 

ソ ウレ へ ンャ ゥシ ナヘ ル r ヲ 

一 ニニ 子 何 患，， 於 喪， 乎、 

論 語 八 第 m  • 


二三 子と は、 門人 を さす、 喪 ふと は、 位 をう しな ひて、 

國を 去る を 云、 これ 夫子 魯の 君臣 齊の 女樂 をう け 

て、 政に を こたり ける 故に、 司 寇の官 をす て、、 衛 に 

ゆ き玉 ふ 時 の こ と な 、封 人 云 意 は、 夫子の 位 を 失 へ 

る こ LOV」 、患と せざる べしと なり、 

天-下 ノ 之 i. 道 也 久ン 矣、 

ラン 

天下に 道 AO こな はれざる こと しければ、 亂 き はま 

チ 

力て ュ 5 にか へるべし となり、 

二  +'  チ セント ボク タク..' 

天 將ぉ， 夫- チ爲. 木- 线 

ス 

鐸は、 鈴な...'、 其 舌 を 金に てしたる をば 金録と 云、 木 

カウ レイ 

にした る をば 木 録 と： K  、凡そ 敎令を ふる、 時 はこれ 

を ふりて 諸人 を さとす 物な り、 武事に は 佥錢を 用 ひ、 

文事に は 木 録を用 ふ、 云 意 は、 世 運 治る に 及ぶ 時 は、 

天必 夫子 をして 位に 居て、 敎を まう けしむべし、 久し 

カウ 

く 位，^ 失 ひて 居 玉 はじと ぞ、 木録は 文敎を ほ どこす 

物なる によ.. > て 、これによ そへ ていへ り、 ー說 に、 木 

鐸は 道路に ふ n めぐる 物な り、 天 夫子 をして 位 を 失 

ひ、 四方に めぐりて、 敎を行 はし めんとの こと をと い 


A0  0 
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りと い へど も 、管 仲 死し、 桓公薨 じて より、 すな はち 

覇業 を 失 ひて、 諸侯 また 齊を宗 とせす なんぬ、 

ッゲテ ノ  二 ガクテ 玉 ハク 

〇 子 語，， 魯 大 師 樂， 曰、 

太 師は官 の 名、 これ 魯の瞽 人た る 樂官の 長な り、 時に 

音 樂の正 法す たれて、 知る 者な かりけ る 故に、 夫子 樂 

師 にあ ひて これ を つげ 敎へ玉 ふ、 

樂 其 可. 知 也、 

其 法 をつ げんとして、 ま づの玉 はく、 凡そ 樂を 奏する 

の 法、 それ かくの 如くなる 者と しるべし とな- 9、 

メォ n シ ナス トキ 二 タリ  ， • 

始作翁 如 也、 

此 より 下 翕 純繳釋 みな 八 昔の 樂器 のこ ゑ を 以て 云、 

五聲 十二 律 はみ な 其 中に あり、 作す， i は 奏するな り、 

翁 は あつまり あ ふ 意、 如と は、 上の 字 を 以て 形容す る 

詞 な.^、 樂を 奏する 始め、 金石 絲竹 みな;； 調子 を あは 

せ、 拍子 を そろ へ て ゆる  < す ぼら か に、 仕いだ す こと 

を 云な h -、 

ハナ ゾ す-一 ヲ ジ ユン タリ  ケゥ  タリ  ヱキ  タリ  チ 

從. 之 純-如 也、 皦 如 也、 繹 如 m 、以 


成、 


、，ナ 


從 つと は、 をし ひらきて 奏する こと を 云、 純 は、 あ ひ 

や はらぐ 義 な- 5  、衆 一 tj 曰の かさな h- うけあ ひ、 すみに ご 

b はへ あ ひて 、五味の 調和す るが 如くなる， と を 云、 八 

音よ く 諧る是 な b  、微は 、わかれて あきらかなる 義な 

り、 純 如と してよ くや はらぐ といへ ども、 亦 1 つ <^ 

分明に して、 各 その 正き 所 を 守り、 他 を  >  か さす 他に 

うば 、れ ざる こと を 云、 倫 を 相う ば ふこと な き 是な 

り、 繹は、 相つ  >きてたぇざる義な.=^、純如微如の間 

に、 衆 一 P1B あ ひ よびこめて、 文 をな したる が、 はじめ を 

は，^ か はらす して、 た ゆみな く 相つ >  くこと をい ふ.； 

成と は樂 1 くさ b の 終る ことなり、 上 四 項 をす ベ て 

云く、 か くの 如く にして 以て 成る を は、 よしと す る >  J 

,^-知るべしとな.，^、凡^v作樂始終の變、節奏の妙、ゎ 

づ かに 數 字の 間にて、 つぶさに 盡 せる こ とかくの 如. 

し、 聖人に あらす は、 それ たれ かこれ にあ づ からん、 

キ ネゥ 


〇 儀 封 人 脾見、 


儀 は、 國の邑 の 名な b 、封 人 は、 國堺 の封疆 をつ か 


玉 ハク ハウク ンジュ クオ ホフ  チ  モ  タ メ  フ テ 

曰、 邦-君 樹 塞 i: 、管 氏亦樹 奏門、 


シャゥ 


邦 君 はくに のきみ、 諸侯 をい へh^、樹，oはっ ぃたて障 

子の やうなる 小 かべな b  、塞， 門と は、 此屛を 門の 內に 

たて、、 內外を を ほひ さ へぎるな り、 これ 諸侯の 鱧な 

b 、大夫 は 簾 を 用る 作法な る に、 管 仲 僭し て屛 をた て 

た h -、 


ナスす-一 


ハン テン 


邦-君 爲，， 雨-君 之 好， 有，， 反- 坫； 管-氏 

亦 V： 反- 站； 

爲， 兩君之 好 一と は、 諸侯、 隣國の といで あ ひて、 を 

あはす る こと を 云、 K 嘴 は、 堂の 正面 兩楹の 間に、 土 

を 以て 小臺 をつ き、 賓ま たが ひに 酒 をく みて、 獻酬す 

• ノミ  サカ ツキ ノ へ 

る 時に、 飮を はれば 爵 を 其 上に 反し をく、 よりて 反 

坫と 云な り、 蓋し その かみ 梪公 天下の 霸 まにして t 管 

仲 その 國政 をと りけ る 故に、 諸侯 齊に 朝す る fer は、 必 

シャ ゥケン  _  I  < ； 

管 仲 か 家に も ゆきて、 相 見せられ ける によりて、 管 仲 

これ を まう けて、 あ ひしら へる と 見えた 、され どこ 

れも 亦潛禮 な，^、  一 


論 語 
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--  >  ラバ  チ タレ カラン ラ  ！ K 

管-氏 而知. 禮、 孰不. 知艙、 ： 

上の 兩段 をす ベて 云く、 かやう の 非 鱧 をな せる 管 氏； 

にて、 それが 禮 しれるならば、 別に 誰 を禮 しら やとせ 一 

ん とな， o、 その 甚禮 しらざる こと をの 玉 へ hN、〇 そ、 れ j 

夫子 管 仲に 仁 を ゆるし 玉 ふ は、 只 その 王室 をた つと. 一 

み、 夷狄 をし， 5 ぞ けたる 功ヒ 以てな b  、され ども 王 佐 一 

の才 にあら ざ， 9 し 故に、 其 功た  >霸 業 をな すの みに 一 

て を はれ， 9、 よりて 其 器 を 小き な， 0 とす、 時の 人 ひ丄ー 

へに 功利 をた つ とみて、 世に 管 仲より まさりた る 者； 

なしと、 思 ひける を 以て、 夫子の 評 を 疑 ひ 問て やま や 一 

夫子 只 その 儉と禮 しれる と をば、 皆然ら すと して、 い 一 

まだ 器 小の 故 をの 玉 はす、 され ど 器の 小 きなる 者 は 一 

みち やすき 故に、 必 あふれて 儉なら すして、 醴をこ ゆ， 

るに 至る、 然れば これによ りても、 其 器の 小き なるこ 一 

と を 見つ べし、 漢の楊 雄 此事を 論じて 云く、 大器 はな j 

を 規矩 準繩の 如し、 まづ 自治め て、 而 して 後に 人 を 治 一 

むと、 此語 まことに 是な り、 管 仲が 三 歸反站 、梪 公の 內：； 

嬖六 人、 みな 己 を 正う する こと あた はすして、 其 本す 一 

でに 淺し、 よく 諸侯に 覉 として、 一 たび 天下 をた  >  せ 

六 n 一 
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； t は、 器量 を 云、 管 仲 其君桓 公の 相と な. 0 て、 諸侯の 

霸 となし、 一 たび 天下 をた  > しつる 大功 あり、 され ど 

も 聖賢 大學の 道 を しらざる によ て、 內にそ なへ た 

シ キリヤ ゥ  キ ボ 

る爵 量せば く あさく、 外に ほどこせる 規模、 ひきく さ 

みし、 是 その 器の 小き なる 所な， 9、 この 故に 其 功 ^ 

も、 た い 霸業を 成す に 止- 5、 身 を 正う し、 德をを さ. め 

て、 君に 王道 を 行 はしむ る こと、 あた は ざり しな hN、 


アル 人ノ 


ケン ナリキ 


或 曰、 管 仲險 乎、 


或 人夫 子の 語 を 聞て、 器 小の 義を さとらす して、 凡そ 

儉 約なる 者 は、 其 心し  > まり、 其し わざつ  >  まやかな 

ウタ ガ t 

る 故に、 これ を 器 小と いへ るかと、 疑て いへ るな り、 

實に管 仲を儉 な， 5 と 見て、 問に は あらす、 

HK ク 

曰、  . 

夫子の こたべ なり 下の 曰の 字 亦 同じ、 

管 氏 有ビ千 

三歸 は、 臺の 名、 其 事 說苑に 見えた り、 管 仲た かき 臺 

をつ きて、 遊觀の 所と しけるな. 5、 


.  カ子 

官-事 不 .樯 


官は、 職な り、 大 夫の 家臣 は、 一 人に あまたの 職 事 を 

かねしむ、然るに管仲が^1^臣多ぐして、 一 人各 一 事 

を つかさどる、 是 諸侯の 制 を を かせるな hN、 

ィヅ クン ゾ ェ ン ナル r_K 

焉 得. 儉、 

上 兩事を 以て 見れば 何儉な b とする- W と を 得ん や、 

ル寸ハ チ  . ^n-*. - 

然則管 仲 知. 禮 乎、 

ォ * 

これ 又 或 人のと ひな. 9、 蓋し 唐 このむ 者、 大 やう 儉約 

ならす、 この 故に 或 人又儉 ならざる は 、纏 しれな によ 

.9てかと疑ひてと へ，^>、 其 意儉な ら ざるに よりて 一 

轉す、 器 小の 義と は、 相 よらぬな り、 一 說に、 或 人 常に 

管 仲が を ご b を、 贐 文の 盛なる ことと 思 ひける に、 夫 

子 器 小の そし b を 聞て 、甚 うたが ひつる によりて、 ま 

づ儉 なり やと、 うらよ. 0 問 ひ を こし、 夫子 焉ぞ儉 を 得 

ん との 玉 ふ を まちて、 然る 時 はすな は.，^ 緩 しれ， 9 や 

と、 わが 見る 所 を あげて 問 へ るな. 5 と 云、 語意 かくの 

如，.、 なる に 似た.. y、 . 


かにして、 其 性情の 正き を、 求めし るべ し との 敎 な 

り， 

アイ  フ シャチ  サイ ガ -I 

〇 哀 公 問 k 於 宰 我； 

社 は、 社稷な りゾ」 れ祉飽 にう ゑて、 主と する 所の 木、 

稲.々 同じから， さる こと をと へ，.^、 宰我は 孔子の 弟子、 

名 は 予字は 子 我、 

へ テク  n ゥ  ハ ス マッチ  ヒトハ  ス 

宰我對 曰、 夏-后-氏 以 k 、殷 人 以 

t ラ  ハ ス クリチ 

. 柏 ，周 人 以. 栗、  ， . 

これ 三代の 觀 同じから ざ る を 以て、 社主の 木の 異な 

る こと を 云、 され ど 只 これ 王土の 社 を あげて、 國社民 

社に 及ばす、 夏に 后 氏と 云 は、 后 は、 君な ひ、 位 を 君： 

ゥケ  .ン3 ゥ 

受 たれば なり、 氏と は、 世 を かさねた る 家の 稱な h -、 

殷周は 人の を もむ きした がふ を 以て、 位 を 得た る 故 

に、 人と 云な り、 

ク メ ントナ リヲメ セン リツ ナラ 

曰、 使，， 民 戦-栗； 

戰栗 は、 を それ をの、 く貌、 これ 周 人 架 を 用る 意 をと 


く、 然れ ども 其本說 はかくの 如くなら す、 社主 は 只 其 

瓧を 立る 所の 地に、 宜き 所の 木 をう、 るな， 9、 宰我か 

くい ひたる は、 蓋し 古 は 人 を 刑す る こと、 社に をいて 

せし 故に、 これ をつ け あはせ ていへ る歟、 或は ft 俗の 

いひった ふる 所なる べし、 

イナ チ 玉 ハク ナ リシ チバ ジ トカ トゲシ  テパ ジ ィサメ 

子 聞. 之 Rr 成 事 不 .說 、遂 事 不. 諫、 

二 ィ ニジ チパ ジ トガメ 

旣 往 不. 咎、 

此 みな 宰 我が 失言 を 責め 玉 ふ 、其 こた ふ る 所、 社の 本 

意に あらざる のみなら す、 君の 刑 殺の 心 を ひ ら けば 

なり、 此 三つ 次第 を 以て 云 時 は、 遂るは 成る よ. 0 も 前 

ノ  ソ/ ィ キホヒ 

にあり、 其 事い まだなら すと い へど も、 其 勢 やめら 

れ ざる を 云な り、 云 意に、 すでに 4^..>定 りた る 事 は、 

ゼ ヒ 

その 是非 をと くま じ、 すでにと げなん 事 は、 いさめて 

と ，5- むま じ、 すでにす ぎた る 事 は、 を ひとが むま じと 

なり、 段々 かさねての 玉 ふ は、 ふかく これ をせ めて、 

後：：： の 失言 をつ /'しまし め 玉 はんとな り、 

ノ  ハク  . 力 ゥッ ハモ ノス コシ キナル カナ ， 

0 子 曰、 管 仲 之 器 小 哉、. 

管仲は、齊の大夫、姓は管名は夷^^^2、仲はせ^字なリ、器 

六 一 
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かふ まつ る こと、 0<臣賴 の當然 をつ くす ばか， 9 にて、 

少しも まし 加る 所 あるに あらす、 よりて 此語を 以て 

其 志 を 明し、 亦以 C 世の 失 鱧 をす くひ 玉 ふ、 〇 稃子 を， 

も へ らべ、 もし 他人 此事 をい は  >  、我 君に つかへ て蕹 

をつ くせば、 小人 以て 譲へ りと すと 云べ きを、 聖人の 

詞 たいかくの 如し、 其 道 大いに、 德 ひろき こと、 これ 

に つきても 亦 見つ ベ しと、 


ッカ J 


，ッ Ar. 


〇 定公問 君 使 .臣 臣事. 君 如 之 

何、  . 

定公 は魯の 君、 名 は宋、 君と tei との 間、 各 その 道の よ 

ろしき 所 をと へ り、. 

へテ M  i ク  フニ  チ シ  チ  ツル- 1  -I 

孔子 凿 曰、 君 使 .臣 以. 禮、 臣 事. 君 

ス  ヲ 

君の 臣 をつ かふに は、 下の 忠、 たらざる こと をと がめ 

すして、 只 其 遭の 至ら VT; らんこと を うれ ふ、 臣の 君に 

事る に は、 上の 禮 たらざる こと をと がめ やして、 只せ ふ 

忠の 至ら ざらん こと を うれ ふ、 これ 君 道 臣節の 當然 


すよ. 9  5^ の ことな. ly 

オボ レ カナ シン デモ , 


なれば、 各み づ からこれ をつ 

ノ五 ハク クワン シ m ハ タノ ジン ギモ 

〇 子 曰、 關 維 樂而不 哀 而不 

ャ ブラ 

レき、 


關唯 は、 詩の 國風周 南の 首篇、 文 王 王季の 世子た， 9 し 一一 

時、 その：^ 太 姒の德 を、 官女の 味 じたる 詩な り， 盖し 

文 王聖德 ありし 故に 、宮人み な 賢な 力、 よりて 其 詩 

性情 正しき こと を 得たり、 はじ め 君子の ために 其德 

の 相 かなへ る 女子 を 求めて、 得が たかりし 故に、 ねて： 

もさ めても 思 ひ ふしまろびい ねか へりて、 これ- 

を うれへ、 其 後？ 刼 宛の 淑女 を 得て、 君子に 配し ける よ 

ろ > J び を、 又 琴瑟を ひき、 鐘 鼓 をなら して、 これ を樂 

しめる こと をの ベ たり、 君子と は 文 王、 淑女と は太姒 

オボ 

な. 9、 淫る、 は、 樂 みのす ぎて、 正き を 失 へる こと を 

云、 傷る /'は、 哀 みのす ぎて、 和 を そこ な へ る こと， VJ 一 

云、 此 詩の 意 德を思 ふが ためにして 私情より いで ざ： 

る 故に、 其 憂へ ふか けれども、 傷る ゝに 至らす、 其樂： 

みさかん なれ ども、 傷る 、に 至らす、 より て 夫子 これ 

を ほめ 玉 ふ、 學者其 詞 AJ. もて あそび、 其 音 をつ まびら 一 


，一 


タメ ナリ ラ ルカ ウセ シ ナチ 

爲： 力 不 jS. 科、 


夫子 禮の意 を 屑しての 玉 は く、 射 禮の皮 を 貫く こと 

を 主 i せざる は、 人の カ强 弱、 みな 同じから ざるが た 

めな. りと、 


古 之 道 也、 


周 をと ろ へ て 後、 諸 國に兵 革し げくな りて、 又み な武 

射 をた つ 

な- 


み ける 故に、 皮 を 主と せざる をば、 古の 道 

云 て 、今の 失禮を 嘆き 玉へ K. 


,  ヌ ス テマ ク n ク サクノ  キ ャ ウテ 

〇 子 貢 欲. 去，， 吿 朔 之 寧 羊： 


r ゲッ 


吿朔と は、 每 月の朔 を、 祖廟に 吿げ 祭り て、 其 日の 政 

を <i 令す、 これ を吿朔 の禮と 云、 其 政 は即月 令な り、 諸. 

侯 は 毎年の 末に 來 年の 曆を天 子より うけ て、 これ を 

本國の 祖廟に を さめ をき、 亦 月の 朔 こと に 薪に つ 

げ、 請う けて、 月 令 を 行. ふ、 其牲に 天子 は 牛 を 用 ひ、 {^ 

侯 は 羊.？^ 用ネ、 箴 羊と は、 いまだ ころさ 3- るいけ にえ 

の 羊な り、 魯 圏に は 文 公の 時より、 告 朔の禮 すたれて 

行 はれす、 然る に 有司な ほ 此羊を そな へ をき ける 故 


^ 薛 
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に、 子 貢 無用の 物な りと して、 其 まう W を 、すて まほ 

しく 思へ り、 

玉 ハク シ  ナン ヂハ. オシ ム  ノ  t クジ. K レ： ム ノ チ 

子 曰、 賜 也、 爾 愛，， 其 羊； 我. 愛，， 其繪： 

二つの 其の 字 は、 みな 吿朔を さして 云、 その かみ 吿朔 

の禮 すたれたり とい へど も、 なほ 羊 を そな へ を かば、 

其禮 また これによ りて を こる こと ある ベ し、 も し 其 

羊 を も 共に すてな ば、 此 鱧な. かくすた る ベ きぞ、 よ， 0 

て 夫子 子 貢に 吿 ての 玉 ふ 意 、なんお は 只 其 羊の つ い 

え を をし む、 我 はすな はち 其 遭の ほろ び ん こと を を 

ォ モ 

しむと なり、 〇 諸侯の 吿朔 の禮、 その 重 きこ と 三 つ 

あり、 一 に 正朔 を 奉 やる は、 天子 を 重ん するな り、 二 

ソ カウ 

つ に 宗廟に 吿る は、 祖考を 重ん するな り、 三つに 月 令 

を修む る は、 民事 を 重ん するな，. の 故に 夫子 其す 

たれん こと を、 をし み 玉 へり、 

ノ 玉 ハク ッテ  二 ヅ クセハ チ  テ ス へッラ ヘリ ト 

.〇. 子 曰、 事. 君 盡. 禮、 人 以 爲 JS 也、 

その かみの 人、 下 を ご， 9 上 を か ろんじて、 失 鰭 多し、 

夫子 ひとり 人臣の 纏 をつ くし 玉 へ る を 見て、 かへ つ 

て 君 をへ つらへ ると そしれ. o、 され ど 夫子の 君に つ 

五 九 


0  0 


八伤第 =1 


五八 


r サク 


代の 法 なれば なり、 若 それ 制作の 位に 居 玉 は  >  、大抵 

周に よ， *y 玉 ふと も、 なほ 損益の 宜きを はか hN て、 夏 

時 を 行 ひ、 殷の 絡に. の り 、樂に は韶を 舞の 類 あるべき 

なり、  y 


Y ゥ-ー ゴ ト-| 


G 子 入，， 大 -廟， 每. 事 間、 

大廟 は、 魯の周 公の 廟な hs  、こ j^. 盖し 夫子 始て魯 に 化 

ベ 、大麻に 入て、 祭 を. 助け 玉 ふ 時、 器物 儀 節の 類、 みな 

人に 問て 行 ひ 玉 ふこと をい ？, 

... 入ノ ク タレ 力 プヤ スゥ t トノ  n チ レ w.*. チ  テ 

或 曰、 孰 謂，， 鄒 人 之 子 知， 禮 乎、 入，， 

大 -廟， 每. 事 問、 

驟は、 邑の 名、 古 は邑を 治る 大夫 を、 某邑 人と 云、 孔子 

の父叔 梁：^ さきに 鄉 邑の大 夫た， 9 しにより て、 孔子 

を鄉 人の子と 云、 これ 下輩の わかき 者 を稱す る 詞な 

い.^、 盖 夫子 わか 、b しょ hs  、賴 しれ， 0 と 云き こえ ある 

によ. 0 て、 或 人 これ を 以て そしれ， 9  、 

キイ テ チ玉 ハタ レ ナリ 

子 聞. 之 曰、 是 禮 也、  . 


- ンダ？ v_ 


君の 祭 を 助る 時、 何事 もみな 先達に とひき、 て 行 ふ * 

此っ 、しみ を もんす る 意、 即 これ 鱧の 鱧た る 所な る 

故に、 是慮 な， 9 との 玉へ， cs、〇 それ 敬 謹 は、 赣の 實； し 

り、 知る とい へど も 亦と ふ は、 つ /'しみの 至， 0 なき、 

或 人 反て これ を醴 しら や と 云 は、 孔子 を 知る 者に あ 

らす、 や 孔子 鱧に く はしと い へど も、 いまだ 其 場 を 

ふます して 始 てこれ にあ づか ，9 玉 ふ 時 は、 何事 もと 

はすして 行 こと を 得ん や、 

ノ 玉 ハク シ ヤメ ル ハ シュ トセ 力 ハチ 

0 子 曰、 射不. 主 k、 

- マイ キヤウ シャ  、 ト k  -r 

此は儀 鰭の ボー 嘯の 文な り、 本文に、 鱧 射不， 主ハ 皮と 

あ， 5、 大射賓 射 燕 射 は、 みな 輸樂を 以て ゆ みいる 故 

に、 通；^ て， jl れを鰻 射と 云、 大 射の 的 は 布の 侯 を は 

り、 中央に 革 を 置きて， これ を 鴇と 云、 其 外 は 只 侯の 中 

に 的 をえ がきて 、正と 云な り、 主. 皮と は、 武 射 の 法、 

只 獸の皮 を 張て 的と し、 射と AJ す こと をむ ねとして、 

これ を 主 皮の 射と 云、 古 は 革に て錢を 作. 0 ける 故に、 

革 を 貫く を 以て、 弓勢の ためしと しけるな， 9、 盖し古 

人 は ゆみいて 以て 德を 観る 故に、 鱧 射に 只 あたる こ 

と を 主として、 皮 を 贯 くこと を 生と せざる なり、 


れを 祭る、 祭る 時に、 ま づ舯主 を かまの ま へに 立て 

これ を 祭り、 後に は 其 尸 をむ か へ、 奥に 入れて これ 

を もてなす、 憲は 祭の 主と する 所、 奧は 尊者の ある 處 

子サ  キ 

な hN  ，凡そ 人 願 ふ 所 あるお、 貴人に こび もとめん よ hs 

も、 時に あたりて、 事 を 用る 者に こび もと むれ ば、 其 

ゾクゴ 

ねが ひ 得 やすしと 云 ふ を、 その かみの 俗語に かく 

いへ， 9、 神 を 祭る は、 福 を禱る ことなれば ぞ、 盖し 

王孫 賈は、 衞 の權臣 なり、 夫子の 衞に 来れる をば、 仕 

を 求めら る と 見て * 然 らば 君 にと- n- よらん よりも、 

われに したが ひち なまれた らば 、よからん と 云 意 AJ、 

此 俗語に よせ、 其義を しらざる やうに 問 ひかけ て、 夫 

フク 

子を諷じさとしけるなh^、 

ノ王ハ クシカ ハァラ 

子 曰、 不. 然、 ； 

夫子 賈が意 をう けす して、 不， 然.. ^答へ 玉 ふ、 物の 道 

理、 かくの 如くに は あらす となり、 

ウル 寸 ハツ ミラ  二 シ イノ i 

獲，， 罪 於 天， 無. 所. 禱 也、 

これ 不 k 然の意 をの ベ 玉 ふ.、 それ 天の 尊き こと は、 餘 

にたぐ ひなき 者な 、人 もし 罪 を 天に うる 時、 これ を 
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マヌガ  イノ  -. ァ ゥゾゥ 

免れん とする に、 禱. 9 どころ なし、 奧竈 などの、 すく 

ふ べき ことに あらす、 其 優劣 は 論す るまで もな し、 か 

くの 玉 へ る 意 は、 天 は 理の體 にして、 其み ち理 にもる 

ことなし、 何事 も 人に こび 求る こと は、 みな 理 にか 

な はす、 天に そむきて、 罪 をうる ことなれば、 とか く 

にせざる こと ぞ とな. 5、〇 夫子の 此 こたへ 、王孫よ く 

其 旨 を さとらば、 わが 非 を 知る べきに よりて、 彼に を 

いて は 其 益 あ-. y  、もし それさ とらす とも、 これ を 以て 

夫子 を うらむ まじければ、 此に をいても 其 害な し、 凡 

そ 論語 をよ む 者 は 、塞 人の 氣象を 観て、 これ を 玩 ぶ 

べし、 此 章の 如くなる は、 中に も 塾 人の 氣象 をみ るに 

よしと、 先 儒の 說に 見えた， o、 

ノ  ハク ハミ テ  ヲ イク  n トメ ナル カナ 

〇 子 曰、 周 監，， 於 二-代： 郁-郁-乎 文 

哉、 吾 從. 周、 

郁々 は、 文の 盛なる 貌、 周の 體は、 li^ 殷ニ 代の 制 を 見 

くらべ て、 これ を 損益す、 其 文 盛に して 又備れ り、 よ 

b て 夫子 これ を ほめて、 したが ひ 玉 ふなり、 〇 周の 

禮， 夫子 これに 從 へ る は 其 文 大いに そな はりて、 又當 

五 七 
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かたき 故 を、 さとし 玉 ふ 所な b、〇 それ 祭祀に 誠 敬 を 

いたして、 感應 をうる 、と、 其 父祖な どの、 近く 親しき 

に はやす く、 其 遠く 辣 きに はかた し、 一 稀 は 極めて 疎遠 

なる 祭に して、 よく 其 感應を 得る 人 は、 知いた， 9 誠つ 

くせる によりて、 天地 神人の 心 を、 動かし 和らげす と 

云 ことなし、 天下の 泰 安穩を 致す に をいて、 など か 

はかた きこと あらん、 

クス イマ スガ 

〇 祭 如. 在、 

これ 門人 夫子の 祭 纏の 誠意 をし るした る詞な り， 此 

祭 は、 父祖の 廟祭を さす、 父祖い まさす と い へど も、 

其 誠 敬の 氣象 まさしく いませる に 事へ 玉 ふが 如くし 

玉へ ると ぞ、 

チ タス  イマ スザ 

祭； t と は、 家の 五祀、 又は 山川 社稷な どの 祭に、 ぁづ 

か.. >  玉 ふ 時 を 云、 目に 見えぬ 神靈を も、 まのあたり 其 

位に います か 如くし 玉 ふとな， 9、 

/ 玉 ハク レ レバ ァヅ カラ リ-| シ ルガ ーク 

子 曰、 吾 不. 與. 祭 如. 不. 祭、 


五六 

ク スガ 

是又 夫子^ 語 を 引て、 上文 の 如， 在す る の義 を 明 せ 

、夫子 家廟を 祭る 時に あた， て、 或は 疾ぁ b  、或は 

やむ mjAJ 得ざる のこと ある 故に、 他人 をして か はり 

て 祭ら しめらる こと あれば、 みづ から 其い ま す が 

如くす るの 誠 を、 いたし 玉 はざる によ h- て、 其癜 はつ 

とまると い へど も、 其 心の たらざる 所、 いまだ かって 

祭 を 行 はざる が 如く、 思 ひ 玉 ふ 故に、 かくの 玉へ るな 

り、 〇 それ 祭祀に、 神明 來 格の 福 を なすこと は、 必 

然の理な，.^、されども其祭をっかさどる者、もし誠敬 

いたらざる 時 は、 其 感格を 得る ことなし、 鱧 を そな へ 

て 行 ふとい へど も、 皆虛 文に して、 种 これ をう け や、 

深く つ しまざる ベ けんや は、 * 

c-.c サン 力  チ ク 

〇 王孫 賈問 曰、 

王孫 賈は、 周の 靈 王の 孫、 名 は賈、 時に 衞に 仕へ て大 

S リン バ ノ  n ビン  アラー 一 ムシ a ビン. r ハ  ソゥ ナント ィフ！ I ゾ 

與，， ， 其 扉， 於 奧： 寧 媚，， 於 竈： 何 謂 也、 

頻 ると は、 したしみした がふ 義な ，0,、 奥と は、 室の 西 

南の すみ を 云、 竈 は、 かまな hs  、五祀 の 一 つに て、 夏 こ 


ス. i ァ 1 一 クワン シテ 


〇 子 曰、 請 § 灌， 而 往 者、 吾 不 一 

セミマ クチ  .^ 

.欲.觀 乏矣、  一 

；稀 は、 魯の祿 祭 を 以て 云、 これ もと 王者の 大祭の 名な 一 

. ^、其 元祖の 廟に をいて、 元祖より 其の 帝た る 君 を 祭 一 

»  I -  ハイ  フゥキ  ホ フシ 一 

.9  、 元祖 を これに 配して 祭る、 天下の 富贵を 以て 奉祀 一 

する 志 を、 遠祖まで にも、 推し 及ぼさん がた め な .9、 一 

周に は帝嚳 を； 稀と し、 后 稷を祖 とす、 成 王魯に 天子の 1 

禮樂， V 玉 は， 5 しによ. 0 て、 魯の君 疏祭を 行 ふこと.：^. 一 

得 て 、文 王 を 遠祖；？ 帝に なやら へ 、始祖 周 公 の廟 に 祭： 

b て、 周 公 を 以て 配祀 す、 灌は、 そ、 ぐな り、 祭の 始ー 

ウッチ ャゥ  メノカ 

に 、镡曾 の 酒 を 地に そ、 ぎ、 其 香 を 以て 神 をく だす こ ；k 

と を 云、 蓋し 魯の祿 祭す でに これ 失禮 なり、 され ども" 

時の 君臣 祭りに のぞみて、 いまだ 灌 せざる さき は、 敬： 一 

意な ほ存 す、 旣に灌 してより のち は、 敬意 散し て、 や 一 

うやく にう み を こたる、 是失醴 の 中の 又 失 鱧 なれば、, 

これ を 見る にしの び やして、 わ れ これ をみ まく 欲せ _ 

やとの 玉へ るな り、  I 

アル 入  フノテ  ■  ば 

〇 或 問 JW 之， 說；  _ 


；稀 祭の 意、 その 說 いかんと 問 ふ、 

ノ  K1 ハク  ラ  - 

子 曰 不. 知 也、 

先王 本に 報 ひ、 遠き を 追 ふ 意、 祿 祭よりも 深き ことな 

し、 仁 孝の 德、 誠 敬の 心、 至極せ る 人に あら ざ れ ば 行 

ひ 得る こと あた はざる 故に、 或 人の 知る ベ き 所に あ 

らす、 叉魯 にこれ を 行 ふこと、 王たら ざれば； 稀せ ざる 

の 法に そむき ぬれば、 其國の 人、 いみて 云 まじき こと 

なる 故に、 只 知らす と 答へ 玉 ふ、 實に 知らざる に は あ 

ら ざるな り、 

^  ノ  テノ、  チケル r  シ トー M テミル ガ 

知， 其 說， 者、 之 於，， 天-下， 也、 其 如 J 不，， 

ュ ビザ ス 

、气 


タナゴ *  ロチ 


讓， illic 


知と は、 行 ふ を も 兼て 云、 天下と は、 天下 を 治る の 事 

タナゴ 、 p  ノ 

なり 、欺の 字 は、 即 下の句の. 掌 な ，9、 其 掌 を ゆびさ 

せる は 明に して 見やす きを 以て、 天下 を 治る ことの、 

li^ 明に して 難から ぬ 意 を 示さる なり、 蓋しよ く 稀 

の說を 知る 時は理 明なら やと 云 所な く、 誠いた らす 

と 云 所な し、 天下 を 治る ほどの 大事 を も、 能せ ざる こ 

と あらん や、 是即 その. 知 hv がた きに よりて、 人に つげ 
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を 以てと へ. 9、〇 鱧 器に 云く、 甘き は 和 を 受け 白き は 

釆を受 く、 忠信の 人 は、 禮を學 ぶ べし、 もし 忠信な き 

人は、體虛しくをこなはれすと、即此義なh^、 

ノ 玉 ハ クオ n ス ヮレヲ ハ シ>- ゥナリ 

子 曰、 起. 予 者 商 也、 

商 は、 子 夏の 名、 子 夏よ く 夫子の 詞 の- E に ふくみて、 

あら はれざる 志 意 を、 開き を こせる 故に こ れを ほめ 

玉 ふ、 

メテ カラク トモ ユイ フ  テ  I 

始 可，， 與 言 已 矣、 

これ 前章の 子 貢に ゆるし 玉へ る詞と 同じ、 蓋し 子 貢 

は 詩の 說を借 h- て、 學 問の 義理、 き はま hs なき こと を 

明し、 子 夏 は 詩の 說を 聞て、 忠信の 實、 隨の 本た る こ 

と さとる、 皆 これせ 〈に 詩 を 論す るに 足 れ る 故 なれ 

ばな り、 

ノ玉 ハク ノ  レク  へ Env キ  -f- ラ 

〇 子 曰、 夏 禮 吾 能 言， 之、 杞 不. 足 

シ i シ トス i 二 

.徵 也、 

祀は、 國の 名、 夏の 大禹 の後亂 を、 封 じたる 國な b  、徵 


は、 lis^: 據と する 義な h '、夫子 生 知の 聰明 を 以て、 博學 

多 聞な， 9 しかば、 古代の 法に 通じて、 よく 夏の 慮を說 

き 玉 ふ、 され ど祀國 その 故 實を失 ひたる 故に、 その か 

みの 傳 ふる 所、 夫子の 說を證 する にたらぬ ぞ、 

レ  ク へ ffi  チゾゥ  ラト スルー 一 

殷 禮 吾 能 言. 之、 宋 不. 足 .徵 也、 

宋國 は、 殷の成 湯の 後な. y  、句義 上に 同じ、 

文- i チ足 故 他、 

文 は 文書、 獻は、 賢人な b、 上文 徵 とする にたらざる 

の義 をのべ 玉 はく、  ニ國 の文籍 のしる す 所と、 賢者の 

しるす 所と、 不足なる が 故な. 0 と、 

タン ナパ. チ  レ クシ ルシト セン チ 

足 則 吾 能徵. 之 矣、 

もし ニ國の 文獻、 ことた なば、 吾よ くこれ を 以て、 

わが 說を證 して、 古 鱧 を その かみに あら はし、 後世に 

ナゲ T シ 

つくすべき 者 をと、 嘆き 惜み 玉へ.^、 蓋しる しな けれ 

ば、 人 信せ ざる 故に、 つ 、しみて 仕出し 玉 は ざ るな 


...^、天子は六っが ひ、 それより 下 差等 あり、 的 を に 一 

たて、、 堂上より これ を 射る、 まづ 左右 一 つが ひづ 、一 

出合て 揖し、 階に あたりて 揖し、 階に 及び て揖 し、 又 一 

堂に 升り てより 射 を はるまでに、 度々 の揖 あり、 互に 一 

四矢づ 、射て、 勝負す でに 決す、 後の つが ひも， 相つ； 

> きて 升り 射る ことかく の 如し、 皆 射 を は. 0 て、 又 相 一 

揖 して 堂 を 下る、 こ /'に をいて、 勝つ 者 負た る 者 を揖ー 

して まづ 升る， 負た る 者 もつ  >  いて. 升， 9、 たかつきの 一 

モ  サ カズ キ 

上に 盛 h- みて たる 解 を、 ひざ ま づきて と b あげ、 立 

て  >  れを ほす、 是負た る 者に 爵 1^ を飮 ましむ るな り、 一 


其 爭 也 君- 子， 


射に をいて 勝負 を爭 ふとい へど も、 かくの 如くに、 は 

じめをは..^、禮讓をたが へす、 勝つ 者 も 負た る 者に を 

ごる 意な く、 負た る 者 も、 勝つ 者 を うらむ る 意な し、 

是 その爭 は 君子の 爭 にして、 小人の 爭、 氣をを こし 力 

をた くら ふが 如くに は、 あらす とな， hN、 

タク-二 ヮ ラフ r セン タリ  力 ホョ. B-  メモ. r 


〇 子 夏 問 曰、 巧 笑 倩 兮、 美 目 

ヘン タリ  ソ  チ ナスト ハ ィ n へテ  ナント イマ r ゾ 

盼 兮、 素 以爲. 絢 兮、 何 謂 也、 


是今の毛詩にはづれたる逸詩の詞な，.^、巧笑とは、ゎ 

セン  クチ 

ら ひが ほの よき ぞ、 倩と は、 口 もとの うつく しき を 

キ ト  コク ビヤ ク 

云、 美 目 は、 目つ きのよ きぞ、 g- と は、 目の 內の黑 白 わ 

かれて、 す》 やかなる を 云、 素 は、 書が く 下地に、 胡 粉 

をぬ りたる を 云、 絢 は、 釆色 なり、； 1™^ ンの 本意 は 婦人 も 

とむ まれつ きたる、 美 色 ある 上に、 粉 黛 衣裳の かざり 

を 加る こと、 嗇の粉 地の 上に、 いろへ を ほどこす が 如 

くな りと 云た る を、 子 夏 あやまりて、 素 を 以て 直にい 

ろ へ をな すと い へる かと、 うたが ひて と へ るな り、 

ノ 玉 ハク ヱ ノコ トハ ノチ ニス ソ ヨリ 

子 曰、 繪 事 後 .素、 

繪 事と は、 即釆色 を 以て、 ゑが くこと な..^ 


事 は、 ま づ粉地 を まう けて、 其 後に する 

にわけ て 答へ 玉 ふ、 


ヽ いろへの 

リ ャゥ 

とと、 


ハ 手 力 


曰、 禮 後 乎、 
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此禮 は、 只 儀 文 を 以て 云、 人 忠信の 質 あり て 後、 禮儀 

を 行 ふべ し、 もし、 忠信なら ざる 人 は、 禮を行 ふ とい 

へど も、 皆虛 文に して、 其實 なし、 子 夏 夫子の 詩 をと 

ける 1 言に よりて、 此 道理 を さとりけ る 故に、 又 これ 
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〇 季氏 旅， 於 泰山； 


クイ ダ.. 


旅は、山まっ，.^の名な-9、泰山は、山の名、魯の境內に 

あり、 其 境內の 山川 を 祭る は、 諸侯の 鱧な， -y、 然るに 

季氏大 夫と して、 此疆を 僭して、 泰山 を 祭らん とす、 

イナ ぜン ィゥニ  S ハク デ ジム ャカァ タフ マ スクフ r 

〇 子 謂，， 冉 有， 曰、 女 弗. 能. 救 與、 

冉有 は、 孔子の 弟子、 姓 は 冉名は 求 字 は 子 有、 時 に 季 

氏が 宰臣 なり、 夫子 季 氏が 僚 鱧の 罪に をち ゐ る を昆 

て、 冉 求に、 なん ぢ此事 をい さめと》 めて、 其 罪 を 救 

ふこと、 なる まじき かと 問 玉 ふ、 


對 曰、 不. 能、 


冉求 すく ふ 力の、 及ぶ まじき を はかりて、 あた はじと 

對ふ、 

ノ玉 ハク ァ、 

子 曰、 嗚 呼、 


ナグ 


夫子いた みて 嘆き 玉ふ詞 なり、 

スナ ハチ すモ ハン 力  ト シカ  - ーダモ 

曾 謂，， 泰山 不. 如，， 林 放， 乎、 


これ 夫子 嘆きの 意 をのべ 玉 ふ、 それ 祌は非 精 をう け 

す、 もし 泰山の t -、 此祭 をう けば、 これ 非籍を 知ら ざ 

るな り、 林 放す ら禮 ？本を 問 ふこと を 知れり、 然 らば 

すな はち 泰山の 紳を、 林 放に だ もし か ざる 者と いは 

る ベ きかと ぞ、 かくの 玉 ふ は、 聖人の 心、 ほいな く 人 

を 見す てす、 季氏 もしくは これ を 聞て、 思 ひと いまる 

べき か、 又 林 放 を ほめて 冉求を はげまし、 なをよ くい 

さめて、 こ れ をと  >  め よかし となり、 

ノ  E ハク ハ シ ァ ラソフ 

〇 子 曰、 君-子 無. 所. 爭、 

君子 は 何事 も、 恭敬 適 順して 人と 相 あらそ ふ 所な し、 

ス  シャュ シテカ 

必也射 乎、 

君子の 爭ふ 所、 他事に は 皆 これな し、 必射 藉 の 時に の 

ノシ 3 ゥブ 

み、 其 嗪 負 を 爭ふ所 あるな り、 


ジャ ウメ 


Z ボリ クダ ツナ 


揖-讓 而 升、 下 而 飮、 


カウべ」 


揖と は、 手 を こまぬ き、 首 を たれて、 藉 する こと を 云、 

タザ t 

讓は、 ゆづるな， 9、 互に 式體 して 相ゅづ る こと を 云、 

こ 、 に云所は、祭^^に用る士をゑらむ、大^^ ハ鱧式な 


み を 事と する を 見て， 其 本の ある へ き こと を 思 ふに 

よりて、 孔子に 繽の本 をと ふ、 

ノ 玉 ハク ナル カナ ヘル 11 

子 曰大哉 問、 

夫子 その かみの 人、 みな 鱧の 末につ きした がへ る 中， 

に、 林 放 ひとり 本に 志 ある を 以て、 其と ふ 所を大 いな 

b として、 これ を ほめ 玉 ふ、 

ハ ヨリ ハ  ノ テ ゴ ラン  ムシ 口 ッ.. * マヤ カナ ラン  一 

禮 與， 其 奢， 也 寧 儉 

冠昏 喪祭 は、 皆 鱧 なれ ども、 下に 喪禮 別に あがれる 故 

に、 これ は吉禮 ばか b を させり、 奢と は、 蒂 奢に し て 

文の すぎた る を 云、 寧と は、 さあらん よりも かくせん 

. 子ガ  力  ケ ンャク 

と、 願 ひたる 詞 なり、 儉と は、 儉約 にして 文たら ざ る 

を 云、 奢の 失 は 分 を こえて 上 を を かす、 儉の失 は 分か 

4r つまりて 野體 なり、 二つながら 禮の中 制 にあら す、 

され ど 萬の 物、 ま づ質地 ありて、 後に 文釆 を ほどこ 

す、 禮の本 は 敬に して、 文 はせ なり、 奢 は 末 に なが 

れて、 敬意に そむく、 儉は 質が ちな りと い へど も、 敬 

意 を 失 はす、 即 その 本の ある 所な り、 この 故に、 其 奢 

らんより は 、寧儉 な れ と 、 告玉 ふ な り 、 

餘 語 八货第 111 


モハ  ハ  ノ ナサ マラ ン  ロイ タマ ン 

喪 與， 其 易， 也 寧 戚、 

易る は、 こなる 、義 なり、 喪禮の 易る と は、 よく 其 節 

文に なら ひて、 いたみ かなしむ 實を失 へ るな り、 戚と 

は、 かなしむ 心 もつ ばらに して \禮 文の た ら ざるな 

り、 喪の 本 は即戚 にして、 文 は 亦 其 末な り、 句義 上と 

同し、 〇 周の 世 をと ろ へ 、鱧 文^ 多に して、 其 質 を け 

す、 然るに 林 放 ひとり 、鰭の 本 を 問 ふに よりて、 夫子 

稱 美して、 これ を吿玉 ふ、 

ノ 玉 ハク  ニシテ  リ ミ  クナラ  ノ 

〇 子 曰、 夷- 狄 之 有. 君、 不. 如，， 諸-夏 

ナキガ 

之. U 也、 

是亦 周の 末に、 下 を ごり 上 を ひと ごろ ひて、 君臣の 分 

明なら ざる こと を、 なげ きての 玉へ るな り、 諸 夏と 

は、 夏は大 な，. >、 中 國を稱 して 夏と 云、 これ 諸侯の 國 

を さして、 諸 夏と 云な り、 云 意 は、 夷狄 すら 君 長 あり 

て、 人民 をす ベ つかさどる、 諸 夏 は 禮義の 地に して、 

君臣の 分、 き はめて 嚴 明な る 者 を、 今の 世の 僚亂、 君 

あれ どもな きと 同じければ、 これ 君な きなり、 夷狄 も 

なほ かくの 如くなら すと な h -、 

五一 
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Kv て 、をし な ベて 三 家 者と 云 f  、以 徹す と は、 雍 

は、 詩の 周 頌の篇 の 名、 徹は、 と h- のく る義 な，.^、 周の 

天子の 宗廟の 祭籍、 まつち を はりて、 牲の 組ェを をろ す 

時の 樂に、 雍の詩 をうた ふ、 此時三 家、 をのく 此樂 

を 僭 W した しな h -、 

ノ  HU ク タスク コン  ァリ  夕リ トー KiK ィ ヅ クン ゾ 

子 曰、 相 維 辟-公、 天-子 穆 -穆、 奚 

取， 於 三 家ノ之 1: 

是 夫子 三 家の 僭 鱧 を そし..^ 玉 ふ詞な K 相る はこれ 

辟 公と は、 辟 公 は、 みな 君な， 9、 祭に たすくる 諸侯 AJ 

さす、 穆々 は、 ふかくと をき 意. 天子の 容貌の たっとき 

こと を、 かたどり てい ？、 これ 雍の 詩の 詞 なり、 云 

意 は、 今 三 家の 廟堂に は、 並に 此事 のな きを、 何に よ 

りて か、 其義を とりてうた へ る やと、 かれらが 其 わけ 

しら やして、 只 を ご， 0 に まかせて、 みだ， 9 にこれ を 用 

ひ、 天子の 鵡樂 を、 犯しぬ すめる 罪 をと る こ と をば、 

評して そし 玉 へ るな り、 〇 程 子 を も へ らく、 周 公の 

功 まことに 大 いなり、 され ど皆臣 子た る 者の、 たれ も 

なす ベ き 、當然 の 事に して 、少しもす きたる こと ある 

にあら す、 なん ぞ 身の 後の祭に、 ひとり 天子の 觼樂を ^ 
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用る こと を 得ん や、 しかるに 成 王 これ を 啓に 玉 はり、 

魯 公伯 禽 これ をう けたる こと、 皆 非な 其 流の つ い 

え、 季氏八 偕 を ま はし、 三家雍 徹する の、 潛 5i ある に 

至る、 よりて 孔子 これ を そしり 玉 ふと • 

ノ玉 ハク トメ  パナラ .1  チ カン トク 

〇 子 曰、 人而 不. 仁、 如. 禮 何、 人 而 

パナラ .ー  ヲ  ン 

不 t 如. 樂何、 

仁 は、 人心 全 體の德 なり、 此赣樂 は、 義樂の 文 を 以て 

云、 それ 赣は 人心の 敬 を 行 はんがた めな り、 樂は 人心 

の 和 をの べんが ためな hs  、敬 和 は 鱧樂の 本に して、 即 

みな 仁の 發用 なり、 この 故に 人と して 不仁なる 者 は、 

すで ^ その 心 德を失 ふ、 玉帛を つらねて 鱧 を 行 ひ、 鐘 

鼓 をなら して 樂をを こすと い へど も、 本な き 文なる 

故に、 皆 其 人の 用と なら や、 よりて これ をい かんとの 

玉へ り、 用 ひなす こと を 得 じと な， 9、〇 此章を 上 二 章 

のつ ぎに しるす こと、 こ れも 夫子 世の 赣樂を ひと ご 

ろ ふ 者の ためにの 玉 へ る 欺、 

〇 林 放 問ニ禮 之 本： 

梂放 は、 魯 人な b 、世の 慮 を 行 ふ 者、 もつ ばら 儀 文の 1 


てす る ことな. 9、 一  つ はすべく してせ ざる ことなれ 

ばな.^、 又 常に 鬼神に こび へ つら ふ 者 は、 そのたす け 

をた のむ によ b て、 義を 見て 必し もこれ をせ や、 利 を 

見て 必し もこれ をす てす、 又 義を行 ふこ と を こたり 

て、 其と がを畏 る. -者、 自か へりみ て、 其 非 を あらた 

キ タウ 

むる こと はせ すして、 ロハ 祈禱を 以て こ れ をまぬ かれ 

ん こと を 求む、 これ 皆 己が 一 身 を 私に する、 病根 のぞ 

かすして、 禍福 利害に、 まど へ るが 故な り、 後世 道士 

タウ ジャゥ  シャク  イング ヮ 

の 禳禳の 法、 釋 氏の 因果の 說、 さかんに 行 はる、 こと 

は、 まさしく これが ために 非す や、 

八货 第三 

此篇 は、 上 篇の末 二 章より つ  >  きて、 體樂 のこと 

を 論 や、 

孔子 謂〕 季氏、 入- 偷！ C 於 蘇； 

謂 と は、 評論す る義 なり、 季氏 は、 魯の 太夫 季孫 氏な 

マ t ビト ギヤ ウレ ッ 

^、倚 は、 舞 人の 行列な り、 八 偕 なれば、 八 人づ、 たて 

よこに、 六十 四 人なら び 立つ、 是 天子の 舞樂 なり、 諸 

侯 は 六 偕、 六人づ  > 六なら び、 大夫は 四 偕、 四人づ ， 

論 語 八 Islujl 


四なら び、 士はニ 倚、 二人 づ 、二なら びな.. >、 一 說に、 

傦 ごとに 皆 八 人づ /- なりと、 蓋し 魯は周 公の 國 な， 5、 

周 公 天下に 大勳勞 ある を 以て、 天子の 禮樂を 玉 は. 5 

て、 魯 公の 廟 祭に 用 ふ、 而 して 大夫は 各 その 家，^ 立た 

る 人 を 以て 祖 として、 公孫た とい へど も、 諸侯 を以 

て祖 とせす、 然るに 魯の三 家 は、 皆桓 公の 未な り と 

して、 ひと ごろ ひて、 各桓 公の 廟を 家に た て、 又つ い 

に公廟 の禮 になら ひて、 八佾を 家廟の 庭に ま はせ た 

b  、よりて 孔子 其 事 を 評 じ 玉 ふ、 

レチモ クバ シ ノブ  ィ ヅレテ カラン ラ  プ 

是 可， 忍 也、 孰 不， 可， 忍 也、 

云 意 は、 これほどの 僭上 を、 たへ しのびて を かすう へ 

は、 何事 をす るに か、 たへ しのび ざらん とぞ、 一 說に、 

忍 を、 容 忍の 義 にと， 9 て 云く、 此 とが をし も、 ゆるす に 

た へまし かば、 何のと がか は、 ゆるされ まじき ぞと、 

深く にくみた る詞 なり、 

〇 三-家-者 以ァ. 雍徹、 

三 家と は、 魯 の大夬 孫 叔孫季 孫が 家な り、 その かみ 

三 家の A 皆 一 榡にを ご，. > て 、鱧 を ひと ごろ へる によ 
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.9、 父 は 子の 網た. 9、 夫 は 妻の 網た る を 云、 五常 は、 仁 

義赣智 信の 道な. 5、 文 質と は、 夏の 績は 忠を尙 ぶ、 忠 

はまこと なり、 すなをに して、 かざるな きを 云、 殷の 

籍 は 質を尙 ぶ、 質 はかた ちな- 9、 其 制度 ほ 5- そな は b 

て、 やう やくに 形 をな す、 周の 鰻 は 文を尙 ぶ、 文 は あ 

やなり、 制度つ まびら かにして、 事々 文釆を 加るな， 0 

文す ぐる 時 は、 又 をの づ から 忠 にか ？、 又 質 文と、 

次 弟に か はるな h.- 、三 統とは 夏の 正 は 寅の 月 を 用 ふ、 

これ を人統 とす、 殷の正 は の 月 を 用 ふ、 これ を 地 

统 とす、 周の 正 は 子の 月 を 用 ふ、 これ を天统 とす、 萬 

物の 生育 天生 じ、 地 やしな ひ、 人 をさむる こと、 此三 

月に あろ 故に、 皆 以て 事の はじめと すべし、 統は、 す 

ぶるな り、 此 三つ 各 時の 制度 をす ベ て、 諸事み な 其 類 

にした が へばな 、古 は 三 正 も、 忠質 文の 如く、 代々 

にかはれh^、漢ょりこのかたは只夏正を用て、これを 

改めす、 

レ アラバ クグ  二  フ 11? ハク トシ ヌ 

其 或，， ま 周 者； 雖， 百-世， 可. 知 也、 

往を 見て、 來を 明す こと、 かくの 如くせば、 百世の 遠 

しと 云 ども、 知らる べし、 只 十 世 を 知る べきの みに あ 


■  HAL.  

ら やと ぞ、 周 は その 時代なる 故にた つ とびて 其 或と 

の 玉 ふ、 今の^の すゑ、 かぎ ある まじ けれど、 若 こ 

n ゥ ナン 

れ につぐ 者 あらば とな hv、〇 子 張 は 苟難を 好み、 人の 

知h^がたきことを知らんと求る によ.. y て 、此 先知の 

こと をと へ b  、聖人の 大智 は、 其來を 知る の 道、 只 か 

くし 如し、 後世 術 を 以て はかり、 數を 以て 推して、 未 

ライ  ダグ t 

來を 知る の 類に は， あらざる なり、 

ノ玉 ハク スク ノキニ  ルハ チ へッラ ヘル ナリ 

〇 子 曰、 非， 其 鬼 k 祭. 之 諂 也、 

鬼 は、 鬼神な， < ^、其 鬼に 非 やと は、 其 人の 祭る ベ き 所 

にあらざる 者な り、 宗廟 社稷、 ヌは其 額 ^にある、 山 

川の 砷 などに 非ざる、 外の 鬼神、 或は 淫祠 邪 魅な どの 

1 時の 靈應を たっとび、 その 祟 を 畏れて 祭る ？' 類 を 

さす、 これ を 祭る は 其 鬼に こびへ つら ひて、 鬅 を 求 

るな り、 

テ  ル ハセ キナ n' ィサ i 

見 .義 不. 爲 無. 勇 也、 

すべき 所の 義と 見なから、 利害 生死 を はいか ^てせ 

ざる は、 これ 勇な きの 人な. 5、〇 此兩句 その 類に あら 

ざれ ども、 これ を對 しての 玉 ふ、 と、 1 つ はす まじ く... ) 


なん ぞ其 いふ 所の、 位に 居て 政 をす るの み、 政 をす る 

ならん と、 蓋し 孔子の 仕へ 玉 はざる こと、 季氏 君を逐 

ひ、 陽 貨亂を を こして、 國道 なき 故に、 出 玉 はす、 其 旨 

あら はに いひが たき 故に、 此詞に 托して 答へ 玉 ふ、 さ 

れど 凡そ 政 をす るの 本、 孝弟に あ， 5、 これ を 以て 民に 

推 し 及ぼす に 、すぎ ざ る なり 、 

ノ 玉 ハク トメ  クバ シン  ラ ノ ナ ラン r 

〇 子 曰、 人 而 無 J5S 不. 知，， 其 可， 也、 

信と は、 言行み な信實 にして、 かれ これ 相た が はす、 

1^ 生 人に も 信任 せらる を 云、 云 意 は、 人と して 信な 

くん は、 其 可な らん 所 を、 意 得が たしと ぞ、 何事 もな 

る まじと な. ON  ■ 

ク ゲイ  タパ ゲク  レ チ  力 ユカ ンャ 

大-車 無. 輓、 小-車 無 k  、其 何 以 行 

之 哉、 

--  ナ ガエ 

車に 大小 あ. 9、 大車は 荷ぐ る まな， 5、 牛に かく.、 轅ニ 

つに して、 其 端に 橫木 あり、 これ を鞔と 云、 小 車は大 

夫 以上の 乘車、 又は 狩と 軍に 用 る 所な K 四 馬に か 

く、 轅 一 つに して、 又 其 端に 横木 あ 、これ を軏と 云、 
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車 この 鞔輒 なければ ひかれす、 それ 何 を 以て か 行ん 

や、 人と して 信なければ、 何事 も 行 はれざる こと、 な 

を かくの 如くなる 故に、 これにた とへ ての 玉へ り、 

ハク  セィ ケンャ ヌ 

〇 子 張 問 十 世 可. 知 也、 

世 は、 代な 、王者 世に出で 、、姓 を か へ、 命 をう くる 

を 五 ^ とす、 夏殷周 三代の 如き これな.. >  、子 張 今より 

後 十 世までの 事 を も、 あらかじめ 知らる べき かとい 

<り， 

子 曰、 殷 因，.， 於 罠禮： 所. 損 益， 可. 知 

也、 周 P 於 殷 禮： 所 k- 益； 可. 知 也 

三 綱 五常の 類 は、 禮の 大體 にして、 萬 古 を歷て も、 移 

し 易 へられざる 故に、 殷を こりて 夏に 代り、 周 を こり 

て殷に 代る とい へど も、 亦 相 因. h- て、 これ を 改めす、 

文 質 三統の 如き は氣運 人情の 變す るに したが ひ、 其 

過ぎた る を 損し、 其 及ばざる を 益して、 時と せ 〈にこれ 

に宜 くす、 その 因る 所 損益す る 所、 みな 巳往の あとな 

れば、 明に 知らる、 とな， 9、 三 綱と は、 君 は臣の 綱た 
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一 ィ ギ ヨウ ボウ サゥ ゲン 

莊は、 を ご そかな，. > 、上た る 人、 威儀 容貌 莊嚴 にして、 

これ を 以て 下に のぞめば、 民すな はち、 を それ て 上 を 

敬す、 

ナ ル寸ハ チ ァリ 

孝 慈 則 忠、. 


上の 人、 みづ から 孝 を 行 ひて、 下 を ひ きゐ、 諸人 を 慈 

愛して、 其 恩 をむ すぶ 時 は、 民 これに 感化して、 亦 其 

上に 忠 をつ くす、 


ゲテ チ  ル 寸ハ  ノウ サ  チ 

擧 Ju 而 P 不 能， 則 


下に 善なる 者 あれば、 則 これ を あげ 用 ひ、 其い まだ 善 

なること あた はざる 者 をば、 敎へ て 善に を もむ かし 

む、 かくの 如く なれば、 民す、 んで、 善 をす る こと を 

樂 しむ、 〇 此章 三つの ことみな 人に 上た る 者の つ /- 

しむべき、 當然の 道理な り、 民 をして、 敬忠 ありて、 勸 

まし めんが ためにと て、 する に は あらや、 され ど 君 長 

よく かくの 如く なれば、 民の 應ゃ るし る し、 期せす 

して 然. 9、 


入 イタ ナ 


ナン ゾ 


〇 或 謂， 孔 子， 曰、 子 奚不. 爲. 政、 


H 六 

魯の定 公の はじめの 比、 孔子 出仕へ すし て 居 玉 ふ 故 

に、 或 人うた が ひて、 なん ぞ政 をせ ざると 云、 是た > 

仕 へ て 位に 居 る を 以て、 政 をす ると 思 へばな り、 

子 曰，、 書 云， 孝 乎、 

周 書の 君 陳の篇 を 引て、 答 へんと して、 ま づの玉 は 

く、 書に 孝 を 云 ことかく の 如し と、 但書の 本文 は、 孝 

弟 共に いへ ども、 略して 孝とば か hN の 玉へ るな， 9、 

コレ カウ ハ ニシテ  ニコ スト  一一 

惟孝 友-, 于兄 弟； 施， 於 有-政： 

友と は、 兄弟と 中よ きこと を 云、 有 政の 有 は、 そ へ 字 

にて、 別の 意な し、 是 周の 成 王の 臣君 陳、 よく 其 親に 

孝 あり、 兄弟に 友 ありて、 又よ く 此心を 推し ひろめて 

1 家の 政 をな しつる こと をい へり、 書の 本義 は、 國政 

をい へど も、 こ に 引て は、 家政と なし ての 玉へ り、 

レモ 》- , レナリ トチ 

是 亦 爲. 政、 

かくの 如くに、 其 家を齊 ふる も 亦 これ 政 をす るな hN、 

ゾ  ノス，" シモ ルナ ラン テ 

奚 其 爲 爲. 政、  . 


しむの敎な，.^、 句義 並に 上に 同じ、 見る と 聞 く  1 0 は、, 

タガヒ  トガ n トシ ョクヒ 

文 を 互にして い へり、 尤を 言に 屬し、 悔を 行に 屬 する； 

も 只 其 多き 所に したが ひて 云、 必し. わけなし、 J 


トガ 


*. オハ 


言 寡. 尤、 行 寡； 悔、 祿 在， 其 中， 矣、 

凡そ 言 ふこと にっきて、 外よ. 0 來る とがな く、 行 ふこ 

ヒ  チサ マ 

とに よ て、 內ょ， 0 出る 悔 なき は、 これ || の 隊れる 人 

シャク  ， 

にして、 をの づ から 世に 用ら れ、 爵祿 もとめす して 至 

る、 よりて 祿 その 中に ありとの 玉 ふ、 これ 求めす して. 

をの づ から 至る の詞 なり、 蓋し 子 張 外 をつ とめて、 身 

シッ スク 

に 求る 工夫 少なし、 この 故に 夫子 その 失 を 救 ひて、 こ 

れを 進め 玉 ふ、 

アイ  フナ クイ カン カスレ パチ  ス 

〇 哀公 問 曰、 何 爲則民 服、 

、ン ャゥ  ヲク リナ  ， 

哀公 は、 # の 君、 名 は蔣、 哀は 謚 な， 、服す と は 人の 

事 をよ しとして、 心 これにした がふ 義な， o、 哀公の 時 

ト  • 

民 その 政に 服せ ざるに よりて、 これ を 服せ し むる 術 

をと 《hs、 

チ ク P- グテ ナ テキ テ ？ ク寸ハ モ a くノ マ ガレ 4 チ チ 

孔子 對曰、 擧 k 錯，， 諸枉， 則 民，， 


チ 3 ク：； 
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理に順 ふ を 直と 云、 理に逆 ふ を枉と 云、 諸人 の 中に， 一 

て、 直き 者 を えらび あげて、 其 餘の枉 れる者 を、 す て 一 

をく 時 は、 民 その 人 を 用；^ らる /- 所、 義に あたれる に」 

よりて、 これに 服従す、  ： 

ゲ テレル テクす ハノ キヲチ  セ  ふ 

擧. 枉 錯，， 諸 直， 則 民不. 服、 

上文の うらな b  、蓋し 哀公 の 心 は、 民 を 服 せしめん こ： 

と を、 民に ほどこす 事に つ いて、 これ を もとむ、 よ hv 一 

て 夫子 君み づ から 其 身に 求めら る べき こと を、 吿玉ー 

へ-、  一 

カウ   7  メン tl チノ  アツ テ  テス * マ ィ カン ん 

〇 季康子 問 使， 民 敬忠以 勸， 如-; 

カゼ ン 

之-何、  一 

季康子 は、 魯の大 夫、 名 は 肥、 康は謚 なり、 民 をして 上 一 

を 敬 ひ、 忠を つくし、 善 をす るに、 いさみす /• ましむ！ 

る こと、 いかんして かこれ を 得ん とい へ hN、  _ 

ノ 玉 ハク ノヅ ムニ  二 ス ル寸ハ サゥヲ チ ナリ 

子 曰、 臨. 之 以 .莊 則 敬、 . j 
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知らざる 所 をし ゐて 知れ h- とする こ と を 免れす， こ 

の， 故に 夫子、 子 路が名 をよ びかけ て、 汝に物 を 知る 道 

を敎 へんと なリ、 

ルチぺ チ シ I クト チ チパ n ラ ス  ト ラレ レ^ナ 9 

知. 之 爲. 知. 之 不. 知 爲. 不. 知、 是 知 

也、 * 

ラ  ケ ンサク 

自、 じに 檢 察して、 よく 知る こと を、 知れ- 5 とし、 いまだ 

チ ■ 

知らざる こと を、 知らす とす， かくの 如く なれば、 知 

不知の さ ひめ、 分明に して、 心の 內了々 た-. y  、自 欺 

のさに， 0 なくして、 意の 出る 所、 只 其 知る 所の 如し、 

是 知る 所い まだ 多から すと い へ ども、 其 知る 所 具 

知 なれば、 知る 所 あ. 9 とする に 害な し、 よりて 是 知れ 

るな との 玉 ふ、 物 を 知る の 道、 これによ， 9 て會 得す 

ベ し、 又 其 知らざる 所 を も、 知らざる に 安ん せ す し 

て、 必 これ を 知らん こと を 求めて、 其 知 を 致す 道 あ 

チ 


〇 子 張學. 干. 祿， 


Z ァザナ 


子 張 は、 孔子の 弟子、 姓は顓 孫、 名 は師、 子 張 は 其 字な 


シ グ マン 


ジュ 1 


-祿 は、 仕宦 する 者の 俸 錄 な b、 是 子張祿 位 を 求る 

術 を 問へ り、 

ノ 玉 ハク ク イチ カキ ウタ ゴハ シキチ ンデ フすハ ノ リチ チ ス クナシ 

子 曰、 多 閡 闕. 疑 、慎 言，， 其 餘； 則 寡 

トガ 

レ尤、 

學 はま づ其 聞く 所 多き を 以てよ しとす、 是學ぶ To の 

博き な. 0、 聞く こと 多き 內に、 疑 はしき 所 あれば、 こ 

ノ  エラ 

れを闕 きをき て、 其 信 や ベ き 者 をと る、 是擇 ぶこ との 

きな hN  、其餘 は、 即疑 はしき を かきたる 外の、 信す 

べき 者な h- 、これ を 愼んで 言と は、 えらぶ ことす でに 

く はしけれ ども、 口に い ひ 出す- 」 と は、 又必こ れを慎 

んで、 みだりに これ をい はす、 是 守る ことの 約 なる 

ぞ、 かくの 如く なれば、 人のと がめ すくなき なり、 こ 

、に 至りても、 な. を尤 なしとの 玉 はやして、 只す くな 

しとの 玉 ふ、 壁. <  言 をつ 、しむの 敎へ、 深密 なること 

かくの 如し、 

ク  テキ アヤ ゥキテ ンデ フすハ ノ リチチ  シク t 

多 見 闕. 殆、 慎 行. 其 餘： 則 寡. 悔 

殆 しと は、、 ひに 安ん せざる こと を 云、 此段は 行 をつ 、， 


_  クヮ 

は、 よのつねの 人 わきが. なし、 この 故に 疆 入，、 周 比 和 

同 蹰泰の 類、 常に 相對 して、 君子 小人 を わき 玉. r こ 

れ學者 をして 自か へ. 9 みて、 其 心の 公私 を、 つまびら 

4 ノン サッ 

かに 檢察 せしめん とな. y、 

ノ  m ハク ン.， テ  ル寸ハ モハ rl チ クラシ 

0 子 曰、 學 而 不. 思 則 罔、 

寧 は、 知行 を かねて 云、 思 ふと は、 其 理を心 に 求 るな 

、學ぶ 所 を 思 ひみ ざれば、 其 心く らくして、 つ、，' に 

得る ことなし、 

モテ  ルすハ ビ チ アヤ ゥシ 

思 而 不. 學 則 殆、 

此學 は、 其 事 を 身に 習 はす を 云、 其 理を思 へど も、 又 

其 $1 をなら はさ  >れ ば、 あやう く して、 たしかなら 

す、 一 說に、 此學も 亦 知行 を かねて 見る ベ し、 凡そ 經 

シ  ショウ ゲン  ノ 

を よ み 、史 を考 て 、其 思 ふ 所 を 證驗す る こと、 其內 に 

ヒロ  ツマ ビラ 力  ッ、 シン 

あ. 9 と、 0 程 子の 曰く、 博く 學び、 審 に 問 ひ、 慎で 田 5 

ヮキマ アツ 

ひ、 明に 辨へ、 篤く 行 ふ、 五つの 者、 其 一 つ をす つる も 

學 にあら すと、 學 ぶと 行 ふと は、 學の 始終な り、 問 ふ 

と辨 ると は、 思の 始終な， 9、 
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ノ 玉 ハク オサム ルハ  ィ タン テ  ナ ラン  ノ i 

〇 子 曰、 攻，， 乎異 端： 斯- 害、 也 已、 

攻と は、 もつ ばら 此事を 治めて、 他の 事 をせ ざる 義な 

b、 異端と は、 はし を ことにする ぞ、 趣 人の 道に あら 

やして、 別に 一 端の 說を 立つ、 楊 氏 墨 氏が 類 これな 

タメ ヮガ  ■ カ子 

,9、 楊 氏が 爲， 我に する は、 君な きに 至る、 墨 氏が 兼 愛 

する は、 父な きに 至る、 この 故に、 專 その 道 を 治 む れ 

ば、 心 術 を 害する こと 甚し、 〇 程 子 を もへ らく、 後世 

佛 氏の 說、 古の 揚 墨に 比すれば 理に ちかし、 この 故に 

其 害尤甚 し、 學者 淫聲美 色の、 人 を を ぼらし やすき 者 

の 如くに いましめて これに 遠ざか る べし、 しか らす 

ば、 則駸々 然として、 を ぼえ や 其 中に、 はせ 入る べし 

となり、 朱 子 を もへ らく、 異端の 說、 た ぃ專 治む ま じ 

きのみ ならす、 略 これ を 治る こ と を も 得 ざ れ、 もし 自 

力  ティ ケン  ビヤ ゥッゥ 

家の 學、 定見 ある 後に、 他の 病 痛 を 見出す こ と は、 得 

ノ 玉 ハク  オシ ヘン ナン デニ ル r テ チ 

〇 子 曰、 由 誨， 女 知乏 乎、 

由 は 孔子の 弟子、 姓 は 仲、 由 は 其 名な.^、 字 は 子路、 子 

路勇を 好んで、 人 を 兼る 豪氣 あり、 よりて、 其い まだ 

四 11 一 
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學は、 以て 人の 師 たるに たら やと 云と、 互に 相發 明す 

ベ し、 記 問と は、 記 は そぼ ゆる 義な， 5、 古書 をよ み を 

ぼえ て、 學者の 問 こと を 待と なり、 

ノ  ハク  ハ  ゥッ ハモ ズナラ 

〇 子 曰、 君-子 不. 器、 

器 は、 只 各 一 つの 用に かな ひて、 他事に 通 やる こと あ 

たはす、 成德の 君子 は、 其 德の體 となる 所、 そ な はら 

すと 云 ふこと なし、 よ て 其 才の用 V」 なす 所 も、 亦 あ 

まねから すと 云 ことなし、 た V  j 才ー 藝を なす の み 

にあら す、 〇 凡そ 人才 藝 あれ ども、 其德全 から ざれ. 

ば 、多才 多藝な る も、 亦 器た る こと を ま ぬかれ や、 

ゃ才 其德 にかつ 時 は、 反て 德を 害する こと 多し、 かの 

小人に して 才 ある 者 は、 必世 のさ またげと なり、 身の 

禍 を まねく にたれ-.^、 

フ  チノ 玉 ハク マヅ + テ  ノ ィ フ r_K 

〇 子 貢 問，， 君-子； 子 曰、 先 行， 其 言! 

メ  二ガフ 一一 

而 後 從. 之、 

凡そ 人口に 云 こと はやす/、、 身に 行 ふこと はかた し、 

この 故に 君子の 人 は、 其い はんとす る こと を、 まづ こ.， 


四 二 

れを行 ひて、 其 云 こと は、 常に 行 ふ あとに つく、 これ 

を後從 V 之と 云な. 9、； いはんと する こと を、 まづ行 ひ 

て、 これ を こ ろみ、 すでに 行 ふ 後に、 必 これ を 云 へ 

しとに は あらす、 蓋しす でに 行 ふ 時 は、 これ を 云に も 

及ばざる こと あ， 、又 行 ひ て 後 * 言 に は 出す ベから ざ 

る こと も あるべし、 〇 子 貢に 言 語に 長 じて、 實行 及ば 

ざる 患 あ， よりて 夫子 これ を 以て 吿玉 ふなるべし、 

ノク  ハジ ゥニメ  t ナラ  ハ ニノ 

〇 子 曰、 君-子 周 而 不. 比、 小 人 比 

而 不 .周、 

周 は、 あまねく をよ ぶな り 、比 はかた をち にくみす る 

な. 5、 これ 皆、 < ^とま じ は，. 9 しおし む  >  1 とに つきて 

云、 君子 は 心 を ほやけ なる 故に、 ロハ 善なる 人に は、 划 

これ をした しみて、 其 を もむ きの 異同 を謐 せす、 是周 

な b  、小人 は 心 私なる 故に、 只 わが 心と 合た る 人に く 

みして、 其 行の 善惡を 、にらば す、 是 比な り、 〇 それ 君 

ショィ  チウ ャ 

子 小人の 所爲 同じから ざる こと、 陰？ 1 晝 夜の 相 そ む 

ける が 如し、 され ども 其 わかる、 所の 端 は、 心の 公と 

私と、 ゎづ かなる たが ひに あ b、 但其 わかれて あら は 

なる 所 は、 たれ とても 見やす し、 其 相似て 非な る 所 


は、 愚に あらす して、 尤 賢なる 所な り、 始 うたが ひて、 

後に 信す るに あらす、 只 ことさらに 此詞を まう けて、 

深く 顔 子 を-ほめ 玉 ふな， 9、 

ノ  HK クミ  ノ テス ル 

〇 子 曰、 視，， 其 所， 以、 

此章 はすべ て、 人 を 見る の 法な り、 凡そ 人 を 見る に 

は、 まづ 其す る 事の 善惡を 見て、 善 をす る をば 君子と 

し、 惡を する をば 小人と す、 

クワン ジノヲ ョル 

觀ニ其 所 も、 

ヲ n ナフ 

龃も、 みるな り、 徂視の 字に 比すれば、 詳 なる ぞ、 所， 由 

と は、 其す る 事の 由て 來る所 を 云、 蓋しす る 事の 惡な 

る は、 さらに 見る まで もな し、. する 事 善な b とい へど 

も、 其 由る 所 或は 利の ため 名のた めに、 これ をす る 

は、 なを 君子に は あらざる なリ、 1 說に、 由 は、 行な 

.9、 其 善の 行 ひやう を 見るな. 9、 これ を 見れば、 則 其 

由る 所し る X- な. o、 然れ ばニ義 一 意に 歸す、 

* バ ノ チ シズル 

察， 其 所， 安、 

察 は、 又觀ょ hs もさら に詳 な， 9、 安 は、 心の 樂む 所な 

^  0 爲政 第二 


b 、善事 をす るの 由る 所 はよ しとい へど も、、 ひ 底の た 

のしむ 所、 若 こ にあら ざれば、 なをい まだ眞 實 なら 

すして、 僞 ある こと を まぬかれす、， 久き後 は、 其 守. 9 

變じ やすきな り、 

ィヅ クン ゾ カク サン ャ  . ンゾ サン ャ 

人焉庾 哉、 人焉庚 哉、 

上に 云 如くに 人 をみ ば * 人 其 情 を かくす こ と あた は 

じと な， o、 詞を かさねての 玉 ふ は、 必見えん とぞ、 〇 

此 章の 語、 たい 人 を 見る のみに あらす、 又 こ レ、 を 以て 

自か へ 、りみ ば、 其誠僞 の^をみ そな はして - 深！^ にェ 

夫 を 用 る ， J と を 知 るべ し、 

ノ 玉 ハク タヅ子 テ フル キ テ ^ハ ァタ ラシ キチ シ ナ * ル 

〇 子 曰、 溫. 故而 知. 新、 可，， 以 爲 

ヌ ヲ  モト キキ  クハシ 

溫， 故. とは舊 聞つ る 事 を、 く- 9 か へして、 精き 听を、 た 

ゥブン 

づ ねもとむ るな 、學 者より/^ 舊聞 をなら はして、 

なら はす ごとに、 新き 所 を 得る こと あれば、 其 學ぶ所 

チウ 

わが 物と なりて、 事に. 應 する 所き はま わなし、 この 故 

に 以て 人の 師 となる にたれ. 9、 此 章と、 學 記に 記 問の 


n  0 爲玫 第二  I  , 

1 說に は、 父母の 顔色に うけした が ひて、 さから は ざ 

る こと 難しと 云 

すハ n* チイ シ  シ  , ラウチ レバ シュ シ 

有. 事 弟-子 服，， 其 勞： 有 二 酒 食， 先-生 

センス カッテ レチ テ セン ャ h 

饌、 曾 是 以 爲. 孝 乎、 

事 は、 家事な り、 弟子 は、 子弟と 同じ、 服す と は、 執り 

行 ふ義な b  、食 は、 飯な， 9、 先生 は、 父兄な， 5、 饌 すと 

は、飮食する義なh^、云意は、家內に事ぁれば、子弟た 

る 者、 その 苦 勞に服 事して なやます、 酒 食 あれ ば、 父 

兄まづ これ を飮 食して 子弟 共に 同く せす、 是は たい 

服勞奉 養の 常な り、 誰か 曾て これの み を 以て、 孝と せ 

んゃ、 色 を 以て 養 ふに あら ざれば、 孝と する にたら す 

となり、 〇 以上の 四 章、 孝 を 問 ふこと 同，、 して、 其 答 

の 異なる こと、 懿子武 伯 は、 人な みの 才 なる 故に、 大 

槪の孝 を吿玉 ふ、 子 游子夏 は、 才 高き 故に、 深切の 孝 

を吿玉 ふ、 又 各 其 身の 失 をす くひ 玉 ふ 所 あ b  、又 上兩 

人は大 夫なる 故に、 答の 詞婉 なり、 下 雨 人 は 弟子なる 

故に、 答の 詞 直な...'、 論語 を 記す 者、 此四章 を つらね 

あぐる こと、 一 っは理 にした がふ、 1 つ は 身 をつ/ * し 
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む、 一 つ は 敬、 一 つ は 愛、 人の子た らん 者、 四つながら 

兼つ とむ ベ きこと を 示せり、 

ノ  ハク レ ト ク ワイ モノ- Hr  t 子 モス >r ガハ シ 

〇 子. 曰、 吾 與. 回 言 終 日、 不. 違 如 

ダナ や ガ 

レ愚、  • 

回 は、 孔子の 弟子、 姓 は 顔、 回 は 其 名な b 、字 は 子 淵、 

顔 子 は 亞聖の 大賢なる 故に、 夫子の 吿玉 ふこと、 終日 

モダ 

に 及べ ども， 只き うけ たるま にて 即默 してし り、 

心と けて、 いさ /- かも 相 そむかす、 よりて 1 つも 問 ひ 

なじる ことな に、 全く 愚人の 問 こと を 知ら ざ る 

者に 似たり、 

シン ゾィテ ミソナ ハス レパノ シチ タ * レリ  テ ス i  二  ハ 

退 而 省， 其 私； 亦 足，， 以 發； 回 也 不 

ナラ 

レ FJ 

私と は、 事なくて、 ひとり 居る 時 を 云、 夫子 顏 子に 吿 

玉 ふより 返き て 、顔 子の 獨處 の體を 、みそな はし 玉 ふ 

モ ク 

に、 その 動 靜語默 の 間、 みな 夫子に 聞く 所の 道理 を、 

發 明す るに たりて、 やすらかに これに 由て 行 ひ、 少し 

ゥ ノ 

も あやぶみ 疑 ふ 所な し、 然れば 其 愚なる に 似た る 所 


KU に 


、ナン r ヲ ゥ レフ 


子 曰、 父-母 唯 其 疾 之 憂、 

一一：：  t テノミ  ヘシ ム 

父母の 子 を 愛する、.^、 至らす と 云 ことなき が 中に も、 

セッ 

只 その 身の やみなん こと を、 切に うれ ふるとな. 9、 子 

たる 者、 其 心 を 以て わが 心と して、 常々 これ を 忘れ ざ 

れば、 凡そ 身 をよ くた もち 守 h' て、 もしくは けがし そ 

こな はんかと、 を それつ 、しむ 心 ふかし、 これ 孝なる 

にあら す や、 一 說に、 子よ く 父© をして、 其 身の 不義 

に をち ゐ らんこと を、 うれ へしめ す、 つ /- しみの 上に 

も 來る疾 は、 せんかたな きこと なれば、 これの み 父母 

の 憂と せしめて、 其 外に は、 j つも うれ ふること なか 

らしむ とい へり、 

,1 ゥ  フ . ヲ 

〇 子游 問 JK 

子游 は、 孔子の 弟子、 姓 は 言、 名 は 偃、 子游は 其 字な 


子 曰、 今 之 孝 者、 是 謂，， 能 


ホウ ャゥ 


今の 世俗 に^と 云 は、 只よ く 父母の 身の 奉 養 を だに 

すれば これ 孝 ありと 云な り、 
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ルマ. デモ ケ； 


至，， 於 犬-馬； 皆 能 有. 養、 不. 敬 何 以 

ワカ ンャ 

乎 

家に ある 犬 all- に 至る まで も、 人の 養 ひ をう くる 故に、 

皆 至りて 賤き 者な， 0 とい へど も、 亦よ くこ れを養 ふ 

こと あ， o、 若 父母の 奉 養 を つとむと も、 これ を 尊び 敬 

ふこと を しらすば 犬馬 を 養 ふと、 何 を 以て かわく ベ 

きと、 是 はなはだ 不敬の 罪 をい ましめ 玉 ふなり、 〇 凡 

そ 人 子の、 父 ゆにつ かふ まつる こと、 これ を 親愛す る 

こと 深き 故に、 必っ /'しんで これ を を もんす、 つ 、し 

み を もんす るが 至..： > は、 必 たっとびて， これ をう やま 

ふ、 若よ く 養へ ども、 敬す る ことの たらざる は、 其 愛 

いまだ 深から ざるが 故な -..^v 其 或は 父母の 恩愛 をた 

のみに して、 なれあな どるに 至れる は、 是 不敬の 甚し 

き 者な り、 


玉つ 


カタ シ！ 


〇 子 夏 問. 孝、 子 曰、 色 難、 

人 子の 親に つか ふまつ る 時、 そのつ とむべき こと 多 

しとい へど も、 只 わが 色 かたち を よろこば しくして、 

親の 心を樂 しまし むる こと、 と h- わきて 難しと な hN、 


三 九 
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HA 


孟懿子 は、 魯の大 夫 仲 孫 氏 後に 孟 孫と 改 む、 名 は 何 

ネ  ヲク リナ 

忌、 懿は謚 な- 9、 孝道 を 孔子^と へり、 

ノ  HK ク シ タガフ r 

子 曰、 無. 違、 

親に つか ふまつ る 所、 道理に たが ふこと なき を 以て、 

孝と するとな hN、 

ハン チ ギ 3 タリ 

樊遲 御、 

ティ  スゥ ァザ シ チ 

樊遲 は、 孔子の 弟子、 姓 は 焚、 名 は須、 宇 は 子遲、 孔 子 

懿 子が 問に、 答へ 玉 ふ 後、 樊遲 孔子の 車 を 御す る こと 

あ ho ぞ、 

子 半 III 曰、 孟 孫 si 孝， 於 我 一 我 對 

曰、 無レ 違、 

フタ、 ビ 

懿子達 ことなしの 語 を、 再と ひきはめ ざる 故に 若 き 

きぁゃまh^て、何事も、 只た 親の 命す る ま、 に、 從ふ 

を 以て、 孝と せんかと、 恐れ 給 ふに よ h- て、 樊 遲に吿 

ノム子 ァカ 

て、 其 旨 を 明さん とし 玉 八り、 

ノ  ク ナント ィフ r ゾ 

樊遲 曰、 何 謂 也、  ， 


レ It 


樊遲も 違 ふこ となき 旨 を さとらす してと へ 

ノ 五 ハク ィケル 寸ハヅ カフ マツ ルニ  シ 予 セ.， -すハ プ i  - 一 

子 曰、 生 事. 之 以. 禮、 死 葬. 之以 

.*  二 チスチ  ^ 

祭乏 以. 禮、 

纏 は 即理の 節 文な .9  、それ 生 事 葬祭 は、 子と して 親に 

つ かふ まつ る はじめ を はりの 事 そな はれ K これ を 

みな 籍に したが ひ、 理 にかな へて、 1 つも あからさま 

にせざる は、 親 を 尊ぶ の 至. 9 な hN  、よりて これ を 以て 

孝と す、 凡そ 孝子の 親に つ かふる こ と、 其 心 はき はま 

なけれ ども、 其 分 は 則 かぎり あり、 然 れば此 三つの 

事、 其 分際の 禮 法に、 せらる べき こと をば、 しつくさ 

チカ 

> る も 不孝な り、 せられざる 所 を、 犯して する も亦不 

力 キヤウ 

孝な り、 時に 三 家 強大に して、 天子の 纏樂を ひと ご 

ろ ひ 用 ふ、 こ-の 故に、 夫子 これ を 以て 告玉 ふ、 され ど 

ひと へ に 三 家 をい ましめ 玉 ふの みに しも あらざる や 

うに 閒 えて、 ひろく 世の 敎 となれ る こと、 聖人の 詞な 

れ ばな..^、 

〇 孟武伯 問 

武伯 は、 懿 子が 子、 名 は彘、 武は謚 なり、  . 


-ーク  ザ 


立とは、みづからふみ立て、其守る所かたま，.^、欲に 

ひかれ、 物に うば る、 の 患た えて なし 、 其 志す 所、 

すでに 成れるな り、 

->  r トハ  ， - 

四-十 而 不. 惑、 

不， 惑と は、 知識き は め て 明なる 故に、 凡そ 道理の 當 

ウタ ガ  ラ 

然に をいて、 いさ、 かも 疑 ふ 所な し 、守りの 力 を かる 

ことなき ぞ、 


五-十 而 知，， 天-命 


チ 

- 、 


、ナモ け 


天命と は、 天理の 流行して、 事物に しくの 源、 凡そ 道 

理の 然る ベ き、 其 故な り、 これ を 知る 時 は、 知識 精き 

こと をき はめて、 惑 はざる こと は、 又 云に たらす、 


-I  メ 


六-十 而 耳順、 

耳順 ふと は、 一 身す ベ て 道理に 化して、 聲ゎづ かに 耳 

に 入れば、 心即 道理と 融通して、 思慮 を 用る 所 な し、 

たと へば 利 劍の毛 を 吹き、 淸 琴の 風に 鳴る が 如し、 是 


知る ことの 至 にして、 思 はやして 得るな， 5、 耳す で 

に 順 ふ 時 は、 B 體亦 共に 順 ふ、 

シッ  ニメ  へ M  ノ  -I ス i  *!• ェ 

七-十 而 從，， 心 所 k  、不. 踰. 矩 

ク  ト  ノ， It- ャゥ ガイ  • ソ k  I  I-  rm 

矩は、 法度な 、此 境界に 至る 時 は 其 心即理 なる 故 

に、 凡そ 心の 欲する ま にした が ひて 行へ ども、 をの 

づ から 法度み 外に こえ 出る ことな し、 たと へば 珠の 

盤 中に 走る が、 ひね もす 轉回 すれ ども、 盤 を 出ざる が 

如し、 是 安んじて 行 ひ、 勉 めすして 中るな K  OJ;!^ れ 

聖人 は 生れながら にして 知り、 安んじて 行 ふ、 學 問の 

功 をつ むこと を また 中、 然れ ども 道理 も-とき はまり 

なき 故に、 聖人の 上に も、 その 日用の 間に、 ますく 

進み ゆく こと を 、ひとり 心に を ぼ へ させ 玉 ひて、 他人 

はこれ を 知る ことなし、 よりて 學 者の 次第 を歷 て、 す 

、む 所の 名目に よそへ、 此段々 の詞を 立て、 凡そ 道 を 

學ぶ 者、 優游涵 泳して、 等 を こえて す、 むべ か らす、 

又 日々 にな， 9、 月々 にす んで、 半 塗に してやむ ベ か 

ら ざる こと を、 示さる、 者な h-.  』 


ィ  フ 4^ タヲ 

〇 孟懿子 問. 孝、 
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の 道び く 所の 事、 法制 をた て、、 こ れに 示し、 禁令 を 

まう けて、 これ をい ましむ るの 類 を 云、 

.r  *  ノ1--4  二 チ チス ル寸ハ チ 

齊. 之以. 刑、 

齊 ると は、 かきならして そろ ゆる 義な h -、 刑 は、 五 刑 

なり、 民 もし 法令 を 犯して、 したが は ざ る 者 あれば、 

刑罰 を 以て、 其 罪 をた  >レ て、 これ を 一 律に す る な 


マヌガ i  *  ノ ミー 


ハヅル r 


货而 無レ耳 


法 を 犯して、 私 を 行 ふ 者、 只 その 刑罰 を 免る、 はか 

ごと を、 たくみに して 、わが 義 にたが ひて 惡 きを、 恥 

る 心なし、 或は 刑 を を それ て、 しばらく 惡 をせ ざれ ど 

も、 その 惡 する 心 は、 その ま 、にて、 忘れぬな h -、 

ビ クニ  ？ シ チ テス 4 寸ハ チ リ デナ ，タ イタル r 

道乏 以. 德、 齊. 之 以. 禮、 有，， 恥 且 格：. „ 


シキ r.i 


人君 民 を ひ きゐる に、 其 身の 德を 以てする 時 は、 民 こ 

れを 見る に 感じて、 亦み なをこ b 行 ふ、 其 感興す る 所 

に、 太 過 あ. 5、 不及 あれば、 又 貴賤 親疎の 纏 制 を 以て、 

其 過不及 をと、 な ふ、 かくの 如く なれば、 民 不善 を耻 


r  t  三 六 

て を かさす、 其 上に 又 化して 善人に 至る こと あり、 一 

說に、 格 を 正しと よむ、 心の 正くなる こと を 云、 蓋し 

政 刑 は 治 をす る そな へ なれば、 すつ べきに あらす、 さ 

れ^ も德鱧 は、 治 を 出す の 本に して、 德は又 鱧の 本な 

b  、政 刑 はこれ 末務 な..：.'、 人君よ ろしく 其 本 を たづね 

て、 た  >  に 其 末の み を、 たのま ざれと な， 5、 〇按 やる 

テン ノ タイ  カウ ギゥ モク 

に 先王の 鱧 典、 其 全 體を云 時 は、 凡そ 政 法の 紀網條 目 

は、みな鱧のかぬる所な，^^、刑律は、政治の 一 端に し 

て、 治 をた すくる の そな へな hv、 三つの 者、 みな 人君 

の 德に本 づきて 出れば、 各理 にあたら やと 云 ふこと 

なし、 是 本末 かね そな はるの 治 道な，.：^、 

ノ玉 ハク レ  ニシテ H シ  二 

〇 子 曰、 吾 十 有-五 而 志，， 于 學； ， 

志と は、 心の ゆきむ かふ 所な り、 古 は 十五に して 大學 

に 入る、 然れは 孔子の 學び玉 ふ も、 大學の 道な b  、塞 

力 ウギ 

人の 志す 所、 その 弘毅 をき はむ る こと、 はかりし るべ 

し、 下に 云 段々 も、 只此學 を 成す ばか b- な 、すで に 

此學に 志す 時 は、 念々 こ にあって、 これ を學ん でい 

とふ こ となし、 


て、 これに を もむ きむか ふ、 人君 德に 本づ きて 政 をす 

れば、 其 外 別にす る u なけれ ども、 民 みなこれ に歸向 

して、 其德に 化する こと、 かくの 如しと なり、 若た/, 

に 政 法 を 用る のみに て、 君德 に本づ かざる 時 は、 民の 

其 法に したが ふこと だに も、 必 とせられす、 况ゃ 化し 

て 善と なすこと を 得ん や、 

〇 子ノ  lif 詩 三 か、 

詩 は、 即今の 毛 詩 三百 十 一 篇の經 、その 大數を あげ 

て 三百と 云な， 9、 

テ ォ ホフ チ 

一 -言 以 蔽. 之、 

1 言と は、 一 句の 詞、 即 下の 思 無 邪の 三 宇 を さ す、 云 

意 は、 三百 篇の詞 、多し ふい へど も、 凡そ 詩の 敎 とな 

る 所 は、 只此 一 言 を 以て、 其 義をを ほひつく す に、 た 

れる となり、 

ク ォモヒ ショ コシマ 

曰、 思 無. 邪、 

曰くと は、 其 一 言に 曰くな，. y  、是 詩の 魯頌騮 の篇の 一 

句 をと. 0 云、 それ 詩の 敎 たる 所、 もと 人情 をのべ たる 

齒 語 爲政 第二  .  I 


詞 なる 故に、 これ を ー咏吟 すれば 人の 心 思に う つ h- や 

すし、 よ，. >  て その 善 を 云た る 詩 は、 人の 善 念 を を こす 

べし、 惡を 云た る 詩 は、 人の 惡念を こらすべし、 大む 

ね 人の 心 思の 邪なる をい まし めて、 正き に歸 せし む 

るに あ，. y 、され ども 其詞、 多く は を ぼろ かにて、 た > 

ちに さしい はす、 又は 只 一 事の ためにい ひ て 全體に 

ヂキシ  ク 

通せす、 その 直 指して 明かに、 全體 にして 盡せ る 者、 

これにし ける はなし、 この 故に、 詩の 敎 たる 所、 只 こ 

の 1 言 を 以て、 こ れをを ほ へ とす、 蓋し 心に 思 ふ 

所、 をの づ から 正く して 邪な き は、 是誠 なり、 其 思 ふ 

所 を 正 く，. て、 邪な からしむ る は、 是誠を 思 ふ 道に し 

カウ 

て、 學者 のっとむべき 所な hv、 凡そ 民 行の 邪なる は、 

政 法 を 以て これ を 正すべし、 人の 心 思の 邪なる 所、 詩 

にあら ざれば 正す ベ き 道な し、 是其敎 の 貴ぶ ： へ き 所 

ノ  リャゥ トク 

にして、 又 思 無 邪の 一 言 を 以て、 其 大意 を領 得すべき 

なり、 

ノ 玉 ハク ミ チビ クニ 1K シ トチ 

〇 子 曰、 道. 之 以. 政、 

此章 は、 すべて 治 道 を 論す、 道び くと は、 ひ きゐした 

がふる 義 なり、 之と は、 民 を さす、 下 同じ、 政 は、 即そ 
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に、 等 ある， J と是な り、 來は、 未 來なト 人い まだい は ざ 

る 所 を さす、 義理の き はま. 9 なき、 少しき 得て たんぬ 

ベから ざる 是 なり、 され ど此意 は、 すでに 上の 答の 內 

にこ もれ b 、只 そのい まだ あら はれざる を、 子 貢よ く 

さぐり 出せる によりて、 來と はの 玉 へ るな， 9、 凡そ 詩 

の 言 は 、義を ふくむ こと ふかくして、 或は 近き に よ. 9 

て 遠き を 明し、 或は 彼 を あげて 此を さとす、 往を吿 る 

に來を 知る 者に あら ざれば、 共に かたられ や、 よ て 

此事を 以て、 子 貢に ゆるせ. o、〇 此 章の 問答、 その 學 

ぶ 所の 淺深、 見る 所の 高下、 辯 說をミ た すし て 明け 

し、然；：：ども切琢せざれば、磋磨.^ほど こす 所な し、 

學者 小成に 安ん せす して、 道の 極致 を 求むべし と い 

へど も、 亦虛 遠に はせ やして、 身に 切なる の 實病を 察 

して、 これ をの ぞくべ きな， 9、 

ノ  HK ク  ウレへ  ノ  ル r テ ？ ノレ チ ラ レフ ル r_K 

〇 子 曰、 不 ji 人 之 不，， 已 知； 患， 不 

ラ ヲ 

. 知乂 也、 

人 われ を 知らざる は、 人の 不明な り、 われ 人 を 知ら ざ 

る は、 わが 不明な，^、 んま さに 人の 不明 を うれ へす し 


三 四 

て、 わが 不明 を うれ ふ ベ しとな hs  、世の 人の 患る 所、 

多く 顛倒す、 この 故に、 聖人 これ を 以て、 世 を さとし 

玉 へ /9〇 輔 氏の 云 ふ、 人 己 を 知らざる は、 其 病人に あ 

-5、 己 人 を 知らざる は、 其 病 己に あ h -、 君子の 學は己 

が ためにす、 人の 病 を やます し て、 己が 病 を やむな 


ハルす ハ チ 


爲政第 

ノ 玉 ハク スルニ ト チ.. ；リ ： 

子 曰、 爲. 政 以. 德、 

政と は、 正の 字の 義 な，.^、 人君 法 f ど 設けて、 人の 正 

しからざる を、 正く する こと を 云、 德と は、 得の 字の 

義 なり、 道 を 行 ひて、 心に 得る こと ある を 云、 即 われ 

此道を 得て、 實 にわが 物と なりたるな， 9、 云 意 は、 凡- 

そ 政に ほどこす 所、 何事 もみな 其 君の 德に本 づきて、 

出れば なり、 

譬 如. 北-辰 ノ 居 i へ 所： 而 衆-星 ヒ、 

>  セィ  チウ 

北辰 は、 北極星な り、 天の めぐる こと la 夜に や ま ざ 

れ ども、 北： 11^ は 車輪の 軸の 如く、 常に 其 所に 居 て、 う 

ごく ことなし、 一 天のもろ^«の星、 みな ま は bNts 


の詞、 それ もよ しと 云 ほどの 義な、 


ダ シカ シ ウメ 


-I 八 


未. 若 貧 而樂、 富 而好鱷 者 也、 . 

ク  ^ 

人 貧き 時 は、 樂む べき こと あれ ども、 心の び やして 樂 

ます、 貧う して 樂む者 は、 其 貧き を わすれ て、 心 ひろ 

く、 體 ゆたかな， 9、 富る 時 は、 氣 たかぶ. 0 て 義理 を 犯 

しゃすし、 富て 禮 このむ 者 は、 自 その 富 をし らす、 恭 

敬節儉 にして、 善に をる こと を 安んじ、 理 にした がふ 

こと を樂 む、 蓋し 諂 ふこと なく、 驕る ことなき は、 只 

貧富の 中に ありて、 自 守る こと を 知る のみな り、 樂み 

禮 このれ 一 者 は 貧富の 外に こえい で、、 守る こと を 

用 ひす、 よ， 5 て 未 J« との 玉 ？、 これ 子 貢の すでに 

能す る 所 を ゆるして、 其い まだ 至らざる 所 をす め 

玉へ るな らん、 


キルガー 


ス ルザ 1 


ゥガ ッガ シト i 


子 貢 曰、 詩 云、 如. 切 如 .緩 如. 琢 如 

ミ ガクガ  レレ テ  フカ 

.磨、 其 斯之謂 與、 

詩 は、 衞風， 淇澳の 篱の詞 、切る と键 ると は、 角細工す 

る 者の すでにき b 作 h- て、 又 これ をす るる を 云、 该っ 
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と 磨く と は、 玉 細工す る 者の、 すでにう ち 作 て、 又 

これ をみ がく こと を 云、 これ 學を する こと、 すでにく 

はしく して、 ます^/ ^く はしき こと を 求る に たと へ 

hs， 子 貢 はじめ 諮 ふこと なく、 を ごる ことな き を以 

て、 すでに 得た b と 思 ひける に、 夫子の 答 をき 、 て、 

又 義理き はま，^ なき こと、 少しき 得る 所 あ とも、 に 

はかに 自 たるべ からざる こと を さとれ り, よ- 9 て此 

詩 を 引いて、 其 意 を 明す、 其の 字 は、 詩に 云 所の 義を 

さす、 期の 字 は、 夫子の 可也 未 の 四 字 を さして、 其 

意かぬ る 所 ひろし、 云 意 は、 此 詩の 意、 かやう のこ と 

を まう すかと なり、  . 

ノ玉ハ クシ  メテ  ラク トモ 二 フ  チ ノミ -» 

子 曰、 賜 也、 始 可，， 與 言.， 詩 已 矣 

始めてとは、今こそと云義な，.^、夫子子貢が其答の旨 

を、 さ.. oh- たる こと を 、ゆるし 玉 ふ 故に、 其 名 を よ び 

かけての 玉 はく、 今 それでこそ 汝とせ 《に、 詩の 義 はか 

たらる ベ けれ， 0 なり、 

ク i  -I  n レ 二  .チ シカモ ルヲナ 9 

吿，， 諸 往， 而 知. 來 者、 

往は、 已 往な， 9、 すでにい ふ 所 を さす、 贫 富に 處 する 道 

量 
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行 ふ 事 は、 たらぬ がちなる 故に 、とくつ とめて を こた 

らす、 いふ 詞は、 すきやす き 故に、 つ 、しんで これ を 

つくさす、 

クイ- K  二  ス 

就，， 有-道， 而 正 焉、 

凡そ 道と 云 は、 事物 當然の 道理に して、 人の 共に 由る 

所な hv  、有 道と は、 道德 ある 人 を 云、 上に 云 如くに、 道 

を 求る こと をつ とめて、 得る 所 あれ ども、 なを 自是 な 

b とせす、 又必有 道の 人に つきて、 其 是非 をと ひた V 

すなり、 

カラク イツ  At  ズ i 

可. P 好 ¥ 也 已、 

上文 を 結で 云、 上に いふ 如くなる は、 實に 君子の 學好 

むと、 いはれ たる こと ぞと なり、 〇 朱 子 を も へらく、 此 

章の 言、 反覆して 其 意 を 見る ベ し、 もし 只 安飽ゃ 求め 

ざるの みに て 、言行 を を さめ ざれば、 なんの 意思 もな 

n ト  ヮザ 

し、 又た 5« 言 をつ しみ、 事 を とくすと い へど も、 有 

道に つきて た さ  >  れば、 おが ひ ある こと をまぬ 

かれす、 され ども 其 工夫いたら ざれば、 有 道に つくと 

い へ ども、 亦 其た  > し をと らん もの なし、 聖人の 言、 
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あまねくして かけざる こと、 大 むね かくの 如しと、 今 

按ゃ るに 人道に 志す こ と 深ければ、 學を 好む こと 篤 

し、 をの づ から 言行 をつ とめつ、 しんで、 安飽を 求る 

に 暇な し、 學 いよくく はしければ、 心い よくみ た 

すして、 有 道に た 5- さ  >  る こと を 得す、 好む ことい よ 

く あっければ、 意味い よく 深長なる 故に、 孜々 勉 

々として、 やん なまく 欲すれ ども、 やむ こと あた は ざ 

るな， 9、  ， 

ノ ク マヅシ ウメ  ク へ ッラソ r トン. y  クバ チゴ ~r 

〇 子 貢 曰、 貧 而 無. 諂、 富 而 無 .驕 

ィ カン 

何 如、 

諂 ふと は、 人に 對 して、 くだ りか ，5- まるな- 9、 場る と 

は、 たかぶ b ほしい ま /- なる を 云、 蓋し 子 貢 わか 、り 

し 待、 貨殖の いとなみ あ b  、始 貧くて 後に 富めり、 常 

人 は 貧富の 中に を ぼれ て、 自 守る To を 知らす、 子 貢 は 

よく 諮 ふこと なく、 を ごる ことなき を 以て、 自 これ を 

守る、 よ て 得たり として、 これ を 問 ふなる べし、 

ノ 玉 ハク ナリ 

子 曰 可也、 

可と は、 ゎづか によ けれども、 いまだつ きざる 所 ある 


ヅ ク寸ハ 


〇 有 子 曰、 信 近，， 於 義； 言 可 也、 

信と は、 人と 約諾す る ことな hs、 義は、 事の よろしき 

所 を 云、 復 むと は、 行ふ義 な. y  、云 意 は、 人と 信約す る 

こと、 始 に其義 不義 を はかるべし、 其事義 にかな ふ 

時 は、 いひつ る こと、 後に ふみ 行 はる、 もし 不義 なれ 

ば、 行 はれす となり、 有 子 は氣象 ゆるやかなる 故に、 

義 にかな ふと 云 ふこと を、 近づく とい へ るな り、 下の 

鱧に 近づく も 間 じ、 

. ヅ タ寸ハ  一一 サカ〃 チ デョク -I 

恭 近，， 於 禮， 遠，， 恥 辱， 也、 

人に 恭敬 を 致す こと、 其 禮 節に あたれば、 恥辱に 遠 ざ 

かる、 もしす ぐる 時 は、 自 はぢ, VJIO る、 及ばざる 時ュ、 

人に はぢ しめらる、！ ^〈に 恥辱 あ hN  、此 二字、 わきて 云 

時 は、 心よ， CN 生やる はお を 恥と 云、 外よ，. ^ 至る はお を 


ヂョ 


辱と 云、 

ョル r  寸ハ ナハ 


シタシ ムぺキ 1^.1 


因不. 失，， 其 親， 亦 可. 宗 也、 

、 

因る と は、 よ. 9 ちな むな り、 不 J^u は、 あやまた ぬな 

、宗 とすと は、 われ 客と なりて、 人 を 主と する 義 な 


り、 云 意 は、 他所に てより ちな む 所、 その 親む ベ きム 

を、見そこなはざれば、^^までも主んとして" た のま 

ノ  ゲン 力 C カウ サイ  ナ ニゴト 

る  > とな .9, 此章云 意 は、 人 の 言行 交際 の 間、 何事 も み 

な其始 につ、 しんで 其 終り を を もんば かる べし、 も 

し然ら やば、 あり 來れ るに したが ひ、 か そめの 事と 

して、 其 あやまちの 後悔、 た へがた きこ と あ らんと 

ぞ、 學者 あらかじめ、 理をき はむ る ことく はしく、 見 

聞く こと 多ければ、 事に のぞみて、 其え ら び まど は 

す、 後の くやみ をまぬ かる 、 こと を 得べ し、 

ノ 五 ハク  ハ  ク^ r ァ カント  ク 

〇 子 曰、 君-子 食 無. 求. 飽、 居 無. 求 

カラ ン ト 

レ安、  . 

是 君子の 人と な， 9、 かくの 如くなる こと を 云、 君子 は 

其 志 道 を 求る にある 故 に 、飮ぎ も、 美き に飽ん こと を 

求めす、 居處も 便に 安ん せんこと を 求めす、 これ 其 志 

す 所 ふかきに よ，^ て、 居 食の 身に 姻なる 物と い へ ど 

も、 其 安飽を 求む るに、 いとまな きな b 、只 その 淡朴 

に 安ん する こと を if 貝ぶ にあら す、 

： ヮサチ I.  i   


敏，， 於 事， 而 P 於 言； 
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論 10-1  ，而第 一 

ォホ 

三年 はまた るべ き ほどの こと をい へ 、大 やう 父の 

道を改 るに は、 父 を 死せ りと して、 あなどる に 似た る 

所 あ， 9、 又 父の ひが ごと をば、 あら はすに 似た る 所 あ 

,5、 この 故に、 孝子 はいつ とても、 これ を改 むに 忍び 

ざる 心 あ-り、 此心 ある 時 は、 たと ひ はやく 改る こと あ 

れ ども、 亦 其 孝に 害な し、 もし 此 心なく し て、 只 改め 

ざるの みに て は、 ついに 其 孝 を 見る 所な し、 

〇 有 子ノ曰 、鼠 之 用 和： 爲. 貴、 

鱧 は、 天理の 品 節 文章に して、 人事の 容儀 法則 な り、 

和と は、 ゆるやか にして、 せまらざる 義な， 、蓋し 庸 

の 制作、 天理 自然の 節 文に いで 5、 人事 當然の 儀 則と 

なる、 この 故に、 其體の 立つ こと、 尊舉 大小の 等、 きび 

しけれ ども、 其 用の 行 はる 、所、 や はら ざした が ひ 

て、 少しもし ゐ つとむる 意な し、 これ 醴の食 ぶ ベ き 所 

なり、 

先-王， 之 道" 斯レ 

先生の 道と は、 即今 日の 禮を さす、 凡そ 禮法 はかな^ 

王の 制する 所な b  、道 は即艟 にして、 や /- ひろくい ひ 


き 

たる ぞ、 期の 宇 は、 和 を さす、 云 意に、 先王の 道 をよ し 

とする こと、 其 和す る を 以て ぞ と、 

小- 大由. 之、 

之の 字に、 道 さす、 道よ きに よりて、 今 小事 大事、 こ 

れに 由り て 行 はれす と 云 ふこと なし、 

有ハ 所. 不 、レ 

小大 この 道に よりて 行 はると い <  • ど， も、 又 行 はれ ざ 

る 所 あり、 其義は 下に 見えた. 5、 

テ ヲ  ス it  ノ ミニ  メレ バテ チ セ チ タ 

知. 和 而 和 不，， 以， 禮 節， 之、 亦 不 

ラ ハル 

.可. 行 也、 

もした  >  和の 貴き を 知る ま  >  に、 ひだ すら 和す るの 

みに して、 本然の 鵡を 以て これ を ほどよくせ ざる 時 

は、亦行はれざるなり、蓋し感の本然はっねに*^^隨の 

嚴を失 はす、 これ を 用る 時 は、 和す とい へど も、 亦 を 

のづ から 節制す る 所め， 5、 然る をた 5- に 和の みに 從 

ふ 時 は、 和に ながれて 、行 はれざる 所 あるな. 9、 之の 

字 は、 ひろく 慮の 行 はる、 所の 事物 を さして 云、 


政 を 以て、 夫子の もとにつ きて、 これ を 問 ふ、 よ.^ て 

必 これ をき くこと を 得 玉 ふとな り、  . 

夫-， 之 求. 之チ 也、 其 諸 異， 1. 乎 人 之 

求乏 與、 

云 意 は、 凡そ 人物 を 得る こと は、 必 求る こと ありて 後 

に 得るな h- 、夫子の 政 をき くこと を 得 玉 ふ は、 これ を 

求るの意なし、唯この德光人に及ぶ所、その.|^^め物と 

なりて、 をの づ からこれ を 得 玉 ふなり、 他人 詞を用 ひ 

力 を 用 ひな どして、 こ れを 得ん こと を 求る に 異なり 

と、 然れば その あた ふるに あらざる は、 云 にも 及ば ざ 

るな り、 〇 それ 學者 聖人の 容貌 威儀 を 見る も、 亦 以て 

德 にす、 むこと あ， 9、 此 五つの 者、 今より これ を を も 

ん みるに、 塞 人 を 去る こと、 はかる に久 きとい へ ども 

なをよ く 人を感 起す る こと あり、 やその かみあ ひ 

したしめ. る 者 を や、 これ 亦 子 貢の 智凑人 を 知る にた 

りて、 よく 德行を 云 所な り、 

ノ 玉 ハク  イマ ス寸ハ ミ  ノシチ 

〇 子 曰、 父 在 觀. 其 志； 

父い ます 時 は、 子た る 者、、 ひの ま ， に 事 を 行 ふこと を， 
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得す、 され ど 其 志の むか ふ 所に つきて みれば、 其善惡 

しる 、 なり、 

テ ハル オハ ハル ノ チ 

父 沒 觀，， 其 行； 

父 を はりて 後 は、 子の 行實、 W にみ ゆるな り、 

三-年 きテ JC 於 や 之 ぁチ； fsli. 氣 矣、 

父の 道と は、 父の 事な り、 事と いはす して、 道と 云 は、 

父 を たっとびて なり、 三年 は、 喪の 間な り， 云 意 は 父 

を はりて 子の 行 ふ 所、 父の し をき しこと に、 改 むべき 

所 ありと 雖 ども、 三年の 間 は、 これ を改る ことなき を 

以て、 其 孝 は 見 ゆる ぞ、 然ら すば、 たと ひ 行 ふ 所よ く 

とも、 孝と はせられ ぬと なり、 〇 此書 發說に は、 人の 

子の 善惡を 見る 法と す、 集註に は ひろ く 人 を 見る こ 

となりと する に 似たり、 うたが ふ べし 、それ 父の し を 

ける こと、 善 なれば、 1 生 改めす してよ し、 もし 善な 

ら ざる こと あれば、 或は 三年す ぎて 後 改めて、 よき こ 

とも あ， 9、 或は 甚 やむ TU を 得 ざ れば、 三年の 內 にも、 

改めす して かな はざる こと も あり、 こ /- に 三年 改る 

ことなしと は、 道理に をいて、 改 むべ けれども、 なを 

一】 九  1 
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追 と は、 遠き は 親 を は. 9 て 後の こと を 云な 、こ 

れを追 ふと は、 祭りに を ひした つて.^、 其 誠 をつ くす こ 

と を 云、 蓋し， 祖先の 來格 は、 祭 をと る 者の、 誠意の 至 

ると、 至らざる にか、 れ るが 故な， 5、  • 

ミノ ォ モムク アツ キュ 

民 德 歸. 厚 矣、 

民德と は、 たい 人民の 心 を 云、 蓋し 終り は 人の かろし 

めやすき 所な 、然る をよ くこれ を愼 む、 遠き は 人の 

わすれ やすき 所な り、 然る をよ ぐ これ を 追 ふ、 これ 懇 

厚の 道な h- 、人よ くこれ を 以て、 自行ふ 時 は、 民俗- J 

れに 化して、 其 心 亦 厚き 道に を もむ き、 各 その 喪祭に 

をいても、 これ を愼 み、 これ を 追 ふこと を 知る、 

〇 子禽 問： 於 子 貢， 曰、 

子 、姓 は陳、 名 は亢、 子 禽は其 字、 子 貢、 姓 は 端 木、 名 

は 賜、 子 貢 は 其 字、 みな 孔子の 弟子な り、 說に、 子禽 

は 子 貢の 弟子な りと、 


ん寸ニ 


ズ 


夫-子 声 於是 邦， 也、 必 聞，， 其 政； 

夫子と は、 孔子 を さす、 古 は大夫 た る 人 を 夫子と 稱 


二八 


す、 孔子 も 魯の大 夫た し 故な り、 云 意 は、 夫子 いづ 一 

くにても、 この國に至h^玉 へば、 必其國 の 政 をき V, 

ギ デャゥ 

て、^^ 定のはかりごとに，ぁづかり玉はゃと云ことなリ 

しとな り、  1 


一、、 


i ルカ チ  プモ . フル 力 

求. 之 與、 抑 與. 之 與 

抑と は、 上 をう けて、 か へした る詞 な，. y  、云 意 は、 其必ー 

これ.^ き、 玉 ふこと、 夫子 これ を 求めて き、 玉 ふか、；! 

さはなくて、 其國の 君、 夫子に あた へ て、 これ をき か > 

せて 見ら る、 かと ぞ、 子禽 は、 夫子の 求め 玉 ふこと も a 

あるべき の 意 を もし、  " 

子 貢 曰、 夫-子 温良 恭儉 讓以 得. 一 

レ之  一 

溫は、 や はらぎ あっし、 良 は、 やすらかに なをし、 恭_ 

は、 つ ゝ しみて ゆるます、 儉は、 を さまり てす ぎ や、 讓 ^ 

は、 へ. ^  くだりて を ごら す、 此 五つ は、 夫子の 盛 德のー 

光 4y  、人に まじ は hN 及ぶ 所な. 5、 云 意 は、 夫子の 德容一 

かくの 如し、 この 故に、 時の 君 恭敬 信仰し て、 自 その 一 


主と す と は、 本と する 義な. o、 萬 事の たの みどころと 

なること を 云、 此忠！ He は、 只 これ 信 實の心 を さす、 盖 

カズ カタ チ  キ 

し 人の 心 は、 影 形な き 物に て、 出入 存亡の 機、 は か. 9 

がた し、 只 一 つの 誠た ちて 後、 萬 善 はじめて 根 づバ所 

あ， 9、 もしい まだ 誠なら ざる 時 は、 何事 もみな 夢 幻 

の 如くに て、 有と い へ ども、 無きにひとしきな^^* 忠 

信 を 主と する は、 これ 誡を 立る 工夫、 忠信の 至 は、 

即 これ 誠な-り、 

カレ モト スル 「 ル シカ レニ テ 

無. 友，， 不. 如 .已 者： 

無れ と は、 自 いましめと  >  むる 詞 なり、 in 人人 をい ま 

しめ 玉 ふに あらす、 下の 勿の 字 も、 これに 同じ、 人 も 

ヱキ , ヅノ 

し 我に をと れ る 者 を、 友と すれば、 益な くして 損 あ 

,9、 或は その 我に しかざる 者、 來 りて 敎を 求る 時 は、 

つ しんで これ を みちびくべし、 もしし ひて 己に し 

たが はしむ る 時 は、 我人 ^〈に 損 あ，.^、 

アヤ マツす ハ チ レ ハバ 力" r ァラ タム ルー 一 

過 則 勿. 憚. 改、 

チ 

過 を あらたむ るに、 は  > かりな やむ こと は、 しばらく 

氣 にもと るが 如くなる こと を 恐れ、 又は 其 過 を 人 の 
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しらん こと を はぢ てな り 、ま づ此は  >  かる 意 を， きと 

かちの ぞいて 後； i  、工夫の 力 をつ くる 處 あり、 程 子の 

云く、 學 問の 道 他な し、 其の 不善 を 知る 時 は、 則す み 

やかに あらためて、 以て 善に 從ふ のみ、 胡 氏の 云く、 

、ひなく して 運 をう しな ふ を 過と す、 心 あ， 9 て理 にも 

ユウ 

とる を惡 とす， 自治る こと 勇なる 時 は、 過 か へりて 善 

となすべし 、自治る >  J と 勇なら ざ る 時 は、 過必流 れ て 

惡 となると、 然る 時 は、 過を改 ると、 改 るに は  >  かる 

と は、 善に す、 み、 惡 になが る の、 ちまたな り、 いさ 

みはげむべきことなり、〇：^章の義、田を作るにたと 

ふ べし、 威 重 は、 田地な hv 、忠信 は、 物： U ねな， まさ 

れる友 なぞ は、 土 かふが 如し、 過 を あらたむ る は、 草 

きる が 如し、 


愼. 終と は、 終 は 喪 を 云な. 9、 これ を愼 むと は、 喪 を あ 

からさ まに せ やして、 其醴 をつ くす こと を 云、 盖し先 

サゥ  n  ノ 

王の 喪禝、 人の子た る 者 をして、 其 孝 をつ くさし：^ ん 

がた めな，^、 觼を つくす にあら ざれば 、其 哀戚の 情 を 

の ベ 、其檢 葬の 事 を そな ふるこ と、 あた はざる なり、 
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致す と は、 まいらす る義な hv、 わが 一 命 を、 君に ゆだ 

ね をき て、 これにつ かふるな り、 其 忠誠の こ ろざし 

をい 7， 


モノ. r プテ 


ラ.； 


與： 朋- 友， 交， 言 而 有. 信、 

朋友の 道 は、 信に あり、 言 をい へば、 行 も 亦 推 \」 し る 

べし、 又 倫理 を 以て 云 時 は、 上の 賢 を 賢と する も、 朋 

友に 屬す、 これ を はじめに 云 こと、 ま づ善を 好む に 誠 

ありて、 然して 後に 下 三つの こと をよ く すれば なり、 

ィフ E  フト ダ ビ レハ ズ ヘン チ ピタリト 

雖. 曰. 未/子、 吾 必 謂， 之 學， 矣、 

上 四つの こと、 是 人倫の 大 いなる 者に して、 これ を 行 

ふに 皆 その 誠 をつ くせり、 人の 學を する こと、 た ，5- か 

くの 如くな らんと、 求る の 外な し、 今よ くかくの 如く 

する 人 あらん を、 たと ひこれ 生れつきの よきに て然 

り、 いま. たかつ て學 びざる 人な りと 云 者 あ.. y とも、 我 

は必 これ を、 すでに 學び たる 人と、 いはんと な..^、 然 

れ ども、 子 夏の 意 は、 只 これ 言 をう け て、 人に 實學を 

す/' むるな 、人の すでに 學び たると、 いまだ 學びざ 

ると を、 論す るに は あらす、 〇子夏 孔門に をいて は、 


文 學の名 あ り、 然るに 其實を たっとべる ことかく の 

如し、 三代の 學、 みな 人倫 を 明に する 故 なれば な， 5、 

され. ども 其詞、 浮華 を を さ へ て、 誠實を あぐる ことす 

ナ ガレ 

ぎて、 流の すゑ 學 をす つるに 至らん の、 恐れ あ， 9、 、必 

上の. 章 夫子の 行て 餘カ あれば、 則 もち ひて 文 を學ぶ 

との 玉 ふが 如くに して、 ながく 其つ いへ なき 者な h-.- 

ノ  H スク  レバ +? や カラ  チ  ァラ 

〇 子 曰、 君-子 不 則不 威、 

ォホ 

これ 君子の 道、 大 むね かくの 如くなる こと を 云、 君子 

たる 人 を 論す る にあ らす、 不 V 重と は、 氣 象の を も 

シシッ フ サゥ  n ゥ チョウ 

くしから ざる を 云、 資賀 の浮躁 にして、 厚 重なら ざ 

ると、 沈潜 涵養の 功な きと、 皆是な b 、不. 威 と は、 氣 

象の 身に あら はれ、 人に まじ はる 所み な 威 嚴なら す 

して、 を かし あなどらる ベ きを 云、 

モ  チ . カラ 

學 不， 固、 

學は 知行 を 兼て 云、 知る 所 も、 行 ふ 所 も、 皆 堅固なら 

すして、 失 ひやす きなり、 盖し威 宽は學 をす るの もと 

ひな. o、 此 よ.？ 下 は、 みな 學 をす るの 要 を 示せ hN、 

主，， 忠- 信：  ， 


IT 


, J とま ことにして、 か にもい つ はらす、 しるしな き 

こと をい はぬ ぞ、 

tB ク  メ  チ  チカ ヅキ ァ a- 一 

汎 愛. 衆 而 親. 仁、 

衆 は、 もろくな， 9、 慈愛の 心 を、 ひろ く 諸人に 及ぼ 

し、 中に も 仁者に はちな みよるな り、 

チ n ラッ テル 寸ハ  チモ. ナヒテ ブ  テ 

行 有，， 餘 力； 則以 學. 文、 

餘 力と は、 つとめの あま & な，^、 ひま ある 時 を 云、 文 

と は、 詩 書の 義、 鱧 樂射御 書 數の法 を 云、 云 意 は、 子弟 

たる 者の 職と する 所、 家の 出入り、 身の 言行、 人と 應 

接する の 間に、 孝弟 謹 信、 衆 を 愛し、 仁に 親く  ， 」 と を、 

つとめ 行 ひて、 少しも 其 ひま あれば、 た いに すぐ さ 

や、 則 この ひま を 用 ひて、 詩 書 六 藝の文 を まなぶ， 0 な 

り， 〇 凡そ 子弟た る 者.' 行實を さき と して 其い とま 

に、 文 藝を學 ぶ ベ し、 かくの 如く なれば、 本末の 前 

後 を 知て、 道に 入り、 德 にす、 むこと を 得るな hN、 も 

し行實 をつ とめ やして、 文藝を 以て 先と する は、 これ 

己が ためにす る學 にあら す、 され ども 又 文 藝を學 び 

ざれば、 9_ヌ の 成 法 をかん がへ、 事理の 當然を 知る こ 
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となう して、 其 行 ふ 所、 私意に 出る こと あり、 この 故 

に、 行實 をせ めて、 いとま あれば、 必又文 藝を學 ぶべ 

きな ，9、 

〇 子 夏ノ 曰、 賢 k 易. 色、 

子 夏 は、 孔子の 弟子、 姓 は 卜 名 は 商、 子 夏 は 11^ 字な. 9、 

賢 賢の 上の 賢 は、 たっ.^Jびをもんする意、 下の 賢 は、 

資者を さす、 易 k 色と は、 其 色 を 好む の 意に かゆ るぞ、 

これ 外よ. y  、その 人の 善 を 好む に 誠 ある こと を、 かた 

どれな 詞な b  、其 人み づ から 色 を 好む の 意に か へ て、 

賢 をた つと ぶと 云に は あらす、 又 賢 を 賢と する こと、 

只 現在の 賢者の みに かぎらす、 古人 の 言行 をた つと 

ぶ も. Ifl! じこと な， 9、 

ッ カフ マッツ テ -ー クック シ  ノ ラチ 

事， 父 母， 能 竭，， 其 力： 

力 をつ くす と は、 其 力の 及ぶ かぎ hs を、 き はめつく し 

て、 のこす 所な きを 云、 盖し 子の 身 は 父母の 遣體 なれ 

ば、 父母の ため、 身 を をし まざる のみ は、 孝と する に 

たら. や、 只よ く 其 力 をつ くす を 以て、 孝と するな hs、 

クテ _| クタ シ  ノ  チ 

事. 君 能 致 二 其 身； 

二 五 
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二  a 


節. 用 而 愛， 人、 


節すと は、 ほどよく する 義 なり、 財 用 を 節制し て、 み 

だ. y につい やさ  > る を 云 、愛， 人と は、 人民 を 愛護し 

て、 くるしめ そこな はざる を 云、 

ノ カフ-一 ？ ス チ 

使. 民 以. 時、  . 


ゥサク 


民と は、 農民 を さす、 時と は、 耕作の ひま ある 時 を 云、 

Ic^ 役 を 以て 民ケ」 つか へ ども、 農の 時 をば さま たけぬ 

な，， y  、盖 し國を 治る の耍、 此 五つの 者に ある こと を 示 

す、 これ 亦 本 を つとむる の 意な り、 〇 胡 氏の 云く、 此 

あまたの 者 は、 又み な 敬 を 以て 主と す、 朱 子 を も へ ら 

く、 五つの 者 上よ. 5 下にう つし、 下よ. 0 上 にかへ .9 

て、 相 因る の義 あり、 盖し事 を 敬して 後に、 民に 信 あ 

る こと を 得べ し、 然ら ざれば、 其 信た ちがた し、 民に 

信 あ h- て 後に、 用 を 節する こ と を 得べ し、 然ら ざれ 

ば、 上 利 を このみ、 財 をつ むの 疑 あり、 用 を 節し て 後 

に、 人 を 愛する こと を 得べ し、 然ら ざれば、 ついに 民 

財 を かすむ るに 至る、 人 を 愛する によ，^ て、 則よ く 民 

をっかふに、時を以てする ことぁり、是1^«上に因るな 


り、 叉 事 を 敬す とい へど も 、しばく 法令 を變じ て、 

民 信せ ざれば、 必其 事に 害 あ ，9、 法令す でに 眞 すべけ 

れ ども、 國用を 節せ ざれば、 常 制に すぎて、 税をを も 

くす る こと をまぬ かれ や、 用, VJ 節して、 國 とめ. O とい 

へど も、 人 を 愛して、 其 困窮 をす く は ざれば、 JgJ を こ 

りて、 財く づれ ちる、 人 を 愛する 心 あれ ども、 これ を 

使 ふ に 時 を 以てせ ざれば、 民 その 恩 を かう むらす、 是 

上下に 因るな り、 

ノ 玉 ハク  テハ I チ T9 チハ *, ァリ 

〇 子 曰、 弟-子 入 則 孝、 出 則 弟、 

弟子 は、 子 第な り、 人の子たり、 弟た る 者 を 云、 こ 、 に 

て は、 大 むね 小 學 生のと もがら を さ f、 入て は 孝、 

出て は 弟と は、 凡そ 內 外の 出入りに、 孝弟 を つとむる 

こと を 云、 され ど 兄に つか ふ る こと、 父母に 比すれ 

ば、 少 きうと し、 又な ベての 長者に も、 弟 順す る， に よ 

h. 二 し、 出る にかけ て 云な- 9、 


シ ン f 


謹而 信、 


>■ モ 


謹む と は、 行 ふこと をつ 、しむな り、 守りて 變せ す、 

っとめてをこたらぬ ことを云、信ぁ.h^とは、もの言ふ 


す ことたが へざる を 云、 忠と 信と は、 首尾 本末 の 如 

し、 二つ あるに あらや、 己 をつ くす を 中 3 と 云、 實を用 

ゲン カウ 

る を 信と 云、 共に 言行 を ぬ、 心 をつ くさ いれば、 

事 その 實 にあたら す、 事 その 實 にたが はざる は、 心 を 

つくす 故なら、 盖し 忠信 は、 いづれ の 交りに も、 かく 

ベから す、 中に も 朋友の 間 は、 只 信 を 以て 立つ 故に、 

とり わきこれ を潘 るな， 9、 

クタへ テ ルカ. r ナラハ 

傳 不. 習 乎、 

傳 ふと は、 師に受 る を 云、 習 はすと は、 己に 熟する を 

云、 業 をう けても、 これ を 習 はさ 5- れば 己に をいて 得 

る 所な く、 師に對 して 其敎 をむな しくす、 よ て 又 

これ を 省るな， 9、〇 それ 孔門 諸子の 學、 みな 聖人に 出 

づ ふい へど も、 ながれの すゑい よ-,., \« 遠くして、 いよ 

いよ 其 皆 を うしな ぷ、 只 曾 子の 學 のみ、 もつ ばら 心 

を 內に用 ひて、 誠 を 身に こ 、ろむ、 この 故に、 其う け 

つたへの つ いえな し、 子 思 孟子 相つ  >  きて、 道の 正統 

を 得る こと、 これが おめな り、 朱 子 を もへ らく、 曾 子 

^年德 にす、 むの ェ夬、 只此 等の 事の みに、 いさ、 か 

つきざる 所 あれば なり、 學 者に をいて は、 事々 みな 省 
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察す ベ し、 只此 三つ にかぎ るべ か ら すと、 

ノ五ハ ./ す サム ル二ハ -ンョ ウノ  ヲ 

〇 子 曰、 道，， 千- 乘之 國； . 

千 乘の國 と は、 諸侯の 大^、 四方 三百 餘里 にして、 兵 

車 千乘を 出す ベ き 者 を 云、 車 一 兩に四 かくる を、 一 . 

乘と 云な り、 

ッ、 シン， テ チ  ァリ 

敬 JI 而 信、 . 

敬 と は、 政事に 大小よ く、 つ 、しみ を もんす る な 

b  、され ど此 書に 敬 云 こと、 こ /- に 始ま る によ- 9 て、 

トス テシク r  クン  ドウ ジャゥ 

註に 主. 一 無. 適と、 ひろく 訓ゃ、 それ 敬 は 動靜を かね、 

內外を つらぬき、 存 養の 主と する 所に して、 塞 學の至 

耍 なり、 一 と は、 心 を 純 1 にして、 一 念の 雜る ことな 

きを 云、 こ れを 主と すと は、 も つ ばら ， J れ をむ ねとし 

ホカ 

て、 他な く  ui- る 、 ことなき を 云、 適く こと なしと は、 

ソク ハナ 

心 常に 內に存 して、 一 息の 離る ， - " となき を 云、 適く 

ことなき 故に、 よく  j なる ことを得るな，^?'、  © と は、 

クタ 

民に 信 あるな-^、 命 を 下し， 法 を まう くる こと、 誠實 

明白に して、 少しも あざむきた ばかる ことなき 時 は、 

民 上 を 信じて うたが はす、 

li 


論 0 


學 i 


よく 內に むかひて、 存養す る， むは 天理 流行し、 人欲 消 

盡 して、 本心の 德 まった し、 これ 即 仁な り、 もし 巧言 

令色 を 以て、 もつ ばら 外 をかざる 時 は、 人欲 ほしい ま 

にして、 本心の 德ほ ろぶ、 聖人の 詞 ゆるやかな， 5、 

それ すくなし との 玉 ふ 時 は、 た ゑて なき ことと しる 

べきな り、 〇 それ 人の 一 身に あら はる >-、 言語 梟 作、 

みな 心の あ h- どころ に、 あらす と 云 ことなし、 この 故 

3 ゥへ ウジ キ 

に、 君子 容貌 辭氣を を さめと、 の ふる は、 內に むかひ 

て 工夫 を 用る によりて、 即亦存 養の ことな. 9、 かの 小 

人、 人の；： d を あばきて、 これ を 直とす る は、 巧言 にあ 

ら ざるに 似たり、 色 を ご そかに して、 內ゃ はら かなる 

は、 令色に あらざる に 似た， 9、 され どもみ な 外にした 

が ひて、 情 をた はめ、 僞 をかざる 故、 まことに は 巧言 

4： 色の 甚き 者な， 9、 又 凡そ 聖 門の 學は、 仁 を 求る を以 

て耍 とす、 此書 はじめに 時習 を 以て、 學を する つとめ 

を 示し、 次に 孝弟 を 以て、 仁 を 求る の 本 をた て、 又. 

に 巧言令色 を 以て、 仁 を rV こな ふの 戒を たる、 これ 記 

者の 心 を 用た る 所な り、 

ノク  レ t ユミ タビ 力へ- 7»-ik ガ  チ 

〇 曾 子 曰、 吾 日 三 省， 吾 身， 


ニニ 

曾 子 は、 孔子の 弟子、 曾 は 姓、 名 は參、 字 は 子舆、 三^^ 

びと は、 ロハ これし ば. する こと を 云、 三度と かぎら 

ざるな hs  、省 は、 省察な hv  、念 慮 事爲の はしに ついて、 

善惡 をかん が へ、 みそな はすこと を 云、 こ に は 人に 

對 して、 吾 身と 云に よ h- て、 省 を か へ みると よむな 

り、 其 事 m 下に 見へ た.. >、 


タメ  二  ノ ハ カッテ  --カ ァラ 

爲乂  II 而 不. 忠 乎、 


忠と は、 心底 をつ くして、 の| 

めに事をはか..^て、ゎがため 

其 心底 をつ くして 忠な > り、 い 

らざ る 所 あ る か と 省察し て 、 

ため、 なき 時 は 則ます く こ 

工夫、 た  > 察する のみに して 

は必 これ を克 治し、 其 善は必 

省察 もこれ に 同じ、 

ト  てシ ハツ テ  力 T ラ 

與， 朋 友， 交 而 不. 信 乎、 

朋友の 一 一字、 わきて 云 時 は、 朋は 同門、 友 は 同志な. y、 

朋友と 交る の 信 は、 たが ひに 相 あざむかす、 いひ か は 


J す 所な きを 云、 人の た 

に はかる が 如くす る は、 

- まだ かくの 如くに 忠な 

ある 時 は 則 >  』 れ を あら 

れを つとむ、 凡そ 省察の 

、則 やむ にあら す、 其惡 

これ を擴充 す、 下 二 句の 


5i と は、 道理に そむいて、 人 をし いたげ いさか ふの 煩 

を 云、 ゎづ かに 上 を 犯す こと だに も、 好ます し て 、 逆 

亂をを こす ことな ど を 好む こと は、 い まだ か つ て 其 

ためし あらや、 必 なしと な， 9、 


君-子 務. 本、 

務 むと は、 力 を もつ ばら こ 、に 用 ひて、 他に 用 ひざる 

義な り、 本と は、 末に 對 して 云、 君子た る 人 は、 何事に 

も、 力 を 本と する 所に 用 ひて、 これ を つとむと なり、 

ト タテ  チ ナル 

本 立而道 生、 

本 立と は、 木の 根に 土 かひ かためて、 其 木のう ごか ざ 

る やうに する こと を 云、 道と は、 由る 所な り、 此现の 

由り て 行 はる 所 を さす、 生る と は、 出 來る義 な り， 

木の 极 かたまる 時 は、 枝葉 生々 して さか ゆるが 如く、 

何事 も 本 立つ 時 は、 其 道 をの づ からいで 行 はれて、 ふ 

さがらす、 つきざる なり、 此ー 一句 は、 ひろ く 道理 をと 

きて、 下 一 一句の 意 を を こせ， 9、 

孝-弟 也 者、 其爲 t 之 ぁ與、 
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仁 はもと 性の 名、 心の 德、 愛の 理な hs  、それ 人 は、 天地 

生物の 理を うけ 生れ、 此身 生る によ， りて、 其 本心の 德、 

をの づか ら生を 好み、 物 を 愛せす と 云 - ^ となし、 性 を 

以て 云 時 は、 則 其 心の 德と して、 物 を 愛する ゆ ゑの 道 

理 心中に そな はれる 所 これな り、 され どこ /- に は、 仁 

道 を 以て 云、 即親 をした しんで、 民 をい つくしみ、 

民 をい つくしん て、 物 を あはれ むこれ なり、 盖し 孝弟 

の 人 は、 其 心 和 順にして、 上 を 犯し、 亂をを こすの こ 

となし、 この 故に、 人よ く 父母 兄 長に 孝弟なる 時 は、 

其 心 をの づ から 人民に 及びて、 これ をい つくしみ、 又 

をの づ から 萬 物に 及びて、 これ を あはれ む、 其 道行 は 

れゅ くこと、 き はまりな し、 是 孝弟 立ちて、 仁 道 生々 

す、 こ /- を 以て 孝弟 を は、 仁 を 行の 本な. 9 とす、 與と 

は、 うたが. ふ詞、 謙 退して さだかに いはざる な. 9、 

ノ  ffl ハク ョ クシ n ト チヨ クス^ ハ チ  ナイ カナ 

〇 子 曰 巧 Jn 令. 色 鮮矣 仁、 

巧言令色と は、 言語 顔色 をつ くろ ひて、 德 ある 者の 如 

くに、 見す る こと を 云、 盖し 人の 心 は 一 つなれ ども、 

理に ねざして 出る は、 本心の 用な，. ^  、氣に ひかれて を 

こる は、 私意の 欲な り、 天理 人欲つ ねに 勝負 をな す、 人 

二 一 


0  學而第  一 

かな ひ、 又 天職 を つとむる 効 あ hv  、其 悅ぶ所 ふかくし 

て、 樂 みある に 至ら ざ ら んゃ、 下の 句義 上の 段に 同 

じ • 

レほ ラ モ  ドボ ラ ンャ  ナラ 

人不. 知 而不. 慍、 不，， 亦 君子， 乎、 

ると は、 心 1^ かなら やして、 ふづ くむ 義な， o、 怒る 

意の、 內に ふくみた る を 云、 君子と は、 其德 すで に 成 

り たる 人の 稱な -5、 それ 學 すでに 己 を 4^ す に 至れる 

は、 もし 時に あはす、 勢に さ へ られ て、 信從す る 者な 

けれども、 みづ からか へりみ て、 實にfIなh^、 人の 知 

る §ら ざる は 己に をいて、 かくる ことなき によ hN て、 

少しも 天 を うらみ、 人 をと がむ るの 意な し、 なんの い 

きど ほる こと あらん や、 蓋し 其德 人に 及んで、 樂 むに 

至る 時 は、 まことに 成德の 人な り、 され ども、 これ は 

顺境 界 なれば、 君子の 實、 いまだ さに かなら す、 只 

人に 知らる べき 實ぁ. 9 て、.^ られ ざる、 逆 境界に 居れ 

ども- さらにい きど ほる こ. 0 なき を 以て、 眞實の 君子 

おる こと、 叨 にしる 、な hN、 この 故 こ ， に をいて、 不, 

亦 君子 一 乎と 云、 此 句義 も 亦 上 に 同じ、 かの 君子の 德 

の 成ろ 故 も、 亦 他 法 あるに あらす、 只 その 學ぶ 道の 正 


 二 」  

しく、 習す わざの 熟して、 悅ぶ意 ふかくなる、 其 功 を 

やめす、 これ を 積 こ i 久き にある のみな b、 

〇 有 子 曰、 其 ノ爲. 也 孝弟、 

有 子 は、 孔子の 弟子、 有 は 姓、 名 は 若、 其爲， 人と は、 

人の 人た る 所な 、其 人 がら を 云、 よく 父母に つか ふ 

まつる を 孝と 云、 よく 兄 長に つか ふまつ る を 弟と 云、 

これ 人の 行實の 名な り、 即 その 人た る 所の 實を さし 

て 云、 

ム チ カス r テ (f  ス クナシ 

而好. 犯. 上 者 鮮矣、 

犯す と は、 かろし め あなどる 義な， 9、 上と は、 我より 

上に ある 人、 す ベ て 尊者 長者 を さ す、 蓋し 孝弟の 人 

は、 其 心 和 順にして、 をの づ から 上に あ る 人 をば、.^ 

忽 する こと まれな. o、 それ 心和頓 なる 人 は、 下に 居る 

者 を も 亦 暴虐せ す、 され どこ、 に は、 孝弟に 就て とく 

故に、 只 上 を 犯さす と 云な り、 

スメ  マス r ヲ チ  .|す3ス11チ チ  ダ  レ 

不. 好. 犯. 上、 而 好. 作. 亂者 未， 之 

ラ  ズ 

有， 也，  . 


つくせる は 聖人な b、i_ 一人の 德性、 たれ も 天よ h;rs け 

そな へたる 故に、 人學び ざれば、 學 びぬな b  、すでに 

學 ぶと 云よ .5 は、 必聽人 を ほ あてに して、 其德 性 を 

成し、 天性 本來の 初に か へ る べし、 君子の 學ぶ 所、 大 

むね かくの 如し、 而と は、 上 をう けて、 下 を を こすの 

詞、 時と は、 しばく して、 やまざる 義 なり、 習 はすと 

は、 ならすな， *>、 其 まなぶ 所 を、 時々 くり か へし-. (- 

て、 わが 身に なれ そます こと を 云、 之と は、 學ぶ 所の 

ゲゥ 

業 を さす、 それ 學び ざれば、 習 はすべ き 事な し、 學ん 

で 習 は ざれば、 學ぶ所 を 得べき 道な し、 習へ どもより 

くせ ざれば、 その 習 はす 所 熟せ やして、 亦つ いに 得 

る こと あた はや、 この 故に、 學んでは、又必ょh^-/,,.» 

に、 これ を 習 はや-べし、 然れば 時習 は學 をす るの 本な 

、此 一 句 五 字、 罄 人の 詞、 き はめて 周密なる こと を 

見る べし、 

ンャ タョ 口  n パ シ カラ 、 

ィニ亦 1 説 1 乎 

說は、 悅と 同じ、 悅 ぶと は、 うれしき 意な り、 學ん でよ 

) れを習 はす 時 は、 いっとな く 其 意 眛を會 得. 


して， ぃまだ知らざるこlJを知.h^、ぃま，た能せざる 


と を 能す る 故に 、をの- づ から、 う れ しき 意出來 るな 

-.^  、亦と は、 餘の 事の これに 類した るよ. 9、 うつ hN て 

云詞な 、是 も亦悅 ばし く は あら ざらん やと、 疑 ふ に 

似て、 必 とす、 必定 うれし かる べき 道理 ぞと な. り、 こ 

の悅び は、 其 學ぶ所 を 得て、 道に 入. 9 德 にす、 むの 始 

f、 


トモ 


ンャ 


論 0 


學而第 


有. 朋自， 遠-方， 來、 不，， 亦樂， 乎、 

朋は 同類な，. y  、我と を もむ き 同じ 者 を 云、 遠方より 來 

ると 云 時 は、 近き 者 は 云に 及ば や、 樂 むと は、 悅ぶ意 

內に あま. 9 て、 外に あら はる /'を 云、 悅 びの ふかきな 

り、 それ 天地 は、 萬 物 を 生育す る を 以て、 其德 とす、 人 

その 生物の 德を よけ 生れ、 これ を 心に そな へ て、 仁 性 

とす、 この 故に、 人心 本然の 德、 人 を 愛し、 物 を 利す， る 

こと を、 好ます と 云 ことなし、 况ゃ人 は 萬 物の 靈 なれ 

ば、 天地の 生育 及ばざる 所 を、 裁成輔 相し て、 成した 

つろ 職 任、 のがれが たし、 己 を 成し、 物 を 成す も、 皆 こ 

の 職分の 內 にして、 本末の 次第、 まづ 己が 德を 成す ベ 

し、 今 我す でに 得る 所の 善 あ. 0 て、 則 これ を 人に 及ぼ 

子ガ 

し、 しかも 信じて 從ふ者 多き 時 は、 わが 本心の 願 ひに 

I 九 


-lis  *mS 


學而第 


1 八 


^ra  字義 序說に 


ja 見えお， 9 


學而 第-一、 


タイ モ * 


學而と は、 此 一 篇の題目な..^、只これ卷頭のニ字 

をと る、 別の 意な し、 論語 二十 篇 にして、 是 その 第 

1 な， 5、 これ 此 書の 首篱 なる によ て、 其 記す 所、 

本 をつ とむ るの 意 多し、 すな はち 是れ 道に 入る 

の 門、 德を つむの 基に して、 學 者の 先と し て、 つ 

とめ 學ぶ ベ き 所な b  、又 此篇 をよ くよ み 得れば、 

除の 篇も亦 あきらめ やすきな， 


>m ハー 


子 日、 

子と は、 孔子 AJ さす、 子 はもと 男子 を たっとびて よぶ 

詞、 古 は 師を稱 して 子と い へり、 若 孔子 曾 子と、 姓 を か 

う ふ h- て 云 時 は、 亦 他ゅ師 にも 通す る 故に、 まさしく 

わが 師を稱 して、 ロハ 子とば か.. - 云な，..'、 曰と は、 •  口 を 

ひらきて、 詞を 出す 義 なり、 孔 家のと も がら、 孔子の 

語 をし るす 故に、 子 曰と 云な. 5、 


ン 1^ ヨリ/ \ ナラ ハス チ 

學而時 習乏、 


學は、 論語の 開卷第 一 義 なれば、 よく 其 意 を 得べき な 一 

b 、學の 字 を まなぶ とよむ は、 まねぶな り、 知る と 能 一 

する こと を 兼て 云、 凡そ わが いまだ 知らす、 能せ ざ 一 

る こと を 我よ .9 先に、 これ を 知り、 これ を 能す る 人-一 

の、 其 得たり つる わざ を、 まねび と， CS て、 わが 身に こ，： 

れを知 h- 得、 能し 得る こと を 云、 いづれ の 業 を ま な ぶ 一 

も、 皆 かくの 如くな とい へど も、 こ ゝ に云學 は、 一 

者の 學 な.^、 かの 詩賦 をよ く 作る を、 詞章の 學と 云、 一 

經 書に ひろく わたる を、 記誦の 學と 云、 此 1 一 つ は 俗 Sii 

な h- 、皆 儒 業の 兼る 所と いへ ども、 君子の むねと する 1 

所 は、 道を學 び、 德を 成して、 常人よ..^ 聖人に 至る の" 

學な り、 蓋し 人 は 萬 物の 長 なれば、 己 を 成し 物 を 

す、 天職の 任 を もき 故に、 天下の 道理 を 知り、 天下の. 一 

事務 を 能せ では ある ベ からす、 少しも 名のた め、 利の 一 

ために 學 ぶに は あらす、 よく 其 道 をき はめて、 其 任 を 一 


となき ぞ、 蓋し 其 深長の 意味 を、 を ぼ へ て 後に、 よくに 

好んで 樂 むに 至る、 其よ くかくの 如くなる こと を 得 一 

る 故 は、 亦た  ひた hv て、 つら/ \-,rJ むこと， 久き" 

にあ，， ^、別. の 術な し、 二れ 論語， よむ の耍 法な り、 よ I 

,0 て 此說を 以て をへ たり、 〇 程 子 又 一 說にを も へら： 

{ 、論語の 書 は、 其辭 ちかくして、 其 旨と をし、 辭は壶 一 

る こと あ， o、 旨は窮 りなし、 やおる こと ある 者 は、 訓語； 

を 以て、 もとむ べし、 窮. 5 なき 者 は、 心神 を 以て 會す 1 

べし、 たと へば 人を觀 るに、 き の ふ は 只 其 面 を 知 hs つ 

け ふ は 則 其 心 を 知る、 我に をいて は、 色 を か へ、 貌をぁ 一 

ら ためて、 これ をう やまへ ども、 其 人 は 只 もとの 人な j 

るが 如しと、 此說を 合せて 見る べきな り、 面 をし る j 

は、 これ 其 文義を さとるが 如し 、意味深長なる を 覺るー 

は、 其 心 をし るが 如し、  一 


ノ".  ■ 


1 六 


これ 其 意味 を 知て、 喜ぶ こと ふかき 故に、 これ を 好ん 一 

です てざる な り、  ^ 

有 JS  了 後、 直 有. 不. 知， 手 之 拝 之 1 

ノ  フム r テ チ  一 

足 之蹈乏 者； 


これ 樂んで 舞 ふ 者、 その 身心の ま、 にした が ひ、 手 を 

あげて 體をま はし、 足 を あげて 地 を ふむ を、 みづ から 

お ぼへ ざる こと を 借りて、 此書 をよ む 者の、 喜び 內に 

あま，. > て 、樂み 外に あら はる、 こと をい へ り、 右 四 等 

の 中に、 一 兩句を 得て 喜ぶ は、 是 心に 得る 所 ありて、 

德 にす、 み 入る はじめな- 9、 これによ b て、 其 功 をつ 

む 時， は 、則， 喜 ふで 好み、 好んで ^：,:.^^ なお、 _ 


ク ワイセ ム r ヲ 


〇 程 子 曰、 今 人 不. 會 J1 書、 

不， 會と は、 こ 、 ろ えぬ と 云義 な， r> 、今の 人 書 をよ む 

ノ  ャク 禽  ヱ トク 

とい へど も 其 書の 益に たつ やうに よむ こと を、 會得 

せざる な， 9、 

キム ガ  ヲ  タ  マ  レレ ラノ 

如 JSil 語： 未 JS 時 是此等 人、 讀 


ナ 二 


了 後 又 只 是此等 人、 便 是 不： ま 

讀： 

凡そ 聖賢の 書 を よむ こと、 義理 を 心に 得て 、氣 "質變 化 

の、 益 をと る ためなり、 中に も 論語の 書 は、 道 を まな 

ぶに、 最 深切なる 者と す、 然る をい まだ よ ま ざる 時 

も、 これ つらの 人、 すでによ み を は hv て 後 も、 亦 これ 

つらの 人に て、 少しも 其よ みたる しるしな き は、 即是 

いまだ かつ てよ まざる と 云 者な り、 蓋し 其よ むこと 

を會 せざる に は、 かの 全然に 無事なる 者 も あ. X 人 もし 

よむ こと を會 する 時 は、 則 これ を 知て 喜び、 これ を 好 

んで樂 み、 よく 其氣 質を變 化して、 德 にす、 むこと か 

ぎ-りなし、 よりて 此說を 以て、 上の 條 につげ り、 

0 程 子ノ 曰ク 頤 自 七-八， 亂，， 論 

ソ ノカミ ス デニ サ トル  テム fi ヲ ( シゥ y タ^- ォ * 卡フ 

當時已 曉，， 文 義； 讀. 之 愈 久但 覺，， 

ノ  ナル r_K  . 

举味 深-長； 

これ をよ むこと、 いよく 久しければ、 た ，5- 意味い よ 

く 深長なる こ と を を ぼ へ て、 文義は 初に か はる こ 


一 一- 篇、 其 一 一， 十 篇 中、 章-句 頗 多， 於 

メ  II ン 3 リ モ 

魯 論： 


齊の 論語 は、 齊 人の 傳 ふる 所な り、 二十 篇の 外に、 問 一 

王 知 道の 一 ー篇 多し、 其 一 一 十篇の 題目 次第 は、 魯 論と 略 一 

同じ、 頗と は、 俗によ ほど、 云義 なり、  一 

古 論 出， 孔-氏 壁-中ぶ，， 堯 ni . 下ノ 章 i 

-K テ テス  トリ フ タヅ/  テ - 

子 張 問お 爲」 -篇； 有，， 兩子 張； 凡 一 

ノ  シ カラ i 

一 一-十 一 -篇、 篇-次 不. 與，， 齊 魯 論， 同： 一 


古 論 は、 古文 字の 論語な り、 孔 氏と は、 孔 家と 云 が 如 一 

し、 秦の始 皇が經 書 を やきし 時に、 孔子の 子孫、 尙書ー 

孝經 論語 を、 孔子の 舊 宅の 壁 中に つき こ めて、 かく 一 

し をき ける が、 漢の 世に出たり、 是 古文の 尙食曰 孝 經論ー 

語な り、 漢の 安昌 侯 張禹、 魯 論に 從ひ、 齊論を 合考し A 

チャウ 

て 二十 篇の 定本と す、 鄭 又 張 侯 論 を 本と し、 齊論古 一 

論と 參考 して、 これに 注す、 即今の 論語な り、 一 

0 程 H^ni  、論 齓 之 書、 成，， 於 有 子 一 


曾 子 之 門-人： 故 其 

チ ス 

レ子稱 


首獨 二子 以 


0  0 


序 誼 


程 子の 此語、 唐の 柳 子 厚が 說 より 出 づ、 又 龜山楊 氏 を 

もへ らく  、此書 首に 孔子の 語 をし るし、 次に 有 子 食 子 

の 語 をのす、 これ 其師を 尊ぶ こと、 孔子に つげる 故な 

リと、 此 外に 閱損冉 求 を、 或は 閔子冉 子と 稱 する こと 

ある も 亦 谷 その 門人の しるせる を と， 9 て、 いまだ 改 

めざる 者歟、 

〇 程子ノ  a  、鼠， 論 isi 私， ，齔 T. 全- 然 

無-事 者； 

此書 をよ み を はりて、 まつ たく 何事 もな き 者 は、 い 

まだ かって 其 意味 を 知らざる な， 0-、 

有.^ 讀" 了 後、 せへ 中 得， 一 - 雨-句， 者； 

これ 少し 其 意味 を 知る 所 あるな り、 

有 d』i  了ァ 後、 知； £Vi 者： 

i 


I 四 


丑-な b、 本朝 懿德 天皇 三十 1 一年に あたれり、 其 年の 

數、 公 羊の 生年に よれば、 七十 四歲 なり、 

£ 魯ノ 城-北 ノ泗- 上； . . 


- ハカ 


、J ^上と は、 洒 水の ほと b なり、 其 墓の 林 を、 後に 鏖林 

と名づ く、 叉孔 林と 稱す、 

弟子 皆 服，， 心-喪， 三年 而去、 

心 喪と は、 身に 衰麻 をき すして、 心の いたみ を なすこ 

と、 本 服の 如くす る を 云、 盖し師 は 朋友の 類に て、 其 

恩 も 亦淺深 ある 故に、 服 制の さだめな し、 孔子の 喪に 

は、 諸 ie^ 子み な 父の 如くに、 三年の 喪 をと りて 後家に 

か へれ- 9、 


5 リス ル r 


チャウ 


唯 子 貢 廬，， 於冡- 上， 凡 六-年、 

冢上 は、 つかの ほとりな り、 子 貢 三年の 喪 を は り て、 

なを 師 をした ふ 心、 わすれが たか.^ し 故に、 又 三年の 

心 喪して、 家 上に 腐 をむ すび 居け る こと、 凡て 六 年に 

及べ. 9、 これによ りて、 諸 弟子 喪 を はり て かへ る 時 

に、 みな子 賈 にわかれ を つげて、 なきつく し、 聲を失 


ひて 後に 分散す、 其 後笫子 幷に國 人、 孔子の 德 をした 一 

ひて、 墓の ほと， 9 にす む 者百餘 家、 一 むらの 里 をな し 一 

けり、 これ を 名 づけて 孔 里と 云、  j 

孔子ぎ氣^?^^ぎぁぉ^  . 1 

孔子より 先に 死せ hs、  • 一 

ム キフチ  ス  プ クル  ヲ  一 

伯 魚 生. 仮、 字，， 子 思： 作，， 中 庸： 一 

孔子の 歿し 玉 へ る 時 子 思の 年 三十ば かりな りしと 一 

ぞ、  一 

〇 何 氏 曰、.  』 

何 氏、 名 は晏、 字 は 平叔、 三國魏 人な h -、 論語 集き を 一 

作れ， 9、 

fe^ 論語 二十 氧  一 

魯の 論語 は、 得 人の 傳 ふる 所な， 9、 其 二十 篇の 次第、 一 

今 世に 行 はる、 論語と 同じ、  \ 

ノ  モン ワウ チ  ダウ スべテ  一 

齊 論語 別 有，， 問 王 知 道， 凡 二-十一 


人に えられて、 見し る 者 さ へな きこと をば、 其 身に よ 

そ へ て、 かなしませ 玉 ふ、 よ.^ て 我 を 知る 者ない かな 

となげ き、 我 を 知る 者 は、 それ 天 かとの 玉へ り、 

ッ クルチ 

孔 子 作， 春 秋； 

卷秋 は、 もと 魯. の 史官 世事 を 記した る 書な り、 孔子 帝 

王の 道 をいだ き > "大 に 世に 行 ひ 民 をす く はんと 期 

し 玉 ひて、 天下 を 周 還し 玉へ ども、 これ を 用る 君な か 

りし かば， 衛 より 魯 にか へりて， 經典 をた > し 、敎を 後 

世に たれ 玉 ふ、 しか るに 又麟 出て 時なら ざるに 感し 

て、 いよ 王法の すたれ ゆく こと を なげき 玉 ふに 

よ. 9 て、 魯の史 記 をと りて これ を 筆 削し、 天子の 賞罸 

を 明に して、 百 王の 大法 を 立 玉 ふ、 この 故に、 其 書魯 

の隱 公の 世に、 平 王 東に うつりて、 周の 道 をと ろへ た 

る 時に はじまり、 哀公 十四 年の、 獲轔の 一 句に と  > ま 

れ， 5、 盖し 王者に か は， 9 て、 世 法 をた  >  されし 故に、 

我 を 知る. 者 は、 それた 5. 奢 秋なる べし、 我 を 罪する 者 

も、 それた  >  春秋なる べしとの 玉 へる こと、 孟子の 書 

に 見えたり、 又齊 の陳恒 其君簡 公を弑 しける と 聞て、 

郎 哀公に つげて、 これ をう たんと 請 ひ 玉 ひける も、 今. 


0 語 


序說 


年な き、 それ 先王の 敎は、 詩 書鱧樂 のみな りつる を、 

孔子 すでにみ なを さめて 正し 玉 ふ、 易 は 卜 部の 官に、 

つかさどり ける 書なる をば、 孔子 贊 して、 其 精義 をみ 

がき、 又 春秋 を 作りて、 王法 を存 す、 舉 者.^ 六經， を、 う 

けった へし 故に、 後世の 道學、 孔子の 敎 によりて、 大 

いに そな はれ ひ、 

明-年 辛-酉、 子路 死，， 於衞ー 

衛の 世子 蒯聰、 外よ り をし 入り、 國の 執政 孔悝 をと 

ら へ て、 己 を 立ん とち か はしむ、 時に 子 路孔悝 が邑宰 

たり、 これ を 聞て はせ 來り、 孔悝 をす-く はんとして、 

うたれ けり、 

ナ 六-年 壬 戌 四-月 己-丑 孔子 1t^、 

年 七-十三、 

歷術 によりて 考れ ば、：^ 月に は、 乙 丑 ありて、 己^：！な 

し、 乙と 己と 字 相似て 誤た ると 見えたり、 今 諸 書を以 

て考 るに 孔子の 卒、 周の 敬 王 四十 一 年魯の 哀公 十六 

年 壬 戌の 歲、 周の 疋 四月、 夏の 二 月 突 卯、 十八 日 乙 

一 三 


カン ガ j 


あ る を 以て、 をし 知る ベ しと 答 玉 ふ 、又 周 は 一 一代 を監ー 

みて、 郁々 乎と して 文なる かな、 我 は 周に 從 はんとの 

玉へ- 9、 


ヲ 4S> シ  ヲ 

JI 正 レ樂、 


詩 は、 人情の 邪 正 を 以て、 風俗 を觀、 勸戒を 示す、 古詩 

多くった はりけ る を、 孔子け づ りつ  >  めて、 只 周の 詩 

を 取，. ^  、魯と 商との 頌を 末に をき て、 三百 餘篇 となし 

玉 ふ、 即今の 毛 詩、 漢の毛 氏が 傳 する 所な， 5、 樂は、 帝 

王の 德 にかた ど， 9、 敎 化の たすけ をな す、 古の 樂制、 

そ の か み 散亂し る をば、 孔子考 へ を さめて、 これ を 

正し く.， -玉 へり、 よりて 魯の 太師に 奏樂の 法お つげ、 

又 われ IS よ b 魯にか へりて、 然して 後に 樂 正しく、 

雅頌を のく 其 所 を 得たり との 玉へ hv、 

クイ ヅ  ノ タン ケ - ンャゥ セッ ，ヮ プン ゲン チ 

序，， 易 彖繫象 說卦文 言： 

易 は、 伏義 はしめ て卦 爻を畫 し、 文 王 周 公 こと ば を 

つけ 玉 ふ、 うらな ひ の 書な り、 孔子 又諸傳 をつ いで 

、、其 義を 明し 玉；^、 象 傳象傳 槃辭傳 各 ニ篱、 說卦文 

言、 その外に 序 卦雜卦 各 一 篇、 共に 十 翼と 云、 老の 後， 


まで、 このみ もて あそび 玉 ひて、 册の あみが は、 三. お 一 

びきれ しか ども、 其理 なを ふかき 故に、 天 われに 今數： 一 

年 を 借して、 易 まなぶ こと を をへ しかば、 大 いなる あ 一 

やまちな かるべし との 玉へ り、  1 


トウ ズル 


弟-子 蓋三キ 焉、 身 通，， 六 藝 者 七- 

十  一 一人；  . 

六藝 は、 六經 な-..^、 孔子の 門下に、 敎を うくる 者、 三千 

人に 及べり といへ ども、 其 身 六 經の義 に 通 やる 者 は、 

七十 二人の みなり、 中に も顏回 もつ とも 賢な， 9 しが. 

短命に して 死す、 後に 只 曾 参 ひとり、 孔子の 道 を傳る 

こと を 得た， *?N、 

十-四-年 庚申、 魯 與氣、 

哀公 十四 年の 春、 魯國の 西に 狩して、 叔 孫が 下人、 SiK 

ジゥ 

獸 をと， 0 えて、 うちころしけ， 9  ， 見し， 9 たる 者な かり 

しかば、 不祥の ことなりと 思 ひける を、 孔子 見て 是嫁 

な， 9 との 玉 へり、 それ 嫁の あら はる 、こと、 llSil 王 世に 

出 玉 ふ瑞應 なる に、 か ゝる すゑの 世に いで、 かひな く 1 


を か 先ん すべ きと 問 ひけ れば、 必名を 正さん と 答 へ 

玉へ.^、 

軋冉求 爲， 季あ 將ト： ぉ齊滅¥. 功、 

； 康子乃 召， 孔 子； 

一 此 よ.^ 終りまで は、 孔子 晚年魯 にかへ， 0 玉 ひて、 六經 

一 を さため 玉ぷ こと、 並に 卒し 玉 ひて、 後までの こと を 

しるす、 魯の 哀公 十 一 年に、 齊ょ bgn をせ めし 時、 冉 

求季 氏が 一方の 大將 とな 、齊と ぁひ戰 ふて、 其 功 

一 あり、 季 氏なん ぢの 軍法、 たれに 學び つると 問 けれ 

ば、 我 これ を 孔子に 學 びたり と 云、 これによ りて、 季 

氏 孔子 をよ びむ か へけ hs、 

而 孔子 歸. 魯、 實哀 公之 十丄 -年 

丁巳而 孔子 年 六-十 入 矣、 

哀公 は 、定公 の 子、， 定公 死し て 位 を つげ b. 、此 段の 書 

法、 孔子 四方 を 周流して、 魯 にか へり 玉 ふ 時、 いたく 

老玉 へる こと を、 嘆きた る 意 あり、 凡そ 哀公 及び 康子 

が、 孔子と 問答の こと、 皆此 時に あ.^、 

論 語 序說 


レ 1H  ツイ 二  ハル r  チ  モ 

然魯終 不 用， 孔 子； 孔子 亦不 

メ へ ン r テ 

^  41"、 

孔子 をよ びか へ. しけれ ども、 の 君臣、 ついに これ を 

用る こと あた はす、 孔子 も 亦つ か へ を 求め 玉 ふ ベ き 

道な きに よ. y て、 則 致仕し 玉 ふに 及べり、 

チ ゾィ. ；ブ  レ， 1 キチ 

乃 叙， 書傳禮 記： 

< づ タフ 

書傳 は、 古ヒ傳 る 書な 帝王の 政道 心 法 をし るす、 

上古より この か た、 三 墳五典 等の 書、 數 多く、 を ぼ つ 

タウ グ 

かなき こと ある 故に， ロハ 唐寞 より 周に 及 ぶ までの 書 

シャゥ 

をつ いで、 、百篇 と 定め 玉 ふ、 即今の 尙書な h^、 秦火 

に そこな はれて、 只 其な かばの これり、 禮記 は、 經禮 

三百 曲 鱧 三千の 法 を、 記せる 書な， 9、 今の 漢 儒の あめ 

ライ キ  キヤウ シゥ ライ ギ ティ 

る禮 記に は あらす、 古の 鱧 經周禮 儀禮の 外、 今 は 見え 

す、 孔子 古 鱧 を考 へ 玉 へ ども、 詳ならざ..^し故 に、 只 

周の 禮 をむ ねとして 用 ひ傳 へらる、 是 によりて、 我よ 

り 夏 殷の禮 ケ」 いへ とも、 祀宋 の文獻 しるしと する に 

たらす との 玉 ひ * 又 子 張 今より 後 十 世までの 事、 知ら 

る べき かと 問ければ、 三代の 鱧、 あ ひよ. 9 很益 する 所 

一 一 


> めければ、 康子か つやめて、 まづ 其 門人 冉求 をよ び 

とれ-. y、 孔子 陳に いまして、 歸與の 嘆 ありし は、 此時 

のこと な， i>、 

ェク  t セフ 1| 

孔子 如蔡及 葉； 

ァガタ  ノ 

蔡は國 の 名、 葉 は、 もと 楚國 の縣 なれ ども、 楚 王其臣 

を 封して、 亦 侯國の 如し、 凡そ 孔子 葉 公 と 問答し、 葉 

公 孔子 を 子 路に問 ひける を こた へ 中、 又 長 沮架溺 に 

津を問 ひ、 德を にな ふ 丈 人、 子路を 宿す る 等の こ と、 

皆此 時に あり、 史 記に は、 此時 孔子 楚の昭 王の 聘に應 

じて、 ゆかんと し 玉へ る を、 陳 察の 大夫、 かこみて と 

い めけ る 故に、 糧た ゆる こと ありと いへ ども、： i 語と 

あはす、 盖し 孔子 陳察葉 楚の間 をへ 玉へ る こと、 すべ 

て四ケ 年ば かり にて、 君臣の まじ は h- みな を ろ そか 

なりし ゆ ゑに、 困窮し 玉へ る こと、 一次に あらす、 共 

にこれ をば、 陳蔡の 間の- -る しみと 云なる べし、 

3^ 昭王 將 書 ま 地.； 孔 子〕、 令 

セィ ス キ 力 チヤ ム 

尹 子 西 不. 可、 乃 止、 

史 記の 本文に、 書 社 地 七 百 里と あ hs、 ぁ義 は、 明なら 


や、 一 說 に は 二十 五家 を 一 里 として 一 社 をた て、 其 

人名 を鐯に 書す、 是七百 社の 地 を 云な， 9  、四方 七 百 里 

に はわら すと、 令 尹 は、 楚の上 卿、 政 をと る官 な. o、 

子 西 は、 其 名な ひ、 楚 王の 聘 によりて、 孔子 ゆき 玉 へ 

ば、 即 孔子 を 一 方の 地に 封 じて、 諸侯の 如くに せんと 

しける を、 子 西 さ、 へ て 其 事 やみぬ、 此比楚 の 狂者 接 

輿が 歌 あり、 

又 反 ¥ 衞： 時 靈 公 已卒、 衞君輒 

ス テ  チ セマク チ 

欲 T 得， 孔 子， 爲，政、 

セ. 1 シ ク ワイ グ ワイ 

はじめ 靈 公の 世子 蒯 聩南子 をに くみて、 殺さん とし 

ける に、 事なら すして、 いで わしる、 公 死して 後、 南 子 

蒯聩が 弟 公子 郢を 立ん とし つれ ども、 郢辭 してた > 

す、 こ、 に をいて 、蒯聩 が 子 輒を立 て  >  父 を ふせがし 

む、. 國人輒 にくみす る 者 多し、 輒 孔子 を 手に をき て、 

政 を せんと、 ねが へる によ- 9 て、 門人 孔子の これ を 許 

し 玉 はんや 否の 疑 あり、 此時 孔子 魯衛の 政 は 兄弟 

な との 玉 ひし こと あ h.、 又 冉求季 衛の君 をた す 

けんやと、 子 貢に 問 ひければ、 子 貢 伯 突 叔齊を 孔子に 

とひて、 此事を こ、 ろむ、 又 子 路衛の 政 をせば、 何事 


孔子た びく 衛に居 玉へ ども、 靈 公つ いに 用る こと 

あた はす、 

ノ チウ  ガ  t プ キッ  +テ  ボウ ヲ ソムク ヨブ 

晋 趙-氏 家- 臣 佛 肸、 以，， 中 牟， 畔、 召，， 

テ  メ ユカ マク  ハタ サ 

孔子： 孔子 欲. 往 亦不. 果、 

超 氏 は、 即趙簡 子、 晋の世 卿な り、 中牟 は、 其 私 邑、 佛 

肸は、 邑宰 なり、 孔子 佛肸 がよ ぶに 應 せんとし 玉 へど 

も、 亦 ゆく MJ を果 さすして やみ 玉 ふ 、 此時 も、 子路其 

ゆかんと し 玉 ふ をと .5- めし かば、 孔子み が けどもう 

すら かや 、澄に すれ どもく ろます と 云の 答 あり、 又孔 

子衛に 居て 驚 をう ち 玉 ひければ、 蒉を にな ふ 隱者こ 

れを 開て、 評 じけ る 事 あ， 9、 

二  ノ方ァ ハント  -I ヅテニ  i 

將. 西 見，， 趙 簡 子： 至. 河 而 反、 

シテ 

普の 趙簡 子、 聘禮を 孔子に つか はしければ、 孔子 西の 

方晋に ゆきて 簡子 にあ はんとし 玉 ふ、 しかる 處に、 河 

水の ほとりに 至り 玉 ふ 時、 簡子 其國の 資大夫 を 殺し 

ける と 聞て、 即 ひきが へして か へ， 9 玉 ふ、 

叉 達 伯 玉" 家 マ III  • . 

.  0 語 序說 . 


衛に 反りて、 又 伯 玉が もとに 居 玉 ふ、 + 

トフ  テ  メ  n タへ  サル 

靈 公 問. 陳 不. 對 而 行、 

靈公 孔子 を 用 ひざる のみなら す、 却て 軍陣 の 法 を と 

はれし かば、 孔子 俎豆の こと は 則 嘗て これ を 聞け り、. 

軍旅の 事 はい まだ これ を學 はすとの 玉 ひて、 其 明日 

衛を 去， 0 玉 ふ、 

マタ  ク  一一 

復 如. 陳、 

孔子 衛を 去り 玉 ふこと 急に して、 何の 用意 もなか， 9 

ければ、 陳 にいまして 糧 たえた， 9、 從者 つかれて たつ 

こと あた はす、 子路 いかり まみえ て、 君子 も亦窮 する 

こと あり やの 問 あり、 又 子 貢に 一 貫 を つげ 玉 ふ こと 

あり、 

シ ュッス ユイ ゲン メイへ ラク カウ  -1  スョ ベ. r 

季桓子 卒、 遺-言 謂， 康 子， 必 召，， 孔 

子： 其臣 止. 之、 康子乃 召，， 冉求： 

季桓子 死す る 時に、 其 子季康 子に 遺言して、 必 孔子ぶ 

よびか へせと 云け る を、 其臣 公之 魚と 云 者 こ れを， .0 

，  九  I 


論 0 


御す、 顔 刻 後に 孔子の 弟子と なる、 今 孔子 医 をと を -9 

玉 ふ 時に、 顏刻又 御た..^、 さきに 陽 虎と 共に、 かしこ 

よ， 入 b ける とて、 むち を あげて、 其 道 を さし 示， した 

る を、 1M 人 顔 刻 を 見し り、 又 孔子の かたち、 陽 虎に 似， 

た， 5 しかば、 す は 又 陽 虎が 来れる とて、 孔子 を とりま 

きて やらす、 五日 を へ てと きたり、！^ 時顏淵 あとに を 

くれけ るが、 を ひっきた る 時に、 孔子 顔 淵の 詞 あり、 

又 その 難に あ ひたる 時、 ともの 諸 第 子、 孔子の ために 

を それし かば、 文 王す でに 沒 ぬれ ども、 文 こ/' にあら 

す やの 語 を 以て、 其 を それ を ゆるべ 玉 <  K 

二 トケテ 力 ヘリ  二 トス  ガ  チ 

旣 解 還. 衞、 主， 蘧 伯 玉 家； 

伯 玉 は、 衛 の賢大 失な り、 

ァフ- 一 

見，， 南 子： 

南 子 は、 靈 公の 夫人な り、 古の 鱧、 諸侯に.^ * み ゆる 者 

は、亦其夫人にもぁふ、とぁh^、南子此鱧を以て、孔子 

にあ はんと 請 ふ、 孔子 辭し 玉へ ども、 やむ， と を 得すし 

て あ ひ 玉 ふ、 南 子 簾 中に て答拜 せり、 しかるに 南 子 は 

淫行の 婦人なる を 以て、 子 路此事 を よろこ ひす、 孔子 


われす まじき こと をせば、 天に すてら る ベ しと、 子路 

がた めに ちか ひ 玉 ふ、 又 靈公南 子， i 同 単して、 次の 車 

に 孔子 をのせ て、. je まち をと をれ り、 孔子 これ をに く 

みて、 我い ま.；」 德を 好む こと、 色 を 好む が 如くなる 者 

を 見やとの 玉へ り、 

サゾテ  ク- 二  タイ  ス  口 チマ クチ 

去 適. 宋、 司 馬桓魅 欲， 殺乏、 

孔子 衛を 去て 朱に ゆく、 宋の司 馬 向 魅 孔子に う ら み 

ありて、 これ を 殺さん とす、 向 纏が 先、 朱の 桓 公よ、 り 

出た るに よりて、 亦桓氏 をも稱 せり、 此時 弟子 亦 を そ 

れ しかば、 孔子 天 われに 此德を 生し つれば、 桓魃 それ 

我.^. いかんと、 の 玉 ひて 其 を それ をと き 玉 ふ、 され 

ど、 此害を さけんた めに、 賤 者の 服 をき て、 ひそ かに. 

宋 をのき 玉 ふこと、 孟子の 書に 見えた-. >、 

又 去 d 陳、 主，， 司 坡貞子 家； 

：23； 子 は、 もと 宋の 卿な り、 宋 にて は、 司 空 を 司 城と 云、 

此時 は、 陳 侯の 臣 となり 居 けれども、 なを 其舊 爵を稱 

せり、 

居 三 W 而反， 午 衞： 靈 公 不. 能. 用、 


少正卯 は、 魯の大 夫、 國政 をみ だ， 9 つ る 者な り、 孔子 

相の 事 を 行 ひ 玉 ふこと 七日に して、 即 これ を 誅し、 其 

かばね を、 三日 朝に さらせり、 此の 事苟 子が 書に 出た 

る を こ/ < に とれり、 

與. 聞，， 國 -政ピ 二-月、 魯國. 1^ 治、 

ギ ヂャゥ 

國政を 聞く にあ づ か， y て、 議定し 玉 へる こと、 季桓子 

これにし たが ひて、 行 はれし かば、 三月の 間に、 國風 

大いに か はりて、 治平の 驗、 すみやかに 見えたり、 

チ クッテ  ガ クチ  テハ. ，、ム  チ 

齊人歸 女- 樂， 以沮. 之、 

女樂と は、 类女を あつめて、 歌舞す る を 云、 沮は、 と > 

むるな，. >  、齊人 いよく 魯をを そ れ、 女樂を したて、 

啓に をく りて、 孔子 を 用る こと を、 さ  >  < 'と V む、 

季桓子 之？、 

季桓 子女 樂を うけて、 鲁 君と 共に これ を 見る こ と  一二 

日、 朝政 をす てた， 9、 

郊又不 お， i  i 於 大-え 一孔 子 仏、， 


郊は、 祭の 名、 郊外に て、 天地 を 祭る ことなり、 膦は、 

祭. S の をろ し、 ひ ほろ ぎと 云な り、 禮を はりて 後、 祭 

にあ づ かれる 大 夫の もと へ、 蹯の俎 を をく り 致す こ 

と、 これ 醴の つねな り、 此時 南郊の 祭 は、 を こな はれ 

しか ども、 女 樂にを ぼれ て、 これ を を くらす、 孔子の 

方 へ も、 膦 いたら ざり ければ、 即官 をす て Z- 、 國を去 

り玉ふ、其義は孟子の書に詳な^^、 


ダク 


適. 衞、 主. 於 子 路妻兄 顏濁鄒 家； 

此 より 爲. 政と 云まで は、 孔子 諸國を へ めぐり て、 道 

を 行 ひ、 世 をす く はんとし 玉 へ る こと をし るす、 主と 

は、 其 人 を 主人と して、 其 家に 客た る こ と を 云、 此^ 

衞の靈 公 孔子 を 尊び、 禮を あつう しても て なされし 

かば、 孔子し ばらく 逗留し 玉 〈り， 


カン トメ 


3 ギ^ 


適 .陳 過 ferg 人 以爲. 陽 虎， 而构： 一 

レ之  一 

匿 は、 宋國 の邑の 名な り、 これより さきに、 魯の陽 虎一 

バウ ギヤ ク  コク  一 

1M に 入て、 暴 t』 をな す、 時に 陽 虎が ほ 顔 刻と 云 者 車 を 一 


0  0  s  r 

す、 これ を 以て を をび やかして、 思 ふま にせん 

/  t レイ 

とす、 孔子す、 み 出て、 其 非 鱧 を されし か ば、 齊侯 

ノ  n クリ ャゥ. 1 アン 

を それて、 其樂を をし と、 む、 穀梁傳 に は、 此 つぎ 

に、 齊ょ， 0-、 又淫樂 V,- 奏しけ る を、 孔子 その 君 を まど 

チウ 

はす 罪 をせ めて、 即樂 人を誅 せられし と あり， 

力 ヘス -ー チカ セル チ 

齊 人 歸魯 侵 地； 

齊侯國 にか へ. 9 て 後、 それより さきに、 魯を 侵て と， 9 

ブ ンャゥ  アヤ マリ シャ 

たる、 & 陽の 地 を か へし いれて、 會 にての 過 を 謝した 

り， 

十-一 一-年 癸-卯、 R 仲 d 季 氏- 

n ボチテ  ト チ  メ  ノ  チ 

堕，， 三-都； 收^ 甲-丘 ハ 

仲 由 は、 子路？ 9、 三 都 は、 三 家の 私邑、 季 孫が 費： 叔 

孫が 郞、 孟 孫が 成 を さす、 甲 は、 よろ ひ、 兵 は、 p^^i 

物な り、 これより さきに、 季孫叔 孫が 臣、 たび/、 其 

邑 によりて、 そむきければ、. これ を うれ へ て、 孔子に 

はか.^^とふ、孔子答ての玉はく、是かたぐの私邑、 

城が まへ 大いにして 、、武具 多き が 故 な り と 、 季 氏げ に 


 - ' 产.. .  

もと 思 ひて、 城 を こぼ ぶん とす、 是 孔子 三 家 を を さ へ 

て、 君の 勢 を はらんとの 謀な り， 則乂 君に まう して、 

子路 をば 季 氏が 宰 となし、 三 家の 城 を こぼちて、 其 甲 

兵 をと， 0 を さめ しむ 、叔氏 ま づ郞を こぼちて、 次に 季 

氏 費 を こぼてり、 

ァへテ ** チカ n ン.. テ チ  カタ 

孟-氏 不，， 肯 墮 ^ 舅 之 不. 克、 

孟氏成 を こぼつ こと を 同心せ す、 定 公成 をと， 9 まき 

て、 こぼたん と 4jJ られ しか ども、 えし を ほせす してや 

めり、 是孟氏 孔子の はかりごと を さとりて、 季叔 にも 

亦 心 をつ けたる によりて、 其 事と げざ， 9 しなり、 され 

ども 泰 秋の 月 を 以て 考れ ば、 成 を かこむ は、 孔子す で 

に魯を 去， 9 玉 ふ 後の ことなり、 

卞 四-年 乙-巳、 孔 子年 五 卞六、 攝，； 

フ シャ ウノ チ 

行 相 事； 

相 は、 國の 宰相と して、 政務 を つかさどる 職な り、 是 

孔子 司 寇の官 を 以て、 相の 事 をば、 かね 行へ り、 

チ ウス  バウチ 

誅： 少 正 卯， 


公山 は 氏、 不班は 名、 亦季 氏が 臣 なり、 以て は、 ひ きゐ 

てな b 、不 紐季 氏が 本節 費邑の 奉行な-りけ るが、 其 

所の 人民 を ひきした がへ、 季 氏に そむきて、 たて づき 

けり、 

3 プ  ， ヲ シテ ユカ マク  ツイ ニス  力 

召， 孔 子； 欲. 往 而 卒 不 A 仃、 

不班 孔子 をよ びて、 わが かたう どに せんとす、 孔子 は 

じめ は ゆかんと し 玉へ ども、 ついに ゆき 玉 はす、 其義 

は 陽 貨の篇 の 本章に 見えたり、 此 時子路 孔子 の ゆか 

ん とし 玉 ふ をと 5- めし か ば、 もし 今 我 を 用る 者 あら 

ば、 東方より 周の 道 を を こ^ん をとの 玉 へう、 

定 公 以， 孔 子， 爲，， 中 ^ 宰； 

中 都 は、 魯の邑 の 名、 宰は、 奉行な り、 是 より さきに、 

陽 虎三 家 を はら ひのけて、 我 ひとり 政 をと らんと す、 

三 家 これ をき、 て、 陽 虎と た 、かふ、 陽 虎 まけて にげ 

去る、 これによ りて、 季梪子 政 をと り を こな ふ、 孔子 

ィ， テ 

も 出つ かへ て、 中 都 を 治め 玉 ふ、 

ュメ  ノヅ トル -I 

一 ，年 四-方 則. 之、 


1 年の 間に、 中 都 大いに 治まり、 風俗よ く あらたまり 

しかば、 四方の 政 をす る 者、 皆 これ を 法則と す、 

-ー ナル シ コゥト 

遂 爲，， 司 空； 

司 徒 司 司 さは、 諸侯の 三 卿な り、 司 空 は、 田地 を わ 

り、 人民 をす え、 凡そ 造作の 事 を つかさどる、 唐 の. ェ 

部尙 書、 此方の 宫內 卿な り、  . 

ナル  シ コゥト 

又 爲，， 大司 寇； 

ケン  ケ ィパッ  ギヤ ゥ 

, 司寇 も、 司 .5^4- の 兼官な り、^ 罰 をつ か さどる、 今の 刑 

部な り、 官に 大小 あり、 

十-年 辛 丑、 相，， 定 公， 會，， 齊侯于 

カウ コ クニ 

夾谷； 

相と は、 君 をた すけて、 鱧 を つかさどる 役な り、 會は、 

兩國の 君、 よしみ を A デ 9 る會盟 なり、 夾谷 は、 魯の地 

の 名、 齊侯魯 に 孔子 を 用 ひ、 其國 つよく なること をい 

みて、 牝會を もよ ほし、 魯侯を とら へ んと はかれり、 

ィ テキ ガク  ケ ンギキ マハ 

會， の はじまる 時、 齊 より 夷狄 の 樂を 出し て 、靱戟 を 舞 
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像： 高 昭 子 家- tl^; 以 通 ¥ 景 公； 

孔子 齊の 卿高昭 子が 家臣と なる、 これ を 以て、 時の 君 

景公 にも 通じて あ ひ 玉 ふ、 景公政 を 孔子に 問 ふ、 又齊 

に いまして 韶の樂 をき、 玉 ふ も、 此時 のこと なり、 

ス ホウ ズ 二 セマク  ノ  チ 

公 欲 „, 封 以，， 尼豁之 田； 

景公 孔子 を 尊びて、 尼 雞と云 所の 田地 を 領分と して、 

孔子 を 封 せんとす、 

晏嬰 不レ！ ^力 公 i レ之、 ノ 

晏嬰は、齊の大夫晏平仲な..^、孔子の封爵を、 同心 せ 

すして、 さ /< へと めければ、 景公 まど ひて、 其の 事 を 

とげす.、 魯の季 孫 ほどに は、 及びが たし、 季孫孟 孫が 

間 を 以て、 孔子 を か 、 へ をかん とい ひ、 又我老 た り、 

用る こと あた はじと い へ る は、 此 時な り、 

孔子 if 1^  、反，， 乎 魯； 

齊 にても 道 を こな はれざる 故に、 たち 去て 魯 に 反 

玉 ふ、 ■ 


定 公 元-年 壬 辰、 孔 子 年 四-十 三、 

而 季-氏 強-僭 

定公 は、 昭 公の 弟な り、 昭公齊 にて 死せられ し 故に、 

魯人定 公 を 立て 君と す、 季平 子い よ/ ヽ 勢强な b 

て、 君の 權を 僭へ. 9、 潛 ふとに、 上 を を かす 義な， -y、 

ノ  ォコ クチ ホシ イマ 、一一 ス チ 

其 臣陽虎 作. 亂 專. 政、 

陽 虎 は、 即陽貨 なり、 季平子 死して、 季梪 子が 時に、 其 

家臣 陽 虎、 又 亂をを こし、 梪子 をと b こめ をき て、 國 

政 を わが ま にす、 

二  ク. ク 力へ シン ヅキ オサム  チ 

故 孔子 不. 仕而 返、 修詩 書 禮 -樂； 

弟-子 i 衆、 

陽 虎が 亂 によりて、 孔子 朝に つか へやして、 家に 返き 

をり、 詩 書の 文、 鰭 樂の法 を * を さめた V して、 弟子に 

さ づけ させ 玉 ふ、 これによ りて、 弟子い よ く 多し、 

九-年 庚-子、 孔 子年 五十二、 公山 

フ シゥ  * テ ヒヲ ソムク  二 

不 紐以. 費畔奉 氏； 


木 柴廇等 を つかさどる 官の 名な， 9、 料 は、 物 料な り、 

事に あて 用る 所の 物 を 云、 量 は、 ますな 力、 平な りと 

は、 物 かす も、 ます かす も 皆 平. 均に て、 たが はざる な 


ナル シ ョクノ ト ケ モノ  ス 

爲，， 司 職 吏： 畜 蕃- 息、 


司 職 吏と は、 祭の 牲に用 ひ、 又は 車 を かくる、 牛 を 飼 

ふ 奉行な，.^、 畜は即 牛 を さす、 蕃 息と は、 蕃 はしげ く、. 

息 は 生やる 篛 なり、 畜の かひ やうよ さ 故に、 數 多くな 

りて、 用に ことかけ ぬぞ、 右二 職 は、 孔子 わか 、りし 

時、 家 貧なる 故に、 いでつ かべ 玉 ふ、 小官 微祿 なれ ど 

も あなどり 玉 はざる によりて、 皆よ く と、 のへるな， 


ユイ テ 


適. 周 問， 鱷於老 子； 


チ ユカ 


周 は、， V のかみ の 王 幾な り、 老子 は、 即老聃 、周の 柱 下 

史 と云官 にて、 文庫 を つかさどり、 禮文 をよ く 知る 人 

なる によりて、 これにつ きまな び 玉 ふ、 こ 、 に 老子と- 

は い へど も 道德經 をつ くりた る 李 耳に て はなしと 云 

說 あり、 是 孔子 三十 歲 以上、 師友 を 四方に 求めて、 博な 


くまな び 玉 ふ 時の 事な り、 

旣反、 而 弟-子 益 I 進、 

魯に 反り 玉 ひて 後、 其 道い よく 尊 かりし かば、 弟子 

信從 して、 す み來る 者、 ます/,^ 多 か..^ き、 

昭 公 一 一-十 五-年 甲-申、 孔 子 年 三- 

二  ノ  ヮシル -ー 

十-五 而昭公 奔 JC 

此記 の 例、 孔子 他 闘より 魯 に 反り 玉 ふ 時 は 、其 年數 を 

しるす、 もし 公羊傳 による 時 は、 皆 一 年づ /'く は へ て 

とる ベ し、 然れば 是も實 は 孔子 年 三十 六の 時な り、 此- 

より 下の 年 紀も皆 か く の 如し、 昭公 は、 襄 公の 子な 

b  、其^ 魯の卿 季卒子 罪 を 得た. り、 昭公 いくさ を ひき 

ゐ てこれ をう つ、 16. 子 孟孫叔 孫と、 三 家 一 眛 にな， 5 

て、 せ ハに昭 公 をせ む、 昭公 まけて、 齊に にげた う、 1 


魯 亂、 於. 是 適. 齊 


S 


魯の三 家の 亂 によりて、 孔子 も魯を 出で、 齊に ゆき 玉 

ふ、 
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じめ て魯 にう つ. o て、 陬人 となれ り、 孔子 は 金 父 六. 代 

の 孫、 微 子より は 十五 世な り、 

父" 叔梁 乾、 

叔梁は 字、 乾 は 名、 魯大 夫と して、 陳 邑の舉 行なり、 

母 顔 氏、 

チョウ ザィ 

名は徵 在、 

R 魯ざ 公 一 一-十 一 一-年 庚-戌 土 ま 

卞 一 ，月 庚-子； 生. 孔 子 於 魯ぶ曰 平 

鄕ノ陬 邑： 

孔子の 生年、 泰秋公 羊穀梁 ニ傳に は、 皆襄 公二 十 「年 

と あ 、史 記は泰 秋の 月、 夏の 正月 を改 すして、 只 十 

一 月を歲 首と すると 云說に まど ひ て、 其歲の 末と 十 

二：：； を 明年に 入る、 孔子 は 十 一 月の 生れなる 故に、 二 

十二 年と 記せり、 され ど史 記に は、 年ば か， 0 にて 月日 

を さす、 朱 子 公 羊 傅の 月日 を 以て これ を 補 ひ、 其 年 

はしば らく 史記 の膂 文の ま にて、 改られ ぬな b  、又 


I  _   二  

•  — 

暦法 を 以て 考れ ば、 此十 一 月に 庚 子の 日な し、 本是十 

二月なる を ISi 寫 の？？^ れ ると 見えた 、今 諸 書に より 

て通考 すれば、 孔子の 生實に 周の 靈王 二十 年、 1^ の襄 

公二 十一 年、 己 酉の 歲、 周 正の 十二月、 夏 疋の十 n; 乙 

亥、 二十 二日 庚 子な， 9、 本 執！^ 靖 天皇 三十 年に あたれ 

b  、魯 の陬邑 は、 今の 山 東 省 一 兌 州府洒 水縣の 地な ，e,、 

タリ シ寸ノ  ，  二子  ヲク  チ 

爲. 兒 嬉-戲 、常 陳，， 俎 豆， 設，， 禮 -容： 

此ょ， 0 孔子 行と 云まで は、 孔子 を さなだち より、 成長 

して 魯 にっか へ 玉 ふ、 始終の こと をし るす、 爲. 兒と 

は 五六 歲 ばかりの 時 を 云、 嬉戯と は、 あそびた はぶる 

、な.^、 姐 豆 は、 みな 祭 鱧に 用る 器、 姐 は、 牲 をのす る 

つく ゑ、 豆 は、 食 を もる 者、 即今の 豆 子の 類、 設と は、 

ほどこし を こな ふ義 なり、 禮容は 、纏の 依 節、 身の 容 

貌な り、 孔子 兒た りし 時， のあそび ことに、 祭 鰻 を まね 

びて 姐 豆 を つらね をき、 鱧容を まふけ ほどこし 玉 ふ、 

ンギ ヒト、 ナルニ ナル  リト  カナリ 

及 J${ 爲. 委 吏； 料-量 平、 

此下ニ 節 は、 孔子 二十歳 以上、 すでに、 奉公し 玉 へ る 

グ ワイ  クラ 

時な b 、委 吏と は、 野外より を さめい る 倉 か た、 材 


論 語. 示 蒙 句 解； 


中 村 SB 齋 講述 


論 語 序- 說、 


0 

論と は、 えらびつ いづる 義な り、 孔子の S: 流の 人、 孔 

子 幷に諸 弟子の 語 を、 えらびつ ら ねて、 論語と 名づ 

く、 朱子此 書に 注せら れ たる 時に、 孔子 一 代の 履歷 

と、 諸 儒の 此書を 論じた る說 をし るし て" 序 說 とす、 

蓋此 書の 序と すべ き說 を、 とりあつめて、 いまだ 其 文 

をな さ  > るが 故なる べし、 


〇 史記， 世 家 曰、 


史は、 事 をし るす 書な り、 漢の司 馬遷、 五 帝の 時より、 

漢 までの 事.： W 記錄 して、 史 記と 名づ く、 其 例 天子の 傳 

を 本紀と 云、 諸侯の 傳を世 家 と 云、 其 外 を 皆 列 傅と 

云、 世 家と は、 せ ザ 家 世々 うけった へて、 國をた もてば 

なり、 孔子 は 諸侯に あら ざれ ども、 其德 さかん にし^ 


て、 子孫に も 賢者 多き 故に、 これ を たっとび、 列 傅に 

入れす して、 世 家に つらねし な. es、 

孔子 名 丘、 字 仲 尼、 


シャ <M 


此 より 陬邑と 云まで は、 孔子の 氏族 出生の JJ をし る 

す、 凡そ 人の 名 は、 生れし 初に、 父の なづ くる 所、 字 は 

元服す る 時に、 加冠の 人 これに 命す、？ ¥ は 仲 子なる 

故に 忡と稱 せり、 


其先宋 人、 


周の 武王紂 をう ちて 後、 紂か庶 兄 微子啓 を、 宋國に 封 

じて、 殷の あと をつ がしめ 玉 ふ、 其 後 五代 襄 公の 子 弗 

父 何よ. y わかれて、 世々 宋の 卿と なる、 何が 主 孫孔父 

嘉、 宋 公と 親つ くる 故に、 別に 宗族 を 立て、 孔を 以て 

氏と す 嘉宋の 華氏が 難に わ ひしょ り、 其 子 木金 父 は； 
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これ は 詩の 大 雅文 王の 篇の詞 、載と は、 道と 云義な 

り、 詩の 云 意、 天道 は 聲も臭 もな く して、 法に なりが 

たし、 た  > 文 王 を 法と すれば、 即 これ 天道なる 故に、 

人 みなこれ を 信す と、 こ  > 'に は只聲 もな/、 臭 もな き 

の詞 をと りて 云く、 聲 臭の 二つ は、 氣 あり て 形な し、 

その物た る最 微妙な り、 而るを これ さ へな しと 云 時 

は、 只 これの み 不顯 の德の 至りな- 9 と、 され ど も 上 

三つの 詩 は、 只 これ 不顯 の德 、くり か へし 賛嘆す る 

ばか h- な， 5、 此 三等 を 歷て後 はしめ て 其妙處 に 至る 

と 云に あらす、 

右 第三. 十三 章、 子-思 因，， 前-章 

i- ョク チ ノ  コ トニ 力へ テ モト メ  ノ モト ヲ 

極致 之 言； 反 求，， 其 本； 

極致の 言と は、 天道の 極 處に、 極め 致す の 言 

，ど さす、 本と は、 初と 云が 如し、 極致の 處ょ 、引 

き 反 て、 初學 のこ と を、 たづ ねもとめ てと な 

り， 

►  *  1 力  ，メ  二シ チノ 力 ッ 1 ジム t ト rt-lK 

復 自，， 下- 學 爲 さ • 謹 レ獨之 事： 

チ シ テ  ィ ッテ チ  テシ ユン チ シ  メ 

. 推 而 言. 之、 以 馴^ 乎 篤 恭而， 


ナルノ サ カンナ や 

天-下 平 之 盛： 


シュ -v 


復は、 ふた びと 云義 な， 9、, 致と は、 稱 は なる 

、なり、 なれ はじむる より、 漸々 に なれ そみ て、 

極處 にき はめ 致す こと を 云、 下學 する 者の 己が 

爲 にし、 獨 をつ /- しむ は、 即本 として はじむる 處 

な..^、こ.れょ，0推し去，.^,、 いひた て、、 漸々 に 劉 

.致し、篤恭して天下平なるの^^なる地位に至る、 

これ は、 上達の ことなり、 下學 上達と は、 下： <事 

を學 ぶに よりて、 をの づ から 上天 德に 達す る を 

サン メ  ノ ヲ テ  ク, 1- トモ  ユカ モ  メ 

叉 賛， 其 妙， 至. 於 無. 聲 無， 臭 而 

後 已焉、 

又 上達の 微妙 を贊 美して、 聲も なく 臭 もな しと 

云に、 き はめ 至りて 後に やむ、 

ケダシ ァゲテ  ノ  ェゥチ  ャクメ  フ チ 

蓋舉」 -篇之 要： 而 約 言. 之、 


要は、 簡耍、 約 は、 つ ケ むるな り、 首章 を 一 篇の體 

要と 云 は、 內 天命の 本 原より、 外にと き 出し、 戒 


して 云、 天子 不顯 の德 あれば、 諸侯 法に とりて、 こ れ 

チラ 

に 傲 ふとな hN、 

ノ二  ハ トク キヨ ウメ  カ七リ 

是 故 君-子、 篤 恭 而 天， 下 平、 

これ 亦 詩 意 をう けて、 これ をのぶ、 篤恭 は、 あつく つ 

/'しむな b  、心 を さまり、 內に むかひて、 恭敬 外に あ 

ら はれ や、 即 これ 不 顯の德 なり、 諸侯み な 其德に 化す 

る を 以て、 萬 民に 及び、 天下 1^ なる に 至るな り、 蓋し 

上文の 民勸 め、 民 威る 、 も、 敬す でに 深 く，. -て、 效 亦 

遠し、 これ は 其 5^ いよく 深く して、 其效 いよく 逮 

し、 これ 聖人の 至德、 靜深 微妙な るに、 自然の 應驗ぁ 

る 所、 即 中庸の 功 を 致せる 至極 處な り、 以上 五つの 詩 

シ  セィ  ソ 

を 引きつら ねたる 意 は、 始學 より 成 德に至 るまで、 疎 

密淺 深の 次第な り、 

二  ク ヮレ ォモフ  チ  ィニセ n エト トテ イロ 

詩 云、 予 懷，， 明- 德； 不. 大， 聲 以色、 

詩 は、 大雅皇 矣の篇 の詞、 明德 は、 文 王の 德を さして， 

カウ レイ  v»  チ. ィ 

云、 聲は、 號令、 色 は、 威儀な， 9、 詩人 天帝の 文 王に つ 

げ 玉ふ詞 をつ く b て 云く、 われな んぢ の內に 明德を 

深く して、 外に 號令 威儀 を 大いにせ ざる こと をば、 む. 


にかけ て わすれす と、 これ を 引て、 上文の 顯れ ざる 德 

の 意 を 明す、 

ノ 五 ハク セィ シ ョクノ  ts- ケルハ テ ス 二 チス ェナリ 

子 曰、 聲色之 於，， 以 化 fer 末 也、 

ィ  カウ 

子 思 又 夫子 平日. の 語 を 引て 云く、 號令 威儀 をつ 、し 

むは、 民を敎 化する ことなり といへ ども、 これ は 抑 

その 末なる ことにして、 其 本と する 所は德 にあり と、 

然れば 今た  >饕 色 を 大いに せす と 云の み なる は、 な 

ほ聲 色と 云 者 あり、 これい まだ 不 頭の 妙 處を、 擬 する 

に 足ら * さ る と 


力 a ィ r 


中 康 
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詩 云、 德轔 如. 毛、 

ショウ ミ ン  ケィ サイケ ンビ 

詩 は大雅 益 民の 篇の詞 、これ 德の輕 細. ；微 なるこ ふ 

を、 毛に たと ふ、 これ は 不顯の 妙を擬 する にち かし、 

ケ ハ ナホ  リ タゲ じ 

毛 猶 有. 倫、 

子 思 又 云く、 詩に 毛の 如しと い へば、 なを 比して た/. 

ら ぶべき 者 あり、 然れば これ も 亦い まだ 其 妙 を つ 

さやと、 

ノ  n ト；；  クチ トモ シ. M ズ ハカ モ レリ 

上-天 之 載、 無. 聲無. 臭、 至矣、 I 


中 
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セ .1 サク 


幾 を 省察して、 そ の 私に 克 つのみ にあら す、 常々 戒摸 

ゾ ンャゥ  カン タン 

して、 存 養の 工夫、 間斷 なかるべし とな- 5、 一 說に、 星 

漏に、 愧ぢ ざれと は、 其 時 目前に あ る 所 をと. ft- て 云、 

ガケ  ィヌ  フス ► 

立つ 時 は 影に はづる ことな かれ、 寐には 被に は. づる 

ことな かれと 云 意の 如しと、 

二  ハ レ SB ゥゴ タシカ モク、 シ -、、 レ rc モノ ィハ モ 、マコト ァリ 

故 君-子 不， 動 而 敬、 不 Jn 而 信、 

トゥサ  キ3 ゥケィ 

詩 意 を， rs けて 云、 この 故に 君子 は、 動作の 時 恭敬し、 

ゲン ギ 3  へ 

言語の 上に 忠信 あるの みに あらや、 勒 かざる 時に も 

亦 敬し、 もの いはざる 時に も 亦 信 あり、， 】 れ即 首章の 

一 t  カイ シン  キ  •  キヤウ ク 

路ざ るに も戒惯 し、 聞か ざ るに も 恐 惧 すと 云 意と 同 

じ、 これ 存 養の 工夫な り、 こ 、に 至りて、 君子 己が 爲 

にす るの 功、 ますく 精密なる によ り て、 下 文に 其 

シ * シ  シュ  サキ 

效を あはせ て、 これ をと く、 〇 首章に 存養を 先 に し 

て、 省察 を 後に す る は、 天命の 本 原より、 とき 出す に 

よりて、 內 より 外に 及 ふ、 こ に 省察 V.- 先にし て、 存 

養 を 後に する は、 下 學の立 心より、 ときを こすに より 

て、 k よ， 9 して 密に 入るな り、 

二 クス ：- ソテ シ モノ 5r 一一  ナシト ァラゾ t 

詩 曰、 奏 假 無 Jn  、時 靡. 有. 爭、 _ 


詩 は、 商 頌 烈 組の 篇の詞 、假 は、 格と 同じ、 至るな 

神の 來格を 云、 これ 云 意 は、 君子 祭祀に のぞみす 、み 

まぃ-^？-て，神明を感格するの時，誠敬をきは めて、 言 

說 ある ことなし、 され ども 祭 を 助く る 人、 みなこれ に 

クヮ  シッ ライ 

化して 相爭 ひ、 そむき もとる の 失 鱧な しと、 


ーャ ウセ モ 


レ ほ イカ ラ 


是 故 君-子、 不 i 員 而 民 勸、 不. 怒 而 

ラソ フ H ッ ヨリ モ 

民 威，， 於 鈇 -鉞； 

鈇は、 なた、 娥は、 をの、 みな 死刑 を 行 ふの 具な り、 これ 

詩 意， どうけて 云、 君子 自修る の 效、 上に 云 如くな る 

ケンシ ャゥ 

によりて、 勸賞 をお は ざれと、 民 上の 事に つとむ、 怒 

ら ざれと も、 其 命に 服して、 欽雜を 見る よ り も、 これ 

を を そる と， 

ニクル ァラ ハレ n レ  ァリ ハク へキ  レ ノット ルト 

詩 曰、 不. 顯 惟 德、 百-辟 其 刑 之、 

詩 は 周頌烈 文の 篇の詞 、これ 文武 を ほむる の 詩な り、 

フケン  ァ •  ナラ 

不顯 は、 もと 前章の 於乎不 k 顯と、 同じ 義：. > り とい へ 

ども、 - J  y に は aih^ 引きて、 をく ふかくして、 はるか 

に と をき 意と す、 百 辟と は、 降 はきみ な、 リ、 諸侯 を さ； 


すでに 己が 爲 にす るの 心 あ， 9, て、 又よ く此 三つの 者 

を 知る 時 は、 則 そのつ 、しみ どころ を 知る によ て、 

此 人と は、 4^ ハに德 を 成す 道に、 入らるべき ぞ、 この 故 

に、 下の 段に 獨 をつ 、しむ こと を、 詳に とく、 此 より 

下、 八た び 詩 を 引く、 其 意次 第に 緊切 也、 

二 * ク t ソ マレル ハ へ la カク レタ リト マタ ハナ ハダ n レ ァ ラケシ 

詩 云、 潜 雖. 伏 矣、 亦孔之 昭、. 

此 より 下 二 段 上文 德に 入る と 云 をう けて、 獨 をつ > 

しむの 工夫 をと く、 これ 德に 入る ことの、 最 緊要なる 

處 なれば な h^> 詩 は、 小雅 正月の 篇の詞 、云 意 は 魚 沼 

にあ て、 しづみ ひそま， 9 たる は、 かくれた る やうな 

b- とい へど も、 水す きと を， 0 て、 人の 見る こと、 は M 

はだ 昭な， ^と、 これ を 以て、 隱れ たるよりも 著れ たる 

はなし、 徵 きなるよりも 1 なる はなしと 云の 意 を 明 

す、 

二  ハ ゥチ二 力へ サ ミテ メ ャマシ カラ ラシ ム 二 クム r  n  、！！ ザ シ-ー 

故 君-子 內省不 . 疼、 無. 惡，， 於 志； 

君子 はつねに 內に むかひ 省察して、 ゎづ かに 私意 あ 

れば、 則克ち のぞき、 みづ から やましから すし て、 心 

志に はぢ にくむべき ことな からしむ、 これ 即獨 を愼 
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む 者の、 自欺 くこと を 禁止して、 自慊 く. する の ェ 

夫 也、 

君 あ 之 所ー不 ^51 あ 者，、 ゆ 人 之 1^カ 

.不. 見 乎、 

衆人に か は..^ て、 君子 9 及ばれざる 所の 者 は、 それた 

> 人の 見ざる 所に をいて、 內に 省る の 工夫 を 用る 上 

にあ，^ と、 これ 上段の 意を咏 嘆す る詞な b,、 

二  .ク，|- ル ァ iih ナン ヂノ シッニ  nt 子ガへ トン f テハデ  ヲク 

詩 云、 相. 在爾 室； 尙. 不. 愧，， 干 単 

詩 は、 大雅 仰の 篇の詞 、これ 衞の武 公み づ から 詩 を 作 

-.^ 、瞽者 をして 常に 誦 して、 己 をい ましめ さ せられ 

しこと なり、 爾と は、 謦 者より 武公を さす 詞、 室 は、 を 

くの まな h\ 屋 漏と は、 室の 西北の 隅 を 云、 その 屋の 

邊に、 日光の 漏れ 人る、 まど あれば なり、 云 意 は、 今み 

れば爾 の 室に をれ. 9、 その 屋 漏の、 人な くして、 をく 

ふかき 處に れば とて、 しばらく も戒愼 恐懼に、 を こ 

たるの 愧 なからん こと を、 こ ひねが へと、 蓋し 念^ 事 

九 三 
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外に 一分 を ませば、 必內に 一 分 を滅す 、よりて 其德日 

^に ほろ ぶるな h -、 

ノ  ハァ ハク メ  イト ハ 

君子 之 道、 淡 而 不. 厭、 

此ょ b 下 三 句 は、 上の 閽 然として 自修る の 君子、 その 

德日々 に 章なる こと を 嘆美す、 此 君 子の 氣象、 さし 

*  ハク 

よりに は 淡 薄に して， このましき To なきやうな と 

い へ ど *b  、と b 入る 時 は、 いつまでも、 あきい， 0 は ざ 

る眛 あ-^、 

ヲ P ソ 力-一 メ アヤ ァリ 

簡而 文、 

威儀 容貌 を、 かざりつ くろ はやして、 簡略なる やうな 

り と い へど も、 德光を ほ はれ やして、 自然の 文 彩 見つ 

ベ き 所 あり、 

オダ ャ 力-一 メ ォチ f> ーァラ 

チン n ゥ 

外に まじ はる 所、？ J 厚に して，  >ん，5 わくこと なきやう 

なりと い へど も、 其內 井々 として、 條理 のみ だれざる 

所 あ b 、これ 皆 外に は 新 をく はふれ ども、 內には 錦の 

类 あるが 故な り、 


 . ^二   

リ トチ ギカ  チ カキチ 

知， 遠 之 近： 

チノ タメ 

此ょ b 下 三 句 は、 人實に 己が 爲 にす るの 心 あれば、 必 

善惡 のき ざし を、 つ しむ こ と を 知て 德に 入る こと 

ザ 一 

の 得 5- すき こと を 云、 遠し と は、 か しこ に まじ はる 所 

ヲノ  ラ 

の 者 を さす、 近し と は、 こ /- にある 己が 身 云、 か れが 

レ  トク シク 

己に 從 ふと、 從 はざる は、 わが 身よ. 9 する 道理の 得失 

による こと を 知る ぞ、 

リフ ウノ  3;>「チ 

知 二 風 之 自， 

風と は、 己よ 出で、、 物に 及ぶ 所 を 云、 風の 物に 加 

はるが 如く なれば なり、 其より て 出る 所の 者 は、 即ゎ 

が 心な， 9、 これ 上に 身 を 以て 云よ hs は、 其 意き びし、 

テビノ  ケンナ な rih  , 

知， 微 之 興 

ス コ  アキラ 力 

これ 微し きなるよ，^ も 顯 なる はなしと 云義と 同じ、 

t ケン 

內 にある こと、 心外に あら は るれば、 こ れ 徵即顯 な 

-.y  、上句に かれと 己と を 云よ h- も、 其 意い よ. （'きび 

し * 

可：， i  A.k 矣、 ， 


へるな、 り、 

右 第三 十二 章、 . 

これ 前章 をう けて、 大德 の敦化 をのべ とく、 亦 こ 

れ 天道な り、 蓋 經綸立 本 知 化の 類、 みな 源 頭の こ 

と を 以て、 すべと くにより て、 大 德の敦 化と する 

なり、 上 章に は 至 iii の德を 云、.^ 章に は 至誠の 道 

を 云、 至誠の 道至聖 にあら ざれば、 これ を 知る こ 

と あた はや、 至 聖の德 、至誠に あらされば、 これ 

を爲る こと あた はす、 實は亦 二 物に あらざる な 

b 、此章 聖人 天道の 極致 を 云 こと、 こ 、に 至りて 

以て また 加る ことなし、 

二 クキチ 二 シキチ ク ハフ ト ケ イチ 二 クン 1 プナリ ノ  ノ  ァラ ハナ ルヲ 

詩 曰、 衣. 錦 尙 ， 綱、 惡，， 其 文 之 著 

也、  _ 

„k 詩の 詞衞 風碩 人の 篇、 鄭風丰 の篇、 兩處に 出で、、 

みな 衣. 錦婺 衣と 作れり、 装 は、 綱と 同じ、 ひとへ ぎぬ 

なり、 子思此 より 上に、 至誠の 功 用の 妙 を、 とき 極む 

カウ ェ ン 

るに よりて、 これ を學ぶ 人、 心 を 高遠に はせん こと を 

中 魔 第三 十三 草 


恐る ク. -の 故に、 又 下學の 人、 心， を 立る の始 より、 いひ 

出して、 終， 9 に 又 その 極め 處に、 とき 至れり、 こ  >  に 

ま づ詩を ひき、 これ を. 释 して 云く、 詩に 錦 をき て 網 を 

うは を そ ひに 加 ふると 云 は、 その 文 彩の 甚ぁ ら はな 

る こと を、 にくみて ぞと、 古人の 學、 內に むかひて、 實 

を つとむる こと をい はんとして、 まづ これ をい へり、 

- ーノハ アン  トメ  t  •  アキラ カナリ. 

故 君-子 之 道、 闇- 然 而曰 章、 . 

君子 は、 學者を さして 云、 道と は、 その 心 を 立る 所 を 

さす、 蓋し 古人の 學を する こと、 其 心 を專ー にして、 

た ^己が ためにす、 この 故に、 外より 見る 時 は、 閽然 

.^5して闇きが如し、これ綱を加るなり、されどもその 

內に むかひて、 自修 るの 功 やま や して、 德 をつ むこ 

ク ワウ シ 3 ク 

とます/ \ 'あっきに よりて、 その 光 色 日々 に あきら 

かにして、 を ほ はれす、 これ 外に は 綱 を 加 ふるとい へ 

クヮビ 

ども、 內には 錦 をき て、 華美の 實 あれば なり， 

ハ テキ  トメ  t.v ホ ロブ 

小-人 之 道、 的- 然 而日 亡、 

.  . i ン ： み 

的と は、 明なる 義 なり、 小人 は 君子の 立 心と、 う らち 

が ひなる 故に、 外 を 明に かざりて、 人 を か /"やかす、 
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の 全體に をいて、 毫のム 欲の 僞 まじ はらざる を 以て、 一 

天下の 道、 千變萬 化、 みなこれ に 由り て 出づ、 是 これ」 

を 立るな り、  ム 


ル rls-i 


クヮ ィ クチ 


知， 天-地 之 化-育〕 

聖人 は、 天地と 共に 至誠 無妄 なる を 以て、 其 化育の 道 

と默 して 相 かな ふ、 これ を 知る と 云、 た  > 見聞の 知の 

みに あらす、 聖人よ く 人物の 性 を盡し て、 化育 を贅 

け、 天地に 参る はこれ 故な. y、 

ゾレ v ヅ クン ゾ ラン  3 ル 

夫焉有 . 所 JT 

上文に 云 所、 みなこれ 至誠に して 妄な き、 自然の 功 用 

なり、 なん ぞ 物に 倚り か z< り 、頼む 所 あり て 後に、 こ 

れを 能す るな らん や、 少も よる 所な くして 、をの づか 

ら かくの 如しと な， 9、 

ジ ユン タ i  ノ  ェン  タル ノ マチ  タル ノ 

肫-肫 其 仁、 淵 淵 其 淵、 浩-浩 其 天、 

これ 肫々 淵々 浩々 の 三つの 疊字を 以て、 上 三 段の 德 

の 盛なる こと をき はめて 形容す、 仁 淵 天の 三 字 は、 上 

章の 詞に. よ， 9 て 出と い へど も、 其 意 は 各 別な 、食の， 


句は經 論の こと、 云 意 は、 その 經 論の 仁、 肫 々たりと、 一 

下の 句義み な 同じ、 肫々 は、 懇 至の 貌、 これ を 仁と 云； 

n ンセッ  _ 

こと、 蓋し 至誠の 懇切なる 處、 即 これ 仁に して、 五 儉{ 

の 道、 みな 仁の ことなれば 也、 次の 句 は 立 の こと、 一 

シッカ 

淵々 は、 靜に 深き 貌、 これ を 淵と 云 こと、 蓋 至誠の 內ー 

につみ たく は へ て 深き 處、 天性の 本、 こ 、に 立てば な 一 

り、 末の 句 は 知 化の こと、 浩々 は廣大 の貌、 これ を 天 一 

と 云 こと、 蓋し 至誠の かね ひたす 處、 ひろくして、 か 一 

ねつく さすと 云 To な ければな，.^.-又其淵其天と云時ー 

ヂキチ  クノ； 

は、 直に その 一 致なる こ と を 示す、 上 章に 如 J< 如； 淵； 

と 云の みに あらざる な， 9、  一 

モシ マコト 二  ハ  -ー クスル  . 二  - ーァラ レー 

苟 固 不. 聪-明 寧 知 達，， 天- 德， 者； 其 一 

タレ カク ランチ  ™ 

孰 能 知. 之、  ， i 


聖は、 通な り、 亦睿の 字と 義 同し、 達， 天德， と は、 かれ 

これ 一 致に して、 へだてな き、 と を 云、 その 仁義 禮智の 

德、 元享利 卓の 蓮と、： ^〈に 行 はる、 の 類 を 云、 これ 亦 

實に至 iil の 人の ことな， 9、 た や 諮 人の み 聖人 を 知る 

こと を 云、 これ 至誠の 德の絕 妙なる こと を贊し て 云 


はめて、 ひろくい ひたつ るに すきす、 入力と は、 舟； sH 

をめ ぐらす にっきて 云、 凡そ 血氣 ある 者と 云 も 只 人 顔 一 

を 以て 云な り、 尊と は、 其 道 を あがむ るな り、 親と は、： 

其 光 を あがむ るな り、 此ー 一字 も、 亦 上の 敬 信悅の 外に； 

いです、  . 

二 フ ハイ スト 一一  ： 一 

故 曰. 配. 天、  . 一 

配 JK と は.、 其 德の及 ふ 所の 廣大、 天の 如くなる こと 一 

を iH 、然れ ば 故 曰と 云 は、 子 思の 詞 なり、 一 說 にこれ 一 

前章の 高 明 配へ 犬と 云 句に 應 すと、  一 

ぷ 

右 第三 十一 章、  . 一 

これ 上 章 をう けて、 小 德の川 流 をと く、 亦 これ 天： 

道な， o、 蓋し 天道 聖道 二つ あらざる 故に、 此 より 一 

下の 兩章、 聖人の 德を 以て、 天の 小 德大德 をの ベ 一 

とく、 天 を 云 こと は、 即 聖人 を 云 所な り、 叉 此章一 

聰明 審智 よりして、 仁義 禮智の 目 を わけ 出し 、清 一 

博 淵 泉の 發見、 をの/、 其 可に 當る しるしに、 見 一 

. はして 敬し、 言て 信し、 行て 悅 ぶの 箇條を わく、 一 

ュ 巾て 小 瞎の川 流に 屬 するなら、  一 


「「「「 


唯 天-下 至-誠、 爲. 能 經，， 綸 天-下 之 一 

ケ イチ  一 

ヒ-き  一 

プ 一 

此爲 能の 二字 も 亦 下 三 句 を つらぬく、 天下 之 大經と 一 

は、 五 品の 人倫 を 云、 經は、 常な. 9、 これ を 天下の 大常ー 

法と する 待 は、 天下の 事、 みなこれ を 法と して、 又 萬 一 

世まで も、 常にして 易へ られ ざる 所の 者な り、 これ を 一 

經論 すと は、 絲を 治る, と を 借，；^ て 云、 經と は、 たて を 一 

へ る ことなり、 論 と は、 ぬき を 以て、 を，？ 合す、 とな 、一 

條理を わかちて みだれす、 比類 を 合せて すき まなき 一 

義に とる、 これ を わかてば、 父の 慈、 子の 孝と なり、 ニー 

れを 合すれば、 父子の 親と なる、 これ を 分てば、 君の 1 

禮、 臣の忠 となり、 これ を 合す れば、 君臣の 義 となる 一 

の 類 を 云、 蓋し 聖人の 德 至誠 無妄な るに よりて、 五つ. 一 

タウ  に 

の 人偷に をいて、 各 その 當然の 實を盡 して、 みな 以て： 

天下 萬 世の 法と しつ べし、 是 これ を經綸 するな り、 0 一 

人 を 人瀹の 至と 云 もこれ なり、  ，1 


ター プ  ノ  ラ 

立，， 天卞 之 大- 本： 

天下 之 木本 は、 即 天命の 性な 1、 


、違 人 その 性と する 所 
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八 ふ 


あきらかに， わかつ なり、 列と は、 よしあし をよ ぐ昆 

っ，ズるぞ、これ智な^^、審智の智は、資賀を以て云、此 

.^11、 事 を はから ふの 智な り、 


セン 1 


溥-博 淵 ま、 而時出 AT 

溥は、 あまねく、 博 は、； 6 ろき ぞ、 淵 は、 ふち、 彀は、 い 

づみ、 これ は 借用の 字な り、 湖 は その しづ かに ふか 

き 意に とる、 泉 は、 いづみ、 その 本 ありて つきざる の 

意に とる、 出と は， 發 見の 義な， ^、此 段 は、 至聖の 人、 上 

文 五つの 德、 靜深 にして 本 ある を 以て、 其內 にみ なつ 

も， *^、 發 見すべき 時に したが ひて、 外に 發見 する こ，. i 

を 云、 

溥 え，^  JK  、淵-泉，^ 淵、 

これ 天と 淵と を 以て か の 溥博淵 泉の みちつ もる こ 

サ カン  サン ビ 

と、 もと かくの 如くに， き はめて 盛なる こ と を 賛美 

す、 

ァラハ レナ  シ ト -Kr セ- 

見而民 莫.， 不. 敬、 

見す と は、 威儀 動作に あら はる /- こと を 云、  „ 


-ー Mr セ 


1 口 而 民 莫. 不. 信、 

ィ フ  ね ゥ レイ 

言と は、 號 令に ほどこす こと を 云、 

♦ ナヅテ  シ 3  o  n ビ 

行而 民莫. 不. 說、 •  — 

行 ふと は、 政事に しく こと や-云、 此三 句 は、 かの 溥博 

淵 泉の 時に 出す こと、 谷 その 可に あたる を 以て、 これ 

を 民に こ、 ろみて、 かくの 如くなる こと を 云、. 

コ、？  テセィ メ，. - ヤ ウイ ッメ  n クニ  JJf テ  ブ ペン 

是 以 聲 名、 洋, 溢 乎 中- 國； 施 及，， 蠻- 

貊：.  - 

聲 名と は、 ほまれな， 9、 洋溢 は、 遍満 する 義な り、 中國 

クフ 

は、 中華、 施く と は、 ひろ ごる 義 なり、 蠻は、 南の ゑび 

す、 貌は、 北の ゑび す、 

シゥシ ヤノ  ル  リ 3 クノ  トウ ズ li  7 

舟 車 所. 至、 人， 力 所. 通、 天. 之 所. 覆、 

スル  ノ  テラス サゥ ロノ  チヅ ii 

地 之 所. 載、 日-月 所. 照、 霜-露 所. 墜、 

凡 有，， 血氣， 者莫. 不，， 尊-親； 

ハ ジ メ  ィ テキ 

首 六 句 は、 只 これ 夷狄の すえまで のこと を. は、 をし きん 


これ 天地の 道、 細大 かね そな へす と 云 所な し、 その 大 

いな h> とする 所の 實 かくの 如し と、 天地の 道の 大ぃ 

なる 所 は、 即 聖人の 道の 大 なる 所な. y、 

• 右 第三 十 章、 

此章ハ 天道 ヲィ ヘリ、 

タ. >  ノ  ノ ミス  クソ ウメ イエ イチ-一 メ タリ 

唯 天卞 至- 聖、 爲. 能 聦-明 睿- 知、 足，， 

テ ル ニノ ソム r 

以有， 臨 也、 

至聖と は、 鏖德の 至極、 こ、 にて は鏖人 天子の 位に あ 

る 人 を 以て 云、 爲 能の 二字、 下の 四 句 を つらぬく、 皆 至 

聖の 能す る 所な り、 聰と は、 きくこと のさと きを 云、 

明と は、 見る ことの あきらかなる を 云、 睿は 、思 ふこ 

との 通せす と 云 ふこと なき を 云、 智は、 知る ことの 至 

セ イチ アン カウ シ シッ 

ら すと 云 ことなき を 云、 即 これ 生 知 安行の 資賀 なり、 

臨む こと あるに 足る と は、 上に 居て 下に のぞみ、 民 を 

治る にたれ るの 德 ある こと を 云、 

クワン ィゥ ヲン .：. ノウ ニノ リ テルニ ィル、 r 

寬， 裕 溫-柔 、足，， 以 有. 容 也、 

此 より 下、 上文 臨む こと あるに たれる 内に 就. て、 仁義， 


禮智の 四德を わきて とく、 寬は、 ゆたかな り、 裕は、 ゆ 

る やかな，. ^  、溫 は、 を だ やかな，. y  、柔 は、 や はら かな，^ 

容る こと は、 ひろく 人 をう け い る る こと を 云、 これ 仁 

なり、 

ハツ キヤウ カウ キニ  メリ  テル 一一 トル r 

發-强 剛-毅 、足. 以有， 執 也、 ：_ 

發はを こる 也、 ふり たつを 云、 强は、 つよし、 立てし を 

れざる を 云、 剛は、 こ は， し、 直く してた はまざる を 云、 

毅は、 かた く- f -て、 事に たへ しのぶな り、 執る と は、 と 

..9 さだまりて、 宰 制する 所 ある を 云、 二れ 義 なり、 

サイ サゥ  -!  メリ テルニ ッ、 シム 「 

齊莊 中-正、 足，， 以有， 敬 也、 

コ 、 口 ジュ ン イツ  カタ チタン ゲン 

齊と は、 心 純 一 な，.^、 莊と は、 容端嚴 なり、 中 は、 か 

た をち ならす、 正 は、 よこしまなら す、 共に 內外を かね 

て 云、 敬む と は、 天理 をつ 、しみ、 民事 を つとむるな 

り、 これ 鱧な り、 

-I ッ サッ ニノ レル r テ テ ル-ー ワク r 

文理 密察、 足， 以有， 別 也、 ， 

文 は、 あや あ りて、 くらから す、 理は、 をち-^ あり 

て、 みだれす、 密は、 つまびら かに つぶさな り、 察 は、』 
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八お 


理萬 善、 かね そな はら やと 云 ことなき を 見る、 皆 身の 

內外、 事の 大小 を かねてい へ h\、  I 


4' トへパ ンノク ト-Mr デ サ イセ * ガ ト云 r フ 

辟 如 k- 地 之 無. 不，， 持-載； 無， 不，， 覆- 

タ ウセ 

壽、 

此 より 下 は、 又 天地の 道 を 以て、 聖人の 德 にたと ふ、 

持载 は、 たもちの するな り、 これ 地 をと く、 覆禱 は、 皆 

お ほふな -5、 これ 天 をと く、 其た とへ をと るの 意 は、 

下 文に 見えた- 5、 下の 段 も 亦 同じ、 

へパ ク シィ  ノ  タガヒ 二 ュ クガシ  ノ  力 ハル 

辟 如： 四-時 之 錯 行； 如， 日 月 之 代 

カナ ルガ 


明、 


カクべ？ N  サク カウ 

表 夏 秋 冬，, ^別にして、 か はる <\- ゆく を錯 行と 云、 日 

ヒル  一- ル  タイ メイ 

は晝月 は 夜、 相 か は..^ てらす を 代 明と 云、 


ナ ラビ ヤシ ナヘ レナ 


萬 物 並 育 而 不，， 相 害： 道 並行 

t モト ラ 

而 不相 悖； 

此 より 下、 上の たと へ をと る 意 をと く、 天地 は 萬 物 を 


覆 ひ 載せて、 各 その 所 を 得せし むる 故に 、稀々 みな 其 

間に 並び やしな はれて、 一 つも 相 そこな ふこと なし、 一 

ゥン カウへ ン クヮ 

四時 日月、 運行 變 化の 妙 道 も かれこれ 並び 行 はれ、 

各 その つ いでに したが ひて、 少しも 相 もとる JJ なし？ 

ハ 力 ハノね クニ ナ ガレ  ハ アツ シ タヮ -I  一 

小- 德川 流、 大， 德敦， 化、  一 


ゼ ン タ 


小 德大德 も 天地に つきて 云、 小德と は、 全攮 よ. 9 萬殊 

にわかれ たる 者な り、 大德 L」 は、 萬殊 V」 一 おにす ベた 

る 者な り、 川 流と は、 川の 流^の すぢ みち 分 明 にし 

クヮ  セン： ゥ 

て、 其 ゆく こと や まざる を 云、 化と は、 朋川 流す る 所 

の 者 を 造化す る こと を さす、 これに 敦 しと は、 其 本 盛 

大 にして、 出る ことき はまりな きを 云、 かの 並び 育に 

れ 並び 行 はる 、者の、 相 そこな はす、 相 もと ら ざる 

は、 これ 小德の 川の 如，、 に 流る、 所な り、 小 德.^ 雜は 

りて みだれす、 逝て やまざるの 間に、 一 つの 渾淪 たる 

シュ チャウ 

者 あ， i し、 その 生 張と。， り、 かの 並び 育 にれ 並 ひ 行 は 

る こと 出で き はま なき は、 これ 大德の 化に 敦き 

所 也、 

此レ天-地之所：き，爲v^^き、 


これよ 下、 詩 を 引て 上段の 意を贊 美す、 詩 は、 周頌 

振 鷺の篇 の詞、 此ー 一 句、 君子 當時 後世の 法則と な 

チウ 

て、 華 夏 夷狄に 安 じした はる  の 意に 應す、 

コ ヒ子ガ ハク ハ シュク ャ 二 テナ ガクヲ へ ナント ホ マレ チ 

庶幾 夙-夜 以永 終. 譽、 

庶幾 は、 ちか らんと 云詞、 夙夜 は 朝夕な， 9、 上文 をう 

けて 云、 かくの 如くなる 時 は、 あけくれ 人に よみん せ 

られ て、 今の ほまれ をす えなが く、 とげ を ふるに ちか 

ゝ るべ しとな， o、 

タ ラ  メ- クナラ クノ  ハ *• クー  ルホ マレ- 

君-子 未. 齊不. 如. 此、 而 蚤 有. 譽， 於 

天 卞ー者 上 也、 ノ . 

M れ子 思の 言 な り 、 不. 如 あ の 此の 字 は、 上文の 本 „諸 

身 一と 云よ hs 以下 六つの 者 を さし て 云、 备 くと は、 先 

と云義 なり、 かくの 如くなる 實な く.. ：> て 、ま づ 天下に 

ほまれ ある こと は、 いまだ かって あらす となり、 

"^右 第二 十九 章、 

f 此章も 亦 人道 を い へ 、蓋し 章內 に、 聖人の 地が 

^ハ. を 云 こと ある は、 君子の 法と する 所に して、 大意 

中 庸 第三 十窣 


は 制作 をつ 、しんで、 人事 をつ くす 上に あ る を 

以て、 亦 人道と するな り、 又 上 章 は 下位に ある 者 

より 云 を 以て、 其 重き こと 位 にあり、 此章は 上 

位に ある^より 云 を 以て、 其 重き こと 德 にあ 

仲-尼 祖，， 述， 堯氛： あ 文- 武.； 

憲は、 法、 章 は、. あら はすな り、 孔子の 聖、 遠く は堯舜 

を 祖師と し て 、その 道德 をつ たへ 述べ 、近く は 文武 を 

成 法と して、 その 典則 を あら はし ひろむ、 

. ミ ノヅ トリ 二 モヨ ルス ィ 二 

上 律，， 天-時； 下 龔 永-土； 

天 時 は、 四時な り、， 水 土 は 地な， o、 此四字 は 天地の こ 

と を 借，^ て、 聖人の 道に 用 ふ、 律る と は、 法律の 如く 

にして、 分 毫も そむかざる なり、 襲る と は、 もと 衣 を 

かさぬ るの 稱、 こ、 に はより そ ひて、 相た が はざる の 

義に とる、 蓋し 聖人 時に したが ひ變 易して、 各 その 可 

にあた る こと、 これ 天 時 自然の 運に のっとる 所な. o、 

ぞの遇 ふ 所に したが ひ て、 これに 安ん せす と 云 こと 

なき は、 これ 水 土 一  定の理にょる所な..^、此ニ段すべ. 

て， 夫子の 群聖の 大成 を 集め、 天地と 其德を 合せて、 衆 

八 五 


、庸ー 


第二 十九 草 


八 四 


今；^ 制 を こ、 にたて 、天と地と 三つ を 相む か へ て 見 

るに、 彼 道理と そむき もとる 所な し、 


質，， 諸 鬼神， 而 無. 疑、 


鬼祌 は、 天地の 功 用 造化の 迹、 これ 天地の 中よ b  、ぬき 

出して い へ. o、 鬼 钟^ 德、 幽 にして あら はなら すと い 

へど も、 制作の 變通 損益の 宜き 所、 其理と 相た  >  しで、 

疑 ふ 所な し、 

ハク セィ  テマ ッテ  チ  マ ドハ 

百世 以 俟，， 聖人， 而不. 惑、 


ダ ウセ， 


制作の 善、 みづ から 信す る 所 ある 故に、 只當 世の み. に 

あらす、 又 これ を 以て 百世の 後、 塞 人 ふた、 び 出る 時 

を まちても 、いか. 5- あらんと、 惑 ふ 所な し、 

諸 鬼 祌 一而 ,1^、她>- 也、 百 世 • 

テマ プテ  テ  や ハマ ドハ ルナ リ ヲ 

以 俟，， 聖人， 而不. 惑 、知. 人 也、 

此段 上文の 中に 就て 、最 知り がた きこと 雨 端 を あげ 

て、 これ を 賛美す、 天 を 知. 5、 人 を 知る と は、 よく 其理 

を 知る を 云、 疑 ひ 惑 ふのう ら なり， よくん を 知る 時, 


は、 即亦天 を 知る、 其 實は兩 項 あるに あらや、 

ノ  二  ハウ n ィテ  3、  リ  ノチ. r ナブ + 

是 故 君-子、 動 而 世 爲， 天卞 道： 行 

リ  ノト モノ， 1 ツナ  ル  / 

而 世 爲， 天-下 法： 言 而 世 爲，， 天-下 ■ 


是 故と は、 上の 天 を 知. 9、 人 を 知る をう けて 云、 三 句 

トウ キヤ ク  ケン カウ  トウ 

1 頭兩 脚な 、下の 言行 は、 上の 動の 字 を わけて 云， 

法則 は 上の 道 字 を わけて 云、 行は迹 ある 故に、 以て 法 

式と す ベ し、 言 は 據 ある 故に 以て 準 則と す ベ し、 而 

して 其お ふ 所、 言へ ふ 所、 上に うけ 來れ ば、 三重に はづ 

れす とい へど も、 語の 意 は ひろく かねたり、 

ト チキハ 二 チ  リ ノソム 1» キハ  二   チ  イト ハも 

遠. 之 則 有. 望、 近. 之 則不 ま 

テキ  ク ハカ 

遠し と は、 夷狄 を さす、 近し と は、 華 夏 を さ す、 違き 

ノ タク  m  n  n  ノゾ 

は、 其澤の ひろく 及ぶ を悅 ぶに よ. 5 て， く は だて 望 

んで、 これ をした ふ、 近き は 其 德の常 あるに 習る を以 

て、 安んじ 居りて、 これ を 厭 はす、 

二  タ ァ クテモ カシ n  二 クニ クマ〃、 r テ 4  n  *  二  シ イト ハル、 tl 

詩 曰、 在. 彼 無 k 、在，. 此無. 射、 


レバ ァラ  ズ  かハ 

不. 信 民 弗. 從、 

レ  テン. 

此 より 下 は、 三 典 を もき ことなる によりて、 もし 位 あ 

^、德 ある 人、 時に と h- て 、作りた て られ たるに あら 

ざれば、 行 はれざる こと を 云、 上 焉 者と は、 時 王よ 

以前、 夏 商 等の 禮典を さす、 その 制作よ しと い へ ど 

タ  シ 

も、 今徵 とする に 足る ほどの ことなし、 徵な け れぼ、 

シ A 

K の 信 をと るに たら や、 信 あ らざ れば、 民 あなど， 0 

て、 これにし たが はや、 

モナ ル  ハ  シト  タツ トカラ レバ カラ  ァラ レバ 

下焉者 雖 Jn 不. 尊、 不. 尊 不. 信、 不 

,信 民 弗， 從、 き 

下焉 者と は、 下位に 居る 者 を さ す、 夫子の 塞の 如き 

ソン ィ 

は、 制作す るに よしと い へど も、 尊 位に 居 玉 はざる に 

よりて、 民 亦信從 せざる 也、 され ども 此は詞 を まう け 

てい へり、 夫子 もし 民信從 せば、 制作し 玉 はんと 云に 

あらや.、 又上焉 者と 云 を、 制作の 上世よ b 出る 者と 

し、 下焉者 をば、 制作の 下位よ， 0 出る 者と し て、 二 

つ の 善の 字 を、 制作の 善つ くせ る義に とる も 亦 通 

す、 

中： 庸 第二 十カ萆 


故 君-子 ノ之 道、 

此ょ， 0 下 は 上 をう けて、 三 典 必墼人 天子の 位に あり 

て 後、 まさに 制作の 善つ くす こと を 得と 云 こ と を 明 

かす、 此 君子 は、 天下に 王た る 人 を さす、 道 は、 即禮を 

議し度 を 制し 文を考 るの 事な り、  . 

本 二 諸 身， 

其 身の 德に 本づ く  >  ^ と を 云 、此 句最を もし、 

コ、 口 ミ  ショ ミン 一一 

徵， 諸 率 民； 

庶民 は、 もろ/ \ 'の 民な h, 、すで に 民に ほどこして、 

ショウ 

その 信 從をこ 、ろみた るぞ， 

カン ガへテ  二  アヤ マラ 

考，， 諸 三-王， 而不. 緩、 

三 王と は、 夏の 禹、 商の 湯、 周の 文武 を 云、 不& と は、 

たが はざる 也、 三 王の 制に 考へ 合せて、 たが ふこと な 

し、 され ども 時に 宜しく、 理に順 ふこ と は、 1 々あは 

ざれ ども、 亦繆ら すと する 也、 

タテ，  一一  モ トラ 

建，， 諸 天-地， 而不 .悖、 

八 三 


中 奮 
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じ、 一 つの 亦の 字 を 見て、 意の 重き こと、 此 段に あ る 

こと を 知る ベ し、 凡そ 鰻樂 作る こと は、 必 聖人 天子の 

位に いまして、 これ を 得る 也、 

ノ  KU ク レトケ Hi カノ  チキ  タラ シルシ トス， レニ 

子 曰、 吾 說ま 禮： 祀 不. 足. 徵 也、 

祀は、 國の 名、 夏 禹の後 孫 これに 封 せら る、 夫子 三代 

の庸を かね 學 ベり、 この 故に、 よく 夏の 鳢を とく、 さ 

れ ども 年代 久 きを 以て、 祀國 の記錄 と、 その 賢者の し 

る と、 みな 以て 證據 とする にたら す、 しるしな けれ 

シ ン 

ば 人 これ を 信せ や、 

吾 學殷 ノ禮； 有. 宋存， 焉、 

宋は、 殷 湯の 後 孫 封 せらる、 の國 なり、 云 ia. は、 われ 

又 かって 殷の 鰭を學 び、 宋國 にも 其 鰭の のこ りて 存 

せる 者 あり、 され ども 亦當 世の 法に あらす と、 

レ ビシ ウノ ヲ  フ  ヲ  ハ シタガ ヘン 二 

吾 學，， 周 禮： 今 用. 之、 吾 從 . 周、 

周の 鱧 は、 時 王の 制に して、 今&の 用る 所な れば、 吾 

は 周 鱧に 從 はん， i  、蓋し 夫子 其德 あ. 9 とい 人 ども、 

位な きに よりて、 籍樂 作. 0 玉 はざる のみなら や、 古 慮. 


八 二  I 


を ひろく 學び 知る とい へど も、 た  >  當 時の 籍に從 へ 

b  、子 思：^ 語 を 引て、 今の 世に 居る 者、 敢て 古の 道に 

反らざる の 意, VJ 明せ り、 

右 第一 1 十八 章、 


r メカ アヤ マチ J 


此 章-, >  亦人逍 をい へり、 

タ i  二  二 リ  チョウ  レ ス 

王 -一 天-下 -有 二三-重 -焉、 其 寡 . 過 

矣乎、 

此章 は、 上 章 をう けて、 前章の 上に 居て 厣： らすと 云の 

意 をの ベと く、 三重と は、 即 禮を議 し、 度 を 制し、 文 を 

考るこ I,- を さす、 此 三つの 者 は 王政の ぁづ か る 所 重 

きこ IJ なる 故に、 S 典と してた  >  天子の み、 これ を 行 

ふこと を 得た b  、其と は、 必 とする の詞、 過と は、 人民 

の 過 を 云、 蓋しよ く 三重 典 をた て 定る時 は、 國々 の 

ノ  つ. r  ノソク n.r 

君、 其 政 を 異にせ や 家々 の 人、 其 俗 を 殊にせ すし て、 

分 を こえ、 私 をい る 、所な し 、よ.：？' て 過 をな し 咎を得 

る こと、 をの づ からすく なし、 

5- ナ i  ハ ヨシ. r  シ シルシ ケレパ シ  ，コト ナラ 

上 焉 者、 雖 善 無 . 徵、 無 .徵 不. 信、 


も、 又 今の 低に 生れながら、 時の 禮法を 守らす して、 

古の 制度に 反 h- てす る こと を、 好む 者 あ，.^、 

キ カグノ  、， ヮザ ハイ プノ-二..！ 'リ 

如， 此 者、 裁 及，， 其 身， 者 也、 

これ 明哲に して、 保す る 者に あらざる こと を 云、 

-i レバ  二  ギセ テ  セ トセ ト チ  カン ガへ チ 

非， 天-子， 不 禮不. 制 k  、不. 考. 文、 


これより 下 は、 子 思の 言な.^、 禮と は、 親疎贵 賤め 間、 

相 まじ はる 事體の 法式 を 云、 これ を議 すと は、 はかる 

な，.^、 其よ き ほど を はかりな すぞ、 度 は、 禮 中の 制度 


サダ 


品 節 を 云 、これ を 制すと は、 つ く， 9 定む る ぞ、 文 は、 文 

字.^、 これ を考 ふと は、 校 へ 正して 諸國を 一 樣に する 

ぞ、 此段 上をラ けて 云、 凡そ これら" は、 只 天子た る 人 

の 事に して、 下に 居る 賤民の、 得て せざる 所な りと、 

マ  クルて ジゥシ ヮ>\ ^チ ショ ゥシ テ なゥ ウス 

今 天-下 車 同. 勒、 書 同. 文、 行 同 


シャ 5 


今と は、 子 思 富 時 を 以て 云、 軌とは 、車輪の 迹 の ひろ 


テツ セキ 


さ を 云、 周の 制 車の 廣さ 六尺 六寸 にして、 その 轍迹み 


な 同じ、 これ 天下 度 同く するな り、 書 同， 文と は、 物に 

かきしるす 文字、 一 樣 なる を 云、 これ 天下 文 を 同く す 

るな り、 行と は 、人の 行 ふ 所、 倫と は、 ついでな り、 即 

親跺 貴賤の 相 まじ はる 事體 に、 その 次第 ある こと を 

云、 此段上 をう けて 云、 この 故に 今の 世、 此 三つの 者 

天下 一統に して、 時 王の 制に そむかす と、 


- _^  US. 


モシ 
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雖¥ 二 其 位； 苟 無二 其 德： 不，， 敢. 作鱷- 

カク ヲ  , . 

，焉、 

其 位と は、 禮樂 作る の 位、 これ 天子 を さす、 其德と は、 醴 

樂作 るの 德、 これ 驄人を さす、 禮樂を 云 時 は、 上の 度 

文 も 亦 その 中に あり、 此段 上の 愚に し て 自用る の 句 

ヲク  ノ 

に應 す、 蓋し 天子と い へど も、 聖德 あるに あら ざれ 

ば、 敢て 鱧樂を 制せす、 その 敢て せざる こと、 身に 

及ばん こと，^ 恐れて なり、 

m ト ノ シケ レバ ノ  ► タ チラ 

鲜有， 其 德， 苟 無，， 其. 位； 亦 不，， 敢 作，， 

禮 -樂， 焉、 

ノ  テク 

此段賤 しう して 自專 にす るの 句に 應ゃ， 句義 上 に 同 

I  八 一 
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i  -  •!  i-- 隱 --.  一. - ： - ；  tb, 

ざるな り、 

&¥ 一道え  一 ii  輿； 國 無. 道、 あ 

ボク や ティル •  二 

默 足，， 以 容： 

國道 ありて 治まれる 世に は、 其い ひたつ る 所の 言、 典 

b 出て 爲る こと あるに 足れ， 9、 國 道な くて 8! れ たる 

モダ 

世に は、 ものい はす 默し て 身 AJ 容る所 あ る に 足れ 

hN 、これ 道 あると 道な， m と を 以て、 凡そ 遇 ふ 所の 時 を 

つくす、 もの 言 は、 す /- みいで、 いさみな すの 類、 みな 

一 是 なり、 || す は、 ひきし り ぞき、 かくれ ひそまる の 類、 

フ  シュ チャウ 

みな 是なり 二つの 不の 宇、 其み づ からま 張す る 所 あ 

て、 ながれ を ぼれ、 まけした がふに あらざる こと を 

見る、 二つの 足の 字、 其 旁に つみた く はへ たる 道德ぁ 

る こと AJ 見る、 

. 二 タス >•  二 力 二，  * サ トク メ  テ ヤス ンズ. r ハ ノ ヲ  レ 

詩 曰、 旣明 且哲" 以 保，， 其 身： 其 

. 此之謂 與、 

力 シ 3 ゥ ミン 

. 詩 は大雅 蒸民の 篇の詞 、明な りと は、 理に 明な る を 

一 一 hi 、哲 しと は、 事に つまびら かなる を 云、 保す と は、 上 
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下 治亂せ 〈に 安き を 云、 此と は、 上下 治^ み な宜 きを 1 

云、  二 

. 右 第二 十七 章、  一 

此章は 人道 をい へ. y、  一 

ン 玉 ハク e  o カニメ  n  ノ i  I  ヲ  一 

子 曰、 愚而 好. 自 用；  一 

此章 は、 上 章 をう けて、 其 下と な， 5 て、 そむかざる の： 一 

意 をの ベ と，、、 愚と は、 聖人に あら ざ る 者 を 通じて 一 

云、 自用 ふと は、 わが 私智 を、 はたらかす ことなり、 此. 一 

句 夫子の 意 は、 下 二 句と ひとし けれども、 子 思 こ 、 に， 一 

引て は、 其 意 かろし、  ，一 

ィ ヤシ ウメ  i  X ホシ イマ、 ニス ル tils  J 

賤而 好，， 自 專；  」 

賤 しと は、 天子に あらざる 者 を 通じて 云、 自專 にす.^ 

. -.、  セ イサク  -! 

は、 上の 法  <lt に はづれ て、 わが ま に 制作す る こと あ； 

る を 云、  一 

ムマ レナ  ノ  3  二 力へ.^ へノ  "I 

生，， 乎 今 之 世； 反，， 古 之 道， 一 

i と は、 制度の 類 を さす、 賤者 自專に せす と いへ ど 一 


一 なること を盡- して、 毫釐の たが ひなから しむべし、 此 

j  二つの 者 も、 亦大と 細と、 相た すけ 相な すの 義ぁ， 9、 

下 三 句み な. これに 倣 ひて 見る べし、 

極，， 高-明， 而 道，， 中庸； 

極 一高 明 一と は存 心の 類、 それ 人、 むの 體、 もと 高 明な り、 

シ m ク 

1 つも 私欲に ゎづら はさる /- こと あれば、 則く だり 

カチ 

けがる、 によりて、、 *§? 私欲に 克て、 高 明の 量 を 極めつ 

くす へし、 道，， 中庸 一と は、 致 知の 額、 蓋し 事の 處置、 ひ 

とかたに をち やすき 事 あるに よりて、 これ を 處 する 

こと、 必中 腐 を えらび て 、亳 驚の 過不及な か らしむ ベ 

し、 

ねサ. ゃテ フル * テ  シリ ァ タラ シキチ 

温. 故而 知. 新、 

溫レ故 と は、 存 心の 類、 溫 はもと 傳 溫の義 なり、 すでに 

煮と、 の ； r たる 食の、 一 たび 冷たる をば、 かさねて あ 

た 、むる こと を 云、 こ 、にて は、 故 まなびて すでに 知 

,b たる こと を、 よ hN^.,.\» 又 これ を 習 はして、 心と 理と 

ひたり あはす る： こ.^ を 云、 知い 新と は、 致. 知の 類、 問學 

に を こたら すして、： n 々 にい f まだ 知ら ざ る 新き こと 

ゆ：，. 庸 第二. 


ェ トク  ： 

を- 會 得する >  J となり、 

アツ ウメ アツ テ テ タカ ウス ヲ 

敦 fe: 以崇. 禮、， 

敦, 厚と は、 存 心の 類、 すでに 能し て 厚く なり たる こ 

と を、 ます/、 これ を敦 くして、 大いに 成就す る 所 あ 

る を 云、 #パ 鱧と は 致 知の 類、 鱧 文の 繁多なる をば、 漸 

7\ カウ シゥ 

々に 講 習して， その いまだつ /- し まざりし こと を は、 

いよく これ をつ 、しむ、 即 これ 禮を あがめて、 崇く 

する の ことなり、 し、 ひを存 する にあら ざれば、 よく 

其 知 を 致す こ， となし、 而 して 心 を存 する 者 は、 又 知 を 

致さ やし て か な は ざ る >  ^ となり、 よ， 9 て此五 句、 み な 

大小 相た すけ、 首尾 相應 する の義 あり、^ 賢人の ため 

に德に 入る のみち を 示す こと、 これより 詳 なる は 

なし、 學者 よろしく 心を盡 すべ き 所な， cs、 

ノ  ニキ. ァ ミニ  チゴラ ナツ テ モト  ソムカ 

是 故 居. 上 不. 驕、 爲. 下 不. 倍、 

此 より 下 は、 上文の 如くに 道 を修し 得て、 大小 かね そ 

な へ たる^の、 ゆく として 宜し か らゃ と 云 ことなき 

事 を 云、 これ 上に 居る と 下と 爲 ると を 以て、 凡そ 居. る 

所の 位 をつ くせり、 倍 かやと は、 上に 從 ひて、 そむか 
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のかた どるべ き 所、 これ 曲賴の 細目た る 者 を 云、 „!=s ハ數 

三千 條 あり、 これ 禮の 一 端 を 以て、 すべて 此 道の 至 小 

に 入 b て少き 其す きまな きこと をい へ， 9、 これ 亦 道 

の大 なる 所な- 9、 

アツ テ  ノチ  ユハ Si 

待，， 其 人， 而後 行、 

其 人と は、 聖人 を さす、 聖人 は 物の 發生 養育 をつ かさ 

どり、 經鱧曲 慮 をな したつる 人なる によ， 0 て、 必此人 

ある こと を恃て 後、 此道 はじめて 行 は る こと を 得 

たり、 

-ー ク モシ  レバ シ トク ナラ  ナラ 

故 曰、 苟 不，， 至- 德； 至-道 不. 凝 焉、 

此故曰 は、 子 思の われ かるが ゆ ゑに 云くな， 9、 古語に 

あらす、 至德と は、 至極の 德 ある 人、 即塞 人の ことな 

り、 至 道と は、 至極の 道、 即 はじめ 二 段に とく 所是な 

.  ノ  ケヅ デャゥ 

、これ 上の 段 を うらが へしい ひて 其 理を决 定す蓋 

シタが 

し 道 は即德 性に 率 ふ 所な. 9、 こ. の 故に、 必至 德の 人に 

して 後に、 此道 まさに 凝る こと あ. 9、 凝る と は、 あつ 

ま hs てあらけ す、 成， 0 て やぶれざる 義な り、 それ 道 は 

德 にあら ざれば 凝らざる によりて、 下の 段に 乃德を 
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す サム 

こと を とく、 

：^" 君-子 尊，， 德- 性， 而 道，， 問， 學； 

此段は 下 四 句の 網 額 にして、 尊，， 德性, は 又 其 本な り、 

德 性と は、 上の 至德を うけて 云、 天命の 性 は 即德の 本 

體 なる を 以て、 相 つらねて 德 性と 云な り、 これ を 尊ぶ 

と は、 つ /'しんで さ /-げ もち、 其す れ けがれん こと 

を 恐る /- の 意な り、 これ 敬 をた もちて 心 を 存じ、 道體 

の大 いなる こと を 極む るの 工夫な. り、 問學と は、 凡そ 

學 ぶに は、 問 ふ を 以て 先と すれば なり、 これに 道る と 

は、 と， 9 したが ひて、 失 はざる 義な り、 これ 學を つと 

めて 知 を 致し、 道體の 細なる こと を盡す 工夫な， 9、 此 

二つの 者、 即德を 修めて， 道 を 凝す の大 端な，.^、 

イタ シテ ク ワウ  ヲ  ッ クシ セィ ビ チ 

致，， 廣 -大， 而 盡，， 精- 微： 

致 _ 一廣 大.； は、 存 心の 類、 それ 人心の 體、 も と廣大 なつ、 

一 つも；！^ 意に を ほ はる、 こと あれば、 即せ まり 汁き 

なる 故に、 必 私意 を のぞきて、 廣大の 量 をき はめ 致す 

べし、 盡，， 精微 一は、 致 知の 類、 蓋し 義理の 眞妄、 f 

たきこと あるに よりて、 これ を わくこと、 必精詳 微細 


これ も 前 詩の 次の 詞な. 9、 湖と は、 ひたすら にして， 1 

まじりな きを 云、 これ 文 王の 純 一 不雜 の德、 あきらか 一 

にして、 を ほ はれざる こと を、 嘆美して いへ るな-. y、  j 

憩 ni 文- h4 之 所 文 也、 . ： 

シ ャクゲ ン  ル  一 

ヒ れも釋 言な， 9、 爲 と は、 文 王た ると ぞ、 句義 上に 一 

05： じ、 


ラ -1 メタ  マ 

純 亦 不 .已、 


詩の 純の 字に、 やまざるの 理、 をの づ から 其 中に あれ 

サラ  ノ  チキナ 

ども、 見えが たきに よりて、 更に 此 一 句 を 補 ふ、 云 意 

は 、天道 至 寳の運 やます、 文 王の 德も、 純一 にして 亦 

やます とな， 5、  .  ■  :i 


右 第二 十六 章、 

此章 は、 天道 をい ベり、 

イナ ル カナ  ノ  チ 

大 哉 聖人 之 道、 


サンタン 

を贊 嘆す、 


これ 上 章 をう けて、 亦 道の 大ぃ なる， 

その 大 いなる の實 は、 下 二 段に とけり、 蓋し 諮 人は此 


ゆ ft 
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道の 管 領 なる 故に、 Mi 人の 道-と 云、 廳人行 ふ 所の 道： 

と 云 義には あらす、 

ャゥ /、- コ トメ ハツ ィ クシ  チ タカキ r イタ レリ  二 

洋-洋 ，乎、 發， 育 ー與- 物： 峻 極， 于 天- 

洋々 乎と は、 道理の いづく まで もみち/^ て、 至ら や 

と 云 所な きこと を かたどる 詞 なり、 發育 は、 發生 養. 

ず 也、 萬 物の 中に、 人 を も かねたり、 これ 天道 を 以て、 

薯道 を. ，0 く、 此事 聖人に あ， 0 て は、 人の 愚 蒙 を ひらき 

みちびき、 物の 發生 をた すけの ベ 、すでに 發 したる を 

ば、 敎育 成 就し、 人物 をして 各 其 所 を 得せ しむる こ 

と を 云、 即 これ 裁成輔 相の 道、 上 章の 高 明 物 を 覆 ひ、 

博 厚 物 を 載せ、 悠久 物 をな すの 功 用な り、 峻 きこと 天 

に ？た ると は、 其 高 大なる こと、 地よ.^ 天に 至る ま 

で、 皆 これなる こと を 云、 此段 すべ て此 道の 至大 をき 

ノ  、 

はめて、 さらに 其 外な きこと をい へ 

|^,筒大 哉、 き-儀 三-百、 ゆ 儀 三-千、 

優々 と は、 ゆたかに みち 足り て、 なほ 餘 ある 意な り、 

儀と は、 醴の儀 制、 これ 經 纏の 大綱た る 者 を 云、 其 

數三K^條ぁ，.=^、威は、禮容のをそる ベ き 所、 儀 は、 禮容 

I 七 七 
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ノセテ クフ ギ？ タテ  f; ーマシ トセ 方 T  メナ 力  カイ チ 

載 ：華-嶽， 而 不. 重、 振，， 河-海， 而 不 

モラ サ  ノ セラん 

.洩 、萬-物 載 焉、 

ツチ  セィ 

1 撮 七と は、 ひとつ まど. 5 の 土な， 9、^ 嶽は五 嶽の西 

タ V クヮ ♦ ン  7 ワウ ガ  モゾ トモ 

嶽大 if 山、 河 は 、 黃河 、 こ れ 地中 の 最大 い な る 者 

を あげて 云、 

レ ヤマハ  ケン ャキ  *  +  ゲハ ノク ワウ ナ Cm 一 

今 夫 山、 一- 卷石 之 多、 及. 其 廣 -大； 

艸-木 生 之、 禽ま 居 之、 寶 藏 興 焉、 

チ 3 ゥ ホウ 

1 卷と は" ひとまち な 、少 の處を 云、 寳藏， と は、 赏寶 

. ォサ  キン ギヨ ク  ハ ン 

して 藏め たく はふる 物、 金 玉 の 類 を 云、 與 ると は、 發 

出す る義 な，.^、 

レツ ハ  シ ャクノ  キー リギ ハノ  二 ハカ ラレ 

今 夫 水、 一 ，勺 之 多、 及. 其 不， 測、 

グン ダ  カウ リヨ ゥ ギヨ べッ 十リ  クヮ サイ ナル 

麄， 鼉 蛟.. 龍 魚， 鼈 生 焉 、貸-財 殖 焉、 

一 勺と は、 ひとす，、 ひな 、不. 測と は、 水の 多くし 

て、 き は ま hv なき - 】 と を 云 、霊 は 、鼇 の 類、 大 にして 海 

テイ 

に 生す、 鼉は、 形 SNf に似て、 大 いなる 者な り、 皎は、 

トカゲ ヅノ 

み づ ち 、龍の 類に し て 角な し、 驚 は、 か は が めな b  、貨 
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財 は、 珠 貝の 類 を 云 、古 は - 』 れ を 交易の たからと する 

故に、 貨財と 云 *殖 ると は、 もえて 多くなる 義な b  、此 

一 一段 は、 山と 水と を、 地の 中より わけ 出して 云、 山水 

は 天地の 間の 至大なる ものにして、 亦 その物 を 生す 

る こと 多き を 以て 也、  、- 

シ >|  ク n レ  /  メ  >- ァ. * ク トメ ト ハヤ >- 

詩 曰、 維 天 之 命、 於 穆 不. 已、 

此ょり 下 は、 詩 を 引き これ を釋 して 聖人の 德、 至誠に 

してやむ ことなき が、 天と 1、 致なる こと を 明せ，. ^  、詩 

は、 周 頌維天 之 命の 篇の詞 、天 之 命と は、 元氣 運行し 

て 、造化 の 主宰と な る 者 を 云 、 於と は、 ほめ なげく 詞 

穆と は、 深く 遠き 義 なり "天 もの いはや 深遠に し て、 

その 運 化しば らく もやむ ことなき は、 其 理至實 な る 

が 故な り、 

蓋 曰. 天ノ之 所" 以 爲 k 也、 

これ 子 思、 詩を釋 する の 詞、 天の 天た る 所の 實 かくの 

如,、 なること をい へ， 0 とぞ、 

ァ. -  ャ アキラ カナ ラ  ノ  ノ  モッ パラナ ト C 

於 乎不. 顯、 文-王 之德之 純 


> フタ ツナ ラ， 


ス^ 


其 爲. 物 不 . 貳、 則 其 生. 物 不. 測、 

其爲， 物と は、 天地の 天地た ると 云義 なり、 不 1^ と は、 

純 一 にして まじ， 5 なき を 云、 不武 なる 故によ く 誠な 

,9、 誠なる 故に 亦 やます して、 物 を 生す る ことの 多き 

こと、？ =1 ハ 然る 故い かにと はかり しられぬな り、 


タカ- IM 


アキラ カナ = 


天-地 之 道、 博 也 厚也、 高 也 明 

トチシ  t サシ 

也、 悠 也久 也、 

これ 至誠の 德を 以て、 天地の 道を詳 にと く、 蓋し 聖 

人 もとよ. 0 天地 德を 合せた るに よりて、 前に は 天 

地の 道 を 以て、^ 人の 德を! し、 こ、 には魏 人の 德を 

以て、 天地の 道 を 語る、 その 差別な きが 如くなる こと 

を 嫌 はす、 地の 道の， 博き は、 その 造化 萬變 にして、 一 

-1^ を以 てき はむ ベ か も ざ る を 云 、その 厚き は、 根本 ふ 

かくして、 發 用き はま ト. V なき を 云、 天の 道 高き は、 其 

シャゥ カウ 

氣钟 降して. さは， 9 と  >  こ ほる ことなき を 云、 その 

力  ノ  t カリ 

明なる は， 其 光 て hN と を ，9 て、 くま もに ごり もな き 

こと を 云、 悠 きと 久 きと は、 天 長く 地久 くし て、 其 道 

萬 古 やむ ことなき を 云、 蓋し 天地の 道、 誠 一 にして 貳 


ならす、 この 故に、 天 は 高く して 又 明か に、 地 は 博く 

して 又 厚く、 天地 悠遠に し て 又 常久各 その 盛なる こ 

と をき はむ、 より て 下 文に 云 所の 物 を 生す るの 用 あ 

る 也、 


V 


ォホ *.ナ„ 


ンデハ 
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第二 十六 草 


今 夫 天、 斯昭 -昭之 多、 及，， 其 無二 

リ  セィ  シン 力、 リ  ォホ ハ ル i 

レ窮 也、 日-月 星辰 繫焉、 萬-物 覆 ： 

焉、 

期と は、 一 處を さして 云、 昭々 は、 少き 明なる 義 な，. >、1 

ゲン ケ ウセ ィキ  ジ  一 

辰 は、 支 栲星紀 等の 十二 次 を 云、 これ 云 意 は、 今 それ 一 

天を云時は、この昭々の多き者な.=^、然れども其全體ー 

セ イシン  ，i 

のき はま なきに 及で は 、曰 月 星辰 も、 これに か  >  れ_ 

セィ />-  ォホ  1 

hv  、而 して 萬 物の 生々、 皆 これに 稷は ると、 され ども 一 

天の 體、 小 をつ みて 以て 大を なす 者に あらす、 只 その 一 

ヅ  ン  イタ i 

道 或なら す、 やまざる によ.^ て、 盛なる こと を 致し 一 

て、 よく、 物 を 生す るの 意 を 明せ るな り、 下の 段々 皆 同一 

じ、 

イマ  レ  ハ  サ ットノ  キナリ ，テハ ノ タワウ n ゥナ〃 -レ； 

今 夫 地、 一 撮土 之 多、 及. 其廣- 厚， = 

七 五  . .1 


1*. 
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道な、 


博-厚 配. 地、 高-明 配. 天、 悠-久 無 


配す と は、 其德を 合する 義な， fts、 それ 至誠の 博 厚 は、 

即 地の 物を载 する の 道 なれば、 其德 地に 配せ り、 その 

高 明 は、 即 天の 物 を 覆 ふ の 道な れば、 其德 天に 配せ 

，り、 博 厚 高 明の 悠久に してやむ ことなき は、 即 天地 覆 

載の 道、 長久に して 彊 なき 所な り、 此 はこれ 聖人 天地 

と體を 同く する こと を 云、 蓋し 高厚悠 は、 もと 至誠の 

功 用な， o といへ ども、 覆 載 成の、 天地の 用た るに 比し 

て 云 時 は、 高厚悠 は、 又 天地と 德を 合する 處 にして、 

其體 也、 

> シメサ 


如；„1^- 者、 而 障、 


此 より 下 三 句 は、 又 至誠の 功 用、 自然に 妙なる こと を 

賛美す、 上の 段 をう けて 云、 かくの 如くなる 者 は、 外 

を かざりて 見せ ざれ ども、 その 德化 自然に 物に 及ぶ 

の迹、 あら はに して 見つ ベ しと、蓋し也の成功は其^^ 


七 ほ 


あるに よりて、 これ を 以て 其 地に 配す る こと をい 


へ 


> ゥ ゴカサ 


や； S  t,TO 

ノ レ TIH3  r— 


フゥ ゾク 


/ ン 


た、 きう ごかす 術 なけれ ども、 自然に 風俗 大いに 變 

化する によりて、 これ を 以て 其德 天に 配す る こと を 

云へ り、 

.1 ウメ  Kirl ,  ナ^ 

無. 爲 而 成、 

シメ，  ... 

爲る ことなしと は、 即 見さす 動 さ 5 'るの 意 成る と 

は、 德 化の 成就す る を 云、 蓋し 至誠の 德、 やむ ことな 

きを 以て、 よく 無 爲の化 を 成す によ. 9 て、 これ を以 

力 ギリ  JJ 

て、 天地 自然の 功用彊 なきに 比して いへ. >、 

ノ  チシ  グン  一一 メ  ククス 

天-地 之 道、 可 J  - 言 而盡， 也、 

此ょ. 0 下、 却て 天地の 道 を 以て、 聖人 至誠に してやむ 

ことなき 功 用 を 明せ 、天地 之 道と は、 即 下の 句に 

其爲. 物と 云 意な り、 其 道 一 言に し てい ひつく さる 

/- こ.iぁh^ふ、董し 誠 と 云 一 言 を さし ていへ るな 


少しも いつは， o にせた る 所な きを 以て、 をの づ から 

やます して、 しばらくの たえまな し、 

ルすハ マ チ ヒサ シ 

ィ .1 M 久 

其德 やまざる 時 は、 則 その 內に存 する 所、 をの づ から 

常にして 久し、 

キ寸ハ . チシ ルシア リ  、 

內 にやます して 久しければ、 則 その外に 及ぶ 所に、 を 

のづ から 見つ ベ きしる しあ， 9、 

シ アル 寸ハ チ ィゥ エンナ リ 

徵 則 悠遠、 

悠遠 は、 はるかにと をき な. 9、 內に存 する 者 久し けれ 

ば、 則 外に 徵 ある 者 も、 亦久 く.，. -て 悠遠な， り、 萬 世 永 

く 頼る. V 云の 類 これな. 0-、 

ナ ル寸ハ チ (ク コ ゥナリ 

悠-遠 則 博-厚、 

其 及ぶ こ と 悠逮な る 時 は、 其つ もる こと 博く あまね 

くして、 深く 厚し、 聲敎 四海に い た. ^  、肌に い b 髓に 

とほるの類これなh^、 

中 奮 第二 十. -ハ阜 


ナ ル寸ハ  チ カウ メイ ナリ 

博-厚 則 高-明， 

J  カウ 

つむ こと 5^ 厚なる 時 は、 又 その ひらけ を こる こと、 高 

ク ワウ ミヤ ゥ  ギ n  セィ カウ クワン コ 

犬に して 光 明な.？、 巍乎 たる 成功、 換乎 たる 文章 こ 

れな. 9、 此三句 は、 皆 その外に 徵 ある ことの 盛なる を 

云、 

ハ  ナリ チノ スル  チ 

博-厚 所. 以 載杨 也、 

此ょ. 0 下 三 句 は. 塞 人の 功 用、 天地の 造化と 同き こと 

を 明す、 云 意 は、 至誠の 傅 厚 は、 即 地の 萬 物 を 生じて、 

載せす と 云 ことなき 所の みちな， o、 

ハ 十リ  ォホソ チ 

高-明 所， 以 覆杨 也、 

これ 天に 同じき こと を 云、 句義 上の 如し、 

ィゥ キゥハ ナリ テス  チ 

悠-久 所，， 以 成， 物 也、 

•  モ卜 

博 厚 高 明の 德、 その 本 内に つむ こと、 ますく 常久に 

して、 外に 敦 ある こ との、 ます^ (-悠 |« ^なること、 と 

こしな へ にや まや、 よ. 9 て 乃 よく 物 をして 各 その lE^ 

を 得せし む、 これ 即 天地の よく 物 を 成した つる 所の 

七三 
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第二 十五 覃 


是 故 君-子 誠之爲 貝、 

上 をう けて 云、 こ の 故に 君子 は 誠 を 以て 貴き こと、 

ティ  シ パラク 

して、 必 これに 體 して、 須臾 も 道に はなれす と、 蓋し 

ん、 ひま ことなら やと 云 ことな き 時 は、 則 以て 自 成る 

こと ある 故に、 その 道の 我に ある 者 も、 亦 ほどこし 行 

はれす と 云- ) となし、 

ハ ズ，. - ステ ノレ チノ  i ェ ナ 《.- チ ス 

誠 者 非， 自 成 而 已， 也、 所，， 以 成 

チ 

レ物， 也、 

=^誠の字は、た>人心の霄理を以て云、物の字は、人 

物 をかぬ、 それ 誠は自 成る 所な とい へど も、 すでに 

自 成れる 時 は、 其德 をの づ から 物に 及びて、 道 も 亦 彼 

に 行 はる、 この 故に、 誠 はみ づ から 己 を 成す のみなら 

すして、 亦よ く 物 を 成す 所な り、 己 を 成す は 、其 性 を 

盡 すなり、 物 を 成す は、 人物の 性 を盡す 也、 

ス" チ ナリ  スハ チ 4- リ  ノ  ナ 3 

成. 已、 仁 也、 成. 物、 知 也、 性 之德 也、 

セタ ルノ グ ワイ ダ イラ  ナリ 

合，， 外內， 之 道 也、 . 

誠 は 天性 本然の 德な り、 わかちて 云 時 は、 せ， 《よく 己 を 


ヒニ   

成す は 仁な り、 內に存 する の體 なり、 其よ く 物 をな す 

は智な hs  、外に 發す るの 用な り、 皆 わが 性の もとよく 

ある 所の 德 にして、 己と 物と 內外を 合せて、 渾 j なる 

の 道理な り、 

一一 トキ ュチク P-  テ 3  ロシ 

故 時 措. 之宜 也、 

措く と は、 ほどこし 行ふ義 な，^、 それよ く 己 を 成す 者 

は、 亦よ く 物 を 成す 故に、 凡そ 行 ふ 所の 事に あら はる 

、者、 その 宜き所 を 得すと 云 ことなし、 これ 即 君子 i4 

して 時に 中す と 云 者な り、 

右 第二 十五 章、 . 

此章 人道 をい へ ^、前の 三 章み な 誠の 功 用 を  ー} ハ 

によ h- て、：^ 章 はま づ 誠の 本體を いひて、 而 して 

後に 又 其 功 用 を 云な. 9、  . 

-I  、， シ ャム r、 

故 至-誠 無レ 息、 

上 章 は 誠の 理を 主としてと く、 此章は 至誠の 人の 身 

にっきて、 其 功 用 をと く、 よ. 9 て 故の 字 を 以て、 これ 

をう けたり、 それ 至誠の 德は、 き はめて 11^ 實に し て、 


先 知. 之、 

此 禍福 は、 上 をう くと い へ ども、 其 さす 所 ひろし、 善 

不善 は、 即 禍福 を 以て 云、 一 說に、 其き ざしの よし あ 

しと 云 も 亦 通す、 凡そ 禍福の 至らん とする 時に、 其よ 

きを も 必まづ これ を 知る、 これ を 知る 時 は、 いよ/^ 

善 を 修し てまねき 致す の 道 あ り， 其 あしき を も必ま 

づ これ を 知る、 これ を 知る 時 は、 則 を それつ 、しみ、 

稜 ひの ぞくの 方 あり、 

二  ハ シ ノ 

至 —ぎ ，5 レ AT 

至誠の 人、 事の きざし を、 必まづ 知る こと、 鬼神の 未 

來を 知る が 如し、 一 說に、 只 神明の 如しと 云、 此義ま 

される 歟、 

右 第二 十四 章、 

此章天道をぃへ，..^、 

ハミ  ル  メハ ミチ ビク 

誠 者自成 也、 而 道自道 也、 

此誠 は、 實理を 以て 云、 物の みづ から 物と 成り立つ こ 

中 庸 第二 十五 隼 


と、 此實理 ある を 以てな り、 これ 人物 を かねとく とい 

へど も、 其 意、 人心に 具 はる 實理を 生と して V へり、 

ノ  リウ カウ 

而 して 道 は 此理の 流行す る 者な れば、 則 亦 人の 自を 

こな はすして かな はざる 所な- 9、 道く と は、 即行 ふ義 

なり、 二つの 自の 字、 其 意 相う けて つらぬ けり、 蓋し 

ホン リ 3 ゥ  タイ ョ ゥ 

誠 は 心 を 主として 云、 道の 本領 にして、 體用 をかぬ、 

道 は 只 その 發用處 にっきて 云な り、 一 說に 此の 二 句 

を、 共に た い 人に つぎて 云、 尤 直截に して 見やす し、 

ハ  ノ  シゥシ  レハァ ラシ 

誠 者 物 之 終- 始、 不 無. 物、 

これ 上文の； i 者 自^ 也と 云義 をのべ とく、 もし 上の 

自成を 人ば か， 5 にて 云 時 は、 此段 その 然る ゆ ゑ を 推 

し本づ きて、 人 をい まし め さ とす 詞 なり 、物の 終始と 

は、 前章 二 物に 體 して 遺す ベ からすと 云 意の 如し、 凡 

そ 天下の 物、 その 始ヒ なし、 終 をな す は、 みな 實理の 

する 所な り、 必此理 を 得て、 然して 後 に此物 あ， 9、 此 

理の する 所 なら ざれば、 初よ-.^ して 此物 ある ことな 

し、 この 故に、 人の 心 1 つも 實な ら ざる こと ある 時 

は、 則す る 所の 事 ありと い へど も、 亦 ある ことなき が 

如くな， 9  . 
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七 〇 


變は、 か はるな- 5、 物す でに 感動す る 時 は、 其 惡變じ 

て 善と なるな り、 

ス ルすハ チ クワス 

變則 化、 

化と は、 變じ てこと < ^くな -9 か はるな hx  、こ /'を 以 

て、 化 をつ くる 者、 その 何に よ hs て かく なれる と 云 こ 

と を 知らす、 此三句 は、 物に 及ぶ の德 化、 ft- 第に 深き 

こと をい へり、 

？  ノ  く.^ スク ス iruN 

唯 天-下 至-誠 爲， 能 化； 

た V 天下 至誠の 人の み、 物の 化する こと をよ く すれ 

ば、 曲 を 致す の 功つ も. 9 て 後 は、 亦 聖人の 妙 用 と、 こ 

とならぬな hs、 

右 第二 十三 章、 

此章 人道 をい へり、 

ノ  チ  シチゼ ンチス 

至誠 之 道、 可お 前-知； 

道と は、 妙 用 を 以て 云、 至誠の 人、 よく 入物の 性を盡 

ノ  サキ  キ  クハ 

す 時 は、 其 妙 用、 又よ く 事より 前に、 その 幾 を 見て、 # 


福 等の 來 らんと する こと を 知らる なり、 蓋し 其 、ひ 

+  3  メイ 

き はめて 虛 明なる が 故な り、 

n ク 力  一一 ォ n ラント ス  リ チ -1 シャゥ 

國 -家將 kr 必 有，， 賴 祥；. 

i オハ 

此 より 下、 前 知の 實 をのべ とく、 鎖祥と は、 一 1 のき ざ 

* ャゥ バウ 

し を 云、 國 家の 興. U は、 大事なる によりて、 其 を こ hN 

て か へんと する 時 は、 必 一^前 表 あ hN、 

二  #0- ビ； ス ， ェゥ グク 

國-家 將 t、 必 有，， 妖 ま； 


ル寸ハ 


妖孽と は、 禍の きざし を 云、 句義 上に 同じ、 


ァラハ 


見，， 乎 蓍龜； 動，， 乎 四體； 

蓍は、 めどぐ さ、 遼 のうら な ひに 用 ふ、 龜は、 か めの 

甲 、卜の うらな ひに 用 ふ、 四體 は、 手足 也、 人の 威儀 動 

作 を 云、 蓍龜 にあ ら はる、 所 吉凶 あ り， 四體 にう ご 

く 所得 失 あり、 此 二つ は、 必 しも 國 家の 與 C のみなら 

す、 其 他の 禍福 も、 これによ りて、 其 幾 あら はる /- こ 

と あ， 9- 


ク 7 フク ノ 


V モ 


ズ ► -ヅ 


禍-福 將. 至、 善 必 先 知. 之、 不-善 必 

ル寸ハ 


す、 こ 、を 以て、 又 天地人 を稱 して 三才と 云、 各 その 

才を 以て、 共に 相 成す が 故な b  、首章の 中和 を 致し 

て、 天地 位し、 萬 物 育 はると 云 も、 亦此 事な h^、 

右 第二 十二 章、 

此章 天道 をい へ り、 此ょ， 0 下 も、 天道 を 云 章 は、 

みな 自然に して、 段々 の 次第な し、 人道 を 云 章 

は、 みな 工夫の 節 次 あ. 9、 

ノ ツギ ハ  ス キヨ クテ 

, 次 曲 

其 次と は、 上 章 をう けて、 至誠の つぎ 、大賢より 以下、 

凡そ 誠の いまだ 至らざる 者 を 通じてい へ るな り、 曲 

と は、 一 漏 の義、 其德 性の 善 端、 眞實 # -妄 なる 所、 ひ-こ 

かたに is 見す る を 云、 これ を 致す と は、 此發兒 の 端 ご 

とに、 即. これ を 推し ひろめて、 これ を 明に し、 これに 

したが ひ、 各 その 至極 處に、 き はめ 至る を 云、 其 工夫 

は、 亦 善 を擇で 固く 執る にす ぎす、 

"此 ム HE  * ゃヒ -111^ 

曲 を 致して、 誠， 之の 功つ もる 時 は、 則乂ょ く 誠 ある 

中 庸  第二 十三 章 


に 至る、 

アル 寸ハ IJ^  ハ， 

3 ウー ホウ 

うちに 誠の つむ 時 は、 そのうる はしき 色、 容貌に あら 

はる、 

ハル， すハ チ イチ ジルシ 

形 則 著、 

ぞの 形る 者、：：：：々 に-^ ら たに、 月々 に 盛に して、.. V* 

すく， あら はなる を 著しと 云、 

ジル キ寸ハ チ カナリ 

著 則 明、 

シ ル  力  ノセ イク ワウ 

著き によ，.^ て 明なる は、 其婧 光て. 9 か 、やきて、 物に 

ノ  ヲ ノレ  ， 3 ゥ 

加 は. 9 及ぶ 也、 此三句 は、 己に ある 德容、 次第 に 盛な 

る こと を 云、 

カナ ルハ チウ ゴク，  ■ 

明 貝 歡 

キ  カン ッゥ 

誠の 光輝、 物に 及ぶ 時 は、 則よ く感 通し て、 物 これが 

ために 動き いづ、  、 

クすハ チ へ ンズ 

蒙 H 變 
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中 


第二 十二 攀 


半に は 中 をと く、 後 一 半に は 誠 をと く、 中 は 以て 

道の 體 にかた どり、 誠 は 以て 道の 實を させ h -、 

i 天-下 ノ 至-; 


シ ゴ - 


これ 聖人の 德、 誠實の 至極に して、 天下に 又 其 上に 加 

ふ ベ きこと なき を 云、 畢竟 天下 至誠の 四 字 は、 聖人の 

ソン ガウ 

尊 號な. 9、 

ス ク プク Kr テ  チ 

爲，， 能 盡. 其 性：  . 

此ょ.^下、至誠の能する所をば、 推しき はめ 云、 其次 

第ぁるにぁらす其性を||^^*^とは、 德實 な， つす と 云 こ 

となき によ. 0 て 、少も 人欲 の 私 な く、 天性の 我に 具 は 

れる 者、 これ をつ まびら かにし、 これに したが ひて、 

事物に. まじ はる、 大小 精粗の 理、 みな 毫 i の盡 さすと 

云 ことなき を 云、 

歡 #ー 其ノ 性，； 則 >i 良， 九 之 化； 能ク 盡，， 

人 之 性， 則 能 盡，， 物 之 性； 

人物の 性 も、 亦 わが 性と 一 理 にして、 只 そのうく る 所 

の形氣 同じから ざるが 故に、 彼此の 異なる ばか..^ 也、 


六 八  . 

この 故に、 よく わが 性 を 盡す者 は、 亦よ く 人物の 性 を 

つくして、 其理を 知る こ ，こ， 明なら すと 云 所な く、 其 

性に したが ひて、 これ を處 置す る こと、 當ら すと 云 所 

なし、 

クス すハノ  チ  4-  シ  テ タスク  ノ 

能 盡，， 物 之 性： 則 可，， ，以 賛， 天-地 之 

クハ イク チ 血す ハ テ タスク  ノ  クヮ  チ  チ  シ 

化-育； 可お 贊，， 天-地 之 化-育； 則 可. 

以與， 天-地 「齊 矣、 

化育 は、 造化と 同じ 義 な..'、 物の 終始 を 云、 又 化生 長 

育の 義 にも 取るな り， それよ/、 物の 性 を^す に 至る 

時 は、 則よ く 天地の 化育 をた すけて、 天地と ならび 立 

て、 三つと なるな り、 蓋し 天地人 物 を 生す るに、 各 そ 

の 性 を 賦與 すと い へ ども、 それ をして 各 その 性を盡 

さしむ る こと あた はや、 この 故に..、 聖人 天命 をう け、 

天に 代 h '極 をた て /-、 よく 人物の 性 をつ くす、 即 これ 

化育の 及ばざる 所 をた すくる 也、 然ら ざれば、 天地の 

功 用、 とげざる 所 あ b  、人の 功 かくの 如くなる によ hN 

て、 其體甚 すこしき な h- とい へど も、 天地と 並立て 三 

つと なり、 鼎の 足の 如くに して、 其 1 つ を かくべ から 


らんと、 云 意 を 示せるな り 、論語に 矢 子 子 張 政 を 

問に 答 へ 玉へ る 語 を 以て、 歷代 帝王の 治 道に つ 

ぎ、 子に 夫子の 春秋 を 修め 玉 へる を以. て、 堯舜 

禹 周の 統 をつ ぐと いへ る も 皆 同じ 意な り、 又此 

章 道の 大小 を かね. i-- 、これ 皆 費の 兼る 所に し 

て、 隱 の理即 その 內 にあ.. >、 これ を 以て、 第 十二 

. 章の 費 隱の意 を、 とき 終へ た， 9、 而 して 章 內に 誠. 

. をと くこと、 はじめて 詳 なり、 誠 は 實に此 篇の揠 

紐な，， ^、よ. 0 て此 よ， C 以後、 其 意 をます/^ -詳に 

とけるな り、 

ヨリ テ マコト アル 二 — カナ ル -フ テ  ト 

自. 誠 明 謂，， 之 性；  . 

ノ  ノ 

其 德 まこと ならざる 所な きに よりて、 其智も て らさ 

> る 所な き は、 誠即 その 體、 明即 その 用、 こ れを 聖人- 

の 德、  天性の ま、  にて、 自然に かく の 如くなる 者と 

云、 これ 天道な り、 

チ t カナ ル 二 アル フ  チチ シへト 

自. 明 誠 爾之 敎； 

ま づ 善 を 明に する によ. 9 て 、其 善を實 にして、 以て 身 

を 誠にす るに 至る に は、 これ を 賢人の 學、 敎 によりて 

中庸 第二 十ー箄 ^ 


得る 者と 云、 これ 人道 也、  .」 

アル 寸ハ チ カナリ _  -  ^ 

明矣、 

塞人德 すで に 誠なる 時 は、 もとよ ，9 智も亦 明なら す 一 

と 云 ことなし、  一 

t ナル すい チア リ  . ♦ 

賢人 明 善の 功 も、 ついに は 亦 聖人の 誠に 至るべきな 一 

、蓋し 上 章す でに 誠 明の 二字 をと き 出せ， rtN  、こ に； 

は 只 それにつ きて、 性の ま /- なると、 敎 によると を わ 一 

けつけ て、 人必敎 によりて 學 AJ つとめ、 其 本性に か へ. 一 

るべき こと を 示せるな り、  _ 

ゥケテ  1 

右 第二 十 一. 章、 子-思 承，， 上-章. 一 

夫-子 天-道 人 ま 之 意， 而 ュゃ言 一 

. 也、 自. 此 以卞 十 一 一 章、 皆 子- 歜 一 

n ト  テ ハン フク クチ シァ カス  ノ  ノ  ヲ」 

之 言、 以 反-覆 推^ 此章之 意^ 

反覆と はく りかへ す義 なり、 〇 凡そ 此書 さき 一」 

六 七  J 


中 0 


第二 十 章 


レ チノ-一 ス ヲ 

已千. 之 

レ  t ャク パイ 

人よ. 9 も 我 その ェ矢を 百倍に してつと む、 即 これ 上 

文の 能し 得 ざれば 措かざる の 意な り 、其 功 成 る こと 

ゴ  3 ゥ  ノ  -ンナ  メ 

を 期す る は、 これ 勇の こと、 其 等 は 困ん で 知. y、 勉て 

行 ふの 工夫な り、 


へ _u グナ „ 


へ _« シュナ „ 


果 能，， 此 道， 矣、 雖 レ愚 必 明、 雖 .柔 

ス キヤウ ナリ  - 

必 强、  ノ 

果してと は、 志 を 決定して する 義な， o、 此 道と は、 百 

倍の 功 をう けて 云、 果然と してよ く此 道. でし を ほす 

れば 、愚昧な りと いへ ども、 必 明敏な り、 柔弱な りと 

カウ キヤウ  ラ 

い へど も、 必剛强 な，.^、 明かなる は、 善を擇 ぶの しる 

し、 强きは 、固く 執る のしる しなり、 蓋し 天氣 質を以 

て、 人 を かぎる とい へ ども、 人 は 萬 物の 靈な る 故に、 

氣質 を變 化する こと は、 人力の 必， こする 所な り、： tl^lg 

た  >  百倍の 功 を 用る のみに あり、 以上の 五段、 夫子 哀 

公の ために 喫緊して つげさと し 玉 ふ 所な b、 され ど 

も博學 と 云より 以下の 文、 家 語 こ れな きを 以て、 

或は これ 子 思の 補 へる 所なる 欺と もい へ. 9、o 呂氏 


六 六 ^ 


を も へ らぐ、 それ 君子の 學を する こと、 何のた めぞと 

なれば、 ロハ その 氣 質を變 化せん がた めなる のみ、 蓋し 

ひとし， 、善に して、 惡な. i は、 人性の 同き 所な， 9、 

昏明强 ことなる こと ある は、 皆氣 質の しからし む 

る 所な り、 誠 V 之に する こと は、 其 同き にか へ b て、 其 

異なる を變す るの 道な hN  、人 もし 不 美の 氣質を 以て、 

變 じて 美なら んと 求る-こと、 其 功一 ど 百倍す るに あら 

ざれば、 これ を 致す にたら す、 今 あからさま にて、 く 

はしからざる 學業を 以て、 ある 時 はなし、 ある 時 はや 

み、 かくの 如くに して、 其不 美の 質を變 せんこと を 求 

む、 變 する こと あた はざる に 及で は、 則 天質の 不 美な.， 

リ 3 ク 

る は、 學 力の よく 變 する 所に あらす と 云、 これ 自 その 

德 性を棄 て、 愚 不肖の 境 に、 をち いる こと を果 す、 其 

不仁なる こと 甚し、 

右 第二 十 章、 

此章 夫子 政 を 論す る こと、 尤詳 な.^ とす、 子 思 こ 

れを 引て、 大舜 文武 周 公の 事に つぐ、 これ その 傳 

ふる 所の 道 一 致に して、 夫子 もし 政 を せん 時 は、 

あげて をき 玉 はん ふ、 亦 かくの 如くなる のみな 5 


れ學- ^所 は 博く して、 事物の 道理 を、 かね そ な ふべ 

し、 よ hs て 其 中よ， o、 問 ひきく ベ き 所 あ. o、 問 ふこと 

は、 又 これ を審 にして、 師友の 情 をき、 つくすべし、 

すでに 問 ひ 得た る こ と は、 又 これ をみ づ から 思 ひみ 

るべ し、 愼 むと は、 をろ W かなら す、 あな とらざる を 

- ジュク  ノゼ ヒ ジ ヤシ ャゥ T イダ  フン 

云、 すでに 思 ひの 熟する 時 は、 其 是非 邪 正の 間 を、 分 

明に 辨 へて、 毫末の 疑 なから しむべし、 學問 思辨し 

て 知.^ 得た る 時 は、 則 これ を 行 ひ 出す ベ し、 篤く と 

は、 志 を專 一 にして、 つとめ て やまざる こ と を 云な 

力 、學問 思辨は 、善 を 揮ぶ のこと にして 、智 に屬 す、 

等 は、 學んで 知る の 工夫な b  、篤く 行 は、 固く 執る の 

ことにして、 仁に 屬す、 其 等 は、 利と し て 行 ふの 工夫 

なり、 程 子の 云く、 五つの 者、 其 一 つ を廢る も、 學 にあ 

ら やと、 蓋し 高 明なる 若 は、 五つの 等 を こえ やすし、 

卑下なる 者 は、 五つの 目 を かく こと あり、 皆 これ 學を 

する 道に あらす、 

リサ ル r  ヒ  ンギ  レパョ クセズ チカ 

有. 弗 ¥、 學. 之 弗. 能 弗. 措 也、 

n ゥ 

君子の 學を する こ と、 必 その 功 を 成さ まく 欲す、 こ の 

故に、 學び すと 云 こ と はあり、 すで に學 ぶと 云から 

中 庸 第二 十 隼 


は、 よく 其理に 通じ、 其す ベ を 知る 所なければ、 しば 

らく もす て をかぬ な h -、 下の 句義み な これに 傲 ふ ベ 

し、 

有. 弗 iT 問. 之 弗. 知 弗. 措 也、 

知と は、 よく 問 ふ 所の 理を さとる 也、 

リル r ハ ォモ ウテ チレ バエ  力 

有. 弗. 思、 思. 之 弗. 得 弗 JK 也、 

得る と は、 思 ひ 得て わが 物と なる を 云、 

リ .5「 へ へテ チ レバ カナ ラ  力  ，ル r 一 

有. 弗. 辨、 辨. 之 弗. 明 弗 JS 也、 有. 弗 一 

ナハ ナヅテ テ レバ カラ  力 

A 仃、 行. 之、 弗. 篤 弗 JS 也、 

學 ぶこと 搏 くして、 なを 能くせ ざる 者お. 5、 問 ふこと 一 

審 にして、 なを知らざる者ぁh^、 思 ふこと 愼 みて、 な i 

ノウ チ トク  一 

を 得ざる 者 あ..^、 この 故に 能 知得の 三 字に かへ てと 一 

く、 辨 ふること すでに 明かに、 行 ふこと すでに 篤 けれ 

サラ カウ  ノ-  一 

ば、 更に 向上の ことなし、 よりて 其 字 を か へぬな り 

ヅ -I  メ クス レバ チ チ ノレ モ*  ニス ヲ  ト チェ メ スレパ チ 

人 一 能 . 之 、己 百. 之、 人 十 能. 之丄 

山ハ五 
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ざ ある 義に とらん ためな. ^ 、これ いまだ. 眞實 無妄な 

る こと あた はす して、 眞 實無妄 ならん と 求る 者の こ 

と、 人の 道な りと は 、人た らん 者の、 かくの 如くせ で、 

かな はざる 道理な h^* 


ァタ 《j 


シ m  9^ 


トメ 


誠 者、 不. 勉而 中、 弗. 思 而 得、 從 容 

而チ 道-聖人 也、 

これ かさねて 誠なる 者の こと をと く 、従容と は、 ゆる 

やかなる 貌な. 9、 云 意 は、 誠なる と は 其 行 ふ 所、 つと 

めすして、 をの づ から 道理に あたり、 其 知る 1^、 思 は 

ャ して をの づ から 道理 を 得、 從容 閑暇に して、 自然に 

道にぁたる、かくの如くなる讓人のことなh^とぞ、從 

容は、 即勉 めす 思 はざる 意、 道に あたる は、 即理に 中 

b  、现を 得るな b  、此 はこれ 天道な， 9、 


. 、ェ 


：ノギ 


誠 . 之 者、 擇 Jn 而 固 執. 之 者 也、 

これ かさねて 誠 ^ 之 者の こ と をと /、、 それい まだ 聖 

人に 至らざる 者 は、 人欲の 私 ある こと を 免れ やし 

て、； pj; 德 いまだ 異實 無妄 なるこ と を 得す、 この 故に、 


 六 a 

いまだ 思 はやして 得る こ と あた は ざれば、 なを 人欲 

を とめて、 天理と する こ ri あ b- 、よりて 必善を えらぶ. 

ことく はし V  、して 後に、 以てよ く 善 を 明に すべし、 い 

ま： U 勉 めすして 中る こと あ たは ざれば、 なを 人欲に 

マモ 

ラば ゝる ゝこと あり、 よ.. c- て必 これ を 守 る こ lo 固く 

して 後に、 以てよ く 身 を 誠にす ベ きなり、 此 はこれ 人 

道な b  、蓋し 思 はやして 得る は、 生 知な.. 9、 勉 めすし 

て 中る は、 安行な り、 善 を擇ぶ は、 學知困 知の こと、 固 

く 執る は、 利行勉 行の ことなり、 夫子 哀公 を みら びき 

玉 ふ は、 善を擇 て 固く 執る 人道 に 重し、 天 道 人 は 、 

„M) 至極の 法則 ケヒ不 し 玉 ふなり、  -; 


マ ビラ 力-一 


馎 學. 之、 審 問. 之、 慎 思. 之、 明 f 

ュ アブ ク  フチ  0, 

. 之 、篤 行. 之、 

此段 は、 誠 V 之 者の 工夫 を 用る の en な. 9、 凡そ 學 ぶと 

は、 これ を 人に 效ひ、 これ を 己に 考 へて、 其理を 明め 

て、 其 事 を 能 せんと 求る のこ となり、 之の 字 は、 ほ； 

その， ぶ 所の 事.^ さす、 もし 上文 をう けて 云 時 は、 即 

その 揮ぶ 所の 善な， 5、 下 皆 これに 倣 ひて 見るべし、 そ 


順 ふと は、 心なび き あ ひて、 そむかざる 義也、 朋友 も 

外の 人なる によりて、 其 人家に 居 て 、親族と 和 順な る 

を 見 ざれば、 其 善の 實、 信じが. たければ なり、 

ノ 

1、 


. 力へ- 


順，， 乎 親， 有. 道、 反，， 諸 身， 不. 誠、 不. 順，， 

乎 親， 矣、 

親族 は、 あけくれ 同居す る 者なる によ， 9 て、 少しも 外 

をと りつ くろふ 所 あれば、 つ ね < ^和 順なる こと を 

得が たし、 只み づ から わが 身に か へりみ て、 凡そ 心の 

存 する 所、 發 する 所、 みな 眞實に して、 あからさまな 

る 所な き實 ある^の み、 よくこれ を 得べ きなり、 

-1 スルニ チ  リ  レバ —カナ ラ  二  ァラ 

誠 . 身 有. 道、 不. 明，， 乎 善； 不. 誠，， 乎 

身， 矣、  . 

其 身 を 誠に せんと 思 は  >、 ま づ德 性の 善なる 所 をつ 

まびら かにし、 實に 事理の 至善な る 所 を 知る、 にあら 

ざれば あた はす、 然れ ども、 明 善 はこれ 誠 身の 端 を ひ 

らく 道なる を 以て、 こ 、 に 其 前に定 るの 意に とる ば 

がりな り、 明 善 を 以て 誠 身の 實を 得る 所な りと する 


中 


秦 
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に は あらや、 以上の 五段、 民 を 治る のこ とより、 をし 

き はめて、 身 を 誠にし， 善に 明なる に 至る、 これ 夫子 

哀公に 吿 げらる 大意な り、 され ども 君に 對 しての 

玉 ふに よりて、 下位に 居る 者 を 以て、 ときを こし 玉へ 

り、 又 身を修 るの 大耍、 その 心の 主と す る 所、 誠 を 立 

サキ  , 

るに あり、 その 事の 先と する 所、 親に 事る. に あり 內 

ノシル シ 

外の わかちな り、 され どこ 、に は 其^ のつ いで を 3- 

て 云に よりて、 まづ 身に 誠 ありて 、後 親 に 順 ふべ ，4 と 

い へ るな り、 

i ハ者、 天ノ之 也、 

これ、 と 文身 を 誠にす と 云 をい へ り、 誠と は、 眞實に 

ミ〃 リ  -ー メゲ マ ゥ 

して 妄な る - ^ となき 義 なり、 天 理 の 眞實 幻妄 なき を 

云 あり、 心理の 眞實 にして、 欺妄 なき を 云 あ り、 こ 、 

に は 實心を 以て、 實理を かねてと けり、 云 意 は、 それ 

人の 德、 眞 實無妄 なる 者 は、 即 天然の ま、 なる 道理に 

して 、人爲 を 借り. て なれる に は あらす となり、 

霧 ，>i 者、 凡 之 道 也、 

誠 レ之者 ，と、 之の 字 をつ けたる は、 上の 誠の 字 を、 わ 


ァラ カジノ 
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前定 ると は、 即 豫 する 義な -.? '、云 意 は、 口に 云 こと、 

まづ 誠た ちて 前定 する 時 は、 則つ まづ かすし てつい 

であ b 、誠た、 ざる 時 は、 則と >こ ほりて ゆ かすと、 

下の 句義 みなこれ に 同じ、 

一一 マ， i オハ 4-  クル シ， 


事 前 .定 則 不. 困、 


此 事の 字 は、 一 事に つきて 云、 困む と は 、ふさが. 9 て、 

と をらぬ な- 9、  - 

カウ  二 マル オハ — チ  ャ了ン カラ 

行 前 定則 不. 疚、 

行と は、 身に 行 ふ 所 を 云、 疚と は、 心に かへ- 9 みて、 義 

カケ  . 

に賠 たる 所 ある を 云、 

-ー マ，レ す ハチ  キハ マラ 

道 前 定則 不. 窮、 

道と は、 上 三つの 者 行な はる、 所 をす ベ て 云、 窮らす 

チク 

と は、 あまねく 應 じて、 つくる ことなき を 云 蓋し 道 

ゲ ン 

き はまら ざるに 至る 時 は、 言々 みなと を b  、事々 みな 

なをく、 行々 みな 明に して、 可なら やと 云 所な し、 

アツ ナカ  ィ-ー レ ハエ  I  ラナ 

在： 下-位， 不. 獲， 乎 上； 民 不. 可，， 得 而 - 


治- 矣、 


此 より 以下、 又 下位に ある 者の 上よ り 、段々 本 を 推し 

き はめて、 前に 定る實 なければ、 其 事 一 つもなら ざる 

の 意 をと け， 9、 これ 云 意 は、 下位に 居る 者、 信任 を 君 

にえ ざれぶ、 民 を 治る - J と 甲 3 ふま ゝ にす-る >  J と を 得 

すと、 蓋し 君に 信任せ-つれざる 者 は、 人臣た る 名ば か 

,9 にて、 其實 た、 す、 よ.^ て 其 職 行 はれが た き f、 

下の 句義 みなこれ に 同じ、 

P 乎 4 有，. 道、 _4JIS£ 乎 朋 え； 不. P 

乎 上， 矣、 • 

セ， 1 カク 

道と は、 由る 所な り、 下 同じ、 人臣の 性行、 その 朋友の 

信 字す る、 實 あるに 由ら ざれば、 君の 信任 をえ す、 蓋 

し 人君の 臣下に をけ る、 朋友の 信 孚を見 ざれば、 其 人 

の 善 知りが たければ なり、 

セ ラル、 二  --  9 チ  レハ シ タカ ハ  -I 

雷， 乎 朋- 友， 有. 道、 不 fe,, 乎 親； 不 

.信¥ 朋， 友， 矣、 


あら はし 用 ひ、 不能なる あれ ども、 せめと がめ す、 あ 

はれみ てこれ を敎 るな h -、 

クギ タエ * ルョ チア ケ ス タレ タル  チ  メ ミ ダレ タル チ *- モチ アヤ フキテ 

繼，， 絕世； 舉，， 廢 圃： 治. 亂 持， 危、 


アツ ウメ ワウ- 


朝- 聘 以. 時、 厚. 往而 薄. 來、 所，， 以 

懷，， 諸侯， 也、 

絕 たる 世 をつ ぐと は、 世つ ぎの たえた る國 あれば、 其 

親族 を以 て 、位 を つがし むるな り、 廢れ たる 國を あぐ 

と は、 世つ ぎの 人 はもれ とも、 國を とろ へす たれた る 

あれば、 これ をと， 9 あげて、 土地 を はじめの 如くに 封 

や、 亂れ たる を 治む と は、 政 法み だれた る國 あれば、 

あらため をき て、 上下 を 安堵せ し む、 危き を 持つ と 

は、 或は 變亂 いでき た 、或は 夷狄に せまられ て、 國 

ほろびん 1 する あれば、 隣國に 命じて、 すく ひた もた 

しむるな り、 靱聘時 を 以てすと は、 諸侯 來.. ^て 天、 子に 

まみ ゆる を 朝と 云、 太夫 を 使^と し て 來れる を聘と 

云、 みな 定れる 年數ぁ -5 て、 . ^ならす してめ す こと 

なきぞ、往とは、天子ょ，*^のた まものと、 もてなしの 

f おと を 云、 來と は、 諸侯の、 みつぎ 物 を 云、 


凡 爲，， 天 卞國- 家， 有，， 九- 經； 所, 以行， 

ヲ  クナリ 

. 之 者 一也、 

天下 國家を をさむる 九經 も、 これ を 行 ふ 所の 者 は、 亦 

た  >  一 つな. 9、 一  つと は、 即亦誠 を さす、 もし これ を 

行 ふに、 誠意な き 身 は、 九つの 者み な虛 文な .9、 然れ 

ぼ此 はこれ 九 經の實 物な. y  、蓋し 三 德を行 ふの 誠 は、 

其 德を實 にせん がた め、 九 經を行 ふの 誠 は、 其 事を實 

にせん がた め 也、 

ハン ジ ァラ カジ メス ル寸ハ チ タツ ルすハ メセ -I チ ス タル 

凡-事 豫 則 立、 不 則廢、 

サダ 

豫 すと は、 事に さきだちて、 もとよ hs 定 ま. れる 義な 

b  、これ 上文 達 道 達 德九經 等 を 行 ふ 所の 者、 只 一 つ あ 

る に より て 、其 事み な 行 は る と 云 意 をう け て 云く、 

凡の 事、 あらかじめ 誠意に 根ざす 時 は、 則よ く ふ h- た 

つ、 もし 誠意に 根ざさ  >れ ば 則た 、すして すたる、 何 

事 も 必まづ 誠 をた つ べしと なり、 此ニ句 を か しらと 

して、 四 3 はみ な 其 意 をの ベ とく、 


n ト サ. Ir 一  マル 寸：： 1. チ  ツマ ヅ. 1 

言 前 定則 不. 跆_ 
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1 1} ,  mllllllllllll  , i .  ijrt 

トウ シ / ク -r 止 ■Is す モウ シ ノ  p.,-? シ ウス  ノ カウ ュ、  ユリ  テ 

尊： 其 位； 算其 祿； 同，， 其 好- 惡， 所， 以 

X ^ シム r ヲ チ 

ぎ 親 レ親 也 

君 その 親族 を 親愛す る - ) と、 厚き によ， 5 て 、親族 も 亦 

君 を 親愛す る こと 深し、 これ 互 に 親々 の 道を勸 るの 

こと 也、 

クヌ. ノサ カン-一 メジ ンス ッ カフ-一 ナ 9  *-  ▲ ル . チ ！  » 

官 盛 任. 使、 所，， ， 以勸 _大 -臣， 也、 

大臣に は、 政 を ゆたぬ るに よ- 9 て、 細事 をみ づ からと 

らしめ す、 其 下官を 多く 盛に して、 つか はしめ を 任 や 

るに たらしむ、 これ 大臣 を ゆたかに して、 其 をき て を 

、ひに まかせ、 すゝ ましむ るの ことな 

-ー メクス チ ナりチ  ル チ 

忠-信 箅祿、 所， 以 勸壬 也 

ジ！. 'シン  カイ  チ  ジャ ウイ  - 

忠信 は、 實、 ひな h- 、下位に 居る 者 は、 情意 へ だ 、りて， 

上に 通 やる ことかた し、 この 故に、 君 身 を 以て これに 

體 して、 その上に のぞむ 所 をみ そな はし、 實心を 以て 

タイ  ウタ カチゾ  ホウ ロク 

これ を 待して、 疑 ひ畏る ヒ」 となから しめ、 俸祿 を を 

もくして、 內に 不足の うれ へな からしむ、 よ. 5 て士の 

ホウ n ゥ 

奉公す、 むな り、 


六 〇 

トキ 二 ッ っヒテ ウス ウス レン. 一 ナリ  テ  ル ハク セィヲ 

時 使 薄 k  、所 -，， 以勸， 百姓， 也、 

時に 使 ふと は、 民 をつ かふ こと あれば、 必 農事の ひま 

ある 時 を 以てす、 敛は、 をさむるな り、 免除 を は から 

ひ て 租稅を 薄く を さむるな， 5  、 

il ゴトニ ミソ ナハシ ツキ- 、一一 n  、口 ミナ キ a- ン 力 ナフ トニ ナ テ 

日 省 月 試、 旣-禀 稱. 事、 所お 

ル  チ 

勸，， 百 土， 也、 

キ  #  ツキべ プ キフ マイ 

旣は 、まと 同じ、 餘 と は、 月別の 給 米な- 9、 百ェ のつ 

かさ 、日 ごとに 其つ とめ を こた- をみ そな はし、 

* ゥキフ 

月 ごとに、 其よ しあし を こ 、ろみて、 棒 給 を あて を こ 

な ふこと、 其 事の よき ほどに 稱也、 

ヲ クリュ クチム 力へ ル チ3 ミンク チ  ァ ハレム フ /ウテ ナリ テ 

送. 往 迎. 來、 嘉 Ju 而 矜. 不 能： 所. 以 

ヤス シズル  テ 

柔，， 遠 人， 也、 

t ンカ クシ ャゥ リヨ  テク  フ 

賓客 商 旅の かへ りて ゆく を 送る に は、 わり 符を あた 

セキ  ム カフ 

へ て、 關 のと  > こ ほ. 9 なから しむ、 國に來 るを迎 るに 

クワン シャ n  メ タキ-、 トウ 

は、 館 舍に米 薪 等 を ゆたかに そな へ をき、 四方よ.^ 

ユウ クワン  力 シャゥ 

遊官 に來 れる士 は、 その 善なる を嘉赏 し て これ を 


をき て 正ぐ して、 まよ ひうた が はぬな り、  . 

ス ル寸ハ  -ー チ ノ  ハウス ル r 一： ォ モシ 

. 體，， 群- 臣； 則 士之報 .禮 重、 

士は、 即 ^ 臣也、 諸士 君の 恩 鱧に むく ふること を もく 

して、 手足の 心腹 を まもるが 如くな- 9、  . 

トス ル寸ハ  チ  チ ハク セィ ヅ トム 

チ， 庶民 M 百-姓 勸 

耕作 をつ とめ、 公役に を こたらぬ なり、 

キ タス 寸ハ  チ  サイ ヨウ タル 

來， 百- K 則 財-用 足、 

財 用と は、 餞貨絲 器械、. 凡そ 百ェ のいだ して、 用 を 

なす 物 をす ベ て 云、 足る と は、 上下の 用たり て、 事 か 

けぬな，.^、 

ヤス ンズ ル寸ハ  チチ  キス  ュ 

柔， 遠 人； 則 四-方 歸. 之 

四方の 人、 よりどころ として、 これに を もむ くな り、 

ナックル 寸ハ  チ  テ ソル  ヲ 

懷，， 諸-侯： 則 天-下 S 

君恩の ほどこす 所 ひろき によりて、 威勢の か .s- や . 

所と をき な り、 
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齋-明 盛-服、 非. 禮 不. 動、 所， 以ま身 

也、 

此ょ 4^ 以下 は、 九 經を行 ふの 事な 、すで に 其 目 を あ 

ぐれば、 事 は をの づ から 其內 にあり、 然るに 家 語 を 

考 れば、 哀公 又 九 Si をお ふこと、 い か いはす ると 問 

へる によりて、 夫子 其 事 を あげて、 つぶさに 答へ 玉 へ 

,.^、齋明盛服の義上に見ぇた..=^、これは人君平常の恭 

敬、 齋戒を 致し、 祭观 にっか ふまつ. るが 如くなる こと 

を 云、 身 を修 るの こと、 これより 切なる はなし、 

ノゾキ ザンチ .サ ガリィ 口  二 ィ ヤシン メ タカ ラテ  トプ チ ナリ テ 

去. 讒 遠. 色 _ 賤. 貨而 貴 JT 所，， 以 

ス、 ムル チ 

卿髯 也、 . 

讒と は、 讒言す る 小人 を 云、 色 は、 色欲、 貨は、 財 利な 

,9、 德と は、 小人に あらす して、 君子、 欲に あらす して 

理、 利に あらす して 義、 すべ てみ な德 なり、 彼 を さけ 

すてい やしん すれば、 必此を 貴び を もんす、 君 かくの 

如く なれば、 賢者 則 其 志 を 得て、 其德を あら はす、 こ 

れ 賢者 を勸る 所な hN、 

五 九 
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くす るな り 、大臣 を 敬す と は、 宰相た る 人 をう やま ひ 

て、 なれ かろし めざる を 云、 羣臣 とに、 百官 を 云、 これ 

に體 すと は、 其 身と 一 體にな て、 情意の へだ/' らざ 

る やうに する ぞ、 庶民 は、 農 を まとして 云、 こ れを子 

とすと は、 父母の 子 を 愛する が 如くに して、 これ を そ 

こな はんこと を、 そる 、ぞ、 百ェと は、 諸道の 工匠 を 

さす、 これ を來 すと は、 處 をよ くし て、 みな 來 あつ 

まる やうに する ぞ、 遠 人 を柔ん やと は、 四方の 賓客 商 

旅の 人に、 心 を かけて、 たよりよ き やうに する ぞ、 諸 

侯 を懷と は、 諸國の 君に、 恩德を 厚く し て、 なつきし 

たが はしむ るな b 、すべ てこれ 王者 仁愛の 德、 ひろく 

を ほひ、 つぶさに かな ひて、 天下 一 體の氣 象な b、〇 

それ 天下 國 家の 本 は、 た  >  君の 一 身に あ. 9、 この 故 

に、 以上の 段々 みな 君の 身を修 るた めの 敎な り、 此九 

經も、 亦 ま づ身を 修るを 最初の こと、 して、 それよ. CN 

次第に、 推し ひろめと けるな， 9、 され ど 人君 必師 にち 

かづき、 友 を. ih> て 後 身を修 るの 道す/' む、 この 故 

に、 資を尊 ふこれ に 次ぐ、 德化を ほどこす こ と、 家人 

よ h- さきなる はなし、 この 故に、 親 をした しむ これに 

次ぐ、 家內 によ h- て、 朝廷に 及ぶ、 この 故に、 大臣 を 敬 i 


■  -    -a   .- ：：圍 一-一に ■-!■-  ！-,  严-!  -； -  -r.. .  I  

し、 羣お に體 する これに 次ぐ、 朝廷に よりて， 國 中に 

及ぶ、 この 故に、 庶民 を 子と し、. 百 ェを來 す これに 次 

ぐ、 國中 によ て、 天下に 及ぶ、 この 故に、 達人 を柔 

じ、 諸侯 を懷 くこれ に 次ぐ、 是九經 のつ いでな リ、 . 

修. 身 則 道 立、 

此ょ， 0 九經を 行 ひての、 效を あげてと け. り、 道 立つ と 

は、 道は即^！；ー道なり、 道の 法式 君の 身に 立て、 民の 視 

なら ひとなる ぞ、 

フすハ チ I チ  マ ドハ 

尊 Jn! 則 不. 惑、 

賢者の 敎化 によ h- て、 義理 を 見る こと 明なる 故に、 人 

に まど はし、 あざむかれ ざるな. 5、 

ジム 寸ハ ヲ  チジョフ  n ン チ *r  . ゥラ i 

親 .親 則 諸-父 昆-弟 不. 怨、 

諸父昆 弟と は、 伯叔 rt^ 弟の 親族 をす ベ て 云、 怨みす 

子 ガヒ 

と は、 各 その 願 をと ぐる ぞ、 

スル 寸ハ， チチ  マョひ 

敬，， 大 -臣， 則 不. 肢、 

大臣に 政務 を 任す る 故に、 外の さまたげな く、 物 ごと， 


者 は 其 知る 所 を、 みづ から 是な b とす、 よりて 學 このぶ 

んで、 知 を 明に する こと は、 此愚を ひら くに 足れ. 9，； 

自其身 を 私に する 者 は、 人欲に ながれて、 返る こと； 

ヮス  ット  ノ」 

忘る 、よりて 力め 行 ひて、 しりぞかざる こと は、 此私 1 

を克 ちの ぞくに たれり、 儒/、 つたなき 者に、 人の 下に. 一 

テア マ 

居る こと を 甘ん す、 より て耻を 知.. 9 て ふ. 9 たつこ，., J. 一 

は、 此儒を を こすに たれ. 9、 こ の 故に 三の 者 を 以て、 一 

智仁 勇に 近づけり とす、  一 

ルす パコノ  ノチチ  ル  ヲ  ムルチ  ：i 

知，， 斯 三者： 則 知 以 修身、 .ー 

期 三者と は、 上の 三 近 を さして 云、 こ れを 知る と は， 一 

其よ く德を 成す ベ きを 知て、 これ を つとむる こと，^ 一 

云、 こ れを 知る によ h- てよ く德 にす/' み、 德を 以て よ 一 

く 道 を 行 ふ 故に、 則 其 身を修 るすべ， ゲ 知るな り、 一 

ルす バヲテ  ルチ  チ  ルチ  テム ルヲ  J 

知. 所お 修 A 、則 知. 所，， 以治 X、 一 

達 道 達德は 人々 同き 所な る 故に、 身を修 るすべ を 知 一 

る 時 は、 則 亦 人 を 治る すべ を 知る、 

なす ハチ  テル  チチル  チ  ナル  * 

知. 所， 以 治乂、 則 知. 所，， 以 治， 天卞 一 


國家， 矣、 . 

人と は、 我に 對 して 云詞、 天下 國 家と は、 人を盡 して 

云詞 なり、 其理 一 つに して、 多少 遠近の ことなる のみ 

なれば、 次第 を 以て、 推し ひろめら るべ きぞ、 これ 即 

大學の 身 を 修め、 家を齊 へ、 國を 治め、 天下 を： f にす 

るの 道 也、 これまで 人君 まづ其 身を修 むべ きの 意 を、 

段々 にと きつく し、 此三段 を 以て、 上文 を 結びと め 

て、 又 これ を 以て、 下 文の 天下 國家を 治る、 九經 の？^ 

を と きを こせ hN、 


オサム ル- 


凡 爲，， 天卞 國- 家， 有，， 九 經； 曰 修. 身 

也、 尊 k 也 親， 親 也 、敬， 大 -臣， 也、 體 

グン  二  トス ショ ミンチ  キ タス ハク n ウテ  ヤス ンノ 

羣 -臣， 也、 チ， 庶- 民， 也、 來，， 百 土， 也、 柔 

チ，  ナック  ヲ 

攀人， 也、 慎 _ 諸-侯， 也、 
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經は、 つねな. 5、 天下 國家を をさむる の 常 法 その： IE 九 

つ あ b 、身 を修 むと は、 人君 その 身 を を さ めら る 、な 

.9、 資を 尊ぶ と は、 師傅 たる 人 をた つと びて、 其敎を 

うけら る /- な， 9、 親 をした しむと は、 宗族の 恩. ^灰 を 深 


w  二十 攀. 


SA《 


勉強 は、 みな つとむる 也、 それ 道 を 行 ふに も、 亦 三等 

あや， 上等 はし ゐ つとめす し て、 安んじて これ を 行 

ふ、 中等 は 小人の 利に わしる が 如く、 むさぼ.^ てこれ 

を 行 ふ、 下等 はた へがた き 所 を、 しゐ つとめて これ を 

行 ふ、 され ど、 利と する も勉る も、 修行の 功 成る に 及 

ぶ 時 は、 亦 安んじて 行 ふと、 三つながら 一 つなり、 此 

二 段 哀公 資質く らくよ はき 故に、 夫子 これ を 以て、 ひ 

きす、 め 玉 ふなり、 もし これ を 三德に 比して 云 時 は、 

三 知の よく 知る 所の 者は智 な. 9、 三 行の よく 行 ふ 所 

の 者 は 仁な- 5、 これ を 知り これ を 行 ひて、 よ く 其 功 AJ 

なず 所の 者 は 勇な り、 其 知行 を 合せ、 三等に わかちて 

云 時 は、 生 知の 人は必 安行す、 これ 智の 類な b 、，知 

の 人 は必利 行す、 これ 仁の 類な. o、 困 知の 人 は 必勉行 

す、 これ 勇の 類な， 9、〇 それ 人の 性 もと. 善な りと い へ 

ども 、その 氣質 ひとし からざる 故に、 道 を 知る こと は 

カタ  ヤス 

やき あう、 を そき あ ，道 を 行 ふこと、 難き あ h. 、易き 

ぁリ、 され どよ く勉 め. て やまざる 時 は、 其 至る所 I 致 

な. 9、 至る所の 一 致なる は、 亦此 道の 至極 處、 同く 中 

庸なるが故な，.^、然るに愚不肖の人は、生知安行を及 

ばざる 所と して、 これ を は 5 'かる、 賢 智の人 は、 困 紐 


ェキ 


勉行 を、 益な きこと して これ をせ す、 是 道の 明なら 

す、 行 はれざる の 故な り、 

ノ ク n ノムハ  チ チカ ヅケリ   I 一  プ トメ フハ ケ リ 

子 曰、 好. 學 近，， 乎 知； カ行 近 ¥ 

ュ ル：' ハヂテ ッケリ  一一 

仁； 知. 耻 近 ¥ 勇： 

子 曰の 二字 は 衍文な り、 此段 は、 未； U 達德を 成す に 及 

ば やして 、之 を 成 さん こと を 求 る 者の 事な h- 、それ 學 

モ ン 

問 をす き 好む こと は、 まだ 智と 成ら ざれ ども、 亦す で 

に智に 近づけ-り、 篤實 にして 力め 行 ふこと は、 い. まだ 

仁と は 成ら ざれ ども、 亦す でに 仁に 近づけ h- 、人に し 

かざる 耻を 知て、 ふ， リ はげむ こと は、 いまだ 勇と は 成 

ら ざれ ども、 亦す で に 勇 に 近づ け- 9、 蓋し 哀公 はな は 

n ン ジャク 

だ昏 弱に して、 三 知 三 行の 說を 聞く といへ ども、 なほ 

退 縮して は > か れる意 あろ 故に、 夫子 又此三 近を吿 

て、 みづ から 其 質 をい かにと か へ..^みす、只す、んで 

力めら る ベ きこと を、 示さる、 な. 9、 又 上 一 一段に 合せ 

て、 三德に 比す 時 は、 三 和 は智、 三 行 は 仁な. 9、 學知、 

困 知、 利 行、 勉 行よ. r 功 を 成して、 生 和 安行と 一 つに な 

る は、 勇の 至りに して、 此三近 は、 なを 其 成功 を 求る 

クギ  グ 

者の ことなれば、 勇の 次な .ケ、 〇 呂氏を もへ らく、 Br ケ 


力，、 夫婦の 酽偶、 君お の統鹰 も、 亦 天然に 出づ、 只 朋友 

のみ 、同志 同門の 交.^ によりて、 其 道 立つ が 故なる ベ 

し、 孟子に 谷 その 道の 名 を あら はして 云く、 父子 親 あ.， 

.9<、 君 義 あり、 夫婦 別 あ.^、 長幼 序 あり、 朋友 信 あ 

みと、 其 父子 を は じめ とする は、 敎 よりして いへば 

な， 9、 こ 、に 君臣 を は 1^ めと する は、 政よ してい へ 

ば 也、 凡そ 古今の 政敎 とする 所、 學行 とす る 所、 此五 

つの 外に 出る ことなし、 

知 仁氣三 者、 天卞 之 達- 德 也、 所, 

ノ フテハ ツナ リ  ( . 

以行 乏者 一也、 

智仁 勇の 三德 は、 即五達 道 を 行 ふ 所の 三つの 目な り、 

これ を 達 德と云 ふこと も、 亦 天下 古今の 人、 通して 同 

く 生れ 得て、 身に 具へ たる 者 なれ. ばな hN  、智は 此道を 

知る の德、 仁は此 道に 體す るの 德勇は 此道を 强 るの 

德、 中に も 仁 は、 こ れ道を 行 ふの まとす る听 にして、 

ノメ  ノリ  キヤウ 

智は此 初 を. ひらき、 勇 は 其 終 をき はむ、 もと 三 頃の 事 

にあら す、 又 此三德 は 人の 同く 得る 所な りと い へ ど 

も、 人欲 これ を さまた ぐれば、 五つの 道 を 行 ふこと あ 

たはす、 この 故に、 三 德を賴 みて 道 を 行 ふ 所の 者 一 つ. 一 


あ 、これ 誠 を さして 云な， 9、 誠と は、 只 その 行 ふの 

チヤ クジク  セン 

着實 にして、 あからさまなら す、 專. 一 にして まじりへ 

だつ る 所な きこと を 云、 三德の 外、 別に 一 つの 誠 ある 

にあら す、 


- レ ナガ ラニメ 


或生而 知. 之、 或 學而 知. 之 或 

クル シン. 1 ァ  ル - ih ン.； ァハ Z ルニ  チ ナリ 

困 而 知. 之、 及，， 其 知， 之 一 也、 . 


中 皇 
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之の 字 は、 みな 達 道 を さして 云 、下 同じ、 生れながら 

にして 知る と は、 氣質 上等の 人、 其理を 知る こ と、 天 

生の ま、 にて、. <  力の 工夫 を 借らぬな， o、 學で 知る と 

は、 氣質 中等の 人、 學問 によりて、 これ を 知るな. y  、困 

んで 知る と は、 困 はふ さがりて 通せざる 義 なり、 氣質 

下等の 人、 窮理の 功 をつ みて 後、 その ふさがれる 所、 

はじめて ひらく る 也、 され ど 學知も 困 知 も、 其 功に..^ 

て、 知る こと を 得る に 及ぶ 時 は、 則 生 和の 知る 所と 三 

つながら 1 つなり、 

ハンメ  t テハ トメ  t チハ ペン 

或 安 而 行. 之、 或 利 而 行. 之 或 勉- 

キヤ ウメ  フ ウテ ハ ノス 一一 チ 十リ 

強 而 行. 之、 及. 其 成， 功 一 . 也、 

五 五 
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ぬるな， 9、 

ハ、 ラン r チ -I  ラ テ ンバ アル- ラ チ 

思 親不. 可，， 以 不，. 知乂、 

親 をした しむの 仁 は、 賢 をた つと ぶの 義 によ， 9 て 明 

なち、 この 故に、 親に 事 へん こと を 思 は  > 、かねて 又 

人の 賢 否 を わき 知りて、 師友 を えらびとらす して、 か 

な は ざ. る ことなり、 

ハダ ラン r_K  _h  -  ラ チ ハ yit ラ チ 

思. 知. 人、 不. 可， -以チ 知. 天、 

；此 人の 字 は 、親. と 賢と を かねて 云、 天と は、 天理 を さ 

. す 、蓋し 親 をした しみ、 賢 をた つと ぶの 等 殺 は、 み な 

天理の ある 所な ，9、 この 故に、 人 を 知て これ を處： &せ 

ん. と 思 は  > 、かねて 又 天理 を 明ら. めしら やして、 かな 

はざる ことな， 9、 以上の 四 段、 其 詞は亦 次第に 本 を 推 

し 出 だす やう なれ ど、 本意 は 只 人君 そ の 身 を 修んと 

ならば、 必 仁に 體し、 義を行 ひて、 道理に したが ふ ベ 

きこと を、 明に する にす ぎ や、 

天-下 ノ 之 逢-道 五 所 「以ノ 行. 之 者 三、 

達道とは、達は通な..>、天下古今の人、共に由.-！^ した 


.  玉 H 

が ひて、 通行す る 所の 道路な り、 蓋し 身を修 るに 道 を 

以 てす、 其 緊耍は 親に 事る にあり とい へ ども、 つぶさ 

に 云 時 は、 其 cn 五つ ぁ^^、五っの目下に見ぇたり、道 

を修 るに は、 仁 を 以てす、 道 は 我人 共に 由る 所と い へ 

ども、 德 に本づ か ざ れば行 は れゃ、 而し て 道 を 行 ふ の 

德、 仁. V 以て 大要と すれ ども、 つぶさに 云 時 は、 其 目 

亦 三つ あり、 三つの 目下に 見えた， 9、〇 首章に 和 を以 

て 天下の 達 道と 云 は、 人 情 の 通行す る 所よ.. y して い 

へ り、 此 五つの 達 道 は、 人事の 通行す る 所な り、 情 は 

常に事の內にぁ，.^、情の正きは、即其事は和する所な 

曰 君- 臣 也、 父-子 也、 夫- 婦 也、 昆 弟 

也、 朋 友ノ 之 交 也、 五 者ハ 天-下 ノ 之 逢 

道 也、 

これ 即五達 道の 目、 堯舜の 時、 契 司 徒と な.^ て、 つか 

さどる 所の 五 敎五典 これな り、 其 目 はじめて こ /- に 

あら はる、 即 みな 達 道の 在る 處な り， 見 は 兄な り、 朋 

友に 交の 一字 そ ひに る こと、 父子 兄弟 は、 骨肉の 親な 


に對 して 云 時 は、 仁 は 陽に 屬す、 義は 陰に 屬す、 義は、 一 

宜 と 云 意な，. y  、事の 理 を處^ し て、 各 その 宜き所 ある，.； 

を 云、 卽心 以て 事 を 裁 制する 所な hv  、賢 は、 師友の 賢！ 

者 を さす、 人よ く 賢 を たっとびて、 これにつ きまな ぶー 

時 は、 內 にして 親戚、 外にして 君臣、 凡そ 應事接 物の 一 

宜き 所、 みな 次第に 明な 、よ. 5 てこれ を 以て 其 大な M 

る こ tj とす，  二 

親. 親 之 殺 、尊. 艮之 等、 齓 之 1^. 生 ： 一 

也、  」 

殺 は、 そぐな. 、上より 下 へ 、段々 に そぎく だす 、分際 1 

ある こと を 云、 等 は、 しな、 り、 即段々 の 次第 を 云、 生 一 

るとは、發見する義な..^、 蓋し 鱧 法の 條目、 多し とい 一 

へど も、 もと 親 をした しみ、 賢 をた つと ふの 間、 その 一 

淺深 大小の、 ことなる にした が ひて、 これ を ほどよく 1 

し、 これ を あやなす 所より 發 見して、 推し 行 はる、 こ A 

となる によ. 9 て、 此 二つ み 降 殺 等級 を 3- て、 鱧の な 

所と 云な b  、此三 段、 仁に よ て義を 推し 出し、 仁義 j 

によ.^ て、 又禮を 推し 出す とい へど も、 其 本意 は、 只 一 

身 を修 るの 大耍、 仁義 禮法 にある こと を、 つまびら か 一 


に 示さん とな h>、 

在： 下- 艮 h4 ぼ，， 乎 4 民 不. 而 

治， 矣、 

ノ  チョウ シュッ 

^ 一  段 は、 上文の 重 出 なり、 こ にて は 用な し、 


.^  .r ハ アル 


中 囊ー 


第二 十 章 


故 君-子 不 JE.,, 以 不， 修. 身、 •) 

是ょ b 下 四 段 は、 上文の 意 をう け來 り、 哀公の 身の上 一 

へと b かけて、 す、 めら る 、詞 な..？'、 君子 は、 位 を以ー 

て 云、 蓋し 政 をす る こと、 人 を 得る にあり、 人 を 取る. 一 

に は 身 を 以てす、 この 故に、 人君 はま づ其身 を 修めす. 一 

して、 かな はざる こと 也、  N 

ハ、 メン r ヲ チ  ラ テ ンパ アル ッ 力へ  -I  .丄 

思 .修 . 身 、不. 可，， 以 不 親、 ：ー 

身を修 るに は 道を以 し、 道.^ 修 るに は 仁 を 以てして、. 一 

仁 は 親 をした しむよ. 0 大 いなる はなし、 この 故に、 人 一 

君 その 身 を 修めん と 思 は  >  、よく 其 親に つか へす し W 

て、 かな はざる ことなり、 此 親の 字 は、 父母 を さして 1 

云、 親々 の 中に 就て、 至 切なる 者 を あ げて、 其餘を か.？ 


五-一 


中 


育 
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故 爲. 政 在. 人、 

これ 人道 は 政に としと 云 ふ をう けて 云、 され ど此 句 

を 孔子 5^ 語に は、 爲. 政 在， 得. 人と 作れり、 然れ ば、 人 

と は、 賢臣を さして 云、 かくの 如く なれば、 下の句に 

とh^っ いきて、 其意尤 そな はれ. 5、 

*  -1 チ  ス  チ 

取. 人以. 身、 . 

身と は、 君の 身 を さす、 賢 臣 を えらびと るに は、 - 又！？！； I 

身の 賢德 を以 て 、法と するな り、 

オサム-. i-l ハ ヲ ス チ 

修 . 身 以^、 

身 を を さめ て、 德を なすに は、 又よ く 道 を 行 ふに あ 

.5、、 道 は、 即下 文に 出た る、 天下の 達 道 五倫の 常 經を 

さしてい へ h -、 

i  - 一  ハチ スチ  • 

修 .道 以. 仁、 

仁と は、 人 天地の 物 を 生やる 心 を、 うけむ まれて 、各.' 

其 心に そな へたる、 本然の 德 な-.^、 五倫の 常道 は、 み 

な 仁德 のっ^ぬ く 所なる 故に、 道 を をさむる に は、 又 


五 二 

仁 を 以てす、 人君よ く 其 仁 を 成す 時 は、 道 を こな は 

れ、 身お さま て、 人 を 取る に、 其 法た つ、 こ、 に をい 

て、 其 君 あ b  、其臣 あ. 0 て、 政 あげ 行 はれす と 云 こと 

なし、 一 說に此 仁 も、 三 達德の 主と する 所 を 以て 云、 

智は 仁の 始を ひらき、 勇 は 仁の 終 を なすこ となる に 

よりて、 仁 1 つ を 以て、 これ を かねた と、 

ハ  ナリ  シタ シムヲ テス  イナ リ *■ ,  ン 

仁者 人 也、 親， 親爲 J<、 

人：. J は.、 人の 身 を さして 云、 蓋し 人 天地 生物の 心 を、 

う W むまれ たる 故に、 即其 身に 此 生 々の理 を そな へ 

て、 をの づ から 生 を 好み、 死を惡 み、 人 を 愛し、 物 を 利 

する、 慈愛 惻^ の 意 あり、 即 これ 仁な り、 よりて 人の 

宇 を 以て、 其義 を： 釋す、 仁 道 至.. >  て廣 けれども、 各 其 

親族 をした しむ を 以て、 大 いなる ことと す、 蓋し 人よ 

く 其 親 をした しむ 時 は、 慈愛の 心、 五儉 にあ まねく、 

萬 物に 及ぶ 故な り、 

義 者、 宜 也、 尊 JW 爲. 大、 

義は、 仁の 對な， 9、 仁 は 元 氣の理 なる によりて、 一 つ. 

を あげて 云 時 は、 義鶫智 信 を も かねた， 5、 され ど、 義 


哀公 は、 魯の君 名 は蔣、 これ 夫子 晚年魯 にか へり 玉 ふ 

時に、 人君 政 を 行 ふ 道 をと へ るな， 9、 

ノ  K4 ハグ  ノ  コト シィテ  リ ハウ サクュ 

子 曰、 文武 之 政、 布 在， 方-策；， 

方 は、 木の いた、 策 は、 竹の ふた、 皆い にしへ 事 をし る 

す 物な，. >、事 すくなければ、 方に しるす、 事 多 けれ _^、 

策 を あみて こ れ にしる す、 蓋 乂王武 王の 政、 その 條 

モク  «  » 

目、 方策に しき. つらねて 今に. あ b とぞ. こ ゝ に 

わき 文武の 政 を 以て 答へ 玉 ふ は、 凡そ 三代の 政、 周に 

至 て 大いにな そ は，. y、 こと に魯の 祖宗の 家法 なれ 

よ な h. -、 

ノ  ス ルすハ チノ  ァグノ バウ スル トキ 0 チ 

其 人、 存. 則 其 政舉、 其 人 亡. 則 

其 政 息、 

息と は、 火の き ゆるが 如くに、 ほろ ぶる こと を 云、 こ 

れ云意 は、 政の 法 は、 方策に しきて、 明な，. y とい へど 

も、 其 行 はる 、と、 行 はれざる と は、 これ を つかさど 

る 君臣の. <  に. か  る、 この 故に 其 人 ある 時 は、 則 其 政 

あげ を こな はる、 1*5 し 其 人なくなる 時 は、 則 其 政 もた 
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ちまち に、 きえ ほろ ぶと ぞ、 蓋し 哀公のと ふ 意 は、 法 

を 以て 人 をた  > す にあり、 よ. 5 て 夫子 はじめ を は. o、 

只 人君 まづ 自修め て、 己 を 正く する こ と を 主として 

答へ たま ふ、  , 

ハ トシ  二  ハ シ ウフ^-一 

人-道 敏 k 、地-道 敏. 樹、 

道と は、 事物の 用の 行 はる、 所 を 以て 云、 上 をう けて 

云く、 其 人 ある 時に、 人の 作用に よりて、 政のと く を 

こな はれ やすき こと、 なを 地の 功 用 を 以て、 草木 をう 

ハツ シャゥ 

ふるに、 發 生の すみやかな るが 如しと な， 9、」 

夫 政 也 者蒲盧 也、 

蒲 は、 がま、 盧は、 あし、 皆 水草に して、 中に も 生 じ や 

すき 者な り、 これ AJ 以て、 人道の 尤政 にと きたと へと 

す、 蓋し 文武の 政 もと 天理 をき はめ、 人 情 をつ く I -、 

人 をして ほどこし やすく、 成し やす からしめ 玉 ふに 

よりて、 其 人 だに あれば、 あげ 行 はる 、こと、 尤 すみ 

ゃかなるべ.^^なり、 一 說に、 此ニ句 は、 只 これ 上の 馼 

レ樹と 云 意 を、 うへ もの 1 つ を あげて、 これ をた とふ、 

ヂゥ  -. 

二重の 意な しと、 

五 I 
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人 はじめて を はる 時 を 死と 云、 すでに 葬れる 時に .C 

と 云、 .13 は、 なきな， 9、 葬. りて 形の なくなる を 云、 存 

は、 います ぞ、 に對 する の詞. なり、 此ニ句 は ク祭鰻 

によ h- て、 喪禮に 及ぶ、 敢て 先王 を 死せ ，0 とせす、. C 

しとせ ざるの 孝 意な り、 


孝 之 至 也、 


，ジ ユー 


こ. れ上七 句 をす ベ て. 云、 みな 繼述の 孝の 至極な りと • 

蓋し 孝の 己 につく せる を 以て 至れり と 云、 人々 通 や 

る を 以て 達すと 云、 其實は 二つに あらす、 

カウ シャン  ハ  ナリ ツル チイ- 1 

郊社之 禮、 所；， 以 事， 上-帝 

是ょ 下 は.、 又 凡そ 內 外の 祭 鱧に 及びて、 繼 述の孝 

意を、ます/\-ひろくとけるな，^>、，郊とは、 圃 門の 外 

を 云、 上帝 は、 天帝な り、 冬至の 日、 南郊に 1» をつ き • - 

天子 自 天帝 を 祭らる 鱧な り、 社埴は 宮中に あり、 春 

秋 兩度后 土 を 祭らる、 后 土 は、 地砷 なり、 こ /- に 后 土 

をい はざる こと、 文 を はぶけ るな う、 

宗-廟 之 禮ハ、 所；， H^p 乎 其ノぉ 也、 ノ 


先と は、 覦考 な- 9、 


明，， 乎 郊-社 之禮、 祿 嘗 之義； 治 

チ ノ キカ ミルカ  タナゴ 、 B ヲ 

.國 其 如. 示，， 諸 掌， 乎、 

稀と は、 天子 五 年に、 一 度、 太祖の 廟 にて、 其より て 出 

る 所の 帝 を 祭. 9、 太祖 を 以て 合せ 祭らる 、大禮 なり、 

阁の先は帝嚳ょり出るにょh^て、帝嚳を祿祭して、后 

稷を 以て これに 配す、 甞と は、 宗廟の 秋の 祭の 名- 一 

時 を あげて、 四時 をかぬ るな， 9、 鱧に 必義 あり、 こ , 

にわけ たる こと、 文 を 互にす るぞ、 掌 をみ ると は、 見 

やすき こと をい. へ，.^、 これ 宗廟の 秋甞 によりて、； t 祭 

に及び、；稀祭にょ-5て、又郊社に及ぶ、：^四祭の義、深 

遠なる によ hN て、 もと 宗廟 天地の 祭禱 な. 0 とい へと 

も、 よく 此義に す る 人 は、 天下 國家を 治む る こと 

も、 亦 其理に 達する こと、 い と やすきな， cv、 

右 第 十九 章、 

章 旨 は、 上の 章に 見えたり、 

フ マツリ ゴトテ 

哀-公 問 k、  . . 


也、  一 

リ 3  -ンゥ 二  モ タメ-! ス^ ハ ミノ  ナウ 子ョ ホス ィ ヤシ キニ  - ) 

旅- 酬 下 爲 . 上 、所， 以 逑， 賤也、 一 

酬と よ、 ：！^ よ、 もろ- v,^ な. o、 酬と は、 人に 酉す  >  む 一 

る 時に、 まづ自 のみて 後、 又く みて 獻 やる を 云、 これ 一 

クウ  ミキ 

神に 供 やる こと を は. ^ て 後、 御酒の ながれ を、 諸人 相 A 

す め て、 神の 惠を あまねく ひきわたす 禮 なり、 下と 一 

は、 即賤者 を さす、 此賤は 年 わか き 者 を 云、 上の 貴賤 一 

の賤と 同じから す、 上と は、 長者 を 云、 盖し 旅酬の 時、 一 

シュ  t ン カク  シ ティ  . 

まづ 主人の 方と、 賓客の 方より、 わかき 子弟 一 人づ > 一 

サ カヅキ  一 

いでて、 爵 をと b あげ、 各 その 長者に 酬す、 長者 その 一 

タガヒ  スェ  .ー 

爵を 以て、 賓主兩 互に 相酬 して、 末々 ま で に 至る、 一 

こ  に をいて 、下輩の 賤者、 上 輩の 長者の ため に、 事： 一 

を 執り行 ふ 所 あり、 凡そ 宗廟の 中に は、 事 を 執て、 自ー 

敬意 をの ふる を 以て、 榮 へ-.^ とす、 より て 此遭を 以-ー 

3 クニ 

て、 事に ぁづ かる こと を， 賤 者までに 及ぼす、 これ：^ 

を 幼と する の義 な， 9、  ノー 

ヱン バウ ハ  ナリ ツルヨ ハ t チ  に 

燕-毛、 所, 以 序- 齒也、 ノ 1 

燕 毛と は、 燕 はさ かも，. >  な ，9、 毛 は 毛髮の 色 を 云、 旅 1 
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酬の 後、 賓客み な たちさりて、 主人の 黨 ばか り、 廟の 

うしろの 寢 にあつ まり、 昭穆の 間に、 爵位 ど わか や、 

n ク ビヤ ク  ラウ ヨウ ザ シ  .： ン 

ロハ 毛 髮の黑 白 を 以て、 老幼の 座 次と して 飮 燕す、 より 

て齒を 序る の 故と 云、 これ 老を老 とする の義 なり、 以 

上の 五段、 武王周 公の 鱧 を 制する 所、 情 文 を つぶさに 

して、 あまねく つくせる こと を 見つべし • 

ンギ  チ t  ノ チ ゾゥシ ノガ クチ 

踐，， 其 位， 行，， 其禮： 奏， 其樂； 

是 より 下 は、 上文に 春秋 修，， 其 祖廟, と 云 よ り 下の 段 

々 の 意 を、 ひき むすびと く、 其と は、 みな 先王 を さす、 

下 同じ、 位 は、 先王の 祭に、 神明に むか ひた まふ 位な 

り、 蓋し 今日の 鱧樂 は、 みな 先王の ために 其 意 をう け 

て、 制せられ たる 故に、 其 ふむ 所の 位 を、 即 先王の 位 

とす、 其 禮其樂 も 亦 此義に 同じ、 

ケィシ  ノ テ タツ トフ アイス  テシ タシム 

敬： 其 所， 尊 愛，， 其 所， 親、 

先王の 尊べ る 所 は、 其祖考 なり、 先王の 親め る 所に、 

其 子孫お 民な り、 此ニ句 は、 祭 鱧に 就きて、 ひろ く 平 

時に 先王の 意に 體 する こと を も、 かね. てと く-， 

ッ カフ マ ツル r シ -: ク ゾ ルカ セィニ ヅル ！！パ ゥニ  シ ヅ ルカ ソン 二 

事 . 死 如. 事 . 生 、事 t 如 i* . 存、 

BI 丸 
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き 其ノ示 ま； • 

宗器 とに、 宗 はたつ とぶ 義 なり、 先 組より つた はれる 

重 |« の 物 を 云、 祭 時に これ を つらね をく は、 子孫 世 を 

つぎて、 よくこれ を 守る 事 を 示す、 

► ゥケ  ノ シャゥ ィ チ 

設，， 其 裳-衣，  • 

衣裳 も 祖考の 遺物な hs、 祭の 時に まう け をき、 谷 そ W 

尸と なる 人に きする ぞ、 尸と は、 神の よ な hs、 各 其 

孫 をた て /-、 これ を もてなす、 

ス、 ム  ノ  ザ 

薦，， 其 時 食； 

シ イシ  サイ グ  テゥ *- ヮ 

四^の 祭 供、 幷に その 調和す る 所の 物 もみな さだま 

,x^てぁるを、 か 、 すたが へ すして、 これ をす、 むる 

ぞ、 

ノ  ハチ， クィヅ|^ セゥ ボクテ 

宗-廟 之禮、 所，， ，以 序，， 昭穆， 也、 

ク カサド 

是ょ 下 は、 祭 禮の內 にっきて、 祭 を 生 る 人、 祖考の 

ノ  シ ゥ  シ 3 チ 

意 を. 3 けて、 其 祭に あづ かる 衆 を、 處. j;?: する の 鱧 意 を 

レ キタイ シン 

とく、 宗廟に して、 歷 代の 神 を 合せ まつ る 時、 太祖 は 


四 八  - 

ィ  ノキ  サ/ -ゥニ ギヤ ゥ 

中位に あ..'、 其 次より は、 左右 二 行に ならべ て、 左 を 

昭と 云、 右 を穆と 云、 世 ごとに、 左右く みち か へ て、 父 

子 は 相 力 かひ、 孫 はみ な 組の つぎに あ 、廟 をた てな 

ら ぶる 序 も、 亦 かくの 如し、 而 して 祭に ぁづ かる 子孫 

も、 亦 これ を 以て その 位次と す る 故に 昭穆 を序づ と 

云、 序づと は、 次第 するとな り、 盖し 宗族 一 體 にして、 

世 系み だれざる は、 子孫 る 者、 其 親 親と して、 組 

考 にっか ふまつ る、 大義の ある 所 也、 

ッ i ハ シ ャクテ  - て-ワク  キ セン プ 

序. 爵所， S 辨， 貴- 賤， 也、 . 

ィ セ，1 

爵は，くらゐな^^？-，祭をたすくる異姓の人を ば、 その 

爵位 をつ いで /'以て 贵賤を わく、 盖し 同姓の 人 は、 そ 

ッラ  ソン 

の 昭穆の 行の 內に てこれ を わく、 是尊 とする の義な 

bo  . 

プル ハコ トテ  ナ ，タチ 

序 JT 所， 以 辨， 賢 也、 

シ 3 ャク 

これな 同姓 異姓 をす ベ て 云、 事と は、 祭 濃の 諸 役な 

ノ， ィ  ヲゥ 

,9、 事の 大小 を 以て、 其 才に應 して、 これ をさづ くる 

をば、 序. 事と 云、 これ 衆の 中よ り、 賢者 をえ り わき 

て、 有司と せ んが ためな り、 これ 資を 賢と する の義 


■  士庶 人より、 上天 子に 達して、 同じ こ, o なり、 

父- 氣之 喪、 無  -賤， 一 也、 

これ 上の句の 意を釋 す、. 父母 生育の 恩 は、 貴賤 ことな 

ら ざる 故に、 其 服 も 亦 一 樣な り、 以上 は 文武の 孝を以 

て 天下 を 治め. られつる 德を 成せるな， 5、 


右 第 十八 章、 


此 より 下 一 ー章も、子5,5il語を引き來h^、周の君孝 

を 以て、 先 世の 德を 成し、 鱧樂を そな へ て、 大キ 

を致せることにょ，^^ て、 費の 大 いなる こと を 示 

せ， 0-、 


玉 ハク 


* プ カウ ナ ルカ 


子 白、 武-王 周-公 其 達 孝矣 乎、 

是又 上の 章の 意 を かさねて とく、 達 孝と は、 達 は 通な 

,9、 其^ 行 を、 天下の 人、 通して これ ケ孝 とすれば な 

-.^、其事は下文に苑ぇたり、 

レ  ハ  ョク ツギ  ノ  シテタ ノ ブル - ノ 

夫 孝 ^ 者 善 繼乂之 志； 善 述， 入 之 

事， 者 也、 . 


此段武 王 周 公の 達 孝なる 故 をと く、 人と は、 親 を さし 

て 云、 其 志のお？ むきつ る こと を、 うけつぎ てこれ を 

とぐ、 其 事の 端いで おる をば、 うけった へて これ を述 

ぶ、 r ベれ ど 志 を も 事に よら ざれ， ば、 つがれす、 事 を も 

志に きせ ざれば のべられす、 二つの 者つ ねに 相よ る、 

又 これ を 善くつ き、 善くの ぶる と 云 は、 只 その ありつ 

へ ン 

る ま に 、守， なす のみに あ ら す.、 變 通す ベ き 所 あ れ 

ば、 則變： 迎 する も、 亦 これ を 善くす る 也、 盖し 上の 章 

に 見えた る、 武王周 公の 所爲、 これ その 志 をつ ぎ，、 事 

をのぶ るの、 大 いなる 者り、 

ォサメ  ノ ソ ベ ウテ 

春-秋 修， 其 祖 -廟； 

,  ケ イジ ュッ  ッ> 'ビラ 力 

. 是 よ，.^ 下 は、 繼 述の內 より、 祭藏を あげ r 、詳 にと 

く、 亦み な 天子 上に これ を 行 ひ、 下 諸侯 大夫士 庶人ま 

でも、 其 意に より 通行して、 をの， （-隨 分の 孝 を、 つ 

くさしむ るの MJ なり、 泰 秋と は、 四時み な 祭れ ども、 

これ は 二 時 を まじへ あげて 、冬 夏 をかぬ るな h- 、其と 

は、 ひろく 祭 鱧に ある 所 を さす 詞、 下 同じ、 祖廟 は、 

祖先の 廟宇、 貴賤の 品に よりて、 ぉ數 多少 あ り、 これ 

を修 むと は、 修理 掃除す る こと 也、 
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先 公と は、 周の 太祖 后稷 よ， 9、 大王の 父 組 鉗に 至る ま 

で、 二十 餘 代の 先君 を 云、 これ 亦 大王 王 季の意 を 推て 

其 先代に 及ぼし、 追 王せ やとい 人 ども これ を 祭る に 

ソン キヤウ 

は、 亦 天子の 禱を 以てして、 尊敬し 玉 へ るな. 9、 以上 

は 文武の 孝 を 以て、 先祖に 奉 せらる 、德を 成せるな. 

hN、 

^ 禮 也、 i,, 乎 諸-侯 大- 夫、 及" ^  1| 

二 

人つ.， 

斯 鱧と は、 追 王と 天子 を 以て 先 公 を 祭ろ 躇を さす、 此. 

鱧 意 を、 下に 通達して 行 はしむ、 其 事 下に えたり、 

チ， タリ  3  タ レバ  ハウ ブル 二 シ  チ ^  .^ 

父 爲，， 犬-夫； 子 爲. 士、 葬 以，， 太 夫； 祭 

ス チ 

以. 士 

葬 鱧に 死者の 爵位に したが ふ は、 あ 身に つ きた る こ 

となれば な， 5、 祭 鰭に 生者の 宫祿を 用る は、 敢て其 

分 を こえざる な.^、 此段 は、 周 以前よ り， あ. 5 來れる 

法 なれ ども、 下の 段の 意 をお こさんた めに、 まづ い へ 

るな り、 又 葬禮を 合せて 云 は、 祭 鰭の 義を相 あら はさ „ 


四 六.  

I-   1  n   .-  -•  -!  

んが ためな. 9、 其 意お もから す、 又 大夫士 をい ひて、 

庶 人に 及ばざる も、 例 を 以て 推し 知る ベげ れ ばな h'、 

父 爲，. 士、 子 €,大 ，夫： 以ノ  士，、  i~  4 

ヲ 

大- 夫；  . 

祭に 大夫 の賴を m る は、 即 上の 鱧 意の 下に 達す る 所 

期 之 t_ 、達 ¥ 大 ，夫； 

サゥ サイ  セ. r 

凡そ 喪祭の 二 鰻 は、 相 はか- 5 て 制する 者な るに よき 

て、 祭 鱧の ついでに、 又 これに 及べり、 期 は、 年 一 めぐ 

りの喪を云、これは士庶人ょり、.ト；大夫までに通^!?し， 

て、 みな 同じ ことな ，5、 大小 功 麻の 喪 は、 大夫 その 

位 貴き によ &て、 みな 一 等づ 、くだして きる、 天子 諸 

シャゥ トウ 

侯 は、 いよ/. \« 食き によ..^ て、 正 統の期 に. 服す る c^, 

外、 旁 親の 期、 幷に 大小 功 1? の 服、 す ベ て、 皆- -れ をた. 

つ、 され ども、 天子 G 臣と せざる 所の 人、 諸侯 大夫そ 

の 位 同き 人の ために は、 皆 これに 服す、 

三-年 ノ， 一  喪、 逢 ¥ 天-子： 


武-王 鑽. 大-王 王- 季 文-王 之 緖： 

,是 よ.^ 武 王の 事 をと く、 大王 は、 王季の 父な. 9  、緒 は、 

- いとぐち なり、 事の 端 を 云、 大王 王 業の もと ゐを はじ 

めて、 王季 これ をつ とめ、 文 王に 至 h- て、 天下 三分の 

二 を たもつの 類 を さす、 武王 三世の 德 紫の 端 をつ ぎ 

て、 大いに これ を 成せ 、下の 文即其 事な. 9、 

AJ トタ ビシフ イク  タモチ  テ 

壹 戎衣而 有. 天-下： 

戎 衣と は、 戎は、 兵な， 9、 甲冑の 類 を 云、 武 王た  >  1 た 

イン チウ バウ ギヤ ク 

びの いくさ にて、 殷紂が 暴虐 をう ち、 則 天下 をた も て 

る 也、 


-シナ 


ダン メイ チ 


身不. 失，， 天卞 之顯- 名：. 

武 王の 塞德、 その 身 もとより、 天下に 顯 かなる 名譽ぁ 

,0、 今 其 君 をう つと いへ ども、 亦 その 名 を 失 はす、 盖 

しその 征伐、 天の 命 やる 所に 順 ひ、 人の 願 ふ 所に 應す 

れば なり、 

キ r リ  ミチ  ノ  チ 

尊 爲，， 天-子： 富 有 二 四-海 之 內； 宗-廟 ： 


弊 之、 子-孫 保. 之、 

文義 みな 上の 章に 同じ、 盖し武 王 も 罪 をう ち、 世 をす 

く ふの 大功 あるに よりて、 亦此 天命 をう け 玉 へり、 

すィテ  クチ  ナ，， ごァ  ノ  ヲ 

武主 末 受. 命、 周-公 成，， 文- 武 之 德； 

是 より 周 公の 事 をと く、 周 公 は、 武 王め 弟な h>、 武王 

八十 七歲 にして、 天下 を 得 玉 ふ 故に 、おいて 命 をう く 

と 云、 其 後ゎづ かに 六 年に して 崩す、 よりて 周 1^ 成 王 

に 相と して 、禮樂 を 制し、 武王 に 代， y て 、 文 王 の 志 を 

成せ 、この 故に、 すべ て 文武の 德を 成す と 云、， 其 寧 

は 下 文に 見えた， 5、 

，王 犬-王 王- 

追 王と は、 其 死後に 追 ひて 王號を 加る こと を 云、 盖し 

大王 王季 は、 みな 殷の 諸侯たり とい へど も、 周の 王 業 

のお こる 所 を 推し たづね て、 皆 これに 追 王す、 文 王 も 

追 なれ どこ 、に のらざる こ と、 武 王の 時す でに 追 

王せ る 故な りと 云、 

ミマ ツル 二 セン コゥチ  ス  ノ  チ 

上 祀，， 先 公お， 天-子 之 禮； ： ^ 


中 庸 
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-， 1 


へ.^、ふh^、顕然た る 美德ぁ り て、 よみん じ樂む ベ き 君子 

3タ タ！ >ニ  3 クメ  || ゥク サイ ハ tlK  一一  ， 

真 民 宜乂、 受，， 祿于 天； 

シ 3  ヲンモ 

民 は、 庶人、 人 は、 官人 なり、 君の 恩愛、 下に あ まねく 

して 臣民と 相よ き 故に、 籟祿を 天に うくる ぞ、 

ヤス ンジ タス ケテ  シ  -ー  9  カサス  チ 

保 佑 命. 之、 自 k 申. 之、 . 

天よ. 9 此君を 保 じ 佑け て、 福 祿の命 を、 かさね 〈ヽく 

だす ぞ、 上に は 天命の 才 によりて 篤き こと を、 物に つ 

きて 云に よ て、 次に 又 詩 を 引て 人の 上に 及べ .*^、 

故 _ 大-德 i 必受パ 4、 

受. 命と は、 天命 をう けて、 天子と なること を 一、K、 これ 

上の 天意と 詩 意と をう けむす び て、 故 大德必 得 一一 其 

ヲ  0 タ メイ ジュ 

位 一の 節に 應す、 祿位名 毒み な 命の 內 にあ. Q.、 ー說 に、 

ノ  ホウ ィゥ 

此句は 只 これ 上 二 句 をう けて 云、 大德の 君 は、 必保佑 

の 命を受 と、 此說も 然るべ し、 

右 第 十七 章、 


此童子思の^1^語を引き用らる 意 、孝に 庸 行の I 

一 事な- 9 と い へ ども、 その 至極 は、 大德を 成し、 一 

大命 を受 くるに 至る を 以て、 費の 用の 大 い なる ノー 

こと を 示す、 而 して 其 然る ゆ へんの 者 は、 體の隱 一 

な &、 後の 二 章 も 皆此 意な h -、  一 

ノ  ffl ハ々 ネ ウレ ヘヒト ハ  レター、  力 

子 曰、 無. 憂 者 其 惟 文-王 乎、 1 

無 JJ^ と は、 よろ づ思 ひの ま、 なる こと を 云、 此事下 一 

に 見えたり、  J 

テ  キチシ チ、 ト テ  ？ス n ト  ナシー 

P 王- 季， 爲 k  、以 ，，武- 王， 爲. 子、 父 作」 

チノ ブヲ  ； 

之、 子 述. 之、 

王季 は、 文 王の 父、 武王 は、 文 王の 子、 王 季仁德 をつ み 一 

ゲゥ  一 

て 王 業 をつ とむ、 これ 父な す 所 あり、 武王 天下 をた も 一 

ちて 文 王の 德業を ひろむ、 これ 子 述る所 あ. 9、 盖し文 一 

王道 をつ くせる 聖人な りと いへ ども、 王季 を. 以て 父 一 

とせされ ば、 其 作せ る 所と して 述べき 事な し、 武王 を，； 

以て 子と せ ざれば、 わが 作す 所 を、 よく 述る 者な し、 一 

文王俱 にこれ あり、 よ. 9 てた  >  こ れ のみ を 憂な き. 一 

とす、 これまで 文 王の こと をと く、  \ 


ソゥ へ ゥゥケ  ヲ 

宗-廟 饗. 之 

宗廟/神 靈、 天子の 祭り をう け 玉 ふ は、 舜其 親の ため 

に、 先 世 を 奉 やる の 鱧 至れり、 

ヤス ンズ  fh 

子-孫 保. 之、 

子孫 ト ハ 、虞の 君 思、 陳の胡 公の 額 を さす、 皆 舜の後 

たる 諸侯な り、 世々 封爵 をう け やすん じて、 居れ. y、 

これ 舜其 親の ために、 德澤を 後人に 及ぼ し 玉 ふ こと 

至れ hv  、以上 皆大 孝の ことなり、 

」 一，， ハス ェ  ノチ  ェ  ノ 11 クチ 

故 大-德 必 得，， 其 位： 必 得， 其 祿： 必 


得，， 其 名； 必 得 _ 其 


1 トプキ チ 


これ 大德舜 の 如くなる 人 あれば、 必其 相應の 福祿を 

得る 道理 ある こ. t を 云、 位 は、 即 天子の 位、 祿と は、 天 

子 四海の 富、 天より 命す る祿 なれば な.. >、 名と は、 聖 

德の ほまれ、 天下 後世に あきらかなる こと を 云、 壽と 

、舜 のみと し 百 有十歲 な，. ^ ける ぞ、 蓋し 聽人は 天に 

代 h- 極 をた て、 世 を 治め 民 を 安 じ 玉 ふ 人な るに よ， y 

て 、天よりか く の 如き 福 を あた ふること、 必然の 理， 


也、 


ナス r 
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第 十七 窣 


故 天 之 生， 物、 必 因，， 其 材， 而 篤 焉、 

材は、 才質 なり、 物の 器量 を 云、 凡そ 天 萬 物 を 生育す 

る こと、 其才 のす ぐ れ た る 物に は、 必 その 才. に應し 

, - ,  モク ゼン 

て、 命 を ほどこす こと、 亦 篤く 大 いな， o、 これ 又目然 

の 天命 を 以て、 龜 人福祿 をう くる ことの、 必然なる こ 

と を 明せ- 9、 

」ー ゥ へけ ル ハマ シ  チカ タ- フケル ハ クヅガ ヘス チ 

故 栽 者 培. 之、 傾 者 覆， 之、 

これ 又 草木の 生 意 を 以て、 其材 によ hv て 篤う する 驗 

をと く、 凡そ 草木の 其 根 を かたくう へたて たる 者 は、 

生氣 をい やまして、 これ を さかや かす、 もし 其 根の か 

たぶ ける 者 は、 則から して、 た をし くつが へす、 これ 

は 只 上の句 を うらが へし たるば か にて、 其 意 かろ 

し、 

-1 ク 3 ミン ジ タノ シ ムへキ  ケン  タル レイ ァリ 

詩 曰、 嘉 樂 君 子、 憲-憲 令- 德、 

詩 は、 大雅假 樂の篇 の詞、 君子 は 位 を 以て 云、 憲々 を、 

今の毛詩に顯々に作る、ぁきらかなるぞ、<^は、 よき 


四 一 11 


中 窗 
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V,  ニー 


と、 はから れ ざれば、 時 として 敬畏 せざる こと を 得 一 

や、 しかる を や こなたよ. CN  、いと ひ を こた hs て 敬せ 

ざる こと を 得ん やと、 是即人 をして 齋明盛 服して、 祭 一 

祀 にっか ふまつ らしむ るの 意な り、  . 一 


-レ カス カナ ルガ 


アキラ カナ 


夫 微之顯 

樹は、 即視れ どもみ えす、 聽け どもき こえ ざる 意、 顯 

な， 5 と は その物に 體 しての こ されす、 洋々 として 在 

すが 如くなる 事 を 云、 

マ n トノ  ル r ラ チ ホフ  シ カク ノ 

誠 之 不. 可. 撐 如. 此 夫、 

誠と は、 道理の 眞實 にして 妄な きを 云、 凡そ 陰陽の 造 

化實理 のな す 所に あらす と 云 To なし、 この 故に 其發 

見の あきらかにして、 お ほ はれざる こと、 かくの 如し 

と、 則 此ニ段 を 以て、 上文の 意 を、 すべ てむ すべ るな 


右 第 十六 章、 • 


此 章の 內、 見え や 聞えざる は隱な hs、 物に 體し、 

在す が 如くなる は、 則 亦 費な b 、此ょ 前 三 章 


は、费の 小きなる^|<?を云、此後ょ.0下三 章は、 費 

の大 いなる 者 を 云、 此 章に 費 ほ を かねとき て、 費 

の 大小 も 亦 其 內に ふくめり • 

ノ 玉 ハク ハ レ  ナ ルカ 

子 曰、 舜 其 大-孝 也 與、 

大 孝と は、 世の つ ねの 孝に あらす とぞ、 其 事 實は下 文 

に 見えたり、 

德 聖人； 


シャゥ 


舜 聖人の 德を たもち 玉 ひて、 人 其 父 を 聖人の 父と 稱 

する は、 これ 親 を 世に 顯 はすの 至 な. y、 

ま¥.天- 子； 

これ 舜攝 政と して、 天子の 位 をぁづ か. 9 玉 ふ 時の こ 

と を 云、 其 尊き こと 天子と な. 0 て、 父 を 天子の 父. i 稱 

するは、親を尊ぶの至りな•b^、 

hi タモチ  力 イノ  チチ 

富 有，， 四-海 之 內； 

其 富 海内 をた もち、 天下の あらゆる を 以て、 其 父に 奉 

する は、 これ を 養 ふの 至りな り、 


-ェ キケぉ 


親. 之而 弗. 見 聽. 之而. 弗. 聞、 


> 力 々チ ^ 


鬼 柳 は、 體 なきに よ..^ て、 これ を視れ ども 其 形見え 

す、 これ を聽 けど.，^ 其聲 聞え す、 


テイク モ， 


L 物 而 不. 可 .遺、 

體， 物と は、 物の 體 となる ぞ、 蓋し 鬼神 は、 體 なしと い 

タイ  シュビ 

へど も、 よく 萬 物の 體とな b て、 凡そ 物の 首尾、 本末、 

シ ジゥ シ ャゥシ 

始終、 生死 鬼神の 體 せざる 處 なし、 少 もこ、 は 體せざ 

る處 と、 のこして 外にせられ ざるな， o、 

シメ  ノ  テ メ.. サイ メイ  セィ フク メ  テツ カフ マツ ラ 

使. 天-下 之 人 齋-明 學服、 a 承，， 

サイ シ 二 

已、 

务 —fl 


明と は、 ものいみ する ぞ、 齋は、 心 を むらな 

のへて、 專 

を きょむる 

をき はむ る を 云、 鬼舯 よく 天下の 人 をして、 みな 其^ 

カウ ムクフ  ノ 

を ひ 功に 報る こと をす て を かせす， 其 祭る ベ き 時 


にす る義な 、明 は、 いさぎよき ぞ、 身心 

J と を 云、 盛 服と は 、衣冠 を 盛 にして、 美 


中. 康 


St 十.！ ハ荦 


に 及べば、 必齋明 盛 服して、 其禮 にっかへ まつらし 

む- 

ャゥ H  ？メ クイ マス ガ ノ  t 一一  シス 力 ノサ ィゥ二 

洋- 洋-乎 如. 在， 其 上： 如. 在 其 左 右， 

サ イシ 

洋々 は、 めぐりう ごきて、 みちみ てる 意な， 9、 祭祀の 

n ェ カタ チ  ノ  ,t 

時 鬼 胸の 聲形 はな けれども、 洋々 として 其 上 に も あ 

,9、 其み ざ ひだ. 0 にも、 ある やうに て、 かろし め あな 

どられ ざるな，. >  、此ニ 段 は、 祭祀の 鬼神、 よく 人 をし 

て、 を それつ 、しみて、 これにつ かふ まつらし むる こ 

と をい ひて、 其 物に して、 遣す ベ からざる ことの、 

シ ル シ 

あきらかなる 驗 とす， 

ユクノ  *■ タル  ハ カル  ィ ハン ャ ンャ 

詩 曰、 神 之 格 思、 不. 可. 度 思、 矧 可 

レ射 思、 ■ 

力 3 ク 

詩 は大雅 仰の 篇の詞 、- 」れ を 引て、 上文の 意 を 明す、 云 

意 は、 鬼紳 つねに わが 身の上に のぞみ 居て、 我 ゎづか 

カン  テゥ  カン 

に烕 する こと あれば、 則必來 りて これに 應す， その、. 

チウ ヰ  ノ 

應の機、はか，.yし-.^がたし、是即洋々として、其上 と 

左右に、 在す が 如くなる の意な.„^、又云其きたるこ 


四 


中 # 
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く ふ 


これ 竿 常の 理、 せハに 初學德 に. 入る のこと を さ す、 遠 と 

高と は、 これ 君子 德を なすの こと を さす、 

一一  クセ. 1 シ トヨ ミン ジァへ w  シ t クゴ シッ キンチ 

詩 云、 妻 子 好 合、 如. 鈹，， 瑟- 琴； 

.  ザ ，ウテ ィ  ノサ， 1 

詩 は、 小 雅棠棣 の 篇の詞 、其 妻子と 相よ みんじ や はら 

げる こと、 琴瑟を しらべ あはせ て、 ひきなら すが 如し 

とぞ、 

ユアへ， クヮ ラクメ マ * タノ シム 

兄-弟 旣 翕、 和- 樂 1 耽、 _ 

兄弟 あつまり あ ひて、 共に 相 や はらぎ、 たの しむと 

也、 

3 ク ナン ヂノ シッ 力 二  シム ノセィ ド チ ■ 

宜，， 爾 室-家； 樂， 爾 妻- 孥； 

宜しと は、 中よ きを 云、 爾と は、 只 其と 云義 なり、 室 家 

と は、 一 家の人 を 云、 孥は、 子孫な. 5、 是上 をう けて 

云、 かくの 如く なれば、 これよ く 其 家人に よく、 其 妻. 

子 をた のしむ と、 子 思 此詩を ひき、 家 を齊る 一 事 を 

チカ t  * 

あげて、 邇く卑 きょ する の 意 を 明す、 


ノ  ハク  レジュ ンナ ラン 力 

子 曰、 父-母 其 順矣 乎、 


シャゥ 


夫子 此詩を 誦して、 これ を 賛美しての 玉 はく、 人よ く 一 

その 妻子に や はらぎ、 兄弟に よき こと、 かくの 如くな； 

れば、 則 その 父母 これ を 安樂して、 和頌 なる ベ しと、 一 

子 思 又 5^ 語 を ひきて、 遠き に ゆき、 高き に のぼるの 意 一 

を 明す、  一 

右 第 十五 章、  一 

以上の 三 章 は、 みな 費の 小 をと く、 

ノ  W*i ハク  ノ  タル  レ サ カンナ it カナ 

子 曰、 鬼-神 之 爲. 德、 其 盛矣 乎、 

鬼神と は 陰陽の 氣の靈 妙に し て、 よく 造化 をな す處ー 

より、 これに 名つ く、 わかちて 云 時 は *- 陰の 靈を 鬼と 一 

云、 陽ぶ 5^ を 种 と 云、 され ども 陰陽 は、 もと ー氣 にして、 一 

つ ねに 往來. 相 推す、 其 氣の來 .9 て 伸る は、 - ^ れ 陽の 時 一 

にして、 神と 云、 即 伸の 字の 義な b、 歸 て 屈る は、 こ 一 

れ 陰の 時に して、^ と 云、 即歸の 字の 義な. y  、蓋し 此 

鬼神に、 陰陽の 造化 をな す德を 以て 云、 鬼祌^ その 德ー 

の 名な h.、 され ども 爲 ^ 德と云 時 は、 人の 爲. 人 4® を 云！ 

が 如し、 其往來 屈伸して 造化 をな す 性情と、 其 功 なれ i 

る 効 と を さして 云な. CV  、其 盛な る義 は、 下 文に 詳な； 


, 子ン 


所 ある も、 なほ 人 を 尤る意 あり、 君子 はたえて 此 念な 

し、  一 


キテ ヤス キニ ナ 


故 君-子 居. 易 a 俟. 命 

これ 上文 をす ベ て 云、 君子 位に 素して 行 ふ、 當然の 

道 は、 をの づ から le- かにして、 やすらかな.. >、 よ. 9 て 

易き に 居る と 云、 居る と は、 安ん する 意 あ ，9、 而 して 

其 あ ふ 所の. nil 凶 禍福 は、 天命の 來 るに まかせて、 こ 

れを まちう く、 是其外 を 願 はざる 也、 

ハ ナツ テ サカシ .n-lh テ モトム サイ (t_K 

小-人 行 以徼 

險 しと は * 患難 危險 のみなら や、 凡そす まじき 所 をす 

る は、 みな 險 な，.^、 此句は 上の句と 字々 み な 相反す、 

只 これ 小人の 行 を 以て、 君子の 德を うらが へ しあら 

はす、 其 意 かろし、 

ノ 王 ハク シャハ  リ ノレル r  二 シッス レバ  セィ 

子 曰、 射 有. 似， 乎 君-子： 失，， 諸 正- 

コ クニ ガへテ モトム  ノ 一一 

鵠； 反 求，， 諸 其 身； 


ヌノ ャ マガ タ？ 


正鵠 は、 みな 弓い る 的の 名、 布の 侯 にえ か く を 正と 


云、 賓射 にこれ を 用 ふ、 皮の 侯に を く を鵠と 云、 大射 

にこれ を 用 ふ、 云 意 は、 射の 法 は、 君子の 道に 似た る 

こと あり、 もし、 其 的に はづ るれば、 わが 身に 反. 0 求 

むと、 蓋し 君子 は 己 を 正う して、 外に 求めす、 その 行 

なはれざることぁれば、己に反h^求めて、自みそなは 

し、 其い まだ 足らざる 所 あれば、 これ を盡 すと 云 意 を 

以て 上文 をむ すべるな，. >、  . 

右 第 十四 章、 

此章 は、 子 思の 言な り 、 凡 そ 章 首 に 子 曰の 字な き 

者 同じ、 これ 上の 章 をう けて 云、 道す でに 人に 遠 

から ざれば、 君子た 3. 其 居る 所に よりて、 當然の 

道 をつ くし、 外 をした ふの 意な かるべし とな， ノ 


ユタカ トヲキ テ 


ス ルガ チカ キ」 


君-子 之 道、 辟 如. 行. 遠 必 自， 邇、 辟 

シ ノボル 力 タカキ 二  ス ルガ ヒキキ 

如 二 登. 高 必 自， 卑 


これ 上の 道の 費 をう けて 云、 そ れ道は 在ら やと 云 所 

なけれ ども、 そのこれ にす/' むこと は、 必 次序 ありと 

モク ゼン 

なり、 たと へ の 意、 邇と は、 これ 目前の 事、 卑き と は、 
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S 九 


中 


庸 


第 十四 章 


素 は、 現在の 意、 君子 は 只 其 居る 所の 位に 現：^ し て、 

其 位に てすべき 所の 事 を 行 ひ、 少も其 外 を 願 ふ のむ 

9  * ャゥ  ノ 

なし 心 は、 即 事の 中に あ. 5、 兩 頃に あらす、 此ニ JH- を 

カウ  ツマ ビラ 力 

一 章の 綱と して、 下 文に これ を 詳 にす、 

素， 富 貴， 行， 乎 富 貴： 素，， 貧- 賤， 行， 乎 

貧 賤： 素 夷- 狄， 行，， 乎 夷- 狄： 素， 患. M 

行， 乎 琴 難： 

是 より 其 位に 素して 行の こと をと く、 富貴 貧賤 等 は、 

これ 其 居る 所の 位な b  、これ を 行 ふと は、 その 富貴 貧 

シ 3 チ 

賤 等を處 置す る 道 を 行 ふぞ、 

ハ シ ル トメ  トー； ム r* ジ トク セ 

君-子 無， X 而不， 自- 得， 焉、 

入る と は、 身の 入， 0 て 居る 處、 上の 富貴 貧賤 等の 外 を 

»  .  t  .  ノシ 3 チ 

も かねて ひろく 云な， 5、 君子の 其 位に 處 置す る こ 

と、 ひと h- 自 その 道 を 得て、 その 居る 所の ま、 に 安ん 

せす と 云 ことなし、 此句 亦す でに、 其 外を顦 はざる 意 

あり、  S 
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ァリテ  ィ -ー  シノガ シモヲ テ  -ー  ヒカ  ミチ 

在， 上-位， 不 .凌. 下、 在， 下位， 不. 援. 上 

是 より 其 外 を 願 はざる のこ と をと く、 又 これ 上位と 

下位と を あげて、 其 居る 听の位 をつ くす、 凌 とば、 

シ タガ  f 

下に ある 者の 我に 順 はんこと を 求めて、 威 を ほどこ 

して、 これ を を どす ぞ、 援. 上 と は、 上に ある 者の 我 を. 

ノィ キホヒ 

めぐまん こと を 求めて、 其 勢 を ひきたの むぞ、 君子 

はかくの 如くせ ざるな hs、 


シゥ M 


* 寸つ 


正. 已而不 Jf , 於 人： 則 無. 怨、 

此段 は、 只 これ 上 二 句の 意 を 足す、 下 を 凌が や、 上 を 

援 かすして 、ひとり 己が 身 を 正く する は、 即亦其 位に 

素して 其 道 をつ くす の 意 あ. 9、 人に 求めざる は、 即其 

外 を 願 はざる なり、 人に 求めざる 時 は、 則怨 むべき 所 

なし、 兩屠 ある にあら す、 

？  ゥ ラ ミ チモ モ  ト オメ チモ 

上 不. 怨. 天、 下 不. 尤乂、 

これ 亦怨 なき 意 を かねとく、 もし そ れ 人に 求め やと 

い へど も、 その 志 を 得 ざ る 時、 命に ゆ だね て 安す る 

も、 なほ 天 を 怨る意 あり、 己を是 とし、 人 を 非と す る 


ヨウ トク テ  . e  グンヲ  ヅ、 シ？ * 

庸-德 之 行、 庸-言 之 謹、 . 

. 庸は平常な，*^、庸德とは、即上の人倫をさす、庸言も、 

亦 其 間にて 云 ことな. 5、 これ を 行 ふと は、 よく 其事實 

を ふむ、 これ を 謹む と は、 よく 其 可なる を えらび、 不 

可なる をい ましむ、 これ 上 をう けて 云、 かくの.^, きの 

腐 德を行 ひ、 庸言 をつ /- しむと 也、 

リトメ  ル  チ  テハ ァラッ トメ トメ ァ マリ  テ 

有. 所. 不. 足、 不，， 敢 不ぉ、 有. 餘、 不，， 敢 

ヅ クサ 

カウ *  3h 

凡そ 行 は 足 hv がた くして、 言 はすぎ やすし、 よりて 德 

を 行 ふといへ ども、 心に なを 足らざる 所 ありと して、 

必 これ を つとむれば、 行 ふ 所ます くす、 む、 言 を 謹 

むと い へども、心になを餘ぁh^として、必っくさじと 

すれば、 謹む ことます く 至る、 

n トカ ヘリ ミ チ  i ル チ 

言 顧. 行、 行 顧 J 言、 

顧る と は、 彼と 此と見 あはす 義な， - 、君子 これ を 顧る 

に は あらや、 蓋し 言 を つ ， しむの 至 hv は、 言よ hv 行 を 

か へ，.^み るに、 足らざる 所な し、 行 を つとむる の 至. 9 
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は、 行より 言 を か へりみ るに、 餘 ある 听 なし、 すべ て 

ゲン カウ ァヒ ヨウ 

言行 相應 じて、 少も たが はざる こと を 云、 

ナン ソ サ ラン サゥ  ジ タラ 

君-子 胡 不， M- 糙 -爾； 

糙々 は、 篤實 なる 貌 なり、 云 意 は、 君子の 言行 かくの 

サン ビ 

如し、 豈糙々 たら ややと、 これ を贊 美して なり、 蓋し 

凡そ 事み な實 心より い で、、 少 もうきた ると ころな 

きを 云、 

右 第 十三 章、  . ， 

上の 章に、 道の 用廣大 なること を說く 故に、 人 こ 

カウ ェンメ  ノ 

れを 高遠に 求ん こと を 恐る、 よりて 此章 に、 又 道 

の 人に 遠から ざる こ と を 云、 然れ ども 道 人に 遠 

からざる を 以て 、夫婦 の 愚 不肖 も、 ま >  ^ とに 能す 

る 所 あ b 、而 して 又 丘い まだ 一 つ を も 能せ すと 

の 玉 ふ は、 即亦墓 人の 能せ ざる 所な 、すべ てこ 

れ 彼の 費な りと する 所に して、 其 然る ゆ ゑんの 

隱は、 則 其 中に あ， 9、 下の 章 も 亦 これにな やら へ 

て 見るべし、 

ハソメ  ノ クラ ヰ 二  t  子ガハ  ノチ 

君-子 素， 其 位， 而 行、 不 ま，， 乎 其 外； 

,  三 七 


中 


十 三箄 


はんとな らば 、その 手 を 下す 工夫、 忠恕に しく はな 

し、 よりて 此 二字 を、 こ， V さらに あげ 示す、 道 は即人 

に 遠から ぬ 道な り、 忠恕 を つとむる 時 は、 此道を 得る 

に 近し、 此ょ 彼に 至， まで、 相 さる の 間遠から ぬ な、 


ir 子 ザ ハ 


ナ カレ *:rn ス r 


1、 


施 ：諸 己， 而不 fe 、亦 勿. 施. 於 人； 

是即恕 のこと なり、 勿れと は、 自 いまし むる 詞、 施す 

と は、 しかくる 義な. o、 蓋し 己が 心 を 以て 人の 心 を は 

か h- みるに、 同じから すと 云 ことなし、 これ 道の 人に 

からざる こと を 見つ べし、 この 故に、 己が 身に かけ 

て、 願 ふま じき こと をば、 人に もし かけじと、 自 いま 

しめと  >  むる は、 即亦 人に 遠から やして、 道 を 行 ふこ 

とな hs, 

君-子 ノ之 道 四、 

此 より 章の 終に 至る まで、 み な 人に 逮 からざる 道に 

する 者の 事と してつと むる 處を說 く、 四つと は、 下 

文の 父子 君臣 兄弟 朋友 を さす、 人の 大倫 也、 i 


£  ^ 七 匕 

£  レ. レ 


チモ 


焉、. 


.!  二 11 六 

これ 夫子の 謙詞な 、され ども 聖人の 心 は、 いまだ か 

つて、 自滿. 0 とし 玉 ふこ と なき 故な， o、 

ムル  n 一一  テ ツル r  -I  * クセ 

所. 求，， 乎 子； 以 事. 父 能 也、 ， 

此ょ b 下 四 句、 みな 忠恕の 意 をう け來. „ ^說く 、求む と 

は、 责る義 な b  、云 意 は、 人の子た らん 者に、 せめ 行 は 

しむる 所、 これ を 以て、 わが 父に つか ふ まつる こと、 

われい まだ これ を 能せ すと な. 5、 凡そ 人に 責る所 は、 

タウ  力へ  ォサ 

みな 道の 當然 なり、 これ を 己に 反して 自 せめ 修 むる 

は 即恕の 意な hN、 

所. 求 ル，， 乎 td; 以ァ 4 氣 S 也、 所 , 

ズ 

乎 弟お 事. 兄 未. 能 也、 所 .求，， 朋- 

ズ 

ユマ ヅス r> チ タ 1- < 

友； 先 施. 之 未. 能 也、 

ズ 

句義み な 上に 同じ、 同 門 を朋と 云、 同志 を 友と 云、 先 

カタ  ひ 二 

施す と は、 わが 方よ 、まづ しかくる 義な h -， 五倫の 

目、 夫婦 をの 玉 はざる こと は、 婦に 求る 所、 以て 夫に 

事 ふとい はざる 故な. 9、 


道 は、 これ 人の 道な b  、もと 人の 本性に したが ふ、 事 

理 の當然 にして たれ もよ /、知り よく 行 ふ 所の 者な 

b  、豈 それ 人情に 遠き 者な らん や、 

ノ  チコ ナツ テヲ  キハ. 二  ラチス  ト 

人 之 爲. 道 而 遠. 人、 不 JE.,, 以 爲 k 

人 もし 道 を 行 ふとして、 平常なる こと を 、する に 足ら 

やと 思 ひ 高く 怪しく して、 人情に 遠く パ打 ひかた きこ 

と を つとむる は、 則 これ 異端の 法に して、 君子の 道と 

はせられ ざる 者な h, -、 

二  ク キリ カラチ キ^ カラチ  メ  ノリ  カラ 

詩 云、 伐， 柯 伐. 柯、 其 則不. 遠、 

詩 は 涵風伐 柯の篇 の詞、 柯は 斧の 柄な 、則 は、 法な 

b  、人 木 を 伐て、 斧の 抦を 作る こと、 其 長短の 法則、 す 

な はち 其き る 所の 斧の 柄に あ. 9 て、 遠から ぬな hs、 

> ツナ  ヲ テル グモ チ ナガ シメメ  ミテ  チ  チ ナス 

執， 柯 以 伐. 柯、 睨 而 視. 之、 猶 以 爲 


レ遠、 

睨と は、 しりめに 見る 一 

れば、 其 法ち かきに あ- 

ゆ.  唐- 


J とな. o、 is を もちて、 阿 をき 

リ とい へど も、 亦 彼と 此 との 異 

第 十三 箄 


なる によりて 、きる 者 これ をす が め 見て、 心 にな を 遠 

しと 思 ふ 也、 

-i  ハチ チ チ サム  テ 

故 君-子 以乂 治. 人、 

人の 道と する 所 は、 即 人の 身に そな はりて、 彼此の へ 

だてな し、 この 故に、 君子の 人 を敎る こと、 即其 人の 

道 を 以て、 還して 其 人の.： ifC をお さむ、 

ァ 一 1 'タム ル寸- 一 ノヤ ム 

改而 止、 


其 人よ く 非 を 改る時 は、 やめて 治めす、 蓋し これ 亦 人 

を責 るに をの 》 (- 其よ く 知..^ よく 行 ふ 所を以 てし 

て、 人に 遠き 道 をば、 行 はまく 欲せざる なり、 

チウ ジョハ サル r  _h ズ トホ カラ 

忠-恕 違. 道 不. 遠、 


忠と は、 わが 心 をつ くして、 のこす 所な きを 云 * 恕と 

は、 わが 願 ふ 所 を、 人に をし 及ぼして 亦 その 願 ひの 如 

くな さしむ る こと を 云、 忠 にあら ざれ ば恕 をな され 

や、 恕 にあら ざれば、 忠を 推されす、 形と 影との 如し、 

體 用の 分 あるの みな 、それ 人と、 人と、 此心 同じく、 

心と 心と 此道 同じき 故に、 人に 遠から すして、 道 を 行 

S 
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と、 すでにつ くせ， 9、 され どもい まだ 化育 の 流行 活 

動の を もむ きを 見得す、 又 此詩を 引て、 其 意 を 明す、 

これ を 以てた と へ とする にあら す、 蓋し 意と 魚と は、 

即 化育の 一 物 飛と 躍と は、 即 化育の 一 機な. 5、 只 これ 

上と 下と に をいて、 此 二つ を あげて、 凡そ 天地の 間に 

充 II する 所、 洋々 として 皆 かくの 如く なるこ と を 示 

f、  • 

ィ ヘリ ノ  アキラ 力 アル ris 

貢， 其 上卞 察， 也、 

これ 子 思 詩を釋 する の詞、 其と は、 道、 の 體段を さす、 

云 意 は、 此 詩の 詞、 凡そ 道體の 流行 活澄 する こと、 ム 

み をき はめ、 下 をき はめて、 其 あきらか なるこ; と、 か 

くの 如くなる こと をい へ とぞ、 

君 あ 之 道、 乎 夫- 婦" 

此 よ，.^ 下 一 一段、 上 をう け 来り、 君子 道に 體す るの 工夫 

をい ひて、 上文 をむ すぶ、 造， 端 i は、 端 は、 はじめの 

義也、 云 意 は、 君子の 道.、 これに 體す るの はじめ をな 

す 所 は、 夫婦 日用の、 近 小なる 所 を、 つ /'しむに あり 

とぞ、 


111 四 

ギハ ノ レルニ ァ *• ラ カナリ 二 

及，， 其 至， 也、 察， 乎 天-地： 

至れる に 及ぶ は、 上の 義と 同じ、 天地に！？ なる は、 即上 

下 察なる の 意、 され ども 上に は、 道の 流行の 明なる こ 

と を 云、 こ、 に は、 道の 充満の 明なる こと を 云な- 5、 

. 右 第 十二 章、 子-思 之 言、 蓋 以 

力 サ子テ カセリ シュ  ル ノルテ 

申 明， 首-章 道 不. 可. 離 之 意， 也、 

上に 中庸の 義を 論して、 すでに を はれ-. y  、これよ 

b 又 子 思費隱 大小の 論 をた て. -、 此 道の 廣大な 

る、 在らす と 云 所な く、 至ら や と 云 所な きこと 

を、 いひて、 かさねて 首章の 道 離る ベ からすと 云 

の 意 を 明せ るな- 9、 

ノ  パ  >-ジ へ t イナ  ノ  n トヲ  テ 

其 下 八-章、 雜，， 引 孔-子 之 言； 以 

ス チ 

明レ 之、 

ゲ ン 

下の 八 章 は、 子思自 言の 間に 聖言を ま じへ 引て 

此 章の 意を發 明す、 

ノ  ffl ハ ク ハ  チ カラ  二 

子 曰、 道 不. 遠. 人、 


な hs  、其 用の 廣大 なること かくの 如し、 而 して 其 然る 

タイ  イン ビ  ケン ブン 

ゆえんの 體は、 隱微 にして 見聞の 及ぶ 所に あらす、 よ 

,0 て费 にして 隱な hv と 云、 本意 は 費 をと く 方に 重し、 

ノ  グモ  シ テ ァヅ カル ルニ 

夫- 婦 之 愚 可，， 以 與. 知 焉、 


エンキ ン 


道の 費 は、 大小 遠近、 かねつらぬ かやと 云 所な し、 も： 

ヒップ  ブグチ  ； 

しその 近 小なる を 以て 云 時 は、 匹夫匹婦の 愚癡な る 一 

者と いへ とも、 亦 知る 人な みに ぁづ かりて、,^ 一人の 知 一 

ると ころに も、 させる か は. 9 なし、 

及 k へ 至， 也、 亂，， 聖人， 亦 き 所. 不. 饥 ： 

焉、. 

至れる と は、 全體を あげて、 き はめつ くす こと を 云、 一 

^人と い へど も、 人 は 人なる によりて、 全體盡 頭に 及 一 

では、 亦 其 間に 知らざる 所 あり、 

ノ  フ セゥモ  シ  テ  ク  フ  ン" テハノ  j 

夫- 婦 之 不- 肖、 可， 以 能 行， 焉、 及，， 其 一 

至，也、雖，聖人，亦^^所.不.能焉、 一 

句義 並に 上文に 同じ •  ) 


ノ  ィづ ふ. vt  ヲリ  ウラム ル 

天-地 之大 也、 人猶 有. 所. 憾、 

驢人此 道に をいて 知らす 能せ ざる 所 あるの みに あら 

キ ゥンザ ゥクヮ 

す、 天地の 德の大 いなる といへ ども、 その 氣運 造化の 

問に は、 なを 人の 心に 足ら すし て、 うらめ しき 所 あ 

り， 

二  カタ レバ チ  シ クノス 

故 君-子 語 k 、天-下 莫，， 能 載， 焉、 

この 故に、 君子の 道、 せ^ 大 いな る 所 を 語る 時 は、 天下 

の 至大なる 故に、 これ をのせ て 其 外に 出る こ と あた 

はす、 

カタ レパチ  シ  ヮ .ir 

ず.^ ヲ 一 ずムほ 顿き 

其 小き なる 所 を 誇る 時 は、 天下の 至 小なる 故に、 これ 

を わ. て 其內に 入る こと あた はす 、蓋し 道 は、 もと 大 

小の わけなし、 これ を 語る によ.. >  て 、大小 わかる、 な. 

hyp 

二  ク ト t トン ディ タリ -1 ウテ チド〃  っチニ 

詩 云、 鳶 飛层. 天 魚 P 于， 淵； . 


詩， は、. K 雅旱 麓の 篇の 飼な り、 上文に 道の 费を云 こ 
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A-  0.  0n  -J* 十二 聿   I 

li^Jummn^JJ   -  - 

なさす、 SSI 人-こ ゝ に. をいて やまざる こと、 つとむる 所 

ありて、 敢> -, や， まざる に は あらす、 口 〈これ 至誠の 德息 

ことなくして、. をの づ から やむ こ， V あた はざる な. 9  、 

3 リ  -ー ノガレ テ チレ  一一： J レ ラ  モ 

君-子 依 ¥ 中- 庸： 遯. 世不. 見. 知、 而 

ル r ク t タ"、  ノミ ブス f 

不 JT 唯 聖-者 能. 之、 

君子 屮庸の 道に-よ h- て、 に 相 はなれす、 もし 時 を 得 

すして、 世 をの がれ、 人に 知られす とい へど も、 身 を 

終る まで、 くひ うらむ ことなし、 それ 君子に して かく 

の 如くなる こと は、 た  >  聖者の みこれ を 能して、 他人 

の 及ぶ 所に あらす と 也、 蓋しよ く 中庸に よる は、 これ 

索隱 行怪 にあら す、 世 をの がれて 知られざる とも、 つ 

いに 悔る ことなき は、 これ 半 塗に して やむ ごと あお 

はざる な， 9、 これ 則 中庸の 成德、 聖人の 地位、 智の やお 

き、 仁の 至. 5、 勇に よらす し て、 e; 然に ゆたかなる 者 

り、 これまさ しく 吾が 夫子の ことなれ ども、 なほ 自 

これに 居 玉 はすして、 た 、聖者の みこれ を 能す との 

玉へ るな り、 

右 第 十 一 章、  • 


子 思 夫子の 言 を 引て、 首章の 義 をの ベら る z-i、 

此 章に 止る、 蓋し 此 書の 大 むね 智仁勇 の 三達德 

を 以て、 道に 入る の 門と す • この 故に、 篱 の はじ 

めに をいて、 即大舜 の智、 顔 淵の 仁、 子 路の勇 を 

以て 、これ を 明せ， 9、 それ 中庸の 道、 至 精 徵な 

る 故に、 智者に あら ざれば、 これ を 知る にたら 

す、 至 正 至大なる 故に、 仁者に あら ざれば、 これ 

テズ、  シ パラク 

に體 する にたら す、 又 その 須臾 も はなる ベ から 

す、 すみやかに なしが たきを 以て、 必 勇者に して 

然して 後に、 以て自 つとめて 息 まざ る こと を 得 

べし、 この 故に、 もし 此 三つの 者、 一 つ を もす つ 

る 時 は、 則よ く 道に いた h-、 德を 成す ことなし、 

ノ  ハ t  ニノ  イン ナ 《.- 

君-子 之 道 費 而隱、 

シ ャべプ 

それ 道 は、 天と 人と 相 通じて 差別な し，. され どもよ く 

:^道に體する者は、た V 君子 人 也、 この 故に、 凡そ 道 

ワウ く  . 

を 論す るに は、 往々 君子の 道と 云な. 9、 费とは 物 を 

ハッケン リウ カウ 

用ること、きはまりなき義な，.^、蓋し道の發見流行す 

る！^ ゆく ij して あら ャと云 ふこ となく、 時として. つ 

ノ  ショウ セッケ ィ.， シャゥ 

くる こ となし、 凡そ 言語 の 稱說形 狀 すべ き 所み な是 


國道 なくして、 窮難 にあ ふ 時 も、 平生 守る 所の 志 i^、 

死に 至る まで 變 せす これ 貧賤に もうつ されす、 威武 

にも か めら れ ざる こと を 云、 それ 强は、 其 力 人に 勝 

一 t  ノ 

こと あるよりも、 よく 自勝を 以て 難しと す， 此 四つ の 

こと、 自 その 私欲に 勝者に あら ざれば、 能せ す、 君子 

の强、 いづ れ かこれ より 大ぃ ならん、 夫子 これ を以 

て、 子路 につげ 玉 ふ は、 その 血 氣の勇 を、 を さへ て、 德 

義の 勇に、 す、 まし めんがた めな り、 

右 第 十 章、 

此章 は、 上 をう けて、 か の 中庸 の 能す ベ か らざ る 

こと をば、 必 この 君子の 强の 如くして 後に、 よく 

えらんで これ を 守る に、 ちか、 るべ きこと をー. 不 

せ. 5 、すべ てこれ 勇の ことなり、 

ノ 玉 ハク モ トメ カク レ タル チ フハ アヤ シキテ  リノ ヅ^ r* 

子 曰、 索. 隱 行. 怪、 後世 有 k 焉、 

吾 弗. 爲. 之 k、 . 

索 ，隱 と は、 かく し て 人の 知 h- がた き理 を、 うがち も 

とめて、 知る こと を 云 、行. 怪と は、 こ と やうに て、 人 

のた へがた きわ ざ を、 しゐ つとめて 行 ふこと を 云、 か 
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くの 如くなる 者 は、 世 を あざむき、 名 をぬ すむ に 足れ 

る を 以て、 後世 或はった への ベ て、 稱美 する こ. ^あ 

り、 され ども 吾 はこれ をす まじと なり、 蓋し 索隱 は、 

知る ことのす ぎて、 善 を えられざる なり、 行怪 は、 行 

ふことの すぎて 、中 を 用 ひざるな 、 知行 A ハに すぎ な 

がら、 これに 居て、 自 うたが はざる は、 これ 強なる ま 

じき ことに、 强 なるな， o、 それ 知る は、 智 のこと、 行 

は、 仁の こと、 其 勇 を 用る こと、 あたらざる によりて、 

智仁 もみな 中 を 得す、 聖人 豈 それ か、 る こと を せん 

や、 

シタ ガッテ 二  t ハ i 卜-一 メ  ャ ムァリ レハ ジ 

君-子 遵. 道 而 行、 半-塗 而 廢、 吾 弗 

. 能 .已 矣、. 

此 君子 は、 ひろく 學者を 以て 云、 下 同じ、 半 塗 は、 中塗 

な- 9、 君子 は、 道に したが ひ よりて 行 ふ、 これよ く 善 

を えら へばな り、 され ども これ を 守る にた へす して、 

中塗に してやむ 者 あ 、吾 は、 やむ こと をば えせ じと 

な， 蓋し 其 知る ことこれ に 及べ ども 其 力た ら すし 

て、 行 ふ 所 及ばす、 これ 強なる ベ きこと に、 强 ならぬ 

也、 只 それ 勇な き 故に、 仁 も 其 功 成ら す、 智も其 用 を 

.  .  ミー 
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にす ぎて、 剛に 及ば ざれ ども、 亦忠 厚の 道なる を以 

て、 君子の 居る 方に 屬す、 

シト 子-一 \ カタ テ メモ  ル ハイト ハ 

妊，， 金-革； 死 而 不.厭、 

これよ ゥ 北方の 强を とく、 衽と は、 しきて 坐 臥す る 者 

なり、 金 は、^ 兵の 類 を 云、 革 は、 か はなり、 甲冑 の 類 

を 云、 古 は、 革に てつ くれば な，^、 これ を 妊に すと は、 

常に 武具 を はなた すし て、 これと なれ 安ん す る こと 

を 云、 かくの 如くに して その、 平生の 志、 死に おもむ 

くこと にあ かす、 

北-方 ノ 之强 也、 

ゲン シュク  ノ カウ ♦ ャゥ 

北方 は、 風 氣嚴肅 なる によ て、 其人剛 勁 な&， この 

故に 某敢の 力、 人に 勝 を 以て 强 とす *9 こと、 上に 云が 


而强者 居. 之、 

此 强は剛 にす ぎて、 柔に 及ばす 、もっぱら 血 氣の强 を 

事と する 者の 居る 處な h -、 

-ー  ハク ワク  ナ ガレ 

故 君-子 和而不 k、  • 


Ho 

上 をう けて 云、 南北の 强は、 風氣 のなら はしに て * か 

くの 如くに 偏な り、 かるが 故に、 學 者の たっと ふべき 

君子の 强は、 云々 とな. 9、 此 君子 は、 成 德の人 を 以て 

云、 君子 は 人と 相 や はらぎ て、 これと 共に 流れす、 是 

人に 接る の强を 云、 

ナル カナ ケゥ タリ 

强 哉镜、 , 

矯は、 即 つよき 貌、 其强 つよき ことかく の 如くに 镜た 

h- とぞ、 すべ て ほめな げきた る詞 な. 5、 下み な 同じ、 

リック  カタ 3 ラ + ル カナ ケゥ タリ 

中立 而 不. 倚、 强 哉 矯、 

中立と は、 獨 立の 義 なり、 中間に ひと ^立て、 四 旁に 

よ， 9 か る 所な きぞ、 これ nj. れを 持の 强を 云、 

クニ  ル寸ハ  ヘン ゼ ソ クチ  ナル カナ. ，リ 

國 有. 道、 不 J1 塞 焉 强哉燈 

塞 は、 ふさがるな-^、 下に 居て、 いまた 達せ ざ る 時 を 

云、 國道 ありて、 いでつ かふる 時 も、 いまだ 達せす し 

て、 守 つる 志 を變 せす、 これ 富^に お ぼらされ ざる 

キすハ  テ 二  ヘン ナル カナ 

國 無. 道、 至. 死 不. 變强 哉 0. 


此章 は、 上 に 必舜の 智の 如^ -,, -て 後に 、道行 は る 

ベく、 必颜 子の 賢の 如くして 後に、 道 明なる べし 

と 云 意 を 見れば、 中庸の 能し がた き を 見る、 よ 

-9 て又此 ili 言 を ひきて、 中庸の 尤能 しが た く.， ^ 

て、 勉 めす は ある ベ からざる こと を 示す、 又 これ 

を 以て、 下の 章 子 路强を 問の 意 をお こせるな り、 

トフ キヤウ テ 

ユウ アサ ナ 

^^路は、孔子の^5R子仲由が字なh^、强は、っょし、子路 

勇 を 好 故に、 强を とふ、 され ども 强と 勇との 字義、 

^粗の 不同 あり、 勇 は ロハい さみす、 む 意な，. y  、强 は自 

立つ 處 つよ く. f -て、 道 を 任す る 意 あ，. y、 - 


玉 ハ- 


ー、、 


子 曰、 南-方 之 强與、 北方 之强 與 

ツモ ，（\ ナン ヂガ 力 

抑而强 奥、 

南方と は、 中國を さす、 北方 は、 北狄 な， y  、北に 對 して 

云に よ b て、 中國を 南方と 云な り、 抑と は、 さに あら 

すして これと、 語 を か へして、 重き 方 を 云詞 な， 9、 而 

か强と は、 なん ぢら學 者の たっとぶべき 所の 强 なり、 

蓋し 南北の 强は、 土地の 風氣 によりて 異なり、 學 者の 


强は、 風氣 にか 、はらす して、 道 を 以て 主と す、 夫子 

此 三つ を あけて、 子路 をして 自 えらばし め 玉 ふ、 其義 

は、 みな 下の 段々 に 見えた， 9、 


寬柔以 敎、 


是ょ. り 南方の 强を とぐ 、寛 は、 ゆたか、 柔は、 やわらか 

な， CN 、その 人を敎 へさと す こと、 寬」 して えらび ふせ j 

ぐ 所な く、 柔 にして さか はすし ゐす、 


不レ 報-無-道； 


人す おなき こと を 以て 來れ ども、 ただちに うけて、 一 

れ をむ くひす、 


中.. 
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审方 之强 也、 

凡そ 强と は、 其 力 人に 勝 こと ある の稱 なり、 南方 は、 

風 氣和暖 な るに ょケ て、 其 人：^ 弱な 、こ の 故 に 含 忍 

の 力、 人に 勝 を 以て、 强， とする こと、 上に 云が 如し、 

君-子居.^^、 

此 君子 は、 ひろく 善人 を さし ていふ、 南方の 强は、 柔" 一 


二 九 


, 中 0  第八窣 ，第 九聿，   

： 篕 f- 颜子は 異に 道理 を 知れる 故に、 よく 中庸 を えら 

ん. て、 一事の 善 を 得れ ども、 亦よ く 之 を 守て、 失 は ざ 

る To かくの 如し、 それよ く 中庸 をえ らんで、 之 を 用る 

一 は、 賢者の 過に あらす して、 其 知る 所眞 な， 9、 よく 服 

膺 して 失 はざる は、 又 不肖の 不 及に あらやして、 其 知 

る 所を發 する にたれ り、 則 これ 中道 明なる ゆ ゑな， り、 

. 右 第 八 章、 

此章は 仁の ことな、 り、 

ノ玉 ハク  チ モシ t トシ ゥシタ 

子 曰、 天-下 國-家 可. 均 也、 

均 は、 平な り、 天下 國家を 治め 平 かにす る こ と を 云、 

15\均 と は、 これ 天下の 至て 難き ことなれ ども 中庸の 

能し がた きに 比すれば、 なを 能 せらる べしと ぞ、 し 

それ 必 しも 中庸に 合 はす ともなれば、 其 事 一 方に か 

たづき たる 故に、 才質 これ をす るに 近くして、 其 力よ 

くつと むる 者 は、 則 以て 能す るに たれ， 9、 下 三 句の 意 

も、 皆 これにな すら へ て 見る ベ し、 

シャタ 0 クュモ  シ ジシッ  • 

爵 祿 可. 辭 也、 


I  li  二.、   

爵位の 高く、 俸祿の 多き を もな を辭 して うけざる ベ 

きぞ、 

ハク ジン チモ シ フン ブ 

白 ^ 可 .蹈 也、 

ケ ンケキ  I  フム 

白 は、 しろきや いば、 叙戟 のぬ き 身 を 云、 蹈と は、 わ 

が 身 を 以て、 これに 當る こと を 云、 兵 pa^ を かして ゆ 

{ ご と は 、なを せらるべき なり、 

ヲ， ハ  ラ 3 クス 

中- 庸 不. 可. 能 也、 

上兩 章の 巾庸は 、毎 事の 上に つ きて 云、 此中嚇 は、 全 

タ f  セ イビ  シ ゴク 

體を 以て 云、 それ 中庸 は、 義理の 精徵 至極 なれば、 

其義く はしく して、 知る こと 至り、 其 仁 % し て 、行 ふ 

カウ 

こと も 至り、 j 毫の 人欲な き 者に あら ざれば、 及 ふ ベ 

からす、 此 三つ の 者 は、 難き やう なれ ども 易 し、 中庸 

は、 易き やう なれ ども 難し、 よ. 9 て 民 これ を 能す る こ 

とすくな し、 又此 三つの こと、 をの づ から 三德の つい 

であり、 首 一 句は智 のこと な， 9、 次 句 は 仁の こ と な 一 

m ク 

り ，又 次の 句 は 勇の ことなり、 よ， て 子 思、 これ を 引 

け. 9*  i 

右 第 九 章、  一 


世の 人み な自ぃ ふ.、 わ れ智 ありと、 これ 事の きざし 

を、 あらかじめ よく 知る と、 云 意 を 以てい 〈り， . 

テ  イ^ レモ  P クヮ カン セ イノ  ゥチニ シカモ  シ 

驅 而 納. 諸 罟-擭 陷-胼 之 中： 而 莫，， 

チ ル r サ クル rih 

之 知， 辟 也、 

二れ 下の 段 をい はんため に、 ま づ此詞 を まう く、 詩の 

興の 如し、 驅て納 ると は、 を ひいる、 ぞ、 苦 擭陷阱 は、 

みな 鳥獸 をと る 所の 者な，.^、 苦 は、 あみ 權は を.^ ゆい 

て、 內に 入れば、 出られ や、 陷 は、 をと しあな >--,5、 財 

利 色欲 等の、 みなよ ぐ 人 を 害する こと を 知. 0 ながら、 

なをこれ にか、 りて、 禍を とる は、 則 その ために、 を 

ひ 入れら る が 如く なれ ども、 常に 戒めて、 其禍 をの 

がれ さくる こと を 知らぬ 也、 

人 皆 Clf 予知" 

これ は自義 を 知て、 えらぶ こ とくはし きと 云 意を以 

てぃへ，.^、 

エラべ ドモ  チ  モ  ハキ ゲ ツモ マ モル r 

擇，， 乎 中- 庸， 而 不. 能，， 期-月 守， 也、 

期 は、 めぐるな. 9、 月 一 めぐ. 0 を. 期 月と 云、 中庸の 理 


を、 えらび Jffi ふと は、 口にい へど も、 一 月の 間 も、 これ 

•  シ ン 

を 身に 守る こと あた はす、 蓋し 眞に 中庸 を, 滞る 者 は、 

必 よくこれ を 守る、 これ は自擇 とい へど も、 いまだ 眞 

に 知らざる が ゆ ゑな り * 

右 第 七 章、 

此章 は、 上の 大智 をう けて、 人自 われ 智ぁ， 9 と は 

い 八 ども、 禍を さくる こと を 知らす、. 5.. を 守る, i 

あた はす、 かくの 如きの 智は、 用 をな さすして、 

行 をた すくる 所な きを 云、 則 又 これ を 以て、 道の 

明なら ざる 故の 端 を あげて、 必 下の 章、 顏子 のよ 

く擇 びて、 又よ くこれ を 守る が 如くに して 後に、 

道 明なる ベ しと 云 意 を、 おこせるな り、 

子， sf、iifN 爲. 九 也、 擇¥ 中- 庸： 得： 

チ  チケン  ト メッケ テム 子 二  ス ゥ シナハ  テ 

一 -善； 则 拳-拳 服. 膺、 而 弗. 失. 之 4f 

回 は、 孔子の 弟子 顏 淵の 名、 擇¥ 中庸-と 云より 下、 み 

な 其 人と な， 9 の實な b. 、善 は、 即 中庸の 理 を さして 

云、 拳々 は、 即さ /'げ もちて、 腐に つくる の貌、 膺に つ 

けて 失 はすと は、 よく 守て わすれざる こと をい 〈 K 


中 庸. 


第七窣 第 八 章 


二.？ 
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ちかき なり、 淺 近の 詞を 云、 蓋し 舜 道理 を 人に 問 こと 

を 好み、 淺 近の 言と い へど も、 必察を 加 へ て、 善 あれ 

ば 則 これ をと る こと を 好む、 然れば 其き/' の こせる、 

善 言な きこと を 知る べし、 され ども これ 舜其意 を つ 

けて、 かくの 如くし 玉 ふに あらや、 又 皆 外の 人よ..^ 見 

たて  いへ る詞な b  、蓋し lii 人の 心 は、 道と 一 つな 

b 、この 故に、 見聞 或敏 する 所に、 至理 あら は れす. と 

云 ことなし、 よりて 自然に 問 こと を 好み、 察する こと 

を 好みた まふ、 下の 段々 も、 皆 此心を 以て 見る ベ し、 

*J ク-： テ  チ  ァ y  ヲ 

隱. 惡 而 揚 .善、 

人に とる 所の 言、 もしい ま * た 善なら ざる 者 あれば、 を 

しかくして、 あら はさす、 これ 其 量の 廣大 なること を 

見る ベ し、 其 言の 善なる 者 は、 則 あげ ほどこして、 か 

くす ことなし、 これ 其德の 光明なる こと を 見る ベ し、 

この 故に、 人 善 を 以て これに 吿る こと を樂 しむ、 よ， 9 

て 善 を 得る こと 、ます- ('多き な. 9、 

^-^ 兩 -|*： 氣 k ケ 中テ 於. E^: 

諸人の 議論、 善な りと い へど も、 亦 その 事を處 置す る 


二 六 

のお も はく、 なを 大小 厚薄、 ひとし からざる 所 あ h -、 

その 一 端は大 のき はまり、 その 一 端 は 小の き はまり 

にて、 自餘の 大小 も 皆 その 間に あ る を、 兩 端と 云、 こ 

れをす へと-^>て、かんが へ はか-^、 其 的中の 處を あげ 

て、 民 をお さむる 政に、 ほどこし 用 ふとな り、 これ 其 

えらぶ こと 精審 にして、 行 ふ こ と 至極せ. *-、 然れど 

も、 わが 心の 權度、 く はしく たしかに して、 たが は ざ 

るに あら ざれば、 及びが たき 所な り、 

其 斯以爲 .舜 乎、 

それ かくの 如きの 大知を 以て 舜と稱 して、 其 聖德を 

あ ふぐと な 、蓋しよ く 問 ひ 察する こ I」 を 好み、 兩端 

を 執て 其 中 を えらび 用る は、 愚者の 不 及に あらす、 必 

その 中 AJ 得て 用る は、 又 智者の 過に あらす、 即 これ 中 

道行 はる、 の 故な り、 

右 第 六 章、 

是ょ h\ 下 六 章 は、 知 仁 男の 三德を 骨子と なして 

とく、 此と 下との 一 一章 は、 智 のこと な り、 

ノ  ハク -, -ナ  フ レ チアり" 

子 曰、 人 皆 曰 予知 


飮^ は 日用の 道に たと ふ、 は 道の 中處 にたと ふ、 そ 

れ道 は、 日用 常 行の 間に ありて、 しばらく も 離る ベ か 

らざ る 者 なれ ども、 人の 資質 の 偏なる によりて、 日々 

に此 道に 由， 5 ながら、 その 時 中の ある 處を 察せす、 こ 

/- を 以て、 事を處 置す る 所、 つねに 過不及の ついえ あ 

ち、 蓋し 人の 飲食に をけ る、 全く 眛ヒ 知らざる に は あ 

：ら ざれ-ども、 よ. く 五味の 中正 を 知る 者 は、 調和み な宜 

き 所 を 得て、 少も偏 勝な し、 これな を 人よ く 義理の 中 

. 正 を 知る 者 は、 其 情發 して、 皆 節に あたる が 如し、 よ 

りて 此た とへ を とれり、 此 段の 知の 字 は、 行 ふ 意 を も 

兼たり、 

右 第 四 章、 

, 此章 は、 又 罄言を 引て、 人 中庸 をよ くす る ことな 

き 故 を、 く はしく とけるな り、 

ノ玉ハ 、ク ハ  レ ンカ ハレ 

，子 曰德 其不. 行 矣夫、 

此語 は、 もと 夫子 只 世の. おとろ へて、 人道に 志 ざ、 ざ 

ナゲ 

る こと を 歎きて、 かくの 如くならば、 道 は それつ い に 

行 はれま じき かとの 玉 へる を、 子 思 これ を 引て、 世の 

中 甯 第五 章 第. K 聿 . 


人道 を 明に せざる によ りて、 行 はれす と 云 意に とれ 

hs、 

右 第五 章、 

此章は 上 章の "道 明なら ざるに よ hv て、 行 はれ ざ 

るの 意 をう け來 、道行 はれす と 云 話頭 を あげ 

て、 下の 章 舜の大 知の 如くに、 過不及な くして 後 

に、 行 はるべし と 云 意 を を こせるな. o、 1 說に、 

此章 第二 章よ， 9 下 をす ベ むすびた る詞な..^、 行 

はれ やと 云內に 明なら ざる 意 を も ふ くめり， よ 

て 第 六 章より 十 一 章まで 智仁 勇の 三德 をのべ 

て、 此 道の 行 は る ベ き 方法 を、 示せ， 5 と 云、 此說 

も、ょく大意を得たるに似た.，^、 

ノ玉 ハク ハレ  ナウ 力 

子 曰、 舜其 大-知 也與、 . 

大 知と は、 智慧の 大 いなる を 云、 

n  ノ. V テフ r ヲ  -X スル r ヲ ジ  グンチ 

舜好. 問而 好. 察，， 邇- 言： 

是 より 下、 舜の大 知た る 所の 實、 自 その 知 を 用 ひやし 

て、 人に と h> て 用る にある こと を 云、 邇 言と は、 邇は 

二  £ 


中 青 


第四聿 


知-者 過. 之、 


智者と は、 智慧の さとす ぎた る 者 を 云、 智者 は 道 を 求 

る こと、 ふかく あなぐ， C -、 召 用； 牛 常の 道 を、.， 行に たも 

すと して、 これ を あなどり、 ロハ 知る ことのみ をつ とめ 

て、 虛 ij3 に はせ、 隱怪を 求る に 至る、 これ 知る ことの 

過た るな り、  . 


愚-者 不. 及 也、 

愚 は、 智の くらき を 云、 凡そ 人、 智 にあら ざれば、 則 愚 

な 、愚者 は、 もと 道 ある こ と を 知らす、 よりて 亦 こ 

れを行 はんこと を 求めす、 これ 知る こ との 及ばざる- 

也、 智者の すぎ、 愚者の 及ばざる、 これ 中道 行. はれ ざ 

るの ゆ ゑな り、 

ノ  .ir カナ ラ  レ  レリ チ 

道 之 不. 明 也、 我 知乏 矣、 

句義 第 一 句に 同じ、 

賢-者 過. 之  一 

賢者と は、 カ行の いさみす ぎた る 者 を 云、 賢者 は 道 を 

行 ふこと、 するどに はげしく、 學 問窮理 のこ と を、 す， 


I  .    二 四 

るに たらす として、 これ を かろし め、 只 行 ふこ， V のみ 一 

をつ とめて、 心 まかせに い さみ ゆき、 しがた き こと 一 

を、 このみて する に 至る、 これ 行 ふ こ との 過た るな 一 


セ ゥ尸  厂 

不噙， 者 不 k 也、 


不肖と は、 似ざる な 、其 をと h- てあしき こ と、 たぐ 

ひ 似る ことなき 者 を 云、 凡そ 人、 賢に あら ざれば、 則 

不肖な 、不肖 一 つに あらす、 大 やう 自棄して かぎれ 

る 者 は、 道 を 行 ひがたき ことと す、 自暴に し て ほし 

いま /- なる 者 は、 朝よ. C 道， VJ 信せ す、 よ， 0 て 皆 道を講 

明して、 これ を 知る こと を 求めす、 これ 行 ふことの 及 

ばざる な hN 、賢者の すぎ、 不肖 者の 及ばざる、 これ 中 

道 明なら ざるの ゆ ゑな ，9、 此六 段、 智 愚の 過不及に よ 

b て、 中道の 明なら す、 sf^z の 過不及に よ， 9 て * 中 

道の 行 はれざる は、 たれ も 知. 9 やすき ことなる 故に、 

これ をく みて， が へて、 人の 知. 9 がた き 所を發 す、 され 

ども 此意 は、 章 旨の 重き 所に あらす、 

ナシ  ト云 r イン シ 3 クャ  ス クナ. ン プ や r アジ ハ tlK 

人 莫，. 不，， 飲-食， 也 m, 能 知. 味 也 


小人の 中庸に そむく こ と は、 其 人す でに 少 人の 質に 

シ イマ ウギ ャゥ 

して しかも 其す る 所、 忌憚る ことなくて、 私意 妄行 

ほしい ま/' なる 故に、 何事 も をの づ からみな、 中庸と 

相 そむくな- 5、 いみ さくる ことなき は、 戒愼 のうら な 

,9、 を それ は 3. かる ことなき は、 恐懼の うら 也、 

• 右 第二 章、 

首章の 中和 は、 性 情 の德を 以て 云、 此 章の 中庸 

は、 中和の 德行を 以て 云、 しか も 中庸の 中の 字 

は、體用を兼て、中和ニ字の義せノ^.,に f, こと 

に 中庸と 云 時 は、 性情 徳行の 外、 事業まで を 兼 得 

て、 其 意 最も 全し、 よりて 此 書の 題號篇 首の 巾 和 

を とらす して、 二 章に 出た る 中庸 を とれるな り、 

子ノ 曰、 中庸 ハ 其至矣 乎、 . 

凡そ 入の 資質、 ひとしから すして、 過た る 者 は 中 を 失 

ふ、 及ばざる 者 は 中に 至らす、 この 故に、 只 中庸 をば、 

德の 至極と するな，.^、 

タミ スクナ r ョ クスル r ン 

民鮮. 能 久矣、 

中 庸 第 11  一 第四卑 


民と は、 ひろく 入 を さし て 云、 それ 中庸の， 德は、 天性 

に 得る 所、 たれ もこと なら やして、 人の し-かた きこと 

にあら や、 され ども 後世 敎化 おとろ へ て、 人行實 をつ 

と め や、 この 故に、 よく 此德 に體 する 者す くな し、 か 

くの 如くに なり 來れる こと、 すでに 年久 きとな り、 世 

TN ク 

を 嘆き 玉ふ詞 な. y、 

右 第三 章、 

此章 は、 上の 章 をう けて、 中庸の 德、 た  >  小人 こ 

れに そむける のみなら す、 諸人 もこ れに 體 する 

- 者す くな きこと をい ひ て、 下の 章、 道の 行 はれ 

す、 明なら ざるの 意 をお こせ， hrv  、これ 子 思 こ r- に 

^語 を 引き 用 ひらる.、 意な り、 塞 語の 本意、 かく 

の 如くなる にあら す、 是 より 下 もみな なすら へ 

て 知べ し、 

子ノ 曰、 鼠 之 不. 行 也、 我 

道 は、 天理の 當然、 即ち 中庸の 道な，. y、 これ 上 をう け 

て 云、 世に 道の 行 はれざる こ と 我 其 故 をし れ りと 

ぞ、 

二三 


中 膚 


第二 ゥ- 


こ ひねが ふべ し、 

楊氏ノ 所謂 一 -亂之 體，， 要， 是也、 


ティ ェゥ トー H レナ S 


體耍と は、 體は實 なる 義 なり、 詞の 質實に し て、 

かざらす、 簡要 にして、 つ  > まやかなる を 云、 中 

席 一 篇の 大意 此 一 章に すべ たる 故に、 かくいへ 

るな.. y、 

其ノ 下 十 章、 蓋 子-思 引，， 夫-子 之 

コトチ  テヲフ  ノ  ノ  ラ 

言； 以 終. 此 章 之 義； 

下 第 十一 章までに して、 此 章の 義を、 發 明し を は 

れ. -、 

仲 尼 曰 君. 子 中- 庸、 

君子の 德 その 心 術 制 行、 みな 中庸な り、 蓋し 中庸 は、 

倚 偏なら す、 過不及な くして、 平常なる の理、 乃ち 天 

命の 性に したが ひ、 日用 事物の 當然 にして、 精 微の至 

極なる 道な り、 よりて 只 君子た る 人の み、 よく 此 道に 

體 して、 其德 身に そな はれるな り、  j 


小人 K 中- 庸： • 

カク 

小人 は、 心 わたくし にして、 行 ほし いま なる 故に、 

何事 もみな 中庸と、 うらち が ひに そむけり、 

君 あ 之 中- 庸 也、 君- f^- 而 I 中 

君子の 中庸なる こと は、 其 人す でに 君子の 德ぁ. 0 'て、 

しかも 其す る 所、 又よ く 時々 にした が ひ 谷 其 事の 中 

ショチ 

正 を處匮 して、 少も 過不及な きを 以て 也、 蓋し 中道に 

チャウ タイ  ノ 

は、 一 定の體 なし、 時に したが ひて 其 事の 上へ にあ 

ノ  H キ  ケン カウ 

り、 こ /- を 以て、 其理 平常に して 不易な. ^ 、權衡 を以 

ノォ モシ  > 

て、 物 を はかる に 同じ、 其權 一 = ^にな づ ますして、 か 

i ャゥ チウ 

なた こなたへ うつる 故に、 その 輕 重の 中正 を 得て、 其 

常 法 を あらため か へられ ざるが 如し、 君子に 其 道 我 

にあ.. 9 て、 離る ベ からざる こ と を 知る、 この 故に、 よ 

く戒愼 恐懼して、 其 行 ふ 所、 時として 中なら やと 云 こ 

となし、 

ノ  ソム ケルハ  二  ニノ  シィ i 

小-人 之 反， 中- 庸， 也、 小 人 而 無，， 忌- 

- カル r 


憚， 也、 


とい へど も、 わが 性 これが 實 IS となる 故に、 應用 

き はまりな けれども、 その 條理 みだれざる な h -、 

則此性 己が 心に そな は， 5 て、 凡そ 身 をお さめ、 事 

に應 やる こと、 これに 由らざる こ と あた はざる 

故に、 しばらく も 相 はなれが たき 也、 

ツギ-一  フ ソン ャゥ セィ サッノ  ェ ウテ 

次 言， 存-養 省-察 之 要： 

戒懼 は、 存 養の 簡 愼獨 は、 省察の 簡要、 存 養と 

は、 存 はと  >  め をく 義な h- 、心 をと やめ 養 ひいれ 

て、 義理と 混 一 ならしむ るな り、 其ェ 夫、 動靜を 

»  カン ダン 

つらぬきて、 しばらく も 間斷せ や、 省察 は、  >. ひ を 

つけて、 みそな はす 義 なり、 事爲念 盧の微 をかん 

が へみ そな はして、 必 私欲 を のぞ き す つ、 其ェ 

夫、 動の はしに あ て、 少も 粗略に せざる なり、 

チ ハリー 1 フ  コゥ クハノ  キヨ クチ 

終 貢， 寧 神 功-化 之 極：. 

神と は、 驄德の 微妙に して、 はか， 9 が たきを 云、 

凑 人の 上に 又 神人 あるに あらす、 蓋し 天地 位し、 

萬 物 育 はる は、 疆人 功業 をな して、 風化の さかん 

なる 至極な り、 


中 席 


第一 幸 


蓋 欲 4 子-者 於. 此 反，， 求 諸 身； 而 

ジ トク メ チ 

自；； 得 之ハ 

此 よ.^ 下 二 段 は、 子 思 此章を 記せる こと、 學 者の 

かく あらま ほしき がた めなる こ と を とく、 云 意 

は、 學者 道の 體用、 已に そな はる こと を 知らば、 

則此 道に をいて、 外にむ かひて 求めす、 これ を わ 

が 身に か へり 求めて、 われと 自會 得する こ と あ 

り てと ぞ. 

テ ノゾ イナ カノ グ ワイ ィゥ/ ヮ タク シチ ミ テマ ク ノ 

以 去. 夫 外-誘 之 私； 而 充， 其 本 

然ノ』 善 〔 

，外 誘の 私と は、 外 誘 は、 ほかより みちびくな. 9、 

耳目 ロ體の 欲、 富貴 利 達の 願 を 云、 本然 の 善と 

は、 本來 自然の 德、 これ 天命の 性 を さす、 外 誘の 

私 をの ぞく は、 省察の く はしき にあ hN  、本然の 善 

を充る は、 存養 のきび しきに あり、 人よ く 私欲の 

外 誘 を のぞきて、 性 善の 分量 をみ つる 時 は、 則敎 

化 われより 行 はれて、 位 育の 功業 も f やくに 

二 一 . 
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義な り、 民 安く、 物 さかんに して、 鳥獸魚 鼈み な 若の 

類 を 云、 蓋し 天地 萬 物 は、 もと わが 身と 一 體 にして、 

天地の 心 は、 化育の 生な hv、 天地の 氣は、 化育の 具な 

b 、人身の 心氣、 つねに 天地の 心 氣と相 通す、 よ.. y て 

わが 身の 管領す る 所の 事、 つねに 心に 思 ひ はか， 5 て、 

氣 にうごき あら はる、 故に、 天地 これと 相感 する 所、 

その 邪 正災祥 をの をの 類 を 以て 相應 す、 これ 必然の 

理 なり、 この 故に 天下 を つかさど る 人 其 心中 正なる 

時 は 則 天地の 心 も 亦 くして、 其 本位に 安ん や、 其氣 

和頗 なる 時 は、 則 天 1 の 氣も亦 和ぎ て、 萬 物 其 生育お 

遂ぐ、 中和 を 致す の效 かくの 如く 大 いなる に 至る、 こ 

れ學 問の 極 功聖 人の 能事な り、 これに 次て は、 國 家の. 

內、 上下の 分定 り、 政事 萬 端よ くと、 の ひ、 一 身の上 

タイ  ハク ティ レイ 

に は、 天 君 泰然と して、 百體 令に したが ふ も、 亦み な 

位 育の 事な，.^、 各 その 分際に したが ひて、 其 効 を 得す 

と 云 ことなし、 はじめ 敎 によりて、 道に 入る もの も、 

戒 懼惯獨 して、 よく 中和 を 致す とき は、 則敎 われに よ 

りて 立つ、 上に は 巾. i 和と、 兩段 にわけ てと く 1 0 い へ 

ども、 體用 動靜、 もと 合 一 の 事に して、 中 を 致さ  >れ 

ぶ、 よ て 和 を す ことなし、 和. ど 致 にあら や は、 


.   二  0  I  

亦 何 を 以て か 中 を 致さん、 この 故に、 こ. -には 中和お 一 

合せい ひて、 上文の 意 を ひきむ すぶな h -、  i 一 

右 第- 一 ，章、 子-思 述，， 所 之 立 2^1 

テ タツ n トテ 

以 立 J 言、 

子 思の 傅る 所 は、 即 堯舜禹 より 孔子に つた は. 5:; 一 

曾 子う けて 子 思に さづ け られし 所の 心 法な.. > 

その 傳授 する 意 を、 のべ ひろめん ために 自言を 一 

いひた て、、 これ を 記せるな. 9、  一 

ハジメ  二 カス ノ  デ *  33  一 

首 明 k 之 本-原 出，， 於 天， 而不； 

ラ カフ  一 

レ可. 易、  


ミナ モト 


本 は、 木の 本、 原 は、 水の 源な，.^、 此道 天命 性よ 

いで、 萬 世の 通 法と な，.^ て、 あらため か へられ 

す、 


其 實-體 備，， 於 已； 不， 可. 離、 

實は、 虛に對 する の稱 な. 5、 それ 道 は、 事物 當然 

タ .  3 クヮッ 

の现、 處 にした がひ發 見して 甚虛 活 なる 者な b 


のしみ、 皆 情の 名な り、 情と は、 性の 發動 する 者 を 云、 

其い ま. た發せ やして、 靜 なる は、 卽 性な.. >  、中と は、 卽 

不倚 不偏の 義、 只 これ 性の ことなれ ども、 其德 にかた 

ど て、 中と 名づ くるな. 9、 

メ  ナ ケ タル セッニ フ  チ クヮト 

發而皆 中. 節 謂，， 之 和： 

節と は、 物の よき ほど を 云、 和 はや はらぐな- 9、 喜 tea. 

哀樂、 發見 するとき に、 皆お の，/,^ 其 節に あ たり て、 

過不及な き 時 は、 相 共に や はらぎ あ ひて、 少も そむき 

もとる 所な く、 まさしく 五味の 調和す るが 如し、 より 

て 和と 云な，. >  、これ 情の 正き 者に して、 亦 その 德を以 

てこれ に名づ く、 

中 也 者、 天-下 ノ 大 -本ナ i 

天命の 性 は、 天下の 理 みなこれ に 由り て 出る 故に、 天 

下の 大本と 稱す、 これ 道の 體なリ 、是又 性の 德 につい 

て、 その 事實を さし 出せ. 5、 

和 也 者、 天-下 ノ之 達-蘇 也、 

達 は、 と をる 義 あり、 達 道は即 性に したが ふの 道、 天， 


下 古今の 事、 みな 此和 によりて、 通行す る 故に 天下 

の 達 道と 云、 これ 道の 用な h -、 これ 亦 情 の德 につい 

て、 其 事實を さし 出す、 以上 四 段 は、 人に そな は 、事 

に 行 はる、、 性情の 德を稱 して、 天下 古今の 道理、 こ 

れ によら ざれば、 出る 所な く、 行 はる 、事な きこと を 

示して、 いよく 道 はなる ベ かもざる の 意 を、 明せ る 


な、 


クラ ヰシ 


ヤシ ナ ハル 
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致，， 中和； 天-地位 焉、 萬-物 育焉、 

致すとは、AJしきはむる義なh^、戒催のェ夫、 つ  >  ま 

ゃかにして、動ょり靜の內に至，.^て、少もゅがみかた 

フス 

よる 所な く 、又 これ を 守る こと， しばし も る こと 

なき 時 は、 則 その 性 をき はめつく す、 これ 中 を 致すな 

、愼獨 の 工夫、 く はしく して、 事に 應じ、 物に 接る 處 

少も たが ひ あやまら や、 又 ゆくさき も、 皆然ら すと ー}; 

ことなき 時 は、 則 その 情の 德 をき はめつく す、 これ 和 

を 致すな..^、 位すと は、； S=f 位に 安んじ て、 おちつきた 

る義な り， 日月 星辰の めぐり、！ 度 を. 失 はす、 風雨 §11$ 

暑、 其 時を以 て 至.. >  、山く づれ す、 川つ きざる の 類 を 

セ. 1 イク 

云、 育 はると は， その 生育 をと げて、 そこな はれざる 

1 丸 
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すと 云 ことなき 故に、 時として のかる、 事 を 得、 や む 

こと を 得べき 者なら ねば、 必 つねに これと サ 六に 相 そ 

ふ べし、 しばらくの 問 も 相 はなして、 安ん せらる 、者 

にあらざる な. o,， もしし ばらく も はなる ベ くよ、 性- - 

したが ふこと /- せられす、 た  > にこれ 外物の み、 豈そ 

れ 道と 云 者な らん や、 

ノ  二  ハカ イシン シ  ノ二モ ルミ キヨ ゥ 

是 故 君-子 戒 「愼 乎 其 所. 不. 睹、 恐つ 

懼 乎 其 所， 不. 聞、 

戒愼 は、 いましめつ 、しむな. 9、 恐懼 は、 みな を そる 

、なり.、 上文 をう けて 云く、 この 故に 君子 は、 日用 

動静の 間つ ね<\ -っ 、 しみ を そる /- こ と を わすれ 

や、 此心を 守り 養 ひて、 天理の 本然 を 失 はや、 その 目 

に 見、 耳に 聞く こと あるとき は、 云に 及 はす、 見聞く 

所の なき 時まで も、 敢て あなど b かろし めすして、 し 

ばらく の 間 も わが 身 をし て、 道と 相 はなる ことな 

からしむ るな， 9、 

シァラ ハレ タル ハ カク レ タル ヨリ モ シ アキ ラカナル ハ  ス n シキ ナル ヨリ モ 

莫. 見，， 乎 與 莫. 顯， 乎 微； 

隱れ たると は、 人の 見ざる 居處を 以て、 人の 知らざる 
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心底 を かねて 云、 微 きなると は、 事爲 のす こしきなる 

チン リヨ  ィ ン 

をお て. 念 慮の きざし を かねて 云、 それ 隱は いまだ あ 

ら はれす、 微は いまだ あきらか ならす と い へど も、 

すでに 其 端いで 來れる 故に、 我 これ を、 けし、 くらま 

す こと を 得 やして、 卽 天地に 通じ、 神人に 或す、 より 

て 萬 人の 見る 所、 知る 所と 少も 異なる こと あらす、， 

ァラ  アキラ 力 

れ より 5：： に、 まし て 見 にれ 顯なり と 云 こ となし、 

故 君-子 慎 k(p 也、 

獨と は、 人い まだ 知らす して、 我 ひと 知る 處な hv、 

上 二 句 をう けて 云、 君子つ ね， 、戒慎 恐懼して、 その 

天理 を存 養す とい へど も、 事 端 念 慮の わ づ かにき ざ 

して，、 只 我 ひとり 知る 處に最 つ 、しみ を 加へ て、 これ 

セ ィサッ 

ら つまびら かに 省察し、 少も 私欲 ある 時 は * 必す みや 

かに かちつ くすな- 9、 も し 此處に をいて、 人い まだ 

知ら やとして、 少しも あなどる 意 ある 時 は、 しらす を 

ぼへ す、 私欲 增 長して、 必道を はなる /- こと、 遠き に 

至るべし、 

^  アイラ クズ  タヤ  フチト 

喜-怒 哀-樂 之 未. 發 謂，， 之 中： 

喜 は、 よろこび、 怒 は 、いかり、 哀は、 かなしみ、 樂は、 た 


率レ t と は、 性の 條理 にした がふな，. y  、率 ふ は、 只 その 

ま  >  に 、まかす る義 にて、 入 これにより したが ふと 云 

に.^ らゃ、 盖し 性の 理 もと 混然と して 二 つなれ. ども 

事に 應じ、 物に 接る 時 は、 千條萬 ぼに わかれ を こな は 

る、 これ 亦 性 中 自然の 條理な b  、道 は、 道路 の- 義と同 

じ、 凡そ 何事 を も、 各 その 當然 のな す ベ きすお. あ 

て、 これ を を こな ふ は、 則 を もむ く 方に、 ゆ ぐ べき 道 

ありて、 これ を ゆく が 如し、 を こな ふ は、 即 ゆく 義な 

..y  、中華に は、， 打の 字に、 ゆく と を こな ふと、 二つの 訓 

なし、 そ れ 人の なす 所、 只 その 性の 條理 のま、 にした 

が へば 則 tn 用 • 物の 間 各 その 當然の 道 あらす と 云 こ 

となし、ょh^て性Kしたがふを道と云なh^、 

オサム ルテ ヲ  フヲ シへト 

修. • 道 之 謂. 敎、 . 

シナ  ホト 

修む と は、 品 は か ち、 程よ くす る義な り， 性と 道と 

は、 たれ も 異なる 所な けれども、 うくる 所の 氣に淸 濁 

あるに よ &て、 其 性の 理の ひらけて 通 やる あ ふさ 

が b て 通せざる あり、 これ によりて^ 人 凡そ 人の 行 

ふ べき、 當然の 道 を、 おさめ わけ-、 あとかた をつ けて、 

たれ もと り を こな はる /- やうに し 玉 ふ、 禽戳 草木の 

中 ill  第一 草 


類 は 其の 性 はなはだ ふさが て、 自敎 による こと あ， 一 

たはざる 故に、 聖人 これ を 制し、 これ を 用. ひて、 各 そ 一 

の道にしたがはしむ、これも亦敎^^.り、凡そ國家の政 一 

も、 みな 敎の ために まう け ら る/' なり、 此三 段、 性 

道 敎の三 字の 名義 を釋 する に 似 たれ ども" 全篇の 大 

ァカ  i 

むね、 只 道 を 明さん がた め f、 よりて 上 二 句 は、 ま 

,f 此 道の 本原 天理の 自然にい で、、 人性に そな はる 

. , / ラノ  •• 

こと を 示す， ス これ を 知る とき は， 此道 己が もとよ 

.9  * 収る 所に して、 外に もとむ る 事 を またす 、只 わが 本 

性に したが ひて、 わが 身 をお さむ る ことなりと さと 

る， 又 下 一 句 をよ むと き は、 IS 人の 政敎 みな 人物の 本 

性に したが ひ、 各 其 道 を 行 はし むる ことにして 少も 

しゐ たる ことに あらざる こ と をし る、 然れば 三 句の 

生 意、 只 道の 一 字を發 明す るに すぎす、 

ハ  ラシ パラク モ ハナ ル  キハ ハナ ル  ス 

道 也 者 不 JST,, 須 史 離， 也、 可. 離 非 

レ道 也、 . 

上文に 道を發 明す る 意 をう けて 云；、 それ 道 は、 日用 

率 物の 間、 つねに 行 は でかな はざる 理 にして、 もと 

天性に 得て、 人、 に そな は hs  、物と し 事と して、 あら 一 
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くて、 すきまな き義 なり、 それ 道の 休 段 至大に し 

て 外な く、 至 小に して 內 なし、 この 故に その 功 用- - 

これ を を.：^ 放つ 時 は、 六合の 廣大 なる 間にみ ち 

ふさが，. ^  、これ を まき 收る時 は、 1 心の 深密 なる 

內に、 かくれ こもるな h -、 

ノ ァヂハ t シ キハ I- ，ナ  ， -ナ 9  > 

其 味 無. 窮 皆 實-學 也 

道理く はしく、 ふ かき 故に * これ をよ めば、 其 味 

き.^. * ま b つくる- J となし、 これ を まなぶ とき は、 

チサ  ジュッ 

みな 身 を 修め、 世 を 治む る、 實用を なす、 學術 

ョム. ジャ クメッ 

にして、 一 つもむ だ ことに あらす、 盖し虛 無 寂滅 

の敎 へ は、 理朱 ある やう なれ ども、 實用 にた す、 

ケン ホウ ジュ プスゥ  I  • 

權 t? ^術数の しわざ は、 實用 あるに 似 たれ ども 理 

眛 ある ことなし、 みな 聖人 中庸の 道に あら ざれ 

ぜ： り、 . 

，ク .，.3  了ノ キノ グ ワン サクメ  ラバ i「 ，1 チ テフ is マ ギ 

善讀者 玩索而 有. 得焉、 則 終 

チ マ ほ チ ラン ル r ハ クス r 

% 用. 之、 有. 不. 能 .盡 者 矣、 

此 一 篇の 書、 文字 多から やとい へど も、 よくよ 
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みとる 者、 其詞を 玩び味 ひ、 其理を 究め 索め て、 

> ひ にさと 得る こと あらば、 身 を 移る まで、 其 

シュ 

道 を 受用 すると も、 得つ く すま じき 所 あらんと 

ぞ、 

天-命 之 謂 性、 

天と 稱す るに、 あまたの 義ぁ り、 或； Jj! 形體を 以て い 

ひ、 或は 生宰を 以てい ひ、 或は 道理 を 以て 云、 此 天の 

字 は、 造化の 主宰 を 以て 云、 命 は、 令と 云が 如し、 上 

より 下へ 事 をい ひ 付る 義な， 9、 性と は、 人物の 天に 

うけて 生やる 所の 理な 、や J. 付た る 物なる によ 

b て 其 文字、 生 を 心に 从 へて 作れ 、それ 天の 人物 を 

生す る こと、 陰陽 五行の 氣を 以て、 形體 をな し、 其 理 

を も 亦 これにし たが ひて、 しき あた ふ、 その 命令の 如 

くなる 故に 天命と 云、 人物 1 の/、 其賦 する 所の、 陰 

陽 五行の 理 によりて、 健 順 五常の 德を そな ふ、 これ を 

ば 性と 云な- 5、 天の 賦す ると 人に そな はれる とに よ 

りて、 性 命の 名 異なる とい へど も、 其實は 只理の 一 つ 

f、 

率 .性 之 謂 


サ ダマ 

して、 天下の 定れる 道理な り、 これ ふた Z- び 正道 

定理 を 以て、 不偏 不易の 義を 明せ り、 

此ノ 篇 乃 孔-門 傅-挽 心-法、 

傳授と は、 つたへ さづ くる ぞ、 此 中庸の 一 篇 にの 

する 所 は、 孔 氏の 門下に て、 夫子 これ を 曾 子に つ 

たへ、 曾 子 これ を 子 思に さ づけ られ たる 心 法な 

り、 それ 中庸の 道、 事々 物々 に應 する 所 をの 

ことなる とい へど も. 其 簡耍た >  一 心に すべたる 

を 以て、 心 法と 云、 法 も 亦 道な り、 

チゾル  ノ ヒサ シ ウメ タガ ハン ris  -ー  メ  チ 

子-思 恐. 其 久 而 差， 也、 故 筆，， 之 

於 書お 授，， 羊 子； 

筆す と は、 かきしるす 義な り.、 子 思 この 道の 異端 

に さまたげられ、 年代 久き 後に、 たが ひ あらん こ 

と を 恐れて、 この 故に、 これ を 書に かきの せて つ 

た へらる、 これ 今の 中庸の 書な り、 而し てこれ を 

孟子に 授けられた るに よりて、 孟子 もよ く 孔子 

の 心 法 を つげ， 9、 , 

中 0 第 一 隼 


其ノ 書 ^ 言 t,, 一  -理； 

1 理と は、 只 一 ， つの 道理な..'、 これ 天命の 性 を さ 

す、 性 は 天下の 萬 里 混 一 の本體 な， 5、 

ナカ ゴロ サン メ ナリ  ト 

中 散 爲，， 萬-事； 

萬 事と は、 智仁 勇の 三 達德、 君臣 父子 夫婦 昆弟朋 

友の 五 達 道、 並に 天下 を 治る 九經 等の 目 を さす、 

これみ な 一 理の萬 事に 散在す ると ころな り、 

スェニ マ タァフ テナ^  ト 

末 復合爲 J  - 理： 

此 一 理は、 上 天の 載 は、 -t- もな く 臭 もな しと 云、 

これな り、 盖し 天道の 精徼 にして 聲も 臭 もな き 

は、 これ 中道の 至極に して、 萬 事に 散 じたる 道 

理、又みな相ひ合ふて、„^ー  理に歸 す、 

ハ ナツ is- ハ テ >K ミチ- リク ガ フニ マ ク寸ハ  チ チ シリ ゾィテ 力 クル 

放. 之 則 彌，， 六-合； 卷 A) 則 返 藏，， 

於密； . 

天地 四方 を 六合-と 云、 合 は、 對な り、 上下 東西 南 

北み な相對 する 故. に、 六  < "と 云、 密と は、 きびし 
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中 ^ip 


第 一 輩 


四 


小 鳳 -ー & 


中と は、 物の まんなかに ありて、 前後左右に かた 

よらす、 すぐさまに 立て、 かたぶき ゆ が まざる 

義な， 9、 これ 人心い まだ 物に 應せ やして、 靜 なる 

時の 模樣 な， 5、 これ を 未發の 中と 云、 中道の 體な 

ノウ ゴ  t 1 ノ 

り、 此む 動きて 物に 應す ると き をの/、 其當 

スギ 

然の理 にあたり て、 過 もせす， 及ばす も あらざる 

は、 已發の 中に して、 中道の 用な り、 中庸の 中 は、 

もと 過不及な き義 なれ ども、 必其體 あ る により 

て、 其 用 を こな はる Z- 故に、 まづ. 體の 中 を こ 、 

ろ  >ん て 後に、 用の 中 を あきらむ ベ し、 庸は、 つ ね 

なり、 只 常にて、 平なる 道に して、 こと やうに、 あ 

やしき 所な きを 云、 盖し 中道 は、 をの づ から 平常 

にして、 少も 差異なる 事な き 故に、 又 庸の字 AJ つ 

けて、 中庸と 云な り、 この 中庸の 道、 其 身に そな 

は. 0 たる を、 中庸の 德と 云、 され ども 道 を 以て 云 

事、 其 本義な b、  . 


子-程-子 曰 不-偏 之 謂. 中、 

不偏と は、 かたよらざる 義 にして、 又 かたぶか ざ 

る 意 を も 兼ね、 體用を 混じて い ？、 

不易 之 謂 Jf  、 

不易と は、 か へられざる ぞ、 庸の 本義 は、 只 これ 

つ ね なれ ども、 其 道 當 なれば、 必萬世 を 歷て 

も あらため かへ られ ざる 故に、 亦 不易の 意に も 

テ ン  • 

取るな， 9、 され ども これ は 一 轉 したる 義な り， 

中 者 天-下 ノ 之 正-道、 庸 者 天-下 

之 £、 ， 

天下と は、 いづく にあり、 いかなる 事に つきても 

と 云 義なト 人道と 理と は、 只 これ 文 を 互にして い 

へ ，5、 必 しも 其 わけなし、 盖し 中と 云 時 は、 不偏 

に し て 天下の 正き 道理 な b  、席と 云 時 は、 不易に 


て 略 をひづ さげ、 略に よ. y て詳を 致せる あり、 巨細 畢 

擧と は、 巨 は大、 細 は 小な 、その 道 を 論す る こと、 外 

ィ  ス n シ 

は大 なること をき はめ、 內は 小き なること をつ くす、 

又漸々 に大 をき はめ、 小 をつ くせる 處ぁ hN、 これ 巨 

細 こと） t,^- く あげて のこさ ，5 'るな，^  - 凡そ かくの 如 

くなる こ と、 みな 章句に よ て、 これ をし るな り、 

而 凡 諸- 說ノ 之 同- ij-  失、 亦 得お 

キヨ ク チャウ バウ トウ メ  ( ル r テ ノ ォモム • キヲ 

曲- 暢 旁-通 而 各 極，， 其 趣； 

これ 或 問の 書た る 意 をと く、 同異 得失と は、 諸說 のか 

れ これ 同じさと、 異なる と、 義理 を 得た ると、 失な へ 

ると を 云、 曲暢 は、 つぶさにの ぶるな. 9、 旁 通 は あま 

ねく と をるな り、 その 同異 得失の 意趣、 つぶさに のび 

て、 至らざる 所な し、 これ 竪に とく、 あまねく 通じて、 

及ばざる 所な し、 これ 横にと く、 凡そ かくの 如くなる 

こと、 或 問に よりて、 各 その 趣 を、 き はめ つ くすな hN、 

^き 道 ま 之 氣， Kcl^i ぼ； 1 初- 

中 庸 序 


ノ  ハ ラバ ル r  ,  チ  チカ * ラント  キ 

學 之士、 或 有. 取 焉、 則 亦 靡，， 乎 行 ■ 

キニ  ノボル ノ  *M  ジョニ フ シカ 

. 遠 升.. 高 之 一 -助， 云. 爾、 

議と は、 擬議 な.^、 なやら へ はかりみ る 意 あり、 行レ遠 

ル二  ノ  クカ 二  シ チカ キ カキニ ズ t キ、 

升レ 高と は、 此 書に 行レ遠 必自 レ邇、 登 レ高必 自レ卑 と 云 

を、 と りてい へ り、 云 意 は、 中庸 は 罄賢道 を 傳 るの 書 

なり、 然る を 今 章句 或 問つ くる こと、 敢て 妄に 、み 

づ から 道 經の傳 を 任せん と、 擬 譲す るに あらす、 只 初 

學の士 、とりて 見る こと あらば、 意き に ゆき、 高き に 

のぼる、 1 かたの 助けになる べき かと ぞ、 云 爾. と は、 

かくい ひたる 者ぞ と云詞 なり、 然れ どもみ づ から 立 

つ 所、 卑く 近くば、 いかんと して か、 人 を 遠き に 致し、 

高き に 引く こと を 得ん、 これ 其詞は 謙れり とい へ ど 

-ー ン 

も、 みづ から 任 やる の AJ もき こと、 のが、 れが たき 所 あ 

..^、  „^段も 大學 序の 終. と、 其 意大槩 相似たり、 

ま-照 己-酉 春 一 一 一-月 戊-申、 新-安 ノ 朱- 

熹序、 

注解み な 大學の 序に 見えた.. 
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中 甯 


章句 序 


先 儒の 諸說 を、 よせあつめて、 其 或はす ぎ、 或は 及ば 

ャ、 或ば 左右へ それた る 間にて、 一 つの 中處 を、 こ /- 

ぞ とさし さ. ためて、 旣に此 書の ために、 章句 一 篇， VJ^Ji^ 

め あら はす、 而し て 其い まだ 是 ならざる 處は 、今よ り 

後の 君子の、 修め 正す こと を まつと、 これ も 亦 謙詞な 

り， 

而 一 丄 f 同-志、 復 取，， 石-氏 書； 删 i ル 

ハン ラン テ ヅク i  二 ス シフ "ャ クチ 

繁 亂： 名 ぉ騎- 略， 

同志 は、 志 を 同う する の 友 也、 實は 其 門人 を さして 

云、 石 氏が 書 は 集 解な， 5、 繁亂 は、 其說 のお ほ く.， ：> て、 

入 b みだれた る を 云、 これ はけ づ ，9 すて /- 簡略に す 

るな b、 よ. 0 て輯暮 と名づ く、. あつめ て する こと 

なり、 

マタ  メノテ ロン ベン シュ シ ヤス it  チ f 一一  ヅク リナ 

且 記. 所嘗 論- 辨 取- 舍， 之 意 M 爲，， 

ワク プン  テック  ノシリ へ 二 

或 問お 附，， 其 後； 

ヮ  レ  レス テ 

又輯 の 諸！^ の 是非 を、 論じ 辨 きて、 此を 取り 彼を捨 

ィ シュ  ワク ブン  ノ  ティ  ル  ft 

たる 意趣 をし るして、 或 問と す、 其 書の 體、 或 人の 問 


一 二 

を まう け、 それに 答て 其 意 をつ くせる 故に 或 問と 云、 

これ を 以て、 輯 略の あとに つけ をく ぞ、 


メ 一一 


然後此 書 之 11 曰、 支-分 節-解、 脉-絡 

クワント ゥシ  t ヨリ キヨ サイ コ，--- ，、ク ァグ 

貫-通、 詳-略 相 因 巨-細 畢 舉、 


ォ モムキ 


此 一 段 章句の 書た る 趣 をと く、 此 書と は、 中庸の 本 

文 を さす、 支 分と は、 ゑ だ わかる /- なり、 節 解と は、 

ふしと くるな り、" 脉 絡と は、 血の かよ ふみち を脉と 

云、 即ち 一 一經 な，. y、 經脉の 間に ま と ひて ある A, 絡と 

云、 即ち 五 絡な b  、是 みな 人身に たと へ て 云、 凡そ 中庸 

の 一 篇四大 支に わかる、 人の 手足 四體を 四肢 と 云が 

如し、 首 十 一 章 は 中和、 次 九 章 费隱、 又 次 十 1 一章 は 天 

道 人道、 其卒 一章 は、 一 篇の總 要、 共に、 三十 三 章に 

して、 三十 三 節に 解けたり、 四肢に をのく 骨 節 ある 

が 如し、 而 して その 意義の 終始に 貫け る は、 脉 絡の 四 

肢を 共に 貫け るが 如し、 よりて 又 厥絡贯 通と 云な h -、 

詳略相 因る と は、 四大支 をのく 初の 章に 大略 を あ 

げ、 次々 の 章 これ を 詳 にす、 これ 詳は 略に より、 略 

は詳 による、 又 段々 の 相う くる il にも、 或は 詳 により， 


是 以 大， 義 雖. 明 而 微-言 未. 折、 

s: 人の 記した る程說 にて、 此 書の 大 段の 義は、 明な り 

とい へど も、 その 精微 にして ふかき 詞は、 いまだ わき 

ほどけす、 


チ m 


至. 其 門-人 所. 自 爲 k 、則 雖， 頗 詳- 

一一 ひ  シト  スル モゾム ィテノ  二 

！而 多， 所， 發 明： 然 倍， 其 師-說 ；而 


オボ si  . 


淫，， 老 -佛， 者、 亦 有乏 矣、 

門人 所 ニ自爲 說と は、 程 子 門人の 自 つくれる 中庸の 

說 なり、 颇と は、 俗によ ほど、 云詞、 詳盡 は、 つまびら 

かにつ くせる ぞ、 發明 は、 ひらき あかすな. 0-、 

熹 自，， 華歲， 即 嘗 受 讀、 而 竊" 疑 >5、 

蛋歲と は、 わかき としな り、 受讀と は、 師に受 てこれ 

をよ むぞ、 竊 疑,， 之と は、 謙詞 な. 5、gl 人道 を傳 るの 書 

なれ ども 敢て ひそかに 疑 ひ をた て x-、 これ を 明さん 

とする なり 、 

チン セン. "ハン ブク  シ  リシ 

沈- 潛 反- 復、 蓋 亦 有 ¥、 


沈潛は、皆しづむな，.^、 其理を ふかく 求る をば、 魚の 

みなそこに、 しづみ ゐるこ と を、 か. 9 て 云、 反復 は、 

皆 か へすな り、 く. 9 か へして、 もて あそぶ こと を 云、 

有ゾ 年と は、 年 比 ありて 久 きぞ、 


ク ワウ トメ 


一 -旦 恍-然 、似 一， 以 得， 其 要- 領， 者、 

恍然は ほのかなる 意 、要は、 こし、 は、 ゑ，^ な， 9、 衣 

エリ n シ 

を あぐる 者、 傲と 腰と を とれば、 あげやす きを 以て、 

物の 簡耍 の處を 知る こと をば、 耍領を 得る と 云な り、 

云 意 は、 工夫 年つ もれる 後に、 一旦 恍然 として、 その 

要領 を 得る こと ある やうになる とな hN、 蓋し 此 道に 

をいて、 と， 0 とめた る 形象 はな けれども、 かく ぞと見 

すへ たる 所 あるに よりて、 しかい へり、 されば これ も 

亦 謙 返の 詞な h^、 

メュ チテメ  チ  サ ダム  ノ チウ チ -ー 

然 後乃敢 會，， 衆- 說； 而 折，， 其 衷； 旣 

タメ-一  サダメ ァラ ハシテ  チ  テ マツ 

爲定- 著 章-句 一 -篇； 以 俟，， 後 之 

君-子； 

會は、 あつむる ぞ、 衆 は、 諸な， 9、 哀は、 中の 字と 同じ、 


中 薪 


草 句 序 


中 唐 


隼 句宇 


程 夫子 兄弟 は、 程^ 道、 程 伊川、 二 先生な b  、载も 年な 

,0、 緒 は、 いとくち な. 9、 云 意 は、 道統 たえ、 異端 盛な 

る こと、 上に 云 如くな- 9 とい へど も、 なを 幸に 此 中庸 

の ほろびす して、 のこれる あり、 この 故に、 宋 朝に 

至..^ て、 一 一 程 子 出られた る 時に 此書を 以て 考る こと 

あ h て、 か の 孟子の 後、 千歲 たえて 傳 はらざる、 道統 

の緖 を、 つぐこと を 得。 又 此書を 以て 據.^ どころ と 

する こと あ hv て、 かの 老佛ニ 家の 是 に似て 非なる 說 

を、 さし、. 9 ぞく こと を 得た， 9  、 

シ  ノ  テ n • ニス  イナ リト 

蓋 子-思 之 功、 於 爲. 大、 ， 

子 思 道 統の傳 たえなん を薆 へられし こ と、 今 再 これ 

を つぐこ と ぁh^、異端をこ，.^て、 聖道 の眞を 失 はん 

を 、催れ られ しこと、 今 その 是に 似た る 非 を、 し ぞ 

くる こと あり、 是みな 中庸の 書 あるに よ. 9 て なれば、 

子 思の 此書を 作られた る 功 を、 こ、 に をいて 大 いな 

b とする ぞ、 . 

レ m ナウ リセ 0  チ  ケン ク ョプナ ノギ 3- 一 

而 P 程-夫-子； 則 亦 莫 k 因，， 其 語， 

ル r  ノ  口ヲ 

而 得， 其 心. 也、 
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中庸の 書 あ b とい ふと も 二 程 子 出る こ となく ば、 亦 

よ く 其 語 によりて、 其 語の-心 を 得る 者な かるべし、 

蓋し 程 子よ 先に も、 此書 をよ み もて あそぶ 者、 多 

く ありし かど、 皆い まだ 其、！ -V 一得 や.、 程 子 は 則 其 心 

を 得られた る 故に、 よくこれ によ- 9 て、 道統 をつ ぎ、 

異端 を ひらく  -  J と を なせ hs、 

オシぐ カナ  ノ  ノ ッ タル  クタ ハラ 

惜 乎、 其 所 「以 爲 ^ 者 不. 傳、 

二 程の 中庸の 說、 明 道 はい まだ 書つ くるに 及ば や、 伊 

川 は 書 あ..^ つれ ども、 後に つた はらす、 或說 に、 伊川 

は 其 書す でに 成 h- つれ ども、 心に みたざる を 以て、 

やきすてられたり とい へり、 

メ ゾ  /  a シフ B クスル ヮヅカ 二 ッ  .ノ 

而凡 石-氏 之 所， 輯 錄： 僅 出，， 於 其 

門-人 之 所. 記、 

石 氏 は、 會稽の 石 5^ なり、 輯錄と は あつめし るす ぞ、 

石 氏 周 程 張子 及び 程 門 諸 弟子の _ 詰 を あつめて、 中庸 

集^ を つ ，、れ ..^、其のする所の 二 程の 說は、 ゎづ か， に 

其 門人の 聞き 記した る 語ば かり にて、 程 子の 自記し 

をけ る 語に あらや、  一 


て、 又つ くせる もの はなき ぞ、 

に、 


£ 而 义 再-傅、 以 得 k- 氏： 爲ァ能 

シメテ ノ ヲ テゥ ク^ rih  ノ  I^ 

推 S 是 書； 以 承， 先- 聖 之 統； 

子 思よ b 後、 又再傳 して、；^ 子の 出る こと を 得たり、 

孟子すな はち 子 思の 門人に、 學を うけ、 よく 中庸の 書 

を、 推し 明めて、 先^の 道統 を、 うけつぐ こと をな せ 

. ^、今 孟子 七篇の 中に、 ゅ庸の 書と 同意の 所、 多き を 

以てしるべし、 

テ ノ ボッ ス^-一  ツイ ュ ゥシナ t ッレハ ノ チ   チ 力 ノ 

及，， 其沒， 而遂 失. 其傳， 焉、 則 吾 道 

之 所 .寄、 不.越，， 乎 言-語 文-字 ノ 之 間； 

孟子 沒 して 後、 世に 道 を 知る 人なくて、 道 統の傳 つい 

にたえ 失せた. 9、 然れば 吾が 塞 道の、 たのみ 寄る 所、 

た  >凡 そ經 書の 言語、 文字 ® 間にある のみな， 9、 これ 

を 越いで、、 外に ある 所な し、 

メ  ノ  ヒ.， 、ニァ ラタ 二  二 ンニメ テ ルすハ 

而 異-端 之說、 曰 新月 盛、 以 至，， 於 

ノ  ト  ルニチ ィョ/ \ ウメ 一一  ィニ タル， 

老-佛 之 徒 出： 則 彌 近. 理、 而 大 亂 


ゆ 庸 
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. 眞矣、 

日 新月 盛と は、 漸々 に 新しくた て か へ、 盛に して 多く  ； 

ク ワウ ラウ  タン 

なると ぞ、 按す るに、 漢の 黄老の 術、 晋の 淸談の 俗はク 

みな 老 氏よ，.^ いで  >， ほ  >  情に 近く、 や、 盛に 行 は 一 

る、 佛法 は、 後缓の 時、 はじめて 西域よ. 9 入りけ るに、 一 

その か み、 いまだ 盛なら す、 南朝に 至りて、 台 敎臓學 、一 

ならび 起れ る 後、 佛 氏の 說、 いよく 理に 近くして、 一 

盛に 行 はる、 よりて 吾 道の 眞を亂 る こと、 亦 甚大い j 

な，. >  、而 して 老氏は 却て おとろ へ た..： >  、こ  >  に 老佛を 一 

つらね 云 こと、 文勢 かくの 如くなら ざる こと を 得 V！ 二 

れば な. 9、 蓋し 異端 起，. >  て 、正道 を 妨げ、 道統 たえて、 一 

異端ます く 盛な り、 みな子 思の あらかじめ 憂懼せ 一 

られ たるが ごとくな り、  一 

レ ほ  ナテ  t  ニノ  ノ  ルホ II ビ  二  一 

然而尙 幸 此書之 不. 泯、 故 程-夫-一 

子 兄-弟-者 出、 得き. 所. 考、 以 續，. ？ 1^ 一 

千-載 不-傳 之 緖； 得，， 有. 所. 據、 以 一 

シリゾ クル r ヲノ  ノレル ノ  二  ラ  ，ん 

斥，， 夫 二-家. 似. 是之 非；  . 

九  _ 


中 育 I 聿. - 

失 は ざら しむるな， 9、 

シ ノウ レフ iir チ  シ  二  ノフ r チ  ナ 9 

盖 其 憂， 之 也 深、 故 其 言乏 也 切、 

ノォ モン パカル r テ シ  ニノ ク「  チ  ツマ ビラ カナリ 

其 慮. 之 遠、 故 其 說. 之 也 詳、 

此書 にし るす 所、 後世の ために、 道の ^なら ざ らん 

を、 憂る こと 深し、 この 故に、 其い ふ 所、 親切に してた 

しかな 、道の 行 はれ ざらん を、 慮る こと 遠し、 この 

シャ ゥシッ 

故に 其と く 所、 詳 悉にして つまびら かな.. y、 

ノ フハ  シタ ガフ 二  チ  チ  フナリ 

其 曰，， 天人 & 率， 性、 則 道-心 之 謂 也、 

此 書の 首に、 天命 之謂レ 性、 率レ性 之謂ン 道と ある は、 即 

道心 をい へ るな b 、其義 は 上に 原 二 於 性 命 之 正- と 云 

所よ. 0 推て しる ベ し、 

ノ ハ エラン.； プ チ 力 タク トルト  チ  チナリ 

其 曰 Jt Jn 固執； 則 精-一 之 謂 也、 

又擇 J^n 而 固執い 之と 云、 擇ぃ善 は、 即惟 精-な り、 固執 

は、 即惟 一 也、 執 は、 守 を 云、 

其ノ 曰，， 君-子 時 中； 則 執. 中 之 謂 也、 

二ク 二  シタガ  ノ 

又 君子 而時 中す と は、 君子の 道、 時に 隨 ひて、 其 中 を 


rtf  ^^^^^^ 

はかる、 即 これ 執 一一 厥 中 一と 云の 義な， 9、 

ノ  t 子クレ タル r ィゥ ョ  ニノ  ノ  n トノ 

世 之 相 後 千-有- 餘- 年、 而 其 言 之 

や r コ トナラ シ ハス ルカ フ セ ツチ 

不レ異 、如レ 合： 狩-節； 

符節 は、 みな わ.^ ふなり、 孔曾子 思の 時、 堯舜の 世に 

を くれたる こと、 千年に あまれ ども、 その 道 を 論す る 

の 言 同き こと、 上に 云 如くに、 符節 を 合する が 如し、 

然れば 展聖の 道 一 致に して、 中庸の 至搔 たる こと、 い 

よく 知るべし、 

レキ センス〃 二  ノ  チ p  テ ティ ケプシ カウ. r チ 

摩 選 前- 聖 之 書： 所お 提 綱-維： 

カイ シス ゥン ァゥヲ ダ  ラ キノ カク ノ  ニノ マタ ック セル 

開； 示 蘊- 奥； 未. 有，， 若. 是 之 明且盡 

者， 也、 . 

歷は 、ふる、 選 は、 ゑら ぶな り、 提挈 は、 みな ひつ さぐ 

るな- 5、 綱 は、 すぶ る 所、 維 は、 つなぐ 所、 蘊は、 つむ 

所、 奥 は、 ふかき 所な り、 凡そ 前代 聖人の 害 を歷 わた 

b、 選びかん が へ 見る に、 此 道の 廣大 にして すべ つ 

なぎた る 所 を、 ひつ さげ あら はし、 精密に して、 つみ 

こめた る 所 を、 開き 示す こ と、 此 書の 如く 明かに し 


道 を 得る 者. V ヒ ir 宗は、 正な b  、源流の すぢめ 正き こ 

と を 云、 蓋し 孔門の 諸子、 見て 知る 者、 あまた ある 中 

に、 顏子は 博 文 約 禮の敎 へに よりて、 立つ 所の 卓爾た 

る を 見る に 至 b 、曾 子 は 格 致 誠 正の 功 をつ みて、 一 K 

の 旨 を 悟る に 至る、 これ 二子の み ® 道の 宗的を 得て、 

他人の 得て ぁづ からざる 所な り、 

及： 曾-氏 之 再-傅： 而 復 得， 夫-子 ノ 孫 

子-思， 則 去. 聖 遠、 而 異-端 起 矣、 

曾 子 傅る 所の 道、 子 思 を 得て、 再び これ を. 傅 へつ る 時 

は 、塞 人の 世 を 去る こと、 すでに 遠 く.. -て、 楊子 墨 子 

が 如き、 異端の 說、 やう やくに 起れ. 9、 異端と は、 聖人 

の 道よ b 外に、 異なる 端 を 立て /-、 人 を敎る こ と を 

云、 

_K ツル カノ ィ m,/\ シ ウメ  ハン rih  ノ チ 

子-思 懼，， ， 夫 愈久而 命 r 失，， 其 眞， 也、 

子 思 今より 後、 異端な を 盛んにな， 0 て、 此道を まぎら 

はし、 いよく 久 きに つれて、 いよく 正 眞の旨 を、 

と， 失 はんこと を を そる、 

中 0 皐句序 


テ コ、 -I チシ モト ヅキ  ヨリ コノ カタ サ ウノ  ロニ 

於. 是 推^ 1 以來 相-傅 之 意； 

ス "一一 シ  ノク  ノ  コトチ カウ ゴ 

質 以，， 平-日 所. 聞 父- 師 之 言： 更-互 

ェンェ キク  メノテ  テツ グ  ノ  二 

演-繹 作^ 此 書： 以 詔，， 後 之 學- 者； 

質す と は、 證據 とする 篛 な， 9、 父師と は、 夫子 曾 子 を 

通じて さす、 更 互と は、 か はるく たが ひに する ぞ、 演 

は、 の ベ ひろむる 義、 鐸は、 しきつ.. S ぬる 意な， o、 子 思 

堯舜以 來の塞 賢 道統相 傅の 執 中の 意 AO  、推しき はめ、 

たづね 本 づきて、 其 證據に は、 つねにき く 所の 夫子 曾 

子の 語 を ひけ，. y、 され ども 篇 内に、 曾 子 曰くと 云 語 

のな き は、 蓋し 曾 子の 言 も 子 思の 自 いふ 所 も、 みな 夫 

子の 意 を、 發 明す るの 外な きに よりて、 曾 子の 語 は 子 

思の 自 言の 內に、 混じ 入れられ たると 見えた h -、 凡 

そ此 書の 體、 鏖言自 言、 か はるぐ とりつ 5- けて、 一 

篇の 文字と なし、 或は ま づ自言 をた て 、、聖 言 を 引て 

ァグ 

, J れ を- 證し 、或は ま づ 聖 言を擧 て 、自言 を 以て これ を 

明す、 これ 更 互な り、 その 更互 する 所 は、 みな 執 中の 

旨 をのべ しく、 これ 演釋 なり、 かくの 如くに して、 此 

書 を 作 b たて、 後 來の學 者に つげ 示して、 此 道の 眞を 

七 
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ル寸 ハー 


受 之 際、 丁-寧 吿-戒 、不. 過. 如. 此、 則 

天 卞之理 、豈 有お 加， 於此， 哉、 

丁寧と は、 人に 事 を 付屬 して、 く か へし、 ねんごろ 

に 云 ことなり、 吿戒と は、 戒も吿 る義な h-. 蓋し 天下 

の 大^人、 天下の 大事 を、 授け 受けた まふに、 堯 すで 

に舜 につげ 玉 ふこと を、 舜 も亦苒 ねんごろに、 禹 につ 

げた まふ 所、 みな 厥 中 をと る ことにす ぎす、 然れば 

中 は、 これ 至極に して 精 微の理 なり、 天下の 理は、 何 

事か此上にをきて、まされ.^^とする者ぁらん、それ.^ 

の 一 字 は、 聖々 相 傅の 道、 これにす ぎ や、 精一 の 二字 

は、 聖々 相 傳の學 、これにす ぎす、 

リ  レ n  ノ カタ  t ゥケテ  キ 

自. 是 以 來、 聖-聖 相 承、 若， 成-湯 文- 

武  之 爲. 君、 皐-陶 伊-傅 周-召 之 爲， 

ニナ テチ  ヅグ カノ  ト ウノ  ヲ 

1 皆 以. 此 而 接， 夫 道-銃 之 傳； 

商 王 成 湯、 周の 文 王武王 は、 みな 聖人の 君な り、 虞の， 

皐陶、 商の 伊 尹 傅說、 周の 周 公 召 公 は、 みな 聖賢の 臣な 

b 、旣の 字 は、 下 文に 孔子の 道統 をい はんた めに、 ii 


.  六. - . 

づAJきたる詞なh^、 此の 字 は、 中 を 執る こと を さす、 

此 あまたの 塞 賢、 中 を 執れる こと、 其 語經傳 の內、 こ 

かしこに 見えたり、 

キハガ  ノ， I チ IB  r  ズヲモ  a 

若，， 吾 夫-子； 則 雖. 不. 得， 其 位； 而 所 T 

テ ツギ ワウ  チ ク  チ ノ  力へ テア リマ サ レレ r 

以 繼 挺- 聖； 開. 來 -學， 、其 功 反 有 


ヮガ  シタシ  キ 

吾と は、 これ を 親む の詞 往聖と は、 それより 前の 驢 

人、 來學と は、 それょ..^後の學者なb、 夫子は氣蓮の 

ぉとろ へたる時に、出玉ふにょ..^て、 王侯の 位に 居 

て、 世 を 治め、 民 を 救 ふこと を、 得 玉 はす、 然れ ども 已 

往の塞 人の 道統 をつ ぎて、 その 大成 を あつ め、 將來の 

舉者の、道を求る方を開示して、萬世の師表とな..^玉. 

ふ、 この 故に、 堯舜の 一 時 を 治め 玉 ふよ..^ も、 其 功 反 

て、 まさ h- たる 所 ある 也、 

I； 氣 而 知. 之， 者、 衡 顔-氏 

曾-氏 ノ之傳 得， 其宗； 

テル チ  ヂキ  き, 

見 而知レ 之と は、 塞 人と 世 を同ラ し、 直に あ ひて、 其 


人欲の 心 は 身の ためば か..^ な る を 以て 私と 云、 上に 

形氣の 私と 云 は、 飢て食 を 欲し、 渴し て飮を 欲する の 

類 なれば、 いまだ 私欲に あらす、 此 人欲の 私 は、 天理 

の 公に 對 して 云 なれば、 これ 私欲な. 5、 

ハ チ ツマ ビラ 力 ニノ カノ  ノノ  ヲ  ルナ リ マジへ 

精 則 察，， 夫 一 一 者 之 間， 而不. 雜也、 

是ょり 精一 の 工夫 をと く、 精 は、 く はしき なり、 惟精 

と は 人心 道心の 二つの 間 を、 き は どくつ まびら かに 

V レ 

わきて 彼此と、 まじ へ ，まぎら はさ  >  る なり， 

ハ  テノ  ノ  シキテ  ルナ リ ハナ レ 

一 則 守，， 其 本-心 之 正， 而不レ 離 也、 

一 は、 もっぱらな， り、 本心の 正き と は、 本來 心の 正理 

に、 もとづきて 出る 道心 を さす、 云 意 は、 すでに 人と 

道との 間 を、 辨 察する 時 は、 則 その 道と する 所 を、 專 

一 に 守 て、 しばらく も 相 はなれす となり、 精 は 致 知 

のこと、 一 は カ行の ことな， 5、 

シタ ガプテ 1  一  n 、二  ク. シ バラ タノ カン ダン 

從， 事 於斯； 無，， 少 間- 斷： 

從レ事 と は、 せ 〈する 事に か 、りて、っとむる義なh^、期 

と は、 精 一 の 工夫 を さす、 間斷 は、 たえま 也、 

中 庸  章句 序 


スル ：》: ハ  チメ  ニナ ッァ  ノ  ト 

必 使 k- 心 常 爲，， 一-身 之 主： 而 人- 

チ メ ツ子 二  .；^カ  ヲ 

心 每 聽， 命 焉、 

精 一 の 工夫 をつ みて 後、 道心 常に 立て、 一身の 主宰と 

なり、 人心 何事 を も、 每レ 事 その 命令 をう けて、 これに 

した かへば なり、 聽と云 も-した がふと 云義 なリ、 

キ  ク カナ ル アキラ 力 ニン ドウ セ f ゥン ィ 

則危者 安、 微 者 著、 而 動- 靜 云- 爲、 

チノ ヅ カラ シ  ノ タガヒ 

自 無二 過- 不及 差， 矣、 

こ  >  に 至-り て、 かの 危き 人心、 やすんじて おちつき、 

徵 かなる 道心、 あきらか. にして かくれ や、 其 身心の 

動く 時、 f/i なる 時、 口に 云 こと、 身に 爲す わざ、 をの 

づ から 過ぎ 及ばざる 差な く、 しゐ つとめ やして、 み 

な 中道 にかな ふ なり、 是 まで にて、 人心 惟危 きの 義を 

とき 終れり、 

夫 堯 舜 禹、 天- 之 大 -af 也、 氣，， 天- 

下，  相  傳、 天-下" 之 大-事 也、 3,, 天- 1^ 

之 大-聖；行，，天-下ノ^^ 大- 事； 而 其 授- 

五 


中 素 拿. 2f7  .  ^^^^^^^^^ 

すれば、 いかほどの 放逸に 至らん も、 はか h- がた き 故 

に、 人心 は 危殆に して、 安から すと は、 おちつかざる 

義な. -、 

ハ ビ ベ ゥ 二 シ テ  *. ミ ノ  .1 

或微 -妙而 難. 見 耳、 

微妙 は、 みな かすかなる ぞ、 蓋し 道心 はよ く 人心の 主 

.1 ィ  セ ッセィ 

宰 とな b て、 これ を 節制す る 者 なれ ども、 私欲に まぎ 

カク 

れャ すくして、 宰 制する 所 さだか ならす， 見えつ 隱れ 

つ、 かすかに して、 見さ だめが たきな. 9、 

レ^  シ トー ラ ノ カタ チ  二  E  r 

然 人 莫. 不. 有，， 是 形； 故 雖，， 上-: 智， 不 

. 能. 無 X- 心； 

上智と は、 染-資 を さす、 

亦 1  ベ 有 一 是ノ 性； 氣 齓，， 下-ぎ ト， 不 

. 無，， 道-心； 

亦と は、 上の 人の 字 を うけてと く、 下 愚と は、 自暴 自 

棄の 小人 を さす、 

ヅノ  了： ン ハリテ  ノ ダニ ルす ハラチ 

二者 雜， 於 方- 寸之 間： 而 不. 知. 所，， 


テム チ，  . 

以 治， 之、 ， 

方寸と は、 四方 一 寸な 、人の 血肉の 心の 內、 せば く、 

ちいさ き 者なる を 以て、 方寸と 云、 人心 道心 二つの 

者、 常に 方寸の 間に、 相 まじ は. 9 て あ h -、 これ を 治め 

て、 道心 を、 たすけた て、 人心 を を さへ と ，5- むる すべ 

を 知ら ざれば なり、 

II チ キ  ィョ /、 ク カス カナ i  I 力 ニノ 

則危者 愈危、 微者 愈微、 而 天- 理 

ノ ォホャ ケナル ツイ 二  シ テ カプ r  ノ  3 タノ シニ 

之 公、 卒無. 以 勝，， 夫人-欲 之 私， 

矣、 

人心い よく 危 くして、 惡 におち いらん とす、 道心い 

よく 微かに して、 5^ るに なんくと す、 天理 は、 即 

性 命の 理、 人欲 は 即形氣 の 欲、 蓋し 道心 生と なりて、 

人心 これに 命 をう くれば、 其す る 所み な 天理に かな 

ふ、 人心 事 を 用 ひて、 道心 これに 服從 すれ ば、 其す る 

所み な 人欲に ながる、 こ 、を 以て、 天理 は、 本 主宰な 

れ ども、 つい に 人欲に ゑ かたす し て、 まげられ、 した 

がふな り、 天理の 心 は、 我人に 通す る を 以て 公と 云、 


眷 にと は、 謙 退の 詞 なり、 上文 舜の三 言の 義を、 論釋 

して 見ん となり、 

ノ  キヨ ン イチ カク ハ ナ ラン 

心 之 虚-靈 知- 覺、 一 而 已矣、 

虛と は、 むなしく して、 ふさがらぬな， 9 、 靈は靈 妙に 

f  カンテ ゥ 

して， さとき ぞ、 事物に 或應 せす と 云 こ とな きを 云、 

^  二 宇 は、 すべて 心の 模樣を とく、 體用を か ねた 

り， 知 は、 物 を わきし る處、 覺は、 物に ふれて おぼえ 

あ 、氣， のつ く處、 -此 二字 は、 もつ ばら 心の 發用 をと 

ナ ラン 

く、 一  而已矣 と は、 かやう の處 は、 たが 心 も 皆 一 樣に 

して、 か は， 9 なしと、 いひつ くして、 の こh^なき詞な 

シ カルテ テ ル r ハ ト  ノ  n トナル 「 

而 以 爲. 有， 入-心 道-心 之 異， 者、 

心の 虎 靈知覺 は、 一 つなる に、 人心 道心 異にして、 二 

すぢ あ. する は、 いかなる 義ぞ なれば とぞ、 

チ  テノハ ナリ  ケィ キノ  ヮタ クシ-一 

則 以. 其 或 生，， 於 形， 氣 之 私： 

これ、 人心 Ad とく、 形氣と は、 形 體氣血 也、 凡そ 耳目 鼻 

口の 聲色 臭.^ につく の 類、 みな 人の 形氣 より 發 する 

を 以て 、人心と 云、 これ を 私と 云 は、 みな 我 ひと の、 

中 庸  隼 句 序 


ためにす る 心なれば な. 9、 又 此心は 形氣の はたらき 

によ. 0 て、 湧き出る 者なる 故に、 生す とい へ るな ，0-、 

ハ モ. r ヅクテ  ノ  タ^シ キ -I 

或 原， 於 性-命 之 正〕 

これ 道心 をと く、 道と は、 當 然の理 なり、 わが 性 命の 

理 にもと づきて 出る 心 は、 行 はれて、 事の 當然 にかな 

ふ 故に、 道心と 云な.^、 性 命と は、 心に 具り たる 、仁義 

禮智の 本性、 生る 、初に、天ょ.=^命せられたるものな 

る を 以て、 性 命と 云な， 9、 此 仁義 鱧智の 性發し て、 

惻隱羞 惡辭讓 是非の 情と なる は、 本來の 正き 堙を源 

として、 すぐさまに 流れ出る を 以て、 その 正き に原づ 

くと 云、 原は即 源の 字の 義な， 9、 

* 而所, 以ノ 爲，， 知- 覺， 者不 Jf、 

心^ 知覺 する 所、 人と 道との 不同 あると 也、 人心 道心 

は、 みな 心の 發用を さす 故に、 唯 知覺を 以てと きて、 

虛靈に 及ばざる 也、 

n  、チ  テハ キタイ ニメ  カラ 

是以或 危-殆 而不レ 安、 

危殆 は、 みな あやうき ぞ、 形 氣の欲 を、 ほしい ま、 に 

三 


ャ 


0 


章句 序 


人の 道德、 天下の 法則と なること を 云、 是即 道を修 

むる の敎 な. 9、 道統と は、 統は 系な， 9、^ 賢 か はる 

<\. 世に 出で、、 此道を 受け 傳る ことな. 9、 祖宗 子 

孫の 系譜の 如くなる 故に、 道統と 云、 自來 は、 由來 

の義な h -、  ft 段 上古の 聖人、 道 统の祖 と な b 玉 ふよ 

b 、由來 あ -9 て、 後世に 此 道った は る こ と をと け 

b、  • 

ノア ラハル、 -ーハ  ケィ -I チ t-n トュ トレ ト-M ハ プノ チ  ノ 

其 見，， 於經， 則 允 執，， 厥 中， 者、 堯 

ナ U テ サヅ クル 二 

之 所，， 以 授， 舜 也、 

是ょ b 古の 聖人 道統の 傅授經 典の 內に 見えた る こと 

をと く、 此堯の 語 は、 今 論語の 末に あ b  、允と は、 信 

實の義 、中 は、 義理の 精徵 にして 過不及な き處、 即中 

庸の 道な り、 これ を 執と は、 と h- て 用る ぞ、 垂人 天に 

つぎ、 極 をた て /-、 世 を 治め 敎へ たま ふこと、 此 道に 

よら やと 云 こ. となし、 こ の 故に 帝堯 天下 を舜 にゅづ 

,9 玉 ふ 時、 此 語を吿 て、 其 道 を さ づけた まふ、 


アヤ ゥ< 


カス カナ 9 


人心 惟 危、 道 心 惟 微、 惟 精 惟一、 

►  n ト エレト 云 ハツノ  ヲ  ノ  ナリ テ ク ル  二 

允 執， 叙 中， 者、 舜 之 所二以 授^ 也ノ 


此亦舜 の 天下 を禹 にゅづ 玉 ふ 時に つげ 玉 ふ詞、 今 

書の 大禹謨 に 見えた b 、其義 は 下に 詳 な，..^、 

*1 ル之 一 

1 言と は、 4^ 執 二 1 中 1 と 云 1 句 を さす、 至れ.. > と は、 

此上 なき 意、 盡せ hv と は、 かねす ベ ざると ころな きこ A 

シテ •  マス 二  一一  スル r» ハ  チ 

而舜復 益. 之以」 二-言， 者、 

三 言と は、 人心 惟 1^ の 三 句 を さす、 

チ  ナリ ァ カス  ノノ  ェメノ 

則 所； 以 明-, 夫 堯 之 一 -言、 必 如. 是、 

メ  一一  キ！1 テショ キス 

而後 可，， 庶幾， 也、 

ョク 

庶幾と は、 ねが ふ詞 なり、 云 意 は、 人欲の 心 は あやう 

く、 道理の 心 はかす かにして、 中道と. 0 がた し、 唯 精 

t 祭に 理欲を 明し、 唯專 一 に 道理 を 守 り、 必 かくの 如 

くの 工夫 を 用 ひて 接に、 何と ぞ信實 に 其 中 を 執る こ 

と は、 なるべし， i;;J-,9、 

^  n  *  B  i  -I ゼン チ 

蓋 嘗 論. 之、  』 


中庸 示 蒙 句 解 


中村惕 齋講述 


中- 庸 章-句 序、 

中庸 は、 此 書の 名、 其義篱 題の 下に 見えたり、 章句 は、 

註の 異名な， 5、 章 は、 語の を はる 處、 句 は、 詞 のきる 

處、 まづ 章句 を わけて、 其 間に 訓釋を 入る、 により 

て、 註 を 章句と 云、 序 は、 書の はじめに しるして、 下篇 

の 大意 を 示す 詞な h- 、朱 子 中庸の 書に 註して、 中庸 章 

句と 名 づけ、 よ. 9 て 其 章句 作れる 義を、 此 序にの ベら 

れ しな. 9、 . 

中庸 何 爲而作 也、 干 思-子 憂 k- 

學ダ) 失，， 其 ノ傳， 而作 也、  . 


れ 自問自答の 詞な， 

ァザナ 


、子 思 は 孔子の 孫、 伯 魚の 子、 

名 は伋、 子 思 は 其 字な り、 下の 子の 字 は、 學者先 儒 を 

- あが めて、 稱 する 詞な り、 道學と は、 道 を 求る 學 i 


術な.. y、 此書 はもつ ばら 道 を 明に する 書なる により 

て、 序に も はじめより、 道 學道統 のこと を、 主として 

說け ひ、 蓋し 子 思 何のた めに $1 此書を 作れる となれ 

ば、 夫子の 時 は、 異端の 說 あり， こいへ ども、 いまだ 盛 

ならす、 子 思の 時には、 やう やく 盛に な. 0 て、 正道 を 

妨ることぁるにょh^ て、 後世 い よ^ 盛に し て 、道學 

の 相傳、 たえ 失せん こと を 憂て、 其た めに これ を 作れ 

ると な. 9。 

盖 自 ^ 上-古.^ 聖-神 繼 k 立， 極、 而 ¥ 

トウ ノ  リ ョッテ ル r 

統之傳 有，， 自來， 矣、 . . 

上古聖神とは、大抵伏羲神農黃^^堯舜の五帝をさす、 

靡-神と は、 聖人の 德、 神妙に して 測られ ざ る こと を 

云、 犁- 人の 上 に 又 別に 神人 あるに あらす、 繼レ 天と 

は、 天道に つぎ 代りて ぞ、 立レ 極と は、 極 は 法な- 9、 聖， 
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大 傅 之 十き   I  六 二」 


. 上 の 第 九 章 の 齋家 治國は 、修身より うけ 来れる 

故に、 むねと 敎化 のこと をと く、 此章 は、 國ょ h^ 

天下に 推し 廣む るの 道に して、 其處 置の 得失、 公 

私の 利害まで、 其 端 多き によりて、 其說 長し、 さ 

れ ども、 大耍 のっとめ とする 所 は、 民の 好 惡を同 

うして、 其 利 を ほしい ま、 にせざる にあり、 み 

な 絮矩の 意 をのぶ る 者な. 9、 もしよ く か くの 如 

くす る 時 は、 親賢樂 利、 をのく 其 所 を 得 て、 天 

下 平 かなら すと 云 ふこと なし、 


：テ • ズ 


凡 傳 卞章、 前 四-章、 統 論，， 綱- 領 

ヲノ  ハ ップサ 二  ズ  ノコ ゥフヲ 

指-趣； 後 六-章、 細 論，， 條-目 ェ- 夫； 

其 第 五 章、 乃 明 Jn 之 要、 第 六- 

ハ チユス ルノヲ  ト 

章、 乃 誠. 身 之 本、 


明 善 は、 格 致の こと 、要は 簡耍な b  、誠. ^ 身の 本と 

は 誠意の 工夫、 修身の 本 たれば なり、 蓋 意 を 誠に 

する によ. 9 て、 心 を 正う し、 身 を 修る時 は、 其 身 

に 誠 あ b て、 眞 實无妄 なり、 是致 知力 行 の兩 端、 

十傳の 至要、 此ー 一章に ある こと を さとし、 ヌ 中庸 

孟子に 出た る、 明 善 誠 身の 語 を，.？、 大學の 格 致 

誠意に 分 貼して、 孔曾思 孟相傳 の 宗旨な る こと 

を 示せ，. y、 


ァヅテ 


在，， 初- 學； 尤 爲，， 當. 務 之 急： 讀 者 

ルナ リ ラテ ノ  ヲ アナ ドル チ 

不 JEV 以，， 其 近， 而忽， 之 也、 


此 書初 學の 急務た る こと、 其學 をす る 次第 を 知 

て、 聖學の 全 功 を 明に する にあり、 讀者其 語の 平 

近に して 、支 妙なら ざ る を以 て、 これ を 輕忽す る 

ことな かるべし、 


大學示 蒙 句 解 終 


大 舉 


傅 之十苹 


 大 學  m,- 十 草-, 

ば 仁と 云、 民と 利 を あらそ はざる よ b い へば 義と云 

ふな， 5、 

He 國- 家， 而 務，， 財-用， 者、 必 自，， 小 A 

矣、 

長 は、 人君 官長 をす ベ. て 云、 國家は ロハ 國と云 ふこと な 

、小人 は、 聚欽 の臣を さす、 凡そ 人の 上に 居て、 財 用 

をつ とめても やすこと は、 必聚 傲の 小人、 これ をみ ち 

びくに よるとな り， 

彼爲善 之、 小人 之 使 國 家； 蒸- 

ナラヒ *- ル 

害 並 至、 

彼 爲善之 四 宇、 其義 通せす、 恐らく は此 句の 上下に、 

文の かけ、 字の あやまれる 所、 あるべし とな. 9、 ー說 

に、 彼と は、 君 を さし、 之と は、 政 を さして、 彼 これ を 

よく せんとして とよむ、 一 說に は、 上の 四 字 をけ づ h- 

すつ、 1 說に は、 之 を 小人と して、 彼 これ をよ しと L 

てと よむ、 一 說に は、 爲の 下に、 不の字 を 入れて、 彼不 

善 をす るの 小人と よむ、 皆うた が はし、 强て とくべ か 


なす、 小人 之の 句 も、 よめが たけれ ど、 本意 は 聚敛の 

小人に、 國家を を さめし むれば な 、富 害 は、 皆 わざ 

は ひなり、 富 は、 天よ くだる、 害 は、 人より 生す、 蓋 財 

は 天の 生す 所、 人の 欲 ふ 所、 もし 聚欽を 事と する 時 

は、 必す其 怒 を を かし V 人の あ をつ む、 この 故に 富 害 

ならび 至るな. o、 

へ K リト ョ クスル ノ  シ ィ カン チ ス^ r  . 

雖. 有，， 善 者； 亦 無，， 如. 之 何， 矣、 

事 をよ くす る 才辨の 者 ありと い 〈ど も V 小人の しそ 

こな ひたる ると は、 これ をい かんと もすべき やうな 

きぞ、 

此 謂. 國 不， 以. 利 爲. 利 以 (義 爲： 利 

也、 

此 結語、 ことば は 上文と 同じ けれども、 上 は 只 義と利 

の辨を 明に す、 こ 、に はふ かく 利 を 科と する の 害 を 

さとす、 其丁寫 つゆ 意 切な h -、 

ス  メ  チェス ir ヲ  ヲ 

右傳之 十-章、 拜， 治. 國 平，， 天下： 


伐-水 之 家、 不. 畜， 牛-羊； 

伐 氷の 家と は、 鄕大夫 以上 を さす、 伐 は 、うつな. o、 喪 

祭の 用に、 永 室よ b 氷 をき， りと る こと を 云、 喪に は 尸 

牀を ひやし、 祭. 0 に は、 膳 具 を ひやす ためな b  、士庶 

人 は 、氷 を 用 る ►  J と を 得 ざ る 故に 、鄕 太夫 これ を さか 

へ， 0 として、 伐 氷の 家と 云 ふな..^、 牛 羊を畜 はざる の 

義、 上に 同し、 雞豚 のす こしきなる を、 畜 はざる こ と 

は、 云に 及ばす、 


ハ タ 


ズ ヤシ ナハ 


百 乘之家 不，， 畜 .聚- 欽 之 臣； 

百乘と は、 四方 十 里の 地より、 軍役に 兵車 百兩 e5 す を 

云、 これ も 卿 太夫、： rH 乘の 地方の 祿を とる 者 を さ す、 

聚欽 は、 あつめ をさむるな り、 定， 9 たる 租稅 の 外に、 

稱々 のて. あて をな し、 民の 利 を かすめて、 君の 利と す 

る 者 を、 聚歛 の臣と 云、 上の 鷄啄牛 羊を畜 はやと、 い 

/  や 

:0 たて 來れる も、 此ほ を畜ひ をく まに きを、 いはんた 

めな hN、 

與 3 其 有，， 舉欽 之 臣； 寧 有，， 盗- 臣； 


大 ^ 


簿之十 ャ 


寧と は、 うけて やすん する 詞、 盜臣 は、 ぬすみす る臣 

な. 9、 君子 は 己が をう しなへ ども、 民の 利 を を かす 

に 忍びす、 この 故に、 聚 敛の臣 あらんよ は、 寧盜臣 

ある べき ぞ、 され ども 是は聚 欽の臣 を、 甚 にくみての 

ことな 、實 に盜臣 ある べしと、 ゆるす に は あらす、 

レチ フ I ハズ  テ  f セ  ト  テ  テスト  ト 

此 謂國 不，， 以. 利 爲， 利 S 爲， 利 

也、 

此傳者 成語 を 引て、 獻 子が 言 を释せ b 、凡そ 利と 云 

は、 事 順 利に して 天理 人情に さは b なき を 云、 この 故 

に 君子 は、 只義の 安ん する 所 を 以て 利と して、 必 しも， 

その成敗をはからす、小人は、ひたすら用の足..^、 便 

のよ きこと を 以て、 利と して 義を そこな ひ、 害 を まね 

くこと を、 か へ.^ みぬな. o、 こ、 を 以て 云、 國を 治る 

の 道 は、 私利 を 以て 利と せ やして、 義の 安ん する 所 を 

以て 利と する なり、 蓋 上文 仁者 は 財 を 以て 身 を發す 

と 云よ. 0 下 五段 ノ義の 利 あ b て、 利の 利 あらざる 意、 

すでに 明な，.^、 獻 子が 語 を より 下 は、 又 上文の 意 を 

く， 0 か へして、 ねんごろ にと v»、 上に 仁と いひ、 下に 

義と云 も、 亦 一 理 な.. > 、民の 利 を かすめざる よりい へ 

五 九 


^ 樂 5 之 十 零 . 

てと 云に あらす、 仁君 はた  > 大道に よりて、 國用 をた 

し、 天下の 財 を、 上に のみ あつめす、 これ を 以て、 身 常 

に尊榮 なること を 得るな. 5、 され ども、 身の さか へん 

ために、 かくの 如くす るに あらや、 只 これ 仁玫 のしる 

し をい へるな .9、 

不- 仁-者" 以. 身 S  ■ 

不仁の 君 は 、身 を わすれ て、 財 を つ む 故 に、 爭 奪の 事 を 

こりて、 わざ は ひ 身に 及ぶ こと あ b 、これた  > 上の句 

に反して、 其 意を發 明す るば か. 9 なり、 

ダ  ラミン > 'チ  モ isr ハ マチ 

未. 有，， 上 好 t 而 下 不 者 也、 

ズ 

此ょ. 0 下 三 段 は、 仁者 財，： y- 以て 身 を を こす ことの、 必 

然 なる 故 をと く、 上 仁 を 好みて、 其 下 を 愛す れば、 下 

必義を好みて、其上に忠な.^、 

未. 有 二 好 .義. 其 事 不拯 者 也、 

其の 字、 君 を さす、 下 同じ、 下義を 好む 時 は、 君の 事 AJ 

へて、 とけす と 云 ことなし、 

未. 有，. 府-氣 財 非， 其ノ 財， 者 也、 

ズ 


五八 

府庫 は、 皆 くらな hs  、財寶 を をさむる を府と 云、 武具 

をた く はふる を 庫と 云、 下義 AJ 好む 時 は、 又 府庫の 財 

もな がく 君の 用と な. 0 て、 くづれ 出る 時な し、 蓋 本 を 

外にし、 末 を內に すれば、 財し ばらく 聚る とい へど 

も、 亦 悖て 出づ、 德を愼 み、 仁 を 好めば、 財 散す とい へ 

どもつ ひに 失 はす、 聖賢 ねんごろに、 人 を警す 意、 こ 

/- に 至 て 愈 切な. 9、 

孟- 獻-子 曰 lik- 乘ー不 J„{, 於 難-き. 

孟は、 氏、 41 は 諡ノ ての 名 は 蔑、 魯の賢 太夫な. 9、 馬 架 

と は、 車 を かくる、 四つの 馬 を 云、 雞は、 に はと. o、 豚 

は、 ゐ のこな. 、これ を 察すと は 、家の 用に 畜ひ AJ き 

て、 多くな すし つら ひする こ と を 云 、乗車に のる 者 

は、 太夫な h- 、太夫の 家に は、 羊 を も 用れ ど、 これ は、 

はじめて もち ひられて、 太夫と なる 者の - J と を 云に 

よりて、 まづ雞 豚の こと を 云 ふ な. 0  、 蓋 鷄豚牛 羊 の い 

けに ゑ は、 民 これ を 畜て產 業と す、 太夫 は錄を もき 故 

に、 用 ふること あれば、 これ を 貫 ひ. oh- て、 民の 利 を、 

を かさぬな り、 


f 切に して、 意い よくふかし、 且 忠信 驗泰 は、 人 一 

心の 天理 存亡の 幾、 こ ， に 決して、 此 上に は、 更に 云 一 

べき ことなき 故に、 得失 を 論す る こと、 こゝ に 止るな 一 

, . 、  .  一！ i 

-、  1 

ナス-一 チリ.  i 

生. 財. 有. 大 道 r  一 

此 より 終 b まで は、 又 上に W 用 をと く をう けて、 其 本 一 

を 外にし、 末を內 にす ると、 德を愼 み 仁 を 好む との 利 一 

害 を、 き はめい ふ、 此 大道 は、 上の 大道 中の 一 端な. o、M 

レ.  すサ〕 

それ 土 あれば 此に财 あ. 5 とい へど も、 W を理 めて、 國ー 

ェゥム  ノー 

用 を ゆたかに する こと も、 亦 これ 政の 要務 なれば、 其 一 

方法 を 知る べきな..^、 然れ ども、 財 を 生す るに も、 大： 

道 あり、 或は 聚斂して 下 を かすめ、 或は 小智 を 以て、： 

法 をた くみに して、 これ を 得べき にあ らす、 其 事 下 に 一 

見えたり、  、  一 

ナス  チノ ォホク  ノ 

生. 之 者 衆、  一 

蠶を つとむる 者 多くして、 遊民な きを 云、 

ハム  ヲノ ス クナク  -. 一 

食 レ之者 寡、 
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食む と は 捧祿を 以て 云、 寡し と は、 祿を功 5 なき 者に 

出さす、 功 用に すぎても あたへ ぬな り、. . 

ヅ クル 11 チ  トク 

爲. 之 者 疾、、 


K をつ かふ 

す 節 Li を くれす、 


、耕作の 時 を さまたげ ざれば、 つ 


-出 


ュ ル.？ 


用. 之 者舒、 

お入り あし を はかりて、 用る こと をつ 、まやかに し 1- 

みだ につい やすこ となき を 云、  , 

チ  ツ子 二 タル 

則財恒 足矣、  .： . お， 

上に 云 如くに すれば、 財 用 つねにた b て、 もし 饑饉 

XI ヨウ ガク 

兵 革の こと あ. 0 て も、 事 かく ことなき ぞ 、財 を 生やる 

の、 大道 此 四つの 外^し、 本 を 外にし、 末を內 にす る 

者の、 よくす る 所に あらざる な，；^、 是國用 をた す こと 

、いへ とも、 民财 のっきざる こと、 亦 其 中に あ り, 

ハノチ  ヲシチ 

仁 者 財 發レ 身、 

發 すと はさ かや かす 義な. 9、 财を 以てと は、 财を用 ひ 


玉. V 


大 學 


導 之 十？ * 


ズ 


見，， 不 善， 而 不. 能. 返、 返 而 不. 能. 遠、 

アマ マ テ i ナリ 

過 也、 

文義 上に 同じ、 過つ と は、 此人を 罪に をき やうの、 あや 

ま. C を 云、 此ニ段 は、 君子に してい まだ 仁なら ざる 人 

な b  、この 故に、 好惡を 公に する こと を 知れ ど も ♦ 其 

Jil をつ くさ  >  るな ，0-、  . 


好，， 人 之 所，. 惡、 惡，， 人 之 所， 好、 是 謂 

* ト^. r  /  二 ヮサハ t ス ゾ カノ  ft 一一 

レ 拂，， 人 之 性； 舊必 逮，， 夫 身； 


善 を 好み、 惡を にくむ は、 人 之 天性な り、 もし これに 

反する 時 は、 則 これ 人の 性に もと hN て、 不仁の 甚き者 

なり、 これ も、 成語 を ひけり、 富必 かの 身に 及ぶ は、 子 

孫の 世 を またざる ぞ、 即 これ 天下の 5^ となる 者な り、 

そ の 天罰 をう くる こと 必然 な る 故に、 必と云 、是 好惡 

み」 私に する の 極な.^、 

是故 君子 有 二 犬-道； i 

此 君子 は、 位 を 以て これ を 云、 大道 は Y 即 その： M に 居 


5 六  

て、 己 を 修め、 人 を 治る の 方法な h- 、蓋 君子の 大道、 そ 

の 實は亦 大學の 道な.^、 よ/、 此道體 する 人 は、 仁者な 

.9、 其 心 至 公に して、 其 政 も、 好惡の 正き を 極む、 

必 忠- 信以. 得. 之、 驟 泰 以ナ あ 之，.、 - 

忠信 は、 まこと な ひ、 何事 にも、 わが 心底 を、 われに つ 

くして、 少も のこす 所な きを、 忠と 云、 即：^ 心 を 事に 

.1- ッ タイ  f 

用 ひて、 その物 體に、 少も たが ふこと なく、 言 ひもし、 

行 ひもす る を、 信と 云、 一物に して、 首尾 本末 あろが 

如し、ゎが心ょ，^、事にぅっして云時は、忠なり、其事 

よ. 9、 心に もとづきて 云と き は、 信な 、場泰 は * みな 

を ご _= 'にしで、 場 は、 たかぶる、 桊は、 ほしい ま、 な 

り、 驃は忠 に 反し、 泰は、 ISIS に 反す、 二つの 之の 字 は、 

大道 を さす、 これ を 得る こと、 一 念の 忠信に を こ. <>、 

これ を 失 ふこと も、 亦 一 念の 驕泰 よ. CV はじまる ぞ、 此 

二 段 は、 上の 文 王 康誥の 例に よりて、 亦 これ を 以て、 

上文 を 結ぶ、 凡そ 章內 に、 三た び 得失 をい へ.^、はじ 

めに 天下の 得失 は、 民心に か、 ると い. ひ、 次に 民心の 

得失 は、 君 身の 善 否に か 、ると いひ、 こ、 に 又 君 身， 善 

否の 得失 は、 其 心の 忠信 驟泰 にか  る 1 云， 其 語い f6 


ナ^ 


タ ガヅテ ニー  シム 


人 之彥， 聖、 而違. 之俾. 不， JT 

德 ある^に、 す ちす ひて、 其す る こ 13- を さまたげ、 

思 ふき さき を、 通ら ざら しむる ぞ、 是才 あるん よ hs 

も、 亦 一 入に くむな り、  . 


ンスル r 力 


宴 不. 能. 容、 以 不. 能. 保 二 我， 子-孫 黎丄 

チ タ ハン 力 アヤ ゥシト 

民； 亦 曰. 殆哉、 . 


是 みな 上文の 義に 反す、 亦殆 しとい はん 者 かなと 云 

も、 はじめの 若し 有 てに、 應 してい へるな り、 蓋 人 

の 上に 居る 者、 好惡を 公に すれば、 天下 の 善 を 合せ 

て、 ながく 天下の 利 をな す、 好惡を 私に すれ ば、 天下 

の 善 を やぶりて、 たも まち 天下の 禍を 生す、 利害の わ 

かる/' こと、 甚ぁひ 遠き な hs、 

タ， ノ，  ノ i  クチ チヒ  ユズ トモ-一 

唯 仁人 放, 流 之； 迸，， 諸 四-夷； 不 ，，，與 

ジ ウセ  JS 

同，， 中， 國， 

„^仁人は、天下を1^にする君を以て云、放流は流罪な 

り、 放 は、 一所に こめ をき て 出さ や、 流 は、 と をく や， 9 
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て、 か へ さや、 四 夷 は、 四方の えびすの 國、 中國 は、 中 

華の 地な b  、只 仁人の み、 其 心 至 公に して 一 毫の 私な 

き 故に、 もし 上に 云 如くなる、 娼疾の 者 あ. 9 て、 賢 を 

さまたげ、 國を やましむ る 時 は、 必 これ を ふかくに く 

み、 いたくた ちて、 四 夷の 遠き に、 を ひながし、 中國の 

人と、 共に をかぬ なり、 是惡み を 公に する の 極 を 

云、 其 好み を 公に する の 極 も、 これによ bN て 見る ベ 

し、 

レチ フ  ノミ ス. r クシ  チタ クム rih チ 

此 謂，， ， 唯 仁-人 爲，， 能 愛乂、 能 惡 乂.， 

是孔子の語を引て、上文の義を明せ，.^、ニっの能の字 

は、 即好惡 の 極 をつ くす 義な b、 

テ  チ  ズ  ハ グル r グテ  ルハハ サ ギンズ 

見. 賢 而 不. 能. 舉、 擧 而 不. 能. 先、 

テ J タレ ル +リ 

命 也、 

此 命の 宇 を、 一 說に は、 慢に 作て 見る • 一 說に は、 怠に 

作て 見る、 皆 を こたるな り、 人君 賢者 を 見て、 あげ 用 

る こと あた はす、 あぐれ ども、 急に まづ あぐる こと、 

あた はざる は、 むの を こた. 9 な， 9、 


五 K!i 


大 學 


傳 之十窣 


メ  クノ 

斷斷兮 無，， 他 技： 

斷々 と は、 誠にしても つばらなる 意、 他 は 外、 技 は、 才 

な，. y 、誠 一 の德 あまり あ b て、 他の 才 あれ ども、 なき 

やうに 見 ゆる ぞ、 

其ノ 心 休-休 氣、 >^ 如き〕 容 焉、 

休々 は、 ゆたかなる 意、 容る こと あるが 如しと は、 其 

內 ひろく 大いにして、 よくう けいる 、器の やうなる 

とぞ、 

ノ  ルヲ；  クシ  ルカ. 

人 之 有 k 、若，， 己 有， 之 

此ょ り 下 は、 容る こと あるの 實を とく、 人の 才能 を、 

わが 身に あ る やうに 思 ひ て 、必, V の ある 所 を、 つ く さ 

しむる ぞ、 


ゲン 


>  く. ナルチ  .:    -:■ 一, 

人 之 彥-聖 、其-心 好. 之、 不.啻 若， 自 n 

ノチ ルカ 

其 口， 出： 

t ィ  i 

彥聖と は、 衆人よ，..' も 秀で. /-、 通 明 ある 者 を 云、 是上 

の才 あるに 對 して、 德 ある 者 を さす、 これ を 一 入 珍 直) 


ースル ri 


*> ク ナノ.， ナラ 


碧 

チ 

して * むに ふかくよ みん する こと， ヌ その 口にて ほむ 

る やうなる、 のみに て はなき ぞ、 

氣能， 容 r 之，、 

上の 容る こと ある は、 なを かたどりた る詞 なる 故に * 

是は即 その 身に つきて、 まことに かくの 如くに、 よく 

うけいれ てと ぞ、 .  •  „ 


チカ * ラン 力 


ルニ 


以 能 保，， 我 子-孫 寧 民； 尙-亦 有. 利 

黎民は、庶民なh^、利は、さぃはひな，.^、上に云如くな 

る 大臣 その 德を 以て 政 をと， 9、 よく わが 子孫 衆庶 を、 

安穩 ならしめば、 國家 のさい は ひ あるに、 ちか /- らん 

かなと ぞ、 是 はじめに 若し 有， 9 てと、 ねが ひかけ たる 

に、應じて云詞な<.=^、 

人 之 一 技、 娼疾 -以" k 严 之，、 

此ょ 下 は、 わろ き 大臣の こと をと く、 一 々上に 云 所 

のうら な hN  、娼疾 は、 そね み、 きら ふぞ、 


を 以て 云、 こ、 に蕃 不善と 云 は、 た  > ちに 君の 德をさ 

して 云、 其 ねんごろに、 くり か へした る 意、 ます./^ 

シン セグ  -'  - -  - 

深切な.^、 

楚-書 曰、 楚-國 無. 一 氣爲 J? 衡 善 

爲 レ寶、  ： . , 

楚. Ji は、 即國 語の 楚語 なり、. 一 說に、 楚書 はもと 楚の 

國史な hN  、左 氏 諸 國の史 を あつめた る をば、 國 語と 名 

づ く- もい へ. 9、 云 意 は 楚國に は、 金玉 を 以て 寳 とせ 

すして、 た  > 善人 を 以て、 寶 とするとな. 5、 此又 上文 

の 财貨と 善 不善と をう けて 云、 其 意 は 本 を 外にし、 末 

を 內 にせざる の義 なり、 

  ク、 メゥ ジンい リン チ ル r  > イツ クシ ム r ナ チ 

舅-犯 曰、 亡 人 無，， 以 爲， 寳、 仁」 親以 

爲 JET 

奠犯 は、 晋の文 公の 舅 狐 偃、 字 は 子 犯、 .c 人と は、 

は にぐ るな； ft- 、をち うどた る 者の、 自稱 する 詞な り、 

仁む と は、 慕す る 意な り、 此語 は、 今禮 記の 檀 弓に 

出たり、 文 公 時に 公子た. o、 驪姬が 讒言 を さけて、 た 
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ちの き、 翟の國 にあ. 9、 文 公の 父 獻公薨 じ て、 國さだ 

まらす、 秦の穆 公使 をつ か はして、 喪 をと ふら ひ、 且 

はやく 國 にか へ b て、 位に 立つ はか. 9 ごと を、 せられ 

よと、 す 、めら れ ける 時に、 舅 犯 公子に か は h- て、 K 

者に こた へける詞な，.=^、云意は、.0人今 にあた て は、 

位 を 以て 寶と せす、 た 5. 喪 をと， 0 て、 親 を 思慕す A こ 

そ、 を もんじて 寶 とする ことなれと ぞ、 此語楚 書に 類 

せる によ， 0 て 又 これ を ひけ.. 其 意 も 亦 上文と 同く、 

本 を 外にし、 末を內 にせざる の義 なり、 又 上文 康誥の 

段、 すでに 上む 結びて、 又 此ニ書 を ひく こ と、 なを 詩 

を 引て、 餘意 を咏 嘆す るが 如し、 

秦-誓 曰、 若 有，， 一人- 臣 r , 

此 より 下 十六 段 は、 好惡の 公なる と、 私なる と を、 い 

ひきはめ て、 天理の 存 C する きざし を、 決斷 せり、 此 

ょ..^亦曰.殆哉と云、ま.で.は、大臣をぇらぶに つ きて、 

これ を 論 や、 上文の 惟 善 以爲， 寳と云 を う け來れ り、 

秦誓 は、 秦の穆 公、 群臣に 對し て、 政の いひ さだめ 1- 

る詞 なり、 一 个は、 一 つと 云が 如し、 もし 一 人の 臣、 此 

下に云ごとくなる^|^ぁ，0 てと、ねがひたる詞な.0、 
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とを敎る.？：^り、.蓋財はゎれ人同く欲する所なれども、 

天地の 間に 財 ある こと、 上下 を のく 自然の 分數ぁ 

,9、 人君！^ 矩 する こ， V あた はすして、 ほしい ま/' に、 

上に あつむる 時 は、 下 則たら すして、 必爭 奪の こと を 

こるな り、 

氣故財 聚則民 散、 

財聚 ると は、 上に あつまるな 、本 を 外にす と 云に 應 

や 民镦 や. と は y 所 を 得すし て 、散亂 す る ぞ、 民を爭 は 

しめて、 奪 こ と を 施す と 云 に 應す、 

ズルす ハチ マル 

財 散 則民聚 

此： ロハ 上の句に 對 して、 うら か へ したる ばかりにて、 

を も か.： す、 其 意 は、 德 あれば 此に人 ある の義 なり、 

財 散 や. 0 は、 只 ある. ミ  >  にち らし をき て、 上に あつ め 

ぬな り、 民 あつまる と 云 も、 只 そむき、 はなれぬ 義な 

り、 

是 故 言 而出 者、 亦 悖 而 入、 や 

タヅ.. K  -. ル ハ  力 クチ  ， 17 

悖， 而入. 者、 亦悖而 出、 


五 二  null 

是 故と は、 亦 本.^ 外にし 末を內 にす と 云 段 を、 うけ 來 

,.^とく、此又言の出入を以て、 貨の出入を明せり、 悖 
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く、 人君 まづ其 家人に よくして 後に こ rV 、國人 をば、 

敎 へらる ベ れと な-^、 

二  ク 3 ク n  ノカ ミニ シト チ トウ ト 

詩 云、 真 兄 真 弟、 

詩 は、 小 雅蓼蕭 の篇、 周の 諸侯 天子に 朝觐 のと き、 I 

宴の 樂に、 此詩 をう た ふなり、 其 意 は 、諸侯よ く 家 

を齊へ て、 其 兄弟と 中よ しと ほ む る ぞ、 ほむる は 亦 

戒る 意な， *>、 

3 ク  -ー 3 クメ  トニ  メ  二  シ チ  フ  チ 

宜. 兄 宜. 弟、 而 后 可，， ，以 敎，， 國 人； 

傳 者の 云 意、 上に 同じ、  ， 

一一  ノノ リズ タザ メゥ スト n  メ  チ 

詩 云、 其 儀 不，. IT 正 n 是 四- 國： 


Mt 六 

詩 は、 曾 風 鳴 鳩の 篇、 其 儀と は、 君子の 身、 人の 儀表と 

なりて、 見なら はしむ る處を さす、 不， 减と は、 あやま 

b なきぞ 、此 儀表の たが はざる を 以て、 四方の 國 たみ 

を、 正う するとな り、 其 人 詩に て はさす 所 あれ ど も、 

それ 誰と もしれ す、 

ノ タ^ r  ，ヅテ ゾト や 二  メ  -I  ノプト it 

其 爲 k- 子 兄-弟， 足 jr 而 后 民法 

乏也、 

傳者詩 を釋し て、 を も へ らく、 君子 まづ 其 家に をい 

て、 父と な. りての 慈、 子と なりての 孝、 兄弟と な h- て 

の 友 弟、 みな 人の 法則と なる に 足. 5 て、 さて 後に、 國 

民 これに 法と. 9 て、 其の 敎に 化する とな- 6,-、 

レチ フ ir;- チ ，ト ノフ i.-i  ノ チ 

此 謂. 治. 國 在 JC, 其 家： 

以上 三た び 詩 を ひき、 詩 ごとに 其 意 をのべ、 く  か へ 

し ー咏吟 嗟嘆して、 又 これ を 結ぶ こと、 かくの 如し、 其 

意味深長 なり、 最 ふかく もて あそ ふべ し、 又此章 上の 

結語よ hs さき は、 經 文に、 其國を 治め まく 欲せ ば、 ま 

づぁ 家を齊 ふと 云 意の 如し、：^ 三 詩の 段 は、 ^文 に、 


の 暴虐と、 相 そむきた る ことなる 故に、 民 これに 從は 

すして、 却て 暴 を 好む、 是即 古語に いは ゆる、 上の 命 

-  タガ  ノ 

する 所に 違 ひて、 其 好む 所に 從ふ， と 云 者な り、 

^ 故 君-え 葡，， 諸 己 ぼ 后-あ，， 諸 人： 

ウメ  二  メ  -I トス  ヲ 

無，， 諸已， 而后 非， 諸人； 

己に 有り. 0 は、 わが 身に、 善 ある ぞ、 人に 求む と は、 人 

にも 善 をせ よと、 せ、 がむ を 云、 己に 無しと は、 わが 

身に 惡な きぞ、 人 を 非と すと は、 人の 非 を とがめて、 

これ を 罪する こと を 云、 此ニ 句、 上文の 意 をう けて 正 

しくい ひかへ せ.^、  i の 令す る 所 は、 其 好む 所と 同 

き 故に、 民即 これに 從 ふと 云 意、 これにて よく 見 ゆる 

a オサム ル  -ーズ  タ サ トス  チ  ハ 

i¥ 身， 不. 恕、 而 能 喩，， 諸 人， 者、 

未 之 有， 也、 

ズ 二 

身に 藏る 所と は、 わが 身に ある 所と 云義 なレ、 恕は、 

レ  ナラ 

己 を 推て、 人に 及ぼす こと を 云、 不 と は、 わが 身に 

リャゥ シャゥ 

ある 所、 人に をされ ぬな 、喩 すと は， 人に 領掌 せ し 

大 «f 傳之九 隼 


むる 義な， o、 是又上 をう けて、 うら かへ しい ふ、 わが 

身に ある 所、 不善に して、 人に は をされ ざるに、 よく 

人に 善せ よと、 さとしい る /- 者 は、 昔よ h* いまだ こ 

れ あらざる とな h -、 

故 治. 國在 I 齊， 其 家； 

これまで 上文 必 先の 義を 明す こと、 意す でに たれる 

によりて、 此句を 以て これ を 結ぶ、 され ども 其餘 情い 

まだつ きざる 故に V 又此 下に 三 詩 を 引て、 これ を ー咏嘆 

. す、 

詩 云 桃ノ之 夭-夭 、せへ 葉蓁 -i# 

詩 は、 周 南 桃 夭の 篇、 夭 夭 は、 わ $1 くう つくしき 貌、 木 

を 以て 云、 蓁蓁 は、 うる はしく、  かんなる 貌、 是 典の 

詩な b  、文 王の 風化、 家よ. -國に 及び、 男女の 鱧 正し 

く、 嫁娶の 時た が はざる こと を、 ほめん として、 夭々 

蓁々 の 桃 を 以て、 わかき 女子の、 嫁の 時に 及 こと を與 

す、 仲 寿 桃の はなさく は、 その かみ 嫁娶の 時節 なれば 

なり、 

n  メ  n  n  *  - 一  ト ツイ〕 プヨ 力 ラント ン  一一 

之 子 于歸、 宜，， 其 家人；. 
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人、 亦 これになら ひて、 相 あらそ ひ、 亂逆を を こすな 

り、 仁讓に 一 家と いひ、 貪 屍に 一 人と 云 こと、 善は必 

つみて 後に. 成る、 惡 はすこし きな- 5 とい へど も、 を そ 

る べしと 云 意 も あ.. y  、又此 句 は、 上 一 一句の 義を、 うら 

かへ し、 いひて、 其 意 かろし、 

ノキ  シ カク ノ 

其 機 如. 此、 

機 ふ は、 發動 のか、 れる、 あや つりな り 、如. 此の 二 

字、 上に 其 事 あれば、 下に 其應 あろ、 其 機發、 甚す みや 

かにして、 必 たが はやと 云 意 あり、、 

レヲ フ  プリ チ  ダム ト チ. 

此 謂」 -言 5. 一  人 定翻、 

これ 亦 あ b 求る 成語 を 引て、 其 機 かく の 如しと 云義 

を 明す、 云 意 は、 只 一 言の 非 を 以て、 大事 を もやぶ り、 

君 一人の 德を 以て、 ー國 の^を も、 しづむ ると なり、 

これ も 上の句 かろく、 下の句 を もし、 

K**  ,^  チ テメチ  カフ レニ 

堯-舜 帥，， 天卞， 以 t  、而 民從. 之、 

此 より 下 二 段 は、 上文 一 國ゲ 一定む と 云の， 意 を うけて 

云、 帥る と は ひきした が ふ るな.. y、 天下の 表 率と な 
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りて、 民に 見なら はしむ る を、 天下 を 帥る と 云、 極 を 

立る の義の 如し、 然れ ど，. >  ロハ 是堯 の君德 を 論す る詞 

にて、 堯の御 心に、 かくの 如くし 玉 ふと 云に あらす、 

蓋 善 を 好む は 、人の 本性な 、この 故に、 帝堯み づ か 

ら仁を 好ませ 玉 ひて、 天下の 表 率と な. 0 玉へば、 民即 

これに 從 ひて、 亦 仁 を 好ます と 云 者な し、 これ 即 天下 

カウ ヲ 

を： i! るに、 仁 を 以てし 玉 へ る 所、 又 これ 民と 好 惡を同 

うし 玉 へ る 所な り、 

桀-紂 帥 一 k 卞ー以 ji 而 民 從 一之、 

暴 は、 そこな ひや ふる 義な. 9、 句義 上に 同じ、 盖 暴虐 

は、 もと 人性のに くむ 所な り と い へど も、 其 君 私欲 

を、 ほしい ま、 にして、 暴 を 好める 故に、 民 も 亦其惡 

に そみ て、 暴 を 好む 者 多し、 され ども 是 天性に もど. 9 

たる こと 故に、 ついに 皆國 をう しな ひ、 身 を ほろぼせ 

り， 

ノ  CI レ. 1 スル ゾム. H テノ  -I  .*  ス  ハ 

其 所. 令 反，， 其 所， 好、 而民 不從、 

令 は 3^ 令、 民に 命じて、 せし むる 所な り、 蓋楚衬 か 民 

に 令す る も、 JIU,- せよ に は あ.^ つれ ども、 其 好む 所 


其 家 をと、 の ふれば、 下 亦 これに 化して、 入て は即孝 

弟 慈、 出て は 則 忠順惠 なり、 この 故に、 其圃 治らす と 

云 ことなし、 

ェ  ク シト ヤス ンズ ルガ セキ チ 

康 誥 曰、 如. 保， 赤-子； 

本 語の 意 は、 民 を 愛する こと、 あかご をいた はるが 如 

くせよ とな. 9、 保す と は、 愛護の 義な. o、 こ 、に ひけ 

る は、 上の 孝弟 慈の 義を、 明さん ため に、 慈の 事の 一 

端 を あげて、 慈 はな を 母の 赤子 を 保ん する が 如しと 

云義に とれ. 9、 

トニ ムレ，：： チ 、trc トァ タラ ズ  チカラ 

心 誠 求. 之、 P 不. 中 不. 遠 矣、 

赤子 はい まだ ものい はね ど も、 毋の 心に 誠ゲ」 つく 

し、 其 欲する 所 を はか b 求めて、 これ を 施せ ば、 子の 

ねが ひに、 まさしく あたら やとい へど も、 亦 相 遠から 

ぬな.^、 . 

タ ラ ナン 1 ブ ナ 7r テ チ  メ ユカ スル ノハ 

未. 有 JK 養. 子 而后嫁 者， 也 

女子た る も の、 あらかじめ、 子の 養 ひやう を まなび 

て、 而 して 後に 人に 嫁す ると 云、 そのためし はな けれ 

^ 舉 傳之九 草 


ども、 をの づ からよ くかくの 如くに する ぞ、 此 三 段、 

書 を ひき、 これ を釋 して、 を も へ らく、 家 をと 、のへ 

て、 國を をさむる、 其敎 や-立る の 本 は、 孝弟 慈な り、 此 

ニニつ は、 又 人性の 自然に 出て、 少 もし ゐて なす 所な 

し、 只 その 端 を 知り 得 、推し ひろむる ばか りぞ と、 

此意を 明せ るな 

ァレパ  ォ 1- ス  ヲ  ァレパ 

一-家 仁、 一 -國 輿. 仁、 一 -家 讓、 一 -國 

ス テ 

露 襄、 

此 より 下 四 段 は、 上文 敎を國 に 成す ことの、 必 そのし 

るし ありて、 たが はざる こ と をと く、 讓は、 ゅづ るな 

b ヽ身を へりくだり、 人に をし ゆづる こと を 云、 上の 

孝弟 慈 は、 皆 仁讓の 道な，.^、 云 意 は 人君よ く 身 を を さ 

め、 家を敎 へ て、 仁讓の 道、 一 家に 行 はる， れば、 一 國め 

民* みなこれ に 感じ、 を こ たちて、 亦 仁 II の 俗 を、 成 

すと 也、 

タン レイナ レバ  n スチ 

一 人 貪 良、 一 -國 作 k、 

貪 は、 むさぼる、 11^ は、 もとるな. 9、 私欲に ふ けり、 道 

理に そむく こと を 云、 もし 上 一 人 貪 屍 なれば、 一 國の 
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を、 かしけ た. o とのみ 思 ひて、^ ふとし くな りたる こ 

と を、 知らぬ とぞ、 只 これ， 1.： の 句の なり、 こ、 に 

引て は、^ 意 かろし、 

レチフ  ンハ マラ  ト ラ テ ノフ  ノ  ， 

此 P 身 不. 修、 不， 可，， ，以 齊， 其 家； 

上の 章の 結語と、 詞 はか はれ ども、 其 意 同し.、 

ノ  スメチ ル r_s チ 

右傳之 八-章、 釋，， 修. 身 齊. 家； 一 

此 章の 大要、 好惡の 1 一字に あ.^、 蓋 わが 好惡、 偏 

なるこ と なくて 後に， よく  <- と 好 gj^ を 同う す、 身 

を 修めて、 家國 天下に 推し 及す の 道、 これにす ぎ 

/  ノハ シヒラ 

や、 こ/' を 以て、 此 章に をいて 其 端を發 けり， 

$ ムル 二：' チ  ス ヅ  ノフ トハノ チ  ノ 

所謂 治. 國、 必先 齊，， 其 家， 者、 其 

家 不. 可. 敎、 而 能 敎レ人 者、， 無. 之、 ： 

此 一章 は、 經 文に 家を齊 へ 、 國を治 ひ と 云の 釋 文な 

り、 其 家敎ふ ベ からすと 云 1 一句 は 上 二 句の 義を釋 す、 

敎ふ ベから すと は、 敎 へられぬ なり、 人と は 民 を さ 

す、 無い 之と は、 此现 ある ことなき ぞ、 蓋 家人の 敎 へら 

れ ざる は、 身の を さまら ざるが 故な 、これ 又 其 身 を， 
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ケゥケ 

さまる 時 は、 家人れ にした が ひて、^ 民 を. -敎 化せら 

る 、 と 云 こと をば？ つらよ h- いひ かけて、 下 一 1 句：； 意 

を、 を こせるな. o、 

-- .  ハ  メチチ  ナス  へチ  || 

故 君-子 不. 出. 家、 而 成. 敎 於 國； 

君子 は よく 身 を を さめて、 以て 家 を 数 る 故に、 身 は 其 

家 を 出 ざれ ども、 敎化 を國に 成す とな. り、 此敎 は、 ロハ 

これ 風化 を 以て 云、 いまだ 法令 戒禁の 事に 及ばす、 

孝 者 所, 以 事. 君 i 也、 弟 者 所，， 以 事， 

長 也、 慈ハ者 所お 使. 衆 也 ， 


此三句 は、 君子 家 を 出 やして、 敎を國 にな， す 故 を と 

く、 蓋 父母に 孝 あ b- 、兄 長に 弟 あり、 子弟お 僕に 慈 あ 

る こと は、 即 身 を を さめて、 家 をと、 の ふるの 迢な 

,9、 それ 家を齊 へ、 國を 治る の 道は是 一 理な. 9、 孝は即 

君 上に つかう まつる の忠 にう つす べし、 弟 は 即官長 

にっか ふるの 啦に うつすべし、 慈は即 衆庶 をつ か ふ 

惠 にう つすべし、 忠順惠 は、 これ 君臣 民庶の 間に 行 は 

れて、 國を さまる の 道な.. y、 人君よ く 孝弟 慈 を 以て、 


賤 -惡， 而 辟 焉、 之. 其 所， 畏- 敬， 而 辟 ： 

ィテ ノ  二  キヨ ウス ル. ス  ィテ  一一 一 

焉、 さ 其 所， 哀 -矜， 而 辟 焉、 之， 其 所， 一 

敷- 惰， 而 辟焉、  一 

人と は、 世の常の 人 を 云、 こ の 修身の 工夫 細密に し.： 

て、 詞に のべが たき 故に、 常人の 情 を 借て、 其義 をと 一 

けるな， り、 其 親愛す る 所と 云 其の 字 は、 親愛すべき 所 一 

の 人 を、 し？： i しみい つ V 、しむ^よ，： MK  、辟 は、 即 偏の 一 

義、 かた をち なること を 云、 蓋 常. <  は、 その 親愛す る； 

人に をいて、 親愛の 情 を 用る こと、 只 其む かふ 所の ま： 

、 にして、 かた をち な. 5 やすし、 修身の 工夫 は、 此處ー 

に をいて、 又 審察を 加 へ て、 少も 儡な からし むるな 一 

、下 四 句 もみな ^ 義に 同じ、 賤惡 は、 いやしめ にく； 

むな り、 畏敬 は、 を それう やまうな &、 哀矜 は、 かなし 一 

みあ はれむな..^、 教惰 は、 をご.^^をこたるな.り、 され 一 

ども 無 鱧 不恭を 云に あらす、 卑劣の 人と い へど も、 亦 一 

賤惡 すべき ほどに しも あら ざれば、 只 敖惰の 5iE を 用 一 

ひて、 よき ほどの 者 を 云、 その 尊卑 老幼の 鱧 際 は、 又 一 

別に 各よ ろしき 所 あ. 9、 又此 五つ は、 只 人と 交る 一 と 一 


をり を あげて、 其餘の 事の 例と するな り、 , 

二 ョ ミン メモ  リ ノ シキ, K 一一  クミン メモ ル  ノ ヨキ rl テ i 

故 好 而 知， 其 惡， 惡而 知， 其 美， 者、 

-; ス クナシ 

天卞 鮮 矣、 
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好惡の 二字 は 上文の 五つの 情 をす ベて • ひろくい へ 

るな b、 この 其 字 は、 むか ふ 所の 人に 屬す、 常人 は、 

事に 應し、 物に 接る に のぞみて、 好 惡の情 偏な.. >  やす 

し、 この 故に、 好ん する 內 にも、 亦 その 惡き所 を 知り、 

惡ん する 內 にも、 亦 そのよき 所 を 知る は、 これ 其 情 を 

用る こと、 辟せ ざるな り、 かやう の 人 は * 世に 希なる 

ぞ、 

ュグン 二  リ  ク  ク^ r  ノコ ノ  シキチ 

故 諺 有. 之 曰、 人 莫. 知，， 其 子 之 惡； 

シ ル rl ノ ナへノ  ォ ホイ ナル 

莫. 知， 其 苗 之碩；  . 

ヮ  ショウ 

鶴と は、 俗語な り、 これ 亦 俗話 を ひきて、 常 情 を證す 

るな b  、上の句 は、 好ん じても 其惡 きこと を 知 る 者、 

すくなし と 云 を、 うけて 云、 子 は 家人な hs、 即又 これ 

を 以て、 人 其 身 を を さめ ざれば、 家と、 のへが たき 道 

理を、 示すな り、 下の句 は、 貪欲 ふかき 者、 わが 田の 苗 

1 1  四 一 
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 大 舉  之八皐 ，， rfc:~  —，.. I 

を 操. 0 守 て 放た す、 よくこれ を 養 ひいれて、 常に 身 

の 內に存 せし むる こと を 生と す、 され ども 存養を 忘 

れ ざる こと は、 又 省察の 力に 賴る、 これによ りて 朱 子 

此註 にも、 亦 一 つの 察の 字 を 出せ..^、 蓋 時々 內に 省み 

はして、 存 養の 間 斷 なから しむる 時 は、 心 常に 存在 

して、 身お さまら やと 云 ことなし、 又此段 上文 L,;. 語の 

つ J- かざる やうに 見 ゆれ ども、 其 意 は 前後つ ら ぬけ 

,5、 蓋心存 する 時 は、 虛 明の 內に、 一 物 を いれす して、 

まづ あるの 情なし、 この 故！， L 、發 用の 行 はる . '所、 み 

な その 正 を 失 はや、 こ、 に 云 鋭れ ども 見えざる の 類 

は、 亦 これ 其 正 を 失へ るの 甚き 者な り、 

レヲ  フ ム dp ハ  リト ウス〃 ニノ チ 

此 謂， -修. 身 在， 正. 其 心； 

此の 宇、 上文 をす ベ て、 一 章の 意 を 結べ h -、 

ノ  スゥシ テル r テチ 

右傳之 七-章 釋， 正. 心 修， 身、 

此章 も、 上の 章-をう けて、 下の 章 を を こ す 意 あ 

り、 蓋 意す でに 誠なる 時 は、 實に 善に 化して 惡 な 

し、この故に、心《£^に內に存して、其用の行 は る 

、所、 みな 正き-こと を 失 はす、 こ  >  を 以て その 身 


を修 むる にたれ， 9 、 然れ とも、 或は 只 意 誠にす 

る ことのみ を 知て、 6 の 存否 を、 きびしく 察する 

ノ  ナチ 

ことなければ、 其 内い まだ 直から やして、 外 も 亦 

正しから ざる 所 あ，^、 この 故に 、誠意の 後に、 又 

必正 心の 工夫 を歷 て、 而 して 後に 、修身の 功 VJ 用 

るな り、 

所謂 齊， 其 家； 在. 修， 其 身， 者、 

此 一章 は、 經 文に 身 を 修め 家 を齊 ふと 云の 釋文 なり、 

ギヤ ク 

凡そ 修身の 工夫 逆に 推す 時 は、 則 身 はこ れ家國 天下 

の 本に して、 其 か  > れる 所、 甚大い な 、この 故に、 こ 

れを修 る 工夫 亦 を もくして、 格 致 誠 正の 功 も、 皆 その 

內 にあ 、今傳 例の 如くに、 照に， 進む 時 は、 意 誠 あ .9;ハ 

心 正き 時に、 此 身に、 主たる 所の 者、 すで に谏磨 成就 

する 故に、 この 修身の 工夫 は、 只 これ 心此 身と 共に、 

ダン  セッ  ヂ ゥシュ 

言動 應 接する 時に のぞみて、 更に 一 重 審察を 加へ て 

其 情 を 用 る 所少 も 偏頗な からしむ る、 ばか h- なり、 こ 

の 故に、 其 功 を 用る こと、 誠意 正 心に 比すれば、 いよ 

ケィ サイ  セ イミ ク 

く輕 細に して、 いよ/ ヽ 精密な り、 

t ト n  ノ- テ  ゾ  二  ス ク  ス  イナ/ 一一 

人 さ 其 所 _ 親-愛， 而 辟 焉、 之， 其 所， 


か， 5 な. 9、 わけて 云 時 は、 忿は其 あら はる、 な. 5、 懷 

は 其と. 5" こ ほるな h- 、恐 濯 は、 を そる 、なh^、 わけて 

い へ は、 恐 は あさく、 懼は ふかし、 好樂 は、 このむな 

り、 樂は 好みて ねが ふ を 云、 憂患 は、 うれへ な. 9、 憂 は 

內ょ h- 生す、 患 は 外より 來る、 是 みな 情の 名に して、 

人心の 發用 なれば、 たれ とても 必 ある 所な り、 それ 心 

體 本然の 德 中正に して、 1!^ 情の 行 はる \ 所、 各 當然の 

節 あ 、然るに 心忿 する 所 あれば、 其 正き こと を 得 

すと 云 は、 心中に ま づ忿懷 する 所 ある を 云、 下 三 句の 

意、 みなこれ に 同じ.、 此 等の 情、 或は 事い ま だ 來らざ 

るに、 まちむ かふる 所 あり、 或は 事に のぞむ 時に、 執 

着す る 所 あ 、或は 事す でに 去て、 のこりと 3- こ ほる 

所 あ b  、皆 まづ あるな り 、もし 前 情 ある 上 に、 後 淸 又 

を こな はる 、時 は、 前淸 にか/ --5 て、 その 本然 中正の 

節 を、 失 ふこと 多し、 不レ 得と は、 即失 ふ義な h/ 其 情 

或は 前 まと 同じき 時 は、 いやまして 當然 にす ぎ、 或は 

前 情と 反する 時 は、 うば/ -れて 當然に 及ばす、 又は 前 

情の ために、 支 離轉變 する の 類、 みな 其 正き を 失 ふ 所 

な 、然れ ども 此 本文、 只 そ • の 不正の 病 をい ひて、 こ 

れを 正う する 工夫 をと かす、 この 故に 朱 子の 註に、 一 
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つ の 察の 字 を 補へ り、 察 は 省察な. 9、 これ 正 心の 工夫 

に、 手 を 下す 處 なり、 蓋 人心の 一 動 一 靜、 常に 周流し 

て やます、 靜な るより 動く 時 は、 其 正 を 失 ふ ことな 

し、 勸 よ..^ 又 動く 時 は、 其 正 を 失 ^ こ と 多し、 もし 其 

情發 せんとす る 時に、 これ を 省察す る こと あれば、 心 

一 たび しづ まりて 、前 情 即 きえち るな り、 或は それ ふ 

かき 情に て、 忘る まじき 者 ありと い へど も、 これ AJ 1 

察する 時 は、 兩情 をのく 其 所 を 得て、 相 さまたげ ざ 

る 故に、 みな 其 正 を 失 はぬな り、 

ル寸 ハラ  レ化  ズ  エケ ス  ェ 

心 不. 在 焉、 視 而 不. 見、 聽 而 不. 聞、 

ラへ Hi  ズ  ラ ノ ヒ _K 

食 而 不. 知，， 其 味； 

心 在らす と は 、がらて 內に、 存せ \^*0 時 を 云、 視聽食 

は、 只 これ、 耳目 口の 作用な 

神に して、 みな 心 

づ か に 放ちて、 存 せざる 時 は、 此身を つかさどる 者な 

くして、 色目に ふるれ ども 見と めす、. 聲耳 にいれ ども、 

聞き わけす、 食 口に くらへ ども、 其 味 を 知らぬ こと あ 

り、 かくの 如く なれば、 何に 由ても、 其 身 を を さむべ 

き やうな し、 この 故に、 正 心の 工夫 は、 敬して 以て 心 

I  41】 九 


、見聞 知 は、 視聽 食の 精 

屬 す、、 むは 身の 主宰な る 故に、 わ 


大 ^ 
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ある こと を、 知る ベ きな， 9、 經に 云く、 其 意 を 誠 一 

にせ まく 欲する 者 は、 まづ其 知.^ 致せと は、 知識 一 

の 量、 いまだつ くさす して、 善惡 の辨、 さだかな： 

ヂャク ジッ に 

ら ざる 所 あれば、 意の 發 する 處 について、 荖實に j 

力 を 用 ひ、 これ を 誠にす る こと あた はすして、 な 一 

を あからさまに、 自欺 のこと あ. 9、 この 故に、 意 J 

を 誠に せんとす るに は、 必まづ 其 知 を 致して、 H_ 

夫の 次第 をみ だるべ からす、 又 云く、 知 至 h- て而 一 

して 後に 意 誠な b と は、 善 惡を辨 する こと、 すで 一 

に 明な.. >  といへ ども、 又必 誠意の 工夫 を歷て 、心』 

の發 する 所 を、 もつ ばら 善に 定む べし、 もし 然らー 

ざれば、 せ る 所の 善、 いまだ わが 物と なら やし 一 

て、 心 を 正う し、 身 を 修めて、 以て 成德の 地位に， 一 

す、 み のぼるべ き、 もと ひなし、 この 故に、 知 至 一 

て 後、 又必、 其 意の 誠なる しるし を、 求め 得て、 一 

工夫の 節目 を、 かくべ からす、 これ 又此章 の、 上 i 

をう けて、 下 を を こすの 意な. 9、  一 

^ ム^.!! ヲリ トハ シ ウス ル ニノ  チ  j 

所謂 修. 身 在. 正，， 其 心， 者、 一 

^ 1 章 は、 經 文に 心 を 正う し、 身を修 むと 云の 釋 文な ^ 


  .   I  ，三 1< 

り、 H" そ 王、 ひの 工夫、 其 身 を 修め まく 欲する に は、 ま 

. I-  ギ. r ク 

づ其心 を 正う すと、 逆に 推て 云と き は、 人の 心、 一 身 

の 主たる 故に、 之 を 正う する 工夫、 甚を もし、 致 知 誠 

意の 功 も、 みな其內にぁ..^、 今 此傳の 次第 © 如く、 致 

知 誠意の つぎに、 正 心 修身と、 頼に 進て 云 時 は、 致 知 

の 時、 心すで に 明な り、 誠意の 時、 心すで に 善な， 9、 こ 

の 故に、 正 心の 工夫、 却て かろし、 只 その 情意の 行 は 

る 、所に つきて、 少々 のかた をち ある を、 正しう する 

ばか h 'なり、 され ど 其 功 を 用る こと は、 誠意よ り も、 

又 細密な. と 知る べし、 此 本文の 意 は、 身を條 めんと 

する に は、 意.：^ 誠にす る 上に、 又 必心を 正う する 工夫 

ある こと をい へ K  ノ 


n  、口  ルすハ  口  ス rt- Ih  T%  J  ノ  M.ITI う"'. ITS 

身 有. 所， 忿-懌 則 不. 得，， 其 正； 有. 所， 

スルチ  ノ ネ r<K  * 寸ハ  カウ ガウス ル チ 

恐- 懼； 則 不. 得， 其 正： 有. 所 好 樂： 則 

ノ キ 「テ ル寸ハ  K- ルチ  ノ 

不. 得，， 其 正； 有. 所， 憂-患； 則 不. 得，， 其 

正；  . 


スル チズ ェ 


シキ r_s  i すハ 


I 段の 身の 字 を、 心の 字に 作て 見るべし、 忿懷 は、 い 


君子 は 上に 云 道理 を、 よく 知る 故に、 必 その 獨を愼 


ケ ッゴ】 


む 意、 ふか. きな- 上の 結語と、 詞 同じ けれども、 その 

t トシ ホォモ 

人 をい ましむ ろ 意、 1 入 重し、 


ノク  E1  ル  ノ  p ュ t サス 

曾 子 曰、 ナ目 所. 親.、 卞手 所. 指、 其 

ヲゴソ カナ ルカ サ 

これ 曾 子の 門人、 此傳 をし るすに よりて、 又 曾 子卒日 

の 語 を て、 上文の 袁ケ」 うけ 、ひそかなる ことと いへ- 

ども、 必明 にしる、 との 戒め を、 くり か へし、 ねんご 

ろに 示せ. 9、 十目 は、 十 人の 目、 十手 は、 十 人 の 手な 

-.y  、嚴と は、 を そるべし と云義 な- 9、  - 

トミ ハウ ルホシ ，ャ テ トク ハ ホス， ヲ  . 

富 潤 .屋、 德 潤. 身、 

資財 內 につみ て 富 たれば、 其屋 宅の景 氣、 う る は • し 

く、 み ご となり 、道徳 内 に そな はれる 人、 其 身 に 潤 色 

光釆の あら はな、 こと、 これに 同じと な ，9  、是 善の 誠 

內 にあれば、 亦必 外に. あら はる、 こと をい へ h'、  * 

P  ロク ティ. ユタ カナリ  . 

心廣 體胖、 

是德の 身 をうる ほす、 投隨 をと け hs、 そ れ 人の  > レ體、 


ハジ 


もと 廣大 なる 者 なれ ども、 欲に ゎづら ひ、 恥る 所 ある 

タイ 

によ h, て， 心せ ま hs、 體 もく  > まるな， 9、 も し 其、. 3 中 

に、 不善な き 時 は、 あふひで も 天に はぢゃ、 ふしても 

人に はおざる 故に、 一心 常に 廣く 大いにして、 百體 

も 亦、 ゆた けく、 のびやかな hv、 . 


故 君-子 必 誠，， 其 意； 


此ー 句 は、 すべて 一 章の 意 を 結ぶ、 上 に 云 段々 の義、 

君子 必 其 意 を 誠 にす る故ぞ となり、 蓋 誠意 の 工夫 は、 

善 惡の關 な. 9、 此關を こえて 後、 は じめ て 善に 入て、 

君子の 地に す、 む、 いまだ 此關を こえざる 內は、 なほ 

惡を はなれす して、 小人の 域に 居るな ，9、 しかる 故 

に、 此章 君子 小人 を 辨 する こと、 甚 厳密な り、 


ス ュスル r!h 


大 舉 


傳 之六聿 


右傳之 六-章、 P 誠. 意、 

^書 八條 目の 傳例、 み な ニ節づ 、相 つらねて 釋 

す、 中ん. 就て、 誠意 は、 自 をさむる の はじめ にし 

て、 最 重き 工夫なる 故に、 も つばら 一 傅 をた つ、 

然れ ば、 此 章と、 下の 章と は、 並に 其 上下の と、 

モ ミ 

首 笔 相つ  > きて、 下 は 上に より 上 は 下に よ る 意 
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三 六 


る 間に も ありて、 深き ことな hN、 間 居の 不善 は、 入 見 

すと い へど も、 其 跡す でに あら はれて、 淺 きこと な 

り、 ざれ ど是 も亦獨 をつ 、しまざる より、 流れ出た る. 

ことなる 故に、 これ を 以て、 獨 をつ しまざる の.、 う 

らを 云な り、 至らす と 云 所な しと は、 何 ほどの 不善 を 

も、 せす と 云 こ. となき ぞ、 小人 必 しも、 善. ^このます、 

惡を にくま ざるに は あらね ども、 只其獨 をつ  > 'しま 

ざ. るに よりて、 其 心 私欲に を ぼれ て、 かくの 如くの、 

甚 きに 至るな. 5、 


-メ ォ r 


見. 君-子， 而 后 厭- 然 撿，， 其 不- 善； 而 

ァラ ハス ノ  ヲ 

善： 

え、， - 

1« 然と は 、はおし まりて ふさぎ かくす 貌な b、 小人 

間 居に して、 あくまで 不善 をな し、 君子 を 見 かくる に 

至て 後に、 はじめて 善惡を わくる 本心、 あら はる ま、 

に 、厭 然とし て、 そのな しつる 不善 を、 を ほひ かくし、 

しもせ ざる 善 を、 あら はして、 外 をかざる な hN、 是ゎ 

が 心中に 欺く 所、 ついに は 人に 及して、 まさしく これ 

を 欺くな h>、 


人 之 親. 己、 如. 見，， 其 肺-肝， 然、 則 1^.^ 

ヱ f な ァ ラン 

益矣、 

不善 を を ほ ひ、 善 を あら は すと いへ ども、 人我 心の 

內を 見る こと、 其 肺肝 を 見と をす が 如く、 明に しる 

者 なれば、 外に いつはる、 はかりこと、 何の 益に もた 

つ ことなき ぞ、 凡そ 心に、 きざせる こと は、 必 容貌 言 

動の 間に、 あ^はる 、ものなh^、i^ゃ其跡すでにぁら 

はれた る こと を や、 ことに 其 惡をを ほひ 善 をい つ は 

P ケ. ン 

らんと する、 わざに よ. 0 て、 いよ/^ 露見す る こと 多 

し、 

レテ フ ト ァレパ  チ -I ァラ ハルト  力-一. 

これ 亦 その かみ 世に いひ 來れ る詞を ひけ..'、 中に 誠 

あると は、 某 I にても、 惡 にても、 心に まこと ある こ i 

を さす、 上に 云 所 は、 其 ある 不善 を を ほひて、 なき 善 

を あら はすと い へど も、 却て 不善の まこと、 あら はれ. 

出るな h -、. 

故 君子 必愼 k 獨， 也、  ^ 


t5 


意な-り、 然れば 意の 不 實 なる を、 しばらく も、 其 ま、 

にして をく は、 即欺 くこと をす るの 道な， 9、 これ., VJ 自 

欺と 云 は、 われと 不實 を、 を かす 義 なり、 刑罸の 法、 心 

ヲカ  ゴ ボン  ノ 

なく あやまり 犯す を、 誤 犯と 云、 其 罪 かろし、 心 あ 

りて、 ことさらに 犯す を、 故 犯と 云、 其 罪 を もし、 此 

自の字 は、 故 犯の 意な り、 此 われと 詐欺す る 罪 を、 

ふかく、 はぢ いましめて、 いたくた ちと  >  むべ し、 是 

意 を 誠にす る、 緊切の 工夫なる 故に、 意の 實 ならぬ を 

いまし むと いはす して、 自欺 くこと をい ましむ と 云 

クム 力  チ クナル n ノムカ  チ レチ  フ 

如き，， 惡- 臭； 如. 好， 好 色； 此 之 P 自 

n  、  &  m ウス. r 


好色 は、 うつくしき いろな 、惡臭 は、 あしき かな 

,9、 謙す と は、 少も 人の ためにせ す、 只 わが 心に 思 ふ 

ほと、 十分に あきた，^ て、 いさ か 不足 なきやう に 

する 意、 俗に 氣味 よくす ると 云義 なり、 云 意 は、 自欺 

こと をい ましむ る は、 いか やうの 心地 ぞ とい へば、 其 

の 善 を 求めて、 必 これ を 得ん とする こ と、 美 色 を 好 

む、 いとなみの 如くし、 其惡を きら ひて、 必 これ を は 

大 學 傅 之.； ハ 草： 


ら はんとす る こと、 惡臭 をに くむ、 しわざの 如くす 

るな. 9、 これ を 世の 詞に は、 物 を わが^め にの み、 こ 

、ろよ くす ると 云、 かくの 如くに、 工夫 を 用 ひよ とな 

り、 

故 君-子 必 愼，， 其獨， 也、 

獨と は、 わが 心底に、 人 しれす して、 ひと. 5 知る 處を 

さす、 盖 上に 云 所の、 意の 實と 不實と は、 他人 しら 

すして、 我 ひと， 9 知る 所に あ，. この 故に、 意 を 誠に 

する 君子 は、 必 その 獨 知る 處に つ いて、 意 念の きざし 

を、 愼み みそな はして、 其自欺 MJ を 禁止す、 これ 獨を 

愼 むの 義 な，..'、 

メス ル r  IS シ a ト -K ラ 

小人 間-居 爲，， 不- 善； 無. 所. 不. 至、 

此ょ， 0 下 五段 は、 上文の 意 を、 うちか へ しとき、 ねん 

ごろにぃましめて、再これを結べ，.^、 間 居と は、 他人 

の 見ざる 處な -5、 小人 間 居に して、 不善 をす ると は、 

上の 君子 必 その 獨を愼 と 云に 對 して、 うらち が ひ 

なること を 云な..^、 伹 上の 獨は、 只 人 しれ や、 我の 

み 知る ばか に て、 其 跡い まだ あら はれす、 人と 交 


m 


大 學 


«5 之六窣 


づ に 、つや まれる-至善 は、 粗の 極な b  、其內 

の 精 微の蕴 は、 精の 極な. 9、 又 表裏の 內に、 精粗 

を 兼た る あ 、精粗の 內に 、表裏 を 兼た る あり、 

く はしく しるす に、 いとま あらす、 凡そ 一 物の 內 

に 各 表裏 精粗の、 極れ る處 あ，..'、 物 格れ る 時 は、 

萬 物の 表裏 精粗の 極に、 き はめ 到らす と 云 こ と 

なし、 


シ トー ズ r カナ ラ 


而 吾心 之、 全- 體 犬-用、 無. 不. 明 

矣、 

是は知 至る のしる し をと け 、盖 人の 知 fi は、 心 

の 神明に して、 もと 明なら やと 云 ことなし、 物す 

でに 格れ る 時 は 則 知 も 亦 至りて、 本然の 明なる 

タイ マッタ 

初に か へるな. 9、 この 故に、 其 鉢 全うし て、 萬理 

* キ 

そな はり、 寂然と してう ごかざる 時に も、 つまび 

ら かに てらさす と 云 所な し、 其 用 大いにして、 

萬 事に 應し、 變動萬 端なる 時に も、 つぶさに あた 

ら すと 云 所な し、 全體大 用の 明なる 處な. 9、 

レ テ t  n ト  i-J, レチ フナリ ノ  レルト 

此 謂，， 物 格， 此 謂. 知 之 至， 也、 


三 B  . 

此 下の句 は、 即 上に 出た る、 臂 文の 結語 を、 用ら 

れた -9、 

ル ュ スト ハ ノ チ  ナカ ラントナ us ク r 

所謂 誠，， 其 意， 者、 母，， 自欺， 也、 

此 一 章 は、 經に其 意 を 誠にす と 云の 釋文 な..'、 上の 

リ 3 ク カウ 

章 は、 格物致知、 これよ 下 は、 カ行の 工夫に て、 誠 

意 は その 始な 、毋れ と は、 いましめと 5. むる 詞、 こ 

れ 誠意の 工夫 をす る 者、 みづ からい ましむ る義に し 

て、 傳者人 をい ましむ る詞 にあら す、 自 欺と は、 意の 

誠なら ざる MjAd 云、 それ 人い まだ 善 惡の辨 、分明なら 

ざる 時に、 善に そむき、 惡 にした がふ 意 出る は、 只 こ 

れ妄 意に て、 不實 とい はす、 すでに 格 致の 功 を 用 ひ、 

善の なすべく、 惡の たつべき 道理 を、 知， 9 ながら、 

善惡に のぞ み て、 其 心の を こる 所、 なを 善に そむき 

て、 惡 にした がふ こと、 少 にても あれば、 即 これ 意の 

誠實 ならぬな り、 誠實 なら ざれば、 即虛 偽な- 9、 た I 

へ ば 黄金の 如し、 少も 他物の まじりた る をば、 具僞を 

わけて 云 時 は、 これな を 真 金に あらす、 僞 金の 方に し 

て、 似せ 物の 類な り、 それ を 人知らざる によ b て、 我 

も 黄金と なし、 人に も 黄金と 見す る は 、是欺 き をす る 


鳙 


是 H  、大 敎、 必 使. 學-? I？ 即，， 

ノ  n トニ  ラ トー；： r テ  / ス.； て： ルノ 

凡-天-下 之 物： 莫.， ネ. P 其 已 知 

之 ，理： 而 益\|€^_ノ以ァ求づき乎 あ 

此 一 段 は、 格物致知の 工夫 を、 とりん 口せ てと け 

,9、 八條 目の 次第、 格 致より はじまる 故に、 大學 

の 始の敎 と 云、 凡 天下の 物と は、 をし な ベての、 

天下の 事物と 云義 なり 、凡そ 事物の 理 をき はむ 

る - と、 或は 經史 をよ み、 或は 人 と 講習 對 論し、 

或は 事に 應じ、 物に 接 間に、 その. 是非 を辨 する 

の 類、 みな 是な り、 已に 知の 理と は、 今より さき 

にす でに 知て、 心に を ほへ たる 道理な り、 或は 生 

れ ながらの 良知 あり、 或ば 生れて 後、 事に ふれて 

知る 所 あり、 或は 小學 にて まなび 知る 所 あり、 亦 

1 樣 にあら す、 其 極と は、 其理の 至極す る處な 

,9、 是 一 物の 上に 就て、 とくと い へど も、 萬 物の 

理 をき はむ る も 皆 同じ ことな hs、 

大 學 傳 之五箄 


ル寸ハ  ル！ー ノ ラテ  シ ウメ  トメ 

至： 於 用. 力 之久、 而 一- 旦. 豁-然 

貫通， 焉、 

豁然 は、 ほがらかなる 意、 赏通 は、 つらぬきと を 

るな り、 格 致の 工夫に 力 を 用る ほど、 久 きこと 

をつ みて 後に、 一 旦 豁然と して、 夜の あけ、 夢の 

さめた るが 如くに、 萬理ー つに 赏 通す、 盖萬殊 の 

本 は、 一 理 なる ゆ ゑに、 必 しも 天下の 理を、 き は 

めつ くさやと い へど も、 格 致の 功つ もりた る 時 

は、 自然に 一 賞す る 時節め るな り、 

m 衆-物 ど 表 ま 精-粗、 舞不. 到 

是物 格る のしる し をと けり 、衆 物 と は、 萬 事 萬 物 

の理を 云、 表と は、 外に あ-. ^ て、 見やす き 所 、裏と 

は內 にあ， 9 て、 見が たき 所、 精粗と は、 く はしく 

あらきな り、 或は 淺近 深遠の 分、 或は 渾淪と 一 つ 

に まるみ、 密 察と つぶさに、 わかてる の 類、 みな 

是 なり、 此 書に つきて い は^、 规 模の大 なるこ 

と をき は むる は、 表の 極な b ヽ 節目の 詳 なるこ 

と をつ くす は、 基の 極な り、 仁 敬 孝 慈 信と、 一 字 

量 


大 * 一，： 一  -ミ 


三 二" 一 


JI 宇す でに、 上 P 章の ii 語に 出た， 9、 是は あま、 r ク字 

ンチ r- ナ， ク  レルト 

此謂， 知 之 至， 也、 

. ^句の 上に、 もと 格物致知の 釋文ぁ ける が * かけう 

せて、 是は R 上文 を 結び 55i る 語ば か b のこ おる 者 

右傳， 之 五-章、 蓋 釋. 格，. 物 

チ  -r マハ  ビタま 

之 義； 而 今 亡 矣、 

この 蓋 も、 うおが へる 謁 な. 9、  - 

コノゴ！！コ，！^ミ-ー ，- 一  テ  ノ  •  テナ ナ プチ チ 

, 閬嘗 竊取， _ 程-子 之 意お 補乏 

タ 

曰、 

嘗 にと は、 して 見る と 云 51 な hv  、嘗に と いひ、 «5 

に 取と 云 は、 皆 謙 返の 調な -5、 

ユ^ ス r ハチ, トハ *i  - 一  n ト -I  -人， そ、 争マタ 

所謂 致. 知 在 > 格. 物 者、 言 欲 .致，， 

-P  ？  ブ ST テ  一一 fc-  二  二  t-  -I  ノ  ，-- 

吾 之 知： 在，， 即. 物而窮 其理， 也， 


此 一 段 は、 ま づ致知 格 物と 云、 名義 を と け.^.、 

所 isi は、 經 文に いふ 所な.^、 1« "物と は、 事 

景. と 云が 如し、 何に-て も、 其 ふる /- 所の 事物に つ 

きて と 云詞な -ft-* 


■-Mr ラ 


蓋 人， 心 之 •：：：：：、.：：：：、  知、 而 天- 

下  之 物、 莫. 不. 有. 理、 

此ょ， 下 二 段 は、 畢者必 格 致すべき 故 をと く 、養 

は、 虚靈 の義、 知 は silk? 、天下の 物、 理 あらす 

と 云 ことなしと 云 内に、 天下に 心 知 を 以て、 理の 

き はめられ さる 事物な く、 亦理 をき はめ ざ る 事 

物 もなかる べしと 云 意 あ. 9、 

. テ  二  ，  > ハ>  二  ノ  * ナ，； -r 

惟 於. 理 有. #窮 、故 其 知 有. 不 

.盡 也、  . • 

人心 もと 万理を 知る 者 あ り 、とい へど も、 事物の 

理に、 いまだき は めざる 所 ある 故に、 その 知讖の 

量、 つくさ 3. る 所 あ hs、 是物 格ら さるに よ. て、 

知 も 亦 至らざる な， 9、  ； 


な. 9、 右. 碟澳烈 文の 詩、 5i 者 これ を 引.^、 これ を釋し 

て、 ー咏吟 し、 もてつ きたる 意、 その 味 ひふかく、 その 

思ひながし、ょむ者っら^^^これをもてぁそぶ べし、 


ス ル r チ 


. 右 傳之三 章、 釋. 止，， 於 至-善； 

ノ 玉 ハク ク 「ゥッ タ ヘラ  レナ ヲ  ノ  . 

子 曰聽. 訟 吾猶乂 也、 

此章 は、 經文 本末の 釋文 なり、 訟は、 人 あらそ ふこと 

あ て、 上 へ つぐる MJ を 云、 これ を聽 くと は、 是非 を 

き、 わけて、 た  > す ことな， 9、 云 意 は、 われ 民 を を さ 

めて、 訟へ をき かんに は、 人に か は- 5 て、 まさ り たる 

所な しと ぞ、 

ス  シメン 力 ラ  へ 

必 也 使. 無. 訟 乎、 

必 そのき く ベ き訟 の、 をの づ から なきやう にせ しめ 

んか と、 

±. マコ. r  ,,/  ス r チ ゾ 

無 .倩 者 不. 得 其 激 


ハチ， 


此ょ 下 は、 傳者 孔子の 語 を、 釋 する 詞 なり、 無情と 

は、 無實と 云が 如し、 無 實の訟 を かまへ 、 無 實の辨 を 

たくむ 者、 せハ にお 詞の つくされ まじき こと を 知て 訟 


の 庭に いです、 或はし 力て 訴 論に のぞむ とい ふと も、 

其詞 をえ つ くさす して 、みづ か -ら 服す ベ き 故 に、 訟を 

のづ からな し、 

.1 ュ チソ レシ ムレ パナリ シチ 

大 畏，， 民 志； 

民 無 §53! の詞を * えつく さ 、る こと は、 人君 まつ 其德を 

明に して * 人に あざむかれざる こと を、 民 あら かしめ 

知て、 大いに 上 を畏る 志 あらしむ る 故な り、 

レテ フ  ル卜ト チ 

此 謂. 知. 本、 

此と は、 孔子の 語 を さす、 これ 經 文に、 本の さきん や 

ベ きこと を 知る と 云意ぞ とな ，5、 盖訟 をき くに、 訟を 

のづ からな き は、 民 を 新に して、 民 新なる の 一 事、 是 

は 末な り、 君 その 朋德を 明に して、 民の 志 を、 畏れし 

- むる は、 本な り、 本 を しらすして、 末の み をさむれば. 

必 すその 功なら す、 本 を てこれ を さきん すれば、、 末 

を 得る こと 難から ぬな hs、 


右傳之 四-章、 釋， 本-末； 


此に 謂-知-本： 


大 ， it 之 三 隼 . 

有 一， あぎ-子： i 一  スハ R 諠ル 兮 者 、ま， 盛- 

德 至-善、 之不 忘 也、 

盛德と は、 其 身心の 德を 成し 得た る 所よ 云、 至善 

と は、 其 事 爲の理 を つく せる 所よ，.^ 云、 即 これ 明德 

を 明に して、 至. in に 止れ る 人な り、 盖 上に 三 詩 を 引 

て、 至善に 止る 道理 事 目 を、 段々 にと きそな へたれ 

とも、 いまだ 其 止る こと を 求る の 方と、 止る こと を 

得た る驗 とに 及 はや、 この 故に、 又. 淇澳の 詩 を 引き、 

これ を释 して、 其の 義を 明せ るな り、 

； 云" 於 ぎ 前-王 不. 忘、 

詩 は、 周頌, 文の 篇、 於戲 も、 亦な げき ほめた る詞、 前 

王 は、 文 王 武王を さす、 是 上の わすれす と 云 を わけ 

て、 又 此の 詩 を 引き、 文武の 德澤 を、 後世まで も、 わす 

れ ざる こと をい <- P, 

君-子 艮ー其 賢； 而 i ス k  (親： 

此ょ 下 二 段に、 前 王 を わすれざる 事實を あぐ、 君子 

と は、 後世 の^者と 位 を つげる 君と を させり、 其の 字 


1 一一 〇 

は、 皆 先王 を さす、 下 同じ、 其 賢を資 とす と は、 先王 

の 法度 敎戒の 賢なる こと を、 今 これ 一 賢な，^ として 

したが ひ 守る こ と を 云、 其 親 を 親と す と は、 先王 功 

業 を 立て /-、 子孫に のこし をき 玉 ふ 親み を、 今 これ を 

うけ 親み て、 其 志お つぎ、 其 事 を 述るを 云、 

ハ タノ シン. ーゾ ノ タノ シミチ トス ノ  チ 

小-人 樂， 其 樂 而 利 二 其 利； 

小人と は、 後世の 人民 を さ す、 其，， 樂を樂 む と は、 先 

王の を さめな せ る、 太平の 世 を、 今 これに 安んじて 

居ることを云、利とは便ょき義な..^、其利を利とすと 

は、 先生の 田 産の 制、 食祿の 法、， t これ をう け 用 ひて、 

バ ン 

なりと する こと を 云 

コ、 チ チ ヲフレ K  レ 

此 以 沒 不. 忘 也、 

上文 を 結て 云く、 此 等の 事 を 以て、 先王 世 を を ふる 後 

まで も、 人 これ AJ した ひて、 忘れざる となり、 盖 先王 

民 を 新に する こと 至善に 止 、後世 をして、 一 物 も 其 

所 ど 得すと 云 こと、 なから しめ 玉 ふに より て、 その 

かみの 人 は、 云に 及ばす、 世 を を へ たま ふ 後まで も、 

久 くなる にした が ひ、 いよ. （- した ひて 忘れ ざ し 


討論して、 知 V」 致す こと、 其 次第 あ. 0 て、 ます/., -く 

はしく する ことにた とふ、 

一  ク ゥ カッガ シ ？- ガクガ 

如. 球如レ磨、 

是は玉 細工す る 者まづ 物の 形 をう がちな し て、 又 其 

上 をす り みか/、 こと を 云、 省察 克 治して、 つとめ 行 

ふこと にたと へ h -、 句義 上に 同じ、 盖致知 はやす く、 

方 行 はかた きに よりて、 切磋と 琢磨と に、 わけて だと 

へたり、 

シッ タリ  カン タリ 

瑟 間 兮、 

此と 下の句と は、 其德 すでに 成りた る こ と を かたど 

る、 瑟と は、 きびしく、 すきまな き貌、 その 少も 見と が 

むべき 所な きこと を 云 、偶と はたけく、 つよき 貌 、そ 

のしば らく も、 た ゆみな きこと を 云、 

カク タリ  クワン タリ 

被兮官 一.^、 

赫と喧 と は、 のびいで、 明に して、 盛んに、 大 なる 貌、 

是 その 德內 にみ ちて、 外に あ， ら はる、 こと を、 かたど 

れ h>、 

4< 學  傳之 111 阜 


リ タル  ツイ- 1 ズ  ラ ヮスル 

有ニ斐 君-子： 終不. 可. 諠兮、 

かくの 如くに 斐然たる 君子 あ. o、 こ れ をした ふ 事 ふ 

かくして、 忘れん とすれ ども、 つ い に 忘られす とぞ、 

ク ルカ シトハ ルカ  ィ フナリ チ 

如. 切 如き 者 道. 學 也、 

此 より 下 は、 傳者 詩を釋 する 詞 なり、 學と は、 學 問し 

て 知 を 致す こと を 云、 

ク ヅカ シトハ クガ  ；- オサム ルナ リ 

如. 琢 如 JS 者 自修 也、 

シュ 

みっから 修行す る こと ぞ とな.. 

瑟 兮 僴>>  者、 增傈 ， 也、 

拘傈と は、 を それ をの /'く 意、 つ しみ ふかき こと を 

云、 瑟僴 とぼ、 その 拘傈 にして、 つ しめる 事 を かた 

どる ぞ とな、 り、 

ff  ©1 者 威- 隨 也、 

威と は 其 容貌の、 を それう やま ふ べき こと を 云、 儀と 

は 其 容貌の、 かたど ^なら ふ べき こと を 云、 句義 上に 

同じ、 

二 九 


大 舉 
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此詩 も、 文 王の 篇、 穆々 は、 その 德容の をく ふかく、 

を ぐらき 意な hv  、於と は、 な げき ほめた る詞 なり、 錄 

照と は、 其德の 誠にして、 たえまなく、 光明に して、 を 

ほ はれざる こと を 云、 これ 鏖 人 四時の たが ひに めぐ 

.h- て やます、 日月の か はる A 、-. 出で 、明なる が 如く 

に 、天地と 德を 合せた る 所な， 9、 敬て 止る と は、 其 

事に 行 はる 、所、 自然につ  しみ ありて、 至善に 止ら 

すと いふ 、となき を 云、 

ナツ テハ ノ ミト マリ  -I  +- ヅ テハノ  ► リ  二 

爲乂 君， 止 於 仁： 爲 X 臣； ま 於 敬； 

爲， 入 子 止，， 於 孝： 爲： 人 父， 止，， 於 慈： 

.* クニ  f マジ ハツ テハ マ^  二 

與， a 人， 交 止，， 於 信： 

これ 傳者 聖人の 至善に 止る 事 目の、 大ぃ なる 者 を あ 

げた り 、國 人と 交て、 信に 止る と は、 民 を を さめ、 つか 

ふに、 あざむく 所な き 事 を 云、 これ も 人君と して、 仁 

.J,i.i- る 内の 一 端な， 9、 盖仁敬 孝 慈 信の 五 字 は、 各 その 

至善の ある 所 を、 只 一 言づ つに つ めた る 者な 、學 

者 谷 そのく はしき 所 を、 き はめと， て、 これ を 守り、 

又 その 類 を 推て、 こ れを つくさば、 天下の 事に をい 
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て、 皆 其 止る 所 を 知る に、 うたが ひなかるべし、 

二  クミ レバ カノ キノ クマ チリ ョク  ィ  タリ 

詩 云 瞻，， 彼 淇澳： 荼 竹猗猗 

詩は、衛風捃(澳の篱、^1マ」衛國の川の名、澳は、みづく 

まな-.^、ぃh'ぇのことを云、荼竹の蒹は、綠と同じ、ん 

ど. 9 の 竹な り、 猗々 は、 うる はしく、 盛なる 貌、 此詩は 

舆の體なh^、  0 竹の 美なる を 見て、 下に 云 君子の is 

を、 思. ひ 興せり、 

有 一， 斐 君-子； 

斐は、 あや ある 貌な， 5、 容貌 言動、 斐 然として あやた 头 

せる 君子、 ありと な b.、 此 君子、 詩に て は、 衛の武 公 

を さしい へど も、 こ に は 只 その 詞を 借て、 君子の 德 

の 至れる こと をと け. 9、 

ク キ ルガ  ク ス ルガ 

如. 切 如. 磋、 

此 より 下 五段 は、 皆 君子 を ほひる 詞 な，. y  、此と 下の句 

は、 君子 はじ めに 其 德. ど 成さん と 求めつ る、 工夫 を 

と く、 切る と 褒 ると は、 角細工す る 者、 まづ物 の 形 

ノ へ  カウ シゥ 

をき なして、 又 其 上 を す. をろ す- ；と を 云、 講習， 


へ ると な hs、 

ノ  二  ハ  シ  ト云ヒ  ノ キヨ クチ 

是 故 君-子 無. 所」 不. 用. 其 極： 

上文 を 結で 云く、 上に 引 所の 如くなる 故に、 古の 君子 

は、 自新 にし、 民 を 新に する こ と、 せ ざれば、 せ ざる 

一 ま な hN  、これ をす るに は、 皆 その 至極に いたる まで. 

のこと をば、 用 ひ を こな はすと 云 所な しと、 必 みな 其 

_  - 至善に. ると な. 、蓋 盤 銘の自 新に し、 康誥の 新に す 

る 民 を 作す は、 皆 その 極 を 求る の JJ な b  、よく 其 極 を 

得る 時 は、 周の 詩の 命 新たなる にも 至るな.. y  、され ど 

も必命 をう けて、 天子と なる を 以て、 新 民の 至善と す 

るに あらす、 一 國の 君と しても、 新 民の 至善に 止る こ 

と は あるな b、 

ノ  ス ニス ル r ヲチ 

右傳之 二-章、 P 新. 民、 

ニク ハウ キ  レ  ノ  tl  ル 

詩 云、 邦- 畿 千-里、 惟 民 所. 止、 

此ンー 章 は、 經文茧 善に 止 る と 云の 釋 文な. 、詩 は、 

商頌. Wll の篇、 邦畿 千里と は、 王者の 邦の 畿內 四方 千 

里 ある こと を 云、 畿は、 その 四 至の かぎり を さ す、 此 

止の 宇、 詩. にて は 居る 義 なれ ども、 こ 、 に は 借て、 と 

,  大 學 傳 之ニ窣 


^まるの 義に とれり、 王の 都 は、 これ 王の 民の をる ベ. 

き處と 云に よりて、 物 ごとに、 各 其 止る ベ き、 至善の 

地 あ と、 知べき こと を 示せ り、 

二  クメン バン タルク ワウ  ル  キゥ グ ，1 

詩 云、 縟蠻 黄-鳥 、止，， 干 丘-隅： 

詩 は、 小 雅綿蠻 の篇、 繙は、 綿と 同し、 綿蠻 は、 鳥の 聲、 

黄鳥ば うぐ ひすの 類な.. y  、丘 隅 は、 山の さがしく、 し 

げ. 0 て、 人 ど をき 處を 云、 綿蠻 となく 黄鳥 は、 丘 隅 を 

以て、 とま， どころ 10 するとな h\- 

ノ  ffl ハク ティ テ S 二 ル r  ノ チ ル ケンャ テ  チ 

子 曰、 於. 止 知， 其 所. 止、 可，， 以. 人 而 

ル シカ トリ- 1. タモ 

如. 鳥 乎、 

孔子 詩の 詞 によ. 5 ての 玉 は く、 凡そ 事 至善に 止らん 

とする 時に をいて、 其 止る ベ き 所 を 知て、 よくこれ 

に 止る こと、 黄鳥 すら かくの 如し、 人の 靈 なる を以 

て、 鳥の 微な しに も、 しか さるべ けんやと、 人 必事 ご 

とに、 至善の ある 所 を 知て、 これに 止る べしとの、 さ 

としをな し 玉 ？、 

-ーク ク タル  ァ、 ツギ アキラ 力 二 ッ、 シン テ ► レリ 

詩 云、 穆穆 文-王、 於緝 Si 敬 止、 

二 七  I 


 尺 I  3-  I  ^之 ニ聿  

明に する こと ぞ とい へ るな hv、 只德を 明 にす とい は 

すして、 自明に すと 云 は、 經 文に 明 德を 天下に 明に す 

と あるに、 いひ わけてな hv、 

ノ  シュ  セ キス- 1 ス^ r テ チ 

右傳之 首-章、 釋. 明， 一明 德； 

攀 

タ ウノ  ハン ノメィ 一一  ク マコト- 1 ヒ.. 、二  - ーセパ ヒ *,  二  -ーシ 

湯 之盤銘 曰、 苟 曰-新、 日-曰 新、 又 

ヒ .v  二  || セン 

日 新、 

此 一 章は薛 文民 を 新に すと 云の 釋 文な り， 湯 は 商 王 

成 湯な， 9、 盤 はたら ひな. o、 銘と は、 うつ は 物にしる 

して、 見る たび ごとに、 自 いまし むる 詞な. 9、 成 湯 を 

もへ らく、 人の 其 心 をき よめて、 惡を のぞく こと 其 身 

を あら ひて、 を をと すが 如くなる べきに と て、 盤 

に此 詞を銘 じて、 いまし めと し 玉へ- 9、 云 意 は、 我 

德の ふるく そみ たる、 けがれ をき よめて、 眞實に 一 

日よ く 新に なし 得た る こ. 0 あらば、 則 これにと h- つ 

> きて、 日々 に 新に し、 又 日々 に 新に して、 少も おえ 

まなかるべし とな， o、 然れ ども、 したし  <  身 を あら ふ 

にたと. ふれば、 只 もとの 如くに する ばか hN なれ と、 

： »  キ ノウ 

是は， その 日々 に きょむる こ と を m 曰り て、 昨日よ.. 9 


1  一 ..•： 

ケ マ  タ  一， ス 

今日は 又 新に、 今：：： より 明日 は、 いよ /\ 新に す る 

t,lrt をい へ ，ft '、又 經 文に 民 を 新に する こと を は、 明德 

を 天下に 明に すと あれ^、 その 自明に する こと も、 亦 

自 新に すと、 云 ベ きに と. 5 て、 新 民の 義を釋 す る始 

/  一 

に， 此銘を 引て、 人君 民 を 新に する こと は、 ま づ自そ 

の德を 新に して、 これ を 推て、 民に 及すべき こと を 示 

せり、 

-I クオ n セ -ー ス^ チ 

康-誥 曰 作， 新 民： 

よく 政敎を ほどこして 、自 新に する 民 を、 ふ. 9 を こし 

出せと な. o、 蓋 君よ く自 新に し て、 L 人に 推し 及す 時 

は、 民 も 亦 これに 化して、 自 新に する 者、 を こ h 出で 

來 るな-. >、 

一一  ク  へ キゥ ハウ ナリト  レ  n レ ，ナ 9 

詩 曰、 周雖， 舊 邦： 其 命 維新、 

詩 は、 大 雅文 王の 篇、 周の 太祖 后稷、 は じめ て 諸侯に 

封せられ しょり 千 有^ 年 を へ たる、 舊き邦 なれば、 な 

を いつまでも， ことなる 事 ある まじき を、 文 王よ く 其 

德を 新に し て、 民に 及し 玉 ひし かば、 始て 新たなる 

天命 をう け、 天下の 民 これに 歸 して、 王 業 を を こし 玉 


- やまり なり、 次第の もが ひたる、 あみ ふだな- 

簡の 字義 は、 序に 見えた. 9、 


ョッ -K 力 


ニー  た 


今 因，， 程-子 所， 定、 而 更考， 經文； 

ワカ ツナ ナス r  ヲ-シ リノ 

別 爲，， 序次， 如. 左、 ♦ 

程 子の 定る所 は、 伊川の 改本 なり、 その 本 もな を 

. 傅 文に 錯簡 ある 故に、 今 さらに 經 文の 次第 を考 

へて、 これ を 正して、 別につ いで をな せる こと、. 

左の 如しと ぞ、 はじめ 一 章ゃ經 とし、 お 次 を傳と 

する こと も、 朱 子な， 9、 

カウ カウ -ー ■ クョ クニ スチ 

康 誥 曰、 克 明. 德、 

此の 一 章 は、 經 文明 德を 明に すと 云の 釋文 なり、 康誥 

は、 周 書の 驚の 名 、詰 は、 つぐるな，. y  、武王 弟の 康叔 

衞に 封せられ し 時に、 誥 命し 玉 へ る詞 なり、 是は文 王 

よく 其德を 明に し 玉へ る ことなれ ども、 こ 、に は 只 

古書に ある、 明 德の語 を 引て、 經 文を釋 したる ばか. 0 

なり、  . 


カウラ 
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大-甲 曰、 顧，， 0 天 之 明-命： 


大 3, 


傅 之 首？^ 


大甲 は、 商 書の 篇の 名、 商王大 甲に、 伊 尹の 敎訓 せら 

れ たる 詞 なり、 明 命 は、 即明德 と 云に 同じ、 この 德を、 

天より 命じ あた ふるよ， 5 い へ は、 明 命と 云、 人 この 命 

を、 うけ 得て そな へたる よ. 9 い へ は 明德と 云、 これ を 

顧る と は、 其み る 所、 { に明 命の 發兒 する、 道理の 上 

にあ， C て、 しはらく も 相 はなれざる こ と を 云、 一 說 

に は、 顧 を、 か へりみ、 つまびら かにす とよむ、 其 顧 

る ことのく はしき こと をい へ h;- 、此 一 段 は、 德を 明に 

する 工夫き ひしく して、 存 養に 少 もた えまな か るべ 

きこと を 示せり、 

ティ テン 二  ク ク ニス シ ユン  チ 

帝 典 曰、 克 明. 峻 -德： 

帝典堯 典、 虞 書の 首篱の 名、 典 は、 法な り、 常な.^.、 

經の 字の 義の 如し、 峻は、 大 なり、 明徳の、 みて き は 

まりた る 所よ b 峻德 と 云、 是は帝 堯を稱 じた る詞な 

り、 こ 、 に 引て、 德を 明に する ことの、 至善に 止る ベ 

きこと を 示せ， 0-、 

ナ ，t ッカラ —一一 ス ルナリ 

皆 自明 也、 

是、 上文 をむ すび て 其 引く 所、 みなみ づ か.J;^己が德を 

二  2 


大 學 
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字に あたりて、 本甄 ると 云 は、 身 を さまらぬ な h -、 末 

治る と は、 家齊ほ 國冶 ま.^ 天下 たいらかなる こと 

を 云、 否と は、 此理 なしと ぞ、. 


ッ ウス ウス ウメ」 


其 所 .厚 者 薄、 而 其 所. 薄 者、 厚 ij^, 

之 有， 也 


ス * 


所 K 厚と は、 家 を さす、 所 は、 國 天下な b、 され ど 

も、 國天下をぅすくすべき道ぁ，.„^て、 かく 云に あ ら 

す、 只是 家に 對 して、 厚薄 を 以て、 いひ わくる の みな 

b 、云 意 は、 まづ 其の 家 を齊へ ざれ は、 これす で；. 1 家 

に 薄し、 然るに 却て 國を 治め、 天下 を 平にして、 これ 

を 厚く せ んこ， i  、い まだ 其た め し^ら ざ る となり 、是 

上の 末 治まる， S について、 亦 その 先 後の ついで ある 

こと を 示す、 これによ b て 推し はかれば、 國と 天下の 

遠近に も、 亦 そのつ いで ある こと、 知らる 、な- 9、 

右 終 一 -章 、蓋 孔 -H^ 之 言 而 曾- 

ブ チ 

子 述.. 之、 

經と は、 傘： 人の 書 を 云、 I ゆ： は、 つね な h- 、萬 世 に つ 


二 四 

た へ て 常 法と すべければ な. y 、蓋と は、 うたが へ 

る詞、 この 語 孔子の ロづ から、 門人に よみった へ 

玉 ふこと は、 かくれな く 見 ゆれ ども、 そのむ かし 

より、 つた は b し 語 を、 孔子の あげ 示， P 玉 ふこと 

も ある ベ ければ、 これ をうた が へ るな. 5、 述 ぶと 

は、 孔子に うけた る こと を、 ときの ベ て、 又 其 門 

人に さづ けられし な ，5、 

其 傳 十， fl^ 、則 曾-子 之意而 門- 

ルセ リ チ 

人 記. 之 也 

則と は、 さだめた る詞、 俾 中に 曾 子の 語 を ひき、 

又中廢 孟子の 書 も、 曾 子の 門 流に いで 、、1=^t 

に ま、 此傳文 を ひきたれば、 こ れ曾 子の 意に い 

で、 其 門人の かき 記しお る 者と、 さ だかに しら 

る ゝ な- 5、 

舊-本 頗 有，， 錯 -簡： 

舊 本と は、 漢の戴 架- 禮 記の 內 にいれ たる、 大學の 

篇に 、鄭支 が 注した る 本な. y  、錯簡 と は、 錯は、 あ 


此の 一 段 は、 上文 を 推し か へして、 本末 先 後の つ い 

で、 必 みだる ベ からざる こと を、 ねんごろに とけ， 9、 

物 格る と は、 物の 理の 極まる 處に、 き はめいたら すと 

云 ことなき ぞ、 知 至る と は、 わが 知 を 致し 至. 5 て、 其 

しる 所つ くさやと 云 ことなき ぞ、 天下 平な， C, と は、 四 

方 八 表の はてしまで、 人民 をのく 分際の ねが ひ を 

得て、 あまねく 卒 均なる こと を 云、 句 ことの 而 后の 字 

は、 上段々 の 先の ■ 字の 義を あら はす、 云 意 は、 かくの 

如くに、 せまく 欲する もの は、 先づ かくの 如くに す 

ると 云 は、 必か くの 如く ありて 而 して 後に よく かく 

の 如く あれば ぞ となり 、右一 一遍の 條 as の說、 其 工夫お 

以て云ときは、物に格，^^、知を致し、意を誠にし、心を 

正う し、 身 を修る は、 明德を 明に すなの ことな b 、家 

を齊 へ 、國を 治め、 天下 を卒 にす る は、 民 を 新たに す 

るの ことなり、 其 功效を 以て 云 時 は、 物 格. 5、 知 至る 

は、 德を 明に し、 民 を 新に する が、 其 至善に 止る こと 

を. 知るな b  、意 誠 あり、 心 正しく、 身修る は、 德を明 

にす るが、 至善に 止る こと を 得るな り、 家齊ほ 、國 

治ま h- 、天下 平なる は、 民 を 新に する が、 至善に 止る 

ことを得るな，^>、 

大 a- 終 一 聿  . 
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自，， 天-子， 以 至，， 於 庶- 人； 壹 是皆 以 

レ條レ 身爲レ 本、 . 

此ょ 下 三 段 は、 上の 條 目の 義を 結ぶ、 天子より 庶 

人までと 云 ふ は、 上に 天下お 平にす るまで を、 大學の 

規模と して、 とき あげたる によりて、 こ /- に 又 かくの 

如く 云て、 大學の 道 上下に 通す る こと を 示せ.^、 壹是 

と は 一 切の 義な， 9、 格 致 誠 正 は、 皆 身 を 修る內 の 事、 

齊 治平 も、 亦 皆家國 天下の 人 をして、 各 その 身 を 修め 

しむる にす ぎす、 この 故に、 身 を修 むる を 以て 本と す 

るな h^、 蓋篇 首の 明明 德新 民す でに 本末 先 後を以 て 

これ を 結ぶ、 次に 明 新の 條目 をつ いで /-、 こ、 に 又 其 

本の ある 所 を あげ、 功 を 用る 簡耍を 示せ b,、 され ど 

も此 修身の 二字、 格 致 誠 正 を 兼て、 これ を 以て 本と す 

る時は、其末とする者は、 齊治年の事な，^^、 然れば 上 

の 結語に、 明明 德を 本と し、 新 民 を 末と する 義と、 畢 

キヤウ イチ ッ キ  . 

竟 一 途に歸 するな り、 

.-ノ  レテ  マルハ ァラズ 

其 本 亂而末 治者 否矣、 

此 本の 字 は、 上文 をう け來れ ども、 これ は 口 〈身の 一 

二 1- 
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すでに 知る 所より、 いまだ 知ら-さ る 方へ、 推し 致し 

て、 わが 知識の 全體 をき はめ、 天下の 理に を. いて、 知 

つくさす と 云 こと、 なから しむる を 云、 盖意 念の い 

まだ まことなら ざ る は、 其 善惡を 知る こと、 い まだ 明 

白與實 ならぬ 故 なれば、 意 を 誠に せんとす るに は、 必 

ま づ其知 をき はめつく すなり、 


TM  N ラ  リ n 一一 一一  トー 一 

致レ知 在 レ格レ 物、 


物と は、 事と 云が 如し、 事と なして 云 時 は 物 は をの づ 

から其中にぁ，-=^、 是 事物の 理を さして 云な， 9、 これ 

に 格る と は、 物 ごとの 道理、 をのく 精粗 表襄 の、 き 

はまれる 所 あり、 物に つ い て 理 をき はむ る 者、 こと 

--く 其 極れ る處 に、 き はめいたる こと を 云、 蓋物に 

ある 理と、 心に 知る 理と、 もと 1 つなり、 心の 知 識 は、 

物の 理 をき はむ るに よりて ひらけ、 物の 道理 は、 心の 

ぉづ ぬるに まりて あら はる、 この 故に、 わが 知 を 致す 

W ど は、 物の 理 をき はむ るに あ b 、され ども 知 を 致す 

こと は、 知識の 全體を はし  より、 き はめつく す こ 

と な，^、 物に 格る は 、ひとつ-. にきば めて、 其 功 を 

つむ ことなり * 理 をき はむ る こと、 多き にした が ひ， 


   ニニ  

て、 知の て らす こと、 い よ *(» ひろし、 以上の 八つ を、 

大學の 道の 條目 とす、 木の 條 わかれ 網の 目の ま.^ 

くなる が、 如く なれば な， 9  、すべ て 見 来れば 物に 格 

り、 知 を 致す は、 心 を 以て、 此理 をき はむ るの こと 

な.^、 意 を 誠にし、 心 を 正う し、 身 を修る は、 身を以 

ノ  タイ 

て、 此 理に體 する のこと な-. y  、家 を齊 へ、 國を 治め、 

天下 を 平にす る は、 政敎を 以て、 此理を 推し ひろむる 

のこと な hN  、又 八 條の功 を 用る 先 後、 まことに 其つ い 

で をみ だる ベ からす、 もし 彼と 此と を、 と. 0 合せて 

なさん にも、 先なる は必 先にし、 後なる は必 後に す、 

又 手に したが ひて、 一節 を をさむる こと は、 却て 先 後 

にか /- はらす、 必 一 節の 功 成りて 後、 次 一 節 をす る 

に は あらざる な hs、 

n ト  チノ  リ  チメ  -I  ァ 

物 格 而后知 至、 知 至 而后意 誠、 

意 誠而后 心 正、 心 正 而后身 # 

身脩而 后-家 齊、 家 齊 而后國 ：？i" 


國治而 后 天-下 平 


ナリ 

、 


サキ 


身を修 るな..^、 これまで は， 上文の 本 を 先ん する の 

義を あげて、 天下 國 家より 其 身まで、 次第に 本 を 推 

マ ヅ  キゥ 

しき はめて" 先 これ を 急と すべ きこと をい へ hN， 

スルメ マクノ  ヲ  ハ  ッタ V シ ウス  ノ  口 ヲ 

欲. 脩，， 其. 身， 者、 先 正，， 其 心； 

正う すと は、 かた をち なく、 ひがみな くす る こ と を 

云、 心 は 即明德 な- 9、 本體 中和に して、 正 しからす と 

云 ことなし、 され ども 妄念 雜盧 にさ またげら るゝ時 

は、 其 用の 行 はる、 所、 偏陂 ありて、 宜しから す、 學者 

常に 存養 省察の 工夫 を 用れ は、 功つ みて 後、 動靜感 

應の間 常に 其 本體の 正 をう しな はす、 蓋 心 は 身の 生 

なり、 心ゎづ かに はなてる 時 は、 一 身 百體を さめつ か 

さどる 者な し、 この 故に、 身 を 修めん とする に は、 必 

ま づ其心 を 正し？ i らしむ るな り、 これよ b 下 は、 みな 

修身の 工夫の 內 にっきて、 先 後 を わきて い 〈り， 

スル ウセ マクノ  ヲ  ハ ヅー， コ トー ース ノィヲ 

欲. 正，， 其 心， 者、 先 誠，， 其 意： 

意と は、 心の を こ 出る 處、 凡そ 念 慮の 類み な是な 

&、 これ を 誠にす と は、 人の 本心、 善 を このみ、 惡 をに 

ズ ますと 云 ことなし、 され ども、； 5^ 欲 その 形氣 よふ 生， 
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して、 意 念の 間に まじ は る 故に、 その 善惡 にむ か ふ 

所、 わが 本心の ま、 なら や、 か へ， 5 て 善 を そこな ひ、 

惡を ますこ と あ， 9、 なを や 、善 を このみ、 惡を にく 

む 所 ある は、 大 やう 人 をはづ るが ためにして、 わが 本 

心 を こ ろよ くす るた めにあら す、 是 をみ づ から あ 

ざむ きて、 意 まことなら すと 云、 心 を 正う す る 工夫 

は、 意.^ 誠にす るよ. 5 も、 更に 一 赏 精し、 この 故に、、 ひ 

を 正う せんとす るに は、 必まづ 念 慮の 端に つ いて、 省 

察克 治の 功 を 用 ひ、 其 あざむき をい ましめ 凝て、 これ 

を眞實 にすべき なり、 凡そ 聖人の 敎は、 內外 一 致な 

^、修身の 工夫 も、 言語 動靜の 上ば か..^ にあら す、 正 

心 誠意の こと、 皆其內 にあ，. >  、正 心 誠意の 工夫 も、 性 

情念 慮の 間に、. わきて する に 非す、 即 修身の 工夫 

を、 內に むかひて、 急なる 所 を 先んじて、 す る こと 

知るべし、 

スル 二 セマク ノヲ  ハツ ィ タス  ノチ チ 

欲 .誠，， 其 意， 者 先 致. 其 知： 

知 は、 心の 知識 即明德 の靈覺 なる 處 なり、 知識 は、 も 

と理に をいて、 しらすと 云 ことなし、 され ども 學 びて， 

これ を 明かに せされ ば、 其 知 ひらけす、 致す と は、 其 

.  二 一 


大 學 ぉー舉 . 

此 よ， 0 下 八 段 は、 古人の 學を する 次第 を、 つまびら か 

にの ベ て、 上の 網颌 中の 條目を あげ、 新 民の き はま.^ 

よ. o、 明々 德の はじめまで、 段 々あとよ. り 推しき はめ 

て" 末必 本より はじめ、 本末の 內 にも、 亦 をのく 用 

功の ついで ある を 示せ. 0-、 明德を 天下に 明に すと 

は、 天下の 人の 明德 を、 皆 明に せし むる こと を 云、 此 

語 天下に 明 ニ明德 一す と、 よむ ベ き 句義 なれば、 明明 德 

の 三 字 は、 是 工夫の 名目と な， 9 て、 明德は 君に もっか 

や、 民に もっかぬな り、 又 此は是 天下 を - 牛に する こ 

なる を は、 かくの 如くに いひ か へたる は、 新 民の 

上より、 さ ^しまに 推て、 民 を 新に する こと も、 わが 

明明！ i の 功を縱 しひろ むる ばか，.^ にて、 他事に あ ら 

ざる こと を 示す、 然れば 下の 國を 治め、 家 を齊る こと 

も、 亦み な 明明 德の 推す 所な-. y と 知らる 、 な- 5、 

ッ ナサ メ  ノ チ 

先 治-, 其 國； 

國を治むとは、朝廷の上ょ，.^、國中の末々まで、紀辆 

法度、 井々 にして みだれざる ゃチ にす る こと を 云、 蓋 

天下の 本は國 な. 9、 一 國 の內、 よく を さま. 5 て 後、 こ 

れを 法則と して、 推し ひろむれば、 天下 廣 しとい へど 
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も、 一 統 して 平にすべし、 この 故に 天下 を 平に せんと 

する に は、 先 づ其國 を 治るな り、 

スルメ マクノ チ  ハ ヅト •  ノフ ノ チ 

欲. 治，， 其 圍， 者 先 齊， 其 家； . 

齊 ふると は、 物 を そろ へ て、 ひとしく する 義な. y  、家 

の あらゆる 男女 族屬 長幼 尊卑、 みな 恩義 を あ つ - -,. -、 

倫理 を 正う して、 各 その 情 を あはせ、 その 分に 安ん せ 

し め 、整齊 にして た-か ひ めな くす る を、 家 をと 、の ふ 

ると 云、 蓋 國の本 は 家な，.^、 一 家の 內を、 よくと、 の 

へ て 後 その 臣民 を、 ひきい ざな へば、 下 みなこれ にな 

ら ひて 國中ぁ まねく 治まる ベ. きぞ、 こ の 故に 國を治 

めんと する に は、 必 まつ 其 家 齊 るな- 9、 

スル へマク  -チ  ヅ オサム  チ 

欲. 齊， 其 家， 者、 先 脩，， 其 身： 

條 むと は、 物 を むらな く、 したつる こと を 云、 其 身の 

威儀 言動、 ことに 應じ、 物に 接る こと、 み な 中正 周密 

にして、 た ゆむ MJ なく、 もる  >  ことなき を、 身 を修る 

と 云、 蓋 家の 本 は 身なり、 其 一 身 をよ く條れ は、 家人 

の 定本と な. 5 て.^ みな その 敎令 に、 したが はしむべき 

ぞ、 この 故に、 家 をと 、の へ んと する に は、 必まづ 其 


安し と は、 よく をち つきて、 心 もとな きことの なき 義 

テ  ギヤ ク 

なり、 心 常に 靜 なる 時 は、 身の 居る 處、 順逆み な 命 に 

まかせて、 ゆく として 安ん せ やと 云處 なし、 是靜 なる 

が廣き 者な，. >、 

ンメ クニ ク ォモン パカル 

安 而后能 慮、 

心 常 に靜 に、 身 常に 安す る 時 は 事に 應 やる こと、 從容 

閑暇に して、 其 思 ひ はかる 所、 精き こと をき はめ、 詳 

テンん \ 

かなる ことつ くさす と 云 ふこと なく、 事轔轉 する に 

したが ひて、 これに 應 する こと、 いよく 祌變 なり、 

是を 能く 盧 ると 云、 

カッテ メ  二 クウ 

慮 而后能 得、 

得る は、 止る こと を 得るな， OS  、上段々 のしる し を へた 

る 上に は、 道理と 我と、 混 化して、 1 つに な hv  、凡そ 言 

行動 靜、 事大 小と なく、 みな 其 至善に 止 b 得すと 云 

ことなし、 蓋 知行 兩繃、 ならびす むと いへ ども、 止 

る こと を 知る は是知 上に つきて、 其し るし を 見る、 定 

セ .1 アン リヨ 

靜安盧 の 四 段 は、 みな 心の 上に をいて、 しるし を 見る 

こと 漸々 に 深し、 但知を 以て、 行 を 兼ぬ、 得る 時 は、 行 

ひ 成りて、 脫 化するな. 9、 

 ^  ,  -   I   — 
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物 有ニ卒 末： 事 有，， 終- 始： 

此 より 下 二 段 ゆ、 上文 をす ベむ すんで、 大學の 道を學 

ぶ 者に、 功 を 用る JJ 、其つ いでに、 したが ふべ しと 

の、 大意 を 示せ， o、 物と は 天の 生やる ま 、なる 者 を 

云、 事と は 人の しわざに か 、れる こ と を 云、 明德新 

民、 己と. <と を 對 して 云 時 は、 是 物にして 己 は 本な 

i 人 は 末な， 5、 この 故に 物 本末 あ h- と 云、 止 る こ 

と を 知る， M 、止る こと を 得る と は、 是事 にして、 知 る 

は始 な， 5、 得る は 終な り、 この 故に 事 終始 ありと 云、 

シン ヌル キ ハチ  スル チ  シ  二 

知. 所，， 先-後， 則 近. 道矣、 

本と 始と を 先にし、 末 と 終と を 後に する こと を しれ 

ば、 是 すでに 道に ちかき ぞ、 此 知る は、 其し わざに つ 

きて 其す へ を 知る ことな. 9、 知る 所 あ さしと い へど 

タウ 

も、 只 その 理を 知る のみに あらや、 道 は 、察 物 當然の 

ヲ ノレ  シ ュガク 

道理な り、 これ は 人 己に 得ん と、 隊學 する に つきて 

•X ゴク 

云、 これに 近し と は、 其す おめた が はすして、 至極の 

處に 至る こと やすしと な， C -、 

へ ノス ルニ セマク  チ  ||  ハ 

古 之 欲. 明，， 明- 德於 天-下， 者、 

一九  , 
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て、 あおらし く なすこと を 云、 是亦 民の 德を 明に する 

のこと なり、 蓋 人 は 萬 物の 長 なれば、 天の 化育の 及ば 

ざる 所 を、 裁成輔 相して、 これ をた すくべし、 凡そ 己 

を 成し、 物 を 成す こと、 皆 天に うけた る 職分に て、 逃 

る 、所な き 者な， 5、 こ の 故にみ づ から 其德を 明に す 

る 時 は、 則 人に 推し 及ぼして、 亦 其 德をも 明に すべ き 

なり、 

在>4 於 至-善； 

又 一 つ は、 至善に 止る にあ- 9、 至善 は、 善の 至 b 、事理 

當然の 極まれる 處即 中庸の 中な b  、これに 止る と は、 

事の 至善 を えらみ 得ば、 必 これに 止- 5、 すでに 止る 時 

は、 叉ラ ごきう つる ことなき を 云、 事の 至善に 止る 時 

心に をいて は、 天理 をき はめつく して、 いさ、 かも 人 

欲の 私な し、 凡そ 天下の 事 明德新 民の 外 にいで ざれ 

ば、 至善に 止る と 云 も、 只 明 新の 上に ついて、 事々 の 

至善 を えらみ て、 これに 止るな 、以上の 三つ を 合せ 

て、 大學の 道の 辆領 とす、 其 かねす ベ すと 云 所な きこ 

と、 網の 張 h ^網に か、 、衣の 领 くびに つくが 如し、 

テ ~r ヲメ  --; リ 辛 ダマ -:i「 

知. 止 而 后 有. 定、 


r  ■ 1A  I, 

此 より 下 五段 は、 凡そ 德を 明に し、 民 を 新に して、 至 

善に 止らん こと を 求る 者、 必ま づ其 止る 所 を 知る 時 

は、 をの づ から やう やくに 精 熟して、 遂に 止る 所 を 得 

ると 云 こと を 示す、 され ど も 句 ごとの 而後の 字に よ 

.5 て、 正る こと を 得る ことの、 たやす からざる こと も 

見 ゆるな b  、此 止の 字、 上文 をう くと い へど も、 是は 

事々 に をの/^ 至善の ある 處を さす、 と  > ま どこ 

ろと 云義な b 、これ を 知る こと、 亦た やすから す、 致 

知力 行の 功、 つも.^ たる 上に、 知る こと を 得るな h -、 

こ、 に 至れば、 あ 知る 所眞實 なる 故に、 志定 りむ かふ 

所ぁ^^て、かなたこなたのまどひなし、是知てょく立 

つに 至るな- 0-、 

マクテ メ  -I  ク シヅ カナリ 

定而后 能靜、 

志よ く定. りて 後に は、 其 心 常に， しづ ま hs て、 みだ- 5 に 

動く ことなし、 蓋 志い まだ 定らざ る 時 は、 心靜 なる 

バ ゥゼ ン  I 

時 も、 忙然 たり、 志す でに 定る時 は、 心の 動く 時 も、 本 

體 すはリ てた じろ かす、 こ の 故に 其 動く ことみ. た. 5 

ならす、 是定 るが 深き 者な hN、 

-- >  メ  ク ヤスシ 

靜而后 能 安、  . 」 


是とは 大學を さす、 庶 乎と は ほとんど 及すべし 

と 云 詞なケ 、學者 必大學 の 次第によ. 9 て 學ひた 

らば、 其 道 を ふみた が へま じきと ぞ、 程 子 此の 二 

句の 本意 は、 只 大學を さしい へど も、 朱 子 これ を 

上文に つげる を 以て 見る 時 は、 大學の 外に、 論孟 

を も かね を さめ、 こ れに. H て學ぶ べしと 云 意 も 

其 中 14 こもれる 歟、  , 

大-學 之 道、 

大學と は、 その 學術 大いにして 、異端 曲學の 比す ベ き 

にあら ざれば な h- 、大ふ 云ば、 只廣 高^ 享の義 のみに 

あらす V 中正の 至. 顯の 極れ， る義， も かねたり 、こ. 

の 故" に、 必- 十五 以上 成人の 後より、 これ を學 ぶ、 道と 

は、 事 を をさむる 者の、 由て なす 所な， o、 行く 者の 道 

の 如し、 

-リ 3 ュスル 二  テ 

在 レ3> 二  S: つ德， . 

大學の 道と する 所、 その 端 三つ あ， 9、 其 一 つ は、 明德 

を明かにするにぁ..^、德は、得の字の義なh^、 凡そ 物 

をのく 德を そな へ 得れ ども、 人 は 萬 物にす ぐれて、 

^  0  0  i 


其德き はめて 明なる 故に 明德と 云、 人の 德兩 5^ あり、 

道を修 して 得る 所 ある を も德と 云、 明德 は、 天よ. 0 生 

れ 得て、 身に そな へたる 者、 實は 心の 本體 を 尊て、 名 

づけた 、それ 人心の 物た る、 虛 にして 形な く、 靈に 

してよ く烕 通し、 天下の 萬理を そな へ て、 天下の 萬 事 

に應す、其明なる^iかくの如くなb、然るを又これを 

明に すと 云 は 明德を そな ふる？ 6  .< 凡人 ことならね 

ども、 生る 初より、 氣 質の にごりに を ほ はれ、 生れ 

て 後に、 習俗の けがれに そみ て、 其 明なる 所、 くらむ 

こと あ hN  、され ども 本 體の明 はき ゆる 時な く、 物に ふ 

れ、 事に ついて 發 見せす と 云 ことなし、 學者 その 發す 

る 所に よりて これ を 推しき はめ て、 本 來の體 にか へ 

•-9、 其德 つねに 明かに して くらむ ことな からしむ、 是 

を 明德を 明に すと 云な， rN、 

リ ァ ラタ-一 ス i  二  _K  - 

在. 親. 民、 _ 

又 一 つ は 民 を 親に する にあり、 此 親の-字 は 新に 作て 

見る ベ し、 民 は、 只 人な. 9、 大學の 業 天下 を 平 か にす 

るに 至る 故 位 ある 人に 對 して、 民と 云な b  、これ を 新 

にす と は、 人民 習俗に そみ ふるびた る を、 あらため 

I 七  ， 


子-程-子 曰、 


是程 子の 語 をと b 合せて 大學の 小 序と す、 上 の 

子の 宇 は、 弟子 その 師を稱 する の 名、 孔子 を 只 子 

と稱 する に 同じ、 程 子の 子の 字 もな ベて 師 とす 

ベ き 人を稱 する 名 なれ ども、 したしく わが 師と、 

たっとむ 時 は、 更に 子の 字 を そへ て稱 するな， 9、 

二 程の 道德 ひとしき 故に、 朱 子 こ れを わかす し 

て、；^ ハに程 子と 稱 せられし な， 9、 
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大-學 孔-氏 之 遺-書、 

孔 氏と は 序に 曾 氏と 云に 同じ、 其 家門 を 稱 して 

氏と 云な り、 遺書と は、 其 人 を は hN て、 其 物の こ 

れるを 遺と 云、 遣 跡 遺言と 云が 如し、 

而 i- 學入 一之 sf; 也、 

初學の 人、 德 にす、 みいる 門 なれば、 まづ これ を 


よむ？ しとな. 9、 


スル 


於 xr 可. 見，， 古人 爲 次-第， 者、 

獨賴， 此篇 之存； . 

今の 世に 居て、 古人の 學を する 次第、 三 綱 八條の 

如く 詳に 備. りたる こと を 見る こと、 たい 此ー篱 

の 書 ある を、 たのみよ るば か. OV にて、 他の 書に て 

は 見えぬ &、 是大學 の 入德の 門た るが 故な り、 

而 論- 孟 £ 

凡そ 初學の 人、 入德の 門と して まづ よむ ベ きの 

モチ 

書、 大學は 勿論な- 9、 これに 次で は 亦 論語 孟子に 

しく 者な し、 

3 ッテ  一一  ビバ  チ チカ、 ラン 

學-者 必 由. 是 而 學 焉、 則 庶，， 乎 

ル -I タガハ 

其 不 Jtl 矣、 


意、 陋は 、知識の せば き 意、 闕は、 かけた，..'、 其 書の い 

まだ 全から ざる： と を 云、 赂は、 をろ. そかな り、 其說 

のい まだ そな はらざる こと を 云、 云 意 は、 SIJ.. 子 改正の 

大學の 書 を みれば、 なを 放 失の 所 多き に、 みづ からた 

へ かねて、 わが 固陋なる こと を 忘れ、 程 子の 說を とち 

あつめ、 又 その 間に は、 己が 意 をつ けて、 其 書の 闕略 

を、 補 ひたす とな .9、 是 章句 作れる 義 なり、 蓋 朱 子 章 

句の 大學 は、 伊川の 改本 によ h> て、 更に 傅 文の ついで 

を あらね め、 程 子 格 致の 說を とりて、 第五 章の 闕文を 

褅ふ、 其の 餘の 註、 多く は 自家の 意に 出たり、 され ど 

も 聖賢の 書な れ ば 、敢 て 其 義を定 めすして、 後の 君子 

の、 を さめ 正す こと を 待と 也、 

メテ ル セン ュメ キ riK  ル、 ヲ， re チハ   ノ 

極 知 潜 踰、 無. 所. 逃. 罪、 然 於 n 國-家 

化. 民 lC 俗 之 意、 學-者 修. 已 治乂 

ミチ 二  チ  タ ズ.； -モ クバ ァラ ス コシキ ナヒ 

之 方： 則 未，， 必 無，， 小 補， 云 

、ジ 

極て.^ ると は、 ふかくし る 意な- 5、 僭 は、 ひと ごろ ふ、 

分 を を かせる 義な り、 踰は、 こ ゆる ぞ、 しな を こ ゆる 

こと を 云、 國家 は、 宋家 なり、 國 朝と 云が 如し、 化レ民 
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成ン 俗と は、 人民 を敎 化して、 よき 風俗 を なすこと を 

云、 方 は、 法な，.^、 此段 は、 朱 子 謙 返の 詞な り、 され 

ども 此 章句 實に 天下の 敎化、 學 者の 實修に 袖 ある こ 

と、 すこしき に あらす、 普 孔子 泰秋を 作り、 一 ー百餘 

年の 天子 賞罰の 權を よせて、 百 王の 大法 をた て を か 

せ 玉 ふこと をば、 みづ から 評しての たま はく、 我 を 知 

る 者 は、 それた U. 奢 秋 か 、 我 を 罪する 者 は、 それた 

い 春秋 かと、 朱 子の 此言、 其 意と をの づ から あ ひた 

り， 

淳 -il 己-酉 一 1- 月 甲-子、 新-安 朱- 熹 

ス 

亨、 

淳 は 、朱の 孝宗の 年號、 己 酉 は 其 十七 年な. 9、 朱 子 

の本國 は、 江 束の 徽州 なれ ども、 其 地晋の 時、 新 安 郡 

なりけ るに よりて、 ふるき 名を存 せられた h -、 


1 五 


せし な 力， 簡は、 ふだ、 編 は，、 あむな b  、古の 書 は、 竹の ふ 

だに、 一 行づ、 かきて 、章に てあみ つらねた る 故に、 

今 は 紙に てかきつ > くれ ども、 亦簡 編と 云、 程 子 その 

文句の 入- 9 みだれた る を 見て、 これ をつ いで、、 正さ 

れ しな. 9、 旣に. i は、 後に 朱 子 又 錯簡を 5^ めら れし時 

より、 程 子.. すでに 此所爲 あり つ る と 云 義 な- 9、 發 

は 、幾 明、 歸趣 は、 を もむ きなり、 

^ 後 _ お 者 大-學 あ 一九 之 法、 聖-經 

賢- 傳ズ ぼ、 粲-然 復 明， 於 世： 

龜經 は、 孔子の よみった へた まふ 經 一 章、 賢傳 は、 首 

子 幷に其 門 流の 作れる 傅 十 章、 指 は、 旨趣、 衆然 は、 

明なる 貌 なり、 按ゃ るに、 經. と 傅と は、 朱 子 はじめて.. 

これ を わかてり、 程 子の時まで は、 いまだ 終 傅の わけ 

なか， 9 けれど、 伊川の 改 本の 大學、 經は奮 文の ま ， 

1； て、 傅 文め みだれ を、 經文の次第にょ..^ て、 正され 

しかば、 すでに 其， の 分 辨の端 ある 故に、？^ くい へ るな 

るべ し、 鲁 

スト な  チ  *  t  二 シ シ ュクメ  ァパゥ レリな 二 

雖. お， 熹 不 -敏： 亦 幸 私- 淑、 而 與. 有 
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レ 簡焉、 

此ょ b 末まで は、 朱子此 書の 章句 作れる 故 をと け _ 

り， 不敏と は、 とからぬ な， C ヽ 弟子 師に對 して、 己 を 

謙 る詞 な， 5、 私淑と は、 私 は、 ひそむ る義、 淑は、 善 

な b  、先哲の 道 を、 人よ ひそめと. 9 て、 わが 身 をよ 

くす ると 云 意な り、 孟子， は、 孔子の 門に、 及ば ざれ ど 

も、 後に 其敎を 人に と. 9 て、 みづ から を さ めつ ると 

云 こと をば、 私淑と い へる によ て、 朱 子 も 程 子の 大 

學の說 を 聞く に、 ぁづ かり 得た る こと をば、 かくい へ 

るな り、 

ミル 二  ノ  * ルテ  チ フ li  セ リコ •？  テ  レ ナノ 

顧， 其 爲 ，書 、猶 頗 放-失、 是 以 忘，， 其 

n  口 ウテ トツ テ  アツノ  チマ *  タヒソ 力 二  ケテ ヲノカ  ヲ 

固- 陋； 釆 而 輯. 之、 間 亦竊 附，， 已 意； 

チギ ナイ テ / ケッ リャク チ テツ チノ  チ 

補，， 其 闕 以 俟，， 後 之 君-子： . 

爲レ 書と は、 書の 钵 たらく を 云、 頗と は、 や、 多き を 云 

詞、 俗 14 よほどと 云義な b- 、放 は、 はなつ、 みだれて つ 

；ぃ， でざる こと を 云、 失 は、 うしな ふ、 かけて ほろびた 

る こと を 云、 固陋 は、 皆い やしと よむ、 囿は 通せざる 


メ シ ユイ テ ト -Mr 力 ヘラ  ノ  ニメ 

天-運 循-環 無，， 往 不， 復、 宋 德 隆- 盛、 

治- 敎 休-明- 

此ょ， 9 下 四 段 は、 程 子 世 運に 應 して 出生し、 孟子の 大 

學の傳 をつ いで、 先王の 敎へ、 ふた、 び 世に 明なる こ 

と をと け， 、蓮 も 循も、 皆め ぐるな h -、 環 はた まきな 

、宋 は、 趙氏 天下 をた もてる 國號な トノ、 德は、 帝王 運 

にあた.. >  て受る 所の 天命な り、 休 は、 よきな り、 云 意 

は、 天の 氣運 一 たび はさ か .5、 一  たび は をと ろへ、 環 

をめ ぐらして、 端な きが 如く な る は、 理數の 常にし 

て、 ゆき V- はか へ ら やと 云 ことなし、 この 故に、 五季 

の 衰亂き はまん ぬれば、 又 治 盛の 運に か へ .9、 今宋朝 

の德 さか， 5 さかんにして、 天下 を 治め 敎る 道、 休 美 明 

づ ン 

顯 なるとな h -、 

於. 是 河- 歡 程-氏 雨-夫-子 出 ァ、， 而 

以 接，， 孟-氏 之 傳； 

於 ゾ是と は、 此 天運に あ ひて な. 5、 河南 は、 地の 名、 程 

子兩 夫子 は、 明 道 先生 伊川 先生 兄弟 を さ す、 夫子と 
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は、 もと 大 夫の 稱な b  、孔子 魯の大 夫た る 故に、 門人 

常に 稱 して 夫子と い へ 、こ を 以て 後の 人 も、 弟子 

その 師を 尊て、 夫子と 稱す、 朱 子 も 二 程 を 師と しあ 

がめ て、 かく 稱 せられし なり、 此 孟子 は、 只 孟子 なれ 

ど， 、上に 程 氏と いふうつ. 9 にて、 氏と い へる なら 

ん、 傳は大 學の傳 な. o、 蓋宋朝 五代の 亂を うけて、 治 

にかへ せりと い へど も、 三代に 比すれば、 及ばざる こ 

と 遠し、 然れ ども、 此 道の 明に なれる こと、 必定 その 

氣速 にあ たれば こそ、 此 時に 周 程 張 朱 を はじめ、 歷々 

の 賢者なら び いで、 經義を 明らめ、 道 術 を 正しう し 

て、 孔孟の 道、 ふた び 白日の 天に 中す るが 如く なれ 

るな. 9、 

實 始 尊 fee 此 篇， 而 表, 章 之， 旣 义 

タメ-一  レガ ツイ-; ブ ノ  ，テス ノ  ヲ 

爲. 之 次，， 其 簡- 編： 發， 其 歸- 趣： 

實 にと は、 其 事 を を もんじて、 緊切に 云詞な ，0、 表 

章 は、 皆 あら はす 義な， o、 大學 の篇、 漢儒禮 記の 內に 

あみいれ て あ し を、 と. 9 わき 尊む 者な  力 hs ける に 

,  t ジャゥ 

程 子 はじめて その 非常の 書なる こと を 知て、 こ れを 

崇尊 信仰し、 表して 別にぬ き 出し、 章して 世に あら は 
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名 法、 刑律、 陰陽、 天文な どの 家、 其 かす 多き 故に 百と 

云、 皆 古の； ton 職に 出たり、 衆 技 は、 もろ > く-の 技藝 な 

..y、i, ズェ醫 卜の 類 を 云、 明君 上に い あす 時 は、 此 等み 

な 其 官に を. 9、 其 役 をと て、 各 その 用 をな せど も、 

道 明なら ぬ 世に は、 月 入て 星の きらめく が 如くに、 わ 

れ くの 智術を か 5- やかして、 政道に ぁづ からん と 

する 者な り、 

ノ  ► ドハ シ チシ牟  チ 5/ チ フサ グ  チ 

所お 惑. 世 誣 fer 充 i 仁- 義， 者、 又 

紛- 然雜, 出 乎 其 間； 

これ 上 三 殺 を 結ぶ、 誣る は、 あざむく 義な ，9、 紛然 は、 

みだる /- 意な. 9、 俗儒 異端、 權謀 術數、 百 家 衆 技 は、 皆 

世の R を まど はし あざむい て、 仁義の 道 をみ ち ふさ 

ぎ、 行 はれざる やうに する 者な り、 孟子の 後、 大學の 

傳 ほろび、 先王の 敎た えたる に、 かくの 如くなる 者、 

ナカ 

又 多くう ちみ だれて、 其 世の 間に、 まじ， 0, 出た るぞ、 

使； 氣 君- H:^ 不象 、ざ 不. 得 大 -1 

ェゥ チノ  チメ  ニメ  ラ カウ ブ； ir ヲ 

之 要： 其 小人 不- 幸、 而 不，， 得 J 豕，， 至- 


.  一 二 

治 ビ氣： 

此 君子 小人 は、 位 を 以て 云、 君子 は 君 長、 小人 は 庶 

民な hv、 不幸と は、 俗に 云 ふさい は ひな. y 、大道 は 人 

君 身 を 修め、 人 を 治る の 道 、要は、 其 道の 簡耍、 即大學 

にと く所是 なり、 至 治 は 至極に を さまるな. 5、 澤 は.： 

餘澤、 即、 大道の 德化、 民に 及ぶ 者 を 云、 

S 否-塞、 K- 覆 沈-痼 以 及，， 五- #. 

口へ 二  マン ヌ 

之 衰； 壤-亂 極 矣、 

晦盲 は、 くらし、 否 塞 は、 ふさがるな- 9、 皆 この 道の く 

ら みて 明なら や、 ふさが b て 行 はれざる こと を 一 K  、反 

覆 は、 うちか- へ るな. 9、 展轉 いよく 深き，/ と を 云、 

沈 は 、水に しづみ て、 とりあげられ ざるが 如く、 瘤 は、 

やま ひの かたまりて、 くす しすく はれざる が 如し、 是 

みな 無道の 世の ありさま をい へ. o、 五季ど は、 季は、 

すゑな り、 唐の 世の 後、 粱 唐晋漢 周の 五代、 皆 年數久 

しからす して、 たち か はり、 世 道 倫理 はなはだす ぢな 

し、 か /- るす ゑの 世の をと ろ へ に ts- で、 天下の 壤亂、 

こ 、 にき はまりぬ、 壤亂 は、 やぶれみ だる  >な..=^、 


名 あれ ども、 其學 凡俗に して 正大 光明なら ざ る 者 VJ 

云、 記 は、 書 をよ み を ぼ ゆるな り、 誦は、 を ぼえ て そ 

ら によむ ことな b  、これ 博學多 fiAJ 事と する 者、 馬融 

鄭.^ が 類 を さす、 詞は、 ことば、 章 は、 詞の あやな す 

所、 これ 詩賦 文章 を 事と する 者、 司 馬遷相 如が 類 を さ 

す、 此等 みな 俗！！ のなら ひな. 9、 其學ぶ 所の 事 功小學 

の 詩書藝 儀に 加 倍して 甚 多し、 こ、. V 以て、 其 業 を 

つとむる にした が ひて、 知識い よく 雜亂丄 、其 文 を 

たくみに する にした が ひて、 心 術い よく 放蕩して、 

己 を 脩め、 人 を 治る 道に をいて、 聊用 にたつ 所な し、 

異-端 ノ虛- 無 寂-減 之 敎、 其 高 過，， 於 

大-學 一而 無. 實、 . 

異は、 ことな， 9、 端 は、 はしな り、 聖人の 敎 にこと なり 

て、 別に 端 をた て 、 、 道 をと く、 老佛の 類 是 なり、 蓋 

天理 は 無 極に して 太 極 なれば、 形な くして 虛 しけれ 

ども、 其內 に至實 なる 所 ありて、 四時の めぐ h- 萬 物の 

生す る 本と な hs  、幾 世 を へても、 やます か はらす、 是 

虛 にして 實 な， 9、 老氏 は只虛 無にして、 あ と かたな 

く、 名 づけ かたどられ ざな 者 を 以て、 道體 とするな 
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,9、 又 心 術 は、 寂然と して 動かす， 感じて 遂に 天 下 の 

故に 通す る なれば、 心 しづかなる 時、 寂と して 1 念 を 

こら ざれ ども、 ゎづ かに 感 やる こと あれば、 即 これに 

應 じて、 天下の 萬理、 もれ やた が はす、 是寂 にして 烕 

なり、 佛氏は 只 { 仝 寂斷滅 して、 知識 受 想に わたらざる 

所 を 以て、 本覺 とす、 老 佛の敎 か，、. の 如くな る を以 

て、 其 高き こと、 大學の 明 新 止 善に 超過し、 規矩 法度 

の 外に 出で 、 、 甚 あやうし、 人偷を 正う し、 世 道 を 治 

るが ために は、 一 つもと. 9 定 むべ き實 なし、 

せへ 氣權- 謀 術- 數、 一 -切 以 就， 功-名， 

トト カノ ハク  ギ  タグ t 

之 說、 與.， 夫 百-家 衆-技 之 流； 

他 は、 ほかと 云義 なり、 權謀 は、 皆 はかりごと、 權は、 

いつは，. >た ばかる 意、 謀 は、 ひそかに たく む 意な，.^、 

シャ ゥャゥ 

商鞅張 儀が 類 を さす、 術 は、 法の たくみなる を 云、 數 

も 亦 術の 義な， o、 易の うらかた、 未來 記な どの 小道 を 

以て、 政務に とりま じふる こと を 云、 焦赣京 房が 類 を 

さす、 此等は 少し 實用 あるに 似 たれ ども、 正しく 常 

ならぬ 道 をた て 、 更に 又 義现を 論せ す、 K 一  切に、 

功名 をな す 方に のみ、 うつ..^ つくの 說な り、 百 家 は、 

I  1 I 


大 ^ 


章句 iii: 


第た  > しくと、 の ひ、 始終つ ぶ さに そな はる、 其大 

な る . J と をき は め、 詳 なること を つくす は、 即 法の 明 

なる 所な り、 

三-， 之 #  、蓋 莫. 聞，， s( 說： 而 曾- 

氏 之傳獨 得， 其 ノ宗； 於. 是 爲 傅- 

ヲ テ ス ノ  ロテ 

義； 以 發， 其 意； 

三千 之 徒と は 孔子の 門徒 三千 人 あ- y しなり、 此蓋 は、 

うたが ふ詞 なり、 其說 は大學 の^な..^、 曾 氏と は 曾 家 

と 云が 如し、 曾 子、 並に 其 弟子の、 大 學の說 を、 うけ 

つたへ たる 者 を、 かねて 云、. 宗 はた  > し き義 な. 9、 傳 

受 のす おめ 正き こと を 云、 作爲 は、 つくるな り、 傳義 

と は、 經を釋 したる 書 を傳と 云、 義は、 只 そへ 字な. y、 

發は ひらくな. 9、 其義を ひらき あかす こと を 云、 盖孔 

門 三千の 徒、 大學 の說を きかす と 云 こと、 なか る ベ 

けれども、 曾 氏の 傅る 所、 た  >  これの み 聖人の 宗旨 を 

得たり、 こ、 に をいて、 曾 子まづ 孔子に うけった へた 

る、 經の詞 をのべ、 又 1 々に 其 意趣 をと きて、 これ を、 

弟子に つた ふ、 弟子すな はち 筆 をと り て、 塞經 一 章 を 
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しるし、 又 曾 子の 意 を 以て、 傳十章 をつ く..^ て、 經文 

の 意義 を發 明す、 今の 大學の 書 これな， 5、 

及 一， 孟-子 沒， 而 せへ 傳 泯 焉、 則 其 書 ， 


雖. 存而 知者 鮮矣、 


此 一 段 は、 孟子 沒 して 大 學の傳 たえた る こと をと け 

り、 沒は、 を は h- な. 5、 存は、 あるな h -、 大學 宗旨の 傳 

受、 曾 子よ 子 思に つた はりた る を、 孟子 は 子 思の 門 

人に、 これ をう けにり、 孟子 を はれる 後 は、 此傳受 ほ 

ろび て、 うけ つぐ 人 なし、 この 故に、 其 書は存 して 

あり， こい へど も、 その 世敎 にあ づ かりて、 重き 所 ある 

こ と を 知る 者 す/、 なか しな り， 蓋 漢の董 仲 舒、 唐 

の韓退 之な ど は、 ほ  >  其義 しれる 人な h -、  * 


ナラ t.< 


自 H 來 俗-儒 記- 誦 詞-章 之 習、 

其ノ功 倍，， 於 小- 學， 而無， 用、 

此ょり 下 六 段 は 孟子 沒 して、 大 學の傳 ほろびし よ. 9 

以來、 異端 曲學 多く 出で ， 、 世み だれ、 道 ふさがれる 

：  y-fc^-h- つ る ことをとけ.h^ 俗儒と は、 儒の 


獨 にと は、 とり わきて と 云詞 なり、 先王 は、 三代の 明 

王 を さす、 その 法 は、 即 小學大 學の敎 法な り、 誦 むと 

は そらによ むこと を 云、 盖 先王の 政 法 は、 その かみな 

ほ記錄 あ，.^、 只 その 敎法 すたれたる によりて、 とり わ 

きこれ を 取て、 門人に つたへ、 後の世までに、 つげし 

ら せた まふ、 此敎法 をう けった ふる 人、 すな はち、 こ 

れを しるし をき て、 小 學大學 の 書と なれるな り、 

若，， 曲- 禮 少-儀 內-則 弟 土..， 職 諸- 篇； 

マコト 二  ノ  シ リウ  ヱイ ナリ 

固 小- 學 之 支-流 餘-裔 

此 より 下 一 一段 は、 古の 小 學の書 は、 そこねて、 大學の 

書 は 全くの こりた る こと をと け-.^、 曲 禮少儀 等 は、 皆 

此書篇 の 名な 、曲禮 は 委曲の 鱧 節 をし るす、 少儀は 

少々 の禮儀 をし るす、 內 則は閨 門の 內の 法則 をし る 

す、 此三篇 は、 今 k 記の 內 にあ り， 弟子 職 は 弟子た る 

者、 先生の 敎を うけて 學ぶ 職分 をし るす、 是は管 子の 

書の 內 にあり、 蓋 その かみ 孔子の 門 流の しるした る、 

小學の 全書 は、 秦の時 やき ほろぼされて、 今ゎづ かに 

これば か b 殘れ. o、 支流と は、 川の 枝な がれな り、 餘 

裔とは 衣の もすそな り、 小學 の殘篇 を、 これにた と へ 

大 畢 窣句序 


而" 此ぶ局 者、 則 k, 小- 學土 成-功； 化 

アキラ カユシ  ノ  ヲホ カニハ テ テ  ル r  ノキ 

蓍， 大-學 之 明-法： 外 有お 極 二 其 規- 

ボ  ナルテ  ニハ ル  テ クス 「 ノ  ホク 

模 之 大， 而 內 有お 盡，， 其 節-目 之 

ツマ ビラ カナ ル r テ ナリ 

詳ー 者 也、  ， ノ 

此篱と は、 天 學の經 一 章 を さす、 此 段 小 學大學 は. 其 

道 を 以てい へ，.^、 成功と は、 事 成就の しるし 見え 

フン ミヤ ゥ  ノ 

る こと を 云、 明 法 は、 分明の 法な K 其 法 小學は そこ 

ねて 明かなら す、 大學は 全うして ある 故 に 明 な. 9、 

規模の 大と は、 規模 は、 物つ くる かたな 、是は 鑄 物 

のかた の 如くに、 とが はの 大 なる 事 を 云、 節目の 義、 

上に 見えた，.^、 此篇の を もむ き、 小 學の業 成功の 上 

によりて、 學ぶ 所の 大學の 明 法 を、 あら はし 示した 

る 者な. り、 蓋 大學の 道、 至て 大いに、 至て 精き 故に、 小 

學 成功の 上なら では、 學 ぶこ と あた は ざ る を 以て、 

かくいへ るな り、 此篇明 德新民 止 至善の 三 綱領、 そ 

の廣大 をき はめて、 かねつく さす と 云 ふ こ となし、 

格 致 誠 正脩齊 治平の 八條 目、 その 詳密 をつ く.. ^て、 次 


* 學 


a  J? 序 


• なか. o しとな り、 性分 職分の 義、 ト； の 毚 倫の 二字に、 

相て らして 見 ベし、 人君の 躬に行 ひ、 心に 得る の餘 

に本づ くる は、 即彘 兆の 君師 として、 天に 繼ぎ極 を 立 

*^ 人な り、 饨分 職分 を 知て、 谷 その 力 をつ/、 す は、 即 

その 性の、 ある 所 を 知て、 これ を 全うせん こと を 求め 

つる 者な.^、 

此 古 昔， 盛 "ぽ、 所， ，治 R_ 於 上； 俗.. 

ゥ -i ハシ ウメ  モニ  ザル  /  -I クプ 

美， 於 下： 而 非. 後-世 之 所. 能 及. 也、 

古昔の 盛なる 時 は、 三代の 時 を さす、 この 治の 字 は 1 

数 を かねて 見る ベ し、 俗 は 風俗な り、 是上ニ 段 をラけ 

て 結べ h -、 

ンテ  - t トロ  7  i  二  ノ  ォ n ラ  ノ 

及，， 周 之 衰： 賢- 聖之 君 不. 作、 學-校 

ゴ ト  マラ カウ クハ レゥ イシ  . ショク タイ ハイス 

之 政 不. 修、 敎-化 陵-夷、 風-俗 頹- 敗、 


此 よ，.^ 下 二 段 は、 周の 世の すゑ、 敎法 すたれたる によ 

-..^  、孔子先王 の 敎， つたへ をき 玉 ふ が 、後に 小 學大學 

の 書に な，^ し、 由來 をと けり、 不レ 作と は、 出て 位に い 

ますこと なき ぞ、 不レ修 と は、 みだれて と/' の はざる., 


ぞ、 敎 化と は、 人を敎 へ て、 善に なす 事 を 云、 風俗と 

は * 上の 敎化を 風と 云、 下 其敎に 化して、 なら はしと 

な る を 俗と 云 、 陵 夷 頹敗は 、皆く づれ やぶる /- な. 9、 

盖 周の 世 をと ろ へ て、 賢 君 作らざる 故に、 學政を さま 

らす、 これによ.. >  て、 敎化 やぶれて 行 はれす、 風俗 も 

亦 あしくな hv た b  、是上 五段に 云 所と、 皆う らちが ひ 

にな- 9 たる こと をい へり、 

時 則 有 T 若，， 孔- 子ハ之 聖； 而 K% 得， 君- 

師之 位， 以行， 其 ノ政 -敎； 

此時 にあ. 9 て、 孔子の ごとくなる、 德の 至， 9 し 聖人お 

は， しけれ ども、 君 師の位 を 得 T  、其 政 敎を行 ひ 玉 はさ 

りしな り 、政敎 は、 治敎と 同- L、 盖 孔子 は 聰明 容智に 

して、 よく 其 性 をつ くした る、 生 知 安行の 聖人 なれ 

ば、 天命 をう け君師 とな て、 天下 萬 民 を、 治め 敎へ 

させ 玉 ふべき、 道理 あれ ども、 天地の 氣 運の をと ろ へ 

にあ ひて、 かくの 如くな. 9、 

テ コ、 二  n トニ トリ  ノ  チ 3 ミテ  へテ チ 

於. 是 獨 取，， 先-王 之 法： 誦 而 傳. 之、 

以 詔，， 後-世； 


ナ モト ヅケ 


而 其 所お 爲， 敎、 則 又 皆 本，， 之 人- 

君  躬行 t  心  得ズ 餘； 不. 待 〔求，， 之， 民，. 

生 日-用 彝-倫 之 外； 

躬行 心得と は、 みづ から 道 を 身に 行 ひ、 其の 道 を 心に 

得て、 わが 物と なれる を 云、 即德 のこと な， o、 餘は餘 

澤 な.^、 德 のうる ほひ、 自然に 人に ts- ぶ 者 を 云、 求む 

シャゥ ガイ 

と は、 せめな す義 な，.^、 民生と は、 民の 生涯な 、日用 

と は 日々 に 行 ひ 用る 事、 飮食 起居の 類 を さす、 彝偷 と 

は、 彝は、 つねな 、父子 君臣 夫婦 長幼 朋友の 五倫の 

道 は、 人性の^ にして か はらざる 道理に、 うけした が 

ひて 行 はる、 故に、 ま 倫と は 云な.^、 是も亦 = 用の 事 

なり、 云 意 は 上に 云敎 法の よく 世に 行 はれて、 敎 化と 

なる 故、 いかにと なれば、 其の 人君た る 人の、 德の餘 

澤を 本と して、 民の 平生 行 ひ 用る 事、 人倫の 間の 道よ 

,9 外に、 か はりて しがた き 事 を、 人 にもよ ほして、 し 

るし を 見る こと を 待に、 あら ざれば ぞと、 盖敎 法よ し 

とい へど も、 敎を ほどこす 君の 德 より、 ながれいです 

して、 只 法ば か. 9 は 行 はれ や、 是は 人君の 餘德 に本づ 


き、 民生の；！： 用 五倫の 《：^ 道なる 故に、 其の 敎 化な b や 

すきな. 9  、 


云 r 
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是 以 當， 世 之 人、 無. 不. 學、 

いにしへ 學 校た て廣 まり、 敎法詳 かな. 9 しこと、 かく 

の 如くなる を 以て、 其の 世に 當. 9 し 人、 ひとり も學び 

すと 云 ことなし、 

せへ 學 焉 #  、無. 不. ksf 知. >i へ 性-.^ 

之 所，， 固 有： 職-分 之 所， 當. 爲、 而 ^ 

ベン  トツ テ ス r  ノ  ヲ 

俛-焉 以 盡， 其 力/ 

性分と は、 仁義 禮智の 性、 われ 人 分々 に 具足した る こ 

と を 云、 職分と は、 子と して 孝なる ベ く、 臣 として 忠 

なる ベ きの 類、 をの/、 其の 職の 知 分に して、 せで か 

な はざる isl- なる を 云、 倪焉と は、 うつぶく 意な b  、其 

敎を うけて 學ぶ 者、 其學ぶ 所の 道、 わが 性分の もとよ 

り、 ある 所に 出で、 わが 職分の なすべ き 所の 事と なる 

ぞと、 こ 、ろえ て、 谷 前後左右 か へ. 9 みや、 うちう 

つぶき て 其の 力 をつ くし、 こ れを つとめす と 云 こと 


大 舉 
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と 云 者 なれば、 凡 民の 子に 異な， 5、 是は成 均の 學ょ 

,0、 直に 國學に 入る、 凡 民の 俊秀 は、 閭 塾より、 黨庠州 

序と 次第に えらみ あげ C  、遂に 國學に 入る、 又 諸侯よ 

.9、 天子へ す /- めら る /- こと も あり、 是 みな 天下 國家 

に、 君と し臣 として、 を さめた すくべ き 人な る が 故 

に、 大學 にして 敎 へ 成すな り、 凡そ 諸侯の 纏 も、 大む 

ね 天子と 例 を 同う す、 

ルニ  ニス  メ  ヲ ゥシチ  メ  テ  ルノチ 

而 敎. 之 以，， 窮. 理 正. 心、 修. 已 治. 人 

之 道： 

是大學 にして 敎る所 の 法、 即大學 の 道な り、 窮 レ理以 

下の 八 字 を 此の 書の 網目に あ. て 見る 時 は、 窮レ理 は 

格物致知の こと、 正レ心 は、 誠意 正 心の 1^、 修" 己と は、 

格物致知 誠意 正 心 修身 をす ベ て 云、 以上 はみ な 明 

レ德の ことなり、 治レ 人と は、 齊家 治國平 天下、 是 みな 

新レ 民の ことなり、 按す るに、 大抵 小學は 文藝を 生と 

し、 大學 は、 道 術 を 主. とす、 さ れ ども 小 學に道 術な き 

にあら す、 大學 に文藝 なきに あらす、 只 そ の 敎る所 

に、 大小 遠近の 次第 ありて、 幼稚の ときに 敎る こと 

を、 小學 とし、 成人の 後に 敎る こと を、 大學 とするな 


六 


此 又 學-校 之敎 、犬-小 之 節、 所 「以 一 

レタ^ 

分， 也、  一 

此と は、 上 四 段 をす ベて 云、 又と は、 上の 學 校の 制 ヒ； 

うけて 、學 校と は、 學宮の 通稱、 わけて 云 時 は、 學はー 

國學、 校 は、 鄕學 な. 9、 節 は、 かぎりの 義 なり、 云 意 は、 一 

上文に 云 所、 これ 又學 校の 敎法、 八 歳よ 小學、 十五 一 

よ. 0 大學 とかぎ り を わくる ゅゑぞ とな hN、 

夫レ 子-校 ノ之 i 、まへ 一 

ノ  カナ ル r  シノ. •； 

之 術、 其 次-第 節-目 之詳叉 如. 此 一 

此ょ. 9 下 五段 は、 古の 敎法、 よく 人 を 善に 化せし めた 一 

る こと をと けり、 學 校の 設け 廣き と は、 王宮 國 都よ； 

b  、閭 巷までに、 皆學 ある こと を 云、 術 は、 法な り、 次. 一 

第と は、 八歲 より 小學に 入. 5、 十五よ， 9 大學に 入る こ 一 

と を 云、 節目 は 節度 條目、 竹ノ 節、 網の 目 にたと へ 一 

hv  、小 學の鼠 掃應對 等， 大學の 窮理正 心 等、 これ 節目 一 

の詳 なる 所 也、  . 一 
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庶- 人， 之 子-弟、 皆 入， 小- 學； 

此ょり 下 五段 は、 いにし へ敎 法の そな は. 0 し こ と を 

とけ b 、公の 下 に は、 卿 大夫士 、みな 爵位の 名 な り， 

公 をい へ ば、 諸侯 をかぬ、 諸侯の 下に も、 卿 大夫士 あ 

.9、 庶.^ は 無位の 平民な 、凡そ 人生れ て、 男子た る 

者、 八歲 になれば、 上 天子よ . ^、下 庶 人に 至 る まで 

の、 子た，. >  弟 たる 若 を、 こと， 0 -く 小學に 入れて 敎る 

なり、  • 

而 敎. 之 艮 漏-掃 應-對 進ま 之 節、 

禮-樂 射-御 書- 1 之 え： 

是小學 にして 敎る 所の 法、 即小學 の 道な b  、灑は そ、 

ぐ、 掃 は、 はら ふなり、 水 を そ、 ぎ、 塵 をし め して、 塵 

ハ、 キ  ゾゥデ 

と. 9 と IJI^IJ を以 つて 、掃除す る こと を 云、 應は、 人の 

呼に こた ふる 聲、 對は、 人の 問に こ た ふる 詞 な，. y 、進 

は、 すすむ、 返 は、 し.. y ぞくな， o、 すべ て たちふるま ひ 

のかた ち を 云、 是み な卑 用と て 尊長に つか ふまつ 

る禮 儀な り、 節 は、 1!^ 〈ほどよき 所 を 云、 鱧 は、 吉凶 軍賓 

嘉 の五禮 の 條式儀 文、 樂 は、 八 音の 樂器、 歌舞の 聲 
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容、 幷に歷 代 帝王の 樂譜ー あ り、 射 は、 弓 い る 儀式、 御 

は、 車 を やる 作法、 書 は、 音 義を しり、 字 鉢 をなら ふこ 

と、 数 は、 算决な b  、文 は 藝文、 上の 六藝 に、 をのく 

其の 制度 品目 ある こと を 云、 又 詩 を 誦し、 書を讀 こと 

も、 小學の 業な. 5、 こ z- に は、 成文 を 以て、 銜句 とする 

故に、 たまく これに 及ばざる な.^、 . 

及，， 其 十-有-五-年， 則 自，， 天-チ 之 元- 

子 衆-子： 以 至 X ム-卿 犬-夫 元- i 之 

テキ  ト トニ ハン  ノ  シ ユン シゥ  レテ 0  0  - 一 

適 子、 與，， 凡-民 之 俊- 秀； 皆 入，， 大 -學： 

十 有 五 年と は、 有 は、 又の 字の 義、 十 年の 上、 又 五 年 

な，. y 、歲 十五に 及ぶ 時 は、^ 人 な る 故に、 皆 大學に 入 

る、 ぞ* 、元 子 は、 かしらの 子な， 5、 天子の 世つ ぎ のみ 

こ を 云、 太子と いはざる こと * いまだ 太子 だち し 玉 は 

ぬ を も、 かねてい へばな- 9、 衆 子 は、 元 子の 外 の もろ 

くの みこ なり、 元士 は、 上士な b  、適 は、 嫡と 同じ、 

摘 妻の むめる 子 を、 鏑 子と 云、 是も娘 子の かしら を さ 

して 云な， 9、 凡 民 は 庶士庶 人の子、 俊 は、 すぐれた. o、 

秀は、 ひ いでたる ぞ、 公卿 大夫元 士の衆 子 は 是も國 子 

五 


in 气ム、 

く 右 庠 


大 學 き 句 序 .  四 


定本な り、 これ を 立つ と は、 みづ から 定本と な ^>て、 

人に 法 をと なら はしむ る こと を 云、 凡そ 人民、 萬 物 

を 生じて、 これ を 成した つる こと、 天の 本意な りと 

い へど も、 天の 力 は、 ロハ 人物 を 生育す るば か h- なれ 

ば、 聖人 天命 をう け、 これ を 治め 敎 へて、 成就した て 

させ 玉 ふ 父の 仕出せる こと を、 子のう け 行 ふが 如く  - 

なる 故に、 天子と は 申すな，. >  、司 も、 典 も、 つかさどる 

義 なり、 徒 は、 民の ことな. 5、 司 徒え は、 人民 をつ かさ 

ど h- て、 敎へ使 ふ官の 名な hs  、典樂 と は、 音 樂を つ か 

タガ t 

さどる 官 なり、 職. と iBT と は、 文 を 互にして い へ hv 、樂 

； i 、天地 神人の 氣を 和合し， 人の 氣質を 中正 にな す、 

そな へ なれば、 これ も敎 化に ぁづ かる ことお もし、 云 

意 は、 上文に 云 所の 道理、 これ 即 古の 聖帝、 上 に は 天 

についで 極 をた て 玉 ふゆへ、 下 に は 司 徒典樂 等の 官 

を まう けて、 あまねく 人民 を敎 へさせ 玉 ふ 由べ ぞ と 

, な ，9、 伏 義神農 黄 帝の 時の、 敎官の 法った は らす、 堯 

舜の時 は、 契 を 司 徒と して、 なべ ての 人に、 五倫の 道 

を敎 へ、 藝 を典樂 として、 貴人の 子に、 音樂を そへ て、 

敎 へさせ 玉へ り、 


ノ サ カンナ リシ： -t  ノ  ャゥャ クニ ソナハ レリ 

三-代 之隆、 其法寖 備、 

カウ 

此 よ.. -下ニ 段 はいに しへ、 舉 校の そな はりし こ と を 

とけ..^、夏商周の三代は、ぅちっ  >  き て、 皆 隆盛の 時 

なり、 寢と は、 漸々 の義 なり、 夏よ. り 商、々 よ， 0 周、 其 

の 敎法漸 々に、 そな は. しなり、 

メ チ ■  ■.  _r リ テフ， テニ  •  二  ■  V シ ト云 r 

然 後 王- 宫 國-都 以 及，， 閭- 巷； 莫. 不 

レ有 レ學、 

王宮 は、 天子の 宮城、 國都 は、 諸侯の 國の 都な り、 天子 

.: にも 國都 あり、 諸侯に も 宮城 あ.. >  、王宫 國 都と 云 も、 

亦 互 文な り、 閭 は 里の 總 門な b  、卷 は、 小路な. o、 天子 

諸侯の 宮城に ある 學を 國學と 云、 小學大 我 tf の 差 S あ 

り、 一 閭は 二十 五家な h '、閭 巷に ある 學を塾 と 云、 こ 

タウ  ゾゥ  シャゥ 

れ小學 なり、 二十 閭を 合せて 一 黨 とす、 黨 の總學 を庠 

と 云、 五黨を 合せて 一. 州と す、 州の 總學を 序 と 

序 は 皆、 大學 な. 9、 塾と 庠 序と を、 すべ て 鄕學と 

は 周の 世の 學制 大いに そな はれ る こと、 かく^ 

なり、 

レテ  ナ トキ ハ チ  ル マギ， 

人 生 八- 歲 則 自， 主-公， 以卞 、至，， 於 


けり、 聰と は、 耳と くして、 道理 をよ くき、 わく る J, 

を 云、 明と は、 目 あきらかにして、 道理 をよ く み わく 

ヅ ウダ ッ 

る こと を 云、 容と は、 心に 思 ふ 所の 道理 通達せ すと 云 

ことなき を 云、 智と は、 心に しる 所の 道理、 てらしと 

ほら やと 云 ふ， となき を 云、 これ 氣質淸 美なる 至 極 な 

,5、 識， 一 其 性 一と は、 即 仁義 膿 智の理 を、 よく 知て 全く 

セィ  カウ 

する ことなり、 され ども 是は生 知 安行の 聖德、 むまれ 

のま、 にて、 自然に かくの 如くなる 人 を さす、 云 意 

は、 かやう の 人、 ひとり も、 人民の 間に、 生れ 出た まふ 

こと あれば とな， ©\、 

ス 


則天必 命. 之、 以 爲，， 億-兆 之 君- 師； 

r ヲ メメテ  へテ チ テ おへ サ  ノ  -1 

使，， 之 治 而 敎. 之、 以 復，， 其-性： 

萬々 を 億と 云、 萬億ヲ 兆と 云、 す ベ て數 多き 人民 を さ 

す、 君師と は、 君と なりて これ を 治め、 師 とな. 9 てこ 

れを敎 るな り、 云 意 は-、 天 必此塾 人 に 命して、 萬 民の 

君師 となし、： k 人 をして 氣 質の 齊 しからざる もの を、 

治め 敎 へて、 各 その 天然の ま、 なる、 本性の は じめ 

に、 か へ さしめ 玉 ふとな..^、 蓋 天 は理の 總體に し て、 

その 命す る 所 も、 理 にもる ことなし、 聰明 睿智-  >  し 


て、 よく 其の 性 をつ くした る 塞 人、 世に出た まふ こと 

あれば、 天下の 人、 必 これ をた つ とみて 君と あがめ、 

-)  ノ  ヒ ジゼン 

師 として これに なら ふ、 其理の 必然なる 所、 是即天 

の 命す る 所な り、 いにしへ 天命 をう けて、 世 をし ろし 

めす 聖人 は 皆 君 師の轔 を、 かねつく した まふ、 この 故 

に、 ま づ政を 立て、 人民の 衣食、 ことたる やうに 養 ひ 

をき、 其の上に 就て、 敎を ほどこせるな り 、こ 、を以 

て、 此 序の 敎 法.^ 論す る 所、 みな 治め 養 ふこと を 兼て 

と け h. -、 

此 伏- 羲 神-農 黄-帝 堯 舜 所, 

二 テシ キヨ クチ  シ ト ノ  シ 3 ク テン ガクノ 

. 天 立， 極、 而 司 徒 之 職、 典- 樂 之 官、 

ナリ ョッ テマ ゥケ タル 

設 一せ 


此と は、 上 二 段 をす ベて 云、 上に はいに しへ 敎 法の 

おこれる 道理 をと く、 こ、 に は 其 敎法を 施 せ る事實 

を あぐ、 伏 義神農 黄 帝 堯舜を 五 帝と 稱す、 み な 聰明 睿 

智 にして、 よく 其 性を盡 く f - 、天命 をう け て、 世 を 治 ~ 


カハ 


大 學 


章句 序 


め敎へたまふill人なh^、繼レ天とは、天に^E^ る と 云義 

なり、 立レ 極と は、 極 は、 物の 表 準と し て、 法 をと る 


1 一 1 


大 學 


聿句 序 


二 


なしと なり、 性 と は、 人 のむ まる ， はじめよ. 9  、、じに 

うけ そな へ た る 道理な り、 仁 は、 物 を あはれ みいつ く 

rn  口 シ  サダ 

しむ 道理、 義は 事の 宜き所 を、 はから ひ定 むる 道理、 

禮は、.<^どぅゃまひ、己を へ ..^くだる道理、智は、事物 

の 是非 美惡等 をし. 9 わくる 道理、 此 四つに 信 を 加へ 

て 五 性と 云、 即 五行の 理な， XT' 、仁 は、 木の 理、 義は、 金 

の理、 赣は、 火め 理、智は、水の理な，.^、信は土 の理な 

れば、 只 仁義 禮智 のま ことなる 所に て、 四つの 者の 內 

にぁ.^>、この故に信を§して ぃはす、寿は木、夏は火、 

秋 は 金、 冬 は 水に て 土用 は 四時の 間に、 こもれる が 如 

し、 凡そ 天地の 間に 生す る 者、 みな 陰陽 五行の 氣をぅ 

けて、 其 かたち をな す 故に、 亦 をのく 其理を そな へ 

すと 云 ことなし、 木 火の 氣は 陽、 金 水の 氣は陰 にし 

て、 土 は 中和の 氣 なれば、 五行 を 云 時 は 陰陽 をの づ か 

ら其 中に あ 、それ 人の 身、 外に は 氣血 肾 肉 毛、 內に 

ハ 4t シン カン ジン カウべ  ジ 千クビ コ ゥゼッ 

は 肺脾心 肝腎、 首に は 耳目 鼻口 舌、 みな 五行の 分配 あ 

-5、 この 故に 其 心に も亦必 五行の 理を そな ふるな- 9、 

然 どもと は、 上文 をう けて、 かくの 如く なれ どもと 轉 


じたる. 31 な. 9、 氣は、 即 五行の 氣、 質 は 氣 のこ. C かた 

ま..^ て、 形體 となりた る を 云、 人み な 五 性 を そな ふる 

とい へど も、 其 天より 氣質 をう けて、 生 れ たる 1^ に、 

淸濁 美惡の たが ひ あ， 9、 仁義 鵡智の 間に も 過不及の 

かた をち あ， 9 て、 人み な ひとしく 同じから ざる 故に、 

智 愚賢不 宵の 差別 あり、 或不 能》 齊と は、 ひとしくな 

ら ざる、 と あ と云詞 なり、 

是 不 .能. 皆 有 k 饥，， あ 化 之 所 一 

ル  マッタ ウス ル r ヲ 

% 而 全， 之 也、  . 

人の 氣質、 ひとし からざる AJ 以 て、 皆々 に は、 其 性に 

そな は h- て ある 所の、 仁義 觼智 を、 かくの 如くなる 者 

ぞ と知& て、 其 心に 知り、 身に 行 ふ 所、 き は めつ くし 

て、 天より 生れ 受 たる、 本來 のま、 に、 少も かけた る 

と， ) ろ なきやう に、 全くす る ことならぬな hN、 

t トリ モ テ ゾゥ  ヱイ -ーメ ク ヅクス  ノ チ  ル *f 

一 有 T 聦-明 睿-智 、能 ま 其 性， 者： 出，， 

於 ^^) 間； 

此ょ. 0 下 三 段 はいに しへ 敎 法の はじまりし 由來 をと. 一 
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大-學 章-. 句 序 

大學と は、 此書 の題號 なり、 其 義は經 文の はじめに あ 

ら はす、 章句 は 註の 男 名な b 、詞 の きる 、 所 を 句 と 

云、 語の を はる 所 を 章と 云、 一 篇の 章と 句と をき， 9 わ 

け、 其 間に 詞を 入て 文義 をと く 故に、 註 を 章句と も 云 

な， o、 序と は、 書の はじめに しるす 詞、 序 は、 緒の 字の 

義 にて、 いとぐちな. 9、 序 を 見て 其 書の おもむき をし 

マ n 

る？ -、 闹の い とくち をと.. 9 て 、く. 9 35 す!^  ^(^^x 

な， 9、 此序は 朱. 子 大學の 章句 を 作れる 由來を 述られ 

ず、 

大-學 之 書、 古 大- 化ぎ ぎ 人 之 

法 也、 

此 一 段 は 大學の 書の 大意 をと け 、古と は、 夏 商 周の 

大 學 章句 序 


中. 村 惙齋 、講. 述 


三代の 時 を さす、 古の 大學と は、 大學の 道 を まなぶ 學 

宮を さす、 大學の 道 をし るした る 書 を 大學と 名 づけ、 

又、 其 道 を 敎へ學 ぶ 處をも 大學と 云、 そこにて 人を敎 

る 所の 法 は、 即大學 の 道な り、 

シ ヨリ ハ  ク！^ ス  ヲ  チ ス. デニ ナシ ト云 「.. ァタ フル 二  二 

蓋 自， 关 降. 牟民： 則 旣寞. 不，， 與. 之 • 

以，， 仁- 義 鱧- 智 之 性， 矣、 

^より 下 三 段 は、 凡そ 人に は、 敎 への 遭なくて、 かな は 

ざる 故 をと け hs  、蓋と は、 語 を はじ ひる 詞、 天降 一一 生 

と は、 天よ hv 人民 を 生す る を 云、 凡そ 天下の 人物、 

天の 造化に よりて 生せ すと 云 者な し、 天 は 上 に あ h- 

て、 人物 は 地に つけ る^に、 降す-とはい へ 、民と は、 

すべ て 人 を さす、 人生々 してやむ なき 故に、 生 民と 

云な り、 云 意 は、 天 この 人 をう み 出す から は、 則 その 

時 はやす でに、 仁義 II 智の性 を、 つけ あた へす と 云 MJ 一一 
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:?5 一 者； 乃 敢 7 亂 其 所レ 得、 釦が C 失、 遂_ ぼ-其 功，， 矣、 雖. 然ト朱 傅 豈 爲. 此 少 譲-其 尊-乎、 

ルカ ルカ •  *  ノ  ノ- リア ッテ  キー 一  ナラク  t  - 一  フヲニ  ハ 

猶 T 古-鼎 利- 劎、 有， 不， 如 ま-護 割-刀 之 用、 便 且 廣- 者； 以 _-其 事 稱 i  、遣 調 V 俗 也 耳 或 

メラ  ノト テラ  メレ ハ  二  力  チン ル r ヲ 

不レ 爲，， 君-子 所 而 更-張 修-正 、以 行- 于 世； 則 區- 々 深-願、 斯 得レ滿 云 

元 祿辛巳 春分 之 日  平安  仲欽書 


四書 示 蒙 句 解 叙 

タモ  ノ キ r テ シ  /  ナゃ チヤ  ,  プカァ i 

夫 異-鄕 殊- 俗、 猶 憂，， 辭-意 難^ 况 大和 中 夏 之 寧隔 乎、 且 古-語 往 々 有 T 濶，， 今- 

情， 煮 故 吾 邦 和- 學 於，， 載- 籍； 雖，， 平-語 常-事； 率 待-解- 譯； 而 後 方 喩，^|、余 t 以，， 片- 字. i 

解，， 小 學 書； 讀 者 雖，， 顓 ま； 粗 能 通，； 其 辭 -義； 又 能 爲， 人ノ 講-述 、故 請 フ，， 謄- 寫，； 者 子 

ン スル r  チ  メチク  チ  tt- キハ  ノ  ノ  テサ  二 

弟 無， 奈， 其 煩； 乃 羅印 之； 塞，， 其 需， 矣、 然 若，， 古-典 之 解； 未 ，，，嘗 萠，， 于 心， 也、 近-時 頗 有， 

フ  ヲ  チ  ル r  ル r チ ナリト  メル 二 チチ  ノ  ル 

尙，， 章學， 者 出、 而 知， 小 學四子 近 思 錄 爲.. 切，， 于 自 修 治 \ 、是 以有 J  - 二 同 志 、勸， 

テクチ  セン riK  二  スルヲ  ノ  シ  フ  ノ 

併 解， 四 子； 以 便 J 平學， 者： 又 有 T 抑 7, 止 之， 者： 曰 小 學 之 解、 或 可， 以 副，， 先-賢 割-蒙 之 

旨； 若，， 夫 四 子； 則- 非， 视-語 諺-言い 可，， 以 解， 煮 叉 恐 限，， 學-者 於 膚 腠 -理ノ 之. 間； 而 終 

〃「ヲ  一一. ソ カン ャト， テ  二  ト メル-一  フ, I  ノ  テ. -.. 

不レ 得， 透簧 -髓； 奚 如 b ハ 由，， 朱 傅； 而 勉-々 循-々 、有 * 以 窺. 聖人 之 門- 牆， 耶 、雨-端 未， 知 

レ 所，， 適- 從； 於, 是試 解，， 大 學 及 論 孟 數. 篇； 聞 者 多ク 假 7 寫，， 其 ：£ 而玩， 之ヲ、 凡 新氣 之 蒙、 

ノ  ノ  ト  ノテ二  ナ ラーブ テキ  テニ  *  T» ミ 

晩-進 之 固、 窮-鄕 之 掘、 ，閨 之 幽、 與，， 夫 從， 仕 不， 優、 執， 業 無， 暇 者； 有，， ，因，兹 稍 知，， 嗜 

. テ フ r_K  -_  ノ  •  ？  .  -I  -  ル -I  .  ノ  キス ル 

4 子 、又 有 T 鄕-里 之 敎 授、 取，， 利 于講- 辯， 者； p 於 有， 人-君 閑- 覽 之 餘、 微 兆 ¥ 政」 
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始め、 秋 は， 陰の ，始 なれば な，^、 祭義 云、 春、 雨 Is- 旣 靈、 

君子 履. 之必有 „俅 煤 之 心； 如， 將， 見，， 1^、 秋、 霜露旣 降、 君 

子 履， 之必有 „悽 情 之 心； 非， 其 塞 之 謂， 也と い へ ，^、春は、 

カス i タチ トリ ナキ ハナ サク 

霞 立 鳥 鳴 花 に より て、 時の うつり か はりた るに 

感す、 秋 は 草木 黄ばみ、 蟲鳴、 風、 身に しむに 感じて、 

父母 先祖 を 思って 不 fefe 故 に、 俄に 齋戒 して 父母よ 

-9 四 代 を 祭るな り、 いにしへ は 一 夜 神事と！： IS えた h -、 

今 も 一 夜 神事の 遣 法 あり、 後世 三日 齋戒 し、 夏 冬 をく 

は へて、 四時に まつれり、 今 も はじめて 祭 を せんとお 

も ふ 人 は、 まづ 春秋に 祭り、 年 を へ て、 夏 冬 をく は へ 

て 可な り、 神 を まつる 事 は、 しば-/ \« する 事 をい め hN、 

不敬に 至らん 事 を 恐て な， 5、 . 

生 事 愛-敬、 死 事 哀-戚 、牟民 之 本 

盡矣、 死-生 ノ 之義備 リ矣、 

生に 事て 讜 せる 愛敬の 心 、死に は變 じて 哀戚 と なる 

なり、 同く 天地の 一 氣 なれ ども、 奢 夏の 氣は 愛敬の ご 

とく、 秋 冬の 氣は 哀戚の ごとし、 中 江 氏 i}r 人 之 有， 孝 

德 -f  。木 之 有， 根、 故以， 孝爲， 生 民 之 本； 盡至， 其 極， 而 無， 

遺 之 11 、與， 盡， 性 之盡， 同、 死生の 義は、 死に つかへ て, 


哀戚 すと い へど も、 哀戚に 終べ から や.. 死生 は晝 夜の 一 

道に して、 理の， 常な り、 形 死す とい へど も紳は 天地の 一 

氣に 合して 不 A3 故 に、 孝子 は 親 を 死せ ， ^とせ す、 喪 を 一 

除て 吉 鱧に 變し、 父母の 神に 事る 事、 存に 事る がごと 一 

し、 形、 死して 神 生す、 是、 死生の 義 なり、 生に 事、 死に 

事、 神に 事 道理、 森 然として 備れ るな り、  一 

孝-子^ 之 事. 親 終 矣、  一 

生 民の 本盡矣 、死生 之 義備矣 、孝子 之廣 親 終矣、 此ー ニー 

句 は、 孝經 一 篇の 結語な ，-、 孝の 始、 中、 終 を 經に說 給 一 

ふ 事 終りた るな り、 孝子の 親に 事る 事、 其 身 死せ ざれ 一 

ば不 V 已、 死しても 子孫に 祭り を不， 絕 やうに 仕置 事な 一 

れば、 死しても 不， 巳な h,、 孝子の 親に 事る 始終 は、 孝 一 

經ー篇 に 見えた. 9、  一 
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搴 0 お 親 象 第二 十二 

孔 夫子、 石槨 を 作， 0 たる 者 を 見 給 ひて、 死して は、 すみ 

やかに 朽 なんか、 まされる にし かじとの たまへ， 9、 本 

理を しらす、 本に なづ みて、 却て 道理 を 失へ る 者の た. 

め に、 言 あり、 過た る は. なを、 およばざる がごと し 

の 意 を 示し 給へ り、 

陳 一 其ぎ- 簋 ぽ哀, 戚ス 之！ 

簠簋は 祭器な り、 祭器 を つらねて 飮食 をす /- むれ ど 

も、 親 を 見 ざ るが ゆ ゑに 哀戚 す、 ， J れ 喪の 中の 祭りな 

.0、  . 

メ テテ  チ. 

僻-踊 哭- 泣、 哀以 送. 之、 

擗は手を以て胸を撃、踊は足を以て地を躑な..^、哭は 

口に 聲ぁ b 、泣 は 目に 淚 あり、 是柩の 行と き、 形 を 

カナシ ム 

て、 往て 返らざる こと を哀 なり、 踊 は 幼少の 子 を 見る 

に、 甚 しく かなしむ とき、 口に 聲ぁ り、 目に 淚 あれ ど 

も、 情 をのぶ るに 足ら ざれば 足す りする がごと し、 

ト，， 其.. 宅-兆 一而 安 JS ズ！ 

宅 は 墓穴な- 5、 兆 は 墓の 外の かこ ひな,^、 トは うらな 


..  I  五 0  

ひて 腓に决 す、 先、 入 知 を 以て、 はかりて 後、 卜 あに 及 

ぶ. なり、 所 j.r 謀 及-乃 心； 謀 乃 „士 民； 而後、 謀 及， 卜遼， 

といへ 、人知の 擇は、 地、 風、 水、 泉、 砂、 礫、 樹、 根、 樓、 

婊の 屬 なく、 後々、 城郭、 溝 池、 道路と なる ベから ざる 

所 を 見. る なり 、中州 は 土 厚く 水深し て 、多く は 葬 地 に 

よろし、 偏土 は 土^く 水淺 し、 多く は 葬 地に よから す、 

人知の 擇、 心に かな ひたる うへ、 なほ 神に 决し て吉な 

h- 、故に 安 措す、 安 措 は 安 じ な. 5、 

テ  力  テ  テ  チ  ス  iK 

爲，， 之 宗-廟 ；以. 鬼 享. 之、 

宗は 尊な. 5、 廟は貌 な， 9、 父^、 先祖の 尊貌の 在す 所 

な ，0-、 尊貌は 神主な り、 中 江 氏 云、 案，， 王-制 祭-法； 官師 

以； H 皆 立. 廟、 庶士庶 人 無， 廟、 祭 „ 於寢； 此 舉，， 宗廟， 以き， 

祭， I 于寢， 者.. 也、 みな 神 生 あれば なり、 以^ 享 i は、 鬼 

祌に 事る 禮を 以て、 是 を享祀 するな り、 享は人 鬼 を 祭 

る 名な. 9 とい へ- 9、 是ょ， 0 專吉 籍に變 やるな hv、 

春-秋 祭- 祀、 以： 時， 思： 之、， 

吉義は 天地の 钟 道に 合す、 故に 四時 を 以て 祭祀す、 物 

の始は 事、 易 節な hv、 上古は^！^秋に 祭れ^  、 泰は 陽の 


大海の ごとくに して、 鳥の 蕹に まかせ、 魚のお どるに-一 

したが. ふが ごとし、 後世の 儒者、 E 直せば く て 衆人の』 

志と 氣 象と：：？々 ある 事 を わき ま へ す、 なべて 一 にせ 一 

んと おもへば、 とがめせ むる 出来たり、 故に 弱なる 一 

者は僞 b  、强 なる 者 は そむきて 異端に 入ぬ、 く はしき 一 

事 は、 水 土の 解に みへ た. 9、 又 一 品の 人 あ. o、 若く 學、 一 

未熟なる 時 は、 つとめ 得す、 年た け學 熟す る に從 て、 丄 

よく つとむる 者 あ- 9、 又 一 品の 人 あ. 9、 若く 學 未熟な 一 

ると き、 よくつ と め て、 年た け學 熟する に從 つて、 つ 一 

とめなら ざる 者 あり、 年 わかき 時つ とめ 得ざる 者 は、， 

血氣 盛に 情欲 制しが たき 故 な り、 年た け學 熟して つ 一 

とむ る 事 は、 本より 愛情 ふ か き 生 付に て 、氣 血衰 へ 情 一 

欲う すくなり、 其う へ に學 熟して、 制する 道 を 得れば. 一 

I  ,  fc  ィサ キヨ ク  j 

な b  、年 わかき 時， よく つとむる 者 は、 志 進で 淸 何事.： 

を もな す ベ き强カぁ，.^、好名の 心、深け れ ば、 諸 欲 を 一 

わすれて けがされす、 年た け學 熟して * ゥ とめ 得ざる 一 

こと は、 學カ にて、 好 名の こ 、ろざし うすく な り、 强一 

力 進淸の こ ろ もや は ら ぎ、 德には 近くな りたれ ど! 

も、 本よ b 愛情う すき 生 付 ゆ ゑ、 つ と め 得ざる 者な！ 

り， 一 人の 身 にても、 少老 にで か は. 5 あり、 故に 君子 j 


は、 大に人 を ほめす、 つよく そしら や、 

爲，， 之 棺槨衣 衾 一而 擧>|、 

衣 は 死者 沐浴して 衣す るな. 9、 衾 は 尸 に薦 覆に 用 

る眾被な..^、棺は木を以て箱を作て、尸をぃる 、なり 

槨 は外棺 なり、 擧は 心を靈 して. i  、のへ 終て、 擧鍰な 

り、 上古 は棺槨 なし、 屮 野に 葬れ 、直に 土に 歸 して、 

其 上に 木 をき. 9 かけて、 犬 狼の 害に 備た， C  、其 時 は 生 

- ャ  ケッ キヨ ャ ショ  n ンキ  し 

る 人も屋 なし、 穴居. 野處な b き、 人 死して 魂 氣は天 

に歸 す、 ゆか やとい ふ 事な し、 魄體は 土に 歸す、 常の 

理 なれ ども、 後世の 疆人 II 三 I の 象に よ て、 家屋 を 作 

給 ひ、 人、 穴居、 野處 ケ」、 はなれた る 時より 見れば、 

妻子、 屋に 住て、 父母の 尸 直に 土に 着 こと、 死に 事る 

こと 生に 事る 如くなる 孝子の 情に、 忍びざる 心 ある 

故 に、 後世の 聖人、 大過の 象に 取て、 棺槨を 作り 給 へ 

り、！ 三 I 一は 風 木 兌澤の 下に あり、 木、 土に 入な 、是に 

は. 9 て 木 を 伐り て箱ヒ 作り、 尸 を 入て 土中に 葬れり、 

初は棺 ばかり なれ ども、 屋の 外に 門 垣出來 たるに か 

たどりて 鄉出來 た.，^、 次第に 念 入 過て、 甚木 厚に なり 

石槨な ども 出來 しかば、 木の 厚さの 制 法 はじまれ. り、 
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聖人の 定は、 宗 子に は 三年 、次男より は 期な. 9、 是、 親 

も 子の 喪に 居 也、 伯父、 兄弟、 甥 は、 期、 十三 月な b  、從 

弟 は 大功 九月 也 、又従弟 は 小 功五 月な り、 1 ^かたのお 

父 は、 小 功、 從 弟と 妻の 父母 は、 總廨 三月な り、 母方 は， 

從 弟より 服 な し、 祖父と 孫 は 期 也、 曾祖父 は 五 g: 、曾 

孫 は緦廒 也、 餘は をし て 知 ベ し 、期より は、 諸侯 は絕、 

大夫は 下す、 いはん や 天子 を や、 天子、 諸侯 は 兄弟、 伯 

父、甥等、皆、臣なればな..^、 父 ゆの 喪 は、 貴賤と なく 

1 な hs 、日本 は小國 にて、 土地の 氣 う す し、 聖人の 定 

の 時より は、 世 も はるかに 後世に て、 人の 淸もラ すく 

成；^. 9、 故に .5- 夏よ. 9、 官位、 衣服よ ろづ の 纏 法 を 傅 

給 ひしに、 國の水 土に かな ひ て、 喪の 法 を 制し 給 ふ 

時、 三年の 喪 は 期に し、 期の 喪 は 大功 に し、 大功 は 小 

功に し、 小 功は緦 麻に して、 藤 衣の 色 濃う すき あ . り、 

ま- 一とに 殊勝の 風俗な り、 期、 大功、 小 功、 總麻を 服と 

し、 服の 問は舯 事に ぁづか らす、 期に は 暇 五十 日、 大 

功 は 暇 三十日、 小 功 は 暇 二十日な ど/, 定め 給へ b 、暇 

を 今 は 忌と い へり、 其 間 は 出仕せ す、 暇 過て は 出て つ 

とむ、 朝へ は 藤 衣 をぬ ぎ て、 常の 衣冠し、 歸. 9 て は 藤 

衣 を 着す、 親族、 朋友の 交 も 藤 衣 な .9、 夫、 法 は 後世、 


時 所 位に よりて 立た る 者な， CS  、故に 日本に て 1 二 年の 

喪 を 云は義 にあら す、 聖人 も 天子に あら ざれば、 下位 

に 居て は 法 を 制し 給 はす、 況ゃ、 我國の 君の 法 を 用す 

して、 他國の 君の 法 を 用べき 義 にあら す、 佛を 信す る 

者 を も、 我 國の砷 を 尊び やして、 異國 の砷を 尊ぶ は、 

義 にあら すと い へ るが ごとし、 中 夏 とても 後々、 聖人 

起 給 は  >  、喪祭と もに 時の 制 あるべし、 時 所 位に かな 

はざる こと を、 しゐ てな したる ゆ ゑに 異端 盛に な 

た. 9、 佛 のために 民 を かりたる 者 は 霪 な h- 、孔 夫子の 

時. たに も、 喪に 歌うた ひし もの を 子 路が笑 はれし か 

ば，. a が 人 をせ むる 事 やます、 三年の 喪 は 久しとの た 

ま へ h. 、同じく 喪に 居る とい へ ども、 人の 氣質 によ hv 

淺深 あ. 0  、 大體、 喪の 法 あ れ ば、 く はしき？ II- は 聖人み 

がめ 給 はす、 三年の 喪 は 久しとの たま ひて、 歌うた ひ 

し 者 をせ め 給 は ざり し も、 凡人の ためにの たま ひし 

なり、 又， 一 品の 人 あ. 9、 凡人に は あら ざれ ども、 つと 

めざる者ぁ..^、^^ 壤、 曾晳 などな. *-、 原壤は 孔子の 前 一 


にても、 母の 喪に 歌た. 9、 曾晳は 喪のと むら ひ に、 子 

貢 をつ か はされ たるに、 歌て 居た hv  、情の ま、 にて か 

くす 事な し、 是聖德 の 量の 廣大 なる 事大 空の ごとく、 


1 


平生、 無事の 時、 たのしめる 事 も、. なぐさめる もの も、 

心 に 爱 あれ ば 其 用な し、 鳥に も 心 を おどろかし、 花-」 

も、 なみだ. を、 そ 、ぐと い へ  ，.^、美lを不k、樂  を 不， 

聞、 厚味. V 不入艮 、すべ て 人間の た の し みに ぁづ. から 

す、 洒肉、 五 辛 をい める 事、 欲せざる のみなら す、 主意 

あ- 9、 或 問に 見えたり、 

此哀- 戚>,！ 傲， 也、， 

孝子の 親 を 喪す る よ ，9、 六の もの は、 孝子、 哀 戚の眞 

情なり、 

k  •  一一 メ』 ， 1 ュ  * 一  ク テ  テル r チレ re 

三-日 而 食、 敎. 民 無お. 死 傷， 生、 毀 

不. 滅. 性、 此 聖人 之 斷也、 

上古 は 人の 情 厚く、 元氣 すぐ やかに、 脾 胃つ よく、 故 

に 父母の ながき 別に 逢て、 食、！" にく だ らす、 しかれ 

ども、 三日 を 過る とき は、 しゐ て、 かゆ を 食せ しむ、 父 

母、 死す る 家に は、 三日、 火 を あげす、 隣家よ.^ 家內の 

おの 食 をつ か は せ b 、主人 は、 三日の 後 も、 食 を 欲せ 

ざれ ども、 薪の 死 を 以て 子の 生 を や ぶ り、 やせ、 おと 


ろ へ て 病. 氣 になり、 性 命を滅 すに. いた. *0 は、 不孝 なれ * 

ば、 三日の、 かぎ. 0 を、；：^, して、 食せ しむ る は 、おしへ^ 

なり、 聖人、 民の ために 鰻 を 制し、 哀情 を 節して、 せソハ § 一 

を 全し 給 ふ 政な， o、  こ 

ハキ  -I スナ 9  二 ル r_h リ 

喪不. 過，， 三-年； 示，， 民有き 也、 一 

上古 は 喪 期の 數 なく、 人の 情の 厚薄に したが へ， 9、 親 一 

子 わかれ、 夫婦 はなれて、 五 年 も 十 年 もな げく もの あ 一 

b  、半年、 一 年に て やむ もの あ り、 長き を ほめ や 短き 一 

ゾク  ドン チ ヒン フク グ n  ゼゥ n  . 

を そしらす、 俗に 云 へ る 鈍 知、 貧 福、 下卢、 上 10, のか は 一 

h- の ごとく 思 へり、 太古 賀 素の 風 な .0、 後世、 聖人. そ 一 

の 久しく 哀戚 して、 性 命 を ほろぼす もの/' おめに、 を 一 

さ へ て 三年の 喪 を 定め 給 へ. 9、 人、 生 あれば 死 あ り、； 

理の 常にして 畫 夜の 道な.^、 久しくな げくべ からす、 一 

子 生れて 三年、 父母 @懷 中 をまぬ かれ ざれば、 是 を以； 

カズ  モ ノゾ t  キッ レイ  j 

. て 喪 期の 數 とし 給 ふ、 喪 を 除て は吉鱧 に變 す、 故 14 一 

祭 赣に樂 す、 是終 ある 事 を；^ ノ |g ふ な り、 今の、 親の 子- 

の 精進す る は、 逆な  b  と 云て  せす、 孝の  理を しら ざれ； 

ばな り、 老少不定 は 天命な b 、其う へ、 子 も 親、 先祖の 一 

性 命を傳 たる 者 なれば、 我 子と し 私すべ からす、 故に 一 
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父母、 沒 して、 憂に 居る を 喪と いふ、 

哭不 .偯" 

哀痛の 極、 聲に發 るを哭 とい ふ、 IH^ は、 聲 、• 從容 として 

餘りぁ り、 父母の 喪 は、 哀痛の 極 なれば、 其 哭、 氣竭 

て、 息、 餘聲 なしと いへ， 9、 幼少の 子の 泣が ごとし、 聲 

を 引て、 ながく 泣く は、 つよく、 かなしから ぬな. o、 つ 

よく 泣と き は！^ 絕て、 なき 入、 しばら く あ て聲發 

す、 

二  セ 

禮 不. 容、 

モ  プノ n ト チコ ナ t  3 ゥ ホウ 

喪の 龐 の 進 退、 か づ そ 其 事 を 行て、 容貌の、 5 や 

しき 體な きなり、 平生は、 うや^ 1^ しき， ダ^と す 

れ ども、 I、 異 i^h^、 

言 不. 文" 

いふ； へ き 事 あれば、 やう やく 其 事 をい ひて、、 つるはし 

き 言葉な し、 平生と 異な. o、 

メ  チ  カラ クモ  チ  シマ レ re キチ  カラ 

服 .美 不. 安、 聞. 樂 不. 樂、 食 k 不. 甘、 


忠臣の 君に 事る は、 親に 事る がごと し、 家に 居て は 孝 一 

子 也、 國に 出て は 忠臣た 、君、 善の 兆. あれば、 是を助 一 

て遂 しめ、 命令、 出れば、 導て 其 善を大 に す、 君、 過 暴 

のき ざし あれば、 是を 未發に 正す、 もし 事に あら はる 一 

れば、 是を 救て 其 事 止む、 善美 は 君に 歸し、 過惡 は nj 一 

に歸 す、 故に 君、 忠臣の 誠 を 感じ、 其諫 に順從 し-道義 一 

にょh^て上下親む、故にょく相親なu^、 

n 云、 4 乎 愛， 矣、 遐ダ謂 矣 、中-心 一 

ス  チノ  カン  ヲ  J 

藏乏、 何 6 忘乏、 

マ、 や」， 4 き  ： 

セゥガ シク ダケ  シン 

小雅、 隰 桑の 蒭の 詩な 、忠臣、 親 を 愛す る 誠 をう つ 一 

して.、 君に 事る ゆ ゑに、 君 を 大切に 思 ふを以 て 心 と 一 

す、 上下、 貴賤 を 以て 心と せ す、 近く 父母 を 思 ふが 

とし、中心に^^て忘る 、事な し、 これ 進 思， 盡 忠、 

思， 補， 過、 將 a 順 其 美； 匡， 救 其惡； 純忠の 本な り、 

喪 親 章 第二 十二 

孝-子 之 喪. 親 也、 


§ 不. 可. 以 不 Ji.,, 於 君： 

君臣と 朋友と は、 義を 以て 合 ものな.. > 、故 に 君、 過 あ 

れば諫 む、 三た び諫 て不， 聽 とき は 去 る、 友に は 中 5 に 

シ ビ  i. ム 

吿て 善く 導く、 不可なる とき は已 とい へ， 9、 父子 は 恩 

を 主と す 、君臣 朋友の たぐ ひに あらす、 故に 父母、 過 

ある 時 は、 氣色を 取て 諫ひ、 父母 不. 從 とき は、 敬して 

力 ン ゴ 

其氣色 をお かさす、 父母の 心 や はらぎ、 感悟 すべ き 時 

節 を 見 C 夂 いさ ひ、 爭友、 爭臣 に il^JO 事 な し、 故に 

孔 夫子、 父子 を 先にし て 君臣 を 後に し 給 ふ、 其 旨、 深 

しと い 八り， 

故 當，， 不 -義， 則 爭. 之、 從 T 父 之 令， ぼ • 

得き 孝 乎ャ、 

無道の 事、 不善の 令、 諫爭 せざる 事 あた は す、 可否 を 

論せ す、 ひたすら 父 命に したが ふ を 孝と する の理な 

チヨ ク カン ィ ゲキ 

しし かれ ども 直 諫、 違 逆す る も 又 不孝な hs 、か るが 

ゆ ゑに 幾諫 すと いへ り、  』 


事 君 章 第二 十 一 

君-子 之 事. 上 也、 _  . 

君子 は 孝子な り、 孝子の 賢なる もの 人臣と 成て、 其 君 

に 事るな り、 


サン r_h 


ハ ン r_K 


進 思 忠、 退 思. 補. 過、  一 

心を盡 すを忠 とい ふ、 君 前に 進で は. 君 を 賢 君と し、 玫， 一 

は 仁政なら むこと を 欲す、 善 あれば 君に ゅづ， 、君 前 一 

シリゾ t  ヲギ ナフ 

を 返て は、 君の 命令、 過 あれば 己が 過と す、 補ば、 かく： 

して 非お かざる にあら す、 己が 過と すれば、 あら はし 一 

な、 すみやかに 改 るな. 5、 則、 衆の 過 を 改る師 たり、^ _ 

言、 善 なれ ども、 いまだ 不. 仝 事 あれば、 これ をお ぎな 一 

ひ、 かけた る 事 あれば 增 益す、 士、 朝に 業 を受、 晝 日講. 

じ 行 ひ、 夕に， 3 思し、 夜に あやまち を 計る とい へり、 一 

將ま 其， 美 一匡" 救 >j へ氣故 上卞 能 クー 

相 薪 也、  一 
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孝 ^§^淨章第ニ十  

ぞ， o 再 言て、 其 不可 を 明し 給 ひ、 孝子の 親に 事る、 順 

從 ありて 違 逆な しとい へど も、 親 過 あ. 5 て頫從 する 

は 、親お 不義に 陷る 也、 故に 氣を くだし、 色を怡 しめ、 

n へ ャ r ラカ  シン キヤ ク  ギル イラ  ゴ ゥキゥ 

«^ほ柔にして諫む、親、逆して不乂とき は、 號 泣して 

隨 といへ hs  、隨は 不可に 隨 にあら す、 しばら，、 親の 氣 

色に 頫從 して、 和す る 時 を まつな 、言の 不， 通 は、 其 

言 * 理に 達せざる なり、 

昔 者、 天-子 有. 爭-臣 七 人： 雖. 無-道， 

不. 失， 其 ズ卞； 諸-侯 有. 爭， 臣 五-人： 

P 無 道， 不. 失，， 其 國： 大-夫 有，， 爭-臣 

三人 鼠， 無 あ： 不 失：， 其 家 一 

1^ は諫 なり、 其 非に 從 はすして 諫め 止る は、 爭 がごと 

し、 無道 は、 君、！ SJ^ ケ』 する ごとに、 臣 諫め、 1^ とき は、 

失すと い へど も" 甚 しきに 至らす、 故に 危. U をまぬ か 

る ， なり、 七、 五、 三、 みな 陽數 な り、 諫爭 の臣 は陽剛 

の忠臣な..>、陽剛の才は必す明敏な..^'、數にか /- はる 

ベ か らす、 又、 下と して 上 を 僧せ す、 自然の 分 ある ご 
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と を 示し 給 ふ 言外の 意 な ち、 傳云、 天子 有。， 臣七 人, 

云云、 昔殷 王； r 殘& 百姓；， M ノ逆 天道； 然所 = 以不 者 I 

以， 其 箕-子 比-干， 之 故 也、 微子 去^、 箕子執 囚爲， 奴、 比 

干諫而 •  死 、然 後、 周 加. 兵丽誅 n 應之； 諸侯 有， 1^ 臣五 人， 

云云、 吳王夫 差 爲，， 無道； 然所 ^ 以不， 亡者、 有 = 伍 子 胥>  之 

故 也、 子胥、 死後 三年、 越 乃 能 攻.. 之、 大夫 有，， 爭臣 三人， 

云 云、 季氏爲 = 無道； 僧， 天子， 然 不ヒ 者、 以 4： , 有、 季 路 

爲，， 宰相， 也、 故 曰、 有，^, I 一お 爭臣， 者、 其 國 昌、 有， 默 默諛 

臣ー 者、 其國. U とい へり、 

士 有，， 爭 友， 則 身 不. 離，， 於 令-名： 

士は 小身 なれば、 爭臣ぁ がた し、 心 友 ありて 爭 とき 

は、 士の善 名 を不， 失な. 9、 

父 有，， 爭- 子， 則 身 不. 陷，， 於 不 -義； 

父に 宰子 ある は、 上下 貴賤に 通じてい へ ^、宰 子 は 善 

子 也、 子に 善人 あるとき は、 父、 無道な りと い へど も、 

不義の 罪に 不， 陷 なり、 

故 當. 不-義 一則 子 不. 可お 不， 爭，， 於 


巧 はぼ官 の ご i  く、 臣妾は 徒 役の ごとし、 慈 は 衆 を 1 

所な hs  、慈 は惠み 厚して 愛に 流れす、 おとなしき 心な 

^0-、 父の. 道 なれば、 民の 父 a- たる 德 な り、 妻子 は 家！ £ 

の 貴き もの なれば、 百官の ごとし、 臣妾 は家內 のい や 

しきもの なれば、 徒 役の ごとし、 此 百姓 は 百官 也、 凝 

. 役は庶 人の， に 在 者な 、士 も中士 以上に は、 家內 の 

人， 品々 あ. 9、 侍、 下人 段々 數る 力、 女に も 上中下 品 

々ぉ^^^^男女の召使をなべ て臣 妾と い へり、 妻子 は 恩 

に狎、 愛を恃 て、 奢 易し、 主人、 慈 厚して S 正しき 時 

は.、 和し で不 、臣妾 は 遠ければ、 おろそか にて K み 

コマ ャカ  ソ ノト n  Q 

易し、 主人、 惠み 細に して、 其 所 を 得せし むれば、 中心 

悅 て服從 す、 是則、 妻子 を 齊るは 百官 を理 る 道、 臣妾 

を 御す る は 徒 役 を ふ 道な hs  、； 

諫靜章 第二 十 . 

曾 子 ざ、 若，， 夫ノ 慈-愛 恭-敬 安， 親"？ C 

名、 參聞. 命矣、 

シュ ンケゥ  フゥシ 

是 、人倫の. 常にして 順 境な り、 常道の 順 孝 は、 夫子の 
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敎を 間た るな り、 安心 は 父母の 心 を 安す るな り、 親の 

心 を 安す る は、 子、 善人な り、 子の 善を悅 は、 父 も 善人 

お 、慈父、 孝子 は 善人の 名 な b  、父子と もに 善人の 

ァグ  タ. 1 

名 を 後世に 揚 るな. り、 慈 は 愛の 體な. 9、 心に 慈 あれば 

愛情、 發す、 恭は 敬の ン貌 なり、 敬、 內に存 すれば、 恭-外 

にあら はる、 愛 は、 親の 子 を 愛する よりあつ き はな 

し.、 故 .に 慈 を 父 の 道 とす、 慈 ^ 子 善人. とすな より 大な 

る はなし、 敬 は 子の 親 を 敬す るより 實 なる はなし、 故 

カタ チウ ャ； \  .  ■ 

に 心に 敬 あれば 貌 恭し、 

敢 問、 從，， 父ノ之 令， 可. 謂. 象 や . , 

タ、  ィ ギヤ ク 

親の 命令、 不可なる を、 諫め 格す 時 は 違 逆して、 父子、 

善 を 責め、 恩を賊 はんこと を 恐る、 しからば 可否 を 論 

せす、 專ら 令に したが ふ/べき か、 此さ かひうた が は，^ 

く 思 ふ、 故に 此問 あり、 

子 曰、 是 何 言 與、 是 何 Inn 與、 言 ノ之 

不. 通， 也、 

非 をみ て從 は、 親の 不義 をな すな. o、 故に、 是 何の 言 
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君-子 之 事. 親 孝 故、 忠 可. 移. 於 君； 


u ナ 


事. 兄 弟 故、 順 可. 移. 於 長， 居. 家 理、 

故 治 可. 夢， 於 官； 

一 人の 人な 、親に 對 して は 子な り、 子に 對 して は 親 

也、 君に 對 すれば 臣 なり、 臣に對 すれば 君 な， 9、 兄に 

ティ  ヲト •  ァ ||  シ ョクキ  力-./ 

對 すれば 弟な. ^  、弟に 對す れ ば 兄な b  、職 位、 己が 上 

ァ it.r  シ乇 

に 在 人 は 長な. 9、 己が 下に 在 人に 對 すれ ば、 已 長な 

カドゥ  ナウ  n クセィ 

り、 家に 居て、 家 道 をつ かさ ど り、 朝に 事 へ て國政 AJ 

ぁづ かる、 皆、 一 人な &、 故に 親に 事へ て 愛敬の 誠.^ 

れば、 君に 事， へ て敬忠 なり、 兄に 事へ て 弟な れば、 長 一 

に 事へ て頓な 、家に 居て、 家人に 慈惠ぁ れ ば、 國に 

テ n ナ 

出で 仁政 を 行 はる、 皆 *  二心な く 二道な し、 中 江 氏 云、 

ハイ フナリ テノチ  ル チレ  モ  ト ハナ 

理へ 謂， 物 得，， 其 理， 而 不, 亂也、 治 亦 理 也、 居 理、 謂， 

ま 家人， 而各 得， 其理， 而不き 也、 治 謂， 官政 得 „ 其 理 一而 

不, 紊、 曰， 理曰， 治、 皆 孝 中 之 一 德也、 


是以 行成，， 於內， 而名 立， 於 後-世， 一 

矣、  一 
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行 は、 孝弟 理の 行な. 9、 內は 心なり、 可 "移 の赏 心に な ^ 

fc- て、 身に 施し 外に あら はれ、 名 後世に 立な. o、 名 は 1 

君子の 求る 所に あらされ ども、 名 は 實の賓 なり、 其 直 3 

ナ  チ ホル ！ K  ^ 

ある もの は、 必ゃ其 名 あ， o、 沒レ 世まで 名の 稱 せ ら ゆ 1 

ざる は、 終身の 實 なければ な b 、こ.、 を 以て、 君子 こ 一 

れを疾 めり、 もし その 名の 稱 せられざる を 疾まガ 、其 一 

實の 立ざる こと をお それて、 つねに 效々 として、 勉て j 

善を爲べしとぃ へ..^'、  \ 
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閨-門 之 內、 <禮 已 乎、 嚴パ乂 嚴. 兄、 

妻-子 臣- 妾、 畏 百-姓 徒-役： 也、 

ケィ モン セク モン 

閨^ は 小 門な り、 一 家の 小 門の 內 とい へど も、 一 國の 

鱧備れり、嚴父は事^^1の道、„盛兄は*^長の總な，^、妻 


た ヶ親 のみな ら す、 先王の 神、 皆、 天子の 尊び 給 ふ 所 

な b  、又、 宗廟に して、 諸兄、 伯父、 先 し て蓽 を；， 仃 はし 

め 給 ふこと あ. o、 先王の 神より 見 給 ふとき は、 ともに 

孫 なれば なり、 又、 天 民の 先覺 は、 道德の 兄な， 5、 謙讓 

して 問 ふ こと を 好み 給 ふ は、 これ を 先す るな り、 

宗-廟 _d ぎ、 忘 一親^、 脩 >ff 齓 一 行" 

テナ リ メン r ヲ ヲ  メチ  ル 

恐. 辱. 先 也、 宗-廟 致. 敬、 鬼-神 著 矣、 

天子の敬を盡し給ふ所は、宗廟な.^、父子の親みは天 

性な り、 膝下の したしみ をう しな は ざ. るな. o、 親子の 

道 は、 天子、 諸侯、 卿大 4k 、士庶 人に いたる ま で、 贵賤 

となく 一  なり、 條. 身愼レ t こと も 一 な， 9、 此身は 親、 先 

祖 の遣體 なり、 故に 先 を 辱 めんこと を 恐る /- なり、 宗 

靡に 誠 あ hv て 敬を衋 せ ば、 父 1^、 先祖の 鬼神、 來 格し 

て 祭り を受 く、 故に 著と いふ、 著 は 洋洋と して 其 上に 

いますが ごとく、 其 左右に いますが ごとし、 よく まこ 

と ある 故な り、 微の 願に 照 著して、 掩べ からざる な 

り， 

^  0 應： 怒牟第 十七 


孝-弟 之 至、 通，， 於 神-明； 光，， 於 四-海 一 

無. 所. 不. 氣、 . 

/ フ 3  ャム n トザ ル ァタハ  メイ 

天の 萬 物に 賦與 して、 おの づ から 已事不 i おもの は 命 

セづ メイ  カウ ティ 

なりと いへ b. 、故に 天地 は 性 命の 父母な.，^、 孝弟の 

道、 父母、 先祖、 天地に 及んで 一 な.^^、此故に至誠なる 

I  ァラハ  ナカ ヱ 

者 は 神明に 通じ、 四海に 光る、 通せざる 所 な し、 中 江 

ゥ チイ ハク ティ マタ  ノ  ノミ  二 モ  カ子 ァ クルト ラ シ 

氏 云、 弟 亦 孝 中 之 一 件 而已、 故 雖„ 孝弟 兼擧； 專可， 

ヲ モク カウ シャゥ 二 ル 

重 孝 上 看； 

詩 云、 自 自 自. 南 自. 北、 無，， 思 

n トセ 

f  CR、 

ヨ月 

詩 は、 大雅、 文 王 有 聲の章 な ，.^、武王、孝德の致て、四 

キ タリ  ョ d  n ン  ビ シャゥ 

方皆來 て服從 す、 中心、 悅で 誠に 服す る 事 を 美稱 すと 

いへ， 9、 孔 夫子、 孝弟の 行、 愛敬の 美 を 述給ふ 事、 畢れ 

り、 詩 を 引て 賛美す、 近き よ， 9 遠き に， 及んで、 四方、 德 

アキラ 力 二 

化に 感ャ， 通せざる 所な き 事 を 明す とい へ. 9、 


孝 緩 
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理、 密察、 周から さる 所な し、 故に 明 王と いふ、 天に 父 

の 道 あり、 地に 母の 道 在、 上に 在て 覆 育の 惠み大 なる 

は、 父の 道な り、 下に 居て 養生の 恩 厚き は、 母の 道な 

シ タガッ  fc 

b 、天地の 心は理 なり、 理に隨 てた がふ ことな き は、 

造化 を 助く る 道に して、 天地に 事る の 孝 也、 理 にした 

がふ は 順德な .9、 子、 順德ぁ り て 事る と き は、 父母 

安し、 是を、 仁人の 父母に 事る こ と、 天地に 事る がご 

とく、 天地に 事る こ と、 父母に 事る が ごとしと い へ 

り、 

長-幼 順、 故 上卞 治、 

人、 1 たび 幼なら ざる ものな く、 長なら ざる ものな 

し、 家に 居て 幼なる 時 は、 父兄 伯叔に 順從 し、 長す る 

とき は、 子弟、 甥 を 愛慈す、 國を 出て、 我より 上なる 人 

に從ふ は、 家に 居て 習し 幼 道な り、 我よ， 9 下なる 人 を 

助く る は、 家に 居て 長た る 道 な b  、家に 居ての 長幼、， 

國に 出ての 上下、 其 心 二 あらす、 其 道た が はす、 故に 

有 道の 代 は、 長幼、 順にして 上下 治るな. 5、 天子と い 

へど も、 幼に して 父母 あ..^、 伯父、 庶兄 あり、 學校 にし 

ては師 あり、 長者 あり、 成人に 及んでも、 朝に して は、 


四 0 

公卿の 年、 長せ る 人に 從て、 君に 事 給 ひ、 身 に 孝弟の 

道 を 行 給 ふ は、 風化の 本な. 9、 

天-地 明-察、 神-明 彰 矣、 

大君、 天に 事て W ら かに、 地に 事て 察 かなれば、 天地 

人、 三 極の 道 立な り、 故に 造化の ェ1 助て、 陰陽、 和 

し、 風雨、 時 あり、 人、 疾病な し、 天 時、 順に、 地道、 若と 

い へ h- 、天地の 神明 あら はる /- な b  、人道-正しから 

ざると き は、 陰陽、 不， 和、 風雨、 時 あらす、 人、 疾病 多 

タイフ ゥ タ，. 'ゥ ギ シン クヮ サイ ヮザ ハイ  ク C,  n ゥ 

し、 大風、 大雨、 地震、 火 害の 夭し げ し、 天地の 化工 を 

害して 紳明 あら はれ ャ、 

故 雖 k 子， 必 有. 尊 也、 言. 有. 父 也、 

必 有， 先 也、 言. 有. 兄 也、 


父帝在す^^は、太子とぃ へど も 君臣の 禮 な..^、 兄 は 公 

卿の、 齒德 ある 人、 ならびに 諸兄、 儉 父な b  、君 在す 時 

は、 耱兄 する 事 あ 、父 帝、 崩 じ 給 ひ て、 太子、 即位 以 

後 も、 宗廟に おいて 亡に 事る こと、 存に 事る が ご I 

し、 孝子 は、 親 を 死せ.. >  とせす、 孝 は 死生、 一貫な り、 


父 帝、 則、 1!« なれば、 忠 敎の道 を 籤し 給 ふ な り、 大臣 

の、 齒、 德長 せる 人と 相 ゆ づり給 ふ は、 弟 順の 道に し 

たが ひた まふ な， 5、 是、 太子の 身、 孝、 忠、 弟の 道 を か 

ヲシへ モト  トウ グゥ. 

ね 給 ふ は、 天下の 敎の本 な り、 生れながら 太子、 i 

など /-、 あがめ、 す へられ 給 へ ば、後世の武家の若*^- 

の ごとくに て、 此道を 行 ひ 給 ふ 事 あた はす， 二の 日， あ- 

るが  ごとし、  君み  づ  からお  ひな ま  はで  は、  德の  流行れ：！ 

ければ、 鄉 里の 師、 家 毎に いた..^、 日々 に 見て、 おし ゆ 

といへ ども、 風化の 道に レ かす、 風化の 德ぁ， 9 て 後、 t 

大學、 小學ぁ 、鄕 里は師 あり て 孝道 を敎る は、 天下 

の、 人の 父た る 者 を 敬す る 道な り、 忠 道を敎 る は、 天 

下の、 人の 君た る 者 を、 敬す る 道な b  、弟 道 を敎る は、 

天下の、 人の 兄た る 者 を 敬す る 道な り、  -/ 

詩 云、 豈-弟 君 子ず 民 之 父 母、 ノ 

タイガ ケ イシ ャク ： ヒキ ジャ ゥプン ョ シャゥ キン ヱイ 

大雅、 洄 酌の 詩. を 引て、 上文の 餘情を 吟詠し 給 ふ 也. - 

豈は樂 なり、 弟 は 易な 、君子 は 道 德を樂 ん で、 理順 

を 安易と す、 か くの ごとくに し て 、民 の 父母た るべ， 

し 、 父 母. の. 子 における、 よく 養育 し 、 よく 師友 を £ る.、. 

IS 子の 民に おはる、. 政 を 以て 富 足らし め 、数 を 以て 善 i 


ボン 一 


に みちびぐ、 凡人 は 身に 富&; ある を樂 とも、 家に 災害 

ィ  ヲ n ナ 7 サイ ハイ 

なき を 易と す、 富貴 を 欲する 者 は、 險を 行て、 幸 を も： 

t め 、險を 行 て 幸 を もとむ る は 、炎 害 を ま ねべ 基なる. 

こと を しらす、 君， 子 は 無事 を お こ. な へ ，9、 無事 を お こ， 

ヰテ ヤス ネ -1 マツ ナリ メ  T ヲ 

な ふ もの は、 居， 易 俟レ命 也，..  .ノ：：： 

ンハ  二  レレ 力 クニ スル r チ ク ノ レナ ル 

非， 率德； 其 孰 能， P 民、 如. 此 其 大 

ナラ ン ャ 

者 乎、 
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孝 を 以て 天下 を 治る にあら や は、 天下の 衆生 を 和 順 

する こと、 かくの ごとく 大 ならん， や、 其 他の 廣大を 見 

て、孝の至德たる道理を知るな-.=^、 

應感章 ■ 第 十七 ， 

昔 者 明-王 事. 父 孝、 故事 JK 明、 事. 

二 ァリ 二 テ -I ナリ 

母 孝、 故事. 地 察、 

光 王、 明 王 一な h- 、皆い にしへの^ 主な.. -、 氣象大 に 

ヱ イチ テラ  クフゥ コマ 力  プン 

, ^で、 聰明、 睿智 照 さ ^. る 所 なく、 H 失 細に して、 文 

1     -1  -  —  .  1 

三 九 


f  0 廣至 85 莩第 十六 

冠. 婚 ならびに 人の 慶を賀 する の 類な. o、 人道 は ^ を 

以て 尊し 、善，^ 行 ひ 善に 習 ふの 第一 なり、 天下、 讓 

を 尊で、 爭 訟を耻 とす、 故に 上、 安 V. 、下、 治る、 稳の德 

より 善なる はなし、  . 

禮者 敬， 而 已矣、 

赣に本末ぁh^、敬w禮の本な，.^、實ぁh^て後、藉文、學 

ぶべし、樂にも本末ぁh^、和は樂の本なh^、五^、和睦 

する は、 樂の 本な り、 本 を 知て 後、 樂文學 ぶ ベ し 、鱧の 

用 は 和 を 貴し とす、 和な けれ ぱ藉行 はれす、 敬な けれ 

ば 樂不， 成、 故に 鰻樂 たが ひ に 其 根 をな す、 君子 は、 し 

ばらく も はなる ベ からす、 

ニス ル オハ  チ   フス ルすハ  チ 

故、 敬，， 其 父， 則 子 悅、 敬，， 其 兄， 則 弟 

フ ス すハ ノ  ヲ   フ 

悅 敬，， 其 君， 則 臣悅、 

其 行を閡 もの、 或 通して 歡 喜せ すと いふ 事な し、 義理 

の 我心 を悅 ばし むる 者な. y、 

•  ^>  チ  フ ノス； - ハフ メ 

敬， 二-人， 而 千万-人 悅、 所. 敬 者 寡 
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而悅，者ハ衆^§レ之，謂，；要-道、： 

上、 老， 老と し て、 天下、 孝を與 し、 上、 長， 長と し て 天 

下、 弟 を 興す、 是、 一 人 を 敬して 千 萬人悅 なり、 天下の 

人の 多き、 何 ぞ千萬 人の みならん、 千 萬に か、 はる ベ 

からす、 唯、 數多 きをい ふ 也、 其 代に て だに 數 しらす、 

や 後世、 萬 代の 人、 其 風 を 聞て よろこぶ 者 を や、 1 

心 無窮に いたれ- 9、 かるが ゆ ゑに 要 道と いふ、 

廣 至 德章 第 十 六 

君-子 ど 孝， 也、 非 ぎテ而 > 日 

見 也、 敎 氣、 所； H^, 敬 k 下 >>! 

タ， X  ノ  ヲ  ル ニス i ハ ヲ  ナ リス 

爲， 入 父， 者. 也、 敎 以. 弟、 所-. 以 敬， 天 

下 之 爲 k 兄， 者： 也、 敎 a 

敬 JK 下ノ 之爲： 入 君， 者. 也、 

天子い まだ 太子た る 時、 至孝の 道 を 身に 行 ひ 給 ふ は、 


これ を 鼓し これ を 舞す、 

； g;; 民 _ "鱧- 氣莫ぎ I； 於 氣「 

兄 を 敬 ひ、 年、 長せ る を 先と する 是を 弟と い ふ、 大父 

母の天地ょ，.^見るときは、年、長 せる 人 は、 皆、 兄な 

り、 故に 年 は、 天下の， 達 尊の に 居れ b  、禮 順のお こ 

る 所な ，5、 夫、 學は、 君、 父師 たる 事を學 ぶに 非 や、 臣、 

子弟た る 事 を まなぶな り、 よく、 臣、 子弟と 成て 後、 よ 

く、 君、 父師 となる ものな り、 

シ チ  ルハ  ヲ シ. k ルハ  ヨリ 

移. 風 易. 俗、 莫 Jn,, 於 樂； 

風 は 上の 化の 及ぶ 所、 俗 は の 習の なる 所な り、 上 行 

ひ下效 ふ、 是を甌 とい ふ、 民 志 一 定 する 是を 俗と いふ 

とい へ b 、移 は、 遷 して 其 善に 就 をい ふ、 易 は 其惡を 

變じ 去る をい ふ、 風、 上に 隨て移 、俗、 下より して 變 

すと い へ り、 夫、 人心 は 活物な り、 生と しいけ る もの、 

樂 しみ を しらすと いふ ことなし、 善に たのしま ざ れ 

ば惡 にたの しむ、 天下 12 道 ニッ、 仁と 不仁との みとい 

へ， 9、 故に 罄人、 雅樂を 作て 人心 を みちびきて、 仁、 善 

にたの しまし む、 貴賤と もに 不レ 知不 JI 善 にう つ bv 


て、 惡を わする、 世 中の 風俗 をう つし かふる こ と、 樂ー 

の德 によれり、 五 帝、 三 王の 盛な， 9 しも、 政敎、 風化の i 

道 は、 文武、 禮樂に 過た る はな し、 孔聖の 時分 は、 王 一 

道、. C びた. 9 と い へ ども、 民間に 先王の 餘澤 のこ h-a 

n ゥ モン  カウ ゥン サイ シン  ，- 

て、 孔門の 諸 生、 耕耘、 採 薪の いと ま に、 文を學 び、 武ー 

をなら はし、 琴瑟を もて あそべり、 家 ぎお つ と め、 言 

樂、 弓馬の 藝に 遊ぶ 事、 たが ひに す、 農業、 時に 先達て； 

用意し、 おこたら やとい へど も、 せ， は 》(• しい らす、 一 

リク タイ  ： 

又、 六藝 のあそびに もな がれす、 是、 基 代の 餘風 なり、. 一 

安. 上 治. 民、 莫 Jn,, 於 ^  , 一 

鱧に 上下、 尊卑の 分 あ.. y て、 犯し 凌ぐ こと あた は す、 ( 

故に 上た る 人、 危 からす、 下た る もの 亂 れ や、 漢の高 一 

サダ マツ  一 

祖、 天下 を 一 統 して、 いまだ 安から す、 鱧 式、 定 て 後、 一 

初て 天子の 位の 尊き こと を 知と い へ.^、 鱧に、 吉 、凶、！ 

軍、賓、賀の五ぁ，.^、吉は祭鱧、凶は喪縷、軍は軍法、賓： 

は 主客の 往來、 交接な， -、 諸侯の 天子に 朝す る も、 天 一 

子の、 諸侯の 國を 巡狩. し 給 ふ も、 賓 鱧の 大 なる 者な 一 

、夫婦の道 も賓鱧 な ー メ、 妻に 內に 主たり、 夫 は 外よ 一 

入る 賓主. の 交. 5 の ごとくなる を、 善な b とす、 賀は. 一 
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三 六 一 


スルヲ  い ス ルナ リ チ 

要. 君 者 無. 上、 

要する は、 君 を、 おびやかし、 おどろかして、 己が 欲す 

る 所に したが はしむ るな， 5、！^ の淸 盛が、 日本 國を多 

レゥ  ソノ， t イチ モン I. ナ n ゥ クワン 

倾 して、 其 身 一 門、皆、高官に昇，^^した ぐ ひな， 9、 君 

は、 臣の命 を 受る所 なれ ども、 臣の 威つ よき ゆ ゑ に、 

臣の 望、 半、 君の 御 心に かな は ざれ ども、 是非な く 求 

にした が へ るな b 、是、 臣の 心に 上と する 心な き 也、 

ソシル  ヲ  ハス ルナ リチ 

非， 聖人， 者 、無. 法、 

人 皆、 我 身を賤 する 事 をい とひて、 心を賤 する 事 を 厭 

はす、 身の 尊 からん 事 を 欲して、 心の 尊 からん 事 を 欲 

せす、 もし 心の いやしき こと をい と は  >、 聖人 を師と 

せ ざれば 尊から す、 心 法の 出る 所 は 聖人な， 5、 然るに 

S 人 を 尊信せ す、 其 言 を 侮 どり、 道學を そしる 者 は、 

心に 法な し、 世俗 も禮儀 を不， 知者 を、 無法な る 者と 

い へり、 麿 儀 は 聖人に よりて 知る 所な り、 故に 心の 師 

を そしる もの は、 心に 禮 儀の 法な し、 藉儀 をな みする 

者 は 人に あらす、 

i  チ  ハス ル十 リチ 

非. 孝 者、 無， 親、  „ 


カナ ラス 


必 しも 口に 孝道 を そしら ざれ ど も、 愛敬の 心う すき 

者 は、 孝 を そし，^ 親 をな みするな り、 

此 レ大- 氣之瑪 也、 

彙註 云、 人必 有. 親以 生、 有 k 以 女、 有 JS 以治、 而が人 

道不. 滅、 國家不 若 三者 皆無-、 豈非 „ 大.^ 之 道， 乎、 

正義 云、 人 不&, 於 君； チ法。 於 I； 不 fe, 於 親； 是皆爲 。不 

ト チレ  キヨ ク也 トウ シ ノ  テ  ヲス C ジメト シ 

孝； 乃是 罪- 惡.^ 極、 董氏 曰、 三者 又以， 不孝， 爲， 首、 蓋 

孝 則 必 忠，， 於 君； 必景， 聖人 之 法， 矣、 夫、 人、 愛敬の 心う 

すき は、 君と しても 臣 とし て も、 父子 * 兄弟、 夫婦、 朋 

友と しても * たのみすくなし、 虎 痕の倫 中に あるが ご 

とし、 大亂 のよ hN て 出る 所な 、故に 大亂の 道 也との 

たまへ， 9、 

廣要道 章 第 十五 

敎，， 民 ぼ-愛一 艮 於 象" 

.1^ 心の 愛敬、 初て 父母に ひらけ 、五倫、 皆、 孝なる 事 を 

敎る なり、 心の 靈妙、 至誠よ. 0 發 る道现 を. 知 ると き 

は、 相 親愛せ すと いふ 事な し、 なほ 禮樂 の敎ぁ り て、」 


する は、 亂る、 の 本な り、 わ ざ は ひ 其 身に 及ぶ 者な 


テ -ー  寸ハ  セ ラル 

在. 醜 而爭則 兵、 

同輩 不， ー相讓 一して 上た らんこと を 欲し、 藝能 たが ひに 

益 を とらす して、 我に 自満し 人 を そし hs  、何事 も 我慢 

を 本と して f とき は、 衆 皆に くむな り、 怒て 堪忍せ ざ 

る 者に 逢て は、 相 Iw^ して、 犬 死す、 世間に 是 を喧 嚷 と 

云、 

一 一 一 ぎ^. 除、 雖，， ， 日 用ジ 一 一-姓 之 養 一 猶チ 

爲， - 不孝， 也、  . 

驗、 亂、 爭の 三の 惡は、 身 を 失 ひ 家 を す凶德 なれば、 

父母 を 養 ふの そな へ、 美を盡 すと い へど も 不孝な り、 

五 刑 章 第 十四 

  タグ t  メ  シ ナルハ 

五-刑 之屬 三-千、 而 罪莫. 大， 於不- 

3 リ 

孝；  . 


孝 經 


五 刑 章 第 十四 


五 刑せ 、畳、 劓、 剕、 宫、 大 辟な. 9、 墨 は、 、額に 字 を 刺 

て、 墨 を 以て 湼 にす、 劓は、 鼻 を 割、 剕は、 足. の 筋 を絕、 

宫は、 淫刑 なり、 男子 は 勢 をき.^、 女子 は 外に 出 る 事. 

ならざる やうに す、 あがり 者な どの 內 w;: に、 つか はる 

タイへ キ  ホク • ハツ タグ ヒ  パッ 

> が ご： i し、 大辟は 死罪な り、 墨 罸の艇 、千、 劓 罰の 

屬、 千、 剕 罰の 屬、 五 百、 宫 罰の 屬、 三百、 大 辟の 罰の 

屬、 一 一 百と い へり、 かくの ごとく 數多 きも の は、 罪 AJ 

かろき に 出さん ため なり、 娃亂、 不作法の 者、 男女と 

もに 死罪た るべ きを もな だめて 、宮刑に 罰す る 者 あ 

、テ トコ セィ タチ ケィ モン パン  テン ナ 

り 男 は 勢を絕 て、 閨 門の 番 などに つか ふな， 9、 女 は 

ホカ  ゥ f ト nd  ヌスミ 

外へ 出さす、 內所 のっか ひ 者と する な り、 盜の罪 も， 

剛盜は 死罪 多く、 弱盜は 入墨して、 米つ き 水く む やう 

の 事に つか ふな 、其 外、 死罪 をな だめて、 鼻 をき， 9* 

足の 筋 を絕者 あり 、遠く 行 こと あた は ざれば、 門番な 

どに つ かふな- 9、 惡 人の 大剛な る 者 を 深山の 麓に 置 

モウ レゥ  / 

て、 魍魎 を ふせがし むる も あり、 功 すくなき を 賞す る 

過 は あれ ども、 かろき を 罰する 過な き は、 仁者の 政な 

,.^、三千の罪の中にて、不孝を重し とす、仁者もゅる 

す 事 あた はす、 不孝 は、 愛敬の 本心 を 失 ひたる 者 なれ 

ば、 虎獏 心に して、 人に あらざる が ゆ ゑな り、 

三 五  1 


孝 --. 


孝行 章. M 十三 


三 四 


五穀、 財 用 を、 國 人の 爲に用 ひて、 上の 好む 事に、 っゐ 

ス チゴラ 

やさ  > る を、 上に 居て 不， 顧 と い ふ、 是、 大君、 諸侯の 

孝の 本な う、 

テト  レ 

爲. 下 不. 亂、 

祿を受 て 不臣の 心 あり、 其國に 居て、 國 法に そむく は 

亂な り、 時節 を 以て、 反逆の 亂も なす ベ し、 弱 は强に 

ャ ウタ  シ タガフ 

：^" すべ からす、 少は 多に 敵す ベ からざる は、 天に 頫な 

クン シン ，シ ャゥゲ  キ（* 

り、 や 君臣、 上下 を や、 君き みたら すと も、 臣は臣 た 

、國 法、 可に あたらす 共、 其國に 居て は、 そむかざる 

を不 k 虱と いふなり、 唯、 位の 上下の みなら や、 老 たる 

人に は頓從 して あなどらす、 才知 ある 人に は、 隨て敎 

を受、 藝能 まさ たる をば 師 とす、 是又、 下と し て不 k 

亂 な. 0-、 

、 

や 


在. 醜 不 ，爭、 


醜 は 朋友な り、 位 等く 年數相 寄、 才知、 藝能、 大方 同む 

きものな り、： f»J; 國に 仕へ て は、 士と庶 人と、 貴賤 の 品 

ことなれ ども、 他國へ 出て は、 庶人も 醜な b  、旅卦 に、 

1 宽读の をい へ， 9 、故に 醜 は 衆な，^ とい へ b 、和 頃に 


して禮讓を以て交り、互に益を取るを道，^^す、 

居. 上 _ 而驕 則！^、 

天道、 天下の 爲に 一 人 を 立て、 一 人の 爲に 天下 を與へ 

す、 大君、 諸 國の爲 に 諸侯 を 立て、 諸侯の 爲 に 諸國を 

クラ 丰 ヲゴリ シモ 

與 へす、 しかるに 位に！^ て、 下 を あなど り し の ぎ、 富 

に ii て、 好む 事に 財を费 し、 國人を 困窮 せ し む る 

は、 天道に そむくな り、 天道、 大君、 諸侯の 爲 めに 賢才 

を 生す、 賢才 は、 多 く は、 士庶 人の 中に 生す る ものな 

.5、 何ぞ ひ， oh- 高宗 のみ、 天の 與 ふる 賢 あ ら ん、 賢な 

き は 求ざる 故な 、君なら びに 公卿、 予知 あ. りと して 

ァゲ  クン ゲン  チ チゴリ 

賢才 を擧 す、 諫言 を いれす、 知に 場 て は、 天道に そむ 

n  ノ ミツ ヲゴリ  ィフ 

くな り、 此 三の 凝 を 無道と 云、 無道に して、 國、 天下 を 

有 者 は、 古今な き 事な b 、天命に そむく 者な れ ば、 終 

ホ 口 プ 

： は 亡 る こ. i よ， 9 な hs、 

ルす  セラ 


爲レ下 傳 sn^ 开 

人の 臣下と 成て、 君 を 君， 

の大禁 など を 犯す 事は亂 る /- な 

を、 うやま はす、 知識 ある 人 を 師と 


力... ハウ レイ ズ モチ t 

- せす、 上の 法令 を不， 用、 國 

り、 其 平常、 老 たる 

ザ r モッ パラ 

せ す、 我意 を 專に 


す、 冬 は 、あた、 かに、 夏 は、 すいしく  、飮食 口腹に 應 

ヘレ ハニ  力  ロクシン ハク トフ ナレパ 

せん 事 を 欲し、 七十 非. 肉不， 飽、 人生 有， 祿、 親 白 頭、 

ナン ゾョク  モン カン セン  力 キヤウ シタガ t 

何 能 一 日 無 一一 廿饌 I やとい へり、 四時の 佳 興に 隨て、 

月 花に も 心 を なぐさめん 事 を 欲す、 親の む に 叶を以 

タノ シミ  ュショ クヱン ヨウ  n レ n フタ ィ  - 

て、 子の 樂 とす、 故に 楡色、 婉容 あ， o、 是、 ロ體を 養 ふ 

ソ ノラ ク ィ タス 

の 二三な- 9、 父母の 志 を 養 は ざれば、 其 樂を致 と は、 

ジ .v ジ コ、 ロザ シ  チ ホイ 

いひが たし、 父母、 仁慈の 志 あれば、 是ヒ 助けて 大に 

し、 父母、 義理の 志 あ れ ば、 是を 感じて 遂 しむ、 父母、 

ミチ IK コナ  タノ シ t ィ タス 

道 を 行 ふ 事 をた のしむ は、 孝の 至り 也、 其樂を 致と 云 

べし、  丄 

- ル寸ハ 


病 則 致，， 其 憂； 


フ ャマヒ ヮヅラ t  ウレへ チ モン パ カリ  ィ デ 

父母 病 煩 ある 時 は、 憂 盧 を盡 して、 醫治を 求む、 我 

身に 病 あるよりも 切に して、 晝夜 おこたる 事な し、 平 

フク ホウ 

服の 方、 いたらす とい ふ 事な し、  .な 


喪 則 致，， 其 哀； 


テン 子ン スゥ ツキ  ヮ カレ イタ ミ 

父母、 天然の 數盡 て、 長き 別の 戚に 服す る を 喪. 


ふ 


也、 孝子 全體の 精神、 父母に あり、 不幸に し て 父母に 一 

ぉくれ、其^^音を不，聞、其顏色を不.見、寂寞と し て、 一 


よらむ かたなし、 哀 心の 痛切 を盡 すの み、 

祭 則 致 >j (嚴 一 

死生 は晝 夜の 道に して、 天理の 常な り、 かぎ. 9 あれば 

久しくな げく ベ か らす、 喪 を 除て 祭る は、 吉 禮に變 

す、 夫、 祭 は 人 鬼 相 交る 道 な， 9、 父母、 人身 を 去て、 鬼 

ィサ ギヨ  ライ カク 

舯と な る、 子の 心、 誠に 淸 から では、 來 格し 受 ざらん 

事 を 恐る、 故に 齋戒、 沐浴す、 五 辛、 並に 厚味の 物を不 

, 食 、酒 を不 ，飮 、精神、 淸く、 心、 靜 ならん 事 を 欲して な 

り、 嚴敬、 至らす と い ふ 事な し、 

五， 者 憾ヌ矣 、然メ 後 _ 能事 フ， 氣、 

ケ. 1 ラク ユウ アイ ゲン イツ、 チコ ナヒ  シン 

敬、 樂、 憂、 哀、 嚴の 五の 行 そな はる は、 子の よ く 親に 

事る者な，r^、 


事. 親 者、 居. 上 不. 驕、 


此節 は、 親に 事る 本 は、 身 を 守る にある 事 をのた まへ 

f  ワウ n ゥ ケィ タイ フ ソノホ カブ ギヤ ゥシ ョク  カミ -1 

り、 上 は、 王、 侯、 卿大 夫、 其 外 奉行 職に て、 民の 上に 居 

る 者 を 兼ぬ、 年長 じ、 才知 まさ h- たる も 上 な り、 大君 

は 天下の 五穀、 財 用 を 天下の 爲に用 ひ、 諸侯 は 一 國の 


孝 ^ 


紀 孝行 窣第十 m 


三 一 11 一 


孝 ノ 


« 孝行寧 第 十三 


三 ニー 


日の出る を 愛す、 夏 秋の 夜 は 月になる を 待、 明の： tH す 

る を 愛す、 人民、 日月に あら ざれば 生育 せ す、 愛すと 

い へど も 神 靈の德 なれば、 自然に 畏敬の 心 あ b 、衆が 

仁君に おける かぐの ごとし、 其 代に 生れ て は、 髮ぁ、 

衣服 だに、 都風、 鋒倉樣 などと て かたどれ， 9、 いはん 

や 同心 同德の 性よ b 出る 者 は、 隨 ひやす し、 故に 則と 

h- て 象る 者な hs 、いにし へ 善人 をば 邦國に 封せ ら れ 

た 、堯舜 の 民 は 皆 善人 なれば、 比屋 封すべし とい へ 

るに 則と.. M し 象 どるの 至 hN な ，5、 

故-能， 成 >j へ 德-敎 一而 行， 一 其， 政 人" 一 

慈父、 孝子、 父子の 德敎 をな し、 家人 其 事に 服す る が 

如し、 君の 德敎、 衆の 心に 得べ き 天理な り、 其 政令 は、 

人道のお こな ふ べき 當然 な， 9、 衆 皆、 おのれが 事と し 

て いと はす、 

詩-云ば 人 IfS9- 子、 其，^ 儀 不ま、 

曹風、 15 鳩の 篇 の 詩な b、 淑ュ人 は 善人 也、 淑人、 君子 

は、 道德 ある 人の 號 なり、 道德は 天理の 規矩な .9、 性 

に 求る 時 は、 得すと いふ 事な し、 君子、 先是を 得て、 天 


- ユウ 一 


理 にたが はす、 是を 以て、 四方に 正して、 衆、 本心の 善 

を舆起して、君子に不^1^、 

紀 孝行 章 第 十三 

孝-子 之 事. 親 也、 


五の 孝の 事 を、 の、 たま はんため に、 端 を發し 給へ り、 

居 則 Iwi 其 敬- 

居 は、 父母 を はな れ て 居な， 9、 致 は盡の ごとし、 推て 

其 極に 至るな. 9 とい へ， 5、 子の 身 は、 父母の 分身、 遺 

體 なり、 身 をけ がし そこな ふ は、 父 1^ をけ がすな. 9、 

故に 父母 を はなれ、 遺體を 奉じて 居と き は、 全 體の精 

种 、敬に 專な り、 敬の 至， 9 は愼獨 なり、 己獨 知と ころ 

ッ、 ニム  ナイ グヮ イイ ツチ 

を 慎と き は、 內外 一 致に して 敬せ すと いふ 事な し、 

我心に かへ. りみ て耻る 事な きを 君子と い ふ、 故に 君 

子に あら ざれば、 孝の 至に あらす、 

養 則 致-其 ざ； . 

父 a- 老て、 子 養 ふ 時、 よろ づ 父母の 心に 叶 はん 事 を 欲 


をし， o、 時 中の 至善 を 行 は 賢人の 作 事 な h- 、仁人、 豪 

傑の 心の 位 は、 故人に いたら ざれ ども、 衆に 父母た る 

仁心、 厚く、 よ/、 人 を あげ 用， ひ、 人情、 事變に 達して 式 

を 定め、 四海お だ やかに て、 人民 萬 歲を樂 むは、 仁人、 

豪傑の 作 事な り、 時 所 位に 叶た る政敎 なれば、 諸國則 

とり、 後世、 稱 すべし、 

容-止 可き ^ 

ヨウ  トウ ヨウ チヨ ク n ゥ ヨウ シ シュ  ； ！*■ ャゥ 

容は 一 身の 諸容 な， 9、 頭容は 直、 ロ容は 止、 手容 は恭、 

ソ *^  チャウ  シ n ト フ、 シム カタ チ  カタ チ n ト 

足容は重とぃ へ，.^、止は言を愼貌なり、 一 身の 容は言 

よ h- 重 はなし、 故に 止 を あげて 直、 恭、 重 を かねた. 9、 

可. 觀は 美稱の 言な b  、世間に も、 人 がらの よき は、 見 

事なる 人と い へり、 j^nf- の 善なる をば、 見られた る 事と 

い へり、 諸官、 備 は，.^ て 仁政 あまね き 時 は、 衣裳 をた 

テン ズ モノ ィハ シ.， シ It  n ナハ ハン ブ ッ イク  ケン n ン 

れて 天下 治る、 天不 jn 四時 行れ、 萬 物 育す、 乾坤に と 

ギヤ ゥ シ ユン シチ  トクヨ ク 

れる 堯舜至 治の 德容 なり、 

準 返 可 k ぃス  ， 

進 返、 行藏は 君子の 大義な. 9、 舜の歷 山に 耕し 給 ふ 時 

は、 野人に 異なる 事 なし、 聖德を 知人な し、 退 藏の至 

孝 ^ 孝 優劣 簟第 十二 


ティ ギヤ ゥ  ィテ ゥ ンセゥ 

也、 帝堯の 君に よりて、 出て 雲上の 交り をし 給 ひ、 

攝政を 命せられ 给 へ ば、 生れ 付た る 公鄉の ごとし、 進 

シャゥ  キヤウ ホウ  セ イト ゥ 

行の至^^な，9、堯崩じ給ひて三年の間は、天下の政道 

1 人して 取 行 ひ、 う が ひ 、さけす、 辭 する 所 な か 

シシ キヤウ  モ チヮ  サリ 

りしは進行な，.^、三年の喪終.^て、堯の子に讓.oて去 

タイ ソゥ  シ ョコゥ ヒャク クワン  ズ ユカ 

給ふは退藏なh^、 諸侯 Kn 官堯の 子に 不， 行して 舜に 

テン 7 タ ヒト チウ  ズ ヱ ャム r ラ  ィ.， テ  ツキ 

行く、 天與 へ人應 す、 不， 得 1 し て 出て 帝位に 即給ふ 

シン ギヤ ゥ  ゾ ノア イタ イチ ザゥ マジ  テンカ n ウセ ィ ハット 

は 進行な， 5、 其 間に 一 毫の雜 り な し、 天下 後世、 法度 

とすべき なり、 周の 泰伯 にあ て は、 三度-天下 を以 

ュヅル  ズ シラ タイ ソゥ 

て讓、 民、 其 德を稱 する 事 を不， 知、 退 藏の至 .9 なり、 

tv ナ  ゾノホ 力 二, f ャ ウド ウセ ィ 

大舜、 泰伯、 地 を かへ ば 同じ からん、 其 外、 日用 動靜、 

進退 あらす と 云 事 な し、 君子 は 仁に 進み、 知に 退き、 

t ャ クセィ ド 

義 にす、 み 、鰌に 退く、 否 世、 度と すべし、 

以ァ 臨， 一其ノ 民ー氣 其ノ民 畏チ而 良么、 

則 而 象. 之、 

コ ノムッ  メゾム  シゾ ゲン 力？ - セゥ リン 

人君、 此 六の 道 あ.^ て S 民に 臨 こと、 日月の 上に 照臨 

する が ごとし、 其 神武の 德に 畏れ、 其 親の ごとくなる 

慈 仁 を 愛す、 冬の 夜 さむなる に は、 夜の 明る を悅 び、 

三 一 
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三 0 


此 君子 は有德 在位^ ねたる 人な、 


旦 衆の 心 を 得 


んが ために、 仁義 を かるに あらす、 故に 不. 然との た 

カナ ラズ  ハ シャ  イデ 

ま へ .5、 必 しも 覇者なら ねと も、 愛敬の 本心より 出 ざ 

る は、 匹夫と い へど も 仁義 を 借の 徒な り、 言斯可 k 

よ. 5 は、 仁義に よりて 行 ふ 事 を 示し 給 ふ、 言 は 在位の 

君子の 嘉言な り、 可， 道 は 天下に 聞傳へ 道述す る な 

n ゥ セン キヤウ  クニ チン 力  タメ 

b  、行 は 善行な， 9、 國、 天下の 爲に、 よく 子孫まで も 恩 

澤を かふむ る 慈 行なれば 「萬 民、 君 上の 善行 を樂 むな 

、畢竟、 億兆の 父母た る 仁心よ b 發し て、 父母た る 

天職に かな ふ 言行な り、 聖賢と て も 下位に 在て は此 

益 少し、 君 上の 言行 は 、犬に 天下の 人心 を 或せ しめ 

て、 腻 化の 道と なる もの な 、是、 信の 德な， CV  、たと へ 

德 いまだ 賢に 不.. 及 と も、 志 だに 篥實な れ ば 此益ぁ 

り 、故に 大君の 具 志 は、 思 ひの 外に 風化す みや かな， 


，義 可レ 尊、 


シ ン ホウ  ゥ トコ a 

德は眞 志 ありて 心 法 を 愛用し、 心に 得 所の 道德 な， 

義は 無欲に して、 好む 事 もな く 惡む事 もな く、 義と共 

にした がふの 義理な り、 可. 尊 は 德容、 德 行な.^、 温 にー 


して 勵し、 威 あ h- て猛 からす、 恭して 安と い へ るに 德 

容 なり、 人の 君と して は 仁に 止り、 人の 父と して は 慈 

に 止る、 -ぽ 上 は 天下の 君な. 9、 父母な り、 故に 行 給 ふ 

事 は 皆、 仁慈の 德行 マ. 5、 君の 德行は 仁政よ 大 なる 

はなし、 天下の 人の 生死、 安否 は 、大君 一人に か、 れ 

り、 故にた のむ 所 は 君の 仁義な り、 聚 敛の臣 あらんよ 

,9 は、 盜臣 あらん、 これ 國は利 を 以て 利と せ す、 義 AJ 

以て 利と すと い へ る は、 民 を 子と する の 義理な り、 其 

* 力 コト  n ゥ  ァ 9 チト 0 へ  ムコフ 

外、 言の たが は す、 行の しるし 有て、 衰 をす くひ 無 吿 

を 助く る 類 は、 仁 中の 義理な b  、然る 時 は、 天下の 人、 

見る 事 聞 事に 付て、 君の 德義を 尊信せ すと い ふ 事な 

し：  ハ 


作-事 可. 法、 


作 事に は 品々 あ b  、聖人の 作 事 あ， 9、 作者 是を聖 とい 

ふ、 是な. 9、 賢人の 作 事 あり、 仁人、 豪傑の 作 事 あり、 

天地 ひらけて、 いまだ 跡な き 事 なれ ども、 其 時代に な 

くて 不， 叶 事 を 初て 爲給ふ は、 聖人の 作 事 な り、 鬼祌 

の 造化に て、. 中より、 なきもの 、生す るが ご とし、 

聖人 、神明の 德ぁ 、いにし へ を師 と し、 今の 時 所 位 
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故 __不〕 愛， 一 其 親 一而 髯， 他-人， 者、 謂 1^ 

トメ  セノヲ  スル  テ  フ 

俘- 德； 不. 敬. 其 親， 而 敬，， 他人， 者、 謂，： 

之 悖- 禮へ 

シン  コゥ アイ 

親に は 孝 愛う すくて、 他人 を 愛する もの は、 德愛 にあ 

らす、 氣合か 又は 欲の ひく 所 かなり、 愛 は德に 出る と 

モト  スへ  ギヤ ク トク  シン 

いへ ども、 本 をす て、 末に おもむく は逆德 なり、 親に 

は敬禮 おろそか にて、 他人 を 敬す る 者 は、 利祿 のた め 

か 欲する 事 あ. 9 てな， 9、 敬は禮 なれ ども、 非 なれば 悖 

レ. ー  ゥチ  ホカ 

鱧な り * 悖 は 逆な 、內、 小人に て 外、 君子の 類な り、 . 

スレハ テ トルナ レハ  シ ル r 

以. 順 則、 逆 民 舞 則焉、 

ァ<ケ，1 サン 力 シュヅ セン 

父母に よりて 發 する 德 性の 愛敬 は、 山 下の 出 泉の ご 

ズ ャマ ヒャク リウ セン ハ  イツ ゲン 

とし 流て 不， 息、 百 流 千 派、 一源に 出るな 、存 する 

-ンン  スグ  クヮ  ズィ  >-  ヲシへ ■ 

所、 神 なれば、 過る 所 化す、 家 を不. 出して 敎を國 に な 

/ ソ 

す 者な り、 是を領 を 以てすれば 則と ると いふなり、 仁 

ヲ n ナフ  ノット 

義 によりて 行 は 王道な り、 天下 仁義の 心 を 興す は 則 
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るな り、 仁義 を か b てお こな ふ は 覇道な り、 主と する 

所 は 利な 、故に 民、 則と る 事な し、 是、 逆 なれば な 

り、 齊梪、 晋文は 覇者の すぐれたるな り、 後世、 諸 燥、 

大夫士 ともに、 うらやみした ひて、 學び ん こと を 欲 

す、 しかれ ども 君子 は不 fer 

不... 在 一 於 善 一而 皆" #c 於 凶- 德： 雖.？ 4 

之 君-子 所. 不. 貴 也、 • 

心の 存 する 所、 自然の 善に あらす してなる 听 より、 愛 

敬 を 行 ひ、 國、 天下 を 得る といへ ども、 其 跡賤ふ し て 

子孫 長久なら す、 君子の 賤惡 する 所な り、 桓 文の ごと 

サイ チカラ  」t 

きも、 得る もの は才と 力と なり、 才力の みに て は 衆の 

心服せ ざる 故 に、 仁義 を 借て 行 ひ、 衆の 悅 やうに す、 

よく かりたる は大體 よき 者な り、 後世 は 覇道に だ も 

及ばざる 事 あり、 

君-子， 則 不. 然ぎ 斯 可. 道、 行 斯 可 

k、  I  I  —-  —  — 

二 九 


孝 一.，： 


Ci< 母 生接聿 第ナ 


二八 一 


,シ >* ク 


よ. 9 も、 おの づ から 見なら ひ 聞なら ひ、 耳目に ふる 、 

事 なれば、 八歲、 小 學に入 て 學ぶ事 は、 成よ き敎 なが 

ら， 一 入 苦勞な <覺 ゆるな り、 讀 者な ども、 衬里 にて 

よむ 聲、 家々 にて よむ 聲、 おの づ から 耳に 入 て、 八歲 

ガ クイン トリ ヮケ 

以後よ む 時に 苦勞 なし、 樂昔は 取 分、 成人 の 後、 俄に 

キ、  タイ チウ 

聞 得が たきものな， 5、 &の始 中よ. o、 樂音 にやしな は 

シュッ シャゥ  シ チク シ ラベ シ ゼン  ^ ^ 

れ 出生して は、 一 一 歲 よ ，-、 糸竹の 調、 自然と 耳に 入 者 

は、 十歲に 成て、 調子 を きかん と 思 ふ 心 だに 付 ぬれ 

ば、 一 二月の 間に も 通す る もの な ，9、 聖人の 政敎 は、 

急 度、 敎の事 を責、 制 礼に 法度 を 出す にあ ら す、 善事 

モウ ケ ツナへ ゾ ノウ チ 

を廣 く儲備 て、 其 中に 遊ばしめ、 す 、 め、 しひ ざれ ど 

も 不^ 不 Ji  、ん 民、 善になる 故に、 嚴肅を 待す して 治 

る 者な， 9、 

其ノ 所〕 因 者、 本 也，、 

人民の本性にょ.^^て善をなさしむ、彼日 々 に 善に う 

， ^ シ ーフ  - 

つりて 不 V 知な り、 

父母 生 續章第 十 一 

父 子ダー 道 天 ^也、 君 之 # 也ハ 


ゥホカ  セィ カウ  I 

慈 孝の 道、 外よ， り敎 るに あらす、 梅花 開けて 淸香發 す 一 

るが ごとし、 固有の 天性 なり、 父 尊く 子 卑し、 父 使 子 j 

仕 、飲食、 衣 ST 皆、 父に 受る 事、 綠を 君に 受る が M 

し、 父 敎子述 る は、 君命し 臣務 るが ごとし、 父 • 不義 あ-一 

れ ば子爭 ふ、 君、 不政 あれば、 臣諫 るが ごとし、 右の 類 一 

君臣の 義 なり、  ： 

ス チタ r シ ナ ハ 39 

父-母 生乏、 續 莫. 大. 焉、  一 

天地 生々 の 理の眞 は 人倫な. 9、 人倫の 本 は 親子な り、 一 

造化の 不息 と共に、 親子 相 續を大 な b とす、 孔子、 川. 一 

の 上 在して、 ゆく もの はかくの ごとき か、 晝夜 をと ヒ 

めすとのたまへり、是道の體な-.^、  - 

君 親 臨. 之、 厚 莫 .重. 焉、  ： 

人の子の 身氣は 父に 始、 形 は 母に 成、 至 親な 、父母、： 

是を 生し、 君、 是を 養と い へ ど も、 家に 居て は 父母に 一 

養 はる、 故に 尊より 見れば 君な り、 親よ，.^ 見れば 父 a -」 

な. r> 、君 親の 道 を か ね て、 上に 臨め 、厚恩 これより 一 

チ モキ .  , 

重 はなし、  一 


其 人な hN、 

\ 一：  メチ  -ーテ ナフ  .ュ ナリ 

故 親, 生 之 膝卞， 以 養、 父-母 日 嚴、 

親 は 五 典の 第 一 、父子の 親な り、 是を 膝下に 生やる 者 

* ィ クダ  イツ ャィ  セキシ  ジュ ン イツ ム ザゥ n  、口 シン 

；; を 下る の 一 聲 より、 赤子の 純 一 無雑の 心、 親の 

ホン ダン  ニゥ  シン チ ヒラ 

本源な b 、是を 乳して 養へば、 神の 知 を 啓く に隨 て、 

n  *  n  キセ 

父母 を 愛する 心 生す、 是に 食せ し め、 是に 衣て 養へ 

It- モ t セゥ 

ば、 子の 心に、 父母 を 敬 る 思 生す、 成人に 隨て、 父母 

を 敬す る 心、 益 嚴な り、 家に 嚴君 ある は、 父母の 謂な 

ヱキ キ. ゥ  ギべッ 

りと， 經 にものた まへ り、 故に 君臣の 義、 夫婦の 別、 

ジ 3  シ ン  シ タ シ 

長：^ の 序、 朋友の 信、 皆 親み あらやと 云 事な し、 人の 

カシラ  3 シ ン  ィヒ ヨシ 

頭と なる 者を與 親と 云、 與子 とい へち、 人の 頭と なる 

，w  、おとなしぐ 父母の 心に なりて 親む 義な b  、故に 

タイガ ク  サン カウ  タミ  シン 

大學の 三 綱に は、 五倫 を 民の 字に すべ、 五 典 を 親の 字 

ァリ 二 タミ ヲ  ，- ァゥ 

，y すべ て、 在 V 親，， 民と あり、 五 典、 十 義は相 親む 中の 條 

理な り、 此 親しみ 父母に よりて 生 すれば、 父母より 親 

き はなし、 故に 父母 を 親と い へ b  、五倫 皆 孝な れ ど 

も、 父母に 事る を 孝と いふが ごとし、 人 を 親、 む の 道 

も、 欲 あり 惑 ありて は、 親む 舉 あた は す、 故に 明德を 

明かに して、 全く 親まん 事 を 欲 す、 又 人 を 親しむ 修 
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行に あら ざれば、 明德 全く 明かなら す、 

聖人、 因 一 嚴-以 敎 一敬ば ぼ- 以 敎 v< 

^  C  n ユウ  モク クヮド ゴ ンスィ ゴ ギヤ ゥ 

嚴敬 親愛 は 性の 固有な，.^、 木 火 土 金 水の 五行、 聚 りて 

物と なれり、 ことに 人 は 五行の 秀氣 なれば、 五 氣の神 

アキラ 力  シン ハツ  マヅ t ラ 

靈、 明な り、 親愛 は 木氣の 神の 發 なり、 故に 先 啓く、 天 

の 造化 も、 木氣、 ieli. を 用て 春 を 成、 年の 始な る がごと 

し、 故に 聖人、 父子 相 親む を 本と し て、 五倫 皆 和睦す 

る 道 を敎給 ふ、 嚴敬は 火氣の 神の 發な り、 禮は 人道の 

クヮキ  ナ-ン モノ サカン 

美な り、 天の 造化 も、 火氣、 事 を 用て 夏 を 成、 物、 盛な 

n  シタガ 匕 

.0、 禮は 人道の 盛な ス なり、 故に 聖人、 子の 成人に 隨 

て、 躇の大 なる 事 を敎給 ふ、 

聖人 之 敎、 不" .齓ラ 而 成ぜへ 政、 不： 膨ラ 

而治、 

^人 固有に よ て 政 敎を成 給 ふの みならす、 幼少よ 

り 善に なら は す 事 曰 久し、 されば、 幼子、 人の 爲 こと 

マ 子  サト  セ ゥガク 

を 遊び わざ に も 其 似す る 者 なれば、 里 ごとに 小學ぁ 

. ^、八 歳の 頃より、 なしよ き 事 を敎 る を、 二三 歲の頃 

二 七  儀 I 
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祀 文-王 於 明-堂： 以 配，， 上-帝； . 

武王崩 じ 給 ひて、 成 王 幼年に して 即位 あ り、 故に 周 

公、 攝 政な b  、郊天 の 祭繽 は、 十一月 冬至に、 國 門の 

外、 南郊に お ゐて埴 を 築き、 圜丘 を爲て 天を祀 る i 周 

の 始祖、 后 1 の 木 主 を 南郊に 出し、 天に 配して 祀り給 

ふ、 后 稷は舜 の臣、 名 は棄、 帝舜 命して 民に 百 穀を播 

種る 事を敎 しむ、 大に生 民に 功 あ り、 故に 後世、 后稷 

を 以て 五穀の 砷 とす、 始て 封せられ て 諸侯と なる、 周 

公、 此鶫を 行 ひた まふ 時分まで は、 千  一 二百 年に 及べ 

ワウ ギヤ ゥ 

, ^、周の 代の 王 業、 千 有餘年 以前の 后稷に 根ざ せ &、 

來歲、 造化の 功 用、 冬至 一 陽 來復に 根ざす がごと し、 

故に 配して 祭り 給 ふ、 文 王 は 周の 大王の 孫、 王季の 

子、 武 王の 父、 名 は昌、 后稷 より 千 有 餘歲の 孫な り、 か 

くの ごとく 久しき 諸侯の 國は衰 ふる 者な る に、 却て 

天命 を受て 新な り、 大王、 仁人な. 9、 王季、 賢人な りと 

いへ ども、 文 王、 聖德 なる 故に、 舊邦を 典して 天命 新 

な. 、周の 王 業、 文 王に 至て 成就す、 冬至 一 陽より、 春 

生し 夏 長し 秋實 のりて、 造化の 功、 成就す るが ごと 

し、 故に 季 秋の 月、 上帝 を 明 堂に 祭て、 文 王を以 て la- 


三ハ 

し 給へ. 5、 冬至 は 造化の 本始 なる 故に、 尊んで 天と 

云、 季秋は 造化の 成就なる 故に、 親 で 帝と 云、 天と 帝. 

と 二に あらす、 

是 以" 四-海 ズ 內、 各，. 以 一 其杈？ 來 テ助パ 

祭" 夫ぎ-入 之 德、 又 化 2^ 加 一 於 #, 

乎" 

四海 は、 東西南北、 海濱に 至る までの 諸侯 來朗 し、 卞 

物 を 貢す、 方 物 は、 道 あるに も 道な き に も、 定れ る. ssg 

儀な り、 以，， 其 職， は、 各 諸侯 國の 父母た る 天職 を修 て、 

國 中の 悅 心 を 得 を 以て、 天子 を 助く るな り、 故に 天 

紳、 地 紙、 宗廟の 辆、 感應 せす とい ふ 事な し、 孝 治の 至 

,.^なり、堯舜の至治とぃ へど も、 是 よ.^ 外なら す、 故 

に 聖人の 德 とい へど も、 孝に 加る 事な きとな. 9、 中 江 

氏い はく、 聖人の 峻德 とい へど も、 孝德 本然の 量. v/ 充 

るの み、 故に 云、 聖人の 德、 又 何 を 以て か 孝に 加 へん 

やと、 此 解至當 なり、 夫 孝 は、^ 人に より て廣 大の德 

あら はれ、 聖人 は、 孝の 全 德を充 と 欲し 給 ふ、 則、 堯舜ー 


一 虛篸. 廓の- 祌 道と、 たが ひに 先 後 を爲 ほどの 廣 大の德 

なれば、 孝道 大 な-^ とい へど も、 加る こと あらん やと 

子 曰、 天-地 ノ M 性、 人ぎ JD{、 

性 は 天地 生々 の 心な b 、いまだ 形 あら Vo る 時 は、 唯 生 

々の理 のみな り、 聲も なく 臭 も な し、 是を、 人生れ て 

靜 なる は、 天の 性な りと いへ り、 靜は寂 然、 不動の 謂 

なり、 すでに 形 ありて 後、 是を 性と 云、 又、 本心と も 云 

.  セゥ  タツ トシ  ゴ キヤウ 

な..^、 天地の 生す る 所、 人 を 貴と す る 者 は、 陰陽 五行 

の秀氣 にして、 五行の 神靈、 全く 照 せ ，9、 是を 明德と 

云、 五行の 神靈は 仁義 鱧昝 信な，. ^、明徳の 條理 な K 

他の 萬 物、 此 性に あらや、 故に 人 は 天地の 性と も 心と 

もい へ 、天地の 間に 人の ある は、 人に 心の あるが >^ 

し、 萬 物 は 造化の 人 を 生す る糟粕 な，. >  、この ゆ ゑに 萬 

物に は 、神霊の 照な し、 た^ 血 氣の生 ある： の み、 かる 

が ゆ ゑに 人 は、 萬 物の 靈 とも 長と もい へり、 天地の 德 

な， 9、 

人 之 行、 莫 1 あ k、 氣 f 

孝 Si  聖、 iss 第 4- 


其 至 貴た る 人の 行と ころ、 孝より 大なる はなし、 孝 は 

德 愛の 心なり、 則、 天地 生々 の理也 、五倫 皆德愛 にあ. 

ら ざれば、 和 順なら す、 是、 先王の 孝 を 以て 天下 を 治 

め 給 ふ 所な り、 

ハ  シ ナルハ タヅ トブ ヨリ テ 

孝 莫. 大， 午 嚴， 父、 

愛の 至 を 敬と す、 故に 德愛 は、 父 を 尊より 大 なる はな 

し、 

フハ  チ  シ ナルハ  スル ヨリ-一 

嚴. 父、 莫. 大，， 于 配 k、 

天道 は 至誠な. y  、人の 天に 事る、 誠に あら ざれば 感せ 

す、 孝子の 親に 事る、 至誠の f り 生じて 愛敬と な 

る、 是、 天に 事る 道 を 以て、 親に 事るな り、 是を父 を赏 

て 天に 配す とい ふな- 5、 

則 周-公 其 人 也、 

父 を 尊て 天に 配す る 孝 は、 塞資 何も か はりな しとい 

へ ども、 合莫の 孝に て 跡の 見る べきな し、 唯、 周 公の 

み 跡の 見る べき あり、 故に 其 人な りとの たまへ， 5、 

昔 者、 周 公 郊, 后-勢 £^ 

二 五 


孝 お, 
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大雅、 抑の 篇の 詩な り、 覺 は明覺 なう、 知覺の 意な り、 

人の 一 身、 指の 先まで も氣血 流行し て、 知覺 す、 さす 

り、 つみ て 病み 快 を覺ゅ る ごとく、 明 王、 德行 の 敎、 東 

西 商 北の 國に 及で、 貴賤した が はすと いふ ことなき 

者 は、 人々 固有の 善 を 敎へ給 ひ、 先王、 先達て 德行 あ 

h- 、無言の 化、 流行す、^ うへ 繪樂 の學び ありて、 是を 

鼓し 是を 舞す、 むかし 周 ハム 旦、 攝 政の と き、 南 蠻遠國 

より、 便 を 以て 土 產を獻 す、 周公旦 のた、 ま ふ、 中國の 

正朔 を不 國 なれ ば、 其 土 產を受 ベから す、 使 云、 國 

に 老人 あり、 海 を 見る に 三年 波 を あげす、 おも ふに 中 

國に 聖人 出て、 政 をし 給 ふなる べしと 云て、 德 をした 

ひて 獻す と、 使者、 歸路 をう しな ひて 歸が たしと い 

ふ、 其 時、 周 公旦、 指南車 を 作 b て、 使者に あたへ hN、 

1 二 年に て歸國 す、 指南 者 は 車の 上に 羽毛 あ， 9、 いづか 

たへ 行ても、 南 を 指す、 羽毛の 指に したが ひて 歸 

ぬ、 是ょ， 人に 物 を 敎るを 指南と い へ り、 此 老人、 南 

蠻に て、 知讖有 者と 人に 重 せらる 、者なる ベ し、 しか 

らす は、 國 王に 吿て、 使者 土 產を献 する 事 あた は じ、 

ャ イサク ザル ゥケ  キゥ 

巾 眉の 天子、 IB 人 なれ ば、 正朔 を不， 受、 通路な き 九 

爽、 六蠻、 七戎、 八狄 の外國 まで、 天 地 夭、 人禍 なく 


,  二 四 

を だ やかに して、 無事 を 樂む理 なり、 黄 帝の 代 か堯、 

舜、 禹の 時に、 彼國々 の 天地の け し き、 海上まで も靜 

なりし 事、 古老な どの かた.. y し傳 あ， CS しなるべし、 周 

の盛德 はしら ざれ ども、 海に 大波 あがら ざるに よ-り 

て、 聖人 ある を 知た るな 、文 王 は 諸侯 なれ ども 大德 

ゆ ゑに、 下、 三分が 二、 其 化に 心 服 す、 武王、 大惡を 

亡 し、 衆生 を 安 じ 給 ひ、 周公攝 政して、 化 犬に 行 は る 

ゆ ゑに、 かくの ご ，とし、 

聖 治 章 第 十 

曾-子， 曰、 敢 テ問" 聖人 ズ 德、 其レ無 k 

フル r  一一  力 

加 於 孝， 乎、 

聖人 は 盛德の 名、 神明 不測の 號な り、 時に 順て 大業 を 

立て、 天地と 其德を A せ、 日月と 其 明 を あ は せ、 鬼砷 

と 其 吉凶 を あはせ、 四時と 其 序 を 合せ、 天に 先達て 行 

ふとき は、 天地、 鬼 祌も疆 人に たが はす、 天に 後れて 

行 ふとき は、 聖人 また 天の 時 を 奉 や、 聖人と い へ ど 

も、 五 尺の 身、 方寸の 心.^ は、 衆人と おなじ、 然るに 大ー 


び、 意 を； g して 人に つか ふ れ ば 、面前、 せ、 むせざる 顔！ 

ショク  メンゴ カン シン  ゲン ギヨ ァリ  フク j 

色 あり、 面 後、 廿 心せざる 言語 有、 かくの ごと く の 服 一 

-ジキ n ゥ 3 ゥ 

事、 享用 を受て は、 安樂なら や、 人の 懼心を あつめて 一 

シ ン ヅ カフ  シン リ  クワン ヱッ  ボウツ カフ  一 

親に 事る 時 は、 父母の 心 裏 も 又權悅 す、 c に 事る 時 一 

クワン ギ  一 

は、 神靈 も又懼 喜す とい ミ  一 

是テ以 テ天卞 和-平、 災-害 不. 生セ、 禍-亂 一 

ラニ  テ  クル r ャ  ヲ. 一 

不. 作、 故 明-王 之 以. 孝 治，， 天-下， 也 一 

シノ，  j 

4; レ诋  ■ 一 

サイ カイ  クダ シセゥ V マシメ  シ ッゲッ ヘン ナカ ァメコ ゥズィ 一 

災害 は 天よ. 9 降 生やる 戒 なり、 曰 月の 變、 長雨、 洪冰、 _ 

tiv- リ タイフ ゥ デシ.. 'へ キレキ ヱキ シッ  ツ子  一 

旱、 大風、 地震、 露靂、 疫疾 などな b 、天 道 は 常な. 5、ム 

レイ ヱンシ イン カウ 

災害 は變 なり、 變は 人心の 乖戾、 怨 思、 淫行 等、 天地の： 

メイ ワウ  _ 

氣に 感じて 生す、 明 王の 孝 治に よ て、 人道、 禮義正 一 

力 カク  クヮ  一 

しく 「雅樂 行 はれて 和 すれば、 天地の 氣も 常に 歸 して 一 

サ ルセ ゥゼ  クヮ ラン  チシへ  ミザ チコ ナヘ 

災害 不 k 生な 、禍亂 は 人より な れ 、敎 なく 道行 は 一 

れ ざれば、 人、 利欲 を 事と して、 仁義 を 尊びす、 利に よ！ 

シ ユウな \ フ シ ケィ テイ チヂ ffl  ョク  ん 

る 時 は、 主從、 父子、 兄弟、 伯父 甥の 親し き も、 欲の 心 一 

コゥ ロン， テキ ソ ウセ ゥ  j 

よ. 9. 口論 出來、 爭訟 す、 た. t へ ば、 僧 は 家族 を はなれ？ 


ーッ ジキバ 


田 宅、 財資 をす て 、、樹 -下、 }, ^上、； JJA あ を 修行と する ゆ 

ゑに， 出家と 名づ く、 夫 だに 師弟、 相弟子 爭訟 す、 いは 

ソノホ 力  ジン クヮ  ハナ ハダ 

んゃ其 外 を や、 かくの ごときた ぐ ひ人禍 とい ふ、 甚し 

ければ、 匹夫 は喷嘩 して 兵 に 及び、 大身 は、 君臣、 父 

子、 兄弟、 伯父 甥、 合戰 におよ ぶ、 や 他人 を や、 其 外、 

人の 物を盜 とり、 人の 妻子 をお か し、 追 刹、 剛盜 など 


ジ ン k 


の 人 を 殺す は、 皆、 人禍 なり、 今、 明 王の 政敎平 かにし-一 

て、 人、 仁義 を 尊で 利欲 を 忘る、 ゆ ゑに、 口論、 爭訟の j 

事な し、^ ゃ亂， f や、 故に 禍亂 不レ 作、 明 王、 上 よ り忠ー 

あれとの 敎 はな けれども、 孝の.^ し へ によ. 9 て、 家 ご； 

クヮ  ジン キタイ ラカ  1 

とに 孝子 たれば、 天氣和 七、 人氣 平にして 、災害、 禍亂ー 

なし、 是、 國皆 忠臣と な hN たるな. o、 天地人の 氣、 大にー 

ホウ ワウ ライ ギ  キ リン ィ. デ キリヤ ゥ  d 

和して 淸 明なる 時 は、 鳳凰 來 儀し 麒麟 出、 龜寵、 靈ぁ一 

り、 かくの ごとくの 至極の 治 は、 孝より なること を 知 一 

,5 給 ふ 所、 明 王の 知な り、 天地、 易 簡の善 を 得て、 至德ー 

に 配す る 所な り、 彼 高 明、 廣 大 、主 妙、 深遠の 理を說 一 

て、 大道と いふ 者 は、 すべ て 小道な り、 孝道の 問學に 1 

よる 一 事の み、  一 


詩 云、 有，， 覺 德- 行： 四- 國 順. 之、 


孝 I- 
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孝 g 孝抬聿ぁ^^ 

,9、 故に 一 命 以上 を士 とい へ b  、古 は 諸侯の 士も、 天 

子よ. 0 爵位 を 命せられ しな. C  、今 を 以て みれば、 民 は 

農、 ェ、 商賈 なり、 卿大夫 をのた ま は ざ る は、 君 を 助 

て 、孝德 をな す もの なれば な. 9  、 

故 _ 得：； 百-姓 ズ 準 心，： a 事， せへ 先 君； 

百姓 は國 中の 人な 、卿 大夫士 、心服 し て、 君 を 助て 

孝 治 をな す、 故に 國 中の 權心を 得るな り、 諸侯 も治國 

ゥ チ -シ ブ ン  セ ィ シ  サダ メ  タレ 

の內 は、 自分と して 世子の 定 なし、 天子よ-り 誰 を國主 

と、 命し 給 ふ ベ き な， 9、 諸子 同姓の 中、 人品 次第 なれ 

ヮタ クシ  タツ  デ ドウ ガクモ .\ シュ ギヤ ゥ 

ば、 私に 世子 を 立べ からす、 其う へ 治 道の 學問 修行に 

て も あれば、 大方、 世子た る ベ き 入 も、 諸臣と 相讓て 、 

ともに 君に つか へ 給 ふなり、 生に は 君と いひ、 祭に は 

先君と いへ， 5、 先君の 志を繼 て、 國 中の 惓心を 得る を 

以て 孝と す、 是本、 天子の 御 心なれば 則忠 な り、 かく 

の ごとく なれば、 永く 其國を 有て 祭 配を舉 す、 

ルチハ  テハ  チモ  ンャ チヤ 

治. 家 者 、不， 散 失，， 於 臣- 妾； 而 况 於，， 

妻-子， 乎、 


ニニ 

家に、 卿大 夫、 士、 庶人 大小 を あはせ て 云. 9、e 妾 は 家 

ナ V  + ンニョ  ジ A ァ， -- 

內の 男女な， 5、 仁愛 を 以て つ か ふ 故に 心服す、 妻子 

は、 猶 以て 愛して 敎べ きものな， 9、 主人、 德 あれば 不， 

ィ カラ ，1 

怒 ども 1^ ありて、 妻子、 臣妾 恐る、 もの な 、仁愛に 

な つ き、 德威 に 恐る、 は 、家德 の 本 (J-h.. 、父子 篤く、 兄 

弟睦 く、 夫婦 和げ る は、 家の 肥た るな h- といへ り、 

故-ぎ：； 人 之 懼-心 ー以， 事〕 其 親 一夫 レ 然 

故、 生 則 親 安. 之、 MA 則 鬼 享. 之、 

t ト サ イシ シン セゥ 

人 は 妻子、 臣 妾な.. >  、主人の 父母な れ ば、 一 家の 者し 

チモテ  レイ 

たが はすと いふ 事な けれ ど も、 面ば か b 主人の 令に 

チウ シン  ヨロ  n ン 

したが ふと * 中心より 悅で 誠にした がふと、 大 にか は 

れ. 9、 家内の もの、 主人の 德 愛に 服して、 主人の 愛敬 

する 所 を 愛敬す、 主人の 愛敬す る は 父母 なれば、 令せ 

ざれ ども 父母 を 愛敬す、 他家の 者來 てまで も、 主人の 

德 によ て、 父母 を 愛敬す、 故に、 父母の 目に ふれ、 耳 

に. 聞 所、 よろこばし、 この ゆ ゑ に、 生す る 時 は 親の 心 

マツ  プノ  n ン ライカ ク  キ .>  ン キ シ ン 

安く、 祭る とき は 其魂來 格す、 鬼 は 親の 鬼神、.^、 氣 屈 

して 歸 るな、 り、 虞 氏 云、 凡そ 人、 怒 を ふくみ、 辱 をし の 


せて 其德を 知、 諸侯に 封せられ し こ と あり、 弓の 

カレ n レ  シャゥ 力 

後、 酒宴な ど あ. 9、 彼是 以て 上下 親み 交. 0 て、 其 人品 

を 知 給 ひ、 能 を 賞し、 不足 を敎 へ 給 ひしな り、 諸侯、 弓 

矢の 道に 達すれば、 夷狄 恐れて、 王宮の 干城と な り， 

伯 は 長な hN、 一 國の 長た る德 あるな， 9、 子 は 字 な K 

小人 を！！ す 愛する 也、 男 は 任な 、王の I 事に 任 やと 云 

b、 

故 得！； 萬-軋 之 懼； 化 以_ァ 事；， 其 先 H^; 

大小の 國、 附庸 まで を 合て 極て 數多 故に 萬國と 云、 t 

心 は、 上、 下 を 子の 如 く.， - 給ば、 下 又 上 を 親の， くお 

も ひて、 天下、 食賤 ともに 心服す るな り、 事, 其 先王, と 

は、 父 帝の 神に 事 給 ふ な b 、天に 二の 日な く、 國にニ 

人の 君な き理 なれば、 天子、 大老に な b 給 へ ば 攝政ぁ 

り、 太子 とても、 天子 在世の 間 は、 諸. 臣と まじ は り讓 

りて、 臣の禮 にて 事へ 給 へ り、 崩 じ 給 ひて 三年の 後、 

クラ. H- ヅキ  ゴ ザ イセ  キミ  シン 

位に 即給 へ ば、 御 在世に は 君との たま ひ、 神と な 給 

ひて は 先王との たま ふなり、 大君の 事 なれば、 天下の 

人を來 し、 天下の もの を あつめて、 祭り 給 はんに 不足 

なし、 然れ ども 天下の 人 心 、不. 服 時 は、 先王の 神、 受 

孝 輕 孝 抬章第 九 


給 はす、 たと ひ 事物 は、 時に よりて 省略 ンし給 ひ て も、 

天下の 懼心を 得て 祭.^ 給 は  > 、先王の 神 安 じ 給 ふ ベ 

し、 天子の 永く 天下 を 有て、 祭. お奉じ 給 ふ と、 早く 

天下 を 失て、 祭 を絕と は、 人心の 服、 不服に あり、 故に 

慷心を 得 を 以て、 天子の 孝と し 給 ふな， 5* 

ルテハ  テ トラ  ヲモ  ャ テチャ 

治. 國 者、 不， 敢 侮，， 於鰥 ，寡； 而 况 於，； 

士- 民， 乎、 

鰥寡 を あげて 孤獨を かねたり、 疲癃、 殘疾、 顦 とし 

ッグル  ミナ ソノ ゥチ  ヲヒ / 

て吿 ことなき もの、 皆 其 中に かねたり、 老て 妻な きを 

鰥と 云、 老て 夫な きを 寡と 云、 老て 子な き を獨 とい 

ふ、 幼に して 父な きを 孤と 云て、 皆 天下 の 窮民な h -、 

侮 は、 是を忽 にして、 あはれ みめぐ まざるな 、衬里 

にても、 四民 は、 家な みの 役 をつ とむ る ことな， がた 

リ チウ ャク カイ  ィヱ カズ  ス ィレ 

し、 里 中の 厄介と おもへば、 屋數 にも 不， 入、 人 の あな 

どる 者な， o、 故に 一 人君より めぐみ を たれて、 村里の 

者 あなどら る やうに した まふ な h '、無告の 者 だに 

しかh^、5^ゃ土民の國用を勤め、人を養ふ 者 は、 君の 

愛敬 ふかし、 民 は 人の 本な り、 士は 有德の はじめな 


孝 aj- 孝： sic- 第 九 

史官 出て、 其惡 かくれな し、 

. 孝 治 章 第 九 

昔 者 明-王 乂』 孝 治，， 天-下 一也、 

明王は、知、祌明な^^、孝は、天地、萬物、 一 賞の 理の至 

實な b 、孝 を 以て 天下 を 治む る は、 四海 一 家、 中國 一 

人の 德 治な， 9、 

不，， 敢テ 遺，， 小- 國ズ 而 况ャ於 ァ_ が-侯 

伯-子-男， 乎、 

小 國の臣 は附庸 の臣な b  、公侯 伯 子 男 は 諸侯、 五 等の 

爵な -^、 公侯の 國は皆 方 百 里、 伯 は 七十 里、 子 男 は 五 

イチ ブン  テゥ 

十 里 也、 五十里より すくなき は， 一 分と して 朝す る MJ 

な. 9 がた き 故に、 大國の 侯に 附て、 天子に 達する を附 

庸と云 ふな. 9、 公 一 位、 侯 一 位、 伯 一 位、 子 男 同じく 一 

位 なれば、 四 等 共 云、 此百 里、 七十 里、 五十里 は、 田地 

ばか &を いふな.. >  、山野、 川 澤は外 な b  、百 里 を千乘 

の國 とい ふ、 軍役に _sj. 千乘を 出す、 一 乘に 七十 二人 づ 


二 〇 

、なれば、 七莴ニ 千な b  、他 は、 をして 知べ し、 先王の 

軍役 は、 かろし、 跡に 耕作 も あれざる やうに のこす 事 

なれば、 成人 百 人 ある 里よ 十 人出る にして、 七十 1 1 

萬の 衆 あり、 二十 歲 以下、 男女と もに は、 かぞへ がた 

し、 附庸も 二百 乘、 三百 乘の 不同 あ 、成人 十五 六 萬 

の 衆 あるべき か、. B. 夏 は大國 に て、 諸侯の 國々 よ. 9、 

京都 へ 道路 遠し と い へ ども、 上洛の 人數 す くな く、 

赣、 易簡な 、六 年に 一 度の 來朝 にて、 逗留 もす くな 

ければ、 附庸 とても、 一 分と して、 上洛 ある ベ けれど、 

^役 を かねて、 大國の 諸侯と 平生 親み ある やう に と 

の 事なる べし、 日本 にても、 小身の 诚主、 郡 主、 一 人 I 

タテ  ク .1 

を 立が たき 故、 统本 として 大名の 與に 付が ごとし、 天 

子 は 天地 を 父母と し、 天地に か は- 9 て 土民 を 子と し 

ヲホク n 

給 へ ば、 小 國の臣 とい へ ども、 多の 子を預 け 置 給 ふ、 

故に 其 人品 を 知て 忘れ 給 はす、 况ゃ 五十里 以上 は、 子 

を 預け 給 ふこと 彌 多き ゆ ゑに、 諸侯 を 兄弟と し、 親み 

ジ チウ  n ゥ セィ  n ゥ 

給へ り、 字 注に、 公 は 正な 、公 は 義理に したが ひて 

私な きな， 9、 侯 は 人に 從ひ、 弓の 省に した が ひ、 矢に 

したが ふ、 人、 弓矢の 道に 達する 義な り、 諸侯、 天子に 

朝して は、 射 鰻に よりて 親み 給へ， 9、 古 は 弓 をゐさ 


チウ 力 


b 、今 は絕 たれば 聲 ばか. 9 ぁ て 言葉な し、 中 夏に 

も、 後世 は聲 あ.. >  て 言葉な き樂 あ. 9、 樂章 なけれ ど 

ゲン キゥ セゥ カク チウ  ョク 

も、 紘の宮 、商、 角、 徵、 羽の 五 聲に能 合て、 昔 律 を 吹 ご 

とし、 笙、 笛、 蓽篥 の譜を 唱歌 すれば、 俗の、 うた ひも 

のな どより は、 あく ことなく、 おもしろ きもの なり、 

人 は 動物な り、 善に 動か ざれば 惡に 動き、 雅に吟 ー咏せ 

ざれば 淫 に饊咏 す、 是を 以て 先王、 禮に勸 か し、 樂に 

歌舞せ しめ、 邪穢を 蕩滌 して、 德に 入し めんと な &、 

故に德に導くに禮樂を以てせ..^、禮の本は敬なり、樂 

. の 本 は 和な り、 故あって 和す、 是、 道德の 親み な， 5、 故 

に 和睦す、 、も 

ス-ー チ メ  チ  ルチ 

示. 之以， 好- 惡； 而民知 ，禁、 . 

好惡 は、 上 一 人の 好み 給 ふ は、 仁義 觼智 信の 道な， 5、 

I- み 給 ふ は、 不仁、 不義、 不禮、 不智、 不信の 無道な り、 

示 は 言 を 以て 令す るに あ ら す、 n 月の 天に か 、れる 

がごと し、 日月 言な けれども、 日出て は 起て 勤め、 日 

入て は 休 こと を 知が ごとし、 上の 至善の 德、^ 賤の心 

に 感じて、 禁戒を 知な 、感じて 知 ゆ ゑ に、 衆 も 又 仁 

義を 好みて、 不仁、 不義 を惡め b  、かくの ごとく なれ _ 


ば、 法制 禁令な 

シャゥ ヲァク ィフ バッヲ 

賞、 惡は 謂， 罰 とい へ る は 誤れ 


して 天下 無事な り、 注に、 好 は li , 

アヤ マ  ィフグ シ  フ セゥフ パク 

.  、有 虞 氏 は 不賞不 罰 

とい へ ，9、 是、 至德の 代な， o、 成 湯 は 賞し て 罰せす、 

是、 時 を 知な. 5、 後世 は 賞して 不レ， 罰 時 多 し、 孔子 も、 

直 を あげて、 もろ，/. \- のま がれる を す て 置との たま 

へ h- 、賞罰なら び 行 は、 德 のおと ろ へ たるな- 5 とい へ 

,  卞 モト 

り、 賞罰 を 明に する を 以て 政と する は、 道、 本よ ..^ 行 

はれ ざれば な-^、 孝 を 以て 天下 を 治る 道に あらす、 

詩 曰、 赫-赫 師- 尹、 民 ハ 

セゥガ  ヘン  アキラ サ カン 

小雅節、商山の篱の詩な.=^、赫々は顯かに盛な る 也、 

タ ィ シ  ダイ ゼゥ ダイ ジ ン  ィ .ン シ 

師は 大師、 周の 三 公な h- 、日本の 太 政 大臣な. 9、 尹 氏 

は 其 時 この 重職に 居る 人な b  、天下の 人、 此師 尹の 心 

行 を 見るな， 9、 下 は 上から は 見が たく、 上 を は 下から 

n  、  口 カウ 

は 見やす き ゆ ゑ、 その 心、 其 行か くれ な し、 三 公 だに 

かくの ことし、 や 大君 を や、 惡も、 はやくう つり、 善 

も、 すみやか に烕 す、 上に 立 人 は 、はれが まし き こと 

なり、 其 君の 在世の みに も あらす、 萬々 歲、 言傳 る 者 

なれば 、慎む ベ き義 なり、 秦 の始皇 など 、大君の 威、； i 

にて、 きびしく、 か し、 ふせぎ おれ ど も、 後世、 天の， 
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の 心に、 此 博愛 あ hs とい へど も、 政敎に ほどこさ  >れ 

ば、 廣. く 及ぶ ことなし、 故 1^, 患 樂政敎 を 以て、 あまね 

く 及す を 先 するとい ヘレ.，、 是を 鼓し、 是を 舞し、 民、^ 

化す、 天性の 親愛 を舆 起して、 五倫、 和睦す、 是を其 親 

み を 忘る Z- 事な しとい へ hN、 

亂 (之が ぼ- 義、 ぎ 民 輿 一行，、 . 

德義は 義理な..'、 陳は、 人々 に敎 ざれば、 或は 嘉言、 善 

行 を 書に 記し、 或は 樂章 とするとき は、 閡者、 うた ふ 

者、 義理の 心を舆 起す、 窮屈に かたづ ま. 0 た る 者 も、 

リウ 力 ケィ フゥ キイ  セゥ 力 タクナ ョク シン 

柳 下 惠の風 を 聞て は、 ゆるやかなる 心 生じ、 頑に 欲心 

なる 者 も、 伯 夷の 風 を 聞て は、 いさぎ 能 心 生す るが ご 

とし、 與行は 道の 志 の與 るな hs  、民 だに しかり、 いわ 

んゃ士 大夫を や、 

ス 4  - ーヲノ  チ  ハ 

先. 之以. 敬-譲； 而. 民不. 爭、 . 

先王、 聖知を 忘て、 天位 を 敬た まひ、 常に 公卿、 大夫士 

に讓 て、 己 をす て、 人に したが ひ 給 ひ、 庶 人まで に讓 

て、 諫鼓、 謗 木 を 置 給へ 、故に 百官、 皆、 天職 を 敬て、 

公卿 は 大夫士 にゅづ b へ 大夫士 は 庶 人の 秀才に ゅづ 


Tnr 


り、 たが ひに 問 ！.< を 好みて、 善 を ft< と 同じく す、 故 に 

其 代 は 讓を 知と し、 ゅづら ざる を 恥と す、 路を ゆけ ど 

も、 右 は 女に ゅづ. *^、 左 は 男に ゅづ りて、 男女 ま じ は 

り ゆかす、 男女 も 又、 たが ひ に 讓て禮 あり、 落た る 物 

を ひろ は ざれば、 まして 爭訟の 事な し、 言 を 以て 格 さ 

グゼィ ゥッ タイ  サ キン  ソレ 

.5. れ ども 、虞^の 訟 やみた る は、 先 やれば な b 、夫 知 

の 深く 明なる は、 聖人に しく はなし、 しか る に 公卿、 

大夫士 はいふに 及ばす、 凡 民までに 下りて、 問 こと を 

好み 給 ふ は、 敬讓の 至. 9 なり、 

|£ 之^ぎ- 樂； 而 民 和-鼠、 

人道 は 纏 ある を 以て 尊く、 鱧に よ b て亂れ す、 故に 無 

鱧 を 恥と し、 禮を 知と する 時 は、 戒 ざれ ども 隨讓の 風 

俗と 成りて、 刑罰 を不， 用して 治る も の な b  、感 に、 

吉、 凶、 軍、 賓、 賀の五 あり、 吉は 祭藉な 、凶 は 喪 緩な 

,9、 軍 は 軍法な. 、賓は 主客 往來、 交接の 轄な り、 賀は 

冠 娘の 疆 なり 、日用 常 行、 五倫の 交り、 鱧に 非と 云、 事 

なし、樂に八ーtj曰ぁh^、今、殘h'たるは、糸には箏、琵琶、 

ヮ ゴン  シャゥ フヱ JJ チリ キ ゥチ モノ  タイ n カツ n  ,1 セゥコ t 

和 琴、 竹に は签、 笛、 蓽篥、 打 物 に は 大鼓、？^ 鼓、 鍾鼓、 

カグラ  1- 一シへ ガ クシ ャゥ 

な， 5、 神 樂には 本末の： e 子に 木 も ある 也、 古 は樂章 あ， 


天 を みれば 四 象の み、 四 象 は、 n:*l=;、nli 、！ IK な b-, 是、 

ユウ ヱン  ィ  タ イシ  カウ メ ィ 

天 は 悠遠 なれ ども 易なる が ゆ ゑに、 大始を 知る、 高 明 

にして 萬 物 を 機 育す、 日月、 地 を 去る i 一  萬 五 千里に 

して、 能、 下 土 を 照臨す、 覆 育、 照臨 は 高 明の 德 なり、 

大君、 是に 則と.^ て 位高し とい へど も、 能、 人民 を 親 

みて 人情、 事變を 知り、 下 を 親む、 大君の 德なゲ 、利 は 

サイ ワイ  セゥ 

他の 福な り、 義ょ， 5 生す、 故に 國を 治る 道 は、 義を以 

て 利と し、 , を 以て 利と せす、 地 を 見れば 四 化の み、 

四 化 は 水、 火、 土、 石な り、 是、 地 は 博 厚 なれ ども 簡な 

セ ゥブッ  ノッ 

るが ゆ ゑに、 生物き はまりな し、 大君 これに 刖 と り、 

サイド リ セゥ  フ ユウ タイ ゲフ 

濟度、利生の道ぁh^、 濟度 、消 生の 道 は、 富有、 大業な 

り、 富有、 大業 をな す もの は 人才な り、 故に 王者の、 天 

地の 造化 を 助る 道 は、 資才を あぐる よ..^ 先なる はな 

じ、 順にす る は、 天、 生し、 地、 成、 人、 裁 制して、 各 其 

所 を 得せし むるな り、 

是 sf 其ノ敎 不 .亂ラ 而 成ぜへ 政 不. 亂ラ 

而 治、 

天 地 易 簡の善 を 用 ひて 行な ふゆ ゑに、 其 敎 やすく、 
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，ヅ リゴト  シ， /ヤス シタシ  ズ ナラ 

その 政隨 ひやす し、 知 易き 時 は 親み あり、 故に 不， 粛 

して 成り、 隨 ひやす き 時 は 功 あり、 故に 嚴 ならす して 

チサ マ 

治るな り、 

先主、 見： 敎£ 可，，； 化： 民，. 也、 

t ト ゴ ギヤ ゥ シゥキ パン ブッ  ジ ユン スィ シ セン 

民 は 五行の 秀氣、 萬 物の 靈な り、 純粹、 至善の 天道よ 

り 生じた る 者 なれば、 性 は 皆、 善な り、 今、 不善 をす る 

者、 本く せ なき 馬 を、 下手の 乘 りて 、曲 を 付た るが ご 

とし、 敎能 は、 不善 を 化して、 善と なすべ き 所 を 見 給 

チ シへ  アト  カク ホウ  チ ショヰ 

ふな， 9、 敎も、 跡に なづ み、 格 法に 落て、 地所 位の 至善 

を、 しら ざれば、 行 はれ や、 故に 舊 きを たづ ねて 新 を 

知 を、 師 たるべし といへ， 9、 舊は 古人の 言行な り、 い 

にしへ を師 とす、 新 は 今、 行 ベ き 至善 を 得な り、 古人 

の 跡 をみ て、 其 世の 時 所 位に かな へ る 心 を 知る ベ ひ， 

是 故 ^ お _w 以： 一博-愛 一而 莫. ノ 

サン n ゥ キ ゥケィ タイフ  ジ ボク n ゥビ シ ュゾク 

大君 は、 三 公、 九 卿、 太夫 を 以て、 耳目 口 鼻 手足と し、 

ショ n ゥ ケィ ティ  タミ n  ハク アイ  セン ワウ 

諸侯 を 兄弟と し、 民 を 子と す、 是を 博愛と 云り、 先王 

一一-  一 i ^  ■  III   一   rb 
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るに 、いとまな し、 

三才 章 第 八 

曾 子， 曰、 甚 哉、 孝ズ 大 也、 

世人、 孝 は 唯，、 父母に 事る 道と す、 今、 夫子の 敎を きけ 

ば、 五倫、 皆、 孝なる のみなら す、 五 等の 人の 行 ふ 所 も 

皆、 孝 也、 齊家、 治國 、平 天下 も 孝の 事な り、 故に 孝の 

甚大 なる 事 を、 嘆美して かくいへ h^、 

子 曰、 夫 孝 天之經 也、 地ノ之 義 也、 

t-p  ノ  ナリ 

民 之 行 也、 

ケィギ n ゥ  サン キ 3 ク  カタ チ  ゾノ木 力  イチ 

經義行 は、 天地人の 三 極の 道の 象な り、 其 外 は 孝の 一 

理な り、 天に 在て は 天の 道と なり、 地に 在て は 地の 道 

とな- 5、 人に ありて は、 人の 道と なる、 一 理、 三 極の 道 

となりた る 所の 象な hs  、天地の 大德を 生と 云、 人 は 天 

地の 心 を 以て 心と す、 孝 は 生理の 至實 にして、 天地人 

の 心なり、 經は織 はたの、 たての ごとし、 天地 常 あり、 

I 物 其 中に 造化して 窮な きこと、 橫 ぬきの 入 か はる 


ザゥ 


がごと し、 造 は 無よ 有に 來 hs  、化 は 有よ. 0 無に 歸す 

造化 を なす 者 は 鬼神な . ^、鬼 祌は、 福 善、 禍淫 をつ か 

ワウ n ウノ ソ  コ ゥクヮ  シ ユン  ギ 

さどる、 王侯、 則と りて 功過す、 頓 にす、 義は宜 な，？、 

セィ チヤ ウジ ッソゥ  ナホ 

天道に 受て、 生長、 實藏 をな せ. 5、 猶、 五穀、 草木、 地氣 

のよ ろしき あ. 0-、 行 は 善行な hN、 人 は 動物な り， 動て 

やます、 不 jil は 善行な， 9、 

天-地/一  sf 而 ゅ是レ 跳ー之-ト ノ 

テン ノュク I！ ケン  ミツ カラット メ ス ャマ n レ  ノッ 

天 行 健な， 5、 君子 以て 自 强 て不. 已、 是 これに 則 

とる 也、 天地 を師 とすと い へど も、 道、 本より 人に 固 

有す、 天地の 經 f を 見て、 固有の 性 ひらく る、 民 之；. 仃 

な， 9、 民是 則， 之 等の 民の 字 を 見て、 民 は、 土民、 百 

姓の みに あらざる 事 を 知べ し、 今 を 以て 見れば， 人の. 

字の 意に て、 貴賤 を かねた. 9、 

則 一， 天 之 明 ー既， 地 ど 利！ 以" 天-下 一 

天 は 易 を 以て 知な り、 地 は簡を 以て 能な り、 易簡 にし 

て 至善な， 9、 禮義 立て 無事な り、 民、 口々 に 善に $^り 

て、 自. 不知、 家 ごとに 孝子、 國、 皆、 忠臣た 、五 典、 

十義、 其 中に 行 はる、 是、 大 順な 明は天の知な^^ノ 


こと は、 品 こそ か はれ、 ェ商 にも ある ことなり、 

孝 平 章 第 七 

故 自>}<- 子， 已卞 至，， 于 庶人； 孝 無，， 

終- 始； 而 患 不. 及 者、 未^ 之 有， 也、 

ズ 

アイケ ィ  カタ チ  ゥへ 

孝 は 愛敬の 心な h^、 孝の 字、 愛敬の 象 あり、 上より 見 

ラ ゥシャ  カタ チ  シタ 

れば、 老 者の 子 をいだ ける 象に て 愛な り、 下より 見れ 

ラウ シャ  シゥ 

ば、 子の 老 者に したがへ る 象に して 敬 也、 故に、 孝、 終 

始 なしと は 、愛敬の 心 亡びた る な. 9、 上、 一 人より、 

下、 衆人に いたる まで、 愛敬の 心少 もな く 成て は、 炎 

害いた. T すと 云 事な し、 天子に て、 愛敬の 心 忘れて 禍 

ケッ チウ シン シク ワウ  イマ ダゾ ノホカ 

のいた る は、 架- 紂、 秦 の始皇 などな り、 未、 其 外に も 

ショ n ゥ ケィ タイフ  ケ ンクヮ 

^^.9、 諸侯、 卿大 夫に も 多し、 武士の 咭. 嘩 などして、 は 

ャィパ ヲョブ モノ  ャィ 

つる も、 愛敬の 心. D びて に 及 者 多し、 人 は、 心に 生 

理の德 ある を 以て 人と す、 なく 成 虎狼 心に 成て は 

人に あらや、 故に 天刑 忽ち 及ぶ 者な り、 塞 人、 必然の. 

コ n ン  二 ツボン 

理 をのた まへ， 9、 和漢と もに 古今の ためし 多し、 日本 

ゴ シ ラカハ 

にて、 敬の 道 を 失 ひて、 天下 を 失 ひ 給 へる は、 後 白 川 


ノ キンゴ ダイ ゴ  テン ワウ プ ケ  ホウ.； ァゥ タカ トキ アジ-力. >ケ  ス i 

院、 後醍醐の 天皇、 武家に て は、 北條高 時、 足 利 家の 末、 

ノブ ナカ  ホン ギヤ ク 

な. 9、 信 長 も 敬 を 失 ひて、 反逆 を まねかれ たると いへ 一 


り、 大君の 敬 は、 あなどらざる を 敬と す、 天下の 人、 ひ 

サダメ  ブ レイ  . 

を 察して、 禮式 を定給 ひ、 貴賤と もに 不禮の なきやう 

に、 正敎道 有ば、 人 を あなどら ざるの 敬 あ .9、 みづか 

ら、 人 を あなどり 給 は ざれ ども、 王 代に は、 公家に 諸 

國の士 を あなどら しめ 給 ひ、 武家の 代に は、 錄 本に 諸 

大名の 士を 侮らし め 給 ふ は、 自 あなどり 袷 ふに 千 I 


ヮガ ホン. 


倍せ り、 武士 もまた 我 本 生なる 事 を わすれて、 民間の 

士を、 百姓と て あなどれ， 9、 是を、 士の鱧 儀 を 失て、 敎 

なきと 云 也、 孝 を 以て 天下 を 治る 道に あらす、 故に 末 

一』 タイ  ョ  ランセ ィ ナリ テ ホイ ウレへ 

數 代つ >  くべき 代 もつ いか や、 亂 世と 成て、 大 なる 憂 

子孫に 及べ， 9、 誠に 塞 言た が はす、 曰 本の 王者 は 深き 

テ ン セ ウタ イジ .V グゥ ゴシ ソン 

ゆ ゑ あ hv  、天 照 太 神宮の 御子 孫に て 、神武 帝、 大和 國， 

に都建給ひしょh^、千歲ぅごきなかh^し御^ な れど 

サ ホウ， テ キ  プ シン キヨ モリ 

も、 人 を あなどり 給 ふ 作法 出來 て、 ほどなく 武臣 淸盛 

に 威 をう ば、 れ、 賴朝權 を R てよ. 9、 終に 天下 V： 失 ひ 

ワク ブン  ナ クシ ゥシ  ウレへ ザル ヲョバ 

給へ， 9、 事 は 或 問に 見えたり、 孝 無 „ 終始して 憂不. 及 

者 は あら じの 聖言、 錢 にかげ を 移す が 如し \ 天子、 大 

極 だに しか， 5、J^ や 士庶人 は、 古今の ためし、 かぞ ふ， 


孝 Si 孝 平 韋第七 


五 
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四 


に 雨 降 ざれば、 池に たく はへ たる 水 を かけて 植、 川が 

/-h^は井水をかけて极付す、六月雷雨の時節な，<^、夕 

立 を 以て、 植付た る 田 を 養 ふ 時な り、 山澤の 政な けれ 

ユウ タチ  *i ゾン  メイ サン タイ タク ホウ 

ば、夕立せざる所ぁh^て、曰損す、故に名山、大澤は封 

せざる 事 あり、 七月 は、 天地 否の 月に て、 雨 ふらす、 俗 

に 七月の 穀 からしと 云へ， 5、 地 高なる 田 は、 山 田の 池 

水の みに て、 水す くなければ、 七月の 旱に あはざる 前 

に、 六月 中 七月 へ か、， 5 熟して、 七月 中 八月 へ か/ -h- 

て莉 取る 早稻を 作る 也、 地 低なる 田 は、 濕地 にて、 下 

地に 潤 も あ b  、水が/ -.y も 多ければ、 取實 多き 晚稻 を 

植て、 秋の 末よ..^ 冬 へ か z-b て I 別 取な hs、 年に より、 

サ.. -ダ レ  ィ タツ 

五月雨 も ふら や、 夕立 も すくなく、 七月に 至て 却て 大 

ァ メフリ n ゥズ. 1  ヘン  タ カタ  ィ ケミヅ 

雨 降、 洪水す る To ある は變 なり、 高 田の 池 水 すくなき 

は、 n 損す、 低 田 も 水 か 、 ，9 ならざる は、 取實 すくな 

し、 國は國 君の 力、 天下 は 大君の 力なら では、 民の 分 

にて は、 全く 地 利 を 得る こと あた はざる 事 あ- 9， 畠 物 

も、 S 、梁、 麥、 稗、 黍稷 等、 各よ ろしき 地 あり、 心 を 用 

ひて 栽植 する は、 地の利に よる &、 木 も 土地に 相應ぁ 

り、 地餘 h- あらば 植 置て、 子孫の 餘慶 とすべし、 他人 

にても、 前人の なし 置し 物、 己が 用と 成 事 多し、 我 も，， ， 


又、 後人の 爲 になる こと を、 なし S べし、 您 じて 名物 

は、 地氣 のしから しむるな り、 

謹： 身 節レ 用" 

n ウギ  ハット  - .1 ビヤ ゥ チ ァシ タッシ ャ 

公儀 を 恐て 法度 を 守り、 身、 無病に 手足、 達者なる や 

ィャゥ シャゥ  n トウ テナ 

うに 養生す る 事、 第 一 なり、 身 を 頃む 事 は、 五 等 同じ 

けれど *p  、取 分、 iai 人 は、 力 を 以て 親 を 養 ふ 者 なれば • 

身の 達者 を 本と す、 又、 庶人 は、 下に 居て、 人に かろし 

ナン 

めら るれ 《i 、誰に も あ ひ to» すし、 こと は ざに も、 よは 

プ  ィ ャゥ 

きもの 步に とらる /^とい へ. 9、 用 を 節する こと は、 五 

等 同じ けれども. 取 分、 庶人 は、 定 りたる 祿 なければ、 

能 心 を 用 ひざれば、 用 不足に て、 父母の 養 ひも 乏しき 

ゆ ゑに、 かくの たまへ h -、 

養 一 父 母ー此 人 之 *r 也、 

士  i 上は祿 あれば、 養 ふ 事 は 云に 不. 及、 故に、 庶 人の 

孝に のみ、 養 ふと、 のた まへ り、 謹. S 身 は 父母の 心お 

養 ふなり、 節， 用 はロ體 を 養 ふなり、 庶人は 農工 商な 

n ゥ  ワウ ライ  ユウ ブ 

り、 居ながら の 職人 をェと 云、 往^して 有無 を 通す る 

を 商と 云、 農 を 本 民と す、 天の 道 を 用 ひ、 地の利に 因ノ 


る は.^ 所 生 をけ がすな， 9、  士は 士君子と て、 文武 ある 

稱 な，. y  、しかるに、 文 道に くらく、 武道に も不 は、 

何 をして、 そだち けんと、 父祖の 家風まで 人に おも は 

る 、は、 眼前の 父祖 を も、 はづ かしむ るな り、 故に 夙 

に與、 夜に 寢て、 問學、 諸藝を 以て 心がけ、 其 身 善人と 

成て、 家に 稱 せられ、 國に用 ひらる  >- を、 士の 孝と す、 

シ ャゥガ シャ ゥヱン 

詩 は 小雅、 小 宛の 篇 な- 9、 
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ザ、 


用，， 天 之 道： 因，， 地 之 利 

天道の 時節 を能考 へ 、 地の 五穀に よろしき 利に した 

が ひ、 農業に おこたらざる 也、 天下の 事 は 農業よ 大な 

る はなし、 時に 先達て 用意し、 時に おくれす して 稱蒔 

植る者 なれば、 いにしへの ii.: 主、 民に 時 をさづ くる 事 

を、 政の 第一 とし 給へ.^、 上古 は曆 なし、 天文の 官、 高 

き屋に 居て、 晝夜、 天氣 をう か 3- へり、 十 一 月 幾 日の 

何時より、 一 陽來復 す、 冬至な り、 それよ. 0 塞に 入日 

ジ リヅシ ユン ジッシ チウ シ ユン リプカ ゲ シ シゥ フン シ シ ド ィャゥ 

時、 立 まの 日時、 仲 春、 立夏、 夏至、 秋分、 四時 土用、 月 

々の 節 等、 空に 氣を 見て、 天下 四方の 國々 に 命 4^ す、 


匳郵 して 命 を 傅る こと は、 古へ は、 此 事より 外 は、 な 


プン カク 


か， 0 し 也、 能、 治りた る しるしな り、 道學 ありて 問學 

テン フン キイ ャゥ  コ ノン ,1 オボ  n  ノ クワン j 

廣く、 天文に 器用に て、 好て 見覺 えたる 人 を、 此官に 

用 ひられたり、 帝堯の 時、 羲氏、 和 氏 を 四方に 匱て、 氣 

マツリ ゴ. r 

をう か  >  はしめ 給 ひし も、 民に 時 をさづ くる 政 あ h'l 

此 時分より、 もはや 此官に 居る 人、 稀な しと 見えた 

h- 、上より 命じ 給 ふば かりにて はなら す、 其 身 天然と 

好 者 を 用 ひられたり、 好 は 器用 なれば なり、 如 期 稀に 

て は、 此宦に 置 人な からむ、 しからば 農 if も 時 を あや 

まる ベ しとて、 大舜、 據璣、 玉衡を 作り 給 ひて、 曆を命 

じ 給へ h- 、是 より 後 は、 "牛 人 にても、 此暦算 ，たに 傳受 

すれば、 曆を 作る 事の なるやう にし 給へ り， 是、 聖人、 

シン メイ チ  ヨルト ハ  二  チキ テ ノ，， -、. jn  p シ イトコ 口 

祌 明の 知な，.^、 因 = 地 之 利， は、 地義、 各、 宜 所 ある を 

ヮセタ ナ カタ ヲ クタ  チ タカ  ヮ 

利と 云、 田に 早 田、 中 田、 晚田ぁ .9、 地 高なる 田 は、 早 

セ ナカ テ  チ t  チタ テ  ハヤ ナカ 

稻中稻 に 宜し、 地 低くなる 田 は、 晚稻に 宜し、 早 中 

晚の 中に も 種々 あ 、古老の いひ 傅 あ hv  、自身の 作 

覺ぁ^'、國にょりてかはるも有、先、天の^5|を用て、地 

の 利 を はかる に、 五月 は、 さみだれ とて、 雨の 降 時節 

なり、 此 雨水 を 用 ひて、 あまねく、 田に 稻を 植付るな 

ゥへ  ト シ  ジ ブ •> 

,9、 所に よりて 四月より is る も あり、 年に より、 時分, 
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ァ レ  キヤウ コ 、 

有ば、 其國 にも 害に、 其 家に も 凶な， 9、 此に は、 天子の 

三 公、 卿大夫 をのた.？ * ひて、 諸侯の 卿 大夫を 其 中に か 

ィ ロク セイジ  +1 

ね 給へ り、 位祿、 政事、 大小 あれ ども、 職分 は 同じ、 君、 

イツ. ジン ッ カフ  ダウ リ シ -コク 

一 人に 事る を 以て 孝との たま ふ、 道理 至極な 

士章 第五 

資， 於 事パ乂 以 事. 母 而 愛 同、 資， 於 

事， 夂 以 事. 君 而 敬 同、 故 母 取，， 其 

チ  クー 一 ハルノ チタ ルチ  ハナ リ 

愛， 而君 取， 其 敬： 兼. 之 者 父^ 

ッ カフ マツ  テン 子ン アイケ ィ  アイ コト 

父に 寧る に發 する 天然の 愛敬、 母に は 愛、 事 を 用 ひて 

敬存 す、 君に は 敬、 事 を 用 ひて 愛存 す、 父に は 愛敬な 

らび行 はる、、 ひ ありて 左讓 なる にあら す、 心の 紳通、 

ミヤ ウイ ャゥ シゼン 

妙 用、 自然にし か h -、 

故 以ー孝 事. 君 則 忠、 以. 敬， 事. 長 則 

#忠 順 不一 失 以¥ 「其 上： 然 後 能 


nil  一  二 

保！， 其， 爵-祿 一而 守 k へ 祭- 祀ー蓋 士 之 

孝 也、 . 

シン ッカ 7  ，プ  キ I  *  I  h  }  C* 

親に 事る の 孝、 君に 事へ て忠 となる 兄に 事る の 敬， 

「タ n  、口  一一  タウ 

長に 事へ て は 順と なる、 二心な く 二道な し、 忠臣 は 孝 

子の s: に 出る と 云、 是なト く 故に 忠臣なら ざる は 孝子 

にあら す、 若、 利祿 のために、 外、 忠_贿 をな すは忠 傾に 

カタ チヲ ナジタ 

あらや、 失 ひたるな り、 君子、 小人、 形 同 して 心異 

ナンニ  3  ゴ タツ タウ 

な hs  、貴賤、 男女、 君子、 小人 共に、 五 達 道に よらす と 

n ト  ム i  ホカ  * 

いふ 事；：？ し、 故に 無事のと き、 外より 見た る 所 は さ 

トシ サム ゥ  シ 

のみ か はらす、 年 寒して 松柏 を 知、 國 みだれて 忠臣 を 

知と い へり、 變に あは ざれば、 孝子、 忠臣と もに 知が 

たし、 然れ ども 天地 、鬼神 は あざむかれす、 孝悌の § 

ズゥ シ.^ ゝ  タモゾ 

を不 k 失して 國に つかへ、 忠頗 なる 時 は、 其爵祿 を 保 

ザ タヤ サ  k 

て、 其 父^ 先祖の 祭 を不， 絕は士 の 孝な り， 

詩-云 ズ" -輿 * 夜 寐#. 忝- 爾 所 生； 

は を" SV る 所 也、 父母、 先祖、 天地、 大虛 なり、 

/ ジ ユン スノ， ノシ セン  ム マレ キ タツ ： , 

天道 は 純粹、 至善な b  、其 中よ. 9 生来て、 善人なら ざ 


非， 先-王 之 德- 行： 不， 敢 行： 

ィュシ へ  キヤウ ャキサ ホウ  ケィ クン ホウ 

古 を 師 として、 道 ある 行跡 作法な b  、繼 君、 法 と. 9、 

t ャク クワン ブ ンガク  コト  スセ チコ ナイ 

百官、 問學 する 家 なれば、 言み だり に不， 發、 行み だ 

ケィ  アキラ 力 

に勸 かす、 かなら やよ る 所 あ 、娘 は 善 を 明に し， 

タイフ  タス ケス * ム シ 3 クプン 

理を 明に して、 大夫は 人 を 助 進る 職分な り、 すべて 

ケン  ノウ  ケィ タイフ 

賢 をす め、 能 を 達する を卿大 夫と いへ り、 

是 故 NC 法 _ -不. 言 ぼ 一道- 不. 行" 口-無〕 

擇 言 一身 無 1 擇 行； 言 満，， 天-下 一 無，， nf 

チ  テ  -ーシ t マル •  r 

過； 行 満，， 天-下； 無，， 怨 惡； 

テン シ  Tt ヮタ クシ 

天子の 卿大 夫、 諸侯、 百官、 天下の 人に 逢て 私の 事な 

し、 いふべき は 公事の み、 是法 にあら ざれば 不 ，言 な 

n ウジ  タメ  サテ  ヮザ 

り、 行事 は、 君の 爲、 天下の ため、^ は 文武の 業な. 5、 

ザル f  ゲン カウ  スゥキ 

是道 にあら ざれば 不 A 仃 な h- 、言行 は、 君子の 揠 機な 

へッ ヱイ ショク シュ  n レ クチ ヨシ ミ 

り， 樞 機の 發は榮 辱の 主な り、 是ロ好 を 出し、 兵 をお こ 

す、 君子の 愼 所 なり、 えらびす て そしるべき 言行 

-.-チ アヤ マチ  ヱン 

なければ、 天下に 満て 過な く、 人の 怨惡を 取 なし、 


言 は 心の 察な h -、. U 心より 出る もの は 仁 言 i-h . り 、 行 よ 

ゥゴ ク  ァ f マチ 

、5 の 動な 、仁心よ. 9 動く もの は 仁 行なり、 たと ひ 過 

ぁ.9とても、仁者の過なれば、人、感心する事ぁ.，^て、 

怨惡 する 事な し、 

三  >,歡 ，矣 、然ク 後-能  >1 其〉 1$ 廟 f 蓋. V 

卿 大夫之 #リ 也、 

服、 言、 行の 三の もの、 道に かな ふ 時 は、 長く 其 家 を 保 

ソゥ ビヤ ゥ  タヤ 

て、 父母 先祖の 宗廟 を 守 b- 、祭祀 を絕す ことなし、 中 

H ゥ チイ ハク ソゥ ソン  ビヤ ゥ ボウ  ジン ボウイ マスト nn 

江 氏 云、 宗は 尊な. y 、廟 は貌な b 、先祖の 尊 貌の在 所 

な b 、曾 子の、 君子、 道に 貴ぶ 所の もの 三と い へる こ. 

シ タイフ  シ ユイ ャゥ 

と、 士大 夫の 德 行の 受 用な b 、事 は、 それぐ の 役人 

あれば、 時に あたりて、 たづね 問て 可な h -、 

詩 曰、 夙夜 匪. 懈、 事， 一-人 一 . 

大雅、 民の 篇の詩 也、 一 人 は、 君 一 人 也、 寤て も寐て 

キミ イク ジン  n、D ホ カナシ タ 子ン  ゼン タメ • 

も 君 一 人に 忠ぁ b  、心の 外 無  <  他念, な， 9、 全體の 精神、 

君に あ て、 私の 威勢 を 思 はや、 是、 卿大 夫の 德 行の 

第 一 也、 家老、 大臣に は 威勢、 付 能 ものな り、 私の 威勢 一 


孝 錢 敏大夫 聿第四 
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きに も、 危地に して 戒懼 ふかき 人情 時勢 あ hs  、諸侯，. 

善に して 懼 ふかき は 道な き 世の 事な. 9、 大君の恥^^« 

ジ ドウ  ワク ブン  ム マレ 

れば、 治 道に 志 あらん 大君の ため 121 問に 論す、 生な 

ジャゥ r-?  »  r  r 


力 

イカ クヮ J 


らの. 上賵 は、 しろしめしが たき 人 isllf あり、 大學 

ブン  シャゥ ガジャ 1. ノ ビン 

問に ものせ た h>  、詩 は 小雅小 旻の篇 なり、 


卿 大夫章 第 四 


セ 


非， 先主 之 法-服； 不， 敢 服； 

法服 は、 隨義 備れる 服な， 9、 禮義備 はる 時 は、 易簡に 

しい やしから す、 質素に して、 っゐぇ すくなき 者な， 9， 

衣服 は 人身の 文章に して、 鱧義の あら はる 、所 &、 人 

ドウ ビ  n レ セン ワウ  ナゴリ  へャリ 

道の 美な h>  、是、 先王の 法服の 名殘 なり、. 世間の 時 行 

もの、 なら ひもて ゆけば、 禮康 粗暴に なりて、 風俗い 

クヮビ  クヮビ  カズ ヲホク 

やしく、 却て 過 美になる ものな， o、 過 美 なれば 數多 な 

b て易簡 ならす、 次第に 士庶、 貧 する ものな り、 如- 

斯の 人情 を 知て、 卿大 夫の 家に 古法 を 守て、 時の 費に 1 


フク no ドウ 


うつらす、 卿大夫 は、 萬 事 古風に 公道なる をお し ゑ、 

民 を 安す る 事 を 職分と する 家 なれば なり、 しか れ ば！ 


5 

とて、 時に あはざる 事 を、 かたくなに 守る に は 非す、 

世の中、 五十 年に 小變 し、 五 百年に 大變 す、 されば、 昔 

の 事、 全く 用 ひられざる ものな り、 いにし へ を 守りて 

能事 あ b 、よからざる 事 あり、 衣服 を あげて、 文武の 

道具、 屋作、 家財 等 を 其 中に ふくみた る 也、 く はしき 

事 は 或 問に 見えたり、  • 

非， 先主 之 法-一 艮 不，， 敢ノ 一一 一口"： 

言葉 も、 むかしの は 文字に も 道理に も あた b  、俗の 時 

行詞、 夷 中 のかた 言な ど 、ひろ ごり て、 しらすく い 

やしくな り もて ゆく ものな， 0  、往来の 書簡 も、 昔の は 

易簡 にて 事 達せり、 俗にした が ひゆけば、 無用の 文 言 

多く  、文體 い ゃしくな..^ ゆ く 事 あり、 言葉 も 文 章 も、 

古法の 馥義 正しき を不. 失 を 法 言と 言な 、古家、 遺 俗 

流 風、 善政 存 する もの あ と は、 卿大 夫の 世々 にして 

古き 家 ある を 言な， 9、 言葉、 文章 、衣服、 道具 等 正しき 

を 用 ゆる は、 士も 同じ 事 なれ ども、 士は入 か はる 事 あ 

れば、 他の あやま リ になら ひな どして、 失 ひやす し、 

故に 大臣の 家のう ごかざる を 手本と する 也、 


ザ ルレ  ナガ 

1 人の 橋なければ、 滿て不 なり、 く はしき 事 は 長 

/、  ワク ブン 

々しければ、 或 問に 論す、 

メ  ルハ カラ  ナリ  クル  テテ  ルハ 

高 而 不. 危、 所 「，以 長 守 JIT 満 而 不. 

レ  ナリ クルチ 

溢、 所お 長 守 釜、 ， 

クダ 

諸侯 は 其國に 君と して 位高し、 高き 者 は かなら す 下 

る 勢 あり、 危地 なれ ども、 謙德を 養て 賢才に 下り、 匹 

夫の 言 にても、 善 なれば 好し、 可に 當るを 用 ひ 給へば 

人情 事 變に應 じて、 長く 貴 を 守， 9 給 ふなり、 一 國の五 

コ クザィ ホウ  クニ タミ  シ ョク ィャゥ 

穀財 寳満れ ども、 國人 と共にして 私欲の 用少 ければ、 

民と 共に 樂て あぶれす、 故に 長く 富 をた もち 給 ふな 

富 貴 不， 離，， 其 身，： 然ざ 能， 保 一， せへ 社- 

稷 一而  和 I 其. 民-人 f 蓋 諸-侯 之 孝 也、 

キミ ィャゥ  ケン トク  タツ トキ 

國君、 富貴 を はなれて は 君の 用な し、 謙德を 以て 食 を 

ジ • ーセィ  ト i 々モ羊 

保ち、 仁政 を 以て 富 を 保て、 富貴、 其 身 を はなれす、. 故 

に 君の 天命 長 じ、 其國 土の 紳を 祭りて 社と し、 五穀の 

孝 お $1 侯 隼 第三 


神 を祀 りて 稷と す、 人民 を 養 ふ は 土地と 五穀な り、 君 

は 人民 有に よりて 君な り、 人民の はなる 時 は獨夫 

タモツ シャシ ョク タモツ  タモツ 

な，.^、 故に 其 國を有 を、 社稷 を 保と 云り、 社稷 を 保 こ 

と は 民人 を や はらぐ るに あ-^、 和と は 人民の 心 を 得 

るな. 9、 上、 父母た るの 誠 あれば、 下、 子の ごとくなる 

實有、 人民と つ ^きたる 時 は、 士 以上 を 人と いひ、 庶 

ジ ン ミン  ゾレ  タカ ラ飞ッ 

人 を 民と いふな. 5、 夫 諸侯の S  一一、 土地、 人民、 政事と 

い へ り、 政の 中に おし へ あり、 學 校の 政と も 云り， 政 

敎 よく、 人民 や はらぎ、 ながく 其 土地 を 保て 先君に つ 

かへ たま ふ は、 諸侯の 孝な-.^ • 

-ーク  トメ クム ガ  一一  シムガ 

詩 云、 戰-戰 兢-兢 、如. 臨，， 深-淵； 如. 履，， 

薄-氷 一 

深淵に のぞみ、 薄氷 を 踏 時 は、 懼愼の 外、 他念な し、 5^ 

キ チ  セン， キヤウ イマ，；，. メ  ヱキ • 

侯、 富贵 なれ ども、 危地 なれば 、職 競の 戒 あり 易の 

乾の 九 三 も、 下の 上に て 諸侯の 位 なれば、 戒有、 1511 

ともに 戒愼 懼 あらす とい ふこと なけれ ども、 取 分 

諸侯に 重し、 戒懼 して 長く 國を 保て 子孫に 傳 へ 、先祖 

父母の 祭祀に 奉す る を 孝と す、 天下、 道 あるに も 道な 


孝 ss 譫侯章 第三 

德は必 、其 毒 を 得と いへ り、 

諸侯 章 第三 

チ II  レ パラメ  * ラ 

居. 上不. 驕、 高 而不. 危、 . 

諸侯 は 一 國の 上に 居て、 國の 主、 四海 j 國、 皆臣 な， 9、 

イツ n ク  テ ホイ  カレ n レ 

民な. 9、 おそる ベ きものな し、 一 國の 富、 大な， o、 彼是 

チゴリ  サ イチ  チゴ  シモ 

以て 驗 易し、 或は 才智に 奢り、 或は 年に 奢りて、 下の 

諫を いれす、 されば 一 國の 才智 を 用て、 一 國を 治む る 

ヮガ サイ ジ マ ン  ァリ  セィ 

道 を しらす、 我才 に自满 して、 我智 有と する ^は、 改 

レイ  1 一 ンジャ ウジへ ン  クラ 丰 

令に いたりて、 人情 事錢 にも どる 事 あ hN  、位 に 驕り、 

富に おご h '、智 にお ごる、 此三 有と き は、 國、 長久なら 

やして 危く、 諸侯の 大 不孝な り、 故に 公侯の 孝なる は 

n ク チウ ラウ ジン ゥ ガク サ. 1 チ 

其 位に おらす して、 國 中の 老人、 有學 、才智に くだり 

て 問 こと を 好み、 人情 事變に 通じて 政 敎を行 時 は、 位 

高 けれども 不， 危の 道な り、 

制 節 lik  、满 而 不. 溢、 

制 節 は、 ！ 國の貢物を用る法なh^、謹J5^-は、 在 國の諸 


侯の、 行義、 作法、 港 ある 事を愼 む. なり、 いにしへ は 1 

1 國を 以て 一人に あたへ す、 一 人 を 以て 一 國を. か" し； 

む、 故に 一 國の 富、 大な， 9 とい へど も、 國 i の爲、 民の 爲 

モチ t  ョク n  、口 ザ レモ チ t ザ ti  *s ラ モノ ゥンキ  メ 

に 用ん とすれば、 能 心 を不. 用 は不. 足 者 也、 運氣に て 一 

或は 旱、 或は 風水 等の 損 毛 あ hv  、其 時に 國_ 中のう ゑ ざ 一 

る貯 あ， 9、 又 夷狄の 難に 備へぁ hs、 兵 を 用る に は、 % 

米 多から ざれば、 內、 堅固なら や、 兵、 強から す、 國中ー 

に は 毎年、 井、 川、 池 i  、船、 橋、 路次 等の 普請 あり、 百 

官の屋 、町民の 屋の 破損 あ. 5、 山澤の あれす、 は 木の" 

ォホク  セ， 1 ホウ  シカ マチ ザ. r/- ク ハナン  ビン ボウ 

多なる 制 法 あ. y  、士 家、 町、 在々 火難の 備ぁ， 5、 貧乏の 一 

すくひ、諸官|^?職の役衝、冠婚喪祭の用、大學小學のー 

領、 王 都の 勸、 隣國の 交、 其 外 不時の 用 多ければ、 き  1^ 一 

心に て は、 一 國の富 も 足が たし、 故に 公の 一 年の 藏入ー 

を 四に して、 三 を 以て 諸 用 を 調へ、 一 を貯 とす、 是 則け 一 

天道の 四時に 則と る ものな り、 春 生し 夏 長し、 秋實の 一 

ち冬藏 すの 道な. 5、 三尔 積で 一 年の 年！！ 貝 あ b- 、九 年 積； 

で 三年の たく は へ あ- 9、 三十 年 積で 十 年の 用 あり、 三 一 

十 年 を：^ と 云、 此 通なければ、 水旱、 風 火、 兵事の 備へ全 一 

から や、 是制 節の 第 一 なり、 j 國の富 は 大な. o、 其 上 一 

に 如. 此 たく は へ あり とい へ ども、 民 と共にして、 君 パ 


愛-敬 、盡ニ 於 事. 親、 

其 親 を 愛敬す といへ ども、 天下に 一 人 も、 にくみ、 あ 

などる 人 ある 時 は、 愛敬の 全 を 極た るに 非 や、 盡 とい 

ひがたし、 天地の 化育 を 助く ぶ ~ 道に 非す、 善 を 好して" 

不能 をめ ぐみ 給 ふ は、 大君の 親に 事へ 給 ふに 盡 すの 

愛敬な..^、 大君 は 天下の 父母たり、 人の を 愛すれ 

ば、 愛の 實 あり、 實の備 は 子の 田 宅、 飮食、 衣服 等な h -、 

此備 を、 はからす して、 た  > に 子 を 愛する は、 犬馬 を 

愛する がごと し、 犬 -itT だに 養 ふ ベ き 物 あ h -、 人君、 土 

民 を 愛し 給 へ ば、 愛の 實ぁ， 9、 實は 仁政， な り， 仁政 中 

•V: ンパタ ゴ コク ソゥマ サン リン センチ ギヨ チウ ギゥバ 

の備 は、 田 畠、 五穀、 桑 麻 、山林、 川 池、 魚 鳥、 牛馬 等の 

テ 、ヒ  ックス  ツマ ビラ 力 

政 あり、 仁政 大 ならでは、 愛敬 盡と いひが たし、 審な 

る 事 は 或 問に 見えた 

而 ぼ- 敎 加： 於 百-姓へ 刑 r 於. 四-海； 蓋 

天-子 之 孝 也、 

大君 は、 天下 第一 の 位に 在して 高ければ 德、 不德、 善、 

不善 かくれな し、 德 あれば、 自然と 感じて 敎と成 もの 

孝 夭 隼 第二 


なり、 其 上に、 政敎、 法式、 時の 中に かなへば、 天下の 

ヒャク 々ィ ヒャ クミン  チウ n ク タ i 

風に なびく が 如し、 百姓 は 百 民な， 9、 中國の 民な. 9、 

昔 は 日本 も 農兵に て、 士、 民間に あり、 今の 國主、 郡 主 

ザ ィ、、 、ャゥ  トク カウ ヒャク クヮシ シショ ジン 

まで 昔の 百姓 也、 故に 在 名 あり、 德敎、 百官、 士庶 人に 

及 也、 四海 は、 東西南北の、 藉義 にう とき 國な り、 各な 

らは せる 風俗 有， しひて 数へ やとい へど も、 德澤に 潤 

はすと 云 事な し、 風 をのみ 尊信し した へ ば、 令せ ざれ 

ども 自然に 化する を 刑と ると 云な. 9、 船 車の いたる 

所、 人力の 通 やる 所、 天の 覆 所、 地の 戴る 所、 日月の 照 

す 所、 霜 露の 墮る 所、 凡、 血氣 ある 者 は、 尊信せ すと 云 

事な し、 是 を德敎 加， 於 百姓； 刑， 於 四海， と 云な， o、 天子 

の 孝の 至. y 也、 

甫- 刑-曰" 一 人 有. 慶、 兆-民 賴 一之、 

上、 一 人なり、慶は善な..^、福な，5、善ぁ.0て福を得る、 

是 眞の悅 びな り、 上、 一 人、 天下の 父母た る善德 あれ 

ムマ ツキ  テン メイ  マタ， ，（\  メイ ヲ モン ジ 

ば、 生れ 付 給 ふ 天命の 上に、 亦々、 天より 命 を 重 給 ひ 

て、 福 かぎりなし、 天下 億兆の 人民、 子々 孫々、 道 ある 

チ * セィ  n レ  >ー ゥ ミン ル  シ ユン  タイ カウ 

治世に 住て 安樂な， 9  、 是 兆民 頼. 之 也 、舜 は、 それ 大孝 

成 か、 德、 塞， 人たり、 奪、 天子たり、 富、 四海の 內を 有、 大 

•  七 
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し、 鶴 鳴て、 起て、 孳々 として 善 をす る もの は、 舜の徒 

な hs と、 善 は、 五倫の 交 hv に 道 ある を大 なりと す、 父 

子 親 あり、 君臣 義 あ.. >  、男女 別 あり、 長幼 序 あ.. >  、朋友 

信 あり、 是を五 典と 云、 わかちて い へば、 父 は 慈に、 子 

は 孝、 君 は 仁に、 臣は忠 、夫 は 和 儀に、 婦は 貞頓、 兄 は 

ジ ウギ 

愛、 弟 は悌、 朋友た が ひに 信 あり、 是を 十義と 云、 孝の 

テゥリ  ホカ 

條理な 、同じく 五 典、 十義を 行へ ども、 心、 外に 向 ふ 

時 は、 明々 德の 功と ならす、 眞の 善に あらす、 心、 內に 

向 ふ 時 は、 五 典、 十義は 云に 及ばす、 六藝の 遊に 至る 

まで、 明々 德の 功と 成て 善行な たと へば、 路 次に 

て 朋友に 逢て、 彼は步 行、 我 は 馬 なれば、 下 す、 むづ 

かしながら 下； lil- すると 思 ふ は、 外に 向た る 心な b  、德 

をつ むの 善行なら す、 人道 は疆 ある を 以て 尊し 、藉 を 

行 は 善行 なれば、 善 をす る を樂て 下馬す る 時 は、 積德 

の 功と 成な-. y  、日々 に 事々 に 如， 此心を 用 ゐる時 は、 德 

つも b- て 名 を 成 ものな b  、他 は をして 知べ し、 身 を 立 

るに 終る のかぎ h> なき 善行 は、 受 用の 人、 知べ し、 

二 クン ャフ r  テベ  ム ノ チ 

大 雅 ほ 無. 念，， 爾 祖； 聿 厥 德： 

爾の祖 は、 人々 の祖 なり、 人々 の祖 は、 大虚、 天地、 先 


六  . 

祖、父母な.^'、大虚は天地を：^;^じ、 天地、 先祖 を 生し、 

先祖、 父母 を： ijj し、 父母、 我 を 生す、 天地 は 人の 大 組な 

、天地 は 生々 を 以て 心と す、 人 は 天地の 心 を 以て 心 

ゾノ トク  ジ ン ジ ヲ n ナフ 

とす、故に厥德は孝な，.^、孝德を身に條め、人事に行 

を 孝子、 孝 孫と す、 人心の 靈、 父母 を 思 はやと 云 事な 

し、 祖を思 はやとい ふ 事な し、 本 をお も ひ 本に 報す る 

は 孝 也、 我 性 命 身體、 父母 先祖に 受 たれば 也、 大雅は 

文 王の 篇の詩 也、 

天子 章 第二 

t あ (氣 者^-, 敢テ 惡，， 於 人 一敬. 氣者、 不__- 

テラ  チ  一 

敢 慢， 於 人； 

親 を 愛する 者 は、 心の 德 愛也、 五倫に をる て 二心な く 

二道な し、 故に、 天下に、 にくむべき 人な し、 親 を 敬す 

る は、 心の 德 敬な 、天下に、 あなどる ベ き 人な し、 親 

ム カフ n  •  P 

に 向 心、 他人に 向 心と て 1 1 なければ なり、 不. 惡不& 

チウ n ク イツ.， シン n  、  IX 

は 愛敬の 廣 きを 云 也、 四海 一家、 中國 一人の 意な り、 一 


揚， 名 於 後 ま； ♦ 

當 世の 名 は、 ほめ そし， 9 にあ やまり も あり、 其 上、 利 

に 近き なれば、 君子の 名 は 後世に 定る ものな り、 上に 

テ ジン クン リャゥ シャゥ  チウ シン ギ シ 

在 仁君 良 將の名 有、 下に 居て は 忠臣 義士 等の 名 

あ 、慈父、 孝子、 良 夫、 負 女、 友愛、 爭友 等の 名 あり、 

知者 は 不急 、 仁者 は 不 、 勇者 は 不 等 の 名 あ， 9  、  • 

不 fe  、不 不 の 中、 右の 善行 あり、 書に 記せる 所、 

ブン ミヤ ゥ 

分明な り、 

以顯， 父母： 孝 之 終 也、  . 


父母 を あげて 先祖 を かねた- 


力 ゲン ゼン ギヤ ゥ 

-、 嘉言、 善行に よりて 家 

名 を あら はすな り、 名、 後世に あが， 9 ねれば、 善人の 

德行 全 し、 家の 名 を あら はす は、 先祖、 父母に 孝 有て 

至れり、 孝の 成就な り、 

失 孝、 始；， 於 事. 親、 

荦の 生理、 情に あら はれて 愛敬と なる、 子 生れて 母の 

懷 巾に そだち、 父の 膝に いだかれて、 神の 知 を 開く に. 

したが ひて、 父母 を 愛する 心 生す、 花の つぼみの * は 


つかに、 火と ほした るが ごとし、 漸 々舯- 知 開きて、 子 

の 心に 親 を 敬す る 心 生や る、 花の 漸々 ほころびて、 淸 

香を發 する が ごとし、 心の 愛敬、 親に 始て發 する ゆ ゑ 

に、 始， 於 事, 親との たま ふ、 五倫 相愛 敬して 孝 なれ ど 

も、 本分の 名なる ゆ ゑに 、親に 事 る を 孝と いへ- 9、 故 

に、經には五倫皆孝なる道理を說給へ，<^、 

中，， 於 事， 君， 

親に ひらけた る 天性の 愛敬 を不， 失して、 君に 事るな 

り、 君臣 は 三 網の j にて、 重き ゆ ゑに、 君に 事る を以 

て 朋友の 道 を かね、 夫- 婦 兄-弟 は 家 道 なれば、 親に 事 

るの 中に あり、 朋友に は 品々 有、 或 問に みえたり、 長 

じて は 父に か はりて 公用 を 勤む、 學校 にて 學び、 家に 


終 _ 於 立， 身、 


ドウ キ カウ イツ サン サイ イツ クワン  メイ- ,\ トク 

道 器 合 一 、三才 一 賞の 身なり、 故に 此 立身 は 明々 德也、 

終 は 畢竟、 歸 宿の 義な b  、五倫の 交り、 皆、 明々 德の受 一 


用な b  、日用、 常 行、 六 藝の遊 一 


ァラズ 


功に 非と 云 事な し、 德を成 一 


いたる まで、 明々 德の 

ヲ n ナウ 

-は善 を 行 にしく は な 


孝 


^宗 明誼箄 第 


孝 に- 
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四 


復. 坐、 吾 語. 汝、 

五 等の 孝 を說給 はんとす、 一 言の 盡 すべきに あらや、 

故に 本 坐に かへ らしめ 給 ふ、 

身， 體 髮-膚 、受ケ 之 父 母； 不，， 敢ぽ t 氣 

孝 之 ： ^也、 

人、 我 身 を 愛せざる 者な し、 然れ ども 父母に 得て、 遺 

體 たる理 をお も ひて、 愛する 者す くな し、 父母の 我 を 

生じ、 苦勞 して 長 成した る 身な. 9、 父母、 或は 老、 或は 

死して 後 も、 其 遺體の 身な h- とお もへば、 一 入 大切に 

ビ  イク テゥ 

て、 そこな ひ 破る に 不.. 忍、 故に 一 朝の いかりに 其 身 

を 忘る /- ことは不孝な，*^、古人の、髮髭までも愛した 

るは此 心な. 5、 孝 は 天-地 萬-物 一 體の理 な. 5、 先此身 

を 父母の 身と し、 親子 一 體の思 ひ を 生やる は、 孝の は 

じめ なり、 

• チ  チ  1>  チ 

立. 身 行. 道、 

プルチ セン シン  >!■ ウギ ガフ. 

立，身は全人となるな.=^、全人とは道器合 一 の 身&、 . 


形より 上なる もの を 道と 云、 形 色な く.， ；-て 身の 生な， 

hs  、形よ b 下なる もの を 器と いふ、 器 は 形 な h -、 道の 

舍 なり、 道の みに て 欲な き は 未 生 以前な，. >、 是を、 人 

生れて 靜 なる は 天の 性 也、 靜 なる 以前 は說べ からす： 

といへ， 9、 聖人と い へど も、 此形 ある 時は此 形の 欲 あ； 

り、 凡人と い へど も、 此性 ある 時 は 義理な き 事 あた は 

や、 形の 欲 性の 義理に したが ふ を 道と いふ、 欲 あれば 

義理 あり、 物 あれば 則 あると 云是 なり、 天下と もに 由 

所な. 9、 此道、 聖人に して 全し、 敎の 生す る 所な り、 自 

,應 の 理を以 云 時 は、 天地の 間、 祗、 天理 至實 にして 無 

妄な り、 故に 天理、 誠の 名 を 得た 、天の 道、 鬼神の 德 

の ごとき 是 なり、 德を以 云 時 は、 有 生の 類た vis 人の 

心、至實にして無と^^な..^、故に聖人、誠の名を得たり、 

不， 勉し て 中. 0 不" 思 して 得る ごとき 是な， 9 といへ， 0  、 

吾人の 不 (及， 所と 云 ども、 立身の 的 は 誠な. 9、 吾人の. 

アキラ 力  - 

誠 は If に 明に して 身に 誠 あ，..^、 善に 明に して 身に 誠 

ある を 立身と いふ 也、 道 器 合 一 の 身 を 立る 時 は、 五儉 

の交..^皆、性にしたがふ道也、道を行の條目は左にみ 

えた. 9、  二 


f ナン デ ルャ 

上 下 無. 怨、 女 知. 之 乎、 

治の 代、 王公 諸侯 は 君た る 事の かたき こと を 知 給 

ひ、 卿、 大- 夫， 士は臣 たる 事の やすから ざる こと を 知、 

庶人は その 樂み を樂 しみ、 其 利 を 利と して 外 を 願 は 

や、 故に 贵賤 ともに 自 反愼獨 して、 己を修 るに 厚く、 

タ, I  シモ 

人 をせ むる にう すし、 上、 天. V もうらみ す、 下、 人 を も 

とがめす， 上下 共に いき ど をり、 うらむ る 心なき な-. y、 

曾 子、 避 一席 曰、 參 不-敏 、何 足，， 以 知， 

チ 

之、 

曾 子、 居た る 所 を 返き 、慎で 答て 云、 參、 敏 明の 質 あら 

す、 敎を不 してい かで か 知らん となり、 

子 曰、 夫 レ孝德 之 本 也、 . 

孝 は 大虛の 神道に して、 造化の 含德 な， 9.. 人に 有て は 

萬 善の 淵 痰、 百行の 源な り、 故に 德の 本な， 9、 

敎之 所， 由テ 生， 也、 

孝 經 開宗 明； K 章 第 一 


タ子 シャ ウイ 

人の 心に、 天よ 得た る 孝德有 こと、 榖の 種に 生 意 を 

ふくめる が 如し、 故に、 敎 によりて^ 固有の 善心 を ひ 

らき 生す、 是を 鼓し 是を 舞して 生す る 所な り、 造化の 

鼓舞、 敎の 鼓舞、 同じ を 地に 蒔 事、 人に 天より 得た 

るが ごとし、 種 は、 地 氣是を 合 養し、 雨露 是を 潤し、 風 

Is- を 鼓し、 日 月 是を覆 育し、 是を 生 じ 、是を 長 じ、 是 

ハル  マナブ 

を實 のらし む、 物の 春 生す る は、 幼に して 學 がごと し、 

夏 長す る は、 壯 にして 行が ごとし、 妹實 のる は、 老て 

敎る がごと し、 先王 * 人の 善心 を 生じ、 長 じて、 和睦せ 

しめ 給 へり、 德敎 法式 は、 是を 鼓し 是を 舞す る の備な 

り、 德は 先王、 民の 父母た る 慈に の 厚 心な hv、 是、 天の 

生理の、 先王の 心に 有 孝德な b  、敎 ぷ大學 校、 小學 校、 

禮樂 弓馬 書數 の六藝 なり、 法 は 今の 法度の ごとし、 式 

は 鱧 式な り、 法 は、 そむく 者に は 刑^ あ， 9、 式 は、 背く 

も 罰な し、 禮 を不. 知 を 恥と する のみ、 故に 法 は 数す 

ョ n シマ イツ ハリ 

くな きをよ しとす、 多ければ. <; くるしみて、 僞 生 

す、 政 は 人の 心 を 直にす るより 能 はなし、 然るに 法度 

によりて、 人心 邪僞 になる は、 本 をう しな へ るな り、 

式 はく はしき をよ しとす、 く はしければ、 上下 貴賤 安 

して 無事な 、つまびら かなる 事 は 外 傳 或 問に 論 や 

I  三 
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三に 生す、 父 生じ 師敎へ 君 養 ふなり、 故に 是に 事る こ 

と 一 の ごとしと 云， 9、 先王 は 古昔の 賢 王な り、 上古 は 

天- 爵 人-, 爵 相- 應に、 天子の 位に 在す 人 は聖德 有、 聖人 

は必ゃ 天子の 位に のぼ. 9 給へ り、 堯は唐 侯よ b 天子 

と 成 給 ひ、 舜は 野人よ. 9、 堯の讓 を 得て 帝と 成 給 ひ、 

禹は 諸侯よ b 舜の讓 .C を 得 給 ふが ごとし、 王の 字の 

サシク ワク  ナカ ッ ラヌク  ァ ハセ サン サイ イツ クワン 

三畫は 天地人な hs  、中 を， I は、 天地 を 合て、 三才 一 貫 

の道德 ある 象な り、 

有，， 至- 德 要. -道， 

拳 

德は得也、天に得て心に主たる^|<5也、人々园有の善也、 

此 固有の 德を先 明に して、 衆に 先達 人 を、 賢者 共 先覺 

北ハ云 也、 純粹は 至善、 天と 同體 にして 名 付い ひがたき 

を 至 德と云 也、 道 は 人の せハに 由と ころな h -、 1 を 以て 

衆 をす ぶる を 要と 云、 或は 知て 行 ひ、 或は 不， 知して 

由 天下の 大道な. 9、 德は未 發の善 也 、逍 は已發 にあら 

ざれば、 天下 A ハ由 こと あた はす、 来發 にあら ざれば 心 

の 根た もこと あた はす * 缚 t 淵 泉に して 時に 出す こ 

と あた はす、 故に 未 發の善 を 至善と 云 也、 


二 

テニス  チ 

以 順， _ 天-下； 

顧に する は 治る よりも 大 なり、 能 其 性を盡 し、 人の 性 

を壶 し、 物の 性を盡 し、 天地の 化育 を 助け、 人物 各 其 

性 を とげ、 其 所 を 得、 無爲 にして 無事なる を頫 とい へ 

り， 井 ほりて 水 吞、 耕して 食す、 帝 德何か f 云る は 

頓の 至な b  、政 を 以て 民を簦 ふとい ふと も、 K これ を 

しらす、 

民 用， 和-陸"、 

民 は 衆多の 稱也、 位な き 人 也、 多 を あげて 少 を かね、 

かろき を あげて 重き をかぬ、 公-卿 諸-侯 大 -夫士 は、 位 

有人に して 數 少し、 重き は數 すくなく、 かろき は教多 

し、 數か ぎ...^ なき 庶 人と い へ ども、 人 は 皆、 先王と 同 

心同德 なり、 故に 至 德耍道 を 用 て、 受 用と せす とい 

ふ 事な し、 いはん や、 士 以上の 位 有人 を や、 至德： 

の^ 敎、 人倫に 及んで 和睦せ すと いふ 事な き 事、 春、 

人間に 至りて、 賤 夫の 小 家まで も、 卷風和 氣を樂 がご 

とし、 畢竟、 貴賤と もに、 至德耍 道の 化 を かふ し 

和睦す るな，. y、 


孝 經小解  熊澤蕃 山講述 


孝經 

チシへ  カウ キヤウ ナツ ケ 

孝の 道理 を 敎給ふ 書なる ゆ ゑに 孝 經 と 名 付たり 藥 

人の 道を傳 たる 書 を經と 云、 經は 《s な. 5、 龜 人の 道 は 

萬 古 不易の 常道に して、 無始 無 終の 理な. 9、 夫、 孝 は 

天地 生々 の理 にして、 至 滅眞實 の 心な，..'、 故に 孝子に 

は、 神明 不測の 靈感ぁ b  、孝 經は曾 子に よりて 發 明し 

給 へ り、 曾 子、 質 美に して 天然と 孝子な， 9、 しかれ ど 

も、 學未 至-所に 至らざる 以前 は、 大舜の 孝に 不. 及 こ 

と あり、 大舜は 誠よ. y 明なる 聖人な.^、 曾 子 は 明なる 

よ 誠 ある 大賢な b  、其 至れる に 及で は 二 な 、曾 子 

も 孔門に 不， 入して 大 舜を師 とする の學 なく は、 た V 

孝子と 云に 終ん のみ、 孝子 なれ ども 賢人と はいふべ 

からざる 人 多し、 善に 明. にして 身に 誠 ある は 君子の 

孝な り、 故に 德 、塞 賢なら ざれば 大 孝と は いひが たし、 

會 子の _學 すでに 至 所に 近くて、 大舜の 孝に 及ばん と 

孝 0 期宗 明誼庠 第 I 


す、故に孝の大本、大用を說給へ，.^、 

開 宗明誼 章 第 一 

仲-尼 間-居， 

仲用は孔子の字なh^、間居は事なく獨痤し給ふ時也• 

申々 夭々 の 氣象思 ひやるべし、 數 千歳の 後 、東夷の 小 

生と い へど も、 まのあたり 其德 容を拜 する がごと し、 

曾-子 侍-坐， ■ 

孔夫子、獨坐の1^^節、 曾子來て侍坐せり、 君父師の前 

-ジ 

- >  一 と 云な， 9、 

子 曰、 參、 先主 

參は曾 子の 名な り、 父と 師と 子弟 をよ ぶ 事 同じ、 人 は 

1 
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論 衡に見 ゆ。 も と 魯 論、 齊 論の 別 あり 又 河 間 論 あ り、 各.. 其傳 ふる 所 

の學 者の 地 を 以て 名 けられし が、 其 の 內容篇 數亦隨 て 多少の 異 

同 あ り、 多 き は 三十 篇 ありと 云 ふ。 成 帝 の 時、 張 禹に 至り 魯齊の 二 

論 を 合せ て、 齊 論 中の 問 王、 知 道の 二 篇を削 り、 定 めて 二十 篇 とな 

せ り。 是 れ 即ち 現在の 論語な り。 此 書 は 古より 大に行 はれし を以 

て、 諸 儒の 注 釋甚多 けれど も、 魏 の 何 晏の集 解と 朱 子の 集注と は 

其最 なる ものと す。 前 者 は單に 小数の 古學 派に 用 ひら れ、 後. 者 は 

朱子學 派、 陽 明學 派に 用 ひら る。 今 玆に收 めた る もの は 集注 

りて 懇說 したる 中 村 惕齋の 論語 示 蒙 句 解 (i & な り。 


廣. 
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據る所 を 明に せ る ものなる を以 て、 苟 も 需敎の 何物た る を 知ら 

んと 欲する 者 は、 必 ず 本書 を 讀 まざる ベから ず。 物 徂徕は 當時老 

子 虚無 學說の 蔓延 流行の 弊 ある を 防がん が爲 に、 子 思 儒教の 天 

人觀を 述べ て 此書を 作れり となせ り、 亦 一 理 なきに あら ず。 も と 

大學と 同じく 鱧 記 中の 一 篇 たりし を、 南北朝 の 時、 宋 の 戴顒始 め 

て 中庸 傳ー ー卷を 著し、 梁 の武 帝、 亦、 中庸. 講疏 中庸 義 の 撰 あり。 趙宋 

に 至り て、 程 子 特に 之 を 尊崇して 孔門 傳授の 心 法と 爲 し、 朱 子 の 

章 甸出づ るに 及 び、 大 學、 論、 孟 と 併せて 四書と 稱 し、 學 者 必讀の 書 

として 大に行 はる \ に 至れ り。 大 學と 同じく 古注 本 あれ ど も、 廣 

く 行 はる- -は朱 子 章， 1^ なる を以 て、 今 は 其 說に據 りて 講 明した 

る 中 村 si 齋の 中庸 示 蒙 句 解 (II) を收 めたり。 

論 語 中 村 惯 齊講述 
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注に 據れる 者に し て、 古 學派 陽明學 派に 用 ひら る。 

今 兹に收 めた る は 世間に 普く 用 ひらる 朱 子の 章句 本に 據り 

て、 講 明した る 中 村 惕齋の 大學示 蒙 句 解 (f  & な り。 此 書 は 四書 示 

蒙甸 解の 一 にし て 講 述 の 最も 懇切なる ものた り。 示 蒙 甸 解の 原 

文 は 凡て 片 假名 交り なれ ども 今 は 平 假名 交りに 改めた り。 文 字 

の 用法 送 假名 等、 凡て 原文に 從ひ敢 て 私 攻を加 へ ず。 他の 諸 書に 

在りても 亦 然り。 

【講述 者の 小傳】 中 村 si 齋、 名 は 之 欽、 字 は 敬 甫、 惕 齋は其 號 なり。 通 稱 を 

七 左 衞鬥と 云 ひ、 後 仲ニ郎 と，； 3- む。 京都の 人に し て、 家 世々 商賈を 

事 と し、 家 財 頗る 富 む。 慍 齋 人となり 謹 厚に して 物と 競 は ず。 故 を 

以て 家產 漸く 落ち 益， 窮 乏 なれ ども 晏 如た り。 學 を 好み 博識の 君 

子 を 以て 推さ れ、 伊 藤 仁 齋と其 盛名 を齊 うせ り。 時 人 語 りて 曰く- 

仁齋 兄たり 難 く、 惕齋 弟たり 難し と。 惕齋 は學 者の 好んで 異、 說 を 

漢籍 國 字解 全書 笫 一 卷 解超附 著者 小傳  七 
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に 事 ふ 
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傳文 を 
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身 を 4 

學と題 
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り し を、 宋代 に 

で 其 錯筒闕 遺 

論 語、 孟 子、 中 庸 

下に 行 はる-.' 

ず。 朱 子 は經ー 

以 て 曾 子 一 流 

內容を 云 はん 

八 條目を 設け 

上に 立 ち、 家 に、 

め 人 を 治む ベ 

せ る 者 あり、 
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，傳十 章 

手に 成 

，先 づ 明， 

，天子よ 

に、 若 < 

事を說 

の 原文 


のにし 

對 する 

馬 光、 程 

て 注解 

四書と 

- 本書の 

に 分 ち- 

る  もの 

一明 德； 新 

り庶人 

は 天下 

ける も 

に從ひ 


て、 小 學が 小人 (I  £) の 長上 

者と なせ り。 も と 鱧 記 中の 

子等、 特に 之 を 表 章 し、 朱 子 

を 作り 大學 章句と 名 く。 其 

稱 し、 學 者 必讀の 書と して 

作者 は諸說 あれ ども 未だ 

，經文 を 以て 扎 子の 言 と し 

と爲せ り。 今 朱 子の 章句に 

, 民 、止， 於，， 至善； の 三 綱領 を揭 

に 至る まで 苟も 大人と し 

に 責任 あ る 者 は、 先 づ、 己 が 

の た り。 本 書 又 別に 古本 大 

，注解 も 亦、 漢の鄭 玄の鱧 記 


て 時事 を陳 じたる を 以て 罪 を 得て 古河に 禁錮 せら る。 元 祿四年 

七月 残 す、 年 七 十 三" 著 書に は 四書 小 解、 孝 經 小 解、 易 經 小 解、 大 學 或 

問 等 ありて 文教の 普及 を 助けし こと 敏 から ず。 初 め藤樹 篤く 孝 

. 經 を 尊信 し、 常 に 以て 聖人 一 本の 敎は宴 に此に 在りと な し、 講 說 

怠 ら ず。 蕃 山の 備 前に 仕へ 政 を爲す や、 甞 て 封內を 巡視 し、 牛 窓 な 

る 漁村に 舟 を 泊せ し 時、 漁 家 兒女亦 知レ 字、 笑 將， 一孝 經， 敎_ 一老 翁， の 句 あ 

り、 識 者稱 して 一 時の 敎化想 ふべ しとな す。 さ れば 其の 孝經 を 解 

す る や、 名 けて 小 解と 云 へ ど も、 其 の實 平生の 志 を 寄託す る あり 

て 尋常 俗儒 經 生の 常 談 にあらざる こと は 又 推知すべし。 

. 大 學 中村惕 齋講述 

【本書の 解題】 大學は 古昔 大學 人を敎 ふる 道 を 論述せ し を 以て 書 

名と な す。 後 世 小 學の書 出る に迨ん で、 學 者 以て 大學は 大人 @ の 

漢籍 國 字解 全 害 第 一 卷 解題 附 著者 小傳  五 
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めんとの 微 旨に 外なら. さるな り。 

【講述 者の 小傳】 熊 澤蕃 山、 名 は 伯繼、 字 は 了 介、 號を蕃 山、 又は 息游 軒、 

通稱 を次郎 人と 云 ひ、 後、 助 右衞 門と 改 む、 京 都の 人な り。 寬 永 十 一 

年備 前の 岡 山 藩に 仕 へ し が、 自 から 學尙 足らずと 爲し て、 五 年 に 

して 致仕 し、 江 州 桐 原に 遊 び、 中 江 藤 樹の學 德を慕 ひ、 就 きて 陽 明 

學 を 受 け、 貧 居 數 年、 孜 々として 講學に 努めた り。 正 保 二 年 再び 召 

されて 岡 山に 赴 き、 祿 三千 石 を 賜 はり 國 政に 參與 す。 蕃 山經 世の 

ォ あ り、 地 を拓き 田を墾 し、 貧 民 を 救 ひ、 敎 育 を 盛に し、 治 績 大に舉 

が り、 民お の 德を 仰ぐ。 會， 藩侯に 從 つて 江戸に 抵る や、 王侯 貴紳 皆 

爭 ひて 師禮を 執 る。 將 軍 家 光 も 亦 引見して 說を 聞かん と 欲せし 

. が果 さず して 薨ぜ り。 明 曆 一 一 年、 獵 して 馬より 墜 ち、 手 足 を 傷け た 

る を 以て 隠遁の 志 あり、 遂に 致仕して 京都に 還 り、 後、 播 磨、 大 和 等 

に客游 し、 貞享 四 年 幕 命 を 以て 下野に 遷さ れ、 此 冬 幕府に 上書し 
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雜 漢籍 國 字解 全書 第 一 卷 

解題 附 著者 小傳 

孝經 熊澤蕃 山講述 

【本書の 解題】 本書 は 孝道 を說 ける を 以て 其 題號と す。 本 書に 記す 

所 は、 孔 子が 門人 曾 子に 向 ひ て、 子 たる 者の 父母に 對 する 本務 即 

ち 孝道 を 問答 說述 したる 者な り。 何 人が 之 を 筆記せ しかに 就て 

は 古より 諸 說紛々 として 決する 所 あら ず。 然 れ ど も、 呂 氏 春秋に 

孝 經を引 き、 又 漢人の 傳ふ る 孝經緯 に、 孔 子 の 言 として 我 志 在， 一春 

秋； 行 在， 一孝 經； と ある を觀れ ば、 其 書. の 古くより 傳 はりし こと 疑 ふ 

ベく も あら ず。 故 に 後 世、 之 を 採りて 九 經、 若 く は 十三 經 中に 收め、 

我 孝 謙 天皇の 御宇に は、 天下に 詔し て、 家 ごとに 一木 を備 へしめ 

漢籍 圃 字解 全書 第 一 卷 解厘附 著者. 小傳  .  一 


«ss 國字 St 全書 緒言  1 二 

れ、 文 敎 普及の 萬 一 を裨補 せんこと は 深く 希望して 已 む 能 は-さる 

所な り。 

明治 四十 二 年 十月  早稻 田大學 出版部 


所な らん や。 往 時の 國 字解 書 の、 特 に 現 時に 切要なる 所以 實に玆 に 

在り。 

故に 本 大學は 員 を 設けて 國 字解 書の 蒐集に 努 め、 其 得難き もの は 

內閣文 庫、 帝 國圖書 館、 東 京帝國 大學圖 書 館、 本 大 學 圖 書 館、 及 び 名門 

大家の 珍葳木 を謄寫 し、 今 や 何人に も 必須なる 漢籍の 殆と 全部 を 

網羅し 得た る を 以て 孝 經、 大 學、 中 庸、 論 語、 孟 子、 易 經、 詩 經、 書 經、 小 學、 近 

思 錄、 老 子、 莊 子、 列 子、 孫 子、 唐 詩 選、 古 文 眞 寳 前 集、 古 文 眞寶後 集の 十七 

書に 就きて 國 字解 書の 最も 優秀なる もの を拔 きて 之 を 十二 卷に 

收め、 題して 漢籍 國 字解 全書と 云 ふ。 

本大舉 が校內 幾千の 靑 年を敎 育すな と共に 幾多の 講義 錄を發 行 

して 日新學 術の 普. 及 を圖る の 傍に 於 て、 遡 りて 本書 を發 行し て、 廣 

く 之 を 世に 紹介 せんとす る も の、 實 に 古典 敎 育の 復活 を 熱望す る 

に 由 る.。 本 書の 發 行が 幸に 江湖の 贊襄を 得て 廣く 上下に 繙讀 せら 

漢藉國 字お 全書 錄言  一 一 . 
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漢 M や-者 の 間に 一 般に 必要なる 書籍 は 、大略 之 を 網羅し. たる を 以 て、 一 

最も 廣く， 行 はれた る 者の 如 し、 唐詩 選 餘師、 古文 眞寶 餘師： 等 は 之 に 一 

倣 へる 名稱に 外. な ら ざ. る. な り。 是等 の. 書籍 は. 何 れ も 印. 刷せ られて f 

廣く 世に 行 はれた る 者の みなれ ど も、 他 に 幾多の 印本 寫本 ありて 

廣く 上下に 繙讀 せられた る. 事 なれ ば、 國 字解 書， の 爲に學 問の 普及 

を 助 け、 人 文の 發達を 促した る こと 幾何なる を 知る ベ から ず。 其 効 

果の大 なる 蓋し 意 料の 外に 在るべし。 . 

古典 敎 育と 漢籍 

古典の 敎育は 語 學文學 の 上に 於 て、 倫 程 哲學の 上に 於 て、 は た 好 $1 

人格 養成の 上に • 於て 極めて 重要の 位置 を 占 むる ものた り。 こ れ 西 

洋諸國 に 於て 希臘 羅典 等の 古典が 今尙 盛に 行 は れ、 我 國の 往時に 

於て 漢學 敎， 育 の 尊重 せられし 所以な り。 而 して 漢學敎 育の 我 画に 

f  1  .   一 
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る を、 羅. 山 は 「和 文 に て け る 解 釋」 の 義に轉 用せ し. もの なれ ば、 固 よ 

り穩當 なる 名 稱には あら ず。 故 に获生 徂徠. の 如き は 諺 解の 名稱を 

襲用せ ずして 國 字解の 名 稱を用 ひ. た り、 「莊 子國 字解」、 「孫子 國字 解」 

の 如き 其 一 例な り-。 國 字解と は 言 ふ 迄 もな く 「日 本の 國 字なる 31!^ 名 

文に て 書け る 解 釋」 の 義 なれ ば、 其 名稱 の穩當 なること 諺 解の 比に 

あ ら ず。 故 に 特に 廣く行 はれ て、 國 字 抄、 國 字辨 など 云 ふ 名稱は 幾多 

の 著述家に 用 ひられた り。 熊 澤蕃山 出で て 小 解の 名 稱を用 ひ、 中 村 

馄 # 出で 上 不蒙句 解の 名 稱を用 ひた り。 蕃 山、 惕 齋 共に 學殖の 豐 富 

なる が 上に 兼て 國文を 善くせ しを以 て、 巧 に經 典の 微旨 を發 揮し 

て餘蔬 なきに 至らし めた り。 故 に 小 解と 云 ひ 示 蒙 句 解と 云 ふが 如 

き 極 皮の 謙辭を 以て ま 〈書に 題せ しに も拘ら ず、 國 字解 書中の 優秀 

なる ものと して 廣く 上下に 行 は れ、 以 て 慕 末に 及べ り。 此 他に 谿百 

年の 經典餘 師と云 ふ もの あ り。 其 講述の 極て 淺 薄なる にも拘らず、 


漢籍 國 字解 全書 緒 富 


五 


徵 する を 得さる が 故に 鎌倉時代に 於て 尼將軍 平政 子が 政務の 參 

考の爲 に 貞觀政 要の 假名 文 を 書かせた る を 以て 其 濫觴と 見做さ 

マる を 得 ず。 降 りて 足利時代に 至りて は、 此 類 の 書、 五 山 僧徒の 間に 

盛に 行 はれたり と 見 え、 五 山抄 として 傅へ らる \ もの、 少 から ざ 

るが 中 に、 蘇 柬坡の 詩 § ^を 講述 したる 「四 河 入 海」 史 記 を講述 したな 

「史 記抄」 の 如き 大部の 書籍 すら あ り、 以 て 其 盛况を 推す ベ し。 然 れ ど 

も 其廣く 世に 行 はれし は 元 和偃武 以後に あるな り。 

文満の 役に 朝鮮の 典籍 を齒 獲し 歸る もの あるに 及 び、 朝鮮に は 諺 

、 

解と 題す る 一 類の 書籍 ありて 漢文の 普及 を胁 けし ものなる こと 

知られたり。 林羅 山の 「古文 眞 寶 諺. 解へ 「孝 經 藤 解」、 「孫 子 諺 解」 等 は 朝鮮 

の 名 稱を其 儘に 襲用せ しものに て、 盖 し 木 邦に 於て 諺 解と. 題せ る 

者の 嚆 矢た り。 か の 俚諺 抄と云 ひ 俚諺 解と 云 ふ も の、 皆 之に 倣へ る 

名. 稱 に 外なら ず。 惟 ふに 諺 解と は 「諺 文 ，儒， S にて 書け る 解 釋」 の 義 な 
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^^^^ 漢籍 國字 5i 全齊 00   -1 

德川 時代に 於け る學 者の 氣風 

抑" 學 術 は 研鑽 1^ 依て 其 光輝 を增 し、 普 及に 依て 其 効果 を增す もの 

な れ ば、 硏 鑽と 普及と は兩々 相 離る ベ から-さる ものにし て、 其 價 値 

の 大小 は 容易に 耔輊す ベ か ら ざる もの あ り。 元 和 偃武以 降、 幾 多 の 

碩儒 輩出して 當時 唯一 の. 學問 たる 導. 文 上に 深奥なる 硏究を 試み 

たる を以 て、 其 著書の 如き も 實に汗 牛 充楝の 多き に 達 し、 中 に は 支 

那 哲の 研究 を 凌駕せ る もの も » しとせ ず、 亦 盛な りと 謂 は ざ る 

ベ か ら ず. C 當 時に 於け る學 者の 氣風 は、 自 ら 深刻れ 研究 を 試みて 諸 

家の 說を 評論し 說 破し 其 創見 を， 立つ る を 以て 能事と な し、 其 著 書 

にも 國文を 用 ふ る を 屑し とせず して 漢文 を 用 ふ る こと を 喜びた 

り。 舉 世の 學者 をして 悉く 此犟に 倣 はしめ た らんに は、 其 學 說 文 章 

は 如何に 高 妙なる にもせ よ、 其 利を享 くる 者 は 一 部 少數の 專門學 
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